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义歸る 


巧 

明治 四十が 頃 

巧 

南海 道の 海岸 じある 小都會 

人 

黑巧賢 一郎  二十 八な 
そのを 新二郞  '二十 一一 度 
その 巧 おた わ 二十を 
彼等の ほおた か 五十一 歲 
彼等の 父 宗太郎 
情 景 

中流 階級の つ、 ま しゃかな み。 六 盛の 問、 冗 面に 镇筒 

がを っス其 上に n を 巧 計が 强い y をろ 〇 前に 長 义鉢ゎ 

リ 〇湯罐 から 湯が 立って 巧ろ。 卓子 臺が おして わろ。 

質 一が は 所から 歸 つ';^ 和服に 黃更 へたに かり i ぶと、 

寬 いで 巧閒古 請んで 朽る〇 巧の わた かが 縫物 もして お 

ろ。 午後 セ 時に 近 < 戸外け 間し。 十月の 初日 


巧 一が おた あさん’ おた わは 何處へ 巧つ たの。 

呀化立 物を 屈け に 行た。 

質一郞 まだ 化 ホ 物を しとろ の。 もう 人の 家の 化 事 や こ 
し、 せんでも え、 のに 0 

巧 さう やけど、 殺 入の 時 じ、 一枚で も餘 計え、 唐物を 持 
つて 巧 さたい の だら うわい 0 

巧 一郎 (新聞の 裳 も おしながら) 化 間 云 ふとつた 口は 何 
うなつ たの 0 

巧た わか、 ちいと 巧手-が、 氣じ 入らん の だら うん’ い。 の 
うは 興れ {をうて、 せおん どつ たんや けれどものう。 

巧 一郎 財 塵が あると まふ 人 やけに、 え、 口 やおむ ち。 

巧 けん ど、 一 萬 や •二 萬の が 產は化 ひ 出したら 何の 猛に 
もた^ん けえ な。 家で も わた もさん お來た 時にはを 俊 や 
地所で’ 一二 一! 萬圓 はもつ たんやけ ど •わ 父さん •が 道樂し 
て 化 ひ 出したら、 値 じつけ て 振ろ かしだ や。 

巧 一が (不 化な ろ 記憶み 巧び 起した ろかく 默しス おろ〕： 


巧 なは 肖み で懲 々しとる け じ、 た わは が產 よゎ も 人閒の 
え、 巧へ やらぅ と 思 ふとろ 〇时產 .かな、 つても 亭 まの、 む 巧 
およかつたら、】 生苦游 せいでも 濟 むけ じな。 

質 一が 时產グ ちつて、 人間が よけ b や、 なほい、 でせ ぅ 0 
母 そんな 事' が 望める もんけ。 おた わがなん ぼ器进 よしで 
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も、 あじは を かないん やけ じな。 化 頃の 事 やけ じ、 少し 
ま おを しても、 一二 巧圆や 五ち 圓は 直ぐ か.、 るけ じのう。 
巧一邱 わたむ も •お 父 様の 爲じモ 供の 時 隨を苦 巧を した 
ん やけ じ、 燃 入の ま 度 丈で も 化來る 丈の 事は してやらな 
いかん。 な 達の おを か千圓 じむつたら 半み はもれ にやつ 
て も 走、 む 

巧 そんな じせいでも、 ill 巧圓 かけて やつた r? 义 、。其 後 
で わ 前 じん 族を 質うたら 私 も 一を むす ろん や。 なは 亭ま 
速か惡 和つた けど、 子供 運は え、 をうて 皆ち うて みれ る。 
お父さん じ 行かれた 時は、 何う しょうと おつた がのう： 

■ : 0 

巧 一郎 (話 趙も轉 すろ なに；} 新は 大み遲 いな。 

なお 情 やけ じ、 遲 うな ろん や。 新は 今 パから また 月給 か 
巧る を ふとつ た。 

巧一郞 さう です か。 もい つは 中學 おでょ < 出來 たけに、 
小學 おの 化生 や こしす るのは す滿 やらう けど、 ちみで 魅 

强 さへ したら、 なん ぼで も 化 化は 化來 ろん やけ じ。 

巧 わ 前の 路も 採して 货 ふとん やけど、 え、 のかな うての 

う。 网 W の 娘なら え、 けど、 少し 问 うの 方 •かがま か 上 や 

け じ. おわん かも 知れんで な 0 

巧 一が まだ 一ニ ニ 年は え、 でせ う。 

巧で もたた わを かへ やろ とすろ と、 ぜひ じ も 質は ないか 


ん 。夫で 片お附 くん やけ じ 。お父さんが 出奔した 時には’ 
一二 人の子 供を 抱へ て 何う しようと 恩つた もん やか.：.。 

巧 一が もう 昔の事を ちうても 仕方 •かない やけえ じ。 

(表の 格子 開 さ 巧 一一郎 歸 つて 來 ろ。 ル學を 帥-しし 又 眉 
日 巧れ たろ 靑 年な り〕 

巧二郞 只今。 

巧 やち、 おかへ h-0 

巧 一が 大變遲 かつた ぢ やない か。 

巧二郞 今日は 調べ もの お澤山 もつて、 閉口して しまうた。 
も、 肩が 凝つた。 

巧 先刻から 御飯 じしようと 思つて、 巧つ とつたん や。 

巧 一が 御飯 おすんだら •風呂へ 行つて おる とえ、。 

巧 二 郞 (和服に 着更 へながら) おたちさん、 た わは。 

巧 化 立 物を 持つて行つ とんや。 

新二郞 (和服に なつて 宽 ざながら) 兄さん！ 今日 僕は 
不思議な 域を 聞い たんです’ がわ。 杉 旧 校長が 古新 巧で、 
家の わ 父さん じよく 似た 人に もつた と 云 ふんです かわ。 

巧と 化 う-- む。 

巧 二が 杉 凹さん お、 古新 巧の 旅籠 屋が ホん どる 所を 適つ 
とろと、 前 じ 巧く 六十 ばかりのを 入 かもろ。 よく おる と 
何う だ 見た やうな 事が もる と 思つて、 近づいて 橫 顔を 見 
ろと、 家の お父さん に似て 居た とを ふんです。 何う も宗 
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太 郞さム らしい、 宗太郞 さんなら 右の 頰 じほく ろが もる 
窜ぢ やけに、 ほくろが あつたら 聲を かけょうと おつて、 
近ょ らうと すると 水神さん の橫 巧へ. コソ /\ とは ひつ 
てし まうた と 云 ふんです 0 

巧 杉 田さん なら お父樣 のかな 友達で、 一 緖じ搶 の 稽古を 
して 居た 人 やけに、 お 違 ふ 事 もない やらう。 けどもう お 
前、 二十 年 じ もな るん やけに のう。 

巧 二郞杉 田さん もさう 云 ふとつ たです。 何しろ 二十 年 も 
逢 はんの やけ じ. しつかりした 寧は ちへんけ ど、 子供の 
時から を 際うた 宗太 がさん やけに、 まる さり 見 違へ たと 
もを へんを うてな。 

巧- 郞 (不 巧な 辟み 輝かして〕 ぢ や。 杉 田さん は 音 口 葉は 
かけなかつた の だ わ。 

巧 一一郎 ほくろ おちつたら、 を 栗る む算で 居た の やつて。 
母 まあ、 そ b や 杉 田さん のな 違 ひやら うな。 同じ 巧へ 歸 
つたら. 肖々 の 生れた 家じ歸 らんこと はないけ じのう。 

資 一が 巧し’ お 父 様は 家の 敷居は 一寸 越せない やらう。 

巧な はもう 巧んだ と 思 ふとん や。 家 化してから 二十 年 じ 

な るん やけえ 0 

新 一一郎 何時か、 岡 山で 逢つた 人が あると を ふんで せう。 

巧 も わ も‘ も、 r 十 年 も 前の 事ぢ や。 久 がの 忠 太さん が 岡 

山へ 行った 時、 家の お父さんが、 獅子 や 虎の 動物を 速れ 


て 興行し とつた とかで •忠 太さん を 料理屋へ 呼んで 御 醜 
走を して、 家の 樣 子を 閒 いたん やて。 其 時は を 時計を 帶 
じさげた 0* 絹物 づ くめで H ラィ 勢で もつた を ふとつ 
た。 それからは 何の 音沙 なもないん や。 もれは 戰爭の も 
つた 明くる 年 やけ じ、 もう 十二 一ニ ザ じなる のう。 

新 一一郎 お父さんは、 なか--、 變つ とつたん やな。 

母 若い 時から をの 學間 はせんで •山 帥の やうむ 事' が 好を 
でもつ たんや。 もんな じ 借金が 化來 たの も、 道樂ば つか 
りでは な いん や。 ま 都へ 千金 丹を 質 〇 出す とかを うて 巧 
をし たんや 0 

巧 I 郞 (や、 不 化な 表情 夕 f しス) わた もさん、 わ 飯を を 
ベ ませう 0 

巧 も、 さう やく。 つい 忘れと つた。 (遠 所の ぶ.、 立 勺 
て 巧く。 をけ ぶぇ すに) 杉 即さん かおた とを ふの も何ぞ 
の 間違 やろ。 生みと つたら 年 お 年 やけ じ ’ r ヵキの 一本 
でもょ こす やろ 0 

巧 一郎 (や、 眞而 りに) 杉 田さん お、 その おじ 逢うた の 
は 何日の 事 や。 

新 一一郎 昨日の 晚の九 時頃ぢ やと お ふ 事です。 

を 一が どんなみ なりを して 居つ たんや 0 

新 二が もん ま ゎ、 ぇ、 なゎ ぢ やない さう です。 羽織 も 着 
て 居らなん だとち ふ 事で ず。 
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巧 m さ ふ。 

新 二が 兄さんが 覺 えとろ わハ义 さんは どんな 様子でした。 
巧 一郎 おは 覺え と.-: ん。 

巧 一一郎 そんなが はないで せう。 兄さんは 八つで もつ たん 
やけに。 巧 だつて ボン ヤリ截 えとろ じ。 

巧 一郎な は勒 えと‘ ん 。をは 覺 えとつた けど、 一生 懸な 
じ 忘れょうと、 か、 つたけ じ 0 
巧 一一郎が W さんは、 ょく お 父 様の 話を します ぜ 。わ 父 さ 
んは をい 時は、 え、 巧で もつ たさう ですな。 

巧 (な 所から なおみ 述 W ながら) さう や •わ 父 様は 評判 
なえ、 巧で もつ たんや。 た 父さんが、 火 敝樣の お 小姓を 
してが た 時 じ、 奥 女中が お證 箱に 戀 歌を 添へ て、 遙 つて 
來た とを ふ 話が も るん や。 

巧 一一郎 何のた めじ、 箸箱を おわたん やらう。 は、、、、 0 
巧 孔 のが やけ じ、々 ザは 五十八む や。 家じぢ つと して 居 
れ ば. もう 樂隱 原を して ゐろ 時み ぢや おな。 

ご 二人な が じか、 ろ) 

巧た わ も、 もう 歸 つてく る やらう。 もうめ つ さ 〇 寒うな 

つたな。 

巧二邮 おたん さん、々 U 巧 巧 ホの 掠の 木で： 白 巧が 啼 いと 

〇 ましたよ 。もう 秋 わ や。 兄さん. 華は やつ ぱ 

が 詰の 惊定 をと るが じしました。 數 をには え、 ホを 


•かないけ に。 

贤一邮 え、 やらう 〇 やは り、 エレクソン さんの 所へ 通ム 
のか。 

巧二郞 さう しょうと ，おつと るんで す。 宣 敎師ぢ やと 巧 
謝-がいらんし。 

質 一が うむ、 何しろ、 一生懸命 じ や るんだ な〇 父親の 力 
は 借らんでも‘) 人前の 人間 じは なれる と 云ん 事を 知ら 
せる 爲じ 勉强 する んぢ やな。 私 も 商 等 文官を やらう と 思 
ふとつた けど、 規則が 改正 じな つて、 中學 校を 化 とらな. 
をけ ，わんち ふ 事 じな つたから 、諭め とんや。 お前は 中 
學 校を 卒業し とろん やけ じ. 一生懸命 やつて 吳れ むいか 
ん〇 

(このが •巧 子が 開い ス 、わたれが 歸 つて 來 ろ。 をむ 
く 十人並な 卜； の おなり) 

わたれ 只今。 

巧遲 かつた のう。 

わたれ また みのものを 賴 まわたり •何 かしと つた もん や 
ナこ〇 

巧 さも •御飯 おたべ。 

わたむ (坐りながら、 や、 不 をなる 表 おに y) 兄さん、 
今歸 つて 來る とな’ 家の 向う側に 年寄の 人 お居て‘ 家の 
玄關 の 方を だ - — 見て ゐ るん や 〇 ( 一 二人とも 不安な 新に 
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なろ) 

贤 一郎う 一 む。 

巧二郞 どんな 人 だ。 

わたれ 暗くて •みら なんだ けど •脊の 島い 人 や。 

新二郞 (立つて みの 間へ 行を、 窓から 祀 く〕 

質 一郎 誰か、 居る かい。 

巧 二が い、 や、 誰も 居らん。 

(化 巧 一二 人ホ默 して 巧る) 

母 もの 人が 家を ほた のは、 盈の 一一 一日 後で ぁつたん や。 

貴 一郎 わたち さん、 昔の事は もうを はんやう にして 下さ 

、〇 

IV 

巧な も 若い 時は 恨んで 居た けど も、 年が寄る となんと な 
しじ 也’ が 弱うな つて 來 てな。 

(巧 人默 つて、 を 事,^ して 巧ろ。 ム いに 表の戸が ザ ラ 
ッと 開く。 質 一が のがと、 呀の致 i が 最もを く 激動な 
巧け ろ。 然し X その 激動の 內 をけ 著しく 連つ ス 居る) 

巧の 聲御 化—. 

わたれ はい！ (おし化女-~^おろ上らうとにしない〕 

巧の 壁 おたかは 居らん かの一. 

巧 へえ！ (吸 ひ附 けられろ やう じち 關へ 行く。 な 下聲じ 

か b 閒え ろ〕 

巧の が おたか か！ 


母の 聲 まあ！ お前さん か. えらう I 獲つ たのう。 

ご 一人と i 淚ぐ みたる 聲 みおして ほる〕 

巧の 聲 まも！ た 夫で 何よ 〇ぢ や。 子供達は 大 をくな つ 
たやら うな 0 

巧の 壁大 けう なつた とも、 もう 皆 立派な 大人 ぢや 。上つ 
て おな まあせ。 

巧の 聲 上つても え、 かい 0 
巧の 帮 え、 とも 0 

(二十 年 振りに 歸れろ 父を 太郞 、憔悴した るが がに 乂 
をいた ろ 妻に 導かれ X 室に 入リ來 ろ。 新 二が とわたれ 
とけ 日 杏し にた、 をながら、 父のを みしみ- ぶ 詰め 
て 招た が〕 

新 一一郎 お 父 儀です か、 僕が 新 一一郎です。 ’ 

父 ホ 派な 男 じな つたな。 お前に 別れた 時は、 まだ 磁じ立 

て.： T もしなかつた か 

わたれ お父さん、 ながた わです。 

父 女の子と 云 ふことは 聞いて 居た が、 え、 器盧ぢ やな も 0 
巧 まも、 お前さん、 何から 話して え、 か •子供 もこん な 
じ大 けうな つてな、 何より 結構 やと 思 ふとん や。 

父 親は なく とん 子は 育つ とち ふか、 よう 吾うても るな、 

ま 文、、、 0 

(併し 誰も その 笑に 合し i うとず る t のけない 〇巧一 


ろが 父 


化け 审に 倚つ わぇ、 下み 向いて 默しス 居ろ〕 

巧 わ 前さん。 巧 も 新 もよう 川來た 子で な。 賢は な、 二十 
の 年 じを 逝 文な 1M ふ ものが を かるし •新は 中學 校へ 行つ 
とつた 時は S 巧と 降つた 酱 かないん や。 今では 二人で 六 
十 阿 も 巧つて 興れる し、 おた わは おた わで、 こんな 器盘 
よしやけ じ、 え、 處 から 口 •かか、 るし な 0 
父 そ'-: 何よ 〇 結 稱な孽 や。 俺 も、 の'  お 年 前 迄は. 人の 
二、 三十 入 も述れ て、 ず 一 と 巡業して 廻つ とつたん やけ 
どもな。 みで 巧 化物 小屋 か丸携 になつた 爲に H ラィ 損害 
をを けて な。 夫からは 何を しても 思は しくない わ。 其內 
じを 化か 紋く なつて 巧る。 女房 子の 巧る 處お戀 しうな つ 
てゥ ヵく と歸 つて 來 たんや。 を ホの おい 事 もない 者 や 
け じ 巧よう 頼む ぜ。 (巧 一が 瓜 注視し^〕 さも 賢 一郎—. 
その 盗を 一つ さして おれん か、 お父さん も 近頃は え、 酒 
も 飲めんで のう。 うん、 お前 丈は 顔 じな 覺 えが あるは。 
(巧！ 邮鹏 •だす〕 

巧 さも、 贤や〇 お父さん か、 も、 仰し や るん やけに、 さ 

も、 久し 振 〇 に 热子お 逢 ふんだ やけに 祝うて な。 

(巧 一郎 跑ピ す) 

父 ぢ や、 新 一一郎、 お前 一つ、 霜を 興れえ。 

巧 二が はも。 (盃 みかり 上げて 父に 差さん とず〕 

巧 一郎 (化が とし ス) 止めと け〇さ すわけ はない 0 


巧 何を まふん や、 寶 は。 

(父親、 烈しい 目に て 質 一が も 脫んで 巧る 〇新 一一郎 t 

わたれ も 下み 向いて 默 つて おろ〕 

巧 一郎 (昂然と〕 俺達 じ 父親 おもる 譯 はない。 そんな も 

のが もる もんか。 

父 (烈しを なな も 抑へ ながら) 何 やと！ 

巧一郞 (や、 がかに) 俺達 じ 父親 おもれば、 八 歳の 年に 
築港から おた もさん に 手を 引かれて み 巧を せいでも 濟ん 
どる。 あの 時 おたちさん お 誤つて 水の 淺い處 へ 飛び込ん 
だれば こそ •助かつて 居 るん や。 俺達に 父親が もれば 十 
の 年から 給仕を せいでも 済ん どる。 俺達は 父親がない 爲 
じ、 子供の 時 じ 何の 樂 しみ もな しじ 暮 して 來 たんや 。新 
一一郎 •お前は 小學 校の 時 じ 墨 や 紙を 買へ いで、 泣いて 居 
たのを 忘れた のか。 敎科書 さへ 滿足じ 買へ いで 寫 本を 持 
つて 巧つて、 友達 じから かは わて 泣いた のを をれ たの 
か。 俺達に 父親が もる もんか。 もれば もんむ 苦勞 はしと 
り やせんり 

(わた か、 わたれ 泣いて 居ろ 0 新 二が 淚 ぐんで 居ろ。 

をい わろ 父 t なから 悲しみに をり かけ ス おろ) 

新 一一郎 併し、 兄さん、 おた もさん が、 第一 あ、 折れ合つて 
居 るん やけ じ、 大抵の 事は 我慢して お n たら 何ぅ です。 
巧 一が (なにが 靜 に〕 お 巧さん は 女子 やけに 何ぅ 思 ふと 


る歸父 


るか 知らん が、 俺に 父親 かもる としたら. 夫は 俺の 敵ぢ 
や。 俺達 お 小さい 時に •ひも じい 事 や 辛い 擧 がちつて わ 
たもさん じ 不平を ち ふと’ おほさん は 口癖の やぅ じ、^ 皆 
お父さんの 故ぢや •恨む のなら お父さんを 恨め」 と 云ぅ 
て 居た。 俺 じ お父さん かちる としたら. 夫は 俺の 子供の 
時から 苦しめ 拔 いた 敵ぢ や。 俺は 十の 時から 縣 臆の 給仕 
をす るし、 わ ほさん は マッチを 張る し、 何時か も おほさ 
んの マッチの 化 事 お 一巧 ばか ゎ' 無かつた 時 じ、 親子 四 人 
で晝 飯を 拔 いたのを 忘れた のか。 俺 お 一生懸命 じ 勉强し 
たのは 皆 その 化を 巧 b たいから ぢや 、俺達を 捨て、 巧つ 
た 巧を なおして や 〇 たいか. だ。 父親 じ 拾 てられても、 
一人前の 人間 じは むれる と 一る ふ 事を 知らして や 〇 たいか 
らだ や。 俺は 父親 か に， 少し だつて 愛さ わた 窗 えは むい。 
俺の 父親は 八 歳になる 迄を を 外 じ 飲ん ホいて 居た の だ。 
その 揚句に 不義理な 借金を こさへ てが 婦を 速れ て 出奔し 
たの ぢ や。 女房と 子供 S 人の 愛を 合は しても、 その ホに 

叶はなかつた のぢ や。 いや. 俺の 父親が 居 なくなつた を 

じは、 お 括さん が 俺の 爲じ 預けて 置いて 吳れた 十六 圓の 

貯 をの 通帳まで 無くなつて 居つた もん ぢ や。 

巧二郞 (疾 もを みながら〕 俳し おさん、 お父樣 はもの 通 

〇 、 もの 通 〇 お 巧を 巧して 居られる んぢ やけ じ 

巧 一郎 新 一一郎！ お前は よく わ 父 様む どと 空々 しい 事 お 


云へ るむ。 見 も 知らない 他人 かひょ つくり 這 入つて 巧て、 
俺達の 親ぢ やと 豆うた からと て、 直ぐ 父に 對 する 感情を 
持つ ことが 巧來 るん か 

新 二が 併し 兄さん •肉親の 子と して、 親が 何う もらう と 
も、 養うて 行く 〇 

贤一郞 義務が もろと まふの か。 円々 でさん' ^5^ 而もい 事 
をして 置いて、 竿が 寄つて 動け なくなつ たと をうて 歸つ 
て來 ろ。 俺は お前が 何と をつても 父親は ない。 

父 (憤が とし' 物 も云ム 。化し ホけ 飾つた なりで 何の 力 
も 伴つ ス 辟ない〕 致 一郎！ お前は 生みの親 じ對 して、 
ょく そんな 口が 利ける のう 0 

巧 一が 生みの親と 豆ム のて すか。 もな た •力 化んだ とを ふ 
賢 一郎は 二十が も 前 じ 築港で： 化んで 居る。 もな たは 二十 
が 前 じ 父と しての 撰 利を ちみで 棄 て、 居 石。 今の 私は 白 
みで 築 さ 上げた なぢ や、 なは 誰 じだつて 化 話 じむつて 居 
らん 0 

(凡て 無言、 わた かと わたれの ず、 りなを のがが 脚乏 
ろ 任 かり) 

父 え^わ、 化て 行く。 俺 だつて 二 萬 や 一一 禹 のをは 巧 巧う 
て來 た巧ぢ や。 どな じ 落 も ぶれた かと ー デつて、 悔ふ 化む 
事は 化 おろ わ。 えらう 邪跑 したな 〇 ( 悄 がと しス 巧かん 
とず) 


ろ 巧 父 
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巧二邮 まも、 わ 巧 もま もせ。 兄さん か 厭 だとち ふの な 
ら 、僕 か 何.- じかして もげます。 兄さん だつて 親子です 
か. J:、 今 じ 機嫌の なろ 巧が もる でせ う。 お待ち まもせ。 
巧 かどむ、 巧を しても 蔑うて 上げます から。 

巧 一が 新 一一郎！ わ 前は をの 人 じ 何ぞ化 話に なつた 事 か 
もろの か。 化は まだ その 人 か .-T 拳な の 一つ や、 二つは 貨 
つたが •か あるが、 お前は 塵 一つ だつて 貫つて はおない 
ぞ 。お前の 小 巧 校の 巧 謝は 誰が 化した の だ。 わ 前は 誰の 
巧ち をを けたの ぢ や。 お前の 學 校の 巧 謝は. 兄さん か、 
しかない 給 化の 月給 か .X 拂 つて やつた のを 思れ たの か。 
お前 や、 た わの ほんた うの 父親は 俺 だ。 父親の 役 y をし 
たのは 怖ぢ や。 その 人を 世話した ければ する おえ、。 そ 
の 化り、 兄さんは お前と 口は 利かない ぞ。 

を一郞 俳し… .〇 

巧 一郎 不服 かもれば、 その 人と 一緖じ 山て 巧く がえ、。 

(か 二人と t なさつ 乂 けて 枯ろ〇 新 二郞啟 ず) 

巧 一が 俺は 父親かない 巧 じ 巧 しんだ け じ、 あや 化に その 

巧し みを させまい と 思うて、 巧も寢 ないで 艱難した け 

に、 おもげ も 中等 掛疫は 卒業 させても る。 

父 (おく〕 もう 何もを ふな。 わしが 歸 つて 邪魔なん やら 

う。 わし やつて 铅理じ 子供 じ 尼 かじな らんで もえ、。 自 

々でを うて 行く 化の ネ强 はもる。 さももう 行かう。 おた 


か！ 丈夫で 暮せ よ。 お前は わしに 捨てられて、 却つて 
化 含せ やな。  - 

新二郞 (ちらんと ずろ 父 杏を ひて〕 ちな たお 金は もる の 
です か。 晚の 御飯 もま だ 唆べ とらん の ぢやも b ません 
か 0 

父 (哀願ず ろが かく 睐も ホら だながら〕 え^わ {0 

(玄關 じ 降りん としてつ まづい ス、 線 墓の 上-し 腰 知つ 
く 一 

わた か もつ、 もぶな い〇 

新二郞 (父 も 抱 さおしながら〕 之から 行く 處が もる ので 
すか。 

父 (をく 巧 化し ス腰 みかけた ま、 じ の たれ 巧す る じは、 
家は 入らん からのう。':. 「濁 言の 如く.〕 俺 やつて 化 
の 家 じ 足 踏 お出 巧る 義理では な いん やけど •ザ' が 寄つ 
て， 弱つて 來 ると 故郷の 方へ ちがと 思が 向いて む。 化 街 
へ歸 つて か •い. 今日で S 日. もやが な〇夜 じなる と 每晚家 
の 前で 立つて 居たん ぢ や' が、 敷居 お 高うて は ひれな かつ 
たの ぢ や：： 併し やつ ぱ 〇、 這 入らん 乃が よかつた 0 1 
文な しで 歸 つて 來 ては 誰 じ やつて 馬鹿 じされる；：。 俺 
も 五十の 聲 がか、 ると 國が戀 しくな つて •せめて 千と 二 
千と 鍵つた 金を 持つて お前 達じ諾 をし ようと おつた か、 
年 か 寄ろ と 夫 だけの 働 さも 化來ん でな。：： (漸く 立ろ 
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海の 勇者 


人 巧 

老いた る 母 わょ し 
その  夫 
彼等の 子 を 一郎 
隣 人 
その 化の 人々 
巧 

主 佐の 國佐 多の 畔じ巧 さお 岸 

情景 

漁夫の が D おおなみ 氣も 持つて 巧 さぅな 暗い 巧い 部屋。 
正而 のかに なわり •ぶじ P 口が わろ。 窓 ふりけ ク 募の 
视刚の 巧に 寸 さま じさ 跳踞 もな しつ、 わろ 乂で がのを 

が 化ぇ ろ 初な の 一 UO 戸 かけや、 烈し さ 風の 音〇窓 

の 化ぐ 巧に 漁具ん 緒つ ス两 ろを 人が 坐つて 居る 〇闇口 

烈しく 巧 ひつ、 わる 0 

を.^  (な i リ 海と 空と 也眺 みつ、) また 荒れ やが る。 お 

よし！  わよ し！  何 ^づ しとる んか〇 早う ランプ 


つけん かい。 

わ ふし (戸口から 內 へけ いつて ホながら) を さじな つた 
ら 、また 一荒れ 荒れる やらう 0 また 海 奴が 人間を 欲し か 
つて 居る わい。 

老人 早う ランプ 點 けたら。 何ぐ づ ------ しと るん か。 

わ ふし (惡 意を ろ口惭 にて) よう 考 へて 見い。 こな じ 風 
が 吹い とる じ ランプが 點 くけ。 

を 人 (云 ひ 込められろ 習 憤に なれて 居ろ かく) もう 舟は 
皆 戻つ と るん やらうな 0 

わ i し も 主、 戻つ とる。 ホ 刻 助の 舟が 一番 おしま ひじ 戻 
つて 居た。 今日の 時化では 後家は 出來ん わい。 

老人 末は 遲 いな。  - 

わ i し もう 直を 戻つて 來 る。 荒れと るけ じ、 巧を 川上の 
方へ 廻し とかない かんの やろ 0.:. (飯み 佛 壇に 供へ な 
がら〕 勝の 巧んだ 晚は 今日よ ぃも 荒れと つたのう。 

を 人 もの 時とは 比べ もんじな るけ。 岸 じ 寄りつ かう とす 
る 舟が •大浪 を 唆つて バラ バラに 碎け るん やからな。 岸 
から 鼻の 化まで 來 とつても 寄りつ けんの やからな。 

わ ふしもう もの 時の 話は せんこと にしよう。 また 勝の ま 
を 思 ひ 化すけ じ。 

を 人 海は 俺達の 飯の 種 や。 なん ぼ 巧し うても 寄 b つかな 
いかん わい。 今度 巧へ 行つたら 猫を 忘れるな。 
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を 勇の 海 


わ ふし 瞧は經 を 釣らしたら、 日に 四兩や 五兩は 何でもな 
かつた な。 もい つは 小 ひさい 時から、 他人の 事 云うたら 
先にな つて 働い とつた か、 とう'^ 他人の ために 命を は 
ふつて しもた。 

老人 まあ、 えム わ。 化の 濱の 奴は 疊の 上で 死わん の や。 
身盧 丈で も歸 つて 來 たら まちえ、 巧 や。 巧の なが 云 ふと 
る、 香 西の 奴 棺桶 入らず や、 棺桶 匡は 杳西 にない 云 ふと 
る 0 

わ i し (戶 口から を 合ちながら〕 まだ 荒れる ぜ 、巽 か眞 
黑や あ。 

巧 人 (戸口から 物音 もさ ぜ すに 這 入つて 來 ろ〕 村の 巧は 
皆 戻つ と るん やらうな 0 

わ i し 今日は 荒模樣 になる と皆迹 げて歸 つて 來 たの や。 
先度の 事で 懲りと るけ じな。 

隣人 さう やらう 。え、 若い者が 五 人 も 死ん だん やから 
な。 勝太郞 さんが 巧んで えらう 西る やらうな 〇 ( 烈しを 

あのを) だん {酷うな つて 來 るな も。 

を 人 今は さう 云 ふとん や。 彼な は 熟 章の 金が は ひるし な。 

腕は もる しな 。年が寄つ て 彼ね じほつ とかれて は 生 さる 

せゐ かない わ。 

度 人 けれど。 この 村で 死んだ なは をい けど、 知事さん か 

ら 使が 來 たり'  郡長さん が 葬式の 伴を して おれた のは 隙 


太郞 さんた やない か。 巧の 新聞 やつて えらう 書 さょつた 
ぜ 。あの 墓石を 見い や。 この 近所には 二つと ない 大きい 
もん やない か。 

わ 王し え、 巧に 巧 やろ。 巧に 賃が セ圓 五十 錢 やと 一耳 ふか 
らな もり 

隣人 おかちの やうに をうた もんで ない わ。 お 上から 下さ 
る 金 や もの セ圓 ぶ十錢 やて 貴い もん やない か。 村の 達藏 
おみ 巧を 助けた 時 やつて •たつた 一圓 五十 錢や もの。 そ 
れ から 見たら セ圓 五十 銭 をつたら 大金 ぢ や。 

わ i し 阿呆く さい。 七圓 五十 錢 位の端を、 經を 釣つたら 
二日 か S 日で 儲ける わ 0 

隣人 お 上から 下さる もん やけに、 第一る 醫 やない か。 

わ i し 勝が 巧んで から、 年に 一二な 贿も違 ふけ じな も。 難 
船の 人 か 一一 一人で 皆 助かつた のじ、 助けに 行つた 巧 お 七 人 
とも 化ん てし もて、 こんな 阿呆く さい ことか もる もん 
け。 助け じ 行かん 方 か 人間の 數 からまうても ょつぽど 
得 や。 

を 人 愚痴を 云 ふな。 お前は 記念碑の まのと さじ も假 病を 
起し やかつ て、 とう {出な かつた が、 まだぐ づ {云 
ふんかり 

わ ふし (激して) 當り前 やない か。 お前の やうな お 人 好 
しとは ちいと 違 ふけ じな。 郡ち さんじ 賞め られて 嬉し お 
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つてない たりし やが つて、 それほど 息子が 惜しうな いん 
か。 息子を とられて セ圓 五十 錢 貴うて、 オダ テじ乘 つて 
路 しおつ とる 馬鹿が もる けい。 難船 おもつ たら 救は なな 
らんを ふ 靑年會 の 規定 お 無茶 や。 年の 寄つた 二親を はふ 
つて 置いて、 他人の 命を 助けて 何になる ん や。 

を 人 この もま も、 頰け たばち 張 〇 飛ばす ぞ。 

わ i し 何ぬ かしや お るん や、 おいぼれ 0 
巧 人 (爭 けんとず ろ 二人 も 止みて〕 まもえ、 わ〇も とに 
なつた 事は 仕様がな いわ。 

(室を く 暗し 〇わ i し 戸棚 i リ ヵンテラ 合 下して 义も 
點 ける〕 

わ 王し 風 •かひ どい けに ランプ •か點 さや せん。 とで 辛抱す 
るん や 0 

(このが ロロが ゎいて かを 这わ あと 共に 末 次 郞が歸 つ 
て ホる。 十 セを のみ 年、 や、 上品な な 立と 黑 いおとみ 
持つ て 居ろ) 

末々 郎 (上りが まちに あこる ぴ ながら) おム なが 空い 

た。 お 母、 飯を 直ぐな ベ さして。 

巧 人 沖は どうだつた。 

末々 郎 雲が 巧た から、 滅 茶々々 に 滑い だん や。 今日はえ 

え 工合 じ 遠くへ 行つ とらんで な。 卿 •か 見えと つた。 

を 人 (戶かじかを寡ろぁの昔じ巧^^^傾けて〕 だん^-^ひ 


どうな つてく るな 0 

隣人 ホ さあ、 兄 か 居らん けに 骨が折れる やらうな。 

ホみ 郞 そや けん ど、 あ、 云 ふ 事で 死ん だん やけに 仕方 お 
ない と 思うて 働い とんや。 誰 やつて 難船した とさ じ 助か 
〇 たいから な。 

巧 人 除さん か 死ん だんで 靑ず會 長の 逕擧が もる 云 ふけん 
ど、 もう 勝さん の や/つなえ、 人は ない わ 0 

わ 王し (飯の 支を もしながら 窓外み ぶて) また 風が ひど 
うむつて くるな 。雨 も 降り出した ぜ 。まや、 おかずは ひ 
じきの たいたん やぜ。 

末み 郞何 でもえ、 け じ、 早う 唆べ さして。 

隣人 (歸 らんと して ロロへ 出 わが 虹ぐ け ひつて〕 誰かし 
らんまつ て來 るぜ。 

外の 聲 (風に 巧 じつて かすか じ) 舟お歸 つた ぞう。 舟が 
歸 つた ぞう。 

末 次が (老人。 隣人。 巧 ど 同が じ〕 え t、 舟が 歸 つて 來 
た—. 誰の 舟 やらう？ 

ホみ 郞 (戶 口から おも 出して) おい、 誰の かや、 能の 舟 
や も。 

かの 度 (や、 不明に〕 誰の 舟 やらみ らんけ ど、 なか 見え 
るん や あ。 

隣人 誰の やらう 0 
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者 勇の 海 


末み 郞皆歸 つたと 思うた が、 夫 b や 一艘 遲れ たんやな。 
わ ふし この 風ぢ や* また 岸 じ 着けん やろ。 ひどうな つて 
來 とる けに。 

降 人 難しい、 とても 着け やせん。 どら、 巧つて 見て 來ょ 
ミ。 (急ぃで 退場〕 

ホみ 郞 不思議 やな も。 もう 誰も 殘 つと らんと 思 ふとつた 
に。 わし も 一寸 行つて 見て 來 る。 

わ i し (末 次が 在 引合と めながら) 飯も啥 ベずに 行かん 
でもえ、。 

未み 郞 一寸 行つて 見て 來 るん や。 

わ 王し 行かんで もえ、。 さち 飯を お 唆べ。 

一人の 漁夫 (馳 けこんで 來 ながら) 潰で 义 をたい て やる 
ん やけ じ’ 薪を かして 吳れ。 

末み 郞 誰の 舟 や。 

漁夫 誰の 舟 やらみ らんけ ど、 ちの 通ゎに わめいと る。 今、 
川の 方へ 調べ じ 行つ たんや。 

わ ふし やつ ば 〇、 助け舟を 化すの け。 

漁夫 巧さない かん。 先度の 事が もる けん ど、 見殺し じは 

巧來ん からな。 

- (このが 初み ス 海上 i りお 鳴を じ 巧 じりて を こ 呼〕 

漁夫ち の聲 をを くと、 S 年 命が 縮まる 〇 もれを さいた 

ら 、助けず じは 居れん わい。 


わ*- < し 阿呆な。 わしは 生れてから、 耳が 痛う なるほど 聞 
いとる けに、 何ともな いわ、 お 父の 巧んだ 時に も •化 貴 
の 巧んだ とさに も、 思 ふ お々 聞い とる けに。 (薪 も 一巧 
持つて 來 る) 

漁夫 えらう、 ヶ チ^-- すん やな。 

わ 王し ケ チ/ \ せいで か。 え、 息子】 人 とられたん やか 
ら な。 

漁夫 勝さん が 生 さとつた 時は、 こんな 時は 一蒂に 飛び 化 
したな。 人の ため 云うたら. 命で も 惜しん どらん。 

わ ふし その 代 b じ、 自分の 親を ほつたらかして 苦勞 させ 
やお るん やり 

漁夫 C 返事 もぜ すじ おて しまん〕 

わ i し 話 おみらん 奴に •薪 一京で も 惜しい わ。 

末み 郎 お 巧、 一寸 行つて 來 るぜ。 

わ 王し 行くな とを うたら 行くな-また 勝の やうに 肋け 巧 
じ乘 つて、 岩に 打 ももて、 他人 樣の ためじ 命を はふ 〇 た 
いか。 

末み が (をを しス〕 何を を ふん や。 また 巧を 旧す とも 化 
さんと もを まつと らんの じ 0 

わ ふし 勝は な、 わしに 長が 養うて 賞 ふとりながら*】 文 
も 賞うた ことのない 他人 樣の ためじ、 命を はふり や •かつ 
たんや。 お前 も そんな 眞 似を する やない ぞ 。ちんな 石碑 
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かを つたつて、 もれ お 何 じな るん や。 年の 寄つた 兩親じ 
何のた しじな るん や。 

末み が故痴 はえ、 加減 じしと け。 

わ ふし をはいで か。 何ぽ でもを ふん や。 生みの親を 捨て 
て 巧つた ものを、 皆 ょつて たんつて 賞め やおつて、 私 じ 
氣の毒 や 云うて 吳れる 巧は 一人 やつて あゎや せん。 働 さ 
盛 h の 息子を とられて. 何が 巧 譽や〇 

(末み 郞け 巧に かまけ すをから 海上 も 見て おろ 〇お鳴 
は あの お 巧 じさ こえて 來 ろ。 ST か乂海 清に 炬义 が點ピ 
られ たのが 見えろ 〇 夕< の 人々 がその 化に 窝し 出され 
ろ。 あじ タリて 喧 燥の 聲も巧 える〕 

巧 人 (戸口から 馳 けこんで〕 おい •おょしさん、 何 か 燃 
す もの はないけ 0 

わ 王し もう 光 刻 化した やない か。 

巧 人が うを ふ 時 だ やけ じ、 もつと 化して 吳れ 。後で 靑年 
宵から 返す さ うぢ やけ じ。 

わ i! (いで/ \ 薪み洩 しながら) 一 庭 誰の 舟 や。 

巧 人 まだ 分らん。 ^退場} 

(かけだん {この 家に 近くな ろら しい 〇 かの 悲鳴 t 
人々 の 暗 噪の巧 も 間近に きこ もろ 。風は みし I 勢 も 巧 
じない〕 

一ん の 巧 (口口に 现 けれて) 搁がも b や 借して 吳れ〇 


わ i し 誰かみ いで 行く のかい。 

男 先度の 事が ちる け じ、 泳いで 巧つて 綱を 渡す ことじし 
たんやり 

わ ふし 誰が 行く の や。 

巧 まだみ らん。 行く もの おなけり や* 靑年會 員で 錶引 
や 0 

わ i し (不安に) 末 じ も 引けい 云 ふまい な。 

男む 酣 せんでも ぇ、 わ。 末さん はま だ 子供 や。 それ じ 兄 
さん 力 化ん どるん や もの 。誰が 末さん を やらす もの か。 
わ i し (安 也して〕 さぅ やらぅな。 (綱 も 出して 巧る〕 
未み 郞 誰の 舟 やらを らんの か。 

巧 まだ 分らん 0 

化の 巧 (戶 口に 現 けれて〕 俺が 巧く ことにな つたん や。 
綱は もる け。 

男 お前が 巧つて 舆れ るん け。 

化の 男 綱 さへ 摘ん ど 〇 や 大丈夫 や。 めつた じ 下手な 事は 
や 〇 やせん 0 

き 一二の 男 (戶 口に 來 て) おい、 化 村のから しい ぜ〇 
化の 男 何 だ 他村の なか。 

巧 それでも やつ ぱ〇 行つて やらな 巧かん やろ。 村 同志の 
交際 ‘ちゃから。 

他の 男 ゥン、 行つて やる。 (一一 一人 退場〕 
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者 勇の 海 


(末み 郞 窓から •ちつと 沖告 ぶて 居ろ。 母け 監視す る や 
うじ 傍に 立つて 居る) 

路人 (老人と 一緒に 歸 つて 來て一 何 や、 阿呆らしい 〇〇 
の 舟 や。 

わ i し 何 や、 〇〇 の 舟 か。 

隣人 浅見 村の 〇〇 の 舟 や。 驾て 飛び込。 のを 止めて し 
もた。 〇〇 の爲じ 命で もは ふつたら、 笑 はれ 物 やからな 
ち 0 

わ ふし さう や、 それ じ 巧 見の 〇〇 が 海,、 化 だしてから、 
この 村の 魚 か價お 下つ たんや。 化の 村の 魚まで 00 がと 
つたん やとを はれて な あ 0 
腐 人 00 なら 誰も 行 さ 手は ない わ。 

わ i し (初み て 安、 むして ホみ 郞の 傍み 離れる'} さう やら 
う。 〇〇 のた めじな をは ふつたら、 つまらん からのう 0 
村の 男 (け ひつて 來 て)  〇〇 の 巧 やけど、 火 丈は たいて 
やらう 0 

老人 淺見へ 知らして やらん のか。 

せの 巧 こんな 雨風の 晚に二 里の 道を 行く 巧が もる け。 そ 

れに 淺見の 00 とは 去年の 事 おもる け じ、 ほっといても 

かま やせん わい。 

外の 聲 (も •傍觀 的な 興 ホと 安ム とが 含まれて 居ろ'} ゼ 
ん /、 西へ 流される,-‘ t 岩へ ぶつかる とおし まひ やな。 


末み 郞 (凝視して 居た が 何 かみ 耳に して〕 子供が 乘 つと 
るん やな。 

がの 男 大人 お 一二 人と •セ 八つの 子供が 一人 居る。 

末次郞 (や、 ム ろへ ろ舉 で〕 誰も 行つて やらん のか。 

村の 男 それほど なの 不用な ものは 居らん わい 〇 ( 未み 郞 
ふいと 窓から 飛 降りる' 一 

わ ふし (氣 がつ い^ 戶 口へ 馳け i りながら) 末 や。 どこ 
へ 巧 くん や。 飯を 憤 べんかぃ。 ホ や、 末 や も！ 

(遏 事な し。 を、 や、 不安に 囚 けれろ。 が 愈々 近く、 
悲鳴 手に とろ 如くを こ乏て 巧ろ〕 

かの 嚳 (急に〕 やち、 誰かし らん 綱を 持つて 飛び 法んだ 
ぞ 。誰 や/.、。 

わ ふし (烈し さ不 をに 打たれながら かへ 馳け 巧ず) 末 
や、 末 や あ。 (他の 一二 人後 i リつ夕 く) 

(戶 外にけ 新しい 喧 燥と 動搖 とが 曲の 裡じ 起ろ。 その 
桂に 巧 じつて みの 叫びが 斗' こえろ〕 

種々 の聲 綱を 離すな」’.-. 一 隙 誰 や ！ をの 方へ 流され 
るぞ —— 飛び込ん だのは 誰 や —— ほら、 もす こへ をんで 
出た II また 沈んだ ぞ -i'。 

わ i しの 聲 (この 喧懊も 巧いて〕 末 や、 まや も—. 

種々 の聲 おい、 見えん ぞ 一 おえん ぞ 一 ：； .綱を 離したん 
やない か。 —— おい —— 引つ張つて 見い，— キ 答がない 
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か —— 巧い、 網 ばっかり や。 

わ i しのが (化飢 じ 近く) 末 や、 末 や あ。 

(烈し 争 風に この W ぴ なに 沒 いて 巧く) 

幕 画 
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の 中で 踊つ とる。 おの 衣を 着て 天人 様と 一緖じ 踊" = よる。 
わし じ來 いおい 云 ふん た。 

発 助 阿呆な 事を ふたい。 わ 前 じと りつい とる 孤 お 誰し よ 
るん やが な も。 降りん かい 0 

巧太郎 (化 人らしい かび-しおれて〕 面白う やぃ よる わい 0 
わしん 行 さた いなも 。巧つ といで。 わし も 巧く けにな も 0 
巧 巧 そな、 事を まふと ると また 何時かの やう じ 落 も 崩る 
ぞ 。氣 違の 上 じ また 片輪 じなり やおつて、 親 じ 迷惑 ばつ 
かし かけや おる。 降りん かい 阿呆め。 

吉 ホ且那 さん、 そむ じ 怒つた つて、 巧手 お 若 宜那や もの 
利く もんです か。 そわよ ゎか、 若旦 邦の 好 さな もぶ らげ 
を 買うて 巧 ませう か、 もれを 見せたら 直ぐ 降 〇 ろけ じ。 
巧 助 をれ よぃ 竿で 巧つ いて やれ、 かま やせん わい。 

吉ホ そむ、 むごい 巧 •か 化來る もんな。 若旦那は 何も 知ら 
んの や。 を 憑いて 民る を. がさせて 居 るん やけ じ。 

巧 助 居 根の ぐる 〇 じ 忍び 返しを 附 けたら どうやらうな。 
どうしても 上れん やう じ 0 

ち ホ どな、 巧しても 若旦那 じは 利 さ 目が も b やしませ 

ん 。本傳 寺の 大お 根へ お 場な しじ 上 るん や もの。 こな、 

巧い 屋根 や こしは お茶の 子 や、 憑い とる 者が 上らせ るん 

やけ じ、 何う したつて 利 さや せん。 

お 助 さう や .T うかな。 彼れ には 往生す る わい。 氣違 でも 


家の 中に ぢつ としと るん ならえ、 けれど 島い 所へ ばつ か 
し 上 b や •がつ て. まるで 肖 分の 氣 違を 廣を しとる やうな 
もん や。 お 島の 天狗 氣違 云うた ち 高を へ 迄、 曾' が 聞え 
とろ 云うて 未' が 云 ひよ つた 0 

吉ホ 島の 人は 化が と 〇 憑い とる 云 ふけれ ど、 俺は 合點お 
行かん おな も。 狐 •か 木 登 〇 するとを ふ 事は 聞いた 事 おな 
いけ じな もり 

義助俺 もさう 思 ふとん や。 俺の む當 りは 別に あるん や。 
養の 生れる 時 じな、 俺は その 時 珍ら しい 舶來の 元 込 銃で 
な、 化の 島の 猿を 片つ 端し から 射ち 殺したん や。 その 猿 
が 憑い と るん や 0 

吉 治さう やらうな。 それでな けり や、 あなに 木登りの 
おた つし やな わけはな いからな 。足場が ちらう かちる 
まいが、 どな、 所へ でも 上 るん やけに な。 梯子 乘〇の 上 
手む 作で も 若旦那 じは 適 はんを ひよ 〇 ます わい。 

義助 G 苗 笑して：} 阿呆な ことを ち ふない。 屋根へ ばかり 
上つ とる 息子を 持つた 親に なつて 見い。 およしで も 俺で 
も 始終 彼 巧の 事を きじし とんや。 (： 巧び 聲も 上げて〕 養 
太郎！ 早う 降 〇 て來ん かい。 義 太郞！ 降 b ん かい。 

屋根へ 上つ とる と 人の 聲は 聞えん の や •まるで 

夢中に なつと るん や。 彼な が 登つて 困 ろんで 家の 木は 皆 
伐つ てし まつたけん ど、 屋根 ばか 〇 はどうす る こと も 出 


20 


人 だの 上屋 


來ん わい。 

吉治 なの 小さい 頃には、 御門の 前に 髙いを 孫樹が 御座ん 
したな ち。 

義助 ぅむ. ちの 樹 かい、 もれは 島中の 目印 じな つた 樹や 
がち 何時 バ もつ たか、 ちの 樹の頂 邊へ義 太郞お 登つて 
な。 拾 四 五 間 もちる 上で ポ カンと 枝の 上に 腰かけて 居ろ 
やない か 〇俺も おょし も 彼 巧の 命は ない もん やと 思つ て 
あ をら めて 居る と’ また スル スル 降ぃて 來 てな。 皆 もさ 
れて物 か 云へ なかつ たんや。 

吉治 へ、 え。 まるで 人間業で 御座ん せんな。 

黃助 だから 俺 も 猿が 憑い とる と 思 ふん や。 (臀告 上げて〕 
義や あ。 降〇ん かい。 (ムと 氣合變 ヘス) ま 治！ お前 
上がつて 興れん かい。 

吉巧 けど 人が 上る と、 若旦那は さつぅ お腹を 立てる けん 
な 0 

義助 え、 わ。 をつても え、 わい。 上つて 引つ張り 降して 

來 ぃ。 

吉治 へい'^。 

(吉巧 梯子み 持つて 來 ろた みに 退場。 その 時 路の人 藤 

作が け ひつて ホる レ 

藤 作 旦那さん、 今日は。 

義助 や も。 え^ 天氣 やな 昨日 降した 網は どうやつ たな。 


多少 か、 つた かな。 

藤 作 根つ からか、 〇 やしまへ なんだ。 もう もつと 季お過 
ぎと るけ じな。 

義助 さう やらうな 。もうち つと 遲 いわい。 もう 儘 かとれ 
出すな。 

藤 作 昨日 淸 まの 網 じ 一一 三本 も か、 〇 ました わい。 

義助 さう けい。 

藤 作 (義 太郎 知見て〕 また 若旦 耶は展 根で 御座ん すか。 

義助 さう や、 相不變 上つ とる わい。 上げとう はな いん や 
けど、 座敷牢の 中へ 入れと くと 水を 離れた 飾の やう じし 
て 居 るんで な。 つい、 むごうな つて 出して やる と 直ぐ 屋 
根 ゃ。 

藤 お けど 若 宜那の やうな のは 傍の 迷惑 じな らんけ じよ ご 
ざすん わな 0 

義助 もん ま 〇 迷惑に ならん こと もないで な。 親 兄を の 化 
じなる でな。 こなに 鳥い 所へ 上つて、 をらん で 居る とな 
ぉ 0 

藤 作け ど 弟さんの 末さん が、 巧の 學校 でよう 化來 るん や 
けに、 旦那 も あ をら めが つくと 吾 ふもん やな。 

義助 末み 郞お 人並 じ出來 るんで、 わし も $ しとん や。 
二人とも 氣違 でもつ たら 生みと る 甲斐がない かな。 

藤作實 はな。 旦那さん。 よう 利く 巫女さん お、 昨日から 
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島へ 來と るんで な。 若旦那 も 一遍 御祈禱 して 賞うたら、 
何う やらう と 思うて 來 ましたん やかな。 

お 助 さう け。 けど 御 祈 房ち 今迄 何遍を けた か 分らん けど 
もな， もょ つと も 利かんで な 0 
麽作 々巧 御座らつ しやつ たのは、 金昆羅 さんの 巫女さん 
で、 も じ> たかな もん やつて な。 神 さまが 乘 〇、 「つるん や 
て 云 ふから •山伏の 祈禱 とは 違 ふでな。 試して 見たら ど 
んな もんです やろ 0 

巧 助 さう やな も。 御禮は どの 化ん る もん やろ。 

藤 か 振らな 巧ん んと 云う で 居 ゎすす でな も。 癒つ たら 應 
分 じ 出せ をん とゎます。 

巧 助 来 巧 郞は御 祈禱や こし 利く もんかを ふとる けど、 損 
じな らん 巧 やけ じ 賴んで 巧ても え、 がな あ。 

(このが まあ 梯子み 持つて 這 入つて 來 ろ。 か 垣の 內へ 
は ひる〕 

藤 作 そんなら なは を まの 處じ 居る 巫女さん を 巧んで 來ま 

すけ じな。 お 旦那を 降し といて おおれ やす。 

窮助 お 苦 巧が やな も。 そんなら え、 やうに 賴ん まつせ。 

(藤 化み 見送つ わな〕 さも 養：： わと なしう 降 ゎるんだ 

ぜ〇 

吉ホ (居 巧へ 上つ てし まつて) さも、 ち 旦那：： なと 一 

緒 じ 降 h ませう。 こな、 所に 两 ると •晚 には 乂熱か 出る 


からな 0 

義 太が 「ホ 道が 近 i ろの も 怖れろ 佛 徒の やうに) 嫌 や あ。 
天狗 樣が皆 わしに おいで {をし とる。 お前 や こしの 來 
る所ぢ やない ぞ 。何と 思 ふと るん や。 

吉治 阿呆な 事を はんと •さも 降 〇 まちせ。 

義太郞 わし じ】 寸 でも 觸 ると、 天狗 さま じ 引 さ 裂かれる 
ぞ〇 

吉ホ -靠 太郞に 急に 迫つて 肩 口 杏 捕へ ながらての 方へ 引 
下ず。 義太郞 け 補 へられて からは 巧 ど 何の 拽巧 もしない) 
さも、 荒 ばれる と 巧 我を なさ b まつせ" 

義 助氣附 けて 降 すん やぜ。 

ま お (黃 太郎も ホに 立てながら 降りて ホろ。 義太郞 の ホの 
足は 負傷の ため 破に なつて ゐ ろ.') 巫女さん 云- 「て も、 一 
寸 とも 利かん 巧 も 御座ん すから な も 0 

義助義 はよう 金尾羅 さんの 神さん と 話しす る 1M ふけ じな 
ち〇金 昆羅 さんの 巫女さん をうたら、 利く かも 知れん と 
思うて な。 (犀み 張り上げ ス ：) およし や、 一寸 出て 來 いよ。 

わ 王し (內巧 じて) 何ぞ 用け。 

義助 巫女さん を賴ん だん やおな あ 。どうやらう。 

わ ふし (巧戶 から おて 來 ろ〕 そらえ、 かも 知れん。 どな 
な 事で ひよ いと 癒る かも 知れん け じな。 

義太郎 (不 滿な额 をに て〕 お 父う、 どうしたから 下 すん 
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や。 今 下 度 俺を 迎へじ 五色の 雲 か 舞 ドる 所でち つたん や 

のじ。 

義助 阿呆！ 何時か も 五色の 雲お來 たを ひ よつて、 屋あ 
から 飛ん だん や .b う。 それで その 通 〇片輸 じな つと ろん 
や。 今日は 金昆羅 さんの 巫女さん が來 て、 お前 じ 憑い と 
る ものを 追 ひ 出して 吳れ るん やけ じ、 屋根へ 上らん と 待 
つて 居 るん やぞ〇 

(その 時 藤 作、 巫女，， 案 內しス 化ろ。 あ ホけ 五十ぶ か 
りなる 陰隨な 致を しわ 妖女の 如きを- 
藤 作 旦那さん。 之が 先刻 云うた 巫女さん や。 

義助 や も 今日は。 よう 御 出 下されました 。どうも 巧つた 
なで 御座ん してな、 あなた。. をく 親兄弟の 恥さらし でな。 
巫女 (お雜 作に) 何にもな た樣 〇む甄 せんかつて •なが 
神さん の 御 威德で 直ぐ 癒して 上げます わ。 (義 太郞 のみ 
も 向を ながら} この 御 方で 御座ん すか。 

義助 左樣て 御座ん す。 もう 二十 四 じな- = 'ますの じな。 高 

い 所へ 上ろ％ は 何一つ、 ようしません の や。 

巫女 何時から こんな 御 病氣で 御睡ん した かな。 

萬 助もう をれ ついての 事で 御座ん してな。 小さい 時から 

高い 所へ 上 〇 たかって 、四つ 五つの 頃 じは 床の間‘ \ 上る。 

御佛 壇へ 上る。 棚の 上 じ 上る。 七つ 八つに なると 木 登 b 

を 費えろ。 十五 六 じな ろと 山の頂 邊へ 上がって 一日 降り 


て來 ません の や。 それで 天狗 樣 やと か神樣 やと かそん な 
もんと 話して 居る やうな 獨〇言 を絕 えずを ふと 〇 ます 
の や。 一薩 どうした 謹で 御座ん せうな 0 

巫女 やつぱり 狐が 憑い とる じ 違 ひ 御座ん せん。 どれな お 
御祈禱 をして 上げます。 (義 太郞の ホへ ホみ ふつて；} ょ 
く お 聞 さなさい！ なは 當國の 金 捉羅大 碟現樣 の お 化の 者 
ぢ やけに、 おの 云 ふ 巧は 皆 神さん の 仰し やろ 事 だ や。 

義太郞 (不滿 なお も L て 一 金 提羅の 神さん 云うて、 お前 
逢うた こと' が もる け？ 

巫女 「白眼んで 何を 失禮な 事を まふの ぢ や。 神 樣のお 
姜お 目に 見える ちん 和。 

お 太が (得意 さう じ) 俺は 何遍も 逢 ふとる わい。 をな 羅 
さんは 巧い ホ 物を 着て をの 冠を 巧つ とる おぢ いさん や。 
饱とー ホ 仲の え、 人 や。 

おか (上手に 出られた S で や、 な 巧しながら、 義 助の ホ，^ 
見ス- 之は 狐 憑 さも ひどい 狐 憑さぢ や。 どれな が 神 じ 伺 
つて 見ろ。 

(あ ホ 呪文 唱へ 奇怪の み 振 もずる。 義 太が け その 問 ま 
をに 肩 口ん‘ 補 へられ 乍ら ヶロ  9 としてが 關だ ざろ も 
のの 如し 0 あみ U な亂 のかくな 廻り わろ 巧、 が 倒ず ろ 0 
巧び 立と つむ 化かは キョ ロ {として 周围 vj- 見廻す〕 

おか (な 前と けを く 違つた 聲 音で〕 巧は 當阀象 巧 山に 鎭 
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座す るを 化顯 乂 樵 現なる ぞ。 

巧 (稱 乂邮如 除い スせ 腰み 贴 みて) へ、 つ。 

化か (邦嚴 じ) 化の 家の 長男には 瞒の城 山の 狐が 憑いて 
居る。 樹の枝 じ 巧して 置いて 靑 松葉で 燥べ て やれ。 わし 
の 中す が 違 ふじ 於て は 神罰な も 所に 到る ぞ 。(巫女 巧び 
梓 倒ず る) 

巧へ、 つ。 

おか (巧ぴ立上リながらをと1!1けわやぅに〕 何ぞ神 さま 
お 仰し や 〇 ました か。  . 

お 助 ど、 「も あらた かな 事で 御座ん した。 

瓜 ホ 神様の 仰し やつた 事は’ 早速な さらん と 却つて お 罰 
が當 b ますけ じ、 をのた め 中して 置 さます ぞ 
蘇 助 (や、 巧 惑して) 吉 治！ それなら 靑 松葉を 切つて 
來ん かな。 

わ ふし なん ぽ神 さんの 仰し やる こと ぢ やまぅて’ そな、 
むごい 事' か 化來る もんかい な。 

な々 燥べ られ てを しむのは 憑い とろ 狐 や。 本人は 何のち 

楠 も 御座ん せんな。 さも ザく 用意なさい (義 太が の ホ 

心 おい y) 神様の お 摩を 聞いた か。 苦しまむ 前 じ 立 も 

ぶる がえ、 そ。 

載ホ郎 をお羅 さんの 裝 はもな、 聲 ではない わい。 お前の 
やうな ホで シ. 、神さん が 巧 ホ じず る もんけ。 


巫女 (口を ふ 也 傷つ けられて じを に 苦しめて やる から 待 
つて 居れ。 十 _ 狐 のみ 際で 神 さま じ惡 口を 申し 居る じくい 
奴ぢ や，、 

全 口が、 靑 松葉 も 一抱へ 梓つ y ホろ。 わ^し ロナ 日才 
n し 居ろ〕 

お ホ 神さん の 仰せは、 大切 じ 思は ぬと 罰が 當 h. ます ぞ。 
(義即 ，吉 おも 柿ずに 不を無 ホに 松葉に 乂 もつけ、 厭が 
ろ 義太郎 み、 その 擠め 近くへ 拉し 行く- 
義 太が お 父う。 何す ろん や。 厭や も。 厭や も。 

- 化か そわを その わ 方の 聲ぢ やと 思 ふと 爆べ じくい。 皆 狐 
のを ふ聲ぢ やと 思は ないかん，- その お 方を 苦しめて 居る 
狐を. 苦しめる とおうて やらな. いさません 0 
わ ふし なん ぼなんでも むごい 事 やな。 

(義助 •吉 おと 協力し 又 致 知 煙の 中へ 突 さ 入れろ。 そ 
の 時 切 おの ホで 末み 郎 の 聲 がさ こ ろ) 

末 ホが (母屋の 内部から〕 お父さん’ おた もさん。 歸つ 
て來 ました ぜ。 

義助 a 寸お巧 L て、 義 太が 备 かし ス やる〕 末が 歸 つて 
來た〇 日曜で ない のじ どうし たんや. XO 

,末ホ郞が戶からお>^化寸0中をの制服お清わ、 をの淺 
黒い 凛々 しい 少年。 異常な お 棟に 直ぐ 氣が つく) 

米み 郞 何う したんです。 お 父樣〇 
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義助 (さまり わるさう じ〕 文 ム〇 
末 ホが 何う したんです。 を 葉なん か厲 ベて。 

義太郞 (苦し さう に 巧みして 居た が ホみ 見る とお 主 古 得 
たやう じ) 末 か。 お 父う や吉 が、 ょつてた かつて 俺を 松 
葉で 爆べ るん や 0 

未み 郞 (一寸 おを も變 へて) お父さん！ また こんな 馬 
鹿な 事を す るんで すか。 なが もれ ほどを ふといた ぢや御 
座ん せんか。 

義助 そやけ どもな， あらた かな 巫女さん に 神さん が乘ゎ 
移つて な.. ：〇 

末み が 何を 馬鹿な ことを。 兄さんが 理窟が 云 へんかつ 
て、 そな、 馬鹿な ことを して 0 
(お 女 も 尻目 じかけ 乍ら おえて 居る お葉 も锁リ 鼓らず) 
あ ホ お待ちなさい。 その 义は 神樣の 仰せで 點 いとる 义で 
すぞ。 

末み 郞 (が 笑しながら 巧み 消して しまム)：： 

義助 (や、 語 窝も變 へて〕 末 夕郎！ おはな、 もつとも 

學 問がない もん やけ じな、 學校 でょう 出 來るゎ 前のを ふ 

ことは、 何でも 聽 いとろ けん どな、 なん ぼなんでも かり 

にも 神さん の 仰せで 點 けと る义や もの、 足 おじ せんかつ 

てえ ^ やない か。 

ホみ がを 葉で 爆べ て 何が 癒ろ もんです かい。 孤を 追 ひ 出 


すを うて、 入が 聞いたら 笑 ひます ぜ 。日本中の 神さん か 
寄つて 來た とて 風邪 一つ 癒る もの ぢやも 〇 ません。 こん 
な 詐欺師の やうな 巫女 •が、 を ばかり 巧ら うと 思つて：： 

義助 でもな、 お酱者 さまで， も 癒らん け じな。 

末み 郞 御醫 をさん が 癒らん 云うたら 癒り やせん。 夫に な 
お 何遍も 云 ふやう じ、 巧さん が 化の 病氣で 苦しん どるの 
なら* どな、 事を しても 癒して 上げない かんけ ど、 屋柩 
へさへ 上げと いたら 朝から 晚 まで 喜びつ r け じ暮ん どる 
や もの。 兄さんの やう じ 毎日 喜んで 居られる 人が H ぶ 中 
に 一人ても も ゎます か。 世 巧 中 じ やつて あゎや せん。 を 
れ じ、々 兄さんを 癒して 上げて 正氣の 人に なつた とした 
ら 、どんな もん やろ 0 一一 十四に もな つて 何も 知らん し、 
イロ ハの ィの 字' も 知らん し‘ もつ とも 經驗 は。 し’ お ま 
け じ 自分の 片輪に 氣か つくし、 日本中で 恐らく 一を 不幸 
な 人 じなります ぜ 。夫が わ 父さんの 望です か。 何でも 正 
氣 にしたら 、えんかと 思つて、 ましむ ためじ 正氣 じなる 
位 馬鹿な ことは あ b やせん。 (巫女 备 化：：：！ じかけ て) 藤 
作さん •ちな たが 連れて 來 たのなら、 一 緖じ歸 つて r さ 
- 0 

巧 ホ (侮辱 非常に 墳 おして) 神の お 吿げを 勿 拾な く お 
り 扱 ふ もの じは 神罰 立ち 所ぢ や。 (明 义も咕 へて な 前の 
やうな々 おりみ なし 一 あを がした 後 立ち上る) 我は を 
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巧 羅大愧 ••現なる ぞ .只今 病人の 弟の 申せし ことは 皆 己が 
利 慾の むょ ゎなり。 兄の 病氣の 回復 するとを は 化 家の 財 
產か皆 兄の 物と なる がな り、 嬰 疑 ふこと 勿れ。 

ホ ホが (巧が と L て 巫女み 巧 斗， 倒し〕 何を むかす んぢ 
や。 馬鹿つ！ (11111 を 城る) 

巧 ホ (立ち上り 乍ら 急に 1 凡の 様子 じな つて〕 もいた I 
何す るん や、 無茶な 事す るない。 

末み が欺詐 め。 かたりめ！ 

藤 か (二人 知隔ス ながら〕 まも 巧 もやん、 お待ちなさい。 
さう 隐を 立ていでも 0 

ホ巧邮 (まだ 興酱 して 巧ろ) 馬鹿な 事む かしや かつて 一 
贵 様の やうな かた 〇 じ 兄弟の 情が 分る か。 

藤 かさ も、 一度 引 さとる 事に しませう。 俺が もんたを 連 
れて來 たの か惡 かつたん や。 

お 助 (な 杏 藤 化じ疵 しながら〕 何分 まだ モ供ぢ やけに、 
何う ぞ勘辨 して おみれ やて 彼奴は どうも 氣が 短うて な 0 

化 女神 さまが 乘〇 移つて 居る 最中 じ、 なを 足獄 にす る や 

うな 大 それた 巧は、 今晚 迄の 命も危 いぞ。 

末巧郎 何を ぬか すん や。 

わ i し (お ホ郎 もさ、 へながら〕 默つ ておいで ょ。 (巫 

かに) どうも お氣の 毒し ました や。 

化 ホ (藤 化と 一所に 去りながら〕 なを 就つ わ 足から 腐り 


始める の や。 (二人 去る〕 

義助 (ホ 次郞も 巧て) お前 もな、 事を して •罰 おもたる 
ことは ないか。 

末次郞 もんな かたゎの 女子 じ 神さん か乘ゎ 移る もんです 
か。 無茶な 噓 をぬ かしやが る。 

わ ふし なは 初から 怪しい 巧 ぢや思 ふとつ たんや。 神さん 
やつたら、 あな、 むごい こと 云 ふもんけ 0 
義助 (何の 主張 もな し-し) そら、 さう やな。 でも ホ—. 

お前 兄さんは 一生 お前の 厄介 やぜ。 

未 次が 何 か 厄介な もんです か。 僕は 巧 功したら、 膊の城 
山の頂 邊へ 鳥い-^ 塔を 巧へ て •そこへ 巧さん を 入れて 
あげる つもり や。 

義助 それは さう ち 義太郞 は 何處へ 行つ たんやろ。 

吉治 (屋根の 上み 指しながら) 彼處へ 行つ とられます 0 
義助 (微笑して) 巧不變 やつと るのう。 

(義 太郞け 前の 强 動の 間にい つの 間に か 屋粮へ 上つて 
居たら しい。 下の 四 人 窮太郞 みなて 微笑み タム ー 
末み 郞を 通の 人 やつたら •爆べ られ たら どなに 怒る かも 
知れん けど、 兄さんは 忘れと る、 兄さん！ 

義 太が (巧 人の むじ も 巧に 對 してけ 特別の 愛情が もる か 
く) 末 や あ！ を昆羅 さんじ 聞いたら、 もな、 女子 知ら 
んと云 ふとつ たぞ〇 
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末ホ郞 (微笑し 乂〕 さう やらう。 もな、 巫女ょ 〇 も 兄 さ 
んの芳 じ、 神さん か乘り 移つ とんや。 (雲み かれ ス 金を 
の 夕日が 屋根へ 一面に がか、 ろ〕 え、 夕日 やな。 

義太郞 (金を の 夕日の 中に 義乂郞 の 額け 或ろ 輝を も 梓つ 
て 巧る〕 末 見い や、 向う の 雲の 中に 金色の 御殿が 見える 
やろ， ほら、 見えて やろ. ほら 一寸見い—. 綺麗 やな も 0 
みみ 郎 (や、 不だ 人の おを も感 すろ 如く〕 も、 見える。 
え^な あ。 

義 太が 療 喜の 化 態で〕 ほら！ 御殿の 中から •俺の 大 
好 今な 笛の 音が さ こえて 來 るぜ！ 巧え 音色 やな も。 

(父 巧け 母屋 じけ ひつて しぇ つて. なぜる 义け屋 とじ、 
質さ 弟け 地上に、 共 じみを の 夕 H み 見つ みス おろ〕 

幕 
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紫の 野良 帽子 もいた 夕 いわお 情は*.  如ら 女の 如く 銷々 
かしい 〇 二 人の 左せ に、 中 巧 四 郞五郞 、嵐 一二 十が、 澤 
が 甚十郞 、础巧 源み、 霧 おわ ム王 •巧 田巿彌 •ル 巧 川 
宇 源が、 藤 巧 ル やみ、 仙 塞彌五 七 •服 部 11 郞ホ衞 門、 
金子 吉ぶ衞 門な どが 巧な らんで 居ろ。 巧 おにけ お 衆 お 
やを 子々 どの 美少年が 侍して 居ろ。 お 太夫 座の お 太夫 
は、 が 盤の 間 お、 取り持つ ス 居ろ 0 

幕が 閉 くと、 若 おおの 美み 年が 鼓 也 打ろ ながら、 五 人 
谭も 揃へ て、 左の ル 嗔も隆 達 節で 歌ん 0 
巧 ^<と契るなら、 薄く契〇て末遂げょ。 もみぢ葉を巧 
ょ。 薄 さか 散る か、 潑を •か 散る か、 潑 さお 光づ 散る も 
ので そろ。 

(歌 ひ おろと、 役を 建 巧手 もして 慰ム 。下手の 障子ん 
をげ、 宗淸の 女中 赤紙の 附 いわ 文 おも 持つて 出る) 

た 中 藤 十郞樣 じ、 お 文 かま ゐ りました 0 
若 太夫 (中途で 巧 取りながら 、火急の 用と 見える 0 (藤 

十郞に 渡ず〕 

藤十郎 (巧 取りて〕 お、 いかじ も、 火急の 用事と 巧え ま 

する。 一寸 披ぶ いたし まする。 皆の お 御を なされ ませ。 

なじ'--- 述モ どの、 巢 がより、 さて 近松樣 からの 書狀お 

や。 (口の 中に 默讀 ずろ、 最後に 至りて 躍 也 上げろ) 化 


度の 狂言 われ もむ じ懸〇 候す、 •かくは 急 飛脚を なて • 
一筆 呈上 仕 〇 候。 小 長 どのに 化 負けら むては、 獨〇 御み 
樣 のす 覺 のん じて はこれ なく、 歌雜 化の 濫媳 たる 一双 歌舞 

巧の ち 巧れ にもなる こと、 ゆめ 御油 斷な さやう 御エ 

夫 專一じ 願 ひ 上げ 候。 (巧く おへて 义 就み 逗ずい 巧 歌舞 
伎のを 折れ じ もなる こと、 うむ！ 何の 化 貧け てよ いも 
のか。 は、、..：。 が、 近巧樣 も、 化の 藤 十郞を おはる 
れば こそ、 いかい 御む 勞ぢ や。 

千壽 (言葉 も かの 如く) 左 樣でム ります とも、 化 度の 巧 
言 じは、 遇の 巧が 様 も 二日 一二 晚 、肝臓を 巧 かれた との 事 
ぢ や。 ほんに、 化 やおろ そか じは おはわむ わい のう 0 

願 五 セ (逛 化み らしく 誇張し わか 振で〕 さ 4：r はこ そ、 前 
代 未聞の 巧 夫の な言ぢ や。 傾が 賞に かけて は：：！ 本 無類の 
藤十郞 さまを、 今 おはかつ さりと 氣を更 へて •巧 夫 じし 
ようとす ろ 工夫 ぢ や。 が 城 賞の 戀 が、 蕾の 夜の 戀 なら. 
をは さつい 暑さの 眞 をの 戀 おや。 みを 焦す ほど 烈しい 殺 
ぢ やり 

四郞 五郎 夏の 日の 經 とち ふよりも 、恐ろしい 冬の 續バや 0 
なを なげての 戀 'ら や。 

一二 十郞 命が けの 戀だ やと も。 まか 〇 違 へげ、 粟 凹 口で 巧 
じか、 らわ ばなら む 恐ろしい なおけ の戀だ や。 

源 ホ 昨日 も宮川 巧を 通つて 居る と. われらの 前を •香み 
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巧ら しい 商人 か、 二人 踐商じ 話して 巧く。 倾城 質の 四十 
八 乎は、 何一つむ おねこと のない 藤 十郞樣 が、 密 夫の 所 
作を、 どな じ 化 巧す か •さぞな 物. がを アツと ちは せる こ 
とだら うと、 喪中 じな つての 高話 ぢ や。 

歧十郎 藤 十 郎の紙 巧を も、 おがぶ ると、 少しは 堪能し 過 
デる と、 惡口 をち ひく さつた を 卿 衆 だち も、 今度の 新し 
いが 昔には さぞ 駭 くこと でムり ませ、 っ 0 
二郞か 欄の それにしても '春な 來大乂 綾 さの 半 お 衞門座 
の 中が と； 一一郎 どの じ‘々 おのな 言で 一泡吹かせる ことか 
出來 ると 化 ふと、 それが 何よ 〇の樂 しみ ぢ や。 半 左衞門 
座 じ、 引さ附 けられた 化物 衆の 大波が、 萬 太夫 座の 方へ 
おせ おすかと がふと、 それ か 何よ 〇の樂 しみ だ や。 
w 郞 五郎 さう は 中す もの、、 新しい な 言 だけ じ、 藤十郞 
さまの 巧む も、 ホ 大巧で はんるまい C 昔から、 衆 道の い 
ささつ、 倾 城な •親 前 •道化と 缺舞 化な 言の 趣向は、 大 

巧搞 まつて 防た ものを、 底から 擢す やうな 門 左衞門 さま 

の 新 趣向 だ や。 それに おで おない. 大經師 のい ささつち 

その ま、 巧 入れた 趣向 ぢや もの、 化な 言 •か當 .ぃいで、 何 

としよう ぞ のう G 

お乂央 (巧 想に なりながら〕 巧郞 五郎 さまの ま はれる 通 

〇 だ や。 (藤 十が め 前に ゐざリ がりながら〕 前 祝 ひじ も 

う】 つを けて •下さ ^ まか。 がが なの 所作は、 日本 無類の 


御み 樣ぢ やか、 道ならぬ 戀の いを かたは、 又 格別の 御 趣 
向が ムゎ ませうな 〇 は、、。 

藤十郞 (役 ホた ろの 談話 在 礎い ス 居ろ 切から、 だん { 
不渝 化な を 悼 も 巧し 始めて おる。 お 太夫の 差した がな、 
だまつ たま、 受けて 炊み 乾ず) 

千壽 (藤 十 郞の不 機 撼に氣 が 附いス ，で、 取りな 寸やう 
じ) ほんに、 若 太夫のを ふ 通 〇、 藤 十郞樣 には その 邊 
の 御 思案が、 もう もやん と附 いて 居る 皆ぢ や。 われらな 
ど、 た ご 藤十郞 樣を颐 りじして、 他觸の やう じ 動いて 行 
けばょ いの ぢや〇 

を 太夫 (モ壽 の 取りな しじ 力 在 得た やうに) 今度の 巧言 
じ 比べます と、 大當り だと まふ 倾城淺 間 ヶ嶽の 狂言な ど 
は、 淺 墓な 性 もない 趣向で ム〇 まする。 密 夫の 巧言と 
は、 迫は 門 お衞門 様で ム ります る。 それ じ附 けましても、 
巧田樣 じは かう した 變 つた 戀の覺 ぇもム b ませうな。 
ま \ \ • 0 

藤十郞 (ホ 刻から、 益々 不渝 快な 惯 ましげ な表惊 みして 
巧る。 を义 夫の 最後 0 言葉に 傷つ けられた やうに むつと 
して〕 左 機な こと、 何の もつてょ いもの か。 藤十郞 は、 
生れな おらの 色 巧み ぢ やお、 まだ 人の 女房と 懇ろ じした 
捉ぇは ムらね わ。 

お 太夫 (睐 興の がりて 云つ たこと 也、 爲 向から 突 さ 化さ 


so 
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れ •興さめ 默 つて しぇん) 

千壽 (巧ぴ 取りなず やうに〕 はんに、 巧旧樣 のま はれる 
通り ぢ や。 化の 千壽 とても、 まもる 女房と 懇ろ じした こ 
とはな いわいな。 

化の 役を ゎろ (せ 一 齊じ笑 ふ) ：：り 
翩五セ それは 誰 とても 同じ 事ぢ や。 女旱り かすれば 格 
別、 まもる 女房に まひ 寄つて •危い 思 ひを する ょ 〇 も、 
宮川 巧の 叨女 •室町 もた 〇 の 若 後家、 祗園 もたり の 巧 
ず、 巧條 五條の 巧 娘、 役 まの ffi 手 じなる 上 腐た もは、 星 
の數 ほど もる わ 〇はム 、〇 

源を だかのう。 一 盗 一一 妾 一二 婢四 妻と 云うて、 盗み 喧 ひす 
る 巧は、 また 別ぢ やとを ふ ほどに、 人の 女房 とても 拾て 
たもので はない 0 

を 十が さては、 そなた じは 覺えか あると 見える。 

おみ 何の 覺ぇお あつてょ いもの か。 だか ク つ、 巧 お 恐け 
れ ば、 世に 巧 夫の 沙汰は 絕え やう ものを、 絶ぇぬ 證據 

は、 今度の 巧言に 出る おさん 巧 右 衡門ぢ や。 色舉の 道は 

又別ぢ や。 は、、、 0 

を 太夫 (自 をの 巧氣 たこと み、 隱さ うとして〕 座 かおし 

い。 さも：： 若衆 達、 連 舞な と轉 はし やん せ。 

一一 一四 人の 若を もい のう。 (立つて 舞 ひ 始めろ) 

藤 十が (お々 として、 ひそかに だ 言の H たもめ ぐらず 如 


さな 様な りしが、】 座の 注 息が 連 舞に おかれた る 問に、 
ひそかに 座 私立つ。 お 面の 障子,^ わけ ス 、靜 かじ 廊下 -U 
巧づ〕 

(若を 達け、 乾 ひつ》 けて をろ。 をのを が、 烈しく 眼 
かじなる。 役 ホたち も、 浮れ 氣 ホになる) 

彌五 七 (可笑しき 樣子 じて 立上りながら) わし も 逆 舞 ひ 
の 群に 入らぅ ぞ。 

四 郞五郞 美し さ 若衆 達と •秀 げた 彌五セ どの、 これは 一 
段と 面白い 取合せ ぢ や。 鼓は わしが 打たぅ ぞ。 

(若衆 達と 一 猪に 願 五 セ 道化た ろみ おにて 經ム 。巧、 
笑 ひさ》 めく 徑 に、 舞 塞 廻る〕 

第一 一場 

を 淀の 離 座敷。 左に 鴨の 巧 巧の 一部が ぶんる。 おにな 
匡の ホへ 辯く 長い 廊下が をろ。 お 行 粒の 化が •美しい 
調度 も 節 かしく 照して 居ろ。 

なが 開 < と、 藤 十郞 けせの 廊下み •腕 化み みしながら 
ホいて 來 ろ。 が々、 立 化 まつて ちへ る。 廊下の 社に 巧 
れ て、 考 へる。 又々、 一二 一一が、 ホみながら •閒 巧な 所 
作の おも 附 けて 見たり ずろ。 漸く 離 座 數に來 る。 障子 
お開けて、 人け 居らの かと 確々 たを 靜 かじ 這 入る 。校 
中から 語 巧を 在 取 出ず 0 
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む 


藤十邮 (神化き Yi- 謝みながら、 がみ 附 けて ぶろ〕 かくな 

4 巧つ るからは、 縱令乂 水の 苦しみ も (工夫 

附 かざろ 如く、 醬化 さも 投げ出して、 ちへ おみろ。 立 
つて、 みの ホ 如 取ろ 如 さお 在し ス 見ろ。 义霉 化さみ 開い 
て V つと 見詰める〕 巧 出 一一 一途の 道な りと も •御身と な 

らば 厭は r こそ (义給 望した ろ 如く、 嘗 化さ 在 

おげ 拾 y、 頭み 化へ て 沈 化すろ。 鼠 もな へて 立ろ 上り、 
無す にて 制いて 见 る。： I; 夫遂 -し附 かざる 如く、 後へ をみ 
巧いス 坐りながら 、化い 嘆な の 言葉 在洩 ず。 到頭 工夫ん 
一が 中止し わる 如く、 ホの 11 じ 超いて わつた 脇な，^ 手み 
巧 じして 化り'  それに ホの 化也葫 だながら、 み もがに す 
ろ〕 

(がく 何事 もない。 呀屋 のた 廣 間で 打つて 居ろ なの 音 
や、 太が のをな どが、 微かに 聞え て來 ろ。 藤十郎 け、 

. がかに U 杏阴- ちる。 ふと 廊下に 人の 足音が 闽 えろ。 藤 
十郎 け、 ー ザロみ 閒さ •义嘗 巧を 杏 額 に 常て •寢た 振 
り， してし ぇん。 廊下に 現 口れ たのけ、 を淸 のかを わ 
おで わる。 足り 十に 近づく と、 何のを 釋も なく 障子 も 開 
けろ。 藤十郎 のを，^ なて 賠く 〇) 

わ械 もれ、 藤な でム ゎました か。 いかい 巧 巧を いたし ま 
した。 御 化ート さり ませ。 一； はぐ 去らぅ とずろ 〇ム と、 站 
が附ぃ わろ 如く〕 ほんと じ 女子供の 氣の附 かむ。 この 


やう じ 冷える 所で、 さ ミして 御座つ ては、 御風 那 など 召 
すと わるい。 どれ、 なが 夜の 具を かけて 進ぜ ませう。 (部 
屋 のか 隅め 押入から 夜具を おさう とずろ 一 
藤十郞 (を 想の かを で わると かると、 起を なつて おすま 
ひも 祀し ながら〕 お、 これは •御 巧 儀で ち 〇 ました か。 
いかい 御 雜作ぢ やのう。 

わが 何ん の雜 作で 御座り ませう。 さぁ、 橫 になつて お 化 
みなさ 〇 ませ。 

(藤 十が けんと、 わ 梶の顏 知な ろ。 をのく つ さりと 白 
い 細面に、 旧の 跡が 美しい。 最初 恍 然とし 乂 居た 藤 十 
郞の 瞳が'  だん一-^ 际 しくな つて 來 る。 わ 相け、 藤 十 
郞の不 巧 読な 緊張に、 みし I 氣邮か S やうに、 羽二亟 
の 夜具 も 藤 十郞の 背後から ふうけ りと 著ぜ る〕 

わ 招 さも、 おかみな さり ませ。 彼方へ 行つ たら. 女と も 
に 水な と 運ばせ ませう わい な。 (何氣 な < 去らう とずる〕 
應 十が (瞳が だん {化つて 來 ろ。 わ梶の 去る の 也、 ピ 
つと 化て 居 わが、 をに 思ひ附 いわやう じ 後から 呼びかけ 
ろ〕 お码 どの 〇お梶 どの 〇 ちと 巧た せられい 0 
わ搞 (一寸 おいゎが •併し 無 邪 鼠に) 何ぞ 御用が もつて 
か。 (と 坐ろ 

藤十郎 (なみ お 後へ 巧し やりながら) もと'  御意を 得た 
いこと •かもる 程 じ、 もう 少し 近く 巧て たもら むか。 
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わ棍 (少し 不安 も 感じた る 如く、-^ ピ* ^ して 餘リ近 i 
ら ない。 が、 やはり 無邪氣 じ) 改まつ て、 何の 巧 ぞい 
のう 〇お ほ、、、、 0 

藤 十が (低い けれども、 力 强い瑶 で〕 ちと、 をむ たに 閒 
いて 實 ひたいな 細が もる のぢ や。 もう 少し、 近う 進んで 
たもれ 0 

わ 裤藤樣 とした ことか、 义眞 面目な 顔を して、 何ぞ てん 
がう でもち ふの ぢ やらう。 (ゐ ざり 寄りながら〕 かう 進 
ん だが、 何の 用 ぞいのう。 

藤 十が (をく 眞 面目に なつて〕 ぉ梶 どの。 今. 待は 藤十郞 
の 機 悔を聽 いて 下され ませぬ か。 この 藤十郞 は， 二十 年 
來 、そなた じ隱 して 居た ことお あるの ぢ や。 それを 今宵 
は 是非に も聽 いて 賞 ひたいの ぢ や。 内心 ひ 旧せば 古い 事ぢ 
や。 そなた か 十六で •われらが 二十の 歳の 秋ぢ やつた 
か •祇園の 祭の 折に、 河が のが 小屋で、 二人 一緖に 、述 
舞を 舞うた ことが もる のを、 ょも や 忘れは しやる まいな 
ち。 (•ちつと わ 榻の额 み 見詰める} 

わ槐 (昔 もおム 如く、 や、 化 然として〕 ほんじ、 もの 巧 

はのう 0 

蔽十郎 われら か. •そなたを なた のは、 あの 時が 初めて ぢ 

や。 持 川 巧の 歇 かの わ梶 どのと まへ ば、 いかに 美しい 若 

かおで も、 足 ド にん 巧ぶまい と、 兼々 人の 蜡 じは 聽 いて 


居た か、 初めて なれば 軸 さし じ 勝る そなたの 美し さぢ 
や。 器盘 自慢ても つたこの 藤十郎 さへ、 そなたと 述れて 
舞 ふのは'  みが おける ほどに、 思ぅた のぢ や：.. (ピつ 
と さし」 化く〕 

わ お (顏 も乂の 如く ホく しながら、 さし 俯い ス昔 葉な し) 


藤十郞 (必死に 緊張しながら〕 巧 時から ぢ や、 そなた 
を •化に も 稀なる 美しい 人ぢ やとな ひを めた のは。 

わ棉 (差し 俯を ながら •愈々 うなだれ ス 、身體 古かず か 

に、 わな、 か だろ) 

藤 十が (戀 杏す る 巧と け、 何う し' 受取れ の ほどの お 
んピ 冷たい 眼 脚で •額 さへ 接げ 打 ホん、 剌し 透ず ほど 
じ、 銳 くな 訊め ながら、 靖义 には、 烈しい 熱が じ颤 へて 
居ろ でうな 嚮さ私 持た ぜ て〕 そなたを おひ 染めた 巧 座 
は、 巧 かも. レ， ば 云 ひ 巧ら うと、 始終を じて はおた もの 
の •若衆 方の みは、 親方の 挽か 廢 しうて な も。 寸時 もじ 
がむ には、 委せね み 體ぢ や。 ただ 心 丈は、 踐 くやう じが 
ひ 席 おれても、 所 誇は 機を 待つ ょ b 外は むいと、 思 ひ 節 
めて 居る 巧に、 二十の 聲を 聞く や閒 かずに、 そなたは 化 家 
のま 人、 淸兵穂 殿の おはれ 人と むつて しま はれた。 その 
折の わ わらが 牺念ツ 、今 おひ 山しても、 化の 胸 •かおり 裂 
くる やうに、 巧し うお だ やろ わ 0 ( かう ち ひながら、 藤 
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十郎 け 化に！ J 巧へ にげに、 み 巧. ァー もして 見ゴ ろ。 が、 彼 
の 二つの お だけけ、 柳々 たろ がたい 化み 化つ y、 たのな 
づ かひから、 蒋子夺 恐ろしを をに、 な 詰めて 居る〕 

わ 桃 (や、 嫁 清いた かく， 顔み 半げ 下げる。 一ぶ を ざみ 

切つて しまつた がが、 ほ 動のに お々 滩 ホくな つ 來てほ 

る 〇 I 一つの 牌け 乂の 如くを じい) 

藤 十 化 (昔 盤义け 熱情に 蝴 へて〕 人妻 じな つたを なた 
を、 樹ひ縣 ふのは、 人間の 遊では ない とむ で强ぅ 制統し 
て も、 ル まらむ は 化 夫の 思 だ や。 そなたの 顿 をを くじ 附 
け •而 がを 巧る じつけ、 二十を の その 間、 そなたの こと 
を、 忘 わた 日は た の 一日 もおぢ やらむ のぢや 〇 ( 彼け 
舞な とのが だに t、 打ち勝つた _u どの 巧妙な 所作み 見ぜ 
ながら、 而！ •人妻^ かを 口 能 < 恐怖と 不安と 如、 巧へ 
ながら、 ルな のかく 疎んで 巧ろ ホの ホに 詰め i だろ) 

力 化の 藤十郞 も、 縱 令を 巧みと ちはる、 とも •人妻に 
慰を しかける やぅむ 非道な 事は なす まじい と、 明發 燃え 

さかろ むを、 だつと 抑へ て來 たの ぢ やが、 わ わら も 今年は 

H： 十五む や。 人閒 のを 命は もぅ 巧い。 これほどの 戀 を： 

: 一一 十が 來 あんだ これほどの 戀 を、 化 化で 一言 も 打 も 開 

けいで、 何時の 化 誰 じか 語るべき と、 思 ふじ 附 けても、 

物な はしうな ろを じ、 むが おれ 中して かくの 巧様ぢ や。 
のう、 わ刖- との。 赎十郞 を もは わと お召さ ば、 たつた 一 


草 得 もる 言葉を。 な も！ お 掘 どの。 (化ム 如くみ 問ぇ 
しながら、 女の 近くへ A もす リ寄 だる 〇が隨 だけけ 刃 0 
やうに 澄み切つ て 居る) 

わ梶 わ... .つ。 (とちつ たま、 泣を がして しま ふ) 

藤十郞 (泣を がした わ おも ピ つと 巧 詰めて 居る。 その 巧 
のをたり には、 がたい 表情が 浮んで をろ。 が、 それに t 
拘ら す、 聲と 動作と U •戀 じだうた 巧に 適け しい 熱情 も 
持つて 居ろ〕 のう お 堤 どの。 そなたは、 藤十郞 の噓僞 
b のない 本む を、 聽 かれて、 藤 十 郎の戀 を'  あはれ とは 
思は むか。 二十 年來 、忍んで 來た戀 を、 あはれ とは 思 さ 
ぬか。 さ 〇 とは. 强 いわ 人 ぢ やのう。 

わ槐 (ず、 リ 泣く のみに てを へす) 

(二人と t、 んし獻 つた ミ、 で、 がくけ 時刻が 移ろ。 
灯も雜 つて 化た 千た の、 化の が も 化 ふやうな 載が、 手 
じ 取る やうに 閒ぇス おる) 

藤十郞 (自嘲ず ろが 如く、 がしく 笑つて〕 これは、 いか 
い 粗 巧を 中し ました。 が •化の 藤 十郞の 切ない 戀を •情 
なくなさ るとは、 さても 氣强 いお 人ぢ やのう 〇舞臺 の 上 
の 色事では、 日本 無双の 藤十郎 も、 そむた じか^つて 
は、 た わい もな う 振ら わ 申した わ、 は、、、、、、 0 

わ裤 (ム とが も 上げろ。 必化 ながを になろ。 巧い 消ぇ入 
ろ やうな がで〕 それでは 騰樣 、今 仰し やつた ことは を 


S4 


怒の 郞十藤 


本む かいな。 

藤十郞 (あじ 必 •化な 蒼白な 面 もしながら〕 何の、 てんが 
うを ちうて なる もの か。 人妻 じ 云 ひ 寄る からは •命を 投 
げ 化しての 戀ぢ や。 (巧 腰に なつて 思ろ 彼の 膝が、 微に 
顧へ ろ〕 

(必 化の 覺 巧みを めたら しい わ 相け、 义 0 やうな 歴 
で •巧の が 也 一目ぶ ろと、 いさな リ傍 0 絹む 燈の灯 
も、 フジ ト かさ おしてし をん。 閱の裡 に 恐ろしい 禱路 
と沈默 とが、 二人の 閒 にもろ。 わ帖 け身體 なわな--^ 
顔^^ぜながら， 巧の近づくのを待つておる。 藤十がの 
額-^ 股が 上 づつス し ミつて、 あがかず かじ 颤 へる 〇漸 
く 立ち上ろ。 わ榻の ホへ ホみ ふろ 〇わ 榻口必 化になる。 
が、 藤十郞 け、 その 傍み ス^  9 と 通り 打け て •手探り 
じ 廊下へ 巧ろ) 

わ 巧 (巧の 去らん とずろ に、 氣が附 いて〕 藤 様！ 藤 
樣！ (と 化く 呼びながら、 を ひ 緒ら うとず る) 

(藤 十郞 、わ 梶の追 ふのに 氣附い て、 背後の 障子 巧め 

ろ。 わ お 障子に 總リ附 いたま、、 み も 悶えつ、 泣き 崩 

れ る。 藤十郎 や、 披奶 しなが‘ t,、 獸の 如く 足早に 逃れ 去 

ろ。 わ おのな く 避 じ 巧 じろ やうに、 千 おの 踏が 問えろ〕 

第一 二 場 


が 二 場 •んリ 七 U にかり 過去 わる】 n。 辄巧 太夫 陣の樂 
屋 。上手に 役を 達 0 部屋々々 の 入 '口 がな もろ。 その 中 
で •一 お a 立つ のけ、 おがの 紋の附 いわ 昭旅 のか.* つ 
た 藤 十が の 部 おで わろ。 お 中に、 樂掉带 のが 厘が も 
ろ。 下手に お 太夫 座の 舞 基 •し 逝す ろ 出入口が わる。 淺 
巧の 唆 旅が 巧れ ス 巧ろ。 彼 ホの 舞 塞に ては おが 脚く 前 
と巧户 一、 赦 と太热 となの 音と が斷紋 して 陆 えろ。 鉴が 
開く と、 化 言み 听下 廻りのは を 達が、 五六 人ぶ かにが 
L く 巧を タム。 樂厘 がが •ホ 裳 腰の物な ども、 役 巧め 
部屋へ 雞んで 巧く。 

萬 太夫 座の 若 太夫が、 藤 十 郞の部 崖から おて 化る。 出 
を 頭に 頭取と おがず る。 

頭取 おめでたう ムん す。 今 白 も 明 六つの 鐘か嗚 るか 嗚ら 
ぬ じ、 木戶 へは 一杯の な 衆で ム〇 ますろ。 

お 太夫 めでたいのう。 ほんじ 藤十郎 どの ぢ や。 巧 夫の み 
のこな しが、 とんと たまらね とな 女郎た もの 喷話ぢ や。 
頭取 これでは、 半 左衞門 座の 人々 も、 もいた 口が、 閑 お 
ら ねこと でム〇 ませう。 この 評判なら ち 日は わろ か 二ち 
日で も. 打も攒 ける のは おで ム〇 ますのう。 

若 太夫 何 じしても めでたい 事 だ やのう。 樂拉 中ょ く氣を 
附 けての う。 粗相の ないやう じのう 〇 こんな 大人 〇 の 時 
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じ 腿つて、 火 與盜雖 なぞの 過ちが あ 〇 かちでの う。 

巧 取 へい*^^ な 點で厶 〇 まする 0 

(二人 左 おに 別れろ。 下手の 出入 U から、 了祂备 連れ 
わ 手 化 風の 巧が 入つ ス 巧る—」 

手 化 化の 巧 (顶化 vJ- 呼びかけ ス) あ、 もし {。藤 十郞 
様の わ部屢 は、 何 處でム 〇 まする か。 

巧 化 ども‘ I， からだ や〇わ 部屋は なぐ 彼處ぢ やが。 

手 化 風の 巧阿條 室町の 備前 度の 手代で ム〇 ますろ。 

巧 化 お、 窒 叫の 乂盡の お 化 ひで ム〇 ますろ か。 さも！ 

わ 通りな さゎ ませ 。おから 二つ 日の 部屋 ぢ や。 

手 化 風の 巧なる ほどな、 梅が の紋 •か附 いて 居 〇 ますの 
う 0 

(ず 化 風の 巧、 藤 十’ 桃の 部屋へ け ひつ ス 巧く。 藤十郞 
の 部 姑の 化ぐ 隣り から、 大經師 なが じがした 中が 四郞 
五郎と 召使わ 玉 じがした 神 崎 源み とが おて 來ろ一 
巧郎 五が (源 ホの 袖 知 捕へ ながら、 一寸 所作 もして〕 何 

う も、 お前 じじ やれ か、 る 所が •うまく 行かむ のでの 

、つ。 今 口は 一二 日 巧 もやが. まだ 形か附 かむ のでのう。 昨 

n •藤 十郞 どのに、 をへ を 乞うて 巧る と、 巧 分で 工夫が 

化む だ やと、 云は しやれ た〇 さあ、 溝の 開く 前に、 もう 

一巧 お 巧に 附を 合うて たもら むか 0 

術み お、 をい 巧 だ や。 何な でも 附さ をはう。 藤十郎 どの 


に、 工夫を 訊 わると 何時も、 强い 小言 ぢや 。みんなを を 
で 工夫せ いとは、 あの方の 極ま 〇 文おぢ や。 

四が 五が お、 一昨年の 事ぢ や。 山' 下 おち 衞 門が’ 江戶へ 
下る 暇を ひに 藤十郞 どの、 巧へ 來 て* わがみ もが 許を 萬 
蚕 手本 じした ゆ袭 に、 聲道 もずん と 上達し ましたと 云は 
れ ると， 藤十郞 どのは 何時もの やう じ、 一寸 顔を 蠻 めら 
れ たかと 思 ふと、-— 人の 眞 似を する 者は、 その 眞 似られる 
ものよ 〇 は 必定 第る もの ぢや 。そなた も、 肖を の 工夫を 
專一 じいた されよ」 と、 じこり ともせず じ廣 向から ぢ や。 
もの 折の な あ衞門 どの、 てれ まを 方を、 思 ひ 出す と 今で 
も 可笑しくな ろの ぢ や。 

源 か 藤十郎 どのから、 お 小言を 唆は ぬ 前に、 もう 一工夫 
してな よう。 

四郞 五が (なに 芝 おのみ 振み なし) これ さ、 どつ こい や 
ら ぬ。 本妻の 悟 氣と觸 鈍 じ 胡椒は おさだまり > 何とも 巧 
ぜね 。紫色は おろか、 を 中が かば 茶 じなる とても •おゆ 
是 ならば K はぬ。 

源み (應 じスを 居の みおり もしながら〕 どうな 〇 とさし 
やん せ。 こちや おさん 樣 にち ふ ほど じ。 あれ、 おさん 捻 
/(\0 

四が 五郞 (や ロリ 身振りん 絞け ながら) やれ、 やかまし 
い、 巧 外 わさん わじの 口、 くもの 序に 口々。 (をに 役 巧 
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じ 立ち おりなが ご，〕 何う も摄の 所が’ うまく 巧 如む の 
ぢ や。 

(芝居 あ 厘の 巧ず ホに 案內 され、 おさ 町 お 下手の 入口 
ふり 入つ て 化ろ) 

化 巧た お、 源み さま。 T 度ょ いところ ぢや 。それ^^、 
此間 一寸 お 耳 じ 入れた 東 洞 おの 近 江 屋のお 壊 樣で厶 〇 ま 
る〇 

おみ (四郞 五郎に、 氣 兼れ もしむ がら〕 もう、 幕が 開 さ 
ます ほど じ、 又 じして 下さ 〇 ませ。 

化 革 女 ほんじ 情ない 專 を、 ち はれます のう。 巧 巧 樂屋ま 
で、 がられました のじ、 一寸 言葉な 〇 とを はして 下さ. 
ませ。 

源み {しなが' ぃ、 がに 對し 一、〕 ほんじ、 ょう わ 
化で なさ ゎました。 

町 娘 (同じく 恥 •ちら ひながら、 默 つて 頭 在： h げろ〕 ：： 

化 本 ホ さも、 一寸な のを 屋 まで、 入らせられ ませい 〇ほ 

んの 一寸 ぢや 、手間は とらせ ませ わ ほど じ。 

源み さう はして 居に， れ ませむ わい、 もう 直 •く 開 さます 

る U 

化 巧 女 何の まだ 開を まする もの かいのう。 さも 御座 〇 ま 

せ。 (無理に 源 ホの 手 も 取りて •下 ホの 入 Hi りお 杏が 


うて ホろ) 

(化か 衛 一: じがした 仙 茲喊五 セ、 ず 化下稚 じがした 一二 
四 人 0 俳優と 揃うて、 右手ょり 化て 巧ろ) 

巧 この頃の 娘は、 湖斷 かなら む審だ や。 おちを 謀うて 樂 
屋 まで、 のめ-^ とは 入つて 來 る。 

乙 それ じしても. 袖 崎 どのは 果報 ぢや 。巧知らず の 巧 姐 
から、 ぁの やうに おはれて は. 滿 おがう はもるまい 。は 

\ 、 文 〇 

两 それにしても、 お 物 人の どょ みやう 〇小 段が、 剧 わる 
やうな 大入 となえる。 

巧郞 おが (相手の 源み 也 化うて にん やリ 立つ^ 巧た が レ 
江 戶の少 長 じ’ 化の 大入りの 様子が なせたい のう。 
翩おセ ほんじ さ うぢ や。 此のが 言に 比べる と、 巧 間ヶ薇 
の 巧言な どは. 子供 だまし ぢ や。 

四郞五 郞淺問 ヶ嶽に 立つ 煙 も だん'^ 薄う むつて 行く の 
ぢや〇 は、、、 0 

(お 浪千壽 、美しい わさんに がして、 靜 かにが 控 から 
出て 來 ろ。 な剛が 附いス なろ) 

彌五 七 昨日 一寸 ぁる 所て 問いた 唆ぢ やが、 藤十郎 どの 
は’ 今度の な 言の 工夫に 惟んだ 拐な、 ちる おおの 女房に 
戀を しかけ， 巧 夫の む 持 や、 動作の おを 化けた とを ふ 巧 
だ や •か、 たが かのう 0 
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巧が 五郎 わしは •しかとは 知らぬ お、 千 巧 どのは、 聞い 
たでん らう 〇 その 巧は 釣 正 かの、 つ。 

千が そんな 蹲は、 わし も 人 傅 じは 聞いた かのう。 藤 様 
は、 口を つぐんで 何もち はれむ のでのう 。か、 ぁの 宗淸 
で锁 つなぎの 巧 盛が もつた 晚の巧 だ やか、 藤 様は な 言の 
工夫 じ 屈託して、 洒 をの 席を 中座され、 そなた 達は、 追 
々醉 ひつ ぶれて、 別間へ おかれた 後の 事ぢ やのう。 藤樣 
ぶ、 ない 顔して、 息を 切らせな から、 酒 裳の 席へ 歸 つて 
來られ ると、 立てつ ごけに、 大巧で 己 四 杯 叫つ てからを 
はれる のに、 「千 森 どの {かおめ さわい。 な 言の 工夫 •か附 さ 
申した 〇」 と、 をはれ たか、 平生の 藤 様とは 思 はれれ ほど 

の 恐い 顔附ぢ やつた •か、 もの 晩 じ 。 (と 千壽が 

巧，^ 倾けス 巧る とさ、 下手の 乂 U から、 ま 掩のわ 棍がひ 
そかに 入つ て來 ろのに ながつ いて、 口み つぐむ〕 

预五セ (巧 ホの 道化 枢リ みなが して〕 これは、 これは お 
巧 どの 〇ょ うわ 化で むされました。 一寸 お尋ねし まする 0 
藤十郎 どの か •巧言の 稽 せの ffl 手は 巧 女 礎では 御座り ま 

せむ かり 

わが (を おしなが ‘〇、 而もつ、 まし やかに〕 何で 御座 〇 

ますろ。 龄 からが のわ尋 わで 御座 〇 まする のう。 

閒五 七 (たおりな 化 わみ おりで) 藤十郎 どの， が、 今 おの 

巧言の 巧 ホ じ、 人の 女房に 僞 。の續 をし かけ、 糜く とな 


て、 逃げた との 事で 御座 〇 ますろ 〇も しや、 わむ 當〇か 
御座り ませむ か 0 

わ梶 (つ、 まし やかに、 態度 おみださす〕 偽 〇 じ もせ 
ょ •藤 十郎樣 の戀の 巧手に、 一度で も むれば、 女子 じ 生 
まれた 本望で 御座ります わい。 

彌五 七 ょく ダ 仰せられた 〇 は、、 0 

千壽 (や、 取りなず やうに) ほんじ、 日頃から 貞女の 蜂 
ない そなたで なければ、 さ しづめ 疑 かか、 ろ 所で 御 摩り 
ますのう、 樂 おへ 御用で 御座 〇 まする か。 さも お通りな 
さり ませ 0 

わ梶 あのう。 嵐 一二 五郎 さま じ、 お客樣 からの 号 嵩を。 

モ壽 さや ミで 御座 〇 まする か。 さも、 お通りな さ b ま 
せ 0 

(わ搞 を 釋 して 迦リ 過ざる 〇役 をの 部屋の ホへ なかん 
とし ス •部屋 也 立ち 巧で たろ 應十郞 と顏一 かぶを 口ず。 
二人とも、 瞬 問の じ 立ち 疎む。 わ お 一寸 日禮 して 巧 さ 
過 ざ ミ 藤 十が、 おく 後を もぶ 詰む る。〕 

四郎 五が (藤 十が の 立ち 出で たろ 也ぶ ス) 今 も， そなた 
様の 峨 をして G や。 今度の 狂言 じついて、 樂 おの 內 かじ 
媳 かつた 蜂を、 御を じか 0 

藤 十が (座元ら しい 巧瞄み 失け ないて〕 一巧 間' さませぬ 
な 0 
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厕五七 蜂の 本 巧の そなた 樣が 知らむ とは、 面妖な。 
千壽藤 様には、 をはぬ がよ いわいな。 

翩五セ をはいでも 、何時かは 知れる 窗ぢ や。 藤 十郞さ 
ま •藤 十郞 さま。 お聞きな さり ませ。 今度の 巧言の 工夫 
じ、 そなた 樣が ある 人妻 じ戀 をし かけた との 蜂ぢ や。 

藤 十が (かなに 笑つて〕 玲 もない を靈ぢ や。 いつぞや 
も、 わしが 嵐 己 五郎の 手負武 をを 介抱す ると、， あま- = '手 
際が よいと ちうて、 やう 藤十郎 はか 科の む お •が もるな ど 
と やかましい 沙汰 ぢ や。 む 得が なうても、 心得の もる や 
うじ 眞實に 見せろ のが、 役者の 藝ぢ や。 湖 質。 じ なれ 
ば、 湘賣 つたむ 得が なうても’ 洒資 りに なつて 巧せ るの 
は藝ぢ や。 密 夫の わ 得 かなうて、 密夫 のな 言が 山 巧 わ 
ば、 盗人の む 得が なうて は 盗人の 巧言は 巧來ぬ 譯合ぢ 
や。 を 卿 衆 じな つたむ 得 かなうて は、 舞 養の 上で を 卿 衆 
じは なれぬ 譯合ぢ や。 巧 もない 沙汰 ぢや 。口性ない 巧 童 
の埼 もない げ汰ぢ や。 をの やうな 沙 なが 傅つて は、 藤 十 

郞 のみ 近に 居る 人の わ內廣 に、 どの やうな 迷惑を かけよ 

う も 計られぬ わ。 かまへ て、 打ち消して 下さ 〇 ませ。 

千壽 ほんに、 藤樣 かを はれる 通り ぢ や。 

爛五セ 逍は藤 十 郎樣ぢ や。 なるほどな も。 む 得 •がな うて 

はな 言が 化來 むと なれば、 役を は 上は 撼政關 白から、 下 

は 下司 下郎のは しまで 一度は なつて 巧なければ、 役者 じ 


はなれぬ 営ぢ や。 なるほどな .あ。 

手 化 風の 巧 (藤 十が の 部屋から がて あて) それでは、 た 
禮 いたし ますて 御座 b まする。 

藤 十郞御 苦勞で 御座 b ました。 大盡樣 に、 ょう 禮を をう 
て 下さり ませ。 

(手 化 風の 巧下稚 と共に まろ。 遊の 閒 くこと 愈々 近く 
なりし と 化え、 道な ホ 樂屋ホ 等の 巧來發 くな ろ〕 
藤十郞 (千壽 も 願み て〕 千壽 どの。 もの 願の 中で、 そな 
たと 初めて 手を 取 b 合 ふとき、 今少し 邀 上した 風を 巧せ 
てた もらぬ か、 女は もの やうな とさは、 舆 ょりも かも 化 
もちら 3 やうに 逆上す る もの ぢや ほど じのう。 

千 謗 (素む に) もい のう。 合® ぢ や。 今 口は 作を の 巧 左 
衞門樣 も、 御 見物 ぢや ほど じ、 一段む を 籠め てな ます わ 

いのう 0 

藤 十が さも、 もう 幕が 開く じ 程 も あるまい。 

(千 慕のを お取りて 巧かん とず 〇 なに、 樂巧 巧が 騒-ざ 
化ず0「な審ピや’ 自審ピで。 女の自茜；^>や0」と’ おか 
みや 下迴リ のむ ホ 建、 な あの 部 M のかへ 化け 込む) 
頭取 (周覃 て、 邸け 込みながら〕 も、、 段を 立て、 はな 
らん。 な 物 か 騒ぎ 巧す と’ 舞 墓の 乃. がめ もやく ちやぢ 
や。 靜 かに、 靜 かじ。 (巧の なから 奥の ホへ な 入ろ) 
颇五セ (やつ ばりぶ 化み らしい や、 上つ いわな 化で〕 は 
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て而 巧な。 門 笛、 しかも かの 肖 害とは。 樂屋 じは、 化 猫 
一疋 居らぬ 営ぢ やかのう。 

千ぶ (同じく 不化謀 さう じ〕 女の 自審！ はて、 女の 自 

ミ • 

¥! 

藤十郞 (化 ひ 巧る ことみる 如く、 や、 を 白に なりながら 
旣 つて 辟る〕 

(巧み ホ 樂招砸 など、 わ 楠の 化 體み擔 いで 巧る。 口々 
に 「まがの わ 巧が ピ や」 とち ふ〕 

千ぶ (賊 いて 班け 巧りながら) なに I {示 淸の おの 儀！ 
(ふと 細が 附い たでう に、 藤 十郎の ホみ おり おる〕 
藤十郞 (千 蒜の おりなつた 眼み 避く る やうに、 日み そら 
して 片 ろ〕 

彌丑セ いかにも 宗淸の わ 內路ぢ や。 短刀で 胸の 下を たつ 
た】 突 だ や。 

四郞 五が々 茲で 話して 巧 かれた のじ。 ほんの、 瞬く 間の 
报湖ぢ や。 臟十郞 さま •御增 なされ ませ。 いかな 巧 細か 
は 分 〇 ませむ が、 女子には 稀な な 事な を 期ぢ や。 

藤 十. 邮 (引 さ附 けられた やうに、 步み奇 りながら •ピつ 

と 化が-し 化 人ろ。 音 葉な し〕 

お太乂  (なピ をながら 邮け リーんで ホろ〕 何事 ぢや 。何事 

だ や。 なじ かの 肖葫！ や も、 宗淸の 御の 薛ぢ や。 いか 

なが 細か 知らむ お、 なにも お 太夫 座の 樂屋 で、 自害せ い 


て もょ， J のを 0 

千壽 ほんじ •樂屋 に 巧に、 來 ないでも。^ ふと •藤 十郞 
の 額み 巧て 默 る〕 

翩五セ こんな 不吉な 事が’ 世間 じ 知れる と、 折角 湧 さな 
つたな 音 口の 人氣 じ、 傷が 附 かぬ もので もない。 

若 太夫 ほんじ をれ がむ 甄ぢ や。 皆樣 、他言は 無用 じして 
下され ませ 0 

藤十郎 (默 つて 死 おな ぶ 詰めて 居た が、 をに 窥を おへて〕 
何のむ 甄な事 •か ある もの か。 藤 十 郞の藝 の人氣 が‘ 女子 
一人の 命な どで 傷つ けられて ょい もの か。 (千壽 のず 也 
とりながら) さも’ 千壽 どの 舞墓ぢ や。 

千壽 (眞货 の ホの 如く やさしく) あいのぅ。 

藤 十 化 (つか/ \ と 舞 違の 上へ とを いだが、 また 引な し 
て死體 1 目ぶ、 遂にな ひかした る 如く， 退場ず 〇 同時 
になの 開く 化 子 木の 音が 閒之 ス靜 かにな が 下ろ 0) 

— 幕 — 


が 


子の 徙暴 


暴徒の 子 


人 物 

壽春  十 セな のみ 毕 
彼の 妻 十八 九歲の 少女 
彼の 巧 々十に 餘 る调ぴ むろを 女 
ある 男 

時 及び 巧 

あろ 國の 新領 立に 本國 人の 燒打 虐殺が 行 はれて 
から 間の ない 頃、 慘 事の もつた 村の 內の 一つ 
場面 

巧い 止 人の 家の 內 部、 左右の 壁に 口 赤 巧 二を の 木版 刷 
の繪が 化ら れ 、左の 戸外に 通で ろ 扉、 正面 じを。 夜の 

十 時 頃、 ホの 隅に け お 袖が 燃え盛つて 居ろ けれども 室 

け 陰 接の 感も呈 す。 老若 二人の かわり。 老女け お 袖の 下 

じ栋 子に 坐し ス 乾いた 黄 じて 編物 もな し、 若さけ 窓に 

; リス 閒 も媽视 して おろ 〇閣 0 彼 ザのを かなろ 都を の 

巧 映， ぶ 詰め ス おろの らしい。 戸 ホは 雨み 巧へ た 風。 

を 女 (かじつ t る肢 をも拂 けんとして〕 まだ 雨は 降つ て 


居る のかい。 

少女 (をい 額 も 少し 振り向けながら) 降つ て 居ます と 
も •もんな にお 雄！ の 葉を 打つ 音が 閒 えて 居 〇 ます わ。 

老女 さう かい。 わし じは ちつとも 間え な いんだよ 。今が 
の 春から 巧 •かよ ほど 惑くな つた やう だ。 (窓の 方 もぶな 
がら〕 また 風が 化た やう だ わ。 光度の やう じ强く 化い 
たら 男手が な いんだから、 巧巧麗 めた 葦 お 背 吹 さ 飛ばさ 
れ てし まふ かも 知れない よ。 

少女 ほんた うじ、 何時 •が來 たら、 お父さん や もの 人は 歸 
つて おる のでせ うわ。 

まか お前 先刻 村へ 巧つた のぢ やない かい。 何 か 新しい 呀 
はな かつた かい。 

少か い、 え 何も。 

老女 (指み 巧つて〕 あ、 今 0 で 十 S 口 目 じなる わ。 もし 
かする と、 もう 歸 つて 來 ない のぢ やない かしら。 あの人 
の 兄さん 達ので うじ、 やつ ば 〇 絞 〇 殺されて しま ふの ぢ 
やない かしら 0 

少女 (恐怖のを も 表しながら〕 でも 里の 父が 申しました 
よ。 この 村の 人達のは 何も 證據 •かないん だから 皆が むを 
揃へ て白狀 しなければ、 向う でも 手の 附け巧 かないんだ 
らうつ て 0 

老女 さう とも 眼らない よ〇 化んだ 兄さんが さ ミい つた 
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よ。 もの 网の 人達は 罪が もらう か あるまい か ハッ キリ々 
らな くつても、 罰さへ ハツ キリ 與へわ ばい、 の だつ て， 
十； 人 かもの 人達を 殺した とを じは 懲 しめの 爲に 誰かを 殺 
しさへ すむ ばい、 の だつ て。 

々女で も お父さんは 七十 じ 近いの だし、 壽 春さん は 二十 
じ もなら な いんだし。 年 おと 子供とは 助けて みれ ると 思 
ふゎ。 

を か たと へ おされないでも、 もの 高い おの 牢屋へ 入れら 
れて御 憶—. 山を 馳け 廻る もい ほあん じだつて 越えられ 
やしないよ。 それに 高 體黨の やうに かよわい 壽 春と 手傷 
をむ、 つて 居る お父さん だもの、 一年とは 生 さて 居 やしな 
いよ。 もしもの 人達 お 生 さて 居る としても •わし 建. が 生 
をて 巧ら れ まいよ。 かう して 毎 晚 二人で 向 ひ 合つて •か 
のがは 何も 考 へず じあの 人達の 事 ばかり おひ 詰めて 居る 
ん だもの。 ホが だつて 難しい と 思 ふよ。 お前’ 鏡を 見て 
御隨！ 颊が どんな じ 殺げ てし まつた か。 

みた (九の ホで n みの 頗も 撫でながら〕 お 乂様か 騒動の 

辟 じ、 群衆の 後から 隨 いて お ほに ならなければ よかつた 

んで すわ。 誘 春は お父さん のみ 體 をむ 酣 して、 後から 隨 

いて 巧つた 丈です もの。 

を か (nt^ し K た、 を。 がら〕 ほんた うじ、 もの 子は ひ 

どい 災雜 だった よ。 もんな じ氣の 弱い 鐵拖の 音 じだって 


吃驚り する 子 •か、 砂利 一粒 だつて 巧げ る もの かい。 わし 
は 牢屋の 門の 閉まる 音を 聞いても •もの 子は 氣を 失く す 
るか も 知れれ と 思うて 居る よ。 もの 子 か 牢屋の 中で 泣い 
て ゐる聲 が、 耳じ附 いて 眠 むられ ない 晚 おもる よ。 

々女 壽 春は お父さん •か 义を がけて 行く 後から、 ブル-^ 
懐へ な •から 隨 いて 行つた ので すつて。 お 父 様の み 體を案 
じたからで すわ。 

老女 わたしの 夫は、 もの 氣性 だからな 方が もるまい よ。 
のの やうに 氣が荒 くつて あの 國の 人達を 見る と 蛇の や 
うな 目附 をす るんだ もの、 それに 兄を 二人とも 絞り 殺さ 
れて居 るんだ から 無理 もない よ。 わし ももの 入 じ 斯んな 
事 •かもつても ちつとも 驚かない けれど、 壽 春は 可 哀 いさ 
うだよ。 もの 子は 何も 知らないし、 もの 國の 人を 少しも 
憎んで 居ない し， 郵便局の 人達に も巧瘦 がられて 暦た の 
だもの 0 

々た お父さんを 巡查が 捕へ た 時に、 壽 春が 氣巧 ひの やう 
じ なつて 飛び 脚いて 行つた のが、 惡 かつた のです わ。 

老女 あのな は 弱い くせ じ 大の親 思 ひだから わ。 

少ホ 村の 人 だつて 壽 春は 可哀さ うだと ちつて 居ます よ。 
巧から 捕まつた 內で .何も 罪のないのは あの人た だつ 
たり 

まか 水牛の 巧の 小 烏 かどれ も 同じ じな える やうに、 もの 
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國の 人達は もの 子と. 外の 人達との 直 別なん か 見分けて 
吳れ まいよ。 ± 人 とを へば 皆 同じ もの だと おつて 居 るん 
だよ 0 

み 女 それ ぢや壽 を も 同じ やうに 殺される のです かしら。 
を か そんな 不吉な 事は 考 へない 讓 じしよ うぢ やない か。 
でも わ、 わしは もの 子た は歸 つて 來る やうな 氣 がす るん 
だよ。 お前ち の 子の やうな 巧 覆い 子が、 たつた 十 セで 殺 
される とは 寒 へられな いぢ やない か。 

み 女な も 何だか 歸 つて 來る やうな 氣 がします わ。 化 刻 も 
牧場の 巧で 口 苗の 音が 聞え ましたよ。 それ お 壽春お 水牛 
を 速れ て歸 つて 來る 時のに よく 似て 居ました わ。 

老女 それは もの 子 •か歸 つて 來る 化か も 知れない よ。 

(この 時 扉が 內へ 押されて 一陣の風 がかを 込む。 そし 
て 外から 少女，.！- 巧ぶ 撑 がすろ 〇 少女-.; > 、老 かも 恐怖と 
が兹と 不安との おじむ 表情 在な す〕 

か夕 (みお 半み 化しながら〕 誰！ 誰—. 誰です か。 
外の 聲 わたし だよ。 

々た (扉の ホへ ホみ 奇リ ながら) もら 糊诗 さんな の。 こ 

ん なじ 遲 いのに。 

外の 躍 かへ お出な、 話が もる の だから。 

ル 女 どうして 道 入つ たらい けない の。 

外の 壁 何でもい、 から 旧て お出な。 


老夕 (不快のを が 屯しながら) もな たお 這 入 〇 むさい 
な 0 

外の 避 (それにけ’ 返事を しないで) 巧て 來 なと 安つ たら 
巧て お出。 

々ホ (いでくな がら〕 一渡 何ん の 用な の。 

(み ホ 戸外に ホみ 出ろ。 暂 くの 問を 語の 黯が聞 i ろ。 
此の間 老女け 不 をと 搞 疑との 辟み 輝しながら 扉の サも 
貫く やぅ じ见て 居ろ) 

少女 (扉の 所に 半み，^ ぉしながら) 嫌です。 なは 驻のあ 
の 人です から。 

かの 聲ぢや 居る とい、。 卷 涼を 唆つ てひどい 目 じを つて 
も 知らないょ 0 

少女 どんな 事が あつても* 夫の 家は 離れません ょ レ 

外の 聲 (だん {戸口 も 離れながら〕 お前は 詔 蕾の 茹と 
來た 日には、 おほさん のを ふ 事は もつとも 聞かない の だ 
からい、 や。 今に どんな 事が あつても おほさん は 知‘ な 
いからな。 もんな 奴を..： (閒 もなくなる〕 

か ホ (扉 も 閉めて 元の 場所へ 歸 ろ、 前 i リ t な 白 なが も 
しス 巧ろ〕 〇 

老夕 わ 前 里の お母さんは 何と 君つ たんだい。 誘 おも 殺さ 
れ さぅ だから、 歸れと 行つ たの かい。 

か ホ そんむ 事なら い、 ん てす けれと。 
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を 女 だ やわ 前-もの モ •かもう 化 刑 じな つてし まつた のか 

，り 

少女 (が も站訪 みたま、〕 ：：〇 

をみ (だみ 込んで〕 お前'  さも 早く •何の 話で もつ たの 
か閒 かして おおれな。 

ル 女 (何の 概容の 表が 如 も 件け ないで) 壽 春さん か 牢屋 
から 化た のです つて。 

ちか (巧 上る を じがんで〕 えい！ さう かい、 ほんた う 
かい！ わしは こんな 路し いことは ない よ 。まさか、 お 
前 促では もるまい な。 お母さん •がまつ たの かい！ (みた 
巧く〕 私は やつぱり ちの 子义は 助かる と 思つ たよ。 もの 
网の 人達は がの 人達よ 〇 も 十倍 も かしこい よ。 さう だ や 
ないかい。 寫春か 何もし ない ことを もやん と 神様の やう 
じな 姐して 尻る の だよ。 だから わしは 巧の 人の やう じ も 
の网の 人を がいとは おはな いんだよ。 もんな が 巧む 人達 
じ わし 達が 治められ るのは、 之は 當〇 前と ち ふ もの だ 
よ。 (ふとな がつ いて) それで 壽 をはい つ牢慶 から 化た 

とま ふの だい。 

々ホ (不慌 化な お 化で おかの 話 をい';^ 巧た が一 今閒毕 

くと を ふこと です よ 0 

をた (少し 不 {かに なって) それでは もう 歸 つて 居る 皆 だ 

わ。 巧 巧 化の 巧 だもの 〇 もの 子丈歸 つて おれ、 ば わしは 


もぅ 澤山 だよ。 ぢ いさんは とても 歸 つて 來る答 はな いん 
だから わ。 朝 ほた とを へば 晝間歸 つて 來ら れる篱 だか 
な。 お前 まさか 爲ぢ やないだら ぅわ。 

々女壽 春さん は 迸の 裡は 歸れ ますまい よ。 

老ザ そんた 事が もる もの かわ。 近い 道 だもの。 

々女 (悲 捕な 泣を 聲 になつて) でも 晝間 村へは 歸れ ます 
まいよ。 ちの 人の なで 巧の 人 お 背 殺される のです つて。 

ちか え、 つ！ 何を お前’ 馬鹿な 事を まふの だい。 あの 
子は 郵便局の ガラス ー枚 壊して は 居ない よ。 もの 子の お 
なんて そんな 事 おもる もの かい 〇皆 肖み の 故た よ。 

みたで も壽 春さん が 村の 人の した 事を 皆嚷 べつて しまつ 
たので すつて。 

老女 (悲痛な がに なつて) え、！ 

々女 この 村の 人は 證據 がない もの だから、 向で も 尋ね も 
ぐんで 居た のじ、 壽 春さん お 白が したら 許して 吳れ ると 
まふ 約 おで、 皆 云つて しまつたんで すつて。 

を か (半信半疑 じ〕 もの 子 おお 前 そんな 大 それた 事 か 化 
來る かわ.：.。 

少か そのため じ 外の 人は’ 背 罪 か 定まつて、 壽 蕾さん 丈 
が 助かつた ので すつて。 

ちか 村の 人は 巧 それを 知つて 居ろ のかい。 

々女 光 刻 村 中へ それが 知れてから、 を このが を燒 打じ來 
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ようとし たのを、 里の 父 お止め たんです とさ。 をの 代 〇 
じ 村の 人達は 壽卷を 見附けみ 第， 河の 中へ 化め にかけ る 
とまつて 盾る さう です。 

おか (デス ペン I 卜 になつて〕 村の 人が 巧 人がんでも、 
壽卷が 助かつた 方が い、 ちがの な 等 じ 何でもの 子を 渡 
してよ いもの か。 村の なの 故で だいさんが 殺される の だ 
もの、 壽 春まで 殺させて たまる も むか。 (で、 不を にわ 
そ 口れ ろ- = の、 如 <〕 もの 子は 一 體何處 じ 居る の だら 
う、 歸 つて 來 なけ 〇 やい、 がな。 もの 國の 人達の 家 じで 
も 奉公して 與れ 、ばい \ がな。 あの 子を 化め じかけ るの 
だつて。 この 巧の な 等の 巧が あの 國の 人達より ち 倍 も 恐 
ろしい よ 0 

(此のげ 窓の 所に 壽 おのを 亡遵の 如くに 现 けろ。 美し 
い 華奢な 額が 十餘 H の 苦悶に 瘦だ衰 へたと 見ぇ •たで 
火き い々 ッ トリと した 辟が 彼のを 命の 持緣 おやつと 示 
現し ゐ ろ〕 

を 女 (ふと 氣が つくと 電氣を かけられ たやう じ 立ち 止よ 

つて〕 ぇ、 ッ ー お前 壽春ぢ やない か。 (いさな りな 

ごしに 抱 さついて〕 こんなに 瘦せ てし まつて。 でも ま 

あよく 歸 つて 來 たさ。 

少女 (跑 けよ つて 謗脊の なじず がりながら) もな た 一 
(とち つ ゎま 、 さみ ^-^-^泣く) 


壽裤 (夢の 如くが ン卡リ 立つ W 居る)：：。 

を 女 さあ お前のへ わ 這 入り。 (窺が 窓 在 こえて 中に 入 
り、 そこに 置かれむ ろ 椅子に 崩れる やうに 坐る〕 お 父 
さんは 彼 地 じ 居 るんだ わ。 わ 前 一人で も お 巧さん は どん 
なじ 嬉しい か 知れない よ。 お父さんの 傷は 癒つた のか 
い。 お父さんと 一緖 には 居な かつた のかい。 

壽を (泣を ながら だを つス 居ろ). .：〇 

ちみ さあ お前、 一寸 向う の 様子を 云つ てから 御飯を おた 
ベ。 さあ お前 •どうして 歸 つたの か、 お父さん や 村の 人 
はどうした のか、 話して お聞かせな。 

義 を — 。 - 

を か おほさん はお 前 かどん む 事を しようと •惡 いとは 思 
はな いんだよ。 村の 人 か 皆 殺されても お前 お 助かる 方 お 
い、 ん だよ。 お前 お 窺 切を したと を ふことは おおさん は 
知つて 居る の だよ。 でも お前 どうして お父さんの 事まで 
云つ たの だい 〇さ も、 捕まつ てからの 事を 早く 話して わ 
聞かせな。 そして 今 巧の 裡じ 逃げて お吳れ 。村の 人 •が お 
前を 殺す とを つて 居る さう だから。 

壽を (何の 恐怖 も t がけないで) 巧の 人が おを 較す とを 
ふので すか — 。 

を ホ む酣 おしで ない、 わし かお 前を 手渡しは しないよ。 
さも それよ 〇 か、 お父さんの 様子 やぶ 前の 許された 薄を 
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話して お閒 かせな。 

巧が (や、 巧し いなで) 補 ま へられてから お 馬 苹じ詰 
め 込まれて 巧の 牢屋へ 巧つ たんです おわ、 馬 巧の 搖ぐ每 
にわ 父さんの 偕から 血 お流れて だん'^ 顔の 色が 蒼 ざめ 
て 巧つた け节 ども、 お父さんは 何時もの やう じ 恐い 顔を 
して 巡査を^ 詰めて 居た ょ 。牢屋へ 着く と 別々 じな つて 
しまつた から、 なは 何 わ ほど わ 父さんに 逢 ひたかつた か 
知れ やしない。 

か ホ (なさながら) もな たの 巧です から.： .〇 
巧が 所 お 向う の 入は 何う しても 逢は して おれない の。 そ 
れで わ、 村の 人の やつた 事を お前が 白が したら 父に も 達 
はせ て やる し、 お前 か 無罪な のは 分つて 居る の だから、 
化 巧して やる と 云 ふんです。 

を ホ それでは お前‘ か 何もかも をつて しまつた のかい。 
森が それほど 藉 蕾は 卑怯では あゎません ょ。 でも わ 昨日 
の 晩 役人が 來 てむ、 お前の 父は 傷の 爲じ 化に かム つて 居 

る お、 逢 ひたく はない かと まふんで す。 なは 今 殺されて 

もい、 か をはして お 興れと ちつたら .不思議に 快く 承 

訊して お父さんの 傍へ 迹れて 行く のです。 

をた とう/、 をはして みれ たの だわ〇 やっぱり もの 國の 

人達は 物 おかって 居ろ わ。 それで お父さんは どんな 様子 

をして 〇 


壽を (泣を 始めながら) 骨と 巧 ばか 〇 じな つて 霸の 上に 
のた くりながら か！ 水！ 水を 興れと 小さく うめいて 
居る のです。 なか お父さん！ と 君 ふと やつ ぱ〇 知つて 
居て わ、 もう 見えない らしい 目に 泪を ためながら 壽春か 
水を 異れ 一 と 云 ふので す〇お 父さんは 熱の ためじ 喉 か 
乾さ 初つて 居た のです。 なは 室の 隅の 水壺を 取り上げて 
持つて行かう とすると 役人‘ かなの 手を 捕へ て、 水を 飲ま 
せたければ 村の 人の やつた 事を ちへ とち ふので チ。 

を か え、 ッ！ 

壽春 (目 もけ はしく しながら〕 しまつた！ 葬 じか、 つ 
たと 思つ たけれ ども •わ 父さんの 地獄の 鬼 じさいな まれ 
る やうな 聲 をを くと、 なは 世辨 やの 人を 裏切つても •水 
お上げた くな つ \ 、しまつた のです。 なは 半々 誤 中で 皆 蝶 
べつて しま ひました 0 

老女 (わさら めた やうに〕 それで お父さん じ 水を 飮 ませ 
たの かい 日 

專 を お父さんは 餓鬼の やうに、 その 證 じと 〇 ついて 111 合 
ばか b の 水を 飲んで しずつ た 後で、 ガ ックリ となり まし 
た 0 

老女 え、 ッ！ 

議を お父さん か 巧ぬ やうなら を ふん ぢや なかつた とおつ 
たけれ ども、 もう 追附 かなかつた のです。 


が 
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を ホ (す、 リ 泣ながら〕 お前 さへ よければ 村の 奴なん か 
どうな つたつ てい、 よ。 お父さんの 爲 じちつ たんだ もの 
神様は ゆろ して 下さる よ。 さも 早く お逃げ。 をして 巧へ 
巧つて 何處 かへ 奉を を するとい i (少女に〕 お前 着物 
をつ、 んでわ や 〇、 わしは 贼を燒 いて 御飯 のぞ 度を する 
から 0 

(壽 をけ 默 つて 椅子に 腰かけて 巧ろ。 を 女け 室の 隅で 
脉 おでを おみん としてを る。 少女け なほ 壽 離の 傍 じう 
づ くまつて 居る。 なじ 火勢の 足音が 此の 家 も 製ん やう 
じ閒 えろ。 老女け 壽ホ备 卯し でろ やうに 种し 入れ じか 
くず。 扉 も 叩く 音) 

をろ 巧 一寸 開けて おんな。 

を 女 こんな じ遲 いのに. 明朝 じして 與れ ないか。 

もろ 巧 一寸 開けろ とちつ たら。 

老か ホ ばか 〇 の 所へ こんなに 遲く 巧て、 もした お 化で と 
をつ たら 0 

わる 巧閲计 なさ や、 やぶ 〇 壊す ぞ〇 

をた (不 か不 ホに 扉 も わけながら〕 一照 何の 用 だい。 

わろ お (扉の 前に 立つ 〇鐵 の？- うに； が 固な 肉 船み 梓つた 

巧) お前の 所の 若造を 一寸 山して 興ん な。 

あか (か 冗 的に」 何を とぽ けた 事を を ふの だい 。それや 

町の 牢屋の 門へ 行って おをひな。 


わろ 巧 白 ばくれ るない。 巧の 巧 所の 小 化を して 居る おの 
巧 化り でスッ ヵリ みつて 居る の だ。 手前のを ホに 化 じて 臨 
打 丈は 雜忍 してやる. が、 小 枠は 勘 辨巧來 ないから。 さも 
どこへ かくした の だ。 旧 さなけ 〇 や 大勢よ つて 操す を だ 
ぞ- 

を か 何を をつて 居る の だい。 十 己 日 前 じ 捕ま へられた ぎ 
り、 もの 子の 草履 一足 だつて 歸 つて 來な いよ。 

もる 男 婆さん、 お前が いくら 巧 張つても 仕方 かわえ 事 
だ。 壽を •か 牧場の 堤から をの 巧が を拔 けて この 窓から 道 
入つ たこと をを々 つて 居 ろんだ ぞ ：：〇 

(この 时壽が 神 入み 白ら 閒 さ. 卿雖の 如く ふス めさな 
がら 岀て 化ろ。 この 男も壽 がみ おて 二 一ニ ホた じろ ざな 
がら 一 

をろ 巧 や、 壽春だ やわえ か〇 用が もる から 一寸 おろん 
だ 0 

を ホ 〔絕要 L て) 壽 春！ お前 どぅして 化て 巧 るんだ 
い。 (請が 知 捕へ て〕 お前 行く んぢ やない よ。 

わろ お (謗# も 巧の ホへ 巧しながら〕 何 じ、 た r 】 寸借 
りて 巧く ホ だよ 0 

老だ (化 露の 巧 も 示し々 がら) ゥソ をを へ、 河の 中 じ 化 
めじ かける の だら ぅ〇 巧んだ つて や b はしない よ 〇わし 
は 夫を 殺されて 居る のじ、 まだ この 子までを 殺す とを ふ 
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のかい。 

もろ 巧 (おた-か 而 びか、 るの も 突 さ 飛に しながら〕 何を 
グゾ /\ を ふの だい。 

おた (必 化に なつて〕 窺を を 殺すなら 殺して 巧ろ。 巧の 
役人 じ賴ん で、 化の 村の なを 磯 殺し じして やる から。 
もろ 巧 彼れ 等は 止人グ 彼が 等を 殺したら 大騷 デを しや か 
るが、 十一ん 问 をの 邀 はどぅな つたつて お 介意な しだょ。 
(がみ わけながら 、燕が 夺即 しおさん とず。 を ホと 少女 
とぶ ホ i りすが リ つくの も拂 ひのけ';^ •をに 壽を 知戶か 
へ 巧う 山ず) さも. 化物 だぞ！ 

0 い 外け や、 巧し を 物を、 謀が の ひく さ 悲鳴 さ こぇ 
る。 を々 巧亂の 如く その 巧に 飛び 附 くの^: 冉び 突を 退 
け':^ 尸 外に 化て お 知 しんる) 

若 か (必 .化に が わけん とず U ど閒 かす。 室内 在 赃け拠 
りなが、 1>〕 巧 化！  一巧 おとなしい ホを 一蒂 ひどい 目 
になは せ やが つて，. がの が も 巧の わ もく たばつて しま 

ひや がれ！ 

(なじな じ おがつ さ、 お ^ リ那び 出ず。 をに 口が の 上 

に 凹 おしてが る 少女のを がか 油の ホの 裡 に-化が の种ぅ 

に站 えろ 0) 

— な — . 


が 


巧奇 


—た  若ぉ秀 

め 時 人 

ず 偕辨寬 


僧 おの 少 が 
少 女 

ちろ 巧、 T 


巧 

ちる 大都會 の 山の手 

情景 

をる 大 寺のを 內 なろ 閣廬 堂の 內 部。 を。 を圳な 月 巧が 
大 なる 間な のを も わ 度 ろげ にがき おさなて 居ろ 〇 遠を 

彼 お £ リ大都 0 雜 音に タリて なのを など 間 乏て來 る。 

を 寬ル化 上りと ええ 美しを 溺 僧* をび 足 じて 右の 戶口 

ふり 入り 來て巧 圍も見 遇ず。 

を寬何 だつ まらない。 お辨 巧は まだ 來て 居な いんだな 

も。 ぢ やもお 經を もっと T 寧に 設 むんだ つた。 仕 巧が わ 


え や、 お 閣魔樣 の 巧手で もして 居ょう かむ。 

(間 魔と 同じく 上段に 並んで 腰を かけて】 足ての 日 巧 
も輕く 叩いて 居ろ。 巧く ずろ i 閱歴 堂に 近づく 人發が 
する ので 驚いて 延び 上つ^な ろ。 それけ を' 僧の こ、 巧、 
下 01 二人で もつた ので、 を おじを わて、 隱れ 場所 如 招 
し、 到頭 阁 なのが をに 隱れ る。 一二 人の 巧 僧ぶ の 入口  i 
リ這 入つ ス 巧る〕 

乙う まく 行 くだらう か。 

T 了 觀の事 だから 大丈夫 だ。 

巧 若し 彼 巧が 失敗 するとしたら、 今 巧は おとなしく 控む 
ければ ならない 0 
こ たまには 夫 もい i さ。 

巧が し 俺は 今を 行く と 巧 おした の だ。 

了 俺 だつて 同じ 事 だ。 

巧染 願が 俺を 待つて 居 るんだ。 

了 俺 だつて 待つて 居る わか もる。 

乙 俺 だつて 待つて 居る むが もる。 

巧 だ や 皆 行かなければ ならない の だ 0 
こ 了觀の 巧う まくやる か 知らん。 

丙 大丈夫 だ。 彼な はとつ くじを むを 拾て、 しまつて 居 
ろ。 なむを 邪魔が つて 居ろ な だ 〇泥榜 する ことを 何とも 
思つて 居な いんだ。 お 棒を 迫害す ろ 世間が 惡い とちつて 
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居るな だ。 

T もう 歸 つて 巧ろ 巧 だ。 

乙 巧を も 所 化 も 小姓 も •まだ 起さて 巧 ろんだ から、 可成 
b がか 折れる だら う。 

E- (他の 一人の おがな 衣の 袖に、 何物 か 如 協して、 ホの 
巧^リな入^^ てがる) 險かがを からせた。 (法あの下 
からな たの 佛微も 化 化して 一二 人に ぶ ゴ る) 

こ うまく 巧つ たむ 0 
巧 巧 おがは 氣か附 かなかつた かい。 

下 小姓 も 役が も氣 がつかむ かつた かい。 
m. 的しても 一一、 II: 化は 逆べ るぜ。 

乙 巧して たまる もの か。 化の ま、 で S 十 晒は 確か だ。 

W 々巧 もやつ ば 〇 岳庄だ うな。 彼處 なら 大手を 振つて 
巧け ろから なり 

两 俳し 今夜は 早り じ 引 さ 上げる としょう 。先度の やう じ 
をを 巧 じ 疑 c.b ろ、 といけ ないから 。もの 人は まだ 他人 

の 巧な ぶじは なむを 働かせる ことを 知つ てるから。 

了な じ！ 彼 かに 俺達を 何う する 事 も 山來る もの か。 彼 

奴は 女の ためじ、 大師 棟 御な 维の 波羅 密を經 を、 なじ 入 

わて 巧ろ。 もの 巧を も ばくと 徙 なの 方 か 寺 じ 居られな く 

むる。 

こ 俺は 今 ん ながまでは 知らな かつた。 


T 夫 どころ か、 ょく 俗 緣の姪 だと をつて 尋 わて おろ 女 だ 
つて、 ちへ てな り や 怪しい もの さ。 

巧 それ ぢ や、 長を 樣 からして 腐つて 居る の だな。 

T 人 ばか b ぢ やない。 佛樣か 腐つて 居 るんだ。 をを は 長 
をで 女 犯を 犯して 居る。 所 化 や 巧が は寶錢 をく すわる 專 
ばかり 考 へて 屛 る。 俺 だ もは 俺達で 宮垣巧 花鳥 g- へ 通つ 
て 居る 〇 小姓 上 ゎの 秀寬 はた 辨 巧と 逢曳 をして 居る 〇俳 
し 御本每 はどうす る 事 も W 來 ない。 佛對 一つ 當 てること 
も旧來 ない。 秀寬 などは 接吻を した 口で お 澄明を 化さ 消 
して 居る。 

巧 俺達は お經の 煙管 讀を やつて 居る。 

下人 間の 腐る のは 佛樣が 先を じ 腐る からだ。 

甲 いやさ うぢ やない 。人間 •か 腐る から 從 つて 佛樣が 腐る 
ん だ。 人間 か 正しかつた 昔は、 佛樣 だつて 皆 生を て 居た 
の だ。 

T とじ かく、 この お簡魔 様を 巧ろ。 俺達が 佛體を 盜んで 
寶り 飛ばさう として 居る のじ、 どうと もす る 事が 化 おな 
いの だ。 

巧 俳し 隨み なしい 顔を して 居るな。 

T いや 恐し い 顔 丈で' 人間の 恐 わた 時化 も あつたの だ。 
み 色の 光 丈で、 人閒の 信じた 時化 ももつた の だ。 併し 化 
巧の 人閒 はさう でない、 恐ろしい 韻 じ 段々 馴れて 來 たの 


so 


胡 巧 


だ。 巧 和け 丈では どう ともおは なくなつ たの だ。 

乙 ほんた うだ。 お闊踏 様を 恐れる のは 裝や じおんぶ して 
巧る 子供 丈 だ。 もの 大 さい 岡體も 、人間を をす 案山子で 
もつた 事が みつて からと 云 ふ ものは、 からさし 駄目に な 
つてし まつた の だ。 

巧 も、 つ 彼是 セつ だら う。 化かけ ると しよう か。 彼 巧が 待 
も 疲れて 肝る だら う。 

こ (わ 關隨 がの 前に 盤んで 嘲弄 的に〕 輸盜も 女 犯 も 妄語 
もんん な 犯して 居る 者 共で 御座ります 。お 闊魔樣 •地獄 
へ參 りましたら わ 馴染み 甲 輩 じ わ手柔 かじ 願 ひます。 ハ 
ハ、 ハ、、。 (他,^ I 二人 主 おに 笑 ふ •立ち上 リ^ や、 
を 席が かりに〕 かう、 御 願 中して 置けば •どんな わる 
い 事で も化來 ろと を ふ もの だ。 さも、 出かけよう。 道で 
何處 かの 居 酒 おて 一杯 やら うぢ やない か。 
m. よから う。 

了 ぢ やそろ/ \ 化かけ よ ミ。 

巧 (最後に ホみ おさんと して、 ふと 閒隨 のが,^ 振りな リ 

て〕 おや、 今 お 閒魔樣 の 目玉が ギ ロリと したやう だぜ。 

甲乙丙 (一寸 驚いた が 化ぐ 鼠み 巧り 直し〕 何を 馬鹿な 

事を 云 ふの だ。 

丙 (齡 つて 闕魔 もぶ 訪みス 居ろ)：： 

乙 居酒屋と まふよ 〇 も、 装 門前の 梅 源で コッ ソリ ー巧 や 


らう だ やない か。 彼處 なら 勘を はを でい、 の だから r 

巧 巧れ はお 附を だ。 

丙 だ や、 梅滤 にしょう。 

T それでもい、。 

こ 巧を つ。  , 

巧 行を 「0 

甲 (ふとずに 持つ ス 招ろ 佛體 になが つを) 梅屋へ 行く と 
すわ ば’ 化む が 邪魔 だな。 

こそむ ぢや 一度 引返す 事に すわ ばい、。 巧處等 もた 〇 へ 
隱 して 置く さ。 

巧 巧 附か〇 はしまい かな。 

了 俺が い、 處へ隱 してやる。 皆 見て 居ろ！ (佛體 み 甲 か 
ら 受け あり 闊旋の 口の 中へ 巧し 入れろ) こいつは ち 高 
い 空洞 影で 腹の 中 じは 何もたい のさ。 なじ 入 わて 超けば 
お 釋迦樣 でも 御存じ もる めい。 

巧芳澤 ぺ源夕 とを ふ おを お、 そんな 義辭を をつた 審 •かも 
る 0 

巧 さあ •行かう。 

T 行かう。 

巧 行か' 「。(.二 一二 步 •ホを 出しながら〕 一寸 かう 抢返 
つてなる と、 やつ ぱ〇 恐い 顏だわ 0 

T い < じ； あい 顏 だつて. •俺 だ もに かう 甘く見ら わ もや、 


なか 


な 


や b 切れまい な〇 ハ、、、、。 

(打 r, 述れ てまろ 〇 みがを な閒 魔の 肩： li りが 杏化 
ず) 

巧な ひどい 巧 等 だな。 併し 化の 俺 だつ て、 ひどくない 方 
でもむ いむん。 わ辩 がか 來ろ迄 巧 じ 隱れて 居よぅ。 

(巧く の閒 がかで もろ。 少女 わ辨 。夜り に I なくを く 
ろし さ 少女、 なび 化に ス まの 扉より 入リ來 る。 このみ 
かさへ みし I 脚 城 古 怖れざる 如く、 サ おにて 巧 園 もぶ 
姻卞 。な 後に ホの 巧备細 U にわけ、 本堂 0 ザ 向み 巧ス 
がろ) 

巧ぶ お辨 もやん。 (みそを いス 逃げん とず) 俺 だよ、 
秀な たよ。 (巧へ 飛び 了り ろ) 

わ辨 (で、 述 がに) あに， 吃 磯し ましたよ。 まん 人の 惡 
い。 .^しやわ闊隨おじ呼ばれたのかとおつた。 

を おわ 阅瞄 がと 刖違 はれ 〇 や 世話は むろ 併し 俺 だつて 
わ闊戯 採よ 〇 はい、 巧の つもり だが。 

わ辨顔 ホは されいでも、 戀の iJ 者を 取つて を ふむ 根は， 

わ閒隨 なよ 〇 上手む やむ いかわえ。 

添ぶ 今 巧 はん 方 おりで、 をった の だから お 互じ惡 口は よ 

して、 つもろ 話を しよう だ やない か。：.. 馬鹿に 遲 かつ 

た わ。 

わが 阿 巧さん おお 若 町の お 芝居へ 行って， 歸 ，り •が ひどく 


遲 かつた からさ。 

を 迸で もま も* よく 來て 吳れた わ。 

わ辨 來 ないで どうす る もの かわえ。 昨日. お 布施と 一緖 
じ 包んで 置いた 手紙 じ 見て わ おれ だら うわ。 

を寬么 からもんな 危 かしい 韻當 はよ しじし わえ。 

わ辨 い、 ぢ やない かわえ。 お前は 長を 樣の お氣に 入り 
で’ お 布施の 包は みんな お前が 始末す るの だもの。 よし 
んば おつかつて 寺を 追は むる やうな 事が もつても •妾の 
家へ 速れ 込んで 巧密 がつて 上げる 迄の 事ぢ やない かわ 
えり 

をな 併し 俺は 化 寺を 化る のは 不承知 だよ。 この 大 さい 智 
德院が 俺の 物 じなる 日が あるの だからな。 

わ辨 まあ お前 も 人が い、。 お 稚兒で 居た 頃に、 長老 樣 •か 
嬉しがらせを 云つ たのを、 眞 じうけ る 人が もる もの かわ 
え 0 

をな おいわ 辨 巧。 この 秀 寛を 甘く見て 貨 ふまい ぜ 。得度 
して、 頭 こそ 丸めて 居る. が、 長老 様は 俺に かム つも や愧 
備 同が だ。 見て 居ろ、 今に 智德院 の綠の 下の 藍まで、 俺 
.が 搔さ迴 して 見せる から。 

わ辨 まも、 お前の やうな 人が 住 備になら うなら 智德院 は 
閣だわ わえ。 

巧な なじ！ 今より 惡く はむ もない よ。 化閒 やつた 錦繪 


な 


蹟奇 


をな た らう’ 長老 樣は あんな ものを 見て 樂んで 居る の 
だ 0 

わ辨 まも—. 

を 寬お辨 巧に も氣に 入つた 〇 うな 0 
わ 辨氣じ 入つ たと もさ。 肌み 離さず 持つて 居る わ わえ。 
(懐ょり 錦綺も 取りが す〕 この 若衆は お前 じど こか 似て 
居る やう だ わ。 小揖 のと ころ や 口 一兀が お前に 何處か 似て 
居る やう だ わ。 

をな こ 〇 や-お前 南都 山村 旌の嗦 島 玉 之 助と 云つて 一こ 國 
一のを 若衆 ミ 

わ辨 でも 妄は お前の 巧 か、 いつそ 好 ささ。 

を寬 をり や 無理 もない 事 さ。 俺 だつて 十一の 年には 寺 方 
と、 菱屋の 金剛と で 奪 ひ 合 ひを した もの さ。 寺 巧の 方 か 
十雨 ばか b みの 代が 高かつた ので 結局 こんな 坊主頭 じな 
つた。 俺 だつて 醉お 帷子を 清せ たら 化の 都の I 二十】 人の 
太夫 子に だつて 負けは しない さ。 

わ 辨豪氣 な 事を お iK ひだ わ。 

を寬 まだ 前髮で 居た 頃は 智德院 の秀之 ホと ちへ ば 小哄じ 

迄も歇 はれた もの さ。 今 だつて 抹香な ぶ b を させて 垣く 

のはを くな て 惜しい もの さ。 

ゎ辨 をれ ぢ や。 お前は 佛樣の 事む どは 眞み じ考 へた 事は 

な いんだ わ。 


を. 进そ 〇や當 ，リ前 さ。 偶 じし か佛 樣を拜 まない 人には、 
有難く 化え るか も 知れ わえ が •化の やう じ 朝夕 化 話を や 
いて 居る と 終 ひには、 うるさく なつて いつそ W さ 壊して 
しま ひたくなる 。毎日 惊じ 居る もの だから、 木で 巧へ て 
ちる ことが ょうく みつて しまつて、 何う 考へ 直しても 巧 
難く は 思へ ない。 人間の 中で】 霜が まが 佛 様を 携鹿 じし 
て 居る。 長を 據は 酒の 肴にから すみを なつた 口を 洗は ず 
じ 直ぐ 讀經 する、 若 おな ども、 每晚化 島 巧 通 ひを する。 
何も しないの はこの 俺 位 だな 0 

わ辨 その お前が かう してな と 逢 おして 居る の だ わえ。 

をな 何に—. 俺なん か 罪 •か輕 いの だ。 長老 様は まの か 
じ、 姥 とを ふ 女 か 幾人 も 居る。 本な 樣の掃 際を する 時な ど 
はまる で 木の 切れ 同様に 扱 ふ。 いつも、 葬 まか 巧 也い と 
云つて こぼして 居る。 口癖の やうに を搜屋 の隱居 か. 化む 
ばい、 とを つて 居る。 もの 隱 おは 永代 圆向輯 として 千關 
寄進す る ことにな つて 居る からだ。 若惜 どもと をつ たら 
また 一倍 ひどい。 今日 も贊 物の 勢 至 菩鹽の 巧 像を 盗ん 化 
して、 巧 島 巧 逆 ひの 軍用を じしょう として 居る。 をして 
ある ことか あるまい ことか、 お閣魔 様の 腹中 へ隱 して 超 
くぢ やない か。 かうな つち や 世 も 末季 だな。 地獄の 大王 
様が ちつと もじらみ お利かな いの だんら な。 (脚 晚の巧 
へを つ乂 その 巧备 おでながら) もつ としつ か 〇 むさら 


なを 
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むく もや、 ほんた うじ 軟 口て すよ。 え^わ 閱魔 様。 

わが お前 そんな じ おつち やい やよ。 お 閣魔樣 は 若衆 好 さ 
だとを ふから。 

あな 何とかち ふ讀本 じそんな 話が もつた つけ。 でも 此顏 
だ やを がが 川が ろ もの かわ。 さんざ 一人でぶ せて 上げる 
のさ 〇わ え！ わ閒魔 様。 (また その 頰も 嘲蒂 的に 撫で 
ろ〕 

わ辨 でも わ 前は、 わ閒 魔が が もつとも 恐く はない かえ 0 
巧な なぜ さ。 

わ排 なは 何時もは、 恐く はない けれど、 わ 前と 裳 中 じな 
つて 肝ろ 時な ど、 ひよ つく b お 顔を なると、 ゾッ とする 
がか もる^。 

巧な 俺は そんな 或は 決してない。 十一、 二から 深い 馴染 
みさ 〇 むえ！ わ 間 魔樣〇  (また 颊 ち ふと 撫でる〕 お 
供への お架モ をく すわて、 何時も 结へ 持つて 來て なつた 
もの さ 0 

わが わ 阀魔様 や佛樣 は、 ほんた うに 何を する 甲鷄性 もな 

いの か 知らん。 佛體を 盗み 化す 者な どを •どうかな され 
ばよ いじ。 

をな 巧で じ お 日の 前で 女 犯を 犯す 曲者を •どうかな され 
ばよ いじ 〇 ( また 颊 ち i いとおで る) 

わが (で、 巧 お H に) お前、 さう お閱魔 様を 馬鹿にしな 


くても い、 わ。 もん まり ぢ やない か 0 

巧な 何 かちん ま 〇 だ。 俺 も 小さい 時 じは、 佛樣 やお 閣魔 
樣を H ラィ もの だと 思つ て 居た-が、 始終 樣モを 見て 居る 
と、 何の 甲斐性 もない 事が みつた。 長を 樣や 若僧が どん 
な麗 いこと をしても、 どうす る 事 も化來 ない の だ。- 俺 も 
こ 〇 や 唆は せま だと 思つ たから、 いつか お 閣魔樣 の顏じ 
唾を 吐 さかけ て 巧た の だか、 罰な どは 少しも 當ら ない。 
夫からは 木の 劲れ 间樣じ 思つて 居る。 さ うだらう 闇 魔、 
木の 切れに 違 ひなから う。 どう だ、 夫が 口 措し け 〇 や， 
何とかして 見 わえ 〇 おい 闇 魔！ 闡 公—. 圖ま I ( 間 魔 
の 頭もポ カンと 殴ろ〕 

わ辨 まも、 お前！ そんな 勿鹽 ない 事を おしで ない。 

巧な な もじ、 こんな 物なん か。 (足 も 揚げ ス間 魔の 腹 も 
劇ろ〕 

わ辨 (で、 抑 心 化の 聲 じて 一 今 わ 閣魔樣 の 目玉が、 ギ ロリ 

とした やう だょ 0 

を宽 馬鹿な、 そんむ 氣の 利いた 藝當が 出 巧る もの か。 
(ミた ポ ンと锁 る〕 

わ辨 お前 大槪 じして 置きょ。 わし や 何だか 氣 巧. がわる く 
なつて 來 た。 もしお 前 地獄が ちつて 御 機。 

をな 巧 ホ 稼 第を して 居ろ 者は、 地獄 かもるな どとは 輿に 
も 思つ たこと グ ない。 智德院 て闊隨 堂を こさ へたの も， 
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隣 b の大順 寺の 閒魔 •が數 入の 時に、 素晴らしく 流行る の 
を 見て、 長を 樣が羡 しくな つたから だ。 つま b 小僧の 瞬 
繰りを しばる 道具 さ。 さ うだらう 閱 を！ (まわ ポンと 
城ろ) 

わ辨 お前もう 大抵に おしよ。 おは 何だか 寒氣 がして •み 
隙が ゾク {.すろ から。 おや 御麗 お 闆魔樣 の 目. が も 
ん なじ 光つて 居る だ やない か。 

秀な (わ辨 の 恐がろ 0 知 姑 局 面白がつて〕 なち に、 氣の 
お だち こんな 物を 恐がる より、 横町の むく 犬で も 恐が 
ろが い、。 あれなら お前. 物の はずみで 唆 ひつく かも 知 
れ ない。 

わ辨 でも お前 •何時 じむく わ 顔が 物 藻 いよ。 

をな ぢ や、 俺 じもん ま 〇 打たれた ので、 郎痛 がして 居る 
のか も 知れない。 いや 夫よ ^ も •勢 巧菩 藤を 唆は された 
ので 腹が 病める の だ r? つ。 と- = '出して やらう かな。 (閣 
斑と 同じ 段に 上 リロ 中に 巧く 手 もさし 入れ 佛體も 採す) 
わ 前も么 からしつ か 〇 して •盜 おの 隱し場 巧 だけには な 

ね おい、。 こんな 岡體 をし なから、 カラ 意氣 地が わえ 

だ やない か。 小 低の 憐繰〇 をし ぼろ だけ. が能ぢ やない 

ぞ 。わ や！ 喉に ひつ-^、 つて 仲々 化 わえ や。 や もい 閣 

を—. 口を もつ と閒け わえ か！ 

わが おが お閒魔 様の 目玉が ギ ロリと 動いた やう だよ。 


お前もぅ 大槪じ わしよ！ もれ、 もんな じ 目玉が 光つて 
居る ぢや ないか。 

をな (剛 侦に闡 魔に 向つて) 手前 もま だ 女 だけは、 恐が 
らす 事-が 出來 ると 見えるな。 

わ辨 (著しく 恐怖の 惊も 伴つて) おや、 また 目が 動いた 
よ 0 

をな (化剛 がに) 馬鹿な！ おや—. なか-^ 化 わえ 
ぞ 。閱 を！ もつと 口を 閒け ろつたら。 (到頭 勢 ま菩踐 
の 傑み 取りがず) ひどい 事を しやが ろな あ〇こ b やお 
前、 智德院 になくて はなら むを 無垢の 勢 ま菩隨 の-な 傑ぢ 
ゃ。 

わ辨 妾は， お前が もん ま 〇 わ 鬧魔樣 を 馬鹿 じ おしだ か 
ら 、何 か 祟 ^ でもなければ い、 がと 内^つて ゐる〇 

を 党 そんな 氣の 利いた 闊魔樣 でもつて おる もの^。 か、 
待てよ。 化の 勢 至 菩薩を、 ちの 若が おの 花 島 巧 通 ひの 軍 
用を じする のは、 何ぅ 考 へても いま/、 しいな。 彼 わ 等 
じ 二 お 一二 文に 寶 飛ばさせ ろよ 〇 か 化の 秀寬 が'  そつと 際 
して 置く 巧. が、 いくら 勝 だか 知れ やしない。 (と 云 ひな 
が. t’’ 巧な 佛饭知 懐の 中に 入れる 〇 そのが、 若僧 おが 徴 
脾备帶 ぴル蜗 vJ- 歌 ひながら、 歸 つて 來 るの が閒 元ろ。 添 
巧 巧 巧しながら〕 いや、 歸 つて 來 やかつ た！ さ あ- 
お 辨 巧！  隱 むろの だ。 


巧な 
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(州な の 後に、 二人ないで なれ 了る。 おが 中. 乙 •巧 
了^&つて化ろ) 

5 ■も、， い、 む 持 だ 0 
こ 之 か' -T 行けば、 時刻 もい、 0 
巧繩手 溢を'  小 叫で 行く とはし やれて 居る 0 
m. おまけ じ 巧 化を は、 たつぶ b と ある 〇 (T じ) さも、 
キ前 代物を 山して みれ わえ か。 

T むつと、 な點 だ。 (阀陆 じ 近づを：！ 中に 手み 入れろ〕 

わ や—. 

E- 何ぅ したの だ 0 
T すお餘 だ。 仲々 手 じ 觸らわ えぞ。 

S- 氾 いて 見ろ。 そんな 馬鹿な 事が ある もの か 〇 ( 甲、 了 
に 化 リス 巧く がぐ る) 不思議 だ。 をく わえ や。 

乙 人が 來る篱 はな いなも。 

巧 (削 恐怖 夺巧 じたろ もの、 如く) 不思議 だ 0 半 刻とは 
純つて 居ない 中 じ、 無くなろ 譯 はない がな も。 

(化 削がの 脾 中杏报 ぐりながら) 狹い 腹の 中で、 無く 

なる 譯 はな いの だ •か。 (了に) 手前 確か じ 入れたら ぅ 

む 0 

T 施 か だと も’ 巧な て 居た だ やない か。 

:内 (な々 巧 怖み 睡じ おみ わる かく) かけ 德 おの 附紐閱 魔と 

をって、 巧 ホん 巧を なった とち ふわ 閒隨様 だ。 


で 何を 馬鹿な 事を。 (と 云 ひながろ、 氣ホ惡 ろ さう じ、 
阀 魔から 離れろ) 

巧 だから’ をはない 事ぢ やない。 俺は、 初から さう 云つ 
たの ぢや 、幾何 何でも 勢 至 菩薩 だけは 勿體 ない と。 も。 
や、 お前を 然 大僧正 樣の 巧本绿 で、 もらた かな 御 绿體だ 
からな。 いくら 末世と なつても、 もの 绿體じ 手を 附 ける 
のは、 憤 しんだ がい、 と 俺は 初めから 思つた の だ。 

了 おい—. お闊魔 様の お 錫を なろ—. 裘い顏 をして 居な 
さる ぜ 。俺は 何だか 氣 巧が 惡く なつた。 

で 何を 馬鹿な 事を まつて 居ろ の だ。 

巧 俺は、 何だかみ 體が 頸へ て來 た。 も、 一刻 もこん な處 
じは 居たくない。 (後 邊リ ながら 扉の 所へ ホろ と、 一 故 
じ陆け おず〕 

了 俺 も •を體 がゾク すら も。 お 光へ 御を だ。 
こ弱蟲 だな。 か、 俺 も かう して 居られない 事が もつた。 

(踪睹 して 巧た が、 をに 趾 けなず^ 

甲 皆 弱 いれ 等 だな。 お、 俺 一人 おじ 居ても 始 ミらない。 
ご一一 人の 後から 絞いて 逃げ おず〕 

(わ辨 、間 魔の 後 ふり 這 ひ おて、 逃げ出さん とす 〇を 
な’ 後ょり を 結 リス〕 

をな 何を 恐い ことが もる もの か。 彼な 等は まんまと 化に 
一杯 擔 がれた の だ。 
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わ辨 放して おおれよ。 妾は を 體が颤 へて 化樣 かないんだ 
よ。 お前の 傍 じ 居る の も、 何だか 恐くな つたの だよ。 
(と 云 ひながら 巧 おの 手み 振り切つて 去る〕 

をな (わ》 一人 じな つて，) 馬鹿な なが 揃つて 居る。 ハ、 
ハ、、 (i 打ろ 笑 ふ。 その 中に 自サの 笑ひ當 のをし さ 
巧 響に 》 ふと 恐怖のを も 生じた ろ！， の、 如く〕 何だか 
俺 も寒氣 がして 巧た な。 (ムと 間 魔の 顏も 見ス〕 やつ 
ばり 恐い 顏 だ。 一人で 居る と、 身轄 がゾク して 來ら 
あ。 何だか 薄氣 巧が 惡く なつて 來 た。. どら 俺 も 逃げ出 
さぅ かな 0 ( を ざ おじ 逃げ おさぅ として、 ムと懷 の 勢 至 
菩薩に 氣が附 を) も-. こんな 物を 持つて 居ち や、 餘計 
氣 巧か惡 いや。 (とち ひながら、 佛像も 取 巧し、 間 鹿の 
膝の 上に 巧 おし おりて、 一目 故に 逃げ おず 〇 その後に 甲 
こ、 巧、 T 四 人 蹄つ ホろ〕 

巧 だから、 俺が まは わえ 事ぢ やない。 俺達の 後から、 お 

辨 巧が 逃げ 巧した 所を おる と、 確かに 閱魔 堂て 秀寬の 

野郎と 又遙曳 して 居た の だ。 秀瓷 のな をと つも めれば 勢 

至 菩薩の 行芳 だつ て みらない 事は ない の だ。 

こち も だ。 何も お M 魔樣を 恐がる 事は ない の だ。 

(巧 人間 魔に 近づいて、 その 膝の 上 じを 置 だら れ たる 

勢 至 菩薩の 金色 燦然た る端嚴 のを， - 見ろ〕 

甲 (藤いて〕 も、：： もつ た。 


こ 节- 

巧ち つた—. 

了 もる。 

巧 (みろ 靈 感じ 打たれた ろ 如く) す思讀 だ。 ち やん とを 
置しても る。 何と 云 ふ 揮い お 姿 だ 0 
甲 こ T (茫然と なつた ろ ま、 言葉な し〕 

巧 我々 の 破 巧を いましめる ために、 か、 る不思 謗を 現は 
し 給 ふの ぢ や。 俺は、 之を のが 菜を ふつつ りと 改めを 
ぞ〇  (蹲 まつて、 禮拜 ず) 

T 不思議 だ。 不思議 だ。 俺 も ふつつ 〇 と 盛い ことは しな 
い 橫ゎぢ や。 (跪く〕 

巾 こ (半信半疑 ながら、 二人に 習つて 扼 く〕 

— 巧が — 
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人 物 

木 村 雄 ま 一二 十四 
巧 山な 枝 二十 八 
(彼等け かて 潑 人な りさ) 

瑚美モ  健 巧の 夕子、 七つ 
巧 

巧な 附近の もる 溫泉場 
時 
今日 
舞 墓 

な 泉 おの】 ま。 ホ U 溪流じ 巧して 廊下 ゎリ〇 室け 八猩 
の ル綺瞄 なろ 部屋 0 木が 健吉 ちみ 白 巧な 巧。 や、 神經 
ななが 〇 化ぶ 前と ぶぇ、 部屋の 中み かがけ て おろ 〇ホ 
おじか、 つて 巧ろ 赤い 少 ホの お 類 も 取って、 無器用な 
手附で 巧んで、 トランクの 中へ 入れろ 〇 故ら かつて 居 
る 約 本 も 兜め ス '同じく トランクの 中へ 乂れろ 〇 I 逆 
リ化 化けた 後. 白サ のが 衣如脫 いて、 徳の中 ふりが の 


上 ホ も 出して 猜る 〇帶み 締めながら、 廊下へ 化ろ。 

健 吉墙美 子！ 溜美モ ー 

(返事な し。 四 五 ホ 外へ 出ろ) 

健 吉墙美 子 1 溜 美 子—. 

巧 美 子 (壁 丈 一 はい。 

健吉 早く 歸 つて •おべ を猜換 へて ま 度を しないと、 お 
父 もやん、 捨て、 巧く ょ 0 

巧 美 子 (同じく 巧 丈〕 待つて 頂戴ょ。 今な ぐ 行み ます か 
ら〇 

(健吉 、滿 足らし い微ち も 含みながら、 部屋へ 歸 つてが 
て、 籠の 中 ふりの 織 古出し ス歲 ろ〇 そして 呼鈴心 鳴ら 
す。 故ら かつて 居ろ 巧 ホな ど おお ひ 鬼め ス 居る 〇廊下 
じ 足を がして かみが がろ) 

女中 あの、 わ 呼びで 御座いまず か 0 

健ち もの わ •これから 歸〇 ますから わ、 勘定を して わ 0 
そわから、 六 時 十み の汽 巧に 間に合 ふやぅ に 因 動 巧を 呼 
んでド さい 0 

ホ 中 はい、 畏〇 ました。 それでは •晚の 御飯は 召 上り ま 
せんです わ。 

儲吉 も、、 御飯は い ム〇汽 ずの 中で 悔べ るから。 

女中 それなら* 御 ゆつ くりな さり ませ。 ぉ 動 巧は S 十み 
で驛 まで 參〇 ます。 
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健吉 (時計み おして) まだの 時半 だな。 

女中 五 時 じ お立ち じ なれば、 了 度よ ろしう 御座います。 
まも、 お 早い わ ホ もで 御座います たもつと 御滯巧 かと 
思つ て 居ました 0 

(女中 去ろ。 女中と 入れ違 ひに* 巧 美 子 バタ--^ とお 
つて 歸つ 又來 る) 

巧 美 子 お 父ち やん。 もう 東京へ 歸 るの。 

健吉 あ、、 歸 るの だち もう、 己 日で 學 校が 始まる の だ 
らう 〇 それに、 お前の もせ ももす つかり 癒つた ぢ やない 
か〇 どら、 化 芳へ來 て御鹽 。(膝の 上に 抱さ静 だて、 背 
中の あぜ もの 様子 も 見ろ) 

健吉 やつ ぱ b 凉 しいと、 直ぐ 無くなる もんだ な。 

巧 美 子 もの わ、 おむかう の 伯 巧 ちゃんに、 繪 本を 見せて 
上げろ 約束を したの 。ちよつ と、 見せて 來て もい、。 

健 吉伯诗 もやん なんて、 昨日 來 たばか ゎの 人 だのに、 は 
や、 そんなに 仲よ くな つたの かい。 

郁美 子 坊や、 伯 巧ち やん 大巧 さ。 

健吉 どんな 伯 巧 もやんだ い。 

郁美 子 どんな だか 知らない わ。 

健吉 ドん なだか 知らないと るふ 巧が もろ もんかい 。幾つ 
化 じなる。 

巧 美 子 幾つ だか 知らむ いわ。 でも、 お 持 もやん と 同じ 化 


よ 〇 ( 子供の くだ-しずこし センチメンタルになる) 

健吉 うむ。 わ诗 もやん の顔覺 えて 居ろ か。 

巧 美 子 い^? 繪本見 ホて 來て もい、？ 

健吉  V。 だか •早く 歸 つて 巧る をち 農ら やん！ r 
もう •東な へ歸ゥ ますから とを つて、 さよなら とを つて 
來 るんだ よ。 

(健吉 子 化备膝 がら 下して、 トランクから お 本 も 取 
リ 出して 渡す。 靖 美モ受 なろ とパタ {.と 化け 化して 
しま ム 。健 吉 、後を もな をつた 後 立ち上 リ 、左に 山て 
溪流 お眺めて 巧る。 女中 來 る〕 

女中 どうも •ち 難う 御座います 0 

(健吉 、默 つて 勘を 當 おを 取 リス 彿ム〕 

女中 只今 直ぐ •お 釣を 持つ て參〇 ます。 (立たう とずる〕 
健吉 なに、 座 か だから 君 じ 上げよう。 

ホ 中 それけ •どうも 巧す みません。 

健吉 もつ、 だん'-^ 歸ろ 人. がぞくむ るんだ わ。 

女中 はい、 避 者の 方は. 九月の 韓を 聞く と. そろ {わ 
歸 りじなります。 

健吉 うむ。 十月の 末になる と •またな 葉 見の 巧 物が 來る 
んだわ D 

女中 孰 もら かと 申します と、 紅葉の 頃は 一等 版 ひます。 
健吉さ うだらう わ'* 
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か 中 その 頃、 义 いらし やつて いた r をます 0 
健と り うむ。 (なのない やうに) 

か 中 みれ では、 どうぞ 御 ゆつ くぃ。 お 時 近く じな 〇 ます 
と. 〇 動 がをお 呼びし ますから 0 

(か 中 ホる。 邮； 卜じ巧 美 子のを ひ 靖が閒 えろ。 巧 山 苗 
な、 美貌の ため 二十 四 五 じし かぶえない。 巧 美 子の 手 
屯 引い ス がる) 

がが わ 歸〇じ なつたら •化む もやん じ 御手 紙を 下さい わ。 

(巧が、 健を の 部 度の 前まで、 巧 美 子 も 送つて 來 ろ〕 
郁美 子 お父さん。 今 化 巧さん から、 これを いた r いたの 

ち 

(美しい 祀心 わの ホに 持つて 巧る。 健吉 一寸 駭い ス、 
巧 お 子心迎 へる。 荷は におが マる〕 

健巧 わ、， 大變お稱なものをいた^^いたのだわ〇 どうも 
子供 •かいろ {。どうも、 少しも 遠 厳を 知らない お轉裝 
ですから 0 

なが どういたしまして 。ほんた うじ •お 可愛らし いお 子 

さんです わ わえ 〇わ 父ち やん お 一人 丈、 東な へ歸 して、 墙 

美で さんは、 がが さんと 一緖 にお 殘 b じなら ない こと。 

巧 美 子 だつて、 わ 父さん かがし かるんで す もの。 

なが お ほ、、、 〇 まち、 もんな 可愛い ことを 仰つ しやる 0 

がま (ムと W がの が 夺な認 る。 刚 かな 巧 お〕 もな た、 富 


枝さん ぢやも 〇 ません か 0 

巧 枝 (駭 いて 健吉 もぶ をず。 そして 健吉 お見認 る) ま 

を. 

处ち贵 女 じ 《 こんなと ころで、 逢は うとは 思はなかつた。 
なな まも 一 おめ づ らしい。 妾、 化 刻から お聲 ホは、 な 
ん だか 聞さ覺 えが. ある やうに おつて 居ました の。 

健 吉實じ 不思議で すた 化 閒は廣 いやう でも 狹 いです お 
搁一緖 です か。 

な 枝 誰と です。 

健吉 むろん、 野 口と。 

常な い、 え。 

健吉 まあ •お 入 〇 なさい。 どうぞ、 おし さ 下さい 0 
常な 失禮 させて いたご さます わ。 

(巧 美 子、 事件のを 激な發 おじ 駭 いて、 父の 榜に 寄り 
添 ひながら、 呆れて ななの 顏も をス 巧ろ〕 

健 吉溜美 子 •駭 いたか。 伯 時 もやん は、 お 父 もやん の 昔 
の おち 達な のどょ。 

お 巧 ほんた うじ、 墙美モ さんの ほんた うの 化 巧さん だつ 
たのょ 0 

(巧 美 子’ まだ 巧れ て 返事 也し ない〕 

宿 巧し ばらく。 本當 じし ばらく。 妾 お見忘れ したわ 〇餘 
なんか お 生し じむつて 巧る のです もの。 
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健吉 だつて、 彼是 八 九 年 じなる ぢやも 〇 ません か。 その 
間 じは 跨 位は 生やし ますょ。 さう {、もれが 僕が 學お 
を 出る 一年 前だつた から、 (指 も 巧つて) 足掛化 年に な 
ります わ。 

常 枝 〔一寸 懐舊 のな {が 子で〕 そんな じな 〇 ます かしら。 

尤も、 妾 こんな お婆さん じな つてし まつた のです もの。 
健吉 何う して。 巧不變 美しい！ 

寄は まあ！ そんな ことを 仰つ ち やい やて すわ I 
健 吉野口 おは、 御 丈夫です か。 

む 川 枝 知りません。 

健吉 知らないつて 法は ないで せう。 現を 連れ添 ふ 夫の こ 
とを 〇 

常 巧 別れました ょ。 

健吉 別れた 一 野 口を と。 う 一 む、 何時です。 

富 巧もう、 四 五 年 じ もなります かしら。 

健吉 う 一 む。 貴女 ももん むじ 愛して 居た のじ。 野 口 おの 

責巧 です か、 それとも 貴女の 責 巧です か。 

な 枝 孰 もらの 責 巧で 御座いませう かしら。 

健吉 別れる.： う。 〇 やつ ぱ b 別れる もの かな 0 

巧な お 互 じ 本當の 愛を 持って 居なかった のです わ。 

健吉 (默 つて 應ピ す) 

なな それよ- も* 贵お奧 さんは？ 


健ち •化な わ もやつた のです。 

なは まも！ 

健ち 僕の 結婚 むん か、 を ホの やうな 戀變 結婚で なく’ で 
ホ 化々 な 結婚で したが、 でも 

常 お 美しい 巧 愛い 奥さんでした らう。 お镶 さまが、 あん 
なに お 可愛い ところを おる と。 (墙美 子が、 父の 膝に 腰 
かけ ス居 ろの も 巧て) 化 巧へ いらつ しやい！ 化が さん 
の お 膝へ いらつ しやい。 

(巧 美 子 頭ん」 棋 -U おる) 

健吉 がし* 野 口と 別れた 貴 ホに、 こんなと ころで 遙 はう 
とは 思はなかつた。 

常权妾 もちで も 何時か 何處 かで 逢へ ろ やうな 氣 'がして 
居た のよ。 

健吉 逢は ない 芳 •がよ かつたん も 知れむ いなも。 過去を し 
て 過去たら しめよ と 云 ふこと がちる か'-^- な。 

な 枝 まあ！ もんな ことを。 妾、 T 度 丈は 是非とも わ y 
にか、 〇 たかつ たのよ 0 

健吉 何う して 0 

おが だつて、 おもの 剪の：： を おじ おおみ おをひた かつ 
たのよ。 

健吉怨 まれる 覺ぇ はな いなも！ 倭 こそち ひたい ことが 
ないでも ない が 0 
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巧が みんな 功が の 臆 おから ぢ やない？ 

仙を 何 •かです。 

なな 妾’ そんな 就かす るの 〇な 々からち へる と、 そんな 
氣 かする の。 

儲吉 巧の 脇 病から、 可笑しい な。 僕の 臆病が 貴女に 怨ま 
れる 課が あるので すか。 

巧 枝々 じな つて、 そんな も ばくれ るのは お止しなさい。 

巧 巧は、 野 口 W 上に なを 愛して 居て 下さつた ぢ やない？ 
健吉 (一寸 狼 巧 L ながら、 郁美 子に〕 溜 美 子！ お前 わ、 
わ 廊：卜 へ W て •わ 手ぶ でも もつて 遊んで 居ない かい スト 
ランクの 中から わず 玉 扭取リ 化ず) 

(巧英 子、 子 化 むじ 父と 所 訓化丹 ちゃんの 妙な 境遇に 
なが 化いて おる 如く、 父から 渡された わ 手ち も 巧つて 
廊：卜 へ 出ろ が、 おにないで、 その 逸に 琳 しさぅ に 立つ 
ス 巧る〕 

健を 巧 女は、 僕が 巧 女を 楚 して 居た の' が なつて 居た ので 

すか。 それで 居て、 どぅして 野 口に まつた のです。 

巧が だつて、 その 時は はつを りと 分らな かつた のです も 

の。 巧 半 倍 半 巧で •巧が お 何 かちって 下さる のを 待って 

居た の：：。 それに かおは、 臆病で 何ともを つて 下さら 

ない のでせ う〇そ わで がて、 妾 か 結婚す ると もんな こと 

をな さるので す もの。 ま 本 當じ口 巧し かつた わ。 巧 巧の 


臆病 •が 口惜し かつた のょ。 妾、 本當じ 貴君の 芳を 、どれ 
丈 深く 愛して 居た か 分らな かつた わ。 

健ち (一寸 感動しながら も 化のに〕 釣 〇 落した 魚は •大 
さいと まひます から わ。 お 互 じ 遂げなん つた 愛は、 深 か 
つた やうに 思 ふので て だつて、 巧 口と 結婚した 當 時は、 
巧な 〇滿 足して 居た ぢやぁ 〇 ません か。 

なな さう でせ うかしら 〇 そんな じ 見えた でせ うかしら。 
そんな じ滿 足して 居た もの お、 わづか 一二 年 か 巧 年 かの 裡 
に、 お 互 じ 嫌 じなる もので せう か 0 

健吉 僕と 結婚して 居たら、 一年 位で 嫌 じむつた かも 知れ 
ない。 

なな まも！ わ 口が わるくな 〇 ました わえ。 でも、 お會 
ひして 嬉しい わ。 いつかが 山さん じ、 お 目に か、 つたと 
さ、 贵 おが 淀 橋に 化んで いらつ しやる ことは、 承 〇 まし 
たのょ 0 

健吉 今は お橋ぢ やもりません。 淀 橋 じ 居た 頃は、 まだ 家 
內が生 さて 居た 頃です。 

坑化 何時 •わ 亡くなり になつた のです。 

健吉 去年の 十月て すから、 もう 直ぐ 一年 じな ろの てす。 
難產で 椅子と もじ、 奪' れ もやつた のです。 

(點 がと ずろ) 

巧な まん—. わ 巧を 相 じ。 
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健吉 化んだ ものは 兎に角、 おさて 居る 子供 か 可哀相です。 
赏枝 ほんた うじ、 御 同情いた します わ。 

健吉 もう、 手は がれて 居ます がわ、 むの 生を とを ふ點か 
らち ふと、 诗 親の 潭が 一巧 入用な 年. 剪です から わ。 

おな 男手 ぢ や、 さぞ お骨が折れる でせ うわ。 

健吉 いや、 そんな ことは 問題 ぢや も。 ません おわえ。 い 
くら 骨' が 折れても い、 です が、 いくら 骨を 折つても、 與 
へ 切れない もの かもる のです。 父の 愛では 何う しても 與 
へ 切れない ものが あるので す。 父には どうしても 與 へら 
れな いもの、 毎の 潭 、女性の 愛です。 いくら 僕が 可愛が 
つて やつても •ちの 子の 感じて る もる 琳 しさは、 癒す こ 
とお 出來 ない-ぃしい のです。 それで‘ ょく 婦人の 方 だと 
誰 じで もな つくので す。 

なお 本當じ 可愛い、、 人 なつこい お子さんで すわ わ。 

(墙美 子、 ひそかに 部屋 じけ 入り、 障子に 靠れ ながら、 
し i んにリ 立つ て おろ) 

巧な (巧 美 モに氣 化を) わえ！ 墙美 子さん 〇巧 かは 化 

ほさん のモ じむらない。 おいや 。わい やです か。 

健吉 (冗談の かく) どうだい J 溜 美 子、 お 化 おさんの 

所へ 養子 じ 行かない か。 

广巧美 子 頭 如 おろ〕 

健吉 養子 じ 行く のはい やか。 


當枝伯 持さん’ が， お诗 さんに なつて ちげ ませう を わむ 
さんじなる のなら、 い \ て せう？ 

(瑞美 子、 U にかみながら 背く) 

なが お母さんになる のなら、 い、 のです か。 わ ほ、、、。 

健吉 は、、、、 おほさん じなる のは、 い、 のか。 うむ. 
お前は お母さんが 欲しい のか。 

(巧 美 子 父の 膝-し 靠れ ながら 巧く〕 

な 枚 こんな 巧 愛い お子さんを •本當 の 愛情で、 育て、 巧 
くことは、 をむ 円み 丈で も. どんなに 樂 しみな もの かみ 
らな いと 思 ひます わ。 

健吉 (默 した ま、 をへ す) 

窝巧妾 じ も、 こんな 巧潭い 娘が ぁれば、 一生 觸 みで 通し 
て も _ ，、とお ひま 4 ■'•わ。 

(白 動 車の 戳 併の 音を こ §0 

お 枝 今では、 知らない 人と 再婚す る やうな む 持は •もつ 
とも.) め 〇 ません し。 そわ かと 云つて 職萊 3 子 がても も 
ゎ ば、 獨 みで 通す こと も 化が るので すが.：.。 

(か 中 廊下み おりながら 口 入つ て來 る〕 

女中 もの •，•巧 動 ザが 參 りました。 

健吉 (一寸 お奶 して) 少し 待たして 置いて. 下さい。 もの 
う、 もしかしたら、 一巧ず 延ばす かも 知れません から 0 
とじ かく 待たして 超いて 下さい。 
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巧な (初て、 ゴヶ ツチ ツ ツユな お 杏化して〕 まあ •妾と 乂 
し 振に わ 約 ひじな 〇 なから、 巧ぐ わな もになる なんて。 

1 n ぐら ゐ おのばし じな つても い、 でせ う。 わえ、 溜 美 
子さん 〇们 がさんと ゆつ くぃ 遊び ませう わ。 

蚀ち (なが 動いて〕 さう です わ。 一日 化は 延 しても い、 
のです •か.... 巧 かは、 わ 一んで すん。 

な 巧 え、、 何が？ 

健 苦 お 一人で わ 化で じ なつて おる のです か。 

巧な い、 え、 あの：. . 〇 
健ち 家族の 巧と です か。 

な 化 い、 え、 もの.... わ友延 とでず 0 
がち やつぱり、 束な じい -r つし やろ のです か。 

巧な え、 0 

健ち 東な は どもらです。 

川が ものう、 ちのう、 円本 協區。 

键吉 それで、.：. 现 がは 何を していら つし やる のです。 

(川が もの、：： 何もいた して 居。 ネ せんの 0 

健 吉野口 巧と 別れた のは 何畔 です。 

巧な 大正 六 年です り 

蚀ち ホ、 セ •八 •九 •十、 お掛显 年に な 〇 ました わ。 そ 

の 問、 何を していら つし やつた のです。 

巧 化 (一寸 笑つ て) まあ、 そんむ ことを 一々 中 上げられ 


ません わ。 

健吉 (わろ 感動 持つて) 僕は、 もし、 もな たが 昔の 通 
の 貴 かなら、 と をつて. むろんむ 持の 上 丈です か、 昔の 
通の もな たなら、 黃 かと 結婚して もい、 と 思 ふので す お 
わ。 をの 通の 貴 ホなら、 溜 美 子を お委せして もい、 とお 
ふので すがむ。 

巧 枝 どうぞ、 妾を 信じて 下さい。 

健吉 信ずろ ことの 出來る ホの 材料を 僕に 與 へて 下さい。 

なな と 仰つ しやる と 0 

健 吉野口 おと 別れた 後の 五 年間の ことを 聞を たいので 
す 0 

な 川な (興裔 して) をの 間に、 妾が 何 かわる いこと でもし 
たと 仰つ しやる のて すか。 

健 苦 い、 え。 でも、 獨 みの 貴女が その 間を、 何う して 暮 
して 巧ら れ たか。 失禮 です が、 貴女の お 家には が產 とを 
つた やうな もの も： ：〇 

常权 まも、 貴君の おむ 持の 裡 じは、 妾に 對 する 昔の 楚が 
少しも 蘇つ ては 居ない のです わ 0 

健吉 蘇つ て 居む ば こそ、 こんな ことを 聞く のです。 

待な (や、 巧を 巧に なつて) 妾を 信じて 下さい。 

(女中、 巧ぴ 廊下から バタ-^ と 邸け 込んで 來る一 

女中 あの、 自動 卑は お返しいた しませう か。 今 お 立 もに 
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ならない と'々 時 十分の 巧苹 にお 間に合 ひません から。 
健吉 (しにら くの 間 化默〇 也が 閒ぇス 居ろ のが かる 〇快然 
とし ス〕 發 もます から、 化の トランクを 運んで 下さい 0 
答 巧 枝 無言。 女中の トランク も 運び まると 共に、 わ— 
と 巧がず。 巧 美 子 それ じつれ てべ ソ杏披 く) 

健吉 (巧 美 子の 頭 も 撫でながら〕 伯母さんに、 お泣きに 
なつて はいけ ない とを つて おいで：： わえ、 窝 枝さん 0 
昔の 戀人 同を が溫泉 宿で 偶が 逢 ひ、 その ま、 淳く 別れた 
とち ふこと じして 置か うぢ や も b ません か。 今 結婚した 
ところで、 九 年 前の 貴女で もな く、 九 年 前の 僕で も あり 
ません から わ。 化の 情贵を •不快な 家庭生活の 摩が にす 
るょりも. 破れた 初戀の 大詰 じして 置か うぢ や も 〇 ませ 
ん か。 蹲 美 子！ 化诗 さんじ、 左様ならと 仰つ しやい 0 
巧 美 子 (やう やくべ ソ如 おいた のが 恢 なして〕 左様なら 0 
巧 枝 (なさ 化む。 そして 口 おこず りながら、 立ち上ろ。 そ 
して、 ヒステリック じ 笑 ふ〕 わ ほ、、、、 0 まち！  妾 

いや じ 七ンチ メンタル じむつ てし まつた のです わね 〇さ 

も！ 溜 美 子さん 〇 いらつ しやい！ 化 巧ち やん にわ ま 

關 まて、 手を 弓る して 下さい。 

違 吉’夏 かを も證 、化に 廊下に を 0。 富ち 巧 美 子 

の 手お呀 のかく 也を ながら、 それに 從ム) 

1 豁 — 
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番晒 


(化に なめて 向ん が、 顿 らくけ 何 t かおない やうに、 
ャヶに 本の 巧 如め くつ 乂 巧ろ。 巧ら くずろ と、 戸外で 
「吉 巧ち」 と、 巧ぶ 聲が ずろ 0〕 

當 (巧 も 鶴て ながら〕 誰 だい！ 武田 おかい！ 這 入ら 
ないかち。 

(「這 入つても も、 かい！」 と 云ム聲 がして、 豐の友 
達 巧 E 口 這 入つて 來る 〇豐と 同じ 化の み 年、 細 巧 白の 
ホ 物 着て おろ〕 

巧の 失敬—. 

豐 失敬—. 

巧 W 何う や， もう 調べは 濟乂 だかい。 

数 い、 や。 やつと 幾何と 代数を 濟 ました ばつ か〇ぢ や。 
昨日から 一二 角 じ も、 つと るん ぢ やけど、 仲々 間に合 ひさ 
う もない 0 

巧 旧 けど、 君の 調べは もう 二度目 なんだ やらう。 僕は、 
初めて ご、 まだ 詣記物 じちつ とも 手を がけて 居らん の だ 

ゃ 0 

塑請記 物なら 镇 だつて、 巧じぢ や。 それ じ、 兄さん か 化 

間中から、 が 隙が 惡 うて、 歸ぎ 廻つて 仕樣 •かないんだ 

や。 勉强 どころ ぢ やな いん •ホ， や。 落着いて 何も 出來 やせ 

んのぢ やり 

巧 的 即 るむ も。 ちつと も’ 好う むらん の。 


贊 氣か 違うたら、 ちつとの 事で、 癒 〇 やせん からな も。 
この 巧は、 巧 通し 啡 びょ つて、 ロク {寢 られ やせんの 
ぢや 。靜 かにして 局る かと 思 ふと. 想 ひ 化した やう じだ 
ひ 廻る んぢ や。 

巧 凹 をり や 困るな も。 

豐實際 •何を をうても .巧手 お 氣なぢ やけに、 何う する 
事 も お 來んの だ や。 僕 も •入學 試験に うまく パスして、 
東な へ 巧つ てし まひた いなも。 こな、 家に 居る と、 堪ら 
んか •-!' な あ。 

巧 巧 (話頭，^ 轉じ 王う とずろ やうに) 巧は’ もう 巧く 準 
備 が出來 たの。 

普 試驗の 五日 前 化 じ、 向う へ猜 くやう じ、 化の nlu じ發 
たうと 思つ と るん ぢや〇 

巧 巧 (懐から 敎科書 も •おおして 巧みめ くりながら) 今 
日、 僕は おじ 幾何を 一つ 敎 へて 貴は うと 思つて’ 來 たん 
ぢ や。 問題が 一つ 解らん のぢ や。 

豐 あ、、 え、 とも 0 

巧 田 巧 一一 十二 巧の 問題 五十 九、 面 潰のを 理 なん ぢ や。 

豐 (巧 W から •本 も 受取りながら；} 而椅 は， やつ ば 〇 】 
を 難し いなも 〇あム こいつ か。 こいつなら がつ とる。 

(数、 說圳し i うとして おろ 時、 ぶ腳の 削く をが し 
て、 化 父の 巧 巧、 默 つて 這 入つて おる。 瘦 だた W0 巧 
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とが，^ 化合け すと、 巧 一寸 わがな マる) 

巧 化 父さん、々 U は 0 
巧临豐 、わなさん は 居らん かい。 

巧 居らん。 用が もつて、 藤 野へ 行つた 0 
巧 崎 一一 郞 はおる かい。 

现 巧る。 二階に 屑る。 

巧 崎 また 酒を 飲ん ど 〇 はせん か。 

脚 何う か。 わし や 知に， ん。 

(巧 崎 二階へ とつ 乂 むく。 一が の 叫び 躍、 试リに 間ん 
始 みろ。 巧 W いぶかしげ に 眞巧も 化を つて〕 

巧 W 誰 わ、 今の 人。 

现お 崎を うて、 僕の 化 父さん だ や。 (幾何の 本の 岡 如、 
巧で辿リながら、前王リ1冗なのな：^避で〕 化の閒题は 
かう ザ*' へたら、 おぐ 解る んぢ や。 ほら、 化の おの 上の 正 
方形と •半槛 OK と、 ホ徑 OC とで. な。 矩形と お 等し 
くなる だ やらう 〇化 つて， 化の I 二 約 形の 面樹 と’ 化の 正 

巧 おの 而秘 とか 问じ にな るんだ や。 

ぶの も、 さう かく。 解つ たく。 僕は この おの 上の 正 

方 おとぶ ふこと を、 もつ とも 氣 •かけ かなんだ の だ や。 こ 

なじ 巧が 惡 いと’ 今年は とても 駄目 かも 知れん。 

(二 牌で’ 巧 巧と 一一郎の まひ ホん 巧が、 巧々 な < なつ 

てがる。 それに 述れ て、 化 蚁牢の 中の 一郎の 啡び壁 


も， 劇しくな つて 巧ろ。 豐 、不 {みなが 付き に なりな が 
ら 、友達の 手前み 擦つて 何なない がみして 居ろ) 

巧 田 (當 惑した やうな がみし y、 モゲ し y 居た が) 

も、、 僕は 失敬し ょう。 君の 勉强 の狎 魔を したら、 惡い 
から。 ぢや 君‘ か發 つのは 一二 日ぢ やのう。 僕は、 岡 山ぢや 
け じ 二 時間 ももつたら 行ける け じ、 前の 日 位に ゆつくり 
行かう と 恩 ふとる 〇ぢ や、 さやうなら 0 
塑 もう、 歸 ろん か。 まだえ、 ぢ やない か。 もつ と、 話し 

て 行つても え、 ぢ やらう 氣の 違つ て 居る を も、 

氣の 違つて 居らん まも、 掛合で やかまし をん とろ。 

巧 凹 (氣 の责 さうな がみしながら) また、 ゆつ く〇來 
る。 いづれ、 おが 發つ 前に、 ゆつくり 會 b う。 おも 晚方 
にで もやつて 來ん か。 

登 あ、、 行かう。 さつと. 行かう。 

巧の ぢや 、さやうなら 0 
製 さやうなら 0 

(豐 、巧 S みを つス •ホ 乎へ な < 。化ぐ 歸 つて おる 0 
二階の 爭ム醫 け、 極端にまで、 激しくな つス ほろ。 質 
峰が、 座 も 立つて、 降りて 來ろお 勢がず る) 

巧 崎 (階段に 下半み もぶ ぜ ながら、 極度に 激昂した 調子 
で. 聲高 く；} 阿呆め！ お前の やうな 道樂 者に、 此の 
吉 原の 家を 潰されて 堪ろ もんか。 ぬ 父さんは’ 种の 家を 
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繼 いで 居る が、 化れ た 家の 大事な ことは •ちゃんと 知つ 
とる。 亩 原の 家は、 今で こそ 致を しとる けど、 御 家を の 
上席を 勤めた 立派な 家 巧 だやぞ 。お前 化たい な 阿呆に、 
やみく と 潰さ わて 堪ろ もんか。 豐と ふ* ょう 旧來た 
立派な 子供 も あるん ぢや〇 お前 や こし じ 勝手に されて、 
堪る もんか。 (怒鳴り；： .n から、 階段み 降り 切つ ス しま ム 
と、 今度け 豐 じ〕 豐！ お前に も、 一寸を うて 置く が、 
今度 兄さんを 準 禁治產 じする ことじ おめ たからな。々 度 
はお 前が、 化 家の む 棒に なつた 锁〇 で、 しつか b せない 
かんぜ。 

现 (伯父の 劍幕 'し、 茫然し ス巧 たが、 や、 巧寇 いて〕 何 
うして そな、 事を する の- 〇兄 さんが、 どな、 惡 いこと を 
したの 0 

眞巧 お前は， 子供 だ やけ じ、 何も 知るまい が、 兄さんは 
ひどい 事を、 やつと るん ぢやぞ 。ひどい 散 时を續 けて 居 
るん ぢや〇 家の 道み や 巧 物を、 手當 ぃみ 第 じ 持 化して、 

寶 飛ばして 居る んぢ や。 化 家の 賢 物の 雪 村の 山水 迄、 も 

う、 とうじ 韶 しじな つと るん ぢ や。 も わは、 ま 原の 家で 

は， 何よ b も 大切な 御 拜領の おなん ぢ や。 それ じ、 この 

頃では、 网座 にある 旧地を、 費ら うとし と るん ぢや〇 あ 

れを 寶られ てない。 お 巧さん やわ 前 や、 それに 氣な ひの 

一郎 迄阴 日から 何を なべて 巧 くん ド， や。 五千圆 ももった 


を 债 も、 もう 一枚 も 無しに しとる んぢ や。 化 儘 じして 固 
いたら、 少し ばか 〇の齿 腺の が產は 一た ま 〇 もな いんむ 
や。 一郎の やうな 一生 飼 ひ 殺し じせない かん 病人を 控へ 
て 居る 上に、 之から 修菜じ 化ょうと を ふ お前 か あるの 
に、 兄さんに 無茶を されて 堪る もんか 0 

塑 (巧ぐ みながら 默つス 聞いて おた が、 漸くが 屯 上げて) 
けど、 なん ぼ 化うても、 兄さんの おを ぢ やけに 化さん の 
膀キピ やない かしら 〇大 さい 化さん お、 あ、 なつと るん 
ぢ やけに、 化の 家の 物は みんな、 小さい 兄さんの 物ら や 
ないか しら 0 

眞崎 お前 迄、 そな、 阿呆な 事を 一 お ふとる。 一一 郞の やうな 
道樂 まょ 〇 も •なん ぽ吉 原の 家の 乃 お、 大事な か 知れ や 
せん。 それ じ、 一一郎は、 此の頃 少し 氣が變 にな 〇 かけと 
る まふ 蜂 ぢやぞ 。化 間 も片腹 巧の 料理 居で、 鍵 おや 女中 
の 前で、 一圆 化を 吉枚燒 いてな せた とかち ふこと ぢや〇 
まるで 閒 呆か氣 なのす る事ぢ やない か。 そな^ 阿 お .b し 
いこと を •させて 窗 ける もんか。 わ 前 も、 もう 直さ じ 東 
巧へ 行く のなら、 しつ か 〇勉强 して 一一郎の やうな 阿 巧な 
眞似 をす ろな。 き 原の 家は’ もう お前 ばかりが 賴みぢ や 
けに、 しつかり せんとい かん ぞ 。わ 前の 學資を 送る じし 
て も’ 兄さんを 今の ま、 じは して 圓 けんの だ や 0 

豐 (をむな が 在しながら も. わろ 炼治 U 化けないで〕 そ 
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れ で、 兄さんは 麻 知した の。 

巧 ゆ あ 知す る もせん も、 もろ もんか。々 もが 蕩を 止めれ 
ばょ し、 止めな けむ ば、 准 繁治谨 じする 云うても 止めん 
とを ムんジ や もの。 

蝴 それで、 お 巧さん は 何とち ふの 0 
巧 峭お时 さんは、 無論 承知し とる。 わなさん お 何う かし 
て 典れ をうて、 俺 じな さがいて 來 たんだ や もの。 それ 
じ、 二郞は 化の 與 、おじ 辟ても •がす •が 變ぢや 云 ふぢ や 
ないか。 

强 巧は、 さう 化 はんけ ど。 

朽崎 おむさん の 苗 ふの じは、 夜中に 製 はれた やう じ、 時 
畔跳わ 起さた b •を述 し 二階を ホみ 廻つ たりす るち ふぢ 
やない か〇ま も’ 何しろ この 家は、 お前が 賴〇ぢ やけ 
に、 しつか h 処强 して 巧れ ないかん ぞ 。氣 なの 兄さん 
も、 わ材 さん も •みんな お前が なて 上げな、 いかんの ぢ 
やからな 0 

S (巧が としな が' 獻つス W ろ)： ：〇 

巧 崎 (廊リ かけょう としながら) わ 前が 學 校へ 這 入ろ 前 

じ •ち やん と片卜 付けて. 學舒 のむ 醜の むい やうに して 

やる けにな。 入 巧 試 厳は しっか 〇 や るん ぢやぞ 。化 父 さ 

ん け、 こわで 歸 ろけ じ、 わ W さんが 歸 つて 巧たら、 よう 

を ふといて かわ。 


(眞 崎歸 ろ。 蝶ぶ 送つて 直ぐ 歸 つて 來ろ〇 化の 上に が 
杏化 だた ま、、 しげら つと しス 居ろ 〇 一郎の W ぴ 
聲 、が 變らす 巧 嬉な響 もを 中に 漲ら ぜ ろ。 やがて、 階 
段に、 を 音が して 一一郎が 二階から 、降りて 來ろ〇 限が 
血 ホつて 居て、 ホ 刻の 興 おがま だ 消えて 巧ない こと も 
京し X 居ろ) 

一一郎 (削な 戰も 含んだ 聲 で〕 豐！ 

豐 何ん や。 

二郞 充 巧は、 もうまん でし まう たんか。 

製眞 崎の 化 父さんは、 今 去んだ ぜ。 

二郞 お前に、 なん ぞ云 ひは せなん だか。 

豐 云 ふとつ た。 兄さんを、 準 禁治產 にす ると かを ふとつ 
た 0 

一一が (をく 向棄 のじ) 何に やと、 する がえ、 わ。 をな、 
事 じする 前に、 化の 家の が產 はび た 一文 も殘 らん やう 
じ、 巧うて しまうて やる けに 0 
豐 (反 お 的に〕 そな、 專 をうて、 わ 金 お 一文 も 無し じな 
つたん、 大 をい 兄さん やお 巧さん は •何う すろ んぢ やら 

う D 

11 郞 質 崎のを 巧. が、 何う にかす ろぢ やらう。 口癖の やう 
じけ みの 生れた 家は、 大事 ぢや 大或ぢ やと 云 ふと るんだ 
やす 一一 〇 
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盟 (益々 巧抗 的に、 化の ホに 向きながら〕 兄さんは •何 
うして そな、 無を な 事を を ふやう じな つたん ぢ ややら 
ミ。 さうな つたら、 俺の 學 をは、 誰 お化して 吳れ るん ぢ 
やらう 0 

一一郎 (弟の な 抗じ對 おず ろ やう じ 劇しく〕 そぢ やけに、 
兄さん か 何時もち ふとる 〇學問 や こし やめて しまうた 
ら 、え i んぢや 0 

豐 (齋 然としながら〕 無を な 事を を ひょ る。 兄さんは、 
目み が 高等 學 校の 入學 試験に 落第した もん やけ じ •俺に 
も 這 入らせた くないん ぢ やらう。 俺は、 もう ニー ニ日した 
ら 、東な へ 行かう とお ふとろ のに 兄さん •がそな、 無を な 
ことを 云 ひ 旧す んぢや もの、 困つ てし まふの  う 0 ( 淚ぐ 
んで 居ろ〕 

二郞 (がが じ) 學問や こしして 何う すろ 氣ぢ や。 ま 原の 
家 じ 生れた 者は、 學 問なん かする のは やめと け。 

豐 兄さんは、 學問 にわ 金を 化 ふょりも'  お 茶屋で 使 ふ 方 

がえ、 と， 思 ふとる のかの' っ。 兄さん お、 家の 少しの が 

蕾を 使うて しまうたら、 氣の 違うた 兄さん や、 年の 寄つ 

たお ほさん は 何う してな ベて 行く のぢ やらう。 お 巧さん 

や大 さい 兄さん お， 路頭 じ 迷ん やうに なつても かま はん 

と 思 ふとろ のか 知らん。 それ じ、 兄さん やて’ 準 禁治產 

や 云 ふこと じな つて、 ちみで 化 間 じ 風お惡 いとお はんの 


か 知らん。 

11 郞 (拾 鉢な 口調で〕 俺は 何 じな つたつて かま やせん。 

豐 俺は、 もう 直ぐ 東京へ 行かう 思 ふとる のじ •兄さんが 
そな、 ぢ や、 學問も 何もす る氣 がせん。 學資 やつて、 攒 
かないのに 、定まつて 居る からのう 〇 ( 興密 して 证 いて 
居ろ) 兄さんは. 小學 校の 時から、 ずつと 捕 巧 乃 正て 
中學の 巧 年の 時 じは、 縣 知事さん から、 お 巧 巧 正 學力俊 
等の 褒狀 を實 うたのを 忘れた のか 知らん。 

二郞 。 

豐兄お 一二 人の 中では、 小さい 時から、 一一 郞 か一骄 大人し 
いちうて、 お 巧さん お、 口癖の やう じ、 人に 話して 居た 
のを* 兄さんは 忘れた のか 知 .b ん 。その 兄さん か、 こな 
な 無を な 事を する んぢ やけに 俺 や口惜 うてな らん 〇 (が 
りじ 泣いて 巧ろ〕 

二郞 (前 i リロ や、 化 痛に なつて、 獸 つて ホの ち-^ こと 
も薛 いて 屏 ろ)：.. 

豐大 さい 兄さん お、 もな じな つてし まうた し、 わ 父さん 
はない し、 俺は 兄さん 一人を 賴 ゎじ 思 ふとる のじ •その 
兄さんが、 こな、 ぢや 、わしは 化か 何う してえ、 か 判り 
やせん D 

二が (削な お 口な 巧で) まも、 そな じな くのは やめと 
け。 化 やつて、 而 白うて 遊ん どろんだ やない ぞ〇 
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助 而 .u うなうて’ 何う して 遊 ぶんやら う。 そな、 理窟 じ 
な はんこと かも 〇 やせん。 

二邮 俺は •その 謡を 云 ひたう は 無い んぢ や。 人 じちうた 
つて 解 .b ん審 .ら やからな。 

脚 化さん は、 家み 巧す やうな 事を しなから、 その 韓 おを 
へんの かお .b ん 。ちへん 篱ぢ や、 お 茶屋て 散が をす ろの 
じ、 题が もつて 堪る もんな。 もな じ 0 面目な 《 敬 度な ク 
リス チヤンで もつた 兄さん か、 凹 島の やうな 不庭 少年と 
一緖 じな つて、 新地へ や こし 遊びに 巧く んぢや もの。 俺 
や、 ぶて 居る 丈で も 辛い。 ぶ 達に やつて、 合は せる 顔が 
ない。 それとも、 むん ぞ 深い 譯て もも るん なら、 ちうて 
下さい 〇ホじ 云 へんを ふことは ないで せう。 

(脚け、 しや <リ 上げながら’ 熱 化しす、 兄に 詰み 静ぜ 
て 巧ろ 〇二郞 U、 や、 を 円な がに なつ ス 、默 然と 聴い 
て阳 ろ。 が々、 陳贩 ホの 中に W ろ f がの 鉛い 叫び 避 
が、 合の ホ か 何 かの やうに、 閒 えてが ろ〇し にらく 化 
臥が 約く〕 

一一郎 (巧 面 n な化挪 なが じな つて). 俺は、 その 鬻を お前 

じを はんが 〇 だや〇 か、 俺は な 面目で お前 じを ふんだ 

や。 踏閒や こし やめて、 小を おの 先生に むつたら 何う だ 

や 0 

巧 (刖 i リ も一 厨 脚が して〕 阿呆な！ 兄さんが、 學資 


を 出したくない なら、 俺 も 出して 賞 はんでも え、。 俺は 
中學 校へ 這 入つ てから、 己蒂と 席順が ドつ たことは ない 
んぢ や。 小學 校の ホ 生を せな ならん ほど. 自分の 巧を 惡 
いとは. お ふと。 はせん。 兄さんが 學資を 山して 興れん 
のなら、 山して 賞 はんでも かま やせん。 苦を でも 何でも 
する んぢ や。 化は み體 だつて •他人に 負ける とは おつと 
らん。 

二が (ホの 熱誠に 動かされ わ やうに〕 お前は. 何う して 
も學閒 がしたい のか。 

製 そな、 事は 訊かんでも 判つ とる。 兄さんは 自分. が、 上 
の學 校へは、 這 入れむ かつた もん ぢ やけに、 俺 か 道 入る 
のを 那 魔す るん おや。 わ 茶屋で 一ニ ニ千圓 も. 費 ふとりな 
から、 をの 學資が 巧 せんを ふ 理窟が. ぁゎや せん もの。 

一一郎 (蹲と 同じ 化に、 興裔 して〕 おい. 豐！ 俺が お前 
の學 校へ’ 這 入る のを 卵 魔す るなん て’ 俺は それほど さ 
もしい 兄が やな いん ぢやぞ 。俺. が お前 じ學 問を すろ なと 
云 ふの も、 ち 分 お 滅茶苦茶 じ、 遊ん どるの も‘ 皆 譯がぁ 

るん ぢや (軒ら く化狀 した 後) お前 じは、 聴か 

せたくない 思 ふとつ たけれ ど •肉み の ホから、 ぁな、 さ 
もしい 化ぢ やと 思 はれて は、 俺も堪 らんし、 それに わ 前 
は、 もう 巧を へ 巧く んぢ やけ じ、 今 話して 置かん と* 一 
生 話せん かも 知わん けに、 今 話して 置かう。 豐！ お前 
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は、 俺達の お父さん' が、 何で-化ん だか 知つ とる か。 

豐 知らん！ おほさん じ 訊いても、 敎 へて 吳 れん もの。 
二郞 お父さん •か 巧んだ 時は、 お前は まだ 一一つ ぢ やつた か 
ら 、知らん の も 無理は ない。 か •兄さんは もつ 五つ だつ 
たから、 薄々 知つ とる んぢ や。 お父さんは. 彼處の 格子 
の 中で 巧んだ んぢ やぞ。 

豐 (蒼白 じなりながら 無言で 合觀 く)：  ：〇 
一一郎 兄さんの 座敷牢は >11 番目なん ぢ や。 いや 二番 y ど 
ころ か •化の 家ぢ や、 化の ま 原の 家ぢ や、 一二 蒂目 か四番 
目 か、 判り やせん。 わ 父さんの 座敷牢 も、 兄さん か 今 居 
る 座敷 じ、 作へ てち つたん ぢや 。お前は、 大工が 兄さん 
の 座敷牢を 作へ る 時 じ、 化 部屋 じは T 度 格子を 入れた お 
おもる と 云ぅた のを 忘れた のか 〇 お父さん や、 兄さん ば 
つかり ぢ やな いんだ。 お父さんの わ 父さんは、 女中の 顔 
が 鬼 じ おえたち ぅて. 手 打 じしてから、 氣が 巧つた んぢ 
や。 お父さんの 姉さん も. 嫁入 ホて 氣が 狂つて 離綠じ 

なつて 歸 つてから、 長い間 彼處じ 居たら しいん ぢ や〇而 

も 俺達の わ 父さんは、 尋常の 巧芳 をし たんだ やな いん 

だ。 あの 挤 子の 中で’ 首を 鑑 つて 死んだ んぢや ぜ〇而 

も、 その 首を 溢った 帶は 、化の 兄さんの 帶 なん ぢ や。 俺 

が、 円みの 帶を •あの 格子の 前 じ 落して あつたのを、 お 

父さんが 格子の 中から を ひ 上げたん ぢ や。 俺は. その 時 


から、 子供む じ自 みのみ じが さ禮 つて 居る 呪 ひを、 薄々 
感づいた んぢ や。 


二郞 俺達の お父さん も 兄さん も、 獸の やうに もな、 摇の 
中に •追 込まれたん ぢやぜ 。をな、 わ 父さん や 兄さんを 
持つ た 者’ が、 {か 闕 として 居れる と 思ん のか 〇 化の 巧の 顺 
蒂は •誰 だと 思ん んぢ や。 

盟 (默 つた ま、 俯む い y 巧ろ〕. .：〇 

一郞 白みの 意識 か •何時な ひ 化す か 判らない のじ、 落着 
いた 仕事 •が’ 何が 手 じがく と 思 ふかい。 死刑を 宣を せら 
れた 人間が、 を 日々々 鞍 さわ やしない か、 殺さむ やしな 
いかと’ 恐ろしい 恐怖と 照 瞄の裡 じ、 一日々々 と逊 して 
巧く のと 同じ やうに ■俺 も 何時な ひ 化す か •何時 狂 ひ 化 
すかと 思 ふと. 片時 もぢ つと して 居らわない んぢ や。- 化 
ぬのなら. まだぇ、。 巧ね のは、 外聞が 惡 いこと もない 
からな も。. 死む こと も化來 ないで •而も 化んだ と M じみ 
體 じむつて •獸か 何 かの やう じ、 ちの 座敷牢の 中で.】 
生な ひ 廻ろ ことを 璋 へて おる おぇ、。 杞憂で も. 何でも 
も ゎ やせん。 目前の 事實 なん ぢ や。 現在 血を 別け た 俺達 
の 兄さん’ が、 備 達の 目の前で 、お 日々々 手 木を おせと る 
んぢ や。 俺は •兄さんを 化て 居る と、 一 年 化の 化 •いや 
】 年 どころではない 半が 化’ いや 一日 化の 俺のを を マ ザ 
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マ ザと おせ .b れて 辟る やうで、 立つても 坐つても 居られ 
んのだ や。 わ 前は、 兄さん お 寫等學 おの 一二 年の 時 じ氣か 
巧うて、 巧 咯の们 父さん じ 速れ られ て、 東京 か 歸 つて 
來た 時の 事を •班え て 居ろ だ やらう。 俺は、 もの 時化さ 
ん のをを 一り なると， その 時を 忘れて 居た お 父樣の 記憶 
が、 アリ/、 と 蘇み かへ つて 巧たん ぢ や。 その 間 じ、 俺 
は 化み の 帝は 門々 だ やな もと 思 ひ 化して からは、 もう 何 
も 手に 付かん のぢ や。 お前 も 知つ とる ぢ やらう。 大 をい 
兄さんの 氣が湛 うたのと、 •他 お鹽 落し 始めた のは、 了 度 
巧 じ時ぢ やつたら う。 な 崎の の 父さん や こしは、 大 みい 
化さん •が氣 かなうた ので、 俺が 巧 おの 後繼 になつた け 
じ、 遊び 山した んぢ やを ふけ ども、 そな、 阿呆らしい 事 
だ やな いんだ や。 その後の 兄さんの 煩 問は、 お前 も 少し 
は 思 ひ 常る ことか もる だ やらう。 大 さい 兄さんの ちの 聲 
を、 毎 口々々 腮 いて 居る と、 命が 一寸々々 縮んで 行く や 
うな 氣 がす るん ぢ や。 もの 聲を聽 さたくない ばつかり 
に、 かへ 飛び 山す やう じな つたん ぢ や。 

(一郎の 叫び 躍、 斷統 して 聞え ろ) 

巧 (默 がと して、 眼に 一が 巧も诞 へながら 、聴い ス 居る〕 

• • • • 〇 

二邮化 はこの 巧は お前 じ 話した くは なかつ たん ぢや 。巧 

だ 何も 知らん て 幸福な お前の むを、 腐らす にも 當 らん 


と 思 ふとつ たけに ぢや〇 お、 小 ひさい 時から、 仲の ょか 
つたわ 前から、 みしい 兄 だと 疑は わるの ち 情けない し 
それ じ お前は もう 直ぐ 東京へ 行く とまん し、 わしは 續け 
様の 放蕩の 報いで、 み 體も 段々 衰弱した し、 ぢ つと 何 か 
寒へ 詰めて 居る と、 巧に 露が か、 つた やうに、 ぼんやり 
としてし まふので、 お前と 正氣で 話す こと も、 之が 最後 
かも 知れん け じ、 何もかも 云うて しまうた んぢ や。 氣の 
弱い、 むの 小さい 兄さんは、 化め 恐怖を 紛らす ためじ’ 
無茶 もした。 劇 裳 もした。 之から もす る 横り ぢや 。酒で 
も 飲まな け-^ や、 ぢつ として 居られん の だ やからのう。 
もう、 化の 頃では、 茵 みで 自分の 頭が •賴 4 じな らん や 
うじ 思 はれて、 いつ 氣 がな ふか、 判らん やうな 氣が ずる 
んぢ や。 一曆 のこと、 巧く 氣が なうて しまへ ばえ、 と、 
思 ふとる 化ぢ や。 無茶 や亂 暴を 續 けて、 早う 氣 なじな つ 
て、 しま ひたい 化 だ や。 

(一一郎、 興密 して 半 化 亂のや うじ なつて 居ろ。 一一郎の 
さう した 也 持，^ いふ {巧 かす やうに、 一郎の 我が 段 
巧微 L く なつて 來 ろ) 

1 一郎 兄さんの も、 をふ聲 を、 聞いて 居ても、 お前は 何と 
もな いんか。 た^や かまし うを ふので、 勉强か 出 來んと 
ち ふ 丈 か。 

登 。 
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二が 俺は、 お前の 學 をが 惜しいで 、お前 じ學 問を するな 
と、 云 ふとる んぢ やな いん ぢやぜ 。學問 をした 兄さん 
は、 たつた 一一 十一で 氣お 狂うた ム ぢやぜ 。俺は、 兄さん 
と 違うて 巧 •か惡 うて、 學 校へ 這 入れなん だ わ 蔭で、 まだ 
かう して. 何う かかう か 正氣で 居られ るん ぢやぞ 。俺の 
考へぢ や、 お前は 俺と 違うて 元氣 がえ.、 し、 小 學校敎 員 
でもして、 吞 氣じ暮 して 居れば’ 一生 恐ろしい 運命 じ 化 
會 はんても 濟む かも 知れん と 思 ふとる んぢ や。 眞 崎の 
伯父さんは、 お父さんの 弟ぢ やけど、 小 ひさい 時 か ご， 學 
校 か 嫌 ひで •ちな、 商賣 をして 居る け じ •今を も 平氣で 
おれ るん ザ や。 か、 お前 お 飽くまで、 勉强 する ち ふんな 
ら ■する おょから う。 お前の 學資 にやる 積で、 を 償で 千 
五な 圓 だけは、 もやん と 別けて も るん ぢや〇 兄さん お 持 
つてる ょ b も、 お前 じ やつと くから、 円みで 保管し とる 
グ え、 0 

普 (化が 怖れて 居た ほどの 激動 I 巧け す、 义が 思つた ほど 

じ、 化 望 もを 膽！ j しス 居ない) 兄さんは、 餘 りくょ---- 

思 ひ 過ぎる んぢ や。 お父さん や 大きい 兄さんが、 氣 かむ 

うたと しても、 俺達まで が、 氣か巧 ふとは を まつと 〇 や 

せんから のう。 そな じ、 病氣 じな 〇 やせん かとむ 酣 する 

のは、 ヒボ コンデ リイを うて、 一種の 病氣ぢ やない かし 

らん 0 


二郞 (白みの 述懐が、 ホに わ まり 巧い 感銘 も おへない め 
も， 少し 失望した やうに、 同時に 欣んで 巧ろ やうに) お 
前が、 さう 思 ふとれろ のなら、 それで 幸福 ぢや 。わしは 
もう 長い ことは ない 思 ふとる。 

豐 (化み 袖口る やうに 亢氣 i<) 兄さんの やう じ、 む酣 
しとつ たら、 一日 ぢ やつて'  生 さとられ やせん。 どな、 
人ぢ やつて、 何時-死 むか 判 〇 やせんの ぢや ものな ち。 第 
一、 兄さんの やう じ そな、 無を をして、 家の が產は 一文 
も 館くなる し、 兄さん 迄氣 がな うてし ま、 つたら、 大 をい 
兄さん やお 巧さん は M をす るん ぢ やろ。 

二郎 俺が、 氣巧 ひじ なつた 後の 事は、 む 醜して おれんで 
もぇ、。 氣 おな つてし まへ ば'. 化駭も 同が だ やからな 
も。 大 さい 兄さんと 一緒に •化 お 揃つてを ひ 死 じ •化んで 
もぇ、 〇わ 母さん 丈は、 眞 巧で 化 話は する ぢ やらう。 

豐 (極み 元氣 ふく〕 俺は、 円みの 頭 かなうた 〇 しょう 
とは 思は れん。 俺は、 中 學へ這 入つ てから、 數學 お得 意 
で、 幾何で も 代を でも. 一問 趙 でも、 しくじつ たことは 
ない んぢ や。 俺の 化の 巧が、 なうた ゎしょう とは、 夢 じ 
も おはれん 0 

( 一 郞の 啡び躁 愈々 刺しくな ろ〕 

二が あ、 ひどい！ もの 聲を •閒 いて 居る と、 ぢつ とし 
ては 居に， れ ないやう む氣 がする。 もの 嚴を 聴いて 居る 
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と、 大 さい 化さん が、 俺に 早くな へ/ \ と備 促を して 居 j 
ろ やう じし かおは れんの ぢ や。 お前 じは 他のを しみは 解 j 
らんの だ や。 何時、 巧 ひ 化す かも 知れん とを ふ 俺の す お I 
は、 お前 じは 本當じ 解らん のぢ や。 か、 お前 じは 觸 らん 一 
のはが つて かなせ ぢ や。 わ 前は しつか 〇 やつて 吳れ 。兄 I 
さんは をのん ろ 义正氣 の 中 じ、 化うて しま ふ 樹りぢ や。 
俺が 翁‘ がな うてし まうたら’ お 巧さん はの 父さんの 家へ 
•晒け とけ。 火を い 兄さんと、 俺とは 拾て 超いても え、 0 
化して、 かまうて 興 わるな。 どな じ. 扱 はれても 同じ こ 
と。 やか な 0 

视 俺は、 .M 分の 巧を、 飽くまで も 信じと る。 けど. 兄 さ 
ん のむ 巧 も 解 .b ん ことは ない。 

( 一 邮 の叫ぴ が、 益々 巧し くな ろ〕 

二邮 そむな rj え、.... おむさん を賴ん だぜ。 

视 うむ 0 

(化か W 對 して 阳 がと して 巧へ 込んで がる 〇 1 郞の 
化、 紛 けが-し 閒ん ろ〕 

二が (今を の 一" がた る 話から、 話頭 心轉じ i うとず る や 

う- U) わむ さんは、 何 臨へ 行つ たん ぢ や。 

旣 むし， が、 發っ前 じ、】 お ホい 御飯を たいて、 親類の モ 

供 逸 ちげ ぶを ふとつ たけじ、 その 案の じ 巧つ たんだ や 


(一郎の 叫ぴ帮 •をに 激しく なつて、 銳 い大轉 が、 を 
0 中-し 經 いたかと 思 ふと、 をに わと なしくな つて、 低 
いうめ さ 塔が 間え ス來 ろ) 

な (立ろ 上りながら〕 大 さい 兄さんの 今の 聲は 、少しを 
かしい なあ〇 何う したん ぢ やらう 0 
(立つて、 座敷牢の ホへ 巧く〕 

鹽 (をけ 化えないで〕 ぁつ！ 兄さん、 來て 下さい 〇大 
きい 兄さんが 大變ぢ や。 ぁつ！ 血が！ 血 I 
二郞 (をに 蒼 内 じなりながら、 而も 巧 かう とはし ないで) 
何う したんだ や。 何う したんだ や。 

豐 (巧窜 てながら〕 早く 鍵を。 鍵を。 兄さん お 明 喉を 突 
いて 原る、 鉄で、 花 鉄で。 

(な亂 の やう じ なつて、 蹄つて 來 ろ) 

1 一郎 (魄 さながら、 而もが 靜 に〕 え：.. 俺 か 巧は 引を 受 
けた。 お前は、 早く お 巧さん を 呼んで 來い〇 
戰 (な 如けす まだながら〕 兄さん、 わ轉 者さん を 呼んで 
來 なけ 〇 や。 

一一郎 (それには 和ずに ならないで、 颜 へながら 興密 して 
獨 言の やうに) 睽 をを 呼んで 來て 何う する んぢ や。 癒 
したつて：： 癒した つて.： .C 早く 行つ て、 わ ほさん を 
呼んで 來 い。 

豐 (巧亂 した 調子で、 义 のま ふこと も •うつ、 じ 聞 さな 


が 


番喊 


がら) ちな じな 物 じ氣を 付けと るの じ. 何う したん ぢ 
やらう。 花 鉄 や こしを、 誰 お持たし たん ぢ やらう。 (疑 
惑と 叱責の 眼が とで 化 も 見ろ〕 

二郞 (叱り付ける やうに) 早う おほさん を’ 呼んで 來い 
つたら 0 

豐 (いらくしながら〕 をれ ょりも 早う 戶を もけ て •鉄 
を 巧 上げて 下さい、 兄さん。 

二郞 (尙 座敷牢の ホへは 巧 かう とけし ないで) え、 わ、 
俺 かする とちうたら。 お前は 早う お诗 さんを 巧んで 來い 
つたら 0 

製 (化の 態度に 明かに 巧抗 しながら〕 お 巧さん を 呼んで 
から、 商 巧さん じ 來て貨 ひませ う。 

(豐 、玄關 の 障子 もを 高く 開けながら、 馳け おず 0 1 
がのう めき 堅、 をく おえて しぇん) 

一一郎 (少しな 亂 じみ ス) 髙巧を 呼んだ つて、 もな、 へボ 

醫 者を 呼んだ つて。 (座敷牢の ホへ け 行かないで、 部屋 

中み 不安ら しく 早足に 步を 廻りながら〕 兄さんは、 そ 

れ でも 片づ いたん ぢ や。 今度は 俺の 順番 ぢ や。 場所は 空 

いたから な。 

幕 


一 hJU 討 敵 
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敵 討 W 上 (一二 鸯ハ瑞 一 
恩 1;: の彼义 じ」 脚を 

人 わ 

中 川 S 郎巧衞  雄な W 巧 脚に 屉敷も 持てる 
が 本の 出。 五十な 化。 

中 川な 之 助 その子。 摘モ 。巧 一藉 にて 
阿五な。 を 一二 おにて、 サ六 
歳。 

巧九郎  最初の おにて、 中 川み の 仲 
閒 。を 二藏 にて 强盗 になつ 
て 巧ろ。 巧 一二 藉じけ 巧 まに 
なつて 巧ろ 0 

お ち を 初の なじて 口、 111 郞兵衛 
のを 妾。 巧二蔽 じて け 市 九 
がの 妻。 

が 巧せ る おさ 夫婦 

巧 ± 總 作 

む H、 ： 白 姓、 円 姓の 娘な ど 

時 が 


江戶 時代。 {かみから 巧 辜へ かけての 出來事 

場 巧 

第一 幕：： 江戶 。第二 幕..： 木 曾 山中。 第呈 慕.. 
..耶 馬溪 。(假 じ 後代の 稱巧 にお ふ〕 

衣裝と 道具に 就て 

ホ 裳は 奧服 店の 廣吿人 おに 著せる がかき、 化 立て 下しの 
莖 美なる を 避けた し。 溫雅 じして、 日立たざる ほどょろ 
し。 第一 幕の 大道具 も、 小成 金の 化 宅の かく 巧手 じ 新し 
さを 避けた し 0 

第 一 慕 

江 戶田巧 町中 川 一二郎 兵衞の 邸。 をみ 一二 年の 巧の 初、 リ 
を 0 晚。 

最初、 幕の 中に て、 「わ のれ！ 不巧 ホな！」 とち ム烈 
しい 怒號 と、 太刀が 锁走 しろ 音と、 バタ パタ とちん 化 
音が した 後 幕が 上ろ。 藉 上れぶ、 中 川 一二 郞み衞 0 あの 
離座敕 。左手に かおを り。 其 0 上に や、 遠く 母屋が な 
もる。 前栽 じけ 巧な がを えて 居ろ 〇 ぶと 正面と が迴緣 
じて 圍 まれた ろ 座敷。 左寄りに 巧の 間を リ〇 巧の 巧に 
は 鉛 術が 飾られ 巧る。 おの 間の 横にけ •茶樂 旬が 描 
いて わり、 あ 鶴 筒の ホには、 二 かがの が 風が 立て、 も 
ろ。 族の 閲 いたが. 半円の 頭 也した 一二 化 兵 砲 U、 太刀 
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上な 討廠 


vi- お務 して •巧 九 郞私ー リ明斷 にし， ん うと あぜつ て 居 

る〇市 九郎 におの 枉 もがに f- ス .逃がれ ょうと もがい 

て 肝ろ。 妾の わち は、 そつと お 風の 後の 懊在 脚いて、 

な處 から 逃げ延び i うとず ろ 精り らしい 0 
巿 九が (必 冗な 懸命な 顔へ 帶 びた 瑶 で〕 御を おなさり 
ませ。 不義では ムり ませぬ。 ま 巧 不義では ム り ませむ。 

(さう ち ひながら 、逃げが も 的 色して 思ろ 0 でもろ が • 
おにけ お 一 板が 周ら されて 居る 上、 をし 庭へ 下りる と •巧 
ホに 太刀 在 振 ふむ 川 も おへさうな 0 で. 必： 化に 巧み 祝に 
取つ て 巧ろ〕 

一二 がお銜 (化 痛な 而も 必死な 聲 で) 申すな。 中すな。 化 
湖に 及んで、 命を 助か.-:'  うな どと ホ 練を ね！ 

巿九郞 無 實でム 〇 ますを。 無 實でム 〇 まする。 大 それた 
....。わ 部屋 様と、 その やうな..：。 大 それた 審 を：： 
111 郞お衞 くどい！ 

(巧ぴ 込み 様'  が 杏 避けて 打ち 下ず。 巧九郞 み夺縣 

して ホに 避く  〇 一二 郞み衞 、太刀み 引いて、 ホ ふり 斬り 

下ろず。 市九郎 左に 避 <。〕 

一二が 兵衞 (いらって〕 面倒な つ—. 

八が も 廻ろ。 巿九郞 、それに おって、 グかグ か 一二 凹 

阿 周りし 後. 巿九郞 をに 巧 i りを ひ おけられ 、庭に 下 

リス-同り 逃げ 廻ろ 〇 が‘ 垣 おの おが 户は 、锁 されて 


居ろ 。おし 開け ふうと ずれに •後から 浴び がられろ 0 
け必 をな ので •また 引 さおして、 一二が お衞 やり 過し 
て、 座敷へ 飛び 上り 校 i リ 逃れ ふうと ずろ とを、 ムと 
置いて をる 损 塞に 手が か、 る。 其處も 一二 郞お衞 が、 あ 
ひ 緒つて 屑 U に 薄手ん 一な はぜろ) 

市九郞 あ、 つ！ (悲鳴み 舉 げろと、 思は す燭 なかずに し 
ス 立向ム 〇巧發 のが fw え^、 巧圃 ホに 照らされ たが 
暗にな ろ〕 

一一廊 丘ハ衞 おのれ！ おじ 手の ひ 致す を 不玲者 巧す. 

(がょり-;'、 もつ と 列" しく 斬リ か、 ろ。 数 合の 凄じ さ 
打 合 あり。 市 九が を ひ 詰められて 、なくなろ 〇 一二が お 
衞の 太刀 ホを に 巿九郞 の ル發も 傷つける〕 

巧 かが お、 つ！ (悲鳴 も 擧げス 、化 死の お 相と なり、 化 
がと して 戰ひ 始めろ。 ま づ揭塞 も か 手に 拋げ附 ける 〇そ 
の 尖端が、 一二が 巧衞の 面部 おがつた ため、 己郞巧 衞タ クタ 
ク となつ て ひろむ。 その 暇に、 ホ 九 郞け帶 びて 巧ろ 瞄を 
も拔を 放つ 〇 無言の 必 巧な 化 岡が お まろ。 一二 がみ 衞の太 
刀 tr が々 で ホ も 掠めろ ので 不利で あろ 〇切を ひながら、 
二人と i お 側に 近づく C ホづ綠 側に 化た 巧化郞 け、 不化 
にも 足み おらして か 膝み 付く。 一二 郞お拖 巧たり と、 斬り 
下ろさう としたが 、わだつた ほめ 誤つ て、 辕侧と 座 政の 
中間に 巧れ て おろ 鸭 財に 巧く 切り込む 〇ホ九 W •大の 助け 
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と^^かリ片膝むつさながら、 巧じ敵の脇1^彿ム。 ーニ郞丘ハ 
楠泌哦 也职げ ながら ふス めさ 倒れろ〕 

(か 九郞 魂の 化けた る ごとく、 綠 側に へた K つてし ま 
つて 化い 帅 みが も 出して 賠 ろに かりで わる：. .11 一二み 
の！！、 化に か、 つて 辟ろ 一二 郞お衞 と 巿か郞 のうめ き帶 
が！！ .L る 外、 おなじ 何 0 動作 もない。 巧九郞 け、 漸く 
额在 上げて、 ぇだ ビク 励いて 辟ろ 主人の 化 體私见 
ス 用ろ。 それが、 じ タリと 動かなくなる と’ をに 慨化 
の 化に 踞られ ゎろ もの、 かく、 瞄差杏 取りな して、 脏 
をな スげ ふうと すろ。 そのげ、 巧 敷 0 隅 0 お 風が 摘れ 
ろ 。わ。 のがが 现 口れ る。 をな で、# 體 口、 ゲダ ゲタ 
と 微かに 烟 ヘス W るが、 さう した 內ム の® 怖み •努め 
ス隙 さう -V しス 巧ろ 一 

わり (巧 化郞の .U 巧し i うとす ろの 杏、 化 日に かけな が 
ら) ほんた うじ まも、 何うな る 事 かと 思つ てむ 邸した 
ょ。 お前が 跨 一一つ じ やられた 後は、 おつ、 け わたしの 帮 
だ や あるまい かと、 屏風の 陰で. 息を 凝らして おて 居た I 
のさ。 餘巧 逃げ出さ うか、 逃げ 化さう かと 思つ たの だが、 

斬 .1， わさう じむって 巧る わ 前への 義理 ももって わ。 お、 

ほんた うに 命 拾 ひだった わ。 わ 互 様 じ’ 惡 運’ が 盡 さない 
ん だよ。 かうな つち や、 一刻 もお豫 しては 两 .b れ ないか 
ら 、巧を をスツ カリ さらつ て. な 飛びを すろ 誰 だね。 よ* 


だむ 家の 芳 では、 氣か附 かむ いやう だから、 ま 度を する 
のは 今の 裡 だよ。 さも お前、 を 金を 操して 姑よ うぢ やな 
ぃか ° 

市 化が (かが 峡 をつて 時る 間に、 柯 巧の 閒 じか、 自殺 も 思 
ひ 止つて 時ろ 。が、 まだを 然として を ホに 吳れて 居ろ〕 
も、 飛んでも わえ 事を してし まつた。 大 それた お ま 殺し 
だ。 

わ 弓 (巧の 云 ふこと みが 手に しないで) お前 •述懐なん 
かの 幕ぢ やない よ。 巧ら しく もない 〇さ あしやん とおし 
よ。 わたしは みを 度を して おる から、 お前は わ 金を なし 
て お吳れ よ。 

巧九郞 あ、 飛んでも わえ 〇おま 殺し だ。 お ま 殺し だ。 磯 
の わ ま 殺し だ。 

わ y (巧 化 郞も引 さおず やうに しながら) 一刻を 爭ふ九 
巧の 場合 ぢ やない か。 さも、 早く ま 度す るの だよ。 

(巿 九郎 ホに 操らろ、 如く、 立ろ 上り， 一二が 巧衞 の-化 
破 も 遠く 避けむ がら、 茶 魄绮に 近づ さ-又 探し おめ ろ 0 
血の 手 おが、 桐の A い 木 n じと こる* ベタ/'〜 -Ay 
附 く。 わ ちみの 間へ 巧^て 牧 くして 化呂敕 包み 如 持つ 
て •化み じ歸 つて 來 ろ) 

わち 幾何 もつ たの。 

巧九郞 古 落しながら) 一ー ホ 銀の 五弼 包み. が、 たつた 


so 
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わち (巧みで あ 錐 寄に 巧 ふりながら、 中古 引つ 紐 さ 廻す) 1 
こんな 端金が、 何うな る もの かわ。 錯櫃を おして 御覺！  I 
軍用を とやら を、 入れても るか も 知れない よ。  I 

市九郞 (前 i りけ、 や、 元な になつて、 經概も 開けて、 趙 i 

も 持ち上げ ス おつて 巧ながら〕 驻 もから つぼ だ！  I 
わ 弓 (いまく しさう に〕 なうての 始末屋 だから、 瓶 に- 
で も 入れて  主の  中へ  でも、  入 わても  るの  だら  うよ。  急場 
の 間には 合 やしない。 さも、 大抵のと ころで、 切り上げ 
て、 人口 じか、 じ， ない 前に、 巧く としよう。 

(市 化郞 、血に 巧れ たず も、 手水 鉢 じて 化 ひながら 帶 
も L めなず) 

わ 弓 (ふと 一二 郞み衞 の化极 じ、 日 もやりながら) 之で も、 

一一 年 近く も •わ 化 話 じ なつた 且那 だ！ どら、 一寸 巧ん 
で 巧 かう。 (立ちながら 片手 も 上げ^ 巧む) 

巧-九 郞 (狀つ たま、 跪いて、 死 彼に 向つて 贿手 备合ぜ る) 

ご 一人 行 さか 、ろ〕 

わ 「0 裏門の 鍵は 持つて おる だら う。 

ホ九邱 お 役目 だ。 腰 かじ， 離した 事は わえ。 

わ 弓 お說 向を だ わ わえ。 (挪 がと 笑ム) 

(片义 口な々 巧も^ 巧る。 二人が 柴巧戸 もんけ て 化か 


かろと、 巧 崖の ホで 乳 巧が 微ム蜡 がする 0 「わ パが いく 
つ。 十ー ニた つまだ 年で 巧い。 训巧 ひに おな ひに！」 い 
たいけな おの 子の 躍が、 そむ 古 繰りな して 歌ム) 
巧九郎 (柴巧 戶も化 ふぅと し X、 巧の 子の 歌ん 瑶に •ちつと 
閒 さとれろ〕 も、、 巧つ もやんだ！ 

わ 弓 (おが 戸 也 化ながら〕 お前さん！ 何を ばん やりし 
て 居 るんだ ょ。 (と强 く 巧の 手，^ 引く) 

ご 一人 ホつ ス しま ふ。 月の 化の 裡 に、 か 度の ホで 化 歌 
ひつ》 けて 居る 独に、 靜 かじな〕 

茹 二 な 
巧 一 踞 

木が 巧 道 鳥居 啤じス 、市 九郞 とわ 弓と がを めろ 茶 巧の 
巧 化。 策 一な ょ リニ ーー ー年の 後。 黃 巧の 火な ろ 糸、 ホ 乎 
半 かけ 主閒 になつて 巧ろ。 ぶ 乎 半 サロ 堅に なつて 巧ろ 0 
壁に L 入：；； が附 いて おろ。 止 問に け、 巧が、 羊漢 、な 
がな ど 並べて ある。 二つの 細を さ 腰 かわり •障子 じじ、 
そ ir かん 洒と 普いても ろ。 巧が け •一而の おが。 ぶ 
瑶 ぅて、 一 株の 老视ん リ〇凿 がふくら み 姑み る。 
藉 削く i、 巧 ± の おか、 おの 捣 乎の がに. 粗，^ お 去、 腰 
巧に 腰 知 かけながら、 化の あじ 向つ スみ のかく 前し ス 
巧る 0 
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がが かう 姐御— さう w 業な ことを. ちはんと 置け 〇勘 
おは 勘 お、 商 巧は 商贺だ やわえ か。 この 春光の 景氣 で* 

一 傭け すり や、 滞 〇 の勘炬 化は キ レィ さつ ぱ〇拂 つて や 
‘I， う〇さ あ、 文句は をは わえ で、 淸く 一本つ けて 舆れわ 
え か。 

(巧な し) 

が 化 かう 化 御！ さうな 地 わるく する もん ぢ やわえ。 勘 
なと をつ たつて、 高が 一蜗 か、】 贿 一一み か だ に， う。 もう 
少し 化の おか 山 盛つて なわえ、 それつ ぱ かしの 口 腐れを 
は、 二 H か ーニロ の咖 さな ぢ やわえ か。 

わり (をけ ぶえないで〕 わ 前さん か、 稼いだ 金を 神妙 じ 妾 
のがへ 持 も’ 込 わ や、. ~ な 御仁 だつたら、 五兩 でも 十 贿ても 
文 かを をはず じ、 巧して 上げる わさ。 一一み はおろ か 一一 か 
のな でも 手 じすろ と、 數 巧へ 巧つて 安 か 郞を買 ふか、 チ 
ョボ ーです つてし まふ 外 •能の わえ お前さん ぢ やない か。 
化か (怒つて、 腰が 如 離れながら〕 利いた 風な 事を、 む 

かしや かろない。 手前 達の やうな 惡黨 夫婦. が、 お 天道様 

の お ドで、 巧れ 氣も なく 醫 して 巧け るのは、 何方 様の お 

リ こぼし だと 巧って 防ろ の だい。 へん 忘れ もし わえ’】 

かがの 巧の 化 おの おくる H さ。 数 原の 宿の 手前で、 人 殺 

しお あると ち ふか. I けつて なると、 殺されて 居る のは 六 

h ばか いの 旅の ザ おさ。 巧な さう じ、 ホ 類から 道中 差 ま 


で、 スツ ヵリ 渡 はれて おる 後に、 落ちて 居る の •が 煙 巧 十 入 
れ さ。 が 苗 持の 品ぢ やわえ と、 むを 止めて おる と駭 いた。 
何處 かじ 見 潰えの ゎるな 物 さ。 ょく^'---^ 見る と、 見覺え 
の もる の も 道理、 木 曾 山中 ぢや 滅多 じ、 見られない 江戶 
細工の 煙草 入 さ。 

わち (まだを 合 現は さないて〕 その 話で わ 前さん は、 何 
度 酒に した か 分らな いぢ やない か。 さう まふなら 妾の 方 
でもを ひみ お あるんだ。 月日は、 お前さんの やう じ ハツ 
キリとは 覺 えて 居ない が， 何でも 去年の 夏の 事 さ。 おけ 
參 りお 流行つて、 化の 街道 筋を •唐 笠 じ 道中 杖 一つの 道 
者 達が、 ひつ さりな しじ 續 いた 時き。 日暮 巧に、 まだ 十 
六 七の 小娘が'  シク"^^ と 泣 さながら 跑け 込む から •家 
へ 入れて おモを 聞く と、 駭くぢ やない か。 鳥居 悼の 登 〇 
口て 行き 合は せた 馬丰」 手籠めに 遭 ひ、 路用のを を そ 
つく 〇 持つて行かれ たの だと さ。 その 馬 ± の 人 巧を 聞い 
て 見る と、 眉毛が 芋蟲の や、 つに 太く つて.. ：〇 

權作 (巧 おひ 古しながら〕 へ、 ん！ その 話なら、 此方 
から 附け 足したい 事が あるんだ。 泣 さなから •陆け 込ん 
で來た 小娘を、 深切 ごかし じ顯 かして、 福 島の お屋 女に 
叩を 賣 つたのは 誰だつた の だ。 

わ 弓 お前 ばか 〇 じ、 うまい 汁を 吸 はれて 堪ろ もんか。 お 
前さん が、 上手 じ 山 〇 や 化 方 だつて 上手 じ 化る の だ。 だ 
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おな も、 燒 作さん。 「狐 獲られて 狸 {かからず」 とち ふ 読を、 
お前 聞いた ことがあ るかい。 姜 .常々 さ、 つ 思つて 巧 るん 
だょ。 萬 一 暗い 處 じは 入る やうな ことがあ つたら’ 可成 
速れ の 多い 巧が い、 から わ。 お前さん や、 ものを お 井の 
辰藏 なんてち ふ 人は、 さう したわ 交 傑 もして お 興れ だら 
うわ 0 

權作 (去らう として〕 脅かし やが るない。 俺なん か 何ん 
なじ ヒドィ nr にもつても、 高々 永牢 だ。 お前さん 夫婦の 
やうな 獄門 首と、 並べられて 堪る もんか。 (巧 然として 
巧 も 解いて ホらん とず〕 

わ 弓 (初めて -H 間の ぶへ 现れ __ し、 權 作の 飮 みたろ 茶碗 も か 

づけながら、〕 鶴 作さん！ わ 茶代を 置く を もない のか 
、〇 

槛作 (いま- さう に) 口の へらない ホ郞 だな。 

(がのを 私さ ゴ なが ホる 〇や 、パ 並 なれ ど-^ •碟化 
の歌ム 木を 節知閒 かぜ'; し。 わち、 お 道を み 神妙 

に片 づけて 巧ろ U このげ •ぶ 0 入口 ふり、 市 か 郞化乂 

仲 心しながら 巧て 來 る。 を一藏 i リ t、 や、 險见の 相 

お帶ぴ 、ホび たろ 黄八丈の 着物に 互 K 帶も 締めて お 

る〇わ 弓、 央も なろ と 荒々 しく) 

わ 弓 もう お前、 八つを 洒 つて 居る 時分 だぜ 、なん ぼが が 

ないか 踏 だって、 もん まわ ぢや ないか。 少し 性根を 入れ 


更 へて. おつ、 け 一 化 事して おみれ でない と. お 鳥目 だ 
つて、 いくら も. 殘 つて 巧 やしないん だよ。 

ボ九郞 (や、 不機雜 に、 わち 私見 返しながら〕 もた、 か 
いお 天道 樣 だな。 もう、 スッ カリ 春 だな。 

わち (腰 巧に 腰 おかけ':^ 化みながら 、妨巧 も喫ぴ おめ ろ) 
何を 巧氣な 事を 云つて おいで だ。 長い-^ 冬籠りで •去 
年の 秋 じ 稼いだ 五十 雨 も、 幾何 も殘 つて 阮 やしないんだ 
よ。 お前と 妾と で、 口 じ 二 升 近く も 御酒を いた r くんだ 
から、 無理 もな いんだ か。 

巧化郎 (頭 お 巧れ ながら〕 その 故で ももる めい' が、 化の 
巧は 何 うん 頭’ が 霞く つて、 氣 がめ いつていけ わえ。 春先 
の 生 あた、 かいの •か、 却つてみ 體に惡 いの かも 知れ わえ 
なん。 

わ 弓 (t どかし さう に) をん た 事よりも、 お前さん 〇い 
い总 のん、 〇 巧 第し つかりして 吳れ なさ や、 いけない よ。 

ホ 九が わ、 婿 巧を 一服 吸は して おんわえ。 

(わり、. りかが 喫つ ス 巧た 煙 巧と 烛を も、 市 九 郞じ疵 
卞 。ホ 九郞 7 りの がの 雌 杏 巧に しなが--， 巧 まつて、 煙 
巧み 巧つ ス おろ。 おい 旅の 夫婦が 近づ レて 化る) 

おき ホ も、 もう、 猿 隙の おか、 化 えても よさ さう だな。 

巧を 妻 魔では 一 おも 登れば、 日の 下じ站 える とちうて 居 
b ました か 0 


」 •.な:; ‘1 敞 
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おさ ホ 巧れ はしない かい。 

おさ お い、 ぇ。 

おさ 火 茶 巧が もろ。 一服して 行かう。  • 

(わ ，シニ 人 もぶ ろと、 滿 面の 笑み 心なつ て迎 へる〕 
わり さも、 何う ぞ、 わかけ むさい まし。 さぞ わ 疲れで ム 
いませう。 化 巧 道け 山坡 ばか 〇でム いますのに、 お 巧 弱 
おお 述れ では. さダ不 口山で ム いませう。 

おを 乂 (おと 典に’ 腰ん」 かけながら〕 化 悼は、 街道】 の 
切所ぢ やと 脚いた お、 もう 之からは ド 〇でム いませうな。 
わ ro はも'^、 もう 下 〇でム いますと も。 御隨も そばせ。 

ものな •か閒 けて、 あ 加が 赖 つて 居る 所が ム〇 ませう。 
おを 乂 (延び t りながら〕 なるほど。 

わり ものな 中 じ もる 松 並木 お、 數原 じは 入る 巧 道で ムり 
ます。 ほわ^^、 もの 夕 U じ 光る 大屋 おが おぇませ う。 
もれ お 5S 入 n じ もる 妙 本 ホと まふ ホで ム〇 ます 0 
おを ホ むろ ほどな 。もう 一一 里と もるまい な。 

わヴ ニ 印； はお か、 一巧と 少しで ム〇 ますな。 ゆつくり お 

化ん 遊ばしても、 巧 六つ 前 じは、 樂に お着を じ なれます 

る 0 

おさ ホ おおのな 物は わ 六 揃、 たしか さう であぃました な。 

わ。 ごうで ム〇 まする。 わ 歸〇の 道中では、 たんと お 買 

ひ 遊ばし ませ。 


(此閒 、わち け 茶を 嚮 し、 棠子も おず。 おさ 妻け、 巧 
巧 市か郞 お ホ 惡くお リ おろ) 

わ 弓 時に、 何 乃を の 旅で ム b まする か。 

おさ ホ左樣 、が 勢參宮 から、 なへ 上つて、 巧 所 めぐりを 
する 横〇ぢ やが、 時を じ 化つて は、 大和へ も 遇ら うかと 
思つて 屛〇 まする。 

わ 弓 日數 から 云うても、 わ贊 用ん らまうても、 結 機な 思 
巧 化で 厶 ^ ますな。 そわに しても、 お供の 衆が ぶえ ませ 

ねち 

おさ ホ 何處へ 行つても •さう 安うて、 不審を 打たる、 の 
ぢや •か、 有様は む 利いた 下 おを 伴うて 出た のぢ やお、 お 
本の お 城下を 參 ると •急に おみ 附い たので、 代りのを を 
呼ぶ のも贊 なので、 その 儘 宿屋へ 殘し たま、、 立つて 來 
ましたの ぢ や。 

わ 弓 水 入 じ， ずの 巧 か、 結局 氣樂 でム b ませうな。 

おさ 夾 (妻 もぶ 返りて、 怠 かもな く 笑 ふ) 一 化み した ほ 
どに、 さも 巧 さませう 。も、 r ほんの 一息 ぢ や。 

わ 弓 まあ、 ごゆつ くりな さり ませ。 日は 高う ム〇 ます。 
巧を ホ 早う 宿屋 じ 着いた 方が、 何 かじ 附 けて、 便宜 ぢ や。 
これは いかい 雄 作 じな つた。 わ 茶化は 驻へ置 さます るぞ〇 
(ホら うとず る) 

わち 巧 難う ム ^ まする 〇 おおぃ じ、 是非 お 立 お 〇 なさ 〇 
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ませ。 それでは、 道中 御 無事に。 

(わ 弓、 し：^ らく 二人 も 見送つて 居る。 巿九郞 け、 懊 
然として 煙を も 喫み つ V けて 居ろ。 わ 弓 急に 氣が附 いた 
うに、 奧へ馳 け 入つ たかと 思 ふと、 巧 九郞の 脇差 も 持 
つて、 施け 巧して 來 る) 

わ 弓 (刀み 夫の 眉の 邊へ 、差し 化けながら〕 さも！ お 
がさん！ 

巧化郞 (をと一:^一けたやうじ不機雜に) な、 な、 何を する 
の だい。 

わ 弓 (々し 語氯も 荒らげて〕 おとぼけ ぢ やない よ。 仕事 
だよ。 大切な 仕事む やない か 0 
巿化郞 (厭な 顏备 しながら〕 何 だ！ もの 人達を かい！ 
思 ひや 〇 の わえ 0 (わ 弓,^ 跳れ 退ける やうに 立ち上る〕 
わ 弓 何が 思 ひや b' がわえ の だい。 お前さん こそ'  恩 ひや 
b. がわえ ぢ やない か. 妾が、 化 刻から、 何う かして、 少 
しで も 長く 引 さ 止めようと 、もせつて 居る のじ、 アツ ヶ 

ラカンと 煙草なん か 奥つ て さ。 さも！ ぐづ して 居 

ないで. オ ィソ レと 巧つ ておいで。 

巧九郞 (や、 强 く〕 おらち、 厭 だ！ 巧手 じ もよりけ り だ 0 

も、 した 樂 しさうな 夫婦 者を、 とつち める なんに、 いく 

らか うした 稼 蒙で も、 餘〇罪 作 〇 だ^ら わえ 0 

わち お前さんの やう じ‘ を 寄は 厭 だの， 子供は 嫌 ひだの、 


夫婦を はい や だのと ちつて 居た 分 じは、 此方 とらの 巧資 
は 上つたり だょ。 佛 也の ついた 盗賊 位、 お 介な ものは も 
b やしない C :: お前さん も考 へて 見る かい、 。妾 だつ 
て 昔は 滿更 拾て た ホで もなかつた の だち 馬 道 小町と ま 
で、 巧 草 採 腰で， 人 じ 騒がれた 妾が、 木 曾の 山奥まで 流 
れて來 て、 山猿 同様の し •かわえ 碁し をして 居る の も •一 
體 誰の 爲だ とお 思 ひなの だえ。 みんな お前さんと いふ お 
ホ 殺しの 惡黨ち 亭主に して 居ろ 爲ぢ やない かえ。 

市 九が (をもぅ なだれた ぇ、 默 つて、 つ、 立つて 枯 ろ)： 

わち お前さんの おを 際を して 上け る 代 ^ には さ、 日 じ 1二 
度々々 の おまん まと、 好を なお 御酒は 文句な しじ 飲まし 
て吳 わる 位の み 別は して 興れても、 滿更 罰も當 るまい ぢ 
やない か。 

市 九 功 (や、 おがと して〕 大きな 口を 利く ぢ やわえ。 手 
前にを ひみが もりや、 俺の 乃 じだつて 云 ひみは あるんだ。 
中 川 樣のお 邸で、 年期を 無事 じ 勤め上げて、 御家人の 株 
て も、 買つて いただか ぅと、 御 ま 人 大事 じ 勤めて おた 神 
妙な 俺を、 迷は して、 おそろし や！ ゎ ま 様を 手 じんけ 
させた のは* 一 體何處 の 何む だと 思つて 居る の だ。 

わち (ゎざ 笑つて〕 ふ、 ん 一 面 もく もない 0 妾 じ 迷 ふ 
と 迷 ふまい と、 妾の 知つ たこと ぢ やないだ やない か。 そ 
んな 過ぎさつ た 昔の ことを、 クョ おひ 暮 すょ 〇、 毒 
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をな はば 师 とを ふだ やない か。 おいしい 酒で も、 浴びる 
やうに 化んで 旺 たいわ わ。 どうせ おを 様を、 手 じかけ た、 
化の 瞄基ぢ やむ いかい。 今： お 人、 一人 二人 助けた つて、 
罪の 輕 くなる わ 前さん だ やないだ らう。.... (や、 巧手 
も 巧みろ？. うに〕 それに、 あの人 達を やつて しまは なけ 
な ばいけ ない と 云 ふの だ やない よ。 打 もな た 巧 まだ 化 間 
を 知 .b わえ な 家の お瓦那 らしい から、 荒療治を しなく 
たつて、，：： 奴で 巧し さへ す ぃや •みぐ るみ 捲を 上け るの 
は、 雜 かもない 巧ぢ やない かえ。 驾 へて 御臀！ 五十 兩 
巧 腑と禮 まつた をを 懐 じした 旅 馴れない お客様は、 さう 
樂 々と 通る もの ぢ やない よ。 それ じな の ほしいのは！ 
もの 女の 巧 かおて 居た 小紋 縮 細 さ！ 妾 ももん な 著 物に 
偶 じは 手が 迦 してな たいわ さ。 

市九郞 (删 くわ G か r 人 脇差み 巧け 化りながら) 鬼の 女 
房に 鬼神と 云 ふが、 手前の 为か 惡黨は 一二 一 一枚上 だ。 仕方 
がわえ、 行つて 來 よう。 

わ 〇 (W 九邮 のが 心ポン i 叩 さながら 笑つて) いやな 人 

だ わえ。 招 託 節なん かして さ。 

市化郎 酒を 持つて 來 い。 冷 でい、 から。 

わり 巧つて がて か‘ b にわしな。 おかんを して 凰く から。 

ホ九郞 がつ て來 いといつ たら。 

わ r レ 0 明へ 入つ ス 不ホ不 水に 巧 杏 持つ 巧ス ホろ〕 可な 


さう だなん て 思つ てゐ ると、 兎 巧 どぢを やる もんだ ょ。 
市九が (無言にグツ/\とがの口からむさ！：11リ飮む〕 も 
あ、 苦い 酒 だ。 (が 私 地に 拋 ろながら 急いで 去る〕 

わ 弓 (後み 見送りながら〕 お 伊勢 まゐ りから、 京 上り。 
さう いふ 長い 旅なら、 五十 弼は 間違 ひない。 (をに み颤 
ひも さ だながら) 日 •か 入 〇 かける と、 まだ 寒い。 (山を 
の 鐘の音が 聞え ス來 る〕 おや、 もう 暮 六つの 鐘 かしら。 

(猎靜 かじ 下る) 

第ー ニ 場 

前場 ふり、 一刻に かり 過が たる 後〇 前場と 同じ 場所 0 
同じが。 前場の 舞 養み 右に 轉じ わるが 如を 舞盏 。茶 巧 
の 奥の 部屋。 左に t 入口 わり。 戸外には 巧が 出て 居ろ。 
わ 弓 口た》 一人 蓮 葉に 坐りながら、 一ニ ホ 級み 取 出して 
化彈 さもして 居る。 が、 慕が 上ろ と、 直ぐ 絲が 切れろ 
のて， 亂 をに 放り出して しま ム〇 煙を を も 引 さ 寄ぜス 
自棄に 煙を も 喫 ひつ けろ。 

市 化郞截 場ず ろ。 ル 脇に お 類み おにして、 かい 达んで 
居る。 咕 々後み 振り返ろ 〇 白みの 家に 近づく と、 ホジ 
とした やうに、 入口の 敷 巧に 腰 も 下ず。 

わな (巧 聰く 閒を附 け乂〕 誰！ 誰！ お前さん かい！ 
市 九 郞さム かい—. 
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巿九郞 (默つ わ ま、 返事 もしない) 

わ 弓 (立ら 上りながら、〕 誰—- 誰！ (障子 お開ける〕 
何 だ！ やつ ぱ〇 お前さん ぢ やない か。 そんな 所に、 ぐ 
づ {して 居ないで 早く お 上 〇 よ。 思 ひの 外 じ おかつた 
わえ。 

ホ九郞 (上へ 上る。 が、 やつ ばリ默 つた ま、 をろ〕 

わ 弓首輯 は？  上首尾？ (お 九郞の 持つて 財ろ ホ 類 も、 
化 上げて 化ながら) お、 無傷 だ わえ 0 お前さん もよ つぼ 
ど 仕事おぅ まくな つたわえ。 お、、 い、 紋縮細 だ わ。 い 
くらおが よくつても. 血が はわて 居る 著 物なん か、 いく 
ら妾 だつて、 禁物 だ お。 さも、 ゆつ くり、 お寬 ぎよ。 ち 
やん とおかん もつ けても るから、 一杯 飮み なおら、 話を 
聞か ぅぢ やない か。 

巧 九が (蒼白な 顏 もしながら、 默つ たま、 座に 歲 く〕 ち 
も、 疲れた 〇 

わ 弓 も、 わ 前さん、 またく よ'^ して 居 るんだ わえ 。や 

つば 〇 やつて しまつた のかい。 その 芳 が、 いつそ 片 かつ 

いて キ レィ さつ ぱ〇 だよ 0 

ホ 九郞 (巧に をく 頭 も おりながら〕 .あ、、 いけ わえ。 追 

ひを し 丈で、 命は 助けて やらう と 思った が. ホの 巧が 血 

迷って うもれ 茶店の 亭主 だ」 と 口走る もの だから、 化 方 

なしに やつて しまつた。 も、 何だか 腹の 底が、 底力が な 


くな つた。 も、 一杯つ いで わくれ。 

わ 弓 をれ で お前さん。 お 鳥 引は いくら だつ たの だい。 

巧 九が (懐から、 二つの 胸を と、 巧 物と 女物との 朋 かを 出 
しながら〕 道中を む酣 したと 化え、 夫婦で 別けて 持つて 
居た の だ。 まだ 勘を してな わえ お， 手 答へ ぢ やの 十贿だ 
な" 

わ 弓 どれ、 わなせ。 (其 賜へ 淺ひ 化しながら) 小判が！ 一一 
十 枚 じ 二分 鎭が 二十な， 一 一朱銀が S 四十 枚 あるよ。 ザッ 
卜 五十 兩- 近頃 じない 豐年だ わ。 (お 類み 嗦の 上に 乘ぜ 
ながろ それにを 裳 •が 嬉し いわわえ" 緋縮 細の 長懦拌 に、 
鶴 珍の 誉巧帶 だ わ。 (ふと 氣が附 いわやう じ) 一寸 お前 
さん。 頭の 物は 何う おしだえ。 

市九郎 巧の 物？ 巧の 物とは 何 だい。 

わ- シ さう だよ。 巧の 物 だよ。 あの 女の 巧の 物 だよ。 

化九郞 (：默 しス咎 へす V.: 

わり 紋縮 綱の 著 物 じ、 緋縮 細のを 摇拌ぢ や、 巧の 物 だつ 
て擬ひ 物の 踰 やが. ぉや もるまい だ やない か。 妾は、 化 刻 
もの 女が、 营 笠を 巧つた 時 じ、 チラと 晩んで 置いた のさ、 
が 靖の對 じが 違なかつた よ。 

巧九郞 (狀 した ま、 をへ す)..： 

わ 弓 (のし か、 ろ やうに なつて〕 お前さん！ まさか 巧 
ろのを 忘れた の だ や あるまい わ。 巧 稍 だと すれば、 と關 
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や 八晰か 所は、 たしか だよ。 もんな お 口の ものを、 取つ 
てがない なんて、 馳け 山し の 泥棒 ぢや ちるまい し、 何の 
巧に 殺生を す るんだ よ。 もれ 丈の ホ 裳の 女を 殺して 置 さ 
ながら、 巧の 物に 氣が附 かない なんて、 お前さんは 何時 
かも、 かう した 商贸 を’ お始めな の だえ 〇どぢ を やる じ 
も、 程が もる ぢや ないか。 何う わ 思 ひなんだ え。 何とか 
ちつて 御晚ち 

ホ化郞 (巧々 しげに〕 むごたら しいを をを ふぢ やわえ か。 
みぐ るみ 剝 かしてが たの だから、 髮 かざ 〇 丈は、 せめて 
かの たし なみじ、 巧 出まで 附 けさせて やつた つて、 滿更 
剧も 巧る めえ ぜ。 

わり へ、 ん 、利いた 風な お說 化は よしな さいよ。 もの ま 
まがて、 おさ や、 野伙 せりの 乞を 位お孺 手で 粟の 拾 ひ 物 
じむろ ぢ やない か。 さも‘ 一 走 〇 氣輕に 取つて おいで。 

W 九郞 (ホに おず ろ 烈しい が惡备 化しながら〕 女は か 同 
を、 巧は 巧问 ホと を ふこと か ある お、 手前 も 殺された ホ 
のみ じむつ てなる がえ、。 少しは ホ 同志で 巧 お 巧 とは 思 
はわえ のかい 日 

わり (侧 笑のに〕 ほ、 う。 化の 股じ淚 とは‘ よく 云つた 
もの だ〇 そんな じ 巧な さうなら、 そのを しぼ b のず がで 
グッ とやらなければ い、 のじ 0 

か九郎 (グツ とした やうに  > 円みの 腰に 下げた ホが お 化り 


U づ しながら〕 あ、、 つく A\ かう した 化 事. が 厭に なつ 
て來 た。 

わけ それ もど ぢな 仕事を やる からだよ。 四の ぶの 云は ず 
じ、 さあ お前さん！  一走り 行つ ておいで よ。 夜に 乂つ 
たら、 犬の 子 一疋 通らない 街道 筋 だ。 まだ その 儘 じな つ 
て 居る のに 遙 ひない から、 一 走 ゎ 行つて 來 るんだ よ。 折 
巧 •化 方の 手 じは 入つ たものを、 遠慮す るには 當ら ない 
ぢ やない ろ 又 遠慮す る 巧ても な いぢ やない か。 

市九郞 (默 々として 應ピ す)..： 

わ ro おや！ お前さんの 仕事の アラを 拾つ たので、 お 窺 
じ觸 つたと 巧え る わえ。 くどい やう だ' が、 本當に 行く) 满 
はわ いんだ わ。 十兩じ 近い 儲け物を、 みす-^ ふいにし 
てし まふ 横り だね。 

巧九郞 (默 々としてを へす 

一 わち いくらを つても 行かない の だ わ。 それ ぢ や、 私が 一 
走 b 巧つて 來 ようよ。 場所は 何時もと 同じ 處 だら うわ。 
j ホ九郞 (化を がず やう じし 知れた ことよ。 數 原の 宿の 手 
I 前の が 並木 さ。 

一 わ 弓 (立ち上つ て、 掘み けし 巧りながら〕 ぢや 、一を。 

行つて 來 よう。 巧 夜で 外は も かるいし：.. 本當に 世話の 
一 やける お 泥棒 だ。 (庭へ 降り、 巧 腐 もつ、 かけて 行かん 
1 と ザ〕 
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巧か郞 (振り向い スギ ョ日リ とか お 晩みながら〕 手前、 
束當じ 行く のかい。 

わ 弓 行く のが 何う かした のかい。 

巧 化が 惡事じ も 程 おもる もんだ ぜ。 

わ 弓 (口外へ ぉながら) へん、 大 をな 世話 だ。 あ、、 い 
い 月 巧 だ。 (ル 走りに 去ろ〕 

市九郞 (立ち上つ て) ち、、 到頭 巧つ てし まひ やが つた 0 
(戸 かへ 出ろ) 熙艳 をみ けて 走つて 居る 恰好は、 人間 ぢ 
やち b やしね えなち。 死瞪 につく 狼の やう だな。 (しに 
らく 跡 おぶ 送つ わ 後、 檐 おとし^ をに 入ろ。 膳に 附いス 
をつた 徳利み 取つ、、 一 叙-し 飮み于 ず) あ、 魔 だ。 俺 じ 
くつ 憑いて 居る 魔 だ。 (頭 も 抱へ し K らくみ も t だ ろ 0 
ふと 傍に わつ わ 男物 0 お 類に 日 屯附 け、 觸 つて 見む 手 お 
な-し 透かして 見ろ〕 血 だ。 やつ ぱ〇 血が 附 いて 居る。 
(ぞ 然とし'!^ 前 ホみ 瓦 詰め) グッ とやつ た 時に、 ちの 巧 
い 二つの 手 •が 蛇 か 何 かの やう じ、 俺の 手に 捲を つ さやが 

つた 0 あ、 堪ら わえ 〇 ( 不快な 記憶を 拂 ひのけん とし、 

身 もだえず ろ。 しにら くし ス 、ムと 氣が附 いたやう じ〕 

さう だ〇 彼女の 歸ら ない 中 だ。 (立ら 上つ て •种入 ふり 

一ニ ニが の 衣が も 取 りおず。 手 ホく 風呂敷に 包む。 ムと女 

が 勝の おじ 置ぃス 巧った 盗んだ をの 化かに 目が 附く 。懷 
に 化め ろ〕 も- 1 百年の 廚も 醒めて しまつた な。 (を ざ お 


で戶 外に 化る 〇ム と、 懐の 金-し 手み やろ 。立ち止ま つて 
ホへ る 0 二 111 ホ後戾 リしス あへ る。 到頭 憤が としてと つ 
ておし) 巧れ た 金 だ！ (つ i< 家の 中に おげ 込む。 化 
ホ ふり 飛び おた ル 判け 燦然む ろ ホ も 放つ ス 、あの 中 Li 敌 
亂 ずる 〇 巿化郎 け 一 散に 走り ホる〕 

—— 幕 —— 

第二 一幕 
第 一場 

第二 幕 ふり、 二十 年 綺も瞄 てし 延亭二 年のを。 所け、 
か州耶 おお 靑の 洞門 (便を のた め 後 化の 稱 呼み 州ん。〕 
洞門 0 入 U。 ホ 手に おおが. 削られて、 山！！ 川の 流の 
一部が おも ス 巧る。 化け •舞 塞 一面が がた 心帶ぴ たお 
壁、 岩壁の 中央に、 高さ 一二 閒极 四閒 位の 細た が n も 開 
けて おろ。 周圃 にけ ル さい お 塊が、 ごろ {洛 ち數つ 
て 居ろ。 川に 寄つ ておのを おが 数ネ 生ぇて 巧る 〇岩搂 
の 端れ も •校 道が をく 傅つて 居ろ 〇锁も 力に 渡ろ 銷渡 
f- でもろ 0 帯が 開く と、 や、々 ホのを るら しいを 人、 
构賣 のみ、 巧み 連れた 巧 姓が、 をげ じ锁 化し 古 順み に 
波つ て ホろ。 渡つ ス しまん と. 巧 舞 襄じス おらく 化な 
ずろ 〇 

を 人 (ホットし たやぅ じ 石に 腰かけながら 一 年に一度、 


.LfJU、 卜紋 
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ぞ 仏の 八幡 巧へ お參〇 のむ 願を 立てた の もえ、 か、 この 
锁艘し 丈は、 いつもく 命 かけの 難巧ぢ や。 この 巧は、 
が も 吹かいで 摇も 掛け かへ たばか 〇 で 新しい から、 なの 
む酣 はない もの、、 ザ 寄 じは、 足元 お 危うて、 危うて。 
巧 政の々 妾な どは* 踊 田鄕の もので、 毎日】 度は 通ひ馴 
れて 居ります けれど、 雨の 日で 踐の 巧る 時と か、 風で 踐 
お 描 わる 時 じは、 ほん まじ 命 おけで 御座ん すのう。 

巧 驰 (巧ん」 引を ながら、 漸く 校 をん， 独つて 來ス〕 あ、、 
乂 巧を 巧ら せた な。 中途で、 蔡 化すまい かと おつて ビク 
ビク もの ぢ やつた わい。 

的ぶ のか (巧 姓に〕 作贼 さん。 ほん まに、 氣を附 けない 
かんぜ。 巧を 述れる 時は •ほん まじない けに、 ま 年の 柿 
巧の 新お衞 門さん の やう じ、 馬 諸共 じ、 ころげこ むと 命 
お 無え か のう 0 

巧 姓 (冗談に〕 せめて、 お前との 相 對化ぢ や、 巧 おも 立 

つけれ ど‘ おと 相 對化ぢ や、 ほん まじ 犬 •化ぢ やけ じな。 

(洞な の、 U から、 巧 H が 二人 お 挑 も路つ ス出ス がろ〕 

W 驰 や も、 巧 どん。 えらう、 精が 化る のう 。もつとは 妙 

お 巧つた かのう。 

む の 一 (お 观备 下し、 その上に、 腰かけながら〕 俺が 

がた 時と もっとも 變 つて 居に， ん わい。 ffl 手. が大盤 むの 岩 
だ やけに、 半が や ー ザで 物の 十 間と、 彫れは せん わい。 


巧 姓 さ うぢ やらう 。さ うぢに， う。 俺な どは 初は 針の {八 か 
らわ灭 道 稼を のぞく ほどの、 及び も附 かぬ 化事ぢ やと お 
つて 辟つた のぢ や。 それ じしても 錫むな のは、 了 海樣の 
御 辛抱 ぢや 。初めは、 氣違 巧まぢ やの 蔬 り ぢや なぞと、 
俺な どは 若い 時には 了海樣 のをから、 小 おの 一つ 二つは > 
ぶつ 喧 はした ことがあ るの ぢや 。が、 もの 御 辛抱 じは、 み 
ん なが 巧を 下げて しまつたの ぢ や。 郡 奉行 樣 から 御 褒美 
が 下つて からは. お エの數 も 倍 じな つたと を ふのう。 

お H 今日日 ぢ や、 八な 通-^ はくり 貫いた から、 もう 一 お 
だや。 了海樣は、 化與’は巧もロク^.枕には就かれねの 
ぢや〇 

を 人 わし も、 何う かして 化の 割 貫 お出 來る 迄は、 をさ延 
びて 居たい と 思 ふの ぢ や。 化の 向ぢ や、 わしの 願 ひも 叶 
ひさう だ や 〇 

巧 她山國 セ 鄕の酉 姓' が、 今では 頸を 長、 「して 出來 るのを 
待つて 居る のぢ や。 わし も楠附 でも 濟ふ だら’々 年 も お 
手傳 ひしょうと 思つ とろん ぢや〇  了 触 樣义じ 働かせて は、 
冥加が 恐ろしい からのう 0 

(化 0 時、 下手 i リ义數 おのな 姓を 場す) 

巧 姓の 二 (洞穴の 入りに 巧 さて、 巧 も酱 てむ がら〕 あ^’ 
深うな つと るのう。 之で も’ 一二 一一 年 前までは、 銳の靑 お 
口まで 聞ぇ て來 たもの もやが。 
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巧 姓の 一一 一 類う むつとる 。深うな つと る。 俺は もう 一巧 半 
とを ふな 込で、 隣村の 林 八と 赔 をした か、 化の 向ぢ やわ 
しの 勝 だな。 

巧 她の四 太い 野郎 ぢ やのう。 了 お 様が、 虫 じ まみれて、 
働いて ムら つし やる のじ. 罰 •が 當るぞ え 0 
巧她の 一二 なじ、 了 海樣は 了お樣 で、 俺は 自巧の 罪 巴し じ 
して 居る こと ぢ や。 お前たち が 恩 じ 被る ことは ない と. 
口癖の やう じ 仰し やる ぢ やらう。  . 
巧 化 0 四 何の 罪滅 しの 爲 だけに、 こんな どえらい 事 •が、 
巧來る もの か。 みんな 衆生 濟 度と ミ ふ 御 本願が もる から 
ぢ や。 俺 も、 暇 じな つたら お 手 傅 ひだ や。 

巧 姓の ご 一 僞を をへ。 お前は、 毎が お 手 傅ひぢ やと 云 ひな 
から、 一度 も 鈍を とつた ことは な いぢ やらう。 

巧 姓の 巧 お前 だつて、 同じ 事 だ やない か。 

(巧 姓 建が 話して 辟る 間に、. お 之 助を 場ず ろ。 巧 素な 
ろ 旅を， 木綿の 旅 合羽 も 荒て 居 ミ 洞穴 もぶ ろと、 や 

や 興 おした 體 にて， 周 園の 地 おもな、 ホ 手に 巧く 銳化 

し 在 おて 引きな し 桐 穴の 中 もぶ ろ〇 化の 間巧规 達の 注 

感も引 さつ、 わり〕 

巧 之 化 (漸くな 姓の 二に 話し か <〕 ホ爾 ながら •少 々物 

を 訊 わる。 化の 洞窟の 中 じ、 了 海と 申す 山家が 居る さう 

だ やお、 しかと 左様 か。 


巧她達 - 口々 に〕 居らないで 何う しよう ぞ〇了 海樣 なら、 
化 洞窟の ホ 同が の方ぢ やわ。 

お 之 助左樣 か。 それなら •尙訊 わるが、 年の 頃け、 およ 
そ 何程 だ や 0 

お H の 一 (いぶかしげ じ ホ 知の 巧 出ん ぶながら〕 了 海 様 
むら’ もう 五十を 越した 方ぢ や。 やおて は 六十に 手の 屈 
く 方 ぢや〇 

巧 之 助 (落着いて〕 お國 は、 越後 巧崎ぢ やと 聞 さなんだ 

ご 

ろ 

巧 H0 1 へぇ、 何でも 雪の 澤山 降る 國ぢ やとを ふこと で。 
巧 之 助 若年の 巧、 江戶で 奉を いたした とは 隅かなかつた 
か 0 

石工の 二 も 聞いた ことお もる。 俺に 一度な 戶の 巧が 
觀世 音の 繁昌を 語つ て 下さつ たこと か ある。 

巧 之 助 (漸くを 張しながら〕 よく ぞ敎 へて をれ た 0 して、 
この 洞窟の 化 入口は、 摄 ーヶ所 か。 

お H の 一 ほう、 そわは 知れた こと ぢや〇 巧う へ 口を 開け 
るた めじ、 了 海 様は 塗炭の苦しみ をして 居らむ るの ぢ や。 
お 之 助 巧 巧は 凡そ 幾 巧ぞ。 

お H の 二 そんな ことを 訊され て、 何に せらる、 の ぢや〇 
巧 之 助 (少しくな おし ス〕 了 海 殿と やら じ、 御意 得たい 
のぢや 0 ( つか/ \ と あへ 入らう と マろ〕 
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石工の】 お 巧 もな され、 なめての お 人では ホ かわ ませむ 
わい。 おお、 彼义 にも 化で じ も 突ろ 化て 居る 上 じ、 义な 
ども 巧々. あ 〇 まする 0 

巧 之 助 そ^では、 巧 方じ賴 みか もる。 越後から はる <\ 
译わ參 つた 巧 だ やと 云うて •取次いで はみ わられむ か。 
一^:丄の二 そわでは、 俺が ー ホ 〇 巧つて 來 ょう。 (馳け 入 
る〕 

巧 姓の 二 了 お 棟の みおの 巧で ム ^ 才 すか。 了海樣 じは 化 
の 山 阀古擲 の 巧 か、 もんない かい 御な になつて 居 〇 ます。 
恭う 化つ て 巧 〇 まず。 (頭を 卜 げろ〕 

を 人 (逝み 化ながら〕 越後と 化 岡の 端と では •わ 聞 さ 及 
びじ もな 〇 ますまい が、 了 海 様は、 化 銳セ鄕 の 栽には、 
持 地游藤 さまの やう じ お 難い 巧で ム ります。 御な じな つ 
て 肝 〇 ます。 (頭 也； 卜 げろ。 化合が みス) 御な おの 御武 
ぶが. ゎ や。 みんな わ 禮た中 上げい。 (巧】 巧に 頭 心 下げ 
ろ。 巧 之 助 お 神のに や、 旧 惑しながら 輕く應 する〕 

を 人 まさか。 お子様では ム りますまい。 甥 御 様で ム〇ま 

すろ か。 ょう 導 わて 御座らし やつた。】 腺巧處 でた 問 

身 じな 〇 ました か 0 

巧 之 助が お 修行の 傍、 諸 図を 尋わ 廻つた が、 當 宇佐 八幡 

じて、 人 俾じ關 さました。 

ち 人 それ こそ， 位' じ 神 巧の わ 引 さなせ だ や 0 


ザ N 化の 二 々年て、 二十 巧で ム〇 ます。 長い 閒 、一、 むす 亂 
じ わ 働 さじな ぃました 。何でも、 お 若い 時 じ 罪 萊をお 重 
わじな つた 罪滅 しだと 仰せられて’ 化の 巧では、 夜まで 
锭を おつて 居られ まする。 

巧 之 助 (半に 獨 音の やうに〕 熏 わた 罪 蒙の 罪洩 しとを ふ 
のか 〇 だか > ホ 殺しの 惡 逆は 消えまい て 。 (户 、 、 、 、 
と 嘲ろ 如く 笑 ふ〕 

を 人 おを 殺しまで、 ほ、 う。 お、 を h も •ぁの 御 精進で 
は 消えて 居 〇 ませう。 

.だ 之 助 消えて 居る か 消えて 居む か、 今 じみ 叫いた すで も 
らう ぞ 、(ハ、、、、、-*- が 笑ず ろ〕 

(人々 や、 巧 之 助 合な ひ おもろ。 み々 の 問に お 記， お 
みる。 その 時 . T がが が H 1 1 人に お 手，^ なられながら、 
か ス來 る。 巧么助 ひそかに H なみし めず。 肉 悉くな ち 
^ 巧 おけれ、 脚の 關 節な' > け 、ホに 削つた 甲う でんる。 
巧 U たる 化 ホに 化つ ス 僧が とけ かれみ もの、 •頭棠 け 
長く 延び 辦 だらけの が も 拖うス がる。 眠けが 色の 
かく 濁つ て 巧ろ。 洞な の 外へ かると U が 眩む と站 え、 
ふス みく。 百姓 速、 了 おもぶ ると 巧みつ い 禮备 なず〕 

石工の 二 (了 お 私 介抱し ーィ から〕 わを うム います 0 

了 梅 (ずで 採ろ やうに〕 何處じ 防ら わるの だ や。 何 おじ 
居られろ の ぢや〇 
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お H の 二 をれ そこで ム〇 ます。 直ぐ そこで ム〇 ます。 

T 海 (貨之 助のを 知 わ ぼろ-し 巧 化した やうに) 何方 樣で 
ム りました か、 老眼 衰へ はてまして 辨へ兼 わます る。 

的 之 助 (敵の 衰 へはて た をん' 直て 駭 ろを 初の お 勢ち く 
じかれ たやう- U〕 その 許が、 了 海 どのと 云は る、 か。 

了 海 仰せの 通りで ム b ます。 して’ 貴方 樣 は。 

巧 之 助 (や、 興 糖しながら〕 了 海と やち か 何に、 悅形 
じみを 蟹す とも， ょも 僞は 中すまい。 汝市 九郞と 呼ばれ 
し 若年の 頃、 江戶表 じがて ま 人中 川 1 1 1 郞兵衞 を 討つて 立 
おいわ 覺が もらう。 

了 海 (罪 も 悔いし か I その 罪から 救 はれて がろ こと も 示 
す？- つな 落 荒い わ > しかし 謙虚な 口調で) ム ます。 ム 
ります 〇し て、 それを 仰せら る、 貴芳樣 は。 

巧 之 助 そち も 忘れは 致すまい。 一一 一郎 お衞の ーモ實 么巧ぢ 
や。 

了 お (巧 然と 淚知 こに ず；} 實 之助樣 1 貴え 居 b まする 0 

ょく 覺え 居ります る。 た乂 上を 巧つて 立 おを ました ま、 

化 了 おなじ 相違 厶〇 ませね。 

巧 之 助を を 討って ホ おいた ろ 非道の 汝を 討つ 爲 じ、 十 年 

じ 近い 年月を、 穀難 辛苦の 裡じ 過した わ。 このところ じ 

て* 會 ふからは、 もはや 逃れね ところと、 尋常 じ 勝負い 

たせ。 


了 お 長い 御 辛苦で ム りました。 申 譯かム り ませれ。 かの 
罪滅 しば か〇考 へて 居りました。 貴 巧樣じ •これほどの 
御 辛苦を かけよう とは、 思 ひません てした。 いざ、 お範 
ぃ 遊ばせ。 (や、 円が ぶえ 始めろ) わ 顔 おやつと 化え ま 
した。 お 父上 猿の 御 無念の お 顔が 眼 じな える やうで ム〇 
ます 〇 いざ •お 斬 〇 遊ばせ。 わ聽 さあび でも ム ませう 
か、 をなる 割 貫は 了 おなが •罪 亡し じ釉〇 巧た うとが ひ 
ました 洞門で ム〇 まする お、 一一 十が の 年 パを かけて、 九 
みを は 岀來上 ^ ました。 了 おかみを おて ましても、 はや 
】 年とは か、 b ませぬ。 いざ、 わ 切 ゎなされ い。 わみ 機 
の 手 じか、 り、 化の 洞門の 入口 じ 血を 洗して 人柱と な 〇 
中 さば’ 田 心 ひ殘す ことは ム〇 ませぬ 0 
巧 之 助 (感動しながら、 素 お 如 曲げまい とおみて) よい 
覺悟ぢ や。 いかじ、 善 架を 横 まう とも 惡 逆の 報は をれ ぬ 
わ。 最後の 念佛 中す およから う。 

(百姓 やお H 遠け、 杂 件のを 微 なろ 川 轉 じ、 圾 初け 茫 
然として 居ろ 〇中巧 了 おのみが、 危路 でんろ i 巧る 0 

一人の お H か、 奧へ 知ら ぜ じけ ひろ〕 

石工の 二 お、 い。 みんな 山て 巧い。 (洞門の 中 私な ス乂 
帮に 叫ぶ〕 

(巧 H 蓮、 手に-^ 鐵鈍お y げ、 わめ さながら、 そし 
て. お 之 助み 遠卷 さじし、 了 お，^ 化設 L ス しま ム〇了 お、 
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石工の 化雖社 脱して 巧 之 助に 近づかん とわ だろ。 それ 
屯 制しながら〕 

お H の 巧 了 お 様を 何とす るの ぢや〇 
巧 之 助 (火が みな^、 刀み 化さけ なつ。 八 ホに H な 配りな 
がら) そのを がは"^ が 親の 化ぢ や。 端な く 今日 姻ぐ〇 
なうて， 本懐を 達する もの ぢ や。 ホ 殺しの 極雷惡 人を 庇 
うて、 神佛の 削を 巧く るな 0 

お H の 助 (化 おと〕 敵 呼ば 〇 は、 まだ 巧 化に 在る 狸の 事 
ぢや 。ならる、 通り、 了 海 股は 出家の 御み でムる ぞ〇そ 
の 上 •山 阀豁セ 鄕は腐 か、 觀後肥 後山 网 川の 流 じ 沿 ふ 村 
がの ホ ども じは‘ 佛 とも 仰がれる 方 だ や。 其巧樣 などに 
ムザ^と打たせてなるもの か〇 
巧 之 助 (をく がな して〕 中すな。 申すな。 假 々出家 致さ 
うと も、 主殺しの 大罪は 八 逆の 一つ ぢ やわ 0 その 巧 達が、 
邪跑 いたさ ば 片つ端から 、死人の 山を 築いて 吳れ るの ぢ 
や 〇 ( 巧 之 助な つて 昕リ 込まう とずろ 〇おエ 達 P ツと W 

んで 一巧に 鐵鈍瓜 おり 上げる 〇巧烛 達 U ル 巧み むつて、 

むげろ ベく 身が へずろ) 

了 前 (化 化に なつても がく〕 背の 衆お控 へなさい 0 化の 

御が あじむ 一つ 指 一本 觸 へたなら*  了 海は その 人を 巧み 

まする ぞ〇 み々 了 海を 助け おれらむ たよし みには、 た 

この 儘 じ 討たせて 下さ わよ。 了 おれた るべ さ 貴え 十々 厶 


る〇了 おか 化の 割 貫を 掘らう とを ふむ 持 も 今 巧で 打た 
れ ょうと まふむ 持 も 同じ ぢや〇 割 貫の 成就は 目に 見えて 
居る。 その上、 か、 る 孝子の お 手 じか、 れ ば. 了 海の 本 
懐 化 上は ない の ぢや〇 皆の 衆 おおへ なされ 0 

巧 H の 頭 それ ぢ やと 申しまして、 貴 巧 様の 討たれる の 
を、 傍で みす {見過す ことか 出來 ませう か。 

了 泡 了 海が 討たれる のを 見て 下さる ょ b、 その 暇 じあ 一 
片 でも、 碎 いて 下さる 方が、 此の 了 海 じは 最後の 念佛ょ 
〇 もな 難い。 さも！ お 引 巧り 下されい！ 

お H の 二 そり やい かぬ。 貴另樣 'が 死なれて は •化の どえ 
らい 思 ひ 立 も、 何うな るか 知れた もので ない。 貴巧樣 が、 
ぶて 御座らつ しやれば こそ. ビク ともせむ 大盤石と 巧宣 
かけての 戰が 化が るの ぢ や。 貴 巧 樣じ化 なれて は、 今を 
掘り 拔 いた 洞門が 一夜の 中に 埋 もる やうな もの ぢ や。 

石工 達 (口々 に〕 さう ぢや〇 さう ぢや〇 ことわり ぢや〇 
ことわり ぢや〇 

巧 姓の 二 さ うぢ や〇さ うぢ や 0 をい 間の 俺達の 樂 しんが、 
ふいにな つてし まふの ぢ や。 今 了 海樣じ 巧な わて なる も 
のか。 

巧 之 助 是非 じ 及ばぬ。 化 上がげ いたす まは、 誰彼の 容赦 
はない。 

(货之 助. 石工 達の 中に 斬り 込まう と ザろ 〇 石が 霞の 
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やう-レ 飛んで 化ろ 〇 タク --- ^ となろ〕 

了 海 (み I だ もしながら〕 其方 達は 化の 了 海に、 生 さな 
がら、 地獄の 責 まを なせろ のか。 了衞 のみの 罪の 爲 に、 
孝む 深を 御 武家を 傷つけよう とする のか。 石 一つ、 御斌 
家 樣じ當 て、 なよ。 了 海は •をを 喊ん 切つて でも、 卽座 
じ 巧 おて、 見せます ぞ。 

(石工な 姓 達， お合投 する こと も 化め ろ。 赏之助 T 海 
も 望んで 斬ん 込まう とずろ。 巧 H 巧 桃建义 烈し < 巧が 
ず。 を 人 列 如 離れて 黃之 助の 前へ 淮 む〕 

を 人 お待ちな され ませい。 貴方 機の おむ も、 御 ホ もで ム 
ります る〇 が、 石工 達 巧 姓 達の む も、 やつ ぱ〇 尤もで 厶 
b まする。 が. おむ を靜 めて •よく お 聞を 遊ばし ませ。 
貴巧樣 おいく らも せつても、 向う は 四十 人に も 巧い ん數 
でム ります。 それ じ、 かう して 居る 中 じ， 巧を 巧 鄕の人 
人は、 了 おさまの 大事 ぢ やと 申して、 段々 駆け 附 けて 參 
ります る。 貴方 樣が いかほ ド 巧藝の 上手で おも 〇 なされ 

て も* 人數 にはけ ひませ ぬ 0 さも. 拽は御 思案で ム ります。 

な も、 御 武家 樣 化の 割 賞は 了 海 お 一生の 御大 願で ム 

b ます。 二十 年 じ 近み 御 辛苦に、 みむを 巧 かれた ので 御 

座 b まする のぢ や。 いかじ 御 円みの 惡莱 とは 中し な •がら、 

大願成就を E： 前 じ 置 さなから、 おおてな さる ことか 何 ば 

かり 無念で 御座 〇 ませう。 背の 衆が 了 お 様を 庇 ふの も、 


夕張 ぃその 摇で 御座ります。 長く とは 申し ませぬ。 此の 
割 貫の 通じ ホす 間 •了 海 樣のお 命を な 共 じ おけて 下さ b 
ませ。 御 略 姑の 通 b の 御身 體で 御座り まする。 逃げ かくれ 
などな される 御み'  腺では 御座 〇 ませぬ 〇割贊 さへ 趣 じ ま 
した 節は、 御 存分 じな さり ませ 0 

巧 H 建 ぜ姓達 尤も ぢ や。 ぶもぢ や。 

老人 皆 もちの やう じ 申して 居 ^ まする。 化 場は 一先 づわ 
引み 取 〇 なさ 〇 ませ。 若し お 待 もじなる とを へば、 御 滞 
巧の おお も お 化 話いた しませう。 皆の 衆。 しかと 嘗 ひな 
されい。 その 期 じ 巧んで* 略度變 みせぬ やうに。 

石工 達な 赃速 誓うた。 幫 うた。 しかと 聲 うた。 

を 人了游 様。 いか ピで 御座 〇 まする か。 

了 お 御 武家 樣の御 辛苦を 思へ ば、 わしは 一日 も 生ろ 延び 
たう 思 ひませ ぬ。 

を 人 それでは な 〇 ませぬ。 貴方 様の お 命は、 化の 割 賞を 
刺し貫く 佛 様の 錐の やうな もの ぢ や。 割 賞の 巧 就す るを 
は、 輕 々とお 拾 てじなつ ては なり ませね。 御武 おが！ 

お 問 さじな. りました か。 御 思案は 如何で 抑 座 〇 ます か。 

較之助 (何事ん" かな 第した ろ 後) 了 おのが おじめで， そ 
の 願を 許して 巧ら きっ。 巧へ た 音堯を 忘れまい ぞ。 

お H の 頭 何の 忘れて ょ'、 もの か。 一分の 穴で も、 一寸の 
穴で も、 化の 劍 巧が 向う へ 通じた 節は、 その 場を 去らず、 
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了 お 様を 討た させ 中 さう。 さあ、 了 海 機。 おはれ 事 じ 手 
問を 取 〇 ました 〇い ざ、 化带 じか、 b ませう 0 

了 お いや、 化は、 化 巧で：.. 

(了袍 の 的らん とずる 知 お エ建擔 ぐで うに 拉 してし ま 

ム 〇巧么 助、 無を らしく 化 送る) 

を 人 さも、 わなへ 案內 いたし ますつ。 あ、 言葉を おへて 
巧けば、 了游様 じは 勿體 ない が、 網に 這 入つた おで 御座 
ぃ' ます。 た r 時期を お 待 もなさぃ ませ 0 

巧么助 (無をのお相じて、 洞け^^*別ながら〕 了 海は、 を 
は何脑 じなる の だ や。 

お 人を も 登 も あ h ませ 3。 お疲れ じ なれば、 坐つた ま、 
おじ 簾れ て わ 化ん じむぃ まする。 人間の 爲 さろ こととは 
おはわ ませぬ。 

巧 之 助お踐 か。 (化 おみして〕々 巧は セ ロ か 八日 か。 

あ 人 セ U で 御陳〇 まする。 

的么助 (巧言の やうに〕 子の刻 じは パも乂 ろのう。 ハ、 

、 、 、0  ( 微かに 笑ろ 

—— お —— 

巧 一一 撰 

がと 巧： W0 ホー 巧 i 同じ U のを， 洞門の わ 部 0 

化 姑。 棘茲】 而纠 W かれ わる 巧が、 舞茲ホ 端が 此の 洞 


門の 行を 詰りで、 そのを おに 面して 了 おも 初め 数人の 
石工 建が 銳み 振つて おる。 巧乂 がちろ {燃えて 居ろ。 
裳の 開.〜 前よ リ銳の 音が 閒 えろ。 幕が わくと •みんな 
一 齊じ手 も かめる。 

石工の 一 皆が 一緖じ 手を 化め ると、 急に 靜け さおみ じ 浸 
みて 來 るのう 0 

石工の 二 道理 ぢ や。 地の 中へ 幾 巧 ともなく 來て 居る のぢ 
やからのう 0 

石工の 一二 今 {せは* みんな 了 お 樣のお 傍に 居ぬ と、 もの 晝 
の 武± 'が. な點 せず じ 又 狙 ひじ 來る かも 知れぬ。 

お エの一 それや、 念 もない 事ぢ や。 掘田鄕 まで 人を やつ 
て •武 ± が 宿つて 居る 宿の 巧 園には、 ちゃんと 寢 ずの 番 
を附 けて’ あるの ぢ や。 

石工の 二 あ、 もう、 亥の刻 だら う。 手が しびれる やうに 
痛む で！^。 

了 お (しわがれた 化い 壁で〕 尤も ぢや 。今日は 岩の 燒を 
方 •か、 足りなかつた とおえ て'  滅巧 岩' が 堅かつた のう。 
ち、 ちつ、 皆の 衆。 小 睦へ引 さ 上げさつ しやれ。 了 おも 
もう 化 まう 。さあ、 皆の 衆。 引 さ 上げさつ しやれ 0 

石工の 一二 それ ぢや 、みんな お 暇を するとし よう 〇了 海樣 
も， もうた 化み なされ ませ 〇 さあ、 わし おを の 具を 巧つ 
て 巧て 進ぜよう。 
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(お- 丄の 一二、 走り去りて、 やが' 煤と 巧を を 具と お 持 
つて 化ろ。 程 i を 所に 敕<) 

了 海 あ、 恭 けない。 おけない。 それ ぢ や、 皆の 衆。 わし 
■が 光へ き 御を 蒙る ぞ。 (T 海寢 i うとず る) 

石工の 一 それ ぢ や、 了 海樣又 明朝， お 目 じか、 ゎます ぞ〇 
お エの二 御を なさ b ませ。 

お H の 一二 糊を なさ ゎ ませり 

(おエ 遠く 去る 0 T 海 おく 眠る おりして、 义 むくく 
とおさろ〕 

レん くわん レ や i じヤ i ごわん 

7 お (合掌して 巧 聲に觀 昔經も 誦す。〕 眞觀淸 搔觀。 

ごわう だいちる，、 0 化 ひごわん  > -ム じ、 わん  じ やうぐ わん じ や i ホん がう  じくし ヤう f ご ザう 

廣大 智惠觀 。悲觀 巧慈觀 。常 願常瞻 仰。 お 巧淸淳 

，、わ- •■'えこ* -.巧 . ソ ょわん  の -r だく さいん-?、 わ ふめう ザう そけん ひたい かいらい レ’ 八 

光。 慧日破 諸 闇。 能 伏 災風乂 。を 妙 照 世間。 悲體巧 雷 震。 

じ いめ-， だい-っん  じ ゆかん々 巧ん-，  めつ ぢょ ばを うえん 

慈 意妙大 雲。 樹 甘露 法 雨。 滅除 巧憐嫉 。過去の 罪業 報い 
來 て、 實么 助樣の わは せら わたからは、 命は 風前の灯 ぢ 
や。 生. ある 中 じ、 一寸な ゎと も 一 だな b とも、 掘り 進ま 
いでは けは ね處ぢ や。 懈怠を 貪る 時では ない。 

(ち而 に 膝行し、 前 i り、 烈しく 打ち 下ず〕 

ご うじ ヤ う さやう くわん じょ  ム & ぐん ぢん ちう  ねん 

了 お (聲み 励まして〕 靜訟 經官處 。怖畏 軍陣 中。 念 

び，、 わん お A ゎ 5 レ ゆ をん レつ たいさん  力う おん，、 わか ダ お A ば (おんかいて うおん  しょうび 

彼觀 音力。 衆怨悉 退散。 妙 音觀世 音。 お音艇 潮音。 駭彼 

♦けんおん  ザ こしゆ じ て ね A ねん^-^ もつ しでう》- くれ 各 おんし ヤ そご T，  おく 

世間 音。 是故装 常 念。 念々 勿 ま 疑。 觀世 音淸裙 。於 苦 

なう レ や；  巧- <*• る ミ いこ 

惱化 厄。 能 爲か依 化。 

(化へ るが かく  •打ろ 盤む 〇巧 くす ろと， 巧 之 助が、 


舞 豪を 端から なび おつて 來ろ〇 わに 太刀 屯な を そに め、 
左手 在 地 じつ さながら、 なかに-^ なび 寄つ ス 化る。 
了 海け 夢にも ならざる かく、 巧に 觀音經 知 誦しつ》 け 
ろ。 转之 助、 走りを らんと して、 を 巡す。 が < 太刀 也 
振リ驗 して 切らん i し、 しかも 巧手の ー ム不亂 なる 社 
巧ス 、討ら がた く 遂に 刀み 銷に收 めて 去らん とず〕 

了 お (をに おり 励 りて〕 實么 助樣！ 何故、 ぉ斬り 遊ば 
され ませね か。 

質 之 助 (了 おじ 不 想に 音 葉 も かけられて、？-、 化 如して 言 
葉な し〕..： 

了 お 費 間の 仕を は、 さぞ、 御 無念 じ 御座 b ましたら う。 
いざ、 わ 斬り 遊ばし ませ 〇今 こそ 妨げいた す ものは、 御 
座 〇 ませね。 邪魔の 入らぬ 中、 いざ、 お 斬 ^ なさり ませ 0 

巧 之 助 了 瓶と やら、 化 上は いさぎょく、 化 割な 成就の が 
を 巧 待たう ぞ 。敵を 眼前 じ控 へながら、 武± たる もの お、 
手を 拱し うする 無念 さじ、 おへた 約束を も 反せに いたし、 
た ご兩獻 にいた さんと 忍ぴ错 つたれ ども •せ ハ 巧 お 一む 精 
進の け 商 さじ、 瞄義の 炎 も、 打ち消されて •高 德の聖 に 
對 しあび 海る 夜盜 のかく 獸 のがく 窥 ひがる みおも さまし 
うて、 太刀を がる 手 か、 むなら ず も 鈍つた わ。 此 上は、 
む 長くな 方' が 本願を 達すろ H をが 待たう ぞ。 

了 梅 (手 私 巧 さスや 化しながら〕 極 帝， 罪人の 拙が に、 大 
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願 巧 就の パ H を、 化して て さ b まする か 〇恭う 御座 b ま 
すち 化 A は、 みを 粉じ碎 いて、 明日 明後日 じ も 剖 開く 
むじて. 鋭を おうで 御座 〇 ませう。 御 举也澡 を 巧 方 稼に 
おい 御ず 巧を かけまして、 中譯 はも 〇 ませね 〇 お許し 下 
さり ませ 〇 お許し 下さ b ませ 0 

(了が、 巧 之 助に 近 ふりながら、 頭 私 下げろ〕 

C 之 助 敵！！： おとなる も、 棋 化の 業と 中す こと だ やか、 い 
かじ 了 瓶と や .r  •拙 巧 もた ご がしく、 化の 地 じ 止まつて、 
が 方 達の 侧 くを 化る よ-^、 及ばず なお、 b、 鈍を 取つて’ 
一た 巧の おむ 〇 とも 削 〇 がつ て おさせよ つ。 其方 お 
本懐の H が、 近くなる のは、 巧 もな ほさず 拙 おお 本懐の 
口 •ん 近づく のむ や 0 

了 お (想 激しながら) よい 所 じ お 氣が附 かわました。 致 
巧 巧の 御 化 丸は、 巧な の 味方よ 〇も賴 もしう 御座 〇 ます 
る。 巧 方が の わ顏を 化て 防れば、 この 了 おか も、 片時 も 
鈍が 化め .1" れ ませ 5 わい。 

巧 之 助た 化が じ 臓 患の ほむら じ 心を 爛 せて 防る よ 〇 

も、 化の ため 人の ためじ、 鈍を 振うて 巧ろ お、 化の 實么 

助 じ もむ 女い とを ふ もの だ や。 さも ば. 了 おどの、 割货 

の閒 くまでは、 巧 巧な わ ど。 

T お わ、】 寸 でも 一 一寸で も、 向う へ 通 b ました その 節は、 

た r; 邮斷 じな さ 〇 ませ。 そなた 巧の 本-校と、 了游 なの 本 


懐と か、 成就す る 日 か 待ち遠しう 御座り まする わ 0 
巧 之 助 それ迄は、 敵 村 志 •が 肩を 並べて、 錦を 振 ふ も •又 
一與 でもら う。 

(二人 相な ス 淋しく 笑 ふ〕 

第ー ニ 場 

がと 場所 〇 前と 同じく 洞門の のが 〇 前場 ふり 一年が も 
經過 しわる 延享 S 年 九リ十 口の 夜。 

相を。 前場と 甲、 おり、 了 海と 转之 助と が、 和 化んで 
舞 壁の 中央に- 惦も 占め、 五に た f' ます 飽も 振つて おる。 
巧 之 助ぇ いつ！ 

了 海 お、 つ J 
巧 之 助 ぇいつ！ 

了 おぉ、 つ！ 

巧 之 助 (一寸 手み 化め て〕 おエ 達は、 はや、 ホり 中した 
な 0 

了 お (岡 じく ホみ 化め ス) おエ莲 も、々 日は 終日 かを 粉 
じして 慟さ 中した。 赞之助 様。 そなた も、 もう 化 ませら 
れい！ もう、 九つを 洒 りました わ 。もう 御 引を 上げな 
さり ませ 0 

.お 之 助な か {。夜 おくる とがに、 む 神 惟ん 渡つて、 精 
力は •义 一倍 だ や。 


が 
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T 海 昨夜 も、 もの やう じ お 働 さなされ たものを。 今 {甘は 
もと 早目に わ 引 さ 上げな さ 〇 ませ。 

お 之 助 それは’ 其方 じを ひたい こと ぢ や。 六十 じ 近い 御 
巧ょ 〇 も 化を じ、 われら •が 引 さ 上げて ょい もの か。 (鈍 
も 振り 上 ぴて义 「もい つ」 と 打ち： h ず〕 

了 梅 わ、 つ (と應 じ';^ 打つ〕 

(がく 二人と-^ 打ち 精け ろ) 

了 お (义手 も 止め':^) 昨日 お H の 一人が、 銳靑の 合 制に 
かすかな 鳥銃の 音を 巧 じした と 申して 居つ たが •御み 樣 
はお 巧 じな されました か 0 

巧 之 助み 共は、 鳥銃の 音は •巧に せわ ども、 一昨日め 晚 
であつた か •ん すかに 瀬嗚の 音を 聞いた やう じ覺 ゆれ ど 
も、 をれ も 鍵を 掉つ 手を 化め てム とまど ろんだ 巧の、 裳 
かも 知れむ の ぢや〇 

T あ 御み 樣が 來られ てから も、 もう】 がに 近い。 も、、 
待 も 遠し い 事で 御座る。 まして、 化の 一巧 一一 巧 了 おのみ 
もむ も、 漸く 衰へ 果てまして、 力 も 十， か】 も 出む やう じ 

成 〇 申した 。今日明日と 頼まれね みの やう じ覺 えます る 0 

萬が 一、 銘を 持ちながら、 なが 絶え おて るな どの 事が も 

りましたら、 みの 無念は 兎 も 巧 《 御み 樣 じ申譯 のた、 む 

ことと、 精神を 勵 ましては、 居 〇 ますれ ど、 も、 今は、 

はや 了 おか 辛抱の 繩も 切れ 中した。 も、 岩よ、 化の 一念 


に微釀 となれ。 (烈し くれち 下ず〕 

巧 之 助た ご 不お轉 の 勇氣ぢ や。 化 期 じ 及んで •退轉 なさ 
ば、 九 M のか も、 一寶 じかくる のぢ や。 むを 確 じ お 持 も 
なされ'、。 今と なつて は、 た ご 精進の 外は 御 おらむ。 え 
いつ！ (烈しく 打ち 下ず〕 

了 お いかじ も、 御み 様の 仰せの 通ぢ や。 r 下の 銳じ も、 
懈怠 疑惑の 心 かもつて はなら 5 わ。 念 彼觀巧 カ ー わ、 
つ。 (打ら 下ず〕 

(一一 人相 並んで’ 烈し くれち 下す) 

了 海 も、 つ。 (と銳 知 松て、、 お 手 もぶ ホ じて おろ) 

巧 之 助 (随 寄つて〕 か 何な された。 如何な さわた。 

了 おおの 外に 脆い をで、 力餘 つて、 拳 迄が 貫を 中した。 
(ふと、 了 お 岩両じ 開かれむ 义 になが 附 く〕 御隨 なされ 
い！ 不思議な 义 が、 開 さ 中した ぞ〇 

お 之 助 a 八の 所に 近づ さながら) すな 議ぢ や、 風 か逾ふ 
no 

了 お (なおの 如く〕 何々、 風が 通 ふとは。 (鈍 知 振り上げ 
て、 烈しく がろ 綺く〇 岩 U そむに おつて がれ ス洞 になる〕 
崩 わろ。 崩れる。 かく 崩 わる ダ 0 

巧 之 助 (T 海と 化んで‘ 化な の 如くに 鈍 も おん) 巧け る 
わ。 快くな ける ダ。 

了 おも、、 風 お 通 ふ。 風が 通 ふ。 さては. 剖な さ 了せ た 
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のか。 巧么 助據〇 とくと 御 隙な されい 0 

巧 之 助 (ホみ 如义 から 巧 さ 出！ ながら〕 も、、 正しく 大 
願 成就なる ダ〇 ほのかに 光が 化え ます わ。 閣の 中に。 か 
すか じ 光ろ は •山 阿川の 流 じが 逆ない。 了 おどの。 正し 
く 大願 お 就なる ぞ。 

了が (うんく 如く 官架如 絞し がす 0 た》 手 お 合 孽しス みみ 
も だ 元る〕.... 

巧 之 助 化え る— 化え る—. 閒 える—. 閒 える！ 川の 
流 •が、 閒げ るぞ。 U の 下 じ 闇に も ほのじろくな ゆる 。ま 
ぎむ もない 巧 逍ぢや 〇了海 どの 〇わ欣 びな さむい。 

了 お (初め X 照 如が げて哄 巧す〕 もな 嬉し や。 天上が へ 
化を が. b、 がるむ 枯 かする。 股 も 巧も衰 へて、 川 も 流 も 
閒えわ ど. ほの 刚 りは 化え まする ぞ 。もな 搭 しや 〇路し 
や。 路 しやが しや。 心 S 中が、 おえく ゎ 返ろ やうに 猜し 
い 0 ( 了 裕か凹 もずろ〕 

巧 之 助 (T お S ホん とりながら〕 ぶもぢ や、 义もぢ や。 

わった 一が 手惦 うても、 化の おし さはみ るのに、 まして 
一下餘 ザの 艱難 辛を、 佛 神ん 轟 納まし まして、 今が 本懐 
を をげ .b る、 の も、 元よ。 その 處ぢや 〇貸么 助も搭 しう 
御随 ろむ。 

y お (ムと ホへ 附ぃ ス〕 みの 路し さじ 巧 〇 まぎれて •申 
し 避 わました。々 巧 こそ、 お 約 おの 日 だ や。 いざわ 斬り 


なされ ませ 〇了海 わ も •か、 る 法 悅の中 じ 往生いた すな 
れ ば、 ホ 來は淨 主 じ 生る、 こと、 必定 疑な しぢ や。 いざ、 
お 斬ぃ なされい 0 

於 之 助 (了 海の 突いた 手 おとりながら) 了 摘 どの。 もは 
や 何事 も 忘れ 中した。 二十 年來 肝を 碎 さみを 粉 じすろ 御 
巧の 大叢 に比べて は-敵を 討つ 討たぬな どは •もさ まし 
い人閒 の 化の 業 だ。 實么助 も 御坊の 傍に 一年の 修 策を 横 
んだ 化合せ じ、 修羅の 妄執を 巧 事 じ解脫 いたした わ。 ぶ 
わい。 月 •が 雲を 破つ たと おえ、 巧の 光が さして 來た〇 

了 沿 (穴 i りが も おしながら) お、、 嬉し や。 嬉し や 0 
老眼 じ も山网 川の 流 お、 ほのかに 見え 申す わ。 

巧 之 助 化の 巧の 光 •が、 御坊 じは 卽 みお 桃の 御 光の やうに 
禪さ 中す わ。 化の 實么 助に 巧つても， 妄執を 晴らす 廣如 
の 光 ぢや〇 も、 快い 月影 ぢや〇 御 巧を 討つ 代りに •化-岩 
を かう 打たう ぞ〇  (巧なる ちを おの 銳 もがり、 力 化 だに 
打つ。 を 巧 崩れ 裕 ろて’ 山 四川 一帶の 山河のを のをが ぶ 
える〕 

了 海げ に、 かい 月影 ぢや むう。 (义必 化い'!^) いざ、 段 
么助跋 、お 斬 〇 なされ ませ 。明日 ともなれば. む H •がま 
たがげ を 致さう も 知れぬ。 いざ、 わ 斬 〇 なされ。 

巧 之 助 (近 ふる 了 海の 手心 化つ ス〕 何を たはけ た 事を 中 
さる、。 も わ お むい！ 柿 巧 もたり の 峰々 まで、 巧の 
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光 じ 浮んで なえる わ。 あ^、 大願成就’ おひ 殘す方 もな 
い 月影 ぢ や。 

01 人手 も 取つ ス •リ のかに 見 とれる) 

了 海 (やが ス 念珠 も 取り出し ス もみながら) 南無 頓生菩 
提！ 巧を 中 川 一二郎 兵衞樣 。了 お 奴が、 惡 逆を 許させ 給 
へ 0 ( 泣を ながら 頭 も 下げる) 

巧 之 助 恩 響は をの 夢ぢ や。 手を 舉 げられ い。 本懐の々 巧 
を ば、 心の おょ b 欣び中 さぅ。 あな. 嬉し や。 嬉し や。 
欣ば しや。 

(二人が 擁し ス なくと こる U ス〕 ：： 

慕 


巧 兵が 氏ぶ 
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ばか 〇 もる 大 あが、 冬 中の おもな 食物 ぢ やけ じな あ。 

お S おつち 木津の 藤お衞 の家ぢ や、 もうを 物お盡 さた 
けに. 來 がの お 種 じまで •手を がけた とを ふぞ。 

わさん 藤 兵衞が 家で け、 え、 氣巧ぢ や。 藤 お 衞の賊 め、 
俺 か 何時か 小な 一巧 借せ をうて、 賴ん だのに、 借 せんと 
をうて、 はわつ け やおつた ものな。 

(わ をん •臺 所へ 入 リ水號 i リ水 私' 彼んで 火が お 沈つ 
スゐ ろ。 隣家のを 嬰， わ i しけ 入つ ス來 ろ〇が 〇 ぐ 
の ホの も 治て、 がぜ けて、 ゐ る) 

わ 王し 甚 作さん 達. 何して ゐ るん ぢ や。 

が 作 これから 魚 掏 ひじ 行く んぢ や。 

わ 王し お前の 巧ぢ や、 まだ そな、 こと' が出來 るから、 え 
えな。 わしの 巧ぢ や、 を 人 夫婦で、 泥 絕一冗 捕る こと や 
て化來 やせん。 なべろ ものは、 もう 何にも. なし じな つ 
てし まうた 0 

お 三 おょし 婆さん、 蒸むな ょ。 これでな 、二人で 一日中 

小 おを 漁つても な、 細い 泥歸の 二十 冗 も なれば え、 方 お 

やぞ。 

わ ふし さう かな 0 

が |二 この 巧巧ぢ や、 お々 で 取い 盡 くして •川には、 小 触 

一つ やて、 居り やせん わ。 山 じは、 山の 芋 どころ か、 の 

びる だって、 餘 計は 强 つて 朽 らん 甘 0 


わ ふし も 「一巧 もしたら. 何晦ム やらう ぜ〇 

を 一一 一 大方 壁 主で も なつて ゐる やらう。 

甚作 離の 宮の 巧ぢ や、 もう お葉な ふとる だ 0 

わ i し 巧： 白 姓. が、 こんな じち しんどる のに、 お上ぢ や、 
まだ 御 年 貫を がるつ もりで 居る んぢ やての う。 

がか わ 年貢米の 代りに、 人間の 乾干しを 收 める とえ、 
ぞ〇 

わ ふし 明 和の 飢箇だ やて、 こわ ほどでは なかつ たのう。 

甚 一二 ちの 時 じは •おをひの 小屋' が 立つた とち ふぢ やない 
か 0 

わ ふし さ うぢ や。 さう だ や。 わし もな、 お 救 ひ 小屋の お 
粥を 貸うた おな も〇 ひどい 飢鍾ぢ やつた けれどもな、 今 
度 ほどは 叫らなかつた ぞ 。みんな、 お 上 かょかつた から 
ぢ や。 御 家老 樣 が、 停い 御 家を 樣だ つたで な。 お 棘 米を 
巧 しげ もな く お下げ じな つたの ぢ や。 

が 一二 今度け、 お藏ホ どころ か、 こち とらを、 逆さに して 
を 化まで、 挥〇旧 さう として ゐる〇 

わ ふし わし もむ あ、 長生した わかげで > を ふや 飲まず の 
辛い 口に 逢 ふこと ぢ や。 (ふと、 このぶ に 來た川 向に な 
がつ いて、 ち ひがく さう に〕 わさんさん 〇 わしは お賴 
みが もつて 來 たん ぢや がな。 

わをム (化ぐお戒ずるやうなが,^し';^〕 何ぢや一 


補! 別む た 巧 
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わ i し あのな. えらい まひが くい 賴みぢ やが な。 お前と 
この 大根を、 一本 借して 貫 へんかな。 

わさん (獻 つて & ろ) 

わ 王し 村 中て、 みんな 羡ん どる 。おさんさん ところ ぢ 
や、 よう 大化 化つた をうて な。 飢鍾で 何も 出來 。かつた 
のに、 大根では よう 出 來た〇 わさん さんは、 よう 氣 かが 
いたと をうて な 0 

わ みん (火が 私乂切 さう に •帖 T で、 切りながら) おむし 
じは、 この 朔 H じ も 一本 化して やつた な。 

わ i しも、、 さう^. わし もよう 提 えて ゐ るで な。 御 
時化. がよう なつたら、 十倍 じん 巧 倍 じ もして 返さう とお 
つと るんだ や〇ぢ やけどな、 わさんさん。 わしは 度々 無 
むを ひたう はないだ やけどな。 巧の 蘇 かな’ 一二 一一 口前 か 
•1>、 がみつ いてな。 —— 晦ふ ものを なは んぢ やけ じ， 病 
みつく のん 巧り 前ぢ やが な。：： それでな 、巧 物が 哈ひ 
たい-^ おうて 口く せの やうに 云 ふとる でな。 何ぞ 、な 

ベら れる やうな なが もる かと 思うて な。 野 面を まし ゎ 廻 

つたけ ども、 冬の 巧 中 だ やで、 何もむ いん ぢや〇 わしの 

巧 ホ、 助ける とな- ~ てな。 大お 一本 融迪 してく れんかな C 

御 時化 か 的つた .T む、 十本 じで も 巧 本 じで もして おすけ 

こ、 ぶこ：  〇 

わさん (臥って、 た 化， <5 - 鍋に 入れろ) ：： 


わ ふし な あ、 おさんさん。 わし 達、 巧け ると 思つ てな。 

わさん (ながと しス) まあ、 堪 なして 賞は うけな。 

おふし (駭 いて〕 え \ 、何 やと。 

わさん 御 時世 かなつて、 大根を I 苹 返して 赏 ふょ 〇、 今 
の 一本の 乃が 大事 ぢ やけ じな。 

わ ふし (弱々 しさな がで〕 え .b うま も、 無慈悲な ことを 
云 ふのう。 

わ をん まは いで かのう。 この 時節 じ、 食物の 事では、 親 
子 兄弟で もな， 化 股に なつと るん ぢ や。 

わ ふし 大あ 一本が、 それほど 惜しい かのう。 

わさん ふ、 む。 何 まつて ゐる だ。 おむしの 方 •が、 それ ほ 
ど 欲しがつて ゐるだ やない か。 この 巧では、 甚 巧の 家の 
大根 云うて な、 みんな 評判して な、 一本で も 二 本で も 
まう としとる んぢ や。 家中、 代り 爾 こじ、 わず 番 しとる 
んぢ や。 一朱銀の 一つ i 持つて 來る がぇ、。 大根の 一本 
や 一一 本 おわて やる け じな。 

わ i し (巧 おと L ス〕 人情を 知らん のじ も 程-か あるの 
5 0 

わさん 何 安つて ゐるぞ 。この 時節 じ、 人情 だの 義理 だの 
をつ とろと， 乾干し じな つて 死んで しま ふわ。 木 津の踐 
太郎を おいな。 米 俊、 山の やうに 精んで あつても 、一を 
一勺 だつて、 化 方 等 じ 恵んでくれ たかのう 。一石な 五十 
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な もしたら、 賣 らうと 思つ とる んぢ やない か。 此方 等の 
やうな， 水を 巧 姓 お大板 一本 だつて、 人 じ おれられ るけ。 
無駄口 利かん と、 早う 歸つ たらえ、 わ。 

を 作 (え かれて〕 お诗 。そな、 無愛想な こと 云 はんで、 
一本 化 貸して やれな。 まだ 一み わは もつ たん ぢ やない 
か 0 

わさん 何、 入らん ことを ふの ぢや 。みんな お前 達が、 可 
愛い けに、 大 あの 一本 も惜 むん ぢ やない か。 ぐづ 云 

はんと， 早う 化かけ て お 館の 一疋で もょ けいじ 巧つて 來 
> 〇 

甚 一二 甚作 行かう。 おょし 婆 さ。 家の お揖一 克者ぢ やけに 
まひ 化したら、 後へ引 かんけ じな。 今日は 諫めて、 歸る 
とえ、 わ。 

わ i し 何 か、 一 克者ぢ や。 生： 化 塚の 婆は あの やう じ、 慾 
の 深いな ぢ や。 (歸リ かけて〕 今 じみろ。 わし 達が 飢を 
て 巧 わと さじは* うんと こさと 呪つ て やる からな。 
わきん え、 わ。 なん ぼな と 巧へ。 おぬしの やうな おい ぼ 

れじ •魄 はれた つて、 何の 恐い こと •かもる もんけ 0 

わ ふ L 業つ くば b め。 

わきん おいぼれめ。 おねし 達、 早う 飢えて-化 わよ 〇 それ 

丈、 穀が のびて、 他のを か 助かる わ。 

わ i し (口 化しが つて〕 女子の < せじ、 よう 無慈悲な こ 


と •かまへ るな。 え、 わ、 え、 わ。 今 じ 思 ひ 知らせて やる 
けに。 (退場ず ろ) 

わさん この 大 板と 粟と で、 春まで 命を つなぐん ぢ や。 一 
本 だつて、 他人に やつて 堪 るけ。 (大化 も 入れた 銅 も、 
霞 じかけ 乂み點 けろ〕 

を 一二 ぢ や、 お 母。 行つて 來 るぞ。 

わさん も、、 行つて 來 い！ 

(二人の 化を. 「前搔 さ」 とを 籠と を 持つ て 化て 巧く。 

人れ 違 ひじが の 勘 五郞慌 しく 人つて 來ろ 〇) 

勘 五郎 おさんさん。 甚吉 どんは お .r ん かのう。 

わさん 居らん。 今朝、 早う からな、 落 松葉を な、 わ 城下 
へ賣 りに 巧た ょ。 

勘 五郎 落が 葉を。 うむ •そな、 もので も 金になる け。 

わさん 巧 じ もなら わえ だ。 それでもな •粟の 二 合 や 一二な 
は 買へ るけ じな 0 

勘 五郎 甚 111 も 甚作も 居らん かのう。 

わさん 二人とも 居らん。 何ぞ 用け。 

勘 おが おな。 恐し いこと が 起つた ぞ 。緩 郡 二十 ー ニケ 村 
じ •御 年貢 御免を 摸 願の 一 摸 •か 起つた ぞ。 

わ をん なるほどのう、 一 摸で も 起ら うぞ〇 え、 氣巧だ 
や 0 

勘 五郎 それでな、 段々 わ 城下の 巧へ がし 萬せ て 來る云 ふ 


が おが 氏 お 
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の だ や。 

わ をん なるほどのう 0 

勘 五郎 それでな、 もう 端 岡までは、 來る とを ふ臀ぢ やけ 
じ、 この 村で も、 加 挺する か加嬉 せんか、 今の 裡に 定め 
とかうて をうて な。 八幡 さまで、 村の おい 衆の 葉 ゎがち 
るん ぢや〇 

わさん 恐ろしい ことにな つたのう 0 

勘 お 化 一巧 もえ、 かのう 。後‘ か 恐い からのう 。もん ま 
り、 巧 巧 天 じな つて、 やつと ると、 後で 棟ぢ やからの 

、っ 0 

わさん 恐ろしい、 巧ろ しい。 卽 るて-化ね とがと、 孰 もら 
おえ、 だ やろ 0 

勘 お 郞ぢや •俺は •急ぐ け じ、 みんな 歸 つて 來 たら、 ょ 
こして みわん かのう 〇 村の 集-^ じ、 はづ わると 後が 惩い 
ぞ〇 

わさん え、 わ、 みつた 0 Ms とお 作と を 探して' なぐ や 

ろけ じな。 

蝴 五郎 だ や、 え、 か。 蒋 六つまで じは、 集 るん ぢやぞ 0 

(勘ぶ 郎 去る。 わさん、 不を らしく ホへ 込みた ろ 後. 

化 巧 古 たづ わるべく つ》 いて 退場す ろ】 ^ — 間 —— 牛 

ル おじかを がする。 やが y、 このみのを 巧の おみ 衞 が、 

がおから 巧 U れろ〇 つ 去 U 去した 嗦 までし か來 ない を 


物备荒 ゐる 。悅 巧して ゐろ〇 ホ 脚 おしく 短く’ ちん 
也 引 <。 ひそかに 巧圍 みぶ 廻した る 後 •墓所 じな ぴ 
をり、 辆の 蓋ん 聞け、 まだ 半煮ぇの 乂极备 、ザッ 
をり なん。 巧 < ず ろと、 巧を 纔 知-肩に したろ み巧甚 
を •表から 蹄つて おろ。 化が 乂化 も瞻 つて 居る の 令な 

がけろ 

巧吉 何す る だ！ この 泥棒 搁め！ 

(化の 襟 筋を 捆み引 さすり お寸」 

を お 砲 (で、 凰 鈍らしく) われ こそ‘ 何十ろ だ！ 何す 
る だ！ 

お吉 わの わ， お 巧の 因を 巧め て 盗ん なをし やおる。 わむ 
じ、 大根を 喧は せて たまる け。 

巧み 窗わ しやて、 大根 喧 ひたいだ。 この 大根 作つた の 俺 
ぢゃ ° 

が吉 何を 化 迷 言を ふだ。 作つた のは'  われで もな。 この 
家 や、 加は おれの 物 ぢやぞ 。この 畑 じ 巧 巧る ものは、 み 
んな随 の物ぢ やぞ。 

を 兵 衞何云 ふだ。 新旧の 藤兵衞 伯父が まうた。 われは お 
舆ぢ やけ じな。 みんな われの 物ぢや 云うて。 

お吉 (烈しく こづ さ姻 けしながら) 不具 着の 擬じ何 云 ふ 
だ。 爺さんが、 生を てゐ たと み じ、 庄屋 さま 願うて、 家 
屋敷と も 帷の物 じな つて ゐ るの だ。 われは 牛 小 度で、 く 
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す ぶつて b や、 い、 ん だ。 不具者の くせ じ、 化し やばる 
なょ 0 ( 巧し くこ づき 遇ず) 

甚兵窗 (掛 怒し) わ ほと 兄を 一一 一人と で 共謀し やかつて • 
長男の わしの 物を •みんな 巧つて ゐ るの だぞ 。この 家の 
緣 の. 下の 塵まで、 わしの 物 ぢや〇 
が吉 何を、 阿呆く さいこと を 云 ひや おる んぢ や。 

(更に 烈しく’ こづ さ迴 ず。 が兵衛 こづかれながら、 
手み おり 上げて、 を吉 のな 杏 段つ) 

甚吉 おのれ、 段ち やが つたな。 

(二人 巧し く’ あ 阔ず〇 甚兵簡 も、 お. こす 壓 迫され なが 
ら！ 人巧抗 私つ！^ けろ。 巧 おへ 巧と 一輯じ 兄を 二人な 
つス 巧る) 

甚 一二 を 兄い。 何ぅ したん ぢや〇 

が吉 (が 兵 衞も壓 へながら〕 この 不具を めかな、 今綺の 
大根を’ 盗んで 唆ぅて ゐや がるん K や。 それでな、 俺が 
を 鳴 〇 がける とな、 俺に なつて か、 〇 やが つてな、 俺の 

頭を 段ち やが つたん ぢや〇 

わさん 末當 けい、 この 阿呆の ど 不具め。 大 おやこし お前 

の 口へ はんる もの ぢ やわえ だ ぞ 。お前なん かじ、 粟の 飯 

一巧 も 巧し いけどな。 同じ 人間の 巧 巧ぶ つてる けにむ、 

每日 一杯 巧 惠んで やつと るん。 や。 それを、 有難い とも 

おはんで、 よう もよう も 盗ん な ひしゃ がった。 ち。 根性 


骨 じしみ る ほど •どやし つけて やれ。 

を 一二 おつな" 昨 口 巧の 大根 巧つた の も、 こ いつかち 知れ 
ん ダな。 

おきん さ うぢ や、 さ うぢ や。 それ じ 違 ひない。 みんなし 
て、 牛小屋の 中へ 追 ひ：： a ん でな。 

が兵截 (を < 巧 お 力 も 失 ひながら) 何 ぼ 不具 ぢ やとて、 
長男の 俺を 牛 小控へ 住は せて、 粟の 飯 たつた 一巧 づつも 
ておう て：..  0 

わさん 何 まふ ぞ 。この 飢屬の 時節 じ、 粟の 飯 一巧 ぢ やと 
て-惜しい ぞ 。ま •その 頼げ た 一つ ひわつて やれ。 

(巧吉 、ち けれた 通りに 寸 る) 

をみ 衛も \ 痛い！ 痛い！ 

わきん さあ’ 皆して、 投 4 込んで しまへ！ これから 
は， 粟の 飯ち 勿 懐ない や、 水 ホで 澤山ぢ や。 

ご 二人、 なにち けれ わかくな 兵 衛も手 込に して、 か ル 
屋へ 入れろ) 

お兵裔 何、 「する だ！ 何す ろ だ！ われ 達！ この 兄を 
句う f る だ！ 

が吉 何が  > '兄 だい！ われの やうな 不具の 阿呆を •誰が 
兄 じ 持つ ものけ。 

をお裔 何す る だ 一 何す ろ だ—. 

を 一二 (み义 じ 加勢しながら〕 え ，欧 つて •この 中 じす 


衍も •ぶ; 巧 
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つ こんで 两れ！ 

巧 作 (M じくず 心 化して， 巧が 上げながら、 二人の 化- < 
りけ、 や、 化しく〕 盜んな ひや こしす るけ じ、 こな、 
U じけ ふの ぢや 。大人しう. 小 おの 中へ、 は 入つて 尻ろ 
加え、 ぞ〇 

ご 一: 人， 閒い スゐる 化み 補み. 中小 おへな 去 込んで し 
ぇん) 

化-一み 衞 何す る だ. 何す る だ 〇 ( 叫び W がら、 捣去 A をれ 
ろ) 

かえ 出. b れ ないやう じ、 戶を閒 めて •しん ばり 棒 かふ 
とけ。 明 H から •粟の 飯 一杯 もやらん ゼ 。(や、 瑶知化 
みて〕々 巧飢 をがん だとて、 誰も 不思議が 〇 やせん わ 
、〇 

(化ち’。 み 牌ん’ がみ 找 して さて、 しんに りげ を か 
ふ、 この 前 i リ 、周 阿が 漸く 满听 < なリ别 めろ) 
わさんち 問いた か。 猜郡じ 一巧が 起つた とを ふこと 

を 0 

巧ち 贈いた とも、 御城： 卜で えらい 歷ぎぢ や。 香柬 川の 堤 
で、 巧 扣じ 一一な も 巧 弁を うた ぞ。 

わさん そむでの う。 柳が •下に 帅 しおせろ 巧が ぢ やけ じ- 

こ のが  へん おけけ おる でのう。  加满 する  か 加 撰 せんか、 

詐 がすろ ためじのう。 八膊 巧で 醫 六つから 集りがん ろか 


ら 、來 いを うてな、 勘ぶ 郎 どん お、 ふれて 來 たぞ。 

お吉 一 摸の かたう 人 か。 こな、 時、 下手 まごつく とな お 
飛ぶ し •それ かとを うて、 後込みし とる と、 一巧から ひ 
どい リじ會 ふしのう。 

わさん 兎 じ 巧、 行つて 巧る おえ、 ぞ 。それでのう、 みを 
たしなん で、 化し やばらん がえ、 だ。 先 ばし りして、 わ 
しじむ 邸させる で わ えぞ—. 

巧吉だ や、 ボッ {行かう か。 

わ をん 飯晦 うてから じせい。 評定が、 長び く かも 知れん 
寸こ〇 

巧吉 あ、、 ど 不具め とが 組み合うて‘ え‘ b いこと お腹を 
巧. かせた ぞ。 

わさん (莖 所へ U 入り， 鍋の 蓋告 開けて お VO もの 阿呆 
め！ 三 切 も、 晦ひ やおつた、 われ 達に、 三切づ 、やら 
うと おつて ゐ たら、 當 らん やう じな つた ぞ。 

(化を 互 人、 登 W じ岐も かけ、 巧 飯 古茶 おに 盛りな が 
ら 、人 お私细 i リ U さみ 巧しながら 悔 ふ〕 

おご 一 一 摸 も、 やつて みると をは、 赏氣 がえ、 かのう J 後 
で また、 巧 やむ 首が 二 一一 一十 人は もろべ い。 

わさん 觸 .いわ 神に、 祟 〇 なし だ や。 なろ ベくなら、 誰も 
化んで 濟む とえ、 がのう。 

化か さう もなる ベい。 けで 加擔 するとな ろと、 ぶでは 若 
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い 者が 揃つ とる けにのう。 一人 や 二人は 出ねば なる ま 
、〇 

(この 帥 ふり、 周 園が. ほの 明ろ く强 しくな ろ。 遠み 
が、 义審で もろ やうに 明 ろくなろ 。嫌を が、 だんだ 
ん 高くな ろ。 遠い ホの 鐘が 鳴り 始める) 

甚作 (馳け おしながら〕 何やらう •何やらう。 火事 かし 
ら 、向う お 眞赤ぢ や。 

甚吉 え、、 何ぢ やと。 (出て 來 ろ) ほ、 う、 赤い な 0 何 
うしたん ぢ やらう。 何 處ぞで 义擧を 旧した のか 知らん。 
わ をん え、、 火舉だ やと。 〔が ス がろ) 

(巧吉 もが 來 ろ。 親子 巧 人と も、 遠 ホ 在な て •不を 
じ魏 けれろ。 夺の 錦が 烈しく 鳴ろ。 か 小屋の 戸が、 ザ 
タザ タ 動く〕 

巧 お 衞の堅 開けて くれ—. 開けて くれ—. 

がち 阿 巧め！ お前は •興處 です つ こんで 辟れば  > え、 
んぢ や。 

(が 中が、 まず-^ 明 ろくなろ。 人驗 がな の やうに 高 

まつて おろ 。犬が けた、 ましく がえ ろ〇 ホ々 の绩が 

越々 と 鳴ろ。 が化馳 けがず。 でが て、 歸 つて 來 る〕 

を 作 (をくな つて* 歸 つて 化ろ〕 えらい こつ もや！ え 

らい こつ もや。 街道 筋は •一面の 巧义ぢ や。 

甚吉 え、 何ぢ やと。 


(このと さ 「一巧ち や—. 一巧ら や—. 一巧が がた て 
■う—，」 と、 ちん 叫びが 遠く 近く 閒 1 スく ろ〕 

わさん あ、 到頭、 來 たん ぢ やのう。 恐ろしい ことじな つ 
たのう 0 

甚 ミ 御城 下を、 を 討ち じする んぢ やのう。 

わさん まさか、 化 方 等に、 化は しやす まいのう 0 

お吉 何、 そな む酣 かもる もんか。 一 睽は化 方 等の 味方 ぢ 
やない か。 

わさん われ 達、 みんな 隱れ とれ！ 加擋人 させられた 
ら •後 •が 難廣ぢ やけに。 

お吉 まだ. え、。 まだ’ え、。 此方へ がるの じは 削が も 
る 0 

(このと を、 が 人の 一人、 も わた》 しく 瞄 けて 來 ろ〕 

甚吉 お、、 われ や、 藤 かぢや わえ か。 

藤 化 わ この 村 も •加擔 ぢやゼ 。え、 か、 一軒で、 一 
人 {化. 人數を 化すん らやぞ 。え、 か、 抵义 とれ 拾と を 川 
意し とけ。 え、 か。 後 か、 b、 一 摸の、 統領が 姻 つて 來る 
ナ こな。 

巧ち (をむ じなりながら〕 合觀ぢ や。 

藤 化加搭 のが •が、 二 巧 十 ニケ 村 じな つた ぞ 。を S けに わ 
城. 下へ 抑し 寄せて、 御 家を 達の 家を W を 媛す まふと る 
ぞ 。はやう、 用意せ い。 え、 か、 みつた か。 


怖 兵® 民を 
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が吉 分つた'  分つた。 

(藤 か、 馳け 去ろ) 

わさん (化邮 しながら) 何う せう、 何う せう。 

がち 化 方 か、 わえ。 わし 巧く ぞ。 

わさん 阿 おを ふな。 後 關のわ 前 じ 萬 一の ことが ちつたら 
何う ずるんだ や。 われは 巧く ぢや わえ。 

お 一二 兄 巧は、 家に 两 る' がえ、 。わし か 巧く だ。 わし か。 
わさん われ も 巧く で わえ。 加搭 して、 後で 打な じで もな 
つたら、 何う する だ。 

が 一二 そむ、 む酣 おいる もんけ。 何 萬と な ふ 人 數ぢや も 
の。 た 附 いて 巧つた 丈で が 首に なんかな つて 堪 るけ 

い 0 

(なじ、 化 火の 义が 近づいて くろ。 一 採 達が 近づいて 
がわ。 构 をが 閒 えろ 〇 ホの 鋪 、か脏 々と 鳴りつ 夕け 
ろ〕 

わさん こちらへ 來る だ、 こちらへ 來ろ だ" われ 達’ みん 

な隱れ とれ 〇 おつなが、 え、 やうに する だ。 わしに 委し 

とけ。 わし か •え、 やう じする だ。 わし か、 われ 達 •誰 

も 巧かん て、 え、 やう じする けに 0 

巧ち 阿 巧を ふな！ お 母の やうな、 を 為 じ 委しと ける 

ナ〇 

わ みん え、、 默つ とれ。 わ 前 達， は 入つ とれ， をうた 


ら 、は 入つ とれ。 は 入つ とれ 1 

(わさん •息子 建 一二 人 も、 押し込む やうに， 典の 閒へ 
入れろ 。そして、 臺 所へ 巧く、 巧巧昭 T も 持つて •母 
屋と牛 ル 尾の 間から、 奥庭へ 行く と、 炬义の 薪と 手扣 
のか 学み 持つて 化';^ 來 ろ。 尖端み、 お 巧で とがら だ 
る 。それから 、牛小屋の 口の しんじ リ检 も、 けづ ず。 
このと さ、 覆面を し 手檢も 持つ わ 一巧の な領 二人、 巧 
义も 持つ て 多く 0 1 巧に 圃 まれながら、 巧ス來 ろ。 巧 
人 勘五郞 が案內 しスゐ ろ) 

勘 五郎 (ぜ がに〕 へえ* この 家に も 巧手が、 ございま 
する 0 

巧が の 一人 わしは、 纔郡 さる 巧に 住む 豪 ±ぢ や。 今度 諸 
人助けの ためじ’ 御 年貢 ホ 御を の嚷 願の 一榜を 起した を 
ぢ や。 同 むか 不同む か、 孰ち らぢ や。 同む する じ 於て 
は、 道々， 所々 巧々 の 大巧 姓の 家を 叩さ壞 して、 金銀 ホ 
穀を 別けて やる。 

他の 一人 同むなら、 同む のがに 加擔人 一人を 山せ。 す 岡 
むなら 直ぐ この 家を 叩每堯 す。 巧 方 達を 打殺す。 巧 ちら 
ぢ や。 

わさん (頸へ ながら〕 へえい、 へえい、 同む で ござぃま 
すと も。 わし 達 小-百姓には* おひの 神 さまで ござ b ま 
す〇 もりが たう ございます 。わ も 4 がた うご ざいます。 
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加擔 人を 化します とも。 (牛 小 居の 前へ 逛み 户も閒 けろ〕 
わ、、 甚兵衛 。お前 •そな、 所へ 隱れて 居らいで •化て 
來 いや。 何も こは いこと も h やせん。 わし 達の 難 絕を救 
、つてで さる 神 さま ぢ や。 早う 33 て來 い。 

(甚 兵綺の 手を 润ムで 化さす りおず) 

わきん さあ—. これを 持つ てな。 この お 方 達の 後から、 
ついて 巧け！ (竹が とお 义 とも 渡ず) 

巧兵衞 わし や こは い、 わし や こは い。 

わさん 何を を ふぞ 。お前、 ぐづ {云うたら’ 竹 检で突 
を 殺される ぞ 。(竹が も强 びて 巧し 化けながら) はや 
う、 しつ かり 持たん けいな。 

甚み衞 わし や こは い、 こは い。 

巧が の 一人 臆病者め！ 恐がる ことは ない。 一巧の 人數 
は 絡 郡 宇ぶ 郡を 合せて •お 萬 一二 千人ぢ や。 何の 恐い こと 
おもる もの か。 

わさん うんと 化つて、 賞 ひたいで のう 〇 これは 生れつ さ 

の 臆病を でな。 (甚お 穂に〕 さも、 しやん として 巧つて 

來い 。この 方々 じ、 附 いて 巧く と、 白い 飯が、 何 ぼで も 

喧 ベら れ ろぞ。 

(おお 衞 、その 言葉に みしく ホ氯づ さ、 一二 巧 ホ ホく) 

巧が の 他の 一人 そのを は， で 具 者 だ やない か。 

わさん 何の 不具を でもな。 山 や 野な の 倒さは、 人一倍で 


な。 他人の 二倍 もの 化 或し まする でな。 ちん ば 引いて 
も •走し るのは、 人 一巧が や ぞな〇 

勘 五郎 おさんさん 。おを は’ 何う した だ。 

わ をん 化 刻 も 云うた だ やない か。 御が T へ お葉 寶 りじ 行 
つてな、 まだ 歸 つて 巧んでの う。 

ながの I 人 不具で もょ い。 詰 儀して ゐ ては 手間 どる！ 
さあ、 みの 家へ 案內 されい。 

勘 おが さちこ ちらへ わいで なされい。 

な領の 他の 一人 (起 巧 摘に) 後から ついて 來い 。は、、 
、、山ぶ 勘 介と 云 ふもん ばの 軍 帥 おが あつた。 お前もう 
んと慟 いて くれ。 は、、^。 をの 化り、 巧い 飯を 何 ぼで 
も 唆は してやる ぞ 。(ホ さがず) 

を兵衞 (や、 還れて、 巧に おめしげ じ〕 わしを 巧 巧に す 
ろつ もり かの 0 

わきん 何を を ふだ！ お前 じ、 たんと、 白い 飯を なは し 
て や 〇 たいの ぢや 。はやう とつと 附 いて 行け！ 

(を 兵簡 •愚鈍な がに t •な 期 心 化め しげに ななしな 
がら、 ホ檢 也れ つい ス 、ョタ くと 化て く〇 わき 
ん 、胸み おで 下ろしながら， おも 見を つて ゐ ろ。 化を 
一二 人 •あの 問から 化て 呀 親の 後へ、 そつと なんでく 
ろ) 

が吉 おつ 巧—. 


な-をが 氏 巧 
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わ をん わ、、 びつ く 〇 した。 

お 一二 うまく やつた な も 》 おつ 巧。 

わ夺 、ん 

が吉 ほん まじう まくやつ たの。 もの 不具 おが、 か 格を つ 
いて、 ちん ば 引-^、/、 附 いて 巧く のをち へる と、 化身-出 
したくな るのう 0 

わさん は あ、、、。 もの 不か おも. サ九 じなる まで 莖う 
て やつた 甲斐が もつ たのう。 おはん 役 じ ホ つたわ。 この 
一巧で 御 年 おは 御 化になる わ。 ホ もを くなる わ。 化み 等 
巧では 窩 見から 一 摸を 化物して 巧る わ。 も、、 うまい こ 
とした。 巧 か。 胚 逃れの お规 ひに、 神 測へ お 澄明で もも 

げ ぃょ 0 

化 一二 一巧の 大 おおち ふとつた。 昔、 山 本 勘 介を うて、 H 
ラィ 巧 帥 おもつ たと をうての う 。けど、 おつ 巧の 方が、 
もつ とがい 巧帥ぢ やのう。 

わ をん ど うぢ や。 年 お 寄つても、 こな、 もの だ や。 は、 

乂ホ吉 人 もは、、、、。 

化ち ものす お 我め。 もは、、、、。 

巧 子 阿ん もは、、、、、、、、。 

第二な 


を 一藉 i リ 、十 口に かりみ おた ろ わろ U のを" 巧 打が 
庄 おなが 衞の おの 廣 間。 が 人達が 綠側 に t おじ I 充ち 
て ゐろ〇 座敷に 口、 所々 じ 巧 目 蜡烦が 燃えて ゐ ろ。 庭 
じけ、 銘乂 が、 一二 個所に かりじ 巧 かれて ゐろ 。人数の 
割合に、 靜肅 でもろ。 みんなが、 不安と 恐怖と-し W 口 
れてゐ ろの が サる〇 

が 年 お 甲 (殺 側に 立つ てぶ 廻しながら〕 もう、 背 態つた 
かのう。 木津の 吾作は 巧た か。 

村人 一 巧た だ。 鼓 じ 來てゐ るぞ。 

村年奇 E- 新田の 新吉 お見えん のう。 

村人 二 まだ おとらん か、 先刻 來 ると さじ 誘 ふとな、 山へ 
行つ とる けに •歸 つたら 直ぐよ こせる をうた ぞ 、挺が 0 
が 年ず 乙 上 お居の 甚兵衞 が、 巧えん ぞ な。 

村人 一二 うん。 甚お衛 どんか、 來 とらん。 

村人 四 ，あな、 氣の 毒な 人。 おいでも え、 ぢ やない か。 

が 人 五 また •，あな、 阿を 來た とて、 しよう おない 0 
村人 六 阿呆々々 云 ふない。 少し： 一: 呆ぢ やけ じ、 な 可愛い 
さ うぢ やない か 0 

が 人 セ さ うぢ や。 阿呆ち やけど、 え 主人 もや。 繼 なや 兄 
を 達に 巧 めら わるので 、いよいよ 阿呆 じなる んぢ や。 

が 人 六 さ うぢ やと も。 をい 閒 苛めね かれた でのう。 家 や 
巧 畑は. を じ 取られろ しな。 晦物 も、 ロ ク/\ なは さ 
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れんし、 なん ぞ 口答へ 十る と、 を 一一 一入が ょつてた かつ 
て、 駿も 打擲す るんだ ものな。 

が 人 五 けど •阿 〔木 ぢや もの、 しやう おない わ 0 
が 人 六 阿呆で も'  長男は 赵男ぢ や ものな。 

村人 八 化んだ 甚セ か、 もん まり おさん 裝 じ. 甘かつた か 
ら 、いかんの ぢや〇 

が 人 六 さう ぢや〇 巧んだ 爺 も わる いん ぢや〇 だ おのう、 
今度の 一撲じ やつて、 あの おさん 婆の 仕 打は ど うぢ や。 
足腰の たつし やむな 子が 一一 一人 ももる のにな。 自 みのお モ 
は 巧さん でな、 常 日 明、 巧め むいと ろ 甚兵衞 どんを、 出 
すん ぢや ものむ。 

が 人 セ 八 四 さ うぢ や、 さ うぢ や。 ひどい 化 打 ぢや〇 
が 人 六 わし や、 何も 知らん 甚兵衛 どんが、 竹檐 なつい 
て、 もん ば 引 さ/ \隨 いて 巧る のをなる と、 涙が こぼれ 
たぞ な。 

が 人 セ 俺 も、 可愛 相で 見て 居られ なんだ ぞ 。勘 五郎 ど 

ん 。お前 どうした だ。 お前が 一 摸の 大將 を. 甚兵衞 どん 

の 家へ 案內 したを ふぢ やない か。 なんで、 この 家には 足 

腰の たつし やな 若い者 •か、 一二 人 も 居る と、 云うて やらん 

の だ や 0 

勘 五郎 そら、 後から 氣 のがく こと ぢや〇 わし も、 か搶を 

差しつ け‘ b れ て案內 しとる んぢ やらう。 ながけ だ やない 


か。 早う、 案 巧を を 逃げたい お ふ 一心で’ 何でも 中う 濟 
め ばょ いと、 思 ふとつ たけじのう 0 
が 人 セ ほんた、 つじ •もの わ 為、 ん裝 * 1 摸の 大 がに 勘ん 
で、 を さ 殺して 賞 ひたかつた のう。 

が 人 凹 力 八 ほん まだ や •ほん まだ や。 

が 人 七 考 へても、 腹が立つ でのう。 

勘ぶ 化 だが、 庄睦 どん やなを どんは •趣い のう。 

が 年寄が なん ぞ •難 鶴な ことじな つと るか も 知れん ゼ 

、つ 0 

村 年寄 こが 野 八 太夫 樣が •馬から 落 もく ぜた 所' ル‘ もう 
半 了 も 向う だとょ かつたん ぢ や。 彼處 の地瞒 堂の 所が、 
村境ぢ やけ じな。 ホンの 半 T 位の 違で、 この 村 じ 難腾お 
か、 るん ぢや〇 

村人 八 わ 上 も、 無理ら やない か、 郡举行 おが、 一巧 じ 殺 
された の お、 お 打 村の 地境の 內 だからと をうて、 お. 巧が 
から 下手人を 出せを うて’ もん ま 〇 聞えん ぢ やない か。 
がが 寄こ だ やけど、 さう でもせ な’ 下手人が 山ん の だ 
や。： 卜手人 •が 出ん と、 お 上の 御 威光 じか、 ろけ じな。 
村人 七 えらい、 災難 ぢ やのう 0 

勘ぶ がえ、 ことは、 二つむ いわ。 一 摸の お 麽で抑 年 巧 御 
化に なつた かと 思 ふと、 直ぐ こむ、 無理な 御 話議ぢ や。 
勘 五が 一昨日 •御 防 川で 一 摸の 發； 城 人が 五 人も稱 じな つ 


そ おおが 民 巧 
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たと ち ふか r;、 下手人 お出たら. 滞は 逃れん のう。 

( 一 化 、しんとして） まん。 そのが 巧お衞 が、 ホ ホの 
化 化と！ がに 化ろ) 

村人た も、、 獲 お衛 どんか 來ち 撰巧衛 どん お來 た。 
村人 八 が 變 .，>  ず 、ニコ---. しとろ わい 〇 あの人は •他人 
じは、 いつも 愛が がぇ、 わ 0 

(化 お 糊， 巧，： Z ながに 微笑,^ 湛 へ、 转じ ペコ {頭 も 
下げ X、 隅の ぶへ か： る) 

が 人 八 おお 衞 どん。 遲 かつた のう。 

化 L 巧撤 (K つ y うな づ く〕  ::〇 

(巧 化。 甚お衞 に 皆り 添うて 坐け らうと ずる) 

が 人た 茄化 0 や •何し じ來 ただ。 

がが たッ 巧が、 附 いて 巧け を ふけ じむ。 

が 人た 们 やつて、 おッ がが そな、 こと まふん ぢや〇 今日 
の 巧 〇 は •一巧 じ随 いて 巧つた もの 丈の 棠 b ぢや ぞ。 

が 化 だ やけど もな* おッ椅 •か、 兄 やは 少し おらん け じ 
な、 おな の膽 へや こし、 一人で やろ のは、 む 一 冗ない を ふ 

-1- こ/ ム〇 

村人 4^ えらう、 勝手な こと、 吾 ひやが ろむ ぢ やのう。 そ 

なにむ 元ない、 兴巧衞 を、 何う して 又. 一撲 にや こし、 

樹 ^ で阳 したん ぢ や。 もん ま 〇、 得手勝手な ことを して 

& ろと、 天 利' か 恐ろしい ぞと .おつな じちって やれ。 


がが ご 目 葉な く默 してし まん) ：：〇 

納五郞 ほん まぢ や、 おつ 巧 じな‘ 少し 巧つて やれょ 〇あ 
ん まり ひどい 事を するとむ 。人間が ゆるしても •神 さま 
お許さん をうて な。 

(お化け、 額 も ホめ て、 さしう つむいて しまん 〇茄兵 
概け 一一 P 笑つ ゐ ろ〕 

が 人 九 も、、 街道 筋に 提灯が 見ぇる ぞう。 巧 おどん 達 
お、 歸 つたん ぢ や。 

が 人 十 わ、、 巧ぇ る。 迎 ひじ 巧 かう。 

(T 蛇を 酸して、 待つて ゐ ろ。 やがて、 迎 ひに 巧つた 
が 人が‘ 悄然と して 歸つ 化る。 それに 絞いて、 レ比屋 
と S おのぶ まとが 銘 々ホ 錠 も 入れられ •郡 お 巧の な 人 
じなられて、巧1^つなだれス歸つて化る。 一座仰おす 
ろ〕 

がん 逵 (口々 に〕 どうしたんだ や〇 どな、 わ とがめで、 
そな、 目 じ 合う たん ぢや〇 

が 年寄 3 - 茂お衛 さま。 一 體>  これは どうしたん ぢ や。 

なお 衞巧 細は あとで お 話す る。 化づ 、お しづ まり 下され 
、〇 

がが 寄 =- わ、、 靜 まると も。 巧 靜 かにせ。 村の 一大事 ぢ 
やけに、 みんな 靜 かじして くれ 0 

(村 年寄 達’ 化屋も 庇う ス 、が 敷へ 上げ、 郡 奉 巧の な 
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人を も案两 ずろ。 比 展正而 へ 山ろ。 が 人 遠. 水 也れ つ 
たやう に 静かになる) 

巧兵衞 (ま 眼を しにた、 を、 一座み 化姻 しながら〕 かや 
うな 姿で、 御 一統に わ 目 じか、。、 面目なう ござる。 

が 人 一 何の そな、 勘 酌 か 入る もんけ。 巧の ために、 そな 
なみじなら つし やつた ことは、 みつで ゐる でな！ 

村人 建 ほん まだ や、 ほん まぢ や。 をな、 會糕は 入らん ダ 
つ！ をれ よ b も 早う， 話しと くれ 0 
が 年を 甲 しつ、 靜 に。 

巧み 概 さう、 云は わて は、 なほ： を耐 目ない。 わし 等の 中 
し 開を 拙い じよつて、 かやう じ、 が 中 一統の 難儀に なつ 
たの ぢや 0 

が 人 一 庄屋 どん。 そな、 事よりも、 今日の 首尾’ その 手 
鏡の 化 細を 早う 話して くれ！ 氣 じか、 つて 仕樣 •がない 
ゎ 0 

巧 お 瓶 さう‘ わせ さな さろ な。 話すな とを うても、 話さ 
ず じは 居れん こと ぢや 。搜 はな、々： n 新 郡 奉 巧 貸ぶ 太え 

機の お 役を へ 化た の おや。 ところ か •御舉 行 機の 仰せら 

る、 には、 お 上 お々 度の 一 おじ 對 しての 御が ホは、 恩威 

並びに 行 ふと まふ 御 極意 ぢ やと. かう 仰せられ ろの ぢ 

や。 それでむ 、年貢米は、 歎願 じ 化って、 化 除す ろ 化り 

に、 一 摸の 發 巧 人は‘ 一昨日 御 巧 川で 横 じした。 又、 が 


野 八 太夫 探に、 礫を むつた 下手人は 、巧を なけても •詰 
驚す ると'  かう 仰せられ るの ぢ や。 

( I 化から 烈しい 嘆总 がさ こもろ) 

巧 巧 鞠 そわで な， 御 奉 巧 稼の 仰せら ろ、 じは. 一 授が语 
柬 川の 堤に さし か、 つた 時は. なれ 村の' 亩 姓が、 巧 化 だ 
と、 かう おつし やる の ぢや〇 

村人 建 (口々 じ) それや、 嘘ぢ や。.... なん ぼ、 御 率 巧 
様の 仰せで も •それは 閒違 ふとる。：： 大閒 違ひぢ や‘ 
大閒 疆ひぢ や。 

(が 人 蓮 U 々に 打 も 消ず) 

なお 衞 まん—. 默 つて 閒 いて k- さん；。 一巧の 發 巧人缝 
•が、 さ ご-内が したと‘ お舉 巧が お仰せられて ろの ぢ や。 

村人 達 (お々 に 嘆息ず ろ) ::〇 

巧を 備 そ^じな、 何ょ 〇 も 藍い ことは‘ か 野が お、 播棋 
遊ばした 處 お、 梢贼 堂の 手前で、 まぎわ もむ うなれ 村の 
境 巧 だ や。 御 奉行 樣も 云は わるの だ や。 おむ 村の ホ か 化 
手じゐ たと を ひ、 が野敝 のがて .b れた ところ •：， い、 がの 挽 
巧と をい’ 嫌疑 お 其 巧 達 r 胺る のを 不祥と 説め いと、 か 
う 仰せられ るの ぢや〇 そわで な、 御 奉む おおの々^ 仰せ 
では. が 中で 許廣 して 下手人 川す じがて は、 竣类 とし 
て、 おお ひ ホの 高 も 化 所ょ 〇 は. むを つけて やろ と-か 
う 仰せられ ろの ぢや〇 が、 をし！ 抑 じ 下ず 人 お 相 知 
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れ ぬ じが は、 庄 段を 妨 めを 主， が 年 お 一統を •下手人 
の 代 〇 じがに 上げる かも、 知れない ぞ とかう 仰せられる 
の だ やり 

(巧 おお 巧の がな し) 

巧 お 御 その h. 詰訟 中、 が 方 達 じ 手錠を 中し がけろ と 吾 ふ 
御げ かで、 この あが だ や。 (眼，^ 烈しく しにた、 く〕 そ 
わで な、 わし お 化 ふじ‘ あの 騷動中 じ 誰の 打つた 礫が、 
蛟野踐 じ おつた か、 がつた 常人 にんみ かる もの だ やない 
卜思 ふ。 か、 御 一が のので 礫を れつた む覺 ぇの もる 人 
は、 五 人 や 十 人 はんる とお ふ。 その 中で な •村の 難 おを 
救つて やらう 卜化ふ お 人は •お染 つて 山て 搜 ひたん ぢ 
ゃ 0 

( 1 时水^^^むつ たやうに靜まリか へ つ スしまム) 

なお 做 御 一 統 のので な、 機を むつた おぇの あろ 人は、 村 
一統を 救 ふとが うてな、 お乘 bw て 貴 ひたいんだ や。 
かがが E- 挪 がむ ことじな つた もの ぢ やのう。 

村が が 乙 恐ろしい 災難 だ やのう 0 

あま 一 皆さん。 今閒 かれる 通 b ぢ や。 お 奉行 機は •まだ 

かう 仰せ わた。 下手人 か •相 知 わむ とさは、 が ~ 統の 

おを、 く、 〇 上げても くを も、 化閒 すろ 鞍〇ぢ やとの 

う。 

(一同が 站 かけだが 円に なつて しえ ふ) 


が 人 五 わしは、 ホの 手 じが 义を拘 も、 右の 手 にれ 抬を持 
つても ただけ に'  礫を 投げよう たつて、 投げられ やせむ 
ん だ。 

村人 11111 わし やつて さ うぢ や 0 

が 人 叫 わし やつて さう ぢや〇 わしは、 お 野 掠の おん 馬 お 
化え たと さ、 す こ 飛びに 逃げた わ 0 

が 人 七 わしは‘ 又ず つと 後れて ゐ ただけ に、 松 野 様の お 
ん馬 はわろ か •御 家中のを や こし* まるて なかけ なかつ 
た わり 

勘： 立 W わい---^. みんな。 n みのみ の 明し を 立てる よ。 
も.々 はがの 難 腾を考 へる とさ だ や。 

藤が さ うぢ や。 よう をつた、 よう をつた。 巧-分の み 一つ 
逃 わろ よぃ も、 巧の 難隧を 逃れる 工夫す ろの が 化む わ 
ゃ 0 

巧み 衞 (それに 力 もがた ごとく〕 さ うぢ や。々 勘 五郞駿 
や、 藤 作 どのの ち はれろ 適り だ や。 この 村 じ、 お 奉行 様 
のをみ なかけ て. おを 擲 つやうな、 大 そわた 暴れを の 居 
らん 舉 は、 わし' が 誰よ。 も. よう 知つ とる。 が、 時の 災 
難で、 不祥な 嫌疑を 受けた のを 不運と 諭め て、 村 一統を 
救 ふつ もりで 誰ゼ 、ち乘 つて 化て 貸 ひたいの ぢ や。：： 
(閒) ....さう まつた 處 で、 わ いそれ とち 乘 つて 山ら わる 
もので ない、 なを 故 〇 化すの だ やけに のう 〇か 、を 仏 倉 
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巧の 宗 五郎 摄は •肖み の 命を 投げ 化して、 百姓 衆の 命を 
救ぅ たけじ、 今でも 神樣に 祭られて 居る。 誰ゼ ，自 みの 
み 一つ 巧げ 出し， 村 一統の 難儀を 救ぅて 興れる 人は ない 
か 0 

(一座、 おとして 聲 なし。 た！/、 嗟嘆の 壁が 洩れろ の 
み〕 

巧み 協 御 一統、 誰も 石を おげ た 仁は ないか。 

おち え、 ないか 〇誰ぞ 、石を 巧け たものは •居らん か。 
石を おげ た 費の もる 人は'  その 石が 松 野樣じ 中つた と韶 
めて、 巧 架つて 化て くれ。 

巧み 梅 え^、 どなた もない か 0 

(一座* 顏 おおを けずの み。 一人 I 聲告强 ずる ものな 
し〕 

巧み 衞 それなら ば、 仕樣がない。 是非 じあ ばの 專 b や。 
村 一統 知らぬ 巧ぜ むで、 どな じひ どい 實苦 じで も か、 る 
のぢ や。 その 代 〇 .みなもを の 覚悟して な、 入牢の 腹を 
定めて 下されむ 〇化も •掌 じな つては •嗦 じで も 何 じで 
も、 なろ 留悟 をす ろけ じな。 

(を梭 俊な 氣に 打たれる 。そして 動 摘して、 口々 にに 

をがず) 

村人 五 藤 作。 わり やむ 投げ たがや わえ か。 

藤 化 (驚いて〕 滅相 もない こと •ぬかすな。 われ こそ、 


眞先じ 行つた けに、 おなげた ぢ やわぇ か。 

が 人 五 何を ねかす、 この 阿呆め。 

藤 作 お前 こそ 何ぬ かす だ！ 

ご 一人を く 姻み合 ひじなら うとして 、傍人から 止めら 
れ ろ) 

が 年ず 3 ■誰ぞ 村の 難儀を 救 ふ 人ない か。 ぁの 騒動のと 
を、 石 投げた 人ない か。 

か ザが こ 村の ためじ、 誰ぞ おて をれ い、 誰ぞ 山て くな 
(一座 まわ 靜 まつて、 蜡 rS- 按ずろ ものな し〕 

巧み 衞 ぢ や‘ 皆爲ぇ おない と奇 ふなら •わし や、 さう を 
つて、 わ 率 行 機に. おお 事が 上げろ 外は ない ぞ 。をのた 
めじ、 もう 一度丈 訊かう。 もの 騒動のと さじ、 誰 ザむ を 
巧げ たものは ないか。 もの 騒動のと さじ •誰 ダむ を おげ 
たものは ないか。 石を 投げた 人は、 村の ためだ やと 思つ 
てを 架つて 比て くれ。 

(おお 衞 、最初 i りおが として、 人々 の 話 社 做いても 
ない。 た 化 おのを 後の 瑶 がた さいので •ふ i ザ 如か 
たむ ける〕 

が 年寄 5- さも、 今 ぢやぞ 。石を 巧げ た爲の もろ 人は. 山て 
くゎ 0 

が 年 ホ こ 村を おうてく わるの なら'  今た やぞ〇 々化て く 
れんと、 村は ぇらい 雜惦 じな るん' もや 0 


拖巧 が！: た 巧 
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(巧 年 請の お啡 マろ 塔み 聞いて、 巧兵滿 A ク と 立 
ち 上る 〇 がか 驚いて 制 化し ふうと ずる〕 

おみ 衞何 やと •院 動のと さじ、 石を おげ たを ないかを ふ 
のけ D 

村が が S- こ さう だ や、 さ うぢ や 0 

おみ 惦 (子が のかく お 邪 おじ) わし やおげ たぞ。 

が 年ず 村人を え、、 藉兵銜 どん、 お前 投げた か。 

化巧衞 巧げ たと も、 わし や 二つ 巧げ たぞ。 

が 年が が 人 建 ほん まか、 ほん まか。 (驚喜ず) 

化か (馳け ふつて) 兄 や。 何を ふん ぢや〇 
(賊い X 化の 口,^ 制 だんとしながら ちん) 

茄お衞 (うろ ささう じ、 巧 もがれの けながら〕 え、、 彼 
方への いとれ。 わし や、 投げた ぞ 。おまけに、 一の 方は 
こな、 でつ かいね ぢ や。 藤 作 どん。 われ も 巧げ て ゐたぢ 
やむ いか。 勘 五郎 どん。 われ もがげ て ゐたぢ やわえ か。 
勘 五 W (巧が とし ス〕 滅相な、 わ 〇 や 何 じち ふだ。 

胳化 (同じく〕 ほん まだ や。 人 違して 何 云 ふだ 0 

おお 做さう け •入 違だつた か。 わし や 巧 巧げ てゐ たけ 

に、 わし も お似して むげたん ぢ や。 

勘お郞 (衍 如へ なが .b) 滅 ぶな ことを 云 ふな 〇そ b や、 

巧 他村の 衆 だ や。 

がみ 说 さう け。 


甚作兄 や。 わ 〇 や、 何も 知らないで、 そな、 事を ふか、 
いふと たいへんな 事になる ぞ〇 ょう‘ 今の 噓ぢ やと 云 
へ。 早う をへ！ 

甚兵 衛噓ぢ やわえ。 われ こそ、 何 云 ふだ。 早う 家へ 歸つ 
とれ—. 

お 作 ょし、 歸 つて おつ ほじ をつて やる。 

(巧 化 飛ぶ や うじ 馳け ホる) 

巧み 衞甚 兵衞 殿、 此方へ ござらつ しやれ。 

がみ 衞 おう、 何ぢ や。 庄屋 どん。 

なお 衞 おねし •石を 巧げ たじが 違ない か。 

甚み衞 おう、 巧げ たと も， 一つは、 こなに でつかい 巧ち 
ゃ 0 

巧み 衞 誰を 目當じ 巧げ たん ぢ や。 

巧兵衞 誰彼な しぢ や。 わし や、 皆 かおげ てゐ たけじ. 一 
緖じ おげ たん ぢ や。 

巧兵衞 甚兵衞 どの。 おぬしけ •この 村の 難儀を おうてく 
れ るか。 

おち 衞 わし や、 何が何だか 知ら わえ だ 0 

巧み 衞 おぬしが、 巧野樣 に、 むを 巧げ たと 云うて おわる 
と、 この 村のを. が、 みんな 助かる のぢ や。 この 村のを 
は. お前を 神 さまの やう じ、 一生 も •かめろ の だ や。 ドう 
だ や、 が野樣 じむを 巧げ たと をうて くれる か 0 


ns 


徳兵 接ち 義 


お兵衞 わし や、 何だか 知ら わえ お、 えいだ とも。 

が 人達 (口々 に) 甚兵衞 どん。 拝みます ぞ 、拜 みます 
ぞ 。お前さんの 恩を、 一生涯 忘れん ぞ〇 
あ兵衞 わしは、 さぅ ちぅて くわる と、 嬉しいだ 〇嬉 しい 
だ。 こな^ じ 嬉しい ことは、 生れて 初めて だ。 

(化く 微笑ず〕 

巧み 简 (役人 建の ホへ 向いて) お 聞を の 通 〇 で ござ 〇 ま 
する が、 この 者 お あ野樣 に、 石を 投げた じ 相違 ござ 〇 ま 
せぬ。 

は 人 少し、 愚鈍のを となえる-が、 中立 じ 誤りは もるまい 
な 0 

巧み 衞 愚鈍とは 申せ、 至つて 正直者 じご ぞ〇 まする 0 
役人 ょし。 役所 じ 召し つれて、 ょく 調べる でもら ぅ〇甚 
兵衞 とやら じ繩 打て！ 

(化の 咕 •お 吉逮 一二 人の 化 ホ、 ゎ わた》 しく 郎け かけ 
てを ご 

を吉 (お 兵衞じ 飛び 化いて、 引 さおる ろ〕 この 阿呆め！ 

何を ふだ 〇 何を ロク でもない ことを 蝶べ るんだ 〇親兄 あ 

の 首 じ、 繩 がか、 るのを 知らん のけ。 

甚兵衞 何す るんだ、 何す ろんだ 。わし や、 石を 投げたん 

ぢ や。 投げたん じ 違 ひな いん ぢや〇 

お吉何 じぬ かす、 この 阿を め！ 


(巧 兵衞 - 叩かう とずる。 が 人 セ、 八 ルめ る〕 

が 人た 八 何す るん ぢや 〇假じ も‘ 兄た る もの じ、 手を お 
けろ なが もる け 0 

が吉 わ 前さん 達ぢ や、 わ 前さん 達が や 。こな、 叫 巧の ち 
ふこと をが 〇 上げて、 こな、 W 呆を 下手人 じして •那を 
逃れょう として。 庄 おどん も、 問えん ダ〇呵 巧は. え、 
けど、 阿呆に つな' がる 親子 兄 ホの 難儀を 何う する んぢ 
ゃ 0 

朴人七 何 やと、 こな、 阿呆 ぢ やと 〇 そむ、 阿 巧を、 何う 
して 一 おじ 化したん ぢ や。 わむ しの やうな 糊 巧 なな子 
お、 一二 人 ももる のに、 そな、 阿 おを 何 か 一巧 じ 出したん 
ぢ や。 甚兵衞 •が、 おを 巧げ たと 云 ふの も、 みんな わ 前 達 
'が、 お' けさした んぢ やない か。 

が吉 え^! 何む かす‘ む 前 達が、 巧 ょつてた かつて、 
この 阿 おじな す 〇 けけ たんむ やない か。 

が 人 八 何ね かす。 そな、 阿を なら、 なぜ 一 挨じや ろんだ 
ゃ 0 

が 人達 さ うぢ や、 さう だ や 0 

お吉 (茜み 猫 じかり ずがつて) みう. 云うた ことを 巧 
〇 消せ。 松 野が じ、 むを おげ たと を ふと、 お前は 隙ぢや 
ぞ〇 

がみ 衞 (さの みお かす〕 锁 やとて え、 わ 0 がの がが、 み 


;蔚朽 化に 藉 
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ん な欣ん で吳れ ろん ぢや もの。 

がち 阿 巧め！ 他の ち ふこと を閒 いて •巧う 取 〇 消せ。 

巧う。 巧 消せ。 お前の ためじを うて や るん ぢやぞ 0 
巧お衞 もは^、 わしの ため—. もは-'、 〇 わし 一一 十九 じ 
なる けむ ど* お前が わしの ためじ、 ぇ、 ことして くわた 
こと、 一つ もも. やせん 0 

お吉 ぇ、 何ぬ かす。 この W ぶめ。..： わ 庄お樣 。お 役人 
な。 兄の 中す ことは、 みんな 噓 でな。 こ 〇 や、 阿巧ぢ 
や〇化 .tj んの だや〇 こな^も の、 哀 ふこと、 わ 取.^ 上げ 
じな つては まする。 わ 願 ひで ござ C' まする 0 ( 坐つ 
て 化な の やうに. 助 古： 卜 げろ〕 

巧兵衞 (巧に な' b つて 巧备 下げながら〕 お 化 お 様 〇お役 
人が。 ほん まだ や。 わ L や、 こな、 でつかい おなげたん 
だ や。 巧 じ戒 つたわ 武家 か 化 たけじのう •そわを U がけ 
て、 こむ、 でつかい お 巧げ たんだ や。 

が パ 何 云 ふだ。 この 阿 おめ 。お前の やうな 不み ぶじ 石-が 
巧 げらむ るけ。 

化 お 化 何を ふだ、 お前は】 巧じ隨 ひて 來んだ や もの 〇わ 

しかした がが、 わ 前 じかる け：： 〇わ しや、 こな、 でつ 

かいかを….'。 

巧ち (义 に糾 みか、 ろ〕 何 S か- 5 〇 ( が 人 速、 甚ち 

ん化 卵へ ろ〕 


役人 その 者は、 何者 ぢ や。 

巧み 衛甚 兵衛の 弟では ござ 〇 まする が、 甚を衞 が 愚鈍な 
をで ござ ゎます ゆる じ、 化の ものが 家を おつて 居 ぃます 
る 0 

な 人 甚ち衞 は、 恵 罪の 嫌疑 ぢや ほど じ、 親子 兄を も’ を 
れ まい。 (手下の 捕 巧に) もの まを 召 捕り 置け！ 

巧吉 それは、 聞え ません 〇 それは 聞え ません 〇 こな .、阿 
呆の まふ ことを 間いて。 こな、 阿呆が、 お 奉 巧樣じ 石を 
巧げ 打つ やぅな‘ そな、 大 それた： ：〇 
化み 衞 (繩 にか、 りながら) わし や、 こな、 でつ かいな 
を：： D 

村人 建 甚兵衞 どの、 拜 みます ダ、 拜 みます ぞ〇 
I お 巧 補 お、 •わしは な、 こな、 で つんい なを： ：〇 
I 役人 その お •ともを •巧 捕れ。 

I 巧ち (口巧 しなを-し 巧 さながら〕 わし 達 迄'  難儀を かけ 
るの か。 阿呆め—. ド 不具め！ 

巧お衞 わしは. こな、 でつ かいれ —— (ずで おの 乂 ささ 
も 示さぅ とずろ が‘  I ぅ兩 手が 綿ら れて 動かない〕 

が 人を 甚お衞 どん、 拜 みます ぞ 、拜 みます ぞ〇 みんな、 
拜んで 居 〇 ます ぞ。 

巧 巧 衞 甚お衞 どの 〇わ しから も、 禮を まひます ぞ 。おね 
しを、 決してぶ 殺し じし ませぬ ぞ 。御領 分 中の 巧 姓 衆の 
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を 前を 借りて、 きつと 嚷願じ 化ます るぞ〇 
甚み衞 何を をふぞ 。わしは 皆の 衆 じさう をはれ ると、 た 
だ うれしいだ、 うれしいだ 0 

が吉 (無念の が 巧で、 晩み するな がら) この 阿を の、 ど 
不具め—. 

が兵衞 わしは •こな、 でつかい 巧を な： ：〇  (く、 られ 
た 手 も 動かさう とずろ〕 

(村人 違が 感謝と 贊 嘆との 戰の裡 じ) 

— 幕 — 

第一 二 幕 

第二 殺 ふり 数 目，^ 經 たろ 十ニ リのボ 〇を躬 川原 刑場 0 
ル 石の 多い 川原 じけ みおが、 作られて ゐ ろ。 彼 ホに 水 
の 枯れた 川 おがつ》 さ、 巧景 にを 枯れた 山が 见 もる。 
木枯 が、 川 巧 もがう ス かいて おろ 0 
慕閒け •口、 初み け矢來 のか 侧み 見ぜ 、ホいで 棘義 ，11? 

迴 して、 矢 來の內 側 もぶ だろ 〇矢來 のか じけ、 多くの 

見构 人が 群衆して ゐろ〇 巧が がの 化屋 、ち 主、 年が， 

村人 も 其の 中に 巧 じつて ゐ ろ。 

村人 一 庄屋 どん。 百餘ヶ 村の 庄屋 達 お 速 馨の摩 願 もやつ 

ば 〇冗ぢ やつた のかのう。 

巧み 衞 わし や、 さう 閒 かれる と 面目ない がのう 〇お 奉行 


樣じ何 ぼ 泣を ついても. 冗ぢ やつた。 

あ 主 お 上 だ や'  誰でも かま はん •下手人を 憐 じして、 御 
威光を 巧せ わ ば、 え ムんぢ や 0 

村人 二 なん ぼ考 三」 も、 甚お衞 どんは 可愛い さう だ や 0 
ちの 時は、 みなめ い'-^ じむを 投げたん ぢ やけ じのう。 
た ご 甚兵衞 どん 丈が、 正な でズヶ をうて しまう たん 
ぢ やけ じのう。 

が 年寄 まあ. え、 わ。 わし や 芝 山の 翻 音さん が •村 中を 
助けて 下さる ためじ、 甚兵衛 どん じ乘ゎ 移つ たん ぢや 
と、 思 ふと るん ぢや〇 

なお 衞 もう、 何 ぼ 摩いても、 おり 返しが がかん わ 〇甚兵 
衞 どん じ、 死んで 货 うて、 その 化 〇 後を ょうする んぢ 
ゃ 0 

名主 一 さ うぢ や、 後で 村の 神 機に 祭 るん が や。 

なお 親祭る とも •祭る とも •ほん まじ 鼓岐 がの 宗 五郎 樣 
ぢや 。義 巧の 鑑ぢ や。 

村人 一二 それ じな、 外の 人 もやつ たら. それ じつな かつ 
て •ち 打たれる 親兄弟が、 可を い 巧 だ やおのう 〇 ちの お 
さん 婆や 甚亩は •もん ま b 巧を い 巧 ぢ やない わ 〇畏年 お 
兵衞 どんを、 巧め た 罰' ら やと 思 ふと •到-つて 氣色 がえ、 
ゎ 0 

村人 阳五 お、、 さう ぢや〇 それがん る わ 0 


觀 おが 氏 お 
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が 人 六 わしは な’ 其お衡 どん じな ベて おはう と 思うて、 
こな、 もの 巧つて 來 たん ぢ や。 (竹の 化に 包んだ 招り 飯 
知ぶ ゴ ろ) 

义お一 わ、、 そ.； 一 や、 え、 思 ひがを ぢ や。 養ハ衞 どん も卽 
卸で •"ク な ものぬ ベと らんけ じ •欣 ぶじ 違 ひない わ。 
が 人 六 わし や、 さう おつた け じのう。 大事む 大事な 來年 
の 殺 極の 中^ら， ご存 ばかぃ 飯 じたいた の だ や。 

巧みな わ、、 それや、 え、 ことして くれた。 このな 兵衞 
か 贈を を ひまず ゲ〇 

(このげ、 彼义 ょりが 淀の ざわめ さが 脚え る) 

村人 一二 も、、 來 た！ 來 た！ 甚み衞 どんか 來 た。 

(が 化， n 々にお お 滿の么 如 呼びながら、 その ホへ 波 
も 打つ ス 動く 〇 やがて、 巧 巧に 乘 だら れ たが 巧 衞か子 
が 沿く 〇 巧から 陆リ ろ。 群集の 閒备 過ざる〕 

巧が 概巧巧 衞 どん。 わし 達は、 みんな 來て おる ぞ。 

がま) わし 達は、 もんむ 陰む がら、 拜ん どる ぞ〇 

が 年 論 二 む强 うおうて 下され や。 わし 達は、 みんな 來て 

巧る ぞ〇 

村人を わし 達は、 みん む 巧ん どる ぞ ：：〇 お前さん のこ 

と、 一生涯 おむ んぞ 。もとで お前さんを、 神さん じなる 

ぞ〇 

化巧衍 (か 斗、 微巧 合を んで 、村人を にを お ザろ〕 ：：〇 


巧み 衞甚 を衞 どん。 わし やな、 巧餘ヶ 村を 馳 けずぃ 迴つ 
て、 お前さんの 命乞 ひの 訴狀じ 連署して 货 うて、 わ 上へ 
差 上げたん ぢや •がのう。 到頭’ お前さんを、 こな じして 
しまう たんだ や〇堪 忍して 下さ わ や、 なち 甚兵衞 どん。 
をみ 衛 なに、 え、 わ， え^わ 〇わ しや 皆の 衆 じさう 云は 
れ ると、 うれしいだ 0 

が 人達 (口々 じ〕 甚兵衞 どん。 巧 b がた う！ 巧り がた 
う！ お禮 申す だ* お禮 中す だ。 快く 成佛 して 下され 
ゃ 0 

(が 兵衞 •摇 えで ニコ {しながら •た來 の 中へ 入 
ろ〇わ さんぷび を吉 辯いて 现 けれろ〕 

巧 年寄 一 おさんさん .お前さん も氣 の毒ぢ やのう 。お、 
村 一統を 救 ふと 思うて、 巧んで 下され や。 

わさん (が 然として〕 何む かしやが るんだ や〇皆 ょつ 
てた かつて •阿を を おだて、 寃の罪 じ 落して •親 兄 お ま 
で、 こな、 目 じ 合して 置 さながら •何ぬ かしや. がるん ぢ 
ゃ 0 

が吉 おつ 巧の ち ふ 適 ぢや〇 わし 達を、 こな、 ひどい 日に 
合して 置 さな おら、 ょう も 化 じ おられた のう 0 
わさん 商えと わ！ わしは な、 巧は 飛んでも’ セ 生まで 
村 中へ 祟つ て やる か .ぃなも！ 

村人 一 何ち ふだ。 みんな われ 達 お、 人の え、 甚お樹 を’ 
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穂が が巧泰 


巧みむ いた IT ては ないか。 

村人 逵 さ ぅぢ や！  さ ぅぢ や 一 

わみ」 ん 何！.  (く、 られ \ 、おながら、 村人 達に 飛ぴ か、 
らうと ずろ) 

細 取りの 巧 人 (細，^ 引 さむがら) 神妙 じいた せ—. 

わさん (がみし さぅ じが 人连- し一覺 えとれ、 ょぅ 覺 えと 
わ—. がんだ つて、 恨みを 晴 •-， してやる からな。 

(わさん 巧 子、 刑場の 中へ ホみ 人ろ。 舞 養 半 廻り、 刑 
場の 內 部が 見えろ 〇破 社が. 义來に 立て かけられて ゐ 
る〇五 人の 囚人が み衞 化に 一列に 引を おる' れる〇 
刑ず 達が 後から 人つて 來ろ〇 刑 巧の 長、 巧 化-し 岐 もが 
けろ) 

刑 巧の 畏闲 意は 整ぅて 巧ろ か 0 
刑ぶ 一 萬 巧 整ぅて 居 ^ ますろ。 

刑 巧のを それでは、 罪が を讀み 上げい！ 

刑 巧 二 (巧 高く 試み 上げる) 

弦 打 村 百姓  甚兵涵 

其方 お •まる 十 SB 巧 巧な 姓 共 一巧 際 動し お閒 〇、 右 

一 おじ 加攪教 し、 香 東 川 堤 じ 於て 上役 人 お 巧 八 太. 天 じ 
巧む お瓣 致し 候 姑 末、 不> 巧-一 御が まを-化 方す 屈 至極 
じつ さ •巧 ホけ くるを 化 

问人巧  さ ん 


同人  ぁ甚  ち 
同じ  < 甚 S 
同じく  甚 作 
其 乃 緯甚兵 銜み诗 じつき、 獄門 申が くるを 也 
刑 巧のを 最期 も巧づ いた ほど じ •何ぞ 遺言 おもわ ば、 問 
さ駐 けて 遺は すぞ。 

わさん わし や、 こむ、 ことで、 打 巧 じなる のはす 承知 ぢ 
や〇 なん ぼ'  わ 上の なされ 方で ももん ま b だ や、 もん ま 
b ぢや〇 

刑吏 この 期 じなんで、 ホ 練を 申すな。 本人 か 円が にぶび 
たる 上は、 緣 につな おろで 幸と 部め て 巧む！ 

わさん 何 仰つ しやる んバ や。 こむ、 阿呆の 云 ふこと， お 
取上げに なつた 〇 して、 もん ま 〇 だ や。 聞えん わ、 聞え 
ん わ。 わ 上の なされ 方 •か 聞えん わ。 (がみな- -0 この 
阿呆。 

おお 衛 (おがないで ぅにを ふ) もは、、、 0 
わさん 何 か 可笑し いんだ や、 この 阿 巧め！ 規 おお 古’ 
こな'、 ひどい H じ會 はして、 この 阿 巧め I 
お兵衙 もは、、、 0 
わさん え、、 この 不孝 おめか I 
刑 巧 一 搔 おしい。 控 へ—. 

わさん (化め しさぅ になろ) 


なお が 巧を 
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刑 まの お 巧 巧 鞠 1 その 义 は、. 何 ぞ>  遺言は ないか。 

が 巧衞 (微 ちしながら) わし や •何も。 いだ。 村の 衆 
か •背ん なかんで 下さる け じ、 わし や 挺しいだ、 嬉しい 
だ C 

(そのげ、 が 人の 六、 欠が の 中へ 眺け 入ろ) 

が 人 六 わ 願 ひで ございます’ わ 願 ひで ございます 0 
刑 巧 一 何ぢ や、 何事 ぢ や。 

村人，： ハ わ 願 ひで ござります 。これを】 つ 甚兵衞 どん じ、 
巧べ させて 下さ 〇 ませ 0 

(化の 皮む の提リ 化み 化ず〕 

刑を】 か 何 致し ませう。 

刑 史のお 巧し うむい。 甚お衞 じ與へ つかは せ。 

刑 ま 一 (おお 衞じ おへながら) 村の 衆の 志ぢ や。 快く 喧 
ベた がよ い 0 

おお 砲 (無が おじ 欣 ぶ) ほ、 う •こわ わしに 興れる か。 
が おのち 手を ゆるめて やれ一. 

(がを】、 がみ 衞 のが 腕 义け知 白 かに ブ ろ〕 

お 兵備 ほ、 う、 わし や、 こな、。 い 飯 生わて 始めて ぢ 

や 。これり ベても 文、 か。 ほんよ じ. 晦 ベても え^か 0 

がま 一 快くな ベる およい。 

巧み 惭 (うま さう-し 晦 ベながら) お、、 わし こな、 うま 
い 物 •なべた ことおない ぞ 。巧つ. へた か •落 もさう だ 


::〇 ほん まじ、 こな、 うまい 物* 喧べ たこと かないだ 
::〇  (つ け 様に 五つ々 つ、 晦 ベろ。 ふ i 巧 逮に氣 が 
かく〕 お、 おつ 毎、 甚ま 一 お前 達 ほしうな いか。 

巧吉何 3 かしやが るん ぢや •阿呆め。 首の 飛ぶ 間際 じ、 
そな、 物が 喉を 通る け。 

わ をん ほん まじ、 この 阿呆め—. とこ ミて、 親を 規 鹿に 
しや お るん ぢや〇 

をみ 衞 はも：：。 さ 「け、 嫌 か〇ぢ や、 わし、 皆 噫べ て 
や- .2 う〇も >一 うまい、、 つまい、 頰が落 もさう ぢや〇 村の 
衆、 あ-^ •かたう—. 

村人 達 (リタに〕 何 云 ふとん ぢや〇 ような ベて くれた。 
化 巧 等 こそ 拜ん •木る ぞ〇 

刑 まの 長 申 置く こと •がなければ、 巧と 弟 共を 最期の 座へ 
直せ。 

わさん (慌て、〕 一寸 待つて 下され ませ。 わ 願 ひが ござ 
りま卜 る 0 

刑 まのを 何ぢ や。 

わさん •化 際の わ 願 ひで ござ b まする 。どうぞ、 この 親す 
孝 者を. 化さへ 突いて 殺して 下され ませ。 せめても の 腹 
癒せに •このす 孝を お、 傑 巧の 上で. 巧し むのを 見させ 
て 下さ 〇 ませ 0 

が 人達 (口々 にわさん も 招し る〕 何を を ふ、 鬼 装 


124 


衛兵 接 巧義 


め〇お 前の 方から 化を じ 巧んで しまへ. ...0 
刑 まの 長 折 巧の 願ひぢ や' が、 間 さ 屈け る ことは まかりな 
らね 。かやうな 場な、 重科のを を •後 じする のかを 法 だ 
や 〇それ 、そのを 達を •もれへ 引を おを い—. 

わさん え、 •口惜しい。 此れが、 突かれる のがなら わな 
ぃち 

刑 ま 一二 え、、 やかましい—. 神げ じちれ へ 直れ—- 

(刑 ま 達、 巧モ四 人，^ 上手の ホ/連れ まつて しぇん。 
な 斬 役'  刀知拔 いて その後から おん) 

が兵衞 (微笑 如 含んで、 その後 からぶ 送ろ〕 おつ 按 も、 
甚 まも、 化さへ ゆく のか。 長い間、 わし 巧め て おれて あ 
〇 がた う。 ちぃ おた う。 もは、、。 

(を 私 切る 巧 辟、 太刀 音、 つ》 いて 闽 もる 〇巧构 ，ど 
ふめいて 帶も 上げろ) 

がち 衡 (巧 色、 や、 を 白 じな つたが、 を ひも おわない〕 
もは、 to わし や、 胸が、 すつ としたが、 わしを な， 二十 

何年 も 巧め むいた おつ 母 も、 甚 まも、 もう'、 もな じな つ 

てし まうた 。お、、 わつ 持。 甚ま〇 其 so 甚 が。 どな、 

氣持ぢ や、 もは、、、 0 ( がお衞 哄笑し つ乂 けろ〕：： 

今度は わしの 霄ぢ や。 早う、 がは にがけ て 下され や。 

が 人達 (をに 動 搖卞〕 甚兵衞 どん。 も 〇 おた う、 拜 みま 

すぞ 。御 おは 忘れません ダ。.... 巧 お 阿 佛 1 南無 


阿 彌に佛 

(刑を 達 傑が みおし、 それにが み衞 く、 りつけ i ぅ 
とずろ) 

甚み衞 何 か、 南無 阿彌 化佛ぢ や。 皆 喜んで、 下さつ しや 
れ 。わし や、 こな、 え、 氣持 のした ことは ないや。 もは 

i V V-  0 

•'お 衆 達の 説 嘆‘ ぉ嚷の 巧に、 がみ 衞 のを ひ、 いふい 
i 高くな つ^ 行く〕  / 

矿 


巧な 
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人 わ 

化成 兼 一郎 
その 妻し く 子 
渡 部秀助 
巧 

八， n 

瑶 巧 

湘 おの 避お砸  . 
情景 

別 化と ちん ほどで もな さ 一二 閒か w 問 かの や 家 速の あ。 
逊リ軟 のかいた 八 巧の 巧。 を 化に 面し •おに 近し。 

很 け‘ 八 H のを < 輝けろ 海。 

室 じけ ルて さ 巧 柳、 化な ど。 换 側に、 膝 格子が 晒 かれ 

てゐ ，をのし くで がそれ じ 股 古 かけて •嫌 誌み 韻んで 

ゐろ J 

な 則く と、 化ぐ が 一 化が おの 柴巧戶 からが つて ホる。 

ぶ 巧み 巧、 補れ わ 水： 休 巧 心 かの ホに ドげ てゐ ろ。 


しく 子 お歸 りなさい 0 

(しくす •滞れむ 水化猜 もを け おろ) 

お 一が まだ、 111 時半 じは、 間に合 ふだら う。 

しく 子 そ、、 大丈夫です とも。 を 一一 一時 お、 鳴つ たばかし 
上 0 

お 一が 手紙 か 何か來 なかつた？ 

しく 子 い、 ぇ •何も。 くづ湯 こさへ ませう わ。 

兼 一郎ち、. こさへ て 賞 ひたい わ。 口 か' からく つて。 
波 おちる もんだ から。 

(しく 子、 奥へ 入り、 聴て くづ 湯み こさへ X 出^くろ) 
兼 一が 今日は •行かな くつて よかつた よ。 とてもな か 荒 

くつて。 

(お 一郞 、くづ 呼 もす、 ろ) 

しく 子 昨日の 最中、 まだ あつて よ。 巧 上ります か。 

(あ 媒锋 から、 棠 子が も 化ず)  * 

兼 一が (最中 也瞻 ひながら 、ふと おひ 化した やうに〕 も 
も、 さう/ \ 、俺は 今 口 珍ら しい 人 じあつた ぜ。 

しく 子 ぇ、， 誰？ 

兼 1 郞 とても、 珍ら しい 人間 だよ。 

L く 子 誰？ 妾の 知つて ゐろ 人？ 

兼 一が むろん、 お前の 知つて &る人 だが わ。 ‘ 

しく 子ぢ や、 女の人？ 
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お 一郎、 つ、 む。 (巧み おろ〕 

しく モ 巧？ 

兼一郞 さつ。 

しく モ 巧の 巧つて* 誰 •てせ う 0 
お 一 郞渡部 だよ。 渡部秀 助の なにもつ たんだ 0 
L く 子 (輕い 狼 巧が 隱し 切れない〕 まあ I 
兼 一が 俺が、 泳いで ゐ ると、 もぐつ て さて、 いきな 
俺のを 體じ とりつ くれが ゐ るんだら う。 駭 いて 見る と、 
そいつ' が 渡 部なん だよ。 

しく 子 まも、 何時 彼芳 から 歸 つて 來 たので せう。 

兼 一郎 つい ホ 巧の 巧じ歸 つて 來 たの だと さ。 ちは、、、 0 
彼な は、 もん ま 〇道樂 •かすぎ て、 勘 當同樣 じ 親父 か.-^. 亞 
ホ 利 加へ やられたん だか、 何處へ 巧つた つて’ やつ ば b 
辛抱' が 巧來な いんだ わ。 

しく 子 一一を ばかしし か、 行つて ゐ ませんで したわ わ。 

兼 一郎う む〇も う* そわで も、 をん なになる かしら 〇お 

前は、 もの 男とは 隨分 古くから 知つて ゐ るんだ わ。 

しく 子 だつて、 あの方の 家の 別莊 も、 捜 じち ろんで ぞ つ。 

お 一が うん。 毎年、 夏は 顏を 合せて ゐ たと まふ 聲だ わ。 

しく 子 はい。 

兼 一郎 さう {0 俺 じ、 何 處へ來 て 居る と聽 くもんだ か 

ら 、木 下の 別 おへ 來てゐ ると 云つ たら、 駭 いて ゐ たよ。 


しく 子 どうして 0 

が 一郎 お前 か. 結婚した とを ふことは 知つて ゐ たか、 そ 
の 巧手が 俺 だとち ふことは •初めて 知つ たらしい よ。 

しく 子 さう 0 

兼一郞 ゼヒ 遊び じ來 ると 云つて 居た よ。々 日 じで もやつ 
て來 さうた を 子だつた。 (ふと、 せに か、 つ スゐろ 巧 計 
知 丸ろ ごめ、， もう 二十 分し かない ナ 。大急ぎで 巧つ： 
來 なくつ もや。 澄 子の む •俺が 迎へじ 巧つて ゐな いと、 初 
めて だから まごつく かも 知わない。 

しく 子 妾、 迎じ 行かな < つても い、 でせ うか。 

が 一郎 い、 とも。 

しく 子ても 

お 一が あんな 子供に、 そんな 戲 酌が 入る もの か。 ぢ や、 
一寸 行つて 來 るよ。 (兼 一郎 おじ 降りろ〕 奢い な。々 一 
齋 たまらない 時刻 だ 一 (がて 巧く〕 

しく 子 行つ ていら つし やい。 

('立つ て 見送る。 兼 一が、 を 初 入つ^ かむ とこ ス から 
化て^^く〇 しくモ、 え送つた後、 ！^ん9-リホへろ0 藤 
格子に 腰かけろ。 無爲 識じ雜 誌み おり 上げろ 〇が 、化 
ぐ それ も むげ 化ず。 そけ-'-^ として、 ぇた 立ち上る 0 
お侧 のがに 巧つて ホつ。 女中が 化て かろ〕 

女中 奥 さま。 语 報が 渗 h ました。 
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L く 子 (- 寸駭い ス) まも 〇 むんだら う。 (開け ス ふむ) 
スミコ ビ ヨウ キ ケフユ ケス。 まあ、 澄 子さん は、々 日來 
rj れな いんだつ て 0 

女中 まあ、 丹那 さんは、 今 お迎へ じい .t, つ L つたので せ 
う。 

しくす わ 前。 もよ つと、 化て 見て 下さいな。 まだ 遠くへ 
行かわない かも 知れない よ。 

女中 はい、 はい 0 

(な ざ 应：卜 な 如が さ、 おけ 化す。 おがの ホへ 降り 立つ。 
しにら く、 歸 つて おない 〇 しく 子 綠侧じ 立つて、 にん 
やり 巧つ スゐ ろ。 女中 •やがて 息み 切らしながら 歸つ 
ス 化ろ) 

々中 もう、 お 化え じな ゎません よ。 宮 さまの 御 別 莊の角 
を 曲つても、 お見え じな ぃません よ。 一人で お ホ さじな 
ると'  ほんた うじ お 巧い のです もの。 

しく 子 こんなに 署 いと ••V、 に‘ 二十 下 もの 所を お i 駄あ をな 

さるの だ や •ほんた うじ わ 氣の凄 だ わ。 歸 ，りには‘ ずに 

でも わ 粟 りじなる とい、 •か 0 

女中 も、 「、みし 馆 報が 斗ければ 、間に をった のです わ わ 

.乂〇 

しくす 巧 報は. いつも 遵れ ろんだ よ。 東ぶ から 四時 間 も 

か- 1 る こと •かも るん たか.' いわ 0 


(このと さ、 奧の 玄關へ 訪ム聲 がすろ；) 

L く 子 (一寸 不 をに なつて〕 お 客樣ぢ やない の。 

女中 さう の やうで ご ぞいます わ。 

(女中 まり、 間もなく 出て 來 ろ) 

女中 渡 部さん と 云 ふ 方で ございます。 

しく 子 (一層 不安に なつて 一 聞 つたわ わえ。 瓦郝 さま お、 
お 留守 だと 申 上げた の。 

女中 はい、 さう 申し上げ ましたの。 すると、 奧 さま も- 
御が じの もの だと、 かう 仰し やろ ので ございます。 

しく 子 (をく 當惑 ずろ) 知つ てゐる ことは、 知つ てゐる 
の だけれ ど：： (默 つてし まふ〕： ：〇 
ホ 中 何う •申し上げ ませう かしら。 

しく 子 さう わ：： L 
か 中 お獻 ゎし ませう か。 

しく 子 でも、 知つて ゐる巧 だもの。 仕方 おない わ、 お 通 
して くれない 0 
女中 はい—. 

(しく 子 不安な、 動搖 したがな しながら •室內 杏が づ 
けろ 。まもなく、 渡 部、 女中-し 導かれて 、つ';^ 來 ろ〕 
渡 部 や ぁ、 乂 しおで ずな も。 御機嫌ょう。 

しく 子 (固く がた く}  しばらく 。どうぞ、 おしを •下さい。 
化 部 (し < 子が、 もぇり にが 靜 なので、 少し 膊 乎が 違つ 
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て •巧され た 座 蒲 削 じけ 腰み 降ろさないで， 緣め 化に 巧 
•ただる〕 黃ホお •化成 おと 結婚して ゐ ろなん て、 夢 
にも 思 ひませんで したよ。 尤も、 日み へ歸 つて おた その 
日 じ‘ 贵女お 結婚した とを ふ 曾 丈に、 聽 さました がわ。 

佐 成 おと 結婚して ゐ ようとは、 をく 思 ひがけません でし 
たよ 。はち、、、、、、。 をく、 一年 ばかぃ 亞米利 加へ 
行つて ゐた閒 じ、 日本で もい ろく 變 つたこと おもつた 
わけです わ。 

しく そ (さ L うつ，。 いて 語な し〕： ：〇 
化 部 佐 おおは、 何處へ 行かれた のです。 おから 直ぐ 蘭つ 
て 來られ た 嘗てす •か。 

しく 子 巧の 澄モ さんが、 東をから いらつ しやる ので、 驛 
まで 迎 ひに まゐ りました。 

渡が おを おのが 一 佐 成 おじは 巧が もつた かな。 美しい 
姉さん おもる のは 知つて ゐ るか。 とじ かく、 佐 巧 おは 幸 
福 だナ〇 この 新 宿の 海岸で、 毎年を 每じ 女王と さわがれ 1 
てゐ たしく 子さん と 結婚して 、お嫁さんの 貸家の 別莊へ 
夫婦 づれ で來 て、 昔の ヮィ ヮィ 述 中を 羡 しおら せる なん 

て。 はは、、 i。 を < 際 利 者 だ。 

(女中‘ を も 梓つ y 來 むぐ まる。 しく 子、 うつむい I 
た ミ、 首 葉な し)  j 
しく モ (何 かれ、 心し わで うに) 直ぐ 化 巧が 歸 つて 參 ろで _一 


ございませ うから、 しば，^ く お持ち 下さい。 

(しく 子、 立つ 去らう とすろ〕 

波が まち！ お待ちなさい。 撲 は. 佐を 君 ばか 〇 じ、 話 
しじ 來 たのでは ない のです よ。 

し < 子 (腰 合わろ ず) ：：〇 

渡 部は^、、、、 •この 别莊も 町 心 ひぶの 深い 別 おですな。 
この 部 度で 貴女の 兄さんの 敏椎 おと 货 女と 侯と 一二 人て、 
每晚 十二時 剪まで も、 いろ {な 話を した ものです わ。 
僕 •が、 得意 じむつて、 ハア モニヵ なんか 吹いて。 もの 頃 
は、 まだ 溪も 二十 一二で、 純粹 だつた から ナ 。貴女に 十 
セでした かわ。 

しく 子 (だまつ スゐ る) ：：〇 

波が 遲 くなる と、 よく 宿つ たもので すわ。 質え てゐ ます 
か •しく 子さん は 0 
しく 子 (かずかに) はい 0 

渡 部 まさか、 忘れる 篱 はも ゎません ナ〇 は、^、、、 J 
でも. すつ か h 變〇 ました ナ 。もう 立派な 奧 さんだ ナ〇 
しく 子 (巧 おとし ス〕 ちの、 妾 失 擅し ますから 0 どうぞ • 
を お •か歸 るまで •わ 待 も 下さい ませ。 

化 部 貴女は、 そんなに 倭の 前に るるの お’ 踞 なので すん。 
そんな じ、 廊む譯 はない 答です かわ。 よ < 、侯と 二人ぎ 
ゎで、- 校猩く 下の 海岸を ホいた こと もんろ でせ う 0 
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しく 子 そんむ 話、 をん なをの 話. どうぞな さ ‘レ ないで 下 
さい 0 

§ さう は、 巧 さません な。 化の 中には、 をを 忘れて 現 
なじ 樂 しまう とすろ 人 ももれば、 つまらない 现 なを 償 ふ 
ためじ、 巧み々 じ 遊 さう とおつ てゐる もの も & ますょ。 
巧 女 か、 刖お だと すれば、 使は 後 おなん だ。 

しくす そんな わ 話を なさる のな 'b •わたくし •彼 巧へ 參 
b ますから 0 

§ をん なじ、 巧の 話が 押 女には、 嫌な のです か。 她な 
•-:、 巧 お 話を つけて しまへ ばい、 だ や も 〇 ません か。 
しく 子 (化 巧と〕 巧が と、 わ 話を つけろ 化娶 なんか 少し 
もんり ません わ 0 

渡 部 さう です かわ。 僕 はんる とお ふの だ おむ。 その 話の 
つく かつかな いかで、 巧 女の 巧 在の 生 巧の.：. は、、、 
、、。そんな 巧を を ふ 化 おもない. が〇と じかく、 しく 子 
さん。 倭と 一巧 ゆつ く b 會 つて 下さいません か。 

しく 子 (巧 〇 になろ) 〇 

抑が (巧 化 くして〕 化ぶ 巧 お、 柬 な.；^ 巧く 時が もる で 

せう。 をの 後で、 みつく b 1 度、 わ 話したい と 思 ひます 

ゎぇ。 

しく モ (かがと〕 わ ことわ ぃいたします。 

化が (一寸 贩 ぜられ y) ふ、 む。 ことわる。 なか <强 


いですな。 巧 女は、 ぢ や、 僕と 話を する 必要は むいと を 
ふので すわこ 

しく モ はい。 (巧い けれど むつこく) 

波 部 ふ。、 それは 面白い。 でも、 僕は 黃 女を 天國 へやる 
か 地獄へ やる か、 な 巧に 化 來ろ賽 を 持つて ゐる氣 かする 
のでず かわ。 「皆さん 御麗ょ 双六 も そび。 おげ た賽 から 
天网 地獄」 そんな 童謠 がちり ましたつ け。 

しく 子 (だまつ^ ゐ る) 。 

が部會 つて 下さいます か 。 

しく 子 い、 え 0 

渡 部は、、、、、。 ぢ や. 貴女と 媛との 交渉は 斷絕 だ。 
行動 開始と を ふところで すわ。 だ お •僕は 貴女 巧 一一 人の 
幸福を 破 〇 たくは ない がナ 。と 〇 わけ 佐 成 君の 幸福を。 

しく モ (こらへ てゐ たのが たまり かれて かずかに なさ 巧 
ず〕 。 

渡 部 貴女 だつて、 ホ 傷が 痛む でを r 。 貴女が、 事を 荒 だ 
て、 化て を破壞 してし まふょ b も、 しづかに 倭と 會 つた 
ご， 何ぅ です。 倭と 會 つたつて、 僕は ムリな 叟 求を 持 も 化 
ず わけ ぢや も-^ ません ょ。 

しく 子贵 女と 隱れ て會ふ 化なら、 まは 凡てを 佐 成に もが 
します 0 

波 部なる ほど わ。 そして、 佐が 君を、 幸福の 頂上から 化 
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獄の 底へ 突を 落 すんで すわ。 そり やい、 考 へだ。 眞珠の 
やう じ、 播い L」 恩つ て&た 妻が •さう でな かつた ことを 
知る 〇僕も 佐 成 君で なくつ てよ かつた。 男と して’ そん 
な ひどい =：： じは、 會 ひたくな いか .T な も) 

しく 子 (かさ 化す) 〇 

渡 部 佐 成 おは、 も：- 歸 つて 巧 さう です よ。 早く 返事を し 
たち 何う です。 佐 成 おに 恐ろしい 幻滅の 苦しみを 巧は 
せる よ 〇 も •僕」- おとなしく 話を つけたち お、 いく 得 
策 だか か 〇 ません よ。 僕は A リな要 ホを するとは 云つて 
ゐな いのです よ。 

しく 子 (だまつ てゐ る〕 0 

渡 部 何う です。 決む はつさました か〇- 
しく 子 (必 巧に なつ ス〕 つを ましたと も。 わたくしは、 
貴女の やうな 巧と、 夫 じ隱れ て會ふ 位なら、 巧んだ 巧 か 
ましで ございます。 何も 知. t, ない 小娘の なを、 弄んで 置 
をむ から、 なほ それに 飽 さたらないで 《 こんなに パ 日の 

經 つた々 日 じな つて、 まだな を 苦しめよう とする、 そん 

な毕 怯な 男と 巧んだ つて 0 

诞部 さう です かわ。 僕 か 弄んだ ことじなります かわ。 だ 

.が、 货女 だって、 昔は そんな じ 嫌がって &ろ镇 の 腕 じ 

:; よし ませ、 つ。 を わでは、 僕は 僕の 考へ通 〇 じ やり ま 

せう。 馬鹿に 仲の よさ さうな 贵 女方の 閒 を、 ぶ もこは す 


でで も •す 愉快では な いなも。 いづれ •位 成 巧には 改め 
て 逢 ひませ う。 

しく 子 (泣 さかす〕 〇 

(渡 部、 去らん とずる。 今 おはを のぶ 細から 歸つ乂 化 
わ 仏 成と を ふ：； 

兼 一郎 や ぁ—. 

渡 部 や も—. 

お 一が 何う した！ (座中 もを ろ。 しくす のかい てんる 
のに 氣 がつく〕  何う したの だ—. •しく 子 C 

しく 子 (たま：： T かれて、 わつ と 泣 さ化ォ) 

兼 一郎 しく 子。 何う したの だ。 渡 部 君、 何う したの だ—. 
(おを^^む) 

化 部 いや、 その 0 

が一郞 「いや、 その」 ぢ やない ょ。 まも、 坐 〇 たまへ！ 
巧 も ハツ キリと 說明 •か、 を、 たいわ。 (可な リ强 く) し 
く 子。 何う したの だ 0 

L く 子 (巧 さつ 乂 けろ) り 

兼 一 郞渡部 君！ 何う したの だ 誤解を 殘 さない やう じ > 
ハツ キリ させて 置を たいわ。 夫の お 巧 じ、 妻が 他の 巧と 
話して 泣いて ゐた とを ふことは、 說 明を 嬰す る 巧 だょ。 

旌部 しく 子さん。 貴女の 望み 通 〇 の、 結 あじなつた 譯で 
すわ。 貴女は、 化ぶ おの 妻と して、 化 づ說阴 する 黃 化が 
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もる わけです わ。 は、、、、、、。 

しく 子 (れいて W ろ) 。 

が 一が (ない 巧い 被で〕 しく 卡 。泣いて おもや 即 るょ。 
大琪の 域な だか.^ ナ 。ハツ キリと* 本當 のこと をを つて 
がむ むを や刖 るんだ。 

しく 子 (なしく ず、 リ なく〕 何う ぞ 、ゆるして でさい 0 

な はんの、 もの 0 

化 一が ものち の、 では か. 1> ない。 

しく ゴ もの あの、 なを 何う そ.... 何う ぞ 、御な々 じ.... 
ここ 〇 

が 一郎 ハツ キリと、 義を 云？ 吳れ な-さや 《ミい。 

(々し 烈しく〕 

しくす もの C 

化 部 ふむ、 なろ ほどれ 〇そ むから もとを、 しくで さんじ 
まは せる のは •巧 酷 だな。 僕が、 化 〇 じちつて やらう。 
化成 巧. 巧 じは 大變氣 の 毒 だが ナ 、僕と しく 子さん とは、 
刊關 がが もつた の だ。 

兼 一が (銳 < がり こまれた 太刀 も 《 だつ i こらへ ろか さ 

お 化合なず〕 さう か 0 ふむ、 それは 何時 だ。 

漉が でが ばか ゎ 前 だ。 

お！ 化 しく 子。 それ じ 違 ひない か。 

しくす (う' £ く 如く 巧を なから. うな づ く) 0 


お 一郎 違 ひない の だナ〇 そして、 今日は 何う したの だ。 
々口は、 ナゼ ないて ゐ たの だ。 

しく 子 もの.... もの.- ° 

兼 I 郎 (やさしく)  ハツ キリを つてく む。 本當 のこと を 
ちつて くた 

しく 子 (泣 さながら〕 ぁの 渡 部さん お、 いらつ しつて、 
話が もる んら 、貴女が 東 巧へ 行か わた 留守 じ、 一度 脅へ 
とづう 仰し やる の てす 0 

兼 一が それて 〇 

しく 子 いや だと 申しました 0 

兼一郞 それで 。 

しく 子 昔の ことを、 貴君に 云 ふと、 かう 仰し やる ので ご 
ざいます 0 

お 一が それで お前は、 何う をつた の だ。 

しく 子贵君 じ隱れ \-、 會ふ 化なら、 貴 おに 白狀 してし ま 
ふと かう 中し ました) 

兼 一が 渡 部 君、 巧は そんな ことを ちつた のかい 0 

疵部 (薬 鉢に) も、、 をつた わ。 を、 倭の ものでぁつた 
女 巧に 對 して’ その 位な ことを ち ふ特權 はを ると 思つた 
ょ 0 

兼 一が お前は、 昔 渡 部を 經 して ゐ たかい。 

しく 子 い、 ぇ〇わ たくし、 もの 子供だつた のです もの 0 
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愛する なんて、 そんな。 何う ぞ •御な わじ.：. わたくし、 
ずみ ません 〇 どうぞ、 どうぞ 。すみません：： (泣 さつ 
づけろ) 

兼一郞 お前が‘ 曾は ない とを つたら、 渡 部 君は 昔の 秘密 
を、 俺 じ 知らせる とを つて、 脅迫した の だネ。 

しく 子 はい、 さう です 0 
兼 f が 渡 部 巧。 さう か 木。 

化 部先づ 、さう だ。 

兼 一郞だ や、 僕が 突が 歸 つて 來 たので、 溪じ 知らせよう 
とを ふ おの 目的は、 達した 譯 だネ。 

化 部化づ 、達した ことにむ ろむ。 

兼 一郞ぢ や、 君は、 もう 用は ない 譯だ わ。 歸 つて くれた 
まへ—. どうか。 結婚した 人妻を 脅迫して， 夫 じ 巧 かせ 
ようとす ろ 人間は、 巧 性の 中で、 一 骄 卑劣な お だ 〇泥捧 
なて、 詐欺な 下 だよ。 今更、 絶を する ほど、 おとは 友人 
ではない から、 い、 お。 これからは、 何 處で哲 つても、 

挨 おしない から 0 

化 部 あ、、 い-^ とも、 いくらでも、 惡 くを へよ 。その 代 

〇 僕は、 お 達の 幸福を 一し よじ さらって ゆく わけ だナ。 

もは、、、、。 恩 おのない 化成 巧。 巧には、 大變 すまな 

いが、 廻 〇 合せ だと もさら めて くれた まへ、 をを 不幸に 

して 0 


兼】 が 何を をつて ゐ るの だ’ 馬鹿 ナ〇 それは、 巧の やう 
なみし い 人 制の 考へ方 だよ。 おの やうな 人間の 巧 動の た 
めじ、 俺達が す 幸になる としたら 、化の 中は 闇 だよ ぺし 
く 子に) しく モ〇 泣かな くつても い、 よ 0 なじ も、 そんな 
じな くの じは、 當 ない よ〇 お前 お、 十六 七の 子供 畔化 
に、 この 巧 じ 犯された とを ふことは、 お前の 災難 だか、 
お前の 罪 じは ならない よ。 そんな ことのた めじ、 俺達の 
結婚 化活 が、 不幸に されて たまる もの か。 そわは、 お前 
が 執 りつかれ わ病氣 なんだ。 こんな 尼が 神 じと りつかれ 
たのが、 お前の 不幸なん だ。 は^、、、。 (をく 化 巧に) 
渡 部 お。 そんな ことて 俺達の 幸福を 奪は うとした つて 
駄 y だよ 0 

渡 部 負け惜しみは、 よした 乃が い、 ナ〇 

兼 一が 何が 負け惜しみ だ。 負けて ゐ ろのは が だよ。 十六 
セの 少女 時代 じ、 ほんた うの 愛 も， ほんた うの 性 懲もあ 
る もの か。 そんな 時代の 愛 •か、 何 じな るんだ。 ほんた う 
のをは、 女 じな 〇 切つて かち 後の こと だよ。 君は、 一 
人の.：！ 覺 した ホが、 み もむ も 一し よじして、 興の 胸 じ お 
げかけ て來 る、 本當の 愛を 巧つ たこと かもる か。 なろ、 
おは、 女じ對 すろ 第一の 武器で、 しく 子を 巧 狙して. 物 
のな 事 じは わつ けられた ではない か 。女と しての しく 子 
は、 おに 物の な 巧に 巧いて ゐ るでは ないか。 


巧む 
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化が 妻の 昔の な 操 か、 そんな じ氣 にな c， ない 巧 も、 よつ 
ぽド變 b もの だナ〇 

が一邮 わむ-' ^の 哎 つて ゐる 野菜 だつて. みんな 巧い 鹏 
料を や ろんだ よ。 だか‘ われ {の 巧睛じ 上つて ゐる巧 
は變 •-： な いんだ 〇 いや、 そのため じ、 巧つて うまくな つ 
てゐ るの だ〇巧 なんか、 野菜の がか 主の 中 じ もる とろに、 
巧い 肥料を かける 巧 姓の やうな もの だ。 殊に、 君なん か 
巧い 肥料を やつた のは、 俺 だよ とを つて、 威張つ 一一 ゐる 
巧 姓の やうな もの だ 0 
疵部 (がが じ〕 わ や、 おや。 

化 一郎 化の 中 じは •巧な どお考 へつ かない やうむ むを 巧 
つて ゐる人 閒か澤 山 居る か rj な。 しく モ も’ む々 の 少女 
時代の 過 もを 的 ふつ も b で、 一尘懸 なじ 俺を 瘦 して 居て 
吳む たこと おみつ たよ。 一度 誤つ て惡 いこと をした もの 
は、 一 化 二な とは、 や むい もの だ。】 度、 チブスに か 
.^:ると、 一一度じかして-^ 、らないやう に〇は、 、 、 ^ 
そんむな 巧で、 し < で 化な 淑な 女は ない 笛 だよ 0 さう を ふ 

巧證 をが けて 巧れ た觀 で、 化は おじ 感謝す ろよ、 渡 部 お。 

化が 物 もちへ やう だナ 。だ お、 む お動搖 して ゐる者 ほど、 

いろ-^ な 巧な か考 へろ もの だ〇と じかく 俺は 歸 らう 0 

巧 か、 幸福ん 何う か。 人 じは 何う とも 云へ ろ さ。 だ お、 

鬥 々りみ じじ、 いつはわない 篱 だよ。 (ホち 上ろ) 


お 一が 本當 だ。 君 じ も 巧 自身の 氣持か ハッ キリ 分つて ゐ 
る だら ぅ 〇本當 じ、 木 下しく モ のみ 體 とむ とを 獲た もの 
は、 世 揉に タッタ ー人し か 居ない と 云 ふこと を。 は、、 

、 、 、么〇 

渡 部 何とで もを つて ゐるさ 0 ( 巧 おとして 去る〕 

(ホ 刻から、 曇つ てゐ たをから 、をに 夕立が 沛が とし 
て 降つて 巧る。 兼 一郞綠 側へ 巧る〕 

お 一郎 あ、， い、 む 持 だ。 

(なを 崩れ スゐ わしく 子、 立ち上つ ス’兼 一郎に ブが 
りつく と 同時にく づ おれろ〕 

しく 子 致 お。 堪 あして 下さい。 

兼 一が 何か堪 あだ。 お前 も 俺 おを つたこと を* 負け 巧し 
みだと 思つて ゐる のかい。 

しく 子 (駄 つて ゐ る) 〇 

兼】 が 俺は， わ 巧 もやん ぢ やない よ。 お前と 結婚す る 前 
から、 昔 お前と 渡 部と •か 關係お あつた 化は •ウス/ \ 知 
つて ゐ たの だよ。 だ お、 そんな ことは 俺 じは 問趙ぢ やな 
かつた の だ。 現在の お前 か、 彼れ を どぅ 思つて ゐ るか 
む 邸だつた の だ。 それ か、 今日で スッ ヵリ みつた。 

しく 子 本當じ ゆるして 下さろ？ 0 
兼 一が ゆるす とも、 とつく じ 許して ゐ るの だよ。 

しく 子 ぢや 、なぜ 早くから、 打ちち けて 下さ 〇 ない の。 
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郎太重 .見を 


達人、 伊東 一 瓦 殿 お'  道場を 開かれ 居る と 間 さ、 樂 しみに 
して 參つ たじ’ 御 おやとは 殘念 至榻ぢ や。 お見受け 中し 
わ 所 •血色 も惡 くは ないか、 御 お 中と ならば •是非 じ 及 
ばち それを々 巧、 安度いた さぅ では 御座ら わか-御門 
おとの 試合 も 又 一巧で 御座らぅ ぞ 。ぁは、、、、、 0 
火口  (羽 燃，^ 脫去 拾て ながら〕 われ 等が 訪わ參 る 諸國の 
道場のを •大抵は 病氣 •差 吏へ、 でなければ、 他出 だ。 
おはち は.、、 日 

(門弟 達 おを じむ〕 

がが や 太が 何と 云は る、。 今一度 中 さわて 見い。 

大 U 幾度 にても 申す。 われ 等' が 訪わ參 る諸网 道場の ま、 
ぞくは 病氣 、善 まへ •他出 だと 申す のぢ や。 もは ム、 0 
がが なに！ 聞 さ 拾て なられ 三日。 ならば、 當 道場の ま、 
伊東 光生が 作病で もして、 巧 殿達との 立 合を 避けられた 
とで も 申す のか。 

大日 ホ 機とは 申さぬ。 た 今迄の 例を 中して 居る のぢ 

や 。もは あは もは、、 ^0 

村 松 (口 巧が ろ) 貴 腹の わ 相手は、 拙 お 所望 ぢ や。 

火口 巧 手 じと つて、 不足 ぢ やか， 望みと あら ば •けへ て 

遣は す。 

が 松 何を—. 

(が 松、 巧が として 立ろ 上らう とずろ のみ、 搞に 巧ろ 


山 崎 一二 郞 ホが 止みる 一 

山 崎 村 松 巧。 化 づお靜 ま 〇 なされい。 それでは 立 もな ひ 
でなくて， 哈 •嗤ぢ や。 武術の 試合 じ 意趣かん つては なら 
ね。 お靜 ミ.^ なされい。 

がが とは 中せ。 

山峭 はて、 穂 やかに、 順番を お 待ら なされい。 

(が 松‘ 漸く 座 一一 おろ〕 

かお 大日 巧と やら、 諸网 道場のを、 贵 殿達 おお 尋 わじむ 
ると •夕 くは、 病氣 じな ろとは. 笑止 千 萬の 話ぢ や。 こ 
の 伊東 一隆 齋じ 於て は •が こそ 豁 つたれ •擅せ 腕の 繊を 
伸して、 わ 巧 手 化ろ 當 なれ ど、々 年. 卯 パの 始めょ 〇、 中 
風の 氣巧 にて、 肝 皆の ホの 手が 利か むの だ や。 作病と お 
蔑す みあら ば もれ。 八幡 I この 一隆 齋 じは. モ頭 巧し 
い處 •か、 御座らね。 拙者 お 巧手 化つ らいで も’ 門 ホ 達 じ 
は、 未熟 なれ どち 拙 おの 太刀筋が 流 わて 居る。 狗廣昔 
はお 置いて、 先 づわホ も 合 ひ •十され い。 そわ、 柳 凹-’ そ 
の 方 第一 じ お 巧手 致せ。 

ホ お 面白い 伊東 肢のお 言葉 ぢ や。 ならば、 わあモ 達の お 

•手の の. 神 影 流 S 太刀筋を 拜見 致さぅ。 ち 長 巧、 巧 階 先 
づ おな も 合 ひ 下されい。 

吉長あ 知 致した」 

(吉 お、 柳 W の 二人、 を々 列み 離れ ス •さし 向 ひ. 一 


が 太 巧化- 巧 
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禮 （てな。 卜-リ 、なな，^ 嫩 しく 打ちなん 。柳 W、 雑 手 
しわ、 かに 打たれろ、- 

柳 W 參 つた。 

きお これは か禮 "もは、。 

赤歷 もは、。 柳 W 氏と やら。 仲々 の お 腕前 ぢ やお、 まだ 

修巧 かもと 化 〇 ぬと わ 巧 巧け 中した。 巧 巧、 お咖 みなさ 

1*0 
JA  I 

が來 (抓 巧 巧し ス) それ、 巧應 巧—. 

(ホ 化、 な 谷 一二が ム衞 門に n 祀せ ずる) 

なが 拙 おお 相手を。 

(化合 化つて、 巧みに 動かない。 しにら く 呪み をつた 
末 •激しく 数な の 打ちな の 巧、 近藤阔 H もが われろ〕 
巧隙參 つた。 

火：：： なが 氏。 •何時も 乍 .X の 早莱ぢ や。 天晴れ、 ス啼 わ。 

が 化 巧は、 山 略 巧。 むを 靜 かじ、 お 付いて ホな ひなされ 

* 0 

川げ は、、-.,、 (木で もむ て 前に かる〕 

ホ お 尾 巧。 巧 殿 わ 化で 下されい。 

(二人、 立ちな つた 後、 山峭 面ん 打たろ〕 

川叫參 つた。 

がが (がして〕 化々 木 巧。 わ 化なさい。 

ホが 岡 野 巧。 刊殿わ 引 さ 巧け 下されい。 


I (二人、 數十合 立ちを ひわる 来、 佐々 木械 むろ〕 

一 伊が 一一 一田 村 巧。 貴殿. お出な されい。 
i (一二 旧が、 木刀み 化げ、 無音に 中 I て來 ろ) 

1 ホ 星 お ffl 手は 拙 ま’ が 致さぅ。 
j :二 人 立 合つた 末、 又々 111W 巧が 破れる) 

ホ お 神 影 流の わ 手の がとは、 これ か。 もな 受け 中せば， 
伊東 殿御 高 あの や ぅぢ やが、 まだ、 腕前は お 若い。 修巧 
I が 肝腎ち や。 だ お •中氣 の 先生の お稽 せでは'  修 巧の 程 

I を 細ぃ。 

一 が柬 (無を の お州莲 まじく  •をき 込んで〕 村 お 氏。 御み 
I 一人 ぢや ぞ！ 十一 二の 年から、 截 道場で 鍛へ 上げた 腕前 
\ をな せて 吳 れ-殘 つたのは 御み 一人 ぢやぞ 。この 一隆 齋 
i の 流 風が、 興る も 綾る も 御み 一人ち やぞ。 

が 松 仰せ じは ぶばね。 摩 利 ま 天の 化み にても も わ、 巧 事 
j 打 も ひしいで 巧せ 中す。 いざ、 大日 巧。 お出でな され 

j ぃ。 

乂り (嘲ち し) もは 主。 御み 最前から お 受<  ろ處 .巧 姓 
面む やな。 鄉级 持つ 手で •木刀を 持つて 居ろ 生 伍 ハ 法' が、 
大校 我の おむ のぢ や。 拙者の 木 劇で、 巧の 巧を 打ち 碎か 
一 れ ない 前 じ、 引 さで つたが お 手前の 爲 でもら ぅぞ。 

- が 松な に！ をはして 窗 けば、 様々 の雜 言。 义 言は 要ら 
i ね。 腕で がい、 腕で。 


1 お 
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火 目 何を 百姓の 小 巧め。 

(二人、 激しく 立ち合 ふ。 やぶ 郞 、必死の 勢 ひに て 打 
つて か、 ろ。 を さ 微戰の 後、 や太郞 、屑：！ もが むれろ。 
や太郞 、無言 じて か戰 ふ) 

火 n 參つ たか。 

が 松 まだ、 まだ。 

お n 剛情な 奴め。 

(，激しく ホち をつ わろ 末、 や太郎 巧び 肩 口 も 打たれ 
る〕 

がが 參 つた。 (漸く 木刀 如 引く い 

(火：：： 、更に 踏み込んで 、面み 强く 打つ 〇や太 郞のお 
から 血が 流れろ) 

が 松 (額 も 抑へ ながら〕 無念 ぢ や。 

大 H はて、 ょい 氣巧ぢ や。 その 傷を 記念 じ、 么か 生 兵 
法は 廢 して、 巧 姓 じ 精を 出す おょい。 そんな 生 俊し い 刀 
'の おゎ 方で'  武± のみ 體お 打で ると 思 ふの か。 

(や 太郞 ，傷 も 抑へ ながら 啤 がし ス 辟る) 

ホ 星が 東 氏。 もぅ. 門を の芳は 御座らむ か。 

伊東 (無念 も 巧へ なジ ら；} 殘念 なおら、 免許の 者は、 こ 
れ 丈で 御座る。 

ホ 星 其では、 御門を 達に、 流れて おる とを ふ 貴殿の 太刀 
筋は、 これで 御座つ たのち もは^ 七 鳥 無を 里とは 中 


し 乍ら、 撕 樣な稽 ホで •劍道 師範が とは、 片腹滿 い 事で 
御座る。 お 氣の毒 乍ら、 劍道 指南の 看板は 拙者 達 ホし 請 
けて 歸る 

が 化 (傾の 痛みみ 抑へ 乍ら〕 餘〇 とまへ ば‘ 理不盡 な 中 
しみ 

ホ 星 異な おもるなら、 腕で 來い 、腕で。 

- 門弟 達 巧を がろ〕 

大口 腕づ くの 祖荐 たじ，、 間いて やる。 でもなければ、 看 
板を 脫 して 歸 るは， 武道の 脅ひぢ や。 

が 松な 下 門を 達 何を！ (を 刀に 乎 も かけろ} 

火 リ赤肚 等 (刀 も 引 さ 奇ぜ) 面白い。 巧くなら、 巧いて 
見ろ。 

(山 崎 セが ホ、 同條逮 おがめろ〕 

山 崎 早まって はな れ .刀を 拔 いては なじ j む。 我々 の 腕 
前 ホ 熟の 到す 處 、殘念 乍ら 化 巧 御座 .X む。 刀を 拔 いて、 
み 命を 贈す る 場を でない。 拙 おじ おを せむ されい。 

(化、 逸ろ 門弟 速み 巧靜め 乍ら、 火：：： ホが： のみへ 來 

ろ) 

山 崎を々 巧の わ 腕前、 揃 ひも 揃って お 見舉な もの ぢ や。 
當 道場が は •円 姓鄕 i おのげ が、 ほんの 片手間に 巧術修 
行を をす 處 なれば •碌な お ffl 手ん 致し 兼る のは、 始め か 
分った 事で 御座る-さぅ お蔑みな されないで、 當 道場 
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へ 暫く 御 滞 か、 我々 じ 一手； 一手の 御 敎授を 下されたい。 
失禮が じ，、 御 出 ホの 節 じは、 お常鞋 代が は、 御すな ぬの 
ないやう. 我々 じて 御 合 州 おす。 

ホ 化 ；； な r， 雜 化ん‘- 改ん〕 さう 仰し やるな わ ば、 お 話 •がょ 
くかつた。 我々 など も、 嚴初か 't， 喧啼を 貸 ひに まゐ つた 
のでは 御座 r， む。 詢阀修 巧の 道々、 麗琶湖 見物のを じ、 
:; .H. わ 摘な ド 願 ひたくて 扼〇 越した の ぢや〇 其の お 志 
で •巧 械滿 化。 や。 火 H 巧。 さつ さから、 いかい 雜 言を 
致した な。 

火：：： いかじ も、 ついした 巧今懸 。か.-:、 喧嗤沙 ホに 巧ぶ 
〇’  乂人氣 なう 巧 じ 居つた。 

川 崎が 速の 御戒 部で、 恐悅だ や。 巧では 何 ザ、 奧の 離れ 
のぷ へ。  . 

村 松 山晦巧 我等す 戒 知で 御座ろ ぞ。 

山 崎 何故。 

村 松 巧々 义な ば 兎 も 約、 摘 中の が 東 先生を 雜 言した 人 
ん と、 M 席は 姑 か、； ホ： 乎のを 巧が とは、 思 ひも 寄ら 

むが だ や。 

ホ 化む じ.： .C 

川げ 村が 巧。 则满じ わ 化せ. > されい。 贵殿 のむ 中は 察し 

る。‘ が、 こ、 の瞄 は、 拙 巧 じ わ 化せ 下さ わい。 化を は、 
御お氣 中む や。 肝 巧の 腕の 利かむ 御 病中 ぢ や。 化生の 御 


病氣 じを じて、 何事 も 御 辛抱 下されい。 先生の 御 病中 萬 
一の 事 か-あつては、 我々 が 巧 濟 まね。 

が 松 いや、 勘辨 ならわ。 もの じは、 勘辨 なろ 事と、 なら 
む 事が もる。 病中とは をへ、 化生の 御む 中を 察する おょ 
い。 當 道場が 巧け た 恥は、 我々 の 血 じょつて、 雪ぐ 外は 
御 鹿ら ね。 

山 時 さうな くて はなら む處ぢ やが、 贵 殿には、 平 ホ衞門 
とを，、- 親が ある。 ほ 御 も' ある。 その上* 巧 殿は、】 人 息 
モぢ や。 が 巧 ホ 生に も、 壤 様が もり、 奧樣が もる。 我々 
にも、 妻子 巧 族 おもる こ】 且 、眞 劍を拔 くと、 木刀の 試 
なの やう じは 參ら ね。】 なのな りは、 强 いとは 中せ、 親 
の 敵で もな く、 深い 意趣 遺恨がん ると を ふので もない。 
少し 堪忍して 置く と、 その 額の 傷痕が 間もなく 消える や 
うに、 間もなく 消えろ もの ぢ や。 こ、 の處 は、 拙を にお 巧 
せな されい。 御み のを ひみは、 後 じて 幾らでも 聽 く。 

が 松 いや、 ならぬ。 ならね と 申せば ならむ。 たと ひ 斬 〇 
死 じいた すと も、 眞劍の 立 も 合 ひを いたす。 

山 峰は て、 的つた。 誰か あろ。 誰か、 村が 腹の 御斌 父を 
呼んで 巧い。 

門 巧の 一人 さつさ、 小作の 作藏 か、 走ぃ 歸〇 ました か 
ら 、御子な の 巧 我を 知り、 をぐ と 之へ 參 るで 御座を つ。 

他の 一人 (立ち上 リス、 户 か，^ ぶ 乍ら) も、、 參られ 
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た。 下男を 速む、 主 福を 渡つ \ -來 れ るのは、 蜡 かじ 平 I 
ホ衞 門殿ぢ や。 

ホ 星腕づ くなら 腕づ く、 扱 ひなら 扱 ひ、 鬼の 面なら おの 
面、 菩薩の 面なら 菩廣の 面、 どもらで も お出しむ されい。 
大口 其 小 枠に、 眞劍を おかして なる の も 一與ぢ やらう。 

「參 つた」 では 済まぬ からな。 

が 松 おのれ！ (廣劍 も 化を か、 ろ〕 

山 時 はて、 お待ちな され。 御 親父ん 見える とを ふに。 

が 松 とは 云へ、 口惜しう 御座る。 

(やぶ 衞 門* 下 巧 重 助 •巧け おぶ 重 太郎も 連れて 來 
ろ。 平ぶ 廚 巧け-り 髪 在 おへた ろを 人〇 を 助け、々 尺 
に 近 さ 偉丈夫。 化し 顏け视 痴鈍な 風 もして 居る〕 

やぶ 衞門 (道場へ 口 入り 乍ら、 をを 込んで 心 平太郞 。い 
かご 致した。 

がむ 父上。 殘 念で 御座る。 眉間を 此の様 じ 傷つ けられた 

上、 樣 々の雜 吾 客受けて 御座る。 その上 じ、 當 道場の 看 

板を 瞄さ うご 云 ふ 理す盡 な ホし を。 

平ぶ 穂 巧 いかじ も。 其で 其 巧は、 か 何に 致す とを ふの ぢ 

や e 

が 松 看板を 巧ら れ ては、 ホ 生の 耻餘 あ’ 刀 じか けても、 

渡す まじい 所がを 壁め 申した。 

でホ樹 巧ぶ もぢや •か。 (か 手も见 なし、 扣 手が 惡 いとち 


つむ やうな 表愤 也ず ろ〕 早まる 處 ではない。 

山 崎 流石は 平 左 衞門殿 だ や。 拙者 も 夫を 申し 巧つた のぢ 
や。 先生 御 お 中 じ 萬 一の 事 あつては， 一大事 ぢや 。何も 
刀に かける 許 〇 お 能では ない。 通ぃ 雷は..： •いや •こ 
の 場は 兎に角、 圓く收 める に 限る 〇 いざ ，赤 星 巧、 大 U 
氏。 奥の間へ お 通 〇 下されい。 

が 松 父上 迄が、 その やうな 事を 仰し やる！ 平 太 郞は館 
念で 御座る。 

た：：： 口惜しければ •拔 いて 來 い。 

が松拔 かいで か。 (化かう とずる) 

やぶ 衞門平 太郞控 へたが ょい。 

た 日 ちは、、 。弱い 犬は、 兎 巧 快え たがる もの ぢや〇 

やおが おの わ！ 

(や 太郞 刀に 手を かけろ。 ず； 灿 •お 化 i リ赃け 化し 
て、 や 太郞も 化み る〕 

を 助 若な 那 - お待ちな されい。 この 東 助に お任せな され 
い。 いや、 なじ、 を こな お 武家 達" 

(赤歷 •火 n 等 化と なつて ぶ 返ろ。 一巧のを 駕 く〕 

やぶ 衛巧策 巧。 控 へい。 お前が 出ろ 所でない。 

川轉 下郎。 下れい。 無禮ぢ や。 下れい。 

或 助 いや、 下 ない。 俺は、 その 御 武家 達 じ 用が もろ。 
問けば、 腕づ くで、 道場の 巧 おを 持つて行く とを ふ。 面 
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内い。 持つ て 巧つ て货 けつ。 

山時氣 がな つた か。 お，、 い。 

巧 助 いや、 おへ 3。 氣 はなつて は 防ない。 

(ぶ-助，^ 捕へ ょうとし ス か、 ろ 川 崎 杏、 片手で けれの 
けろ。 山 崎、 1W かに かり i ス みい y 倒れる) 

ホ 助 わ お 家 達。 湛茹 がない のけす 承知 か。 

火 U :卜郎 と 巧 じ、 相手 じしなければ、 がけ 上 〇、 雜 言を 
巧す。 夫へ おわ’ 木刀 でれ も 殺して おれる。 

巧助而 ない。 打 も 殺して 質は う。 

(巧 助 前へ 山る〕 

でぶ 樹門 巧 助。 控 へい。 銅禮ぢ や。 控 へい。 

布 助 いや、 默 つて 化て 朽て 下されい 。化 唆わ武 をは、 兩 
刀み ずがんだ 丸木 も问が だ。 さん、 打ち殺し ておい。 

火 U 何を。 

(巧つ かう か'-, 打ち： 卜す 。巧 助 •體ん かけずと 等し 
く、 利 腕 祁 へ、 口に 捣 いで かか 11 へ 叩. ク かける。 火 
H. 巧 絶し ふ。 W 即 、巧 担， なみ、 お 巧の ra 人、 
木刀， とつて つが/ \ にか、 る。 巧 助-飛な の 如く、 
みみ かけし • M 人 如ぶ わに 取って おげ る〇 みんな. 打 
r， おが 惡 いとなえ 化さ 卜：れ ない ので. 巧し がって W 
る〕 

ホ 化て が。 推を な。 


I (立ち上り さま. 打つ ス か、 一 C0 み、 化ぐ 利 さ 腕み 細 
I へ、 化に 叩を かけ、 起さ h るの も 化* e すじ 卜； から 腰 也 
掛けろ" 重 脚、 赤化の たぶ さみ 姻ん で， 頭，^ 挽 リ勵か 
し ザら」 

巧 肋 黃樣が この 述 中の 統領 だな。 僮 かの 腕前を 鼻 じ 掛け， 
武術 修行とは おのみ、 諸國の 道場を 狎し迴 つて、 金錢を 
强請〇 辟ろ 山賊に も 等しい なめ。 斯様な ホ 熟の 腕前 じて • 
I 道場を 荒す がとは 片腹痛い。々 日 唯今、 改む 致さ ばょ 
- し、 いやと 中 さば、 此の儘に 捻り 殺す ぞ。 (啊 喉，^ 强く 
I 駆ず る〕 

^ ホ お 香 f がろ 許されい. 許されい。 謝 まつた、 謝 ま 

I ミ。 

; 盡助 本心 か。 

: 赤化ぶ むぢ や。 

I 巧 助 木むならば •許して やる。 仲間の 者を 引み 連 わ •速 
I 刻 常 地を ホ 去れょ k 
-ホ化 畏まつた。 

j 盛 助 ぢや 、許して やる。 命冥加な れぢ や。 

I (赤な 這々 の 態に て 化さ 卜：リ 、た n その他の 巧 おお 
I し、 何 か 巧に：！ も 化け ス硕 く) 

I ホ 化が 東 先生。々 H じ、 いかい 失禮 巧した。 御館 禮の巧 
I 平 じ 御 許し ドされ い。 常道 場を 荒す げち ふ 所がは モ 巧な 
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かつた お、 ついした 言葉の 間違， い..： 斯樣な 事 じな つて- j 
誠 じ相濟 まぬ。 御緣 が. あつたら .又 御 n じか、 らう。  1 
が來 (さつさからの 樂 件み、 無 育の 袖に 堪へ あんで 居た 
が •事件の 急激な 轉 回に 吻と 女む したやう じ〕 何事 も 
拙 ま 病中の 故と •御 勘辨 ドされ い。 

赤 星 御 おが 痛ん 人る。 巧を 衆。 さらば だ や。 

(六ん 文お备 整へ て 細り 去らう とずろ〕 

を 助 わ 武家 達は •何为 へ 行かれる。 

ホ 星 京へ 參 るの だ。 

頭 化 うん、 なしい。 

(六人. 进恨もをむ：^うな態にて、 歸リ去ろ。 今を、 

重 助の 巧 巧に 感觀 しス默 がわり しけを み 「わつ」 と靖 
立ス 乍ら •重 助の 巧に 姐け ずろ〕 

門を 5- はて‘ 無雙の 勇力 ぢ や。 

巧 ホ 乙 人間業とは 思 はれね 0 

門を： 巧 力倆と おひ、 お 法と おひ、 巧群ぢ や。 

や 左衞門 (を 助の 前に 進み ぉで 乍ら) 唐 崎で 御み の 水難 

を 助けた がんら、 御 武家では むいかと 疑つて 居た •が、 斯 

樣な 豪傑とは 裝じ もを じ 論らなかつた 段 •平 じ お許し 下 

されい。 化 上は、 本名を を おつて、 拙宅に 何時 迄 も御逗 

留 下されい。 

ま 化 いや、 拙を はを は 無い 者が や。 


I か 巧 いや •お隱 しもるな 。天下 じ 問えた 蒙 傑 じ 違 ひな 
i い。 御ち を おを 乘〇 下さ わい。 

重 助 もは、、、 みは、 是非に 巧び 中 さむ。 拙 まの 木な 
は、 窥前巧 島の 城 ホ 小 早 川 隆贵の 巧で じて、 おぶ 軍太郞 
兼 ffl と 申す まで 御座る。 

や 左衞門 さては、 御み が. な 州 風 越 山 じて. 緋 々おがを 
なされた お 巧 粟太郎 殿で 御座つ わか。 知らぬ 海とは 中し 
乍ら、 いかい、 失禮を 致しました。 

(門を 達. 麗いス 重 太が お 凝視ず ろ〕 

が 化 御を の 御蔭 じて •當 道場の 看板 も 巧され ず、 巧が じ 
をず る。 何卒、 當 道場へ 御 滞在な されて、 門弟 達を 御敎 
授 下さむ い。 

ホ 左衞門 私よ 〇 も、 その 儀. でに わ 願 ひ 致し ま卜。 

重 太郞御 懇篤な ろ 御 願 ひじて は 御遊れ ども 化 日、 が 時 
一 じ： おみの 爲じ 命を 巧 か 〇 たろ ま、、 行く手を 急ぐ み じ 
ては 御座 〇 しか ど、 何が な 御 恩 報じを 致さん と、 かくは 
滞在 致した。 お、 今日の 働を を 巧 隙への 寸志と して、 削 
口に も當 所を 發を 致した ぅ 御座る 〇な上 •彼の 六 人の お 
者 修行 ども， 中途よ 〇 ホち 歸 .り、 巧び 禍を 致す や も站ら 
わざる によつ \ 、、拙 おこれよ 〇 をを 迫 ひ、 巧 迄 追 ひ拂は 
ぅと 卑 ずろ 0 

ホ左衞 巧な ろ ほど。 深 令御酣 厳の 程 おけない。 がら ば、 


郞お 孔见お 


143 


なじて ホ 服 大小が 一迎〇 はわ 揃へ 致し ませう。 

(門 巧 どもが ホ，^ 捣 へて かてが る〕 

巧 巧が さも、 おな 化 化。 何は なくと も. 一獻お 過し なさ 
むい。 勝 祝 ひで 御座る。 

孤太邮 酒は 拙ぶ 大好物 V 御座ろ。 ずん と、 おを ぎ 下さむ 
、〇 

(ぶ 太が、 11111 がぶ 摘け じかむ〕 

がが 御な 巧、 御 見が。 

巫 太 郎がお 巧へ も お盃を さし 上け る。 お 一つ、 いか r で 
御 蛇る 0 

がが 柄 かなわ ども •一つ 過ごす で 御座らう 〇 ( がが 巧け 
乂巧 乂郞 じなず) 

ホ； お郞 みは、 村 松 御 父子。 

(ホ义 がと 村 松 父子との 間に、 盃 の應酬 をし < わる〕 
が 化 門 あ 一巧 も、 お 巧 化 化の 武_ 或 じ-巧ろ やう* わ 恋を 
蜗戴设 せ。 

門 巧 5 はつ。 

(門 巧 •み ざ/ \じ をた 化か'-， あ 知赏ム 。漸く 洒 をら 

しくな つてが る〕 

でぶ 術 門 それでは 、おな 化生。 おお 子は 化生の 阴日 御留 

足の 川なん をし、 平 太郎か 傷の 手 當：も 致した う 御座ろ 

によって •： おわ 化へ 失禮 数す 0 


巧太郞 わ歸〇 なわ ば、 みども 同道 致す。 (と 云へ ど、 久 
しおりの 洒じホ 疎 わるもの、 如し〕 

平ぶ 衞巧 化生は， ゆつ くりと お過ごしな されい。 まだ 暮 

れ 前で 御睡れ ば、 八ッ時 迄は、 かつく りお 過ごしな され 
、〇 

宪 太郞ぢ やと 申して •御 ま 人達が 歸る のじ、 下男の 霞 助 

こ ご 

づ 

やお 衞門 いや、 御 冗談を 仰せられ ますな。 何卒、 その 儀 
じ ゆつ く。 と、 お過ごし むされ ませい 0 
を 太が ならば、 今ー ニ獻 過ごし てん-レ'、 をょ 〇參 るで 御 
座らう。 

やぶ 衞巧然 らば、 御を 下さむ い。 

(やぶ 偏！：、 や 太郞と 一緒に 歸リ 去る〕 

を 太 邮んし 振 〇 の 酒の 味は 格別 ぢ t 御門を 衆。 この 大 
おじ、 なみく とおな ぎ 下さむ い。 

(巧を. 洒も 巧ぐ。 重 太が’ ぐつ i 飲む) 

門 おの 一人 お 見 ホ 生。 酒の 巧 じ 武濟修 巧の お 話が 承 〇 た 
、〇 

を 太郞 うん、 ょから う。 お 州での 大蛇 退治の 話を 致す か 
な〇 それとも、 排 々退を の 方に 致さう かむ 〇ち は、、。 

第二 喊 
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情景 (第一 場と 同じ。 雌、 がが 経つて をろ。 壺太郞 
--^門をも、 十二をじ醉つピ：’つス巧ろ。 なけ八ッじ近 
し) 

重 太が (前 和し ス 、託に 油が 乘つ 一、 居ろ) おのれ 校 物 
と •藤 墓卷の 一で、 拔さ 打ち じせ 中へ 斬 〇 がけろ、 とビ 
1 ンと音 •がし 跳 わ 返つ た。 失策つ た 〇 と > 眞 つ 向から】 
力 浴せ ると、 巧 骨じ當 つて 折れて 了つた。 

門 巧 一同う 一 む (とお 唾み をむ) 

垂太郞 これは とお ふ 途端’ 怪物は 右の 手に 抱へ て 居た 娘 
を 拾て 挺 b 返り ざ ミ乂趋 のか 含 口を 開いて 飛び かムつ 
て 豪つた。 刀が がれて お 物を 失 ひ、 流む の 拙者 も 些か 狼 
級した と 見ぇ、 右腕に 崎ん 付かれた のはす 覺ぢ やつた 0 
お、 顿 みがかれ たのを 幸 ひじ、 を 物の 雨 手を 引つ 麵 みお 
ら 、傍の 岩角へ 力ま かせに 巧げ がけた。 

門を 『同 う— む 0 

重太郞 起さ 上らう とすろ 所を、 のし か- 1 つて‘ 拳を 堅め 

眉間の もた ゎを、 績け ざまに 五つ ばか ^ 駿〇 つけろ と、 

流石の お 物 も異樣 ゎ聲を 出し 乍. b 、 息が 絕 ぇた。 

門弟の！ 人 はも、 成程。 さて， その 巧 物の 正 蹈じ〇 

を 太が 劫を 經た排 々だ。 

門 ホの 一人して、 みの 文は 0 


I 巫 •太郞 六た ももつたら うか 0 
巧を 一村 察く〕… • 

門 お 0 i 人して、 その 娘は いか i. 致しました 0 

巫 太郞氣 絶して 居つた が、 手當 てを 加へ ろと、 蘇を 致し 
た 0 

巧を 他の 一人 親 達の 幕' ひは’ さぞ かしで ござり ませう。 

を おが もは、. 思うても 化ろ がょ い〇 惠太郞 なか りせば 
披の 命は ない もの ぢや 。もは^、。 

門 巧の 一人 御义 もで 御が ろ。 

門を 他の 一人 光生の 武 おにょ 「て 助けら わた 者は、 化に 
限 b も 御座る まいな。 

重 太 郞お驗 に 向う ざま じ 褒めら わろ と 恐縮 ぢや 。お、 養 
の爲 めには‘ 重 太 郞の劍 は、 何時 じても 稱走 るの だ。 

(そのが 一人の 巧 姓が、 をくな つて 熙け 込んで 化ろ〕 

巧 姓 雨助肢 。いや 違つた •おお 化生。 大變ぢ や、 大變ん 
や 0 

适太郞 うん’ 化賊 か。 何譜だ や、 何事 だ や 0 

化 腐 大變ぢ や、 大變 もや。々 •六 人の が ホ 修行ぶ が‘ わ 
宅へ 斬， り 込み、 大旦那 様 も 若 U1 郝樣 もな なさ 御 嵌 期む 
や 0 

を 义郞 なに！ やち 衞門 殿に も、 平 太 郞腹じ も、 ものが 
どもの 手に か、 つたと をん のか。 


がん 重を 请 
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化が 义ば かぃでは ない。 下 巧が 一一: 人 •女中 お) 人、 深手 
をれ ひました。 

巧乂郞 わの わ、 がみ 六 人の な。 軍 太 郎が驅 けがけ て •一 
討 もじ おして 化 人れ る。 

(巧 乂郞 。唯一 人、 巧 風の 如く 願け まる；) 

門 巧の 一人 巧々 も、 かう しては おられれ。 岩 見 ホ 生じ お 
助太刀 中 さう 0 
他 SI ニニ 人我々 も總ん う。 

(六； J 人の！： ホ， 鹏け 去り、 後に 五六 人 巧る) 

がが (さつさから、 果乂郞 のな 巧 古 微笑み 含み 乍ら 聴い 
ゾ W たが) ホ ホ 衞門殿 親子 か 横' 化を 遂げた とは、 いか 
じ も 如の 溝む や。 おの 手が 利か S のが 殘念ぢ や。 

山峭 たがみ (ぶ 乂郎の 化 现な來 、常に 巧觀 おの 化粧-し 立 
つて けたが) 飛んだ ホ じな つたな も。 圓く收 めれば ょ 
かつた のぢ やり 

がが 巧进踢 のがで、 村 お 親子を 殺させて は、 拙者 お申し 

謁 •かなた 5。 も、、 殘をぢ や。 拙 おじ 刀が 巧れ ぬのは。 

(そのげ、 下手から が 一巧の 六 人の 巧な々 覆面して な 

びが リ •がが 一 瓦に 斬り付けろ 〇 がが 蜡れ ろ。 巧れ ろ 門 

ホ 速-が々 刀 も 化い ス顆け 向 ム〇加 斷じ乘 どられ たの 
で ホ t なく 祈 tr 倒され ス了 ふ) 

(川げ が々、 が碑报 i 巧 むれ ど！， あにす、 ぶの 巧 股 


也 斬られろ} 

山 崎 残を！  . 

(六ん 達 山 崎も圃 む- 

六 人 最前の 東 助と やらは、 いづれ じ 居る。 ちの 巧の 巧 所 
をを へ。 巧 所を をへ ば、 あの 命は 助けて やる。 

山 巧 あ 達が、 平 左 衞門シ 討つた と聞气 唯今 顚け 付けて 
參 つた。 

ホ お う。。 なひ醉 つた 處 を、 1 討 もじ 致さう と 思つた 
じ、 命 兵 加な なむ や。 

火 H ちの 下郎を 討 も 漏した は 殘念ぢ やか、 これから 後を 
おつては、 時刻が 移る。 村が 親子‘ が 東 直、 それ じ 門人 
の 五六 人も經 して 置けば、 我々 の 遺恨は 晴れた。 いざな 
も 退かう。 

ホ 盛 村 段の 家で、 巧兩 ばかりち^ 金を 狡つて 來 た。 

大 H 手 廻し のい、 事 だ や。 いざ 參 らう 0 

0W 太郞 、な も 切らして 飛び込んで 來 る〕 

を 太郞 梓て！ 待て！ (正面へ 來て 、がが その他の 化 お 
も 見かけろ 一 辟は， が萊 巧を も 手 じかけ たか。 卑おホ 
練の 犬侍。 最前 命を かけし は、 あ 等の 憩む を 飾 させんと 
の 情けなる に •忽も 化を なす 人が 人 わ。 片つ端から 難ぎ 
倒して 吳れ るから、 さう 思へ 0 

赤 狸う む、 下郎ょ く來 た。 かの 一命を おりた さじ、 當道 
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場を 襲つ たの だ や。 お- = 逃して 殘念 だと 思 ひし じ •我ん 

らを乘 つて 來る 命の 嬰. む 夏の 蟲 巧。 •下郎。 それへ •直 
L 0 

盡太郎 下郎とは‘ をは さむ ぞ 。村 おの 撲霜 助とは 化を あ 
ぶ假 のち 實は筑 前ち 島の が ホ 小 早 川陸赏 の 家 拉岩見 
重 太郞兼 相む や。 

ホ 度な： 卜六人 (驚く) ぅむ—. さては。 

('みんな、 逃げぶ がかく〕 

を 太が この 期に 及んで、 命を 巧ん らんと すろ 卑 おおむ。 
逃げょぅ とて、 述 がす もの か。 一人一人は 巧 倒 だ。 一度 
にか、 わ。 

六 人 是非 じ 及ばむ。 

(六 人、 一齊 にを 太が にか、 ろ〇を 太が •奮 擊突戦 
L、 六 人 合一 刀づ 、に 斬つて がて ろ') 

(門弟 村な 人 等、 徐 々じ 立歸 つて 驚いて 見物して 居 
ろ) 

庞 太が (六 人み 媛し おり) もろい む ぢや〇 もは、。 

門を 共 天晴 わの お 手柄. 擔さ 入って 御睡 る。 

巫 太が 夫に してち 村 お 父子の 横 化、 が 東 化生の 横が > 

御 お 傷じ存 ずる。 みんな. 犬侍 共の じす 業ぢ や。 拙を が 

卽 座に 敵を 討った のを、 せめても のむ 遣りと して ド さむ 


かな 人の 一人 化 和 山の 城 ホむ 凹 治部少 軸の 代官 酣下 S お 
で 御座ろ。 惡人 共を 卽座 じわ逛 治む さわ. おけな くを じ 
ますれ ど、 御 法に ょ 〇 化な 所 迄’ 一應御 同道： 卜 されい。 
ず： 太郎 (意 氣揚 々とし 一、；} 義 にょって、 六 人の お ブド手 じ 
かけた まで 御座ろ。 何處な 〇-*、- も •喜んで 御间道 致す。 
お 役：：！！ 御 苦勞で ござろ。 

が 人 門人 典 ホ 今 お雙の 豪俊ぢ や。 が お樣 、伊東 ホ 生の 敵 
を 卽座じ 討って 下さ わた。 あけない。 おけない。 

_ .'重 太 化が •楊々 としてから ホろ の，^、 をから お 讚の 
がみが だかけ ろ'} 

川 巧た 郞ホ (•保 乎の 爲 がれ 又が たが、 と 半み 丈 や 勺と 立 
r> トリ. なんし さぅ じ‘熏 太 化の おを も眺 る) 馬廣 
な 巧 だ。 彼 わ •が 居な け わ ば •化 腔 事には む. t, た いのむ 
や。 彼 ねがおな け わ ば’ 誰も 化む むくて 濟ん だのむ や。 
馬鹿れ—- もんな に 威張って ホいて やが る。 馬鹿！ 
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根 尾 0 茅 


な 山が では、 外 じ騷ぐ こと むん かな いぢ やない かえ。 (そ 
れで L •おが 痛む となぇ、 度々 嘗 みて おろ) 

を么逛 (一寸 不 化な 表情) うむ—. こんな 山家 か。 お前 
は、 到頭 本音を 化いた わ。 こんな 山を か、 お前の 鼻に つ 
さかけ て 居る のは 分つて 居る。 

わ ふみ (や、 ぶ 貞< されて 一 だつて さ。 毎日 起 をても 寢 
て もが じこと ばか 〇 だもの。 それでも、 貴 郞お傍 じ 居て 
下さる とろは •い、 わ。 貴 郞を遙 〇 出して、 j 人 ぼん や 
〇 して 居ろ とを は. 本當に 情。 くなる わ。 

呑 之 進 そんな ことは、 廣 悟の 前ぢや ないかえ。 

わムみ でも、 かう までとは、 思つて 居なかつた わ。 手 飼 
下げても、 いと やせむな どを うて、 巧の 文が では、 粹だ 
けれども、 やつて おる と-つら いわわえ。 

呑么進 (や、 化變 に) 山家 丈が、 鼻 じがいて 居る のなら 
い、 の だが、 この頃の お前 じは、 このを を 進まで か、 鼻 
じ 付いて 居ろ だら う 0 

わんみ (削を 直つて) え、、 何んで すつて。 もう 一度 云 

つて さい。 

香 之 進 幾度で もちつて やる 〇 この 贸の お前 じは、 この 香 

之 進まで か、 鼻に がいて 居る だら う。 

わ ふみ ホ r め—. 貴 郞が鼻 じがいて 居る。 をさん。 何時 黃 

郞か鼻 じがいた と 云 ひました。 何 咕’妾 おそんな ことを 


ち ひました 。鼻 じがいて 抗る舆 のために、 何う して こん 
なま 勞が 出來 るので す。 黃郞 と一緖 だと 思へ ば こそ、 ど 
ムな苦 巧ても、 辛抱して 居る のむ やない かえ。 

を么诬 ミむ！ こんな 苦勞 か。 化が 鼻 じ 村いて 居む ば こ 
そ、 この 暮 しが 巧勞 じなる の だ。 そんな 當ぢ やなかつた 
の だ， が。 

わんみ まも—. ひどい！ たつた、 一年 や 二 年で 毋じ村 
くやうな おとなら， 巧の お' 江 戶を跑 落して、 こんな 山與 
へ來ろ もの かわえ。 思 ふ 巧と 峭れて 添 ふなら、 どんな'.： 
巧 之 お うろ さい—- をはな くつても みつて おろ。 

わ ふみ 44 前. か 分つて 辟ない から. を ふの だ やない か 0 
を 之 進 お八. 達が、 な 戶を随 け 落ちした とを の、 お 冗 S 氣 
持は さう だつた。 お前が 靑控 佐お衞 に. み 請され ると を 
ふのを 聞く と. 化は カツと なつた 〇 お前を、 人手に 渡す 
のか、 俺には 堪 .t, なかつた。 お前 じ、 む 中を 相談す ると. 
わ 前は 直ぐ-化ぬ 氣じ なつて みれ た。 あのと さじ、 化んで 
居れば ょかつた と、々 化は つ-くぐ 思 ふの だ) 

わんみ だつて、 いざと とふ 間際 じ なつて •ホ 練が 山た 5 
は、 お前さん； り やない かえ。 

を 之 並 うん 俺だつた。 われは、 お前が： 化む ほど おつて お 
て吳れ ると を ふこと •かみる と'- 化 わなくな つたの だ。 こ 
ん なじまで、 俺を をして おむろた とな も、 どんな 山奥で 
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わ ふみ 化-;: まで、 をはな くつて、 そわで 分つ てるの ぢ やな 
いの。 をの 給 持 も、 巧 郞の氣 持 も。 わ 冗 じさう した 氣持 
で、 巧して 巧つて 巧る の だんら、 い、 ぢ やない の。 

巧 之 逆 (恨が として) い、 當だ つたの だ。 お 置の むさへ 
確かむ. T、 たと ひ 山の 奧の化 化 居で •お前 じ 手鋪を 下げ 
させても •いつまでも 樂 しく. 十がん 二十が も、 いやち 
がで も、 千が でも、 樂 しく 幕して がけろ と 思つ たの だ。 
わ ふみ なつた ばか 〇ぢ やない。 樂 しく 暮 して 居る のぢや 
ない の。 

ホ之逛 蛇を をへ、 が 肺 化すな。 お前‘ か、 樂 しさう に暮し 
てがたのは’ 巧へ 落着いた を旌 •ホンの 一二 巧 か 阿月の 間 
だつた。 俺が 射つて 來た 山鳥ち わ 前が 摇し かつて、 料 
理 して 小 綱で おた。’ 化 お 掘つて 來た 山の 鶏を’ お前’ が 
馴わむ 手 村で 捣 鉢で 摺 つて 欣ん だのは、 ホンの その 當座 
义 だつた。 半中經 つか 挑たない 內じ •お前は、 もうこの 

巧し がみ じ 付み 山した の だ。々 がの 春 •山樓 お チラ ホラ 

がろ 化した 明だつた。 お前は、 総 侧じ鹏 を かけな おら 「も 

う、 踩 でも 樓お 巧いて， 道中 おもろ 時み だな」 と、 しみ 

じんを つたのを 巧え 居る だら う。 もの 頃から だ。 お前 

のむ' が’ がり かけて おろのを 知つ たのは 〇お 前は、 それ 

ィ^ .口に 川すまい とした、 が、 お前の み體中 お、 それを 蝶 


ベつて 居る の だ。 この頃は、 朝夕 じ 二度 か S 度 かは‘ 廓 
の 話を しない ことは な いぢ やない か。 兹へ來 たと さに、 
お 互 ひに、 何と 約束した の だ。 一切 昔の 話は すまいと。 
お前の 廓を 慕 ふむ •が 募る 毎に、 お前の むが 俺を 離れて 巧 
くのを 感ぜずに は 居られな いの だ。 

わんみ (を 所も衙 かれて、 や、 タウ {となりながら) 
まあ 一 あんむ ことを。 一年 や 一一 年で、 お前から 離れる 
やうな そんな 淺 墓な むだと お 思 ひかえ。 お前と 一 緖じお 
な 戶を郎 おする とみから 、世間 も 義理 も 八 情 も’ みんな 
捨て、 しまつた 妾 ぢやぞ え。 今更 •お前と 離れて’ 何處 
じ 巧く 所 おもる と， お 思 ひだえ。 廓の 話を する の お 《 惡 
いんだつて。 でも こんなに ずる 化 事 も 遊び もなければ' 
をの ことで も 話し f ろょ 0外 .仕樣が な いぢ やむ いかえ 0 

を 之 進 (默 ずろ こと 多 時〕 う. む， それ だ。 昔の事で も 話 
しすろ ょ b 外 じ； ii 巧がない 〇 うむ •そわ だ。 お前の ち ふ 
ことに も 無理は ない。 昔の 話を すろ お前を‘ とおめろ の 
は 俺が 無理 だ。 どんな 强い戀 でも •そわ 丈け では 人間は 
暮 していけ ない のかな。 どんな 戀人 同志で も、 こんな 凹 奥 
ぢ や、 お 瓦 ひに 退屈せ ずには 居れない のかな。 お 屈する 
とちつて、 お前を 叱る 俺 お 無理な の だ。 いくら、 俺を 思 
つて 席て 吳れて も’ 俺が 毎日の やう じ、 同じを で、 鐵跑 
を 探げ て 巧 鹿を おひ 廻す のをな て 段む ば、 だん {化が 
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鼻 じがく の もぶ も だな。 

わ ふみ 何を、 氣をお 廻し だ わえ。 

を么進 いや、 氣を 廻す のぢ やない。 本當 のこと を まつて 
居る の だ。 まして、 お前は 小さい 時から •廓 じ 育 も、 化 
し 男の 數も 知- 、 目の まは る やうな 華美な 暮し をして 居 
た 丈、 こんな 山家の 暴し じは、 人一倍 參 るの だな。 

わ ふみ (を 之 おの 本 おの、 む 梓に け 同情し 得 ざろ 如く〕 お 
前は、 なと 一 緖じ暮 すの おいやに おな 〇 かえ。 

香 之 進 何を ちつて 居る の だ。 だか‘ 人間の むじ もろい 
もの だな。 一緖 じ-化む うとまで 、張り つめたむ だ‘ かう 
もろく 一年 も經 たない 裡 に、 をつて しま ふの かな。 おひ 
合つた 舆 とかと が、 む 中す ると まふの も、 巧手の むお變 
るのを 恐 わるから だ。 いやち 分の むお變 るのを 恐れ るん 
ら だむ。：： だ お、 おふみ。 お前 も 巧 梗屋の 九重と をつ 
て、 仲の 巧では 誰知らぬ まもない が 城だつた 女 だ やない 
か。 二人 殘 した 壽 置を じ， なんと 書いた の だ。 たと ひど 
んな 、しおない 暮 しを しても. 見 辜 添 ひと' けて 見せる と 

書いた ぢ やない か〇 まだ 一年 じなる かなら むいか じ、 へ 

こたれ て、 江戸への め/ \ 歸る譯 じ も 巧かない だ やない 

V 〇 

ろ 

わムみ 何もへ こたれ ない けれども、 な 下さい、 この 兩 
手卜 。わづ か 一年 じむろ かならない 裡 じ、 こんむ じ 荒 わ 


てし まつた ぢ やない かえ。 そむ じ顏 だつて こんな 生モか 
延 b て、 ざら-^ して 居る の だもの。 妾は、 何も 日髮日 
風呂の 暮 しお、 したいと 云 ふの だ やない けれど •時には 
お前に 嫌 はれない 丈の みだしなん はして 見たい われえ。 

を 之 進 何の そんなむ 酣 なら、 いらむ こと だ。 俺の 屬 めじ、 
顏や 手が 荒れろ の だもの。 何 3、 わ 前を 嫌つて よい もの 
か。 だ お、 むまで 荒して 吳 わるな。 い、 か、 もう 少しの 
辛抱 だ，. もう 少し 世間の 嗔が 、靜 まつたら •せめて 上 
刃へ でも 落 もて 行つて、 化 間 ホの 暮 しは させて やろ から 
な 0 

「老人の 殺 帥’ 柴巧戶 のかへ 近づい ス おろ) 

猎帥 岛那！ 御用 意は 化來 ました かな。 

杳之巡 茂 重 か。 も、 化來 た！ 先刻 か. 待つて 居た。 居 
白澤 の模樣 はどう だ。 

滋邮 居ります よ。 今 道で’ 與兵衞 に 逢 ひました がな 0 
與兵衞 のが お、 昨日 夕为 松葉を 觉 めて 居る と、 巧を S 疋 
速れ て、 二十 貫 も ふろ 化 猪が、 つ ひ 目の 光を 通つて 巧つ 
たと おひます よ。 

香之逛 今朝は、 鹿の 嗚を聲 もし 今 〇 じ 致 L\ 、居つた む。 

獵师 鹿なら’ もす こ 丈で も、 何百 巧 > -數 へがれます ま 
' 〇 

ホ 之 進 (巧 な 上げながら) さう か j ぢや今 H は、 もぶ 
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れ はない な。 ぢ や、 わ ふみ 巧つ  一^ 來 るよ。 

わ ふみ 巧つ ていら つし やい ませ。 

彼；！ 奥 さま。 御を 下さい。 

わんみ ご 一ん の 後 知 兄な リム がら〕 立派な お 旗本の たつ 
た 一人の 跡が が、 もんむ 苦勞 をして 居る の も， みんな 妾 
のたん だとは おつて 見ろ もの、、 ほんた うに、 飽 を/、 
してし まふ ほど、 退屈 だな 。また】 昨日の やう じ、 山 
の藥货 でも 巧て、 化 戶の增 でも 贈 かして みれ ると い、 の 
だ おな 0 

(W のす 化 二人、 忿 にわ わた V しくを り 化し ス來ろ 0 
そして 柴巧 口の 邮じ 止まる) 

す 化ん、、 なの あだよ 。巧の 家 だよ。 

(化を もした 本み 巧 一二が。 (巧 各捣 巧な ろ 巧 ±) がス 
がろ 。おがが の 女 巧 わかく'; 卜巧 とか 中と み 連れて お 
て來 ろ。 下男 U 巧 的 14^ 巧つ て おろ) 

巧 一二. 桃 わ、、 V モ だ。 い、 モだ 。よくを へて 吳れち 

内が. この 家ら しいな 0 

わかく  (ぶの が子备 おながら〕 本當 じ、 惚れた 同 あのな 

化 おじは、 わ 部 向 今の 家 だ わ。 だ •か、 こんなみ じ もの 華 

英 巧みな 化 巧さん か、 納 つて 居ようと は 何う しても おは 

な いわわえ。 (女中と 下 巧に〕 ぢ や、 お前 達は •荷物 

み此 ぶへ 巧して 先刻の あで 待って おいで。 


下 巧 i 下た 畏れましたり 
ご 一 人退游 ずろ) 

巧 一一 一が 物もう。 物もう。 

わ ふみ (じけ かな 來 をみ、 いぶかしみながら〕 どなたで 御 
座い ますん。 (口 も わけ V、 曾 一二が 知ち て 駭<- まも—. 

晉 さん！ (しに-ぃく 語な し：}:： びつ <0 した 0 (わか 
くもな 認み _*) まも、 お內 儀さん！ あ、、 妾 恥し い。 
(をいで 奥へ 距け 入ろ) 

を 一二郎 (彼女 告おム やうに， 家の 中へ け 入つて 巧ながら) 
何の 化しい ことが もる もの か。 巧いた 同志の 巧 住居 ぢや 
ない 如。 誰に だつて. 大 威張 ご 巧 せら わる \り やない か 0 
さも、 内儀 お前 もえ 禮 して はんつ て來 ると い、。 

わかく ぢや 、御を なさい わぇ、 ふみ もやん。 

わ ふみ (化 ホな ささう じ〕 どうぞ。 

を ミが 九 震さん！  乂 しお 〇 だ わ。 ハ、、、、、。 

わ ふみ (恥し がりながら わかく じ) 本當 じ、 もの 節は、 
何と 中譯 してょ いやら、 もんな じ 御 恩 じな つて 居な. が 
も •大 みれ たこと をいた しました。 今 技で、 お 目に か、 
るのは、 化む でう じつら う 御座います。 本 當じ穴 おもれ 
ば、 這 入りたい 位 じ 思 ひます。 

わかく  (慰みろ でう じ〕 過ぎた ことは、 お 云 ひで ない。 
過 デ 去つ たことは 、過ぎち つたこと だから。 
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わ ふみ はい。 

わかく それよ b も. 大層 やつれた わえ.。 かう ちつ もや， 
わろ いけれ ど、 巧 巧の 器 證を襄 なし じして おいで だ わえ 
を 一二郎 細 木は 离守 かわ。 うむ、 細 木 も お前さん も、 變〇 
はない かいり 
わ ふみ はいり 

巧 一二が そゎは、 柯よ〇 結構 だ。 

わかく わえ’ ふみち やん。 今度 わたしが 來 たのは、 何も 
お前の お 手と して、 連れ戻し じ來 たのでは ない の だよ。 
わたし も お前は 五つの 年から、 手鹽 じかけ て 育てた から、 
娘 同様 じ 思つて 居る だら う。 お前 お、 廓を 出てから も、 
風 じつけ 雨に つけ、 お前の ことは 忘れた ことは ない の だ 
よ。 いつか 一度は お前 じ會 ひたいと 思つて 居た の だが、 
つい此 間八 王子から 歸 つて 來た馬 道の 古道み 度さん か、 
店へ 來 て、 八 壬 子 在の 山中に、 旗本の お武 ホが、 元 吉原 
で、 おいらん をして 居た とち ふ 美しい 女と、 化 化 居を し 
て 居る と 云 ふ 蜂を 聽 いたと、 話して 居る のみ 一、 妾 •'かもら 

〇 と 耳 じした ので、 妾 一人の 胸じ收 めて、 そつと 本 多様 
じ 話して 見る と、 てつを， り 二人 じ 違 ひない。 俺は’ ぜひ 
細 木じ會 ひたい A. 思って 居る 矢先 だんら、 これから 直ぐ 

訪 わて 巧く と、 かう 仰っしゃ るので、 妾 も わ 前に 會 つて 

話したい ことお もる とを つて’ お 伴を 願って ホた 護な の。 


八で モ なら、 一一 目 宿りの 旅 だから. 無款 じな つても い、 
とがつて、 かう して 訪ねて 巧た わけなの。 

巧 一二が (ふと 思 ひ 中： したやう じ) 細 木は 何處に 巧つ た- 
お  ふみ  もの 葵山へ 行つて 居 〇 ます。 

巧 一一! 郞 うむ-. 裴 山へ、 何を しじ だ 0 
わ ふみ 猪を、 かも じむを ました C 

巧 一二 郞 猪を おもに •千 S なおの 族 本の 化繼 か、 獵 師の展 
似を して 居る のか。 ハ、、、、。 だ や、 內 お-. 俺グ巧 
じ 居た のぢや 話し じくいだ らう。 俺は、 これん -b 香と 違 
じ をつて •別々 じ 話を する からり 
(裏山に て’ 能 锋をこ fO 
巧 一二 郞 うむ、 ちれ だな 0 

わ ふみ はい。 

巧 一二が ぢ や. 直ぐ 其處じ 居る の だな。 それ だ や、 化は な 
と義 山へ 行つて、 杳之進 じ 曾は う。 何う 巧く の だ や。 
わんみ (柴の 戸のと こス までをつ 乂出 て) ものう、 この 
森の 巾の 道を、 眞巧 じけ くと 小さい 鎭 守の お 皆が も b ま 
すか. r. その お宮を 左 じと つて、 おへく をつ て 巧く-^ 
炬白澤 と 云 ふところへ 出ます。 が' おに 化かが 一-」 居ろ と. ■ム 
つて 化刻參 つたので 御座ん」-。 

3 琼 《つち それ ぢ や、 山で 會へ なかつ たら、 なぐが 

誦して 巧る からな 0 


枝 居の が 
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(巧 一二 郞化 又む く) 

わかく ふみ もやん、 今 U は 相談 かんつて 來 たの だ •がわえ。 

わ 前、 もう T 故、 江 口へ 歸る氣 はない かえ。 

わんみ (駭い え 主—. 

わかく 何も わ 前を、 む 〇 や 〇 速れ て 行かう とを ふの ぢや 
ないから •巧む して わくれ 〇た ご、 まのを ふこと を， < 口 
亂 した.- :*】 が じ 巧つて おくれで ないかえ。 かう、 突が 
云つ もやみ ろまい けれども、々 なでを さんと 別れて、 別 
別 じな ろ 巧 お’ お前の なじ も杳 さんの ためじ も、 一等 爲 
じむる 卜お ふの だか わう 〇 ふん もやん。 ょく 話して さか 
せて 上げる' が •お前さん グ郎落 もした 晚 の靑睦 のな 郡の 
巧ら L さとを つたら、 廓 かで 感心し ない 我は なかつ たょ 0 
私の 家で お 手を 川 さう とすると. 靑 度の 口； 那 お止みて、 
女の むか 離 わて しまつて 居る のじ、 み體丈 引み 戾 して 何 
うする のぢ や。 み 請の 話が、 機つた 後 だから’ たと ひ 女 
お逃げても •み 代を は 俺が ホ 派じ拂 つて やる とかう おを 

ひの だぞ え。 もの 畔 、表げ 汰 じして 御 階—. お前は 直ぐ 

柿つて. どんむ n じ 逢つて 巧る かみ..：' ないし、 存 さんの 

おみの トー だって、 何う むって 辟る のか 分‘ ない のだぞ 

え。 わ 前さん 達が、 こんな 山の 奥で も ぞ穏じ 過して 居れ 

るのは •みんな 巧 段さん の俠 翁ん ら だと 思 ふの だか わ。 
巧は •巧 賠の 凡那の 巧ら しさ じ おむした もの だから、 わ 


前を 一度で も 靑屋の 旦那の 傍へ さし もげない 卜 、妾の 義 
理が 立たない と、 かう 思つた の だよ。 だ •か、 弯 へて おる 
と、 お前 卜 香さん とは •巧 年 越の 深い 仲で、 お前 か 班け 
落 もして、 どんな 山の 奥で ごも 添 ひとげ ようとを ふ意氣 
は、 淚の 化る ほど 猿し かつた から、 靑屋 さんには 濟 ホな 
いとお ひたがら、 わ 前の ことは そのま^ じして 置いた さ。 
ところ か、 本ぶ さんの わ話ぢ や、 香さん おお 前と 江戶を 
落 もたと さ、 をさん の お 家 だ や、 親類 中が 寄 〇 合つて •智 
さんを 病氣引 籠と を ふこと にして、 お 上へ おけて 置いた 
さう だが、 齿 さんが 江戶じ 居ない ことが •段々 円が 衆 じ 
をつて 來て ザく 香さん かお あへ 歸 へらない と •千 三な 石 
の おが お、 何うな るか 知れない とを ふの だよ。 本ぶ さん 
の お考だ や、 今 何う しても 语 さんみ 迹わ戾 して、 今度 公方 
様 お 御上 あじむろ 御 化の 人數の 中へ でも •お 這 入 〇 じな 
ると、 親御の 勘氣 もな 〇、 た 家ん 潰れないで 濟 。から、 
を 之 進に 會 つて、 何う し \ 、ん說 さ 化せて. 違れ て歸 ると 
かう おをひ だから、 わたし も お 伴を して •九重の 巧は 妾 
が 納得させます とまつて’ かう して 一緒に 來た譯 だが。 
どうだい、 窗 さんを 一 化 擬師で 了ら せろ のが、 お前の 本 
留 かい。 お前は 旗本の お 家の お化繼 が、】 生 猪 鹿を おひ 
廻して 居る のみ 傍で おて 肝て、 む 苦しく おはない かい。 

わ ふみ (さしう つむ さて 言葉な し) 
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わかく をれ じかう して、 しがない 暑し をして 居る 內 じ. 
暮 しかで 自由 だから、 何 かじが けて 夫婦 喧 唾の 種が 多く 
なる し、 わ 前 だつ て、 五日ん 十日 も 風呂に 這 入らない だ 
や、 だん {器 藍が 落ちて 行つて •お前の 可愛い 香 さ 
ふか も、 おしま ひじは 鼻に がかれ るの お、 落 ちぢ やない 
かえ。 

わ ふみをく わえ。 

わかく どんな じ 好いた 同志 だつて、 こんな 狹 苦しい 小屋 
の 中て】 年 も 二 年 も、 お 年 も 十が も、 二人 限 〇 で 顔を 
見合は して 居 〇 や、 お 互じ飽 さ：' か來 るのは 當然だ やない 
かえ。 

わんみ それは > 妾も考 へないで はない けれど。 

わか < (勝ち ほこ. つた 如く〕 それ じ、 靑屋の 旦那は、 お 
前を 妾 じしようと まふの ぢ やない の だよ。 なくなつ た 現 
さまの 後 じ 直さう とを ふの ぢや ないかえ。 もうこの 頃で 
は、 廓 じ も お見え じなら ず、 それ かと おつて •後 添 ひを 

お 巧 〇 になつた とを ふ 蜂 もさ こえず、 何でも お前の こと 

を、 むの 奥では 忘れて いらつ しやらない とを ふ嗔 だよ。 

わんみ (可な リ 動かされて〕 妾、 をん なお 話を ろくと、 

ど、 つして よいの やら、 を なくなる わ。 

わかく 分らない ことは も。 やしない 〇自 々のた め、 香 さ 

んの ためを 思へ ば、 立派 じみれ ておくれで ないか。 巧を 


い 男を、 一 化 埋れ木 じして しま ふの が、 女の 本望 かしら。 
をれ じ‘ お前 靑屋 樣の藏 前の お 屋敷を 知つて おいで か 
い。 屋根は みんな 銅で、 葺 いても こと 云 ふぢ やない かえ 0 
茅の 尾 あと 銅と ぢ や、 よつぽど 段 か 違 ふぢ やない か。 そ 
れじ 肖を で •十 人 も S 十 人 もの 與や 女に、 侍 かれて 「奧 
さま 奧 さま」 で暮 すの も、 同じ 一生なら、 孰 もらが い、 
かしら。 そむ じた 前は、 靑睦 の瓦那 を滿叟 嫌つても 辟な 
かつた G やない か 0 

わんみ (よを く 動 さて) て も 妾の 口ん ら 、香さん じ 切 
h ると 云 ふことは をへ ない わ。 

わかく 香さん は •本ぶ さんがよ くを ふさう だから、 わ 前 
さんは た r 別れる とを ふ 化さへ‘ 定めて 置けば い、 の だ 
よ〇え 、•別れて 吳れ る。 

わ ふみ 、默 つて 巧ろ〕 

わかく こんな 山の 輿で. ふえな みじめな 風を して 居 もや、 
女 じ 生れた 甲裴 おな いぢ やない か。 掉错屋 の 九熏と 云へ 
ば、 誰 知 .b む 人 もない を 盛を 續 けたお 前が‘ そんな 盤 凌 
を 着て 居 もや’ どんな じ 人目 •かむ いとを つても、 向 分で 
恥し いとは 思は ないかえ。 

わんみ もう、 何も 云つて 下さい ますな。 もの 方の ため、 
まの ため、 思 ひ 巧つて 別れます わ 0 

わかく  (滿 ぶして) お^、 さう まつて 吳れ 、ば， こんな 
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山の 中へ 來た W 逃が もつ たと を ふ もの だ や。 着換へ もな 
じ もない だら うと 思つ て •ホンの つまらむ いもの だけれ 
ども •川な してが わの だ ぞえ〇 
わんみ (久し振りの お 物に ム 合蹈ら だて) まも一. ほん 
たう じ 御が 巧に。 

わかく なに'  ホンの 閒 になせ の 物 だけれ ども、 この 小な 
はわ 前 じ 似な ふだ うと 思つて 4;。 この 帶は 、々年 統行 
のな で、 お前 じは 少し 蒂美 かも 知れない けれど。 擲も算 
も 一通は 持つて 來 ました 0 

わんみ (ス ッヵ 9 うれし < むつて しまつて レ 靑屋 の岛那 
は、 をの ことを まだ 思つ て屛て 下さる かしら。 

わかく 何を をつて おいで だ わ。 妾 お、 何の 醉與 で、 こん 
むじ 乂ホ をん けて’ わ 前を 迎 ひじ 來るも のか わえ。 

わ ふみ (が ホく しス) まん—. 

(わんみ が， ホが-しぶ とれて 朽る とさに、 香 之 進と 晉 
一二郎と 述れ 立つ X 歸つス かろ。 口外に て) 

巧 一二 郞 おい、 い、 か。 ホが を 山し もや、 駄目 だち さつ 

ば〇卜 話を 付けな けむ ば。 

巧 之 進 巧 か 一な がむ した 上からは、々 お ホ 練が ましい こ 

とはし。 い 〇 

(二人ぶ め 中へ U 人る 〇ホ之 おがな つた のん おて、 わ 

.'7みぁゎv^、もが，^隱くすoホ么ぉ不化^^表巧ィがなず) 


巧 一二郎 直ぐ お付かつ た。 

わかく を さま 〇 おん L 振で 御座います。 

香 之 お (可な り、 不化 なをが 社して〕 うむ、 面目たい な 
も〇か うした ところを、 お前 じ 見られて は 0 
わかく 何う いたしまして 0 

(凹 人、 しにら くの 間、！ 座 白ける) 

を 一二郎 ざつ だい！ 內 儀。 わ 前さん の 話は すんだ かい。 
(わかく 巧く〕 さう かい。 俺の 方の 話 も すんだ から、 俺 
達は 一な 引 さとると せう か 0 
わかく さう いたし ませう か 0 

胥 一二郎 おい！ 細ち そわでは、 俺達は 一遇 〇 して 來る 
からな。 ょく 相談して 置いて くれ。 い.、 かい、 貴 樣の言 
葉を 信じて 居る ぞ〇 

(を 之 お 巧く のみ。 わ ふみ、 二人み 送つて 戶の 所で お 
昔で 別れろ。 わかく i 替 一二 郞 、榮巧 戸の 外にて 請ず〕 
わかく わえ、 束 多さん 〇大义 夫 かしら 0 
K 兰 一が 怪しい な。 細 木 じは、 ホ 棟が たつぶ 〇 巧る 0 
わかく おふみの 巧は、 大て夫 だと 思 ひます かわえ。 若し 
かする と •む 中 話 かな 傷沙ホ じなら ない とも 阻らない と 
思 ひます がわえ。 

巧兰一 郞 うむ’ やり かわない な。 

わかく そんな こと させ もや、 巧を 竊め ょうとして、 牛を 
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殺す やうな もの だから わえ。 

晉 一二 郞 少し、 む酣 だち 王し 他は. 引な して •そつと な 
子を 見て 居ょう 0 

わかく ぢ や. 妾 も ぁま 〇 遠くへ 行かむ いで 居 ませう。 

(驾 一一郎、 取つ て 返して、 ひそか じみの 質 おに かくれ 
ろ〕 

基 31 二郞 とわ かくの 去りた ろ 後、 わんみ と呑么 進け し 
にらく 無言 〇わム み、 もじ-. して 居ろ〕 

を么進 (殺した 臀 で〕 おい I おふみ。 おへ 來 い。 

わ ふみ (わ ど-^ として〕 え、 0 
を 之 進 その ホ 類は ど、 「したの だ 0 
わムみ (默 つて 居ろ〕 

を 之お默 つて 居て は 分らない。 何う したの だ。 

わ ふみ 悼が 慶 の巧酱 さん お、 持つて 來て 誤れた の だ ダえ。 
を 之逛詳 りを 申すな。 駆落した 抱 ホの 迎 じ、 ホ 類を 新調 
して 來 るれ お ぁる もの か。 靑屋 だな。 佐を 衛 だな。 此の 

ホを 引いて 居る のは。 (嫉妬の ため 激巧 してし まん) お 

前は 靑屋と 知つて、 化のを 之 進と 別れる のをを 知した の 

か 0 

わムみ (默 つてし まム〕 

を 之 おお 前が、 靑屋じ 引 さ おられる と 知りな おら、 化の 

を 之 龍と 別れる とを つたの なら、 その ま、 じは 塞し 置か 


ない ぞ 。眞 なに-白 がしろ。 (巧 之 盤、 刀が ふり ーリ瓜 
取り 下ず〕 

わ ふみ (うつむ いわま、 泣 さ 出す〕 

を么進 靑屋と 知つて か。 靑 おと 知つて か。 

わんみ (烈しく 泣を ながら) 妾を 殺して 下さい 〇む のか 
はり やすい 妾を •どうぞ 殺して 下さい。 貴 おじ 殺されて 
何時までも 貴君の もの じな つて 居たい。 

を 之 逆 ょし 殺して やる。 家の ため、 將単 衆の ため、 戀を 
拾て ょうと 思つ たお、 かう なれば 急 地 だ。 お前を 段して、 
巧 么進も •化んで やる。 (刀 も 化さけ なつ) 

わムみ (本能 的に 駭 いス〕 あれ I 

を 之 盤う ろた へるな。 覺怡 しろ 0 

(晉 111 郞 、辨 烏の 如く 赋び 込んで 來る〇 そして ホ 之 避 
の 背後 i リ 飛び 化く) 

巧 一一 一が 馬鹿！ 細 木’ 何を する のだ〇 先刻 もれ ほど 豆つ 
たの お •みらない のか。 

呑 之 進 馬鹿は 度 悟の 前 だ。 放せ—. 巧せ—. 

晉 一二が 細 木！ その 刀は、 貴 掠が 家禹 化の 貫宗 だら う。 
その 刀を 持つて 居ろ 致な のこの 腕は むんだ。 干葉の 道場 
で、 小 天狗と をはれ た 旗本 第！ の 腕む やない か。 この 腕 
で、 その 刀で、 女 一人を 殺す のは 勿體 ない と 思は ない の 
か 。馬鹿な な だな。 おわ •が 先刻 もちつた 迪 。、俺 お 先刻 
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もまつた 適 〇 、 々嫂： 川の わ 家は お 卵の 危 さじ 巧る の だ。 
巧 照 神が W 來 、旗本 八を 瞬を 莖 つたのは 何のた めだ。 貴 
悚か -H 二の なか 武舞シ 磨いた のは 何のた めぢ や。 今 こ 
そその 腕で、 みの 刀で、 德 川のを を 呪 ふ 瞬 長の 寮 贼を斬 
つて 斬つて、 斬 b 廻す 時ぢ やない か。 馬鹿—. こんな 山 
巧で、 縣 帥の 巧 似 tr とを した 揚 なじ •女な どを 殺して 何 
うする の だを。 かの 方は > 巧 様を 化 じ 化すた めじ あみら 
めて 巧る ぢ やない か。 巧の 癖 じホ揀 な。 

ホ么逝 われの むは、 貴樣 じけ みらない。 

巧 ミが々 つても 《をく つても い、。 ょせ'  こんな お 鹿 
馬鹿し いことは 0 

巧 之 逝 (漸く リ知 巧つた ホ 知 巧れ る) 別れる 丈け ならい 
い〇ピ •か、 靑屋じ 0 

巧 S 郎 別れた 女' が、 何つ せう が、 そんな ことは い ムぢや 
ないか。 それを 未練 だとを ふの ド 0 
ホ么逝 (尙刀 知 巧いた ま、〕 が、 このま、 いつまでも、 

巧して 巧く のはい^ お、 俺達の 經が いつまでも 續 いて 行 

く かどう かから なくなつて 來 た。 女の 也は 江 戶へ歸 〇 た 

さで 一杯 だ。 n みのむ も、 アテ じなら なくなつ て來 た。 

別れ話 お出た とを、 刀を 巧いて 振り上げろ 化、 お 互 じ 熱 

かもろ 時 じ 別れた 巧が、 化か も 知れない。 かう した 生活 

を 五 ザ 十 巧 おけて 巧み‘ わな ひじ 經を もせ させて しま ひ、 


酷い 二人 じなりな おら、 喧嗤 しい/- 暮 して 行かねば な 
らね やう じなる かと 思 ふと 行宋お 怖し い。 本 多！ 別れ 
るのは 今 だな！ 

写二郞 きつと も貴樣 が、 其 處へ氣 おがけば、 細 木を 么 
進は 救 はれた の だ。 愛する 女を いだく 欣びも •結稱 だが、 
そのち 宗を思 ひ 切 〇 狼 b 遇す ことを 葛へ て 見る がい、。 
香么進 斬れ さう だな、 こいつは。 

を 一二が その 团れ 巧の やうに、 スッ パリと 切れて しまへ 0 
今夜を 過す と、 どんな ホ 級が 出ない とも 限.-:'  ない。 お梗 
屋 の內龄 じ、 男らしく 直ぐ わ ふみを 引渡して しまへ 。男 
だ、 辛抱し ろ。 

を 之 逆う む。 

(を互 が、 柴巧戶 i リ わかく も 招く〕 

琴二 郞 お前さんち おふみを 連れて、 直ぐな 戶へ歸 つて 
おくれ。 俺は 細 木と 一足 遲れて 江戶へ 入らう。 わ ふみ さ 
ん 。を 後 だ。 を践 りを 惜しみなさい。 

わ ふみ (を 之 進に 組りながら、 わ— とな さ 伏ず〕 

香之逛 何もを はない お、 俺の むは 判つて 居ょう。 

だ ふみ (泣 さながら おりじ 巧く〕 

を 之 進 ょし、 たつし やで 暮せ〇 
わ ふみ はい 0 ( 烈しく 泣 さ 沈む；} 

覃 一一郎 さち 泣いて 居ないで、 ホ 裳を 吏へ ると い、 0 
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舆へ 入つて 清換 へる とい、。 

(わ ふみ 泣きながら、 ホ颊备 持つ ス奧 じけ ひろ〕 

が 之 おおいて しまつた 貞宗の や b 場じ闲 ろな。 

章 一郎 何 か 斬つ て 見ろ。 

を 之 進ぅ む—. 化の 棲 家 も、 みは 不川 だな。 よし、 え 
い！ (勢 i く 柱に 切りつ けろ、 巧 見事に 兩斷 さろ) 

胥 一二 郞巧 愛い 女の み體 なんかよりは、 よつぽど 斬 〇 ばえ 
•かする だら ぅ 0 

巧 之 進 (なぜろ が 如く、 巧知 斬りながら を ふ〕 ハ、、、 
?° 

(奥に て、 わんみ の 泣く 瑶； リ i く 脚え て 化ろ C を么進 
のを 雖 と、 わんみ のな さ 踏-^ のな おな ろ 巧 節の 裡に —— 

を 


巧 心の ぶ玄 
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人 も 

ま おおが  六十 化で むろを 灭子 
巧 巧 化 年 一二 十 セ。 美貌な リ 。され ど、 口 
本の 俳 極が がして 大な るかが 如感 
V しむろ _u どの 美貌 じけ わらす。 
巧 雌な ろが。 がれ ども おな のを、 
漸くが し 

ホを 相。 惕贵 がの 义 


ぃバれ t 火闽 じか ピられ たろ 巧 貴 
がの 如が 


巧网化 
が 蝴义人 
辕阴火 人 
路巧乂 人 
な 力 ± 

陳ぶ滿 

その 仙’ 巧が なら V」 ろ 多くの 人物 

時 及び 巧 

ス寶卜 五が 六月 

巧みを 去ろ 円餘 お。 おおと をへ ろ寒轉 


情景 

をを.^ 蒙 座し わち 第を 帝の 鳳肇が •巧 鬼ヶ 巧に 止まつ 
て & ると ころ。 かに、 一二 人 0 夫人が 乘 つて ゐろ 革と、 
楊國 化の 栗つて ゐる車 i がわろ。 車 も 引いて ゐた揭 け 
水 饲ム なに、 連れ去られて ゐ ろ。 一 二つの 巧 备园 む、 
視亂 した 侍臣を かの 巧、 ホに 徒 ホのを かが 目立つ。 玄 
をの 巧の 扉が 今 開けられた ところ。 背景に 一つの 洒店 
が もる。 下手'  樹立の 問に、 化 息して ゐろ らしい 一一 一軍 
の 姑 旗が _u の 見 もろ。 

侍臣 甲 (鳳窠 に 近づきながら〕 陛下。 酸を して ゐ ます 李 
孫 勇ん らの 化の まかを る やぅで ございます。 あんな じ、 
馬を 瓣ば せて ゐ ます。 

玄ま (享 から 数 在 おず〕 湯が 一巧ない か。 

侍臣 甲 李 孫 勇からの 使のまで ございます。 李 孫 勇からの 

• • > ■ 0 

ぶ ホ そんな ことを 訊いて は 居ない。 湯が 欲しい とを ふの 
だ" 貨妃 が隨お 痛む ので、 嗽を すろ 湯 か 欲しい とを ふの 
だ 0 

侍臣 5- はつは つ。 (かしこま つて 退 含、 酒店の 中へは ひ 
つて 巧く〕 

巧臣こ (を ざを で お X 來 ろ〕 苹孫 勇からの 化の 者が、 走 
つて 參る やぅで ございます 0 
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玄 まう。 •さう か。 李 孫 勇？ たしか、 殿を 引受けて ゐ 
たの だ わ。 

か臣 こホ樣 でございます。 陛下を むちく おしま ゐら せる 
ためじ、 繫閣 して ゐ ます 忠義 游 一の 大將て ご ぞいます。 
玄ま (それにけ 答へ ないで， 車の 中み 振りな りながら〕 
をん なじ 痛む のか。 

掠貴妃 (をが ハ ツキ S とはち 乏 ない。 た 夕燦澗 たろ 綾 癖が 
うごく 丈け で；} はい 0 

玄宗 困つた わ。 齒お 痛む とを ふのは、 一齋 厄介な もの だ。 

侍臀 巧は どうして 見ぇない のかい。 

宮か (車に ついて ゐ た) はい。 化 刻から 操して ゐま すか、 
見當ら ないやう でございます。 初から、 供奉の 列 じは 加 
ら なかつ たの だと、 みんなが 中して 居 〇 ます。 

(そのが 上手の ホに •使 ホが 满 いたと 見 ミ-、 的 翔が し 
い 音が 閒乏 、人々 がその ホへ 願け つけろ〕 

侍臣 乙 も、、 着さました。 どんな 知らせを 持つて 參 ^ ま 

した か。 (配け 出ず〕 

玄ま (化 まの ホへ U、 わ まり 注 栽み 彿 口ないで〕 どんな 

じ 痛。 の だ。 齒ぐ さか 痛 わの か。 それとも、 神經が 痛む 

のか D 

棋貴 おも、 痛い。 痛い！ 齒が 痛まな く濟 むんだ つたら、 

妾の 持って ゐる 夜光の 珠 を‘ みんな 手 離しても い、 のに、 


あム 、いたい！ 

で ま 巧つ たな。 一曆 早く 拔 いて 置げば ょかつた の だ。 
掠を がさうな のです。 おはぐら {する から •拔 いてく 
れと 云つ たのです。 もの 巧臀巧 お’ もつと 巧て， もつと 
待てと ち ふもんて すから、 こんなを しみを する のて す。 
侍醫巧 •が 居たら 鞭打たせて やゎたい 位です。 

(侍臣 甲、 湯 古 盛つた 茶碗 杏、 恭 々しく 捧げて おろ) 
侍臣 S- お湯で ございます。 

玄ま お、、 潰が 來た 。これで 嗽を してなる とい、。 (玄 
ま、 掠を なじ おりつ いで やる」 

惕貴妃 (それ も飮 む) たや、 驗を 入れて ない の だ わ。 ま 
ぁ、 氣が 利かない。 

(侍臣 こ、 も わた 一^しく 巧 場ず ろ) 

が 臣乙 陛下。 御を む 遊ばし ませ。 使者 •か 中し ます じは、 
ぞ祿 山の お ± 共は、 長 安の 都へは ひると、 もう みんな 腰 
をを がけて、 掠奪を 始める やじ > 酒疫 。じなる やらで、 陛 
下の わ 跡を 追ふ容 子は、 少しも 見ぇない との 事で ござい 
ます。 化 づ御苹 から 降 〇 て’ 暫 らくの 間 •御 化 息な され 
て もょ ろしから うと 存じます 0 
ぶ东 さう か。 俺 もさう したいの だ。 道' かわる いので •ず 
お搖た 腰が 痛んで 化 方がなかつた。 貴妃 I わ 前の 齒 
が 痛む の も、 そのため だら う。 もん ま 〇 み 陋お 橋れ たか 
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ら 、樹お 柿む の だ。 降りて 化な するとい、。 

巧 巧 お はい！ 妾 もさう した かつた のです。 巧の 中は、 
巧く つて 巧 くつて、 のぼせる から、 樹が 痛む のです。 ど 
れ〇 

(ちぶ ホづ 、巧より 降り •功妃 I つ》 いて 巧 りる。 侍 
巧 巧か埋 、む 巧の 巧 岡 知 避けろ。 极阁 忠及ぴ 一二 人の ホ 
人道 む、 享 から 巧り ろ。 な 帝に H 禮 しわる 後、 下手の 
ホへ むさて おみ 取る〕 

ち ホ爲力 十： は 何う した 0 

作に' 2 何 か •用が •んも ゎまして、 陳ぶ齡 腹の 所へ 行つて 
巧..： 'れ ます 0 

ちを ず 孫 巧からの 巧 邊を触 はつて やれ。 (巧に 巧 在 巧へ 
て 巧 しがつて & ろ 描 おが 杏 おり おつて) どうだい、 少し 
はよ くむつ たか。 

巧が お い、 へ〇 前よ b も、 もつと 烈しい 位です 0 
ち 乐闲 つたな。 いつそ 動いて ゐる のなら’ 面 心 ひ 切つて 拔 
いてし まつたら どう だ 0 

巧 巧が 出來わ ば、 さう したいの です。 でも. 觸 ろと 彌び 

上る やう じいたい のです。  ’ 

ぶを どむ， わ 化せ 0 

化か 妃な膛 むう ございます。 

ぶみ なじ かま ふが はない。 俺が 拔 いて やらう。 


暢贵 おで も、 わ 手が 巧れ ます。 

ち 东 なに、 そんな ことを。 お前と 俺との 間で。 

楊 貴 お 侍臣 や宮 女達が 見て ゐ ます。 

玄を かま ふことは ない。 かう まふ 場合 だから。 もつと 傍 
へ お 寄 b。 さう、 なのみ 體 じみを もたせる やう じして、 
もつ と 口を 開けなければ。 

(ぶ宗 、掠 貴な もみ ピ かく 引 さ 寄 だ、 ホの 手み 口中に 
入れて 摘めろ 齒 みあむ。 侍臣せ：； サ達 > 額を 巧け てゐ ろ〕 
掠 貴な お、、 いたい 一 

ま.：： ル 辛抱して おいで 一 これは、 ぐら {動いて ゐ る。 
もう、 少しで ぬける I 

楊 貴 お おム 、いたい 1 いたい！ あ、* もう 堪 をして 
下さい 〇 もつ！ 

(憤が がけろ〕 

まを それ 御 管！ 拔 けたでは ないか。 

(侍臣 巧、 湯 も 持つて 巧ろ〕 

玄を 蛾を なさい。 をして、 氣を鎭 めて わいで。 いまに 痛 
みお 無くなる だら う。 お前 じを しまれる と、 氣が氣 でな 
い 。円 分で 苦しむ ょ 〇 も， ょつぽど 苦しい。 

(楊黃 が、 しにら くの 巧、 手で 口み 巧へ、 うつむいて 
ゐる 。口から、 しきりに 唾 も 吐く。 そして 嗽备卞 ろ〕 
玄ま どうだい！ 痛みは 止み さう か。 (楊 貴妃 うなべ く〕 


162 


巧 ムの宗 ち 


さう か。 をれ はい、。 それは 助つた。 

楊 貴が (しにらくの問，お言。 やがて化けむ树右懐-*リ化 
した 紙に 包みながら) これが、 妾の 最初の 齒で すわ わ。 
玄を 最初の 齒 つて、 をれ は •一體 どうを ふこと なんだ。 
掠を お 妾の み 腊んら がけた 最初の 齒 だとを ふこと です。 
妾は いつか 詩人の 華 もから 聽い たこと おもります。 桐の 
一葉が •落ちて 巧が 來 たのが 知れる やうに、 最初の 齒が 
拔け るのは、 や •がて 肉體の 秋か來 るし るし だと、 かう を 
ふので ございます。 (的 巧と ずる〕 お、、 痛みは だん^'^ 
なれて 來 る！ が、 妾は 何だか •物 さびしい。 何だか、 
物足りない。 妾の むの 中から も‘ 何 か ピ拔け 落 もた やう 
じさび しい。 わ、. 陛下。 妾の 胸 じ 手を 當 て、 下さい！ 
妾は たまらむ くさびし いのです。 

玄を (掠 贵妃私 かさ i だて、 胸に 手 在ぶ ス ながら〕 かう 
かい-か うすれぶ い、 とを ふの かい。 

巧黃妃 (巧 もこず リ わがら) わ、 •何だか •顔の 巧 好ま 
でが 變つ て來 たやう だ！ 何だか 頰の 肉が， ゆるんで 來 
たやう です。 

まを そんな ことお、 もろ もの か。 わ 前の 颊は 十六 七の 小 

娘の やうに、 ふつく 〇 して ゐ る。 

楊貴妃 も、、 陛下。 まじ どうぞ、 をの ことを 聞かせて 下 

さいます な。 十六と！ 妾は 十六 セな どと を ふ 聲を閒 く 


と'  魂を 裂かれる やうに 悲しい のです。 

ちを 俺. が、 わろ かつた！ ゆるして くれ。 

揚 貴む い、 え •陛下 かわる いのでは ございません 。そわ 

は堪へ 忍ばなければ ならね 眞實 なのです。 それは ごまか 

す こ と の 化來な い 眞實な の で す 。 妾が 今がもう —— 
〇 

玄宗 お、 俺 も、 それは 聴を たくない。 お前の 頗 がいつ ま 
でも、 ふくょかで、 瞻が いつまでも 黒け わ ば、 それでい 
いの だ。 

楊貴妃 そんな、 そんな ことじ、 人間の 妾 じは 巧 ルない こ 
となの てす そむを 3 仙 ふと. •：。 

玄宗 お i 、 ょして 吳 わ。 さう 一々、 俺の 言葉を 氣 にかけ 
る ことは。 もは、、、 もつ と 元 氣でゐ て くれ 。化は わ 前 
じさう 悲 まれる と、 をし いの だ" ねえ、 もつ と 元 射で ふ 
てく わ 0 

巧貴妃 (なじな ひかいた でう じ) 鏡 お 巧たい！ (巧た じ 
を 華。 お前は、 鏡を 持つて おた だら うわえ。 

巧 ホ 5 ■え、 0 

掠赏妃 お前は •まの 化が 係 〇 だから •妾の ためじ、 一面 
の 鏡 位は、 持つて 來てわ おれ だ.-: うわ。 そわを 巧へ おつ 
て來て わくれ。 

を 女が も、、 (を妃 探！ 忘れました、 をれ ました。 もま 


巧 •じ、 のぶぶ 


163 


b に 恥い そぎまして、 持つ て參る ことを 忘れました 0 
巧む 妃わ 、•何とを ふうつ け 巧！ 妾に， 鏡 おどん なじ 
大切で もろ かを 知つて & るく せじ。 お、 腹が 化つ！ 誰 
でもい、、 この 女を そ もらへ 述れて 巧つて、 溢り 殺して 
わくれ 0 

巧 か E- もつ—. (おいてな を 化ず〕 

玄巧 可を ffl じ〇 ゆるして おやり。 こんな 騒動のと をには 
お前の 後 じ、 附 いて 來た义 でも’ 一の 手 お だ。 ゆるして 
おや ぇ 

巧む むで も.. ：〇 

(何 か 立け うとし 乂ゐ ろと、 を かこが、 一二 人の 夫人の 
所から化ろ。 1而の鉛も巧つ>;^くる〕 

巧かム 巧が 株。 こんむ もので もょ ろしけ む ば、 わ 化 ひ 遊 
ばせ と、 釣-が 夫人-が 仰せに > わました。 

化む む 化 巧がない。 を わを 化り ょう。 (銳私 手に 取る 一 
お、、 銳を 化る のが、 何だか こは いを うだ！ (踪路 した 

後銳 ろ〕 わ、、 何と r み ふ 醜い 勘。 額の 所には、 こん 
なじ 巧が だいて ふる。，：： 粉は 剝げ 落ちて ゐ る、 お、、 顔 
のぶが じ 少しの 如 もむ けむ ば‘ 义挥 もない。 阵 おにごつ 

て ふる。 も、、 いや だ！ いや だ！ 何と 云 ふ 醜い 顔 だ 
〇 う，. お、. 巧： 卜 妾の 節を、 どうぞ 化。 いやう にして 
.下さいを は化づ かしい、 化づ かしい。 


玄を お、、 何を 云 ふの だ" お前の 亂れて ゐる髮 にも. 風 
情が もる。 お前の 白粉 剝 のした 頰 にも、 もる 美し さは あ 
つて ゐ る。 

极 貴む (玄 まの 言葉け、 巧に 入れないで〕 お、、 情ない。 
顔を 體 から、 生氣 かなくな つて ゐ るの だ。 これが、 妾の 
顔 かしら。 大 唐の 天子 さまから， 愛されて ゐる 妾の 顔 か 
しら。 長を の 都を 落ちた ことょ 〇 も、 妾は 自分が 醜く、 
なつた の お 悲しい。 さうな の だ—. 妾は •もう 今まで も 
醜く、 なつて ゐ たの だ。 それを 日髮 H 化粧で ごまかして 
ゐ たの だ。 今日、 一日 化粧し ない もの だから’ かくされ 
てゐる 醜く さが、 一 畔じマ ザ'-^ と现 はれた の だ。 お、 
情ない。 こんなに 醜く、 なる ょ り、 いつそ 化んで しま ひ 
たぃ。 

ちを おい， 氣を靜 めて くれ。 何とを ふこと をを ふの だ。 
誰 おお 前を 醜い などと 云は う。 唐 Q 天下は、 お前の 美し 
さを 讚へ る聲 で、 充も滿 ちて ゐ るでは ないか。 お前の 美 
しさの ためじ、 國が亂 わた、 とさへ、 をはれ てゐ るでは 
ないか。 

损を妃 陛下の お 言葉 も’ 大 唐の 天子の お 草 口 葉 も、 この 五 
寸の鏡 じうつ ろ爲實 を. どうす る こと も出來 ません。 貴 
一 巧の 細卑 から、 妾を 突 さを して 下さい。 妾は •こんな 顔 
1 をして 貴 おの お 傍 じ 居り‘ 巧 率の 化々 で’ もれが 楊を 妃 
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だと 指さ、 れ たく ぁ ぃません。 

玄糸 氣を靜 めて わくれ。 お前は、 もまり 蔚籍 しすぎて い 
けない。 美しい とか 醜い とか、 そんな ことを ちつて ゐる 
時で もない の だ。 今は、 一旦 緩急の 秋な の だ。 女は‘ だ 
まつて 俺の 胸 じ •為 添つて 居 わ ばい、 の だ。 

掠を 妃 でも、 妾は..： 。お、、 これから 一日々々 醜くな 
ると 留 ふと： ： 〇 

(上手に 巧 さわがしい 壁がず ろ) 

侍臣ち 女達 ぁ 主、 また 使者が 來 た。 また 使者が 巧た。 

(五み 人 その ホへ をつて 行く。 玄 宗も揚 貴が t、 だま 
つて、 その ホ も 見スゐ ろ。 侍控甲 る わた 夕 しく 掠つ 
て おろ 

倚臣 ザを 孫 巧からの •再度の 使者で ございます。 

玄を うむ、 どうしたと 君 ふの だ 0 

侍臣 5 ■を祿 山の 兵が •ニモ 騎 ばかぃ、 後を おつて 來 たと 
ち ふので ございます。 一戰 に、 狙 ひ 斥けました か、 いつ 
本 軍が をを 慕つ て來 るか も をらない と 中す のて ございま 
す。 御病豫 なく 落ちさせられる やう じとの ことで ござい 

ます 0 

玄ま さう か。 よし、 それでは 化 發の艾 技を すろ やうに、 

陳ぶ辭 じ 傅へ て くれ。 

(巧臣 S- 下ず へ 巧く) 


でを どうだい！ 齒 はま だ滿 。かい。 

损貴妃 もう 齒の ことな どは’ 何う でもよ くな 〇 ました。 
そむよ 〇 も： ：〇 

玄宗 うむ、 それよ 〇 も、 氣を 直して 率 じ 粟る 所蔥 をして 
くれ。 しばらくの 間の 辛抱 だ。 直ぐ 都へ 歸 わる だら う。 
さう すれば’ また、 お前は" 分で 好 さな 义’ 美しくな つ 
て 俺を 駭 かして くれ。 

(玄宗 •賴 貴な 屯 化しながら、 が も 立わん i す 〇巧如 
下手の 樹立の 彼 ホ、 兵 ± が 化な し^ ゐる邊 が 蹄が し < 
むろ。 お* が 巧 も 打ら 鳴らず 音が 烈しく 問える 。侍臣 
巧 狼 抑して 陆け もどつ て來 ろ〕 

侍臣 甲 陛下—. 

ま 巧 何ぢ や、 何ぢ や。 

侍臣 E- 謀叛で ござ 〇 ますろ。 

玄宗 (巧 おとしながら) え、 つ！ 馬鹿な つ！ 謀叛な 
ぞと 、そんなた はけた！ 

巧 だ 5- て も、 陳ま 翰が. 捉 みいた しましても. 動 <4 うと 
しないので ございます。 

玄ま (靑 くな りながら も) 化 細が もらう 0 高 力 出 を 巧べ—. 
陳ま齡 を 巧べ！ 

(下手から 高 力 中が 出て おろ。 お A 建け 益々 さわがし 

くな ろ) 
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ぶを 巧 力 ± か。 一照 何う したの だ。 

な 力ん 阳 下。 一 大巧で ございます。 

玄ぶ何 だ や。 謀叛 か？ 

巧 力 小： い、 え、 謀叛では ござ 〇 ません。 彼等は、 みんな 
化 巧な 巧 -H でございます。 たど々 巧の 巧 亂の黃 巧 おを 罰 
せょ とかう 中す ので ございます 〇黃化 おを 罰しない 裡 は、 
ー ホ だって 聊かない と、 かう みすの て ございます。 もし 
巧 化 ホを 岡し ないならば、 戟を逆 まじして、 祿 山に 降る 
とかして ゐる我 さへ ござります。 

ぶぶ 陳ぶ输 まで も、 さう ち ふの か。 

な カム 陳ぶ输 は、 一年： 懸命 じ なって、 兵 ± を智 めて ゐま 
すか、 かうな ると’ 强 いものは、 質 力です。 陳ま辭 も、 
平 牛： のが おが 少しも ございません。 

ちな だか、 巧 亂の巧 巧 おとを へば、 この 倘だ やか。 

巧 力 い、 え、 巧 十； ともは、 さう かしては 巧り ません。 
一天な 乘のお 巧 じ’ 質 巧が もる 韓 はない と 申して 居り ま 

す。 牌： 卜 の。 聰明を 拖 うてみ る 鶴 巧が わるい と 中して ゐ 

ま^^り 

ぶを うむ。 誰の 巧む や。 

(阿が，^ 離れて 11 い y ゐる 描阿忠 • tv {ずろ) 

巧 力ん おおしみ 願 ひま 中。 

ぶぶ ホな の 巧な. 毅 して ゐる収 はない。 もから さまに 中 


して 巧い 0 

高 力 +: 恐れな から、 榻网 などので ございます。 

玄ま (憤然として〕 馬鹿な つ！ 网忠 は、 貴 妃の兄 だと 
】K ふこと を 忘れた か。 

离力止 (割合が 靜 に) 忘れねば こそ 中して 居る やう じ、 
故には 思 はれます。 

玄を兵 ± 達に、 俺 £ 露を 傅へ てく た 惕貴妃 の 兄を 失 
ふことは 出來 ぬと。 い、 か、 俺の 親しい 外戚を 失 ふこと 
は出來 むと、 さう 铅 へて くれ。 

(お 牛： の 烈しく 巧 杏 鳴らず 音が 聞ぇ て來 る。 玄ホ たじ 
ス ぐ〇陳 ち 齡 、巧 場ず る。 玄宗と 同年 駕 のを 將 が。」 

陳 玄齡陛 ド。 一大事で ございます。 陛下の 軍隊を 失 ふか’ 
楊网忠 殿を 失 ふか。 二つに 一つで ございます。 

玄を 俺の 言葉を 傅へ て くれ。 

陳玄齡 なれな •から、 無駄で ございます。 兵 ± 達は、 氣の 
巧つた 獅子の やう じ、 荒れ狂つて ゐ ます。 恐らく 陛下の 
お 言葉 も. すじは 入るまい と 思 ひます 0 
(贿 も嗚ら ずを が、 すさまじく 銷 .足る〕 

陳 ち 齡 もれで ございます 。あの 通 〇 でございます 0 

玄を 閑つ たな。 唐の 社稷 も捉お なくなつ： 巧た む。 

な 力 止 そんな ことは、 ございません。 兵 ± の 願 ひを けへ 
て さへ やれば、 兵 ホ 達は 欣ん で、 陛下の ためじ 戰 ふだら 
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持ぶ、 の宗ち 


ぅと 思 ひます 0 

掠闽忠 (蒼白に なつて 颤へ なが'-， 前へ 中 Z ろ) な、 な、 な 
じを を ふ 高 力 十：！ お前は この 化を お ± じ 渡せと 云 ふの 
か 0 

高 力 止 いかじ も！ 止む を诏 ません。 

掠図忠 馬鹿な！ ホを 相た る 俺を、 お ± じ 渡す なんて、 
まさか、 陛下は* そんな、 そんな！ 

高 力 出 お默〇 なさい！ 貴君は まだ 円 分の 寶 巧じ氣 がが 
かないので すか 〇 此の 場合に なつて、 まだ 陛ドじ 累を及 
ほさぅ とする のて すか 〇 化を お 知-^ なさい！  恥を 0 
陳玄驗 わ覺悟 •が 肝む です。 今では、 貴 おが 潔く 殺される 
か、 兵 ± がむ 〇 や。 じ黃 おを 殺す か。 その 一を 選ぶ こと 
お殘 つて ゐる ホです。 

玄を お、。 (悲しく おも 拖 ふ) 

损固忠 (烈しい 巧 問の 後；} 化 巧がない。 私を 兵 ± 達じ與 
へなさい 〇凡 ては おしま ひだ！ 

扔货妃 お、、 兄 様。 (ずがり 化く〕 

楊树忠 わ、 か。 機嫌ょ く暮 して くれ。 陳玄 翰、 なを 兵 ± 

達の 所へ 案 巧して くわ。 

陳ぶ齡 よい わ時怡 てす。 どう ダ’ 贵 おのか おな 態度で、 

贵 巧の 最期を 飾って 下さい。 

(揚 闽忠 と陳玄 齢と まろ) 


揚 貴が (ぶ おじな リ卞 がつ ス) 陛下。 巧な 巧な 乂を 、化 
を 0 

ぶ お 嗦 るして くれ。 ん ぅなつ ては’ 俺の 为じも 巧ばない。 
(ぶな と 极貴妃 、和 雑して 泣い スゐ ろ。 をろ ドず のぶ 
で’ を -H をの- 駡しリ 厳ぐ 犀が 聞ん る 0 巧，^ 叩く 音が そ 
れに まじる。 玄 をと 横贺妃 .巧 も拖ム やぅに して ゐ ろ。 
高 カム 邸け もどつ て來 ろ) 

高 力 出 陛下！ 

玄宗 わ、、 闕忠は 殺された のん。 

な力尘 はい。 

(楊 貴が 泣を くづれ ろ。 舞を に むろ！ 二人の ホ 人 もな さ 

倒た ご 

まま お、、 早く. 巧發 のま 度を して くれ。 化は、 こんな 
奶 はれた 場所には •一刻 も 化 まつて ゐ たくない。 

高 力尘陛 了！ 

玄 ま何ぢ や。 

离力4^ 兵 ± どもは、 まだ 滿 おして ゐ ません。 

玄宗 え、 つ！ 何とち ふの ぢや〇 

ち 力 十： まだ. 貴 化 あは 《 もれで 盡 'さない と 中す ので ござ 
います 0 

ちを なじつ！ 銅禮 な。 この 俺を 何とが つて ゐ るの ぢ や。 
俺が、 自分で 巧〜 俺 か 行つて •お禮 なね 等を 經 しめて 
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やる 0 

な力尘 それは、 徒 巧で ございます、 巧 十： 達は、 ホ 當じ陛 
下の 御み 上と. 巧の 社 懐と を おつて ゐ るので ございます。 
おつて ゐれば こそ' 闽の おがを 除かう と、 一致 鹽 結して 
ゐ るので ございます 0 

ぶ乐 お、、. 俺 じは、 何ん々‘ b なくむ つた！ そして、 そ 
の 巧 巧 巧は 誰 だとを ふの だ。 まさか： ：〇 
巧 力 小： 恐 わな おら、 褐助 がの 御 姉妹 じ 當ろ一 一大の 夫人 
達で ございます 0 
玄ホ え、 つ！ 

巧む お え、 つ！ 

ぶ 巧 なぜ、 なぜ、 この 夫人 達 じ 罪が あるんだ、 彼等は 高 
お 女 だ。 巧 等 お、 惡い錯 はない。 彼等 お惡 いとすれば、 
俺が 惡 いの だ。 巧 千： 達は’ 化の 親しい ものを 罰して’ 問 
接 じ 俺を 剧し ょうとす るの か。 

巧 力 ± 何う 致しまして、 彼等は、 かう 中して ゐ ます。 婦 

人が 大闽じ 封ぜら わて ゐ るの お、 固の 亂れの 某； たと， か 

う 中す ので ございます。 それを 誰 •か 封 じた か、 それょ 〇 

も、 化づ おを：： さう です。 大阁じ 封 ぜられ て ゐる巧 入 

の 巧々 を •無くしたい とかう 中しても るので ご' さいます。 

(巧 迫ず ろ やうな’ がしい 照 帮が閒 えろ 〇 つ；^ いて、 

何 か，^ 化が す やうむ 激 L ぃ奶も 叩く 音〇陳 ぶ齡 巧て 化 


ろ〕 

陳 玄齡陛 ‘下、 兵 ± 達は 惕國ホ 心駿の 化を おてから、 血を を 
めた 虎の やうに 兜 暴に なつて ゐ ます。 大抵の 者は、 劍を 
拔さ 巧つて & ま fo もし’ 彼等の 要求を 拒んだなら、 陛 
ートの 御前へまで も* 殺到して ささう なを子を して ゐ ます 0 
もれを、 お聞き 下さい。 もの 叫びを。 

(烈し い啡 びが つ乂 い':^ おろ 0一，ー ニ 夫人 备殺ぜ ！」 「一二 夫 
乂备殺 ぜ！」 の 聲が减 の 甲う におつて 來 る〕 

高力尘 到頭 もんな 所まで、 參 b ました。 もし、 要求を を 
さません と、 陸での 前で、 どんな 殺 化な ことを しないと 
も 限 〇 ません 0 

玄 まも、、 俺 じは、 もう、 何う してい、 かみらない 0 
(一二 夫人と I 泣きし さつ ス冗體 なし〕 

ミ 人 あ、、 妾 達を 助けて： 卜 さい—. 

掠 巧が】 助けます とも。 そんな ことは、 妾 おさせません。 

陛下、 お止め 下さい。 陛 ド。 陛 ド。 

玄を (額 备掩 うス聲 なし).：。 

掠 貴が (化 氣のや うじ) 決して 殺させて はな 〇 ません。 
妾 おなじ 換 へても、 決して、 かして その やうな ことは さ 
せません。 

な 力 出貴妃 ょ。 かうな つては、 力には 鱗て ょせん。 巧 女 
おお 拒ん じなる と、 兵 ± 達は 貴女の 面前で、 お 姉 化を 殺 


1 が 


持 I むのを 玄 


4W^で せ う 0 

招 貴 化 も、、 そんな、 そんな、 殘 酷な.. ：〇 
高 力 ± 貴妃 。御 姉げ にお 覺巧 をす、 める のが 一を い、 こ 
とです。 どうぞ’ なまじ ひわ 止 もじなら ないやう じ。 大 
唐 帝國の 運を は’ この 刹那々々 じか、 つて ゐ るので す。 

祿 山の 兵隊は、 後を慕つて おた のです。 今 兵 ± の むを 矢 
つたならば、 國 のが t はもと よ b、 階： 卜の 御身の 上 も • 
貴女の 御身の 上 も. どうなる かみらない ので ございます。 

楊 貴が (だまつて なさ 崩れる〕  1 
ご 一一 夫人* 侍臣 建に むりに 引を すられる やうに ホみ 去 j 
る。 陳玄齡 L なにつ 夕 く)  I 
ちま (敎も 上げて) ち、、 巧んで しまつた 方 おまし だ。 _ 
(兵 A のな しい 怒號 、ど i みさ、 辕 塞の 人々 は、 唯一 

人聲も 巧ず ものけ ない。 ム と、 上手が 騒し く 

なろ) 

侍臣 T 使者 だ！ 使者 だ！ 

(上手へ 節け 込む、 姪 塞の 人け、 化石の やうに なつて 

動かない。 倚 臣下 歸 つて おる) 

侍臣 陛下。 李 お 軍から 使者で ございます。 

玄を (お 知 巧け ながら〕 も、、 そんな ものは、 もう* ど 

うても よい 0 

侍臣 ところ お •よい ド ころでは ございません 〇 1 旦 斥け 


た祿 山の 軍’ が、 一一 一 萬 近い 援兵と 一緖 になつて 狎 しおせて 
來 たと 申す ので ございます 。味方 巧戲 のた め'  いつ 何時 
退却す るか 分らない から •一刻も早く 胤繁を 進ませら む 
る やう じと、 かう 中す のて ございます 0 
商 力 壬 御 巧の W 意を する やうに。 

(兵 虫の 烈しく 馬し ろ聲 、巧 お 拖ムタ うに 軸乏 てがる 0 
一一一夫人もをつた宵ホ建、 なき^^がらがつて來ろ。 やが 
て、 白馬が、 引き おされる 。なお-.^ 玄 をむ、 なか/ \ 

それに 乘 らうと けしない 巧 止の 駡 躍が 益々 な 

しくな リ •益々 近づいて 來 る) 

高 力 i お、、 破む 等は まだ 滿 おしない とを ふの か。 

(玄ホ も 揚貴妃 t •不 をに 製 けれる 〇 .... 突如 「捣な 
おを 繫ぜ」 「楊 貴な み 殺 だ」 と云ム 叫びが， 尉の やうに 
起つて 巧ろ〕 

髙力止 わ t つ I 
ちま え、 つ！ 

(「楊 贵 がみ 經 だ」 の 乾 益々 近づく、 巧が、 がの！？ じ隱 
巧卞 ろ) 

玄 まあ、、 彼奴 等は'  最後の ものを ホルて & ろ 0 
惕貴か ('を 成に ずがり つく〕 わ、、 陛下* 

玄 まむ 配ず るな。 日 パ お、 逆さまに 摩 ちても、 お前を 彼 
さね ぞ 。この 化の 瞳の 黑い 間は。 


持 •じ、 のを 玄 
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巧 出の が揭巧 妃を雜 せ！ 

化の が 水當の 网贼を じせ！ 

化の が 獅子み 中の 蟲を 殺せ！ 

(がの 阴 から、 劍 巧の 化が ほのめく  〇陳玄 齢、 をん 化 
つて 化て かろ〕 

な 力 尘兵十 達は •巧 妃を 要求して ゐる のか。 

陳ぶ齡 (それにを へないで ぶな に) お 聞 さの 通 〇 です。 
陛 で。 

まを お、、 俺を 化さへ 殺して 巧れ。 俺を 化 じ 殺して 扣ら、 
かを 何ぅ じで もして くれ。 陳ぶ输 、がを 兵 出 達の 所へ 案 
內 してく わ 0 

刚 ぶ齡賊 相な。 彼等は、 陛下に 對 しては、 忠货な 巧 ホて 
す、 たぐ 网 あの.. ：〇 

巧 巧が (化が として 化ろ ながら〕 お、、 何もを ふな。 陳 
ぶ齡 。妾を 彼等の 所 S、 おのして おくれ。 

ぶぶ (駭 いて 捣ぶ おも 化を しめろ) わ 何を お ふの だ。 

馬鹿な。 お前を 被して ょい もの か 。怖 か‘ b、 お前を 黎ひ 

取らぅ とする ものは’ 化づ 俯の なの 根を 止めて からじし 

ろ 0 

巧力+ •路 ド。々： II の 場合は。 

ぶ 成 何も さ、 たくない 〇を ふな/ \0 

陳ぶ齡 隙： 卜… .。 


ぶを 何もを ふな 〇じ ぶるなら 亡んでも い、。 この 女 iV 抱 
をし めな' がら 亡びたい！ 

(「楊 貴妃 殺せ！」 の碟 益々 盛になる) 

な 力 心 陛下—. 

邮玄龄 陛下—. 

ま 巧 (咎 へす〕 

惕貴缸 (つと、 をみ 玄 をの お 握から 脫 しながら) 陛 Fe 
どうぞ •妾を-化 なせて 下さい 0 

ちを 馬 巧な.. 

极貴妃 い.、 ぇ、 妾は 巧にたい のです。 十が 來 妾の 願を、 
一として お斥け じなら なかつた 陛下は'  どうぞ 妾の 最後 
の 願を 許して 下さい。 妾は、 むから' 死 じたいの です。 本 
當じ 化にたい のです。 

ま. が なぜ、 なぜ、 な'  — 

掠貴妃 妾は、 述れる をん ないから、 化にたい とち ふので 
はない のです。 先刻’ 目み の 顔を 鏡 じ 映してから、 化の 
中が 嫌に なつて ゐ たのです。 これから、 年が寄る じ 連む 
て 一日々々】 年々々、 顔容が 醜くなる のかと 思 ふと、 妾 
は-化む ょ 〇 も 悲しい のです。】 が々々 醜くな これが 
楊 貴 妃の なれの 果 かと‘ 指される やうな、 额 だらけの お 
婆さんになる のる と 思 ふと ゾツト する ほど 怖し かつた 
のです。 陛下ょ。 妾を 化な せて 下さい。 みしで も、 妾が 
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美しい 裡に 、死なせて 下さい。 そして、 陛下の 御む の裡 
に、 少しで も 美しい まぼろしを 止めて おいて 下さい！ 
玄ま 馬鹿を まふな。 それは お前の 理窟 だ。 そんな 理窟で 
俺の むが、 慰められる もの か。 

楊貴妃 い吉义 、理寫 ては も 〇 ません 〇 妾の 、むを 檔お 、妾 
の 身 腾を轄 が •それを 要求して ゐ るので す〇 どぅぞ‘ 死 
なせて 下さい 〇 妾は、 先刻 鏡を 見た ときから、 巧 じたい 
と 恩つて ゐ たのです。 その 機會 が、 こんな じ 早く 來 る一. 
しかも こんな じ晴 がましい 死が、 を 王の 妃 として S 軍の 
前で 殺される。 大 唐の 天下を 動かした 傾國の 美人と し 
て。 お、* ホと して こんな 晴 がましい 巧に 巧 おみに もる 
もの か。 (「楊 貴が 合 我ぜ！  J の 聲が閒 表る) わ、、 もれ 
は 妾の’ 死を 讚へ る聲 だ。 お、、 妾の 死は、 後世まで 歌は 
れ る。 妾の 美し さは、 後世 じ 傅は るので す。 お、、 陛下。 
お欣 びなさい！ 貴 おの 愛人は、 中華 第一 等の 美人 じな 
b ますょ。 お、、 手間取つ ては ならない-. 陳ま 齡〇妾 

を案內 して おくれ！ 

玄を 貴妃！ 待て。 

楊 貴が い、 え。 どぅぞ、 やつて 下さい。 これお’ まの 最 

後の お 願 ひです 〇お 、、妾の 愛する 陛下。 御機嫌ょ く お 

榮え あそばせ。 

まま (今け 言葉な し〕 C 


拐赏妃 お'、、 陳ま騎 ょ。 妾を なるべく’ 美し < 殺して わ 
くれ。 醜く い 巧 機は いやです ょ。 あ、、 柳英 。妾は お前 
じ羅の 布を 巧け ておいた 菩 だ。 

柳 お (持つ ス來 ろ) 兹に ございます。 

掠 貴な お、、 これでみ 體み 包む から、 その上から 總〇殺 
して おくれ 0 

(楊 貴妃 、それ も 髪の 上から 巧ぶ ろ) 

玄宗 お.、 •楊 貴 粗！ 

楊 貴な お、’ 陛ド 。妾の ためじ、 ちま b むを 痛めて 下さ 
いますな。 妾は うれしく  •化ぬ のです。 それから ，陛下。 
妾を いつまでも 忘むな いで 下さい 〇お ほ、、、 、。それ 
から、 もう 一事 •云つ て 置きたい こと •がちる。 都へ お歸 
b 遊ばしても. もま h 美しい 方を お近づけ 遊ばし ますむ。 

玄 {木 わ、、 何を まふの だ—. 俺の むは、 いま その ま、 じ 
地獄 だのに。 

揺貴妃 陛下。 おさら ばで ございます。 a 扫女 遠に〕 みん 
な ホ 襟なら。 陳を 翰—. 大唐 國の妃 が、 どんな 美しい 巧 
ましい 巧樣 をす るか、 お ± 達 じ 巧せ ておくれ。 

(楊 貴 お、 陳 ま 齡高力 生に 伴 けれて 退場ず る〕 

を 宗 (その 跡 もぶ 送りながら〕 お、、 誰か 俺を まへ てみ 
て おれ 〇 倒れさう だ。 

丢 ま、 が 臣逮に ま へられ ス .だつ と而 化ゼス -a ろ。 


けム のぶぶ 
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烈しい 巧 問に 诚 へて & ろ ことが サろ〇 巧 ± 達の 壁な 濤 
の やうに なくなり 、しにら くわつ ス 、をに 「を 帝 お 巧」 
の销が 化ろ 

化 巧 W (おしつて 化 y 來 る〕 協助妃 じは、 ホ 派な 御 最期 
で ございました 〇 わじ おを •一口 お H じ 入む ょうかと、 
な 力 十： 股 お 仰せ じな ゎました。 

ぶぶ (巧 問が 術く おも 去つ X もろ〕 巧たい けれ ド も、 ょ 
さう 〇 それ お、 彼 かの あ：^ らうから 〇ど つかへ 深く 埋め 
て やつてくむ。 

なに 中 はつは つ 〇 ( 貼け ホる) 

(「な 巧 巧な」 の 巧が、 潮の やうに 盛！ 2 なつて 來 る。 ぶ 
ぶ；^ つと それ じ！： 傾けて ゐ る。 な 力 出と 陳玄齡 が お 
■:^化ろ〕 

ホ I 力 小- (ぶ东 の 前にが まりながら) 立派な 御 最期で ござ 
いました 〇丘ハ ± 達 も •さす おじ 感じた とおえ、 みんな 2- 
を 脱いで、 罪を 謝して おります。 

ぶぶ (_u のじろ いが，^ し VO さう か 0 

陳ぶ敞 おわびの 言樂も ございませぬ 〇 わむ の裡 、おを し 

いたします 0 

む力尘 御む 中の ほど， 中し 上げる 言葉 も ございません 0 

ぶぶ (がつ y ゐ ろ) 

.•: I 力 止 御 悲魄の ほど、 わがしい たします 0 


玄糸 (默 つて ゐ ろ) 

陳ぶ飾 この 悲しみを 補 ふため じ、 兵 十： 達は みを 砕いても， 
唐の 天下を、 元 通ゎ じする と ホして 居 〇 ます 0 

な 力 ± お悲しみの ほど お 察しいた します。 お、 どうぞ お 
氣 をと 〇 直 t て。 

玄宗 (靑 白い 額が 漸く 澄んで おぇる 〇靜 なない 聲 で〕 う 
む。 むろん 悲しい。 か、 初めて 思つて ゐ たのとは 少し 逵 
ふ 0 

巧 カム ははつ。 

ぶ ホ 彼女 じ-化な わると， 化 て ゐる甲 葉は ないだら うと 
思つて ゐ たお、 死なれて 見る と、 さう ばか 〇 でもない な 0 
悲し L ことは 悲しい が、 十年來 むの 上 じ、 かぶ さつて ゐ 
た棄 み' が、 ひょ つく ^ 除れ たやうな 氣 もす る。 何だか 手 
足を 延ばして みたい やうな. ノビ--、 とした 氣 もす る。 

(おん 達が、 巧々 近づい^ かス 、その 中の 隊 おらし い 
のが、 十 人：^ かりんつて 來 ろ) 

隊長 達 皇帝 陛下 萬 歳！ 

玄を (がしい 微笑で 化 単にうな づ いてから、 高 力 ± に〕 

萬 歳と 祝 はれる ほどの む 持で ない が、 お前 おむ 酣 する ほ 
どの 氣持 でもない 〇解脫 •そんな もは-^ しい 氣 がしな 
いで もない。 大 熱を おんだを の やうむ。 お、、 ザ じ乘ら 
う〇 時が 移る。 窩力 止。 お前 もこの ず じ乘ら ないか！ 
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持 ムの宗 ま 


さぅ は 云 ふ もの、 •急に】 人 だと やつ ぱ b がしい、 
髙力尘 はつは つ。 

(高 カム 車に 乘 る。 を 動 さおず。 「皇帝 萬磁」 の聲 ぇむ 
一し きリ閒 える) 

. — 幕 — 


る おけき 文が 


じ 3 


巧 

塾 第 巧 
轟 黯需縣 


蹈應の ホ 年 
阴治十 セが 
大正 十一 年 


人 物 

が U 瓶 わ 約 門 
源と  丞 
おもさ 
おゆ  さ 
山 崎 お 伍 


六 十 
その子 二十 九 
その お 五十 一 
その 被 十九 
わ § 'をの 許妍を 二十 セ 


その他 巧 巧なら ざる 二三の 人物 

巧 

巧 巧の 某 燕。 徳川家の 巧 藩 

巧 

巧 腿の ホ 年 


時勢は おる 

(ホを 稿) 


第一 場 
事情と 舞 童 

せがが •國 境に 迫って 居る。 一藩け 恭顺か 佐幕 かの 議 
論じ、 沸騰して ゐろ〇 今日 I •城 中で 朝を じ ホ 顾备表 
ずろ か、 それとも 宗家の ために， 官軍 も 引き受けて 一 
戰 すろ かじ 就いて、 評を が 開かれて ゐ る。 

蒲の 家老 じして、 軍 奉行 も 勤める お 田 源ホ衞 巧の お、 
セ 巧 おの 高祿も おれ ども* 頗る 質素な ろを 作り。 源 ホ 
槪 門の 妻 わ わさと 娘の わ 呼き、 操 側近くが 對 して > 链 
物 もして ゐ る。 

ホの 間にけ、 趙概が 置かれて ゐ 、を 巧 じけ 長短 二 本の 
檢 が、 掛けられて ゐ ろ。 

わ S' さ (德树 の 手 私 止み) もう、 おほ樣 。お 手許 お見え 

んぢ やらう。 

わ わさ も、、 巧 澄を 飄 けて 賞は うかのう • 

(わ 呼を 立ち上り、 巧 口ょり 巧燈も 取り出し 、な、 心，^ 
かさ 立て、 點义 する) 

わ わさ 眼の 力が 弱う なって •絲 をみ、 そじ 通す のじ 骨. が 
巧れ る。 

わ ゆ さもう、 おかみな さんせ。 お括樣 は、 今日 本當 じょ 
くわ 精 か 化ました。 
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ろ おは 勢が 


わ もさ わ 前 もょ く 化た のう。 か かう もせつ て、 お 

こしら へを 急いでも、 今年 中 じ婿禮 .が 出來 るかし らん。 
わ哨を 〇 

わ ゎさ こんな じ 世の中 お’ 騒 •かしうな つて、 ± 佐の 兵 隐 
お 何時、 巧し 寄せて くる かも 知れん とを ふと 化 光 どん 
な こと グ もろ かも 知れん。 萬一戰 じても なると. 東 伍 ど 
の も 直ぐ 化な ならね と' 昨日 もを つて 居られた からのう。 
わ S' き (が も 無 篇識じ 動かして ゐ る〕：. .〇 
わ もさ 翻 音 寺までは. ± 佐の 兵隊 おは 入つ とる とを ふ 蜂 

G やのう。 

わ 呼を 本當 じいく さか、 挽 まるの かしら。 

おゎ さ お前の お 父 様な どは、 どうも つても】 いくさせ な 
いかんと ちうて、 昨日ん 繪や 刀の 手 入を して おいで じな 
つた。 

わ§^を 何う しても、 いくさになる のか しら。 

わ ゎさ 御 家 かじ も、 わ 父樣の やうな 一徹者 お 多い からの 
う 0 

わ ゆ さ どうして、 戲 せない かんの だら う 0 

わを さ 何う して 言うて、 お 軍 さまと 禁裡 さまと-か、 天下 

巧 ひを して おいで じなる のぢや もの 0 

わ ゆ さ わ 上は、 何も じ>  へお附 さじなる のか しら。 

わ あさ 侍從樣 は、 m ぞ樣か の 掏 養子 だ やけに、 御 本家 


の將軍 あじは、 ちを 引-^ わん 言うて、 おいで じなる の だ 
やけど'  それ かて 禁裡 さ まじわ 手 向 ひする 氣 は、 毛即無 
いの ぢ や。 さ うだ やけ じ 御 家中 お， 二つ じ 意見が 分れて、 
評定 •が も わるの だ や。 

わ さ こんなと さ •兄さん お 家 じ 居る と、 少しは 氣强い 
の だ やけど 0 

わ わさ いや、 こんなと さ、 瓶 之を が 居ろ と. どんな こと 
じなる か 知れん 〇 また お父樣 と、 どんな 怖し いいさ かひ 
をす るか も 知れん。 

わ を もの 時、 何う して 兄さんは、 お 父が ともん なた 唆 
喀 をした のか しら。 

わ わさ 考 へて ゐる こと' が、 丸 切 h だ對ぢ やからのう 。も 
のと さ、 怖し かつた のう。 お 父 様が、 刀を 拔 いて、 術と 
をを おひ 廻す の だもの。 刀 お、 鴨居に まへ なかつたら、 
瓶を をは 何うな つて ゐ るか 知れん e 

わ § 'さ 兄さんは 'おた つし やか しら。 

わ あさ たつし やで、 居て 吳れ 、ばい、 と 思 ふけれ ど、 な 
じさ ま氣 性の 烈しい、 向不化 だ やから、 何うな つて ゐる 
か々 らん。 お前の お 父 様と 兄さんとは、 ちへ てゐる こと 
は、 南と 北の やうに、 反對だ やけれ ど •氣 性は 生を 巧し 
ぢ やからのう。 円々 •がんう 思つ たこと じは、 生な でも 
何で i おしみは せんから のう。 


る 巧け か B を 


じ〇 


わ W さ 灭嫌組 じ、 わ 入 〇 じな つたと を ふのは、 蜂た かし 

.ぃ。 

わ わさ 天誅 組 じは 入つて 居た ともを ひ、 寺 凹屋睦 動のと 
さじ 巧な はした とも 言 ひ’ 巧 都で 新撰 組の 者 じ 斬られた 
とも 言 ふけれ ども •みんな 確かな 誰據 はない のぢ や。 

わ S' さ 化 去て ゐて 下されば’ どんな じ 嬉しい か 知れ じし 
ない。 

わん さ わ 父が は、 今でも 口癖の やう じ. もんむ 不 ちを は. 
何う なつても 介意 はんを うて ぉぢ やる けれども、 むの 裡 
では やつ ばり 忘れら わんと 見えて •時々 源と ぶの ことを 
化 ひ 山して 居られる やうな 御 お 子む や。 化 お. 時々 ぼん 
や 〇考へ 込んで わいで になる 時 なぞ、 陀度源 之 & のこと 
を おひ 山して がられる のぢ や。 お场樣 じは •もやん とそ 
れ がかる 〇 ( 二人し にらく 育 葉な し) 

わ f' さ ぉ歸 〇か遲 いのう。 

わ もさ 御 許を が、 もめて ゐ るの だ やらう。々 日で、 戰を 

卡 るかせ 3 か C を まるの だ やけ じ。 

(巧す 神び 首 葉な し 〇ク閒 が、 だん--^ 家の 巧 固，^ 阴 

ず。 打 紐の 灯が、 漸く 明 ろくなろ 。ふと 庭の 植 込に 人 

のがが うごく。 源 之ぶ でんろ) 

が 之 ホむ 上！ 巧 上—. 

(お 初け 脚えない〕 


源 之を 诗 上！ 诗 上—. 

(娘の わ 呼み、 ホに 氣 がかく。 駭いス •巧の 袖 杏 引い 
て •す 打 卞ス〕 

わ わさ (駭 をながら お 丈に〕 誰ぢ や。 何者 だ や。 

源么あ (巧 圍杏お 廻しながら 、をに 現 けれて、 綠 側に 手 杏 
つく〕 ほ 上。 源 么滚で 御座る。 

わ わさ (驚駭 しス) まも！ 源 之 あ。 

わ §^さ お >1 、 兄さん一. 

わ わさ まあ、 お前よ く歸 つて 來 たのう。 よく 無事で 居 わ 
たのう 。妾は’ お前の ことを、 どんな じむ 酣し たか 知れ 
やせん^ まあ’ 無事で 何よ 〇 だ や。 

源 之を ほ 上 じ も、 おたつし やで 何よ 〇ぢ や。 おゆ さも、 
たつし やで 結構 ぢ やのう。 して、 わ 父上は。 

わ わさ (をに 眉み ひそめて) まだ、 お出 化から お 歸〇じ 
ならむ 0 

源 之を それでは、 しばらく なじ 居て お話しいた しませう。 
お 父上が、 わ歸〇 じなる 氣勢’ がしたら、 直ぐ 立 も 去 〇 ま 
せう 0 

わ あさ お前の みの 上を’ どれほど 案じた か 分り やせむ ダ。 
わ 父上 じは、 巧證 でも、 せめて 手紙の 一つ もこと づけて 
吳わ 、ばよ いものを。 家 化してから. 何の 音げ なもない 
ぢ やからのう 0 
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ろ 移は 勢が 


源 之を た 申 譯ム〇 ませむ。 な も 巧 上の こと、 又 化の こと 
思 ひ 出さむ でも 厶 いませむ が、 何 さま 忙しうて。 去年の 
秋は 江 戶じ下 〇、 置か 秋に かけて は’ 長 州から 九州へ 
渡つ て 居り まし たんら。 

わ ゎさ して •今度 歸 つたのは、 お乂さ まじ お 詰び をして、 
化 家を 繼 いで 興れる ため かい。 

源 之を (苦笑して) 源を 泌 じは、 家の ことな どは 念頭 じ 
は 御座 〇 ませぬ。 大 ちの 御國、 みかどの 御國 のこと 丈し 
か、 念頭 じは 御座 〇 ませぬ。 

わ もさ (源 之を のち ム ことが'  をら のかく〕 それなら、 
お前は、 何し じ歸 つて 巧た のぢ や。 家 じ 落着いて、 私達 
を欣 ばして 興れる ためでは なかつた のか。 

源 之を い、 え、 さう では 御座り ミせ 3。 家 じ 落着く  •そ 
れは 化の 日本 國 中が、 お着いて から. 歸 つて 參 つても 逞 
うは 御 嗟い ませぬ。 どうぞ •今 しばらくの 間、 源么 巧に 
おひ まを 下さい ませ 0 

わを さ (わさら めて〕 L て’ お前は 何處 じを 檀ぢ や。 

お 之を 向 ひ 地からの 漁船 じ乘 〇、 先 别西镇 にを いたば か 

て 狗座〇 ます。 

わ わさ を じ 落着く ためでは なうて、 何の 用じ歸 つて 來た 

のぢ や。 

源 之ぶ 精し くは •申し上げられ ませね。 お •無益の 駿を 


止め、 あ 中 一統 じ、 間違つた 道に 踏み込まさない やうに 
と、 歸 つて 參〇 ました。 父上は、 今 H いづれ じ おいで じ 
な-^ ました？ 

わ わさ たがへ 上つ て 居られる の だ や。 

源 之を さやう、 それでは 先刻 西 潰の 漁師 ども か、 申して 
ゐ たことは. 本當て 御座 〇 まするな。 城 中て 大 評ち が么 
ると 云ふ蜡 は。 

わ わさ 何でも、 その 樣 なお子 ぢ や。 

源 之を して、 一藩の 氣 勢は いかごで 御座ぃま すか。 禁搜 
さまへ、 お 巧 方し ます か。 それとも •御を がた る 將お家 

へ C 

わを さ 妾 達には、 そんな ことは 何にもみ 〇 ませむ。 お、 
わ 前の お 父 様は •嫂す 冢 たる 公 巧樣へ 巧を 引く がな おめ 
おと、 口癖の やう じを つて 居られる。 

お 之を (失黨 して〕 左據で 御座 〇 まする か。 お 父 おは、 
まだ そんな ことを 云つ て 居られます か。 

わ もさ 源么水 T お前’ また！ お 父 掠と-ち ひ 巧 ひを 
しじ、 餘 つて 來 たの だ やなから うのう。 

源 之を 〇 

わ わさ お 父 さまは、 お：！ 刖 のこと を. 口に 化して は、 何 じ 
もを はれん けど •むの 裡 では 隨か 案じて 居ら わるの だ や 
ぞ 。もの 意地 張の 强いわ 父 おて" やけに、 がの 挫は お 達が、 


る 移 u がが 
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お前の 域た すると、 巧を する まうて、 一寸で も 口 じ 化す 
と、 辭を 立て、 なつて 巧ら れ たお、々 ではな 達が ヒソヒ 
ソ とわ 前の 增を すると 何となく 御機嫌が、 いム らしい の 
ぢや〇 九月 十一 日は、 お前の 誕生 だ やらう.々 年 も その 
日の 別 じむつて • 々H は源么 ホの 誕生日 ぢ や、 何 處じ居 
て ごもい^ から、 館 事 じ 居て 興れ、 ばい、 と、 妾が むの 
裡じ 祈つて ゐ ると、 朝 お日覺 めじな つた お 父 さま か、 「ホ 
飯を 巧 ひたくな つた」 と、 かう 仰つ しやる ぢ やない か。 

(わ もさ、 かずかに 化く  〇わ S' を も， それに 連れ C， ず 
ずり なさの 巧告 彼ず〕 お 父 さまの おむ の裡を 察して、 早 
< わ 父 さ まじわ 諾 びを して、 家へ 歸つ ておくれ。 お 持 さ 
ん じは‘ 勤王と か、 化 幕と か、 そんな 難^し い 議論ょ 〇 
も、 親で お 揃うて、 樂し  < 群 すの か、】 巧 幸福 じ お ふの 
ぢ や。 それが、 一蒂 い、 ことの や、 つじ 思 ふの ぢ や。 

栖 之を 私 もさう 巧 ひます。 そんな 時代に したいの です。 

親子 か滿 おして、 幸福 じ辖 せる やうな 時代 じしたい ので 

す。 が、 化の 中 じ 閒進か あると ち ふこと お 解る と、 をれ 

を默 つては なて ゐられ ない のです。 間違つた 濟が 、天下 

の禍 をが にして、 正しい をが 虐げられて ゐる とを ふこと 

•かみろ と、 なは それを 默 つて 見て ゐる こと •か 旧來 ない の 

てす。 がの tr じ ぉ 遠-力 もる とを ム ことを 知 b な グら默 

つて おて 巧る とを ふことは みおな も、'  こ 


んな ことは 申 上げる のではなかつた。 も、、 お 母校。 な 
は 五 U の裡 じ、 巧へ 引 おさな さやい けない のです。 か、 
只今は どうも. 空腹で 堪 へられません 〇 どうも 空腹で.. 
何か喧 ベる ものを いたごを たいので す。 

わ わさ さ うだらう 〇 忍んで、 巧た の だ やからのう 。おゆ 
き。 お前は 襄 巧へ 行つ て、 そつと おむすびを こさへ て、 
持つて おいで。 召使 どもには、 悟られぬ やう じのう。 

わ § 'き はい、 畏 りました 0 

わ わさ お 父 様は、 お前が 旧奔 すると'  大變お 怒 〇 じな つ 
て、 なぐた 前の 勘當 厘を お出し じな つたのを 知つて ゐる 
か 0 

源 之を 知つて 居ます。 お’ そんな ことは 何でもん b ミせ 
ん〇 

中間の 聲 (を かじ〕 お 歸〇で 御座います。 

わ わさ お、、 わ 歸〇ぢ や。 わ 前は、 その 邊じ かくれて お 
いで。 いや、 ちの 離れの 巧廣 平へ。 もす こは V 切 じな つ 
て、 誰も 行かない け じ。 直ぐ 後から、 食事を 持たして や 
るけ じ 0 

お 之を 承知し ました。 

(源 之を 微笑み 洩 しながら、 みへ かくれろ〕 

(源 ホ衞 門、 巧髙 さを 人、 身體口 や、 衰 へたれ ども、 
元 お 口 一 杯で •麻の 上下み かけ、 ホの 手に 刀 杏 下げな 
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がら、 け 入つ て 化ろ) 

わ わさ (纔 物を しを つて おおず る〕 用事 じ まぎれて. お 
巧 迎ひお 渥な は h ‘ ました。 お歸 b 遊ばし ませ。 

源 ホ衞門 (や、 いら f、 しげに〕 早' つ 、着 澳を 持つて 來 
、〇 

(いら^しく、上下,<^かなぐリ捨てる0巧しい音杳 
さぜ ながら、 刀 おじ 刀 私 抱く) 

(わ § 'さ 荒 披知 持つて 來 ろ) 

源 ホ衞門 (请 物も換 へながら〕 女中 共を 山 崎へ 遣は して、 
衆 伍を 呼ん て 參れ。 

わ わさ 何 そ、 火急な 用て 御座ります るか。 

源 右 補 巧 ぅん、 急用 ぢや〇 お前 邁 じは‘ 化 じ 申して 置く 
お、 東 化と おゆを との 緣談 は、 破談に いたした ぞ。 

わん さ (駭 いて〕 え、 つ！ 

おげ さ (盛に 出さ 夕れ ど^ 驚 おがし) 0 

わ わさ それは、 また、 どぅを ふ譯て 御座 〇 ます か。 

源 ホ硫門 (妻に けを へす) おい、 譜^ 居 らんん。 誰か 居 

らんの か。 

か 中 (おて 來 る} はい。 

源 ホ 衞門山 崎へ 參 つてな、 もと 义 急な 用事 かもる ほどに > 

東 化 どの じ 直 •ノ 、おえる やう じを へ。 

女中は い (去ろ )0 


わ わさ 東 化 腹を 呼びが けて、 何うな さろ ので 御座います 

お 右衞巧 破談を 申し渡す の だ や。 

わ もさ 東 化 腰 か、 何 ぞわ氣 じ觸る やうな ことを いたし ま 
した か 0 

楠 右 衞巧不 所 巧者 だ 如.-: •緣を 切つて やる の だ や。々： n 
城 中の 御 評定で、 御 親 藩た る 御 殺つ ごを じ 化つて、 化 度は 
お 家の 御 運を かけ、 山 巧ぶ 極の 兵を 引を けて、 一戰 いたす 
やう、 申 上げた じ。 何事 ぞ 、東 化を 初め、 家中の 若 お ± 
グ百餘 お 連判の 上で、 官軍への 恭順を 中 上げて ゐ る。 何 
とを ふ 卑怯を ども ぢや 。なの 惜しい 卑怯者 ども だ や。 祖 
先な 來 、お 手厚い 祿 をいた r いた 者 •か、 命を 拾て るのは、 
かう 云つた 時の 御 奉公ょり •かじは ないで はない か。 戰 
とさけば '第一 じ 走せ 向 ふべ を若武 ± ども か、 何とを ふ 
不玲 な、 不忠な、 卑怯な、 え、、 思 ひ 也す 丈で も. 巧々 
しいむ ぢ や。 

(お 之を •ひそか じが 込の 中に て’ 聴いて ゐ ろ〕 

わ あさ そわで、 御 評を は 何うな 〇 ました。 

おホ衞 巧みん な、 どいつ も 化れ も、 腹 おが じ 腸を 吹ん れ 
て、 ち鼠贿 端を 持し、 一み 一を のを 穩 ば^りを 思つて 居 
る 腰 巧 ばか b だ や,；； ら 、化と 矢 野 ま 馬と 二人で 大義ち 分 
を說 いて、 到 巧 一戲じ 及ぶ ことに、 藩 論 おを まつた のむ 


る おけが が 
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や 0 

(化 込の 中の が 之 あ > おいてみ 知 おみろ) 

わん さ を わでは、 いょく 戰爭で 御座ります るか。 

源 か 備門わ 前 達、 もやん と覺 悟を して 置かな、 ならん ぞ〇 
何時なん ど 為 \ 龍賊 じな るん も 知れん。 

わ さ戰巧 じな 〇 ましたら、 味方， が 勝 じな 〇 ませう かし 
ら〇 

巧人谢 門む 酣 するな。 今 御當を •が、 將軍 家の ためじ、 旗 
を がげ ると、 紀 州' が 動を、 藝州か 動 さ •姬路 の 酒が 侯-が 
動く ぺム と、 其 おに 源之密 が、 窗 ちれて もつた 巧ずに 日 
も 化ける： 何 だ や。 化な わね 扇子 ぢ やのう。 C 開い ス ぶろ 
うん， ながな 築踐だ やな。 なじ 

閒說 中原 おお 秘。 孰 ホ 馈慨巧 勤王。 

贩 削が 動觸龍 氣。 欲 向が 乂吐お 光。 

なじ、 巧游 のあ尘 、杉 扣滿么 ホの 囑じ 依つて、 騎藩小 お 
帶刀ぺ 源ん 衞 巧、 銳く棄 及が みなろ) おもさ、 化の 房モ 
の 持 ホは 誰ぢ や、 誰 だ や •中して おい。 化の 肩 子の 巧 ま 
は 離 だ や。 

わ もさ (色,^ 化つ て 言葉な し〕 0 

滞 お 衞門持 ホは 誰ち や。 中して ない！ 

わ わさ 0 

がか 侃 門な じ 中 さむ。 そ もは、 勘當 した 瓶 之 化を 引 さ 入 


れ たな。 惦 に、 ひを かじ 引 さ 入れた な。 

わ ゎさ 中 譯御随 り ませね 0 

源 か衞門 して、 瓶 之 ホは 何處じ 暦る。 何處へ かくした。 

わ わさ お探し じな つて どうな さります 0 

源 右 衞門改 むい たせば、 勘當を 許して、 今度の 驟の 先手 
じして やる。 改 むいた さわと もら ば、 叩 さ 斬つ て、 軍陣 
の而祭 じして やる。 何處ぢ や、 何 處じ隱 したの ぢ や。 申 
せ、 申せ。 

わ もさ それは、 中し 上げら むませ む。 

源 か衞門 なじ、 まは ね！ (手み 延 しス‘ 妻の 髮に手 も か 
けんとず〕 

® 之 あ (械込 i リ锅輕 に 飛び 巧ず) 父上。 母上を おいだ 
めじな つては いけません。 

源お衞 巧 うん •源 之 ホ だな。 (おの 裡 に、 一味の なつかし 
さ 雜 t てゐ ろ〕 

お 之 あ おんしう 御座 b ます。 

- 源 お衞門 まだ 殺さ わて は 居な かつた のか。 果報な 巧必 

源 之を むか {、さう 手輕 には、 殺され ませぬ。 

おか 懦門 馬鹿を め—. 何し に 立ち 歸 つた。 

源 之を 巧 都で 承 〇 ましたと ころ •常 藩の おお 達 •進退に 
迷つ てゐ ると 聽 さました から* 一大事と 思 ひました ので、 
j 巧る ものん 巧敢 ず、 薛國 いたしました。】 藩の 歸嚮を 誤 
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らね やう、 家中 じ 遊說‘ いたし、 當を 平家の 社稷を をう し 
たいと 思うて ゐ ます 0 

源を 衞門 進退 じ遽 つて ゐる など、、 たはけ たこと を 申す 
な。 藩 論は 今日の 御 評定で しかと 決を した ゼ。 

源 之を それは、 結構で 御控 。ますな。 して か 何 機に。 

源 右衞門 如何 樣 にを まつた もない 一 御 親 藩 同 機の 御當 
家’ が •將軍 家 じ敵對 する 止 佐、 巧 おの 手を 引 さを けて、 
モ まじ 及ぶ のは、 ま當 の事ぢ や。 

源 之を (摩な して〕 お父樣 じは、 まだ お 目 •か爵 め ませね 
な 0 

巧 か衞巧 (をつて〕 なじ、 目 か 疑め ね。 親に 向つて、 不 
玲な ことを 申すな 0( 刀を の 刀に 手が か、 ろ) 直れ、 それ 
へ 0 

源 之を い i、 面り ませち 源を 丞の 命は’ まだ かじ 使 
ひ 道 お 御 嗟 b ますから な。 

巧せ 衞門 ■なじを！ 

源 之を さう、 おを りなされ ず、 氣を靜 みて お薦 身、 なさ わ 

え。 お 父上は、 た禮 ながら、 かやうな 田舍じ 御座る ゆ 表、 

まだ 日本 國 中の お 勢は、 お判り じな つて 居らぬ の だ や。 

勤 主 討幕の 聲は 、潮の やうに、 天下に 充ん滿 もて 居り ま 

する ぞ 。化の 潮 じ 逆ら ふのは、 昇る 日の 光を がげ る ほど 

の、 愚な こと だと 云 ふこと お、 わ 判り じなり ませ わか。 


源か衞 巧な じを 申す。 勤 里な どと 中す ことは、 瞬 長の む 
輩が 將皂 家を 倒して、 我 肖ら 灭 ドの 權を摇 らうと する た 
めの 口皆ぢ や。 術數ぢ や。 をの 口資じ 迷うて おが 家に 巧 
を 弓ぐ とを ふやうな 愚かな こと* るち る もの S;。 彼等の 
口 革じ乘 つて •將 軍ぶ を 倒して 見い。 その後に 现 はれる 
ものは、 決して 王政の 挺 古では ない ぞ 。必ず 毛 利か 島埋 
かの 天下 ぢ や。 捷武の 中興を 見ても 直ぐ 判る こと \ り や。 
かやうな 口 巧に 乘 つて、 親藩閒 がの 家來 たる 貴様‘ か •將 
軍 家に 手 向 ふな どは、 敵の 甘言 じ乘 つて •巧 方の 大將の 
首を 姐 ふのと 同が ぢや 。これほど、 巧 わな 道理. が、 む梭 
じは みらない のか 0 

涵 之を (を かに) さやうな 事を 申す 人達に > 幾人 もを ひ 
ました。 勸王攘 寅は、 薩長 お 慕 おを 倒し 巧' 个を なする た 
めの 口實ら やと •薩長の 中 じ も’ 左 機む ことを 考 へて 居 
る ま. がない とは 中し ませむ。 か、 みんな 人達は、 自分 達 
が 策略の つもりで、 甄 けた 义 か、 肖み 達では、 何う する 
こと も 山がない ほど、 大 去くな つて 巧る のを 知らない 媒 
かな 人々 で 御座り まする。 勤王は、 もはや 時の 勢で W 座 
b まする ぞ〇 勤王の 勢に 逆 ふを は、 その 下敷 じな つて， 
踏み 碎 かれて しま ふ 外は も 〇 ますまい。 一一 百年の 太平を 
誇つた 幕が が、 化の 吾 口 葉に 依つて、 グ ラ---- と 描ぎ 出し 
たのが、 お 父 機の お 目じ乂 b ミせ むか。 再度の お 州浊化 


ろ 巧け ミ 別を 
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を どう 御 憶 じなぃ ました。 轟 府の装 じの 姿と’ 禁裡の お 
巧の すさまじい ことが'  わ 父 さまの お 目には なえ ませぬ 
か。 馬が お 倒む、 で 子の 御 化 じなる しるし お、 到る 處じ 
あ となえて & ます。 かやうな とさ じ、 まだ 御を を 
お 大巧 だ やの、 勤王は 口 巧む どと 仰せ もつて、 顺 逆の 道 
を お 誤 ゎじなる ことは、 わ 父 さま 丈の 御 損では 御座 ゎ ま 
せ S ぞ〇 さう した 溝 論 こそ、 常 校 平家を じす ばか 〇 でな 
く、 化の 勢を 逆 じ 抑して 觸 用な 血を 滿 す、 問 違つた 議論 
で 御 巧 b ますろ ぞ。 十一 化の 兵を 引きを けて、 一戰 なさら 
ミな どとは 片隅 滿ぃ 仰せ ぢや 。今年のを 、山の おが 上海 
へ 人を 逝し、 舶來 の 元 & 銃を 千 二百 挺 ばかり お 買 ひまめ 
じむつ たこと を’ 御が じ もぃ ませね か。 靖銳な 元を 銃の 
前 じ‘ 鉛と 刀との 武± どもを ホべ るのは、 ちの 上手の 前 
じ：： i：i!; の 的を 並べろ やうな もの だ や。 ハ、、、 i ム •こ 

む ほどの ことを わ 父上には 

滿お谢 門 おのれ！ 父を 輕ん じ， 御 家を おはぬ 不 なおめ！ 

不ぷ 'がん—. 

(刀が のリ心 引を だろ •源 之 あ、 みし-^ 怖れす〕 

が 之ぶ かやうな 時勢が お 判 〇 じな b ませね かな。 時勢の 

移つ h 巧く さまが、 わ 日 じは 見え ませぬ かな。 新しい 時 

巧の 潮じ乘 つてな お 平家の わ 家を 安泰に すると おじ、 一 

をの 觀締を 火 下に 巧 ふこと が、 我々 志 もる もの、 •巧る 


ベ 著 道では 御座 〇 ませね か。 

源 ホ槪門 (源 之を に 補 へられた る 利腕告 放たん it がを な 
がら) 貴 操は、 一身の 化 化の ためじ、 廣 長の 徒の 屏 馬に 
乘 つて 御 お 家へ 巧を 引く の だな。 . 

源 之 ホ (絕 望し VO  ハ、、、 わ 父上 摄 には、 これ ほ 
ド 明かた 巧みが 。ハ-'、、- >0 

源 か衞門 父を 嘲笑いた すの か、 おのれ I 
(刀の がに をを かける〕 

洒 之が 左様な ことを なされても、 もはや 恐 わる 源么 ホで 
は 御 巧 〇 ませれ ぞ。 S 年 前の 源 之を とは 源た あが 違 ひま 
すぞ。 

源 お衞門 お前 じ、 巧巧辨 論を 覆す ためじ 來 たの だな 0 

巧 之を 御 家を た し、 人を 殺す、 順逆の 誤つた 戲 は、 源 之 
を 一み 赂 しても 止めます ぞ。 

巧 ホ衞巧 (激 巧し X でもが く〕 おのむ！ 戰の加 祭に し 
て やる 0 

(源 之を に 巧り か、 らぅと すろ 〇 わん さと わ S' を、 源 
ホ 稲 巧に 總リ かく〕 

源 お 楠 巧 放せ！ がせ！ (妻と 狼と を斌 放さん とすれ ど 
~ ，離れす、 恩 おや、 緩む) 

わ もさ (ホん'- 漸く 制して) 源 之 あ！ 武± の 家に 生む た 
其方が、 父上の おさ 口 葉 じ 巧く とを ふ ことがあろ もの か 0 


182 


ろ 移け 勢が 


源 之を お树 さま。 それ もんな この 御城 下 じ 無益。 血を 流 
したくな いか. レ， だ や。 なける とち まつた 間違つ た戰 じ： 


源 ホ衞門 なじを—. 

わ あさ 源 之 ホ。 言が 過ぎます ぞ〇 

(父子が ほ 烈しく 對 して ゐる とさ- U ’ 中 問が わ わた 
しく 馳け & んで來 ろ〕 

中間 矢 巧 さまょり 急な 書 狀が參 りました。 (萬 化 化ず〕 
源 ホ衞門 (妻 在 かして 菩而备 巧 取つて 讀 む」 何に •火急 
の 用 あぃ、 卽刻御 來を被 下 度 …… ぅむ ぺ中 問に) 化の 
まは 歸つ たか。 

中間 いや、 待つ て 居 〇 ます。 

お ホ衞門 ょし、 卽刻伺 ふと まへ。 おもさ。 矢辭 殿へ 巧つ 
て來 るから、 枠を ー ホた ^ とん か，、 化すな。 

わ あさ (肯 く〕 ものぅ、 御 夕食は。 

源 ホ衞の お 城で •御酒を いた r いたから、 まだを 腹では 
ない。 その上 じむ’ がせく。 

(源 か衞 門、 務知 付け 利微も 清る) 

洒わ衞 門 源 之 ホ。 一足で ん當 邸を 站わば •溃 H じ 申が け 

て ひつく、 るぞ。 

源 之を (を 笑して〕 なに、 逃げ も かくわん 致し ませれ。 

(わん さ’ わ さ、 游か衞 門 もを つて ホり、 直ぐ 引な 


して 來 ろ〕 

わ あさ まも、 い、 仲裁ら やつた のう。 

お 之を おなさ ま。 お腹 か 空いて ゐ ます。 どうぞ、 化 刻 お 
願した ものを。 

わ あさ も、 •ついう つか 〇 忘れて ゐ ました 0 も、* むげ 
さ。 わ 前 わ むすびを 持つ ておいで。 

わ S' さ はい 0( 立ろ 上つて 去り、 据リ がみ 持つ^ 蹄つて お 
る) 

源 之を (つ け ざまに 一二つ のつ 悔ひ ながら〕 やつ ぱ b、 
家の 御飯は おいし いなも。 お母様。 家の わい しい 巧增潰 
はも- ませぬ か 0 

わ もさ まも、 蟲 わさへ じ、 少しな ベて わいで 。もう、 お 
父 様に みつたの だ やから、 後ても やん と 膳を こさへ て 上 
げ るか. し '0 

源 之を (ム と瑟隨 も帶ぴ お鮮 とち ふのは •もの お 野 
ま 馬 どので 御座る のう。 (をへ 込む) 火急の 州 お—. を 川 
なれば •お宅へ 呼ぶ 當 はない。 今日の 評を じ 就ての 火急 
の 用事なら 、お宅へ 呼ぶ 笞 はない。 わ诗 絞。 今まで •こ 
ん なおが おなえた ことお 御座ります るか。 

わ わさ い-^ ク〇 

源 之を々 日は 城 中で 大 評を かもつた 日ぢ やのう。 わ 父 さ 
ま 達‘ が， 强 硬じ閒 戰を唱 へたので、 家中で 不 を不活 承諾 


る 巧 II かが 


1 な 


した 〇 もやしい な、 こいつは 0 
わ わさ え、 何 だ や、 何ぞ おひ 當る ことか もる のかい 0 
巧 么ホ備 前 化 凹 おの 家老 •赤 木 總右衞 門 おおられ たの も、 
が 中の 評をから の歸 b がけ ぢ や。 

わ わさ え、、 何 ぢや〇 

源 之 あ わ 父上 さへ なければ、 閒戰說 は 一た まぃ ももる ま 
い。 おお 様〇お ぶ 十： どもは 何と 中して 居 〇 ました 0 
わ わさ 何でも、 化氣 の お武 十： が、 巧 人 も 速 箸して 朝廷へ 
の 恭顺を 中 上げた とち ふので、 お 父 さまけ、 火の やう じ 
怒つて 居られた 〇柬化 どの も-】 巧した と 一方つ て、 エラ 
ィ御ホ 腹で、 わ ゆ さとの 綠を巧 .-T う卜 仰し やる の だ や。 
々中 (け 入つ X おろ) 山 崎 さまへ 行つ て參〇 ました。 東 
化さ まは、 お 巧が で 御座 〇 ます。 

わん さ も、 御 巧 巧。 そわで 言愧は 傅へ て窗い たのう。 

か 中 はい ° 

巧 之 ホ も、、 巧 化 じもんし く 逢は ねな。 彼れ じは 逢つて 

詰して なたい な。 彼ね じは、 俺の 勤 平： 論を ょく 吹 さ 込ん 

で理 いたから な。：.. だ •が、 矢骄ま 拐からの 化 1 

わ わさ お前、 その 欠 野 さまの お 化が、 何う したと るふの 

だ やり 

巧 之 ホ (献 つて ゐ ろ〕 。 

わん さ わ 前、 お 父 さまの おみの 上 じ、 何ぞ 不吉な ことか、 


ある とても 思 ふの かい。 

お 之を お 野 殿の 尾 敷は、 巧 巧 だな。 お瀑 端を 通つて、 S 
を 了を 右 じ。 うわ、 セ 本を へ 出るな 0 :: お诗樣 。矢 野 
の 化は 怪しい、 合亂 お行かね。 まさしく 勤王を 喝 へる ま 
の いつはつての 誘 ひ ぢや〇 

わ わさ え、 つ* それは まこと か！ 

お 之を 私の 蟲か 知らせる、 おの 蟲が 知らせる。 さう じ 違 
ひなぃ。 

わを さ ぇ、 つ 一 そんなら 早く、 郎 けがけ て. 駆け付け 
て 0 

源 之を おほさ ま。 なじ お 父 さまを 救へ と. 仰つ しやる の 
です か。 もし， なか お 父 さまの 子で なかつ たら、 わ 父 さ 
まを 殺す のは、 なか も 分 ない。 時勢に 逆つて、 時勢を 
巧げ る もの •か、 その 力じ碎 かれる のは 肖が の數ぢ や。 そ 
わを お ふことは ない。 それを 救 ふのは、 やつ ばり 時勢に 
逆 ふの だ や。 お 父 さまの やうな 考へ 巧が、 お 家を 亡し • 
多くの 人々 をな やませる のぢ や。 若武 ± か、 お 父 さまを 
狙 ふのは 正しい。 親子で なかつたら '化の 源 之 ホ お 手 じ 
かける 0 

わ わさ (だ亂 して〕 まも、 何とを ふの だい。 父親 お 九 化 
の 場合 じ。 

わ § 'を お 兄 さま 〇 どうぞ。 お 父 樣を〇 
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る 移け 勢が 


わ わさ さあ I 早く。 お前は、 檐を 持たして は、 藩 中 じ 
稀な 腕 利を ぢ やけに。 

(長 神に かけ わろ 手檢も 取つて 手渡さう とずる〕 

源 之を お诗 さま。 おは 無益な 戰を 止めて、 を や 家 シ-救 ひ’ 
館 用な 血潮を 流さない ために、 わざ {走せ 歸 つたので 
す。 その 私 か‘ 戰爭を 起す 發 蘭人の お 父 様を …… 。親 
子は 親子、 大義は 大義 ぢ や。 

わを さお 前。 何を を ふの ぢ や。 現在の 父、 肉親の 父親が 
: ..。あ、、 おゆ さ。 お前は エ藤 さまへ 行つ ておいで。 
佐 竹 さまへ も 0 

わ き はい。 (陆け 出ず〕 

中間 (をみ 變 へて 趾け てがる) 奧樣 。大變 で 御座ります 
る 0 

わ わさ 何う したの ぢや〇 何う したの ぢ や。 

中間 夕邸 さまの お 屋敷へ 行く 途中 •セ 本が まで 行 さまし 
たと ころ、 覆面の 者 か 五六 人で、 旦那を 巧り 園み ました。 

わ わさ ち、、 瓶 之 ホ！ 

源 之を (巧 然とし^ 立ち上り) なじ、 セ呆松 1 

( 一 敌に陆 け 化ず〕 

わ わさ も、 •源 么ホお 間に合って 吳れ 、ばえ、 お。 

第一 一場 


舞臺 

城： トセみ 化。 遙に 古 族の 屋敷が、 闇の 中に 化んで ゐ ろ。 
淋しを 廣 場。 源右衞 門， 手 もな ひながら、 四 人 もが 手 
じして 斬り おんで ゐ ろ。 烈し さ 太刀 合 だ 0 
源右衞 門な じな だ！ をを を乘 わ！ をを。 

(凹 人 無言の ま、、 烈しく 斬り 込む) 

源 右衞門 さては、 御高 恩を 忘れ、 御を 家 じちを 引かん と 
する 寒賊 ども だむ 一 

(四 人 おじ 烈しく 斬り 込み， 源お衞 巧， 斬り 渡さろ。 
游 之を •まつし ぐらに をつ 來る〇 四 人 お蝴し •二人 
逃げ 二人 止ろ〕 

源 之を 父上 1 父上！ 

(をな さじ 依つて 父の 化 彼に 取り 化く〕 

源 之を ぅむ、 遲 かつた な。 

(立ち上り ざま 逃げん とずろ お ホの 一人に 斬り かく。 
太刀 ホ、 肩み かずり たろ ミ、、 その ま、 逃げ延びろ。 
源 之を、 巧が とし ス ，一人 残りし 若 あに 立ち 向 ひ、 一 
刀の 下に 斬り 倒す〕 

源 之を 父の 敵、 思 ひ 知れ—. 

手を ひたる をな じ、 源 之を どの か。 

源 之を なじ、 貴様は 東 化か。 


る 移け 勢が 


け 5 


(賊 いて か 抱ず ろ〇巧 手と なえ、 力なく 倒れん とずる〕 
源 之を なぜ、 巧な、 ハ义 上を 斬つた。 勤 击黨の 人々 が、 父 
k を 斬ろ のは 邮理 はない。 だ’ が、 巧 様が 手を でさないで 
も、 い、 ではない か 0 

化 伍 (巧し さ 呼吸 じて〕 ゆるして 與れ 。齋 だ！ 錄お當 
つたんだ—. ち ひ 詔を すると、 卑 はじ 當 るから な あ。 

巧 之 あさう か。 胸中は がしる ぞ 。だ お'  手は 傑い ぞ〇 
化 化う む. 介鋪 して くれ。 

洒么ホ 何か掛 言は ないか。 

化 化ない。 

お 之 お おゆ さじ 何 か をつて やれ。 

化 化た ごょ ろしく をつて < わ。 新しい 化 じを はないで 巧 
ぬの お、 殘念ぢ や。 

巧 之を 巧 傑とは、 話した かつた のぢ や。 大 おの 化になる 
のは’ もう 半年とは か、 らぬぞ 。巧栖 川の 宮の 錦旗は 》 
この 二十 n じな 都を 出る の ぢや〇 俺は、 參謀附 の 一人 ぢ 

や (おろず むみ かさ 化しながら〕 父上 お 死ね。 か > 

父上の 惦化 もがれの だ や。 俺達の 時化 •が來 ろな。 東 化 お 

前を 殺した のは’ 殘を だ。 お、 巧 わ I 欣ん でが わ。 お 

前は 新しい 御世の 姆ぢ や。 俺は、 化さて お前と 二人分の 

侧 さを してやる ゼ〇 

— 幕 I 


(この 旣 化け、 が 幕 第二 帯を 111 藏の 迪稱對 おに 依り、 
阳 勢の 推移 も 示さん こと 化 ホが 意圆 なり。 されに、 が 
なのみ み 離して 發を寸 る こと、 化 ホの なび ざろ 所 なれ 
ど* 叢 蒂の权 数 化らざる S' る、 便 化 上 これみ おを ぜリ〇 
梓な 一'^ れ ども 一な 的と して t お成ぜ るつ.，；. りなり) 
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巧な (狀 つて ゐ る)：：。 

渡 化 お •さう でもら う。 でなければ、 いつもけ 雲を の や 
うじ、 快活な そなた お、 この やう じ 化む 當か ない。 ほ 御 
前からの 話の 化 細は、 何 うぢ や。 話して みい。 

巧な (がつ てゐ ろ〕：：。 

波 何も 隱 すじは なぶまい。 み 內の少 いこの 渡 じは、 ホ 川 
胺 はたつた 一入の む御ぢ や。 當 U 巧煉 略には 思うて ゐ 
む。 诗 御前から 話の 仔細と を ふのは、 何 だ や。 話して 見 

、 、 岛く食 
t をな-—. 

巧 装 (しじら くな つて ゐた 後〕 別の 化 細は ござ 〇 ませむ 0 
た ご •ご 頁 ばか 〇 打 も 絶えても ミした ので •ひたすら 顔 
お 姑たくて 巧んだ と、 かやう じ 中して 居 ぃました。 
波^かず か-し 笑み 化ら して) はも. それでは、 渡の 取 越 
巧 巧 だ やつ わな。 そなたの 顔が、 少しで も 曇る と、 俺の 
むん 巧ぐ 裝 るの ぢや 。十一 二の いたいけ な そなたと 契 ゎ 合 

うて か‘ t"、 この 年月. そなた •が、 妻の やうに なつかしけ 

れ ば. 化の やうに 子の やう じ、 可愛く 覺 ゆる ぞ 。かまへ 

て、 氣を 化うて’ 面 やつれすな。 一人で 氣を 化うて、 思 

ひわ づ らふな。 なじ ご とじまれ！ 俺 じ 計うて くれ！ 

巧な わ 言葉の ほど •うわし うが じます。 (裝 装. 淚 もず、 

ろ) 

巧 何む や < 。其义 は、 何ん 悲しうて 狼を うかめ てゐる 


一の だ や 0 云へ！ な 柳を。 はて！ さて •氣 か、 〇 な。 

巧 装 何の 化 細 おご .ご〇 ませう。 お 言葉が、 うれしい ので、 
つい 淚 ぐんだ ので ござります。 

渡 それなら ば、 もつ と 華やいで、 この美し い 巧を 過 さう 
ではな いん！ そなた も 若い、 俺 も 若い！ をげ 幾度 も 
廻つて 來 るの ぢ や。 た r のびやか じ晴 やか じ暮 さうよ。 
むじ か、 ス藝 とては、 さら/、 ない 當で はない か。 さあ！ 
II 一献 注いで くれ。 

契裝 はい。 

被 一巧 所留だ や。 聽 かせて はおれむ か。 

裝装 はい。 

(裝缓 立ち上り •巧の 間より 琴 也 おり 降して 彈く〇 邸け、 
長 恨 歌な り。 琴め 音け、 强 ずろ をの ふみ 傅へ ろ やうに、 
切々 とひ く、 渡 つと 巧む かしげて 醇 いスゐ ろ) 

裝装 (鸣 ふ〕 今は 昔 もろこしに、 いろを おもんじた まひ 
ける みかど おはし ましし とさ、 やう かの 娘 力し こく も、 
おじめ されても け くれの おんいつ くしみ もさから ず、 常 
じかた はら じはんべ ^ む。 宮 のう ものた を やめ ー ニモの ち 
よう もい も •わ おみ ひとつの 春の 化’ もりて いろか もな 
きた まの 0 

一巧な せじ、 その やうな 悲しい 曲を 彈 くの ぢ や〇大 唐の 天 
I モ から、 旨 さ 離 ざれ、 荒武者 どもの 手 じか、 つて おかな 
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くなる •悲しい 楊 貴妃の 古事が、 なぜ そなたの 氣じ叶 ふ 
のぢ や。 それは、 こん 秋の 夜 じさ かう。 今臟 夜の 花の 下 
では. たのしい うかれむ 地の 曲を 彈 く‘ かよいじ！ 

裝装 (臥つ てゐ ろ〕：：。 

渡 はも、、 疲れたの か。 疲れたの ならば、 化 息せ い。 氣 
晴 しじ、 ちと  > 酒 などた しなんで 見て は 何 うぢ や。 

裝装 それでは •お 一つ 下さ ゎ ませ。 

渡な じ！ 酒を くれと を ふか 〇 これは、 面白い！ そな 
た-が 酒を 過す のは 初めて だ や。 さあ、 俺が をいで やらう 0 
なみく と 飲ん でんい。 

裝装 (恥 しげに がみ 口に 運ぶ〕：：。 

波 お、、 そなたの その お々 しい 手 振で、 新婚のを をはし な 
くも 思 ひ 起した よ。 もの 時 も. そなたは その やうむ、 耻 
しさうな 手が で’ 杯を 巧 つたわ。 もの 時は’々 よゎは も 
つと 小さ かつた。 掌 上 じ 舞 ふ 美人とは そなたの ことかと 
思 ふ程ぢ やつた。 もの 時から、 巧年經 つ—. が樂 しい 月 

日は. ホンの 藻の やう じ 過ぐ る もの ぢや 。まだ】 月 か 二 

月の やう じし か 思 はれれ 〇 そなたと 十 年 も 廿年も 百年 も 

千が も、 かう して 暮 しても 飽 さると をは、 あら じと 思は 
れ る！ 

裝装 (默 つて ゐ る。 そし かずかに ず、 リ 泣いて ゐ ろ) 


渡 お 、何_りや、 何をす 、0な いてゐ*;?のだチ0 巧の中の 
果報を と欣ん でゐる 渡の 女房なる 汝 が、 何 お 悲しうて 泣 

くの ぢ や。 

裝裝 お 情が み じ 浸み てうれ しいので ござぃます。 

疵 いちうれ しいのは 俺ぞ 。洛中 一の 美しい 女房と 呼ば 
れる そなたを、 妻 じ 持つ 俺は. うれしい の ぢや〇 あは^、 
月は 瞧じ かすんで ゐ るが •俺の むは 欣 びで、 晴れ渡つて 
ゐ る。 た ご. 御み かその やう じ > 化んで ゐる のが、 もと 
氣懸〇 な 丈む や。 か 細は ない！ そなたの むの こだは ゎ 
を 吐いて 見て はどう ぢや〇 
裝溪 (默 つて さしう つむいて ゐ ろ) ：：〇 
渡 そわ 御轄！ 何 かもる じ 極つた ではない か。 さもを う 
て 見や わ まつて 見やれ！ 

裝装 それでは、 申し上げ ませう か。 

化 (華やかに 笑ん〕 はち、、。 それ 御廣！ 俺のを ふの 
•か當 つたでは ないか。 とてもの 事 じ、 話の 斤 細を 當 て、 
なょう か 0 

裝裝 (少し おきながら t) はい！ 當 て、 御隨じ ませ。 
渡 はて、 ホ 川 殿からの 餘 瞬ない 極む ではないた 黃 をの 
無む た そわ’ とも 小袖の 無む か。 

裝娑 (や、 おしげに〕 い、 ぇ〇さ うでは ござ 〇 ませぬ。 
波は て’ それでは、 能 野 か 高 野 か、 遠い 旅路 じ 伴を せい 
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とちは わて， 化が ける すまいと おうて、 ふさいで & るの 
ではない か。 

巧 お (い i く おしげに〕 い、 え、 さう でも ござ 〇 ませ 
む 0 

波 はて、 そゎでは 思 发こ盎 さた ダ 。をうて くれ。 まさか、 
巧 御前' か、 化から そなたを が 〇 返して、 化し 巧 じ* やら 
うとを ふので はもる まいな。 

洪な (悲しげに 巧 私 おろ：..。 

化を うてく わ 0 巧な—. 

巧な (おしげに 啊 らく 齡 L てゐた 後) まことは  > 今日 ほ 
の あで、 む 陽 肺 じ 逢 ひました 0 
班 險隙帥 じと な。 

巧な はい—. 

巧 (や、 なづ かけ一 げ- し〕 それ •か •如何いた したの ぢ や。 
巧 装 怜陽帥 お、 をの 飯を バリい と 見て ゐ ました お、 やがて 

中し ますの じは、 おみ じは、 危難が 迫って ゐ ると、 斯樣 

じ 中す ので ごて」 いま 个 〇 

巧 はて、 そわは ち もない 化 非 陰陽師で もらう。 もられ も 

ない がを うて、 人の 心を まどは さう とする ので もらう。 

かまへ てむ じ 巧 ル .b ろ、 な。 

巧が 化が 陰陽 帥と も 中せ ませむ。 巧が かわ 人 \歸 がし ま 

すろ を 部の が ホ どので ござ 〇 まする。 


0 はて •それは* 氣 じか、 ろ 事 _ り や。 して  > そ の 危難を 
逃れる じは、 加持 祈禱 をせ よと 云 ふの か、 それとも、 物 
忌して 御經 をで も讀 めと 云 ふの か。 

巧 装淸季 どの、 仰せら る、 じは、 巧婦の 臥床が 惡 いと 申 
すので ござぃます 0 

滋 はて. それは た わい もない 〇裏 編し の やうな 事を 云は 
る、 な〇惡 いとは、 どうわる いの だ や 0 

裝娑 妾に、 111 セ 日の 間、 家の 南じ當 つて 寢よ とかう 申す 
ので ござ b ます 0 

渡 はて、 それは たやすい 事ぢ や。 をの 南じ當 ると 云へ ば’ 
この 俺の 室ぢ やなう。 

巧 装は い。 

渡 はも、、 〇 それなら ば’ 今日 か. でん 寢る とよい 〇何 
よゎ も、 たやすい 戒行ぢ や。 もは、、、。 そなたの む-か 
かゎとを ふのは •これほどの 事で もつた のか。 わ、 可愛 
い女ぢ や。 そなたは •いつも その やうな、 た わい もない 
事で むを 苦しめて ゐ るのう。 

装溪 (おしく 微笑す) ：：〇 

波 わ、、 そなたは. やつと 笑 韻を 姑せ たな。 もつと 華や 
いで くれ。 そなたの むが、 り も、 今は 晴れた でもら う ほ 
どじ 〇 わう、 一巧 過して 見い。 

裝巧 はい、 いたご さます。 
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波 臥床を 變 へる ホで 巧 ダ 侮 も 危難なら、 淸水詣 の 途中 じ、 
石 じつ まづく ほどの 化 難で もらうな う。 でも、 そなたの 
かじは、 それほどの 災難 ももら せた うはない！ 眼には、 
塵 一つは 入るな。 頰 じは 羽 蟲 一つ 觸れ るな。 その やうに 
まて 思うて ゐるそ 0 

('渡， がを に 燃 S' ろ 眼で、 ピ つと 裝 装み 見て ゐ ろ) 

装 裳 C 思け すわ 一 つと 泣き伏ず)..：。 

渡 (ゐ ざり をつて 搔さ 抱く) 装 幾！ まだ、 何が 悲しい 
のぢ や。 

裝装 い、々 何も 悲しい のでは も 4 ませむ。 ただお 情' かみ 
じしみ て 嬉しい ので ござ 〇 ます。 

旌 そなたは •今宵 氣が 疲れて ゐ ろと 見え： 取^わけ て淚 
跪い！ もまり、 むを 化は ず じ、 もう ドつて 化む とい、 0 
(ふと 窥 がかいて^ お、、 これは 違つた 0 ぞ括淸 を' の考义 
に 依つて、 今 {かから そなたと 俺とは、 臥が シ換 へる ので 
もつ たな。 下らなければ ならむ のは、 俺だつた。 (渡、 快 

前に 立ち上らう とずろ) 

を 装は て、 お 待 も 遊ばせ。 今 しばらくの わを 殘 b を。 

渡 一家の 裡 じ、 別れ 化すに さへ を 殘〇を 惜しみた いとま 

ム のか。 はて、 可愛いた ぢ やのう。 

(な、 後 ふり 立ち上つ た 装 装 も、 後 ムリ 手 知 差し伸べ 

て、 かさ 地く やうに しむ がら、 をの 子の 上に 化て 來 ろ) 


渡 雁が 鳴 さ 渡つて ゐる なう。 

巧 装 これから、 いよく 花 お盛らう とします のじ. 巧に 
巧いて. 雁は 何處じ 行かう とする ので ござ 〇 ませう 0 

波 はて、 それは 俺 じは 分らむ、 雁の むじ 訊いて なる 外は 

なぃ。 

装 お 雁も自 をの 思 ひ 通 〇 じ 飛ぶ ので ござ 〇 ませう か。 

渡 知れた ことわ や 生が もる もの じは、 銘 々のむ が もる！ 
(や： 社 仰ぐ) しさり じ嗚を 渡るな う 0 「離を じ 影 こを なえ 
わ 鳴く 雁の：..」 衙 風流の 俺には •下の句が つ ごかぬ。 
うむ •もう 擅よ つ。 春とは をへ、 巧が： ける と. 細げ だ 
なえて 來 る。 それでは 裝络！ 女の 窠を 呼んで、 秋 化を 
取らせる がよ い。 

装缓 今し ば じ， く •わ 待 も 遊ばし ませ 0 

渡 はて、 今 巧 じ 限つて、 何な その やう じ 止め立て ずるの 
ぢや 。巧 日の 日 おない とま ふでは なし、 そなたと 化の 脚 
じは、 いつまでも いつまでも 樂 しい 口が つ ごくの だ や。 
今日 ばかり、 な 殘〇を 惜しんで 何 じする の。 や 。明：：；！、 
天氣 さへ よければ、 御室 もた b の 化の たよ 〇 でも、 訊か 
サ 巧よう。 わ やすみ—. 装 装。 

(裝缓 、今け 止みろ おもない やうに， をの 子の 上に 消 
がと 立つて ゐ ろ。 渡’ 廊：卜 邊場 ずろ。 波のを が 見 .7 一 
なくなろ と 同 巧に、 巧 装わつ と 泣 さ 化して しま ふ〕 
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裝二飾 
— お を — 

が一咖 かご，々 しけ 閒が 絶つ てゐ ろ。 巧 装、 錠に 向つて 
滞れた 巧 お古しを りじ 楠つて ゐろ〇 傍に 臥 ホが 取つて 
わろ 0 

巧な をみ もんな じ、 愛して 下さろ 渡 どのを、 も ざむ いて 
臥 化を 換 へた 丈で ，を 恐し い氣 がする。 でも、 妾の 悲 
しい おを 知つ て 下す つたら、 さつと 妾の 罪を 許して 下さ 
る じ 違ない。 をは かう する ょ 〇 かじ、 手 ほがない の だ も 
の。 ホ じ •がが を 話す。 妾を がの やうに 愛して ゐて 下さ 
る 夫は、 火の やう じ 怒. れ るのに 違ない。 をして、 あの 
恐し い 盛ぶ と 夫とは. 戰 はわろ じ渔 ない。 おや さしい 渡 
どの か、 何う して •もの おの やう じ 巧し い 盛 速に-な 向 
ム ことが 出 化ょう。 夫を 殺した 盛 遠は、 母御 前 もを 穩に 

して 巧 < 巧は むい。 朽 御前を 殺した 後 じ’ さつと 妄 を： 

..。をは 始 かじ， 呪は わて ゐ たの ぢ や....。 渡邊 橋の 橋 巧 

をで、 もの 傾逛 ホに 社染ん ご， れた とさから， まの 運は を 

まつて ゐ たの だ や... . 0 

(し. はし 化が した 後： > 

巧 装 「娛 紫を 巧 させち 巧と も .4 ば、 おんみを 刺して、 俺 

もがむ うよ」 と •盛茲 は、 お 日の やう じ、 母御 前を 實め 


さいなんで ゐ ると まふ。 弱い 诗 御前は、 な ふやう じな つ 
て 居られる 。でも、 妾， が 何う して 操を 二つ じする ことか 
化來 よう 。渡 どの、 眼を 忍んで、 どうして 怖し い 棲黑わ 
•か 出來 よう。 今日、 ぁの 非道 者は、 妾の 胸に も 白な を 差 
しがけ て、 われに 靡け. 否と 云は ご 御み はもと よ' 诗 
御前 も 渡 どの も 一つな じ. 刺し貫いて おる、 ぞ とちつた。 
ぁの 非道 著は、 言葉の 通 b じ 行 ふ者ぢ やと •皆 じ 怖 わら 
れてゐ る。 妾 •が 杏と を ふなら ば、 どんな 怖し いこと が 起 
るか も 知れない。 

巧 装 (裳 知 滿つわ 後、 男 風 じなんで ゐ る〕 妾は •その 時 
に、 巧んで 操を ならう とむ を かめた のむ や。 今宵、 忍ん 
で 渡 どのを 殺して くれ 〇渡 どの さへ 世 じないならば、 快 
くおんみ じ糜 かう と、 妾は 怖し い 章！！ 葉を、 口 じ 上せた の 

だ や....。 

巧缓 それ じしても、 おむつ かしい のは 渡 どの だ や。 妾の 
そら 言を、 まことの やう じ閒 をな されて‘ 何事もなく 臥 
巧を 換 へて、 化すんで 下された。 何物 じ 代 へても、 妾を 
をして T さる もむ. が、 日の 光の やう じ、 み じしみ'^ と 
おせられる。 もれ ほど、 おや さしい 渡 どの じ、 分れ まゐ 
ら せろ ことを 增へ ると、 腸お斷 々じなる やう じ 悲しい。 
でも、 夫の みに 化つ て、 死 わる ことを 華へ ると、 それは 
悲しみの 挫の 欣びぢ や。 口が をの 夫の 命に 換 ろ。 ホの 化 じ 
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方の 中で > こんな 欣ば しい 死 じ 方 お. またと もる かしら 
〇 

裝装 お、、 巧に 雲が か、 つたと おぇ、 庭の 表が 急 じ 暗う 
なつた。 九つと をつ たから、 もう、 ほどなく 忍んで 來る 
だら う。 夫の ためじ、 みを をて るの だと お ふと、 むが 水 
の やう じ 澄んで 來 る。 澄んだ むの 裡 に、 ほ のん， \ とした 
明 〇 がが して 來ろ やうな 氣 さへ する。 南 綺阿厕 お佛！ 
南飽阿 願に 佛！ 

广裝 装’ 髮み 姑び T り、 しづかに 立つ v^、 柄 げられ わ 

簾，^ 降す) 

巧な 南無 卿彌お 桃！ 南無 阿 彌陀佛 

(裝 装。 巧 おも-がず。 簾の 裡 、なじ 昭く なろ。 お 上 も、 

パに 雲が か、 つたと 巧 文、 巧々 暗 < なり、 やがてが 圳 

が化乂 如掩 うてし まふ) 

第 =1 飾 

盛 遠 

が 十た なれ ども 六た 近を 化 尘、 は亟 に腹卷 もつけて ゐ 

ろ 0 間に--, •それと！ る さ 巧みの 太リ おずに 捉げス 

ゐ る。 打 さ 足して、 寝殿-し 狙つ ス來 る〇お 々じ、 簾み 

か、 げ て、 內に 入ろ 〇朽 くの 問 恐る しさ 化軟〇 雁が し 

さりに、 中を じ 鳴く 0 


「ミ-い！」 とち ム 、化い しかしながら* 銳い 叫び 踏。 
かそけ さ构 を。 

盛 遠、 や、 荒々 しさ 足を で ぉ W 來ろ〇 ホの 手に、 巧な 
が 寇てゐ わ 小础の 袖で、 包んだ 裝娑 のを 級み 梓つて ゐ 
る 〇巧が 巧び、 中空に 巧 もろ 〇盛殖 、包まれむ 巧 級み 
なながら、 こッ とを ムの微 お， か 波て。 やがて. かの 平 
でが も ほどく 〇 それ 备雜め るで うじ、 W の 化に かざず 0 
おく 銳 さお 叫！ 

盛泼 ぇ、 つ！ 

(ふス {と、 な 殿に 倒れ か、 つて •巧の すの 上に 扔 
が 杏つ く〕 

盛 盛 や^これ は’ 梁 お！ 

(巧け、 がみがず やう-し、 巧び 終 殿の 旅 知 か、 げスぉ 
る 〇內け 巧し 一 

盛を う、 む。 さては. 裝壤 御前 じ 計 .b れ たた 渡を むた 
すと、 われを 詳 〇、 眞は 夫の み 化 〇 じ、 みを がて たむ。 
(烈しい 巧 問の 表が} 

盛 速口 おしや、 盛 遠が 一湖の 不贸。 

(庭 上に み も おげ ス問 もろ) 

盛 茲戀竊 の 闇 じ 速 ひ、 不强じ も、 可愛い とが ふ 女子を、 
打つて 洽 つるとは、 われな おら もさ まし や。 まは うやう 
なさ 狼が 者 ぢや〇 
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(盛ぶ、 身 もだえして nw しがろ) 

盛ぶ (巧阳 から 化 巧に うつり、 や、 现 化の ホが 蹄つて 來 
る) さる じても、 この 女！  いみ じく も 巧 じ 居つ たな。 
ホを 助け、 祕を ずろ】 念ょ 〇、 いみ じく も 思 ひ 切つ わな 
〇 

盛 姐 (SJ  く t とな 杏 眺める！ お、、 何と をん 神々 し 
いが 顔 だ や。 音 葉の 趣 〇。 裝を 沈うた ばか 〇 でな く、 を 
まで もな さ こめた な。 ん佛の やうな、 この美し い 面で. 
盛遽 のん さ ホし さを、 黄 ふと 见 えるな 〇ホ もろ 女 じ、 横 
潑媒す ろんじく さを 巧 ふと 見えるな。 

おぶ (切りた ろな なの 巧 屯、 綠侧の おの 子の 上-し 度 さな 
が*-, 、地に 手 私. 突 さて 禮巧 ずる) 許して 吳 れい！ 装 
などの。 おんみ 撼 しさの むから •あたら 盛 〇 の 化を 散ら 
L てし まうた。 やがて •巧が へ おひ 村いて 誰を する！ 
しば‘ I,  く 巧つ て 防て さわい—. 

(雄ぶ、 巧の 水で •化に 染みむ る 刀 化 ひ、 やがて、 

これ 知 蹄に 化ん てから、 火を がに 么乘 る) 

巧ぶ や も/ \ •化の あのを、 ホ衞 門が 渡 どの じ、 物 中す。 

わんみ か、 於蠻の 夫人 架终 御前 をれ も 取った ろ 曲 巧茲に 

化い。 はや/ \ 。山 合 ひて’ 巧测ら れい！ 

(化茲 ，巧 丈な じぶ がつ てから、 •ちつと 閒ザ 屯ず ま 

す〇 しじ くの IT 的を がしない) 


盛 遠 (一段と 壁ん 張り上げる} や も/ \ 、渡 どの。 曲者 
が 忍び入 〇、 わんみ が 夫人、 梁缕 御前を 手 じかけ しぞ。 
はや 化で 合うて、 曲 おか 首测ら れい！ 

(盛 速 獅子の やうに 怒號 みつ》 ける) 

第 四 飾 

—— 盛 遠と 渡 —— 

廊下み 傅うて 來ろ 烈しい 音が マる。 白い 素 結の 挖衣も 
愚た 波が、 太刀 也 おりし みながら. 馳け 化けて 來 る。 

渡 架 装 どの。 裝娑 どの。 何 孽-リ や，. 何事て" や！ 

(かづ 盛 盛のを 一 か 化ろ 一 

渡 曲者！ 何 巧む や。 

盛 遠 お、、 待 も 受けた 渡 どに。 装 渡 どのを 手に かけた 遠 
藤 武者 盛遠ぢ や。 立 も 寄つて 首测 わい—. 

渡な じ、 なじ、 汝は盛 遠！ な' が 裝缓を 手 じかけ たとは！ 
(ム と婪の 子の 上の 巧 級 もえて、 仰天ず る〕 ぇム つ！ 
これは 正しく 梁 装の 首—. (巧が とずる〕 をへ！ をへ！ 
何の 急 趣 あつて、 梁 幾を 手 じかけ た！ (刀 も 引を 寄ぜ 
て おにず も かける) 

盛を うむ！ その 意趣ん 語 う。 一部始終を 語つ てから、 
薇ょ くおんみ の 手 じか、 らう。 化 細は かう だ や。 

渡を へ！ 云へ！ 仔細を。 その 素ち の 飛ばむ 間 じ‘ 語 
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れ〇 

盛遗 (地上に うづく まりながら) 元よ 〇、 おんみの 手 じか 
かるは 覺悟だ や。 さる じても •装缓 どのは‘ 日本一の 貞 
かよむ 0 

渡な じ、 貞女とは！ 

盛巍渡 どの。 巧 細は かう だ や。 去る 彌生お 日の 事よ 〇攝 
津渡邊 の 莊渡邊 橋の 橋 供養 じ、 我は 奉行を 務めて、 群を 
藝衞の 巧じ當 b しが、 供養 も おて、 人々 家路 じ 急ぐ と 
さ、 橋の 巧の 踐 敷よ h 降り 立 もて‘ 輿に 乘〇 たろ 女房の、 
年は 一一へ とちえ て、 玉の かくじ もで やかなる 两發 じ、 忽 
ち戀 慕の 心 湧いて. もれは 何人 ぞ と、 傍の 雄^ じ 訊 さたる 
じ‘ もむ こそけ 巧 川 殿の 潭モ じて、 ホ 衞門尉 渡 どの、 北 
の 巧、 裝装 御前 じて 候との 答な 〇 し 0 
渡う、 む。 

盛遠裝 装なら ば わ わの 化 姉 かじて’ 我は 丹 波じ蕃 はれ 

て、 相なる ことのな かぃし お、 か.、 ス 女子を、 が じ 持 もな 

お •-:、 人 じ 奪ら る、 こと やん ろ！  いで. 巧 〇 返して、 

わ •が 妻 じせむ，. 一岡 じ おひ 切って は、 錢壁も 避け わ 盛 

遠、 忽ち、 化 母御 前な ろ ホ 川 殿を 訪ねて、 あさまし や、 

白な を 伯母の 胸に 差しが け、 裝 装を おる、 か 命を 興る、 

か、 二つ じ】 つと をした 0 

渡う \ む。 


盛を 心 弱さ 伯母 御前は、 む 持. 化 わべ うや おはれけ む 。ひ 
たぶ る じ、 裝缓 御前の 助けを 乞うた の ぢや〇 

旌 う、 む 0 

盛 遠 ホ 川 殿の 館に て、 み 日 初めて. 裝溪 御前 じ 逢うた の 
ぢ や。 人非人の 盛 遠は、 忽も なを 拔 いて， 裝装 御前の 胸 
じさし つけた—. 

渡 え、 つ！ おのれ一. (巧 然として 盛茲 在-し  む) 

盛 遠 そのを 〇 はで も だや〇 やがて* 存 をじ晴 すかよ い—. 

波 おを 差しつ けむ がら、 汝は 何とち うたの だ や。 

盛 盛 我 じむび かばよ し、 巧と をは ご、 おんみは 元よ 〇、 
夫の 渡. 回の ホ 川’ 一二 人と も 盛 遠が 嫉 がの 錫に して くれ 
ると一. 

渡 え、 つ、 非道の 盛 遠め。 して、 して、 裝樂は 何と 答へ 
ん」 の だ や I (‘ 半み 杏乘リ おず〕 

盛 遠 わ わじ’ 酸く と 答 へられた—. 

疵 (巧 然として’ 刀の 巧み 扼リ しめる！) なじ •む 心. を 
じな びくと な—. 

盛盛駭 かれな‘ 渡 どの。 なびく とを ふは、 巧 女の 誠から 
化た 僞りぢ や。 架 送 どめ、 をはる、 じ’ ホ 渡の 巧らん ほ 
どは、 むじ まかせ じ、 今 巧 あんで、 渡を むて！ 夫な さ 
をは、 御み の 心み 第と。 

波 な •な、 なじ。 
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盛茲 ぶの 臥 iff は、 巧の 招敝 。夫 じ勸 めて 髮を 洗は せて 置 
< ほ どじ、 綿^' わろ 巧を をた よゎに、 巧を 斬れと I 
化 え、 つ！ 

がぶ 解 おがの 閒じ 迷うた ろ盛茲 じは、 巧 ホの 巧 かみら なか 
つたの だ や。 さては、 裝缕 御前—. 我に むを 通ず と、 欣 
び 巧んで 忍び入 〇、 浦れ わろ をを たより じ、 擧 げたる 
巧が。 化な せよ しと、 ほく そ 笑み、 月の 光 じ 晒して 巧れ 
ば、 おひが けない 裝缕 どのの. 神々 しい、 ん佛の やうな 
巧 じ 飯む や。 

碰 う、 わ 0 

施ぶ 人非人の 盛摇 じ、 ななめら わたを 運と もさら め、 夫 
じ 代。 むじ 代 〇 、 操を がつて はてられた 裝缓 どのは、 日 
木 一 G なかよ む。 その 架を どのを •害した る この 盛 遠は、 
口 本 一の 人非人む や。 うつけ 岩ぢ や。 うろた へ者ぢ や。 
さも、 渡 どの—. おんみ お、 お塑の 夫人 染装 どの、 敵は • 
姑に 肝る，. いざ、 巧を むた わよ—. 巧 测 わる 丈では、 

氣 かがいまい I 城ん じじる とも、 斬 〇 さ ざむ とも’ を 

かじせ.-: れい—. 

(化ぶ かの 刀 屯 化へ むげ 捨て、 化の 前に いざりを 

ろ) 

化 (獻 巧と し y ちがな し〕 

巧ぶ いざ、 破 どの。 がか じせられい 一 このん さましい 


盛迹 を、 こなごな じ碎 いてく れい！ 

渡 (邮 おとして 的る。 賜 がまれ る やうな 巧 問の 裡じ巧 
る こ i が、 额の表 悼で をる).. ：〇 

盛 遠 いざ、 いざ。 (進んで を 杏 差し延べろ〕 

独 (なほ 默 つて ゐ る一.〕..： 

盛 遠 いざ、 いざ。 渡 どの。 おんみは 娶を 打たれて、 口 お 
しいとは おはむ か。 この 盛 遠を 僧い とは 思は ぬか。 

旌 (詰め i つて 來ろ雜 還み、 や、 うるさ さう に 巡け なが 
ら) おんみを 打 つても. 誇ない こと だ や。 

盛 遠 (や、 がモ 化けが しわ やうに) なに、 註む いとは。 

渡 巧んだ 梁 榮が歸 〇 はすまい。 

盛 遠とは をへ—. 現 巧 妻の 賴を 、目の前 じ 置 さな •がら， 
見逃す と 云 ふ 法が ぁらう か。 さては、 渡 どの。 おんみは、 
この 盛 遠 •が 武勇に 聞 さ怖ぢ した か—. 

渡 (おしげに だ、 ら笑 ふ〕 妻の 敵 とんに J ば 鬼神な ゎと 
も •逃す まじを か、 裝 装の 巧は、 所 話 肖蒂だ や。 自 .，，求 
めての' 化ぢ や。 敵は ない！ 敵は ない—. 

盛を さては. いろ'^ 言葉を 蹈 へて、 この 盛 遠を 助 < る 

つもりよ な 0 

波 何とで も、 おうたが よい！ 

盛遼 さては‘ たのれ—. この 盛 遠を れつ じ も おに-' 5 人 非 
、とさけ す. yO とがえるな！  よし さらば、 力- せう。 
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(盛 遠、 奮备 ふつつ りと 切る) 

盛 遠 盛 遠 か、 一念 發 起の ほどを 見て ゐ るかよ い—. おの 
れ が、 罪を 悔いる 盛 遠の むか， どんなに 烈しい かを 見て 
ゐる およい。 さらば、 左衞 門、 僧 おじを めて、 梁 装 どの 
の 菩提の ため'  諸 國修菜 じ 化る 前に、 もう 一度 訪 わて 來 
よっ。 異樣の 妻 お 人 じ 見 とがめられね やう じ’ 巧 か 巧け 
む裡じ 行かう。 さらば ぢ や。 

(盛涅 •裝缓 0 首級み 巧り 巧 しげに をな りながら 出で 

去ろ 

第五 勤 

— 屯ス — 

盛 遠のを が、 巧 も なくなろ と、 波け 巧らない やうに、 
裝 装のを おじ 近づいて、 それ スだ 取り上げる 0 
渡 梁 装！ 装 装—. 養ぃ 果てた る 姿 じな つたよ な。 

(ふ、 と 立く】 

渡 わ 前の この美し い 悼は、 もう 開かむ のぢ やな。 お前の 

巧 愛い 唇は、 もう 再び 動かぬ のぢ やな。 梁 装—. 裝 装—. 


が 架 装！ 装 装—. お前は なぜ •巧んだ の だ や。 裝 装！ 

架 姿！ お前は、 俺 おお 前を どんなに 愛して ゐ るかを 知 

つて 居よう。 知って ゐ なから、 なせ， わ 前は 俺を 捨てた 


の ぢや〇 

(み 問 文して 嘆く〕 

渡 盛 遠め は、 お前の 敏ぢ やから 斬れと をつた—. お、 俺 
は 盛 遠よ 〇 も、 お前が 恨めしい の だ や。 盛 遠の やうな 人 
非人は、 巧手 じする 丈で も 巧は しい！ お前は •俺の む 
を もつと 知つて ゐて 吳れろ 営ではなかつた のか。 お前 
は、 自 みのみ を 拾て、、 俺の 命を すくつて 吳れ たと を ふ 
のか、 もの 盛 遠め は、 それを 貞女 だと をつた。 化の 人 も 
恐らく さう 云は う。 か、 装 装よ 〇ゎ 前を 命よ 〇 も 愛して 
ゐる この 渡には、 ちみの 命よ 〇 も、 お前の 巧 かどれ ほど' 
大窜 力と 云 ふこと を 知らな L のる。 お前ん 化ん た 後の 化 
の 生活が •太陽 お 無くなつ たやう じ •暗擔 となろ とを ふ 
ことを、 氣が がかな かつた のか — 〇 

渡 (淚じ 咽びながら〕 それ じ、 装 装ち お前は、 なぜ 化 じ 
打 もんけ ては 興れなかつた のか。 化 じ 打 も 巧ければ、 化 
お 盛 遠と 戟ひ 、俺 お殺され ると でも おつた のか。 俺は そ 
れグ情 じいの ぢ や。 俺が-盛 遠を 怖れる とで も 叫 心つて ゐ 
ろの か。 渡は、 盛 遠の やうに、 をは 暫くない—. 訂物索 
は 下手' ら や、 が、 愛する お前の ためじは 、盛 遠は おろか 
鬼 人 じで も 立 も 向うて 興れろ ぞや 。愛する そなたの ため 
じは、 水 义を辭 さない むを は'  何人 じ も 劣らない つも 〇 
ぢ产〇  0 


/、 政の が裝 
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化 架が ち 巧が、 n みの 娱 姐の 冀 を、 憐牲 じして 生さ延 
びろ ことお、 どんなむ 持 おする かと 云 ふこと を、 お前は 
知- むいの か。 そわは々 切 'b ろ、 よりも、 巧し い耻摩 
だ や。 お前た 域牲 にして’ 牛： さるよりも. 他は 化 疑 地獄 
の 盗の 中で、 千 巧が 煮 ‘b れて & ろ 巧 か、 まだよ い！ ま 
だまし だ： ：〇 

化 わ 前は •な ザ 化 じれ も 叫けて は、 興れなかつた のか。 
庵は わ 前の ためじ、 盛 谋と戰 ふ。 それ •か. 巧と して、 ど 
ん なじ 化 ばし い、 晴 がましい 務 であるか とを ふこと を わ 
前は 知らな かつた のか。 わ 前は、 なぜ 悲鳴を 擧げ なお. レ 、 
化に おひを ホめ て 典むな かつた のか。 俺 お、 跑 けがけ て 
來 て’ わ 前を 小脇 じ 如み 抱を なおら、 盛 遠と 戰ふ 。それ 
だ、 どんな じ 巧 ばし い 巧 ‘b しい 事だつた うか。 俺は、 
略. 胜巧氣 が巧价 したじ 違ない。 さつと、 盛 遠を 倒した じ 
遥 むい。 巧し 逆】、 が お負けたら、 その 時 こそ わ 前は. 
俺の 傍で 化んで 興む、 ばよ いのでは ないか：：。 

疵巧终 よ！ 义 が、 妻 か. レ， 巧ん 得る】 帝 うれしい ことは、 

恢 けでは ない。 巧 か、 女を 撥 性 じして、 何おう むしから 

う。 强ぃ じがって、 それは 一の 耻辱だ や。 最愛の 妻 か 

•t， 巧け て、 一巧う わしい ものは、 信賴ら や。 夫 じ 凡てを 

委せて くれろ £3 械む や。 お前は なぜ、 俺 じ 打 も 明けて は 

みれ なかった の だ や。 盛 遠には、 所詰义 ばぬ とで も 思つ 


たの か。 俺は、 お前の 眼から も、 盛 遠よ 〇 は、 頼し くな 
いと 思 はれた のか。 俺は それ •か、 情ない のぢ や：：。 

渡 盛 遠は、 戀 した 女を、 肖 分の 手 じかけ て、 それを 機緣 
じ 山家 すれば、 發 菩提む じは、 これほど よい、 よす おは 
ない。 わ 前は お前で、 夫の ためじみ を 捨てた と 思うて 
成佛 する だら う。 が、 殘 された 俺は、 何う する のぢ や。 
最愛の 妻は、 奪 はれ •人生は 荒野の やう じ 寂しくな るの 
だ や。 俺は、 何 處で救 はれる のぢ ゃ... .〇 
化を さ 延びる ためじ、 最楚の 妻を 犧牲 じした 不甲斐ない 
巧と して‘ 俺 じ いつまでも 生 さ 延びよ とち ふの か。 裝 '装 
よ—. 俺は、 お前 お 恨めしい ぞ。 

(渡、 しにら くしてから、 恩 ひ 切つ たでう じ、 奮 也ん 
つつり と 切ろ) 

渡 盛 遠は •迷が さめて 化 家す るの ぢ や。 俺は、 最缠の 妻 
を 失うて、 いな 最餐の 妻 じ不覺 .おと 見離されて、 墨の や 
うなむ をな て， 出家す るの ぢ や。 この 蕭條 たるむ を、 む 
ぐ さめる ために、 化 家す るの ぢ や... .0 
渡 (妻の 首級み かさ 抱く やうに しながら〕 お前の 菩提を 
弔うて やりたい—. お、 俺が 荒んだ むは •お前の 菩提を 
巧 ふの じは、 適は ぬぞ や。 まだ 機悔じ おもた 盛 遠 こそ、 
念 佛を唱 ふのに、 かなつて 居よう！ も、、 さびしい。 

(巧が をけ たと 化え、 巧 降が ほの  一 k のと 明るくな り、 


!0S 
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やがて 騎 鳴と 化 ハに、 朝の 太陽の ホが さして 來 る！) 

化 巧が 阴 けて 來 るむ。 •が 俺の むじは、 長い 闇が 來 たの ぢ 
や。 架 装ょ！ 裝 姿ょ 1 なぜ、 わ 前は この 傑を. 賴ん 
で おれなかった のか一. 

(i 、 となを くづれ る) 

— 幕 — 


巧が 災巧 
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わしん 本當 じい やじな つてし まふ わ。 妾 も 今年で 六十 一 
だけど も-こんな 恐し い 目に 逢つ たことは 初めて だよ。 
わと i 本當 じ、 いつか 來 たらを むが 化來 るの だら う。 ま 
だ電 をは 來 ないし..： 水道は 化ない し’ 豆腐屋 さんの 
巧戶は 大丈夫 かしら..：。 

ホ 子 大丈夫です とも。 あの 井戶 は、 寢ず 番をして ゐ るん 
です もの：.. お 神さん。 何か啥 物はありません かわ 。ど 
う も、 わ 腹が すい もやつて....。 

わ i 王 も、. さう さう。 いつか •本 所の お母さん じ赏つ 
た ほしい かが もつ たよ 0 

(わと i、 立つ て、 绽锋 の閒さ 戸棚から 罐も 出して や 
ろ) 

を 子 こいつは •あゎ おたい！ 々し 實 つて 置 さます ぜ。 
ぢ や‘ 巧つて 來 よう。 

おと 王 お前 •今晚 は、 十二時から ホさぢ やない のかい。 
巧の 裡寢 てゐ たら どう だ。 

を 子氣お 立つて ゐ て、 もつとも 寢られ ません や 0 今日は 

夜 じな つたら、 通行す る 人を、 一々 調べ るんで すよ 0 

わと i 今日 も' ぞ ろく 隋み通 つたわ わえ。 一 體何處 か 

ら何處 へ 巧 くんだら う。 

弟子 春 日 巧へ 巧つ で御隨 なさい。 この 前の 通の S 巧が、 

通って ゐ ますよ。 一旦 逃げた 人達 か、 円かの 家の 燒 跡を 


見 じ 行 くんです よ-中には、 乞 貪の やうな 怡が をして & 
るの が 澤山ゐ ますよ 0 

わしん 燒 けた 人達 じ 比べたら、 妾 達は 化を せ だ わ。 

巧 子 化合せ どこ ろん、 お 殿 さまです よ。 親方は 遲 いな'。 
今日ん た 〇 何とか. 手がかりが もれば い、 です わ。：： 
さあ •化ん けよう) 

わと 王 お前’ 親 巧が 歸 るまでは、 もん ま 〇 遠方 じ 行かな 
いで おくれ。 

弟子 大丈夫で すち 角の 藥屋の 前 じ 居ます よ。 

(を 子 かて ゆく〕 

わと i やつ ぱ お 巧さん と 兄さんは. 巧服廠 へは 人つ 
たんで せう か。 

わしん さう だね。 何とも みらない けむ ど、 お前の わ讶さ 
ん にしろ 兄さん じしろ、 落着いて 屏ろ巧 だから、 案外た 
すかつて ゐ るん も 知れない よ。 

わと ふ ほんた うじ、 わがさん は 何う しても 父さんと 手を 
離したん てせ う 〇 :: あ、’ 孰ら かじを まつて くれない 
とぢ つと して 居られません よ。 

わしん ほんた うじ 察します よ。 でも、 今 H は 何とか 手が 
か b おもり ますよ 0 

(子 化の 吉 一二と わ i しと おつて 化ろ。 吉 111 け セつ 化、 
わ ふしけ 五つ) 
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わと i お前 逢、 何して ゐ たの！  口 お醫 わろ まで、 何處 
へ 行つて ゐ たの。 ホ 刻 もちん なじ 云つた ぢ やない か。 家 
の 前 じ 巧なければ いけない つて。 

吉ミ だつ て、 おつ 巧さん。 お閔魔 さまへ、 か 化しを 貨ひ 
じ 巧つて ゐ たの だもの。 

わと i (化ぐ わ だ やか-し なつて) まも、 わ むすびを 疑れ 
たの かい。 

(兄が、 かの ホ 杏を し 川す。 二人とも たさい 玄 おのむ 
ずぴ, ci- 巧つて ゐ ろ〕 

わと i (前 i リ けす つと やさしく〕 でも、 日-か 暮れろ 前 
じ歸ら ない といけ ません ょ 0 
吉 一二  C つな づ く〕….。 

わと i そんな じ、 大を いお むすびなら、】 つを お前 達 一一 
人で 半分 わけ じして、 一つの 方は わ裝 さんじ お上げな さ 
'0 

巧 一二 うん。 ょし子。 お前のを お裝 さんじ お上げ。 兄さん 

おお 前 じ ホみ やらう。 

(ふし 子、 わしん' し 波 さう とずろ 〇わ しん、 それみ さ 

《ざる 一 

わしん 妾は、 けつこう だち 巧 巧 お前 達が •巧つ て來た 

もの だんら、 お前 達で わ もがり。 

わと よ もがさん。 い、 ぢやも 〇 ません ろ。 こんな じ* 义 


さいの てす もの。 

わしん ぢ や、 半み 丈貨 はぅ かわ。 お前に •半み 上げ ませ 
弓 0 

わと i 妾は 結構です よ。 

わしん そんな じを はないで、 お前 も 半分 おゎが^。 

わと ふ さう。 ぢや 半み いた r さませう。 

(わと ふ、 わしんのを けたむ ずび み 受取る) 
わしんでも かう して、 みんな お 揃つて、 おむすび をいた 
だける なんて •ほんた うじ あ b おたい よ。 

わと i さう です わね え。 

吉 S (口外 合な スゐ たが〕 お父さん だよ。 

わと i (そ、 くさと 立ろ 上りながら 巧迎 へる) わ 歸〇な 
さい！ もな た、 何う して 0 

吉太郞 (頭 おりながら) 駄目々々。 いくら 探しても 駄 
目 だ。 まだ お父さんは 歸 つて 來 むいか。 

わと ふ え、 まだ。 一緖ぢ やな かつた の。 

吉太郞 今日は 辆國を 巧る と •二手 じ 別 わて おさう とを ふ 
もんだ から、 別れたん だよ。 

わと i まも、 さう 〇 

ま太郞 いくら、 探しても、 とても 駄目 だ。 

(上りが まちへ、 へたに ろ やうに 腰 合 下ず) 

わと ふ (淚 ぐんで ゐ ろ) まも！ さう。 
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吉太郞 今 H はお 前’ ち隊 さんじ 賴ん で、 被服 廠へ 入れて 
赏 三」’ 探した が もれ ぢ やみ りつこは な いなも。 

わと ふ まも。 

吉太郎 十の 巧骸 が、 八つまでは 黑 こげで、 男 だか 女 だか 
年寄 だシ 若い まだ か、 かいくむ 分らな いんだ もの。 
おしん 南無 阿 彌お佛 

吉太郞 被服 廠を 出てから も、 大 川の 岸を ずつと 操して み 
たお、 ちれ だ や、 とても々 〇 つ こは ないや。 

わと ふ 明日は、 妾が 行かう かしら。 

吉太郞 俺 も •もう 一一 三日は 行く つもり だから、 お前 もも 
をら めの ために、 一緖じ 行かう。 

わと i ぇ、、 連れて ホつ て 下さい。 

吉太郞 俺達の やうな 居 職の 者は’ 一日 もる くと、 とても 
堪らない C 足が、 木の やう じな つてし まふ。 でも、 ひさ 
おへる の やうな 恰好を して、 大 川を 流れて ゐろ佛 に比べ 

ると、 俺達は 化合せ だょ。 

もと 王 ん ほさん や 兄さんなん かも、 そんな 恰好を して ゐ 

るの かしら。 

吉太郞 そら、 分らない ょ。 

おと 王 も、、 いや だ、 いや だ。 當 へたを でも、 ぞつとす 

る わ わぇ。 

吉 S わ 父さん。 傍 巧 人' がな たいな。 


吉 太が 何を ちつて やが ろんだい。 この ルが め 一 

苦 一二 水道 橋のと こじ も 居た つて わえ。 

吉太郞 うん、 彼 處じも 四 五入ゐ たよ。 

i し 子 お父さん。 馬の 化 人 も 居 るんだ つて わえ 0 

吉太郞 馬の 巧 人つて なが もる かい。 馬の-化 較 だよ。 馬の 
死骸なら あるよ。 吾妻橋の 手前 じ， 馬の-化 睽 におな を か 
けても るので > 何 うした かつて’ 訊いたら、 罹災者が 肉 
をす つん 〇喧 つてし まつた ので •見つ ともないから、 石 
なを かけたん だつて。 

わと ふ まち。 お腹が すくと' 勘 5 やうに な るんだ わ ° : . 
さも、 御飯を 唆べ ませう か。 

ち 太郞喧 ベても い、 お、 鼻の 化に まだ-化 おの 眞 がが つぃ 
てゐる やうで、 飯 •かの どを 通..：' ないや 0 

わと i ぢ や、 少し 巧 もませう か。 な 達は •九 時 じな バる 
ことじし たのよ 〇 

吉 太が うむ、 俺 も 道で 一杯 十 錫の 牛乳と •梨を かじつた 
ので、 胸お變 じつかへ てゐ る.：. そわよ 〇 も、 隅 じなら 
う。 わ 父さんは •題い わ 0 

わと ふ 何う して & るんで せう。 一人で 大义ホ かしら 0 

(吉 太郞 •奧 へげく 〇馬 巧をから、 さわがしい 巧 や 巧 
節の 音 かさ こ乏 ろ) 

吉 S おつ 诗 さん。】 寸電卑 通へ 巧 つても いム。 


巧が 裝® 
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わ i ふ いけない つたら。 

(ち 一二、 叱られて、 つ ミら なさ さぅ じがに なろ) 
i し (巧 お 狱ム) 小さい 子！ 小さい 子！ お前は 何を 
して るます 〇 

わと i 、けません 。こんなと さじ、 歇 。んか 歌 一？ もや。 
午ん し 子、 だまつ てし まん 〇わ しん‘ 南無 阿 蝴化佛 南 
無 阿 搁化佛 と、 のかに 咱 へる。 なに 戶 ホが、 さわ 
がしくな ろ。 「化 ホ だ」 「此 みだ」 「化 ホへ つれ ス かりや 
かろんだ OJ などと 四 五 人の 盛がず ろ。 巧 子 も 化 巧に. 
.U 膊刚の 人々 •鈴々 に 姑な， 下げて、 一人の 礎災 はら 
しいが 备浊れ て ホる〕 

、々す わ 神さん 〇 この 人知つ て & ます か 0 
わと i (おを ながら、 近づいて 化 灯の ホで 巧る) いえ、 
知， りません 0 

n が阴の 人々 それな ろ！ 巧し い 0 :: 曲者 だ 一 やつ 
つけて しまへ！ 臀 .祭へ 渡せ！ 

そのが 巧し いおむ やない。 本 所の 罹災 お だ。 

.U 辩刚の 人々 ゥソを 付け！  i り や なぜ、 お 神さん が 知ら 

ない の だ。 

そのが 巧は、 たしか じ 河 村 巧ホ郞 さんのを です か 0 

ホ： 中 さう だよ 〇化の 家なん だ〇 わえ、 わ 神さん 〇 この 入 

お、 本 所から 拽化 さわて 化 方を 訪れて おた とを ふんです 


が。 お 神さん。 御 巧 じありません か。 

わと ふ 知 〇 ません わ。 ちし や’ 貴女は 岡 野 巧 助の 家の人 
入から •何 か ことづてを 聞いて 來 たの ぢ やもりません 
か 0 

その 巧 L 、 え、 違 ひます.... 私は ものう：： ちの、 っ... .0 

わしん (片隅で、 にん やり 聞い 乂ゐ たが、 このと さ ふと 
巧か备 認めた やうに 上リジ まちへ 近づく〕 一體’ どうし 
たの：. .〇 

わと ふ おつ 母さん。 貴女 この 方 知りません か.： .0 

もしん え、：： どの 人て すつ で： ： 〇 
(わしん. 眼 錫 夺取リ 化さう とブ ろ〕 

その 巧 (なに〕 おつ 巧さん ぢ やもりません か。 

わしん え、 つ。 (見つめて〕 誰—. 

そのが ち巧郞 てす—. おつ ほさん。 

わしん まみ 郞だ つて-: え、..： ('ム くぶる 〇駭 く)  ほ 
ん たうに、 ま 巧郞ぢ や、 吉夕郞 'らや 。まも、 何う おしだ 
の、 まも、 何う おしだの え。 ち太郞 や。 まみ 郞が歸 つて 
來 ましたょ。 

吉ホ郞 兄さんは， 御 無事です か。 

わしん も、. おに 居ます ょ。 吉太郞 .ヤ。 

n お 脚の 人々 だ や、 やつ ぱ〇化 巧の み 寄の 方です む〇そ 
むで みむし ました 〇 さも、 巧 かう。 
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(巧 去ろ 〇お 子、 ジロ  {吉 かがを 巧て ゐ わが 同じく 
ちろ) 

わしん まも、 お前。 何う したんだ い 〇わ前 東 おじ 居た の 
かい。 

吉 ホが 本 所に 居た のです。 (ォド < しながら) わつ 
诗 さん。 兄さんは 0 

わしん 吉太郞 おいで。 きみ 郞が歸 つて 來 ましたょ。 
吉太郎 (無言の ま、 出て 來ろ〇 激しい が 盛の 色〕：..。 
まか 郞 兄さん。 おんしう。 御 無事で けつこう でず。 何の 
わかは 〇 もな く 0 

ま太郞 手前は' なぜ、 歸 つて 來 たの だい。 

吉ホ郞 兄さん。 すみません。 なお 惡う ございました 0 
吉 太が 何 •がすみ ませんだ い。 手前は’ わ 天道 さま お、 ひ 
つく 〇 返つ たつて、 歸 つて 來られ た 義理 ぢ やない ぞ 。こ 
んな 地震 位で、 歸 つて 來られ る 義理 ぢ やない ぞ。 

まか 郞 ょく 分つ て 居ます。 兄さんの 仰し やる ことは、 一 

一 御尤もです 〇 どんな 事が もつ たつて、 この 家の 敷居を 

跨げら わる 義理 ぢや もりません。 でも、 兄さん。 本 所の. 

被服 廠で 命から おらの 目 じちつて'  女房 子は 眼の 前で 携 

け 巧む し... .〇 

わと ふ まあ：： 〇 

吉ホ郞 外 じたよ るが •かない ものです から、 そむ じ •お 巧 


さんや 兄さんの おみの 上 もむ 酣じ なつて、 久し 振 〇 で 
0 

吉 太が (や、 意と けて) お前。 東な じ 居た のかい。 化 お 
道に 居る とを ふことは、 聞いて ゐ たお： ：〇 
吉ホ郞 去年の 暮 じ、 お 巧へ 化た のです。 巧んだ 父 もやん 
や 兄さん じ 迷惑を かけて’ 家を 飛び 化した もの、 い、 こ 
とお もりません や。 でも、 北海道で、 住み込んで ゐた料 
理 おのま 人' がわ、 たいへん 私 じ 目を かけて くれまして 
わ〇去 年の 四月に 女房を 持たして くれたの です。 そし 
て、 なが 口ぐ せの やう じ •東な へ歸 りたい とを ふ もので 
すから'  到頭 去年の 暮じ 暇を くれて、 商" 質の 元手と して 
セな 贿 ばか 〇 興れた のです。 

わしん それで、 お前 東ぶ へ歸 つて 來 たの かい。 

吉か がさう です。 去年の 暮じ歸 つて、 末 所へ 小 料理 おを 
化しまして、 この頃では やつと 得 息 も山來 、どうかんう 
か 店ら しくな つて 來ま したので、 一人前 じな つたら、 兄 
さんの 巧へ わ訖 びじ 來 ょうと おつて、 それば つかりを 樂 
しみ じして ゐ ると、 今度の さわぎで ザ 「0 女房と々 がのを 
生れた ばか b の 男の子を、 む ざ {と収 の 前で おしてし 
まつた のて す 0 (•...とす、 リな 合する〕 
f 王 まも、 お氣の 毒です わ〇致 おも お化廠 です か。 な 
の 里の 巧 も 兄 もやつ ば b 被 貼 腺です ょ。 父 だけ かや 兄と 
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別れて’ 惦服廠 へ 巧かなぃで •爾闡 楠み 渡つて、 逃げた 
ものです から 助かつた のです。 

ちみ 郎 なるほど..： も、、 巧 かは、 嫂さん です か。 初め 
まして、 おはち ホ郞 です。 もう 八が ばか 〇 前 じ、 兄貴 じ 
も 父さん じ も 不義理を して、 家を 飛び 巧した ものです。 
: •.どうそ、 嫂さん！  何 か とも じ ょろしく  0 
わと i な もじ、 そんな 御 巧が じ 及びません ょ〇 こんなと 
さは， 他人 だつて 助けな ふんです もの。 まして、 親 兄を 
です もの‘ いく じ- す 班 だからと をつた つて... •ほんた う 
じょく 來て .T さいました わ〇さ も、 どうぞ お上りな さ 
，り 

(巧 太 化’ 妍狀 化と しで ゐ ろ〕 

巧み 郞 わぇ、 兄さん。 む 巧は まだ 氣 持が 態い かも 知れ ま 
せんか、 どうぞ 堪忍して やつて わくんなさい。 もう、 な 
もが ザは 一二 十で さも。 女房 子 も 持つて、 地道 じ 化の 中を 
彼..： うと 思つて & わ 化 鼻を、 この 地 農で せう：： 少し ば 
かぃ 出が か、 つて ゐた 家时 道み もめ もやく ち やで、 スッ 

カラ カン じむつ てし まつた のです。 その上、 一一 十二 じな 

つた ばかりの ホ 巧と 諮 生 日 も來な いがと か、 なの 目の前 

...も i いけない！  いけむ い！ (股の 前の 柿し い 幻 

む 知挪ム やうに ずろ〕 

巧乂郞 手前. 改 むし てん •たと を ふのは、 本當 かい 0 


吉み 郞本當 です とも、 兄さん。 赖お •どんな じ 地道 じ 働 
いて ゐ たかを、 兄さん じ 見せたかつた 位です ょ。 

吉太郎 本 所は、 何處 だつた。 

吉ホ郞 ぇ \ 龜澤 巧….。 

わと i おや， 龜澤 巧.：. ぢ や、 まの 里の 近 < で すわね 
ぇ 0 

吉み郞 (み L く 狼 巧し';^〕 ぇ、'  さう です か。 贵 女の お 
家ん 龜潍 巧です か。 何 T 目です。 

わと i 貴 おの わ 宅は：：。 

吉み 化な のをて すか.... ぇ、 と、 を 义點が も 〇 ます わ。 

わと 王 え、* も- S' ますよ 0 

ちみ 郞 あれから、 錦糸搁 の 乃へ 向つて 巧く と： ：〇 

わと i ホ侧 です か、 左侧 です か。 おの 家は 右側です ょ。 

ちみ 郞 なの 家は •左側の 積 巧です ょ。 

わと i ぢ や、 橫 旧と まふ 寫眞 おさんの 橫 巧です か。 

吉ホ郞 さう です、 さう です 〇 もの 寫眞 屋の橫 巧です 0 

わと i ぢや〇 なの 里の 向 横町です ち 彼處じ 小が 理 ちが 
巧 來てゐ たとは 氣が つを ませんで したわ わぇ。 ぶん まは 
今が じむつて、 一一 一度し か 巧 かないん だか .b。 

吉 ホが ほんた うに、 嫂さん の お 里 •かもの 巧く じんる と 知 
つたら、 直ぐ じ 御 挨がじ 出る のでした のじ、 失禮 しまし 
た 0 
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わと ふ そわは •お 互ひ樣 です よ 〇 : . •さも、 どうそ お 上 
ゎ -t? さい。 

吉 太が 吉み郞 ： 

吉み郞 はい。 

ち太郎 手前よ く 聞いて わけ 〇わ 父さんが がむ とさ じな、 
あんな 不孝 ものは、 たと ひ 俺 お 死んだ 後で も •一足で も 
家の 敷居を 跨 •がす こと ぢ やわえ と、 繰り返し てを つたん 
だ〇 手前。 さう をはれ たつて 文句は ないだら う。 

吉ホ郞 御尤もです。 

吉太郞 が、 手前も. 地道じ世>^中を渡つて行かうと云ふ 
巧 鼻を、 この 地震で め もやく もや じ 叩 さつぶ されて、 親 
は 泣 さよりと 泣 さ 込んで 來 たから じは、 今度 ホは 勘辨し 
て やらう 0 • 

吉み郞 兄さん 〇も o' がた う〇も 〇, がた う 0 

吉太郞 手前が みの 振 方 お着く までは、 置いて やらう。 そ 

の 代り • 前の やうな ことお 一寸で ももる と、 W を 出す 

よ 0 

吉ホ郎 はい 。解ぃ ました、 よく 解 ゎました 0 

わしん (欣ん で〕 をれ でもよ く お 事で 歸 つて 來 ました わ 

え 。妾 も 北海道 じ 居る こと、 ばかり 思って ゐ たんだよ。 

吉 太が 井戶 端へ 行って、 足を 沈って 來ぃ 。少し 遠い ぜ。 

も、、 を 一二。 お前 案內 して お上げ。 手前】 人で、 井戶端 


なんかを ゥ ロ'^ \ してゐ ろと’ また 巧臀國 じと つ、 か ミ 
つも まふ。 

吉ホ 郞本當 じ、 先刻は びつ く 〇 しました。 内 父を 突 さつ 
けろ のて すから 0 

吉 一二 が 父さん。 此方 だよ。 水道が 化ない から、 井戶 まで 
は 半 巧 も あるんだ よ。 

全 口み 郞と吉 一二と. 尚て § 'く〕 

わと i もれ-が、 いつん をつて ゐた ホさん です か。 

吉 太が 極道で 化 様の ない わだつた ん だが..：。 

わと i でも. 不思議で すわ わえ。 おのな ぐ 巧 所 じ 巧を 山 
して ゐ たなんて 0 
吉 太が (默 つて ゐ る〕..： り 

わしん ム S 郞が歸 つて 來 たので’ なじ 崩 かつよく なつむ 
やうな 氣 おします よ。 

わと ふ ほんた うじ 頼もしいで すわ わ。 

(だと i の 父な 助が つて 來 る。 巧拋 をた お 十 お 六の 
元な な 老人) 

わと ふ わ 父さん。 お歸 りなさい 0 
吉太郞 お歸^ なさい。 

茂 助 (.だまつ y うな づ く).：.。 

わと ふ どうして'  何かキ .が、 〇グ もつ て： ： 0 
巧 助 駄目 だ、 駄目 だ、 


茄餘災 巧 


207 


巧ぶ 化 お父さんの 方も駄 H でした か... .0 
巧 助な のた めじ、 枕 協の 巧 もな してみ た‘ が 駄目だつた。 
や つぱ〇 被狀廠 かな：： もの 中で •黒 こげに なつたん ぢ 
や、 み りつこは ないや。 

わと i そんな こと ももり ません よ。 み もね、 宅の 長い間 
不和に なつ てんた ホさん が、 やつ ぱ〇 被服 廠じ 駆け込ん 
だの か、 わ 神さん やす 化さん は燒け 化んだ けれども’ 御 
門 分 丈は’ 助かつた とまつて •たよつて 來 たのです V の 0 
巧 助 そいつは •....そんな 運の い、 人 も あるんだ む。 

(巧 乂郞 のみへの いス〕 をい つは、 おめでたぅ。 

わと ふ それ かわ、 もよ いとお 父さん。 家の 向ぅ 橫巧 わ. 
なな. おさんの 憐 叫で、 小 料理屋を 化して & たんです つ 
て 0 

巧 化ん す こじ 小が 理お だつ..： て：. .〇 
扣乂郞 そんな あが も。 ました かわ： ：〇 
巧 助 え、 と'-:. そいつは.：. いつから てす 0 
八ぶ 邮 出が の 裳からで すつて。 

巧 助 そんな 销 はない な。 もの 横町は、 袋 じな つて、 十が 

ばか 〇 しか 家 おもり やしない。 それ じ、 地黨 の 直ぐ 後 

じ、 俺は 巧が が •一が々々 ぶ 舞を をつて ホい たんです か 

'Jr ゎ….。 

わと i 你 W お遽 つで & るの だ やない かし'^。 


背太郞 たしか じ寫眞 度の 横 巧と をつ ただ やない か。 

わと ふ たしかに さう を つたわね。 

巧 助 もの 橫 巧は > 踊 〇の師 居が 一軒 もる ばか， りで、 後は 
しもたや ばか 〇 だ お。 そいつは 不思議 だね。 

吉 太が (ちへ 込んで ゐ たが、 惟 然とず る〕 おのれ！ ま 
だ 扱 巧 骨が 直つ てゐ ない な！ (立ち上らう とずる〕 

わと i (ずが リ ついて 止める) どうしたの てす、 もな 
た〇- 

吉太郎 もの 野郎。 この ドサ クサ まぎれ じ 化轄自 をを ひや 
がつて’ 俺の 家へ 歸 つて 來 ょうとして やお るんだ な！ 
まだ あ 性が 曲つて ゐや かるんだ！ 畜生.-. 叩 さ 化して 
やる 0 

(巧馨 に用ゐ るら しい 木劍を 取り上げる) 

わと ふ だつて、 それや お前さん。 横 巧が 違つ てるる かも 
知 わ ません ょ。 

巧 助み 當 だ、 こんなと さ だ。 みんな 氣が轉 勤して & るん 
だ。 考へ違 ひ 思 ひ 違 ひだ。 

吉太郞 化 刻、 なんだか 言葉を ごまかして るると 思つた 
お、 もい つのを からの 出德 目なん だ。 円 分の 巧んで ゐる 
所を 思 ひ 違へ るなん て •そんな べらぼうな ことがある も 
のか。 野郎. 北海道 もた 〇 でな ひつめ や がつて、 妈お 3 
果じ出 館り を 並べて‘ ドサ クサ じつけ 込んで 歸 つて 來ょ 
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うとし やか るんだ。 何 か 被服 廠 だ！ 何 か、 女房 子 だ I 
馬鹿 じして やおら。 歸 つて 巧 てんろ、 W き 出して やる。 
巧 助 俺 おまつた ことから 、二. んな事 じな つも や、 俺の 立 
場が なくなる もや あゎません か。 まち、 もつ とよ. くを 着 
いて 〇 他人 だつて 仲を よくす る この 際 だから 0 
吉太郞 だつて 化 韓目も ほど おもる ぢやも b ません か。 着 
物は 巧い •か、 もつとも やつれて ゐな いと 思つ たら、 被服 
廠 どころ か 何處じ 居たん だか 分り やしない。 

わしん (才 ‘ しスゐ たが) でも、 苦太郞 。小 料理屋 
を やつて ゐ たの •か、 噓 じしても やつぱりた 前、 妾 達の み 
を 案じて 何處 からか 來て くれたん だよ。 いくら 義絶 じな 
つて ゐて も、 東 巧は 大地震 だと 君 ふこと を 聞いて、 な 達 
のみを 案じて 歸 つて 來 たのです よ 0 
わと ふ さう です わ 〇ほん たうに、 おつ 巧さん の 仰し やる 
通です よ。 

巧 助 さう だと も。 をん なじ 惡氣が もつて、 こんな 巧 じ 飛 

び 込んで 來る譯 はない や。 

わしん それ お、 お前。 普 適 じは 足 踏が 出來 ない もんだ か 

ら •あんむ 嘘を吐い たのです よ。 もの 子は， 魄 つきでな 

まけ もの だけれ ども、 さう 惡氣 のちる モぢ やもりません 

io 

吉 太が だって、 おつ 诗 さん： ：〇 


巧 助 まち、 い、 ぢ やちり ません か、 ち太郎 さん 0 この 地 
震て 俺等 初め、 化 間の 人達は、 掛拽 のない 親 化を を 失 
くして ゐ るんで す。 お前さん 丈ぢ やない か、 この 地楚て 
兄弟 お化來 たのは。  . 

吉 太が . . . . 〇 

巧 助 今度の 地震で、 親兄弟の 情密の もりおたい のか‘ 皆 
々つたの ぢ やない か。 をさん だつて、 東 おを 滅と閒 い 
て、 お前さん 達のを 巧 •が氣 じ なつて、 煎んで 歸 つたの だ 
ょ。 

吉 太が：. .0 

(この 昭 、吉巧 郎と吉 一二と 一統に 歸 つて 化る 〇初勒 晒 
の 叔父 甥け、 もう 可な リ 親しくな つて ゐ る) 

吉 一二 叔父さん。 それから、 その 馬を 何う したの。 

吉み がさう さ、 群衆の 中を 荒れる もんだ か ず 供な 
どは おどろいて 、さやつ'^ 泣を 山 てんだら う t 

吉 一二 それで 〇 

吉 みが だから、 叔父さん' が 巧 物を がり 出して •その おじ 
飛びつ いて、 やつと 四 足を 繫 いで 倒したん だ： ：〇 

吉 一二 ほう：： 化 父さん、 棒いた も。 巧くなかつた の。 

吉 みが 叔父さんは、 化 海道の 牧碍て •何が 冗と を ふ裸肤 
を 手 おけた こと-かも るんだ もの.. ..0 馬なん か、 犬 ころ 
の やう じし か 姑は ない，^ 只今。 


巧が 災巧 


2C9 


(巧み 邮 巧に 抬拟 ずる〕 

わと i た歸 りなさい 0 

(1 w-n けて、 わと i のみ 誰も おがしない 〇ち 次郞 
け， 巧 助に 一寸 H 禮 した 後. 上りが まち-し 腰 也 かける) 
巧 S (叔父に まつは りながら〕 それから、 被服 廠 へは 入 
つたの。 

巧み 郞さ うだよ。 被 叫廠の 中が’ まわ 大變 だつ たよ。 

巧！ 二 どんなだつた の。 

巧み 郞 とても、 わ 話 じなら ない よ。 黒い 煙で、 一間 化 お 
なえな いんだよ。 旋風が 吹いで 來ろ度 じ， 廣 赤に 燒 けた 
トタン板が、 何枚も--^ピ H 1-^飛んで來るんだよ〇 
それ か、 人の 巧 じ當 ろと 入 問の 首おス ッ满ん でし まふん 
だよ 0 

を 一一!  ほんた う？ 

ちかが ほんた うだと も、 が 父さんは’ 嘘なん かを はない 
よ 0 

巧！ 一一 旋風つ てこは いの？ 

巧み 邮 恐い とも。 人 閒かピ ユ1-^ 木の葉の やうに 化さ 

飛ばされ るんだ よ。 

ち 一一 一門 働ぷ話 お、 空へ 捲 斗、 上つた つて 本 常？ 

ちみ 邮 n 伽ぶ 話 どころ か、 円 動 卑お捲 立 上つ たんだよ。 

巧 一二 述轉 手お乘 つて ゐ たの：：。 


吉ホ郞 (ド ギマギ として) 粟つ て & たと も。 

吉 一二 わ 客は？ 

吉 みが お 巧なん か乘 つて やしない！ 

ま 一二 化 刻、 一即 化は 黑禮で 見えない なんて、 そんな もの 
ホは 見える の。 

吉み郞 (ドギ マ ザして〕 そら、 お前..： そら お前：.'  旋 
風で 黑煙お 吹を 拂 はれて しまつたん だ：：。 

(みんなを い额 もして 閒 いて ゐ る〕 

わと i ち 一二。 早く 行つ てた 控 。よし子は •寢 てし まつた 
ん だもの。 

吉 一二 だつ て、 被眼廠 のこと、 もつ とが 父さん じ 話して 貨 
ひたいん だもの。 

巧助靑 おが 弟さんで すか。 俺は、 この おとよ の 父です 0 
初めまして。 

吉み郞 初めまして 0 

巧 助 大變御 近所 じ 住んで 居られた やぅな お 話です お •ち 
つと も 知らな かつた ものです から 0 

ちみが い、 え、 手前 こそ 0 

巧 助 今 さぅ ちつて ゐ るので すよ。 この 拙 震で、 親 や 兄弟 
を 失く した もの おぶ いの じ、 疎遠 じぶつて ゐた 兄を お 廻 
〇 合 ふなん て、 どんな 目出度い こと だかみ 〇 やしないつ 
て 0 
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吉 みが ほんた うです とも。 おわ、 東京へ 歸 つて 商 寶をや 
つて ゐ たもの、、 親 お あじ 會 へない のが、 どんな じむ 細 
く 巧つて ゐ たかをらない のです よ 。それ お、 この 梢 震で 
諾びお 叶つ て、 こんなう むしい ことは もぃ ません や。 
(淚 ぐむ〕 化 震 前から むを 入れ 替 へて ゐ たのです が’ こ 
の 地震て すつ- や。 巧す つもりで すから、 父さん 。貴 
巧 も どうぞ’ 兄貴 材様じ ぉ 心 やす <。 

巧 助 ようがす とも 0 

を 一一一 が 父さん。 それ か .T どんな 事が もつた の：：。 
吉太郞 ま 一二。 聽 ろつたら。 

全 己 二、 べソ みかさな が.‘，、 奥へ 么 
吉ホ郞 兄さん 。おは、 どんな ことで もやり ますよ、 ドん 
な ことで も：. . 0 

(ホ 子 あわた し <歸 つて 來 る〕 

ザ 子 親 巧。 とても 手 《足りな _> んて すよ。 もう 一 人. 山て 

くわろ つて 0 

ち 太が よし、 巧れ てゐる けれども.. ：〇 

(立ち上らう とずろ) 

吉 かが 兄さん 。私が 行 さよす よ 〇おじ やらせて 下さい 0 

ま太郞 (默 つて ゐ ろ)：..。 

吉 みが 兄さん。 歡じ やらせて 下さい 。そわを 巧して 下さ 


吉 太が (化 巧の 木刀 夺まピ 持つ スゐ る。 巧く あへ てから) 
これ かい。 (がし ス る：； 

吉 みが 「'巧 子 じ) さも 行 さませぅ 0 
(二人か^ 行く〕 

わと でもち み郞 さんは 疲れて やしない かし も。 被脱廠 
で 〇 

吉 太が 馬 庭！ お前まで、 そんな ことを 佔 じて るるの 
か 0 

おと ふ お ほ、、、 (かずかに おムー でも 巧ぐ 役に立つ 
て くれろ わ わえ 0 

巧 助 さぅ だと も。 地道 じ 働く 巧手なら、 こわ か. 1， の柬を 
で、 いく. .T でも 入用 だよ。 一寸 面倒を ぶ \ 、や 〇 や、 なぐ 
一本 立 じな わるよ。 

吉 太が もい つは •單 巧) 枚だつた な。 たと よ。 化の シヤ 
ッ でも 持つて行つて やれ 0 

わ i •ん はい 〇 

(みへ 呼く〕 

わしん 私は •これで 何だかむ で 夫 じな 〇 ましたよ 〇 :: 
もや、 また 描れ て& るので ないか わ 0 
ご 二人、' 大 ホみ 仰ぐ〕 
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が歸 つて 巧ます だ。 

手代 新 太 どん。 その 觸 子を 貨じ ぅかな。 

巧 太 飼 子なら 一束 ばか b ある ぞ。 

(手代 連れの お 建 合 呼ぶ。 新 太 觸子备 数へ ながら 韶 LL 
をず 0〕 

辰 右衛門 (沖み 眺み 乍ら： J も'、、 日 碁 じなる と やつぱり 
少し 吹を だした。 夜になる と 暴れる かな。 

新 太 さぅ だ や。 乾が 少し 暗い わ。 

(が ホの 妻 わさを 出て くろ、 藤 六の 舶じ巧 i ろ 0) 
わさき おらが とこの 作 造は、 まだ かの 0 
藤 六 お、 作 か、 作は な、 わし-が 道具を しま ふとを 誘つた 
ら 、まだ 华 時は 釣る とい ふとつた ぞ。 

わさき もの 人は、 いつでもぐ づ する のぢ や。 風が 荒 
れ かけと る じ 0 

(巧み 衞 すつかりな サの舶 を 片付けて、 手に おいな ろ 

を 籠み 下げながら 出て おろ) 

茂み 衞 あ、 おささ どんか、 いつも 亭 まの 歸〇を 案じて ゐ 

る お前は、 この 村で 一 爾の亭 ま 孝巧ぢ や。 

わさを 何をから かふの だ や。 

巧お衞 御城 下で 化舆 こんな 歌お統 行つ とる ぞ： .•暮れて 

歸らぬ 化て 見 〇 や 沖は •風 じ ± 用の 波 お 立つ、 とな も。 

そら* お前 そつく 〇ぢ やろ.... まだ もる。 よしじな さわ 


よ、 亭ま 持つなら 热乘〇 だけは、 風 じを おの 板び さし。 
ほら 思ひ當 つた だろ。 ぬし も 作 造と 別れたら、 この 巧ぎ 
は 漁師は よしじ するとえ 、わ。 

わさ さ 何を いふ ぞ 、おらは か 造 どんと】 生別れ る氣 はな 

ぃゎ。 

巧を 衞 何を こいつめ、 のろけを を ふとる。 お前が いくら 
くつ^いて ゐ ようとしても、 ほら、 おまちの 前の 亭主の 
ん 六の やうに、 時化を くつて 外海へ 流され、 ば そむまで 
ぢ や。 な も、 藤 六。 さ うぢ やない か。 

废六 さう だ やと も、 さ うぢ やと も 0 

わさ さ え、、 をん なまん の惡 いこと をはん といて：.. お 
らぁ 一度み へ歸 つて 來。 

(漁 ホ 建ちん。 わさを 去らん として、 わえ ちとな ム 0〕 
わ まろ おまん とこ も •まだ かの。 

わさ さう む、 まだ ぢ や。 まだ、 沖に もな えん わり 
(わさを 去り、 わ ミち 衡夫 達の 帆へ 來る 0) 

巧み 衞 いよう、 おまち どん 〇ま もやつ ぱ b を ホ お案じら 

ゎを 0 ‘ 

わ まろ _> や あの、 そこの 倉が さんのと こへ よつ たついで 
ぢゃ D 

藤 六 わ、、 さう てれかくしを をはいで もえ、。 お前 も S 
年の 長い 月日、 後家を 迪し たもと ぢや もの、 新ら しい 亭 


保 巧の 抓 


な 3 


ホか樹 しかろ。 お、 邮理 もない。 

わ えら 恥 かしい 。さう からか はんと おいてた もれ 0 だか、 
あの.... もの、 本お衞 どんは、 見えん かの。 

巧 太 わ、、 まだ だ や。 綻 女房の お前 じ、 少しで もよ い 思 
を させたい ため ぢ やろ。 人よ 〇 は 厕の二 一二 枚 もぶ く 釣ら 
うと、 わし おす、 め てん 道具を しま はんの ぢや〇 
わえ ろ そんなら、 わ ‘x は、 また 山な ほして 來 ようか。 
巧が 釉 まも、 こ、 じゐて •話して 行けよ。 濱 一巧の さゎ 
やうよ しの わ 前が みると. 漬が 販かぢ や。 

わえ ち ほ^、 てんごう をはつ しやるな 0 
なお 搁 門なん むま もどん。 乂 六の 命日は •もう すんだ か 
む。 なんでも もの 時の 時化 も •二百十日の 後 だ やと 思う 
てゐ たおり 

わ まら もい のう、 T お 一昨日で ござんした。 

胶お输 門なる ほど、々 おの 亭 まの 手前 も あゎ、 さう 日に 

ホて、 盛參〇 も化來 3 ぢや ろ。 

わ まち (愁 がと して 默 つて ゐ る〕 〇 

な 六 乂六 もえ、 巧 だ やつた が、 あ兵衡 だとて 乂六じ 負け 

ん わ。 それ じを い 時、 二人で おぬしを 奪 ひ 合うて、 乂六 

じ がられて からは、 あ兵衞 のむ、 意地を 立て、、 女房を 

巧は なんだ のむ や。 

巧 兵 做 ホ 巧橄も お前 じと つては、 むか 男 だ やわ。 


辰 右 稲門 そむ、 え、 亭ま をつ けても つ、 お まは 果報者 
ぢ やり 

わを ち 何を をはつ しや ゎます。 一生 じ 二人 亭 まを 持つな 
どは'  女子と して こんな 不仕 合は ござんせ ぬ。 

辰 お衞門 何ん の不 化合な もの か、 をれ じ 浮いた むぶ 屋 
持つ たのでは なし、 お まの 氣 むは 巧知つ とる。 

わ まち (その 場 社け づ さんと して〕 おん、 さう'^^、 お 
签の 下を 焚を つけた 儘に して 來 た。 ど 〇 や 一足 去んで 來 
ませう 0 

藤 六 そわ おえ、、 丕兵 衞が歸 つて 來 たら、 一 散 巧 〇 でを 
じ 行く やう じ をつて おかう。 

(わえ ろ ルを りに 去る 〇〕 

巧み 檐 さも、 わし も 家へ 行を 「、古 女房が 待つて ゐ る。 
(巧み 衞 まろ 〇〕 

藤 六 二度の 亭 まを 持つて から、 一倍 まし じえ、 女に なつ 
たのう 0 

巧 太 さう だ や、 みづ {して ゐる わ。 

辰 ホ® 門 わし も もつとを お 若け り や も、 を 兵 衞の替 〇 に 
入 焼 じな ろ ものを 0 
(巧を ふ。〕 

辰た 衞門乂 六が •化んで から •もう まろ 一二 年 か。 

巧 太 たつて 見る と： ih い 月日 だ や。 
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辰ホ输 門ん 六の 舟は 五人乘 つて & て、 たつた 一人 鶴 七の 
化 儀 •が 見つかつた だけ ぢ やのう。 

藤 ふ さ うぢ や。 

新 太 誰か 歸 つて 來てゐ るな。 (沖 も 見ろ〕 

(このが、 一人の 逍中變 みした 旅人が 化て 來 ろ。 跑ホ逮 
その お夺巧 ろ。 旅人 I、 クロー シロと 漁夫 も 見て ゐ る。〕 
旅人 (巧 お郎 けを りながら) お ム>  お前は 新太ぢ やない 
か 0 

巧 太 え、、 新 太。 やつて， お前は 誰が や。 

旅人 わし ぢ や、 乂六ぢ や、 ん六ぢ や。 

(みんな お 邊にゐ む 人々 驚いて 集ろ。) 

みんな お、、 乂六ぢ や。 乂六じ 違 ひない。 

胶ホ衞 巧 (柿れ ながら〕 わり や、 迷うた な。 

久六 お、、 辰右衞 門ん。 何を 云ふぞ 、この 通 〇二 つの 足 
お ある わ。 (笑 ひ 中ら、 大地 杏化んで 見ぜ ろ〕 お、 お前は 
藤 六。 

藤 六 なるほど、 ん六じ 違 ひない。 

みんな (口々 じ) わり や， 生 さて 居た のか。 たつしゃ だ 

つたの か。 巧んだ とば かり 思つて たに。 

久六 お、、 を さて ゐた とも 0 

(巧 近 i つて 見ろ 〇〕 

新 太 生を てゐ たのは、 めでたい 0 


辰 右衛門 お、、 めでたい 〇 何よ 〇 ぢや〇 

巧 めで わい。 めでたい。 よう 歸 つて 來 た。 

藤 六 だ' が、 この 一一 一年と いふ 年月、 どこ じ 何う して 巧た と 
いふの だ や。 

么六 お、、 それを 云は わ ばす 思 謗が るの も 道理む や。 皆 
さいて くれ。 わすれ もしない 戌の 年の 一音 十日の 後ぢで 
紀州瑞 b の 沖で 時化を な ひ、 大 さいと をつても たか ご 漁 
船 だ や。 帆は 取ら わる、 振は がられち 權 セは 直ぐ 巧 さ 
揣 はれ ミ 

辰 ホ衞門 道理で‘ 鶴 セの 巧粮 丈は 揚 つた^。 

么六 西南の 乃へ、 セ 日 セ晚琉 された のぢ や。 そのう も’ 
長 セ お 化む。 辰 二は、 もうこれ まで ぢや 云うて、 半巧亂 
で 海へ 飛び込む。 殘 つたのは、 俺と 虎ち 丈ぢ や。 をの お 
ち も 六十 一とを ふ 老人、 十日 目 じは な ふ 物かない ので 往 
生す る。 下 度 十一 一日 目に、 俺 一人 半 化 半生で ついた のは、 
巧 島と 云 ふ、 廣麟漓 の 離れ島 だ や。 島に ついた けれども、 
巧 入 も 同然のと ころを 島人 達の か拋 で、 やつと 正氣 かつ 
いたが、 をの ま ±1 1 月 ばか 〇 巧に 就いて 巧 も 上らむ。 

辰ホ衞 門なる ほどのう 0 

久六 サア 、が 〇 をし ように も、 西 海の 離れ島。 鹿 兒总の 
御が 下まで も、 年に 111 运 しか 渡 梅がない とを ふところ 
ぢや D 
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久六 そのう も、 み 體は元 じ なつた けれども， 島人 達に 受 
けた 焊 いな、 返さいで 歸るも 本意で ない が、 さておす じ 
は 裸 j 坊の德 流人、 働いて おす 外は ない と、 島人 達の た 
めじな ひ覺 えた 漁 帥を して 働いた。 半が 一年け 燕の 間ぢ 
や。 今日は 故鄕 へ、 阴 H は 歸摩路 へと お 「てゐ る 带‘島 
人と もがい なじん-力 出來 .ゥ カ'^^^ と 一一 年は かり。 その 
巧 お 鄕へ無 巧む たょ b をと 思へ ども 飛脚 おもる でな し. 
長崎阳 多へ 出る とを ふ 人 も 年 じ ー ニニ 人ょ りない。 ついそ 
のま、 無音に すぎた わ〇 皆の 衆惡う 思うて くれるな。 

せ 何の、 道理 ぢや 、もつとも ぢや〇 
久六 やつと 今が の 五 巧 じ、 鹿な 島の 御城 下へ 旧て、 其處 
でも 二月 ばか 〇、 餘 おない 事情で 逗留して， 廻船 閒お浪 
花 おと 云 ふ ぉおのな 郝の 情で •お 問 石 横の 渡海 船に が 船 
して、 大 阪へ來 たの お、々 ぉの 一一 日 もや。 

巧 ホ衞門 なるほど 0 

乂ぶ女 巧 •ともへ もが 〇 1 つせ ず、 がの ホ じ もい かう む 邸 

かけた。 許して 下され ぺ女 巧の 一 詰に、 みんな 巧 惑の た 

みがみ 孔 なぜろ〕 そわで もの、 村 じ 何の 變り もない か。 

巧 お‘ 械門 わ、 •何の 變〇 もない。 た お ホは、 海へ 化て 

か..：】 年 u の 一巧な じ 葬ぶ 山して、 もう 化んだ ことじな 

つと るぞ〇 


久々 お、 〇 をん な ことは どちらで もえ、 〇なる ほど、 皆 
の 衆-が 驚く の も 無理ない。 して、 わしの 親 達に も 變〇は 
ないか。 

新 太 それは 少しもる。 お前の 實の 父御は たつし や だ お、 
お前の 養が の おふくろは、 六月の 月 初 じ 中 氣が嵩 じて： 化 
なれた ぞ 0 ■ 

久 々なに ほ 者 人が。 そわは 殘念 •一 あ 逢 ひでお 扫 じか、 
れ なんだか。 それは 本意ない。 して、 女房の お まもは： 
ここ 〇 

(皆. お备 見合せ ろ 0) 

久六 達者で ござ 〇 ます か。 

巧 達 ま？ お、、 達者 ぢ や。 

乂六 わ、、 それでは、 皆の 衆 また かさ わて'！ 日 ひます ろぞ。 
島で 働い 一.」、 多少の 貯 へも殘 して 來 ました ぞ 。それに 島 
では 刑 瑚樹が とれまして な、 わし も おひの 外の 俄 分耻ぢ 
や。 村の 衆へ、 歸〇新 參のお ±產 も’ 大阪 で. それ この 
通り 貴 ひ 衆め て ある わ〇 なをぅて めでたい 歸國の 祝 ひも 
して、 大盤じ 振舞 ひする ぞ 。だで 巧 U にも まわ 蒂 わて。 
御を なさり ませ。 

藤 六 わ^、 こ 〇 や 大變ぢ や。 

新 太 だから、 わしが をはん こと ぢ やない 。後家を 通す と 
】K ふ ものは， 通させ たらえ、 とを ふの じ、 まがい、 やぅ 
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じ 汗 煎 b して、 あ 兵衞を 後口の 人 焼に したので はない ち 
藤 六 こ 〇 や、 大變ぢ や。 村の 一大事 ぢ や。 

辰 お 欄 門 一周忌 じ 立派に 葬 まを 巧した ものん 六め が、 歸 
らうとは 誰 おお ふ もの か。 こ b や 大變ぢ や 0 

(をが な 惑して ゐろ がへ、 いつの 問に 舟から 上つ むか 垄 
兵衞 •ノ ツソリ として お ス來ろ 0〕 

を兵樹 な、 な、 なじ か 大變ぢ やつて....。 

藤 六 わり や、 今 向う へ 行つた 旅の 男を 見なかつた か。 
あみ 衞 わ、 見た。 この あたりの 浦には おなれない 人體ぢ 
や 0 

巧 太 お前、 もれ お 誰か、 知つて るか。 

を兵衞 何で 知る もの か。 

藤 六 も 〇 や、 乂六ぢ やぞ〇 

を 兵 構 (わ どろく) なに、 乂六〇 

藤 六 お、、 お前の 女房の 前の 亭 まの ん六ぢ や。 

歪お衙 ぇ、 つ—. だ や‘ 彼ね 生 さて ゐ たか 0 
藤 六 跨 摩 潰のは なれ 島へ ついて、 命を 助かつ たと 云 ふの 

ぢや ° 

を お衞 ぇ、、 惡 いを •か歸 つて 來や がつた。 

藤 六 乂六 とお 前とは’ 若い 時 お まもを おり 合うて からの 

敵 同志 ぢや〇 わり や、 これ、 どうす る氣ぢ や。 

を兵衞 何う する も かう ナる もも 〇 やしない 〇歷 とした 仲 


人を 立て、 人始 になつた 上は、 わしの 女房 ぢや〇 .腕づ く 
でも、 渡して なる もの か 0 

(をみ 衞 、がへ 取つて 蹄し. 巧馈晦 T 如 取り出して 化ろ〕 
辰 ホ衞門 本を 衞 •それで 何う する のむ や。 

を兵衞 何う ホる も、 かう する ももり やしない 。ものが は 
おまん の家ぢ や。 歷 とした 現巧亭 まの わし おゐろ zf 上. 
乂 六を 叩を 巧す のは •理の 當がぢ や。 四の 五のを や も、 
どてつ ばらへ. こいつを 一つ お見舞 ひ 申す の だ や。 

(をみ 衞 、血眼-しな て 化け ぉず D) 

巧 太 閑つ たこと グ化來 た。 こり やを まどん の 巧へ 云 ひじ 

行を 「。 

藤 六 お まどん ぢ やとて、 え、 田 心 案が ある ぢや なし。 

辰 お衞門 だか、 捨て、 置いて は 大變ジ や。 とじ かく わ ま 
もの 家まで、 容 子を 見 じ 行かう。 

巧 太 た、、 さ うぢ や。 行かう。 

藤 六 巧を 「、巧を つ。 

巧 巧して ゐた 五六 人の が 女 も •ついて 跑け 化ず 0 

第二 場 

(わまちの家〇 祇帥の家らしぐ扯ず：^らし〇 がぴ5し 
で、 巧で 巧いても ろ。 わ まろ、 が 下に もろ かまとの 火 
み 加が してろ 0) 


尾 巧の 補 


217 


(ホ-ぃがわろ 。ホロへ 近所の か 巧が、 水み 化み じ 巧て 

ゐる 0〕 

近所の 女 広 二け 十 H も、 え、 按酣 じ、 化かぬ や うぢ や 0 

わ 支ら わ、、 化かぬ や うぢ やり 

近所の かの ど うぢ や、 前のを ホん 六 どんの ことを、 この 
頃 じな ろと おひ 川す だら うおな 0 

わ まち お、、 おひ 川す でもな し、 おひ 出さんでも なし。 
恐 ひ 化しても， 甘ん もない こと ぢや〇 

巧 所の かを だが， おまち どの。 あんた は 果報者 ぢやぜ 0 
ん 六 どの も 女房 化 ひのえ、 亭 ま、 本-丘 ハ衞 どの も 酒 こその 
め、 そなた じは ぞつ こん 惚れぬ いたえ、 亭まぢ や。 

わぇ ち 々ん 巧て、 そんな ことを をはれ たお、 からか ムの 
は、 ょして くだされ。 化 乃の 氣も 知らいで 0 

近所の々 み わ 前の やう じ、 え、 亭ま ばか ゎ 持つ 女子は、 
からん はれても 化據 おない わ 〇をわ も、 おねし おえ、 器 
なじ 化れ てゐ るから だや〇 わら 遠け、 うらやましい 0 

(ホが •化 ひたる 巧萊 杏： 卜げス まろ。 わ ミち、 一寸を 

じ U 乂リ 、化ぐ かで 化たり、 わか まの 藍み わけてみ 

る〇 久六出^:^來る〇 わえちのを，=;-見て近をる0) 

乂六 わ、、 養 ども 。お、、 お まも。 

わよ ろ (振 向を、 乂 六の がみぶ ス 驚倒ず) もれ —— 

ぶの 中へ 巧げ A む。 


乂々 麓く のは、 ぶもぢ や。 だ お、 おまち。 この 通り、 足 
ももる。 幽靈ぢ やない 。まか ひもない、 そちの 亭まぢ や、 
乂六ぢ や、 乂六だ や。 氣を お着けて 、久し 振 〇 の 歸〇を 
迎 へて くれ。 

(わ まち、 わづ {出て 來る 〇驚駭 けさ 表ス 、その 化 
リ 烈しい 巧 葱の ため、 眞を になつ スゐる 0〕 

乂六 おぬし お 驚く の も、 尤も ぢ や。 今 も-村の ホ じ 話した 
お、 時化を 唆つて 十二 111 日も两 南へ 化を 流され、 目 本を 
一迴〇 してついた のか、 鬼界ケ 島の 一つ 手前の 島ぢ や。 
だ お、 その 話は、 ゆつ く b する 〇と じかく. 久し 振 〇 の 
わ お 家の 敷居 •はやく また •かしてく れぺ 上りが まちに 腰 
も かける〕 さも、 御飯の 巧 来ろ 前 じ、 をな と 一杯の まし 
て くれ。 (わ まろ、 ふるへ てゐろ 何を 思案して ゐ る。 を 
うを を 一杯の まして  < む。 

わ まら あい。^ 茶み なんで 出ず) 

久六 お、、 何を 浮かぬ顔 をして ゐる 。まだ、 麓 さお さめ 
むかのう。 そわ も 道理 ぢ や。 瘦〇 をす る じは 化は なし' 
堪忍して くれ、 をい 間靑 沙汰 もしないで。 かう と 知つた 
ら .ホ 阪ん じ" 前 關れを じと  < のだつた 0 

わ まち 〇 

久々 それで、 啓 者 人は、 つい 化閒 化んだ とを ふこと を 聞 
いたか。 
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わ まち もい のう、 六月の 初 じ、 中 氣が岛 じて。 

久六 お.、 中氣 •それて は 看病 じ 骨が折れた でもを つ。 察 
しる、 祭し る 0 

わ まら (だま  'てゐ る) 〇 

久六 だが、 わぬ しは、 たつし やで、 けつこう ぢや 。何ょ 
り だ や、' 

(ん 六、 ふと わ まちのを のがが じ氣 がつく。 を 中 もぶ 
処 ず、 壁 じかけ たる 巧 巧の 拾に 目告 やる 〇 溝い ス .わ 
まちの がを ぶろ。 わ まち 狼が 巧し 〇 不吉なる 化默 0〕 
么六 (巧 問 若 押へ ながら〕 この 家 じ •何方 變 つたこと か 
んる やう だ やな。 

わ まろ (い I をくな ろ) 〇 

久六 わ b や、 何 かかくして ゐ るむ。 

わ まち (泣を くづれ ろ〕 〇 

(久 六、 ゎたり，^ な趙 し、 巧 物の 巧を 入れ もな リ 上げ 
る。) 

久 六え、、 これは 男物の 煙草 六 わ。 おのれ、 わしの 留守 

に 化し 舆を 引き入れ たな 0( 巧 丈 高に なろ〕 

わ まち (默 つて 居ろ) 〇 

久六 おの わ 引 さ 入 わたな。 サア 、まつすぐ じを うて 巧 

い！ (わ まろに 偶み か、 らうと ずる) 

わ まち (巧 さながら〕 堪忍して、 堪忍して 。そわには 仔 


細が ある， 巧 細が もる ° 

久六 巧 細が もるなら、 云へ、 をへ。 

わ まら 〔泣ろ な' がら： I お前-が、々 三 巧¥ う歸 つてく むた 
ら 、わし や 貞女で 濟ん だものを。 (なさく づれ る；} 

久六 え、‘ 何ぢ やと。 ぢや 、おのれは 化し おじ 帆み を ゆ 
るした な 0 

わ ミろ わ、、 それ も餘隨 U いわけ ぢ や。 もの 大時 化か .b 
一年 經 つても， お前‘ が歸ら ぬので、 村の 人達 も， わ 前 •か 
巧んだ ものに 定めて しまうて •阴 けの 年 もの 時化の 口に、 
形 ばか 〇 の 葬 まを すました ぞ え。 もれ’ 彿 壇に 化 恃も窗 
いても る 0 

久六 む、、。 

わ まろ 葬 まを すませる と* 母 お 入 も 巧 所の 衆 もを 口の が 
を 操せ とま はれる のぢ や。 それを、 わらは、 何やら かや 
らと 速れ て、 お前の 1 1 1 週 忌までは 立派 じす ませた ぞ え。 

久六 む^、 なるほど 0 

わ まち それ お、 今年 じな つて、 か、 さまの 大 お* を 光 も 
見えた。 か、 さま お 巧ねば、 後は 天 じん 地 じ も わら】 人 
殘 るの ぢ や。 か、 さま か、 む 邸して、 はやう がを 持てと 
せつ かれ、 巧 所の 衆 も、 はやう がを さめて、 毎 さま じぶ 
むさせる が、 何ょ ^ の 孝行と •ょつてた かつてす、 めら 
れ 、村の 衆に 何かと 昭介 じな ろ 女 一人の、 さう'--^ もこ 
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とわ b かわて、 今が の 五月 劉 巧 〇 

义六 む、、 二度の 亭 まを 持つた とを ふの か。 

わぇ ち (ぶ さく づれ る；} 

久六 なるほど •閒 いて 見れば 無理 もない。 かう と 知つた 
ら 、一日 もみく か 鄕へ歸 つた ものを。 俺の 不覺だ や、 不 
面む や。 

わ まち 何の、 わたしの すむ 中 •が 分 じ 打擲して； 卜 され。 
久々 とちつて、 もう、 お前は 他人の 女房。 お 一本 も 滅多 
には さ、 れ む。 かう とがつ たら、 歸 るので はなかつた。 
俺 も. 島の メ ノコと まつても わかるまい、 メ ノコと を ふ 
のは 若い 娘む や。 島の メ ノコ じ 思 ひつ かれ、 婿 じと 留ま 
れた口 も 二 一二 もつ たお、 故鄕 おじ おたく やう やく 歸 つて 
來 たもの、、 今から 思へ ば、 もの 島の 人 じな つた 巧 か、 
わ まへ も 俺 も 化を せ だ やつた。 

わよ ち ほんじ、 冈果 なおら かみの 上、 かんべんして 下さ 
ん せり 

久六 した •ん 、およ も。 その 二度目の 亭 まとを ふのは 誰ぢ 

ゃ 0 

わ よろ (K つて 居る〕 

久 六う、 む、 この 村で わ 前の 娩 、俺の 後家に 添は すると 

すわ ば •わしとは 仲よ しの、 もの 化 助か。 ぇ、 化 助か。 
もまち (助 yj* がる〕..： . . . . ° 


久六 違 ふ。 ぢ や、 誰ぢ や。 ぢや 、俺の おお S 助と か。 

わ まろ (頭备 振る) 〇 

欠々 ぢ や、 誰ぢ や。 問 ふの も 嫌 •問 はれる の もい やぢや 
らう •か、 をうて くわ 0 

わ まろ  常 惑して) ホ兵衞 どので ござ 〇 まする。 

久六 (巧氣 立つ) なじ—. をち 衞！ もの ホ兵衞 。人 も 
もらう じ、 あ兵衞 かそ もの 亭ホ t そら. 聞え わぞ •お ま 
ら U 

わ まろ (わべ/ \ して 一 もい。 

久 六本 兵衞と 俺とは’ 若い とを か.-， 犬と 猿、 それに おね 
しを お 〇 合うて、 わ 互に 恨みを わすんで ローつ さかぬ 仲* 
人 ももら うじを 兵衞 とは。 

わ まち もい、 すみません、 それ も、 思は ねで もな 
けれども、 を兵衞 どのの さつい 執む。 る ホ さままで 、頼 
ん でわづ ょい 謀 判。 女の みの 斷〇 されいで。 も、 じ ゆつ 
むい、 やるせない。 乂六 どの。 一 暦 わたしを 殺して。 

(すがらう とずる 0) 

么六 え i、 寄るな。 そちは 人の 女房。 人の ホ 房 じ ホ 棟は 
ない が、 巧ん ぶい じ 本兵衞 とは。 

一： ホ お衞は 先刻から おんで さい ス & ろ。 巧び 込んで が 
ろ 〇」 

李み 衛 その お 兵 衛お化 家に T<賴 じなる じ、 わ わじ 何のす 
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雇ち の滯 


服が もる。 他人の 女房と、 なれ-^ しぅ 話す るな'  そこ 
動くな。 (久 六に 斬りつ けろ) 

久六 何を 理不盡 な。 

(烈しい 立 廻り。 么 六、 垄み衞 の 利 腕 取つて、 おみし 
く。) 

垄み衞 おまち。 早ぅ 行つて、 五人組を 呼んで 來い 。近所 
の 人達を 呼んで さて、 この 風來 人を 叩 さ 旧せ！ 

久六 何を わめ <。 W き 巧され なく つても、 他人の 家、 他 
人の 女房 •旧て 行つて やる。 だ お、 を兵衞 。巧 物を 振り 
廻して わしを 劲 つて， お 互の 苦しみ おとける と 田 心 ふか。 
淺 墓な。 

(を 兵衞も 突ろ 邪に ず。〕 

乂々 云 ひたい ことは 山 ほど. あるか、 何事 も •因果 ぢ や。 
一二 年 ごし 音沙汰 出來 なかつ たの も、 俺 じは 餘 儀ない こと 0 
お まもが 二度目の 亭 まを もつ たこと も’ ま 情を さけばが 

めら れ ぬ。 本兵衞 。われ も 因果 ぢや 。巧んだ と 思つた 女 

房の 前の 亭 ホ-が 生 さて ゐ たとは。 

查兵衞 何. が 因果 ぢや 。若い とを、 惚れむ いた お まもを 女 

房 じして、 巧 一蒂の 果報者と 人から 羡 まれる 〇 因果な の 

は乂六 •お前 丈ぢ や。 

わを ろ 烈しく 泣 さながら〕 乂六 どの 0 堪忍して 下され 0 

堪忍して 下され 0 - 


歪兵衞 何の もや まること おもる 〇 S 年 ごした ょ 〇 一つし 
なかつた この 巧に、 何の 義理が もる。 葬式まで、 濟 まし 
た舆 ぢや〇 何を うろ この 邊を 血迷うて ゐ るの ぢ や。 
それ じ久 六。 そなた も 入婿。 おまちとの 緣 お切れ、 ば、 
一刻 もこの 家に 甚 居は 無用 ぢ や。 はやう 出て 行け。 

乂々 うん、 化て 行つて やらう。：.. な も、 お まも。 わ 前 
のために、 浪花で 買つて 來た備 を ももり •ホ 類 ももる お 0 

人の 女房に 入- ぬ 進物 〇 

わ まち (泣く」 〇 

奎兵衞 こんな 巧から、 を 物の 愉節實 はいでも、 あお 衞も 
巧 一 冗、 來 年の 春は ウンと 醜 網を 當て ム、 な •たいまい 
の愉 でん 算 でも 大阪へ 巧つて 買つて やる。 

久々 なるほど、 は、、、 〇 おまち’ わ 前 もえ、 を ホを も 
つて 化合せ； り や。 さらば ピや 、いつまでもち 生せ い 0 

わ まち (わつ i 泣く) 0 

を兵衞 他人の 女房に、 いらね おがが や。 

(を ハ、 無念を ミへ て 外へは る。 を お 滞 荒々 f げに 
戸 も 巧； T る 〇么六 かへ おろ 〇 見ろ i、 口 かじ U 村人を 
が、 巧山集ミつてゐろ。 乂六ホ晒^ス四邊，<?-ぶ姻プ0 
仏 助 化て 化ろ 0) 

化 化 わ、、 ん六〇 ょう 歸 つた。 

久六 お •化 助。 なつかしい。 


招ち •の 加 


〇つ 1 


佐 助 お前 •何う した。 一ん の 姑 末は 0 

么六 堪忍なら ない お， す 逝 じした-,: しの 不覺。 

化 助 何を ち ふ。 ま 〇 がを やつた とを ふでは むし •お前 お 
化さて 居た から じは、 まぎれ もない お前の 女房。 すごす 
ごと おひ 川され て、 乂し 娘り じ歸つ わか 鄕の 人々 じ、 後 
おさ、 わて 嗤 はれる のか。 

久 六。 0 

化 助 巧ら しう もない 考へ 直せ。 

久み 。 

化 助 あ ホ どのを 巧んで、 さば さを つけろ 一 

么々 ，，沈 默〕 ち ホ どのを 呼ぶ まで もない。 さば さの つけ 
方、 乂六も 知らむ のでは ない。 俺) 人が、. がを 引いて 他 
鄕へ 行けば とおつて ゐ たお—. 生れ お鄕の 入々 じ、 意氣 
地な しとを はれる の も 無念 至樹 。佑助、 さばを はかう つ 
ける 0 

(ん 々、家へ 郎け 巧る 。道中 差み 化み. いを なりを 兵 穂 

古剌ブ り) 

を兵概 何を さらす 〇う 、た。 

久 六化閒 ももる、 巧の な 地 ももる。 ゆる か あた ハ銜！ 

(なが おえる 〇〕 

久六 わ まも。 化 處へ來 い 0 

わ まち ちい 0 


(胸へ 刀み 擬ず 日) 

乂六 ゆるして くれ。 

わ ミろ 何の、 わたし こを 0 
乂六俺 も 直ぐ 後から 巧く—. 

わ まち うれしう ござんす 〇ゆ るして 下され 0 

(久 六、 大 さくうな づきながら 剌 しおず。 巧 人 •動轉 し 
てみ なじ とられて ぶて ゐる 〇〕 

佐 助 (齡け 込んで おる) 乂 六。 やつた な。 

久六 お、、 化の さばを は、 これ ぢや〇 
化 助 潔ょ い： 見審 おや。 あとは. わしが 引を 巧け た。 
久六 (咽喉へ 刀 も おしを がら) 莖じ卡 _產 物が もる 。久し 
振りで 歸 ろお鄕 への 卡 ，産物が’ この 化への 置 十一 塵 じむつ 
た。 まだ 小判で 驻じ 五十 雨。 さも •みなの 衆。 わけてく 
れ！ もは、、、 (咽喉を つきさず〕 遠慮な しじ 巧つ てく 
れ〇  - 

(村人、 二 一一 一人 ルが もがけう とずる、 他の ホ 制ず ろ裡 
じ、) 

. — 慕 —1 


む 2 
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時の 巧禍 


人 物 

巧を 英作年 一二 十 化 貧し さ ル說家 
同 妻ぬ いモ ニ 十四、 五 
杉 本芳モ 打い 子の 従妹 打い 子と 同年な 
時 

今 日 
巧 

ち 巧の 巧 外 

情景 

化な 英作 の を。 お 蛮 の 巧れ ろ 蘇も 巧黃 と し た S 問 bi か 

リ のみ 〇玄關 が二疊 、その 次 ざが！； 漫 半、 そのみ 去が 

六盈 。二盈 の 玄關口 見えない。 六 あの 奥の 壁 じけ •大 

さい 審 棚が わり、 ホ 署と巧 善と が、 半 かづ、 化 並べら 

れてゐ ろ。 綠 側近く 化み 化して わろ。 化け、 商 賣柄紫 

檀 でもる。' 王 人の 巧 を 英 .作け、 化の 巧に、 座 蒲 国み 四 

つじが つて 枕と し、 « そ べつて ゐ ろ。 

四捏 半け、 妻ち の 辟 間で もろ。 奧の 壁に 一二つ 重れのを 


韩か 一つ 立ス かけ てんろ 〇觸绮 のかに おがが わり、 二 
一二な の 清 物と、 をのを ぜた夏 外套な どが かけても ろ。 
镇绮 のぶが に 障子がん リ 、塞 所へ 迦 すろ。 

のい子 •りかの 殖构 らしい 夕物も ほどいて ゐる〇 巧々* 
障子 越しに 六 堀閒の ホも氣 じし ろ。 巧 かけ’ いつ 
ミで 經 つて 程て & ろ 0 

打い 子 (獨 音の やうに、 その 货 け ホに 陆か だ.々？- つに) 
今： 2 が、 一ー ト 八日、 もす が 二十 化 日、 もう 凹 口し かない 
ゎ ゎぇ 0 

(わい 子* もめ ホから 何 かち ひやしな いか i ザ も 傾け 
てゐる 0} 

口い 子 も、 いつか 來 たら 巧 ホの む酣 をし むくつて もょ 
くなる のかし .-To 家貨 が、 に 巧 もむ まつて ゐる ところへ、 
また 一巧 翻め てし まふんだ もの、 いや じな つてし まふ わ 
t-。 

(ホけ、 何ともち U ない 〇〕 

S い 子 米屋 だつて •月 ホ じは 十圓や 十五 圓 は、 何 うして 
も 入れて やらな さや、 もう 持つ て來 なくなる わ。 をく 親 
切ない、 お 米屋さん だの じ。 化 方が、 わる いんだむ、 ほ 
ん たう じり 

(だん {壁が 离 くなる。 がか 控が ヘリ 合 打つ 口) 

にい モ もょ いと、 わぇ 貴 お。 


神 巧の 11 东 
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(巧 か •だまつ て 返事し ない 0) 

じい 子 わえ、 ちし、 起さて いじ， つし やる の 0 
(まだな がみし ない 〇〕 

« い 子 もし、 起を ていら つし やろ の〇も し. 起さて いら 
つし やる のつ たら 0 

(2 い 子、 いら--^ してが ス’時 子，^ 口げ しく 開ける 〇) 
巧 化 巧 鹿！ (突が で！， なぃ 巧で 叫ぶ 一 
« い 子び つくらす ろ^わえ。 そんな 大 さな 聲 をはして。 
おか だつて、 巧 輪を 寄いて しま ふまでは、 化の 障子を 搞 
對じ閒 けて はいけ ない とを つた だ やない か。 

(仰向けに おながら お晴る 0〕 

にい ザで も. 原稿を 討く'^ と 仰し やつて、 朝 かに， 寢て 
ばか 〇 いらつ しやろ だ やない の 0 
巧 化 だつ て. 化 方 おない ょ。 考へ おまとまらない 時は、 
どんな じんせ つたつ て、 一行 つて 書け やしないょ。 

Q いすち へを まとめる なんての しやつ て、 化 刻なん か、 

いび さを かいて .r ぅ {莊 ていら つし やる のです もの 0 

妾、 いやにな つてし まふ わ。 

英化 いや じな つた.- T、 勝手 じし やおれ。 

n いす え、、 すろ^。 昨夕たん か、 何處へ 行って いらつ 

しや C' たの 0 

おか 大 斗、 なお 化 託 だ 0 


打い 子 え、、 大さ なお 世話で も わえ、 貴 巧の ずる ま、 じ 
委して 置いたら. どんな 目じ會 ふか、 分らな いんです も 
の わえ 。昨夕なん か、 をつ とさうよ。 XX 新聞社へ 行つ 
て此 間の 原稿料を おつて、 プランタン へいら つし つたの 
だ ゎ。 

英作 下品な 利 推を する のは およしよ 0 
n い 子 いつも’ 貴 おの 缺鹽 をつ かまへ ろと、 胎度 下な な 
巧摧 だと おつし やる のね え。 

巧 化 さ うぢ やない か。 さう じ 違 ひない よ。 

にい 子 へえ'  下品な 狎推 でせ うか。 ぢ や’ 貴 おのが じ 在 
つた 五 岡 化は、 何處 でわ貨 ひじな つたの。 

英作 (半げ み體も おし) なんだ。 お前は 俺の 巧まで 操す 

のかい D 

わい 子 探したら 惡 い。 

ち 化惡い とも。 いく.-: 夫婦 だつて、 人の 巧まで おすな が 
もる かい。 

« い 子 だつ て、 少しで も おを-がは 入ろ と、 直ぐ 外へ いら 
つし や るんだ もの。 それ ぢや 、たまらな いわ 貴 巧のは. 
樂は 外で 苦が 內 です もの。 それ ぢ や、 妾 •か やり切れない 
わ。 贵 君のは、 わを が もる とさは、 外を ホろ 迎 つて、 お 
をが なくむ ると、 家へ 化 息じ歸 つて 來 ろんで す もの。 そ 
れだ や、 妾が 何處じ 立つ瀬 おもる の。 
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神 巧; のが 


巧 化 お前ち 顔を 見合は せて ゐ たつて、 面白くな いから 

ofo 

口い 子 え、 どうせ さう です よ。 プランタンへ 巧つて、 致 
巧の 巧 さな 女給と でも 話して いらし つた 方 お、 よつぽど 
い V てせ うわ 0 
巧 化 ふ、 む。 

のい子 ふ、 むぢ やない わよ。 化 間の 晚 なんか、 何處 へい 
らしつ たの。 川瀬さん の處 でかる たを して 遲 くな つたな 
ん て、 りソで せう。 

おか 馬鹿！ 

にいモ 何が 馬隘で f。 妾 だつて、 貴君 か 外の 女へ むを 移 
しかけて ゐ るか 居ない かかけ、 をつ てよ。 

巧 作が の ホ。 そんな もの おもれば、 俺は もつと 幸福な 售 
だよ。 

打い 子え、 ない の。 なくつて よく 毎晚疆 くまで、 お歸 り 

じむ 〇 ません わ わえ 0 
巧 か 俺の 自由 だよ。 

のい子 まも， 大變 な円阳 です わ。 

を 作 も、、 いや だ {0 いつだつて、 かう なんだ からな 0 

俺が 善け ないで、 むし やくし やし： 居る と. さつと お前 

がぐ づ {をって、 俺の むを 二倍 じ も 二 一倍 じ も、 荒 ませ 

てし まふんだ からな 。あ^、 いや だ < 。何處 かへ 巧 さ 


のい子 え、、 それよ， りか、 妾が 何處 かへ 出て 巧つて h. げ 
ますよ。 致が は、 どう-:; 驳 ，."鼻 じついて-むろので すよ. 
どうせ わ 立に 戀愛 おなくて、 結 おしたん です もの わえ。 
貴 巧に、 新しい 戀變が W 來わば •妾が 拾て .b れろ のじを 
まつて ゐ るので す もの わえ。 今の 極 じ、 妾 化て 巧く.；。 
出て 行つて、 顿業搞 人 じで もな つた 方 •か、 どれ 丈氣樂 ピ 
かみらない わ。 

英作 も、， うろ さいく。 巧が •がん/ \ してく .b ち 0 
りいモ え、 どうせ さう でせ うよ。 いやに なつた 妾 じ、 話 
しかけられ るんで す もの わえ 。だつて さ、 昨夕 だつて 巧 
二 時じ歸 つて 來 ろんで す もの。 それで 壽 けない と'  妾の 
故 じす ろんで す もの。 あ、、 口惜しい。 

英作 えム 、うるさい 。お前とは 口を 利かない一 なを 開 
けたら、 を 知し ない ぞ。 

(障子み、 ぴ つし やり 阳 みろ。) 

打い 子 え、、 開けろ わよ 0 

(のい子、 がらり と 開けろ。 巧 作 や、 なくなろ 0」 

英作 よし" もう 一度 閒 けて なろ。 ぶん 段る。 

(また 陈 すみ ぴ つし やりと 巧みろ 0〕 

にい 子 何な でもん ける わよ。 

(打い 子 峰 子み ホ 荒く 閒 ける。 巧 化、 乂のや うじ おる。 
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叫な 牛の 方へ 辦ぴ 込んで がつて、 のい子の 巧知 ぴ しゃ 
り-叩く。〕 

灯い す 口 化しい。 (化く〕 

巧 化ん ぅ 一な 閒 けて ぶろ。 

(が 化 また 阶中杏 削ん ろ。〕 

おかさ あ、 閒 けて 化ろ。 

わいで 關 ける わょ。 •化んだ つて 閲 ける わょ。 

(にいで 盼 ホに 那ぴ つく、 険イ けづれ る。 お 化、 にい 
子に 飛ぴ つを、 一:1 つ g： つ烦 叩く。 むいで わつ となを 
化ず。〕 

巧作 ざま1^^化ろ。 

(悦子 知 W め W リ 、また 化の 桃に 寢 そべ ろ 0 に い 子、 可 
むりれ みつ V けろ。 それから 化さ 卜： ろ。 错 巧の 引を 化 
し 間け、 巧 的 知 一二 w か 取り 巧し、 風呂敷に つ、 む。 
饼钓 S ル さい 引出しから、 かか 如 おず。 巧 造の 前にな 
つ y、 一寸が 如な ず。 そし 夫に かられな いやう じ、 

かへ 出 i うと マる 0〕 

巧 か (除す おしに) おい、 お前。 何處 かへ 出る のかい。 

わ いで 化た. 1， 惡 い？ 

巧か惡 くは ない さ。 

いいす だ や、 大さじた 化 話です わ。 

がかう む、 化づさ うんも 知わない。 だ お、 何 隨へ巧 くん 


だぃ。  . 

打い 子 外 じ 行く ところは ない わ。 姉さんの 處へ〇 

巧 作 さ うん 0 

りい 子 え、、 さうよ 0 

巧 作 姉さんは 《 俺達の 關 係を 何う 恩つ てゐ るか 知つて ゐ 
るか 0 

のい子 え、、 知つて ゐる わ。 姉さんは 、妾に 貴 おと 別れ 
ろ^-^ と 口癖 じを つて ゐま すわ。 

英作 さう だを つ。 その 姉さんの 處 へた 前が 賴 つて 巧けば、 
お前と 倘の關 おは、 これを りじな るん も 知れない よ。 
りい 子 え、 さうよ 。そのが な こと 知つ てるる わ。 

英作 知つて & れ ば’ をれ でい、 んだ 。俺は、 お前が 無意 
謡 じ 動いて ゐ やしない かと おつて 一寸 挺 品 口し たんだ。 
のい子 そんな こと、 御む 酣御銷 用よ。 

おか さう か。 ぢ や、 わ 行 さよ。 

りい 子 え、、 行 さます とも。 

(巧 か、 つてから、 ムと 姑が 付いた でう じ 0〕 

にい 子 さう/ \ •瓦斯を 點け たま、 じして おいた 0 

(のい子、 蜜 所の 力へ け 入ろ 〇 その 巧、 ぶ關に 女の 聲 
がず る 〇〕 

XX 御を ド さい。 御 化 下さい 0 

(おか、 打い 子が 化ス來 るかと 待つて ゐ ろが 巧 又來な 


2 が 
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X X 御を 下さい！ 御免下さい！ 

(2 い 子、 まだが て 化ない 〇巧 作、 一寸 裳刚 也の ゲ いわ 
が、 2 い 子のを がぶ. 7、 ない らしい ので、 ち 削へ 出ろ 0) 
巧 作 も、、 何 巧です か。 

XX もの、 化 方は 相お英 作さん の わを です か、 小說家 

の？ 

巧 作え、、 さう です 0 

XX もの、 ねい 子さん いらつ しやい ます か。 妾、 杉 本 巧 
子です 0 

巧 か もん、 さう です か。 もの、 横 潰 じいら つし やる？ 

巧 子 え-' •さう です 0 

ちか あ、、 さう です か、 一寸、 お 巧 も-下さい。 

(ちか、 网疊 半へ 歸 つて か、 を阮も のぞき 込みながら、 

卜 C 〇/ 

W J V 

巧 作 をい'^、 わが さま だぞ。 

(のい子 も わて、 巧ス來 る。) 

にい 子 どなた？ 

お 作 横 潰の 巧 子さん。  . 

にい 子 (なをと おを との 表 おで〕 まん， 芳 子さん 一 

(も わて、 風呂敷な みん！： 入れ じかくし •ち 閱へ化 

る。) 


打い 子 まも 0 
芳モ まもり 

りい 子 よくいら つし やい ました。 妾. 駭 いてし まつた わ。 
芳子隨 分， しばらくで したわ わえ 〇 もう • 一二 年 位に な 〇 
ます わり 

りい 子 さも、 どうぞ 0 
芳 子み 禮 させて いたごく わ。 

(巧 子 上つて 來 ろ。 ぶる と、 のい子が 作つ たのと 同じ 
化の 風呂 敕 包みみ 梓つて ゐる 0) 

わい 子 ほんた うじし ばらく でした わ わえ 。御機嫌よ ろし 
ミ。 いつも 御 無沙化 ばかりで 0 
巧ず い、 え、 妾 こそ 〇わ變 〇 なくて 結摇 です わ。 

(巧作モゲ^してゐたが、 おがずろ〇) 

お 作 僕 お 巧 おです。 初めまして。 

夕子 初めまして。 わを 前は、 兼々 承つて ゐ ました。 
n い 子 ほんた うじ、 一度 尋 わて 來て 下されば い、 とがつ 
てゐ ましたの り 

巧 子 今年の 冗 月 じ も、 一度 萊 がへ 參〇 ましたので すよ。 
宅と 一緖 じ。 でも、 銀座ん ら化 方へ 參 るのは 大變で ござ 
いますから わ 0 

打い モ ほんた うです わ。 銀座から 化 方へ いらつ しやる 方 
お、 横 潰から 銀齡 へいら つし やる よ 〇時閒 がか^る でせ 


神 巧の 巧 


か， マ 


夕子 ほんた うです わ。 

のい子 地 度のと さは， わ 手紙を も 〇 かたう。 もう、 横濟 
の义 は、 バラック 立 もまして？. 

巧す おを ほど、 は. か しく ございま せん-； io 
巧 か 化かの 方は、 乂维は 火た 夫だつた さう です か、 壁な 
んかあ もたで せう。 

夕子 驗 なんか 随分 落ん ました わ。 

打い 子 御 ホ 人は、 やつ ぱ〇 商會へ 化て いらつ しや るんで 
すか D 

巧 子 (一寸を がになる〕 え、。 

打い 子 今 H は. 御 一緒 ぉやなかつた のです か。 

巧で え、。 

のぃ 乎 ゎ 一人で。 

巧 ホえ、。 

のい ホ 何 かお 巧に 御 川で も。 

巧 でんのを •あを 出て おました の。 

"いす あを 出て いじ， つし やつた つて？ 

巧ず もうみ へ歸 ろまい とおつ て & ますの。 

'"い. 小 まん、 どうな すつ たのです 0 

巧 化 御 ホ 人と 巧* 邸な すつ たんです か。 

夕 •中 え、 •まん 0 


3 い子 ほんた うです か。 

芳子 ぇ、、 ほんた うてす の 0 

S い 子 御を 人は •たいへん 親切な 巧 だと 云 ふ 事を 承つて 
ゐ ました. がわり 

芳子 それは、 さう なんです けれども 0 
打い 子 そわ じ、 なぜ、 喧 をな すつた の。 

芳子 でも、 もまぃ 理船 おなさ 過ぎる のです もの。 

のい子 さうて すか わ 0 

巧 作な 接 じは、 どんな 理由で 喧哇 なすつ たんです。 

芳子 (化し さう にう つむを〕 わ 恥し < て 中 上げられ ませ 
ん〇 

巧 作 そ 〇 やさう でせ う〇も は、、、。 

« い 子で も、 わ歸〇 じな. t, ない なんてぶ 當で すん。 

ちモ ぇ、、 歸〇 ません つも 〇 てす。 

のい子 だ や、 こわん -T 何うな さる おつ もぃです。 

す 子 おなじ 何 か 職萊は ございません でせ うか。 

(W い子默 つて ゐる 〇) 

巧 作 (のい子-し〕 お前 何 かむ 當 b •かも ゎさう だ わ。 ょ 
く •職業婦人に なるとを つて ゐるぢ やない か。 

のい子 (巧ち しながら〕 む當〇 なんかな いわ。 

巧 子 妾 •何でもして 行を たいと おひます の。 女中で も、 
何ても い、 のです。 


神 巧の が 


口 いず よく 新閒の おの 欄な ドに、 いろ {廣吿 お 山て ゐ 
る やうて すけれ ど、 いざと なるとが々、、 のが ござ、 ま 
せんやう です わ わえ。 

芳子雜 誌の 編輯の 手 傅と 立 ふやうな ものは ございません 
でせ うか。 妾、 化义へ 伺へ ば そんな 口 おもる かと 思 ひま 
したの 0 

巧 作 (巧 おしながら) そんな 口は •なか--^ 巧暨 者が 夕 
いんです から わえ。 

のい子 職業婦人 •職 第 婦人な どと よくを ひます か、 いざ 
となるとい、 口は ございません わ 0 
芳子 でも、 妾狠 よく 抜せば、 ない ことは ない と 思 ひます 
の〇そ して、 どんな 口で も 見つかつ たら、 それに かじり 
がいて、 一生 懸 なじけ みのを 巧を 切り 巧いて 巧 かう とお 
ひます の。 

2 い 子 そ 〇 やわえ、 何ても 一む じ おや になる と 

(氣 のない やうに* 中を でち ひ 止む) 

英化 だが •御 ま 人は •をん なじい けない 巧です か。 

芳子 いけな いつて。 

英作 つま 〇 問 煙は、 巧 女を 覆して ゐ るか & ないかの 問 魁 

です わ。 巧 ホを 愛して ゐな いんです か。 

巧 子 (誇を 巧 けられた 如くに 昂が として〕 い、 え、 そん 

な ことは ございません わ 0 


英か 貴女を 雪して いらつ しやるな rj、 問 趣な いぢ やん 〇 
ません か。 

巧 子で も •今日なん J か、 隨分 ひどい ことを を ふんです も 
の。 化て 行 くんな. 旧て 行け ゆけ、 勝ず じしろ など をん 
ん です もの。 妾 口惜しく つス〇 

(英 作と のい子 お 化な してを 笑す 0) 

英作 でも、 それは、 贵 女が 何 かまつた か r, ぢ やもり ませ 
ん かり 

芳子 え、、 それは さう です わ。 

巧 作 それ 御 蛙なさい。 巧と 云 ふ ものは’ やつ ぱぃ、 巧と 
しての 意地が あ 〇 ますから わ、 女 巧 か'-: 何 かお はれる と、 
巧の 意地と して、 ついむ にもな く 過激な ことを をつ てし 
まふので す。 僕な ども. さう です よ。 原 楠が 韶け なくつ 
て + パし やくし やして ゐる時 •化かが 傍から 何 かち ふと、 
瘤に 觸 つて 駿 つた 〇 なんかす るんで すよ。 化て 行け、 勝 
手 じしゃが わなん てよ くを ふんて すよ 。そんな 時は 云は 
ず じ 居られな いんです よ。 だか、 そ K でか 房の 巧’ が、 飛 
び 出す とする でせ う。 普通なら ば •二 一ニ ロも經 てば 歸つ 
て來 ろです わ。 だか、 人生と 云 ふ ものは 偶が とを ふ もの 
お、 惑 藤を や 〇まナ から わ。 赏 女の 場合を 例 じ 取ぃ ますが 
わ、 一時の 感情から いがみ 合つて’ お 家を 山ろ でぞ つ。 
むの 跨では 別れろ 氣は 少しもむ い：：。 


种 巧の 目を 


巧り 


巧 すん.：： 少しもな いこと も 〇 ません わ。 

あ 化 まも •もろ 程度 もる としてもい、 です よ。 を まか 血 
眼に むつて がして ゐ るの •か 分つた ‘レ •歸 つてが よ' >。 そ 
ん なおで. 家を 山る とします よ。 だ お、 货 女の 場合は、 
おまで 無 巧に 來 れ たからい、 やうな もの、、 若しを 中 
の 巧 巧の 中位で、 親切 さうな 巧 か. ぃで も 話しかけられる 
でせ う。 あを 山て、 いしやく しやして ゐ るし. 寂しい し. 
つい 甘い 言葉 をん け れ ると、 その 巧に 捣ろ氣 が 起ろ で 
せう 0 

巧す も、 h、 そんむ 巧ない わ。 そんむ 巧つ いてる ろのと は 
違 ふわ。 

巧 か そんな じ お ふんなら •家を 飛， び 化さな け 〇 やい、 ぢ 
や も 〇 ません か。 

で 子 まも 〇お ほ、、、 0 
^:ぃモ ぉ ほ、、、 0 

巧 化と じかく、 結が した W 上 •容易に 別れる もの ぢやも 

〇 ません よ 〇夫说 とを ふ もの お、 人生の 中で 一巧 大 さい 

な 命です から わぇ。 しかも’ 巧楼 して 五六 年も經 てば、 

感巧的 じは み じついて ゐて も、 どこかむ の 底 じ 離れられ 

ない をが もる のです。 一寸した 感情の 衝突で 飛び 化して、 

- てれ か. い閒 避が 起って、 むの 底では 別れたくない 夫婦が、 

別む ろ 巧な おいく らも もります よ〇た とへ ば、 贵 女方の 


場を てす。 貴女は •電 革の 中で、 親 巧な 巧に 會は なんつ 
たからい、 やうな もの、、 貴女の 御 ま 人の 乃て す。 いつ 
も カフェへ なんかいら つし やい ません か。 

巧 子 そんなの へは、 ちつとも 參 b ません。 

お 化 ところ お、 貴女 じ 衆 化さむ たむし やくし やで、 さつ 
と カフ ユへ巧 かわる でせ う〇 それとも‘ 巧 合へ でも 行ん 
れ るか しら。 

巧モ まも 穏ら はしい。 妾の ま 人に 限つて 待合なん かへ 
は， 足路み もした 事 ございません わ。 

巧 作 だ や カフ ユへ 行かれる とする てせ う。 貴女の 御 ま 人 
は失禮 です が、 まだ お 若い のでせ う。 

芳ホ ーー 十八で ございます。 

英化お 若いです わ。 巧會へ 旧て いらつ しやる とすれ だ、 
ハィカラな 好 お 子で せう 0 

芳子 ちら、 冗談 おつし やつ もやい や だ わ。 でも..：。 も 
ら 、恥し い！ 

巧 作で も、 い、 與で せう。 

巧 子 化しい わ〇 そんな ことおつ しやつ ち やい や だ わ。 

巧 作 それ、 御覚 なさい—. カフェへ なんか 巧く と 女給の 
方で、 わい/ \歷 ぐで せう。 貴女の 御 ま 人 だつて、 家へ 
歸 つたつ てつ まらない から •巧が 腰を 落着ける。 女給の 
中では， 一巧 巧の 高い 感じの い、、 眼の 下に 小さい ほく 
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ろ おもる ので、 却つて 色 おくつ さり 白く 見ぇろ 娘が、 貴 
女の 御 ま 人の 傍へ 來て 坐る でせ う。 

打ぃモ まも、 貴 巧、 女給の が寫 、いや じ 精し いの わ。 

英 化な あに、 空想して 話して ゐ ろんだ ょ。 

わぃ子 何う です かわ。 そんな 女給 か何處 かに ゐ るんで せ 
ろ 0 

英作 (S いモ じ) まも、 お前は 默 つて わいで。 とじ かく、 
その 女給と 二 il 吕 1 1 1 言 話を すると、 この 女給は、 案外 話が 
分を 貴 かの 御 ま 人は、 文を おぉが さです ii。 

ず 子 ぇ、、 大好 さなので す。  - 
英作文 學の 話を してみ ると、 案外 話が 化來 る。 女給 じ 化合 
はず. 敎 養が もる。 感じ お 明るくて、 ハキ ハキして ゐ る。 
新が 代の 女と まふ 氣 かする。 もく る 日 じ なつても 貴 巧 か 
歸 つて 來 ないから、 同じ カフェへ 行く。 だん {この 女 
給が 巧 さじなる。 初めは、 貴女の 巧芳を 操す つも ゎで ゐ 
たのが、 この ホ 紛じ氣 を 巧ら わて ゐ るので > 探 す氣が 

な < なる。 贵 女は 貴女で、 巧の 家に でも ゐ で、 御 ま 人 お 

迎 ひじ 巧た じ；、 歸 つて やらう と 思つて ゐた のか、 こんな 譯 

で迎 ひグ來 ない もの だか も、 え、 そんた 亭 ホなら とを ふ 

氣じ なつて、 いよ {別れる 氣 じなる。 御 ホ 人の 方 も、 

この ホ 給と 結妍 すろ 氣か 何ん じな つて、 貴女の ことを 思 

ひ 切る。 そわ 御睹 なさい—- 最 おじ、 別れる 氣て 飛び出し 


たのではなくて， おしま ひじは 別わなければ ならな くな 
るで せう 0 

S い 子 (随 動した る 如く〕 さう わ。 

英作 (打い 子に〕 お前 じん みつたかい。 

のい子 (だ 撥のに) みらない わよ。 

巧 化 何う です。 巧 子さん、 何う して ごも、 お歸〇 になわ 
ない のです かり 

ず 子 (ふさ ざ 込んで ゐ る) でも、 妾 決して 歸 つて 來 ない 
とを つて 來 たのです もの。 

巧 作で も それは •哈啼 の 急 地 張 〇 でせ う。 意 拙は か 5 方 
から 捨てむ け 〇 や。 

夕子 でも、 妾 おなで 新しい 生活を 。 

巧 作 貴女の 結婚 生活 か不滿 で、 新しい 生活を 望んで いら 
つし やる のでしたら、 大閒 違です よ〇誰 だつて 現 巧の 生 
活 が不滿 で、 もつと どこか じい、 生活 おんる やうな 氣か 
す ろんで すよ。 田舍じ 居れば、 東 巧の 生活は、 何だかい 
いやうな 氣 かする のです よ。！； J か、 それは 夜目 遠目の 茲 
目です よ。 僕は， 一昨日 巧 所の 戶山ケ 巧へ 行 さました 〇そ 
して、 腰を 下さう とおつ て、 を ートの 芝生を なます と、 を 
生か 薄くて 巧い のです。 一二 一一 閒向 うを 見る と其處 のを 生 
お、 いかじ もよ く 茂つて キ レィな のです。 で、 其處 まで ホ 
いて 行つ て 腰をおろさう とすると、 其 處も眞 上ん..： なる 


利 I 巧の 時 


2 な 


と、 前と 同じ やう じ 巧くて 巧い のです。 所 お •其處 から 
前 じゐた 所を 見る と、 今度は 前に ゐた處 の 方 お、 よく 茂 
つて ゐ て、 キ レィ じ 見える のです 〇 人生 もさう です 〇遠 
巧から 巧る と、 美し <キ レイ じ 見える のです。 だか、 そ 
の 牛； 巧の 中 じ 立つ と 薄くて 巧い のです。 薄くて 巧く つて 
も、 其 處へ滿 足して、 腰を ドす のか 人生です。 

(芳す •のい子、 默 つて ゐ る。〕 

巧 か どうです。 わ歸〇 じな ろ氣 はも^ません^ わ。 

芳ホ でも、 まほん たうに みむして 參つ たのです もの。 
がか さう です かわ。 僕のを つて ゐる ことに •間違は ない 
つも ゎです がわ。 

ず 子 それは •よ < 分つて ゐ ます。 

あ 化 さう です か〇ぢ や， まもよ くわ 考 へなさい。 

巧 子 もの •職業が 見つかる まで、 四 五日 お 邪踐じ なつて 
もよ ろしいて せう か。 

巧 か (わ まり 元 おな く) それは、 どうぞ。 

にい 子 御 ゆつ く 〇。 

芳子 むい 子さん。 この 巧 所 じ、 郡が 巧ん りません か。 

S い 子 え、、 も 〇 ますよ、 でも、 妾 化 じ 巧つて もげ ませ 

うか 0 

巧 子 V ろ結械 なの。 円 分で 巧 ミ子 わ。 

^2ぃ子 ものゎ、 家を山て左へずっと巧って、突さ當って、 


少し 右へ 巧つて、 直ぐ 左へ 折れて IIT ばか 〇 行く ともり 
ます わ 0 

ぞ子 左へ 行つて、 右へ 巧つて、 左へ でナ わ。 

にい 子 さう 0 

ぞ子だ や、 妾 一寸 行つ で來 ます わ。 

のい子 だ や、 妾 その 間 じ 御飯の ま 度に か、 ります わ。 

芳子 すみません お、 これ 一寸 何 處んへ おしま ひ 下さい ま 
せな。 

(風呂敷 包みみ 打い 子 受取つて、 巧 入の 中へ 入れろ。〕 

ち 子 ぢ や、 巧つて 來ま すわ。 

のい子 行つ ていら つし やい。 

(巧 モ 巧て ゆく。 S い 子と 巧 作と なお 合け ぜる 〇) 

打ぃ 子 酌つた わ わぇ。  . 

お 化う む、 おつた。 もんな 人 じ 居られち や、 何も 書け や 
しない 0 

にい 子 それょ b も* 寢 る满國 がない わ。 

を 作 こんな 狹い 家に、 他人 お居られち や、 氣じ なつて 何 
も化來 やしない。 

りい 子 ほんた うに、 歸ら ない つも 〇 なのか しら 0 

巧 作 ど うだかわ 。先刻 亭 まの のろけを をつて ゐたぢ やな 
いか。 俺が、 巧 興 子 だら うとを つて やつた .Jr 嬉しがつて 
& たぢ やない か。 
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にい 子 もれ ぢ や、 ホ 級が も るんで せう わ。 

巧 作 あろ だら うど ころ か •大有り だよ。 別れる 氣 なんか 
もつともな いんだよ。 つま b、 痴話 哈 嘴の 延長 だよ。 
のい子 延長 もい^ けれど、 こんな 所へ 來\ 、宿ら わ もや 迷 
惑です わ。 

巧 化 迷惑 だと も。 化の 家なん か、 お客様 どころ か、 家族 
の 者を 容れる 設備 だつてな いんだ からな。 

S い 子 どうし ませう 0 

巧 化 だか、 明日は 歸る だら う。 巧 まじ 知らせてから •つ 
まぃ 肖み の 有難 巧を 亭 まじ 知らせてから、 ゆつ く b 歸る 
つも 〇 だら う 0 

打い 子 だつて、 ゆつ く b なんか 歸 じ， れ もや、 化 方 お 的る 
ゎ 0 

英作 今晚槪 巧し W でも 書かう と 思つて ゐ たが， これ ぢ や、 
跋目ピ 0 

にい 子 貴 巧. もつと 云は ない。 ホ 刻の 貴 おの 話、 綺 道が 

よく 立つて ゐる わ。 貴 巧。 もんな 話させろ と 上手む。 

ち 作 おだてろ たい。 お前 じ も 半分 間 かせる の だ。 

のい子 妾 さう 思つて •閒 いて ゐ たの。 

巧 作 お前。 やつ ぱ 〇’ 姉さんの 處へ 巧く か。 

のい子 それよりか、 巧 子さん の問趙 •が、 大問趙 だむ。 

巧 作 兄を 牆じ せめげ ども •外 侮を 禦‘く か もは、 


打い 子 貴君。 何う かして 下さいよ。 

英か だつて* 追 ひ 出 十 譯じも 行かない だら う。 

口い 子 わえ、 かう しない。 化 刻の 黃 君の 話で、 芳 モさん- 
隨分 里む. がつ いて ゐ るで せう。 

英作 ついて 居る とも。 俺は 家へ 霄 報を 打 もじ 巧つ たの だ 
らうと、 晩ん てゐ るんだ よ 0 

打い 子 さう だ わ。 さつと さう だ わ 0 妾 もさう 思つ たのよ 0 
わえ、 貴 お。 ま. もつと 芳モ さんじ 里む をが けようと 思 

ふた  ‘ 

英作 何う す るんだ い。 

打い 子 もの わ。 

を 化 むんだ い。 

むい 子 一寸 恥し いこと。 

英作 何う す ろんだい 0 

S い 子 致 巧と 妾 L」 おわ. 芳 子さん の 前で、 うんと 仲よ く 
する の 0 

ち 化 そんな 事化來 ない よ。 だつて •お前。 先刻 化と 巧 唾 
した ぢ やない か。 

打い 子 だから、 表 部 丈で い、 のよ。 なるべく 仲よ くして > 
巧モ さんを 當て 、もげろ のよ。 さう すれば、 芳 でさん， 
さつと 巧ら なくむ つて 歸る わ。 


种巧 のげ 
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巧が 巧 案 だ わ。 やつて 化る かわ々 

りい モ ぇ、、 や-^ ませうょ 。妾、 御 巧を こさへ るから わ 0 
ちで さんが 歸 つて 來た C,’ 柬な 中で 一巧 仲の い、 夫婦の 
やう じむ 動ずる のょ。 . 

巧 化 少し 而倒 くさい‘ か •やらう 0 
打い モ やつて くれろ、 挺しい わ。 

のい子、 巧 所へ 巧 <0 巧 化 化の 巧で ミた おそべ ろ 所に 
て、 姪が 巧く らくす る〇そ して、 巧 刖が阳 時間に 
•か リ妈 つたこと じず る。 

角な 巧び 叨 ろくなろ と、 四が 半の ホに 蒲 岡が 數 かれて 
& る、 それに 巧 子が おて ゐる 。六 巧との 岡の 障子け 閉み 
られ 、お化け、 化 じかつて ゐ る。 n い 子 横で 荒灼 ,5 .ほ 
どいて ゐろ〇 巧 作と 3 い 子と、 がん-ななして 巧 笑す る 0 
おが むい 子。 (ホが に 倍し く〕 

のい子 はい。 (ホ 化に 化 元た やうに〕 

巧が わ 前。 この 原稿を 鴻巧 してく わない か。 

わい 子 ぇ、、 すろ わ。 を. 少しで も 酌 巧の わ ホ 事の 手傳 

ひ お 化 巧る の お、 一巧が しいの。 

打い 子、 巧な 巧 も 巧な り、 それが 〇 巧で もる のみ、 を 

く かを おさう とずる 0 

ず 化 お前。 その ペン だ や 巧み 惡 いこと ない。 これを お 化 
ひ 0 


巧 作 •釉 節の 中から •锥ん 出して 口い 子に 渡； うとず 
る〇 にい 子. ぷ つと 笑 U うと 寸る のん」 巧へ て、 
のい子ち ぃおた う。 ぢや 》 この 萬 年 筆 借 〇 る わ。 妾 お、 
がつ もや 癖が つかない こと。 

ち 作 大丈夫 だょ。 

巧 子け 寢られ ない とぶ えて， 農が ヘリ 也 打つ。 

りい 子 わろ 貴 お。 

巧が 何 だい。 

S い子 今度 暇 じな つたら、 玉 川へ 連れて 巧つて くれない。 
お 作 も、、 巧を つ。 

G いモ (芝 巧 もし スゐ ろの も 忘む'!^) ほんた う？ 
英化何 おさ。 

のい子 ゥソだ やない？ 

英作 ほんた うだと も。 

打い 子. 眼で 巧 瞬に ほんむう かどう かも 確め 王う とず 
ろ 0 

巧 作 馬鹿—. 

二人 笑ん。 巧 子 おられな いと 巧え v^、 义寢が ヘリ も 打 

づ〇 

幻い子 わえ’ 巧を。 

一 巧 化 何 だい。 

i 口い 子 妾、 銘仙 グ ーつ ほしいの。 
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吊 中 巧の が 


巧 作 銘仙 位 いつだつて、 買つて やる よ 0 
打い 子 この頃、 銘仙が 隨み變 つて ゐるわ わぇ。 銘仙で お 
乃 口の やうむ 飛白 や、 錦 紗と间 じ 小紋なん かもる のよ 0 
英作ぢ や •々度 松巧屋 へで も 行つ 貫は う。 だか、 買 ふな 
らいつ そ、 お 召の 方 おい、 ぢ やない か。 

わい 子 (サブ だとち ふこ ともをれ て、 本赏に うれしがる〕 
そらさうよ。 そら お 召の 乃 か、 いくらい 、かみらない わ 0 
わ 召 買つて <れ る？ 

英 が よし •よし 0 

打い 子 本當？ うれしい わ。 

英作  「わ ミリ 本なら しい こと, 5 - 話して け、 アトで 困る と 
思つ わらし く〕 わ 前。 いつか 弱を の帶留 おほしい とを つ 
てゐた わ。 

打い 子 いや、 そんな 事 云つて ゐ やしない わ 0 
ち 作 (を 笑して〕 さ、 つだつた かな 0 何 だ おまつて ゐ たや 
うな 氣 かする •がわ。 

打い 子 さう、 ぢや 買つて くれる？ 

英作 々を 陽 文 社から 本 か 出る から、 その 巧稅で 買つて や 

らう かと 思つ たの だ。 

打い 子 うれしい わ。 買って 頂戴た。 

(芳 子、 ホ别 から 螺轉し C ゐ たが、 巧ら なくなつ たや 

うじ、 うつむけ じな 名、 がり、 顏 誦阐 から 巧す 〇) 


にい モ 妾、 これ-了 子供が もれば •もう 足 〇 むいと ころは 
な いんだ けれども わえ。 

巧 作 何 かさ。 

打い 子 だつて、 貴 巧が 愛して て さるで ぞ 「。寞 化. を ミ 
リじ雜 骨な ので、 笑 ひがさん として やつと 端." る 妾、 巧 
常 さう 思つ てゐ るの 〇貴巧 おを して 下さる し、 これ-一‘ 子 
供で ももれば、 東 あかで 一巧 幸福な 妻 だと お ふ 化 だ^'。 
(英 化、 少しく スれ て、 な蜡 がが ス ない。 すそ 鴻らな 
くなつて、 咳^^らぴ告ずる〇〕 

巧 子 え へん^^ 

にい 子 (ホ じち ムと t なく、 巧モ にち ム ともな <〕 惡 か 
つたわ わえ 〇 まだ 起を ていら つし つたの 0 
巧 子え、。 もう 何時で せう かしら 0 
(芳子 上半み みおず。) 

打い 子 まだ、 九 時 四十 分です わ。 

ち 子 新 宿から、 品 川までは 何時 問 か、 るで せう。 

(のい子 夾の 腰のと こる もつ、 をながら， 巧ぴ こら 
へて') 

打い 子 四十 分 も か、 ら ないで 甘う。 

芳子 おから 新柄までは •傅 •かも b ませう わ。 

をい 子 え、、 もぃ ますと も。 

巧 子 妾、 やつ ば 〇歸る ことじし ます わ 0 


神 巧の が 
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巧化と：^いす、 一化懸かにおひ知こらへろ〇 
巧 化さう です か •そわは 結稱 でず な。 倭は 大賛 成です。 
打い 子 わ ほ、、、 結觸 です わ。 

巧す ク 、.歸 〇 ます わ。 だつて、 ち だつて •妾を 隨分瘦 
して & て くれ るんで す もの 0 

(巧 作と にい 子 •またを ひの 術 働 知-こら へる 0 い 
巧 化 そ 〇 や、 巧 も 信じて ゐ ますよ。 かう して ゐれば •御 
ホ 人か迎 ひじ 巧ら れる のじを まつ てんま"- けれども 《 早 
くわ 歸〇じ なつた 巧 か’ どれ 丈い、 か 分，^ ません よ。 
^:いす (瞄ての位子知わけて) がや妾-がを呼んで來ま 

ずた 

巧す え、、 ど.， ぞ〇 

(ii い 子、 P か‘、 けく 〇巧宁 、ないで 满构苗 さかへ る。) 
英化 どうか、 御 ホ 人 じよろ しく お 傅へ ド さい。 夫と ち ふ 
ものは、 妻 •か あろ お 度け 上 善な でもる 場合、 愛して ゐな 
いわけは もりません よ。 同じ 家 じ 毎日 一緖じ 居る のです 
もの •人 閒问 をと して だつ て、 何う じ もな じ， ない 親しみ 

お出 がても る ものです よ。 一時、 わが じ 感情を 荒 ませた 

つて， む おのを はお 瓦 じ 消える ものです か。 どうぞ、 も 
う：； おとこん な ことのな いやう じ わ鞋し 下さい。 

タホ ドう もも 〇 かたう 〇半 日で も かう してる まずと •ま 

人の い、 所が か 〇 ます わ。 


を 乍 さう でせ うと も〇さ うでせ うと も 0 
(S い子歸 つて ホろ 0〕 

英作俾 もつた？ 

打い 子 】 緖じ來 ました わ。 

巧 作む や •早く お乘〇 なさい 〇 1 晩で も 家を あける と 音 
ふことは， いけない 事です わ 0 
ち子ぢ や’ 妾 直ぐた 禮 します わ。 

のい子 ぢ や， どうぞ 0 
お 作々 度は •御ち 人と 糊一緖 じ。 

巧 子 ぜひ、 今度の お 禮じ村 ひます わ。 ま 人 も ぜひ 一度 上 
ると 中して ゐ ましたの。 

(巧 子 玄關へ 巧 ふうと して 0) 

巧 子 化 刻、 おも づけした 風呂敷 包み。 

にい 子 さう {。忘れて & ました わ。 

(のい子 取り おして 渡ず。 巧 子 去る。 引 さ 巧す 化のを 0 
「左 漆なら」 「御 機撼 i う」 のお按 。のい子と 巧 かとぶ 
閲 から 蹄つて 來 る。 にい 子腹告 か、 へて 笑 ふ。 い 
巧 作 何が が 笑し いんだ。 

n い子 だつて‘ あんま 〇 うまく 巧つ たの だもの。 

ち 作 馬鹿！ 巧 子さん •か來 なかつたら、 お前 お出て 巧つ 
てゐ ると ころ ぢ やない か 0 
にい 子 そ. b、 さう だ わ 0 
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豪 中 巧 のげ 


おか 仲裁は 時の. 氏神つ て、 芳モ さんは 氏神 さま だよ。 

ぬい子 だつて， 此为 だつて 仲裁を しても げたの ぢ やない 
の。 巧 子さん からを へば、 化 巧 •が 氏神 さま だ わ。 

ちか そら、 さう だ わ。 だが、 ぶろ。 芳 子さん だつて、 夫 
の 家を 化る と’ 化 化の 家へ 來 たつて 直 r 邪魔 じされる ぢ 
やない か。 

のい子 さう だ わね 0 

英作 だが、 芳モ とを ふ 人 もい 入 だよ。 此 巧の 巧言に 乘 
つて、 直ぐ 歸 るなん て。 女は、 素直で なけり やい けない 
わぇ。 

にい 子 御 ま 人と を ふ 巧 も、 をつ と巧楚 がつて ゐ るんで す 
よ。 喧 唾して 化た くせ じ、 御 ま 人の のろけを をつて ゐる 
ぢ やない の。 

黃作 とじ かく‘ 巧 黄し かつた わ。 

に いモ巧 黄し かつた わ わ义。 

(突然、 が ラリと ち ふを がして、 二人び つくりす る 0〕 

XX 俾屋 です 。もの、 風呂敷 包み •が變 つて ゐる さう です 0 

(5?い子、 駭いて玄願へ 巧く。) 

にい 子大變 だ。 妾 おこさへ たのと 間違つ たのよ。 

(慌ス 、巧 入 も わけて、 風呂敷む み も蚁へ 化屋に 渡す 0 

巧 化 巧つて ゐ る。 のい子 巧 化の 傍に おる 〇〕 

打い 子 まも、 路 いた。 横 潰まで 持って行 かわも やとんだ 


恥を かくと ころだつた。 

おが そわ 御 魔！ 家を 飛び 化すなん て 騒いで みるから. 
そんな 閒進お 起 るんだ。 風呂敷 包みの 閒遥 ひだから い、 
やうな もの i . もつ と大 をい お b おしの つかない 閒途だ 
つたら、 何う す るんだ い 0 
にい 子 さう ね、 これから しない わ 0 
巧 作 どんなに 哈 曝した つて、 くつ付いて ゐ なを や ゥソだ 
よ 0 

打い 子で も， 貴 おか， ちつとも 愛して くれないん だもの。 
お 作 愛して やる よ。 

わい 子 さう、 これから 先刻の やう じ* 仲よ くして くむる 0 

お 作 まあ •もる 程度まで はわえ 0 

ぬいす 贵对 .先刻 お 召 質つて くむる とおつた の 本 お？ 

巧 作 馬鹿、 もれは 芝居 ぢや ないか。 

りぃ 子 いやよ。 妾 そんなつ も b ぢ やない のよ。 

巧が ぢや 、銘仙を 買つて や ご> う。 

ねい 子 だつて お 召の 芳 •が •やつ ば 〇 い、/- をつた だ やな 

い？ 

巧 化 だつて、 お前は 郎仙 じだつて •わなと 同じ やうむ 巧 
が もる とちつ ただ やない か。 

のい子 いやな 人。 つま. -T むい ことを 提 えて ゐ るの わえ。 
ぢ や、 銘仙で もい、-;;。  ‘ 


神に の 巧 
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巧が 何だか、 氣 がせい-^ した。 原稿が 當 けさぅ だ。 
打い 子 かいて •柄數 な。 

巧 化ぅ。 0 

f. 巧 か 六 巧の ホへ 巧 さ， 化の 前で 坐る。 のい子 自サの 
こさへ た喊 巧贩 'むみ,^ とを かける 所に て お 0〕 
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(フラン ナュス コ •ぇた 都，^ 叫かして ゐる〇 突 お； 白 姓 ~ 
を 心した ク 3 バンこが、 鸦び 込んで ホろ〕 

ク 3 バンニ  ー寸、 物た 訊 さます ピ 。フランチ ュスコ さま 

の 御堂は •化 おです かい。 

フ クンチュ スコ  さう です。 

ク 3 パンニ フランチ ュ スコ さまは •何處 じ 御座^. つし や 
る だ 0 

フランチ ュス n な •か'  フランチ ュスコ です 0 
クョ バンニ  こ.-:' はも、 わ 前 さま. が’ フランチ ュスコ さま 
で すん。 こ.：： はも、 おおそわ 中し ました 〇 どうぞ、 その 
帯を 巧して. 下さい 0 

フランチェスコ (ルし おく〕  い、 え、 な-が 今 捕いて ゐる 
ところて す 0 

ク 3 バンニ どうぞ. 俺 じ 巧して 下さ 〇 ませ。 

フランチ ュス n 巧せ ません 〇 なは 働 さたい のです。 倒く 
のか 私の 勤めて ず。 

ミ. ハ ご 一い、 や、 俺 じ 巧して 下さた 化 こそ 働 さたい 

だ 0 

フっン チ ュスコ  -I 防 か 巧 じ、 何 おん.：：' わ 化で じな つたの 

です。 

クョ バン ーー そんむ 事ょり、 化づ 、その 锋を贷 して ド さ 

10 

44 


(クョ バン  ー r 無理に フランチ ュス コ から、 静み 引つ 
たくり、 を 堂の 前み 掉さ 廻ず〕 

フランチェスコ (わ をれ てな てゐ たが) 一路 致 君は •何 
處 ^3! らお 化で じなぃ ました。 

クョ バンこ 俺は. スポレトの 近くの 村の 巧 姓で がす。 お 
前 さまの ことを を お 賞め るので、 俺 もむ 前 さまの やうに 
な b たくて、 やつて 來 たでが す。々： n は、 キャベッを 挺 
ん で、 アッシジの 巧へ 來た ところ、 わ 前 さまの 御堂が. 
近く だと 聞いて、 苹も牛 も お つぽ 〇 化して 飛んで 來た 
だ 0 

フランチ H ス n それは く。 それで、 おの 處へ來 て、 何 
、つし ょうとを f 《のて す 0 

クョ バンニ おを 子 じな 〇 たいだ。 

フランチ H ス コ 貴君な どは、 赖の 處へ來 ぐ>  れな  < て も‘ 
お達の兄^^てす。 をしくて勤勉で善をで、 そして働いて 
ゐる 貴君は。 

クョ パンニ い、 や、 俺は 貴 おの やう じ 悼い 喪 人 さまにな 
b たいだ。 

フランチェスコ それは 的 〇 ました。 なは、 悼い 人閒 では 
も 〇 ません。 私 はたご キリスト のせ.^ わ.；， 事の 眞 化を、 
及ばず なが. レして ゐ るので す。 

クョ バン ーー 化ん 及ばず なから、 こわ か‘ -T 货 君の 局 似み す 
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似眞 


る だ 0 

フランチ H ス コ 私は、 貴君に 眞 似を せられる ほど、 完を 
な人閒 ではない のです。 

クョ バンこ い、 や‘  •俺の 村の 衆は、 皆赏 君を ほめて ゐる 
だ〇 キリスト 綾の 巧來の やう じを うて ゐる だ。 フランチ 
ュスコ 樣の眞 似さへ して 居れば、 天國 へで も 行かれる や 
うじ まうて ゐるだ 0 

フランチェスコ (常 惑して〕 そんな ことを ま はれる と、 
がしくて 义へ でもは 入りた くなります 〇 でも 、わざ 
さう 決む して、 おの 處へ來 て 下す つた 貴 おを、 追 ひ 遊す 
ことは 巧來 ません。 よろしい！ それでは なの 眞似 をし 
て 下さい。 な も. 贵 おじ どんな 巧 ひを 眞 似られても、 恥 
しくない やう じむを つけ ませう 〇 そして がよ 〇 ももつ 
とむ を こめて、 キリストの 眞 似を する ことじし ませう 0 
をして'  私の 貸 似を なさろ 貴君が、 間接 じ キリストの 眞 
似を して ゐる ことじ なるやう じ 致し ませう。 (ひざ まづ 

く) わ、 神 さま、 もは わなる 小さ さ 者ら じ、 おんみの 

いとしす なる キリストの なされし よを 巧 ひの 化て を 模 

做す る 勇氣と 力と を與 へた まへ 〇ア メン〇 

クョ バンニ (フランチ ェスコの ホ杳 クロ-^^ 見ながら ひざ 

ミづ さ、 ちム通 リも眞 化る；} お、 神 さま。 も はれなる 小 

ささおら じ-御み のい とし子なる キリストの なされし よ 


^ さ 行 ひの 凡てを、 横 做す る 勇氣と 力と を與 へた まへ 〇ア 

メン 〇 

フランチ ェス P (ジョバンニの 巧 化に お づ さ〕 もは、、 
to 

クョ バンニ もは、、、、 0 

フランチ H ス n これからは、 お 互 じ 兄 おです 。どうぞよ 
ろしく 。さも、 もちら へ 巧 さませう。 

クョ パンニ これからは、 お 互 じ 兄 ホです 〇 どうぞよ ろし 
く〇さ も、 もちら へ 行 さませう 0 

(フランチ ユスコ 、殺ち,^ をみ なが -t, 退 操。 クョ バン 
-一 •そのを 勢 巧 化ながら 退場 プ〕 

第二 場 

(フランチよ スコの 住んで ゐろぞ 巧の ル抬、 心、 防 
LO が 隅-し 醜い 摘 人が、 ホの 上に 接て みる。 フランチ 
ユスコ び ざま づ いて 無言に わ 祈り,^ し'; る。 ク 3 バ 
ンこ I、 傍に 辟て その 眞似 して ゐ ろ) 

フランチ ユスコ (立ち上つて 咳 もす る) えつ へん！ 

クョ バン ーー (同じく 立ち上つ てち 化ろ〕 えつ へん一. 

(フランチ H スコ〇 腕 おみしながら、 室内 在步 く。 ジ 
ョ パンニ その後から、 同じ やうな をで ついて がく〕 
フランチェスコ さて、々 日は — か、 つつと 0 


化ぉ 


2 む 


クョ バンニ さて、々 口は — ん うつと。 

フランチ ュスコ (ル さを お S 所へ 巧つて* 外み なる) い 
いわ 乂氣 だな。 

クョ バンこ (同じ やうに ずろ〕 い、 た天氣 だむ。 
フランチェスコ も、、 さう''^。 故は ベルナルド じ川專 
ぉもつた。 

ジョ パソニ なは ベルナルド じ 用事 •かもつた。 

フラ ソチ ュス n なは】 寸 巧つて 巧よう かな。 

ク日 パソこ なは 一寸 巧つて 來 ようかな 0 
フランチ ュスづ わ や/、。 巧 巧は ベルナルドを 御存じで 
すかり 

ク ョバソ 11 (わ どろいて〕 いや-^ 、知り ませ わえ だ 0 
フランチ H ス n 知. JT なければ 川 巧の もる 當 は、 な いでは 
もりません か。 

ク 3 バソ ーー なろ ほど。 でも > 巧 おが 御用 か あるの じ、 俺 
おない と惡 いと 巧 ひました だ 0 
フランチ H ス n (微笑し〕 なるほど 〇 でも 、をん なじ、 

一々 なのな 化を しなく つても よろしい。 たでな の 行 ひを 

のはが を すれば よろしい 〇 なの 咳 だと か 言葉 だと か ホ さ 

つを だと か、 そんな ことを 一々 眞 似ろ ことは 入 b ません 0 

なのよ い 巧 ひをみな 化して： 卜 さい 0 おの お勤めと か、 なの 

がな とか、 なの 兄 ホに 對 すろ 態度と か、 お 人に 對 する 介 


抱と か、 そんな もの ホを 厦 似して 下さい。 分 ゎました 
か 0 

クョ バンニ み〇 ました だ〇ょ くみ 〇 ました だ。 

(フランチ ユ スコ、 臺 がに 巧 さ、 か 乳 も 盛りた るコプ 
ブ在 梓ろ がり、 摘 人の か 一充 にて 無言に 航リ わろ を •牛 
乳の コップ もが；' ろ 

フランチ ユスゴ 牛乳を 一巧 お 上 〇 なさい。 か 何です •か。 
気分は、 少しで もょ くな b ました か。 

巧 人 はい 〇おュ V けさまで、 だん^-^ なくなる やうです。 
いたご さます 〇 ( 牛乳 飮み 千す) 

フランチ ユスコ 何處か 痛む ところ おもつ たら、 遠 陵な く 
抑し やつて 下さい。 

巧 人 い、 ち 結構で て 何處も 痛む ところ はんぃ ませ 
ん〇 

フランチ ュスコ さう です か 。をれ では、 なは フラテ •ベ 
ルナ ルドの 所まで 行つて 來 ます。 ジョバンニさん。 なを 
は、 なの お 巧の 間、 ょくこの お 人じ氣 をつ けて 上げて 下 
さい 0 

クョ パンニ はい' ^0 かしこまりました だ 9 

フランチ ユスコ 巧ぐ 歸 つて 來 ます。 

病人 どうぞ、 お 早く 0 

「フランチェスコ 巧て 巧く 〇クヨ バンニ、 しにら く--^ 
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•ち {して ゐ たが、 やが 寮 所に 巧 さ •牛乳 私 盛りた 
る n ップも 梓 r， 來リ .摘 人の 枕亢 じて 無言に 祈り わろ 
な、 牛乳の コップ も おへる 0〕 

クョ バンこ 牛な を 一杯 お上りなさい。 

桐、 うん、 飲んで や .-T う 0 (ひつたくる やう じして ザプ 
がプ飮 む) 

クョ バンこ か 何です 〇氣 みは 少しで もょ くな 〇 ましたん 0 
が 人- ベ もぼう め。 こんな 業 柄を 病んで ゐ て、 氣 分の ょく 
なること なんかち る もんか _,0 
クョ バンニ 何處か 痛む ミミは も 〇 ません か。 淺應 なく 
仰し やつて. 下さい。 

疯人滿 いところ どころ か. み驗中 痛くない 處 たんか. 一 
倘所 だつても 〇 やしない 。黄 一に. この 足を さすつ てく 

，し 〇 • 
i 

クョ バンニ この 足は、 た ごれ てゐる だ。 こんな 巧い お. 
さすれ やし わえ 0 

摘 人 (半み も おブ) 何 だ、 さす 〇 ない—. この 卡 ，が 姑 

め〇 それで フランチ ユスコ の 巧 モか〇 さすむ つたら， さ 

すれ。 

クョ バンニ 碰 だ/ \ 。こんな 巧い 足1 

柄 人 さすらな いな。 化れ め—. 

(摘 人、 化で ク— バンこ もな ろ) 


ク 『バンニ わの れ徽 つたな C 
が人勵 つたが、 何う したい。 

クョ バン ーー (掏 人に 飛び か、 る) この 野郎。 が 人ら しく 
大人しく しろ 0 

搁人 この 野郎。 看病人ら しく 大人しく しろ。 

クョ バンこ なじく を •この 野郎。 

が 人な じ、 化む め—. 

(二人が 閒し スゐる おじ、 フランチ ュ スコ邮 つてが 
る 0 r 一人 化しげ に、 が 岡 在 止みろ〕 

フランチ ュスコ ジョバンニ。 致 巧は；；？ じを して ム たので 

す 0 

クョ バンニ ゎ師お 魂。 化は わ 帥 おさまの した 逆り、 この 
巧 じした だ。 すると. この 舆 か、 わ 帥 防 さま じした 通 〇 
じ'  俺 じし わぇ で 巧. -T しい 足を さす わを ふだ 0 
フランチ ュスゴ さう です か〇 そむは、 ザ 述 さすつ て 上げ 
わ ばな b ませむ。 な淫は •お 人を どんな じを しても 愛し 
切れません 〇が 人のを ふことは 何でも 賠 いて 上げ わ ばな 
〇 ません。 (摘 人の 傍に お 净リ〕 どの 足です。 さ丫つ 
て もげ ませう。 どの 足です。 

摘 人 い、 ぇ、 結稱 です。 そわには 化び ません。 先刻 ホン 
の 一寸 痛んで & た 丈です。 

フランチェスコ さうです-^:〇 そわでは、 ジョバ ン ニ〇 ょ 
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く おた 付けて •介抱して 上げて 下さい。 なは ベルナルド 
と i 緒に、 ポンチ ゥン クラへ 臨終の 祈 腐に 行つて 來ま 
十 0 

(フランチよ スコ 化て 巧く 〇クョ バンこ、 や、 を 持 無 
げ 化に、 摘 人ょり なろ ベく 述い處 へ 巧つて ゐ ろ) 

が、 わい、：，：： 挑！ 早く 〔化を さすれ—. 

ジ 『バンニ お前さんは、々 檐 つたと 云うた では わえ か。 
柄、 何を をつて や だ ろんだ。 こんな 萊 がの 痛みが •さう 
やす/ \ と 癒つて 鸿ろ もの か 0 

ク 3 バンニ 〇 

が 人 がくさず わ〇 さす むいと. フランチ ユスコ お歸つ 
てがると を ひ 付けろ ぞ〇 

ク 『バンニ (い？^/、 傍へ； お まろ〕 どれ、 足を 化しな さ 
い〇 どの 化 だ... .〇 
桐ん 帕方 とも だ： ：〇 

0 ショバン ニ •いや^--^ なが'- >化1^ さブ o'/ ゐ ろ〕 

がん フランチ ユス コの胚 介になる の もい、 お、 貪 物， がま 
づ いのお ーホ阴 U だ。 乞を をして & た 巧の 方が、 もつと 

うまい 物 じんぃつ けた。 

クョ パンニ だ や、 何う して. W なをして ゐ ないだ？ 

か 人で も、 かう して わ ころ おつ てんる 方が、 結局 樂ピか 

.r な。 


クョ バンニ  むろ ほど 0 

み 人 みん む銘 々じ樂 な ことを するとし、 んわ〇 フランチ 
ュスコ け、 また フランチ ュスコ で、 俺達の 化 話を してい 
い氣持 じな つて ゐ るの だ。 

クョ バンニ なろ ほど 0 

病人 馬鹿！ 黃 機まで がなる ほどと を ふな おあるか；-。 
まわけ たな 姓 面を して ゐ るな も。 

クョ バンニ 何！ 

が 人 貴様で も. 門 かの 商の 惡 口を をはむ ると、 腹を ホて 
るむ。 もは、'、、、。 も、、 お腹 •かを くむ。 何 か 肉類が 
晦 ひたいな。 豚の 昕 みのと ころを、 わんぐ 〇 とな ひたい 
な。 ゎい 刊 姓。 手前 何處 かへ 行つて、 厥 巧を おつて 來 
い！ 

クョ パンニ だつて.. ..0 

摘 人 だつてと を ふねが もる かい。 フランチ ュ スコ樣 お、 
何と 仰し やつた の だ。 病人のを ふことは 何でも 聞か わ ば 
ならない とちつ ただ やない か。 

クョ バンニ なるほど 0 

巧 人 なるほど だ やない、 はいと をつて、 商ぐ 巧つ てが 
' 〇 

クョ バンこ でも、 何 おか- -T 巧つて 來 ょぅ。 

巧 人 其 お.-: 當〇 じ、 ゥ 年--- 嗚 いて & る だ やない か。 を 
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いつを 手 當リみ 第 じ、 目さず りが して •股のと ころを 削 
いで 來 い。 

クョ バンニ なるほど 0 

病人 早く 行つて 來 い。 

クョ バンニ よし、 行つて 來る〇 

(。ショバン ニ、 臺 所へ 巧を、 抱 了み 梓つ てかけ かて〕 
巧 人 あは、、、、。 馬鹿な 百娃 だな。 到頭 巧を やおつ 
ん L。 も、 まふな' がゐ ろので、 俺達が 樂 が巧來 るの だ。 

巧 一二 場 

(第二 場と 同じ 部 度 0 1 巧 問に かリ經 つて ゐる 〇贿人 
寢てゐ ろ。 クョパ ソこ际 の 足み 持つて、 邸け 込んで 來 
る〕 

クョバ ソー ー ほら、 おつて 來たぞ 。見ろ 〇 こんなう ミ さう 
なな ピ〇 

が 人う む、 偉い。 話せる。 お前は、 フランチ ュスコ よ 〇 

も、 俺には もりが たいや。 早く 行つて あぶつて なて く 

れ 。お前に も 半分 やら も。 

クョ バンニ よし 0 待つて ゐるだ 一 

(巧 桃途凹 人、 ド卞， \ と郎け 込んで がろ〕 

巧 姓！  おい！ 今 化處へ 腺の おを 持って > 逃げ込んで 來 

たなは ゐ ないか。 


摘 人 化は 知らないよ。 備 はもつ とも 知らないよ。 

巧 姓 二 なに、 化 おじ 寢てゐ て 知らない とま ふながん ろ も 
んか 。知らない とちや、 あおし だ 0 
巧 姓 一二 よし 〇 こんな 小さい 小： M、 謡は わえ。 

(巧奧 へ S' く〇 なぐ 塞 所から、 豚の 片化 おつて ゐろ 
クョ バンニみ 引きす りおし ス 來る〇 巧姓连 ，ジョバン 
こみ 打つ〕 

な 姓 一 太い 野郞 め。 

百姓 二 こん 畜生 1 
巧 姓 111 お捧 め。 大 おがめ I 

巧 姓 凹 何う して. 俺の 家の 腺の 化を なんだ だ。 え、、 こ 
ら 、何う して 盗んだ だ 0 

クョ パンニ だつて、 病人 •か 豚を 唆 ひたいと まふ だもの。 
百姓！  病人が 哈い たいとを うたら‘ 他人の 物を 盗んで 
も、 え、 とを ふの かい 0 

クョ バンニ フランチ ュスコ 探 お‘ お 人の まふ ことは 何で 
も聽 けと 仰し やつた だ。 

巧 姓 二 馬鹿—. お 人の 5 ふこと だつて、 盜ん でまでな け 
せろ とはを はないだ らう 0 
巧 姓 一二 この 大 泥棒め 一 

(巧 じ、 ル づを姻 けされろ ところへ、 フランチ ユスコ 
と ベルナルド とがつ て かろ〕 
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フランチ H スコ 何う したので す、 何う したので す。 ま 
も’ 巧つて 下さい 〇 1 聰何 うした のです 0 
巧 姓 お、、 フランチ ュスコ さんだ 〇貴巧 だつて、 實巧お 
もを この 巧 お •な 達の 豚の 足を 盗んだ の だ。 

ク 3 バソニ お 師阮樣 〇お人 お 豚の 足を 晦 ひたいと 云 ふ 
だ。 俺 や W ると 思つ たけれ ど* お師 おさま お 病人の 云 ふ 
ことは、 何でも 聴いて やわと 仰し やつた で、 偏は 一生 懸 
なじ 赋シ 化つ けて. 手 もたり み筑 じ、 足を 一本 切つて 來 
ただり 

巧 姓 一 そら、 もやん と，：：： がした で わぇ か。 

フラ ソチ H ス P それは まも、 大 鍵な ことを して くれ まし 
た ゎり 

巧 挑 一 大變 どころ だ やわぇ。 費 H 中 他人の 家の 豚を 盗む 
なんて、 わ 巧 人 さま じ 渡して 牢屋へ 打ち こんで 實 ひた 
ぃだ。 

フランチ H スづ 末を じ中譯 もりません。 どう ダ、 堪忍し 

て 下さい 。私は どんな 償 ひで もいた します。 どうぞ'  勘 

辨 して 下さい。 (ジョバンニに〕 お 帥は、 どうして そん 

む 巧 しい ことを したので す〇な 達の 兄 ホで'  モ ー ゼの 

筑】 がを 犯した のは、 お前 か 初めてで ず。 早く、 皆さん 

じ お 記び を おひなさい！ 

ク 『バンニ でも， わ 帥に さま 〇が 人の 云 ふことは 何で 


• 争 〇 

フランチ ユスづ まも、 それは それと し •早く おわびを 云 
ひなさい 一 

クョ パン ーー (不 ホ不 をに〕 どうも、 俺 か 態う がした。 

♦へ 心 ナ^ド な 達の 兄 ホを ゆろ して 下さい。 この 巧は •お 
ろかし さの ためじ* こんな ことを したの てす 0 

フランチ ュスコ (ひざを づ いて) どうぞ、 この 男を みる 
してやつて 下さい。 なが、 病人の まふ ことは、 何でも 聽 
けと を ひつけ ましたので •こんな 間違 ひが 化來 たので 
ず。 前 さまの ために •この 巧の おろか さと 單純 さとから 
犯した 罪を ゆるして やつて 下さい。 豚の 償は、 どんむ じ 
てん 巧し ます ろら 0 

ベ 心 ナかド ほんた うじ、 堪忍して 下さい 0 

巧 姓 一 膝を 償 ふとを ふなら ゆるして やらう 〇 こんど、 こ 
んな 事を したら 勘辨 しないから。 ぢ や、 間違な く おを 迫 
して 下さい 0 

フラ ソチ エス づ 畏 りました 0 

(巧 圳逮 おる 〇ク ョバ ソー ー I •ち--^ して ゐる 。フラン 
チ H ス P 、 ク ョバソ この 方へ 向く〕 

フブン チ ユスコ 何う して、 貴 巧は、 こんな 恐ろしい こと 
をした のです。 貴君は、 なのょ い 巧 ひと か、 お 勤と か、 
お 祈 〇 とか、 そんな こと だけを 眞 がする のでは お 如つた 
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のです か。 他人の ものを 盗む なんて、 恐ろしい ことで 
す。 た卜 ひ、 病人の 留ん じしても •貴 巧 おそんな 恐し い 
ことを しても い、 とを ふことは ち 〇 ません 〇 でも 、なは 
貴 巧を 情ん ません。 貴 巧は 淨 いおろ かし さの ためじ、 こ 
のこと をした のです。 なは 神 さまが、 もな たの 罪を おゆ 
ろし 下さる やうに 祈り ませう (ひ ダまづ いて 恭しく 高 
ら かじ、 お 熱のに 祈る) 神 さま •もな たの も はれなる 
小さ さ 篤の 一人が、 犯した ろ 罪を おゆるし 下さい 〇 もむ 
は、 龙當じ 何も 知ら むん つたので す。 彼は 淫ら かな おろ 
かさと 單純 さの ためじ、 それを ょい 事と して 犯した ので 
す。 貴 巧の 大 なろ 愛 じ 依つて •彼の 罪を ゆるし、 彼が 巧 
びかう した 恐ろしい 誤 もを 犯さない やう じ. み もび みた 
まへ 〇ア メン。 

クョ バンニ (中を か 同じ やうに’ ひざ まづ いて 髙ら かに 
祈る).：. もむ は、 本當じ 何も 知らなかつた のです。 彼は 
巧. かなわろ かさと 單純 さとの ために、 それを ょい こと 
として 犯した のです。 中な 巧の 大 なる 涅じ 依つて、 彼の 罪 

を ゆるし、 彼が 巧び かう しん^ 恐ろしい 誤 もを’ 犯さない 

やう じ、 み もび をた ミへ 〇ア メン〇 

フランチェスコ (わ どろいて 立ろ 上る) 一 超. 誰の ため 

じ 祈つ てゐ ろので す。 彼とは、 誰の ことです。 

クョ パンこ 俺は •貴 おの 祈 b の 辰 似を して ゐ るので す 0 


フぅン チ ュスコ (巧.，.がにとられてゐわが- やがて-じの一:一の 
と微 ちプ〕 わ、， なは、 教 おじ 神 さまの わげ るし を 祈 
る化耍 はな かつた。 致 巧は その 巧 .b かなわ ろん さじ 仏つ 
て、 神と 共 じ もる 〇 お、 フラテ •ジョバンニ！ 

0 ショバン ーーの 肩に おの 手,^ かける) 

クリ バンこ お、 贵 がは、 その 巧ら を おろか さじ 化つ 
て， 神 と共にん ろ〇 わ、 フラテ •フランチェスコ！ 
(フランチ H スコの 巧に 右の ホ 古 かける) 
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彌忠 、橘 丸 


もけ ひさは 付けられ ませず、 相手が 切ぃ 化せば 格別 •當 
芳ょ〇 •それでは 參ち贿 •或 巧瞄 とは 申し兼ね ました。 
正 雪 .... なろ ほど 0 
(正莖 腕を くむ〕 

搜ホ 拙者 知 音の 上 州 屋太郎 を衞じ も、 を談 のこと を 中し 
入れて 見ました お* 巧 雨と 豆ふ聲 がか ム ると もう、 抄 
々しい 返事は 致し ませなん だ 〇, 

正 空 我々 か 一期の 企を いたし、 一 化】 代の 本懐を 達する 
間際にな 〇 て、 金子の ためじ、 むを 苦しめ、 を々 乃 じ ま 
で、 かやうな 酣慮じ もつかる こと、 いかじ もム 外て こぞ 
る。 冗. 雪 かやう じ 手許 不如意になる じついて は、 わ 疑 ひ 
も ござらう お、 御存じの 通 b 拙者い さ、 か貯 へしを 子， 
數ザ來 數お〇 むさ 滨人衆 じ 合力いた し、 をのた めい ざ 鎌 
倉と 申す 今日 じなりて、 思は ね 不肖 由を 致す 巧 鈴， わ 察 
し 下されい 0 

扣藤 いや、 先生 ばかりの 罪では ござらむ 0 拙 まど もグ腑 

甲 襲ない ので ござる。 御み さま 一人を 當 じしす ぎた ので 

ござる。 だが、 を 井 半兵衞 殿は、 を々 の 御 人 じがず 巧證 

ょしと をつ て 居 〇 ました お。 

お雪 もは i ^ ^0 いや、 そのを ホ 氏な どか もれば こそ、 

今 まては‘ やう やく 切 b ねけ て參 つたと を ふ もの ぢや〇 

おが 氏と 知 音 致して より、 千 四 五； 白關 •いや、 二で 關近 


くも 融 逆を 巧け たで もらう か。 此 巧が-を 井 氏大阪 おの 
大將 として’ ホ發 せらる  >1 とさ^. 參巧贿 ほ ドん 殘 して 
行かむ た。 を 井 氏な くば、 みほ どの 手當 さへ、 整 ひ おた 
さ 次 鈴で ござつ た。 

を原備 前からは、 何とかむ 〇 ませ れんな。 

祀雪 いや とても、 熊澤じ 巧ぎ られ てからは、 な 前 ほどの 
信が は ござらむ 。この 際. 下手な 無むな ど 申さう むら、 
却つて 大事 遊顯 9 基で ござる。 

加 藤を のた めじ、 我々 のをて お、 十二み じ參ら むとは、 
何ん とも 铅 をで ござる ナ〇 

お雪 甲斐の 武凹 •越後の 上 杉、 尾 張の 織ち 昔 とてもを 
おちる ものは、 强 かつた のぢ や。 關ヶ 原な 後 •豐 巧右大 
臣 家の 勢 ひが、 ち r こまつた とさで も、 大阪 城に をの ふ 
ん どう‘ かもる 間は、 さす おの 狸 おや だ どの も •手を 化し 
申さなん ピ〇 まして、 太平の 御 化 じ、 人を 動かす のじ 
は、 利を なつて なは すろ ょ 〇、 外に 道は ない。 千關 もら 
ば 巧 人の 人が 動 さ •一 萬谢も らば、】 千の 人 お 動く のぢ 
ゃ. か ° 

極 ホ 丸 橋 殿 じは、 知 音の々 限 おもを いこと ゆる、 が/. 一*^ 
才贸の 道が も b さう じ 思 はれる‘ か。 

化 雪 (巧 笑して〕 なじ •もる ものむ'  义 楠は 武 巧一胖 
張 •をの 巧勞 どす ろ 人で ない 〇 大巧 正 望む どは、 をの 
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なる 木で も 指つて ゐ ると、 {かむ して 居らろ、 だら う。 あ 

i 主、 文、-. 1 〇 

扣藤 でも ござるまい お、 かのに じなる ほど 金の 苦 おはな 
さ、 うじな える 〇 

视 ホ 十 文が 抗 さへ、 お〇迎 して 居れば、 天下の 審 は、 立 
もど ころ じ 成る と 思つ てゐ 7J の だら う。 もは  、 、0 
(巧、 さぴ しく お ふ) 

扣藤 でも、 さしを つての 川 じ 讓缺く 程では ござるまい。 
で 望 いや、 駿 のじ ホ もこぇ、 ん能 山のを 藏 を、 を々 と乘 
おれば、 をでは おひの ま \ で ござらう お、 な戶ょ b の 
報せ を 待ち、 駿が城 じ おり か i るまでの 构入〇 は、：： 
ホせ 兜つた 游人じ •五 刚十附 とみた わ ばなる まいし、 趣 
なのな 入 わ、 人 おど もへの 手當 ，一一 千 刚も用 藍したい 所 
だグ。 

禪 ホなる ほど. ホんで ござる： ：〇 
(巧， ホへ 进 む) 

加 藤 いや’ 御む 酣 もるな。 規 一の 場を じは、 駿お 城す の 

町人の 家';" 抑し 入つても — ° 

•扎堂 いや、 化 じ も 楠 流 軍 堅の 家を ついだ 正 雪と して、 天 

下 じ巧シ 引く のは、 本懐 ぢ やが、 抑 込强盜 じは なわた く 

ござらむ 。もは i 、 ^0 巧處 までみ を 落した う ござらね 

む。 そわん 小 巧 じ. こだは ろと 中 さば 中す やうむ もの ピ 


ち 

搜ホ 御尤も。  - 
(化 ホに 人强 がを こえろ〕 

ち' 原 お、、 何人 か， おみ， が もつた 踐モぢ やな。 

(巧 さ 巧 ± お てが ろ〕 

を巧尘 丸 橋陛で ござります。 

冗 導な じ、 丸 橋 殿。 これへ、 お通し ホせ。 

巧が 止 は、 つ。 

(を さが 十： 去る。 丸 協 化て おる 〇 長み じし ス 畳し さが 
-H0 1 座， や、 白けろ) 

丸 橋 いや あ、 を々 巧。 お 揃 ひで ござろ な。 

加 藤 あ^， 先程から 0 
み 棉何か 評議で もして 居られた のか。 

禪ホ いや、 別 じ....。 

み 協 さやぅ か 〇でも 、何となく 物々 しくな える む 0 
お雪 いや、 旨がを々 芳 お觉ら わたの ぢ や。 

丸橋駿 おへ お 立 もの 用意は 整つたん。 

正ぎ 整つたと いふ ほどで もない お、 先づ •あらまし は： 
〇 

み 橋 それは 祝 着。 つ、 む、 用談を ホを へ濟 まさぅ。 

拙を 今夕 參 つた 用事と まふのは、 ちと 申し おい 鶴 じ お’ 
今 二 巧 雨 だけ、 融通して いた r さたい のぢ やお。 
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端を 橋み 


巾 壁 (巧 惑して) なじ • II 巧兩 とな： ：〇 
も 橘ち 樣 。化 頃江戶 表手當 として、 千 一一 背兩 いた ^ いた 
が、 抓を 醜： 卜の 者へ、 十兩づ 、ま 度を を 遺は し、 もはや 
幾程ん 殘 つて 巧ら む.. ：〇 

冗 壁 ....だが、 最 がから その 千 11円 闹 で. 萬 事 おまかな 
ひもる やぅ、 くれぐ も わ 願した 篱ぢ や-が 0 
か 橋で も、 足られ ものは、 化 方-か ござらね。 

冗 雪 とはを 一、、 もはや 本懐の 日まで、 アト 幾日も ござら 
3。 をの 間は、 何とか 御み 様の ネ覺 で。 

丸 橘 いや、 このな 彌 は’ 金の ネ留 は. 一向す 巧手 ぢや〇 
.化 雪 ....二； 白兩と 中せば 大金、 さし 當 つて-さに どまと 
まつた をが.. ： 〇 

か 橘 事情 V」 中 上げねば、 わ おひは ホ も。 實は その、 巧師 
藤！： 郎じ 、まだ 巧夕 の 化を み拂 つて 居らむ のむ や。 

:化ぎ え！ (輕 くわ どるく〕 

か' 橋 : 曲目み 第 も ござらむ 0 

术窒 そわは、 丸 橋 殿。 話 お 違 ふでは ござらね か 0 弓師 藤の 

郞 じは、 利を なて なは し、 ひそか じ 弓矢を 作らせた 上は* 

化を などは 第】 じ お喊ひ 下さ わい と、 千 二 巧刚を お渡し 

すると さ’  くわ-^ 申した では ござ もね か 0 

み 橋 左様 仰せられ ると、 二目 も ござら わか、 拙者の す 念 

から、 つい 後 廻し じいた したと ころ、 いろ-^ 入用のを 


爲ん で、 千 二阿關 皆無 じな 〇 申 L た。 

河原 それは、 丸橋陋 として、 もとす 覽。 

丸 橘 傍から 嘴を お化しな さるな。 アト じしても 化 斗、 じ 
しても、 足らむ ものは やつ ぱぃ おらぬ のぢ や。 藤凹郎 
へ、 化に ir 百兩 おれて おけば •何 かで 二巧俩 お^なく 心 
つて ゐ るの ぢ や。 

化 雪 もはや、 明日 じ も 明後日 じ も、 江が を 立 も おく 今と 
なつて、 左様な 大金は •正 雪 じ も、 もと 融姐 がいた しじ 
くう ござる 0 

か 橋 が .b ば、 如何 すれば よいと 仰せら る、 のむ や 0 

ぶ 掌 さらば だ や、 いま V て 十日な 〇二 十 口な 〇、 齡 巧し 
た 貸を’々 五日 や 十日の 摘 巧が ならね わけは ござろ ま 
い。 貴殿から よく おがん なさ わ ば。 

か 橋々： 3 まで、 摘读 して 貨ふ じさへ、 下げた う もない 巧 
を、 町人 風 倩に 幾を ドげ たか も 知れ ませむ 0 もうこの 上’ 
巧を. 下がる ことは、 嫌で ござる 0 
(扣 雪、 だまつ てし まム〕 

み 橘 一體 、な戶 おの 手當 ，で 一一け 關と 云’、？ を •が、 こわ。 
どの 大事を かてる ま-度を としては、 巧の 淚- じどの 少 .細で 
は ござら S か 0 

お 童 さやう、 そわは 化の 方 も、 よく ホ 知いた して 巧ム〇 
だが、 巧 股 も 御が じの 通 〇、 もる セ 巧 五 口 一 おのを 〇 
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ち IH 千た 刊贿 ち江 戸、 駿 が乂阪 、ながと •人數 に 
削つて 分けた のぢ や。 正 雪、 巧兩 はおろ か、 一文 半錢と 
雖も なして ゐろ わけでは ない。々 じなんで、 餘 みの 金は 
十贿も 州な ござらね。 わみ なで、 何とか ネ覺 して、 この 
急場を 切 〇 わけていた r さたい。 

丸 偏 是非 も ござ .b む。 た r •かやう じ 本懐の 日が 近づい 
て、 城ぜ め烧拂 ひの 手段を‘ 考へ てんろ 化 〇 じ-金で 苦 
巧を いたさう とは. 心外で ござる 0 
おを それは、 御巧踪 にむ かで ござる。 

(おい 巧 上， 巧 場ず ろ) 

おを巧4^ が ホ 阿波 巧 様ょ。' 'わ 化 ひで ござ 〇 ます。 

おぎ わ 居敷への 御 お 巧の 打 も 合せで ちを つ。 打 も 合せし 
て も'  もはや 詰 もない こと だが. お 目に だけ はん、 ら 
う 。が. 4 は A 々乃 〇央禮 な •か. 觀脾 中座。 

加 藤 どうぞ、 わむ 當 さなく 0 
.ルち がら ば、 义橋胺 じ も。 

化棉 いづ わ 後刻た H じか、 る 0 

(ぶぎ 去る 〇か 滞げ々 i しス樂 します 0 T 化 白ける〕 

加 藤'  义橋敝 。御む 中は 巧し えだ やお、 一黨に 不足して 

& N' ものは おむ や。 わかさま だけ じす 円 山を させる ので 

はない。 辟附 へぶ もこえ ろ 巧々 とて‘ 一文た 〇 とも 餘が 

はない ° 


か 橋餘裕 はなく とも •借金のを ひわけ はしなくて もい^ 
だに’ う 0 

加 藤 さう まへ ば さ うぢ や 0 

か 橋 化の 巧師藤 四郞と 申ず もの、 聞 ゆる 因業 もの じて’ 
朝夕の 瞥促 •を かされる だけで も. いら'^'^ いたす。 

を 原 もはや 六日 か セ 日の 御 辛抱では ござらね か。 我々 が 
計略の 一端で も 成就いた さば、 金銀 も 思 ひの ま、 ぢ や。 
み 係 さう 問屋で おろさう か (お蝴 けかず かに 笑 ふ) 

加 藤 何に いたせ， おが 辛抱 ぢ や。 をの 弓師 藤四郞 とやら 
を、 穩愧 じを ひくる め， 今 五六 日鏡豫 させろ が 化む で ご 

ざる 口 

み 橋 その やうむ 事は’ この 氣 おかな 忠彌 じは •一向す 得 
手な の ぢや〇 

(一座， ミた 白ける〕 

稱ホ (化 橋の お 持み 轉 ピムと ずろ 如く〕  いかじ 丸 橋 ど 
の、 拙者と 貴殿とは、 數年來 の 碁 敵が やが、 拙者 明日 か 
明後日、 駿 おへ 立 もこ さば、 これが 一生の 別れ じなる か 
も 知れぬ 0 ど うぢ や、 一生の 思 巧に、 一お齒 まう か。 

か 橋 いや、 ょさう 0 
被 ホ なぜ。 

化橋氣 おむし やくし やして ゐ る〇磬 などが もたうな い。 
搜ホ そわでは， 貴 腹 一を 負け越しの ま^じして 置 くん。 
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丸 橘な に、 負け越し。 左 稼な 當 はない。 

禪ホ いや、 たちれ もるな。 光 巧 貴殿の お宅で お 手 合した 
とさ、 拙 岩 S 需勝 もこし ました ぞ〇 
丸 橋で も、 その 前’ 本 因 巧のを 會 にて、 拙者 勝ち こした 
當〇 

搜ホ いや •もの 時は、 貴殿から 一一 帶 借ぃ 中した。 だか、 
先夜の 勝 じて 《 その 借を 拂 うて 一瑪丈 拙者 勝 も 越して ゐ 
る 0 

み 橋 そんむ 営 か。 

稷ホ いや、 お忘れ もるな。 

み 橋 ょし。 それなら】 を 手 合して、 拂 うて 置かう。 藤 四 
郎 からの 借金を 殘 して 置く 上に、 碁の 借を 殘 して 置いて 
は、 を彌 愈々 顏か 立たむ。 一霄 おいでな され。 

(樓 ホ、 棠盤も 持つて 來 ろ〕 

稱ホ ー世一代の 碁ぢ や。 おろそか じ 打たれぬ。 

丸 橋 御同樣 。拙を たしか 白を。 

極 ホ黑を 持つ でも 勝てば ょい。 

か 橘 何を。 

芝 巧 これは、 おひかけ む 面白い 勝負 ぢ や。 

师藤 いかじ も。 この 勝を じ瞄 でもいた したいと ころむ 

や 0 

み掠脾 けるならば、 丸 橋 じ。 か 橋の 勝利 じさ まつて ゐる 


ものを 0 

禪ホ さう とも 陋 ろまい 0 
み慌 何を 中す 0 

(二人 打ち おんる。 しじら く 丸 橋’ 强くお 和 下ィ〇  .八 
け じけ ス賊 ぶ〕 

禪 ホむ 飛んで •その 藝じ 勝た ずん。 もう 少し. ゆつ く 〇 
お 打 もむ され。 

丸稅 何を 人.：： む 忠吿！ それょ 〇、 このむ お. はやを く 
むつた ゼ。 

樓ホ 何の、 何の。 かう 桂搞に 煎べば、 天： 卜 太平 ぢや〇 
丸 橋 何 •この もた 〇 から 遠く 園んで •大 さくしてから 殺 
f 0 

硬 ホ もは i おろかな 'はや 一目. 日 か 巧來た わ。 
お梳 かう 打 もこめば、 何う する 0 
视ホ そんなれ 込み、 かう する。 

丸 滞 うん、 化 方 おない か。 

硬 ホ それ 御隐 なさ わ。 

(二人 默 々として 打ちつ  > けろ〕 

丸 橋ち は、^- '0 化の 石は、 おつて しまつた 0 
搜ホ仕 巧 おない。 それは おむ だ や 0 
か 橋 何 だと 0 

搜 ホ そんな おは、 最 おから 拾て るつ もりで むつた のピ〇 


彌 忠渝义 
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巧は ピ 、輸 牌の 石 だ〇中 原に、 化瑶を かも 立てる まで、 
敵を 歌 制すろ 橫师 のむ だ や。 たと へば、 我々 の 金て ご审 
を : : り 

丸 橋 何 だと 0 

禪 ホ もは ム、、。 かう して 阿 ホー 度 じか、 るの だ。 

(化に 轉 じて がつ)  、 

丸 摘 何を そんな 所で、 ジタ バタしても。 

(二人 打ちつ > けろ。 禪 ホ、 だん {悲境に 辟ろ ろ〕 
被が 的つ たな 〇 かう でもして なる か。 

ミ原敌 目々々、 それは、 憩いを だ。 

か概芝 原。 助 昔は 無 川 だ。 

视ホ闲 つたむ。 これは、 何う する か 。なへ.. ：〇 
加 藤 もつ とちへ たらい、 な。 大 或。 所 だ。 

み悅 傍の あは、 だまつて 居れ。 

被 ホ 即 つたな。 下へ さおつて 段 < か 。それとも、 かう の 
びる か 0 - 

を お (ふと 謠 曲の 一句 おひ 化した 如く、 朦 叩いて う 

わん) むたら ば 錦 •中 やた えなむ 〇:.. わたら ば 錦. 中 

やた えなむ か。 

処ホ さう だ。 かう 渡つて 置けば 安を だ。 

化が もえつ、 到 巧 逃した か〇化 むさへ 殺して 置けば、 拙 

ホの 瞬 利が ひむ かった じ、 巧を だ や。 


(二人れ r， つ V けろ〕 

禪ホ それ > 御隱 むさ わい。 今度は 化の 石お危 いでは ござ 
ら むか 0 

か 橘 何を 申す。 か、 る大む お. 化んで たまる か 0 
禪 ホた とひ、 大 石た 〇 とも、 我黨の 軍略に か つては， 
德 川の 天 ドと 巧が ぢや〇 
み 摘 馬鹿を ホせ。 かぅ、 閒 いて 置けば 0 
禪 かも、、 いょ-^ お 滅爲樂 だな。 大きい ま 主で 殺す 
か、 二つ じ 巧る か。 

加 藤 なろ ほど、 巾央の 白は’ 危險で ござるな 0 
み 協 何. V.. 傍 か-' り。 

を 巧 鞍の 前輪 じがし つけて：： 鞍の 前輪 じ狎 しつけて。 
(と 請ん〕 

硬 ホ なるほど、 切つ で やれ。  ■ 

か 橋 つ がが として) 待て、 待て。 この 石 切る こと 館 川。 
视ホ なじ、 無用とは。 

み 摘 武 ± たる もの お’ 肋' 言を 薦く なが もる か。 芝 お。 鼓 
殿、 今 何とを つた I 

芝 お 何もを はね。 た ピ‘貨 盛の 一句 お、 口 じ 浮ぶ お ま、 

こ 0 

み 橋 え、、 人を ぅつけもの じな し 居る か。 先刻 も、 渡ら 
ば 錦 中 やた えなん と 諸つて、 懐む とを ふ 謎を かけ 居つた 
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が、 拙濟俊 勢の每 晒 なれば 辛抱いた したに、 鞍の 前輪に 
狎 L つけて とは’ 阴 かじ 切れとの 謎では ないか。 重む 
重 わの 助言 堪忍なら ね。 

(丸 橋、 刀 も 引 さを ぜ ろ) 

を 原な、 な •何を を ふ、 たと ひ 巧ら さまに 助言いた さば 
とて、 助言は 我々 の 碁には、 付 さ 物では ないか。 さぅ を 
ふ 貴殿が、 化 お 奧村八 郎右衞 門と、 圧雪 どのとの 對局 
ち榜 か.-: 助言して、 奧村シ 窓ら せた ではない か。 

丸 橘 それと これとは、 話が 違 ふ。 奥 村と 正 華 殿との を 
じ •吊 亏 殿を 勝たせた いは、 人情の 當 が。 拙者と 懐 井と 
の 隙 負 じ、 何の 意趣 もつ 一、 助言す るの だ。 拙满じ 意趣で 
ももる とお •、"のか。 

を 巧 意趣 をへ ばないで もない。 1 黛の 巧々、 本懐の 1 
事の ためじ •みを 愼 しん 物を 節し. 一文 半錢 とおへ ども 
儉 約いた L 巧 ふじ、 貴殿 ばか， J は 大酒を もび. 劑 當の大 
をを つろ ひ おし....。 

かむな、 何と 申す。 化の 丸 橋が、 大切の おが おを おじで 

ち 化つ たと を ふの か。 堪忍なら ね •庭へ 降 〇 ろ！ 

を 原 望ん なら、 降 b よう。 

(冗 雪 巾 Z て 化ろ。 冗 雪 わ どみ いて 止みろ) 

正 雪 御 雨 所と も、 何事 V ござる。 聲が 高い、 わ しづ まり 

なさむ い G 


か 橋で も •この 芝 原-が、 もま 〇 とまへ ば 適 言な。 

お 掌 何を 仰せら る、。 一黨の 長者と して. な戶 ぶの 大特 
たろ 貴殿が. 大事を 前じ控 へで、 圃 碁の 勝を など じ。 

(丸 樵、 しにら く獻 つスゐ たが) 

丸 橋江戶 表の 大將と 仰せられ たな。 

冗 雪ち 樣！ 

か 橘江戶 表の 乂將； ，一る 拙者が、 わづか 二： 白 贴のネ 强お山 
巧わのか〇 もは^^. わは、><0 

を 巧 おだま b なさ わ—.  丸 橋 巧。  • 

か 橘 だま わとは 過言む。 閒 答祕盜 。芝が’ 庭へ 化ろ。 

お 尊丸搞 どの。 何の 醉與 。赏 殿、 亂む めさつ たか。 

央楠 いや、 亂心 などとは W ての 外 だ。 亂む せわ ば こそ、 
を々 巧の 心 巧が ょく々 ろの だ 0 

化 壁 拙 若. のむ 持」- は 何が や 0 

义楠 いや、 この 丸 橋を 疎外して みるを々 方の 心 持 だ。 

冗 雪 疎外とは 、拾て な'.: む。 何. がが みだ。 

ホ 橋お彌 は、 搶 一筋の 叢の 外は. 何も 分. むぶ 村 おむ や 
お. を々 巧の む 持は みろ。 ハ ツキ 〇 々るの だ。 

冗き をれば、 云つて 御增 なされ。 

み 橋 第一、 今 じの 會なだ や。 i 黛の が 袖 ども お、 もつ ま 
〇 な， がら、 なぜ、 丸 橋を 呼ばむ むぞ 。そわ か 〇 してむ か 
だ。 


彌化招 i お 


2 ぶ 


が •ぶ をれ はが ひの 作な ろ 邪推。 先刻 も ホした 通 〇、 偶が 
ぶま' -T わたの じ や。 

化 梳噓を 仰せ‘.：' わむ。 を々 芳は 化の ホ 心獅を 持て ぁまして 
るふの だ。 疎外して & るの だ。 いつも 大事な 評議 じは 加 
へず'  た*、 巧 化に 水火の 中 じ瓣び 込ませよう とすろ を々 
方の、 む 如. よくみ る。 な戶 おの 大お などと、 拙者を お だ 
て 上け、 乂 ドの 銳 鋒を 拙 おじさし むけ-を々 乃は、 拙者 
がな 戶て 肉を 刻ま わ、 骨を 碎 かれて ゐる 巧に •ゆつ く 〇 
辟时 でぶ おを しようと を ふの だ。 巧で をへ ば， 拙 おは 拾 
むた。 敵の 石 おを 城視 地と ホんだ 中へ、 打 もこ まれ'  左 
をつ さんを つを、 やつを とな つても ばれた 後、 おしま ひ 
じが. れ てし まふの だ。 大巧が 勝つても 貸 けても、 拙者 
丈は 必ず おご J れ るの だ。 もは、、、、 をつて なれば 人柱 
だ、 人腑 だ. もは、、、。 いや、 よく 化 來てゐ る。 な戶 
おの 火が. さう おだてられ \ ば、 义橋忠 鞠 化んで‘ 赏駿 

•11 か 乂：卜 非が ろ路裳 じなぃ 中す。 

冗霉 さて--^、 をの 入つた 邪推 0 

丸慌 何が 邪推。 丸 楠な どは 結局は、 一 黛の 調和を 破る。 

今の 中侧 かして’ 川來る だけ 化った 上で、 殺させて しま 

はう。 それ. が 巧 販の化 だ。 

加 お 丸 樵 どの、 過言で もらう。 

丸慌 過言では むい。： 化 尸 表の 人を むづ かじ 二 巧縣 。その 


中に 正 雪 どの 腹む の ものは、 一入 もゐ ない。 皆 この 丸 協 
の やうな 亂黑者 ばか 〇 だ。 人の 手-ホ じ 化は わる 捐度 ばか 
〇 だ。 もは、、、 0 

正 雪 丸 橋 どの。 そわは 本氣で 仰せられ るか。 

丸 瓶本氣 でなくて 何でを ふ—. 

お霉 巧 家の ホた ろ 致 殿の たを へとは おはれむ。 

化 楠 なじ—. 

正 雪 江戶で 事を 擧 ぐる 貴隘 が、 挽むならば. 駿 がで 事を 
起ず 拙 省も捨 お。 な戶が 敵の® 園の 中なら’ 驗 おもぶ し 
く 策 園の 中。 このを て、 何人が 一み の {かを を 期し 中 さう 
や。 德 川の 政道 邪 じして、 酒が 讚岐 、あやが 豆 等の 巧 
居 礫を 專ら にし •萬 巧 塗炭のを しみを 受け、 殊に 浪人の 
お締 過酷 じして、 天 ド 十 萬の 波 人は •その 目の 糧じ 苦し 
.む。 圧雪が 事を 擧 •くろは、 一み を 犠牲 じして •一個 所を 
堅め. 能 ふかぎ 〇 幕 おじ 手 向 ひ ■ 巧 下の 人心を 驚， i し、 
奸 巧の 夢を さまし、 幕府の 现 政を 質し、 十 萬の 浪人を 救 
はんため で ござる。 何ぞ一 みのお 達を 期し 申さう や。 ま 
して 多年 血盟の 御邊 を、 いけ じへ じ 致して まで、 拙者を 
をの 地を 選び 申さう や。 

み 梅ち は、- lio いつもの 正 掌 どの、. 口說を 上手。 を 
彌も その 辯を じ、 一時は 迷は さわた。 

加 藤 この 期に あんで'  か 貝' 肢は 血盟を 拾 てらる、 か。 
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丸 梳ホ樣 。この 化彌は •意氣 のためには 一命 も 何の その 
と 巧ず る' が •利 川は されたくない 。お化さ じは 化 はれた 
くない。 氣の そむいた 入々 と、 を 化を 共 じする 氣は ござ 
•ぃが。 

加 藤を な禪ホ 何と。 

(をでの つか じず も かける〕 

み 橋 あは、、、^。 何う する の だ。 やせても 枯れても 長 
轉我部 秦の盛 澄 •貴殿ら の 腕で なか たつと 思 ふの か。 も 
は i か、 る 所に 長居は 無用。 うか/ \ 長座して、 
大事 でん 發覺せ ば 正しく 述裝 ’礫ぢ や。 御化- 

(丸 橋. 您 々と 去ろ。 を 巧、 近 ひかけ i うとず る) 

正 雪 無用 じな され。 

を 原で も、 返 おで もされ、 ば 一大事。 

正 雪 まさか、 それほど 卑 おな 況摇 でも ござるまい。 

加 藤 とは 中せ。 

お雪 それょ ぃ' も. 何とて 貴殿ら は、 を彌 をを •.りせ たの 

だ 0 

禪 ホが めは 座興に 裳を 始めた の だ •が、 芝 原 殿 •が.：.。 

ミ 巧 つい 丸 橋じ對 する 反感 か‘ り， ゥヵ くと 助言いた し 

た。 拙者. 雷々 のん やま 〇。 

で 雪 それは 貴啟 が惡ぃ 。(化 壁 深く ホへ 込む) いか 

じ 致しても、 巧は ホ 〇 かした 〇を がから、 いろ-.^ つま 


づ 去は ござつ わが、 これにて 愈々 大薄 はぶり 中した。 

を 巧とは ホせ， 忠蜘 一人 化. おひかけ てむ らおし。 

正 雪 打 も おすれば、 江戶 おの 巧 巧は をく 窟氣 'か泌 •する。 
切' ホ とは 中せ、 生けて 置いて は。 

お空か 心彌 の 生. 化は、 もはや 問 趣では ご' ざるまい 。只 さへ 
手薄い 一黨 のかが 破れた 上は’ 化て はこれ まで。 

加 藤 拙者、 これよ 〇忠彌 めが 後を 狙 ひかけ て •人知れ 了 
わつて 玲 て、 江戶 表の 大將は •新 じ 河原 十 郎お衞 どのを 
空し — 。 

巧 堂 (が おに) それ もよ からう。 せめても の岐 いせじ、 
巧 殿が なじな さる かよい。 

化 藤が らば •御を。 

禪ホ 拙を もな ぐを よ 〇、 む 利を たる もの 一一 一二 名を つ わて 
後 詰いた す。 

而胶 御瞎志 おけむ い、 ホ 心願め、 山 化 巧よ 〇 な ド 川端へ 化 
る じが 違 ござらね ぃ：'  拙を は 一足 化さへ。 

(加 藤、 かけ 込む〕  . 

おぎ 忠彌を 切つた とて、 涩 つた 水は 歸 -b む。 もは、 ムム。 
正 望は、 ともかくも 明朝 江戶を かも、 をせ ろ駿 おへ 落 も. 
事の 成 巧を うか r ひ、 ともかくもな るで ござらう。 

棵ホ 何を おむ おい。 忠蜘 さへ 打つて 拾 てれば..：。 

お垫 むの 弱い のでは ない •化さ お見える の だ。 もは、 


彌 .を、 橘 か 
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柳 ホと じかく. 巧々 のち お 右を お 巧ち なされい。 

(概 ホ'  毕 0〕 

おお 巧が 米が じ 破れる の も、】 みの 不徳の ため か、 それ 
ともな. が 化らぬ ため か。 は ム 。はて、 正藝の 武略 
も、： ■•玲 もない ふめは^^ ムム〇 
({叔 しく 安 ふ) 

お二豁  - 

情景 

化 口川 端 火邮リ 附近。 かう じな 戸川の 十； 堤が 見.  7 •ろ。 
巧禪 になつた 视 が、 救み 立つて ゐろ 〇呀杏 こえて 遠 < 
おの 郎町 日 

わ でんやが'  おな 在わス して ゐ ろ。 仲閒 一二 人。 二人 ホ 
化-し 腰 如かけ、 一人な つて ゐ る。 

仰閒一 かう、 おでん 展 さん。 この頃 神樂 巧の 行 元 ホの 門 

前に、 もなか 出る とち ふのを をいて さたの だが、 いくら 

巧つ てん 化 やし わえ。 巧が々々 しくつて、 孤に つま^れ 

たやう む氣 かした。 一 牌 山る のか わ。 

わ でん お それょ 〇 か、 巧の 六 了 日の びく 尼を お 質 ひに な 

ろ 巧 か、 刖遙 がなくて、 ょうご ざ 〇 ませう。 

仲 观 じは 入った びく 尼な ふよ 〇、 何 か 掘 化し 物が ち 


ろまい かと‘ 方々 探して ゐ ろの だか。 

仲 問 二 俺、 これ か. 1， 市ヶ巧 八幡 前へ でも 巧つて、 野郎で 
も 買 ふとし ようか。 

仲 岡 111 だが‘ 軍役の 旦那 巧 お、 柳 橋 や 今戶へ 行つて、 藝 
をを 上げて 飲まつ しやる の も、 こもとら が‘ 白 首 貴 ひの 
元氣 をつ ける ためじ •かう して 飲む のもう まい 巧は 同じ 
だ 0 

仲閒二 を 〇 や 川 長 や 有 明樓と 一つ じ やなら ねえが、 辟つ 
てし まへ ば、 旦那 だつ てこち と^だつ て、 變〇 はわろ。 

仲間 一 な ひつけ わえ 物を 啥 ふよ 〇 、 かう した 运 墓で’ 
ぐい/、 飲^ 巧 お、 氣が こらな くつて よつぽどう 边 え。 

仲間 一二 おい、 もう 半分つ いで くんわえ。 

わ でん 居 はい {、又た 替リ でございます か。 

仲間 二 かう、 手前。 半み づ^ 幾度 飲む の だ。 

仲 問 I ごれ で 了 度 •一 二度目 だ。 

仲間 一二 はて • MI。 が よつぽど 得 だ。 

仲 問 一二 いや、 勘 お 高 いなだな。 

(その 巧、 化 畑を 場。 旣- しがが して 跪のと して ゐ る〕 

化蝴 も- < 、少し 醉つ たかな。 いく .h 醉 つても、 暗' 唾の む 
しやくし やが 少しもと わね 〇 ( 舞 義へ化 リー ニ人の 涧も 
かんで ゐ るの,^ ぶて〕 いや、 やつて る やおる む。 これ 
シ .なて は 巧の-がされぬ。 どれ、 もう 少し やつて 行かう 
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か 。何もかも 忘 わるまで 醉 つて やらう。 

仲 問 一 (化翩 もぶ X 化 儿ょリ 立つ〕 御 武家 掠。 これ じ お 
んけ むさ 〇 ませ 0 
を頗 うん、 これは おい 0 

わ でん 足 これは、 入. つ L や b ませ。 芋で ちげ ます か、 
茹 弱で 上げます か。 

忠彌 何でもい、 から. 熱^んで 飲まして くれ。 

わで ん屋 へい/、、 畏 ぃまし ち 
(德 利と 朝が 茶綺 备お姻 じがず〕 

忠踊 あおとは .もりおたい。 (化轴 のんで〕 も^ •こ 
れ はすて をに 巧い 酒 だ。 

わで ん屋 わたし お、 好みで ご v」o ますから、 かつぎ 屋臺 
では ござ 〇 ます お、 酒は ょいのを さし 上け ます 0 
化彌 なじ、 亭 ま。 貴 さま もが さか。 

わで ん屋 へい、 大巧を で ござ b ます 〇 • 

忠 願酒 おがを とは 賴 ちしい。 好きな ご， 相手をしろ。 

わで ん屋を おた うご ざいます か、 商賣 ものを 飲め ませ 

ん〇 

忠搁 代は おわ お拂 .) か 遠 厳せ ず じ 巧手を しろ。 

わ でん 控左樣 なら、 酒の 化は 貴君が 拂 つて ド さいます 

か 0 

化规 わ、 さ。 巧の 化たら， いく‘ b でん 巧って やる か rj、 


、つんとの め 0 

おでん 屋 それは、 巧が たう ございます。 左樣 なら、 わが 
手いた します 〇 これは •は ごか ぃさま 0 

(化搁 ついで やる。 一二 人の 仲間-しおひ 人れ もつて) 

仲間 f もし. 旦那。 御機嫌で ござ 〇 ますな。 

お 願 (一一 一人 杏 巧て〕 何 お 御機嫌た もの か。 こむ でち 化 
刻 友達と けんかを なし、 むし やくし やまぎれ じ、 む 切 橋 
の輯屋 で、 一巧 五合 ばか 〇 つ r け ざま じ、 ひつ a かけて 
も、 まだを げん' がな ほ .b ない の だ。 

仲間 二 何しろ •い、 御機嫌の やう じな えます る。 

化踊點 さま 達 も、 酒 おす さか。 

仲 問 な 共は、 酒と さくと： 3 か ござぃませむ 0 

忠铺 巧' さなら、 おれが おごつ て やる から、 據隘 なく 飲む 
グい ^0 

仰 巧 二 そわむ や、 飲まして 下さ of。 すか。 

一二 人 それは、 も 〇 おた うご ざ ゎます。 

忠彌亭 ま。 ついで やれ。 

わ でん お へえ* 畏 りました 。まわ 半 替〇て ご t b ます 
か 0 

仲間 一二 人の わご. りな.- T、 滿 々く 〇 やれ 0 

仲 巧 二 いや •現金な むだ。 

わ でん お わ 前さん 乃 じ も 上げ ませ- 「か。 


蝴忠 橘ぶ 
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仲 御馳 ホな いやとは をは わえ。 

仲 W 二 わむ じん 滿 々ついで くんわえ。 

化蝴 いや、 かう 洞が みな 者 ばかぃ 泼 つたとは 面白い。 こ 
わ 巧 ホ。 巧は 何が もる。 

わ でん お へい、 ずと こんじ やくの 煮込みで ござ 〇 ます。 

忠畑 煮込みと はも 〇 おたい。 何でも い^か‘ 山して く 

L 0 
4-^ 

わ でん お へい^^、 畏 りました。 

化烟 いや、 これ だ。 あ 込の おでんで やつ もょ る わとは、 
こ、 ら のこと を. ぷ ふの だな 〇さ も-^、 もつ とついで く 
り やれ 0 

(わ でんで につが だ’ 洒 みのむ。 仲 問 一、 可な リ醉が 
姻リ たろ 巧す-して〕 

仲 WI  かう ホ 前 達は. 何と 田 心. がか 知ら わえ が •かう して 
なす 知.-: ずの わ .b 達 じ’ この 蔵い 酒を 腺 いつぱ いたごで 
化まして くむろ とは. 何と 勿瞄 わえ 話し だ や も わえ か。 

こんな 慈悲が い 酒ず さたな 郝 じ、 わら、 天 ドを が .心した 

'0 

化 欄な に •おわ こ； 火 ドを が. したい。 (不 化と なろ) 

忡 IE もむ たじ ス ドを が .b したら、 思 ひ 切 〇 飲まして 下さ 

,T ませう 0 

仲 川 VI どうぞ、 n; 那 じ： 火 をが. して、 思 ひ 切 酒を 飲み 


てえ もの だ。 

あ觸 (突然、 飮んで ゐた盃 み 仲間 蓮に 投げつ けろ) ょし 
やかれ。 手前 達まで •が、 この 化を 馬鹿にして おだて やお 
るんだ な。 いく も、 友達 じ 馬鹿にされ たからと をつて. 
手前 達 じまで 馬鹿 じされて たまる か。 やい、 如た つばし 
から、 ぶつた ぎつて やろ。 それへ 直れ 0 
仲間 達 えム めつ みうな；： とんでもない.... その 馬鹿に 
する なんて...‘ が 巧な ....  0 
(後 じ S りし';^ 逃げ ス しま ム〕 

忠彌 畜生め。 あんな 下司 下郎まで、 この 俺を 馬鹿にし 

て、 おだて、 酒を のまう とし やが る。 それ も 道理 か 

なまで も 誓つた 人々 じ、 むの 中では うとん ぜ〇れ 、口 光 
では おだて‘ b わた 丸 橋 忠彌だ —— (むかで 頭 もた、 く〕 
手前は ょつぽど、 お 調子 もの だぞ ....もは、、、。 

わ てん お (やつと おづい VO 旦那 こま 〇 ます。 な那 か、 
おどしな さろ もんだ^ C . 仲間 達は 手前 達の のん くひし 
たみ ミで、 勘を を拂 はないで ゆ さまし た- 
を 翩 いま {しい 野郎 ども だ。 仕方’ がない、 拙者 拂 つて 
つかは ず。 (なみ 彿 ふ〕 その代り， こいつは 巧 飲んで 
ゆく ぞ〇 

(そこに ホつ わ 徳利の み、 みなつ いでの レ) 

化她 いま/ \ しい 野郎 ども だな。 到頭、 俺 じ 勘を をは. ぃ 


260 


彌忠橋 か 


はせ や がつた！ も、、 醉 つた。 十み じ酷齡 した。 

ハ わ でん 招の が おけ むれろ。 下手 i リ犬 巧ス來 ろ} 
犬わん/ \。 

忠彌 何が わん/ \ だ 。時代な ことを を ふ 奴 だ。 わんと 啼 
くのは 當〇前 だ。 赤 犬は、 牛 じ 巧が 似て ゐる とま ふか 
ら 、もうと 帝け。 

犬 わみ く。 

な彌 やつぱり わんと 啼く か。 うね •もうと 泣かむ と 打つ 
た 切る ぞ 。(これにて 犬 逃げて U 入ろ)：： とまつて 脅 
した もの だ。 彼れ •おれ じ 小間物 見 世の 催促 じ來 たらう 
か、 まだ-'^ めつ たじ 見 化は 化さ わえ。 

(を翩 上下へ とろけながら〕 

とをふもの、， した^か齡酌！ (忠彌ふスけ':^巧の搜の 
樹 にぶつ かろ〕 これは、 とんだ そ、 う。 とんだ 失禮 U ど 
な たかはが ぜわ ども、 拙者は 丸 橋.：. (搜 の樹 -U •お 
がつ を〕 何 だ， ぽん や 〇 立つ てゐ ると 思つ たら、 や 

い！ 何とか 挨搂 しわえ からい け わえ の だ。 この 唐變木 

め 0 あはは、 唐變 木とは、 この 撰ょ 〇ぞ 始ま 〇 けろ か'... 

も、 ねむくな つた。 たまらなく ねむい。 行 さくれ て、 こ 

の 下 かげを おとせば：： (忠蝴 、お 0 下の 靑 なの 塊に 

倒れる〕 も 心. い^が 國ピ .氣 持の い、 巧國 だ.：.。 

(わ でんや、 荷 杏 動かす 準備 し) 


おでん 崖もう、 入 化 も 絶えた やう だしが へ歸 r うか。 

(属 寒に か 化 t とりつけ、 一が にかつ いでむ かんと 
し、 忠彌に 氣づ さ〕 

わ でん お 若し. お 武家 さま. そんむ 所じ賴 じな ろと、 お 
巧 物が よごれます 。お 風を なします。 もし'-^。 

(化彌 ぐう*''-^ い ぴさ知 かいて ゐ ろ〕 

も i •よく わて おいでに むる 〇 人品を 格と を ひ、 何一つ 
不 あのない おぶ 家 だか、 もつた おの 酒の ためじ、 一 化 山 
化. が化來 わえ とちん. 氣の满 な 方ら しいな。 

(わ でんや おる。 加路 などの 刺み、 化 刻より 隠站 し'!^ 
ゐる〇 巧 涅面〇 盛く i り、 ぶ ひに さ、？^ さ、 化蝴 がれ 
てゐる ホに 近 i ろ〇巧 刀み 化さ •化 蝴に一 か -U 切りつ 
けろ 〇忠關 .み 备帖 じスリ 古さげ •現下の 河の 中へ 円 
ら ならろ。 巧 現 上に かけ 上つて 下 古 化ろ〕 

剌を一 見えぬ。 

剌 が二述 した か。 

刺が ー キ 答は。 

剌を二 たい。 

刺を 一二 巧 〇 じかした か。 

剌が 巧‘ さすがは’ 化 蛹。 もの 大醉 で、 よくみ を かは し 巧 
つた。 

剌を岂 まこと じ、 稀代の 早 策。 


彌化 f 巧た 
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剌み i： (巧 巾， =5^ むる。 肿 藤で わろ〕 それ おし お、 一で 流 
のみ 刃先 よも や、 逃 わまい と 思つ たじ。 

剌み二 か、 ろ 阮强の 巧 十； か、 ホ 巧の 前に、 變 むすろ と 
は、-^‘ わ' t, の 速の つ さと 云 ふ もの 
剌な w 化 巧がない， 引み h げ よぅ。 

刺ぶ 一二 この 上は、 一日ん ザく 隣が へ ホ もこえ. 致 後を い 
さぎよ く 十ろ まて だ 0 

(みんな 化が として ホろ 〇 時が 經 つ。 化 卿、 踏の ド か 
-1’ な ひ 化— y 化る) 

忠關 げ 一 ぶ。 も、、 ひどい 目じ哲 はしゃがつた。 もの 銳 
い 太刀 化は-たし かじ 加 藤た。 もは ム ム、。 

手前 逢 じ 切 .t, わろ か随が もる もの か。 だか、 いかじい さ 
かひ すれば とて な もじ 刺み を， 间 くるとは、 もま 〇 とを 
へば 非道な 化ぶ。 人 われ じつら けむ ば、 われ また 人 じつ 
^ しと か。 巧え てゐ ろ。：.. とんだむ が來 て、 目を さま 
しや がつた。 だが、 まだ わむ い。 

(化畑なち上リ、 王ス^しスゐろ〇 巧帥藤巧が向ぅ 

から 化ろ 〇化蝴 i ろみを ながら、 巧 さ 過去 i ぅと ブ 

る 一 

な阳郎 其应 へれ かわる のは、 丸 橋 どのでは ござ 〇 ませむ 

か 0 

(化蝴 、がつ ス むさす 去ようと すろ〕 


藤阿郞 もし {。丸 橋忠朔 殿では ござ b ませむ か。 

化弼 とま ふを 殿 じ。 

藤の 郞御醉 顔で おお 分けが つを ませむ 如。 

(がも巧.、巧つ て^-く〕 

忠彌 なるほど よく 分 〇 申した。 これは 巧師 藤四郞 どの。 
御 さげんよう 〇 L ばらく。 

藤 巧が 何が しばらく ぢ や。 今朝 お宅へ 參 りました 時、 今 
タセ つまで じ 必ず、 二百 兩わ 渡し 下さる と 仰せられ たに 
依て 化 刻 お宅へ まかり 出て ました じ、 おひの 外の 御す 
巧。 わを を 渡されない 丈で なく、 武± じ 似合は む 嘘まで 
わつ さなされ るの か 0 

(忠彌 ‘ i ス^-^ としながら’ きいて ゐ ろ〕 

藤巧郞 お宅で 半 刻 ばか b お待ちし ましても、 とんと お歸 
b がな さゆ是 •お 化 化は 複 巧の ホ 比さ まの お 邸と を 0. 
老の 夜道 もい とはず、 やつと なまで 來た ところ ぢ や〇强 
で會 うたは、 何よりの 仕 合せ。 さも'-^， 早う、 巧 S 巧 
挺’ 矢 五 千 本の 化を、 拂 うて 下されい。 

忠踊 をの やう じ 云 はれて は、 面目 巧络も ござらぬ。 なれ 
ど •今 巧 セつ どきまで じ、 必ず 出來 ると 思つ たを 策、 そ 
れが 向-., から， はづれ たの だ や。 

藤叫郞 い、 え、 をん なを ひ譯 はを、 ませむ。 品物と 引か 
へ じ 下さる 皆のを 〇 S 日との び、 五日との び， 今日で 幾 
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日になる と 思 刀 P す。 

化 願 二月 じ もなる かな。 

藤 凹が 一一 巧 どころ か、々 巧で もう S 巧と 十日。 もし •何 
う あつても 代を がいた けむなら、 こわから おやし さへ 
上つて、 品物を いた いて 歸〇 すせ う 0 

忠踊 さも、 をれ は... .〇 

藤！： がそむ とも、 巧から 巧 金を お挪 ひじなら むつ も 〇 な 
ら’ そむは かた 〇 と 中す もの、 もす じ も 御舉巧 さまへ。 

化彌 え、 うるさい な 0 

藤凹郞 何が うるさい ので ございます。 貴君 さまさへ、 噓 
をつ かわ ば •何もうる さいことは ご v、o ませれ。 

忠閒 まて。 今し ば. く、 巧つて〜' わ來 ぉになわ ピ拙ホ 
紀州 侯へ….。 げ 一 つぶ.. ..0 

應凹 化もう、 貴 巧の 拓州 おはを、 もさました。 紀州侯 
祀州 巧と、 さう/ \ は •借金の 云 ひわけ じは む 〇 ませむ。 

お彌 え、 うるさい む。 今し ば C く 巧て と ホす じ。 

藤四郞 い、 え、 も、 つ 一刻ん 巧て ませ. 2。 々日中に‘ ゎ拂 
ひ. 下さらねば、 最初から のかたぃ として、 明朝 全つ と 御 
奉行 さま じ 0 

化彌 かた と邮禮 てんら う。- ド •■•つ.- 如。 

藤四郞 い、 う， かた。 ぢや〇 たしか じかた 〇 だ や、 たし 
かじ、 かた 〇 だ や。 金を 拂ふア テが なうて、 お 物み がろ 


のはた し-^ じかた 〇 だ や 0 

忠觸 (紀 0 わみ に、 が夕 がへ';^ 來 る) 巧 卡： じ 向 r 
て、 かた OA: ち •がの か 。ょし、 その 化ホ拂 て やる。 

藤四郞 え、’ お 拂ひド さ 〇 ます か 0 

忠烟 いや、々 のは 窒 日。 

藤凹郞 何の ことで ござ 〇 ます。 いく‘ b、 醉 ..，て 巧. ろ、 

とは 君 ひな-がら、 人み 厢鹿 じした 义 、、この 上は、 

少しの 摘豫 ももり ませむ’ な C にお 上へ；：。 

化觸 巧て、 巧て 〇 しばらく 待て。 

藤 四. 邮 え、、 巧て ませ 5。 今 {かとを ふ々. がは 待て ませ 
ぬ。 歸 つてな ぐ 冗 人 化と 相談し；：。 

化搁 え^、 ぅるさい 奴。 

藤 阿郎 何を 仰し やい ます。 御み さま こそ’ 正銘の かた 〇 
のく せ 0 

か贼 かた と 武ナ- じ 向つ て：.. (ムと 何 かおべ を 
たろ 如く〕 え、、 拂 ミて やる。 近ぅ 巧い。 

藤 阿郎 え、 噓でご V」 ぃませむ か。 いつた 拂 ひ： 卜 さいます 
か 

(化 削、 藤！； 化の がに：：：. んゴ 、何 かさ、 みく〕 

藤 W 化 (駭 いて 逃げが しながら 一 え、 つ 0 

化彌 何とが がつ ぶ わた か。 

藤 叫が え、. それは、 木を で ご v」o 子す ろか 0 


彌庄 、梳也 
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化 細 冗談 じを へる 卜思 ふか。 

藤！： 化 それで、 なへの 借金は 何ぅな b ます。 

化蝴 巧を 巧な 〇、 老中な b 勝手のと ころへ 訴へ 化ろ。 

藤 のが え ムつ〇 

化彌 天： 卜の謀 ピ の 訴人を すれば、 恩賞は 少く ともおち 

ぉ。 

藤 M 邮 ぇ、。 

忠搁 二け 邮拂 r 一、 釣 か 化る-;;。 

藤 M 郞 え t つ。 

(滕 凹郎 、巧々 後 じさり して 逸 おず〕 

化蝴麟 w 郞 かわ どろいて 化を つぶし やおつた 0 み じ、 正 
苗ん 蝶がん 芝が も 加 藤 も， 藤の 郞 同様 肝つ玉を つぶし や 
おろだ‘いぅ〇 でまも、 み やが-^;;. ' . . -も は 、 、 ^ 〇 まだ、 
わむ い：： もぅ 一 はわて や. シ 「。も、、 わ わい。 (义堤 
の 芝 化の 上に 御れ 化ず〕 

第二 一な 
巧 一場 

本郁シ 茶の 水 化 棉忠蝴 の お。 あの 一室 •な 踊亂醉 して 

巧て ゐ ろ。 败滞 脚み 敕 かす、 掛滿國 だけみ 掛けて ゐ 

る。 化 地の 樂 、化 ホ 合み し 離れ、 かけ 華 もし y ゐ る。 

二十 一 U のか。 門 ホ、 川て がろ 0 


門を 奧樣 。み 山 六 郞右衞 門 礫が わなえ じな，  りました。 

わ貞 お^、 永 山樣か お見えになつ たか •そわで 何と 申し 
上げた。 ホ 人は 大醉 して 寢てゐ ると 申し上げ たか。 

門弟 申 L 上げました お、 义 急の 川 事 あるじよ つて’ 是非 
わ 目 じか、 りたい とのこと でございます。 

わな それでは •起さず ばな ろまい。 (化彌 の 傍へ ゐ H- り 
寄りながら〕 もし-^、 お 織 どの、 あ颇 どの。 (搖リ 
動かず) もし、 お 辖樣で ござります 0 

を搁 う 一 ん 、う 一 ん〇 

(を 易に， 姐 さ そうとしない) 

わ貨 もし、 御 来客で ござ 〇 ますろ ぞ〇お 目を おさましな 
さい ませ 0 

(ホ 心關 、を 易に なさない：} 

わな お、/ \ '水 山 樣がお 待 も 兼で あらう。 もの、 もよ 
つと 行つて、 おこと わ 4 して おおれ。 今朝、 をが 明けて 
から •何方よ 〇 か 融醉の 態で 歸 つて 參〇 •その ま、 前後 
不链じ 擅て ふると •申し上げても 誤れ。 

門を はも。 (去る〕 

わ貞 もし 忠彌 どの。 もよ つと お起さなさい ませ。 み山樣 
が お見え じな b ました ぞ 、永 山 掠が。 

化 細 (寢 おり おが-‘， ながら〕 後生 だ。 もつ と 魅さして み 

わ〕 う 1 ん 、う 1 ん〇 


が 4 


诵を橋 お 


(門弟 おて 來 ろ) 

門弟 お樣 申し上げました 處 .たつて わ 目 じか ムゎ たいと 
のこと で、 仕薛 じよつ ては、 み山樣 白み 起しても よいと 
のこと で ござります 0 

わ貞た ム、 をれ では、 み 山 様 じ失禮 でも、 これへ 通つて 
いた •、かう。 案內 して おおれ。 

(わ 臭-をず こと-し 絕叟 して、 にん やりと 夫 も 見スゐ 

る。 永 山 •門弟に 案內 され、 入つ て おる〕 

わ貞 これは {、、が 山檢〇 よう お出でな さりました 〇こ 
んな 失禮の 態を お 目 じんけ、 お 蓋 かしう ござ b ます。 

み 山 いや、 何の/ \’ 少しもを しう は ござらぬ。 いつも 
の 通りの 大醉で ござ 〇 まするな。 (寝て ゐ るを 閉 のぶへ 
巧 づ を) 丸 橋 巧’ 起を なされ、 起さな され。 义 急の 大 
事が 出來 いたした。 

お 願 う一. ん 、う*— ん〇 

一； を拥 なか {起さない 。永 山暖の I のみ 引 さ 王 だ、 

つじ 备 高らかに 鳴ら だろ。 忠踊 ザバと 起さ、 ホの 上に 

坐ろ；】 

を 踊 (醉 蚊朦購 として} どなたの お出で ぢ や。 

み 山 丸 橋 どの。 拙者で ござる 0 

忠锅 こわは’ お 山 氏 か。 何 御用 ぢ や。 

み 山 一大事が 化來 いたした。 


お 踊 なじ、 一大事とは。 

み 山 正' 雪 どの 。み 日 早朝 だ戶を 立たれた のを、 貴隘 御が 
じか 0 

を彌 いや、 知らむ。 

み 山 今夜 檀 巧の 邸 じて、 ひそかに 別離の 宴を 催す 答なる 
じ、 我々じ何の云ひ置*^もなくホたれるとは、 まさしく 
透電 。さては 一大事 發提ち 苗を 飛んで 貴 腹のと ころへ 
随 けつけ てを つたの だ。 

あ彌 それは、 巧 黄し い。 さては、 大事 發 致いた した か 
な 0 

永 山 留巧居 じは、 何事 もを ぜぬ 下人 ばかりを おめ 理 いた 
こと、 云 ひ、 大事 發 畳に 巧 違 ござらぬ 0 

を彌 さて じ. 何人 和 訴人いた したな。 

み 山左樣 一一 巧 化 黨の中 じ、 返忠 した もの お* あろに 相 
違ない。 

忠彌 (昨を の化醉 中の 出 お 拳 心、 俄が 思 ひ 化した ろ 如く) 
ュ め.^ つ 《 しまつた？ 

み 山 貴殿、 恩 ひ當る ことが ごを るかな。 

を 胡 (巧 凹す ろ) 思 ひ當ろ ことは ござらむ お.】 且の隨 
情に 委せ、 訴人な すと じ激 なれ。 

み 山 誰 だ、 そい は。 

忠铺 誰かは 知らむ て もがい む。 


彌 ，を 巧み 


が 5 


み 山 如何にも、 その 退化の 巧、 誰々 とみ 明せば‘ 肝を な 
つても 化ら 3 ところ だ。 

化 翩もム •お貞 。酒を 持つて 來 い。 

わなで も •その 態で. また 御酒とは。 

忠诚 酒で もの まわ ば、 この、 この'  思 ひ •ィヤ いや、 此 
の 無念が 晴れむ わ。 

わな とは 中せ。 

永 山 いや 御内 室。 な 事 化す だ や。 化 狸の 思 ひ 山 じ、 か 何 
程の 大酒を 過させる もょ からぅ。 

わなでは、 御酒のを 度を。 

か閒 いや'  ま 度に 及ば 2。 な 刺の 寸’ 、持つて 參れ。 
わなで も •それは わみ 梯じ 化禮。 

も 山 いや、 拙 巧は いけむ 口。 あ彌 どの、 存分に。 
わなでは •み 腿な お.- :〇 

(わむ、 測 おりじ 立つ〕 

み 山 かぅな つては、 もはや 最後の 川 息 だ や。 み 共は 急ぎ 

的 元へ 立も歸 つて、 ともかくも むる々 ま 度を いたす。 

ぁ彌 拙ぶ の 捉巧も •御问 機。 

(わは、 洒を槪 利に 入れ 持って 化ろ〕 

化 拥か山 巧。 失禮 。(が 利の ni リ飮 む〕 苦い、 きい。 

こんなを い 酒に、 初めて だ。 

み 山が しむ お.：： 丸慌 巧。 まだ 萬 一の 望みは ないでも な 


い。 愈々 最後と 巧 分る までは'  こなたよ ぃ 騒ぐ じは 巧ぶ 
まい。 わ 互 じ 愼軍煞 一。 

お 踊なる ほど •橫東 第一。 それ •が お 願には、 末期の 訓 
言。 お 山 巧、 巧ぃ 難い。 

永 山 丸 橋 氏。 さも ば 〇御內 室 にも おさら ば。 

化贼 さらば 0 

わな おさら ばで ございます 0 
化跑 そ も。 お 送 〇 申せ。 

0 氷山 ホろ。 わな 送つ て 化ろ〕 

化彌 (お 問しながら 一 化 方ん 先方 だ。 刺客 じ 跡を 追は す 
む どは':: さ 〇 なが. r 一旦の 怒 h じよつて 、ぶ 年の 
同を を 裏切^し は‘：： 就醉 じむ 亂 わしとは をへ、：.. 
も、、 苦しい。 

(わむ’ 蹄つて おろ) 

わ貞 愈々 みの 卜：の 大事 じな 〇 ましたな。 でも、 なげいて 
も 誇な さ こと。 

化 醜 ぅん、 許せ。 わろ かおの 忠彌を 夫 じ 巧つ、 そちの 不 
幸を もさら めて くれ。 

わな 何の、 をの 會轉 じは 及ばむ わい な。 そわよ b も 何時 
何時 御 川の 聲を 聞く かも 知れむ。 家の 中を 巧片 づけ ませ 

弓 0 

化调 ぅん、 よく ぞ 中した。 そ もじ 萬 事た の。。 預けた 述 


願を 橋 丸 
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判 帳は 燒 ぃて 興れ。 

わな はい， かしこま b ました 0 

(.わ 貞 .巾斐 々々しく 奥へ 人ろ 〇 入れ違 ひじ 門弟 巧て 
ホる) 

門を ホ 生。 巧 今ち 肺 藤四郞 どの、 南 巧 奉行 與 力、 菊 池 源 
右衛門 どの 同道 じ \ 、お見え じなり •たつて お 目 じか、 〇 
たいとの ことで ござ b ます 0 

忠彌 (巧 凹ず ろ) 藤旧郞 め、 さては 愈々。 もえつ、 何と 
せぅ.... え、， 通せ、 をせ 0 

(巧彌 •帶も しめな し， み义 おんを へ、 帶 刃，^ 引静だ 
て 巧つ。 藤 四郎’ をむな 頸 杏しながら 、お 力と 同进し 
てけ ひつて 來 ろ：- 

藤四郞 こわは/ \ 、丸 橋 樣 。とんだ わ 邪魔を いたし ミ 
す。 お 上の お 計 ひで、 與力菊 雄 瓶 右 衞門樣 、同道して 參 
ました 0 

菊 池 拙を は’ 南 町奉行 與 力’ 菊； 他 瓶わ衞 門。 

化彌 拙者 •丸 橋 忠彌」 して 御 州 向は 何で ござる。 

藤 四が わみ 樣のお 言葉 じょぃ 山 化 冗 掌 どの 謀 だの 趣 さ、 

訴人いた しました 所 •をの 丸 搞忠彌 とや ご， も、 問を なか 

ら返忠 の 巧 じよつ て、 化の 上 一巧 徒黨 のか 細 申し 上ぐ る 

じよって は。 

化 踊な、 な. 何み 申す。 化の. お彌が 訴人な どとは、 蜜に 


も覺ス ね。 さては その 方、 冗 雪 どの、 おひ 立ょ りを、 そわ 
と 悟つて 訴人いた したむ。 ひ’ 非道な な必。 

藤叫郞 そ、 を、 それは 忠彌 どの、 詰が 違 ふ。 

化 踊 いや、 違は わ。 

藤阳が いや’ 昨を 江 戶川火 邮の时 近 じて、 現在 黃 おさま 
の お 口から 0 

化搁 何を 申す。 その やぅな 覺え はない。 

藤网郞 こわは した 〇。 たしか じ 仰せられた ものみ。 

お强 え、、 くどい。 かわ これ 申す と、 手は なせれ ぞ〇 
藤 凹が え^つ。 

(藤 四郎 逃げん とず〕 

菊 化た とひ 御 邊が說 人せ ずと も > 々は 大事の 嫌疑へ 乃り 
捕つ \ 、連れて行く お •承知 か。  - 
を嚇 承知 だと も。 

三 腺 凹が. 邮け 去ろ。 菊 池つ いス 去ろ。 閒も なく 
邸 かに 喚覺 化ろ。 わ貞郎 けだして がろ〕 

わ おさて は. 霞 々0 
忠蘭述 判は 燒 いたか。 

わな はい •とつく じ 0 

を彌 そんと 言葉を 交す の も、 こわ お 最後 だ。 今生の おひ 
出じ戰 ふだけ は戲 ぅて 見る。 そ もは 靜 かじ お 常いた せ。 
わ 貞はい 0 ( なく：} 


彌化巧 化 


2 が 


(邸 外め 人が がに 化ろ。 太が と乂 ろく。 化彌 たず. さ， 
か パ、 si: ふ リ十义 ザの かみ 化り： トスし > 随 にがりて 
りぅ {と t ごく 〇祁ず 数人 侵 人し y 來ろ〇 化 閒の勢 
ひじ 怖れて、 あ^か、 ら す〕 


V7 

'身 


喊 


情景 

化蝴の 糸の 巧手。 お茶の水の 那‘ .一而 だる お 上。 最初 捕 
ホが 化 下の お カタな 郎け述 ひたろ を、 化蝴 捕を に 巧ょ 
むながら 出て おろ 〇亂閒 凹 半け。 力盡を y 捕け ろ〕 

如 ホを 殺 捕った •補った。 ゎア ー ッ。 

(が 力が 池 椒か衞 i:、 化 細に 近づく〕 

帮池 どぅ だ。 お 上 じ 手數を かけ、 もまた の 怪我人を 化 
し、 がの 义 .u み、々 の おひは 何 5 だ。 口惜しい か. 何ぅ 

ご」 0 

化蝴 

こ 


もは、、、。 何 か 口惜しい もの か。 化 趣の 思 ひ 化 

化 ふなみ 働いた。 これで 胸の 巧し みお、 幾らか 取れ 

た。 をつ’ 做 腹へ がが 姐ろ までは、 暫 しの 辛抱 だ。 もは 


が 化 何う だ， 立て ろん。 

忠诚 何を 中十〇 これ. この 姐 〇 だ や。 もは、 

彌お 巧知 扯ぜ ながら- = 、しつ かりとぶ つ〕 


岳 


幕 


(本 おけ、 澤阳 •化 二が 一座 上演 川と し';^ 執筆 
だしもの じして、 上演 もみ 意と ゼリ〇 か ホ〕 


が s 


札れ 入 


、 L し 

^イ  ホ 

肖 作小說 「入れ 化」 を 尾 上 菊 五郎 氏の 蹈に 
依つ \」 戯曲 化した る もの 化 


人 物 

國 ちお夕 
猎 荷の 九郎助 
板 割の 淺太郞 
島 村の 嘉助 
が 井 凹の 喜 磯 
玉 巧の 彌助 
並 河の 才助 
河童の 吉截 
闇雲の 牛が 

轉迦 の十贼 

その他 ご 一を 

時 巧 

上 州よ 〇 信 州へ か 主ろ 山中。 天 巧 初年の が。 


情景 

わろ がの U のみ 曉 、ルが のけ もた 山腹。 地-レけ ルが が 
しげつて ゐ る、 n の お前、 雲の ない 西のを に ホ 城 川が 
队 かに 見えろ。 慕が 開く と、 才 助と 淺太郞 とが おスが 
ろ〇 二人と t うず 汚れた 拾の がを からげ、 脚排 合'！ さ 
わら •ちみつけ 乂ゐ る。 めい/ \ 腰に 一み のを 脇差を さ 
して ゐ ろ。 淺太郞 の ホロ、 割れ か、 つた 靴を 繩で 巧つ 
スゐろ 。二人が 舞 送の 中 かじか、 た咕 、後ス からげ 
ぶ 壁が 巧ん ろ。 

巧ぶ 聲 おうい、 浅 兄い、 待てえ ッ。 

巧太郞 おうい、 何ぢ やい。 

呼ぶ 聲わ うい {。淺 兄い。 

淺 太が おうい、 何ぢ やい。 

巧ぶ 聲少 しおを 止めて くれ。 もん ま 〇 離れるな 0 
巧お郎 ようし、 みつた ぞ •待つて ゐるゼ 。(巧， か 柩リ向 
いて. 才 助に〕 おい 才 助、 一 化み しよ うぢ やわえ か。 
才助 大丈夫 かな も、 こ、 いらで 足を 止めて ゐ て。 

巧 太が 大丈夫 だと も。 大戶の 關を败 つたの お'  昨夜の 冗 
つ お だ。 もれから ホ さ 通し だもの 。もうかれ こわ 十 巾： 近 
くも 突つ をし つてら も 0 
ナ助 みんなよ く 足’ がつ r いた もの だ。 

巧 太が 俯たち は， これ 化の 巧では ビク ともし わえ お、 九 
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郎助 やか 化な どのが おは， もれで い、 加滅 へこた 八’ て ふ 

.ぃれ。 

才助だ •がょく 巧 抱して ついて 來 たな も。 

巧 乂邮巧 H 明口帖 つたい ことを ちつて ゐる述 中 だ。 つい 
てがず じは ゐられ ルえ ぢ やわえ か。 

(二人が 站 して ゐろ閒 ，九郞 助と 觸助 並んで お y ホる。 
九 化 助け お h におを を 人 •彌 助け w 个 前後} 

才助 (化郞 助に〕 や も、 お 荷の 兄い、 あは 大丈夫 かい。 
化郞助 何を 化 迷 音を を ひや おる。 かう 化え わつて 若い 時 
は、 化踢 おかつ と閒 いた 時は、 十 里 二十 里の 夜道は 平氣 
で ホいた もの だ。 いくじ， が おがつても お 腰 だけは お前 達 
じひけ はが.-: せわえ や。 

巧ぶ 郞 化い、 もんま^ さう でもな さ、 うぢ やわえ か。 族 
がの 山越え。 や、 少 々參 つても たやう だぜ。 

化 郞助何 V' おつて やがら も。 そむ も お前 達の こと だ..： う。 
この 巧の おいわ 等は まだ 修業が 化 〇 わえ や。 俺ら 若い 時 

じ や、 かみの 兄い と】 緖 じ、 倚 州から が 州へ 旅人で •赂 

巧ん 墙を かせぎ 遇つた もんだ。 その 巧 じん、 日 じ 十 

中-や； 下 おは 朝飯前だった よ。 

細 助 さつだった な も、 辟 巧の 兄い の 若い 時は 蒸 勢な もん 

だった。々 の忠乂 の 親分 だって、 ばく もむ のぶ か 化け ま 

も わ 前にむ はつた やうな もの だむ。 


巧み 郎 ふうん。 さう おな も。 ま 作法は お 巧 5 儿 いじ 敎は 
つた かも 知む わえ が、 もの 度胸 骨と 腕つ節は •まさか 敎 
は 〇 やしむ えだ‘.： 'うわえ 0 

九郞助 (一寸を おかへ V0 何 だと •おつむ ことを ち ふな 

ち 

巧ん が 何にも わつな ことは を ひやし わえ。 よく お前さん 
はを は-^ とを ふが'  幾， T 云つた つて 昔は を さ。 昔は 親 
分よ 〇 一枚上の ばくち 打だつた か 知ら わぶ が、 今 ぢや壺 
を 貴つて 子分に なつて 〇 や、 •悔 達とは 朋輩 だ。 あんま。 
昔の ことを 振强 しなさん なよ。 

广 九が 巧献 石〕 

願 助 だが 巧太郞 、わ 前は ち 幾ら 親分の 氣 をが いム から 
とを つて、 あんま。 咕 寄の ことを つん けん 君 ひなさん な 
よ。 も..， 少し 俺達を いたは つて くれたつて、 罰は 當 るめ 
えり 

巧 太が ふ、 ん •いた はつて くれ か。 笑は せ やが C, も。 
化か 助 野が， 何 だと 何が どうしたと。 

才助 おい {.阿 化 達 どうしたんだ。 こんむ 時、 仲間 暗 一 
啼を する 時む やわぇ ぢ やわえ か。 

巧灰郞 だが、 もん ま 〇 相手が 午 寄 風を 化か ナか •ぃた。 
九郞 助な もじ、 どもに， が どもら だか。 手前の 巧 •かよつ ぼ 
ど 若い おが vr お^して やが るぢ やわえん。 
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蝴助 まも、 い、； リ やわぇ か。 今 じ 若い おが 役に立つ か 年 
寄が 役に立つ か 分ろ 時が 來 らも。 

才助 (ムと 近づい 乂來る 忠み也 ぶつけ.) や も 親 巧 おお 見 
ぇに なつた ぜ。 

(网 人と L 立 上る。 化み •嘉 助、 喜藏 •牛 おな どの お 
み，^ 伴 ス巧場 •ル發 の 所に 偽 おの わろ 淺黑 いが、 少 
し 壁れ がえ .t 心る わみ 一曆诺 ホん」 見 だ乂ゐ ろ。 關お統 の 
拾に 脚 排巧郎 で •絞 都の お 脇 弟， か 佩し 脊 のかき 下しの 
笠 お ジてゐ ろ) 

才助 親分 わ疲 た」 ございませう。 

化み う、 む •心酣 するな。 まだ 五 里 十 おは 火ぶ 义 がける 
ぜ〇 

淺乂が 親分、 化 方の 乃へ おかけな せいませ。 此 乃の 芳お 
を. がキ レいです ぜ。 

化み 足は 疲れ わぇ， が、 わむ いょ。 

嘉助 ほんとう だ。 それや みんな 问じ ことです ぜ。 

赛藏だ •が'  安む はなら わぇ。 足 膜の 立つ 中は、 早くた 卵 

境を こして しめいて いもの だ。 

化み おい、 ホ 城 山が 見ぇる だ やわぇ か。 

(みんな 氣 がつく〕 

巧乂化 雲が ちっとも わえ もの だんら， もんな じ ハツ キリ 

ぶえ て & らん。 


忠ィ ベな つかしい 山 だ。 もう 彼 おが. 化 場所 だと おつた か’ 
神 姚の巧 護と でもを ふか、 ょく 千 人 近い 八州の 捕 方を 斬 
〇 ひ. JT くこと がが 來 たもの だ。 

喜藏 親み. 神佛お 俺達 をん まつて 下さる もの かわえ、 み 
んむ 俺達の 腕つ ぶし だょ。 

化が もは i i ^ 、 それ もさう か〇と じかく  •みんなょ く 
働いて くれたな。 改ん で、 禮 をを ふぜ。 

一同 何を とはつ しやる。 とんでも わえ こと だ。 

忠み (小範 の k に 腰 在 下しながら) ホ 城の 山 も、 これが 
巧 化んだ な。 おい、 化 超 いらで】 服し ょうか。 

(みんな 忠 ホも齒 つて 腰 也 わろ ず。 乾か 河を のを 喊を 
如 をつて な勸ィ る) 

吉感 邦を、 朝飯は 手に入 〇 ました ぜ 。下の： 白 姓 家で •巧 
ょく 御飯を 茨いても ましたので、 すつ かりじぎ 〇 めし じ 
して 實 ふこと じしました。 

化か を いつはを. がたい。 鳥：：！！ を お 分 じ 置いて やれょ。 

吉感 かしこま ぃました。 

(ち賊 かけさろ〕 

喜 お 飯が 出が るまで'  ゆつ く 〇 化め ると を ふ もの だ。 

(みん：. A W く 無言) 

九が 助 飯が ホろ まで、 一.;: 人 ふしょうかな。 

贼助 を いつはい、 考 へだ- 


ネ し八、 
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窥助 わい .b も 一む 入 〇 しょう か.'、 0 
化み むい 一 一寸 待つて くれ！ 

な 助 何^ 親分、 改まつ \<? 

髮 わい！ ムム な。 

(化み が繫 おし スゐ るので， みんな 巧す まゐみ 正ず〕 
忠み わい！ みんな。 一寸 巧を 巧して 赏 ひて えの だか、 
化 こわ か .r だ 州へ】 入 V 巧 もて 巧 かう と 思 ふの だ。 お前 
連を 述れて 巧 さてえ のは 山々 だか、 お 役人を 叩 さ 斬つて 
天-下の わ關 所を 贼 つた 俺達 お、 た 天道 さまの てを 十 人 二 
十 人つ む おつて かく ことは、 許され わえ こと だ。 もつ と 
も、 二 一; 一人は 一所に 巧つて 赏ひ てえ とも 思 ふの だが* 今 
口が！：： まで、 问じホ 巧を したお 前 達 みんなの 中から、 汝 
は 巧け、 われは おろむ とお ふ院 別は つけた くわえの だ。 
述れて 巧く か‘ t" じ や 一人 殘 に-ず、 みんな 述れて 行 さてえ 
の だ •別れろ か. な.！' 化 みつこの ないやう じ、 みんな 一 
様 じ 別れて しま ひて えの だ。 さも、 おじ 使 ひ 殘〇の 金 か 

•酉 五十 關 ばか 〇 もら も、 みんな 十二 兩づ 、おわて やつて 

巧つた のは、 俺が 贤 つて 行 くんだ。 めい {じ 當を考 へ 

て おもてく' れ！ い、 か阮 分み 膀じ氣 をつ けて、 たつし 

やで ゐ \ 、くわ！ あみが 何處 かで 捕まつて 江 戶送〇 じで 

もな つたと 閒 いた.-^、 檢 巧の 一本で も 上げて くわ.： •あ 
は、、、.：. (巧な に〕 おい そのを をん ん なじ 別けて や 


れ！ 

窗藏そ 〇 や 親分-. 惡い 7 輔だ らうせ。 一體 、俺達が 聲 
子 眷族を 玲ス 、化處 まで お前さん について 來 たのは 何の 
爲 だと 思 ふんだ。 みんな、 わ 前さん のみの 上を 氣づ かつ 
て、 お前さんの 落着く 所を な 招けたい 一む からだ やわえ 
如 0 

巧 太が さう だと も。 いく-:: 大戶の 御 帝 所を こしで、 もう 
こわ' か .b 信 卵までは ，大文 夫と まつわと ころで、 お前 さ 
ん ばかりを 手が す ことは、 巧來る もの おや わえ ょ。 

嘉助 ほんとう だ。 ぶ も •かう 物騒な 野郎 ばか b が、 つな 
•かつて 步け わえ のは 道理な の だから、 お前さんが 化な と 
田 心 ふ 野郎を 巧 指して わくんな せえ。 何も 親み、 乾な の 間 
で、 遠慮す る こ L」 なんか もりやし わえ。 わ 前さん の 大事 
な 場合 だ。 恨ら みつら みを を ふやうな ケ チな 野郎は 一入 
だつて もりやし わえ。 な も—- 兄弟。 

多勢 さう だと も 。さう だと も。 

をみ (たまつ てゐ ろ〕：： 

巧 太が な も！ もつ さりと お 指を して くんわえ か。 

化み (だまつて ゐ たが) あ 指しを する 化なら、 手前 達に 
ffl 談 はかけ わえ や。 みんな 命を 捨て、 働いて くれた 手前 
たちだ。 俺の 口 か..： 差別 はつけた くわえの だ。 

九郞助 こ 〇 や-ホ も だ。 親分のを ふの がぶ も だ。 こんな 
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まさか S 場を じ、 拾て、 置かれ もや 誰 だつてい、 氣 持は 
しわえ か‘ な。 

淺火郞 (九が 助に) 手前の やぅな 入' がゐ るから 物事 •が 面 
倒 じむる の だ。 年寄は 足 手 まと ひです から、 親分 わし や 
兹でわ 暇を いた r さます と'  もつ さり 旧ち やどぅ だい。 
九が 助 何 だと 野郞 、手前 こを まだが 若で お役に立ち ませ 
ん から、 化 度の 御用は 外さ まへ わが ひます とちつて 弓 さ 
下れ。 

樓太郞 何 だと。 

化み おい I 淺！ 手前 化すぎ るぞ 。だまつて ゐろ I 
巧みが はい。 はい。 

(禪迦 の十藏 、ムと ひざ もず、 めて) 

十藏な も、 親分い、 ことお もら も。 

二 一二 人 何 だ。 何 だ。 をつて 見ろ。 

十藏鑛 引が い、 や。 みん むで、 錢を 引いて 當 つたん のが 

親 みのお 伴を す るんだ。 

をみ なるほどな 〇こ いつは 恨みつ こおなくて い i や。 

慕 助 親々 何を IK ふんだ い。 こんな 靑ニネ の 一占 ふこと を 聞 

いちや、 ダメぢ やわえ か。 錢引 だって、 馬鹿な。 もし 數 

'が 十賊の やうな 靑ニ ネじ當 つて 見ろ、 親 みのお 伴 どころ 

か、 親分の 足 手 まと ひぢ やわえ を 錠 引なん か 俺眞平 だ。 

こんなと さ、】 ホ 物を を ふのは 腕っ節 だ！ な も、 親み 一 


くだ、 b わえ 遠 厳なん かしわえ で、 たつた 一言 嘉助 ついて 
來 いつ一. とちつて わくんな せい 一 
喜藏嘉 助の 野郎、 大 さいこと を まふない 。腕つ節 ばか b 
で、 化閒 さまは 渡れむ えぞ。 まして， これ か .b 知. わえ 
主 地を 遍 めぐつて、 上 州の 國を忠 次で ございと をつて ホ 
くじは、 化 引 萬 端の 軍師が ついて ゐわ えこと じは， 動を 
はとれ わえ の だ。 幾 ホ 前が、 大 めしな ひの 大力 だか 〇 
とまつて •ド デぱ かりを 路 んでゐ もや 旅 化で 飯には な .b 
わ えぞ。 

九郞助 (今まで だまつ スゐ たが〕 腕つ 節 だと か祀引 だと 
か、 そんな ことを まつて & ち や 限-^ おわえ U こんなと さは 
蛮を 質つた ザ代顺 だ。 そむ お、 まつとうな 顺银 だ。 盈を 
賞つた のは、 俺 お 一を ホ いんだ。 その 巧ぎ は厕 助だつた。 
なん おい I (離 助の ホ も 巧ろ) 

巧 太が 九郞助 だいさん、 何を まふんだ い。 葬禮 のむ 化ぢ 
やわえん だぞ 。年寄 ばか 〇 お、 ついて ゐ ていざと なつた 
とを はどうす るんだ 0 

九が 助手 前 達 じそんな む甄 をさせる もの か。 か' つ巧 えた 
つて お 巧の 九郞巧 だ。 

巧た 郎 をの 呪み か、 もん ま。 利かむ く なつて & ろの だ。 

まも、 父さん、 さう 力 巧な さんな ょ" 
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巧が けんかを し もやいけ わえ つたら—. 

牛 お 親み •化 も お供は； H 來 わえ かわ" 俺 ぁ 腕 節は 强 くは 
わえ。 又、 な： 械の やう じ お 帥 だ やわえ〕'  か •お前さんの 
巧 じは’ 一命を 抬 て、 もい、 b むの 内で、 とつく じ覺悟 
を さ ルて ゐ るんだ 0 

=1 阿 人 何を を ひやか るんだ。 親分の ためじ 命を おげ 化し 
て& ろのは 手前 一人む やわ えぞ。 ふざけた ことを むかす 
わえ。 

(か 化し ふけ 巧,^ かを ながら だまつ てし まん〕 

化み わ 前 達の やうに、 さう ザヮ 騷 いで ゐ もや、 何時 
おがた つて おて しお も 〇 やし わえ。 俺 一人を 手が すの が 
不を むだと を ふの なら、 わ 前 達の 間で 入れ札を してみ た 
C どうだい。 札數 のみい 巧から、 一一 一人 丈 つれて 行か うぢ 
やわえ か。 こり や ー ホが みつこ おな くつて い、 だら、 1 
ぜ〇 

巧が 、'- いつも 思 ひけ だ。 

巧 火が そいつ も 趣の だ。 

一二 w 人なる ほど、 が. 策 だな 0 

化み だ や】 つ 入む 化で を 化て ちは うかな。 

阳ぉ人 よう おす。 な銷 だ。 

壬 U が •じがり めし 古 入れた、 たさい ざろ 备持 つて お 

ス ザむ〕 


吉藏 親み •めし お來 ミした ぜ。 

忠み こいつは い、 所へ 來 た。 みんなめ しを 唆 ひながら 誰 
を 入れる か 思案を して 賞 ふの だ。 

(を 藤 めし， 作 みん。- し 配る〕 

ま滅 さん、 みんな 二つ宛 だぞ 。澤 庵は. 二一 切れ づつ だ。 
みんな も 〇 •かてえ •あ 〇 .かてえ) 

專藏ん しおり じ、 もた^ かい 飯 か 唆へ らも。 

をみ (じ 去りめ し 私 手に しながら〕 俺、 水. が 飲みて え や。 
吉藏 水なら、 半 巧 ばかり 向う じ 流れ‘ かも 〇 ます ぜ〇 
忠ホ さう か、 む や 巧つて のんで 來 よう。 

ち 磯 とつても わえ、 い、 水 だよ 0 
S 四 人 だ や 俺達 も 巧つて 來 よう。 

淺太郞 俯 も •顔を 一つ 沈 ひたい や。 

(みんな •どや-^ と 流 W ぶへ 巧く。 後に け九郞 助と 
欄 助と 义か のころ) 

九郞视 (じ 女り みし も、 まづ さう じ 隨つス しまつた 後一 
も、 いや だ. いや だ。 どう 考 へても わ. -T あ 入れ札は いや 
だむ—. 

翩助 なぜ だい、 阿 化！- 

九郎助 入れ札 ぢ や、 俺 S 入の 中へは へ 入れ わ そや。 

彌助 そんむ じ お前、 自 みを 兒 K るに も當ら わえ だ やわえ 
か。 忠 巧の 一の おおと ちへ ば お前さん じを まつて るる ぢ 
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ゃわえ か。 

か郞助 上部は さう むつて ゐ る。 だ' が、 俺 去が 大前 凹との 
W 人り のとを、 お. 嗤 場から ひツ かつおれ てから、 ひどく 
人聲 をむ くして しまつ たんだ。 そむ お 俺 じは ょく々 るん 
だ。 上部は、 阿兄々々 と 立て、 屏て くれても、 むの 陵 だ 
や 俺を 輕ん じて ゐ るんだ。 入^' 化 なんん じな つて おろ！ 
を-!^' が、 アリ'^^ と 化數じ 出る ム だか .b な。 

彌助 

九郞 朋何ぞ とを へば、 俺を ザ お 扱 ひじし やおる もの 巧 太 
郎 への 意地 じだつて、 俺抬 て、 巧 かれた くわえ や。 

彌助义 も だ。 だ •が、 む酣 すろ ことは 入.：' わえ や。 わ 前 お 
落つこち るむ 酣 はわえ 0 

九郎助 さう だ やねえ 〇巧 しい もの だ〇ど 一- > も 俺に 札を 入 
れて くわ さうな む當 りは わえ や。 

闽视が 河の ホ助グ 折ろ だ やわえ か。 もの おはわ 前に 卜* つ 
ぼ ど 化 話 じな つて &る だら う。 

化が 助 いや も、 化 切の 若い なは、 おを おわる のは 早い や。 
もい つけ 化 巧 だ や、 「淺 阿兄々々々」 と、 巧 じばつ^。 く 
つついて ゐや がる。 

厕助  

九が 助 俺、 かう 思 ふんだ。 巧 じは 四 枚へ 入ら も。 喜-城 ii 
は 三枚 だ。 すろ と 後 じ 阳枚殘 ろ だ‘ う •その w かみ 中で 


俺 二 か 恥 〇 ていの だ。 お前は 化 じ 入れて <れ ると して. 
(九郞 助 •ら つと 厕 助の 额 みなろ〕 

踊 助 (だまつ てうな づ く) .... 

九郞助 も 前 か 化 じ 入 てく わろ として アトの 一枚 だ。 

俺、 化の 一 かを とる ためじは ，片腕で も 挽て たいの だ お。 
翩助 冗談を つ もやいけ わえ！ さう 思 ひつめ なくても 大 
を ホ だょ。 喜贼ピ つて、 わ 前 じ 入れ わえ もの だ やわえ ょ。 
化が 助ち いつは、 化と 化 明 仲' がい、 扣 ご" なん！ アト ー 
お だ。 も. アト ー か だ！  つと 腕，^  くむ) 

(水也飮み-しがつた人々. ど；^/\と^つて化ろ〕 

春 助 もんな にぎ 〇 めしを. も-, 十五 六な ひで いや。 
巧太郞 もれで も •一時の 蟲 抑へ じけ もりおたい。 さん 飯 
はすんだ。 入-;; 札 V ザく やつて 實は うん。 

喜藏 心得た。 

(彼 U、 懐中 ふり お 巧み 化し、 脇 お 在の いス幾 化か-し 
切斷 ずろ。 みんなに-み. 姐 化 ザ) 

喜藏矢 立の 肇は 、一本 しんわ えぞ。 むろべ くがく かいて 
迴 L てく わ。 ん いたやつ は’ 小さく 巧つて、 化 剖： 龍の 中 
じん H て くれり 

忠み 化のを いまから I 二人 だぜ。 

十藏 え、 承み しました。 

春 藏十贼 ，お前から かけ！ 


札れ、 
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(卜 賊に皱 被ず。 めい--^ みが/ \ 筆 在 借りて か 
く 〇彌助 ザ-斗 < おへ 化 郎 助-し 近 ふりて〕 

彌册 を.-? 阿兄、 樂を やる ぜ〇 

(蝴 助. も化备 化し わろ 如く 一ー ッ P リ货 ム〕 

九が 助 もり •かてえ。 

(化が 叫 策み 化ろ。 が 做の が、 ムリ/ \ と额じ 巧び し 
じご、 く あへ： レ〕 

巧ん 化 わい* 爺さん。 巧く 筆を 迴 して くんわえ か。 

化が 朋何 だと！ 

巧乂 がみへ るな..：'、 维を 外へ 廻して くむ！ 

化邮助 だまつ て ふろ •入'-: ''わえ 口を た、 くな ょ 一 
(化 ’W 助识 がと L ス绝 下卞〕 

才助 爺さん’ 化 じんし 一.」 くわ。 

化郞视 け. t>。 (嘴み むげる) 

(才 幼、- て 化，^ を 化： T、 娜 助の 怯へ むく) 

才助 。も、 彌助 兄！ ザを をへ 、くわ。 

彌叫 巧へ て やる—. 何と お ふが だ。 

才灿 (脚 助の！： t の 巧で 何 かさ、 やく) —— 

脚 助ょ し、 ん ぅかくの だ 0 ( 巧 ホで •才 助の 巧つて ゐろ 

巧 机の トーに かいて やる) 

ホ圳 みつた 。も。. がて え。 

(みんな つ并ノ  \ じ かさ T へろ〕 


喜 お さも、 もんな 書い たん。 まだ 書か わえ 人は わえ か J 
(巧阐 みぶ 廻ず〕 ょし、 みんな 書いた の だな。 親み‘ 
みんな 3 さました 0 
忠ホ わむ、 讀み 上げて 見 わえ。 

奪巌 ょし、 合 熱 だ。 

(皆け •緊張し，/ 眠み か > やかし、 盛 皿，^ おつみろ 甲 
うな 日 かで •喜藏 のず 許 在 呪んで ゐ る〕 

喜 藤 (巧 s" た 紙片 も ひら さながら〕 い、 か。 みんな 聞い 
てゐ てく む。 もさ。 假 をで あさと しか 書いて わえ や。 だ 
お 淺太郞 じ 違 ひわえ 一 淺太郞 が 一 なぶん なに 紙片 合 
見 だる 0 一 おや •今度 も 巧太郞 だ。 淺太郞 が一 一枚—. 

巧み (わが 爲も 巧たり と 云’' 一 やうに •ニッ コリ 笑ム) 

巧藏 今度は、 喜賊 だ豁片 もぶ だながら〕 何う だい。 ゥ 
V だ やわえ だ じ， う。 喜 贼が一 か！ おや. をのみ かまた 
萬 お だ！ 么〇 おたい！ んん なは、 やつ ぱ〇 目が 高い 
や。 どうだい！ 萬藏 が一 一枚 だ 1 

(專 藤け、 巧 意げ じ 紙 化を 同く 示ず。 化郞 助け、 やう 
やく 焦燥のを も排 ず〕 

苦 お おや 何だ〇 丸で、 金く ぎだ。 何 だ。 く I ろ 1^! け 
か。 化 郞助ピ 。化郞 助が、 一枚 だ。 

(九が 助 •化が し、 U げしく 動 挽 マ〕 

畜 おその 巧は また 巧 だ。 これで 巧 太 郎吉枚 だ。 たやん り 
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おて い •その 巧は また 寓贼 だぞ 。寓贼 は S 枚 だ。 その 夕 
は 巧太郞 だ。 巧 太郞四 か。 おや そのみは また 化の 俺 さま 
だ。 寶藏四 枚 だ。 これで 俺と 巧 太郞 はたし かゼぞ 。おや 
そのみぎ お嘉助 だ。 

嘉助 しめた—. 

專藏 こわで 淺と 俺と •が、 円枚づ つ、 か郞 かと 嘉助 とお 一 
かづつ だ。 二人の 勝負 だ。 

嘉助 アト ー枚 だな。】 寸 待つて くわ、 俺と 巧る か 九郞助 
と 出る か。 

九 郞助化 だと も。 なん、 みまつ てらな 彌 巧—. 

踊 助 (獸 つて 咎 へす〕 

專藏 さお！ もけ るぞ 。どつ も だ T か 半 か。 九郎 助か 嘉 
助か。 ぁ、、.... 嘉助 だ。 

九郞 助な じ’ 嘉助 だつて。 

(九郞 助み 起 もがいて くやしが る〕 

巧 太郞 やつ ぱ みんなは 正直 だ。 もぃ がて い。 やつ ば 

り 親み のた めを 思つ てらち。 みんな も 〇 おた ぅ。 わ禮を 

云ふぞ 。親み のことは 俺達が 引受けた。 

才助ぢ や、 巧 兄た のんだ ぜ〇 

化み ぢ や、 みんな 腑じ落 もたんだ な。 それ だ や •巧と 喜 

賊と嘉 巧と を 迹れて 行く ぜ 。九郞 助は 一 か 入って ゐ るか 

ら述 わて 行を てい お •最初ち つた 言を 變を する ことは 化 


來わ えから’ 汹辨 しな。 さん. 化 刻から え ぅ、 手 削を 
巧つた。 ぢや •みんなを を々 けて •めい {じ 志ず とこ 
ろへ 行つて くれ。 

存藏 (五十 兩 包み もこけ しながら〕 さも、 みんな 遠 厳な 
くがつて くれ。 

(春 藤。 逆 厳ず ろ 乾み 達に •サ けて やろ) 九郞助 阿兄， 
何を 考 へて ゐ るの だ、 われん 手を 化しな せえ。 

(九が 助、 不ホ不 ホに 手を さし 化す 一 
忠次 だ や、 俺達は、 一足 化に なつ ぜ 。みんな 氣を つけ 
て、 行つて くれ。 

一同 親分、 御 さげんょ つ。 お氣を おつけむ せえ ませ。 
才则巧 兄賴ん だぜ。 

巧太郎 をむ して ゐ ろょ 0 
十 截專賊 兄た のんだ ぜ。 

喜 お合點 だ。 親み のみ 體な ■俺達の、 目の 黑い 中は， 大 
丈夫 だ。 

(口々 じ‘ げぴ かけ L 化 がら、 S 人山 上の ホへ とかく 
れ ろ〕 

かわ 巧 蓮 かついて ゐ〇や •ていした 間違は も b やしな 
' 〇 

才助 親分の 胸の 中 だつて •もの 一一 一人を めざし てんた じ 違 
え わえ や 0 
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十な 遙え わえ や。 もい つ. をつ けて 置けば 大丈夫 だ。 

か 松 さあ、 俺 これ か で， 巧 維の 为 へを もて やら も。 

才助 おい. J： も、 巧难 だ。 

十 おわい. も 巧 巧へ 川よう。 

卜お 1^^や、 巧巧化は ) しよじ山かけようや。 九郞助阿 
兄！ わ 前は •何 處へ行 くんだ。 

化邮助 わい。、 もうが 刻ち へよう。 

か 松 巧 おは， 早い 巧 お 勝 だぜ。 

(人れ 化の 巧、 あじん かれ ス邢ぴ 立わん とず) 

か W 助 も i いけむ え。 こんむ もの お殘 つて ゐ ると、 とん 
だず か、 b じなら わえ とも 貼ら わえ。 (九郞 かわ ひ 集め 
スが 中に 义 みろ〕 

か权だ や、' 硏 巧の 阿 化、 ごさ げんよう 0 
九地 助もう 巧く のか、 も ばよ。 

十 媒彌化 阿兄、 ごさ げんよう 0 
輔助 ごを げんよう 0 

(みんな：：々 に、 別れの 言葉，^ 巧 U し、 四 人け 最初み 

ん なが おた 方へ 引つな ず。 後に* 九郞助 i 熙 助と 丈が 

のこる。 化 郞 助の がけ、 蜜い ど、 をい 〇 K 然とし ス 

考へ 乂ゐろ 

彌助 おい 阿兄 1 お前は、 どの 乃 巧へ 行 くんだ。 

化. 抓 助 うるせ え や、々 考 へて rQ ると 云 ふじ。 


翩助 わら も. よつぽど、 草津 から 越後へ 出ようと 思つ。 
お、 よく 考 へて 見る と. 熙 なをに 伯父が ゐ るの だ。 少し 
は* 熊 おは もぶ わえ かと 思 ふ お. 故 鄕へ歸 る 足 溜 b じは 
持つて おいだ。 それで 俺武 州の 方へ 化る つもぃだ か、 た 
前は どうす る氣 だ。 

九郞助 (默 しス をへ す) 

翩助 お前 •よつぽど 入 わ 札が、 氣じ 入らなん つたの：， •，む。 
もつとも だ、 俺 も 今日の 入は 札は、 最初ん らい やだつた。 
親分ち 親み だ—. 餓鬼の 時から、 一緖じ 育つた お前を を 
て、 巧く とを ふ 法は わえ や。 淺や嘉 助け、 いくら 腕つ •ふ 
しが 强 くつても お前に 比ぶ. む ば、 ホンの 小僧つ 子 だ。 ま 
た、 たと ひ 入れ札を する じした ところで、 お郞達 かお 前 
を 入れ わえ とを ふ 法は あ 〇 やし わえ。 十一 人の 中で. お 
前の 巧を かいたのは •この 彌助 一人 だと 思 ふと、 おら も 
彼な 等の む 极お查 く 分ら わえ や。 

九郞助 (おおとし ス〕 化の 野郎、 手前 ほんた うじ かいた 
のか。 

铺助 かいたと も、 俺よ b 外 じ お前の 巧を かくな なんか も 
〇 やしれ えだ やわ か。 

九が 助 ほんた うじ 書いた か。 

彌助 かいたと も、 俺より 外 じ 誰が かくと 思 ふ) 

化郎 助手 前'  ゥソ をつ くと W つ 切ろ ダ。 
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踊 巧 論ょ 〇 請 據>  お前の るが 一 か 化た ぢ やわぇ か。 
九郞助 (先刻. みみた 中 ふり 忙しく 一の 紙片み ふりだしな 
がら〕 これを 手前が かいたと を ふの か。 仲間の 中て 能筆 
の 手前が、 こんな 金く デの が をん く か 0 
厕 助う、 む。 (狼 か’ ずろ〕 

九が 助 これでも^ いたと いふの か。 

弼助 阿兄、 かんにんして くれ。 阿兄 わろ かつた！ ゥソ 
をつ いわ 俺を 叩つ 切つて くれ—. 

九郞助 (腺 弟に 手み かけろ、 が、 すぐ 思 ひ' 遏 す)  > 二‘」 うり 
たつた】 入の 味方と 思 ふ 手前 じだつて •むの 中では 意氣 
地な しと 党 限‘—-' わて ゐ るた わ だ。 手前を 叩つ さつた つて 
何にもな 〇 やしね ク〇 

厕助 だが 不思議 だな。 化が. かんないと しわ .b 、 そわを 
誰が もい たんだ. う， 

(彌 助が 片 もみつ めろ。 九が 助 わ わて、 丸ん ろ) 

願 助 誰 •かかい たんだら う。 (ム と、 氣 がつく〕 例 兄， ま 

さか わ 前が 肖み でかく やうな ケ チな 眞 化は しわぇ だら う 

なり  - 

化郎 助な、 何を を ふ。 (ふと 氣が變 つ 一、 をに なく〕 願 助 

かんじんして くわ。 意氣 地な しの 岑怯 者を、 手前 親み の 

化 〇 じ 成な してく わ—. 

(九郞 助 わつ とず、 りなく)  幕 
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化 討が 化譯 


人 物 

ホむ が 織 そのが が 
葉凹與 b 郞 その ホ 新 之 助 
小げ 新问郎  そのす お 之ぶ 
火： ん 卜九郞  その ホ や； 5 
义お小 ホ樹門  その子ぶ 之 幼 
時 

巧 治の 闯。 

な 一な 
巧 ； 撰 
ほ 馬 
山む S 郊外。 

情 景 

神化の ぶ 巧 私 巧 化 マろ がの 中。 まがが 多い。 十 巧 じか 
W 化 ホに、 一際 巧れ た 火が がぶ えろ。 班 上から 一間 位 

卜：じ 注 处挪が バリ 波し てんる 〇 神木で わる ことが サ 


る。 地上に け 化 化 や ホが 化が 换いス ゐる〇 がを 烏の 壁 
が、 けた、 ましく 巧乏 ろ。 ルが 新 凹が と 葉 W 興 セ郞と 
が， 連れ立 つス 梢の 烏 杏 採して ゐ .々。葉 凹 お 七 郞 U、 
半。 も 手 じして ゐる〇 
ル 伴 お、 防た ぞ ，居た ぞ， 

葉 阿 何處 だ/ \0 

小 伴 'け •ぃ！ もす こだ。 見えん か〇 もつと 化 乃へ よつて 
な 一勺〇 

葉 川 なえん。 何處 だ/ \。 

小 件 もれが 見えん か。 ほ' b、 もの 大 さい 枝と 幹との をれ 
目，', '.見ろ。 

葉 巧 なるほど、 ゐ た/ \ 。何 だ •白 篤ぢ やない か。 

小が 白簿 だつ てい^ ぢ やない か。 

葉 W よし •化が やらぅ。 

(を^つ がへ ろ) 

小 伴な か c は， 少し 遠い ぞ。 

薬 山 もつ と 近よ つ 一」 ぶよ、？ か。 

(葉 W、 二！？ じかり 巧ず ろ。 ずぐ 引 おず 一 
葉 W いやい かん。 矢墳を 巧く すると 見えなくなる 。おか 
ら 、やる 0 

小 伴な からでは 遠い ぞ 。當ら むい 夕。 

巧 巧 え、 かま ふ もの か。 (をり、 と 引し ぶろ 一 


お 0 


話化 お 討 化 


(立 巧が 械 、四十 位の 年配、 巧 ふらし さ 品位と 巧 ごし、 
いつの W にか 二人の 後に 立つて 居ろ〕 

立 石 ょしな さわ、 葉 田 巧。 〇一 n く おつ スゐ ろ〕 

葉囚 (わ どろいて 振りなる〕 何 だ—. 伊織 敝 か、 なぜ お 
止めな さる 0 

立 お 御 境な され。 もの 杉 じは 法 速娜を 張つて あるでは な 
いん。 神木 じ 矢を 引く がめ、 恐し いぞ。 

葉 旧 神木！ 馬鹿な ことを 云 はれるな！ それょ 〇 も か 
ホが 手練を 御麗 なされい！ 

(與 セが がつ X 化つ。 をけ 杉の がに 辦ぷ 。が、 烏に け 

一向らない。，：： 照に つくり 前び 立つ！〕 

葉 巧 もえつ！ しくじつ た！ 殘 念！ 

立 石 をれ 御谱 なされ—. 神木 じ 止まつて ゐる もの じ、 矢 
お 立つ 営は ない。 

葉 田 馬鹿な！ 贺 殿が、 ケ チを つける から； り や。 

ホ 巧 あは、、、 御み の ド 手な 腕前の 尻を 化 方へ 持つ \ 來 

るな ょ〇あ は^- 1、。 

葉 叫 も^い ま/ \ しい。 

ルげ 貴殿 なぜ、 化邊を 一人で ウ ロ'''-^ して ゐる〇 

立 お 散策 だよ。 

お W 嘘を 云 ふな。 大方、 化の 邊の 若衆と でも 落 も 合 ふ 約 

束が もる の だら う 0 


立 おもは^^、 阿呆な ことを 申すな。 化 立 おじは、 そん 
む 色めいた 筋は ない わ。 

ル 伴 逸 わた 矢を おしに I 付かう か。 

葉 凹 おけ！ 見つかるまい。 

ル 伴 巧は 駄目 だ。 朝 子 山む 方へ でもむ かう か。 どう だ、 
立 お 巧 同行せ むか。 

ホ お 又 じせう。 

(立 巧、 二人と 別れて 去らう とずろ 〇そ のと さ、 义の 
それて 巧つた おがの 奥から 乂お ルぶ 楠け が、 逸 彼に お 
つス來 る。 血相が 變 つスゐ ろ。 なると、 かの 手に、 今 
與た郞 がぬ つた 矢み おつて ゐ る。 しか t、 そのた じり 
け黑く 血に 染ん でゐ る) 

久ぶ (與 七が につかく と 進み まりながら)々 化の ちを 
かたのは 貴 腹 か。 

葉 田 (駭 さながら も、 みおと〕 いかじ も 拙者。 

乂ホ しかと 貴殿ん。 

葉 巧 念じは 及 ぴ中さ 3。 只今 樹上の も 驚 じ 放つた 夕じ化 
違 ござら 30 

久ホ然 に， ば、 を ミつて 中す。 化の お 化 じか-. つて、 问が 
の大お 半化郎 •相 来て 中した ぞ。 ■ 

葉が ぇ、 つ！ 

立 巧 ル 件 ぇ^つ—. 


巧 化か こよ 仇 
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ホ 派む 助太刀 だ。 巧攪人 じな つてし まつた。 もう ホ 合 人 
ではなく むつた。 C ちつと あへ ろ〕 をみ 狀 をして 腹を 
切る か。 だ お、 それは 犬 化 だ •こんな 小 あを 手 じかけ て。 
が 細を かさ 描いて 网を 出ょう。 逃げても むに やましい こ 
とは、 少しもない 俺 だ。 

(ホむ、 化 ひな 寸と 、四を 知ぶ 姻 して 步 みまる。 入れ 
を ひに、 火 石の ホ 伞吉郞 が、 かけつけろ。 义 の化碳 ，か 
化ス仰 火し、 ついで 久 おの 死が，^ 改 み、 最後に 六 助 も 
拋さ 化ず 。六 助け、 まだな が 逝つ てゐ る〕 

中 一一; 郎 これ、 六助氣 をた しかに。 が 細を かたれ！ な 細 
を 0 

六 助 (り 也う ごかさん として 言葉が 巧です〕..： 

中 一二が 兄 止を 討つ たは 誰 ぢミ巧 討 か、 かに 敵は ないか。 
ど うぢ や、 ドう だ や 0 

み 助 (何 か 前さん と I て：； 一心う ごかす〕：： 

半凹邮 氣を たしか じ'  兄 上の 敵は 誰ぢ や。 

六 助た て.... 

か ー ニ郎 何！ たて… たて：： 

六 肋 たていし.... 

半 一二郎 ホむ I 立む 誰 だ や。 化石が 綠か〇 

.•ハ 助 (うな づ く).... 

ホ ーニ がそれ じ閒谨 はない か、 兄 上を 討つ たのは、 立 石 じ 


巧 溝ない か。 

六 助 (うな づ く〕：： 

半 ミが その ホ 石は、 どうした。 逃げた か。 

六 助 (うな づ く)' 

半 一一 一郎 もぇつ、 践念 1 一足 違 ひだつた。 

(くやしが る〕 

I - 1 -み - - II 

溝 二 幕 
第 一場 

河 內國醋 巧 おの 茶店。 萬 治 =1 年の 菩 。藤棚の 藤け】 が 
じがいて ゐ ろ。 茶店の ホ 几に、 葉 凹 與セ郞 の 弟 時 之 助 
と ルが 新 ra 郞の 一子 新 之を とが、 一統に 腰かけて ゐろ〇 
巧 之を 口、 巧 也 入れた 前を、 二十に 近い。 が 之 助 ロニ 
三； つ 年 お。 

お 之を 半吉郞 や澤之 助は、 まだ 巧ぇ むな う。 

時 之 助 一緖じ 旅を して 居ても、 敵 同志で ちる こと •か、 化 
巧は ハツ キリと みつて 來るや うぢ や。 

巧 之を うむ。 いつも 云 ふ事ぢ やお、 御邊の 父を や 拙者の 
兄が、 立 石 殿 じ 討たれる 営は ない。 

時 之 助 さう とも。 立 お腹が 國 許を ホ 退かれる とみ 書殘さ 
れた 通、 われらの 父 者 や 兄は 大お腺 や乂志 巧と 打ち 果さ 
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謂かリ に、 卜化 


れ たじ 違 ひない 0 

新 之を 大石 殿の 仲間 六朗‘ が‘ 未 期の 言葉 丈て 立 お 殿を 
敵と 思 ふのは 笑止 ぢ や。 

が 之 助 立 石 殿に 廻 h 合へ ば •事は ハツ キリ 解ろ の だ や。 
お 之を 久志 や大 石と 敵 同を て ある ことお 分ったら、 どう 
f る 0 

巧 之 助 その 場を 去らず、 斬り 結ぶ まで ぢ や。 

巧 之 をん 忘 や大石 も、 その 事 お 化 巧は 漸く 分ったら しい。 
卑怯者の 彼等 ぢ や、 吾等の お 首を 化って ゐる かも 知れむ 
ぞ。 

が之财 もは、 >1、 ホ 石 伊織.-;:. れらは 敵を 姐うて ゐ るの 
ではなうて •化 父 貴で も尋 わて ゐる やうな 氣 おする。 
巧之丞 御み と、 伊織 殿 息女とは’ 約 おとの 蜂を 聞いた お。 
阳之助 それは •一向 存ぜ ぬ：.. なれ ど喊殿 も。 今が は 十 

六 か..： 

巧 之を もは、、、 時々 思 ひ 化すと 云 ふの か。 

が 之助埼 もない ことを をはれ るな ょ 0 

(二人け 笑 ふ。 そのと き、 悼の 下から 火 石 半九郎 のを 

半 一二郎と 久を ル左衞 けの 一子 澤之 助と が、 旅を で 化て 

來 る。 編 笠 も 手 じして ゐ ろ。 化 几に 腰かけて ゐろ 前の 

二人に 近づく) 

半 一二郎 何 だ！ また 化んで ゐる のち 


が 之 助 化んだ’ が惡 いか。 

半 一二 郞藤井 ホで、 晝 食を 化つ たと さもんな じ 化な をした 
ではない か。 遊山 半み の 旅では ない ぞ。 

時 之 助 とを つて、 先を 急 •く 旅では ない。 

巧 之を 今夜は、 藻の 宿で おれば よいの ぢ や。 

澤之助 優長な こと 云 はれろ な。 まだ もんな に：：： .が 高い。 
藍 巧まで 行かねば ならむ。 

巧 之を みん むじ 化を 急いで、 何に むる。 何時 何 H に、 何 
處 まで 巧 かゎ ばなら むと ミ ふので はなぃ。 敵 討の 旅に 化 
をい そぐ は 範用ぢ や。 敵は •窠外 この 邊に 居よぅ も 知れ 
ぬ 0 

ミ ー郎を のぞつな、 む掛 なれ ザ ーち まだ 敵が 討てむ の； り 
や。 國を扣 て 二 年になる に •まだ 日ぶ 半國姻 わむ のぢ や。 

巧 之を 日本を 國 六十 緒 州を 廻り 切つた ち 敵が がて ろが 
證が もる か 0 

半 一二 郞 茶店の 巧 几に のん ベんだ もりと 腰かけて ゐ るよ 〇 
も、 巧證お ある 0 

巧 之を 何を！ 

澤之助 まあ、 い、。 まもい、。 だ お、 新と' 化 どの。 彼肚 
と 口實を 作つて、 みのお 弱を かくされ ろむ。 

巧 之を なじ、 足弱！ 贵隙 こそ、 ホモから 潍 山へ 出る 巧 
十 曲の 山 巧へか^ つたと さ •化を 痛 わ、 み 共の 后 じか、 


巧 か 化 討 化 


測 


つたのを ちわた か。 

巧ぶ 助 何を！ 

巧 之を 敵の 巧 所 さへ 判れば、 S 十 里 四十 里は、 一飛び じ 
でも 飛んで 巧く。 わ かゎもし ない 敵に、 化を ないで 何に 
なる。 

巧 之 朋御か 達 か、 急がなければ 拙者 丈で も 急ぐ。 大和 路 
へ 這 入つ て、々：：！ で 幾 口になる 卜思 ふ。 故鄕を 化てから 
も、 ニ ザと S ヶ巧ぢ や。 我等は 敵を 打つ じむ' が 急かれ る 
のぢ や。 傅を な、 がで 達と 同伴は 所 詰 無用 ぢや 。今日 か 
ら は、 別々 じなら ぅ。 なぅ、 大お氏 0 
半 一二 郞巧理 もや、 每口愚 岡々々 い •かん 合 ふょ 〇 も 別れた 
方' が、 せい {する 0 

巧 之 助 別れる？ 別れる のは 化 方が、 不を知 ぢや〇 
牛 一:! 邮何ぢ やと。 

が 之 助かむ 巧 織 じを つて、 委細 おみれば、 拙を 等の 敵は、 
ホむ 殿でなくて 御み 達 かも 知れむ のぢ や。 

牛 一二 郞 それは、 化 巧 も 斑 悟を して ゐる〇 

巧 之 あ それな ろ。 お 互 じ 敵 同 ホ かも 知れんで はない か。 

ホむ 股 じを ふまでは、 お 互に 巧り 逃がして はならん のぢ 

や 0 

半 一二 邮立 おじ 逢 ふまで もない。 望みと もら ば’ 今でも 立 

もな うて やる。 刀を 巧け I 用意せ い！ 


巧 之 助 何を。 

巧 之を まて-^。 今 卸を うて 化ねば 犬 死す"' や。 立石驗 じ 
逢うて、 義理を 質してから、 潔く 斬 合 ふ 0 

半ミ郎 ぇ、 面倒な、 待 遠し い。 

が 之 助 待 遠し い？ 拙者の 太刀先 じか、 るの お、 それ ほ 
ど 待 遠し いか。 

半 111 郞 何を！ 

澤之助 お 待 もな され 半 一二郎 どの。 間 答 無益 ぢ や。 立 石に 
逢 ふまで、 堪忍な され！ ホ 石に 逢へ ば、 何事 も片 •かつ 
くの ぢ や。 

巧之丞 (な 笑しながら〕 其 處へ氣 •がつ けば 或疊ゎ や。 敵 
打の 旅は、 た ご 辛抱に 巧 〇 と、 をからを まつて ゐ ろの ぢ 
や 0 

さ 一馬ち、、 じり'--- すを 

澤之助 まち、 いム。 

時 之 助 此方 こそ、 じり'-^ する わ。 

(半 一二 郞と澤 之 助、 前の 二人と け 別な 保 几に 腰かける。 
あ 屋の女 巧 糸 も 波んで 二人 じ も 化ず。 そのと さ、 悼 か 
ら- 挺の 女乘 物が、 上つて かろ。 四十 化の 町人 あの お 
がつ を 添つ スゐ る〕 

茶屋の 女を どうぞ、 化んで おいでなさい ませ。 

駕籠のを 且那’ 休ませて 下さい。 
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附 添の 巧 よから う。 少し 化んで 行かう か。 でも、 壺驳ま 
では、 いく 程 もなから うな。 

想 絕のあ 大丈 巧で ございます 。まだ 日の 在る 中 じ、 向、 っ 
へつきます 0 

附游の 巧 やつと、 これでを 荷 お下りた。 

(あおの 女 巧 茶な 化んで、 をに 巧ず。 乘 物に 近づく〕 
茶 崖の かを どうぞ、 お あを 一つ お 上 〇 なさい ませ。 

附 添の 巧 お 礫 さま。 一寸、 降 〇 て 御 休息な さゎ ませむ か 0 
よいな 色で ござ b ます ぞ〇 
强舘の 中の 帮 い、 え。 

附 添の 巧 お疲れでは ございませ むか。 

想舘の 中の 聲 い、 え。 かまうて 下さるな。 

茶屋の サ巧 お あなと 一つ 召 上 ^ ませ。 

(瞒 籠の 中の ホ、 旗 -半 か、 げ 、白 さ 手 も 巧して それ 
も 巧け る。 な 前のを 衆 達、 巧 さ 女性の けけ ひも 感じ、 

一 あじな 館 3 中 も 注視す る。 ム と、 鶴 緒の 中で をのを 

がず る。 一疋の 狎が おり 巧ろ〕 

黯舘の 中の 壁 玉よ。 旧る のでは ない よ 0 玉よ {0 

(狎 、振り向か すに 想 鶴， けなれ ろ) 

茶屋の々 巧 可愛い 种で ございますな。 

爲淹 のを 种 も、 駕籠の 中ぢや 海 屈 だら う。 小便を したい 

のぢや ございませ ねか 0 


駕雜の 中の 聲 はやく 捕へ てた も。 

(狎 •いつの 間に かろ i こ--、 走り、 新 之を の 坐つ て 
ゐ ろを 化の 所へ § 'く。 新 之を •手で あやず) 

新 之を お、 可愛い 种ぢ や。 (跑さ 上げろ〕 

茶 崖の ホを どうぞ. 此方へ f さい ませ C 

(新 之を •かを じ 手渡す。 が 么助銳 くその 狎も 見入る。 
た 巧 駕舘の 中に 狎も 入れろ) 

附 添の 巧 どう だ、 少し 早い やう だが、-.? う 一な やつて 載 
はう か 0 

强德 のをを 飄ぢ や、 さも 巧が もう 一な やらう。 

他の 駕雜 のを 合點ぢ や。 

(附添 ひの 巧 茶化の 叔 H 如 桃ん-婿 絕备 かを 上げて 去 
ろ。 が 之 助、 K つと、 その後 もな ^ ゐ る〕 

巧 之 丞時么 助 どの。 どうしたの ぢ や。 

が 之 助 もの 抑、 たしか じな 覺 ぇが ある。 

巧 之を 何ぢ やと。 

巧 之 助が 織 どのな 女搁 どのが、 祕藏 した 狎じ 相堪 ない。 
新 之を がら ば、 駕籠の 中は 搁ど のか。 

巧 之 助 さう おはず じ ゐられ ない。 

を 二郞 (煎んで 來 3 何 じ、 もの 經 龍の 中が、 伊織の 化 
か。 つ け、 小 伴 巧。 

深 之 巧な 點 もや。 (ホり 出ず〕 
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新 之 あおい！ 巧て。 つける のなら、 一緖だ や。 殊じ大 
事な 手 お、^ をな つけた 時 之 助 こち 先達 ぢ や。 議理を 
知れ！ 

を 一一 邮と 中して.： 

巧 之 をん わて るな 0 つける むら、 一し よじつけ よう 0 さ 
も 時を 助 どのた 立 もむ さむ！ 

巧之视 (や、 ぷ 傑に なりながら) うむ 。つけよう か 0 
(阳人 巧 ひなが 〇、 鶴 飽の後 杏つ ける) 

巧 二 喊 

帝 巧の 川の み、 なおが 絳 のな 化 阳の垣 か。 化の あんど 
的り つくし _飞ゐ ろ山 视が二 一二 本ん る。 かおの 中に 口 薄 
巧の 悚が なぇろ。 門け 化 .7 一ない。 な舘 かつがが •巧 お 
滿，^-"山1'^^ムると’ 凹人の巧巧巧途が 一 人々 々をび資 
ろ〇が 々、巧からの デく  0 
巧 之 あ どうむ や、 が 織 じ 相違ない か。 

S 之 助 たしか じげ 織 どのむ や 0 

牛 一二郎 わしは’ な强 はない のむ やが、 しかと 巧 違む いか。 

巧 之 助 相 遠ない。 

半 一二が 澤么化 どの。 そわ 御用な！ (ホ ーニ郎と 巧 之 助， 一 

し i に巧ぴ 込まう とずる： > 

が 之 助 何を す， ッ 、わ 巧ん なさ わ—. 


半 一二 郞敵 をな ては、 一刻 も綺辣 がな を ふ。 

晴之助 今更 化 期に 及んで、 何を も わて るの ぢ や。 

半 111 郞も わて はせ ぬ。 だ お、 優長に 講 へる 化教 はない。 

新 之を え、* 待てと をへ ば 待て。 もれ ぶら れい、 乂し振 
ゎじ 父と 娘の 對面ぢ や。 半 刹の 綺 機を 與へ るのは、 武出 
の 情 ぢや〇 

澤之助 何と 中す。 一二 年越し 尋 むる 敵を なつけ、 入らぬ 仁 
義 ホて か 綺馈 をいた し、 萬 一 お 〇 逃 かせば 米 代までの 
不理では ないか。 

げ么 助え、 人の 情を 知らぬな、 あの やぅ じ 欣んで ゐる親 
娘を 今 半測欣 ばせ たと て 敵 討の 邪魔には ならぬ。 

半 ご 一 化え-^  •優長ち そこの け！ 

げ之 助なら む。 

(の 人 激しく 爭ム 中、 半 一二 郞柴 巧みが し 破つ てな 入る。 

巧 之 助 もつ》 く) 

時 之 助え •聞を わけの ない。 仕方がない。 新 之ぶ どの 超 
れ るな 0 

巧 之を む おた。 

ご 一人と もずに やく 巧の 中に 飛び 入ろ) 

巧 一二 場 

が識の 化け 的の 巧败 。が 絲较侧 じ 巧： 曲し わに かりの が 
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も かにつて 立つて ゐ ろ。 四 人のを ± 伊織に 迫つて ゐ 
る〇半 111 郞 と澤么 助けが さつれ て ゐる〇 
が 織 何奴 ぢ や。 案內も 乞は ず じ 理不盡 な！ 

半 一二郎 云 ふな 立 おが 織、 御邊 じな 覺 ぇは ぁるまい が、 拙 
者は ホな 半 九郞の $1 二郞。 

澤之助 拙者は’  乂志 小左衞 門の ご 十澤之 助。 

半 一二が 兄の 化 •ょも 忘れは いたすまい。 

渾之助 父の 化、 尋常 じ 勝負いた せ！ 

が 織 (苦笑しながら 獸 つて ゐ る〕：： 

が 之 助 お、 立 石の 伯父 上’ 拙者は 葉 田時么 肋。 

が 織 (な 9 かし さう に 一 お、 御 かは、 時を 助か。 大 さく 
なつた なう。 

が 之 助 伯父 上 も、 御 健勝で。 

が 織 そ もは、 何 用 もつてこ、 へ 訪れて 來 た。 

が么助 伯父 上 •仔細は か うぢ や。 化 父上 か 封が へ 遺した 

御が； I がは、 もれは 本當 でございます か。 

が 織 武± の 書を 遺した る もの じ僞 りお もる もの か。 

巧么別 なれ ど、 その 場 じ 手を 負うて ゐゎ大 石 殿の 御家來 

の 口からは •大お 半 化郞の 敵は 立 石 酸と はっさり 申され 

ました 0 

が賴 うむ、 むろ ほど 0 

時 之 助 大お隘 の 敵が 立 石 殿なら ば、 一緒 じ 居られた 久志 


殿の 敵 も、 やは 〇 立石駿 、かやう じ 決定いた しました。 

か 織う む、 それで。 

が 之 巧 こ、 じ 居られる 大お半 S 郎麟 、久お 澤之化 どの、 
伯父 上を 敵と 狙うて、 化 討に 出られ まする。 拙 ホ も. 小 
が 新を ホ 殿 も、 父兄を 殺されて やつぱりを 閒 としては 居 
られ ませぬ 0 

巧 織う む。 うむ 0 

が 之 助な や 新を ホ どのは、 伯父 さま お 敵とは 思へ ませね。 
だか 大お 殿御 家 巧のを ふこと お 本當て ございませう 
か 0 

が 織 (心つ と 巧へ ろ〕 巧 方が ベ 志 小左衞 門の 御子. なか。 

淺之助 (刀 も擬 しながら〕 いかにも 左様 •はやう 御文 お 
なされい。 

伊織 巧 方 •か、 大巧 半； 一! 郞ど のか。 

半 一二郎 (刀 私 おりなが ミ いかにも 左樣 •早く 話な じな 
合は れい。 

が 織 見渡した ところ、 いづれ も赖 しを 若を だ や。 たみ 達 
の 父 や 兄 も、 もつ ぱれ武 十： じつた y ぉか 達 も、 父. ャ おじ 
恥ぢむ わ。 だが、 拙 ホの 霄う强 した ことお、 宋當 ならば 
何とす る。 

が 之 か本當 なれば、 励は が 父上で なうて 大 む脸乂 を做ぢ 
や 0 


罚 化か 討 化 


が 9 


が械半 ；一: 郞蜡 け、 何う する。 

半 一二郎 われらは、 われらの 仲即の 中せ しこと を 信ぜれ 麗 
じは 參られ 。御み を 打ち 巧した 上’ 葉 巧 巧 小が 巧を 打 も 
巧 十 所がむ や。 

巧 助の 父上、 はっさ 〇 ちうて 下されい。 伯父 上の 云 ふ 
ことが ぶな わら ば、 伯父 上の 助太刀して 大石氏 •乂を 巧 
と 潔く 勝ない たします。 

が 桃 御み 達の 父 や 兄は、 武± の 意地から 惜し さなを 挽て 
た賴 もしい 武 十-だ や。 をれ じ また 御み 達が、 その 惜しい 
円が 蝴を离 はう とすろ のか。 まだ 二十 じ も 巧. tj む 若い み 空 
で。 

か 一二が ホ 巧暖 、ホ 棟で もた 「。お ま 度な され！ 

か 城 ょし、々 化 細を 問 かして やらう。 もの 费：： 置を はおく 
僞 はりだ や。 まことは、 はしな を爭 論から •巧 巧 達 父 や 
兄を 悉く 手 じかけ たは、 かく 中す 立 石が 織ぢ や。 

牛 一一! がう む、 さては 正しく  0 
巧 之 助 むかるな、 ホ ーニ郎 どの 0 

が 桃 (娘に〕 そちは もも. へ をって 居れ。 髙か 知れた 小 

げ ども、 ホ もど ころ じれ もとつ て くれる。 を もは、 巧 方 

へ 巧 r て 巧れ。 (化さ 说れて ゐるお 在 奥へ 乂れ ろ〕 

げ 之ぶ が父卜  I そわは 本當 でございます か。 

が 純化の 期に 巧んで 僞 いを 中 さう か。 その ホ 達の 父兄を 


ホ じかけ たが 織ぢ や。 化 事、 父兄の 化を 報じて 國 許へ 錦 
を かざれよ 0 
ミ显參 るゼ。 

が 練 (刀の 節 合 拂ム〕 よし。 何處か .L っ でも 來 い。 

(半 一二 がと 澤之 助、 兩ホ ふり 斬り 込む。 巧 事に 拂 けれ 
る。 巧 之 助 巧 之を 口 まだ 刀ん. 巧かない) 

が 織 時を 助 •瞭 した か、 早く 刀を めけ、 斬 之 あどの も お 

か、.；；；'  なされ。 

(半 一二 がと、 澤 之な 濁しく 邮リ A む。 まわ 軟 々じ 斬り 
拂 けれろ) 

巧么助 伯父 上、 贵 おおわれら の 父を 手 じかけ たとは 巧 心へ 
ませね。 

か 織え、 K 昂 人め、 敵 討 じ 旧た もの' が、 敵を 討わないで 
歸參 がけ ふと おふか。 はやう、 刀を 巧いて 斬って 來い C 
父の 敵を 討って、 家督 巧續 をな し、 天晴武 ± となれ よ。 

巧 之 助 えい。 (斬 込んで おろ〕 

が 織う む'  見審な 腕の 巧え だ や。 父 ルホ衞 門の 太で 化 じ 
も勞ら むぞ〇 

澤之助 何を—. 

か 織 えい。 (銜 じ彿ろ 

(半 一二郎と 澤之 助、 號鬧 ずれ どもぶ じす) 

が 織え、 時 之 助、 刀を がかむ か。 うろた へを め、 ぇ、 ぬ 
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け！  れ け！ 

が 之 助 化 父上 •御免-. (刀备 化く〕 

が 織 新么ホ どの も、 それ！ おか、 〇 なされ 0 
新 之を 御を—. 

ご 一人と I 漸く 刀 もな く。 キ吉郞 と澤之 助、 二人に 化 
私 こされまい とし';^、 盛んに 斬リ 込む 〇が紋 二人 杏 避 
け、 昭之 助の 刀， か 待つ。 が 之 助 後退み して 斬 込ます〕 
が 絡 それ、 時 之 助、 斬つて 來 い—. 

が 么助御 巧。 (斬 込め ども 激しく U か、 ら す〕 

が 織 太刀 化か、 にぶい ぞ 。それ 時を 助 巧 方 初 太で を。 

(半 一二が’ 深 之 助 激しく 斬り 込む， 伊織 激しく 斬リ挪 
ム〕 

が 織 時 之 助、 か、 れ I 

(時 之 助か、 らす 。卽 岡つ》 く。 が 傑が 之 助に 断られ 
ん とずれ ど t、 巧 之 助 斬らす) 

が 織 お前 達の 鈍刀では、 このが 織には がが 立たね。 いつ 
そ 和ぅ してやらぅ 0 

(が 織 退いて 殺に 腰かけ、 刀 古 巧して むら 瞄も 巧く〕 

が 之 助 (施け 資リ ながら) 化 父上。 

が絲 娘を 山む の 拙 ホを の 家まで 賴 む。 

が 之助畏 りました。 

か 銭 お、 みんな 一太 リづ 、おめ！ これで、 めでたく 本 


懐を 達した r らぅ 0 の 人 仲ょ く歸國 して、 灭晴武 ± の 恐 
れを 上げい。 それ、 一太 刀 巧 斬 わ！ 斬 .1,2 か！ 

(半 一二郎、 澤么助 速も茫 がと！ ており 上げた 刀 わる 
しが ざろ 中に) 

て f 
で'^ 
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おな 摘愛戀 


でも 書 れ たら、 どうなる のでせ う。 

巧 火 まさか こんな、 小事 件を 聲 さは しないと 思 ふけれ ど、 
旧舍の 通信 貸なん て、 どんな 事件で も 適 信して くるんだ 
からな も。 

さ だ 子 お父さんの 巧 前で も 山たら、 とんだ ことにな り ま 
すわ。 

巧 夫 出 たつて、 仕方 もりません よ。 ん美モ の、 家 化は お 
父さん じ 責任が あるんだ から。 

さ だ 子 さう は 言 はれま せんよ。 

巧 夫 い、 え。 さう です よ。 たしかに さつです よ。 お 父 さ 
ん 3、 つまらなく' 子供を 壓迫 する からてす よ。 

紋子 さう。 何 かお 父さん' が、 ん美子 じ 仰を つたの。 

巧 夫 さう でず よ。 お父さんが、 つまらない 壓 迫を 加へ る 
るら てす よ 0 

な 子 どうしたの。 一體。 

巧 夫を 実子が > 今 お 一緒に 家 化を しち 山 崎と い ム學生 

と、 絕對 じ、 を 際を したら いけない とい ふんで ずよ。 

彼 子 ぢやも’  乂美モと山崎といふ人は’よつぽど前^^:ら、 

知 〇 合 ひなの 0 

巧 ホもう、 半年 じ もなる でせ う。 とにかく 家 巧す る 前に、 

戀瘦は あつた けれども 、をむ や も. 綺魔 也つ さも ひだつ 

たんです よ。 純な を 際 だつ たんです よ) それは、 倭は. あ 


くまで も •信じて や 〇 たいので す。 それを さ. お父さん 
る 一一 人 かつきを つて ゐる ことを、 許すべからざる •罪 
惡の やうに 奢へ たんて すよ。 二人が 何 か、 卑しい 化しい 
ことで も、 やつて ゐる やうに、 賓 へて ゐ るんで すよ。 巧 
•か舊 くつて、 わ 話に も. なり や あしない。 

叙 子 それで、 お父さんが、 何 か 言つた の。 

哲夫久 美 子ち 山 崎 おとお、 氷 川 さまり 窺內を 一緒にが 
いて ゐる ところを、 お父さん にぶ 附ん つたので すよ。 さ 
、つす ると、 お父さんは、 かつと して 仕舞つ て. をの 場シ 
ら 、乂美 子の 肩を つんんで、 家へ 引醒 つて 歸 つたんで ず 
よ。 まるで、 や b 巧が、 野蠻 人なん です よ。 

敏子 そ。 や あ、 まあ、 わ 父さん も隨分 ひど いわわ。 

哲夫 ひどい の、 ひどくな いのつて、 てんで 人間に 對 して、 
扱 ひ 方を しらないんで すよ。 た とひ、 自分の 子 だからと 
いつて、 人間と しての 曾 敬を 忘れち や も、 駄 口です よ。 

な 子 それは、 さう だ わ わ 0 

巧 夫 乂美子 だつて、 十八です よ。 文學 や、 お 想の 本は、 
可な 〇讀 んでゐ るで せう。 そして、 自分の やつて &るこ 
とを、 さう、 不當 な、 不正な こと だとは. 思つ て みない 
でせ う。 そむ だの じ、 お父さんに 、引ずつて 歸られ て、 
なを 山 暗には、 絶 對じ會 つては、 いけない と、 言 はれた 
ん たもの。 乂美 子が、 かつと したの も* もつともで すよ。 


ホ •取が 巧 怒 


2 が! 


が 子 ほんた うじむ。 いけな いわわ 〇わ 父さん も、 巧 固す 
ぎる わむ。 

巧 央巧巧 だけでは ない のです た 無 おです ち 襲です 
よ。 いく  .T  乂美モ のみ 照を、 巧 縛し たつて、 ん美 子の 思 
巧までは、 どうす ろ こと も、 化來ミ せんよ。 乂美モ お だ 
脚の じ 家を、 飛 化した の も、 もつともで ずよ。 吾々 おい 
時代の おのむ 巧 じ、 少しの 理解 もない、 また、 潑楚 とい 
ふんのに 對 して、 もつ とん 问情 のない、 お父さんの や ミ 
わ人グ 世の中 じ、 却つて 巧惡 を、 流す のです よ。 

化 子 まも 〇 さう でもな いんだけ ど、 お 父が が顽 固す ぎる 
のグ强 いんだ わ わ。 

朽た そんむ 礎 巧 だけの 閒 趣では、 な いんです よ。 投本閒 
趣です よ。 てんで、 潑愛じ 理解がない の だからなん。 懸 
巧と いふ ことを、 一つの 酌 巧 だと 恩つ てゐ るんだ からか 
なは ないやり 

化 子 お 父 機は、 何とい つても、 前 お 巧 いんだ わ わ。 

朽ホ お父さん さへ、 あんむ、 亂 無な ことを やらなければ、 

二人は、 いつまでも、 淸 く、 つ さあつ て、 ゐ たのです よ 0 

それを、 わ 父さんが、 もんな、 亂雜を やる から、 二人と 

も、 だ 動的 じ、 家 化 むん か、 やつて しまったんで すよ。 

奴 子で も、 乂 美ち やん も、 もん まり、 考 へな しだ わ わ。 

巧火考 へな しだ や も、 ち 〇 ません よ 0 ちへ が もりす ぎる 


から、 だ 動的 じ、 ほ るん てす ょ。 

敏子 それ も、 さう だ わ わ 0 

巧 ホ 久美子 お、 もし、 巧 じで もしたら、 倭は、 お父さん 
と、 徹底的 じ、 喧 唾を する つも 〇でゐ たんだ。 

さ だ 子 でも、 ょ を、 どうして、 酱衰 ルへ なんか 巧つ て、 ゐ 
たの だら うわ 0 

哲夫 さつと、 宿屋 かなん かじ、 一緖 に、 泊つて ゐ たんで 
せう 0 

さ だ 子 まあ。 一緖 に、 泊つて & たんです つて。 

巧 ホ (巧 笑して〕 一緒 じ 泊らないで •どうす るんで す。 

さ だ 子 だつて、 まあ、 若い 巧と 一緖 じ-... そんな、 大そ 
れ たこと をコ 

巧 夫 だつて 仕方 •が も 〇 ません ょ。 命が けで やつて ゐるこ 
とです もの 0 

叙 子 でも、 まも、 い、 わ、 この 上 •心中で もして くれた 
日 じは、 目 もも てられむ いんだけ ど、 無 蛮-じ. 目附 和つ 
て來 たの だから、 歸 つて をても、 もまり、 ガ ミ/ \ 言は 
ないで おい、 わ。 巧なら、 なの 家へ 乂美 もやん を、 當を 
の 間 巧け て おかない？ 

さピモ さう ね 。お父さんが、 何と 仰し やろ 如。 

敏子山 崎さん て， 何 處の學 化。 

巧 ホ お 父 樣の學 おの 生徒です ちし かも わ 父 樣の嬉 巧 だ。 
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巧忠 お奠壞 


敏モ まち、 さう。 巧舍の 人〇東 巧の 人？ 

巧 巧 尼ヶ崎 か、 どこか、 關 西の 人です よ 0 
級 子 どんな 人〇い 、人？ 

巧 夫 どんな か 知りません よ〇で も、 巧た ところ 普通の 人 
です よ 9 

敏子 おを 持の 息子？ 

巧 ホ そんな ことは、 しらな いなも 0 
敏子 お父樣 は、 何て 仰し やつて ゐ るの。 

巧 夫 何を です。 

敏子乂 美 子の、 家出の ことを さ。 

巧 力 何とも 言 や もしない。 乂美子 お、 ゐ なくなつ てから 
は、 二階へ もかつた きゎで、 御 破の 時 やつと おりて くる 
ゲ けさ 0 

敏子久 美 子を、 家へ 入れない と、 言 や あしない？ 

巧 夫 どう だか。 

さ ピ子歸 つて くれば、 歸 つて 來 たで、 また 一 苦 巧 だよ。 

簡單 にを さまるまい わらわ 0 
敏子 さう です わ わ。 

巧 ホ お父さんが、 r づ 言へ ば、 今度は 袋 お， 承知し 

な いんだ。 

さ だ 子 お前 お •さう 喧嗤腰 じむつ たら、 閑 b ますよ 0 

巧 夫で も、 わ 父さんが、 惑いんだ もの。 倭は 今まで、 だ 


まつて ゐ たお、 今度 だけは 默 つて ゐ ない つもり だ 0 

ご一 一人。 おく、 無言、 巧 また 電 がを、 化 t げ y みろ〕 

さだモ もの 子は、 無邪氣 な、 わん わえ の やうむ 子供 だつ 
たのに •とんでもない、 ことを して くれたね 0 

巧 夫 みんな、 お父さん お、 惡 いんです よ 0 

さ だ 子 お前 •そんな 大 さな 聲で言 ふと、 わ 父さんに、 閒 
えます よ 0 

巧 夫 聞え たつて、 い、 です よ 0 

敏子山 崎さん の 方 も、 親類の 方 お 策て ゐ ろんで すつて？ 

さ だ 子 え、。 さう 0 兄さん か 誰ん 來てゐ ろんで すつて 0 

敏子ぢ や も， 家の人と’ 銳 倉で、 落 合つて ゐま すわ。 

さ だ 子 さう かも、 しれない よ 0 

を 子 かうな つたな 上、 山 崎さん の芳 と、 話して. わが じ、 
貫つても らふんで すわ。 

さ だ 子 妾 も、 さう する よぃ 外、 ない とお ふんだ よ 0 妾 も、 
さう 思つて ゐ るんだ けむ ど、 た父樣 が、 大した、 お腹 立 
もな ので、 さう 安々 と 許して 下さる か、 どうか 0 

彻子 その 化の こと、 お 父な にも •わか.-：' ない ことは ない 
と 思 ふわ。 

巧 尖 どう だかな も、 みらず やの 巧 岡 巧 父 だから。 

液 子を の甫帮 、何時 じ 打つた の。 

巧 夫 (帝 報を、 巧の 手から 取つて〕 發 信、 ザを 诗间十 


がな が 巧 想 
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みか。 

敏子 だ や も、 二 咕閒 か、 つて ゐ るんだ わ。 

巧火汽 巧で、 來 ると W じだ。 

化 子 ぢや も。 谣報 をれ つてから 化つ たと しても、 もう、 
こもらへ 訴く帖 なでず わ。 

朽火 さう だな も。 もう、 つく 時な だな も 0 
がす 乂美 もやん を •すぐ 家へ 述れ てく るか しら。 

朽 火迹れ て、 くるで せう 0 

化 子が のぷ へ、 一度 述れ て、 行 さや ぁしない かしら。 

巧 ホ だつ て、 姉さんが、 こもらへ 來てゐ ると いふ ことを、 
冀 兄さんは 知つて ゐ るで せう 0 
敏子 それや も。 知つて る 皆よ。 

朽火 だ や あ。 こもらへ、 迸れて さます よ、 さつと。 

さ だ 子 ほんと じ、 識 さんじは、 すまな いわわ 。こんな、 
化 想な こと 許りた のんで 0 

攀 い、 ム です よ〇 いつも、 大學 から、 歸 ると、 ゴ ロゴ 

口して ゐ るんで す もの。 それに、 家の人が， 仲へ 入れば、 

わ 父さん だつて 少しは、 も かふで せう。 

巧 火 もが や もしない よ。 とても、 巧 固 だ シらな も。 

彼 ホ あの人 も、 結 癖させる とい ふ、 意 おな のよ。 相手の 

.かかを、 調べて、 相手の 家が しつか 〇 した 家なら 0 

巧 火 山 崎と いふ 巧は、 少し、 わつ もよ こちよい らしい け 


れ ども、 家は •巧當 らしい 0 
(.U 動ずの 音が、 を かに 酣 えろ) 

被 子 (削 巧知た て、) 家の人 かも、 しれない わ。 

巧 ホ どうして 0 

敏子 をの 人、 よく タ クシ ー にの るの よ。 

(自動 軍の 音、 だん--^ 近くなる 〇戶 かじ 止つ たやう 
な、 氣 勢がず る。 叙 子 そは-^ と、 立 上る〕 

な 子 さつと、 家の人 だ わ。 (ぶ關 へ 行く〕 

さ だ 子 (不を さう に) どうなる こと だか。 

哲ホ どうもなる 當 は、 ないです よ。 僕は、 もく まで も、 
久美 子の 立場を、 擁護して やる のです。 

さ だ 子 成るべく、 お父樣 の、 お氣 にさ はらない 樣に 、圓 
く、 を さめたい ものだね 0 
巧央 そんな ことは、 今時 化來 ません よ 0 
(敏 子、 慌む V しく 入つ ス來 ろ) 

彼 子 やつぱり、 家の人よ。 久美 もやん が、 家へ 入らない 
入らない といつ て、 勸 ねて ゐ るの 0 
巧 ホ なにも、 そんな じ‘ 氣兼 わする ことは ない。 僕 か 巧 
つて、 引 張 〇 こんで やらん。 

(巧 ホ、 座 も 立つて、 ち關の ホへ 衍く〇 自動車の エン 
ゲン 0 を、 格子の 開く 音. やが ス 、巧 夫のを がみ こえ 
ろ〕 
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お蓝巧 愛戀 


巧 夫 (をけ 巧えないで〕 何も： ヒク {する ことは ない、 
お入りよ 〇わ入 〇よ〇 な 分の 家ぢ やない か 〇お入 b よ。 
何も. わ 父さん なんか、 恐がる 必要は ない よ。 お 入 ゎよ 
.'..何 だ、 恥し い， ぢや あとじ かく、 話の つくまで •お 
前の 部屋へ 行つて おいでよ。 い-! か。 をむ して •待つて 
おいでよ 0 

(： ..間：： 巧 巧と 敏 子と、 叙 子の ホ 0 松が 謙】 と】 
緒に、 おて おろ。 がが はぜ 度を 萧スゐ ろ〕 

謙 一 (坐つ て、 摸投 しながら〕 おおさち 御を むなさい。 

ん美 もやん を‘ 鋪事 じ、 迹 れて歸 b ましたよ。 

さ だ 子 (さず がに、 婿し さうな、 表 棉备湛 へながら〕 ど 
う も •とんだ 御 化かを かけて 相す みません 。ほんた う 
に、 わん わえ の 癖に、 とんでもない ことを いたしまして。 
謙 一 いや。 な もに、 もう 大ホ 夫です、 御む 甄じ 、ならな 
くと も大を 夫て す 。化 方の 兄と いふの も. 大變 よくこと 
のをつた 人です から 0 

さ だ 子 一體 、どうして 、警察の 厄介なん かじ、 なつた の 

で ございませう 0 

謙 一 長を の 宿屋に、 泊つた のです か、 何となく、 擧動不 

截 だつた ので、 宿屋の 方で 醫 察へ、. しらしたら しいので 

す 0 

さ だ 子 (時い がに なつて〕 まも。】 緖に 、泊つ たのです 


> ，'■口 

謙 一 (な 答に 窮し ながら) さう らしい のです 0 

さ だ 子 (黯 然として〕 取 かへ しのつ かない ことを、 数し 
ました ものです 0 

哲夫 仕方 おもゎません や。 お母さん。 

謙 一 さうて すと も もう 化來 たことは 化來 たこと てす。 
それで 》 先方の 兄さんと いふ 人と も •よく 話した のでず 

.•かわ。 向う では、 久美 子さん を、 嫁に もら つても. い 
と L ふの てす。 

敏子 さう 〇それ なら、 い ムわ〇 

巧 夫 資 任を 贼 する ものと しては、 さうなら なければ， な 
ら むい 皆 だ。 

さだモ さう わ。 さう 願 へれば、 結龄 だけど。 

誰 一 それで •向う の 兄さんの 言 ふの じは、 度 家の、 わ强 
さんを、 遮れ 出した のは、 をが なのを の黃 巧です か ら- 
お 誇び  のしる しとして、  結婚の、  お 約束 だけは、 今す ぐ、 
巧 さめて、 歸〇 たいと、 いふので す 0 

が 子 さう。 ぢや も、 よく •話 おみつて & る わ わ 0 

巧 夫 向う か、 さう 言つて、 くわる のなら、 こもら も滿お 
だ。 

諫一 さう です とも。 相手が よかつた のが、 こもらの、 化 
合せです よ。 かう して 質な を なつて’  くれ ム ば、 閒 おは’ 
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ん〇 ません よ 0 

さ だ 子 さう です む、 妾 も. やつと、 これで 巧む しました 
よ 〇でん 父が、 どう 中し ます か。 

雄 一 巧 •が、 わ 父さんに、 お 目に か、 つて、 お話した いと 
思 ひます から、 御 都合を、 伺つて みて 下さいません か。 
さ だ 子 はい、 畏ま 〇 ました。 ぢや も、 一寸’ 都合を、 さ 
いて 教〇 ませう ぺさだ 子、 や、 ス 安らし く、 巧 敷を、 出 
て 巧く〕 

嫌 一 お父さん も、 これ じは、 御贊 巧な さる だら う。 

巧 火 さう です とも •父. が、 どんな じ. 顽固 だつて •これな 
外には、 解かは、 な いんだから。 

が 子 ほんと に、 相手 お、 よかつた のです わ。 

嫌 一 やつ ぱ b、 乂美 子さん か、 それだけは、 む 得て ゐた 
ん だよ。 つまらない 巧に、 引か、 ら なかつた ごけん 美 子 
さんが、 剌 U なんだ よ。 

化 子ん 美 もやん を. 一人で わいて^ も、 大丈 おかし. bo 

嫌】 大 た 夫 だよ。 

(さ だす 入つて 化ろ〕 

さピ子 (蒲 一に) すぐ、 降 ゎて、 まゐる さう で ございま 

す 0 

谦一 も、、 さう です か 0 

朽も わ 父さんは、 どんむ 顏 してた 0 


さ だ 子 どんな、 顔 だか、 妾、 分 〇 ません よ。 

(凹 人、 暫く、 不安な、 化献 に、 閉 される 〇な 子、 こ 
の化默 からの がれ 王う とし 乂) 

叙 子 妾は 乂 美ち やん の處 へ、 巧つて ゐ よう。 

(おく、 不安な 化默 、やがて 二階の 階段を 降りる をが、 
かずかに 脚え る〇 開けられて ゐろ 被の 問から •彼等の 
父が 出て 來る 〇哲 夫が 照 倒して ゐろ お顽固 親父に けな 
もない 〇 むしる 柔和 じぶ える 〇ホ むの U 韓も 生やし、 
をの 白い や、 感棺 がな、 娘 達の お貌が 成程と、 うれ づ 
けろ 程、 整つた 数のを 人。 娘のを 出 等に 就いて 何もを 
へて ゐ ないやうな、 悠 々わろ 憩 度み ぶばて ゐ ろ) 

な 一 (諫一 に) よ、 つ、 暫く 0 
謙 一 や、 暫く。 いつも 御無沙汰 許 ゎ 致しまして 0 
な 一 いや。 そ 〇 やお 置樣 だ、 いつも わ 達 おかな。 

謙 一 はい •お蔭で。 

な 一 學 校の 巧は 毎 口 巧つ てる？ 

謙 一 はい、 每 B けつて ゐ ます。 

な 一 巧 ± 論文の 方の 化 海は、 少しは 淮行 しました か。 

嫌 一 はい、 もう 半年 もやれば どうにか、 目鼻が つ ささう 
です。 

貞一 今度 貴方の 方の 部長は、 變 つた やうです わ。 

謙 一 はい、 藤 凹 祕± にな ぃました。 
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な 一 藤の さんと いふ 人は やは ぃ靑 山さん の お$ です 
か 0 

謙 一 (か 手が がむな 間 題に 觸れ 一'^ いので， 少し いら---- し 
ながら〕 弟子と いつて. 單じ敎 室で 講義を 聽 いただけの 
關 おです が。 

な 一 も、 さう です か. さう です か、 大學 の移轉 問題は ど 
うな b ました 〇 

謙 一 (お々 いらくして〕 え、、 そんな 問題には 餘 b 興 
味かない もんです から。 

A 1 - 成程。 純 粹な學 をに とつては どうで ちい、 間 題です 
から わ 0 

謙】 お 父 樣>  實は久 美 子さん のこと じついて 一寸 お話し 
たいので すが 0 

臭】 うん。 そんな ことを 言つて ゐたわ 0 

(巧 夫と さ だ 子の ホ 古 ク ロリと ぶながら〕 

貞一 さう、 をの 話なら (哲 夫と さ だ 子の ホ 杏み て) わ 前 

達は 一寸 もつ ちへ 行つて おいで。 

さ だ 子 はい。 (なつて 去ろ) 

(巧 ホ •動かう としない〕 

な 一 巧 夫、 お前 もも もらへ 行つ てゐ たら どう だ 0 

巧 夫久美 子の 話なら 僕 もこ、 じゐ たいんで す。 もい つの 

運が を かめる 話なん ですから。 


貴】 (みしむ つと すろ〕 お前は まだ 學化 だぜ。 

哲夫學 生 だつて •一人前の 人間です。 ん美モ のた つた 一 
人し かない 兄です よ。 

謙 一 巧 夫さん 0 貴方が さう いふ 態度に 化る と閔 ぃますよ。 
お父さん かも、 仰 有 るんだ から あつちへ 行つて ゐられ る 
巧が 乂美 子さん の爲 です よ。 

巧 夫 貴 巧が さう 仰 お るん な .L， 巧つて ゐ ませう。 

甚も 、ホろ 

謙 一 外で もな いんです お、 今日 鎌 倉へ 乂美 子さん を迎へ 
じ 行つ たんです。 

巧】 をれ は 御苦勞 、どうもとんだ なで。 

蔑 一 それでと じかく 家へ お 速れ して 歸 つたので すか。 

な 一 さう です か。 どうもた r では 闡を 跨がせ るれ ではな 
いんです お。 

謙 一 さぞ 御 立腹で ございませ うが、 何を おも 若い しも ま 
〇考へ もな く •やられた ことです から、 これは 一つ、 な 
大 にお 考へじ なつて 頂みたい のです。 

貞一 (を 笑して〕 さ、 「寬 乂じ考 へられる ことでは な いん 
です か。 

謙 I そこで どうか 一つ、 すぎ 去つ たことは 過ぎ去つ たこ 
と、 して、 許して 頂 さたい のです。 をれ じ 就いて 先方の 
兄と いふ 巧に も會 つたので すが、 お攘 さんを お述れ 化し 
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て 巧な 中 薄がない と、 謝つて ゐ るので す J 
幻】 うん。 

谦 一 それで 光 巧の 兄の 中す じは、 他に わ 諸び の 中し 樣も 
ないから かうな つたのを 御綠 じ. お灌 様を おの 嫌と して 
煩 さたい とい ふので すが。 

卜 U1 うん。 

谦一 何でも その 山 崎と いふ 人の 巧は •なヶ 崎で 相當 むが 
庵ぷ ださう です。 それで お 擁さん じさを 人 \ すな 阳をさ 
せる やうな ことは むいから、 是非 助 さたい とい ふので す 
to 
ろ 

な 一 うん。 

谦一 いかごで せう。 おい 二人の 罪を お許しに なつて お縷 
様を おや りじな つたら どうです。 この 閒 逆の 触 かとして 
はこれ 程い、 ことは ない と 思 ふので ず。 

別 一 うん。 

谦一 いか ^ でせ う〇許 して 下さる でせ うか 0 
む】 何を です か、 二人の 罪を です か？ 

谦 j さう です、 二人の 罪を 許して 助 さたい のです が、 そ 

わと 问げじ 結婚の お許し も おさたい のです。 

內一 二人の 罪を 許す ことは、 許さない といつ たと ころで 

どうじ もなる ことでは な いんだから、 それは 許しても い 

いと 化 ひます 0 


嫌 一 それと 问 時に、 結辩 の お許し も 願 ひたい ものです な 
あ 0 

な 一 (かがと〕 それは、 問 趣です。 

嫌 一 (おかな なをして)- それは どうして ピす〇 

な 一 いや、 それは たやすく は 決められません。 

谦一 それは 阳〇 ましたな も。 搜は化 方の 兄が 約 来 だけで 
も かめて 歸〇 たいと 言つて ゐ るので す。 そわで お 父 様の 
大體 のな 向 だけで も お 伺 ひしたい のです。 

な 一 いや、 それは 一寸 中 上 けられません。 

谦一 これは 惠大 な間赌 です が、 お ザつ へ じなる 化 要の もる 
問涵 だとは 思 ひません。 乂體じ お許し じな ろかなら じい 
かは、 すぐ 頭’ じ 巧ん て來る もの だと おひます が。 

な 一 いや、 それは 浮んで 來な いこと もち 〇 ません。 

謙 一 ぢやあ •お許しに な 〇 ます か。 

な 一 い、 え、 お勵〇 したいと な ひます。 

嫌 一 (一寸 驚い ス〕 えム 、お 邸り じな ろんで すつて。 

な 一 さう です。 

謙 一 お謝りに なるとい ふことは’ 僕 じは 考 へられません 
わ。 

な 一 何故て ず。 

謙 一 (々し 興 精して〕 乂类 でさん の將 米の こと も 少し 苗 
へても げたら どうです。 


ぶ) 0 
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な 一 それは 貴方 じ 言は わ わくても、 俺も考 へて ゐる〇 
謙 一 わを へ じな つたら この 結硏 を、 お許し じなる のか 當 
然だ やん ぃません か。 

な 一 それは 貴 巧の 璋へ巧 だ。 

鎌 一 (かしむ つと して〕 さう でせ うか、 お だけの 弯へ巧 
でせ うか。 (二人 巧く 無言〕 

謙 一 お父さんち 抑を じだら うと 思 ひます. が..： こんな こ 
とは 言 ひたくな いんです おん 美モ さんは 鎌 倉で、 山 崎と 
いふ 學 生と 间じ部 居に 寢てゐ たのです。 

(謙 一、 な 一の な，^ をつ、 贝 一の 表 悼け 動かない}:: 
一緖の 部屋 じ 寢泊〇 して ゐ たな 上乂美 子さん は、 當が處 
女で なくむ つたと 考へわ ばな 〇 ません お。 

な 一 (軒く 默 つて ゐ たが、〕 そんな ことは 俺 も 察して ゐる〇 
謙 一 處女 でない とすろ とお 來結擠 せられる じ 就いても、 
非常な 不利な 立場に 陷る ほかにな いとぶ ふので すが、 夫 

れ ょりも 化 乃の 申出を 容れ て、 結婚を お許し じな つた 方 

•か、 ん美 子さん に疵 がつかず、 雨 方に とつて こんな 結 鶴 

な ことは ない と 思 ふんです。 

。一 それは 貴方のを ヘス かもし れん。 しかし おは 不賛成 

だ 0 

謙 一 それ ぢ やみす {久美 子さん をす 幸に 陪 わる やうな 

ものて すわ。 


な 一 (がくを へて〕 いや、 俺は さう は 思は ない。 

謙 一 さう です かむ も。 僕には わ父樣 のちへ 方 お々 ぃまを 
んな も。 僕は 化來る だけむ 宅の わち 前じ疵 がつかな いや 
う、 當 人達 じ疵お つかない やう 圓滿 じを さめようと 思つ 
て、 先方の 兄 ともよく 話して みたので す お、 お父さんの 
おを がさう だとす ろと 偉は、 手を gc よ 〇 外ありません 
な も。 そわ ぢも 、.あんまりん 美 子さん か 巧な さう ですな 
も J 

な； (だまつ スゐ る)..： 

潇一 だ や 化 方がん 〇 ません。 これから 巧つて 化 另の兄 じ 
返事を して おさませ う。 だか も 父さん、 おがさん や 巧 夫 
さんじ 御 相談な さらなくて もい、 のです か。 

な 一 い A 娘 2 ことは、 俺の 一巧て たくさんだ。 

潍一 (巧が i しスな 上ろ〕 だ や も、 お父さん 失禮 、今 か 
ら 巧つて 來 ます。 

(謙 一、 ホら うとず る。 巧 火、 奥 i リ慌 しく 辦这ん で 
來 ろ、 靡 化み 引 止みる〕 

巧 尖 義兄さん、 待つて 下さい/ \ 。こんな 粟 大な問 趣 お、 
お父さん だけで 決められ もや もた まらない 。巧つて 下さ 
い、 義兄さん。 

(謙；、 が 口 夫に 引 化 みられて 坐ろ〕 

巧乂  (父に 向つ 昂 がと & ざり ふりながら〕 た 父さん、 
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巧は々 の お 話は 外で さいて ゐ たのです。 山 崎との 綠談を 
お斷 ぃじなる なんて そんむ、 無茶む わ 話は ないだ や もも 
〇 ません か 0 

な】 何を を ふ。 お前は だまつ ておいで。 

巧 ホ い、 え、 だまつ ては ふません 〇 こんな ことは 大問题 
です ょ〇 がの 將 がを かめる 大閒 巧です。 

卜 U 1 (や、 典が しながら) 大閒楓 だか 户 俺も獻 つたんだ 0 
巧 ホ 乂刚尴 だかに  >斷 る？ そんむ 大閒 趣を お父さん わ獨 
〇で斷 つてい ムん です か。 

な 一 い、 とも 俺は 父 だょ。 

だ 火 父には そんな 峭 利が も るんで すか。 

ぃ U 1 もろとも。 

巧 火 もる とないとは 別閒趟 じしても、 どぅい ふ理 ので わ 
謝 〇 じむ るんで す。 

ぃい】 理 川？ 山 崎 か 氣じ入 .ぃないから。 

啊 火山 崎が わ氣に 入らない とい ふんです か。 でも、 當人 

のん 美す か 編に 入つ てれば そわで い、 ぢや ももり ません 

か 0 

内 一 巧 人 か氣じ 入つ てろ？ そんな ことは 問 観で ない、 

巧 人 おおじ 入って たって 山 崎け オッ チョコ チヨイ だよ。 輕 

洩ネで だよ。 もんな おじ、 乂美 子を 添は せたくない。 

(父子の li 口 ひ爭 .がだん^-^ 盛んにな ろので、 さ だ 子、 


馈子化 敕の閒 がけに しのびやかに 奇つス 脚いて ゐ ろ) 

巧 ホ 山 崎 巧 •が オッ チョコ チョィです つて •そんな ことお お 
父さん じ おみ 〇 じな つて ゐ るん てす か。 

卜 W1 みつて ゐ る。 俺は 敎室 でもい つを 敎 へて ゐ る。 

が 口夫ぢ やもお 父さんの 御意 見 じしたがつて オッ チョコ チョ 
ィの輕 薄 才子 だと 假定 しても い、 です。 しかし 乂美モ お 
將 朱の 夫と して おつて ゐ るけ 上‘ わ 父さんが はたから 口 
を 山す ことが もる もんです か。 

な 一 馬鹿、 何を いふ、 そんな 馬鹿な こと. が もる もんか。 
义美 子が 小さい 畔じ靑 い ホ 熟な 果物を をつて わ ば、 親が 
はたから 取上げろ のは 親の 權利 だ、 いや 臟利 計り ぢやも 
ない 義務 だ、 薰務 だけ ぢや もない 慈悲 だ。 

巧 ホ でも、 久美モ は セつ 八つの 子供では も-^ ません ょ。 

贞一 なじ、 俺の 目から みれば 同じ こと だ。 セつ や 八つで 
お 物が 熟れて ゐ ろか 熟れて ゐ ないか、 分らない やうに、 
十九 や 二十で 男性の 熟、 ホ 熟は み‘ な いんだ。 山 職は 俺 
の U からみ わ ば靑い 柿の やうむ もんだ。 

巧 火 當人か 巧 さなち 靑い柿 だつ て 何 だつて！ いち 
や もん 〇 ません か 0 

妇 一- 當 人が 靑い柿 だと みらないで、 巧べ てゐ ろんだ。 そ 
れが はたで 默 つてみ てゐる わけ じは げかない。 

謙 一 でも お父さん。 もう 乂美 平さん は その 山 崎と いふ 與 
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と、 肉體 のに 央婦 じな つて ゐ るんで すょ。 もう 取 返しの 
つもない ことを して をら むろので す〇 それを お考へ じな 
れ ば、 た とへ お 父 おじぶ 少の 御す 滿が あつても お忍びに 
なる のか、 あた 〇 まへ だと おひます わ 0 
卜 W1 俺は さう はおは ない な。 乂美子 か 一度 誤つた ことを 
したから といつ て、 親 か 許して それを 生涯 續 けさせる と 
いふ 法は ない 〇 あむ お 毒 じなる 果物を 一口を つたから と 
いつて、 それを すつ かゎ 食べさせなければ ならない とい 
ふ 法は ない。 

巧 ホ (殺 厨して) お父さんの 言つ て ゐられ る こと 1.1 理窟 
です。 つまらない へこ 理窟 だ。 お父さんは 載 愛と いふ こ 
とを どう 考 へられて ゐ るので す。 

な 一 ふん。 戀藝 か、 戀愛 がどうし たとい ふんだ 0 
が 口 夫 懸愛お 神聖む もの だとい ふこと が おみ 〇 じむら むい 
んで すか。 くだらむ い 理窟な ど 仰 巧る 前に’ ん美 子の 癒 
愛を 誌め て やる ことは 出 巧な いんです か。 たと ひ 山 崎 お 

オッ チョコ チヨィ じしろ、 輕 薄を じしろ 久美 子との 閒じ純 

な戀餐 おあれ ば、 二人の 關 係は 立派 だと 思 ふんです。 

な 一 俺は 癒 愛な どを 立派 だとが はな いなも。 

巧】 ホ (激 厨して) さう でせ、 「、わ 父さん じは 戀密は 一つ 

の醋 巧と しか おえな いんで せう。 

な 一 酷 行？ 


巧 ホ 酷は 醜 憩の 醜です。 

な 一 ふん。 化は 鹏巧 ともおは ない な あ。 戀 愛は 一つの が 
氣 だよ 0 

巧 ホ なじ。 病氣で すつて。 

な 一 靑がお 女の か、 ぃみい 病氣 だよ。 は^、^ ム。 

巧 夫 病氣 だつたら どぅしたと いふんで す。 

な 一 この お氣 じか、 ろと， 若い 靑がお 女は 嬰 我裝中 じな 
つてし まふんだ 。何ん みら。 くな つてし まふんだ。 この 
お氣 じか、 ろと 巧は 門み かしては ならない ことを す るん 
だ。 女は 巧の ぶ當 じよい ところ お y じつかないで、 つま 
らな いところ じ 厳む してし まふの だ。 化の 中の 絞を をし 
て ゐる舆 かを みるがい、。 み當じ 人格 的な 葉し さを をし 
合つて ゐる ものが 幾人 ゐる とおち 殊に 戀潭で 理性を 館 
くして しま ふのは 女 だ。 巧が】 寸険子 おい ム とか、 1 寸 
巧 振 〇 かい、 とか、 一寸 ハ I モニヵを かくと か、 一寸 獨 
喝を やる とか そんな、 本質的な 人格とは をく 別な 輕难む 
ところで 戀 愛すろ の だ。 一生を 伴 じしなければ ならない 
相手を、 一時の 迷 ひの 爲 じ、 一時の 熱 じ 巧ん されて 選 お 
する なんて、 なての 外の こと だ。 乂美 子は 今 熱病 じか、 
つて ゐ るの だ、 そんな 熱病 忠 おのが み じよつて 化 涯のホ 
を かめる なんて •.俯は 不賛巧 だ。 そんな 巧を 持たせて 化 
はもい つの 一 化を 黨飽 しじした くは ない。 そんむ ことを 


ホぶ 柄 巧 巧 
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させる じは 他は 乂美 子を 密 しすぎて ゐ る。 

(朽 ホ！ J や、、 父の 說に限 迫され て 默つス ゐる〇 父の 
を 粥の お 中に、 乂美 子け 巧と 姉と 0 問に 化て 化さな が 
ら 、父のを ふこと 屯を いスゐ ろ) 

嫌！  お 父 様の お 說の當 巧は なじは 分 〇 ません が。 

巧 火 いや 巧は 歧對 だ。 經塑 とい ふ ものは お父さんの 言 ふ 
やうな そんな、 毕し いもので はない、 人生の 原動力です、 
熱が だとん 何とか みんなた 父さんの へこ 理窟 だ。 
a 1 さう いふ 講論 ももる だを つ。 だがん 美 子で も お前で 
も 他じ费 はれて ゐる 中は、 俺の 言 ふ 逝 〇 じなる よ 〇 かな 
いんだ。 媪 巧的溺 立がない 處 じは 績 愛の 円を もな いんだ 

よ U 

(朽 も、 询 "州！- て 何 か 言け うとして 言へ ない〕 

? だで (部 姑へ 入つ y 化て 夫の ホへ ゐぞリ 巧ろ) でも、 
巧 巧、 乂奠 子は 化物です よ。 他に お 嫁には 巧け ない..： 
な 一 そんな 疵跡 なんん 病氣の 故なん だ。 今 じ 病氣が 治れ 

だ 何でもなくな るよ 〇 何も 一生の 傷で も 何でも も 〇 やし 

むい。 一時の 過 もから 受けた お だ。 本 當じ乂 美 子を 愛し 

て くれろ 巧 だつ たら、 わけむ く 許して くむる だら う。： 

… .部 一さん が 方 じは 御を 勞 だが 巧つて 斷 つて 下さい 0 

巧 ホ わ 父さん、 そんな 巧 鹿な 0 

V、 だす 巧が’ そんむ。 


な 一 いや。 就つ て 下さい。 

(関の 向う じ ゐわ久 美 子、 わつ とはを 出ず〕 

貞一 (初めて 久美 子の がを じ氣 がつ を〕 乂美モ か。 巧き 
たければ 、泣く‘ かい^。 泣いて ゐる中 じ お前の 病 氣も醒 
め るんだ。 この 熱 おじ 限つ て、 熱の 引かない ことは ない 
ん だ。 今 お前は お父さんを 恨む だら う。 だ おお 父さんの 
お前の 病氣に 舞す る處 澄は 誤つて ゐな いつも 〇だ〇 お前 
おこの 先 ほんた うじい、 結婚を した 時 じは、 わ 父さんの 
處 置を 感謝して くれる のじ 違 ひない の だ。 

久美子 い、 え、 妾 結婚なん て 巧して しません わ 0( わつ と 
巧く。) 

な 一 お前の 熱は まだ 可な b 重 いなも、 もつと 泣く とい- >、 
もつとな くと い^、 だか お前は そのな の 熱で み體 まで 臺 
無し じする やうな 女では ないだら う。 た 父さんは それを 
信じて ゐ ろょ 0 

(な. 一、 この，：：： 杏一 一円 ひながら、 二階へ 上つ てし まふ： 
::么 弟子の 化さが 巧に 巧く なつて 後、 な) 
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敞子 (乂 おすの おし さう なが子に 打たれ) さう わ。 

さ だ 子 ち、 いや だ！ いや だ！ また、 わ 父 さまと 一 さ 
’い ぎ 始ま ろんだ む 0 

がす さう わ。 乂 美ち やん のと さなん か、 祁手 かも やん と 
したい、 がの なすさん だつて， もんむ じ咖 情を 張 〇 通す 
ん だもの 0 ——‘ 山 崎さん は、 どうして ゐ ろの。 

久巧子 (が，^ そむけ) 知らむ いわ。 

が 子學 おは 化た の。 

んが子 W たでせ う。 

がすん わから、 ホが 化して •また 巧う から 話 •かもつた と 
を ふぢ やない の 0 

义类で (だまつ てゐ ろ) 〇 

彼す. 村う じは， 十 か 誠 怠 •かもつた のじ わ。 

久 ホす (う レいて しま ふ〕...： .：〇 
化 子 わ 父 様は 何て おつし やつて ゐ ろの。 

乂 奕ず 何を？ 

が 子 巧 火さん のぶ 化の ことを。 

欠. 美す  何とも わつ しやらない の〇兄 さん-か いらつ しや 

なくなつ てんら、 二階へ もがつ たさ 〇 で、 御飯のと さ 

やつと お b てく ろ だけょ 0 

がず 巧乂 さんを がへ 入れない と 云 ひやしない かしら。 
久萊す さも。 


さ だ 子 乂美 子のと をなん か、 乂美モ お 泣 さ寢入 b になつ 
たか..？ '圆く 治まつ たもの i •今度は どんな じなる こと 
だら うか。 わ 巧さん じは みら むいね。 

叙 子で も’ 今度は 私は 巧 ホさん じ 賛成で さない わ。 へん 
な藝 者を 蠻者 家から つむ 山ず なんて。 

さた 子 て も、 よく わ 前のと ころへ 手紙を よこした もの 

♦こ 3:0 
/ J4 

被 子 むか か 何 かする つもぃで 行つても、 さう を々 と •化 わ 
なかつた のでせ う 0 
さ だ 子 お、 恐い/‘ \0 

彼 子 お父さんの •頭 固な のか’ 分つて るるので 絕望的 じな 
るの よ 0 

さ だ 子 お 父 さま も、 お 年の サゐで •前よりは よつぽどよ 

くな つたけ む ども’ こんな ことじな ると 相 變らず だら う 
2 0 

な 子で も、 今度なん. か 化 乃がない わ。 阳 がの 藝 者なん て 
さつと みずてん 藝 者よ。 そんな もの どうした つて、 ぶへ 
入れられな いぢ やない の。 哲 夫さん じよく 話して 思 ひ 切 
ら せる のむ 0 

さ だ 子 だから， なは 一二 一一 年 前ん ら 、はやく お赫を {と 
ちつて ゐ るので すよ。 でも、 もれがん 美 子 じたい へん 同 
巧」 て、 ん美モ •か 結 巧す るまでは 結骄 し。 いとを つて 居 
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合 项の化 


る もの だから. 到 巧 こんな ことにな つてし まつた の。 
敏モ化 間の 地方裁判所の 判事と か 云 ふ 口なん か •隨 分い 
い 口 おやなん つたの。 

さ だ 子 でも’  乂美子 おす、 まなく つて わ。 

飯 子ん 美 もやん も-い、 加減に 考 へな してい、 所が もつ 
た. x 巧つ たら どう？ 

1 卡 0 

敏子 巧 ホさん が、 ょく をつて ゐたぢ やない の。 お父さん 
じ對 する 耐 をに、 媒灼 結婚なん かするな、 なんて。 もな 
たも、 まさか そんな 氣ぢや あるまい だら うわ 0 
久美子 (うな づ く〕 〇 

紋子 一一 十四なん て •大切な 年 だ わ わえ。 もつとょ く考へ 
たら どう？ 

ざ だ 子 わたしは、 す おお ill 人し かむ いんだが •どうして 
その 少 いで 供で、 こんなに 巧 お t るの だら う？ 

久美子 すみません 0 

ご一 一人 だまつ てし まふ。 しにら くが が おつ〕 

さ だ 子 ほんた うに、 謙さん じは すまな いわわえ。 乂美子 

のと さとを ひ、 今度と 君 ひ、 を 惑な ことば か b 賴ん で。 

紋子 お母さん、 乂美 もやん のと さの ことは、 なるべくを 

はない 巧 •がい、 わ。 家の人 なんか あれで おツ ちよこち よ 

いだから、 こんな 化 話を やくのは 一骄欣 んてゐ るか も 知 


れな いわ。 

さ だ 子 まも—. 

(む 動 巧のを がは ろかに 閒 えろ) 

敏子 (陆 巧み 立て、) 家の人 かも 知むな いわ。 

么类子 とうして。 

敏子 家の人'  よく タク シィ じの るの よ。 

(白 動 巧のを. だん--^ おくな ろ 0 P かじ 止まつ たや 
うな 氣數 がず ろ。 敏子 そは*^^ と 立ら 上る) 

叙 子 さつと をの 人 だ わ。 (ぶ幽 へが <) 

さ だ 子 (不を さう に) どうむ ろ こと だか 0 
久类子 兄さんは 、さつと 反抗む さろ わ わえ。 

さ だ 子 なるべく わ 父 さまの、 お 勤 じさ はらない やう じ、 
圓 くを さめたい ものだね 0 

久 葵子で も •兄さんの こと だか. レ、 さつと さう はだかな 

、 > 〇 
I 

(敏子 わ わた 2- しく、： お 入つて 化ろ〕 

彼 子 や つぱ〇 おの 人よ 0 
久美子 兄さんは 0 

敏子歸 つて 來 てよ 〇 お父さんと、 もく まで 駭ふ なんて、 
氣 違いの やうに 激岛 して ゐる ことよ。 

さピ子 まち 0 

巧央 (をげ な‘ 7、 ないで〕 いや、 わ 父 さま じすぐ お 目 じか 


な蝴 のを 


ご 07 


か 〇 ますよ 〇巧 は、 何も もな たを 介して 了 船を して 賞は 
わ ばな..： ない けど、 わろ いことは して ゐ ない のです。 

嫌 一 (閒じ < をけ 兄ん ないで〕 まも、 さぅ ちつた ものむ 
やない。 如を しづめ たまへ。 今、 巧 おいさなぃ 會 つたら、 
どんな ことじな るん 分に， むいよ。 化づ .おが お父さん じ 
巧つて よく 話を すろ から 0 

ご 一人で' ひ爭 ひながら •道 入つて 化ろ) 

巧 火 いや、 い V てす。 僕は：.. (ムと 巧 やかのを み见ス 
だまろ〕 

さだモ まも！ 

么 巧す 兄さん、 お歸〇 なさい 0 - 

朽ホ (か-し〕 む 邸を かけて すみませんでした！ かんに 
ん して 下 ぞい 0 ( が 一一〕 ん美 もやん、 かんじんして わく 
れ〇 兄さんが もや まる 0 
久美平 まも 0 

仍も (が 子に) 姉さん、 いろ'^ 兄さん じめい わくを か 

けたので す。 もな たか .b も、 よく 操 謝して 置いて 下さい 0 

がすで も、 よかつた わ 〇今も 一一 一人で、 どんなにむ 爾 して 

ゐた かか .ぃなかつたり 

潍一 わ. 巧 夫 お •みんなが もんむ じむ 酣 して ふるの だか 

•い’ 化 上 わ 父 さまと 衝突を する なんて、 おなさん やん 美 

もやん にわろ いだ やない か。 


巧 ホ だつて、 親父が 親父なん だからな 0 

謙 一 まもい、 よ、 とじ く •君は 彼为へ 巧つて ゐ たまへ。 
お椅 さま ともよく 相談して、 お 父 さま じ お 話す るから。 

を 火 いや、 倭は 凡てを 自 みで 解かし ますよ。 た ご、 ちな 
たに 來 ていた ごいた のは、 譬 察の 方で 僕達が、 む 中で も 
すると 思つて、 引 巧 人が 來な いと 解放し なかつ たからで 

謙 一 まも、 僕 じを した まへ。 わえ、 ん 美ち やん、 兄さん 
を 彼方へ 速れ て 行つて くれない か。 

久美子 兄さん、 後生 だんら、 わ 部屋へ いらつ しやい ませ。 

巧 火 も、、 久 美ち やん、 俺は つくぐ さう 思つ たよ 〇ん 
美ち やん の閒趨 のとを、 どうしても つと、 親父と 戰 はな 
かつた かと。 あのと さ、 もつ と 强く戰 つて 置けば こんな 
じ、 乂漢 ちゃんを 不幸に しなく つても、 すんだん だ、 あ 
やまる よ、 俺は (お ホ 手 もつ かう とずろ〕 

謙 一 まも、 い、 よ。 わえ、 彼方へ 巧つて ゐ たまへ。 

久美子 いらつ しやい ませ、 兄さん。 

が】 ホ あ、 巧く よ。 ん美 ちゃんが >云 ふなら 巧く よ。 だが、 
親父とは ちつと も、 妥協は しません よ 〇ん美 子のと さの 
敵 討 もして やる の だ。 ぐづ をへ ば、 いつだつて 化て 
巧く の だ。  . 

久美 子 い •ぃつし やい ませ。 
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謙敏謙 敏謙敏  お 
一子 一子 一子  ホ 


ぅむ 0 

(化 化 化ス行  < 心 
どぅ、 どんむ 女？ 

とても、 たいへんな 女 だ—. 

い、 器豊？ 

どうして！ 

藝ま でも •をれ い- ら やない の？ 
あれで よく、 藝 者が 化來る わ。 


敏子 まも！  いくつ 位。 

謙 一 とてもす さんで ゐて 、ふけて 巧え るが、 もれで 一一十 
巧 五 かも 知れない ょ。 

敏子 まぁ 0 

謙 一 たい ヘムな 女 だょ。 とても。 

敏子 さぅ 〇闲 つたわ わえ 0 

謙 ー サ ー さんと 別れる 巧なら •化んで しま ふと 云つて、 
俺の 前で ヵ ミ ソリを 振 〇姻 すの だち 初對 面の 俺の 前で。 
さ だ 子 まも。 それを お 夫は 何と 云つて ゐ ろの。 

謙 一 それを また 巧 夫 巧 か、 ひどく 感激して ゐ ろの だから、 

お話しに むらない よ。 さう 思 ふと. 乂美 もやん のとを な 

ム か、 引 お 〇 じ 行った つて、 どれほど 氣持 がい、 かしれ 

なかつ たよ。 ものと をは、 戀人 同志の 純情に、 此方 だつ 

て ホ ロリと むつた にだから わ 。今度は こわ {した。 


さ だ 子 まも。 いろ''^ 御 苦勞で ございました 。それで、 
哲 夫は 何と 申して ゐ ますの。 

謙 一 おほさん に、 御 挨がも 忘れて ゐ ました。 

さ だ 子 い、 え〇ど ういた しまして •此方 こそい ろ/ \0 
謙 一 を 夫さん は. ホが 巧 お 巧 だから. どんな 撥 性を 拂つ 
て も、】 しよ じな つて やろ と 君 ふので すよ 0 つま 〇、 女 
は】 しよ じ 化んでくれ とまつたら しいんです 。それで 日 
光まで 巧つ たの だけれ ど、 いよ {とむろと 化れ もしな 
いし、 死ね 位なら 一し よじなら うと、 巧 夫 お •がを ひ 出し 
た しいので す 0 

が 子 巧む なんて 云 ふの、 手ぢ やむ い？ 

謙 一 いや、 手で もない ‘b しいんだ 〇 そわ ほど、 巧が もろ 
女で もな いんだよ。 た ごみらず 屋 で. ヒス テリ ー で、 熱 
情の^ たま b の やうな 女 だ。 

鞭 子 ぢ や、 ホの 方 も ほれて & るの わ。 

誰！  そわは、 むろんだ よ〇た r. もんな 女. とても、 話 
にも 何にもなら ない よ 0 
敏子巧 夫は、 どうかして ゐ るの わ 0 
謙 一 をく 一時の 迷 ひさ。 わ 父さんの 所 訊、 お氣 だよ。 熱 
じう^-されて & るんだ よ。 巧 夫さん は'  美學を やつたん 
だ やない のです か。 

敏子 さうよ 0 
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嫌 一 そた で、 もんな 女が 美しくな える のか しら 0 

敏子 もな た' が、 さう を ふの なら、 よつぽど わえ 0 

さ だ 子 まあ •そんな 女て すか 0 

谦一 もんな かは’ どんむ 手段 じ 依つて ピ も、 もさら めさ 
せろ のです わ 0 

放 子む や’ 巧义 さんは 巧 巧な しです わ。 

嫌 一 巧 乎を j り 化て 御鹽 、とても もんな 女と 一し よじ さ 
せろ なんて。 (さ だ 子に〕 】 つ お父さん とも、 よく 御 相 
談 したいで すわ。 御 都を はいか r でせ うか。 

さピ 子は い 巧 〇 ました。 ぢや 、一寸、 都合を さいて 參 b 
ませう 0 ( さ だす'  や、 不ぶ らしく 座 お 知出ス ゆく〕 

謙 一 わ 父さんと、 御 相談して い、 方法を お るんだ な 0 

化 子 さう です わ〇で も. そんな じ おひつ めて ゐ るので し 
たら。 

嫌 一 巧 夫 巧は、 初めての か だから、 もんな じの ぼ 〇 つめ 
てゐ ろん たよ 0 

ご 一人け、 しに-ぃ < だまつ スゐ る。 さ だ 子 道 入つ スが 

ろ 

さピ子 すぐに、 降 〇 て參ろ さう-て ございます 0 

嫌 一 も、. さう です か 0 

故 子 わ 父で まの 御機嫌は。 

さ だす わ 父 さまの 御機嫌 ばかりは、 をから 妾に わからな 


いんだよ。 

(暫く 不 をな 化默‘ やがて 二階の 階段 合 降りろ 音がず 
ろ。 開けられた 拽の 削から 彼等の 父が おス來 ろ。 眞扫 
な 頭、 をのない や、 感情の な、 お 逢の 美貌が、 なろ ほ 
どとうな づけろ ほど、 整つ わ顏 のを 人。 な 子のを 出に 
ついて 何もち へて ゐ ないやうな 悠 々たろ 態度み 示ず〕 

さ (謙 一 じよ ラ、 聲〜 

謙 一 暫く、 いつも 御銷沙 かば かゎ 致し ミして。 

な 一 いや •それは おおさ まだ、 いつも 達者 かな。 

謙 一 はい、 ぉ蔭で。 

な 一 學按の 乃は、 毎日 巧つて ゐ ろ？ 

謙 一 はい、 每日 巧つて ゐ ます。 

な 一 此 間は、 おめでた、 つ。 いよ {論文が 適つ たさう で。 
謙 一 いや、 恐れ入 〇 ます。 

な 一 一度 お 祝 ひじ 行かう と 思 ひなが. つい。 

謙 一 いや、 それには 及びません。 

な 一 この間‘ 恩賜 鞍を 授けられ たのは もれは、 もな たの 
方の 

謙】 山路が ± で すか、 え、 さう です。 

な 一 癌の 硏究 も、 いくらか H 鼻‘ かついた やうです わ。 

諸 一 (化ムの間姐にムれる機をがツ いのて-ィラ^しな 
がら〕 ついた やうです 。でも. な なんん まるつ を 〇〇 


S!0 
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な 一 なるほど をが 巧が 別です わ。 

誌 一 お 父 さま、 實は哲 夫さん のこと で， 一寸 お 話' がした 
いのです が。 

貞一 うむ. そんな ことを さ だ 子 おちつて ゐ ました。 

敏モ 妾は 彼方へ 居つて 居 ませう。 

謙 一 うむ •そわが い io 
(敏モ をろ 

謙 一 外で も あ 〇 ません お、 普 巧さん を おつれして 歸 つた 
のです が。 

貞一 それは 御を 勞 。どうもとんだ なで。 

謙 一 それで、 御を 諾 もな しじと にか < 家へ お 速れ して 歸 
つたので す お。 

貞一 仕 巧' が もりません 〇畏 男です から 0 
謙 一 どん；^婦人と 一 しょだつたか、 御巧じですか。 

な 一 (暗い 顏 になり〕 知つて ゐ ます。 向う の 藝を屋 の 方 
から、 私 じんけ 合 ひが あ 〇 ました。 

謙 一 さ、 つです か〇 そ.；； は、 おどろ さました 0 

な 一 。 

謙 一 さぞ、 抑 立腹で ございませ うか、 お 夫君と しては 生 

れ\~ 初めての た 策です から わ、 これは) つ 御な 大じ考 へ 

ていた f をたい のです •ん。 

な 一 。 


誌 一 哲 夫君は、 今たい へん 激站 して 居らむ るので す。 お 
父さん お、 何 かおつ しやる と、 すぐ 义 家を 飛び出す かも 
みらない とお ふので す。 それで、 何も わつ しやらないで‘ 
みるして いた ごさたい のです 0 

貞一 何もち はない と 云 ひます と。 

證一 巧 夫 巧は、 かう 云つて ゐ るので す〇 その 女と、 一し 
ょじなる ことを •父が 承諾す わ ば 家に 止まる が、 てな け 
れ ばす ぐに 家を 化る とかう をつて ゐ るので す。 ですから、 
貴方が 巧から、 反對 なさる と’ どんな ことじな ろかん 分 
らな いのです 0 

貞一 (晩 心 くんで をへ ろ〕 。 

潇一 とにかく. 當分 はだ まつて いたどを たいので す。 そ 
のうち、 私が どうじ かして、 巧手を 思 レ 切らして しま ひ 
たいと 思 ふので す。 

貞一 (腕 古くんで をへ ろ) 。 

謙 一 今度 はん 美 子さん の 場合と 違つて •なは お父さんと 
をく 同意見です。 た i.、 哲 夫さん のみ 體じ傷 のつかない 
やう じ、 相手と 別れさせを じは、 どうし たらょ いか 〇そ 
れを考 へたい と 思 ひます。 巧 夫さん の 場合 こそ、 お 父 さ 
まの わつ しやろ 姐 〇、 をく の病氣 です。 ホ 熱の お 物 どこ 
ろか、 腐つ てゐる 果物を たべて ゐ るので すから. とても 
見て & ら わません。 もんな かは、 どんな こと かもつても 


な 損のを 
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思 ひさら せなければ な b ません。 

な 一 だ お、 おひ 切らす ことが 出來 ます かな 0 
潇一 え \ これは な 外む お吉棄 でず な。 お 父 さまは， ど 
ん な戀楚 でもす ぐ 熱 •かさめる とち ふ •お 說ぢ やなかった 
のて すか。 

いや、 俺は さぅ 化って ゐ した。 そして、 ん美モ に 
が 手を おひ 切らせる ためじ、 あんな 勘 燕な 處 潰を しまし 
た〇 だが、 俺の 處 おは あやまって & た。 もれ かじ > 、もう 
あかけ 八 年 たって ゐる〇 だか、 久美 子は まだ 思 ひ 切って 
ゐ ません よ—. 


な- 义 も‘ 當 人は 思 ひ 切つ たやぅな 鎖を して、 おとなし 
く 働いて ゐる〇 だが， 本當 はかして 思 ひ 切って ゐな いの 
です。 恐.：：' く 一 化 おひ 切に， ない のでせ う。 的 心 ひ 切って ゐ 
ない 說據 に’ 何だか さびし さうな かげを 持って、 俺の 目 
の 前を いつもう ろ'''--、 して ゐ ろで うじ 化え るので す。 


む】 わしが 思って ゐ たやぅ じ、 人間の むは 單純ぢ やない 

んで すわ。 撥を は、 たしかに お氣 だ。 今 だって’ さう 思 

つて ゐる 。だか‘ どうと も 出がない 魂の 病氣 だな。 下手 

じ それを 處括 すると、 巧 註して 一生涯の 病氣 じして しま 

ふら L い 0 


謙 一 乂美モ さんの 場合は、 御 同感です。 だか •今度の 場 
合は とても、 たいへんむ 女です からな。 

貞一 いや、 そんな ことは、 第 S ホの 增 へる こと だ。 俺 も、 
山 崎を あのと さは •たいへんな 與 だと 思つ たの だ。 だが 
今から 考へ ると •凹 崎と 一し よに してやつ た 方が、 ど わ 
丈 あれ じと つて、 幸福だつた か 分らない と 思 ふんです よ。 

谦一 いや、 それは 乂美モ さんの 場な です。 搜 夫さん の 相 
手は、 みずてんで •ヒス テ リィで、 しかももぅ 一一 十四 五 
の裝 々で…-。 

貞一 いや、 第一 二者から みれば、 どんな 戀塑 だつて、 馬鹿 
じな える ものです 0 ■ 

謙 一 お父さん、 何を わつ しやる のです。 巧 夫さん お、 無 
我换中 じな つて、 あんな 無人 格な 淫實磬 を じ：：。 

な 一 いや •謙 一さん 〇な は. こはくな つたの だ。 戀瘦と 
いふ 病氣は 俺が 思つた よ 〇、 もつと 怖し い病氣 なんだ。 
とても‘ 人間の 手で 療治の 化來る もの. もやな いんだ。 そ 
して この お氣 じか、 つて ゐる とさは、 人即は 一番 幸福ら 
しぃ 0 

謙 一 わ 父さん、. あなたが そんな ことを •わつ しやつ もや 
rab ミす わ。 

な 一 俺は •乂美 子です つか 〇 、 こりて しまつたの だ。 ど 
ぅ も、 綴 姿は おおか もしわない、 が 人間は こんた 柄氣で 


ni2 
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もなければ、 無我 嬰 中の 幸福は 巧へ ない の だ。 それを 無 
理じ 癒して しま ふと、 却つ て いつまでも その 幸福が 思 ひ 
幼れ ない らしい 0 

謙 一 ぢや お父さんは •巧 夫さん を舒 さう と 云 ふので すち 
な 一 許す のぢ やない、 化 巧がない と 思 ふの だ。 仕方の な 
い病氣 だ。 た その ま、 じして 置く よぃ 仕方のない 病 
氣 らしい。 

謙 一 お父さん •そんな 馬鹿な。 

な 一 いや、 わしは 化 六 セが 考 へたよ。 

(闕の 巧う に ゐた久 美 子、 わ 一 と 泣 さがず じ 
貞一 (初めて、 久美 子の が 在に 氣 がつさ) 久美モ か •ゆ 
るして くれ。 そんな じ、 泣かないで くれ。 泣いて お 父 さ 
んを いぢめ ないで くれ。 お父さんが、 わるん つたことは 
よく 知つて ゐ るんだ よ。 それよ 行つて 巧 夫を よんで 
來て くれ。 よく、 もい つの 話を さいて やらう 〇化來 る こ 
となら もい つの 希鹽を をれ て やらう .〇 同じ 問題ても いつ 

まで、 臺 なし じする わけ じは 巧かない からな ち：：。 

(む r 腕 杏く む〕 

— 幕 — . 


おつぶ にな 棘 
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舞 I 璧じ ぶつ 妻こ费 


人 物 

ゲ a 引げ 一た  をが^ 

巧が 雪 枝 新劇 協が ホ 極。 

巧 化の か 

時 及び 巧 

巧 代 •萊 ぶの 郊外。 

情 景 

々極.：： 川 ホ 鸯巧ホ おの おお。 略す の 間から 巧 父の 速 山が 
巧.：： なをに 巧 彫の やぅに 削られて 扣ろ のが 見えろ。 
山の手 級のを かがを かの 隔 だ、 りみ 通ろ にさへ 搖れろ 
のて、 化 家が 郊外に ふく わる 化む n 的で けなく、 を贷 
のはに 化 てられた ぷの 一つで わろ こ i がみろ 〇跑 に菲 

疏 なが ン ネット 知踩 けて わろ。 之け 雪が が 舞な に 川ぅ 

るな、 わろ 巧 ホが 人 か <4 併り わので、 今の所 巧 脚の 巧 
索-しお ずろ 雌！ の 巧が でんる 0 

或 お U 涨阳 から 上 牛み も路 かさ だて 新 凹 私-:^'; る 0 
化かが 何だか からない が阳 でニツ コリ タムと 同 巧に 巧 


じ懸つ y おろが 計が 嗚リ おす、 し I が 巧な 觀 みが 央 
み數 へたら 十一 鸣リ 結け たこと がかつ た らう。 召 化 
が ヒョ ッゴリ ホの 間から 损 おがす。 

刃り 使奧 機、 あの お 晝の總 菜は？ 

雪な (新閒 から： =1 も 放さないで〕 お前 じ 委せる わ、 巧よ 
b かな 那 さんは 何處へ 行ら つし やつた の？ 

召使 大乂 化の 楠 木 おさん 迄 巧ら つし やい ました。 

雪な また 楠木展 かい、 巧 終倘木 ばかり いぢつて 居 るんだ 
わ、 摘 木なん か 何 處が而 白 いんだ .x う。 會 社で 皆に ヘィ 
ヘィ 巧を ドげ て 居る もんだ から、 扼木 丈で もち 内 じした 
いと 云 ふんだら うわさつ と 0 

召 化 まも、 舆 様は ひどい 事を 仰つ しやい ますの わ。 

雪 巧 だつてを くさう なんだから 化樣 かな いぢ やない か、 
楠 木よ 4 外 じあの 人の 自由 じなる ものが あるか わ。 楠 木 
いだ b かを くもの 人の. 巧に も ふんだ よ。 

刃り 化 もの 萬 年靑を 大切 じ 遊ばします ことわ、 昨日なん か 
も 萬 年 靑が大 さくな。 過ぎた とを つて こぼして 巧 に， つし 
やい ました わ。 

ぎ おさう かい。 萬が 靑 だつて、 もの 人の 思 ひ 通りには。 
ない のかい、 そわは 面白い 事 わ。 

巧 化 あ 様 か 芝 巧の お稽 巧に 行ら しつた 後なん かも、 楠 木 
ばかぃ. いだつて 段ら つし やい ました わ。 
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雪 校 さう かい 0 ( とちつ たま、 新 脚を ぶ 訊み て 居ろ〕 

召使 今日 も 何^ 奧樣の 事が 岀て 居る ので ム います か。 

雪 巧 さう''^^ 何時を も おの 事は か 〇 書く もの かわ， もう 
お前 千秋 築の 日から 四日 目 だよ。 

召使 左 樣でム いました わ。 

雪 枝 新聞なん て 云 ふ ものは 流行な の 外は 見向を もしない 
ん だよ、 巧の 人なん か 一生 か、 つたつて 六號 巧ぎ じだつ 
て 出 やしないから。 

召使 左 樣でム いまし やう かわ 0 
蚕 枝 人間 も 新聞に 出る やう じなら なければ 既 日よ。 
召使で も惡い 事を したの だや既 目です わ わ。 

ぎ 枝 そんな 事は 云は なくつても 分つて るぢ やむ いか’ 新 
間に ほる 人は エラ ィ人か •いけない 人 か 孰 もら かじ 極つ 
て 居 ろんだ から 0 

(.巧 一郎 蘭も植 るた 小さい 鉢 私ぶ 手に 持ちながら 庭の 
そから 近づいて 來 ろ) 

召使 もらわ 歸〇遙 ばせ。 

巧 一郎 (雪 校が まだ 巧み 離れな いのお おス〕 お前 何時 迄 

寢 てるつ も b なんだい。 

雪 巧 今 起を ようと 思つ 一一 居户 巧な の。 

巧 一が 何時 だと 思って 居 るんだ， 十一 時 過ぎ ぢ やない か、 

お 客で も來て 見ろ。 


雪な わ 客なん か 今 造來た 例がない ぢやも b ません 和〇も 
つと 訪問で もして 吳れる 人が ある やう じな 〇 たいわ、 么 
ぢ やまる で 化 問 か. 忘れられて 居 るんで す もの。 やつ ば 
b 巧樂 座の 樂 匿が 戀し いわ。 

雄 一郎 朝つぱらから 何を 下らない 事を まつて 辟 るんだ。 
女は 化 間から 忘れられて 居る のがい、 ん だ、 化閒 から ヮ 
アヮァ をはれ て 居る 女 じ 碌なむ が も b やしむ いだ やたい 
か、 不お轉 の藝を だと か、 なぇ 巧の 貴婦人 だと か、 新し 
がつて 居る 女 だと か... .0 

雪は 何う しての つけから 女-俊 だと^と 仰つ しやら むい 
の。 黃 おは 遇 〇 くどい 事 ば- ちつて 財る の わ. どうせ 
ヮァ ヮァ云 はれて ろ 女は いけむ いでし やうよ。 で. ’P 其 臨 
じ 居る かと も 云 はれない 巧よ b は 巧た わ。 巧-か 社 巧から 
何とも 云 はれない のは 隨 をむ 細い ものね。 

巧 一郎 (を.：：- しなつて〕 化閒 から 何ともを はれな くつた 
つて、 確。 道を ホんで 巧る ものは 澤 山. あろんだ。 そわ じ 
誰に も 知られない 平凡な 生活を 暮 すのは •我々 のを 數の 
運命な の だ ら わ。 おは 平凡な 道德を 巧つて や 化 じ 化さ 
て 平凡 じ 化 じたいの だ。 何も 人から 知られろ 必要は ない。 
鬥分 さへ 幸福で もれば いムん だ。 おはわ 前 おかの 巧妙な 
野心を 起して 居る のは 货 じち 痛 だ。 舞黨じ 化つて 公衆の 
視線 じさら されろ なんて 體 のよ い肉陪 提巧ぢ やない 如、 
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か 値と とつた じ， 藝# のちの 半： ぇた 位の もの じし か、 化閒 
の 人達は おつて 居な いんだ。 

雪な 顯 術と をん 事の ならない 巧 おか •女傻 論を やる なん 
て 看板 お H か 印象派を 論ずろ やぅな もの V すわ。 女 俊は 
皆 不品行 だなん て おつて 居る のは、 一二 面 記を ホ 義と云 ふ 
のょ。 色氣 がさでは 人生を 解驛し 得ない 人達の やる こと 
です.； 0 

雄 一郎 (なじ 乂拆面 口にな つ乂 、校から がりた、 ん だお閒 
かしながら〕 それは をれ として 巧 も 巧 お前は なの 妻な 
ん だから、 こんな 職は ホ てられて 貨 ひたくな いわ。 

まが ぇ、 つ！ 何も 化て 肝る の、 (巧閒 み ホの ずから I 
ざ 化ろ やぅに して 誠み 始 む〕 おや！ 霜 村と 聲枝 だなん 
て 嫌な 組 だ こと..： (獻 つて 諸んで 居ろ〕 まも ひどい！ 
まるで 中が だた 私と 渡邊 光生と おしいなん て-、 渡邊 
光生の 人格を をが 知らないで、 まも ひどい！ 

排一郞 私は ひどい とは おはない がわ。 

ぎが 何で すつて—. 

巧 一郎 當 がが やない か。 

ちが ぢ やを 巧 おを 疑 ぐって 居 るんで すか。 

が】 邮 そじ， 夫と して お前の 貞操は 信じたい。 なし 化 間が 
そんな 巧を 巧む の もを く當が だと おつて 居 るんだ。 化 間 
は 他人の 蒂い 巧は 仲々 おじない お、 惡い 事なら どんな 無 


根な ことで も 信じた がるの だ。 ホ 倦な ど、 ち ふ 商 賞は 社 
贫の 凡ての 疑惑と 誤解と に洒 されて 居る の だから わ。 こ 
んな 醜閲を 避けろ 爲 じは、 舞臺 から 退く のが 一番い、 ん 
だ。 どう だ 思 ひ 切つて 廢 して 吳れ ないか、 なと しても こ 
んな 蜂が 新聞 じ 旧る のはを く堪 .tj ないから わ。 

ま 化 AA 新報なん て、 こんな 惡德 新聞が どんな 事を 書か 
うと 書くまい と、 私の 欧ぢや あ 〇 ません よ。 

雄 一が 譬へ 惡德 新聞 だら うか. 堂々 と發 表した け 上、 お 
前は 永ん じ 注意人物 だ、 お前の 貞操は 社 會に疑 はれて 居 
ろの だぜ。 

ちな 化 間が 何う 思は うと、 なは もつとも 巧し い 所は ない 
ん ですから わ：：。 

雄 I 郞 なの やうむ 凡人は そんな 絕對 的の 事實 よりも、 評 
判の 乃が 大事 だ。 こんな 評判 さへ 立て、 おれな さやい^ 
んだ〇 また こんな 評判が 立つ たな 上 •なは お前を このま 
ま 舞襄へ 化す ことは 出來 ないから わ。 手 巧 〇 がくち へば 
なは 廢 して 賞 ひたいの だが。 

璧化 初、 おが ホ おじなる 時、 もんな じ 抑 約 巧しても るぢ 
や も-^ ません か。 なは モ 供がない か.-^ 藝 術を 愛しよう 
そして 小 供 か .b 力を 得る 代 b じ、 藝 術から 丸を 得ようと 
もれ 程 云つた ぢ やん 〇 ません か。 夫 だのに、 こんな ケチ 
奥い 惡德 新聞の 記事なん かみ 信じて、 なの 望を い未來 を 
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壌 さう とな さるので すか。 貴君は 円みの 妻 じ 化 間が 與へ 
たもれ 程の 讚 摩を 嬉しい とは 思は ない のです か、 妻の 教 I 
術 的 成功が お氣に 召さない のです か。 

雄 一が 〇 

至が なは 芝居の 爲 じ、 貴君を 疎略 じした とを ふやうな 事 
は、 少しもな いぢ やち 〇 ません か。 歡の收 入を 當じ して、 
家 も 移 つたゎ 下 ホ も 置いた のぢ やちり ません か。 今 じな 
つて ホ 俊を 止せなん て：：。 

雄一郞 お前 じ 云つて 置く が、 藝術 家と しての お前は なじ 
何の 關係 もな いんだ。 女優と しての お前は 赤の他人 様な 
んだ〇 おは お前を を 人格 的に 妻と したいんだ 。なは 妻と 
しての お前と 結婚した の だ。 

重 お 巧が* なじは 妻と しての なの 外 じ、 人間と しての 秋 
おもつ たんです わ。 まも 「人が のを」 を 素で 行つ て 居る 
やうです が、 人間と しての おが 女優に なつた つて 許して 
下さ つても い^ ぢやも b ません か。 

が 一郎 妻と してょり な 外の お前は をくな じ 用 かないん 

だ。 またな は 妻と してょ b な 外 じ わ 前を 見る ことは 何う 

しても 化 巧な いんだ。 なは お前が 妻と しての 德義を 巧つ 

て をれ る ことを 望む の だ。 新聞 じ 化される なんて. .：〇 

雪 お まだ 新聞の 事を 云って 居らつ しやる の。 あんむ へツ 

ポコ 新聞 お、 どんなに 書 さ 立 \ 、、も 知れた もの だ わ。 有 


樂 座の 樂屋 で， 逢つて やらな かつた もんだ から 腹癒なん 
でし やぅょ キット。 

雄 一郎を も 角な はわ 前が. 殷業 する ことを 要 ホ 乎る わ。 

雪 おそゎ や 駄目 だ わ、 だつても ぅお、 芝居 じ眞 おじな つ 
て 居 るんで す もの。 を 衆 かおに 與 へて おれた 讚 辭じ醉 つ 
てし まつたんです もの、 おは 芝居の 爲 じなら 何でも 拾て 

る わ 口， 

雄 j が だ や 俺を も かい。 

皇巧貴 おが 邪魔を なさる のな.^..:。 

雄】 郎夫か 妻と しての 言葉 かい。 

至が だから、 ホ 刻から 人間と しての な ももろ と 云つ てる 
ぢやあ b ません か。 

雄一郞 お前は おを 無視す るの かい。 

雪权贵 おお おを 無視な さるのと 同じ 丈は わ。 

(下女 道 入つ て おて 小さい ぶが も 化 マ〕 

空な 竹 村 華 風—. X X 新聞の 演藝 記者 だ わ、 をへ なんか 
訪 わて 來て 困つ てし まつた わ。 巧く つて 狹 くつて 逢 ふ 所 
も 通す 部屋 もな いんです もの、 化しい わ。 

雄】 が 新 問 記 まなん か斷 つて わし まひなさい。 逢 ふ必娶 
お何處 にあ るんだ •居ない と 云つ たらい、 だ やない か。 
ぎな でも 有樂 座の 樂屋 で、 二 S 度 お 目 じか、 つた 方 だか 
らわ氣 の 毒 だ わ、 でも 通す 所は ないし、 (下女に〕 もの 
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わ 病氣で 臥て 居ます とちつて 斷 つて をれ ないか。 

巧 化 はい。 (とちつ てぶ 關の 方へ むく) 

が 一郎 巧閒 記を なんか 何の 用が もつて 來 るの だら う。 

ち 枝 知れて るぢや あゎません か、 日本一の 女傍當 井雪 技 
を 訪問 じ來 たのです わ。 

(巧 化の ホ 蹄つて みろ、 おの 手に 一封の 手 巧み 持 9 て 
的ろ) 

巧 化 もの々 朝 A A 新報な どに 出ました 奧樣の 中傷の 記事 
じ 就て いらし つたので すつ て、 もれと 同じ 事を 書いた 投 
當か ’ XX 巧 問へ も來 ましたから お 目 じかけ ますつ て、 
之を 衍 いていら つし やい ました。 

巧 校ぇ、， をが その 手紙！ ぢや XX 新聞は なを 信じて 
朽 るから W さなかつ たの だ わ。 それなら お 目 じか、 るの 
でもつた のじ、 もう お歸 ゎにな つた かい。 

召 化 はい。 

ぎが 一照 何處の 誰なん だら う •恨を をけ る覺 はち 巧ない 

のじ (•ちつと 請んで 行く 內 じんと 何 かの 疑 あじ 囚 

口れ わ やうに ホの なみなる， 谁一邮 の 巧け を 白に 轉 じか 

けス おろ) 誰 だら うこんな ひどい 中傷を する のは 

(お 化合 见 詰み ス 巧ろ 內じ何 かな ぴ 巧した やうに) 貴を 

この A A 新報は 何随 かじ > 巧 つてい らしつ たの？ 

が 一が 貫って 來 わの だ。 


ち お大久 巧へ 行 < を じ 新聞 屋が ちゎます か。 

雄 一が 新お适 行つた の だ。 

霉巧 AA をヮザ {買 ふ爲 じです か。 もんな 新聞を 何の 
必要が もつて 買 ひに 行く のです か。 

雄】 郎 そゎ やお 前の 事が 出て 居る とを ふ 事を 聞いた から 
だ 0 

香な 誰に 何處 で？ 

巧 一が そんな 事は 云 ふ限ぢ やな いぢ やない か。 

雪な その 位の 事が まへ な いんです か。 

巧 一が そんな 事を 聞いて 何 じする の だ。 

雪な 何 じしても い、 から 云つて 下さい。 

巧 一が を ふ 限に 非ず だ。 

雪权 (车 ット なつて〕 さう でし やうよ 。云へ ない のが 當 
然で すわ。 私の ホ 傷 記事 か A A じほて 居る ことは 誰よ 〇 
も 貴 おが 一齋 よく 知つて 居た 営て す もの。 貴君り 化の 
手紙は わ > 富 井雪 枝の 夫 わる 宫井摧 一郎 お 書い たんです。 

雄 一郎 何 だと！ 馬鹿な 事を ち ふな。 

星 お い、 ぇ！ 馬鹿な 事 だ や も b ません よ。 貴君で なくつ 
て 誰が 書いた のです。 手蹟 こそ 違 へても るか セ 年 連れ添 
うて 來 たおは 詐かれ ません よ。 今から 考 へれば、 貴 おか 
A A を 買つて 來 たの おおしい と 思 ふので す。 貴 巧は 自分 
の 投書 か、 XX じ 出て おなかつた もの だから、 新 宿を わ 
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ざ わざ AA を 買 ひに 巧つ たのです、 でなければ 何 だつて 
緣も ゆか b もない 新聞を ちんな 所へ 迄 買に 行く のです。 
雄 一が お前は 何を 血迷つて 居る の だ， 裘 にも 知らない こ 
とだ 0 

雪な 貴君 こを 血迷つて るぢ やもりません か、 現在の 妻を 
中傷す るなん て、 そんな 人 お 日本中 じ またと もります る 
肖を の 妻 お 他人と おしい なんて、 自分で 廣吿 すろ 馬鹿が 
世の中 じ も 〇 ます か。 

雄 一郎 何と 一方 つても 俺は 知らない。 

ぎ 枝 貴君が 知らな くつても、 おは 確信して 居 るんで す、 
.こ. ち、 い、 事が ある わ。 (と 立ち上つて みの 間の 夫の 壁 
蘇の 化の 引出しから お简も 取り 化して 來 る〕 さも 御轄な 
さい、 スッ ヵリ 同じ 封筒 ぢやも 〇 ません か、 まも 貴君は 
氣 でも 違つて 居る のです か’ 現在の 妻を 中傷して 耻をか 

、せる なんて 〇 

雄 一郎 〇 

雪な 肖 分で 中傷して 居な から、 それを 種 じな を 責めるな 

んて 隨を蟲 のい、 話 わ。 蟲 のい i どころ ぢ やない、 惡人 

です。 昔の お家騷 動じ 巧て 來る やうな 惡 人です。 現在の 

妻を 陷れ るなん て 夫 程 憎 いんです か。 なは 貴君と 結婚し 

てからもう セ ザ じなり ますが、 一度 だって 貞操に か、 は 

る やうな 事は > しなかった つも 〇 です。 そらな はわ 轉袋 


で， 巧 肉屋です けれど 赏 君じ禁 巧つた 事は •まだ 一度 だ 
つてな いぢ やち 〇 ません か。 女 俊 じな つて あんな じヮァ 
ヮア云 はれ たつて、 おは 貴君を 拾て ょうなん て發 にも 思 
つて 居な かつたんです。 此化 どんなに 停くな つても、 昔 
の 夫を 捨てる なんて、 をん な大 それた 事は しないつ もり 
で 居た のです。 それ じ 貴君は 私の 醜聞を 流布させる なん 
て、 そんな 人が 化の 中 じ もります か。 

雄 一郎 そ 〇 やない かも 知れん。 

蚕 お 「そ b やない かも 知，；；^ ん」 なんて、 ぢ やそん な 事を 何 
うして する のです 0 

雄 一郎 俺の やう じ 流行 兒の 女優を 妻 じする 者が 外にない 
やう じ、 もんな 事を する ものは 外 じない かも 知れん ょ 0 

ま 权ぢや 貴君は ホ 俊で 評判の い、 の お 嫌な のです か、 肖 
をの 葫 在の 妻' か….。 

雄 一郎 お前 じ もまた 他の 何人 じ も. 統 行なの 女 俊を 妻に 
して 居る 苦しみは みらない だら う。 なの やつた をは、 他 
の 人達の 理解の 外 じ もる かも 知れない。 がし 俺は 巧 巧を 
是 誌して 居 るんだ。 俺は をし くつて 權 まらない から やつ 
たんだ 0 

室な 円みが 苦しい からつて を 愛の 妻を 呪 訊す るので す 
か、 それでも、 貴君は おじを が もる のです か。 

雄 一郎 もる とも！ 俺は お前を をして 居れば こそ こんな 
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がを や るんだ、 お前を をして 居れば こそ お前 か 舞 墓に 山 
る やう じな つてから、 苦しみ 攒 けて 居る の だ、 お前 か 舞 
おじな つやう じな つてから、 お前は 促 一人の 物で なく • 

化 閒が皆 お前 じ對 して 所 お權を 巧つて 居 るんだ。 愛は 寧 
巧 局の やう じ禪 巧を 要 あする もの だ。 俺は お前を 目 分 一 
人の もの じして 巧みたい。 お前. が 女優になる 迄は お前の 
巧 さが 分らな かつた。 なに 對 して 何れ 程、 償 値が ちる も 
のか 分 .-T なかつた 。世間が お前 じ對 して 拂 つた 注意 や绿 
敬は、 俺の むじ 潜んで ほた わ 前じ對 する 愛を、 スッ カリ 
n 蛙まして しまつた 〇競 巧者 お出て 戀 する 者の 熱度が 高 
調され る やう じ’ 化 削が お前 じ拂 つた 賞 讚は お前を 專有 
したいと まふな のが ホ じ辄を 法いだ。 私は なの 掌中に も 1 
る お前を、 化 脚か範 ひに 來て 居る やう じ 思つた の だ 0 一 
ち お まも 避な お餅です わ。  I 
維】 邱 なは お前が 女優 じな つた、 めに、 おに お供して 吳 1 
わろ 物 巧 上の 化 倒な どのた め、 少しで も お前が なを 離 わ- 
る ことを 辛抱し 役る 程 階 おしては 居ない ょ。  わ 前が 化 間 j 
から チヤ ホヤ 云 はれろ のはな じと つてを 痛 じな つた。 な i 
はお 夜々々 巧樂 座の 一二 等へ 巧つて お前を 蔭ながら 監視し I 
て 巧た の だ。 そして お前に 對 すろ 蜗 をが おろ 度に、 なが j 
しがたい がし さとを 痛と を随 じた。 わ 前が 化 尚から C な 能 I 
せられろ ホ おはを 痛 だ。  一- 


雪な  まあ 弱蟲 わ。 

雄 一郎 そら 弱い かも 知れん、 俺が お前を 中傷した のはむ 
るべ く 世間を して お前を 捨てさせる ためな の だ。 なは お 
前が か 俊と して どんなち 聲を ちげ ようと* 私に とつて は 
嬉しく もなければ 幸福で もない。 なは 藝 まや 女 將の亭 ホ 
の やうに、 妻の 放 巧を 許す 化 〇 に 物質 上の 愉悅を 得よう 
と奇 つた やうな、 廣 もしい むには 決して なれない。 なは 
お前を 妻と して 愛したい の だ。 お前の 妻が 外の 部み を、 
破壊に か 文る の も當然 なの だ。 なは 肖 分の 巧提を 是認し 
て 居る、 耻 とは 決して 思 はん。 

雪が まあ 何と 云 ふ 利己 ま 養で しやう。 なは もう、 妻な ど 
と 君 ふ 狹い栅 から 脫け 出て 居 るんで すから、 貴君 かそん 
な 事を する のは、 逃した 小 烏を 追 ふやうな ものです わ。 
妻よ 〇 な 外の ものには なれない 女が 澤山 もる でし やう、 
貴 おは そんな ホが 向いて 居る のです。 おは 人間と しての 
故の 天を を 傷け て 迄 も、 貴 若の 妻 じ なつて 居る ことは 化 
來 ません から。 まだ 二回し か 舞 墓を 踏まない のじこん な 
事を なさる のなら、 之から ホ どんな 事を なさる かも 知れ 
たもの ぢやも 〇 ません わ。 なもう 決む しました わ。 

驰 一郎 ぢや お前は 俺を 捨てる つも ゎかい。 

童が ('な 辞に〕 さう です。 

啡 一郎 わ 前は 夫よ 〇 も 芝居が 大事な のか。 
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妻つ 立に 臺舞 


壁な 妻と してよ ぃも、 人閒 としての 天み‘ が 大事です わ。 
雄 一郎 お前は セ 年 も 連れ添うた 夫を 捨てる のか。 

雪な 二十 五 年生を て來た 人間が 大事 だからです。 

雄 一郎 お前は お前 じ 捨てられた 俺が 生みて 行かれる とお 
ふの か。 

雪な そんな 感傷的な 事を 云 ふのは およしなさい。 もな た 
の おがさな 妻と しての ホなら、 其 所に も 化 所に も 謡々 し 
て 居ります わ、 然し その 代 〇 じ 私 も 古風 じ巧婚 丈は しま 
せんよ、 妻と しての 啟は 今日 巧んだ 事に して 置 さまし や 
う。 之. が 小さい 時から 許婚て あつた 貴君に 對 する 最後の 
好意です わ’ をからは なは 人間と して 生を て 行を ます、 
最も 貴い 藝術 家と して 生を て 行く のです。 

雄 一が (化 巧して 哀願 的に} 雪 枝 •俺 か惡 かつた から 思 
ひ 返して 吳れ。 

雪な 致 巧 も惡 くもなけ わ ば 思 ひ 返す こと ももり ません 

わ〇贵 君の 巧 さなを 栽が グン グン 仲び てし まつたら 貴君 

は廣い 地上へ 移す でし やう’ 妻なん て やつぱりを 栽の や 

うじ 不肖が な 位置なん ですから、 な も廣い 地上へ 移る の 

です。 

踏 一郎 俺は お前を 失 ふじ 堪 へない、 お前の 立 ふ 通 〇 じす 

るん ら思ひ 返して 吳れ。 

雪 巧もう 駄目です わ •云 ひ 切って しまったん です もの。 


雄 一郎 いく. 懇願しても 聞かん のか。 

きを もう 貴君の 自苗 じなる を 栽ぢ やち 〇 まだんよ。 

雄 一郎 お前は 女傻 生活の 華やか さじ 醉 うて 俺を 捨てろ の 
か 0 

雪 巧 さう わ考 じなる のか お鹽 みなら そわで もい、 のです 

わ。 

雄 一が どうしてもな はわ 前を 離さない から。 

雪な 人間 じな つたなは 自由です よ。 セ 段 目の わ輕ぢ やな 
いか 誰の ま、 にもな りません よ、 どれ ま 度して 姉の 家へ 
一 瓦 引 さとり まし やう。 

雄 一が こんなにを つてち 聞かない のか。 

壁な そんな 聲で 威し たつて 駄目です よ。 

雄 一郎 (逆上した やうに) 何—. いよ/、 化る と 云 ふの 
なら、 お前を 殺して 俺 も 死ぬ から。 

雪 巧オホ ホ、 もな たも 流石は 女 俊を 妻 じして 居た 丈’ わ 
芝居 か 上手 わ、 貴 おじ 人が おせたら お 汁 おお 辛くな 〇 ま 
すよ。 

雄 一郎 (をく 逆上して〕 何 だと！ (馳 けて 巧つ ス〇 かの 
化から 西洋 剌刀备 持つて ホる〕 

壁な (や、 を 白に なりながら〕 何を なさろ の？  おおで 
も 刹ろ のです か。 

雄 一が おのむ！ (とちつ ス前 びか、 ろ〕 


逝つ ぶ I こを 棘 
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巧が (初'」 恐怖に 内 けれた やぅに〕 もれ！. な 巧 何を ず 
るんで すか’ 

(雄 一郞け 壁 化の たぶ さを 似んで 剌 刀古峭 喉に 踢 しわ 
がすぐ i 巧な 古た つて ためらつ y がる 〇 ふとな ひつい 
たでぅ に 当 化の 裝 がリ縣 ず、 をして 裝知 梓？ わを、 
グッ タリと 坐つ てし まふ、 雪 化け その w 割な にや 靜に 
弱い 巧 化*^ 絲けス がわが、 み 體が円 山 -U なろ と、 次の 
へ 巧つ ス舞 なで 化つた ホ 服 も廣ス 化る。 巧を な飄も 
しス 坐つ ス 巧る 地一郞 3 が も 後り におながら、 が 人帽 
がろ。 そし _ ，、おへ ドリ^ 靴. い しま ふと 振り返 
つス〕 

でが その 髮は 嬰と しての 私の 記を として 貴が じ 差し上げ 
ます わ。 巧 じ 吾つて 理 さます •か、 舞 講じは かづ 'b と 吾 ふ 
もの かム いますから’ そんむ 髮 。んん 女 俊と しての なじ 
は 何の 似 化 もたい ものです か. -T わ、 さょなら。 

(她 一邮 けな 巧され ス ポン卞 9 とし^ 巧る〕 

蒜 
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評り!: 


世 評 (il 場) 

A 5 or 己一 tv 


—— ょしと を ひもし と 云は れつ 難 化が た 

ぅを ふしし f さ 化を 渡る か。 — 

人物 巧 時 

化て 知れず。 

情景  - 

路 のほとりに 綠の 巧の 化え た 隣 場がん り、 その 厳據 -U 
一斑の 隊商が 化な しスゐ ろ〇涩 をに アラビア 風の 都 
を。 隊商の 中に •隊長と 疆 しく 曾が 還し さ 老年の おが 
ゐ ろ。 妻 も 伴つ' ゐろ 。妻け 楚 々とし X 美し さか 〇隊 
商 杏圃んで 多くの 见物 人が おろ。 見物の が ホ お 人と も 

なれ 力た I 

な 物め 巧 一 何處 から 何處へ 巧く 隊商 だ。 

巧 二 知らない。 つ ひぞな 知らない 人種 だ。 

巧 一二 いや、 俺は 知って ゐる 。この 人達は、 西の方 かじ >來 

たの だ。 


お 一 西の方から つて 0 

が 111 西方の 國 からだ。 紅游じ 巧い ツク セン 人 だ.- 

W 1 なるほど。 道理で みんなを お 黑い〇 

が 二 だ， が、 もの 隊長の 妻 丈は 美しい な。 バグ ダソド じだ 
つて、 もんな 美しい 女は ゐ ない。 

ST も みしお 出が だ お、 聰明 そのもの とを つた 顔 だ" もの 
が. 理 智に錯 いて ゐる 美し さつたら ない。 俺は、 もんむ 
かを 妻 じほし い。 

巧 ミ もは、、、 〇 もの 女を は •ツ ク七ン 人む やな いん 
だ。 もの 女は バグダッドの 贵族 だ。 

巧 I なに 貴族 だつて。 魄 をを つも や闲 る。 劫 族の 娘が、 
どうして もんな 隊長の 妻 じな つたの だ。 

巧 一二 それは、 お前 バグダッド でも、 評判 じむつた 話 だ J 
あの 娘の 兄が、 ちの 娘を 磬 つたの だ。 

お 一 なるほど 巧 愛い さう じ。 

巧 一二 •九つの ダィヤモンドと 六つの 黑眞珠 と' が、 もの 娘 S 
價 だとを つて ゐ る。 

ホー 巧 愛さう に。 貴族の 娘に 生れな お'！'、 資〇れ ろなん 
て、 ほんと じが 幸せな 方 わ。 

た 二 わ や！ 御薦 。もの 女. が 足を 動かした ょ。 わ や，：： 儿 
じ 何ん 光る 物' が 付いて ゐ ろ。 わ や！ 銷 だ！ 削た！ 

ホ ーニ 銀の 銷 だょ J 


巧 M か 
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女 凹 装飾 おの やう じ、 ホな 隨じ 美しく 山 來てゐ る。 でも 
ゃつぱ 4 锁は锁 だ わ わ..：。 

か 五 でん •胸には もんな 美しい 胸飾りを つけて ゐ る。 

か 六 でも、 飢 •が あじけ いて ゐ ては、 巧 愛さう だ わ わえ。 
々 I 悲し さう じして ゐるわ わえ。 淚が絕 えず 溢れても る 
やうな 胁 をして & ろ わむ え。 

か 叫 W 愛い さう じ。 もれでは 妻 だか 女が 隸 だか々‘-: 'ない 
わ わぇ。 

will もう'^^^ をで なつた 义 じ、 をむ か化來 むいんで す 
よ。 それ じが. が、 親で ほど じ も 違 ひます か.-: わ。 

か 二 いく '.T 違つ てる ませう 0 .11 一十は 違つて みろ でせ う 0 
か 一一: そんむ でもない わ。 女 だつて •もう 二十 四 おじは な 

るた 

もう、 ぶ 十を 越して ゐる くせに， もんな 若い 女廣を 
つれ 廻して いやらしいを 爺 だな。 

た 一 なで 質 はれて、 もんな を 人の 妻になる むん て •ちへ 

た 丈ても みぶ る ひがす る’ む。 

か 二 でも 御 階なさい—. 巧 輪に も-ダィヤモンドが 光つ 

てんます よ。 をれ にものを 入 だつて、 をれ ほど 邪 おで も 

むさ、 うよ 〇 

か-一; ホを、 もんな じ 化に 銷’ がりいて みて は、 本當に 愛な 
ん かん 〇 つ こは ない わ。 


ホ 凹 氣の毒 わ、 一生を ちんな 境遇 じ 過す なんて。 

巧 一二 貴女 方 お 同情す るな 上に‘ もの 女は り 分の 巧 週を 塊 
いて ゐる のて すよ U 

巧 二 い、 ホなん だな。 もんない、 女が、 もんな 老人の 妻 
じな つて ゐる とち ふ 丈で も、 義憤を 感ずる よ 0 
巧 一二 わい、 もま 〇大 をい 聲を 化したら 刖 るよ。- ZI 々のこ 
とお、 醇じ なつて ゐる ことを 感づいて 眞赤 じな つて ゐる 
よ 0 

W 1 我々 が 同 惜して ゐ るのを 知つて 猜 しいだ. うか。 

巧 一二 勝 蔚なホ だとを ふから なれ まれる とを ふこと じ‘ い 
い 感じは しまい。 でも 嬉しくな くもないだ らう。 

ホ ー おや 亭 をの 老人は •立 も 上^ま したわ。 

女 一ー  ノソ くと どこかへ ホいて 行きます わ。 

女 己 なにが 化し じ 巧つた のでせ う。 

ホ 四 でん、 ホンの 少しの 間で も、 もの 美しい ホの 傍 じ 醜 
い 老人の 亭 ホが 居ない とを ふことは •うれしい こと だ わ 
わぇ。 

女 一 氣 のせ もの 女の 顔色が はれ ぐ としました 

ス〇 

44 

ホ ニ おや。 もの 女の人 も ホ も 上^ま したわ。 

か 一二 たや。 かづく ろ ひを します わ。 

I お 二 わ や 歌を うた ふの だよ。 
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評 化 


巧 巧 巧 巧 巧 
五一 凹 五 二 


俺 お 救って やる。 

いや 備が 救って やる。 

いや 俺が 救 ふ。 

をの 銷を斷 つてし まへ I 

もの 老人を 蹄み つぶして しまへ 0 


巧 二 今 铅の中 じ 逃げる とい、。 俺は、 天幕の 蔭で 贵 か' が 
逃げて 來 るのを 待つて ゐ る。 

巧 一二 いや、 靜 に。 を 人が 歸 つて 來 る。 を 人' が > をん な こ 
とを 聽 くと、 どんな 替戒 をす るか しれない 。しづかに。 

か- 亭主が、 歸 つて 來 ると 美しい 顔' が'、 直ぐ 愛つて しま 
ふ 0 

た 二 おや、 あんな じし をれ でし やがん てし まつた ょ。 

女 一二 可愛い さぅ じ。 いつまで あんなに 凶 はれ てんる のか 
しら 0 

女 凹 思 ひ 切つて、 鉛を 切つて しまへ ばい、 のに。 

ホ 五 本當 に、 もの 人の 欺つて ゐる 通り じすれば い、 じ。 

た S ほんた ぅに、 誰か 本當に 変して おれる 靑 年の 胸 じ 飛 
び 込んで 行けば い、 に。 

女 二 本當 じ。 何 だつて’ はやく あの 銳を 切つて しまは な 
いのかしら 0 

情景 二 

化 貫 一と 间じ〇 わ > 前 王り t 1 が K かりな 。やつ-けり 
一が の 降 商が 化んで ゐる〇 おおが 盛く から、 取 リ卷い 
てんろ。 がを 口を 一巧の 人々 とを く间 一な り。 

ホ ー 去年 評判 じ なった 隊商の 妻が、 通った とを ふか r, お 


巧 一二 もの 女は、 バグダッドの お 族社沟 でもを なな 歌 ひ 手 
だょ 0 

(巧 さ、 惚れる〕 

女 凹 お、’ 何とを ふい、 聲 だ。 

か 五 うつと ぃする やうない、 鬻 だ。 

サー  ーつ一つの 草 口 葉が、 あの人の 悲しみで、 裹 づけら わ 
て ふる 0 

女 一一！ 何 だが 文 かか、 はつさ 〇 分らな^ つたわ。  ■ 

巧 一二 み體 は、 賣 つた' がわが 魂は、 ソロモンの 富を なて し 
て も資ら ない とかう をつて ゐ るので す 0 
か 速 尤も だ わ わえ。 问情 ずる わ わえ。 ほんと じ巧潭 さう 
です わ わえ 0 

巧 一 おや、 また 何か歇 つて ゐ るな。 

巧 五 い、 韓 だ。 ふる ひけを たいやう ない、 聲 だ。 

巧 一二 を 錫の 戀 、僞 ^ の潭を 捨て、， 本 當じ爲 むで 巧 分を 
愛して くれる 靑 年の 胸に 抱かれた いとを ふの だ！ 

巧 I ち も だ 0 


巧 化 


で 5 


ひんけ て來 たのです ょ。 

ホ ニ たし も D 
ホ ーニ。 四 わたし も。 

巧 一 うむ。 去年 評判に なつた 女が 居る とを ふんだ わ 0 
巧 二 うむ。 わ、、 もれ だ〇 あれ だ。 ほら、 ものつ くばつ 
て & ろ 駱蛇じ もたれな おら、 赤ん 巧を もやして ゐる女 
お、 たしか じ もれ だ。 ホラ 今 顔を 上げた。 

巧 W なるほど •違 ひない。 な 捉えの もる 美しい 顔 だ。 

か 一 巧绍 さう じ、 もの 嫌な 亭 ホの ホん 巧を 生んだ のかし 
ら〇 

女 二 でも もの 巧を が 見えな いわわえ。 

女 一二 ほんと に 0 

々阳な 化 刻から、 巧 まを 操して ゐる のょ 0 
女 •五 なえな いわわえ 〇何 うした の だ う 0 
巧 一 わい もの かの 傍 じ 若い 巧 •が 居る ぢや ないか 0 
巧 二 うむ、！！ じ 略 蛇 じ もたむ て ゐるわ 0 
巧 凹 それ じな ろ—. あの かの 足 じは 銀の 銷 •がが いてない 

ぜ〇 

巧サ连 おう 〇 おう 〇 なるほど 〇 なろ ほど 0 

々二 到 巧 もの 銷を紛 つて しまつたんだ わ わえ。 

サ ーニ もの 娘な 年 おのを まから 逃げたん だ わ わえ。 

W! 一一 (何赔 からか 现 けれろ) お前さん 達は、 まだ もの 女 


の 話を 知らないんだ わえ。 あの 女が、 若い 巧を こさへ 
て、 もの 年寄の 險 商を 捨てた 話を。 

女 速 まも。 まも。  - 
巧 ミ 隨 み’ 思 ひ 切つて 逃げて しまつたん だょ。 

女達 まも。 

巧 一一 ちの 橫じ 坐つて ゐる巧 お、 それなん だ わえ。 畜生—. 

うまく やつて やから も 0 
巧 凹 ちんむ 生 若い 小僧の くせ じ。 

巧 五 女ょりも 年下 ぢ やない か。 生意氣 じ。 

ホ ー まも、 到 巧 亭主を 打つ もやつ たんで すつて。 

巧 S しかも、 女の 方ん ら手 さびしい 絕緣狀 を 送つ たんだ 
ょ〇 

タニ まも、 もん ま b やゎ 方 おひ ど いわわえ 0 
巧 一 ほんた うだ。 男と るふ ものを 馬鹿にし てんる。 女 か 
ら絕 綠狀を 送る なんて。 

巧 一一 ほんた うだ 。しかも、 人 もちら うじ. あんな 年下の 
小 おとくつ、 くなんて 0 

巧 凹 それ じ、 もの ホん 巧 だつて、 もの 小僧の 子 だら う。 
巧 一 さ うだらう とも。 いけ づ う^^しい ホ だ 0 
女 一 ほんた うじ。 それ ぢや〇 もの 亭 まが 巧 愛さう だ。 

か 二 ほんた うに。 年 為で、 いやな 巧だつた けむ ども、 何 
だか 貸 意の もり さうな 巧だつた わ。 


班 6 


評 化 


ホ S さう、 わたし もさう 思つて ゐ たの。 何だか 観 もしい 
親切な 巧ら しかつた わ。 

女 四 さう です とも。 だから、 ちんな じ 立派な 胸飾り や、 
ダィヤモンドの 耳輪なん かを させて 置い たんだ わ 0 
女 一 ほんた うじ わ〇い くら 愛かない 結婚 だからと をつ 
て、 亭主は 亭まぢ やない の。 

女 一一 さう です とも。 亭主の 顔を 揉み じじつて もんな 若い 
巧と、 一緖 じなる なんて'  ひどい 女 だ わ わえ。 

女 一二 さう をへ ば •初めから をん な 薄情 者の やうな 氣 おし 
た わ わぇ D 

ホ 四 ょく 恥し くもなく 、子供までを つれて こんな 所を 通 
れろわ わえ 0 

か 五 そつと、 隠れて ゐる のなら、 まだし も〇舆 と！： じじ、 
一緖に 駱駱じ もたれて ゐ ろなん て。 

か 一 薄情 ホ ー 入で なし—. 

女 二 ちの 捨てられた 年寄の 亭 ホが 可愛 相 だ わ。 

女 一一 一 ほんた うだ わ わ。 

巧 一 ほんた うじ、 づう {しい 女 だ。 バグ ダ" ドの 役人 

達 じ 渡して しま ふとい、 んピ 。まぎれ もない を迪ぢ やな 

いか。 この 女の 兄 巧の 巧 族と まふのは、 どんな 面を して 

ム るの だ 0 

巧 二 こんな 女が 出れば、 こんな かを 許して 置けば、 化の 


中が 滅 あ々々 になつ てし まふ。 

巧 凹 ほんた うだ 〇 うんと、 とつ もめて やろ とい、 んだ〇 
巧 S 巧 愛い さう じ、 みんなの 聲が 聞え ると なえて. モデ 
モチ ー > てゐ るよ。 

か 一 い、 氣巧だ わ。 もつ と、 の、 しつて やり ませうよ 0 

薄情ぶ—. 

女 二浮氣 者—. 

か 一二 人で なし—. 

巧 S 到. 頭、 ぢつ として 居られ なくなつ たと 化え て 立 も 上 
つたよ 0 . 

巧 一 そんなな 韻を なせ たつて 頭；：！！ だよ。 

女 一 もう その 手 じは 乘ら ない わ。 

女 二 いくら 悲し さうな 顔を 巧せ たつて 駄 日よ。 

巧 一二 でも 何^ 敬 ひ 旧した よ。 

み 一二 さかない {り 

か 凹 ほんた うじ 誰 お、 さいて やる もの か。 亭 .王を 揉みに 
じつた 女なん かの 云 ふこと を。 

巧 一二 を 錢の戀 、僞〇 の 愛を おて、 本當 じりみ をを してみ 
れる靑 年の 胸 じ 走つ たと 歌つて & ろんだ。 

巧 一 岡々 しい—. そんな ことを をつ て & るの か。 

女 一 もされた わ わえ。 

か 二 ひどい 女！ 


STMH: 


3 ぶ 


巧 二 ふてい 女 だ。 

巧 凹 べらぼうめ！ 人を 馬鹿 じして ゐ る！ (おも 一つ 
投げろ) 

ひどい 奴 だ！ こいつを 喧 へ！ 

女 速 ほんた うに。 もされた 人 だ—. 

巧 速 やつて しまへ—. 

(巧连 、女達、 銘 々じ おも 投げろ 。女 おしげに 歌 ひな 
がら、 石に 打たれて ゐ たが、 それが 一つ 巧 間に 常る と 
く づれろ やう じ 倒れて しま ム) 

巧 速 ざまを 巧ろ •い、 氣巧 だ。 

(お、 子供に 巧る。 子供 お曠も をげ て 倒れる 〇巧達 ま 
たお も おげ つ > けろ。 か逮 、さず がに 乎み 止みろ) 

女 一 到頭、 やに" れて しまつた わ わえ。 

ホ ニ でも こんな じひ どく やられる と、 また 何だか 巧を い 
さう だ わ わえ 0 

ホ ーニ 〇巧 ほんた うじ わえ 0 

をけ り 
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ある 兄弟 (一海 一 


人 巧 

お村貞 一郎  貴族 院議 具。 

文 雄 その 長男、 一一 十四 乂學 生。 
武 雄 そのみ 巧、 一一 十一 不を靑 年。 
あ ご 一 その 一二 巧‘ 十 セ。 

孝 造 その 四 巧’ 十二。 

ょし子  その 長女、 八つ 0 
さ く そのみの ル 巧 使。 

み も その 家の 仲 働 さ。 

巧が 及 場 巧 

現在、 東京。 

情景 

め 村を のみ 室。 洋式の 度い 部屋。 ホに U、 之れ じ 逝す 

る 廊下が ちる。 ホ じけ、 扉が 二つ わる 〇 中央に け 卓子 

が 置かれ、 掠 子 五六 脚 之れ も 固 繞しス をろ 。正面の 壁 

じ、 日本海の 沿 戰じ偉 潮，^ 奏 L わ 火 おの 巧 像、 その 直 

ぐ 下-し 一 寒の ホい 才か ゲンが 湿 かれて 居ろ 〇靑ぃ 力 I 


ペットの 上の 問が を激に 薄れて 巧く のけ ル 間 化の さく 
が、 順次に を お W けつ、 わろ からでん ろ。 化 女が 結合 
半サ 化、 開けて 行つた 巧に、 ホ 手の 扉が-つ 開く  〇そ 
して 長男の 义雄 がが も おず。 色の 白い 神經 巧な 常が で 
わろ 0 

文 雄 さく だつ たの かい。 

さく  (振り おつ ス 微かに 笑 ひながら〕 はい、 お早う 御座 
います 0 

文 躍 (女の ホへ 近 i りながら) 昨日’ わ巧樣 か..： 何 か 云 
はれた さう だ わ。 

さく  (が も 赤く しながら 低聲 で) はい 0 

文 雄 母 お 何とを つたの だい。 

さく 奧樣 が、 さくや、 變な 蜂を 聞いた お、 まさかみ 當で 
はもるまい なと、 仰つ しやい ました 0 

文 巧 さう かい。 ぢ や、 家の 者は 域を して 居る の だな。 わ 
しと お前と お、 怪しい と 云つ て 居る のかい。 

さぐ い、 え、 さう-て はち 〇 ません 〇武 雄樣 とさく  •か 巧し 
いと 申して 居 〇 ます 0 

文 雄 (駭 さながら 巧 笑して〕 ぢや 、なと お前との 本當の 
關 係は、 知らないんだ わ。 皆は、 なの 代 〇 じ武蜡 とわ 前 
とが 怪しい とまつて 居る のかい 0 


ホ 化ろ わ 
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ホ 地 それで、 お前 お (少 L く 跨 巧して〕 推娠 して 居る 
巧も氣 けい V、 居る まがもる のかい。 

さ < 薄々 氣 村いて 居る あ ももる やうで 御座います。 

文 雄 わ 巧 様は、 その 事に 就いては、 何も 云はなかつた の 

かぃ。 

さくは い 何ん 仰つ しやい ませんで した 0 ( ホを じかう し 
て か 託のを おじ 鴻 へられな いやう じ 俯む いてし まん) 
义啡 も、 い、 とも 0 何もむ 酣 しないで 居る おい、。 何時 
も お ふ 通、 わ 前が 胞 娘して 居る 事が 隱し 切む むく なつた 
時 じは、 わ 父 様 じ も お 巧 樣じも 打ん 開けて しま ふ按 なの 
だから、 何もむ 酣 しなくて もい、、 私は、 初めから 川 村 か 
に， の綠談 などは、 問題 じして おない の だ。 なは お前と 堂 
堂と 結 おする 事 じ 化つて、 今を の 臆 おな、 單 調な 生活 か 
に， 絕綠 してし まひたい とおつて 居る の だ。 何時を も、 溫 

しい おがつ もやんだ とお はれて 居て は 堪らない からね。 

さくをん む 事 おも 〇 ましたら、 なが 旦那 樣や 巧樣 ^ら、 

何ん なじ お 化み をを ける かん々 りません わ。 

すが そんな 巧は、 何も お前が む酣 しな くっても い、 敢 

だ。 俺 おすつ か 〇 引受けて やる か‘ bo 俺が おひ 切り 惡を 

じな つて やる から 。俺は、 人 かじ > わ 父 様の 二 代 目の やう 

じ、 黑人 か巧モ かの やう じ 化 はれる のが、 媒ら なく 嫌に 


なつて 來 たの だ：：。 

さく  (廊： 卜の彼 ホに 化 音がず ろので) もれ 誰か 參り 古し 
た ゎ ° 

文 巧 ぢ や， また 今晚 •俺の 部屋へ 一寸 お出でょ。 

(仲 働 さの みちが 廊下 傅 ひに ホろ、 文 雄 擦れ違 ひ-しさ 
ろ〕 

みろ お早う 御座います。 

文 雄ち、 (退場 一 

(さく  U 樹リに 窓 屯 明けて 辟ろ) 

みち おさく さん。 我が 濟ん だら’ ょし子 様の お 部 おへむ 
つて 下さいむ 0 
さく  はい 0 

みろ もな た、 武雄樣 が、 昨夜 遲く歸 つて いらつ しつて 
ょ〇も なた も、 やつと 安む したでせ う。 

さく  (この ひやかしが 少しも ホ かな レて〕 もらさう 0 
みち もらさう だなん て、 隨 々冷淡な の わ。 

さく も .-T 嫌な わみ もさん たこと 〇ぢ や。 茲 をお賴 みして 


(さく 廊下 ふり 退場 〇 みちが 一人 掠 除して 巧ろ。—  — 
な 一度 下りて、 义 直ぐに 上ろ 0 —— な 前- <リ ーニが 間に 
か リ後〇 みま 口前と 少しもを リ けない が、 も かろい 朝 
の ホが 一が じ 派って 阳ろ 〇 一二 がの 化 造が、 才か ザゾ も 
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を 兄ろ あ 


滅あ苦 あに 鳴らして 居ろ。 十た げかり のじ やけた 中學 
化で わろ 〇四 巧のを をが、 才心 ゲンに 葬れ y、 昭歌备 
唱 つて 辟ろ 〇 十二に かりの 少年。 そこへ. 廊下から、 み 
ちがけ 入つ て 巧ろ〕 

みろ 巧 もや ま、 およし 遊ばせ。 奧樣が お 化り で 御座いま 
す 0 

化 一二 (素な じナ心 ゲン も 離れな おら) おい、 み も。 昨日 
さくお、 お 母樣じ 叱られた つて わ。 

みろ 何ぅ だか、 存じません。 

忠ミ 隱 さなく たつて い、 ぢ チない か。 政ち から、 ス ツカ 
リ 聞いて 居 るんだ よ。 さくは お腹が 大さ いんだつて わ。 
みろ まも’ をん な 事を。 奧樣に 中し 上げます よ 0 
化 111 いや じ、 白 ばくれ て 居 やかる。 (話題.^ 換 へて) 

武 兄さんは、 まだ 起さない のかい。 何だか 今日は、 一大 
活劇が もり さぅ だね 〇お父 樣と武 兄さんと ぢ や。 い、 巧 
組 だんら わ〇 早く 武 兄さんが、 起さる とい、 んだ わ。 
みろ まも！ もんな 事を をつ 一'  居らつ しやる。 

孝造忠 兄さん、 武 兄さんは、 昨日と 一昨日と、 一 體何處 
へ 行つ て 居らつ しつた の。 

化 一二 (わろ 得意 さも W て〕 子供の 知つた 事ぢ やない よ。 

孝 造 ぇ、 云つて： 卜 さいよ。】 體 何處？ 

みち わ 友達の 所で 御座いま すよ。 


孝 造 嘘 をつて らも 0 
化 一二 本鄕の 伯父さんのと こだ。 

I ■(その お’ 八つに なろ ーホ： 卜のふ 去が、 邮：卜 送つ 

て來 て、 化の 話み 閒 い^ 府 ろ〕 
i し 子 わたし 知つて、 よ。 麻布の 伯沒 さんの お宅よ 0 
孝 狸 よし モ なんか 知る もの かい。 

I ふし 子 あら、 お诗樣 が、 さう 仰つ てよ。 わえん もや 〇お 
I 母樣 は、 嘘を 仰つ しやら な いわわ。 

みろ お 镶樣の 仰つ しやる 通で 御座いま すわ。 

化 一二 (化ら しい 得意 さも W て〕 孝逛や よし子 なんん の 知 
ら ない 所 だよ。 

をを (巧 不平で 一大 さい 兄さん じ 聞いて 來 るから い、 
ゃ 0 

巧 一二 お前なん かじ 云つて： 卜 さるもの かい。 

(孝 逆、 文 雄の 書 斑の 扉み 叨けス は 入る が、 なぐべ ソ 
知 かさ さうな 顏 もして おス來 ろ〕 

化 ミ そら 御覽 1 ちつて 下さらな いだら う 0 
をを そんな 事を 聞い もやいけ ない つて。 

(化の 巧、 彼等の 父の 松が 巧 一化廊 すから かる。 五 h 
五六の ながの い、 を 人、 化 一二、 ザを、 i しすせ 父の 巧 
にかけ 奇 る〕 

か 111 お 2 一-う 御座いま ず。 


ホ 先ろ ま 


お 1 


ザ ーーー わ ザう 御座いま fo 
M し 子 わ 父な、 わ ザう 御座います。 

な I が お 巧う 0 ( 抓不 機が らしく) 一 二人とも 化久 間と 
一緒 じ 散が じけつて 巧る とい、。 こんな お天氣 のい、 目 
昭 は、 又と もりやし ないから 0 
よしで お 父 様、 巧 兄さんは 麻布の 们な 巧の 所へ 巧つて 居 
らつ しつた のです わ わ 0 

な 一郎 (一寸が なが 心して〕 さう く。 さあ、 お 乂間じ 
さう ちつて、 早く 迹れて 巧つ てわ貨 ひなさい 0 
化 一二 (彼の 所 部 火ぶ 削，^ おな ム のが ス やらし く〕 わ 父 
巧、 傑は 诫 巧を やらむ ければ いけません か でろ 
む 一が い、 ぢ やない か 〇ザ前 中、 巧つて 來 てい、 だら う。 
化 一二 (化 ホな くホ諾 しス〕 ぢや孝 造 行かう 0 
孝を 遊 就 館を およう わ。 

ふしで い、 おべ r を 清て 來 ろから、 待つ て、 よ。 

ご 一一 人 邮：卜 へ か、 らうと マろ が'  ぶ 側の 扉の 化 01 つ 

古が い训け y 巧 雄が 出て 化ろ、 文碟 に化ス ，や、 單や 

かなが^^-持つス巧ろ〇 悼け、 もろ銳さもなつス、 輝い 

ス W る 。化 lilt、 孝を も、 i し 子 も 立 化 まつて〕 

ザな も じ， ぶ 化さん。 

化 一二 も歸〇 なさい 。お 巧う。 
i しす 巧 兄さん’ わがう。 


巧 雄 (や、 白棄 のじ) お早う もない もんだ。 もう 十 時 過 
だら う 0 

孝を (巧 雄の ホへ 盤み 寄りながら〕 兄さんは、 麻 巧の お 
巧さん の 所へ 巧つて たの。 

i し 子 (孝 造に をけ すに 進み 净リ ながら〕 さう だ わ わ、 
兄さん。 

武雄 (巧 巧 i リ I、 父の ホみ 氣 にしながら〕 麻布の 家な 
んか 巧く もの かい。 

i し 子 でも お母様が、 さう 仰 つたわ。 

孝选 一 體何處 へ 行ら つして たの。 兄さん。 

な一郞 (恐ろしい 眼 かみし ス巧 雄み 脱みながら〕 さも、 
背 早く  •散が じ 行 くんだ。 武 兄さんなん かじか まつちゃ 
いけない り 

i し 子 (なほ 懲りないで〕 兄さん、 何處へ 行つて 居らつ 
しつた の。 

な一郞 (荒々 しく〕 早く、 お 巧 さなさい よ。 

巧 雄 (反抗の じ) 兄さんが、 巧つて 居た 巧を をへ よう 
か 0 

な 一郎 (を 巧 も 晩み おるな がら〕 武 雑- 

巧 雄 (なお 的に 自棄 的に •曲 ハを して〕 皆 《 よく 聞いて 国 
け 兄さんの 巧つて 居た 巧は、 瞥 察と 云つて わ •巡 查と拋 
がと ばかり お居ろ 所 だよ。 
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な 一が (激怒し 乂) わ默〇 なさい！ 何を を ふの だ。 
(一 二人の 子供の ホへ 向い ス〕 早く 巧け つたら。 

(父の お聲 じ 吃驚して、 皆 飛んで 巧つて しぇん 〇 後に 
け. 父と 子との 緊張した 無言の 晩み 合 ひが 暫く 殺く。 
わし まひに 父が その 不快な 沈獻も 破る〕 

な 一 郞耻知 ..T ずれ、 よく 歸 つて 來られ た わ。 よく、 化の 
家の 敷居が 跨げた わ。 

巧 雄 (その 瘦去卞 なみ 梢に、 巧 おも 娘ら ぜ ながら〕 お 父 
樣 が、 化久 間を 迎へじ わよ こし じなる からです。 

な 一郎 (桃 おじ 激 厨し 磅 鹿！ 耻を 知れ！ 耻 を。 
巧 雄 (を，々 な 巧 的に なつ ス しま ふ) 武 雄は、 聲ぢや あり 
ません か ‘い、 商い 靡を わ 化し じな r; な < つても. 充分 問 
えます 0 

貞 I が (激昂に 顔へ ながら) 致 機は、 化の 父の S 十 年 巧 
の 巧れ のない ち譽 じ、 泥を をつて しまつたの だ。 极 村の 

息か臀 察の 脑 介になる。 何とを ふ耻 だ。 俺は 敎育 家と し 

て、 一 國文敎 の 樞軸じ 立つて 居ろ もの だぞ 。その子の 黃 

様が、 すな 少 がの 巧 目 じ なつて、 馨 察の 尼 介 じなる。 俺 

としては、 忍び難い 耻境 だ。 俺の 面目は、 丸 潰 わじな つ 

てし まつた。 俺は、 敎育 家と して、 何の 顔を さげて-化 

間へ 出られる の だ。 而も、 貴樣 は、 替 察の 媛找 をを けな 

がら’ 少しも 改めよう とは、 おはない のか。 今の 貴樣 5 


やり 巧は. 何う だ。 父 やな. が、 何う かして、 幼い 子 お 達 
じ、 一を の 耻を知 .b せまいと して 居る のじ、 お 怠 じれ も 
開けるな どは、 校 しんら ね 事 だ 〇!. 化の 父は •一昨日 か .b 
貴樣の 事を む酣 して、 一睡 もして 居ない の だぞ。 

巧 雄 (怖し くを むじな りながら) お 父 様. が 御む 酣じ なつて 
居る のは. なの 事です か、 それとも わ 父 様の 御が 醫の樂 
です か 0 

な I 郎 (激 がし ス〕 默れ I 不玲栽 わが、 手を 突いて 誰 
びる 事 か、 がつて 父 じ對し 反抗を する の 加 0 

(を 育 家と し^の 威 おが、 刪く その おも；， つとの 秘の 
に现 U ず こと^ 化め乂 两ろ らしい 一 
巧 雄 (ながの じは、 父 じみし； J 脈 狙され ないやう に) お 
父樣 が、 何時もが 譽 くと. 子供ょ 〇 も お 猎の力 お、 火 
切の やう じ 仰つ しやる からです 0 
な 一が か 論が やない か。 お前の やうな 耻 知らず のモ 化ょ 
〇 も、 お臀の 巧‘ か、 何む ホ 大切 だ^み らん。 

巧が (巧 おし VO さう です か〇 やつ ぱ 〇, 文 兄さんの や 
うじ、 大 をの 優等生 じ なつて、 お 父な の お 皆の なじ 燕く 
さなけ む ば、 わ氣じ 巧さない のです わ。 

貞 一が お前は、 义 雄じ對 して ピも .耻 しいとは 思は ない 
のか。 もれは、 學問 とを ひ、 なむと 云。 •何一つと して 
缺點 はない。 今度 だつて、 巧潘 ホの 川 村 家 かち お 耕 3 


ホ 化 ろん 


ぶけ 


綠談 がんろ の だ や。 それ だの じ、 その ホの お前は、 何う 
だ。 すな 少ザ じ巧ぷ して、 父 や 兄の 顏じ おを をろ の だ。 
何-^ 公 ふ 巧し からない ねだ。 

巧 雄 (愈々 か靜 になつて〕 巧は 何時も、 さう 思つて 居る 
のです。 わ 父 樣や兄 様の やう じ、 善を の 人々 の 子 や ホと 
して、 巧 か 生わた のが 惡 いんです。 實 際、 性が も 趣 化 も • 
おお も 丸 切 ^ 違つて 居る おお、 巧緣 とを ふ 物質的な 理由 
で、 一所 じ繫 がつて 居る の お、 悲劇なん です わ。 

む一郞 何を おしからん 事を。 肖々 の 根性の 惡 いことは、 
棚じ理 いて， 何と 友 ふす 巧な を ひ 分 だ。 

ぶ错 その 根性 も •み 照 も、 おの 持つて 居る 物は、 みんな 
わ 父 様から 戴いた のです。 なは、 お父樣 如ら 戴いた み體 
とムと 敎脊と 境遇と て、 こんな 人閒 になつ てし まうた の 
です。 秘か、 何も 好 さ このんで •不庭 少年 じな b たかつ 
たので け もりません 。兄さん じ不持 少年 じ なれと 云つて 
ホ わは 川來 ない 巧談で せう。 夫と 问じ やう じ、 なじ 優等 

化 じた K とを つて、 それは 出來 ない 相談です。 な だつ \ 、 、 

佑 等 化に なつて'  皆から チヤ ホヤされ る 巧 お、 何ん なじ 

愉 けだ^ 知つて 防ます。 がつて 居な’ がら、 さう なれない 
のが 悲劇な のです。 

な 一郎 (削な がが いで〕 お前は、 直ぐ 説 辯を を ふ。 何時 
もさう だか、 お前が、 こんな じな つたの も 背 お前の 心掛 


お惡 いの だ。 誰を 恨む ベ さ 筋 もない 事 だ。 

巧 雄 さう です か、 お父樣 じは さうな えます かな。 

な I が (稍を 協のに〕 兎に角、 當 分化 家に 置く ことは 出 
巧ない から。 

巧 雄 (み 巧 的に〕 さう です か。 いやい \ てす。 おはな 丈 
の 費 悟が もります から。 お 父樣の お世話になら なけれ 
ば •を々 自由 じ なれる 譯だ 。さう なれば、 お 父 樣のお 小 
章 口を 聞く 化 要 もない 譯 です わ〇 どれ、 仕度を して、 お 暇 
をし ようるな 〇 

a ! が 何處へ 行く とを ふの だ。 お前は、 ち 分で 生活す る 
力が もる と 思って 居る のん 0 

ホ 雄で も、 お父樣 に、 追 ひ 出される のです んら •仕方 お 
な いぢ やもりません か。 やれる 丈 やる 積です 0 その 代 り、 
どんな 卑しい 職 菜に 就いても、 わ父樣 には 御舆 をは もり 
ますまい ね 0 

な 一郎 (懐を 的に を 協 的に) 俺は、 いくら お前を がんで 
も、 生活の む酣 丈は させない 積 だ。 をからを 都へ 巧く の 
だ。 巧 都の 本 間さん の 家へ 巧け る 事' じした から。 もの 人ィ 
は 茲督敎 徒で、 有を な 精神 家 だ。 わ 前の 性質 ももの 人の 
感化 さへ 受 くれば* 少しは ょくなる だら う。 

巧堆 精神 家と かを 育 家な どと を ふ 人達は、 人間の むを、 

壁 か 何ん の やう じ、 直ぐを 〇 みへの 出 ホろ ものと でも お 


334 


を 化ろ わ 


つて 居る のでせ うか。 兎も角’ を 都へ 參り ませう。 お 父 
機の わ目觸 りじなら ない 丈で も •親孝行で せう から。 

な 一郞 (益々 を 協のに〕 さう 僻んで 吳れ ては がる。 お前 
み 泉 都へ やる の も'  少しで も お前に 反省の 機 會を與 へた 
いから だ。 今を の 周圈や 友人な どから 離れて、 新しい 生 
巧を 送らせたい からだ。 

巧 雄 (が 笑 的に) それに、 化さん の 大切な 結婚 間際に’ 
不庭 少年の 弟が 屋と舊 察へ なんか、 引^れ もや 大變で 
すから わ。 兎に角 京都へ 參 り ませう。 (をく 父の 上手 じ 
巧て しまつて) 早い 巧が い、 やうです から、 直ぐ じ も 
化發 しませう。. 

巧 一郎 (厄 か彿ひ 屯な し 得た がび も隱 しがれ す〕 ぢ や、 
直ぐ おか 狀を 書いて やる から、 餘り誰 じ も 逢は ないで’ 
直ぐ 巧 立したら 何う だ。 

巧 雄 畏〇 ました。 (を < 父 も 下手に 巧て、 然し 子と して 

の 親しみみ 見 だながら〕 をの 代 b お父樣 、巧々 送つて 

下さる ものは、 充分 じ お 願 ひします ょ。 さう して 下され 

ば、 東京へ なんか、 なか {歸〇 やしま せんょ。 

貴 I 郞 (父と しての 巧 殿み 取 あさう として〕 俺は 何も お 

前を、 巧 都へ 流し 者 じは したくは ない の だ。 

巧 雄 小 遺さへ 澤山 下されば* 彼方 じ 居ろ 方が 結局 倭 もを 

氣 だし’ わ 父 樣もお 安む でせ う。 


な 一が 何を 馬鹿な 事を ちつて ゐ るの だ。 

(な 一郎 退場 ずろ、 巧 雄 I 錄 いて 後から 巧 かう とず 
ろ •と义 雄が 彼の 蒂齋 から おて ホろ) 

文 雄武 雄！ 

巧 雄 (化 巧-し〕 や も、 兄さんで すか。 わ 早う。 

文 雄 今、 スッ ヵリ 聞いて 畳た の だ お •お前は を 都へ 巧く 
橫 ゎかい。 

巧 雄 其方 お 皆の 利益です から わ。 兄 一〇ん だつて、 巧の や 
うなを お居て け、 無 御迷惑で せう。 現じ、 お父樣 などは、 
川 村さん の 緣談も •僕の 拘引 問趙て 破談 じなり やしない 
かとむ 酣 して 居られる やうて す。 

文 巧 馬鹿な 事を 云つ もやいけ ない。々 度の 緣談 などは’ 
梅は 初から 問題 じして 居ない の だ。 

巧 巧で も、 お父樣 やわ 母樣 は、 鬼の 首で も 巧つた やう 
に、 喜んで 居らつ しやる ぢやも ゎません か。 舊谦 主の わ 
姬樣を 足輕の 家に 戴く なんて、 こんなを 臀な 事は ない と 
云つて、 お 父 樣はあ 巧 天 ぢやも 〇 ません か。 

文 雄 (をり 切つて) わ 父 様は も父樣 さ。 

巧 雄 (少し 駭 いて) ぢや 兄さんは、 お父樣 のを ふ 舉を聴 
かないので すわ。 么〇や 少し 面白くな つて 來 ました わ。 

文 雄 (眞面 口に なつて〕 俺は、 近 巧 じな つて、 今を のな 
分の やり方 お 馬鹿'^ しかつた ことを、 つくぐ 巧つた 


巧 兄る わ 


3 お 


の だ。 化は、 お父樣 わが 樣を 初め、 周圈の 人達から 煽て 
rj わて むじ もない 巧 子を 氣 巧つて 居た の だが。 お前と 俺 
と 一照 何 處が違 ふの だ。 赤裸々 の 人格 や 性格は'  少しも 
違つて 居ない の だ。 似た 〇 寄つたり なの だ。 所 か 俺は 傍 
か fr 依 等 化 扱 ひじ さわる ので、 仕方なし じ 品行を 愼 しん 
で 巧た の だ お、 鞍り 穂つて むに もない 君子に 祭り上げら 
れて しまつたの だ。 俺は、 お父樣 やお 巧 稼に 失望を させな 
いなじ、 た r それを のな じ、 一生懸命 溫 しくして 來 た。 を 
のな じ’ 中學 時化から 今年 じなる 迄、 一度 だつて 自 みの 
おひ 姐に、 振舞つ たこと おない。 思 ひ 存分 跳 わ 廻つ たこ 
とおない。 一度 だつて、 門 分の 欲 ホを 充 たした 事 かな 
い。 丸で 做の ょい 千 松な の だ。 人 じ 煽てられて、 むじ も 
なくな 腹み 鸿 へて 居た の だ。 少年 時代の 巧 縱な樂 しみ 
は、 何】 つやつ たこと おむ い。 俺は’ それ お 此の頃、 
つ < ぐ 後悔され て 居る の だ。 お 父 様は •若い 時は 精】 
巧に 苦しめ、 そして 年 お 苗つ てから’ 樂を しろと 仰つ し 

やろ が、 血 も槐せ 肉も调 びて しまつて は、 む も 肉 も柔い 

少巧 時代 じ 巧 はれろ やぅな 快樂 お得ら わる 露の もの ぢや 

ないか. レな'  化は 今を は、 わ父樣 やお 巧樣じ 操られて、 

懸かに 蹄って おた 人形だった。 をして、 肖み の 腹の 底 か 

•いおる 欲求を おく お殺して しまつて 居た の だ。 武 雄* 俺 

は 此の頃 わ 前の 生活が 羡 ましくな つて 來 たの だ。 自由な 


奔 がが な 生活が。 

巧 雄 (充 サ义じ 同情しながら、 而 t 稍 や 嘲弄 的に〕 所 お 
兄さん •不良少年の 生活 も •もま b 面白く はち b ません 
よ。 昨日なん かも‘ 警視 隐で 、警部から 散々 訓戒を 聞か 
された 時なん か、 をく 嫌に な 〇 ましたよ。 ちの 人達は、 
巧體 的に 人を 捕へ て 居れば、 思想 上で もやつ ば-^ 優勝者 
だと 思つて 居る から、 やり切れません よ。 兎に角'  徒が 
草 じ 云つて ある やうに、 他人の やつて 居る 事 お、 羡 しく 
思 はれる ものです よ。 僕 も、 化 剪の やう じ、 失敗 ばか 〇 
して 居る と、 實際 兄さん か、 羡 しくな 〇 ますよ。 携 だつ 
て、 兄さん だつて、 中學の 一二 一一 年頃 迄は、 少しも 違つて 
居な かつたんです もの わ。 

文 巧 もの 頃は、 わ 前 も 優等生で 溫 しい 子だつた わ。 

巧谁 (巧 お 意氣 に〕 さう-てす とも、 侯 も おさん もを 自の 
級の 二番と 云つて 一一 一番とは、 下らなかつた でせ う。 お 父 
樣 かよく、 お 酒を 飮 むと をつた ぢ やもりません か。 文 雄 
は、 文 だから 文官 じする。 武 椎は武 だから 軍人 じするな 
ん て。 お 父 様は 昔から 子供を、 粘 ± 細工 か 何 かの やう じ 
自 みの 思 ひ 通じした かつて 居る のです わ。 子供の むの 舆 
底の ずには、 少しも 氣が 付かない の だ。 镇 だつて、 睹軍 
±官 なんかを 志願し ないで、 高等 學 校の 文科へ でも、 は 
入つて 居 わ ば、々 與 はすな 少年な どじは なつて 居ない の 
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だ e i 
文が (旧 おし^〕 本當 じさう だ。 お 父 樣の壓 迫が 烈しい 一 
ので、 なは 壓し 潰さ わて しまつたの だ。 お前は 横へ 跳 わ j 
巧した の だ。 お、 俺が 巧 子 おひされ るので > 馬鹿 じ 堅く； 
るし く なつた やう じ、 お前は 不を 少年 扱 じされる ので、 
急じ惡 くな つてし ミつた やう だ わ。 

巧 巧 さう です わ。 侯 もさう 思つて 居る のです 〇 僕が 少し 
惡戯 をし 始める と. お 父 様と お母様と が 口癖の やうに、 

文 雄は おとなしい； r 武椎 はい たづら だとち つて 居た で 
せう。 もの 頃から 僕は 段々 惡く なつて 巧つた のです。 傍 
から •い たづら だい たづら だと 岩 はれる とい たづら をし 
ない と 他人の 期待 じだく やうな 氣じ なつて、 段々 惡 臨が 
嵩 じて 行つた のです。 人から 惡い {と 云 はれる と •惡 - 
い 事を すろ 特權 かもる やう じ 思 ひ 始めます んら わ。 

文 巧 人から おとなしい/ \ とち はれる と、 必要な 上に お 

となし くなる のと 同じ だが わ〇が 、俺が 猫,^ 被ろ の も- 

もう みしの 間な  の だ。  川 村さん  からの  緣談 を、  拒 結す  ろ 

のみ 機會 に、 みを の假 面を すて^、 肖を 自身の 本 當の生 

巧を やつて 巧たい と 思つ て 居る の だ。 また 實 際‘ さう し 

なければ むられ 必叟じ 迫 じ， れ \ 、辟ろ の だ。 

ぶ 巧 けん、 解つて 居ます。 さくとの 關 巧で せう。 

文 雄 (巧 おいて〕 お前は、 氣が 村いて 居た のん。 


巧 巧 兄さんは やつ ば 〇 わがつ ち やん なの だな。 隱し 切つ 
て 居る と •思つて 居た のです か。 僕は、 とつくん .b 知つ 
て 居る のです。 

义雄 迫 じ、 お前は 道樂 をした ホ もろむ。 單 なる 閱巧 ばん 
〇 ではない の だ。 貸は、 もれが 猫 娘して 居る の だ。 

巧谁 も、 さう で すん 。多分 さ うだらう と 思つて 居 まし 
た〇 さくの 素振〇 お 化. 頃 少し 變 でした， いら わ。 

文 ホ (化ム しわで うじ) だんら、 何う もつても、 巧い の 
じ、 お 父樣と 衝突し なければ ならない の だ。 どんな 換化 
を 城つても •ちわと 正當じ 結婚し ようと 思つて 居ろ の 
だ。 それ か. •肖 分な みの 生 巧には 人る 煞ーホ だと おつて 
居ろ の だ。 

巧堆 (で、 裘 をみ 帶 びて) 兄さんは、 僕よ 〇 も お 父餘に 
對 して 殘 酷です わ。 僕は 何ん なじ 惡い 事を しても •中學 
時化ん らの 準備が もる んら 、お 父 樣も餘 ぃ虜ん ないで せ 
うお、 兄さん •が 突が そんな 事を なすつ たら：.. お父さん 
お 絕對じ 信用を 置いて 居ろ 兄さん お、 そんな まを なすつ 
たら..： をく わ 父 様が 巧な 巧です よ。 致命的な 打擊 です 
んらわ 0 

义巧 (や、 な 惑し ス) がし •今 お 化 巧 •非たい。 外 じがる 
ベを 手段が たいん だんら。 

(このが， な 一が が 傅 ひ-し 來 る。 ぶ ひ 化しの 故 か- 
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少し 巧い作 かかいた 中う になえろ) 

む 一が (化べ 文 雄に〕 わ 前 じ 相談 もしないで、 決めて し 
まつた か、々 なぶ 雑を 巧く の 問、 ぶ 都へ やる 事 じした。 
同を 社の 本 間さん じ® つて K ふこと じした の だ。 もの 人 
な.-: 雌 だとが ふから。 

义雄 ：： (默つ たま、 巧く} 

む-が さも 巧 雄！ とおぶ 問さん への 手紙 だ。 向う へ 着 
いた 广 ，的ぐ 知 .b す おい、 〇小 遣は 月々 ニト圓 宛を つて や 
るん.- To 

が 雄 (一一 づ--\ しながら) お父樣 、食費は 別で せう わ 0 
な- 郞 無論 だ。 

巧碟 さう です か、 何う も お 難う 御座います。 ぢや •わ 父 
樣 、向う へな つた‘ レ、 わと なしく 勉强 でもし ませう。 

む一 郞 (をく 父と し y のをが じがつて〕 み體を 丈夫 じし 
てな。 お 巧は、 何處 かの 入 學試驗 をを ける おい、、 お前 
は、 巧 問の け 質は かして 惡く たいんだ から。 

巧啡 (父のを，^ 感じた ろ 如く) はん、 お 難う 御座います。 

:: (ふと 化の ホ 屯な';^ 化默 しわが) ....わ 父な > も 

う 一つ 中 上げたい 事 •かもる のです。 

む 一郎 何 だ。 

巧が な 都へ 巧く 前 じ、 もう 一つ わ 父 様の お赫 しを とはな 

ければ な‘ むいが おも ろんで す。 


内 一が (稱不 を -i なつて〕 何 だ。 一體何 だ。 

巧 雄 銭の 部 度 造、 一寸 お 巧を 願 ひます。 

(親子 速 立つて 左手 0 扉の 一つ-' -LU 入ろ。 义巧 けたを 
りながら、 烈しい 不 巧に 旧け むろ。 巧し い 罵 踏が 巧 雄 
の 部 居の 中で 聞え ろ。 轉 くずろ と •な 一 化 罵り がら 化 
て來 ろ} 

な 一が ご お ホに 规 をし X〕 貸に 怪しん らふ。 何ん とち ふ 
不 巧者 だ。 

文 雄 (わ づ/\ と〕 何う したと 云 ふので す、 わ 父 様。 

な 一郞 (巧 雄の 部屋み 脱みながら〕 何とを ふ耻 知らず だ 
酷い ことを して 居る 被れ。 

义雄 何う したと を ふので す、 お 父樣。 

卜 U1 郞口じ 旧して 云 ふの さへ 耻 しい。 が 村 家の 恥辱 だ 彼 
巧は か 中 じ、 手を 附 けて、 而も M 娠 させた とま ふの だ' 

义雄 (馬 ホに 打たれた ろ 如く) え、 つ！ 武雄 か、 さう 
中した ので ナん 。その か 中と を ふのは 誰です。 誰です。 

が 人 もも うじ あの さく だ。 もれは、 普通の 女中 だ 
やない ょ。 行儀な 辭 として、 巧つて 居る 大切な 娘なん 
だ。 俺は、 もう 彼れ じは 愛想が 盡 をた。 彼む の爲じ 俺の 
面目は •丸潰れ だ 〇 G 墻备 火を くし X なもない 巧 雄に) 
お やうなむは、 1 刻もザく化家を山てしま へ〇 
一划 も、 化ぶ じ 置く ことは な 〇 たいの だ 0 
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(文谁 、困惑と 巧 驚との おじ、 椅子 にがつむ ま、、 俯 
して 盾ろ 。巧 巧、 日を の 部屋から 手拭 も 梓つて 出て 來 
ろ) 

巧 巧 (一寸 父に を 程す る やうに 心 一寸 顏を徙 つてから、 
なぐ 化かけ ます。 

ち 一が •：. (軟 つた ま、 盼んて 居る) 

(巧 雄、 廊下 i リ 去ろ) 

貞 I が (嚷 息して) も、 何とを ふ不 ちな 子を 持つた 事 だ 
らう 〇警 おじ 引かれた 事ょ b も、 十倍 も 惡い事 だ。 何と 
先 巧の 親 じ申駕 君つて ょい か。 •か、 彼な は 何と 云 ふ耻知 
ら ずだ〇 どんむ 事を しても、 丸で ぞ氣 だ。 もつとも 後悔 
をして 居ない。 何とち ふ 恐ろしい 男 だら う。 

文巧爱 白な 致 も 上げ) た父樣 、武 おのを つたことは 噓 
です。 さくの わ 腹の 子は. おの 子です。 

な 一巧 (規 びな つに かりじを も 蟹へ て) 何 だと！ 

义碟 (全くむ 冗に) さく じ 関係した のは'  ななので す。 

お腹の 子は、 なの 子 じ 違 ひち 〇 ません。 武摧 はわ 父樣お 

お 望せられ ろのを 巧いで、 もんむ 小細工を やつた のです。 

武椎 のちつ たこと じ、 嘘です。 さくを 巧んで お 訊 さじな 

n ば、 直ぐ 判 〇 ます。 

貞 一が (失望と を だとが なをして を々 が、 震へ て 時ろ 0 

がむ 云 U うとず るが 言葉が 出ない らしい。 たで 文 躍,^ ゲ 


ツと見 詰み ス おろ 丈け でもろ) 

文 巧 おの 巧が、 わ 父 樣じ對 しては 殘 酷だつた かも 知れ ま 
せん。 武 棲は、 わ 父 樣じ絕 望 させまい として、 なの 罪を 
引 さ 受けょう とした 丈. てす。 お 父 棲の 事を •本當 じ 思つ 
て 居る のです 0 

貞 I 郞 (やつと むの 統一 vJ •得たら しく〕 俺は、 もう 何も 
を ひたくない。 何う か、 此の 事は 武雄 のした 事 じして 置 
いて 興れ。 俺の 一生の お 願 ひだ。 その外 じ 俺の 迹げ路 は 
ない の だ。 わ 願 ひだ。 俺の】 生の わ 願 ひだ。 

义お (かがと) でも、 わ 父 様！ そんな 馬鹿く' しい 嘘 
を 0 

貞 一が (必 巧に) わ 前 •か、 な 生兒を 生ました と 化 間から 
をはれ る。 そんな 事を なお 堪へ 得る と 思 ふの か、 俺の 一 
生の お 願 ひだ、 わ 巧は 知らね 顔を して 居て をれ！ 輯。 1 

文 躍 (當 惑して〕 です か、 わ 父樣。 

貞 I が (必 巧- U) 俺の ち寶を 思へ I お前の ち 畳を おへ。 
を 巧 家の お譽を 思へ—. お前が、 な 生兒を 塵ました とち 
つては、 わ 前の 破滅 ぢ やない。 俺の おお だ。 

文堆 •て も、 罪のない 武 巧じ責 巧を 持たして。 

な 一が ちれは い、。 もれは 不を 少年と して、 もう 化 間 じ 
知られて 居る、 ち 中 じ 手を がけた とを つ 一、 も •大した 問 
題に もな ろまい から。 
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巧 义巧义  巧 

が 巧 わがい が も澤 雄み 

心^  姬 、 ^ 兄 山 隨 

おが そ妄铃 名む を na お 下 Q に 
合 がれな なて 。ち 一 もさ 惡氣 
II  .だ tn ん 5 、るち： を 
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似 相 


( A flu. 至 


人 あ 

溝を 雇の ホ 人 带話も 借 リに來 るを お 
を の 妻 霜 話 社-借りに 來る女 
出前 持の 巧 その他 数人 
小 か 
舞臺 

がかの や、 繁苹 なる 町に もる 滞を おの 內部〇 か ホロ 巧 
古上げ スを备 敷い ス わろ。 ホ 手け -H 閒 から 化の 間にな 
り. 直ぐ 二階へ 上ろ 階段が もる。 階 巧の ホ 側-し、 霜 話 
がわる。 電前 のか 側の 唾に U、 幾 段 t の测が 取り 化け 
てもり、 柳に け 巧 前の が、 ビ t か 親、 正 巧の ル舰 、等が 
一:一入つ てゐろ。 種敷のホの唾にけ、「柬京帶麥紐鈍が祖 
な」 の 木 化が かけて わり、 そのぶ ホに、 色々 な ポスタ 
—、 「I りかけ 八錢」 の 化な ドが 貼りつ け 一」 わる 。みの. 
みけ 巧 側に 化 子が わり’ 眞ん 中に 昭廉 がかけ て わろ 0 
あで* ぶ 人で ホ 巧、 ル 女達の 働いて ゐろ のがぶ もろ。 

な閒く •ク 豁れ 近を 巧。 をが 一一 一人、 が々 の 化诏で おお 


晦 つスゐ ろ。 電誦 がが 魂し く 喃る〇 ル" 一 かぶ 話に 掛 
る 0 

ル かも、 もし^''-^、 い、 え、 い、 え •違 ひます。 こも 
はた 十 お 巧で ず。 (巧 話器夺 かける〕 また 大 嫁^ 化帶と 
問 違つて 掛 つて 來 た。 

み 一 (み づくス ひ，^ して 據 を，^ しながら〕 わい、 勘を。 
主人 どうもみ 〇 難う 御座います 〇お銳 子は 吉 本でした お 
を 一 も、 さう だ。 

ま 人 一圓 十錢頂 さます。 

み 一 ぢ やん’ これで 取つて くれない か。 (五 叫 化 本 出ず) 
ル 女 どうもを 〇 難う 御座います。 (ル 女 五 脚 化 知で 化り 
奥へ がつて 釣锭ん 巧つて 化ろ) へい、 どうも か 〇 難； 御 
座い ます。 

(み 一、 去る。..： 問：： 小僧が け 人つ て來 ろ) 

ル お 鈴 木 メリンス 店です 〇 親子を 一一つ 大急ぎで。 

主人 はい、 お 〇 難う 御睡 います。 

(ル 憎 去る〕 

主人 (ル々 にか 前の 化，^ 巧しながら〕 わい’ 出來ん 一ょ。 

ル 女 お舆子 接さんで すわ。 

ぶ 人 さう だ。 

(ル々、 巧 前の 化, f 抖 つて 化 y がく。 奧か -t- か 巧が 出 
てが ろ 〇ニト 阿五の 巧な 水々 した か〇み 一の ぶつた 跡 


がけ II 
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化片附 けろ) 

み 二 わんん さん、 わ 幾 .b です。 

々厉 ご 十 鉛 頂 さます。 

み 二 ぢ やん これで わ 釣を 下さいな。 

か 巧 はい、 巧ぃ 巧う 御座います。 冗 十錢で S 十錢 のいた 

だ气 

(ぶ 人 二十 錫 あか' t> 巧 9 て 化る。 女を それ 杏み に 渡 
す〕 

々巧  どうも おぃ 雛う 御 庵い ま 十。 

(を ー ホろ。 小た 蹄つ^ タク。… 南…. 電話け た、 
ましく がろ 〇ル かを 說に掛 ろ〕 

ル か も、 もし/ \ 、も、 さう です。 はいはい. い..-:' つし 
やい ます。 (みへ かひ) わんみ さん、 日本 橋の お宅， vb 
電話で ず。 

々巧ん、 さ うんい 〇 ( そ、 く 5 とを なへ 掛 る) も、'  さ 
うでず か。 も、 さう、 ん 、さう で すん。 え、、 え、、 で 

も 义、、 え 、さうですわ：：(ちのお人の-;;:?へ向ひ〕 

わえ， もょ いと。 

ぶ 人 何 だい。 

々反。 (や、 5 ぴ雜 くさう じ) もの、 口 本 橋の 家ん じ， 電話 

です がわえ、々 大 森の 姉' が 朱て ろんで すが わえ、 久しぶ 

だん .-T  •ん よつ とてもい、 ん 來 いとい ふの てす お、 


行つて はいけ むいで せ うん。 

ま 人 何、 大 森の 姉さんが 來てゐ る。 

女を え、、 おもちよ いと 會ひ たいので す。 去 ザの 十 巧ん 
ら會 はな いんです もの。 

ま 人 ぢチ も、 もよ つと だけなん 行つ て來て もい、。 

々居 さう、 うれしい わ* もたし 0 ( 生々 としてを 話 -U 向 
ひ〕 だ や も、 もたし 巧く わ。 さう だ わ、 どうしても 四十 
み 化 はん、 る わ。 え、/ \ 、なるべく 早く 巧 さます から。 
だ や も 後 ほど。 

(々巧 蒂話 口.^ 雖れス 奥へ 巧く) 

お 一二 ぢや もこ、 へ 置いて 巧を ますよ。 十六 錢で すわ。 

ち 人 左様で 御座います。 どうも 巧 b 難う 銜座 います。 

(を 一二 去ろ。 電話 •かを つて 來ろ 。ルタ 電話 じ掛 ろ) 
小な も、 もしく  •はいさつです。 はい、 左樣で 御座い 
ます。 はいみつ てゐ ます。 鴨なん ばんを 五つと、 ん けを 十 
一で 御座いま すわ。 え、/ \ 、み 〇 ました。 鴨なん ばんの 
中て！ 一つが うどん 黨て すわ。 はい/ \ 、畏まりました。 
どうもな 〇 醜う 御座います。 (電話口！^ 離れながら) 荒神 
実の 大 おさんで 鴨なん ばんを 五つ’ 一一つ おうどん 墓、 ん 
けが 十！。 

主人 ん けは 溝がん けだ わ。 

ル か え、 


3 が 


化 饥 


(女を 奧か らおへ して 化ス來 ろ。 黒繞 子の おのか、 
つた 銘仙の 猜 物に おの 羽織} 

ホを ぢや 巧つて 參 b ます。 

主人 早く 歸 つて 來な さやい けない ぜ。 

女を え、 0 

主人 八 時 巧まで じは 歸 つて 來られ る だら う。 

女を え、^- ^0 

主人 日本 橋の 姉さん じよろ しく 云つて くれ。 

サ をえ、/'  \ 、だ や 行つて 參 ります 0 ( いそ*^ --- ^ と 出か 
けろ) 

(ホ 巧と 入れ違 ひに、 出前 持の 巧歸 つて 來 る。 ずぐ 後 
から 六十 化のを 婆が け 入つて 來 ろ) 

を婆橫 下の ま澤 です お、 電話を もよ つと 實 して 下さいな。 
ち 人 はい、 どうぞ お 化 ひ 下さい。 

(をを を 話へ か、 ろ) 

老婆 も、 もしく、 浪花 S1 千 八 豆 二十 五を。 ち、 さう 

てす、 S 十 五番て すよ。...- (問〕...- ち、 もし^ ホ 

花屋さん です か。 も、 さう です か、 こちらは 向島の 岡 田 

てす る わえ、 もん さうて すよ。 わかみ さんを もよ つと 電 

話 口まで お呼び じな つて 下さい 。はいく、：： も、 奧さ 

んて すか、 なて す。 ま澤で すよ。 しばらくで 御座います 

わ變り 御座いま せんか。 わえ 奧 さん、 今 わえ、 もちら •か 


、らしつ てゐ るん てす よ。 もよ つ とてもい、 から お 目 じ 
か、 b たいと 云つ ていら つし や るん てす グ わえ。 何とか 
御 都合して いらつ しやい ません か。 ぜひ。 お會 ひじな 〇 

たいと、 おつし やつて ゐ るので すよ 〇 はい { 

(老裝 、巧 內の巧 子 も クロ/ \ なろ〕 はいく、 

さう です か。 いらつ しやい ます か〇ぢ や、 わ 待ち 中して 
居ります、 なるべく わ 早くね。 (電話口 もけ なれろ〕：： 
どうも、 ちり おた うごて」 います 0 (去る) 

を 人 何う いたしまして。 

出前 持の 巧 わ 婆さん、 また 電話 貫を 置かな いんだ わ。 

主人 も ひびを の 打 も 合せ なんん しやが るく せじ、 電話 贷 
を 置を やおら わえ。 

ぉ前 持の 巧 そのく せ、 注文 だつて、 十自 U じ、 ん けを S 
つ 位です から わ。 

主人 をく ひさ 含 やしない 「....( ム とわる 不安に 囚 けれ 
ろ) もい、 およし 0 

ル 女 (奥から) はい。 

主人 さつさ、 日本 橋から 電話が か、 つて 來 たと わえ。 

ル ホ え、。 

を 人 どんな 聲の 人が 化た？ 

ル 女 どんな 聲 つて？ 

主人 巧だつた かい、 女だつた かい。 
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ル 女 ホでした。 

ま 人 うん。 日本 協の 姊 さんの 聲’ お前 巧つて ゐ るか。 

ル ホ 知 b ません。 

主人 さう か 0 

(、王 人 わろ 不 女に 凹 けれろ〕 

ま 人 おい’ ち揀！ 日本 楠の 家は 電話の 巧び 化しは •利 
ん なんつた かわ 日 

川 削 かの 巧 何とか まふ 洋食 おへ かければ 呼び出して くれ 
るんで すが わ。 おかみさん 丈 御が じなんで すょ。 

ぶ 人 うん 〇 ( おお i ずろ) 

f""  • (化 日. ゾ ) 

か刖 巧の 巧 打那 、さつさの 電話は、 ょその 奧 さんか 何ん 
かを ひつぱぃ 山す のです わ。 

ち 人 (い 不 をに なつて〕 ふてい ことを して ゐ やお 
る 0 

(化 問、 一時 問 じかり の 時間の 結逊も 示ず わみ， 結臺 

寸時く ずろ 〇 明ろ くむる i、 ずつ かり 巧じ乂 .つて 

ゐろ〇 お 巧の-へ かけた、 ましく 曠る〇 ル 女帝 話に か、 

ろ〕 

ルた も、 もし/ \ 。はいく 左 巧で ございます。 はい、 

はい、 巧 〇 ました。 (をな y!- 離れろ) が 巧さん の お 邸で、 

かけを 九つ 大急ぎ。 


'王 人 わい •もう 何時 だ。 

ル 女 八 時 少し 前です。 

主人 遲 いな、 おけい のね。 

(二人連れの 學 生、 け 入つて 來 ろ) 

ルタ いらつ しやい ませ D 
學生一 巧は， そば？ 

を 生 二 おれは うどんだ。 

お 生 一 うどん かけを】 つと そば かけを 一つ。 

ル ホ はい， かしこま りました 0 

學生一  S 日頃 じ發表 じな つて、 十五 日まで じ 終る かしら。 
巧 乎 生 二 もつ とか、 る だら う 0 
を 化 一 二十日 頃 じなる かな。 

(ホ 刹のを 婆け 入つて 來 ろ〕 

を 婆す みません が、 もう 一度 電話を 貸して 下さいな。 
主人 (不ホ 無 承に) はい どうぞ 

老婆 (口外へ 向 ひ) さち、 どうぞ、 どうぞ、 御 遠慮なく、 
いつも 巧して 黃 つて ゐ るので すょ。 

ご 一十 凹 五の ホ、 を さま お、 か 盤-し 括ひ黑 おのか、 つ 
た わ 召の 殖构も 清た、 いさな ホが 口 入つ ス ホろ〕  ' 
女御 免-下さい。 

主人 いらつ しやい ませ。 

ホ 毎度、 どうも 電話を、 こ、 へ 霜 話 貸を 置み ます。 (五 
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卜 錢を货 なお 棘の 上へ 置く。 電話へ か、 ろ〕 もしく 

浪 巧の 二 千 八 巧 一二 十 五番。 さう です、 さう で^ 5 もし 

ホ 花屋で ず か。 も、 お前は、 辰 まかい。 わたしで すよ。 
も-、 さう です。 瓦那 さま。 いらつ しやる。 一寸、 電話口 

まで、 わよ びして くれない 。はい-'-- も、 もし、 宜 

がで すん。 わたしです、 今 里へ 來てゐ るので すよ。 姉が 
乂 しおぃだ から、 一緒 じ淺 草へ でも 行つて 御飯を 喧 ベな 
いかと 云 ふので すよ。 え、、 え、。 ものう。 少し おそく 
な 〇 ましても い、 でせ うか 0 え、 九 時まで じは さつと、 か 
へれます わ〇だ やホ樣 なら 0 

(主人、 竜 話 さい スゐ て、 をく 不 化な 表情に なつて 
しえ ぶ"^ 

女 どうも  、失禮 しました。 

主人 (が 栽 化の 上の 五十 銭ん」 取り上げながら) 一寸 お 巧 
も ド さい 〇 これを どうぞ •お 持 もんへ b になつ て 下さい。 

女 い、 え、 どうぞ。 巧が つてて さい。 電話を お 借ぃ した 

わ禮 です お。 

を 人 い、 え。 私の 巧は、 そばやが 商資 です お、 電話を お 

貸して 餘 々なわを をいた r くのは’ 商寶ぢ やもりません 

ら〇 

を 生 一 兹へ 金を 置いて おくよ (を 化 去る〕 

ホ (ぶ 人の 见 笛の おいのに 辟る しながら〕 だ やぶ 錢 とで 


も 置いて 置 さます わ。 

主人 ぢや 一一 錫、 おつ 〇 を さし もげ ませう 0 
01 錢つリ 知 渡ず) 

老婆 いや じ、 堅 くるしい ことを 云 ふ 人 だ わ。 奧 さん*々 
度から 向う の 自動 電話へ 巧く ことじし ませ うん。 

(を 紫と 女、 勿々 とし ス 去ろ) 

主人 (二人の 後 も 巧を りながら) ふてくされ 女め..： 

巧 前 持の 巧 だが、 な那 い、 女です わ。 

主人 いくじ > 女 がよくつ たつて、 もんな 者を 女房 じ 持つ も 
や、 や 〇 切れない 0 
お前 巧の 巧 だが、 をく い、 女 だ。 

(電話け た、 ましく か、 ろ〇ル 女、 带話 におろ〕 

ル 女 も、 もし-'----、 さう です。 ち、、 おかみ さんです 
も。】 寸お待 も 下さい (電話 もけ なれ) 打那 、わかみ 
さんん. -T 電話て すよ。 

、主人 たに I (血相が ルし 挺ろ) おい < おけい かい 0 
なじ、 久し 振 〇 だんら 0 1 緒に 御飯を たべ るんだ つて！ 
なじ 九 時 じは 歸れ るつて、 いけない，. いけない つたら、 
今何處 じる る？ なじ、 なじ、 はつさ 〇 を；^—.  いけな 
い I をぐ 歸 r てがい。 歸ら なさ や、 俺が 速れ じ 行く か 
ら 、さう 思へ！ え、、 ぐづ をはず と 直ぐん へれ—. 
歸 るか！ よし (を 話 ホみ おげ つけろ やうに 粒く〕 
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投 ながが 


第 

同 黒 ホ 同 同 同同津 

人 

黨川 

^ は 令墙俊  智村 

S 璃 佐^ 
る 亮ーモ 五 做子駿 


a 巧た 學を授 、凹 十を 
その 妻、 二十 四な 
がが の ホ 妻の 子、 六な 
巧が の ホ、 一二 十窝 
その 妃 、十八な 
醫學 十；、 二十 七 お 
理が出 
ホ 中 


這モ にがけ ろが 村を 投の 別邸、 H 本 問が 一一 一室 鍵の 手な 

りじ 列んで ゐ ろ。 上 ずの 室け 巧 化く 他の 二 室け 二間續 

をに なっ^ ゐて たさい。 下手の 室の 背後 0 唐 巧み わけ 

ろと 玄關の ホに 通す る やうに なつて ゐろ〇 また この 室 

圍ろ 揀侧け 中央の 室と 化い 室との 削を 中斷 して おへ 

通じ y ゐろ〇 下手の がに 邮 子口〇 向う じ おがみし 見え 


潍 が敎授 


ろ〇 前栽に 丈め おい ル 松が 一二 凹が がわつ スゐ ろ。 午が 
十が 巧。 

粗 0 墙巧 子け 上手の ル 座 数で 化粧み してなる 〇 を 投の 
お 俊 五け お 側に 座 巧圈も 列べ、 その上に 寢 そべ つ乂 u 
向 K つ こもしながら 新閒み 敦んて ゐる〇 そして 巧に わ 
いてを ろおモ 鉢から 棠 子み 楠んで U なべる。 

閒も なく 蔵 瘦のル 年 傲が 奥の 廊下から 巧て 化た が、 化 
於 じけいらないで、 立つた を、 俊 五の な ベス ゐる萊 子 
も わ 欲し さう に 眺め y ゐる〇 巧 朝 子 けんと 做 もぶ ス〇 
巧 巧 子 いらつ しやい、 こつちへ 〇さ あわ 菓子を 上げ ませ 
弓 0 

(做け 靖瑞 子に 聲 みかけられ ろと をに 奧へ 逃げなん で 
しま ム〇一 

俊 五 (寢 そ-ヘリ がら 額 お上げ) 誰 だい。 

巧 巧 子 徹さん ょ〇 ほんた うじ 偏 おな 子 わ。 どうしても、 
なんでせ う〇 男の子の くせ じ。 

(俊 五 無言の ま、 まわ 菜モ もが 張ろ 0〕 

橘。〕 

俊 五 おいゎ 化 巧は まだ か。 い、 加が じしない か 〇汽が お 
化て しま ふぜ〇 

巧鸡 子大义 えょ。 上 〇 は 十一 時ち J や も ゎません か 0 まだ 
一時 閒な上 ももる わ 0 
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借 •立 (新閒 杏化ながら) 「諸 巧 進んで {乱 敷、 綠談整 ふ。」 
か、 こ ^ や 一打い ぞ。 

郁瑚す が 父さん。 何を 鼓んで ゐ るの。 

俊 五 「々口の 巧 的 判斷。 J つてと ころを 讀 んでゐ るの さ。 
巧 巧 子が 父さん。 お嫁さんを 巧 ふんです か。 

憎 お どぅして 0 

巧 巧 子 「綠 談轄 ふ。 こ 〇 や 旨い。」 つて、 喜んで ゐるぢ や 
もぃ ません か。 

侈 お な もじ、 こ 〇 や 他人の 漲 勢 だ。 

巧 巧 子が 父さんは 巧氣 わ。 他人の 運勢を おて 喜んでるな 
んて〇 それよ か 門 みのを 化たら い、 ぢ やもりません か。 
巧ぶ ごな じは 巧ばない よ。 門み のはな 化 じ おもまつた J 
「巧 昭劍 、木口 おお 禁物 •時啼 口論すべからず。」 つてん 
だ。 少し 悲 脚した な。 

巧 巧 子 まるでが 言わ。 

偉 お 本 口で なくつても、 巧を 暗 唾 口論は 惡 いだら ぅ。 

巧 巧 子 だつ でな 父さんなら や b かわない からよ。 

偉 五 •柄 鹿を いへ、 ところで わ まへ だ 0 

巧が 子 何が よ。 

偉 五 述巧さ 0 

巧 璃子巧 勢なん かなな くつた つてい、 わよ。 

巧 五 いやさう ぶが するな。 な 料は 無料 だ。 お まへは 二黑 


だつ たかな。 

巧项子 をん な こと 何 だつてい、 ぢ やありません か 0 

億 五 わい 隱 すと 爲 めじな らんよ。 

巧巧モ 威した つて 駄 白よ。 

俊 五 お まへ 年 化 いつたつてい、 だら う 〇別じ 器 盧は下 〇 
はしまい 。かう なんても 俺は なか {親 初なん だよ 0 

巧な モ そんな じ 親切 氣が あつたら 「緣談 整 ふ。」 つて 乃の 
ためじ 精々 骨を 折つても げたら い、 ぢ やち 〇 ません か。 

俊 五 だから 骨を 折らう と 思つて ゐ るんだ。 それ じは わ ま 
への 運勢が 必 興なん だよ。 

巧 巧 子 どうしても たしの 運勢-が 必嬰 なの。 が 父さん】 體 
をの 「綠談 整ろ」 つて 運勢の 方は どなたな の。 

倍 五 辻君 さ。 

巧 巧 子 あら 辻さん 一 

俊 五 そんな じ 息を はずませな くつた つてい、。 

巧萄子 知らない わ 》 そんな こと 〇が 父さん、 辻さん 興 一 さ 
んをお 賞 ひじなる の。 

俊 五 赏 つたら い、 ゼ らうと 思つて ゐ るんだ。 

巧璃子 まもを 氣な 話わ〇 それ ぢや 叔父さん かさう 思つた 
つて、 辻さん はどう 思つて ゐ るかみ りは しない わ 0 

俊 五 そ b やさう だ お、 い、 のグ あつたら 貨 ふだら う 0 

巧 巧 子 そんなら い、 お 方を 採して もげる とい、 わ。 
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俊 五 お まへ 大層 澄ました 挨 がを する わ 0 
巧韩子 別 じ 澄まして なんか ゐ はしない わ。 

を 五 おい/ \ 、墙璃 子。 

巧鸡 子な じ 0 
俊 五 あのな。 

巧 璃子〇 ぇ 0 

を 五 (巧 巧 子の 锁も眺 みながら〕 かう 巧て ゐ ろと 若い 女 
は 何の ことは ない マシ マロ ー だね。 

巧璃子 まあ、 ひとを。 

俊 五 かう 柔 かいふ わ'-^ した もの か 白い 粉の 中 じくる ま 
つて ゐ るて 合は、 查< さ うぢ やない か。 

巧 巧 子 が 父さん、 大抵 じなさい。 (つんと して わらの ホ 
也 巧く) 

俊 五 そんな じつん として 化 後日の 方を 巧 かなく つたつ て 
い、 ぢ やない か。 おい {。巧 巧 轉換を やつた つて 駄目 だ 

ょ〇 とんかつた 口が みんな 鏡 じ 映つて ゐるぢ やない か。 

巧璃子 い、 わょ。 

俊 五 おい、 餘談 はさて おさまして •一つ 本 魁に 立 返らう 

ぢ やない かり 

墙巧子 知らない わ。 をん な こと 0 

俊 五 知らない わつ て、 お まへの ことを 話して ゐ るん ぢや 

ないか。 


巧 巧 子 よう ござんす よ 0 
俊 五 さう 本人 お氣 巧け だ や 聞る わ 0 
巧 巧 子 え、 もたし 氣巧 けよ。 

俊 五 ぢや 一つ目 か 醒める やうな 活を いれて やらう。 おい 
墙璃モ 。お まへ 化 君のと ころへ お叛じ 行かない か 0 
爾靖子 そんな こと 骇 から 棒 じい はれた つて あたし 分 〇 は 
しない わ 〇 

なお をらなければ 萬 事 この 親切な が 父 じ 巧せ るかい。 

巧 巧 子霉夏 

俊 立 默 つて ゐ るのは 承 節と 認めて 差を へない だら うわ。 

巧靖子 もら そんな こと 0 

俭 五閑る かい。 

巧 巧 子 的り はしない けむ ど：. .0 
巧 五 そんなら い、 ぢ やない か。 

巧 巧 子 だつて：： あたし：： が 父さん：： 

(と、 唐 巧の 向う で 「ご免。」 といん おがず ろ 〇巧鸡 
子け わ わて、、 座敷の 隅に 隱れ ろ。 EEt なく お 學古辻 
を 一が 入つて 化ろ 0〕 

俊 五 や も、 ホ 巧ち 今の T りで がたん です か。 傑たち は 
今度の 上 〇 で 立たう-^ おつて ゐ るんで す 0 
な 柬 をへ お歸 b です か。 

俊 •立 お蔭で 兄の お 氣ん大 みよくな つたから、 巧 達は】 化 


巧む 村 か 


3 な 


づ 引上げようと 化 ふんです。 

な さう です か。 

俊 五 わい 墙璃 子。 ホが お來 たよ。 何 だつて 隠れつ ちま ふ 
ん だ。 

な 瑚璃 でさん がゐ たんです か。 

伶 お々 盛 じ マシ マロー の 製な を やつて ゐ たんだよ。 巧。 

な わ 常で を こしら へて ゐ たんです か。 それは ご馳 ちです 
ミ 

偉 五 うん。 がに 捧げる 於 上の わが 子を こしら へて ゐ たの 
さ。 わい。 墙璃 で、 出て 來 ないか。 もい つ 恥 かし いんだ 
な 〇 ( 、 、 、 、0 

な (巧ぶ の 苛 奥 じ -pj •知が さ。 もの、 如く〕 化生は 奥です 

か。 

巧 お いや、 をみ 巧齋 でせ う。 

な ろつ‘ もう わ 起さに なつたん です か。 

俊 五 搞氣 がな つたの じ聽 てみ ろ 化た まらない ことは ない 

つて、 さつ さ齊齋 へはい つて 行み ましたよ。 

な それは とんでもな いこと だ。 

怡五 まだ さう 励い もやが 過ぎます か。 

な ：：^過ぎるどころだやも^ません。 絶對を靜にしてゐな 

く もやいけ ません。 

俊 五 だが： 比 ku も 招つ を 〇 じして ゐた 病人が 起さ 山せ る 


やうに なつた じ も 係 はらず なほ 絕對を 靜を强 ひるのは 少 
し殘 酷です わ‘ 

な 起さ 化せる やうには な 〇 ましたが ，先生は まだを 快し 
たとは いへ ない のです。 

俊 五 しかし 少し 位の 運動は い、 でせ う。 

な餘 病を ひき 起して ゐ なければ かま ひません。 しかし 先 
生は 今 現に その 餘 病に 俊 さわて ゐ るので す。 化お氣 には 
運動は 絶對 にいけ ない のです。 どうも 化生の やうな 高熱 
の惡沒 にか、 ると、 その後で 兎約餘 おを 賴發 しおちな の 
て 的る のて す。 

俊 五 さう いふ •が、 お。 兄け 柄 後 大分 胆 つた ぢ やないです 
か 0 

な い、 ぇ、 ちれは 肥つたん ぢ やもりません。 むくんだ の 
です 〇溪は それで 少なからずむ 郎 して ゐ るので す。 

俊' 立 さう かわ。 それ ぢや 起を 化して 爲 事なん かやる のは 
非常に 危險 だな。 

な ぇ、 危險 です とも。 

後： 立 だが 兄の 爲事 といへ ば 君 もたし か一緖 にやつて ゐる 
ん でした わ 0 

な問趙 が化學 と輯學 との 兩 方に 跨 かつて ゐる ものです か 
ら 、僕 も わ 手 傅して ゐ ます。 

俭五 大分 進 巧し たんです か。 
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なやう やく 纏まり かけた 時 じ、 突が 先生が 今度の 大患に 
わ 罹 〇 になつ たもので すから、 中止の 形 じな つて ゐ ます 
お、 實は 今一な とい ふところな のです。 これが 發 表され 
ると 驛化學 巧に 大ホ 命を 起す 硏究 なのです か 實じ殘 念で 
す 0 

俊 五 それ ぢや兄 お爲 事を 急ぐ のは 無理は ない。 をれ でな 
くつて さへ 兎角 柄 後つても のは、 空想が 强く なつて， 何 
事に も あせ ゎ 勝ちの ものなん だか .IJO 
辻 それは さう です けれど。 (立 上る〕 

俊； 立 兄のと ころへ 行 くんで 丫 か。 

な え、 さう です 0 

俊 五矢 張り 絶對ぞ 靜を强 ひろんで すか。 

な 無論 醫 まとして 僕は それを いはない 訣 にはい をません 
(なおへ 這 入ろ 0〕 

偉 五 (巧辆 子- U〕 おい •マシ マロ ー。 何故 化て 來な いん 
だ。 お 客 樣お來 たら お菓子は 眞光じ 化る の お當〇 まへ だ 

やない か。 

辄瑰 子が 父さんは そんな ことを いつて 調戲 ふんです も 

の •わたし 巧ら れ はしない わ。 それ じ 何 だ わ。 化さん は 

わ. 谷 機 だなん て 他人行儀に しては 却つて 惡 いこと ょ。 今 

ぢ やう もの 人 も 同じなん です もの。 

俊 五 を わ やさう だ。 殊に お まへ にと つては 別して その 感 


; 畏、 to 
《脅しよ 

巧 巧 子 もらい や だ。 また そんむ ことを。 だつて 他人 扱 ひ 
じしち やい けない つて 化生が さう 仰し や るん ぢやあ ^ ま 
せんか。 

俊 五 そ 〇 や 兄は 前から さう いつて ゐる 。そして 今た はお 
まへ がいょ'^-^ それを 實巧 する ことになるの だ。 な* さ 
うぢ やない か 0 

巧璃子 知らな くつて ょ。 

恰五 だが 辻 巧が う もじ 出入 〇 してから まだ ー ザに もなら 
ない •か、 をく 他人の やうな 氣 はしない な。 

巧 巧 子 ぇ、 を 〇 やその 訣 ょ。 ホさん がご 规 切なんで す も 
の。 本當じ 親み も あびません わ。 今 化の 化生のを 證 だつ 
て さう でせ う。 

倍 五實際 今度は な 巧'  がゐな 如つたら それ こそ 大變 だつた 
外の 醫 をだつた .b とても もんな じ盡 して くれやし ない。 

巧瑚子 です かわが 父さん。 もの 帖先 化が ホさん を お入れ 
しな かつたら どうでした らう。  - 

俊 五 もの 時つて、 何ん い。 辻が かやけ 酒を 飲んで だひ姻 
つて ゐた時 かい。 

巧 稍 子 ぇり 

俊 五 あの 時の 辻 おは ひどん つたな。々 とは まるで 別人 だ 
つた。 
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巧训 すで も 無 颈はあ 〇 ません わ。-：:: 分の おもつて ゐた入 
か 外へ わ 城 じ 行つ てし まつたん です もの。 ホさん の もの 
時の む 持は かう ももつ たらう かと おも ふと あたし 淚がこ 
ぼ わます わ。 

俊 五 わ まへ 大か问 情す る わ。 

巧姆子 だつて お 氣の涛 だ や も 〇 ません か。 

巧： 立 しかし 誰が 惡 いつて 訣 でもない の だから 爲乂 もない 
さ。 幸 じ 兄 か 辻 巧を う もじ 化 入-^ させる やう じした ので、 
もの 巧 件 も化づ n 出度 落 蕾した とい ふ もの だ 0 
巧瑚子 けれども 化生 だから 出來る やうむ もの、、 かの 人 
だつたら とても あんな ことは 化來 ません われ 0 
巧 お うん、 さう だな 〇 いくら ホ巧 お氣の 養な 地 化 じゐる 
か r" といつ て、 円みの 細 おの 戀 人だつた 人を うち じ 化 入 
させる ものは 息 被 あろまい，： J。 

巧瑚 子です か、 その =1 人が 何 薄 もむ く、 美しい 關 巧を 續 
けて ゐ ると いふの も 類が も b ませ ムわ〇 
佗 五 そ b やさう だ。 ところで お まへ、 ま 度は もう 化來た 

のか。 

巧瑚モ これで 清 物 さへ 惹て しまへ ばもう い、 の。 

後出 冗談い ふな， 黃物 さへ 着て しまへ ばつて、 お まへ か 

前 物を 清る じは 半日 もかん ろぢ やない か。 早くし ないか 0 

巧が じ乘〇 遇れ てし まふ ぜ。 


巧 巧 子 叔父さん だつて まだ 着換 へて ゐな いぢ やち ぃませ 
ん かり 

俊 五 己れ 直ぐ じ廣 かへ る。 さち {、早くし ないか 〇 み 
く。 (ぜ さ立ス る) 

巧璃子 (けを^- --と〕 はい'^^^。 

ご 一人 猜物も 着かへ る ほめ 巧に 行く。〕 

(な 不 化さう に 奥から 出て 來ろ〇 そして 玄關 のみへ 
おらう とずろ と T お 室に 入つ て 巧た 巧 化 子と 出を ふ 0〕 
巧 巧 子 まあ ホさん 〇い ついら しつたん です。 

を 今し おた。 

巧佐モ あら 何 だつて 飽 なんか 持つて いらつ しやろ の。 下 
じ おいて ゆつ く 4 なすつ たらい、 ぢ やちり ません か 0 
な 僕は 歸 らうと 思 ふんです。 

巧 化 子 あなた 今來 たと 仰し やつたん ぢ やない の。 それ だ 
のじもう 歸 るんで すつて 0 

を でも 歸 るょ 0外 はな いぢ や あ b ません か。 ご】 柯 人が ゐ 
•なけ わ ば、 

巧 化 子 先生は 書' 驗 じいら つし やらな いんです か。 

な を b ません。 

料 化 子では 散が じで も 巧つた のか もしれ ません わ。 今 操 
しじ や 〇 ませう 0 
な それ じは 及びません。 
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智佐子 どうして。 

な 化生は 僕の 言葉を 化 頃は 少しも W ゐて くわません。 多 
み 僕を 信 則し ないから なんでせ う。 

巧化モ そんな 當 はちぃ ません わ。 まあ、 もな た 何 だつて 
立つ てなん かいら つし やろ の。 お 坐ん なさい な。 もう 直 
さお 晝 ですから ご 一緒 じ わ 飯を 戴 さませう 〇さ •ま 度を 
させます から、 もな た 何に なさい ます。 

な 僕は 何もい りません 0 

巧 佐 モ遠撼 なんかな さる ことは な いぢ や も b ません か 0 
を 僕は 何も 欲しくな いのです 0 

かり 佐 子 もな た、 どうして 化與 はさうょ そ'^^ しくな さる 
の 0 

な 別 じそんな ことは ち b ません。 

巧佐モ 辻さん、. みな たもつと 近し くして 下さいません の。 
な もつと 近し くです つて 0 
巧 化 子え。 

辻 そんな ことは 化來 ません。 

巧 化 子 何故が 來 ない のです。 化來 むい ことは な いぢ やち 

-:^ませんかo 

を (改 つて〕 奧 さん、 いまは 兎 じ 巧と して、 なは もと も 
なた を おもつて ゐた 巧な のです ょ 0 
かり 佐 子 い、 だ やもりません か〇化 生は そわを ごが じなん 


です もの。 化生が もな たを こ、 じ お 入む したのは 二人 じ 
さう いふ 關 係が もつ たから こそです わ。 若し さう でな か 
つたら 化 おは もむ たを お入れし なかつ たでせ う 0 
を しかし 0 

钓佐子 まも わ聽 をなさい まし。 化生は 二人が 陸 じいのを 
巧る とそれ はお 喜びなさい ますの ょ。 あなたを お入れ 中 
した 甲斐が もる つて。 それ だのに ちな た •が 今の やう だと 
光生は どんな じ氣 持を 惡く なさろ でせ う。 もな たお 山 入 
りを なすつた はじめの 明でした。 於は 何とい つても かう 
變 でした から おすまして ゐ ると、 化を は 却つ て 顔を しか 
めて、 お まへ •がそん な 風では いけない 。もつと 槪 々し <、 
何でもな かつた 昔の やう じ 隔てな くしむ け わ ばいけ な 
い 0 さう でなければ、 辻は どんな じ屛 じくい かしれ む いぢ 
やない かつて •私は 何度 さう いはれ たかし わません わ 0 ち 
なた も それを 聴いて 感謝して ゐ たのでは も 〇 ません か。 
な それは 前の ことです 。今の 話 ぢやも ぃません。 

巧 化 子 前 だつて 今 だつて 同じです わ。 

な 輿さん。 二人は 何も 强 ひて 巧し くす る ことは ないで せ 
う。 事實 いま 一一 入は 近し くないの だし、 また 巧し くす る 
とい つても、 餘 りに 近し くな つた .b 却つ て刖る ことか 起 
〇 ます 如ら わ〇 これでい、 ぢ やち 〇 ません か 0 
約 化 子 もな た 何 かひがん で いらつ しやろ の わ。 
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な 償は ひ おんで むん かゐ やしません。 

巧 化 子 い、 え、 さう です、 あなたは それが 惡 いのょ 〇を 
んな ひかむ やうた おを なさらないで：： 

な 何故ぶ つ、 かつた 話を しないの かとい ふので すか。 併 
しもな たはもう 巧さん ですから わ。 

巧 化 乎 そわ はんな た 巧 巧の わつ も bo そんな ことを 仰し 
やる 化な も 何故 もな たは 私が こ、 へ來ろ 前に 何もかも 仰 
しやら なかつ たのです 。もな たは いくらでも 私に いへ た 
のでは あ 〇 ません か〇 それ だのに ながこ、 へ來 てし まつ 
てから、 やけ 遊びを なすつ たぃ、 そんなな 巧を 仰し やる 
なんて 巧 .b しく あ 〇 ません わ 0 
ななろ おもな たか tT おたらさう 化え るで せう 〇 けれども 
ものな 時は 巧には どうしてもい へな かつた のです 〇 とこ 
ろか もな たが こちらの 人に なつた と閒 くと. 今 奥の やう 
こ*  ■ • * 

な 化 子 もう その 話は 止め じし ませう。 

な え •止め ませう 〇し かした r 1 つみして わさたい こと 

は 化 化は ご病氣 だとい ふこと です。 

か 化 子 何 だつて 改まつて そんな ことを 仰し やい ますの 0 

な 奥さん、 が 中が 人の ちへ る ことは 何 だと おひます 0 

巧 化す まん、 もな たは 何を いはう とがつ ていら つし やる 

のです 0 


を 半日 程 前でした。 診察して ゐ ると’ 先生は 突然 俊の 手 
をと つて 「辻 お、 巧は なが 憎く も b ません か 0J とわ 訊 わ 
になつ たんです 〇 僕は あの 時ぐ らゐ びくつと した ことは 
も b ません。 何故 化 化は そんな 閒 ひを 發 したと 思 ひます。 
奧 さん、 をの 閒 ひの 陰 じを まつて ゐる意 巧を ょう くげ 巧 
して ご覺 なさい 0 

巧な 子 光生は もな たを がんで ゐ ると いふので す 如。 化生 
は 二人を 疑つて ゐろ とい ふんです か。 

な それでな け わ ば ホ 化は 僕を 今の やうには 巧は ない 篱で 
す 0 

かり 佐 子 もな た、 そわは 本氣で 仰し やつて ゐ るんで すか。 

そんな こと 仰し やつて は、 もな た 先生 じ濟 みません わ。 
な 僕は 化生に 濟ま ないやうな ことは 何もして ゐ ません。 
巧 佐 子 辻さん， あなたを こ、 の 家 じ お 入 わした のは •誰 
だと 思 ひです。  L 
な それは 先生です。 

钓佐子 それ じ反對 したのは。 

な そんなの 輪の 細かい ことは 知りません。 

钓化子 そわは なです 〇 なは 出 おる だけ だ對 したので す。 
致 方が どうむ らうと も 白 分 獨り淸 くなら うとして おはち 
なた を をれ たのです。 そわ だのに 化生は 何とい ふむ の廣 
いお 巧で せう。 科は 違つても 問 じ 大學に ゐる助 乎と 敎師 


お 6 


投 を村津 


との 閒じ いまは しい 關係 かもる のは 忍びない こと だとい 
つて、 何と ホしても さかない のて す〇 ですから 怨む のな 
ら 於を 怨 むの が正當 です わ。 私は いくら 怨 まれても 爲巧 
おち 〇 ません か •どうか 先生を なむ こと だけは 止めて 下 

さいご 

な 僕は 別 じなんで なんか ゐ やしません 0 
钓化子 化生は もな たを 入れなければ ならない 理 化は あ b 
ません。 化生は もな たを 狎 魔した 篱も なく  •もな たから 
なを 奪つた 訣で もも 〇 ません。 それ だの じ もな た •が 肖 慕 
巧棄 じな つたと 聽 くと、 肖み の やつた 事 か假な 知らない 
でした ことで も、 他人の 運命を 巧は せる ことは 恐し いと 
仰し やつて、 肖 分 円み あむた のと ころ じ お出掛け じな つ 
て、 なと 近し くす る やう じいつて 下す つたので はも- = 'ま 
せんか。 先生は かう いふ おちです のじ、 先生を 疑ぐ るな 
んて — それでは もな た 恩人 じ 巧を ひくと いふ もので 
す。 先生を 傷け ると いふ ものです 0 (泣く) 

辻智 お子さん。''-^。 

巧 佐 子 先生 じ 眼つて 決して そんな 事は も 〇 ません 0 もな 

た、 脊む人 じ 育まわない のは ひ-がみと 申す ものです わ。 

もム いふ 寬大 なお 巧には む おみな くわ 化 話 じなる のか、 

せめても の ご 恩返しと 思つ てを 〇 ます。 それ だの じ、 そ 

れだ のじ 《 も なた おそんな わむ とは 知 いませんでした 0 


知りませんで しわ 0 ( 烈しく ぶく〕 

(巧瑚 子 U 服裝 もを めて 何め ななしに 入つ てがたが • 
なと 對 座しながら 巧 佐 子が 巧いて ゐ ろの も 化て なじ 奥 
へ 邸け 込む。) 

(二人け その後 影を ろら と 見ろ 03 
な 智化モ さん—. 

巧 佐 子 ご 巧なさい。 おこん なじと 〇亂 して。 (浜 心ん く) 
な贵 巧の 仰し やろ 事は ょく 分 〇 ました。 併し こんな 所を 

巧ら むて 誤解で も 受ける と 

智佐子 え、 もう 止めます わ。 です が歸 るなん て 仰し やい 
ませんで せう わ。 

な いひません。 

約 佐 子ぢや 款わ晝 のをな をいた します わ。 

な 僕は 濱じ でも 巧つて なませ う 0 化生を なし じ。 

巧 佐 子 え、 どうぞ。 

(二人け それ/ぐ 去ろ 0〕 

(瑶巧 子け おし さうな が もして 出て 來 たが、 をに ル 座 
敷に 入つて 忍びを になく。 俊： 立け ホ 服に 瘡 かへ、 誰か 
杏がず もの、 如く 座 敕み迦 つてぶ 關のホ じけつ たがや 
が\」また出て來ろ0そしスをふス^あわリもお拠ず、 
浙く巧 靖子も ル お 敷に 化つ け^。〕 

俊 五 何 だ こ、 じゐ たの か。 さ、 化かけ ょう。 何 だつて そ 


巧む 村 化 
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ん なじ 顔を 膝して ゐ るんだ 0 
巧が 子 (汲 巧に ス) が 父さん。 

传五何 だ。 

巧训子 さつを の 辻さん の 話、 も わは 止めて 下さいな 0 
巧 五 ルめ ろとは。 

巧璃子 もの 話は もう 让 さんじし ないで 下さい。 

化 お 己ぢや 談判を むじす 化 だとい ふの かい。 お まへ じを 
なお.-: わ もや 己 もい よ {お 仕舞 ひだな。 

巧が 子 さう いふ 訣ぢ やない のよ。 

化 五 だ やどう したの だ。 

巧 巧 子 わけは 聴かないで 巧 戴。 

巧 五 それ いリ やみら ないだ やむ いか。 一瞄 どう L たの だい。 

わい 稍璃子 •たまへ ながを 愛して ゐ るの だら う。 

巧瑚子 い、 え、 ちつ ともをして なんか ゐ やしません わ。 
巧 五 W 巧し いわ。 何だか さつ ば 0々.-> なくなつ てし まつ 
たり お まへ々 の 間に 辻が と喧 唾した 訣だや もるまい 0 

巧 巧 子 い^え。 

巧 五 だ やそん むじす わる ことは ないだ やない か 0 

(巧 化 子 人り ホる。〕 

村 化 子 伐 五さん、 おが •か來 てよ。 お まほは W 來 たんです 

か 0 

巧 五 いや 巧 難う 〇々 旧 おけよう として ゐる ところ なんで 


す 0 • 

巧 佐 子 (巧瑚 子 もな て〕 もら、 墙璃 子さん どうな すつた 

の 0 

後 五 少し 許 ゎ曰附 の病氣 にか^りまして わ 0 
巧瑚 子が 父さん、 何を 仰し やろ の。 

巧 五 いや、 病 氣は惡 るかつた な。 ぢや 「眞珠 の淚。 J と訂 
正す るか’ どうも 少し 活動 寫廣 の標趙 じみる む 0 
巧 化 子 も 'b 何 か 特別な 話 かお も 〇 なの、 墙璃 子さん 0 
俊 五 ぇ、 實は少 々ばかぇ — 

巧 巧 子 叔父さん 0 (たしなめろ〕 

俊 五 も、 い i よく、 話し もやいけ な いんだつ けな。 分 
つてる^^^ .^0 

巧 化 子 話しち やい けない つてい ふと 尙聽 さたい もの わ。 
倍 五 なに それ 程 大した ことで もな いんです がわ：： 
巧瑚子 叔父さん。 

を 五 みつて ろよ {、だ‘ かこの ことは 嫂さん の 助けを 借 
b ると よ 〇 あ 效じ運 ぶんだ かな。 

約 化 子墙璃 さんの 爲 めなら などん な ことで も 喜んでして 
上げて よ。 

巧瑚子 いけなく つてよ'--^。 化 巧さん じ 話しら や。 叔父 
さんは やく 巧を ませうよ。 巧 革 お出て しま ふわ。 

惶五 何そんな じ急-かなく つ ても い 、 もうがががて ゐる 
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巧を 村雖 


ん だからり 

瑞靖子 知らな くつて よ。 が 父さん。 いつ 迄 も をん なにぐ 
づくづ して ゐ て。 あたし。 ひとりで 化へ 行つて しま ふわ。 

俊 五 おい、 さう ぶん/ \ すろ なよ。 今 己 も 行く から。 待 
つて おいでと いつた 

(墙 璃モ U かまけ す 唐紙 知ん けて ホへ 去る。〕 

俊 五 わえ、 嫂さん。 

巧 佐 子え。 

俊 五 もな たに わ 話す る じは 少し 變 なやう じ も 思 ひます 
ろ 0 文、 と：： 

巧 佐 子な つてます わ。 もな たの 仰し やる のは 辻さん と 巧 
璃 子さん と 一し よに してやら うと L ふんて せう。 

俊 五 (感 むして) ふむ。 夕張 嫂さん 丈ち 〇 ます わ。 

約 佐 子 その 化み ります わ。 曾は な もこの 專は考 へな いぢ 
や も-^ ません のよ 0 

俊 五 ち 極な 緣と思 ふんです がどうで ホう 0 

巧 佐 子 さう です わ。 これが 化が わ ばの 巧 八方よう ござい 
ます わり 

俊 五 もな たも 賛成です か。  ’ 

か 口 化 子 是非 こしら へたい と 巧 ひます わ。 い、 え、 こしら 
へな くつ もやなら ない と 思 ひます わ。 わたくし 渾村じ も 
な r じ 相談して 巧 ませう。 


を 五 兄貴 じは 僕 も 烏渡會 つて 巧 さた いんだ おな。 

(墙顽 子 越が 古 かしわけ てが もがず 0) 

巧 巧 子が 父さん、 もう 時 問かない 事ょ。 

俊 五 さう か。 (咕計 在 おて〕 これは 大變 だ。 化を 急がせ 
むくつ もや。 

巧 化モ津 村には 故から ょく 中して おきます 0 
惜五 ぢや 何分 操み ます。 

(俊 五と 巧 巧 子と け 化 巧ろ 〇智化 子 口ぶ 關を それみ を 
つス なく？， 

午が かけ お U から 做 も 無理々々 じ 引お^ て 這 入つて 化 
ろ。) 

(做の 懐に U 巧い おの 的が 一が つめ 込 もられて ゐる 〇) 
ホが こつ もへ 來 ろんだ。 がな いんと いふのに。 

做 お父さん、 ごを なさい、/ \0 
ホが こわは どうしたんだ。 この 懐の 靑い 梅は。 

彼 (泣を ながら) 貸つ たの。 

ホが 貨 つた。 誰に。 

做 户豐 日) 

ずが 誰に 貨 つたと いふの だ。 

做 - 巧く 默 つてみ わが。 やが 乂〕 ほんた うは。 

ホが 本當 はどうし たの だ。 

傲 ほんた うは 拾つた の。 


巧む 村が 
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かが 何， わつた。 何 臨で むつた。 

(巧 化 子が な つて かる 〇〕  ' 

巧 化 子 もら お歸ん なさい。 徹さん、 どうな すつ たの 0 
かが (做に〕 何故 お まへは こんな ものを 拾つて 來 るの 
だ 。どうして そんな 巧し いむを 起す の だ。 

巧 化 子 做さん、 もな たが •がが しいので すか。 まだ 梅は 駄 
n よ 〇こん なじな 靑ぢ やち 〇 ません か。 こんな ものよ ゎ 
おがさん かい、 ものを 上げ ませう 0 

(科 化 子は 撤に羊 葵 もやる 〇 做は 巧け ない。〕 

巧 化 子羊 繫 はわい やなんで すか。 

ホが いらな みや 與 るな (做に) 徹 •その 懐の 梅を みんな 
出して しまへ 0( 做け、 梅 如 校から 出寸) まだ ある だら う 0 
做もう むいよ 0 
化 巧もう 一つ もない か。 

が も、 一つ もない よ 0 

化が 二 巧と こんな ことを するとを 知し ない ぞ。 

巧 佐 子 (做の 巧 杏 おでながら 0) もうしません わ わ。 徹さ 

ん 。(かがに〕 あの 俊 おさんと 稲璃 子さん、 たつた 今 お 

立 もじむ 〇 ました わ。 

化が さう か。 化 ホに 川た もの だから 哲 はなかつた。 

な 化 子 それから ホさん も 化 刻 いらつ しやい ましたの 。ち 

むた が おる でな さらない ものです から おの 方へ 採し じ 巧 


さました わ 0 

が 村 (氣 がな さ、 うに) ふむ。 

巧 化 子 お 遇 ひに な ゃまかんでして。 

巧が 遇はなかつた。 

巧 佐 子 辻さん はもな たか 寢 すんで いらつ しやらない の 
で。 む酣 して おゐ で、 したわ。 

巧が さう 寢て ばか 〇 ゐられ る もの か、 病氣 でもない のじ。 
巧 化 子 て も 辻さん の 仰し やる ことは。 

巧が お まへは ホの いふ ことなら 何でも 承認す るの だ 0 
巧 佐モゼ つて ホさん はわ 騎ま 様では ございま せんか。 
かがもう その 話は 止め じして くれ。 

稀。) 

巧 佐 子 (做に) 徹さん •もんが をなさい。 そんなと ころ 
にいら つし やらないで。 

(做け 巧，^ 亟れ 無言の ま、 •座數 に 上ろ 0) 

巧 佐 子 あの 俊 五さん が お立ちになる 時 もな たじ お 話が あ 
るつ て ホして を 〇 ました わ。 

泮村 何の 話 だ。 

衬化子 たしか 墙璃 子さん のこと です わ。 

が 村 墙璃モ .がどうし たの だ。 

巧 佐 子もう 年 おもやち りません か 0 
がが おじ やつたら ょから うとい ふの か。 
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投 を村津 


巧 佐 子ぇ。 

がが そ 〇 やなは もれの 親 代りの やうな もの だから、 何と 
かむ 酣を してやら わ ばなら ない の だが 0 
巧 佐 子 わぇ、 もな た. ちな たからを さんじ 言つて 戴けな 
いのでせ うか。 

津巧 何を。 

智化モ 墙靖 子さん を お 燃 じ 賞は ないかつ て。 

津が辻 じそんな ことおい へる か。 

智佐子 だつても なた' が 一番い、 のょ。 抑へ がを いて。 そ 
れ なら 辻さん 化 お 承知す る わ。 

誰が 馬鹿な ことを いへ。 

か 円 化 子 仰し やれない の。 

がが そんな 巧つ け おましい 事 かいへ るか。 

智佐 子ぢや 私から 申し ませう。 それならい \ てせ、 つ 0 
萍村 そ b やお まへ おち ふのを 止める 訣 にはい かんか。 
巧佐モ こんない、 ご緣 はな いんです もの 0 
巧 村 いや 待て、 それ もち 張 〇 いかん。 

巧 佐 子 おが 話 すんでも いけな いんです か。 

渾衬 いけない 〇 誤解され る 恐れ •か ある。 

I? 佐 子 そんな 事はありません b。 

がが いや、 辻を うちへ 化 入 させた のは 姪を 神し つけろ た 

めだと 思 はれて はむ ちしい。 


知り 佐 子 誰が をん な ことを 思 ふもんで すか 0 

ホ 村 いや、 いかん。 

巧 化 子で ももな たはい つか 仰し やつた ぢや ございません 
か。 溜 璃モを 誰かい、 人のと ころへ や b たいつ て。 

巧が そ 〇 やさう はいつ てゐ たお、 何も 辻のと ころへ やり 
たいとは いつて やしない。 

巧佐モ どうしても いけな いんです か。 

が 村 いかん。 

を 佐 子 あなたは ちちら を 葛へ た 〇、 こちらを 思つ たり、 
餘〇考 へ 過ぎる からい けません わ。 そんむ じ考 への 晤乾 
をな さると 步 けなくな つてし まひます わ 0 

巧 村 わ 前 こそ 厚着を して ゐるぢ やない か。 もつ とがいで 
輕く なつて はどう だ。 

智佐子 わたくし 厚着なん かして ゐ ません わ。 もな た 何を 
いつて いらつ しやる の。 ほんた うじ 墙璃 子さん かわ 巧 お 
さう です わ。 もんな じな 劍じ 思つて ゐる のじ。 

を 村 溜璃が 巧を きつ。 なは 璃璃モ ょりも お まへの 方か氣 
の 毒 だと 思つ てゐ る。 

巧 佐 子 もら。 どうして なが 氣の舊 なんです。 

をが 智 佐、 お まへ 誤魔化すな。 

巧 化 子 わた < し 誤 糖化し なんかし ません わ。 

がが お まへ 辻を 恐れて るぢ やない か。 


巧 かが m 
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料 化す そんな こと も 〇 ません わ。 おじ 釉璃 子さん を お 世 
話しょう として ゐろ化 だ や も 〇 ま せんん。 

がが いや 嘘 だ。 わ まへは 瑚璃子 じょつて 辻を 化おうと し 
て & るの だ。 わ まへは むの 眞が シ隱 さう として 色々 な こ 
とかして ゐる〇 その 化の ことは 軟 にだつ て かつて ゐる〇 
何 かお まへは 墙璃で や 做の 蔭 じ隱れ るの だ。 

(做け化に隱1スんた靑おもそつと留つ乂ゐたが- ム 
と 做と いム 訊，^ 聴い ス 燃いて な ひかけ の おおみ 瞪ず 0〕 
化が (做 も 化ス) 傲。 何を して ゐ たの だ。 

做 わ 父さん 〇ご 化なさい。 

化 村 (つか- ^ と 做め とこ スに 逝み〕 劫 様 まだ 隱 してる 
るの だむ 〇づ う-^ しいれ だ。 

(偏の 巧，^ がつ ス おじ 叩を つける 〇) 

(約 化 ホ U それ も扣 ると むまら なくなつ てが ぴ昔 にな 
さがず。 做 t そ U じ 就けれ たやう じ 乂戦じ 化さ 川ず 0〕 



が 二 な 

间 C 刈邮 W の 他の】 室。 かなり 防い U み 問。 卜： 手に 

が、 ぷ测 がわろ 〇 下ずに 押入。 また 室の 向う け 通りが 

けめ 換侧 。鞭 側の 端- UU 邮子 P が締 つて ゐろ〇 抓子戶 

がじぉが化元ろ。 ぉの化けぉ〇ホ 】 なょリ半=^化ゎと。 


午後 日 

がかけ 膨の寢 椅子に が 口つて 讚譜 し乂ゐ ろ。 何處と 
もな く ゲて才 9 ソ 0 音が 嚮 いてが ろ 0 巧の 違 柳の 超 
巧 計が § 'るく 四が もがつ。 萍 村け 書物 如が だ 霜 鈴 
お鳴らず。 をがない。 巧び 鳴らず 〇摘 答がない。 
巧が (じれつ たさう じ〕 おい、 誰も ゐ ない のか。 (また 
巧し く- 葡鈴も 鳴らす) 

(遠くで 「口 わい 〇」 といん な 事が して、 やが ス 女中が 
やつて 化ろ 0) 

女中 何 かご 用て ございま すか。 

かが 何 かご W ぢ やない。 今の 時が 打つた ぢ やない か。 藥 
を 持つて 來 ないか。 

か 中 はい 0 (去らう とずろ〕 

化村每 日の こと ぢや ないか。 その 位の ことか 氣 がつかん 
ぢや 的る 0 

女中 はい。 (恐ろ/ \ ホろ) 

(女中 間 t なく 粉 藥心拌 つて 來ろ 0〕 

がが (それ 也ぶ て) それ ぢ やない。 水 藥の巧 だ。 本當に 
しょう-がな いな。 妻は まだ 歸 つて 來 ない のか。 

女中 はい。 まだ わ歸 ，りでは ございません 0 
(た 中 巧び 退場。 水藥备 梓つて 化ろ 0) 

かが (藥 おむ〕 どうもい やな 藥 だ。 荷) 辻は 昨 口 
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授 敎村潍 


もみ 日も來 ない がどうした のかな 0 
女中 左樣 でございます 0 どうな すつ たので ございま ぞっ〇 
ホが (少し 默考 しス〕 さう だ。 大隅博 ± じ 來て貨 はう。 
その 方が い^。 (女中に〕 おい、 電報 用紙を 持つ て わ 
ぃで。 

(ホ 中 お 年 筆と 電報 用紙 も 持つ て來る 0〕 

を 村 (電報の 文案 もしながら) うるさい ヴァイオリン だ 
な 0 

女中 お 隣 b のお镶 樣が彈 いていら つし やる ので ございま 
す 0 

が 村 (無言の ま、 電報 も 認め 終り 女中に 渡ず〕 これを 直 
ぐ じ 巧して くれ 0 
女中 はい。 (去ろ) 

(津 がけ 巧び 讀書 もしょう としたが ゲァ ィォ 9 ンの音 
グ .レょ. ^ 喧しい ので 不慌 かさう じ 本 も 拾 る。 暫く 

して 女中が また 乂 つて ホろ 0〕 

津村何 だ。 妻が 歸 つて 來た のか。 

女中 い^え、 もの お客様で ございます。 

を 村 誰が 來 たの だ。 

女中 黒 川さん で いらつ しやい ます 0 

が 村 黒 川。 それなら こ、 へ 通しても い、。 (艇 椅子から 

下りて 座 じつく〕 


女中 はい 0 (去ろ) 

(間もなく 女中に 案內 され ス黑 川が 入つ てがる 〇 巧 
ゲ アィ ォリンの 音 も 止む。 次の 會 話の 間に 邪瞄 になら 
ないやう じ 女中が お菜 も涩ぷ 。い 

黒 川 どうも ご無沙 ホを いたして を 〇 ま チ〇何 やか や 取 込 
ん でを ゎました のでつ いお 見舞 じ も 巧ませんで。 ご病氣 
の 方は か 何で ございます 0 

がが 幸 ひじ チブスの 方は 直つ たが、 後 かどう もは つ さゎ 
しないで 闲 る。 

黑川 そわは いけませんな 0 

ホが いやな としては 全快した つもりで ゐ るの だ お、 辻は 
大事と b だもの だから ホ だ じ 六岡ヶ 敷い 事を いつて ゐる 
ので 弱つ てゐ る。 散 ホす らしち やい かんとい ふの だから 
な 0 

お 川 さう でございます か 0 (ぶ おな 杏 出しながら) 化 
生’ これは 失禮な もので ございま すが。 

誰 村 さう いふむ 邸は 無用 じして くれ 給へ 〇と さに おのと 
こ ろで はど う だ。 もう そ ろ^新婚 の 裝お 醒 め て子 供で 
も 化 來ろお だね。 

黒 川 さう だと 宜敷 いんです •が 〇 (うつむく〕 

ホが どうしたの だ。 夫婦 喧隆 はま だ ザ 過ぎる ぢ やない 
か 0 


按巧村 ホ 


お 3 


巧 川 (うつむ いわま、〕 先生、 なは 離婚し ようかと おつ 
てゐ ます。 

化 村 一槐 どうした のです 0 

巧 川な は n みの 化 巧し い 胸を どう 始末して い、 か 分らな 
< なつて しまつた ので、 光を じ 裁いて 戴を たいと 思つて 
上つ たので ございます 0 

化が 戳 くなんて ことは 素よ 〇 おじは 出來 ない お、 兎 じ 巧 
聴 さませう。 で、 離婚し ようとい ふの じは 何 か 細 巧じ缺 
點で もも るんで すか 0 

巧 川 い、 ぇ、 妻には 別 じ 何も 缺點 はも b ません。 
かがす ろと 氣 おな はない とで もい ふの かわ。 

巧 川 一口 じ 中せば さう です 。なじは どうしても 妻を 愛す 
る ことお W がない のです 0 

かが かの 結骄は 知られ 巧间 おが 急 じ 一巧の 間 じ 一し よじ 
- なろ の だから、 それが なぐに 離れる のはす 思議は ない。 
寧ろ 一し よじな つて ゐる 方か餘 おす 思議な 化 だ お、 しか 

L おの やうな 巧を のちる 巧が 氣 かなは む 化で 離 巧す るの 

はなじは 質ぶ 出が ません わ。 

巧 川 離 巧の 罪惡 でもろ ことは な も 十み 承知して を-^ ま 

ず。 しかし 愛さない ホを 愛して ゐる やうな 振 〇 をして 甚 

して 巧く のは それ If 上の 罪 惡と化 ひます。 なじは どうし 

て も 嘘 •かついて & ら わない のです 0 


がが 巧 じは ずるい 所 おもります わ。 

巧 川 (ど さつと ずる〕 

泮村 いや、 勿論 君に 他 じ 女が もつて、 そのため じ 細君を 
拾て ようと か、 つて ゐ るの だとは 思 ひません 0 
黒 川 そんむ ことは 絶 對じも b ません。 

津 がみれ はな も 信ずる お、 しかし 君 じは 細君と いふ もの 
は 離す ことお 旧來る もの だとい ふ考 が、 君の むの 何處か 
じ 潜んで ゐ るので す。 さ、 つで せう。 それで そんむ 氣 にな 
るので はない のです か。 離婚が 出來る もの だから 離綠し 
ようとい ふのは そり や 狡い 考で すよ。 

巧 川 (默 つてな もうな だれる〕 

がが 君 •これお 親子 だつたら どうです。 たと ひ 馬鹿な で 
でも、 不 みの子で も 終生 離緣 は化來 ません よ。 夫婦の 關 
巧は 親子の 關な だと かう 思つたら どうです。 

讯 i 川 (うるみ 避に て〕 はい。 

律が 巧 じは さう 思 ふことは 化來 ません か。 愛は 祭 力です 

ち • 

巧 川は い。 

化が さう 巧め なさい。 それは 巧し いこと じ 違 ひない 〇し 
かし その 巧し みに 打 勝つて 巧く ところ じ 無限の 光輝が も 
るので す。 

黒 川 (化 化の 後) 化生、 なは々 お 話の 親子と いふ ことじ 


が 4 


挺を が 建 


ついて 非常 じ考 へました。 

泮が考 へたとは。 

田； 一 川 人の 世で 親と なり子と なること はおみ むらむ 關 なで 
す。 それ だのに こんな 不和な 夫婦の 間 じ 子供が 出來 たら 
その子 供は どんな 子供で せう。 不具 や 巧能兒 はかう いふ 
間柄 じ出來 るので はないで 甘う か。 假〇 じさう でない と 
しても 巧 分の 魂を ちみ •か 愛さない もの じ 生ませる のは 畜 
生 道では ないで せう か。 

津が 細君を 貨 つてから そんな ことを いふのは 無 貴 巧 だ や 
ないです か。 

黒 川 さう 仰し やられる と 一言 もありません。 俳し なは 賣 
巧を 免 かわよう として 申して ゐ るので はち 〇 ません。 結 
搁の手 續を忽 せに した 不明の 罪は 離婚 者の 極印と ホ じを 
涯 みに 引う ける つも 〇 です。 併し 一な その 手 綾を 誤つた 
ものは、 たと ひ缺點 を肖覺 しても、 をの 誤 〇 を どこ 造 も 

績 けて 行かむ けむ ばなら ない もので せう か。 一度 一し よ 

になつ たな 上た とひ 本質的 じ 相 合は なくと も それは 離れ 

ては ならない もので せう か。 密 しもせ ず 愛され もしない 

もの か 一生 無意味 じつな おつて 行く とい ふことは 正しい 

ことなの でせ うか 日 

律が しかし 離 癖は 女を 一人 殺す ことて すよ。 

黒 川 さう です、 ですから なには か斷 がっかな いのです。 


むみの 眞 實じ從 はう とすれば 人の 巧げ にな ゎ、 人の 巧げ 
じなら ないやう じすれば 一生 嘘を ついて ゐ なければ なり 
ません。 

が 村 (がく 跌化备 絞く) 巧は 今自 みの 眞實 とい ひました 

nf  0 

黑川  はい 0 

がが どれが 円みの 爲實か 巧 じは それ おみ 〇 ます か。 

黑パ  さ、 さう^ されます と：： 

巧が 巧みの 眞實 がみる 人は 幸 ひです。 

稀。〕 

出 一 川 化生は 今な を 狡い ところの あるな だと 仰し やい まし 
たお、 なは をく 救は わない エゴィストです。 

が 村 私け 巧を 責めて ゐ るので はない のでず ょ。 おは 秘を 
貴め てゐ るので す。 私 じは 狡い ところ お澤 山に もる ので 
す。 それでつ いおじを あんな ことを いつて しまつた ので 
す 0 

巧 川 化生 じ 狡い ところが もる なんて とんでもない ことで 
す 〇秘は 化生の ことを 思 ふと 化しく つてた ま 〇 ません。 
が枯 そんな ことお あろ もんです か。 

お 川 (淚 がで〕 い、 え、 なには とても 化來 ません。 とて 
も 化生の やうな 巧大 なむ じは なわません 0 
が 村 何' がです。 


巧を 村 ホ 


3G5 


巧 川 (化を ながら〕 なじは む 分の 妻 さへ をせ ない のじ、 
化 化は、 化 化は 

化が いや、 その 話は 止めて くれ 紛へ 。そのことは 今 おひ 
山したくない。 

巧 川 とんだ 失禮を 中し ました 0 

前。) 

化が 與川 お、々 なは がの 離 おじ だ對 したお. 閔は私 も離骄 
する かもし れんの てす よ 0 
巧 川え つ、 化 化か。 奥さんを です か。 

化が さぅ です。 

巧 川 どぅして す。 化を も夕張 ^ 巧さん を わ 愛しに なれ 
ない のです か り- 
か村 いやな は 裴を潭 して ゐ ます。 

巧 川では 離婚なん かな さる ことは な いぢ やち 〇 ません 
か 0 

(做が 铁 侧知邮 けて 來 る。〕 

做 わ 父 さま 0 

化が 何てす。 おが 拔じ お辭 儀を しません か。 

做 (わが 化 古しないで"^ ピ/\ しながら) ちの 姉ち やん 

かがた よ。 

化が 稠璃 子が 巧た のか。 

做 も。 


がが お 巧さん も 一し よだら うな。 

做う、 ん 、姉 もやん】 人つ をり だよ。 僕 もつ ちへ 行つて 
遊ばう。 (また 郎 けがし \ ^れ く) 

(ホが のがに 不 化のを が 動く。) 

巧 川 化生'  なは わ 暇を いたします 0 
津村 さう か。 まだい、 だら う 0 

黑 川み 勝手の こと 許。 お話しいた しまして 失禮 いたし ま 
したり 

か 村 光 刻の ことは 君もう 一度 考へ なして 見て はどう か 

A。 

才 

黑川 はい D 

がが 君の む 持は よく みつて ゐ る。 み 〇 過ぎる 位 おじは を 
つて ゐる〇 しかし 東大の こと だから わ 0 
巧 川 はい。 いろ/ \ 巧 難う ございます。 では お陛 をお大 
事に。 

(誰かけ 女中を かんで， お 川，^ ま 關 までぶ をら だる 〇〕 
-巧璃 子が 乂つス 化る。) 

かが むまへ 一人で 來た のか。 

墙がモ い、 え、 俊 五が 父さんと 一し よに 來 たの 〇 叔父 さ 
んは後 か. し' ホいて おろ わ。 もたし だけ 停ず 場から 俺で 來 
たの 日 

巧 村な 佐とは 一し よだ やなかつた のか。 
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授を ホよ 巧 


巧 胡子 え。 

ホ 村 昨を 智 佐を 東 巧へ 歸 したの だかう ちへは 宿らな かつ 
たの か。 

墙瑚子 い、 え、 昨夜 遲く いらし つたわ。 

ホが それなら 何故】 しょ じ來 ない の だ。 

巧 巧 子で も 伯 持さん は、 ご用が おちり じな るん だつて 今 
朝早く わう もを お出 じな つたん てす もの。 もら 化诗 さん 
まだ こつ もへ 歸つ ていら つし やらない の。 可 怪し いわわ 
え。 どうしたんで せう 0 

ホが (不 かげに〕 おい、 墙璃 子、 がを とつて くれ。 
巧璃子 はい。 (押入から ホ團备 化し ス 敷く* 敷を ながら〕 
この頃 お體 はょ くないんで すか。 

津村 わ まへは いつか こもらへ 來 たつさ 〇 その後 一度 も來 
ない わ。 何故 見舞に 來な いの だ。 

巧 靖子 でも、 もたし 來 じく いんです もの。 

が 村 何が 來じ くいんだ。 來 にくい ことは な いぢ やない 

か。 もう 半月 も來 ない ぞ。 

巧巧モ だつて。 

泮巧 何が だって だ。 

瑶巧モ (ホ國 も わら かわ 敷 さおり、 を 荒 0 端 もい •ちり 乍ら 

悲し さう じを ろ〕 だつ て あたし、 辻さん じ 遇 ふの お：。 

が 村を じ 遇 ふの がどうし たの だ。 お まへは 平生 辻は 巧を 


な當 ではない か。 

(巧 巧 子し く {なを 化ず 〇〕 

がか 觀璃 子。 お まへ どうしたの だ。 急に なを 化した ^ な 
ん かして。 

萄詢モ (泣 さながら) だつても たし。 化 巧さん の やう じ 
綺麗 ぢ やな いんです もの。 

萍が 何を 下らね ことを いつて ゐ るんだ。 

萄巧子 伯父さん 。あたし 翰ら れ たんです。 

巧が 斷られ たとは。 

巧が 子 ホさん じ 斷られ たんです。 (わ もつ i 泣を 化す〕 
をが 斷ら わた。 何を 斷られ たんだ。 

巧璃子 (わ》 泣いて ゐ る〕 

渾が 泣いて ゐ たのでは 分らな いぢ やない か。 (思 ひ 出し 
たやう じ〕 それは お まへの 結婚の 話 
巧靖子 (なさ 乍ら〕 え ム〇 

巧 村では ホ おわ まへ じはつ さ b 斷 b をい つたの か。 
瑶辆子 い、 え、 あたしな さんと そんな 話 一度 だつ てした 
ことは あ 〇 ません わ 0 

渾 がそれ では どうして それを 知つ たの だ。 

巧 鞠 子 化 父さん、 巧して 下さい。 な 憩い ことを してし ま 
つたので す。 

が村惡 いこと。 


巧を キ むで 
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俊 ホ 伎 
五村. 五 


(瑶璃 子 快で 眼 わさへ ながら 泣々 おて 行く  〇) 

辻 おはもう 來てゐ ます か。 

い、 や 0 

昨日 來 なかつ たから 今日は 早く 來 ると いつて ゐ たん 


たか。 

(巧 硝子 泣 いわま、 俯が してを へない 0〕 

萍巧 (が 烈しく) 何 かかの ことを 話して ゐ なかつ たかと 
いふの だ。 

(突が お 口に 俊 五の 瑶が聞 女る 0〕 

俊 五 おい 徹 。そこの 楠 木を 引つ こ拔 いちやい かんよ。 ど 
う もい たづら 巧 まだな。 (廊下に 現 はれる〕 兄さん、 ど 
うです、 今日は。 (ふと 瑞鸡 子み 巧 ス) おい マシ マロ ー 
どうしたんだ 。化 父さんの 巧 もとなん かで 泣いて ゐて〇 
そんなに 泣く と マシ マロ ー かとろ けて しま ふぜ〇 
巧 巧 子 (無言の ま、 泣いて ゐ ろ) 

を 五 とろけた 日 じは お まへ 食 ひ 手 おなくなる からな。 
墙巧子 (泣を ながら) なくなつ たつて よくつ てよ。 どう 
せ 励ら れた 女なん です もの。 

俊 五 何を くだらん ことを いつて ゐ るの だ〇 それよ b も 庭 
へ 行つ て徹を 見て やれ。 惡る さを して 爲方 かちり やしな 
い。 (瑶靖 子な 事，^ だす) おい、 行かない かってい ふ 
のじ 0 


巧 巧 子 もたし 盗ん 贈 さを したので す。 辻さん と 化 母さん 
との 話を 盗ん 腮 さしてし まつた のです。 

ホが 何故 そんな 不德 寒な ことを す ろんだ。 

巧 巧子濟 みません。 なか 惡 いのです (なを 乍ら) わ 座 
數じわ 茶を 持つて行かう とすると、 わ 二人 お 泣を 乍ら 何 
かわ 話を してい rj つし やる のでず。 

ホが なじ、 なさ 乍ら。 

巧巧モ その 話と いふのは なの 事なん です。 なは 直ぐ じ 立 
たうと 巧つ たのです •か、 何だか 自分の みの 上の 話 だと 思 
ふと 恐い やうな 氣 がしな から もつ い 聞いて 見た くづ て、 
閒く ともなし じみんな 聽 いてし まつた のです。 

ホ 村 (獨 貢の やうに) もの 時 話すな といつた のじ、 たう 
と，- 話して しまつた の だな。 (瑶巧 子に) それで 辻 か 
斷 つたの か。 

巧が 子 ぇ。 

がが それは いつ 巧の 話 だ。 

巧 硝子の むさんが この 前 おを へ お歸〇 じな つた 時です。 

ホが そわむ らもう 十日 も 前の こと だ 〇智化 はたごの 一度 

も そんな 話は しやし ない。 

巧 巧 子 い、 ぇ、 化 巧さん お惑いんだ やもりません。 ちた 

しお 惩 いんです 0 もたし お进か 盛 いんです もの。 (泣く) 

ホが そのと さま だ 何 か 外の ことを 話し合つ ては ゐ なかつ 
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授 をが 潍 


です’ がな。 巧 おしいな。 

ホが (は 肉に) 他 じ 約 巧で ももる の だら う C 
なお そんな 篱 もない とお ひます お。 

がか (暫くし v^〕 辻ん 璋 へる と氣の 毒な 興 だ わ。 

俊 五 何 だつて 思 出した やうに そんな ことを いふので す。 
津村 辻は 智 佐の ことを 本當じ 請め ては ゐや しないよ。 

つ} 俊 五 も见 ろ〕  ' 

俊 五 璃璃子 お 何 か 下らん ことを 言つて いつたん ぢ やない 
ん です か。 

津が 私は 墙璃 子の 言葉を とり 上げる 程 さもしい 人間では 
なぃ。 

俊 五 さう です とも。 從 つて 辻 おか 嫂さん じ對 して どう 思 
つて ゐ るかな ダとは お信じ じなら ない 皆です。 

がが 不幸 じして それは さう 思 ふことは 化來 ない。 なは あ 
る 確かな ものを 捏 つて ゐ るの だ。 

俊 五 何を です か。 

津村今 こ、 に それを いふ 必要は ぶい。 それよ 〇 も.：. 

を 五 それよりも、 W 來ホ おじ 化 1^0 を 斷が斷 らうと 仰し 

やる のでせ う 0 

ホが いや、 なじは そんな ことは 出がない。 

惜五 ぢや 、どうす るので す。 

ホ 村 私は 離婚し ようかと 思って ゐ る。 


俊 五 何で すつて。 

が 村眞曾 じ相楚 して ゐろ 二人が 永久 じ一緖 になわな いの 
は不 を理ぢ やない か。 

偉 五 しかし 0 

泮が 二人 じは 何の 罪 もない。 何處 にも 缺點 かない。 それ 
だの じ 一生 離れて ゐ なくつ ては ならない とい ふのは、 一 
生 苦しまな くつて はならない とい ふのは 餘 〇じ殘 酷な こ 
とだ やない か。 辻が 溜璃 子を 勘つ たとい ふのは 無理の な 
いこと だ。 彼は 帷の 結婚な ダは 山來 。いの だ。 それ 程 一 
筋に 智 化の ことを 思つて ゐ るの だ。 それ だの じ その 眞攀 
なむ お 一つの 邪魔物の 探め じ 通じない とい ふのは 不都合 
ではない か。 

俊 五 あなたの 說は そつく 〇 トルストィの 「化ける 瞬」 り 
思想です わ。 

ホ 村 さぅ だ。 なは 先頃 あの：' 臓 曲を 讀んで 非常に 動かされ 
たの だ 0 動かされ たとい ふょ ぃは 私は むから 泣いた の だ。 

俊 五 お氣 のせ ゐぢ やないで すか。 

ホが 何のせ ゐ でもつ たつて い、。 私 か 感動した ことは 巧 
贊 だ。 で、 も わは 露 西 巧の こと だ J がら 離婚は 絕對じ 許さ 
れてゐ ない 探め じ、 ま 人 公は 生ける屍と なつて みを 隱 
し、 円 分の 妻と そのが 璧 のぶ 人と を一緖 にさせて ゐろ 
か、 しかし 日本では 幸に 離 おが 許可され てゐ ろから なは 


巧 かがが 
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それを 化 巧し ようと 思 ふの だ。 

巧肚 けれど 兄さん 0 

化が この 巧は 門 分 おもの 化を 讚んだ とみな C にも 斷 巧す 
ベ さで もつ た〇し かし 一巧の ホ 練が；：： 分を 今日まで 禱蹲 
させて わいた の だ。 け わ ど 一口を わ ば 送る 程 二人を 巧し 
める ばか。 でな く、 n みのす 德を續 けて ゐ ると 问じ だか 
•L, もう 約踩 しては る. レ， わない の だ 0 
巧： 九 し 如し 兄さん、 化ける 鹿」 つても のは トルストィの 
ぉ伽惭 です よ。 

化 村 わ伽嚇 だとは。 

倍 五 ものな 和の 人間け 飯を をつて ゐな いとい ふので す 0 
化が 人閒は 飯を 巧つて 牛 V、 て& ろん ぢ やない。 もつと 大 
がな もの じよつて 化さて ゐ るんだ 0 
巧 五 何に よつて 化さて ゐる じしても、 それ か 巧爲じ 高ま 
らむ Zf 上 シャボン玉と 同じ ことです 0 
ホ 巧では 口 化 だけ だとい ふの か 0 さう でない ためじ 円み 

は々. 嫌 おしようと いつて ゐ るので はない か。 

偉 五 けむ ど 兄さん お 離婚した からつて 二人は 一緒になる 

とは 貼 〇 ません よ 0 

かお いや、 二人は おのげ なを 無 じして は くれれ 窜だ〇 そ 

んな说 がは いらむ が だ C 巧 一 わ まへ じは もの 氣の 毒な 入 

お見えない のか。 


偉 五 そり やな じ もな えて ゐ ます 0 

がが それなら 溺れて ゐる ものは 救 ふの お 道では ないか。 

僧 五 もな たは 溺れて ゐる とい はれます お、 水 じつ かつて 
ゐる ら といつ て 必ずしも 溺れて ゐ るとは いはれ ませ 
ん 。化いで ゐ るの かもしれ ません よ 0 

巧 村み いで ゐろ のなら あんな じを しんでは ゐ やしない。 

巧 立 では 溺れても ると 假 おして、 一人 か 溺れて るるん ら 
といつ て、 もう 一人 お额れ なければ ならん 義理は む いぢ 
やもりません か 日 

ホ 村 度すべからざる エゴィスト だ。 お まへは 溺れて ゐる 
のを 見過して 巧 和う とい ふの か。 

俊 五 兄さん、 溺れて ゐ るのは 寧ろ もな たです よ。 

(灿け 佐 子い そ---^ と 這 入つ ス來ろ 〇〕 

約 化 子た ピ 々0 どうも 遲 くむ 〇 まして。 

(津 がけ 巧 佐 子 じな 菩 もしないで、 無言の ま、 か闽在 
被つ ス疫ス しま ム〇一 

俊 五 嫂さん、 もとの 雁 お 化 じな つてし まひました わ。 

かり 化 子 (がが のが 圃の 掘，^ なしながら〕 え、 こわで も 一 
牛； 懸命に 早く 歸 つて 來 たのよ。 久しぶ- で 東京へ 歸 ると 
いろんむ 用が も るんで f もの 〇あ なた をく は あ b ません 
か。 もう 一枚 布國： V かけ ませう か。 

かが (なおみしない；^ 
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(女中を 滕も 梓つて 來 ろ。) 

女中 (先づ 俊 五に 向 ひ) もの おが ひの 巧が お見えにな 〇 
ました 0 

俊 五 うん、 木 村から 來 たんだら う。 どうれ。 (立 上つて 
巧て がく〕 

女中 奥様、 もの 先生の わ 食事が。 

巧 佐 子 も、 さう。 そこ じ 置いて いつて 巧 戴。 

(か 中を 膳 屯 留いス 巧く。〕 

巧 巧 子 あなた 巧 上 〇 ません か。 お 食事が 出來 ました わ。 
ホが (寢 たま、〕 また ス ー プと粥 だら う。 そんな ものは 
いらん 0 

智佐子 R 口上 〇 ません の。 

津村 おい、 ゥ ィス キィを 少し 持つて 來 い。 

巧 化 子 まも そんな 刺戟の 强 いものを 上つた..： 大變ぢ やち 
b ません か 0 
部が もう 大丈夫 だ。 

智佐子 い、 え、 いけません。 もな た ご 巧氣を どうなさい 

ますの。 

ず 村病氣 はもう 直つた。 

か 口 化 子 そんな ことは もりません わ 0 

萍村 (急に 起 上り〕 では お まへは いつを も病氣 じして わ 

をたい のかり 


智佐子 そんな みらない ことを 仰し やつち や团〇 ます わ。 

がが お まへは なにものを 食べさ せんの だな。 

かり 佐 子 どぅしてもな たそんな ことを 仰し や るんで す。 だ 
か ら ス ープ とわ粥を召上れ つ て申し てゐるだ やあ〇ま せ 
ん かり 

がが そんな 薛 みたい な 物 何 じなる。 い、 から ウイ スキ イ 
を 持つて 來 い。 ウイ ス キイを。 

巧 佐 子 いけません。 何と 仰し やつても 上げられません 
わ。 もな たは 今 お 大事のと ころなん では も 〇 ません か。 
刺戟性の ものを 上げて はならない つて あたし ホさん から 
嚴 しく 中され て & るん てす もの。 

萍 がを' が 何 だ。 助手 ぢや ないか。 敎 帥は かずの かみこ 從 
はなければ ならない のか。 

符佐子 だつて ご 病氣の 時は 醫 をのい ふ 通りに しむけむ 
だ 0 

ホが 、らん。 それなら もぅい xo 鹽を 持つ て來 い。 

巧 化 子食鹽 です か。 

津 が 何故 そんな 妙な 顔を する の だ。 貪 巧 でん 掛けなん つ 
たらこん な 粥は をへ んぢ やない か。 

巧 佐 子 だつてち なた。 

萍が を鹽 もを つも やい かんとい ふの か。 

か 3 化 子 だつて 止めら わて rQ るんで すち の 0 


おお 丰 .饼 
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かが 人閒じ 一巧 大 がむ 鹽 さへ なつ もや むらない のか。 こ 
んむ風 じして & た. 健康のを だつて 大抵 病氣 じな つてし 
まふ 0 

巧 化で そんな 風に 仰し やられて はな 凹つ てし まひます 
わ。 もな たなつ て & らつ しやる の わ 0 

前。) 

ルが 巧 化。 化は 欄璃 子を 軌つ たさう だな。 

巧 仏 子 (力なく) ぇ。 

化 村を わを 何 か 今 曰まで 隱し ておいた の だ。 

巧 化で 別じ隱 して おいた 譯で はも b ません わ。 もな たは 
辻さん じ 牺璃モ さんの ことを 話して はな. ない と 仰し や 
いました か. b 、 中 上げる とがつ て惡 いとお ひまして。 
がが 話すな とはいつ た。 しかし 話した な 上 その 返事を 默 
つて ゐ ろとは いはな かつた 〇 何故 今日まで いはな かつた 
の だ。 

巧化モ ごむ 酣 掛けろ と 惡 いと 恩つた ものです から。 

ホ 村 どうしてな •がむ 酣す るの だ。 本當の 巧を さいて む甄 

する 笛 •かな いぢ やない か。 

巧 化 子 それは さう です けれど 0 

かが そわと も その 間 じは 話し じくい 事情ても あるの か。 

れ化子 そんな こと はんいません わ。 

化 村 (巧 かが 化 子の 手 とり〕 おい。 本當 のこと をを つ 


て くれ。 なは お まへの 惡 いやう じは しやし ない 0 

(と、 做が なさながら 邸け 込んで 來 る。 績 いて 巧瑚子 
が ホろ。 津 がけを にかり 化 子の 手み 離しう しる 向を じな 
つて 寢 てし まふ。〕 

输 いらない/ \ 。畜生。 

(下 おそ こへ 做と け 巧對の ホから 俊 五が 歸 つて 來る 0〕 
俊 五 どうしたんだ、 また やん もやを いつて ゐ るな 0 
靖靖子 もたし もう 徹さん 赋やだ わ。々. ない ことばつ か 
しいつ てゐ るんで す もの 0 

巧 化 子 (徹 に} そんな こと 仰し やつち やい けません よ、 
徹さん。 さ、 こちらへ いらつ しやい 〇お好 様が ゐ ない 閒 
よく お留ザ 居を して ゐ ました からこ 褒美を 上げ ませう。 
はる や、 その 包みを 持つて おいで。 

(女中 奧で おお もす ろ。 やがて 包みみ 持つて 來る 〇〕 

巧 佐 子 徹さん、 お 時 稼が 何を 貫つて 來 たか 當て v、」 魔な 
さい。 飛行機で せう か。 軍濫 でせ うか。 

(做け を 通の 子供の やうに 打 解けないで 默 つて ゐ る。) 
か 中 さも お 巧ち やま。 當て V こ 皆なさい まし、 お 巧 掠の 
お 十一 塵は 何でせ うわ。 獨樂 でせ うか。 

巧 佐 子 い、 ぇ、 違 ひます よ。 

を 五 それ ぢや大 さな 太鼓 かな。 

智化子 い、 ぇ、 違 ひます よ。 
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女中 それでは 何でせ ぅわ。 お 巧 もや まなら 临度當 ります 
よ。 さ、 仰し やつて ご鹽 なさい。 

(徹 け智化 子の ホへ 顏备 なけて をへ ない。) 

俊 五 それ ぢやサ I ベル かな。 

智 化子サ ー ベルは 巧 やは 大 さいのを 持つて ゐま すわ。 

か 中 では 武お 人形。 

俊 五 ワン/ \0 
女中 お 馬。 

智佐子 (包みから な 具 知 化 L〕 お 馬よ ぃも もつと 早い 電 
苹よ〇 

巧璃子 まもい、 電巧だ こと。 徹さん、 早く お巧樣 のと こ 
ろへ 行つて 貨 つてい らつしゃい。 (と 做， K な 化 子の ホへ 
种 しやら うとず る 一 
智佐子 さ、 こつ もへ いらつ し 中い。 

(しかし 徹け辟 込して 智化 子の ホへ 巧 かぅ としない 0〕 

約 化 子 電ずだ やわい やなんで すか。 

(傲け 無言の ま、 頭 如 ふろ 〇) 

智佐モ お賊 てな かつたら、 さ、 これを もつ て お遊びな さ 

い 0 「チン'^、 化ます よ 0」 ほぅら、 こんなに よく 走る で 

せう。 (と 墙を夺 動かして をぜ ろ〕 

(徹 U 帝 革の 走る の も 見て 化し さうな が附 杏して ゐな 
がら、 智化 子の そに に 巧つ てな 具み 货 そうとしない。〕 


俊 五 徹’お まへは 何故 さう 偏が なんだ。 どうして 「お 巧 
さま 頂戴。」 とい ふこと がわ まへ にはい へない の だい。 

か 3 化 子 (霜ず も 取上げ 做のと こスに 逆み) さ。 上げます 
から、 今度は 徹さん •が 動かして ご隱 なさい。 

女中 せつかく お 母樣が 貫つて 來て下 すつた のじ、 お 巧 も 
やま お 賞 ひじなら ない のです か 0 

巧璃子 駄目よ 徹さん は。 ひわ くれやさん なんだか .bo 

巧 佐 子 い、 え、 さ うぢ や も b ません わ。 まだな のを おを 
らな いんです わ。 

巧韵子 そんな こと もりません わ。 

巧 化子密 さう--^ と 巧め ては ゐ ろんで すけれ どな 張り ま 
だ既 日なん です わ わ。 

俊 五 嫂さん 〇そ わは よくないで すわ。 

巧 硝子 どうして 伯が さん お惡 いんです。 化が さんは もん 
なじ 一生懸命 じ密 さう として ゐ るんで はも ^ ません か。 
それ だの じ 傲さん は..： 

俊 五 いや、 その 「愛さう」 およくな いの だ。 

巧 巧 子 ぢ や可哀 •かつち やい けな いんです か。 

倍 五 まち さう だむ。 

巧 佐 子 などう したら い、 のでせ う 0 

俊 五 つまぃ 愛さう としない やう じ なれば いム のです。 勿 
論 そむは をさない とい ふこと ぢ やない。 ありつた けの 扣 


巧む 村 か 
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をな て 愛する ことでは もろ •か、 愛さう とすると か、 潭さ 
わ ばなら むと かいふの とはを が 違ん のです。 

巧孽 その ぉ 詰を もつ と 私 じして 戴けない でせ うち 
俊 五 さう いはれ ると 話し じく、 なろ か、 私の いふ 意 巧は 
かうな のです。々 もな たは 愛さう と 巧め てゐ ると いはれ 
ました か、 それでは あなたは 愛を 借を の やうに 弯 へて ゐ 
るので す。 裸 一巧で 生れて 來た 人脚 か元來 そんな 借金を 
巧な ひ 泣 まさ ゎて ろ强 えがな いぢ やありません か。 

巧 化 子で もな じは 化か も b ます。 

化 置 あなたと しては 義理の ほと して 徹を 愛さなければ な 
らな いとい ふので すか。 わたしから いはせ ると それ •かを 
も そん 閒 違つ てゐ ると 思 ひます。 それ だか. b 傲は どうし 
て もな づんで 行かない のです。 嫂さん、 實 際の 巧 子を ご 
稍なさい。 巧 親は 盤 さわ ばなら なくて 子を 愛し やしませ 
んよ〇 を さう とおつ て 愛し やしま せんよ 0 わ ばなら ぬ も、 
おも ふ も、 つとめろ も 何にもな いのです 〇塑は 是非とも 

こ、 まで 巧かなければ 駄 〇 だとな ひます 0 

巧 化 子 (豐 口) 

化 五 を さう と 化 ふのは 化 人のを です。 愛さう とも 何とも 

化は 2 をに わ 這 入ん なさい。 さうな ろと この 愛は 打つ こ 

とも W 來 ミす。 獄る こと も化來 ます。 ところ かもな たじ 

はがを むつこと が 川 來ま丫 か 〇 W かないで せう。 城る こ 


とか 川來 ます か。 化來 ないで せう。 それ おもう 他人の 子 
だとい ふ考が もろん ら です。 嫂さん、 本當の 愛は がつ こ 
とも 出來 るん てす ょり 

巧 佐 子 有難う ございましち 今 思 ふとな の 愛は せいぐ 
乳 巧 か 子守の 愛でした。 

(化 巧 話の 間、 做け 物欲し ミうな 阪 つを 屯し \ 、電巧 を 
眺めて ゐ たが、 巧 佐 子の 方 f;- 昭 々盜み 巧ながら、 少 
しづつ 電 巧み 巧つ いス 化たり 動かし \ 、見たり や りおめ 
る。 それが 漸次 おつ ぴらに 弄ぶ やうに なろ 0〕 

巧训モ (ふと それみ 見 V、〕 徹さん、 もんな じ 依 巧 地 じし 
てゐ 乍ら たう 卜う電 巧を 賞つ てし まつた の わ。 

(做け 倚 念な く 電巧备 動かして ゐ たが 忿に手 也 放し^ 
しま^ 

俊 五徹’ 何故 電毕を 止めて しま ふんだ。 欲しくな いの 
か。 そんむ ことは ないだら う。 欲しい のなら 欲しい と 言 
はない か。 子供は 正直に しなければ いけない 。そんな 手 
を 引 込めて しま ふなが 何處 にもる。 さ、 な 父さん お 賞つ 
て もげろ からこつ もへ おいで。 (做の お岛屯 使つ ス) 
「お母様、 どうか 化需 巧を 僕に 下さいな 0 し 

科 化 子 え、 上げます とも。 上げます とも 〇 ( と電を 心と 
つて 做に 波ず〕 

俊 五 さ、 お母樣 から 頂戴した ょ。 今度は これは お まへの 
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もの だ。 だから 此電 革を もつて 面白く 遊 ぶんだ。 い^か 
い。 「ち 巧 田 町。 本 鄕本所 九 段 兩國靑 山 新 宿ち 面 巧は 乘 
換 。这 みを ひます から 懐中物 ご用む。 え、 化ます。 チン 
チン OJ  ( と 傲の 手に-をろ 電巧 杏徹 と】 おじ 動かず〕 を 
うれ、 ちんな じよく 走つて 行く 〇や も。 もす こで 停電し 
ちまつ た。 さ、 徹 、々度は お まへ ひと b で やつて ご覽。 
(徹 け電 革み 梓つて 遊ぶ。) 

巧 佐 子 まもよ かつた こと。 かう やつて 遊んで くれる とな 
どんな じ 嬉しい かしれ ません わ。 

女中 もの 奧踪 、晩の お ま 度は どういた しませう 0 
.初 化 子 さう わ 0 . 

俊 五 一つず 錦 かなん かを はして くれません か。 

智佐子 もな たの ご 註文は いつも 銷 ばかり わ 0 
瑶碑 子え、 さうよ。 銷は 叔父さんの ご 親 額なん です もの。 
俊 五 どうして 0 

智佐モ が 父さんは 頭 ばつかり 大 さくて 手 おな いぢ や あゎ 

ません か。 

俊 五 (兩手 も 前に 出し〕 俺には もやん と 手は もる よ 0 

瑶璃子 その 手は もつ たつて、 ちつ ともお 爲 事を なさらな 

いぢ やち ゎません か。 いやに 頭. ばつかり 養 達して しまつ 

て 0 

俊 五 何 だ。 それで 銷 か。 


巧瑚子 わ、 い^ 氣持だ こと。 ち ^ 淸 々した。 

倍 五 これが マシ マロ ー の 敵 打 かい。 

巧 巧 子 (巧 吏に 巧知 眺めて〕 が 父さん。 を 模樣お 何だか 
惡く なつて 來 たの わ。 

かり 化 子 未 當じ空 お 暗 < なつて 來 たこと。 雨が 降らない 內 
じ 早く ご 註文の 品を こしら へませ、 つ 0 
現 硝子 もたし も お 手 傅す る わ。 

(徹け 廊下み 常 車 神 乍ら 舆へ這 入る 〇知 3 化 子， む巧靖 
子 や 女中と 一が じ績 いて 這 入る 0〕 

(津 村け！ 同に 背中,^ 向けて ゐ たが、 化 時を じ 向な つ 
て 俊 五に 話しかける 0〕 

津村俊 五。 

俊 五 何です。 

萍村今 わ まへは 愛さう と 巧め るのは 惡 いとい つたわ。 

な 五え。 

泮が もれは 間違つて ゐ やしない か 0 
俊 五 どうして す 0 
津村 (を 上る〕 

俊 五 寢 ながら 話したら どうです。 さう お起ク じな らん 方 

おい \ て せう。 

を 村 いや 大丈夫 だ。 成程 お まへ かいふ 通 〇 母 •か 子を 愛す 
る じは 巧 力は いらない 0 それ じは 本能のを が もろから だ。 
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けれども 繼 巧が 繼 子を 愛する 場合 じは さう はいかない。 
兩 おの 閒 じは 本能のを がない の だから 繼 巧は 巧め て繼子 
を楚 する やう じしなければ 二人の 閒は 永ん に 調和の とれ 
る 時は な いぢ やない か。 

俊 五 それで。 

かがな の 親子の 間では 瘦は 本能ん ら來 るから 誰に ん出來 
を 化し 繼扮 か懸 モを密 すると か、 他人 か 他人を 愛する 場 
なじは、 それが をく 缺 けて ゐ るの だから 誰に も 化 化る と 
いふ 訣じ はいかない。 その 誰 じ も 化來ね 事を 巧 力に ょつ 
て やつて 巧く ところ じ 無限の 傾 値が もる のでは ないか。 
(晒 暇 もみず 巧め じ 巧ん ど お 駐識に 手 も 延\^ して ス ー 
プ 化む 〇〕 

伶 お それは か 何にも 兄さんの 仰し やる 通 〇 です 。俳し 己 
をを しくして 化に 努める とい ふので はなしに、 それは 自 
己を ホ-巧 完 はする ことで なければ ならむ いと 思 ひます。 
かが お まへは なぐ 利己的な 言動を 發 する わ。 

俊 五 い 主え、 兄さん お餘 りじ 利 化が なのです。 愛と いふ 

ものは おは さう いふ もの だとは 思 ひません 。一鶴 兄さん 

の やうに 巧して ゐた じ， 苦しく はないで すか。 

かがを しい。 

化 お もつ と樂 じな しちや どうです。 

かが ぢ やどう すわ ばい、 の だ 0 


检五 どう すれば つて、 さう です わ。 愛は 兄さんの 考 へて 
ゐる やう じ 苦しい もの ぢや ないだら うと 口 心 ふので す〇巧 
らく 苦しい もので あつたら 愛では も ゎますまい。 

巧 村 もつと 詳し <聽 かう 0 

偉 五 なのい ふ 愛と いふのは 巧ら 擅て 化 じ 施しす るので は 
なくつ て、 自ら 肥え、 それ おおの づ から 他を 暇す ものを 
いふので す。 T 度 後光の やうな もので、 その 人の 力から 
迸 〇 出た ものを 愛と いふので す。 

巧が では わ まへの やる ことは 消極的 だな。 

俊 五 い ^ え、 非常 じ橫極 的です、 愛が 大 をくなる ためじ 
は 肖み. が 十み 肥えなければ な b ません。 自み お肥える た 
めじは ぶ 盘の釋 養を とらなければ なりません。 

がが では 夕張〇 を 力を する のでは ないか。 (ス ー プ も- 
口 飲む〕 

俭五 え、 それは 無論し なければ なゎません。 た ご 異なる 
ところは もな たは それを 他 じ 努めます が、 なは 自己に 巧 
める のです 0 

誰 村 そんな 言葉尻の 爭ひ などは どうで もい ムの だ。 

俊 五 さう です。 その 通。 です。 堅す る じ 生を る こと •が 愛 
であ， リ 、愛で もる ことが 生を る ことで ちれば い >1 のです 0 
つま 〇 化 人 か 苦 じな' 卜 ないやう じなら なければ 駄目 だと 
いふので す 0 
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巧が それ ぢ やお まへは 肖 分を 拚 て、 他を 救 ふとい ふこと 
を しないの か。 

傑 五 兄さん、 もな たは ひどく 利他 ま義 じか ぶれて ゐ ます 
お、 それを 抑し つめて 行く と 今 手 じ 持つて ゐるス ー プな 
どは 飮め なくな 〇 ますよ。 

かが どうして 0 

俊 五 ス ー プつて ものは 何 ぢやも 〇 ません か、 生 さてる 雞 
を 裂いて その 肉 や 骨を ぐつ-'-^ 煮出した もので せう。 
さう すると 肖 分を 拾て、 他人の ためじ 盡す とい ふま 養の 
人 じは ちよつ とそん な 事は 出來 むい 訣で すわ。 

がが なに。 (ス ー プも 持つ 乎が 白ら 颤 へろ) 

倍 五 兄さん、 生を るつ てことは 一體殘 酷な £ なんです よ 0 
律が 貴 樣は问 分 さへ よければ 他人は どうな つても かまは 
ない のか。 世の中は 自 みだけ でを をて ゆける と 思 ふの か。 
馬鹿。 (やにけ に スープ の 人物 も 俊 五に 擲 さつけ ろ〕 

俊 五 何を なさる のです。 

ホが 俊 五、 ん うして 他が 白 己じ關 係して 來た時 お まへは 

ぢつ として ゐられ るか。 

俊 五 化さん。 

萍村 他人との 交渉 お 起つた 場合 わ まへは 一瞪 どうす るの 

だ。 それ じ敵對 する のか、 愛する のか。 

俊 五 兄さん。 


誰が 何 だ。 

偉 五 あなたは 頭が 亂れ てゐ ます。 

が 村 (が 梅し ス〕 うん、 亂 れてゐ る。 亂れ ざるを 裕 ない 
ぢ やない か。 

俊 五 もつ とがち ついたら いんで せう。 

巧が 落ちつけ。 うん •落ちつを たい。 併し おじは 落 もつ 
けない の だ。 さつさ 黑 川' が 来て むみの 眞 實じ從 はう とす 
れば 人の 巧げ じな 〇、 人の かげ じなら ないやう に すれば 
一生 嘘を ついて ゐ なけむ ばなら ない といつ たお、 もれは 
黒 川 一人の 問題む やない。 實は 私の 問 趣な の だ。 黑 川は 
そわを 戴いて くれと 迫つ たか、 黑 川を 裁く どころ かなは 
.りなを 裁いて 貫は わ ばなら ない の だ。 

を 五 1 酸 ドう したと いふので す。 

が 村 賢聖は 何を やつても 人の 巧げ じなら ない のじ、 私の 
やる ことは 何故 人の 巧げ じなる の だ。 何故 虛僞 になる の 
だ。 なは 神を ホめ てゐ る。 私は 神阴に 達しょう として & 
る。 そわ だの じ 何故 盛 魔と 描 手し なければ ならない の 
か。 何故： 大道 お許されない のか。 みらない。 みらない。 
(と 化の 上に 巧え 伏ず) 

俊 五 (驚い 又が がに 近 奇リ) 兄さん。 

がが C； 豐 日) 

を 五 兄さん 。しつ かりなさい。 


巧れ がか 
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がが なじは 何が何だか 分らむ くな つてし まつた。 (をに 
みん 化し ホの 前に ぴたりと 手 もつ いて〕 俊 五、 救つて 
くれ。 この 巧し い 胸から 救つ て くれ 0 
佗 お 兄さん 〇 そんな ことを なすつ ち や。 

かが さつ さは 亂游な ことを して 濟 まなかつ た。 あれは 深 
く 謝罪る。 化し どうかを へて くれ。 なは 今 どう すれば い 
いの だ〇 どうす わば あは わるの だ。 

化 五 そんな じ 興がし もや、 兄さん。 

かがを へて くわ。 敎 へて くゎ。 どう すれば い、 の だ。 ど 
うすれば おはれる の だ。 どう すれば おはれる の だ 0 

—— 幕- — 

な 一二 お 
巧 一 撰 

巧】 なと 岡 じ場而 。廻 リ换の 一部 じけ 雨戶が 削つて ゐ 
ろ 0 

が 二な と间じ U のな。 外け 雨が 降つ スゐ ろ。 俊 五と な 

と對 化して ゐる〇 

巧 五 いや 巧 •が 憩 かつたん だ。 つまらん 誘 論なん かした も 

ム だからす つ^り 激 さしてし すつ たのです 0 

な そわで。 

伶 お 兄は々 いふ やう じいよ--- 與 巧す ろし' 巧は るない 


し 削つ てし まつて わ。 わ ど'-^ して ゐる ところへ、 突が 
大隅帖 十： が やつて 來て くれたの です。  . 

な 大隅帖 ± が おぇた のです か。 

傍 五 後で 聽 くと 兄は 博 出のと ころに 電報を むつて おいた 
の ださう だ。 祕± はこ もら じ 用事 ももつ たと かで、 電報 
を うけとる や 巧 やなぐ じ おて くれたの です。 

な さう です か。 それは ようご ざいました 。さう いふ 際 じ 
は 是非 僕が 居な け わ ばな 〇 ません のに 申 訣がも 〇 ませ 
ん 。止む を おない 則 事で 昨日 も 來られ ず。 今日 もこん な 
じ遲 くな つてし まつて..：  . 

(約 化 子が な 入つて 化ろ。) 

俊 五 (智佐 子 知な ス〕 どうしました。 兄は 寢 ました か。 

种化子 ぇ、 今やう やくう と/ \ と 眠 〇 かけました の。 

伎 五 さ うん。 をれ はよ かつた。 

神 佐 子 もな た 夕 ご飯が 化來 ました わ。 直ぐ お 上ん なさい 
ましな 。ごた^^^した もんです から 遲く なつて しまつて 
濟 みません。 

俊ぶ ホ 巧 •おもや りません か。 

を 僕は 途中で やつて おました。 

俭五 さう か。 それち や もよ つと 失敬。 (去ろ〕 

料 化 子 もな わみ いらし つたの。 大厨遲 うご ざいました 
〇? 。 
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按を 村を 


な よん どころ ない 用事が ちつた ものです から。 大隅 

博 ± が 見えた さう です わ。 

巧 佐 子 え、 けれど i なすつ もやい やです わ。 先生は ち 
なた を 疑つて お呼びした 訣で はもり ません のよ。 

を そんな ことは 何とも 田 心つ て やしません。 それよりも 博 
± の熬斷 はどうでした。 

巧 化モ もな たの ご訟 察と 间 じです わ。 

な 腎臟炎 だとい ふので すか。 

巧 佐 子え。 

辻 今まで さ」 お氣 でもない のに 强 ひて 僕 •がご 病氣 じして 
おいた やう じ 疑 はれて ゐ ました か、 では、 今度は 先生 も 
疑 お解けた こと^ 思 ひます。 腎麟 みとい ふ 病氣は 患を じ 
病的 症狀 おみらない ためじ かう いふ 誤解を 受ける ことが 
巧々 あるので す。 殊に 僕は さう いふ 誤 鉛を 受け 易い 化 置 
にゐ たのです から 一曆 辛う ございました。 

巧 化 子 辻さん 。化生の ご 病氣は 直らない のでせ うか。 

な 僕 じは 何ともい へません。 もま b ごむ 甄 なさる といけ 

ない と 思つて 巧く は 申しませんで したが、 實は あなた か 

お 像して ゐ るよりは 化生は ずつ とお 惡 いのです。 

かり 佐子惡 いと 仰し やる と？ 

な ひよ つと したら わ 生命 じ も か、 はると いふ 意 巧です。 

巧 化 子え つ、 そんなに 重い のです か。 でも 何とか 治療の 


道は ない もので せう か。 わえ、 辻さん。 

を (默 してを へない〕 

何 化 子 (哀願す ろで うに) ホさん、 何^か ならない ので 
せう か。 もな た 一人が 力なんで す もの。 

を 俳し 償には 信賴を 受ける だけの 腕は もりません。 

巧 佐 子 そんな ことを 仰し やられて は..： 

を い、 え、 僕は おげ てゐ るので はも b ません。 それは も 
なた グむ甄 していら つし やる ょりも もつ とむ 配して ゐる 
のです。 先生を を 快させる の も 不幸に 導く の もみん な 僕 
の寶 巧なん ですから わ。 それ もを 通の ま治醫 むら 兎 も 巧、 
傍は 特殊の 事情が もる 丈に 人一倍を しい 立場に ゐ るので 
チ 0 

巧 化 子 何 かょい 療法は ない もので せう か。 

な 化生は 僕の いふ ことを 一つ もさいて くれないから 駄 U 
です。 

巧 佐 子 今度は そんな ことは も 〇 ません わ。 大隅博 ± んら 
も懇 々を 意を うけました から。 

を いや、 假〇じ ホ 生が それを 守つて 下さる としても 倭に 
は 自信 お あ 〇 ません。 ちの お氣 じは 決定的の 療法は まだ 
見つ かつては ゐな いのです。 

を 仏 子 ち、、 どうし ませう。 

な 傍は どんな ことを しても 光を をを 快 させなければ な b 


巧む m わ 
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まん。 それでなければ 僕は 立つて 巧け ません。 しかし ど 
うしたら そわ お川來 るの か 僕 じは 分らない のです。 

橘。) 

約 化 子 (しんみりと〕 辻さん。 

な 何です。 

巧 仏 子 もな た 欄璃モ さんを 貸つて 下さいません か。 

な それは もう 前 じはつを ゎ お 答 かして ある 當 です。 

料 化 子 それは 知つ てゐ ずす けれど。 

な それならもう 訊かないで ください。 

巧 化 子 辻さん、 もな たは 先生の お體を なても むは ご 診察 
にならない のです か 0 
な 何で すつて。 

巧 化 子 化生の ご 病 氣の本 糖は あなた かおな 立 てじなつた 
ょ 〇 もつ とずつ と 深いと ころに ちる と 思 ひます わ。 それ 
が 根本では ないで せう か。 

な ぢ やちな たが 治療を なすつ たらい、 でせ う。 

巧 化 子え、 だから 墙璃 子さん と 一し ょに なつて 下さいつ 

て お 願 ひして ゐ るんで はち 〇 ません か。 

な あなたは 僕に そんな ことが いへ るんで すか。 少なく と 

も 1 お愛を向けたことのもる舆に。 

钓化子 だつて 惡 いこと ぢ やな いんです もの、 い、 ぢやあ 

b ません か。 ホさん、 谓璃 子さん は そゎ や もな たを 愛し 


ていら つし やい ますの よ 0 

な 僕は ちんな 铜 垢な 處 女を 賞 ふ 資格はありません。 倭は 
そんな 立派な 男ぢ やな いんです。 

巧 化 子 もな た 何を いつて いらつ しやる の。 

な 僕は 墮 落した 人間です。 やけ 酒を 飲んで 步 いた 時分は 
摄れ たを にも 出入りし ました。 稼れ た ホに も 接し まし 
た〇墙 璃モ さんを お 世話な さるの なら、 こんな 男よりも 
もつ と 純潔な 人 じ お 化 話を なすつ たらい \ て せう。 

巧 佐 子 (淚聲 で〕 もな たを さう させた のは おです。 それ 
，を 思 ふとな は 苦しく つて^-^ たま b ません。 ですからせ 
めて：： 

辻 ご 親切は 有難う ございま すがお 斷〇 します。 奥さん。 
そんな 戀 のとり もちなん かな さるよりも あなたに はもつ 
と ご、 心 部な こと 力ち るん てす よ。 

智化子 だから そのむ 酣を巧 〇 のけよう として ゐ るんで は 
ありま せんか。 わえ もな た、 どうか お 願 ひです わ 0 

辻 僕は どうしたら 光生の ご病氣 をを 治させる ことが 化 
來 るか、 それを わ 邸して ゐる だけで も 一通 ゎでは ちり ま 
せん。 僕の 立場が どうい ふ 立場 だかと いふ ことは ちな た 
もよ く 知つて お ゐでぢ や あ b ません か。 それ だの じちな 
たは 鏡 この 上 じ 僕を 巧し めようと なさる のです か 0 

脚り 佐 子 い、 え、 さう いふ 訣ぢや も 〇 ません けれど、 化生 
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投敎 が 誰 


は あなた お 苦しんで いらし つた 時、 ちな たのた めに もん 
なじな すつ たのです から、 今度は どうか 先生の ためにし 
て 上げて 下さいな。 わぇ 辻さん。 

辻 先生の ためじつて、 撲が 結婚す る ことです か。 

智佐 子ぇ。 

辻 智 お子さん。 (と 急に 女の手 もとろ) 僕 じそんな こ 
とお 出來 ると 思 ふので すか。 

智佐 子もう 何もい はないで 下さい。 な 一生の お 願 ひです 

ゎ。 

辻 S 言〕 

(と 見から 萄巧 子が 「伯な さま {OJ と 智佐子 もげぶ 
聲が聞 •己ろ 0) 

祠佐子 ちらな を 呼んで ゐる 〇 ( 急-しをから 離れ〕 では 
承知して て さいます わ わ。 

な 兎 じ巧考 へて 見 ませう。 

な 佐 子 考へ るなん ていけな いわ。 是非 さう するとい つて 

下さい 0 

墙巧 モの雖 「化な さま^^。 いらつ しやい ません か OJ 

智佐子 ちら、 また 巧んで ゐ る。 略 度 先生が 目を 醒 したん 

です わ 〇 ( 辻に) 賴ん ましたよ 〇よう ござんす わ 0 

(去ろ 

(雨 烈しく 降り おす 〇 辻、 默思 もつ》 けろ 0〕 


幕 

第二 場 

第二 萬と 同じ 場面。 第一 場ょり 数 時 牌 後。 

津が 病臥して ゐろ〇 傍に 智佐 子が 坐つ スゐ ろ。 枕 t 
とに 臺 つを の電燈 がと-^ つて ゐろ〇 かは 風雨い ふい 
王强 く、 折々 電 がが さ 遠雷が を こえろ 0 
を お (あの 中から〕 舒 佐、 く。 

知り 佐 子 お呼びに なつたん です か。 

萍村 お まへ そこ じ 居た のか。 

智佐モ え、 こ、 じを ります わ。 何 かご 用です か 0 
を 村 いや、 お まへ お 巧ない とおつ たもの だから。 

智佐 子な はさつ きから 化處 にを ります わ。 

津村 さう か。 

(間 〇風 雨の 響。〕 

泮村徹 はどうした 0 
約 佐 子もうと うじ やすみました わ 0 
律 村 さう か。 もれは 巧が 地な 子で お まへ には 隨分 面倒を 
かけるな。 

巧 佐 子 そんな ことは もつ とも も b ません わ 0 
をが わぢ けたむ は 大人 じさへ もる こと だ。 もれは 子 巧の 
こと だから どうか 荐 してやつ て くれ 0 


投む村 巧 
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巧化モ まあ、 あなた 何を 仰し やい ますの 0 
かがを 通の 子の やう じ 快活に 生 れつかなかつた 可哀 さう 
な 子 だと 化つて、 どうか お まへ 巧哀 がつて やつてくれ 0 
巧 化 子 ぇ、 な いつだつて 巧哀 がつ てを ります わ。 

化 村な のゐ ない 後 もどう かその 通りで ちつて 欲しい。 
智巧子 どうしてを じそんな ことを 仰し やる の。 ないやで 
ナ わ。 そんな こと 仰し やつち や。 

がが つまらぬ ことを いつて 惡 かつた。 蒋 して くれ。 

巧 化 ちむ た大辟 沈んで いらつ しやい ますの わ 0 
か 巧 そんな ことは ない。 

約 化 子 もら 淚か〇 もな たどうなさい ましたの。 

(巧 化 子 ハンヶ チで がが の淚 巧いて やろ。〕 

钓 化ず 何 かちへ ごとを していら つし やつた のです か。 考 
へ ごとは ょく あ 〇 ません わ 0 

かが (お上りう しス巧 さに 坐る) おい、 顔 かむ くんで ゐ 
るかり 

社 化 子 ぇ、 少し 0 

爾。) 

かが (神化 子の ホに 向 さなり〕 おい 智 化。 私 はもう ちと 

一巧なん だょ、 

巧 化 子 一年って。 何 おです。 

かがな の 一生は もと 一が か 一一 年 だとい ふの さ。 


巧佐モ そんな ことはありません わ。 そんな こと 誰に だつ 
て 分る もんて すか 0 

ホが いやみる の だ。 

巧 佐 子 だつて あなたは つい 先刻を 病氣ぢ やない と 仰し や 
つて ゐたぢ やありません か。 

をが それは 辻 か 何にもな にいつて くれなかつた からだ。 

智佐子 もな た ホさん を 疑つ ていら つし やる の。 

律が 疑つ ては ゐ ない。 しかし 信用は しない。 

お 佐 子 辻さん は 駄目 だと 仰し や るんで すか 0 

巧 村 いや 彼は 實 にょ <盡 して くれた。 がし 本當 のこと を 
いはない からい けない ° 

智佐子 そんな ことは ち 〇 ません わ 0 

ホが いや、 さう だ、 本當 のこと をい つては なじ 氣の毒 だ 
と 思つ てゐ るの だ。 

智佐子 どうして ごせう 0 

ホが 本當 のこと をい へば もな たは 死にます とい ふょり 外 
はない からさ。 

智佐子 もな たは 何故 急 じそんな ことを 仰し やい ますの。 

がが 辻は おを 落膽 させまい として 何もかも 隱し ておいた 
の だ。 しかし それは 莊じ對 して 當を 得た 爲 方では ない。 

* もは 一生の 大事 だからな はさつ ろ 大隅博 十 'じ 迫つて 明 
細 じ 病 狀を訊 わたの だ。 爲 合せと もの 人は 本當 のこと を 
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いつて くれた。 

巧 佐 子 大隅 先生 お 何ん と 仰し やつた か 知 〇 ません お、 そ 
れ だからと いつても の芳の 仰し やつた 通 〇 になる とは 限 
りません わ 0 

津 がそれ はさう だ。 しかし。 

智佐子 もな たは 病氣 はな ほつた なぞと 仰し やつて 不攝生 
をな さるから、 ご用む をな さる やう じ 威 かした のかち し 
れ はしません わ。 

津村 或は さう かもし れん。 それでもれば 寧ろ 結稱ゼ 。し 
かし 覺悟 だけは して おかなければ ならない。 

智佐 子もう そんな 話 •故い やです わ。 

津が いや、 なは 弱い ことを いつて ゐ るので はない。 もう 
一年 か 一 一年し か 生 みられな いの だから、 今 こそ 本 當に生 
をなければ ならない と 思 ふの だ。 

(間。〕 

(津村 無言の ま、 何物 かも 凝視して ゐろ 〇〕 

智佐子 もな た 何を 見て いらつ しやる の。 

津が おい、 明りを 消せ。 

智佐子 巧り を。 どうな さるので す。 

をげ なは 自分の 黒い 影法師を 見て ゐる じ堪 へない の だ。 

智佐子 (をに 霜を も おず〕 かう すれば い、 んで すか。 

津 がさう だ。 かうな ると いくらかむ お 落 もつ く。 


商。〕 

をが おい、 智巧 子。 

な 佐 子 何です。 

津 が もつ とこつ もへ わいで。 

智佐子 (無言の ま、 近づく〕 

ホ 村 いや、 もつ と 近くへ 0 

智佐子 (をに 進む〕 もな たの お 膝の 前まで まゐ〇 ました 
ゎ。 

泮村 さう か。 (間 一 かう して 二人 闇の なかに 相對 して 
ゐ ると、 お まへ 恐く はない か 0 
巧 佐 子 い^え。 

(電がきら つ と巧く〇 つ い て雷嗚が閒.石る0〕 

泮巧 し 1 いし 類へ て ゐるや うぢ やない か。 

智佐子 い、 え、 そんな こと あ 〇 ません わ。 

をが さう か。 では お まへ に 訊く が、 お まへは 本當 のこと 
をい つて くれる だら うな 0 
巧 佐で 何の ことで ございます。 

津 がな はもう 一年 だ。 だからな に眞實 をを かせて くれ、 
をれ と共に 用意を しなくて はならない。 お まへの 返事が 
どちらで もらう とも、 なは かして 程い やうには はからむ 

つも b ゼ〇 

智化 子々 つてを ります。 


巧な が 化 
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化 村 (掘 かに) お まへは 辻を 愛して ゐる だら う 0 

料 仏 子 改まつて 何を ての やうむ ことを お 訊 わになる ので 
す 0 

かがな の 節 色を なて 遊 誠を する ことは いらない。 本當の 
こと さへ いつて くれ、 ばい、 の だ。 

巧 化子閣 です もの もな たの 顔た なぞ 讚む ことは 化來 ませ 
ん ゎ。 

化が それ なれば こそ 明 〇 を 消しに の だ。 だから お まへは 
わたしの 烦 たじ 氣 かわを すろ ことは いらない。 同時にな 
はまた わ まへの 前 色を ぶてと る ことは 出來 ない。 從 つて 
わたし じは お まへの！！ 吕葉 のみが 唯一の 俩〇 だ。 どうか お 
まへの な 巧を さかせて くれ。 

巧 仏 子な にはむ は 一つし かご ざいません 0 

が 村 それで。 

巧 巧 子です から】 人の 人の 外は 理 する ことが 曲來 ませ 
ん〇 

が 村 その 一人の 入と いふのは。 - 

巧 化す もな たの 外 じ 誰が ございませう。 

化が (化 U す棄の 手み とる〕 それは 本當 か。 

(ぶが まわ E： いス ニ人のを みが 中に 一瞬 巧 口つ さりと 

がかし 出す 〇) 

化が (昕 くして) ホ 難う 0 


脚 口 佐 子 (無言の ま、 巧夺 ふく〕 

(間。」 

渾村 外は ひどい 嵐 だな 0 
智佐子 ぇ。 

津 かもう 何時 だら う 0 
智佐子 二 時 過ぎです。 

を 村 そんなに 遲 '、のか 0 お まへ 疲れたら う。 わ やすみ。 
なも寢 るから。 (横になる〕 

巧 佐 子ぇ、 おやすみなさい まし、 大隅 化生 もを 靜か 一番 
だと 仰し やつて を 〇 まし’ た わ。 (とい ひながら ホ函 如か 
けて やろ〕 

(やが 又津が 眠りに 入る。 な 佐 子け 點义 t しないで 間 
の 中に 默 坐し スゐる 0〕 

(帝 鳴 はん'- さまつ わが 風雨け なほ 强い 0〕 

(長い 閒。〕 

巧 佐 子 あなた。 

商。) 

巧 佐 子 もな た 〇 ( 閒〕 ■もう おやすみに なつた のです か。 

前。〕 

(巧く して ブ ろ^ と陈子 の 開く 音がず る。〕 

卿り 佐 子 どなたです 0 
な 僕です。 眞 暗です わ。 
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約 佐 子 も、 辻さん です わ 0 
な 僕が 代り ませう。 ちな たは おやすみなさい。 

巧 佐 子 有難う ございます 。それ じは 及びません わ。 

辻 ぁなたは 每晚 のこと で 疲れて おゐ で、 す。 今夜は 僕が 
看護し ますから、 もな たは ゆつ くり おやすみなさい 0 
智佐 子では さう お 願 ひし ませう 0 
を え、 どうか 0 
巧 佐 子 電氣 をつ け ませう。 

を い'、 え、 ょう ござんす 。倭 おつけます から。 

を 佐 子 さう です か、 では お 願 ひいた します わ。 (立 上 
る) ちな た 何 庭に 立つ ていら つし やる の。 

を こ、 じゐ ます 0 

巧 佐 子 そこ、 障子のと ころね 0 

をえ。 

(智佐 子 口 手探りで 廊下に お i うとして 辻の 體に 觸れ 
る。 辻け 避け ふうと したが 智佐 子け その 手を しつ かリ 

と 握る 0〕 

巧 佐 子 さつき お頼みし たこと、 もな たきつ とさいで 下さ 

るで せう わ 0 

(を 口 無言の ま、 堅く 智佐子 0 手 据リお L ホ 淀のを 

も 傑へ ろ。 智佐モ まる。〕 

(なけ 座 じつい ス おかに マ ツナみ 賠リ 煙を も 吸 ふ。 同 


巧に その 化で 電悠 のを 處も かり、 近づいて スィッチ も 
ひれろ。 そして 津 村の 寢额に 化 線の さ、 ないやう に 蕾 
燈じ覆 ひもし、 懐から 本 も 出して 靜 かに 讀書 ずろ。 か 
の 風雨み をに 靜 かにな ろ。〕 

(をが ホの 中で うなされろ 0) 

を 村う むう、 

辻 化生、 先生。 

津が うむう、-' ----0 
辻 どうな すつた のです。 先生 0 
掛村 (目 も醒 をず〕 

辻大曆 うなされて ぉゐ ででした か。 何 か 惡い數 でも ご醫 
じな つたので すか。 

を 村 矢張り 君だつた のか。 

辻 僕 •かどう かした のです か 0 
を 村 君に 助けて 賞つて ゐる裝 をみ てゐ たの だ。 

辻 それは 妙です わ。 

津が 口の 中， が 何だかねば/ \ する。 君、 氣の養 だか、 含 
欺を したいから 水を くわ 給へ 0 
辻 はい。 (湯を に 水 もつ いで 渡ず) 

萍が (を 上つて をが もずる〕 實 じた まらない 孽だ つた。 
辻 どんな 葵を ご 障 じな つたので す。 

津巧 暗い 森の 中に、 どうしたの かなは 高手小手 じ 縛りつ 


巧な 村 か 
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けられて ゐ るの だ。 すると そこへ 一疋の 靑黑い 蛇 かやつ 
て來 たのです。 

な氣 巧の 憩い 輿です む。 

かが それから 私の 體を满 つて 首筋のと ころへ 迫つ て來る 
のです。 なは たまらな いから お拂 はう とした お 手足の 自 
かがを かないので どうす る こと もほ來 ない 〇爲 方' がない 
から おふさ ま 照を ゆすぶつ て 振ぃ 落さう とした お、 嘘は 
てんで 落ちさう じ もしない。 それ どころ かおの 口中を 目 
かけて 突進して 來 ろので す。 

む そわから どうしました 0 

か村 なは藤1-^^限0じおひを呼んだ。 しかし誰も助けに來 
ない。 そのみ じ 蛇は その 冷い 巧を 故の 口の 中 じぐつ と 差 
込んで しまつた のです。 おは 鉛を 啊喉 につぎ 込まれた や 
うじもう 撰 さへ 化 なくなつ てし まひました 。その 時 突が 
巧が 來 たのです。 

な 巧 •がです か。 

がが それとも 俊 五でぁつた か、 或は 智化モ でぁつた か、 

$ 心の 降 だから 誰でもつ たかはつ さ b なみけ はつかな か 

つたが、 兎 じ 巧 誰か r 助け じ來 たのです。 そしてい をな 〇 
化の 尻妃 をつ かまへ て ぐん'-^ 引 張つて くれたの です。 
む そわ •て 蛇を 引ず b 山した のです か。 

かが いや、 力を こ： 5 て 引 張って くわた けれど、 蛇は もつ 


とも 外へ 引 化ず ことは 出來 ない。 却つ て 彼の 黒い 巧は 教 
の啊 喉の 舆 じじ b くと 突入つて 行く 許. = 'なの だ。 おは 
もう 駄目 だと 思つた。 その 時 おは 一思 ひじ やつた ので 
す 0 

辻 どうな すつ たのです 0 

津村 蛇の 頭を 力の 限ぃ ぎ ゆつ と恼ん だのです。 すると 冷 
い 化が どろ-^ と 流れて：： も、、 おひ 旧しても いやな 
氣持 かする。 (巧び 含败 もずろ) 

商。) 

をが 智 佐は ゐな いのです か。 

を お疲れの やうでした から、 さつ さ 倭 •か 交代し ました 0 
何 かごが です か。 

を 村 いや。 

辻 私で ょろしかつたら：： 

ずが それ 程の ことでは ちりません 0 
(問。 風雨の 蓉 0〕 

を 先生。 

を 村 (無言の ま \ なみ 見ろ) 

辻 少し お 願 かち るんで すか。 

津が どんな ことです か 0 

を (を まつて〕 先生。 增璃 子さん をな に 下さいませんで 
せう か 0 


386 


巧を が萍 


津村 どうして 君は そんな ことを いひ 化したん てす 0 
辻溜璃 子さん と 一し ょに なれば なは 非常に 爲 合せ だから 
です。 

津が 君は 厦 面目 じ そのこと をい つて ゐ るので すか。 

辻 かう いふ 話は 僕は 決して 冗談には 申しません。 

巧 村 (嚴 かに) ホ 君 •君 この 家を 去つて くれ 給へ。 

な 何で すつて。 化生。 

が 衬 直ぐ じこの 家ん ら 巧て 行つて 貨 ひたい。 

を 歡 お申した ことか ぉ氣に 障つ たのです か。 

津が いや、 さ うぢ やない。 

む 若し 墙璃 子さん をわ赏 ひを けしたい と 申した ことか 健 
越で もつた のなら、 おは 幾重 じ も わ 詔び を 申します。 し 
かし どうか 化 家を 去れと だけは 仰し やらないで 下さい。 
を 村 (感悔 的に〕 倍 越 どころ か、 おがち の哀 わな 墙璃子 
を 賞つて くれる とい ふむ には 寧ろ 感謝して ゐ ます。 しか 

しこの 場合 どうしても 君 じ 去つて 货 つた 方が い >1 ので 

す ■レ 

辻 どうして r す 0 

巧が 理由は さかないで くれ。 

な 僕は 理由な しに まることは 化來 ません。 

津 がな はあ拋 です。 君を 長く いれて おく ことが 出來 ない 

のです 0 


を 化生 •廣が お宅 じを つて お 邪魔 じなる のなら、 まりも 
いたし ませう お、 せめて あの 硏 をが 完成す ると さまで お 
いて 戴く 訣 にはい かないで せう か。 

をが 硏 巧— .ち、、 一 一人でむ 血を そ、 いで やつた 爲事 だか 
ら君 がさう いふのは 無 超は ない。 

辻 もう 悼は なぇて ゐ るので すから 日なら ず 完成す るに さ 
まつて ゐ ます 〇長 いことは 中し ません 〇 どうる その 日 ま 
で おいといて 下さい 0 

ず 村 (さつ ばり i) ホ お. ちの 硏 おはを 部 おじ 上げ ませ 
う 0 

なぇつ！ 

津せ もの 硏 をは そつく ゎ 巧 じ 上け ます。 だから 君の 硏究 
として 發 表なさい。 その 代ゎ どうか こムの 家は ホ おいて 
賞 ひたい。 

を 先生. 濟 もません でした。 (とを に兩 ホん おにつ いて 
ザ 伏ず ろ) 

を 村 どうした のです。 

を 先生 じさう 仰し やられて は 嘘を ついて ゐる ことは 化來 
ません。 今は 何もかも 白が いたします。 先生 おは 奧 さん 
のこと お 今でも 思 ひ 切れない のです。 

を か (無言の ま、 •ちつと 見下る 了〕 

な 倭は 貸に 卑 おな 人間です。 硏か 九に 事寄せて おちに 置い 
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といて 下さい なぞと 申しました か、 もれは もんな 嘘で 
す 〇本當 は 少しで ム奧 さんのと ころ じゐ たかつ たから 
です。 巧さん のゐ ると ころから 離れた くな かつた からて 
す。 媛の やうな 卑怯な 興は も 〇 ません。 化生 眷 して 下さ 
い〇 巧して ド さい。 

かが いや、 巧し を 乞 ふのは 寧ろな です。 大患 2? 來 君には 
手が い 巧 諮を 受けて & 乍ら、 その 人に 門口を おすと いふ 
のは 人非人で すら 瞬路 する ことです。 

なさう 仰し やられる と 僕は いょ'^^ 恥し くな b ます。 な 
は 今 中した 通 b 化生を 欺いて ゐ た極惡 人です。 どうか 先 
牛； の お腹の 癒える やう どの やう じな-^ と 罰して 下さい。 

かが いや、 欺いた のはな だ。 

な とんでもない ことです 0 

化 村 いや、 お だ。 巧、 おが いつか 私の 脈を とつて ゐ たと 
さじ、 「おかがく も 〇 ません か。」 とおに 訊 わた ことを 覺 
えて ゐま すか。 

辻 巧え てを 〇 ます。 病室と いひ、 然も 餘〇 突然の 問 ひな 
ので 僕け 何と 答へ てい、 か 遊 答じ闲 つてを b ました。 

巧が すると おは ぢ つと の 顔を なながら かう いつた。 

「化の 上の ホ 銅の 文 雜が収 じは ひ b ます か。」 

な 「は ひいます OJ と 傍は 急場を おはれた やうに ほつ とし 
て 答へ ました 0 


泮が 「巧は 危機 じ颁 して ゐ る。」 私は その 時 さう いつた。 

を 先生は 病氣を 恐れず 無謀の ことを なさる かち 威喝の 
意 巧で 直に 答へ ました 「それは 先生です。」 

巧が 何も 知らないから 君は さう いつた 0 しかしな はもの 
時 君を 殺さう とおつて ゐ たのです。 もの 時 妻が 室には ひ 
つて 來 なかつたら 赤銅の 文 額は 君の 腦天 じ塡 b こんで ゐ 
たに 違 ひない。 

辻 それは 冗談です 。先生に 限つて そんな ことは ありませ 
ん〇 

を 村 さう おはれる から 私は 君を 欺いて ゐ ると いふので 
す。 なは 決して 君を 愛して やしません。 大患な 來 烈しく 
憎んで ゐ るので す。 恐れて & るので す。 ただ 敎授 とい ふ 
地位が、 職掌が それを 明確に 件に 表は させなかつた まで 
です。 私は 嫉 がの 針を 外 じ 向けずに 內へ內 へと 向け まし 
た。 それ 故 おを 憤めば 憎む 程 外部からは 君に 義理を 立て 
てゐる やう じ 見えた のです。 しかし おの 爲 めに 最も 盡さ 
うとして ゐた 時が、 君を 最も 深く 惯ん でゐた 時な ので 
す 0 

辻 (沈痛に 頭 も： 卜げ たま、 でゐ ろ) 

雖が いつか 妻が 君 じ璃璃 子を 世話した いとい ひ 出した 時 
おは 表面 その 無 思慮を おゎました。 しかし 內 むでは どん 
なに 喜んだ か 知れむ い。 占めた。 これで やう やく 危險な も 
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のを 塩 じ 入れる ことか 巧來 ると 思つ たのです。 なが 叱つ 
たけれ ど 妻は 無論 この 話を おにす るに 違 ひない。 おはま 
た临度 これを 承諾す る じ 違 ひない と內 々思つて ゐ たから 
です。 ところが 君か斷 つたと 聽 いて 弘は 也の 中の 貪し さ 
をはつ をり 君に 見す かされた やうな 氣 がして ぎよつ とし 
たのです。 そしてい よ/ \ 君が 憎くな り、 いよ/ \ 君に 
對 して 惡を 企ら まう と 思 ひ 出した のです。 このま、 過ぎ 
たら おは 君 じどの やうな ことを する か 知れません。 

な 化生。 (と 思 U す津 がに 近づく〕 

がが この やうな 肺が 何處 にもら う。 辻君。 (と 熱して 辻 
の 手み とろ〕 

辻 これお 肺 弟の 關係 でせ うか。 

津が 事實な .b 爲 方がない。 

辻 お 互 ひじ 泥の おげ 合 ひを やつて ゐ たのです お (一一 人手 
をと リ みつて 泣く〕 

を 村な が もの 惡疫 じか ム つた 折ち のま ム 巧んで しまつた 

ら 、觉容 の 人と して 稱 へられた かもしれ ない 〇 さう 思 ふ 

と 君の 懇篤な 看護 じ 感謝して い、 のか、 怨ん でい、 のか 

みらない やうな 氣 がする。 しかし 敎は それを 悔いない。 

おは 僞 りの 聖人と して 崇められる よりも、 眞 .段の 小人と 

して 生活したい。 

なな もさう いふ 氣か します。 


をが 赖が もな たを 家 じ 入れた のは かう いふ 結果を 見ょう 
として ピ はもり ません。 それが こんな 結果に なつた こと 
はなの 深く 恥づ ると ころです。 しかし もな たを いれて お 
くことは 私と しては 決しても なた を 愛する 道で ない と 思 
ひます。 茵 みじ僞 りの ことお どうして 他人に 愛 じなり ま 
せう。 從 つて 今 あなたには 去つて 賞 ひます か。 これお 一一 
人の 交渉の 最後ではありません。 これ •か 最初の もの じな 
ら なければ ならない と 思 ひます。 

辻 ほんた うじ さう もりたい とお ひます 0 

が 村な が 蛇 じ 襲 はれた 葵を 見た ことは さつ さお 話し まし 
た。 そして 最後の 力が 私に 蛇の 巧を 晒み 切らせた と 申し 
ました。 乾は ちの 時 位は つと した 事は も ゎません。 私は 
しては ならない ことを 犯した やうな もる 恐怖を 感じ まし 
た。 同時にし なくて はなら ね ものを 本當じ やつ、 けたと 
いふ 氣 がしました。 私は 今 もの 時と 同じむ 持 かして ゐま 
す。 

辻 化生の 仰し やる ことは 僕に ょくみ b ます 〇た r なの 存 
在 か 先生を そんな じ 苦しめた とお ふと 中訣 .が も 〇 ませ 
ん〇 

萍が いや、 君が & なかつたら 蘇は】 生 苦しまな かつた か 
もしれ ない。 苦しむ のはい、 のです 。あるべ さもの じ 達 
する 爲 めには 人は 苦しまなくて はむ b ません。 


がむ がか 


淵 


な (突 お) 化生。 

かが 何です。 

なもう】 巧 お 願 ひします 〇 どうか 墙璃 子さん を 僕に 下さ 
いません か 0 

印が それは お斷〇 します。 

な どうして す 。化生は それを 望んで いらつ しやる のぢ 
や も h ません か 0 

かが そんな ことを いふから どうしても 君 じ 去つて 貸は な 
ければ ならない のです。 歡 のと ころに 君は いつまでも 嘘 
の 生 巧を つぐけ る ことじな ゎます。 

な そんな ことは も b ません 0 

萍が いやさう です。 もな たは 今眞質 じ墙璃 子を 愛して は 
ゐむ いぢ や も b ません か。 おが 義理て 賞つ たのでは また 
临度 おの 今の やうな 辛い 目を 見なくて はなり ません。 な 
はを 併な 道義む から おを 弄ぶ やうな ことを してし まひ ま 
したお、 これは 更 々おおびし ます。 同時 じどう か 君 も 私 

の 做を 路 まないで 下さい。 君が なじ 墙璃モ をを する 時 •が 

來 たら その 時は また 改めて お 話を しょう。 しかし 今は わ 

斷 わします 0 

なみ わました。 

(突が おな 沿えろ。 同時に 雨戸の 巧 間から 弱い 朝日が 
さし 込んで 化る 〇) 


をが お、。 電氣が 消えた。 

辻を が阴 けたと 見えます。 

ず 村雨ち 止んだ やぅ だ。 

辻では 化生、 倭は これで お 暇 します。 

ホが さぅ か。 

を 離 じも會 はないで ホつ 巧が 却つてい 文と おひます ぺ去 
らうと ずろ〕 

(と、 突然 懊の 蔭で 「わ もつ」 とい ふかの 泣 度が 聞 文 
る 〇〕 

津が誰 だ。 

辻 (換も 開く〕 奧 さんです。 

萍村 (智 佐モ じ〕 智佐 か。 今の 話を 聽 いたの か。 

巧 化 子 (泣きながら) はい。 

津 村では お まへ お廳 いた 通 b のこと になつ たの だ。 

を みんな おが 惡い からです。 

を 村 いや。 誰も 惡 いものは ない 當 だ。 

辻では か 生を 禮 します。 どぅかくれ'^ も お 體をお 大切 

こ 0 

排村君 も隆を 大事に。 

ホ はい 〇 有難ぅ ございます 〇 では これで。 (智佐 子-- じ 
舆 さん。 ホ樣 なら。 (去ろ) 

(か 口 佐 子な ほ 泣を つ夕 けろ 0) 
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津衬 もう 泣く のは 止めない か。 

巧 化 子 はい 〇 ( といん が 猫な び 泣 さに 泣いて ゐ る) 

(何度かて はれ おお もがい つと 上げろ 音が して、 やが 
て 水 も わけろ 音が 聞え る。 夜が ホ 街に 明けて、 戸の 隙 
も 漏れろ 化 ホが 段々 叨ろ < なつて 來ろ 0) 

(墙巧 子寢卷 のま、 廊下に 來 る。 3 
瑶巧モ もら、 もう 起を ていら つし やつた の。 早い のね。 
雜村俊 五は どうした 0 
瑞巧子 まだぐ、 つ {寢 てる わ。 

(現 璃子戶 も わける。 日ホ燦 がと して 室內に 流れ込 
む。) 

禅が 戶 をち けるな。 (ホに たへ す 巧に つき 伏ず〕 

巧靖子 まだ 閉めて おくので すか 0 ( ム地 i さ、 うに 外の 
を 氣み吸 ひながら) い、 わ 天氣だ こと。 昨を もんな に 
降つた のじ。 (口 も 巧す〕 

〔室內 巧び 暗くな ろ。 しかし 口の 隙から 化が 雨の や；' 

にさし 込む 0) 

I : - - ■ ■: 


L 权巧迎 
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人 物 

巡 巧 小山 まか (の 十ー ニ问 な) 

姐 つぎ (卜 八な 化〕 

府 屋 
• I IE 

ド 姓 

隣の 女 巧 
巧 おの 小が 

女虫另  が おもさ ご 二十な 化〕 

時 巧 
現代、 春 
場 巧 
市 じ 接した 郡 

化賠^^饭れた巡をな在所。 巧ホ所になぐひつ、け':^ほ 

間と な 所が あろ。 な 所 じけ 頓防 子が 巧 まつて ゐて裹 0 

出 \リロ になつ y ゐ を〇路 手の 極 子な の 巧う に 秘の化 

がの デいて ゐろ〇 

がの つがけ 座蚁 じにん やり 坐って ゐ ろ。 そこ へな ホ 


所の 前 子 口み わけ^ ル 山 おを がが つて 來 ろ。 

つ ざ お歸ん なさい。 

ル 山 た ご 今。 どうも ひどい 巧 だ。 (靴 も 打いで 上に わが 
ろ) 

つが 直ぐ じ お着かへ じなる とょう ございま すわ。 

(つ ざけ 立つて 淸拽 へのを 物ん 父に 差 出ず。〕 

ル 山 ゥム •さう しょう 0 ( 制服み 脫 いで 和服に 着かへ 乍 
ら) 外は 花ぶ で 大變な 人出 だな。 

つ 去 え、 隣々 贴 やかの やうです わね。 こ^も 澤山お 巧 お 
の 人が 適り ます わ。 

ル 山 どう だ。 巧 口は 非蒂 だか じ， わしが 留守 席を してやる。 
わ まへ 花 巧に でも 化かけ ち や。 

つ 去ん たし？ 

小山 わ まへは 看護疲れで 大分 密れて ゐる〇 少し 化で もな 
てむ をう を'^-^ させる おい、。 

つが もたし 化なん か 見たくない わ。 何だか 力が 拔け てし 
まつて、 何を しても もしも 面白くな いんて す もの 0 
つ两い {〇」 とまみ 屑 おが 通る 0〕 

小山 それは さう だな 0 

つ ざ もたし’ 花なん か 見て 浮かれて ゐる 人を 巧る とがら 
しくな b ます わ 0 

(「谓 い〇 巧の わ 溜け ございま だんか」 とまた 晒 尾の 
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聲が ずる 0〕 

ル 山 曆屋の やう だ。 ちよつ と 呼んでくれ ないか。 

つ ざ はい。 (膊 手の なから ル舉で 屑屋 もがぶ〕 曆屋さ 
ん 

屑屋 (裹口 私 開けて〕 お呼びは こちらで ござい？ 

ル 山曆屋 さん。 這ん つて くれない か。 

屑屋 へえ •毎度 有難う 存じます。 どうもよ い 時候 じなり 
ましたな。 (あに 這 入ろ じ 

(小山け 押入 も わけて •古 葛籍 から ホ 類み 六 セ お 取 出 
して 屑屋に 見 だろ 0) 

小山 曆屋 さん、 お まへ さんは かう いふ ものは やらない か 

20 

ホ 

巧屋 へえ、 お 巧 物で。 何よ b 結稱で ございま チ。 お 高く 
頂戴いた します。 

小山 みんな 古い 物 許り だけれ ど。 

巧屋 どういたしまして。 これで わ 旦那、 曆屋と 申し まし 

て もい ろ'^ あるんで、 同じ 古物のう ちで も 手前は その 

古着の 乃 か 得手なん で ございまして •化の 同業者よりは 

十み 高値に 頂戴いた します。 (衣類 も 調べながら〕 みんな 

女物で ございますな。 

ル 山 妻に 化 なれた もんだ から。 

巧 崖 それは どうも 御 愁傷な ことで。 何かと ご 不肖 由で ご 


ざい ませう。 (なほを 類 も 調べながら〕 お 子供 衆の もの 
も 交つ てを ります な。 

ル 山 引つ C いて 長男 じ 死なれて わ。 それで みんな 不用に 
なつて しまつた のさ 0 

巧 居 ご總領 じ。 それは わ 力落しで ございますな 〇さ うい 
ふご 事情でして はわけ て し て 頂戴いた します。 

ル 山 どの位に 貢へ る わ。 

屑屋 さう でございますな。 (胸な 用 知して〕 引く るめ ま 
して セ圓 五十 錢じ 頂戴いた しませう。 をく 满 切の 値段で 
ございます 〇 へえ 0 

つ ざ お父さん‘ もれ 勿體な いぢ やない こと。 

屑屋 (お綻 のの 織 もとり もげ) これで ございま すか、 お 
镶樣 。併し これは お镶樣 じは おぢ みで ございま すょ。 

つ 苦 い、 え、 もたし お着る 訣ぢ やない けれど。 

屑 崖 これが 襟 か 半 巾で ない と宜敷 いんです お、 生 僧 半 巾 
じ 裁つ てち る ものて すから な〇さ うてない ともう 少し 頂 
戴が お來 るんで すが。 

小山 ど うだらう 。もう 少し 買へ ないかね 0 

屑 崖 さう ですな。 ぢ やもう 一二 貫觀 いとを ませう 。了な と 
申し上げた いんです か •そゎでは 手前の 芳 おとても 引合 
ひません ので。 

ル 山 ぢ やそれ て さめて おかう。 


しおな 巧 
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巧屋 さう でございます か。 巧 難う 巧 じます。 (な 杏 巧 ホ 
から 巧し) では セ圆 の、 こちら か 八十 錢 。どうか お調べ 
下さい。 

ル 山 (なみし ぇ ひ〕 どう だね、 儲かる かわ 0 
巧 お 旦那の 前で ございま すが、 をく 碁し にくい 世の中 じ 
なゎました な。 巧 日 の おまん まを をべ て 行く だけ か 
巧み ぢ やな いんです から。 

小山 さう だね 0 

巧 措 巧 隙 化の 中が せち 辛くな b ました。 何 だつて ぢやも 
b ません か、 この 問 女が 舆の 服裝 をして 働いて ゐ たつて 
だ や あゎません か 0 

小山 そんな ことが 新聞 じ 出て ゐた わ。 女の 賃鎭ぢ や 貪つ 
て 巧け な いんだら う 0 

巧 巧を く 巧 前の ことを して ゐ たん ぢや 食つて 巧け ません 
からな。 人間つて ものは 恐し いもんで 、食つて 巧く ため 

じは どんな £ でもし なくつ ち やな 〇 ません ょ〇 これは と 

んだ わ碟〇 を い た し まし た〇ど う も毎度^?^う 存じ ます〇 

(ホろ 〇 そし ス かへ 巧ろ やを や、 「巧い、 わ拂 ひけ ご 

ぞい まだん か 〇」 と 呼び 步 いて 行く  〇) 

つ ざ 何だか 巧つ てし まふと 惜 いやうな 氣 がします わね 0 

ル 山 そわは さう だ お、 もる と 却つ て 思 出して いけない か 

ら 、おひ 切って 質って しまったの だ。 それ じ 灌-代 卜拂は 


なくち やならん からな 0 

つ 著 も、 まだ お拂 ひかして ありま せんの わ 0 

ル 山 しかし わしは 藥代や 氷 化が もつ と拂 へたら と 本當に 
思 ふよ。 

つ ざ だつて、 それでなくて さへ 容易で ない のに、 化 上 も 
つと 拂 つたら 大變ぢ やもりません か。 

ル 山 だが、 さう したら ひよ つと 助かつ たか もし れんから 
さ 0 

つ さ 本當じ もつ とが ふやう じ 手ろ 屈く とよ かつたん てす 
けれど。 

ル 山 さう 思 ふと 二人とも わし-がむ ぞ/\ 殺して しまつた 
やうな 氣 がして たまらな いの だ。 

つ东 もら、 そんな ことは ちゎません わ〇 お父さんに 惡い 
ことは な いんです もの 0 

ル 山 いや、 わし じ 力がなかつた から 惑いの だ。 

つ ざ だつて お金が 足ゎない ためじ、 病人に 十分の ことが 
出來 ない 人は 世間 じ澤 山ち ります た 何も お父さん 一人 
ぢ やな いんです もの、 そんな じお實 めじなる ことは ちり 
ません わ。 

小山 それ だから 懸 ほいけ ない のさ。 化 間 じさう いふ こと 
が 一つ も なくなつ たら どんな じい、 ことか しれな いぢ や 
ないか。 
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つ 去 それは さう です けれど。 も、、 本當 にも 少し おを •か 
あつたら ね 0 

小山 愚痴 だ。^ — おい 飯 じしょう。 わしは すつかり 腹が 
空つ てし まつた。 

つ ざ はい。 です けれど 何にも おかずが ち 〇 ません わ。 お 
豆腐ても 貢つて 來 ませう か。 

小山 何にも いらない。 たしか 直が あつた 善ぢ やない か。 
ミーえ。 

ル 山 それでい、、 {0 

(つ ざは チヤ プ臺私 巧して 夕食の まを みずろ 。その 巧 
小山け 帝燈 もつけたり、 佈增じ 線香み をげ たりな どす 
ろ。) 

- 外け 目が 落ちて 暗くなる。 廳て 二人は を 卓に 坐る 〇) 
小山 隱に 向つても 何だか もの 足ゎない な。 

つ ざ せめて 謙ち やん ゼ けても ゐ ると..： 

ル 山 うム .ちの モかゐ たら 販か でい、 ん だか 一 ^ いや、 

もう 思 ふまい'' — -"0 

ご 一人 默つス 飯み をべ 始める。 と、 突が 表の 硝子 戶が 

開いて 駐ホ 所に 百姓が 飛込んで 來 る。) 

巧 姓 旦那さん ゐた かわ。 

つ ざ どなた 0 

百姓 えれ いこと お出 來 たんで、 ちよつ と 旦那 じ來て 戴き 


てえ と 思つ て。 

ル 山 何 か 事件で も 起つた のか。 

巧 姓へ え。 

小山 また 蝶 化かい。 

巧 姓 い、 え、 そんな こと ぢ やねえ、 もつ とえれ いこと な 
ん で。 

小山 どうしたんだ 0 

巧 姓 巧费ム 中から 赤ん 巧 か 巧て 來 たんで。 

ル 山 何 だつて。 

巧 姓 明朝 早く 市場へ 持つて かう と 思つて、 う もの 藻 のれ 
山へ 這 入つて 竹の子を 掘つて ゐ ると、 巧んだ 赤ん坊 お 銀 
の 先 じ 引か^つて 出て 來 たんで さ。 打つ もやつ ておけ わ 
えこと だから 直ぐ じな 那の ところへ 祖 けて 來 ました。 

ル 山 さう か。 ょし、 直ぐに 巧 かう。 

巧 姓 どうも ご苦勞 さまで ごぜえ ます。 

つ ざ また わ 出掛け、 お父さん。 

ル 山 うん 〇 服を 出して くれ 0 

つ ざ はい 0 (正服 も 出ず〕 

小山 (服 满 ながら〕 役場 じは もう 知らせた のか。 

巧 姓 さつ さ 人を 化しました 。何しろ 他の物と 違 ふから、 
旦那 方に 一刻も早く 來て 賞は なくつ もや どうに も 手 かつ 
けられ わえん で 0 


L 较巧巧 
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ル 山 そり やさぅ ゼ〇 
つ ざ お父さん、 ご飯は 0 

ル川歸 つてから なべる 0 しかし わ まへは 化へ お上り 0 
っが はぃ。 

小山 ぢ や、 ちよつ と 巧つ て來 る。 (巧 姓 i みに ホろ〕 

(つ 全け 一人 だけで なが-^ しスゐ ると’ そこ. へ 裏口 か 
ら憐 のか 巧が 這 人つ ス 化ろ 0) 

巧の 女な 今晚 は。 

つ 去ん f，、 お 隣の おかみさん。 (をが も 止めよぅ とずろ) 
瞬の 女 巧 今 ご飯な の。 濟 まして おしま ひなさい よ。 

つ ざぢや ご免なさい。 

牌の ホな わつ ぎさん •ご飯 か 巧んだら わ 湯に 巧かない こ 
と 0 

つ ざ もたし ご 一 緖じ巧 今た いんです けれど。 

なのかを わ 父さん お 巧 守な の。 

つ 去 え、 急 じご 化が 出來 て、々 歸 つて 巧たん です けれど、 

また 山て しま ひました の。 

巧の かみ お化し いんです ことわ。 何 か W 來 たんです か 0 

つ 去 何でも 赤ん 巧の-化 腾 がれ 數 から 山て 來 たんです つ 

て 0 

ft のかを まち 厭 だ こと。 何です よ。 略 度い たづら 君 か 子 

供の や h 巧 じ 巧って そんなと ころへ 拾て たんです よ 0 


つ 去 え、 をつ とさう です わ 0 

隣の 女房 末 當じ化 話を やかせる なお 憎らし いぢ やもり ま 
せんか。 そのたん びに お 化 掛けに ならな くち やならない 
のは、 大抵 ぢやも 〇 ません わ わ 0 

つ 去で も微務 ですから 爲方 おを いません わ。 

隣の ホを いくら 職務で も 他人には なか/、 勤ま ゎません 
よ〇で すがお 宅の やうな、 こんな 實直 なおう もじ どうし 
て 不幸が 續 くんて せう。 奧 さんや 息子さん か、 いちどき 
じ 亡くなる なんて 0 

つ ざ まは 〇 合せです わ。 さう 請め てを かますのより 

隣の かを まは b 合せつ てい ひます かわ、 おつぎさん、 な 
か/ \ 部 めら れ ません よ 0 

つ ざ だつて さう 思 ふよ b 爲巧 かないん です もの。 (を 事 
み濟 まず) 

憐の 女を 世の中つて 本當に 意地 か惡 いもんで すわ。 ちた 
し稽 じさは つて 堪〇 ません よ。 

つ ざ (勝手に 廻つ て あおな デ 私 洗 ひ 乍ら〕 ちら •とうし 
て 0 

隣の か 房 今日 も 工場で マッチの 箱を 貼りな か‘-: つく A\ 
考 へたんで すが わ、 今の や うぢ や、 ちた し 人間の やうな 
氣が 少しもし ません わ。 

つ ざ そんた ことち りません わ 0 
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降の ホ 房 い ^ え、 本當 です よ。 いくら 遇り をせ だからつ 
て、 こんな 風ぢや もたし マツ チに なつた 方が 餘 程い、 位 
だと 思 ひます わ 0 
つ 去 ホ、、、 0 

隣の 女を 笑 ひごと ぢ やな いんです よを く。 第ー マツ チは 
腹 か へらないで せう。 だか ご J 働かな くつても ようご ざん 
^ -- 5、 監督 じ 叱られる 氣遣 ひもな し、 本當 じ氣樂 なみ 分 
ぢやも 〇 ません か 0 
つ V、 だつ て、 ちな た。 

隣の 女を い、 え、 をく です よ。 マツ チ だと どんな じ 大事 
じされる か、 まあ もたし の 工場へ ちよつ と來 てご醫 なさ 
いよ。 それ 下に おいては いけない の、 孺 らして はいけ な 
いの* 乾かし 過ぎて はならない のつて、 それは''-- 華族 
様の 濁り 息子の やうに、 その T 寧な 扱 ひ 振りつた らもり 
ません わ。 ところ •が もたした も 女工は そり やみ ぢ めな も 

のよ。 やれ お まへは 居眠りを する の、 お 蝶 b だの、 能率 

お® いのと 年中 怒られた 〇、 威され た 4、 をく K やじな 

つてし まひます わ。 實際 あすこへ 這 入つ たら •人間は マ 

ツチの 棒 ほどに も 思 はれな いんです から わ。 

つ ざ まも、 そんな、 ん でせ うか 0 

隣の 女を ちた し 貪べ られ さへ すれば もんな ところ じは 巧 

さません わ。 ところ おもな た惡 いこと には 人 問は わ 腹 か 


空 るんで せう 〇 これには お まへ さん •をく 聞つ てし まひ 
ます わ。 

つ V、 术當 じを ベる 程つ らい ことはありません わ わ。 

(酒屋の ル 僧が 裝 U から 這 入つて 來ろ 0) 

ル 僧 どうも 遵 くな- = 'ました。 (な 物告餐 所 じ わく〕 

つ ざ お 巧 憎を 持つて 來て くれたの。 

ル慨 へえ、 をれ から お 鹽じ焚 さつけ。 (i いひ 乍ら 頻リ 
じ 嫁の 下知な てゐ ろ) 

つ ざ 小僧さん •何 だつて そんな じ緣の 下を 見て ゐ るの 0 
何 かを し 物？ 

小僧 い、 え、 犬を 巧附 けて ゐ るんで す 0 

隣の 女を 犬、 犬なん てゐ やしないよ。 獄の 下に ゐ るのは 
もぐら もも か 先代 款の叔 とさ まつて & るぢ やない か。 

ル 僧 だつて ひよ つと 來て るか もしれ ないから 0 

つ ざ 小僧さん、 犬 じなん かから かつて ゐ ると 旦那に 言 ひ 
附 けて 上げる よ。 

ル 僧 言ひ附 けたつて かま やしない。 

隣の ホ 巧 口の へらない 小僧さん だ わ。 

小僧 だつてぶ 百圓 にな るんで す もの。 

峰の 女を 何が 五百圓 さ。 

ルが そら この 化 じが 瓦 姑の 大 をな 家 かもる でせ う、 成を 
の。 あすこで 犬が 逃げたん です つて、 それでな 村け たも 


し 較な昭 
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のじは 五 百 岡 くれる つてい ふんです 0 
巧の々 巧 巧 鹿々々 しい。 犬が 一疋 迹げ 出した からつて そ 
んな大 をを 魅け るなん て。 ふん、 こつ もじは をへ なくな 
つて まご {してる る 人間 お澤 山ち るんだ。 犬 じ 出す 位 
なら 太當じ 少し 人間 じ 化せば い、 ん だ。 

ルが あす こぢや 巧 日 犬に 牛 巧を 食は せて おくんで すつ 
て 0 

巧の 女 頂 そして 履 人 じは 大 かた 外米を 食は して おくんだ 
らう 0 

つが 犬の 巧索费 じぶ 百圓も 出す なんて 勿 焼な う ございま 
すゎり 

降の 女 巧 もる ところ じは 入らない おを が澤 山ち る もんで 
すょ 0 

つ 全 そむ だの じ 入る ところ じは 少しも それ かち りません 
のむ。 ち、 そんな おなお もつたら、 巧ね 人 も 死なず じ濟 

んだ でせ うじ。 

巧の 女 思 さう いひます がわ、 おつぎさん、 をが ちる とま 

たみ 化を する ものょ 0 

づざ どうして だせう 0 

ルが 多々 巧 ひ 過ぎる からだら う。 は、、、 ム 、。(と 笑 

ひ 乍ら か 王く が,^ かついで 化かけ ろ〕 左様なら'  毎度 有 

雜う ござい。 


(小僧 歸 つて 行く。) 

降の 女房 もら、 とんだ お嚷〇 をして しまつた わ。 ぢ やお 
化さへ 行つ てます から •お父さんが 歸 つて 來 たら いらつ 
しやい な。 

つ ざえ、 後から 參 ります わ。 

隣の 女房 ぢや 左樣 なら。 (かへ 出て 空み 巧ろ} まあ、 い 
やな お 天氣だ こと。 

つ ざ また 降り出し たんです か。 

隣の 女房 落 もては 來 ません けれど、 すつ か 〇 曇つて しま 
ひました の。 本當じ 花時の お 天氣は 困ります こと。 左樣 
なら 0 (去る) 

つ ざ左樣 なら 〇 ごゆつ くり 0 

(暫 らくして から 表から ル 山 巡 杏が 録 つて 來る 〇) 

つ ざ お歸ん なさい。 

(つ 去け 柱に 掛け ス をる 着かへの 着 巧 合け づさ うとず 
る。〕 

ル 山 いや、 このま、 でい、。 腹が 空つて ゐ るから 先 じご 
飯を 濟 ましてし まふ。 

つ ざ さう です か。 惡 いところ じ 人が 來 ましたから わ〇お 
度 さう だと 思つ て お轄は その ま、 じして あります わ 0( と 
いひ 乍ら チ. 下 プ蓮备 ル 山 0 前にを ぜ 、ご飯 也つ ける) 

(ル 山け を宰 もずる 〇) 
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つ ざ お父さん、 子を 拾て たなは もう 捕つ たんです か。 
小山 まだ そこを はいかな いさ。 やつと 化體 かな 附つ たば 
^ りなんだ から。 しかし 犯人は 直ぐ 擧 おる よ。 そんな 不 
人情な 巧は 天 か 必ず 赦し はしない。 

つ ざ本當 にさう です わ わ。 でず' が 子を 殺す やうな いらな 
い 生命が もるなら 、あたし 謙ち やん に 賞つて やりたい 位 
です わ D 

小山を くだな。 瘦 せち や ゐ たが 可ない、 赤ん 巧だつた 
よ。 を か 手拭 か 何 かで 絞め殺し たんだら う。 咽喉のと こ 
ろ •がすつ かり 紫色に なつて ゐ るんだ。 

つ ざ まも 何てい ふこと をす るんで せう。 ひどい 人が もつ 
たもんで すわ わ 0 

ル 山 死なれた ことのな いむは 生命のを 難 巧が みらない の 
だ。 本當 じで 氣で モを較 すなん て 鬼み たやうな な だ。 だ 
お、 をの 太々 しい 犯人を 引つ 捕へ て やらう と 思 ふと、 わ 

しに も 元氣が 出て 來 たよ。 おい、 お茶を くれ。 

つ 去もう おしま ひて すか。 

小山 この 澤赂は 鹽が賊 いわ。 

つ ざ ぇ、 何です か 今度のは 大變鹽 かさいて ゐる やうです 

わ。 お父さん、 わ 疲れに なつた でせ う。 お湯に いらつ し 

やい ません か。 

小山 いや わしは い、。 それより お まへ 行かな くち やい け 


ない。 もう 四日 も 行かな かつたら ミ。 

つ ざ え、。 

ル山遲 くなる とこの 邊 は物隘 だから、 早くい つた 方 おい 
、〇 

つ 去 ぢ や、 ちょつ と 行つ てま ゐ ります わ。 

ル 山 さう する •かい、 0 ( ポヶットから 手帳 も おし 何 か 
频リじ 藝さ茲 む} 

つ ざ 不用む ですから 裳の 方は 閉めて！ 行 さませう。 

ル 山 (なほ 書込み もし々 がら) も、 さう して おいて くれ 
ると い、 わ 〇 

つ ざ (止 間に 下り、 裳 口の 障子 も 開け、 雨戶 みがみ ふうと 
したが) ちれつ。 (と 恐し い聲も 立、 ろ) 

ル 山 (驚いて〕 どうしたんだ。 

つ ざ 何かゐ るの ょ、 そこに 〇黑 いもの •か。 

ル 山 黒い もの。 (と 急いで 嘉 所に 巧んで がろ) 

つ ざ もつ ちへ 巧つ たり、 こつ もへ 行つ たりして ゐ るの。 
ちた し 恐い わ。 

ル 山 (かもな て) 何も ゐな いぢ やない か。 

つ ざ い、 え、 ゐるわ 〇 そら、 そこに 0 
ル 山 うム 。誰か 立つて ゐる やう だな。 (ホの 人に) どな 
たです 〇 ( をへ が閒を とれない ので〕 え。 何です つて。 
道 かみら な いんです か。 


I_ 殺な 哪 
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かの 人 い、 え、 少 々わ 願 ひが ごぜえ まして。 

ル 川 わたし じです か。 

かの 人 え。 

小山 そわなら 何 だつて こんな 裹口 じなん か 突立つて ゐる 
ん です 0 

かの 人濟 みません 0 つい 這 入 b にく かつた もんです から。 
小川 川が も るん なら 裘へお 廻ん なさい。 (おじ) 装は 

わしが 閒め るから， お まへは：^ く 湯 じ 巧つ ておいで なさ 
、〇 

つ ざ はぃ 0 

ル 山 氣を つけて 行つて わいで ょ。 それ じ 雨が 降つて 來さ 
ぅだか .T 傘を 搏つ ておいで。 

つ ざは い。 

(つ ざは おから 山ス むかぅ として 抓 モド も閒 ける と、 
外-しけ 止エの お 巧を さが わ V {と 立つ てゐる 〇〕 

もさ パ々 は濟 みません でした。 

つが い、 え 。こもらへ わは いりなさい まし。 

もさ へえ 〇 ( 巧る-^ がを 所に 這 入る。 ながの 隨リ らし 

い 服裝〕 

つ 去 (ル 山に) 巧つて 參 b ます。 (去ろ〕 

ル 山 お まへ さんか わ。 用が もろと いふのは。 

もさ へえ 〇 


ル 山 で、 用事と いふのは。 

もさ  (菜 子が 在 小山の 前に 差 出し) つまらな いもので 
ごぜえ ます けれど。 

ル 山 そんな ことを しも や朗 るよ。 

わさ どうか 巧 もや まじで も。 

ル 山 いや、 うちには 子供は ゐ ない。 化 間 化 なれた もんだ 
から 0 

もさ (巧け なみ 巧 かれて わ ど/ \ しながら〕 は、 はい。 
でよ：.. 

ル 山 そんな ことは 關係 のない こと だ。 で、 用件と いふの 
主 0 

わ ミ どうか 赶郝 、おおん なすつて 戴 さます。 巧 入つて お 
願 ひが ごぜえ ますん て。 

ル 山 頼みが あるなら 何てん 聽 かう。 しかし さう いふ もの 
は絕對 にを 巧れ ない。 

わさ さう' でも ござえ ませう が。 

ル 山 お まへは ホ だから 何 じち 知らないと 化え るか、 官巧 
とい ふ ものは 一切 他人から 物は 貴へ ない ことにな つて ゐ 
るの だ〇 だ^ら そんなむ 酣 はしない 方が い、。 わしは も 
のを 賞つ たから、 實 はむから といつ て 差別を つける や、 つ 
な ことは 決しても b はしない。 それよ 〇 か 用 かを 早く 話 
した 方' がい、。 
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もさ (わ ど {しながら) へえ 0 

ル 山 さ、 その 菓子 巧なん か 化 舞つて。 それて 用件と 

いふのは。 

あさ (哲 くうな だれて ゐ たが) 旦那 樣 、子供が 生れたら 
屈け なく もやいけ わえ でせ うか。 

ル 山 そ b や 無論 屈け むくち やい かんわ。 

わさ ところ おその 赤ん坊が 直ぐ 巧ん ぢま つたんで すが、 
巧んだ ものな. -T 屈け むくても ょか わぇ でせ うか 0 

小山 いや 假令 巧んだ じしても 一 應は屆 けなくて はいかん 

_1^0 

あさ だ お、 生れた とはい つても、 直ぐ じ 死ん ぢ まつたん 
だから、 生れな かつた も 同じ ことです' が 0 
ル 山 いや， さう はいかん 0 

わさ 矢つ 張 〇 屈け なくち やい け わえ でせ うか。 

ル 山 お まへ 赤ん 巧が 出來 たの か。 

わさ (おく 默 つて ゐ わが}  へえ。 

小山 それを どうして 今迄 眉け むかつた の だ。 

あさ 入手が なかつ たもんで。 

ル 山 亭 まじ 屈け て 賞つ たらい、 ぢ やな：. か 0 

わさ それが 居 わえ もんです から。 

ル 山 化んだ のか。 

わさ へえ 0 


ル 山 それなら わし' が 屈け て やらう。 遲れ たけれ ども 爲方 
がない。 

わさ どうしても 屈け むくつ ち やい け わえん でせ うか。 

小山 そり やい けない さ。 屈 出で を しないと 罪 じなる から 
わ 0 

めさ (うなだれて) おつた な。 旦那。 (わ パく とまた 
先刻の 菓子が も ル 山の 前にず、 め 乍ら〕 どうか お 願 ひで 
ごぜろ ます。 旦那 お 一人の ご 料簡 じして 戴く 訣 にはい か 
わえ でせ うか。 お 願 ひで ごぜえ ます。 

小山 そんな 訣じ はいかんょ。 

もさ 旦那. どうか 罪 じなら わえ やうに して 下さい。 どう 
かご 內分じ お 願 ひ 申します。 旦那、 お 慈悲です。 

ル 山 (をに ホの 脫も捉 へろ〕 これ。 貴樣 、兒を 殺した な 0 

わさ と、 とんでも わえ。 わし、 狭して、 そ、 そんな.... 

ル 山 嘘を つけ、 そんなら 何故 屈け る ことを そんな じ 恐' が 
るんだ 0 

もさ い、 え、 を！ く 殺した なんて、 わ、 おぼえの わえ：： 

ル 山 ぢや 赤ん 巧は どうして 巧んだ の だ。 

わさ 死ん だんです 〇たご 巧ん ぢ まつたん です 0 

ル 山た ご 巧ん ぢ まふ 當が あるか。 

わさ お、 病、 病氣 で：.. 

ル 山病氣 で。 いつ 巧んだ の だ 0 


I 巧话巧 


m 


わさ を、 をと、 ひ 0 

ル 川 一昨 口。 (雌 かに) さぅ してを の死體 はどぅした。 
(たけ 無 胃の ま、 なに 巡を のず も振拂 つて 逃 出さぅ と 
ずる 〇〕 

ル 川助樣 。义 いれ だ。 

(巡が U かぐに を ひかけ て、 女 みれ •ちが ぜ 。辄も かけ 
王う とずる。〕 

もさ 凡 郡、 なじす るんで す。 (巧抗 ずる〕 

ル 山 •巧抗 ずろ と 承知 せん ダ 0 

わさ々 純ら れ もや、 わし お々 縛られ もや。 广と 悲痛な 聲 
也 k け':^ 巧 巧ず ろ) 

小山 八 盗し い〇だ つと してを らん か。 

わさ  'ぐつ たりと して〕々 純ら わち や：：。 (泣を 伏ず〕 
小川 (んさ 规リ 上げ) 岡 太いね だ。 菓子 折なん か 持つ 
て 巧て、 わしを 雜絡 しょぅと か、 ゎを る。 やい、 顔を も 
げろ。 

わさ (巧つ 化した ま、 でゐ る〕 

小山 領を もげろ とい ふんだ。 (とを？ の 巧を もつ かんで 
が 古 引上げろ〕 

わさ (無音の ま、 なみ 上げる。 その 眼け 痛烈な ホ 如かつ 
てゐ ろ〕 

ル 川 これ、 どうして 坊 稼は ホん 巧を 殺したん だ。 


あさ (無 夏 

ル 山 どうして そんな 酷い ことを したんだ 〇 それを いへ 0 
あさ (無言) 

ル 山 それを 白が しない かつてい ふのに。 (と ホみ S' 寸ぷ 
つ ス突さ 0 めす〕  、 

わさ (力な < .芋蟲 の やう じごる りと 前への めろ 〇 しか 
し央 張な 事 社し ない〕 

ル 山 貴様 しぶとい 巧 だな。 何故 默 つと るんだ。 返事を し 
ないか。 

を さ (や ロリ 無言) 

ル 山 何 だ。 貴樣 はい たづら をし たんだら ぅ。 貴樣 はさつ 
さ亭ま •かないと いつたな。 それで 父無し子を 生ん だんだ 

らう レ 

わさ (無言の ま、 首 も 振る〕 

ル 山 嘘を つけ。 始ま じ 困つ て そんな 大 それた ことを した 
じ 巧 違ない。 相手は 誰 だ。 巧手の 男を いへ。 

わさ (聘 さとれの 程 ル 摩に 何 かいふ〕 

ル 山 なに。 父無し子 ぢ やない。 夫の 子 じが 違ない つて。 

しかし 貴樣： 亭主は 巧んだ といつた ぢ やない か。 

あさ (趣め てル聲 に) 巧んだ とい つても つい 一一 一月 前 じが 
ん だんです り 

ル 山 一ニ パ 前に 巧んだ。 そわ ぢや 確かに 亭 まの モじ 相違な 
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いの だな。 

あさ (巧 おで〕 はい。 

ル 山 やい、 それなら 貴樣は 鬼婆ょ b も ひどい むだ ぞ 。現 
巧の 子を 殺す とい ふのは 何とい ふ 人非人 だ。 貴 樣は子 •が 
巧哀 くは ない のか。 

わさ (無言の ま、 泣いて ゐ ろ) 

ル 山 わしはつ い化間子供をとられた幹ゎだ。 

したの ぢや もろ お、 わし じは どうしても 請め をれ ない 0 そ 
れ だの じ貴樣 じは ょくも そんなむ ごい ことが 出來 るな 0 
ぁさをく、 モ 供は 巧おう ございます。 互 那樣ぉ 察し 申し 
ま チり 

ル 山 人並む ことを いふな。 貴樣に 子の 可哀 い^こと がか 
るか 〇 そんな 恐し いむで 0 

ゎさ. な 部、 いくら 貧乏して ゐても 子を 思 ふ 親む じ 違 ひは 
ごぜえ ません 0 

ル 山 そんなら 何故 殺したん だ。 憐れ つぽい ことを いつて 

同情を 引かう つたつ て、 そんな 手には 乘り はしない ぞ。 

何故 殺した の だ。 譯を いへ。 譯 を。 

わさ (泣を ながら〕 モ 、子供が 可哀 さう だから 殺し まし 

た 0 

ル 山な に、 子供が 巧を さう だから 殺した 。これ、 馬鹿な 

ことを いへ。 子' が 巧を いけ b や 大事 じ 育てる のが 當〇ま 


へぢ やない か〇 それ だのに 子を 殺して おいて、 子 •か 巧哀 
い、 と _ ，ふ 理窟が どこ じちる。 

わさ そ* その 通 b で ごぜえ ます 0 

小山 それなら 何故 そんな ことを したんだ。 

もさ はい。 (巧 もんき 乍ら〕 子を 大事 じする のが 親の 
勤めて ごぜえ ます。 をく さう する のか か 間の 親の 習は し 
で ごぜえ ます。 です かわし 等のと こでは とても 世間 樣の 
やうには まゐ〇 ません 0 

小山 どうしてい かないの だ。 

わさ どうしてつ たつて、 旦那が 0 

ル 山 そわを す つん 〇 話せ。 

もさ 話した つて とても 駄目て ごぜえ ます。 話せる やうな 
話ぢ やもりません。 

小山 宜しい。 ぢ やわし •が 問は う。 お まへの 亭主は 一二 月 前 
に 巧んだ といつた' が’ 何で 化んだ の だ。 

わ S 病 氣で巧 じました。 

ル 山 何 おで •化んだ の だ。 

もさ 肺病つ ていふの か、 血を 一升 も 化いて 巧ん ぢま ひま 
した 0 

ル 山 ふむ、 で、 わ まへ が ±エ じな つたのは それから か 0 

あさ い、 え、 一年 半ば かり 前で ごぜえ ます。 

ル 山 では 亭主は その 巧から 病氣 だつた のか 0 


L 较な巡 


4on 


わさ 惡 いのは もつと 前 か です が、 働け なくなつ たのは 
その 咕 分からです。 

ル 山 そわで お まへ かを まの 化り じ 働く やう じな つたの だ 
な 0 

んさ はい 0 

ル 山 だ や、 阮 かう もは 苦し かつたら うな。 

もさ  もの 口 も おまん まを をはな かつた ことか 柯度も 
ん b ます 〇が 化なら まだょう ごぜえ ますが、 その 間 じ 子 
供 じ 一天 も 巧 なれまして。 

ル 山 かお 〇 同じ 病氣 か。  ' 

わさ はい。 無暗 じ 血を 化 くんです。 それ か 咽喉 じつかへ 
もや 巧し がる もんです から、 何度も 聊 喉の 中に 手を 入 わ 
て やつて、 血の こご b を 引 張 ゎ 化して やりました 0 
ル 山す ると お まへは この 一巧 牛の 間に 亭主と 子供 二人 じ 
巧 なれたの だな 0 
わさ へえ 0 

ル 山 そんな. 今 お 化 來た 子供 こそは 丈夫 じ 育てな くつ も 

やなら な いぢ やない か。 

もさ さう で ごぜえ ます 0 

ル 山 それ だの じ 何故 殺して しまつた の だ。 

もさ (火 巧 心 もげて わつ と 泣を 川す) 

小川 こむ、 どうしたんだ 0 


わさ (泣 さかし 乍ら〕 瓦那 方には とても おを. ゥ にはな 〇 
ません 0 

ル 山 どうして 0 

わさ わし 等の 子供は、 生かして おくょ ゎ も 死なした 方が 
却つて 巧德 なので ごぜえ ます。 なまじ ましい 浮世を 見せ 
るょ. 口は 何にも 知らず じ 巧な す芳 が、 思 ひや b が 深いの 
で ごぜえ ます。 

ル 山 お まへ 氣 がどう かして やせん か。  - 

わさ い、 え、 そんな ことはありません 〇だ つて 旦那 様， 

さ うぢ や ごぜえ ません か。 看護 一つ 化來 わえ で 病人を 渥 
かして おくのは 巧な さう で ごぜえ ます。 をく 巧哀 さう で 
ごぜえ ます。  - 

ル 山 しかし 丈夫な 赤ん坊を 殺して しま ふのは もつ と罪ぢ 
やない か。 

わさ そ b やさう で ごぜえ ます か、 もの 子 だつて どうせ さ 
うなつ ちま うんです。 今 もまた 赤 巧の 直ぐ 上の むかう ち 
じ寢 てんる 化なん ですから。 

小山し かし 何も 殺す には 當 らん ぢ やない か。 

わさ へえ。 わし も 何度 それを 考へ たかしむ ません 〇 それ 
で考 へて は 止め。 考へ ては 止め、 つい 今迄 經 つてし まつ 、 

たんです。 轉は 腹に ちろ うちおろさ うかと 思つ たんです 
か をん な ことを しちや 巧 みのみ 體が たまら わえ とおつ 
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て —— い、 え， かして 生命 お谱 しいん ぢや ごぜえ ません。 I 
わしは 化んだ 方が どんなに 樂 かしれ ません が、 わしは ど 一 
うしても 化な わ わえん です 。わしぶ 死なう ものなら、 病 I 
氣の 子供と 年 おつた 親爺と を餓 化させな くも やなり ませ I 
ん〇 

ル 山す るとう ちには 子供の がに 年寄が も るんだ な。 

わさ はい 0 

ル 山 年寄は 老 ザで 働けない のか。 

あさ へえ、 てす からどう しても わしが 働かな くち や むら 
わえん です。 わしは 働を ました。 子供の 生れる 前の 日 ま 
で 一生懸命に 働 さました 。旦那の 前で ずが 赤ん 巧が 生れ 
て 見る と、 いくら 貧乏して ゐ たつて 子供は やつ ば 〇 巧を 
う ごぜえ ます。 碌す つぽ 乳 もやら わえ のに、 わしの 顔を 
見て はじつ こゎ 笑つ たりなん かする と、 を ひつ さたい 程 
巧哀う ごぜえ ます。 

ル 山 それは さう だ 0 

ゎさ けれど 化 間樣の やう じ 子供に かまけ てゐた 日には わ 

し 達は 口が 乾 上つ てし まひます 。それ も 自分 だけなら ょ 

う ごぜえ ますが、 年 帯 やお 氣のモ 供が そんな ことでは 過 

しては 行かれません 0 

ル 山 ふム 、それでは 赤ん 巧が ゐる卜 働く 邪魔 じなる ので 

殺した とい ふの か。 


を さ はい。 邪魔と いふ 訣ぢ やありません お > もれが ゐた 
日 じは とても 手足 纏 ひで 稼ぐ ことは 出來 ません。 

ル 山 ふん、 さう か。 (と 太 息 杏ず ろ〕 

あさ 旦那、 どうも 誠に 申 露が ごぜえ ません。 

ル 山 併し 考へ かな さ 過ぎた な。 殺せば 罪になる つて こと 
はお まへ 知らないの ぢや あるまい。 

みさ はい 0 

小山 それなら 何故 こんな ことを する のゼ〇 

あさ 他 じし やうが なかつ たので ごぜえ ます。 

小山 誰かに 子供を くれたら い-^ ち やない か。 

めさ くれる つたつ て 旦那、 た ごは くれられません。 今 ど 
さを のつかね え 赤ん坊 なんか 誰が 賞 ふもんで すか。 貧を 
人は どこまで みじめ なんかみ 〇 ません。 旦那 •をく 惡い 
氣 でした のでは ごぜえ ません から、 どうか わ赦 しなす つ 
て 戴を ます。 

小山 事情を 聞く と 氣の毒 だ お、 わしの 職務と して これを 
聽 いて 內 分に 濟 ますと いふじ 訣 はいかない。 

あさ そこを どうか 旦那'  お 願 ひで ごぜえ ます。 

ル 山 どうも さう いふ 訣 じは いかん。 殊に 化體で もも かつ 
て をらなければ 格別、 赤子の 遺龄 が發拋 されて ゐ るが 上 
今叟 どうす る こと も化來 ない。 

わさ え、 赤ん 巧が？ 


し 巧な 也 
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ル 山 さう だ。 わ まへは ホん 巧を 竹 觀の中 じ 埋めたら うか。 
わさ も、、 もう 駄目 だ 〇 ( と 巧 化し ス 泣く〕 

小川 で、 今と なつて はありの ま^を 包まず いふが い ム。 
それ お 罪の 極くなる 唯一の 道 だ。 もまへの をは 何とい ふ 
の だ 0 ( 手帳み 化して 薄 さ 取らう とずろ〕 

わさ (ない ゐス をへ ない) 

ル 山 おい、 退 海を しないと 巧 じな らんよ、 何とい ふち だ 
もさ (化さながら〕 はい 。おもさと 申します。 

小山 (ホ 帳に 記入し 乍ら か 靜に訊 巧み おけろ〕 夫は。 —— 
お まへの 亭 ホは。 

わさ 杉 原を 一一郎。 

小川 一ニ ヶ月 前 じ 化んだ の だ わ。 それで 職業は。 

もさ 义張〇 "H 方で ごぜえ ます 0 
小山 化 所。 化 所は。 

もさ TH 黑。  . 

ル 川 辟 下を 原 郡 鬥黑村 下目 黒と •何齋 地 かわ。 

わさ 二 千 一二 巧-北 -f •ホ 地。 

小山 一一 千 S 阿五 十帶 地。 同居 ぢ やな いんだ わ。 

んさ はい。 

ル 川 そわから 赤な の 生れた のは。 

わさ 化々 月の 十 HO 

ル 山 il 巧 十 H と。 巧の 子 だ わ。 


わさは い 0 

ル 山 殺した のは。 

わさ (をし さう に〕 一昨日の 晚で ごぜえ ます。 

ル 山 どうい ふ 風に して 殺した の だ。 

わさ 今日と 同じ やう じ爲 事の 歸〇で ごぜえ ました。 赤ん 
坊を脊 負つて 行人 巧の 近くへ 來 ると、 赤ん坊 お 農を つく 
やう じ 泣 くんて す。 乳を や b たいじ も 乳は なし 困つ てし 
まひました 0 

ル 山 どうして 乳 •かないの だ。 

あさ 貪 ひ 物か惡 いせ ゐ か、 この 五六 日ぱ つた 〇 乳 お出な 
くな つてし まつたん てす 0 

ル 山 それで。 

わさ それで 爲方 かわえ から、 乳は 出な くつても 乳房を 口 
へ ふくませて や b ました 0 

ル 山 それから。 

わさ それから 臂く 泣いて ゐ ました か、 いつか お 乳を 離し 
て 眠つ てし まひました。 

ル 山 をの 時に お まへは やつた のか。 

わさ (無言、 がくりと を も 前へ 亟れて 突がず) 

ル 山で、 何で 殺した の だ。 手が か。 

わさ (璧 百〕 

ル 山 おい。 何で やつた の だ。 
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(突然 わさは 腦 貧血み 起して 仰向けに 倒れて しま ふ。 
小山け 驚いて か 化しょうと ずると， 表の 研 子 戸が 開い 
てつが が 這 入つて 來 ろ。〕 

小山 も、 下 度い、 所へ 歸 つて 來 た。 ちょつ と 手を 貧して 
くれ。 

つ ざは い 0 

ル 山 おい、 座敷へ 上げ るんだ。 (つ ざと 二人が、 リ でも 
さも 座敷へ 控 かす〕. 枕なん かいらない。 巧を 低く して、 
足の 方を 高く してや るんだ 0 

(わ ミの 足に 巧 塞 もまつて やろ。 それからつ ざけ わさ 
の 止 巧の 巧鞋も 解く 〇 小山は 水 杏 づップ についで 來 
て、 女の が や 胸に かつ かけて やる。 

つ ざ お父さん. 繩を 解いて やらな くつち や可哀 さう です 

ル 山 さう だ。 繩を 解いて やらな くつち や。 (とい ぴ 乍ら 

をいて 挪も 解いて やる) 

つ-壬 (た 0 足 もさす つて やり 乍ら) この 人、 可哀 さうな 

んで すわ わ。 

ル 山 お まへ 聽 いて ゐた のか。 

つ ざ え* うちに 這 入 ゎにく かつた もんです から、 外に 立 

つて ゐ ましたの 0 

ル 山 さ、 つか。 世の中 じは 氣の 養な 人が 澤山 もるな。 


つ ざ もつ、 息を 吹を 返した やうです わ。 

ル 山 まだ そつと して おいて やれ。 產 後' 制 もない のじ 烈し 
い勞 働を やつたり、 む 邸した ゎした ので、 腦を 化を 起し 
たの だり 

つ 去 お父さん、 夕 張-^ この 人を 連れて行 くんです か。 

ル 山 さう だ。 さう しない 訣 にはい かない。 しかし 實際わ 
しも 同じ 罪を 犯して ゐ るの だ。 

つ 去 そんな こと、 お父さん—. 

ル 山 いや’ この 女は 兒を 殺した が， わし も 子供 や 妻を 殺 
して ゐる〇 た r 違 ふところ はな 接 手を 下した かどう かと 
いふ だけ だ。 

あさ (をに 起さ 返ろ〕 はい。 私が 惡い のです。 私 かおし 
たんです。 申訣 おございません 0 

ル 山 お、 氣 がつ いたか。 

わさ はい。 わたしは 惡 いこと をし ました。 まつた く惡い 
ことを いたしました 。しかし 旦那 •これから はさつ とこ 
ころを もらた めます。 どうか ご勘辨 なすつ て 下さい。 

(つ ざ，^ 認めて) ち、 お德樣 。さつを はとんだ 巧 相を し 
ました。 魄ぞ びつ く b なすつ たでせ う。 申 誤が ごぜえ ま 
せん。 私は 憩い ことを した もので ごぜえ ます。 それでつ 
いお づ {して ゐ たんです。 本當じ 人は 惡 いことは 化 巧 
わえ もので、 知らない 猿。 をして 通さう とおつ たんです 
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か、 どうしても そわは 化來 ません。 赤ん 巧の 顔 お 巧も截 
も おの 巧 じこび b ついて ゐて 離れ わえん で ごぜえ ます。 
綱を 巧つて 地形を して ゐ ると、 埋めた 赤ん坊の 巧を こづ 
いて ゐる やうな 氣か して、 ゐても 立 つても & られ わえ や 
、つじな ろんで す。 さう かとい つて々 捕つ てし まつて は大 
變 ですから、 口； 那の ところ じ わ 願 ひじ 上つ たので ごぜえ 
ます 〇 ( ムと〇 をの ホみ 化ス 綱の 解かれ 乂ゐ ろのに 氣が 
つ さ •ル 山に：) 打 都、 繩を 解いて 下す つたんで すか。 有 
難うごぜえます〇 み難うごぜえます〇  (i、 さ-.^>搭しさ 
うじ ル 山に わがな，^ ずろ〕 

小山 (蜜 口〕 

わさ (つ 去の ホに 向 ひ〕 お 礫 さま。 助かります 。助かり 
ます。 (と、 むから 碟み 述べろ 〇つ 去け 四つて 無言の ま、 
巧，^ 巧れ る〕 なは 口 じ一圆 五十 錢 しを やおつて ゐ ません 
が、 それでも 私 お 働いて ゐさ へす 〇 や、 どうにか その 日 
お 送つて 巧け ます。 打郝 、助かります 。何にも 中し ませ 

ん 0 S う ごぜえ ます 0 

つ 去 わ 父さん、 もんな に 言つ てゐ るんで すから、 何とか 

してやる 譜じ はいかな いんです か。 

小山 (巧く り も 明 •もた ま、 巧 合 巧れ てゐ ろ) 

わさ えつ 〇ぢ やなは やつ ぱ 〇〇 も、 0 ( となを 伏す〕 

(巧く ぶい 化な 0)  . 


わさ (やがて 泣 さ 伏した を、 巧 逆で) 旦那。 どうか 縛つ 
て 戴を ます。 

つ ざ 今 縛られて は、 お まへ さん 困り やしないの。 

もさ 肅 めました 。もう 請め ました 0 
つ ざ それでも わ。 

わさな の やうな ものは 一を 縛られて ゐる やうな もので ご 
ぜ えます 〇ど つち じした つて 同じ ことで ごぜえ ます。 

つ ざ だつて 病 氣のモ 供 や 年寄が 困 b やしないの。 

あさ それを 思 ふと。 ( ~ I く-^^' 泣 さ 出す) 

ル 山 おい、 うちへ 寄つて、 ちょつ と 子供に 會 つて 行つて 
やれ。 その 位の 手むなら わしに もして やる ことが 出來 る。 
わさ (泣き 乍ら) 會 ひますまい。 會 ふと 却つてむ 齒 りか 
いたし ますから 0 
小山 それ もさう だな 0 
あさ 宜那。 

小山 何 だ。 

わさ お 原 ひかち るん てす 力 0 
ル 山 どんな こと だ 0 

わさ こ >1 じ 日 當の殘 りが ごせえ ます か、 う もへ 屆 けて 赏 
ん訣 じは いかわえ でせ うか。 

ル 山 造作 もない こと だ。 屆 けて やらう 0 

わさ 巧 難う ごぜえ ます。 では お 願 ひいた します。 (とが 
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ホ お 巡を に 渡ず) 

ル 山 ょし。 わし お 巧つた。 確か じ屆 けて やる ぞ〇 
あさ はい、 有難う ごぜえ ます 0 
(間。〕 

わさ 旦那。 

ル 山 うム〇 

あさ 何年 位牢 にはい るので せう。 

ル 山 さう だな 。はつをり した ことは 分らない が 11111 年は 
く ふか も 知れない。 併し 事情が 事情 だから、 場合にょつ 
ては 執行 猶豫で その まム さかれる かもしれ ない。 何でも 
ちりの ま、 を 正直に いふ おい、。 

もさ 有難う ごぜえ ます。 (間) 旦那。 

ル 山う む 

あさもう 一つ 訊いても 息う ごぜえ ます か 0 
ル 山 何でも 訊く がい、。 

あさ ホん 巧 か 掘り 化された つてます か、 今 どこ じを 〇 ま 

せう 0 

ル 山 もれは 村役場に 引渡した。 

わさ もう 一度 會へ わえ でせ うか。 

小山 いや、 それは 會 はない 巧 おい、。 

あさ さう で ごぜえ ませう か。 

ル 山 會 ふと おも ひお殘 つて 却ってい けない。 


I あさ さう で ごぜえ ます わ。 だが 埋める 時 か うぢい つと お 
めし さうな 眼が をして 穴の 中から おを 晩ん てゐ ましたが 
あ、、 ちれを 思 ふと！ 

橘。) 

わさ 旦那、 お繩 を。 

ル 山 いや そのま^ てい、 0 

もさ (必 のうろ で 厚く ル 山-し 感謝ず ろ〕 

ル 山 ぢ や、 もょ つと 本署まで 巧つ て來 るから。 

つ ざは い 0 

(小山け わさみ 引立ス 、去ろ 〇つざ 口 与つ とそれ も 見 
送る。 さあと おしい 音み 立て〜 雨が 降り 化ず。〕 

— 蒂 — 
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平磁巧 夫子 郎モ郎 


生 

命 

の 

冠 

ご 

な 


巧 ゎ 鶴 
巧 叫 化 
外 じ 

儲の 歐墙 

履 人数 お 

漁夫 數お 

備詰 職人 蚊 お 


離 詰 製造所 ま 
そのを 
恒乂邮 のが 
その 化 
が 巧 具 

乂な 巧が 社 鼓 
細 元 

お 村 あじ 化 話に なつて ゐろ 
老人 
そのが 
巧 帥 


女中 
化の 者 
郵使酣 達 夫 
電報 馳達夫 
人夫 數る 
風屋 
古道具屋 
場 巧 

揮 太 西海岸 マゥ カ 
時 巧 
現代 

第一 幕 

をが 罐詰製 謂 所の 內 が、 家の 構造は 大體露 助 おりで 丸 
太を 組合 だ V" 作つ ス みろ。 

正 而奧’ ホ 手 寄りに 疊敷 をの 目 本 間が わろ 〇巧謂 巧 座 
敷で、 障子み 隔て、 奥に 逝す ろ やぅに なつて ゐろ〇 こ 
れな 除く かは 凡て 板 敷を の 王 間。 

冗巧舆 、中央に ぉ入りの 械子 扉が をる 。その おじ 二 連 
じな つて 入口の 扉が わろ。 なほ 止 面に 棉モ 窓が 一つ。 
それから 扉の 上のを 間にけ 四 五 おもわろ 火が の 甲な が 
なの やぅに 巧け てみ ろ。 
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家の 左せ に 出入口が が 一つな わる。 左側の 口け その 扉 
の眞 上に 打 附けス あろ 「罐詰 製造 場」 といん 木 化で、 
何 處に颗 絡して ゐ るか 直ぐ 知ろ ことが 化 來る〇 またせ 
側け H みまの 引戸に なつて ゐて 、勝手の ホに 通じて ゐ 
ろ 0 

立 間の 稱 左手 寄りに 鐵 製の スト ー ゲが 置いても ろ。 そ 
の 巧 園に 椅子が 二 一二 個。 

一二 巧の 中 巧 だが 內 地と 違つて、 かけ 雪が 盛に 降つて ゐ 
ろ 0 

(左 おけ 見物 席から 見て〕 

得ぞの おわ 鹤け〇 をの 乳を 子を 巧 をつて、 ル 聲に子 
ホ 巧 も 歌 ひながら ± 間 も あら ころがいて ゐろ 。外に 
は 誰 I 人が ゐ ない。 鶴 もを らぜろ 鉛の 音が 聞 ろ 0 
やがて それが 化を の 前で 化ろ。 と、 中央の 人' 口から 
立 彼な 紳击が 這 入つ ス來 ろ。 績 いて 軸 も 持つて 既お 

が隨ム 。紳尘 U 段を じちな も與 へる。 

紳± ごを 勞 だつた。 

既あ どぅも有難ぅ ございます 〇 (去る〕 

紳尘 (わ緻 に〕 を 村 君は おゐで i チ か。 

(わ 傾け 紳尘が 這 入って 來た當 初から け んさ うじ 眺 

めて ゐ わが、 問 けれても をへ ないで、 摘 じろ/ \ と见 

ゐる 0〕 


紳尘 ご主人は お 留守な のです か。 

(わ 摘は なほを へない。〕 

紳 ± お 留守なら ，誰でもい、、 うちの 人を 呼んでくれ ま 
せんか。 う もの 巧を。 

(ふと 左手の 製を 場から 主人のを 欽ホ郞 が 巧て 來 ろ。〕 

欽 ホが (を も 化て 心 どなた 樣 でございます か。 なは 當家 
の 者て ご ぞいます か。 (了 寧に が 儀 もずる〕 

紳± おい 欽み郞 お、 携 だよ。 そんなに 改まつ ち や 困る ぢ 
やない か。 麻 生 だよ。 

お次が ぁ、 君 か、 宜 夫君 か。 みらなかつた よ。 馬鹿 じ 立 
派に なつた な。 何處の 若様が やつて 來た のかと おつた。 

疏生 は ^ 、 〇 

敍ホ郞 おどかす わ 〇化觸 もな く 突が やつて 來 るな ざ. ぁ 棒 
太の 雪 そつく 〇だぜ 。だが よくやつて 來て くれたな。 そ 
れ はさう とその 後變 りは なかつ たか。 姉さん も 達を か 
い 。おほさん も 丈夫 だら うわ。 

麻 生 さう 疊 みかけて r とさに 訊かれち や 返事が 出來 やし 
ない よ'  君 0 

欽み郞 さう だつ たな。 ハ、、、、。 だが 久しく 會は なか 
つたから 話お啊 喉に つかへ ろ 程 滴つて ゐるぜ 。まち、 の 
けて ゆつくり 話さ うぢ やない か。 (スト ー ゲの 傍の 椅子 
杏 示し〕 さも 巧け て くれ 給へ 〇摔 太は 寒い から わ。 スト 
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1 ヴを離わも や^1?11もゐぐ，れな い ょ〇 もうお巧ぢ や ぽ つ 
ぽつ樓 •かおく 叫々 だ わ。 それ おどう だい。 こつ も ぢや每 
口わ い 化 ばか 〇 降つて ゐ るんだ から や 〇 をわない ょ 001 
人 かける) 

(わ 化け にんで リニ 人み 話み 聞いて ゐ わが、 化 時 急に 
巧が なち 巧知 巧して 中央の 扉から 外へ 出る。〕 

な 化 もの 女は どうかして ゐろ のかい 0 
かみ 郞 •：： 痴 なの だ。 

帖 化さう か。 道理で 變 だと おつた。 化し 素晴 しく 美人 ぢ 
やない か。 

かみ 郞 そわ だから 娇 いけむ いの さ。 子を 生まされた 〇 な 
ん かして。々 赤ん 巧を 巧な つて & た‘ b う 0 
化 化 うん 巧な さう じ。 

かみが まもそんな話はドうでもい 、や。 時に〇  (スト> 
ゲのお 狀パナ —ンと 火き なを 在 立 又、 掠れろ〕 おい 〇撥 
わ やしな かつた かり 
な 化 いや、 大丈夫だつた。 

かみ 邮さ うか、 それむ らい、 けむ ど、 こ、、、、 ら はお 巧 か 

惡 いもんだ からむ。 (ムと 麻 生の 外を もな ス〕 い、 外餐 

を 巧て ろな。 夕張 がの 者は 違 ふわ。 

化 化 そんな ことは も b やしないよ 0 

かみが お 巧み 出る と 巧は 巧ぐ じ 蒙が 銀 巧へは ひつた つて 


ことけ 聞いて ゐ たお、 こんな じ 豪勢を 極めて ゐ ろとは 思 
はな かつた。 も、 いふ 大絡行 じなる と 月給 もい、 だ .X う 
し* ボ ー ナスなん かうんと つくだら うな 0 

麻 生な ちじ そんな ものは 大した ことは ない よ。 た •、倭は 
銀行で も 巧 附の芳 じ 廻つて ゐる もの だから， ちよい { 
餘德が もる とい ふ もの さ。 實は今 こつ もじ 巧た の も その 
巧の 用 向 さで やつて 來 たの だ。 

欽み がそれ ぢや貸 附の調 查じ來 たの か。 

脯生 さう だ。 少し 大口の 申込みが あつたので 派遣され た 
の だが、 倭の 報吿 一つ お 先 乃 じ おつては 巧} 題 だから、 
借 手は やつ さとな つて 僕 じす お b ついて 來 るの だ。 

がみが ふ ミで 巧の 所謂 餘德が 生ずろ 訣だ わ。 

麻 生 まも さう いつわ やうむ 勘を だ。 

が ホが 2 口く やつて ゐ るな。 

麻 化 巧の 前 だ •か、 巧へ るのは 今のう も だから わ。 

お々 郎 を 〇 やさう だ。 をく 今の 內じ 巧へ てし まは なくつ 
もや 一生 敷 目 だ。 

お 化 勿論 僕 だつ て コン ミッションを 巧ろ ことは よくない 
位は 知つて ゐ る。 併し 月給 だけ 冗 直 じ 賞つて ゐ たのでは 
いつじな つたつて 鐵 錠の 川流れで 生涯 巧の 上ろ 時は も b 
やしない。 少しは わ お、 上手 じ立洒 はらな くつ もや。 

(化が じ 厄介に なつて ゐる巧 やを 爺が i ぼ--- と 巧ず 
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口から ± 間み 横ざる 0〕 

得 平 お 話の なかを お 邪魔いた しまて はい、 く， く。 
飲み 郞爺 や。 外へ 行く のかい。 

得 平 今年は 雪 か 類く つて 困ります 0 
おみが (麻 生じ〕 耳 •か 遠い の だ。 

(老人け 中央の 扉 杏 開け 外へ 巧る。 二人は 無言の ま、 
老人 もな 送る。〕 

な 生 廢殘の 老人 だ わ。 

おみ 郞 「'一人の 邪魔 まの 常 じ 我み じ 附さ禮 ふ もり， 其ち を 
稱 して 正直と をん。」 英國の 何とかい ふ與 かこんな 事を い 
つて ゐ たね。 

な 生 元はょ かつた 人なん だら ぅ 0 

がみ 郞大 さむ ま 人だつた のさ。 それが 正直な ばつ かゎに 
みんな 誤魔化されて しまつた の だ。 

お 生實際 正直ん 善し 惡 しだね。 

おみ 郞 もれ おさつを の 白痴の 娘の 父親 だょ。 

疏化 あの 老人 じもんな 若い 娘が ちる のか。 

なみ 郎な もに 娘と いつても 實モぢ やな いんだ。 後妻の 速 

れつ 子なん だ。 しかも 置 ざ b じされて 行った。 

麻 生 置 ざり とは 0 

欽ホ郞 後妻は もの 馬鹿な 娘を 殘 して、 若い 男と 速げ てし 

まつた の だり 


麻 生 ひどい 女が もつた ものだね。 

なみ 郎餘 〇巧哀 さう だから 緣 ん所緣 もない 人 だけれ ど • 
兄が う もへ 引 巧つて 化 話す ろ ことにし たんだ。 

麻 生 奇特な こと だ わ。 それは さう と 兄さんと いへ ば 巧 太 
郞 おは どうだい 0 

飲み 郞相 變らず だ。 

麻 生 巧 獲らず 謹 商なん だら うな。 

欽み郞 少し 馬鹿正直 なんで 困る 位 だ。 

麻 生 君の 兄さんの 謹直な のでは 僕は 少なからず 驚いて ゐ 
る ことか も るん た 0 

がみ 郞何 だ。 

麻を いつか 二人で 旧 舍じ徒 ホ 旅行 じ 化 巧け たこと かもる 
ん だ。 すると もる 鐵 橋の 所 じ 出たん だ わ。 遠く じ汽 巧が 
やつて 來る のさ。 そこで 僕は 旅の 一與 じかう いふ 案を 提 
出したん だ。 二人とも 鐵橋 のち 中まで ホいて 行つて 枕木 
じ ぶら 下らう。 さう して 汽 ずを やゎ 過して なょうと かう 
いふの だ。 

なみ 化 成 おおの 考 へさうな 惡戯 だ。 それで 旨くい つた か 
、〇 

麻 生 ところが 巧 太 郎君は 川の 中へ 落つ こもて しまつた。 

をみ 郎何 のこつたい。 意氣 地の ない。 

麻 生 そんな ことを いふ おお】 を やつて 巧が へ。 貨物 列 巧 
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か 何 かの 畏い むじ 山 遇つた 日 じは、 巧す •か 通り 拔 けむい 
うち じ 手の 方 おを つてし まふよ。 それでも 兄さんは 汽巧 
お 通過す る閒 は- ら つと 枕木 じ ぶら 下つて ゐ たよ。 そして 
汽巧お 逝 〇 切つた 後で、 ぎ ゆつ と 腕に 力を入れて 上らう 
としたんだ お、 もう 肩 じ 力かない からどう しても 駄 日な 
んだ 。それでた うとう 落ちて しまつた の だ。 

かみが ところで 巧の 方は どうし たんだい 0 
な 化 巧は 落 もなかつ たさ。 

かみ 郞巧 はそんな じ腕グ 丈夫な のかい。 機械 照 操は 上手 
だ やな かつた かわ。 

な 生 巧が 照' 操は を か r， 下手 だ •か 落 もなかつた よ。 

がみが どうして 0 

お 化 巧は 初めから 枕木 じ ぶら 下らな かつた の だ。 そして 
H 夫の 逃げ 泣 わ 避難 巧 じ 立つて ゐ たの だ。 

なみが おいわ 巧は。 

な 化 な もじ おいこと はん ゎ やしない。 おの 兄さん お、 ま 
つたう 過き るんだ 〇 もんな 危 いこと を やる もの おもる も 

のか。 

かみ 郞ピ つて 巧 かいひ 山し たんだ やない か。 

な 化 そり やさう だ お、 まさか 兄さん か 正直 じ ぶら てると 

は 思は なかつ たんだ。 それで 傍は すつ かい 感 むして しま 

つたの さ。 時 じ 朽太郞 おは ゐ ない のか。 


飲み 郞四 五日 前豐 原へ 出掛けた の だ。 併し 今にも 歸 つて 
來る だら うと 思つて ゐ るの だ。 是非 歸 つてち はなく つち 
やならない 寧が ちつて、 電報を 何 本ち むつても るの だか 
ら〇 

罐訪 H (製を 場から 巧み 出し) 旦 が、 <。 

なみ 郞何 だ。 

罐詰 H ちよつ と 見て 戴を たいん てす •か。 

欽 ホが よし''^。 今 巧 V。 

(罐 詰： 丄巧も 引を めろ。 これと 巧 ど 同時にせ 手の 膊手 
許で 巧の お 子の 巧が 聞え る。) 

巧 子 兄さん-^。 大變だ わ。 

飲み 郞 どうしたんだ。 

お 子 早く 來て 手傳 つて 頂戴、 よう 兄さんてば。 (引戶 も 
少 L 開けて 姉さん 巧り のう ひ-^ しい 類 杏 おず〕 もら お 
察樣 。少しも 知らな かつた わ。 (なぐ 戶も閒 す〕 

欽ホ郞 な もじ お まへの 知らない 人ぢ やない から •ちよつ 
とわいで。 

拘子 (戸のう しろから〕 だつ て あたし、 

なみ 郞 はじかむ ことは な いぢ やない か。 外の 入ぢ やない 
よ。 麻 生 巧 だ。 を 夫さん だ。 

約 子 だつ て 犬が 載を こんなと ころへ お 込んで しまつたん 
てす もの 0 
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欽ホ郞 何 だまた 「丸」 が鷄を お掛けた のか。 偽樣〇 ない 
巧た な。 

罐詰 H (まわ 巧み 巧し〕 旦那. ちよつ と 0 
巧み 郞直 •く 行く よ。 

麻 化ぢや 犬の 乃は 僕 か 見て やらう。 

欽 ホが おい 鉤モ 、麻 生を がな て 下さる とさ。 (さう いひ 
がら 製造 場に 這 入つ てし まム〕 

約 子 (户 のうしろ で〕 もら、 いけない わ、 {〇 そんな 
こと 〇 

脯化 僕ぢ やい けません か。 

掏 子 さう いふ 急 巧 ぢやも b ません のよ。 

麻 化 そんなら い、 ぢ やありません か。 (P 拓閒け ふうと 
ずろ、 化し 閒 かない〕 おや、 戶を挪 へて ゐ るんで すか、 
鉤 子さん。 

約 子 だつて 的る わ、 あたし。 

脯生 闲る ことなん るち b ません よ。 

約 子で も、 こんな 服裝 して ゐ るんで す もの。 

麻 化 そんな ことを いつて ゐ ると 鶏を 食べられて しま ひま 

すよ。 (力 も 入れ ス P も 開く) さ うら 開いた。 

掏 子 あら、 ちた L どうし ませう。 

麻 化 (巧う の 室に 這 入つて〕 犬は 何 處じゐ るんで す。 

狗子 そこ じゐ ます わ 0 


麻 化 あ、 大 さな 犬 ごす わ 。しつ、 しつ。 少しも 逃げ ませ 
ムゎり 

拘 子ぇ’ 棒 太 犬は 强 情です から。 

麻 化 兩 方の 巧が 立つて ゐ て、 恐い 顔を して ゐま すわ。 

約 子 もら •あなたが そんな ことを 仰し やつて はな ほ 逃げ 
ません わ。 

麻を だ やかう してや b ませう。 畜生、-^。 (拂 へて ゐ 
ろ ステ ッ车 川の ホ 傘で 犬 もを ふ) そ ミら、 たうとう 逃げ 
てし まひました 0 

狗子巧 難う ございました。 

麻 化 も^、 い、 運動を やつた 〇 ( とい ひ 乍ら ス — ゲの 
ところへ 巧つ ス みて 化けろ。： > 

狗子 (猫 勝ず 許に おつた ま、〕 トゥ、-^、 {、'---〇 
(と媒 も 巧んで ゐ る) 

麻 化鷄は 上から 下 〇 ません か。 

約 子 ぇ、 巧は かつて ゐて 下ぃて 來 ません わ。 

(おみが 巧び 製を 場から がス ホろ。〕 

おみ 郞 犬は 述げ たかね。 

麻 生 やつと 述 げた。 (壁に 巧け y わろ 火 さなが 化み 北て〕 
巧、 こ、 ら では こんな 火 さな 鼓 おとれる のか わ。 

なみ 郞 うん、 かう いふなは さう はとれ ないか* そわで も 
とさ-^ はとれ るよ 0 


なのな ホ 
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な 化 こんなれ をな ふのは 何だか 氣 巧お惡 いわ。 

なみが をん な ことは ない さ。 それ じ罐 詰では 化の 外は 化 
はむ いから 大 さいな ほどい、 ん だ。 何しろ 五寸な 下の な 
は 化 節と いつて 化つ ていけない ことじな つて & るんだ か 
らい 0 

阮化 をん な こと* んん るの かい。 なか'''^ 面 巧な もんた わ。 

だ お、 巧 じ 巧 節つて むはけ いもの だ。 

化み 化 それは 巧い さ。 もょ つと 化に 風 巧の い、 ものは な 
いから わ。 だから 外 喫の 上流 社會 では 遊 お 素 的に 赏美さ 
れ るんだ。 それ じ 巧が 巧ぅ で n ブス ク ー •か餘 b とれむ く 
なつた もの だから、 その 化 州 じこ ちらの もの お 非 おじ 輸 
出され ろんだ。 

帖化 それ ぢや 巧のと ころは 大分 赏氣 かい、 んだ わ。 

化み 邮 巧は 英网 から： A 千 耐ニト 四萬罐 とい ふ 大口の 註文 
おん るんだ。 それで 今は 小口を 皆 劇つ てこの 分 だけを 製 j 
班して ゐ るんだ •か'  これを や 〇 了 せれば 少しは 樂 じなる 
わけ だ。 

な 化巧网 か. t, 巧搂の 註文な のか。 

巧み 邮さ うだ。々 をは 一な 横 潰ない 神戶 なわの 巧み. 閒の 
モを锦 て、 火 部々 米阅じ 輸出され たの だ〇を して それを 一 
また 米网 かじ， 巧网 や佛關 闲じ轉 をして ゐ たの だ お •併し 
こんな ことでは 一一 おじ も S 雨 じ も 仲介者に 利猛を 占めら I 


れて しま ふだけ だから、 英國の 商人 もちへ たと 巧え て 直 
接 僕の 巧に 託 文して 來 たの だ。 

陆化 それの 方 かわ 互 ひじい、 から わ。 

をみ 郞 ところが それでは よくない なが も るんだ。 

麻 化 仲介 業 まか。 

おみ 郁 さう だ。 直接に 取引を なめ。 わた 口 じは 仲介 業者 
は 上つた 〇 だんら わ。 そこで もら ゆる 妨害を 試みようと 
して ゐ るの だ 0 

麻 化 卑劣 ぢ やない か。 

おみ 郞 卑劣と も惡辣 とも 言語 道斷 の行爲 だ。 而も 彼等は 
それを なて 自己の 商資を 維持し， 賴 利を 擁護す る 巧爲だ 
となつて ゐ るの だから 愈々 手が つけられな いの だ。 

麻 化 そ 〇 やど こを ん爭 ふかい、 わ。 

飲み 郞 無論 僕は 戰ふ覺 悟 だ。 どんな ことが もつた つて 彼 
等 じ降參 する やうな ことは しないよ。 

(約 子 U この 少し 前から 化スゐ たが 物 化かし さう じ旣 
つて ゐる 0) 

欽 ホが (ふと 掏 子 知見て) わ まへ そこに ゐた のか。 

綺 子え。 

かみ 邮何 だ。 清 物なん か着拽 へて 0 

锦子 だつても たし まだ ご おが もしな いんです もの。 

巧み 郞 ご おがなん かよ 〇ご馳 ホが 肝腎 だよ。 な あ 麻 中； 巧。 
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肺 生 さう/ \ •久し 振ぃで 御子さん の わ 料理を ご 軸 まじ 
なりたい もんです わ。 

鉤モ もの、 しば..： くご 滞を なすつても おょろ しいので ご 
ざいぇ すか" 

麻 化 昔 馴染 じで 六日 ご 化々 じむ 〇 たいと お ふので すか 0 
拘子 まも嬉しう こ ぞ い ます こ と 。 どう^^ ご ゆ つ く 〇〇 
(雇人 中央の 口： 一から 入つて 巧る。〕 

雇人 瓦郝 、漁船 お上りました。 

をみ 郎 さう か、 直ぐ じ 行く 〇ど うだ、 漁は もつ たか 0 
惡人 へぇ、 大分 もつた やうです。 

歎み 郞 さう か •そわは ょかつた。 

钩子 兄さん、 濱へ巧 くんです か。 

欽 ホが 鳥渡 行つて 巧な くつ もやなら ないから、 わ まへ 麻 
生 君の お 相手をして < わない か。 

(掏 子 困つ たやうな 化しい やうな 様子ん ずる 0〕 

麻 生 僕の ことなら どうか わかず ひなく。 

おみが 巧大變 失敬 だけ わ ど. 直ぐ 歸 つて 來 るか. JT 舆でゅ 

つ <0 してく わない か 0 

巧 生 有難う。 

欽 みが だ や もよ つと 行って 來 る。 

(がみ 郎 巧を 具 もっけて おへがが ける 0〕 

(お 生と お 子は 巧く 問の 惡い化 ぉ〇〕 


詢 子ち たし 巧舍 染みて しまつたで せう。 

脯生 そんな ことお もる もんです か。 なの 姉の 家 かじ， 學校 
じ 通つ てゐた 巧と 少しも 變〇 おあゎ. ません ょ。 

询 子ち らお 挪輸 ひじな つては 厭です わ。 でも もの 頃は 樂 
しう ございま したわね 〇も なた じは 毎日 お 目 じか、 れる 

麻 生 何 おちな たは 音樂學 校を 止めて しまつた のです。 巧 
角入學 が出來 たの じ。 もう 一度 東京へ 出て ぶる 氣 はも ゎ 
ません か。 

(奥で ホ兒 のけた、 ましい 巧瑶が 聞え ろ 0〕 

掏 子 え、 それは もう 私 だつ て。 —！； もら. ごを 下さい 0 
赤ん 巧う 泣、 てを 〇 ますから。 〇舆 のた 中 じ 心つ デ や、 
坊やを こちらへ 連れて おいで。 

(ホ 中は ホ 兒ん- 抱いて 來 ろ。 お 子け それ 也 受取つて を 
やず。) 

脯生 上の 兄さんの お子さんで すか。 

飼 子 え、 乳 か 化ない もんです からない て爲樣 がない ので 
す 0 

な 生 おほさん おご 病氣 なんです か。 

約 子 え、 長い こと 臥つて をり ますの。 なか 學 巧を 止めた 
の も そのためで すわ 〇 誰も 家の ことを する 人が な いんで 
す もの 0 


なのな ホ- 
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な 化 ぢや あなたは 常 分 山 .b れな いんです か。 

鉤子 出られな いつて？ 

な 化 巧は れ鉤モ さん、 巧い 内 じ 家を 持たう かと 恩つて ゐ 
ろので す 0 

お 子 まあ* それは 結構で ござい ますこと 0 
化 化 それで わ紛 でさん。 

約 子 はい D 

(巧が 中央の 扉み 排し ス种戶 の乂茵 商を の 巧 お 所按化 
柳ぶ ホが お 入つて みろ 〇〕 

化 柳 ご 化 0 ごま 人は お & で ごす か 0 
約 子 もの、 不巧 でございますが 0 
片 柳では 巧大將 にお U じか、 り ませう 0 
お 子 下の 兄 ももょつ と 山 かけました のです が。 

片柳 巧が を わつ かひ じなる のでは も b ますまい ね。 

約 子 い、 え、 そんな ことは ございません 0 
片柳 若し そんな ことを なさる とがつ ておちの 段め じご 巧 
です ょ 0 

狗子 おかして 嘘な どは 中 上げません。 

片柳 少し ご 相談したい ことが もつ てわざ {上つ たので 

すか'  お 巧が とも わ ば 止む を 得ません 〇 また 帆 日で も 上 

違せ う 0 

狗すホ 協で ご V」 います か 0 . 


(片 柳ち ろ 0) 

な 化 いやな 巧です わ。 何です もれは。 

鞠 子神戶 の乂 幫商會 つて 贸み 商の 巧です の。 

お 化 も、 罐 詰の 仲介 業者です か。 

剤 子ぇ、。 もつ、 鈴の 青が 聞ぇ る。 兄 かも 知 わません た 
(犬滝の烈し い鈴の經が聞.^'!^、 閒もなくぷめ前で化 
まろ。 内 痴の娘 わ 鶴が 化 づ這乂 つて おる 0) 

わ鉛且 那か歸 つて 來 た。 

拘子 さう。 (立 上つて 戶 口に 行く〕 

(がが 恒太郞 ま 化の 陆 おみに みを 固み ス 中央の P 口 か 
ら這乂 つ ス來る 0) 

相が 酷い 雪 だ。 西 か 吹く から 今夜は 荒れる かもしれ むい。 
お 子 さぞ おひ どかつ たでせ う 0 

巧が うん。 まるで 雪の 上を 轉 がつて 來た やうな もの だ。 
約 ホち の 麻 生さん •かいら つし やい ました わ 0 
巧 村な じ 宜夫お •か 。それは 珍ら しい。 (麻 生に) こんな 
ところへ、 おょく 訪 わて 來て くれたね 0 
お 化 なじ 少し 用 巧 お あつた もんだ から。 

おがさう か。 どうか ゆつくりして 行つて くれ 給へ。 

麻 化を 難う 0 
わ お 犬に 經 やらう か。 

が 村 さう {。すつ か b 忘れて ゐ た。 へ ゲィ ー を 掛けた 
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ので 犬は みんな 疲れて ゐ るんだ。 お まへ 直ぐに 小屋に 速 
れて 行つて 結を やつてくれ。 

わ捣 あい。 (戶 かじ ホて 犬 もげ ぴ乍 らちる〕 

お 生 白痴 だとい ふの じよく 働 さます わ。 

拘子 え •兄さんの こと だと 何でもい たします のよ 0 
お 村 店のを はゐ ない のか。 

询モ え、 船 か 上 b ますんで みんな 潰へ 巧つて を 〇 ます 

の 0 

行 村 さう か。 (赤兒 みなて〕 おい 巧 ま > 寢てゐ るの か。 
々日は 珍ら しく 泣かない な。 

拘子 さつ さを 泣いて をり ましたの。 今やつ とお 入つ たと 
ころです わ 0 

巧が ゎい 約 子、 麻 生 巧は 船で 疲れて ゎゐで だら う。 奥に 
ご案內 して 直ぐ じ 風呂を ゎ勸 めする がい^。 

釉子 えム .さう でした つけ、 つい 話に 氣を とられて ゐた 
もんて すから 0 

お 化 寒い 時には 風呂は 何よ 〇 だ。 毙慮 なしに ご 旧 介 じな 

.いう。 

巧が さあ、 どうか 0 

麻 化 ぢや あ、 ごを 蒙って。 (u 本閒じ 上る〕 

約 子む さ 苦しい ところです けれど、 どうか こもらへ 0 

(拘子 お生み 奥へ 案內 ずる。〕 


な 村 犬の むめ 無性に 班け やおる もんだ から、 陪か 綿の や 
、つじ 疲れ もやつ た。 もム。 (伸 もす ろ) 

(雇人 漁夫 等 數ぉ涩 も 木製の 措 荷 おの t のに 載 だ';^ が 
から 運んで 來ろ〇 そし ス 中央の 入 n:: 一ら 這 人つ てぶ 手 
の 製造 場へ 運ぶ。〕 

せ 村 (漁夫 等に) や、 ご苦勞 {。吹雪に なつて 來 たか 
ら濱 はさ ぞ難廣 だら う。 漁は 大分 もつた かわ。 

漁夫 まづ 、いつもょ 〇 はい、 巧です 0 

ホが さう か。 それは 結構 だ。 どれ、 どんなの おとれたい。 
もょ いとなせ て ご醫〇 

(が ホ 指 荷，^ 下に わいて なぜる。〕 

がぜ 大分 大 さなの かとれ た わ。 こ、 いらのを とる じは も 
う 巧な b 沖の 巧へ 化かけ るか わ。 

が ホ な もに、 まだ 一里 半 かそ こいら のと ころで 大丈 そで 
す 0 

巧 村 (壁 古见 てもり 乍ら 不 がさう に〕 わい、 ハィヵラ 蟹 
がは ひつて ゐるぢ やない か。 

(展 、が ホの 袖を ひく。 が も お 首。〕 

巧 村 何 だつ てこん むれを 入れ ろんだ 0 ( 愈不靴 さう じ) 

を かしい わ。 下の 乃 じは 雌 やが 蟹 •か澤 山は ひつて ゐるぢ 
やない か。 

漁夫 そり や 何です。 雌で もな 蟹で もんん な とつて 來 いつ 
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て、 さう をはれ たもんで 0 

巧が 誰 じ。 欽义郞 にか。 まさか おは そんな ことは いひは 
しま ひ。 雌 やが 飯を お獲した じ， 節は 根絶やし にむ つてし 
まふ。 こいつを 採つ て來ろ ことほ 禁令に なつて ゐろぢ や 
ないか。 

谢乂  (藝 =) 

がが かう いふかが 網 じか、 つた .b 何 かなぐに 逃がして や 
らな いの だ。 そんな ことは わ まへ 達 も 十分し つて ゐるこ 
とぢ やない か。 それ じ 第一 こんな 齡は 一等 品 離 詰 じは 化 
へやし ない。 これ かじ， 氣を つけて くれな くも や 酌る 。う 
もの おぶ じ も か、 はる ことたから。 

厢人 (その 巧み おけう とし ス) 兎に 巧 これは 向う へ 運ん 
で おさませ うか、 り； 那。 

がが さう だな。 まも 運んで おくさ。 わい 十 ま、 製を 場へ 
むつたなら、々 n 川 來た罐 詰を 二つ 己 つ 持つて 來 い。 

雨 人へ ぇ。  - 

人 漁火 巧が 巧 杏が いで 製を おじな 入る。〕 

(漁 央緣け なく かて おて 外へ 去ろ。〕 

(W 人 触な 知 11111 侧が 村のと こ スへ拌 つ^がろ 0) 

が 村 (罐ん 叩い' 化たり M かしてな 細に 觀檢 ずろ、 そして 

な 人に〕 わい 繊 切。  - 

CW 人嫌圳 化ず。 が W 罐み閒 く。 がが のがに け雜传 


の 色が 巧ぷ で) 

おが 欽夕郞 は 居ない のか。 

雇人 もう 閒も なく お歸〇 じなる でせ う。 (表 W 扉 知 あけ 
て 外む ぶろ〕 も . T 度わ歸 りじな ゎました。 

(巧 おから 邮 つて 化ろ 0) 

欽み郞 (义も おて〕 わ歸ん なさい。 を かは ひどかつた で 

4' ごつ 0 

かが ウム 。(と 膠な くを へろ) 

欽み郎 带報 はおました か。 

か 村な た。 

欽み 化蹟に 障は る こと' が巧發 しました たなは 一人で 
むし やくし やして ゐ ましたよ 0 
がが (雇人-し〕 十を、 お まへは 製造 場の 方を 手 傅つて や 
れ〇 

確 人 はい。 (製造 場に 這 入ろ〕 

がが (おに} おい、 もつ と 近くへ 寄らない か。 

(巧み 郞义 にあ 啓ろ。〕 

がが (開いた 罐 詰み 弟に 示し 乍ら みし 嚴 かに〕 これは お 
まへの 巧创 か。 

おか 郞 さう です。 

おがち 幽へ 送る やつ だら うわ。 

飲ホ邮 さう です。 外の な ざもとても 手’ が 廻りません から 


が 0 


冠の 命を 


nfo 

が 村 お まへ ィリ ス會 社との 契約は 承知して ゐ るの だら 

'フ。 

欽み郞 無論 知つて ゐ ます。 

巧 村 もれは 一等 品と いふ 契約 だょ。 

おみが その 通 〇 です。 

せが をれ だの じこれ はどぅし たの だ。 雌 や 巧 蟹が はいつ 
て ゐるぢ やない か 0 

なみが 雄の 大を いの かとても 間に合は ない のです。 

かが そ 〇 や 今度は 大口 だから、 ぅ もの 掉瞄で 探れる だけ 
ぢや 足り やしない。 併し その 爲 めじ 約束 腊の 契の かして 
あるの だ。 その 方から いくらでも 引取れる ぢ やない か 0 
なみ 郞 ところが 一巧 も 手 じは ひらない のです 0 
な 村 そんな 譯 はない。 前贷の 金を 渡しても やん と 約束を 
した こと だ。 その 船で 採つて 來た 蟹は 全部 こ宁 J らの もの 
ぢ やない か。 

なみ 郞 併し 破約 だとい ふので す。 兄さん お豐 原へ 立つた 

菊 日 みんなを を 返しに 來 たんです。 

巧が 破約！ そんな 馬鹿む ことは ない。 破約 だな どと い 
つても 承知し なければ い、。 

おみが そ b やさう です。 けれども そんな ことを いつて 言 

ひ 巧った ところ お、 肝 皆の 蟹-か 今な ぐ 手 じは ひらない こ 


とには 何の 役 じ も ホ もません 。短い 期閒 じみ 數の 品を 巧 
へな くつ もやなら な いんです から 0 

巧が それは さう だ。 だが 破約 だな どと いふのは 要する じ 
約 巧 船の 値を 上げさせょうと いふ 網元の 魂膽 なの だ。 そ 
れじ違 ひない。 今 か 下 度 附么み 時 だからな。 爲方 おない 
値を 上げて やら うぢ やない か。 何とい つても 今は 爲 事を 
早く 運ばなければ ならない の だから 0 

おみが 兄さんは 一 體齡の 霜 報を おたん です か。 

が 村 巧た。 巧た から 直ぐに お電を 打つた ぢ やない か。 

なみ 郎 「ネ ヲア ゲテャ レ」 とい ふなです か。 私は もれを 化 
ると 直ぐ じ 長文の 電報を がつた のです か。 その 方は なむ 
いのです か。 

がが 長文の 電報な どは 受取 .r ない。 

がみ 郞を かしいで すわ。 

が 村 雪 •かひ どい か 't, 通じな かつた のか もしれ ない。 

おみ 郞 ちれを 巧て ゐ なくつ もや 何も 知らないのは 無理 も 
ない。 

かが 何 か 慮れた 事 質が ぁるの か。 

な次郞 さう です。 兄さんは この 破約を 網元 等 か 値を 上げ 
たさの ストラィキ 化 じ 思つて ゐる やうです が •巧して そ 
んな簡 巧な ことお やな いんです 。質は 私 も 初めは さう 巧 
つたので す お、 化し 間もなくを がか 分りました。 
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巧が どうい ふの だ。 

化み が 兄さん、 網元 等は いくら こつちで 化を 上げて やつ 
たつて、 化して 破約は が 消しません ょ。 

かが どうして 0 

化み 化 一 隙う ちの々 ザの 約 お 船は 外ょ ゎ餘お 商く 極めて 
もろで せう 〇 をれ だのに 破約 だな どと いふ 邮 i 謀な ことを 
いふのは 何か理 化かな くつ もやな りません 0 
がが ふム。 

巧み 郞 それだけ なに， 兎も角、 いくら 俩 上げしたら 破約を 
解く かと 掛 合つても、 網元 等は 決して 値を 巧 化さない の 
です。 兄さん‘々 ろで せう これで。 顔を こもらに 引渡さ 
ない のは 網元 等の 魂膽ぢ やな くつて、 その後に 黑い 奴が 
ついて み-ろん です。 

か 村 そんなが 巧を する のは 一照 誰 だ。 

化み 郎神 尸の 乂巧巧 おです。 

がが 乂が陶 巧！ なは もす こから 怨みを 受けろ 當 がない 
と 化 ふ お。 

巧み 化 お 蝴 とな 接が 引した 巧‘ が 向う では 不足な のです。 

そんむ ことを されち や 仲介 菜 者は ホ も 巧かない のです。 

がが 化し それは 小口では ぁるか 今迄 だつて やつて ゐた事 

だ。 今 おじが つて そんむ ことは ないだ やない か。 

なみが ところ お々 度は 五 千 風と いふ 大口て すから、 それ 


を 引受けた 事 お 向う ぢや羡 まし いんで チ〇 それでけ ちを 
つけよう としてみ るんで す 0 

巧 村 ひと おすつ か 〇 準備を つけて 化て 行つ たのに、 こん 
な妨蒂 をす るとは 何ん とい ふ 話 だ。 第一 そんな 事を した 
つて 向 うぢ や 何の 得に もなら な いぢ やない か。 

なホ郞 い、 え •さ うぢ や も b ません。 巧 害を やつて ゐる 
內 じは 化 度 こつち. がへ たばる から. さう したら 此爲 事を 
を 部 奪 ひ 巧ら うとい ふ 党 段なん です。 

巧 村 ふん、 そんな 底意 かもる のか、 それで こつん の 約 巧 
船を みんな 橫取 ゎして しまつた の だな。 

おみ 郞 それで わ 兄さん。 こちらが 向う の 壓迫じ 屈服 すれ 
ばよ し、 若し 帖服 しなければ 一層 烈しい 妨 普を 加へ て’ 
もな たお どうしても 賠償金を 拂 はなく つも やなら ないや 
うに、 な 事を 蹈 かせよう とか、 つて & るので す。 兎 じ 巧 
どこで 聽 いたの か •萬 一 契約を 違へ た 際は こちら か 多額 
の 賠償金を 化さな < つち やならない つて ことを、 向う は 
すつ か， り 知つて ゐ るので す。 

が村惡 魔の やうむな だ。 もう 巧 害 位では ない。 暴虐 だ。 
併し そんな ことを して こちらを 苦しめようと いふなら わ 
たし じも覺 おが もる。 巧 事が 害が 爲お せられる か。 こち 
らお 横暴を 壓 倒す るか、 戰 へろ 限 b 戰 はないで おく もの 
か 0 
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がみ 郞兄 さんだつて さう でせ う〇 こんな ことを され もや 
誰に したつて 默 つては ゐられ ません。 を こで 秋は 約 巧 船 
の やつなん か 一疋 も 化は なくつた つて、 持 船の やつ 丈で 
即じ 合は せて しまは ミと： を 立てたん です。 さつさ 兄 
さんは 雌 やな 蟹を 使つた つて 怒つて ゐた やうです か、 か 
うい ふ 場 含で もつて 巧 H ば爲 方かない ぢ や， ぁ b ません 
か。 

おが いや、 それは いけない。 一等 おとい ふ 約 おじ 等外 品 
を 送る ことは 契約 違犯 だ。 約束 船が 破約に なつた のなら 
爲巧 おない から 外の 船から よい 證を貫 ふより 外は ないだ 
やない み。 

お次郞 しかし 兄さん。 わたし もちよつ と當 つてな たんで 
すけれ ど、 うち-が 英國 から 註文を 受けて ゐる ことは 他の 
網元 も 知つて ゐ ますから •をれ を 附け目 じみんな 法外な 
高い ことを いつて ゐ るので す。 それを ち 口 ひ俩通 b じ 貫は 
う ものなら いくら 損を する か 知れた もの ぢ やもりません 

よ 0 

巧が 闲 つたな。 

が次郞 な もじ 少しは 惡ぃ のがは ひった つてな 〇 やしませ 

ん〇鶴 詰 だから 中は なえ やしま せんから わ 〇函の 上っ側 

だけい、 巧を 列べ ておけ ば 大丈夫です。 

がが (無言。 沈な して ゐ ろ) 


欽み郞 兄さん、 あなたは 不賛成 なんです か〇化 しかう で 
もしな くつ もや、 罐か夕 いの じ 期 H ’ が 短 いんだから とて 
も 間 じは 合 ひません よ 〇 

ホが おい 暫く 默 つて ゐて くれ。 少し 考へ てぶ たいか ご，。 

欽 ホが さう です か。 何の 事 だ。 なは 機敏 じ やつた と •も 
なた お歸 つたら 褒められろ つも 〇でゐ たの だに 0 
(二人が  < 化默 。突 お 相が 立 上ろ 0〕 

なみが 何 處へ行 くんです。 網元のと ころです か。 そんな 
ら無郎 です。 なが 今 逸 じどの 化掛 合つた かしわな いんで 
すから 。な だつて 何もがん で ハィヵつ 蟹なん か 化 ひたく 
はありません。 止。 を おない からした 事なん です 〇 もな 
たが お 化で じむつ たつて 同じ ことです よ。 

がが さう かも 知わない‘ が、 兎 じ 巧 私 お 巧つ てなる。 

(がが 外へ 化 W け 至 バ く。 なみ 邮 一人 巧ろ。 がに 不滿 
のをが なえろ。 擁太 のがけ をれ です < w をが 斌 化くな 
つてが ろ。 問"^ なく 中央の 户か 細 巧な 間 辨藏が 入つ 
てがる 0〕 

風の や、 こん もは、 お 久しぶ ぃ〇 

おみが も、 辨贼 さんか。 —— 化閒 はご愁 なの ことだつた 
わ、 わかみ さんが。 

あ 巧 難う お まへ さんの 前 だ お 己 もない もやつ たよ。 

欽 次が それは 無理は ない とも。 
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化 n 時 じ お まへ さんと この 約 お 船は みんな 破談 じな つた 
つて 木 巧 かい。 

なみ 郞 本な だ。 

脚 w それは 神 戶の仆 巧が ホを 引いて ゐる のか 0 

化み 郞 どうも さう らし いんだ。 

化 W 太い 奴 だ。 己は さう いふ 話を 閒 くと 打つ くらは せて 
やりた くなる わ。 それ ぢ やおめ えさん の 所では 園が 入用 
だ やわえ か。 

かみ 郞入 川に も 何にも 啊喉か r， 手の W る 程 欲し いんだ 0 

化 一一： それ ぢや 己のと ころ か. い 持つ て 巧たら い、 や。 

なみ 邮 そ 〇 やが 雞 いわ。 だが がのと ころは どうな の だ 
' 〇 

化 W そんな ことを む规 する ことは ねえょ。 己 あ 他 のれの 
やう じ 附么ん で 巧く する やう。 そんなけ もな 巧ぢ やわ 
え 0 

かみ 邮 木な か 0 助かつた 。巧 難う。 (とな 巧 込み ス化巧 
の 乎如诞 ろ) 

化 (i ろ {として〕 おい、 突つ 突い もや あいけ おろ 
己の 化は ぐら-^ して ゐ るんだ から。 ハ、、 ハ。 

かみ 郞 もな たの 乃で 盟シ 供給して くれ \ は、 うちは 大助 
かいだ 〇あ 、こわです つか 〇 をむ しちやつ た 〇辨藏 さ 
ん〇 一杯 飲まうよ 0 1 つ附 なつて くれない か。 


化 問 うん •飲み じ 行かう。 だか 今：：！ はげ ごは ゐ わえ のか 
、〇 

がみが 奧じゐ る。 併し お 客 かちる もんだ から 忙し いん 
だ 0 

風 明 さう ろ 0 

がみ 化げ なんか 偽 方が むい。 それよりか 向う じ 巧けば 綻 
魔な のか 澤山ゐ るよ。 さ、 行かう {〇 

(欽 次が 口 風閒も 連れ ス かへ 出掛ける。 连內 けいふい 
i 帕 くなる 〇 女中が 這 入つ';^ おス吊 ランプに 义心 つけ 
る 。をれ から 製造 場の 户も わけ 乂 「みなさん 御飯で ず 
ic」 と 巧ぶ。 雇人た ろけ 錯莖も おがつ ス胳ホ U に 這 入 
つス 巧く。 おくし C ホが が悄 がと 帖つ 來 ろ。 そし 
U み 間に 腰，^ 掛けて 化 思して ゐ ゎが、 やがて 靴 もに い 
て 上に 上り、 帳場 化に 倚つて 帳潍も 繰つて なむり、 計 
を お始めたり ずる。 麻 生が 奧 から 出て 來 る。〕 

廊化帳 合 ひか わ。 そんな じ 稼い ぢや殘 つてし ようがない 
だら う 0 

がが ぁ、 麻 生 おか。 つい お 相手 もしないで 失禮 した。 少 
しごた'^ した こと かもつた もの だから。 

麻 化 いや、 遠處 なく ご馳走 じな つたよ。 だ おその ごた ご 
たとい ふのは 神戶 との 一件 かわ。 

がが が. もう 知つて るの か。 
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麻 生 さつみ 欽巧郞 君から もよ いと 聞いた。 

巧が さう か。 巧が もう 巧つて ゐる のなら 何もかも 打 
開けた 話を する か、 實は そのこと で 非常に 聞つて ゐ るの 
だ〇ど うだらう、 突が だけれ ど 巧のと ころの 銀行で 少し 
融殖お 願 はれまい か。 

麻 生 さう だ わ 0 

ホが 君 お 銀行 じ 化て ゐる からと いつて、 久し 振 b で來た 
君に こんな 話を 持 化すのは 皆 かまし いが、 僕は 今 非常 じ 
苦し いんだ。 

お 生 そんなに 財つて ゐる のかい。 

おが 何しろ 向う はを の 力で 壓 迫して 來 るんだ から、 それ 
じ 逆つて 契約 通りを 履行し ようと 思 ふと 倭は 破 塵す るよ 
0外 はな いんだり 

麻 生 破 塵！ そんな ことじな つも や 堪らな いぢ やない か。 
な 村 だから そこを どうじ か切拔 けたいの だ 0 
(ちで 犬の 躁が 巧り に 間ぇ ろ 0〕 

お 生 お •大時 犬 おかぇる わ。 

おがまた 靡が 來 たの かもしれ ない。 雪が 巧くなる とが か 

なくなる もんだ から 時々 里に 化て 來る ことお も るんだ。 

麻 生 熊 だって。 

巧 巧な もじむ 酣 しなく つたつ てい、 よ。 家の なかを やつ 

て來 やしないから 。だが 今の 話は どうにかなら ないだら 


うかゎ 0 

な 生 さう だ わり 

(襄で 烈しい 物 昔がず ろ。 一 
麻 生 おい、 齡ぢ やない か。 

ながな あじ 雪崩の 音 だょ 0 

麻 生 さう か。 それならい^ けれど。 何だか 棒 太つて 物屬 
なと ころ だね 0 

せ 村 はじめての 人 じは さう かもしれ ない。 

肺 化 そこで 巧の 話 だか、 それには 何 か抵當 でも もる のか 

、口 

が村粧 とか 禮 詰の 機械と かは あるけれ ホ とても 十み とい 
ふ訣 にはい かない かもしれ ない。 それ じ 少し 借 化しても 
もる からね。 

麻 化 おはもう 大 み出來 てると 思つて ゐ たの だか •ぢ やそ 
れ程 でもな かつたん だ わ。 

かが 商人のを 上 なんても のは 洗つて なると 大抵 こんな 
もの さ 0 

お 生 兎に 巧 この 話は 僕の 一を じは いかない から、 一つ 訊 
いてなる ことじし t う 0 

巧が さう 〇 何分 賴 いょ 君。 

な 生 (聽ザ 立 ス、) おい、 何 か 音が 聞え やしなかつた か 
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かが い、 や、 巧の 耳嗚ゎ だ.-: う。 

な 化 (- 城へ 乍ら) も、、 馬鹿に 寒い。 

ホが 锅 冷め おしたん だら う。 なぐ おる とい、 0 
な 化 さう しよう 〇 

かが (奥へ) おい 鉤モ 、疏を 君は おやすみ だ。 巧を とら 
ないか。 

お 子の 巧は い。 もう がつて ございます 0 
な 化さう か。 ぢや 僕は ご免被ら ミ。 

巧が それ ぢ やゆつ く 〇 やすんでくれ 給へ。 

(おかが 巧して みへ け ひろ。 贿 かじ 汽馆の 音が 間 之 
る。 巧 やを 爺が わ披 じず み ひかれて 這 入つて 來る 0〕 
々が おい 爺 や。 

(わ辄 かずじな 岡み ずろ) 

巧で (が 村み ぶて) お、 な郝 さま、 わ歸〇 にな 〇 ました 
わ。 雄 巧の 悼は さぞ こ 難 傑で ございま したでせ う 0 
おが 爺 や。 

かや はい。 

かが 爺 やお 店を しまつた のは どうして だつ け わ。 

巧で はい 左様で ございます。 か 雪に な 〇 ましたから 外を 

ホ < 方は をく 雑飽 いたします。 

がが 巧の 陆 えない 老人と 相談した ところ お 巧 方 おない 

な 0 


巧 や はい 娘の ことで ございま すか 〇な はこれ のこと を 思 
ひます と：： 

々村 爺 や‘ 今日は 考へ ごとがん るんだ をつ あつ もへ 行つ 
てく わ 0 

わ鹤 (将 やの ザに 口 も あて、〕 お父さん 0 もう もつ ちへ 
行けと さ。 

巧 平 さう か。 はい。 お 邪魔を いたしました。 はいく 0 
(二人 勝手 もとに 這 人つて 行く  0) 

(汽 巧の 聲 また 問える。 おがけ 王 間に 下 リス 中央の 扉 
みが 日に 開け 外み おる。 開いた とこる から 雪が 盛んに 
かさ 込む。 約 子 典から おて 來ろ 0〕 

綺子麻 生さん おやすみ じな b ました わ。 

巧が さう か。 

拘子 今夜は 大變巧 巧か嗚 るの わ。 

がが 沖で 巧 船お惱 んでゐ ろの だら う。 

お 子 何 か 巧え ます か。 

ホが いや 何ん なえない。 

钩子 兄さん ご飯を も おつて 下さい。 勝手 許 お片附 かなく 
つで 闲〇 ますから。 

か 村 さう か。 ぢや 直ぐを ベょう。 

(巧 巧の 舞 また 构 悲しげに 斷 鈴して 脚え る。〕 

I— 靜如じ 霜 - — 


426 


冠 0 をを 


第二 幕 

第一な と 同じ 場面。 その 翌 U の 午が。 かけ 雪が 上つて 
U 化が をら/ \ と 輝いて ゐ る。 

雇人 や罐 詰の 職工 や祗 夫な どが 阿五 人 窓際に 立つて 
外 おぶ てゐ ろ。 円痴の おわ 鶴け 子,^ 巧 肖つ たま、 ち 
ふこなん と スト ー ゲの 接に 腰掛けて ゐろ〇 
街 夫 (指さし 乍ら〕 T 度 この 見當 だな。 

履 人 どれ どこいらに 0 

漁た 潰へ 旧る と 見え るんだ が、 こ、 からだ やよ くな えね 
え かもし わ わえ。 

罐詰 H 1 もの 黑 いのが さう かわ。 

漁夫 い ^や>  船なん ざ もな え や ぁし わえ よ。 た r 机は だ 
け* か 化て ゐ るんだ から。 

雇人 一 すつ か b 化ん ぢ やつた のかむ。 

漁夫 うん、 ぁすこは 岩 •がを くて 浪の 荒い 巧 だか. b、 西を 

くつ もやた まらね えよ。 

純 詰 エニ 昨を いや じ 巧 巧が 鳴ろ とおつ たらた うとう やら 

れち やつたん どな。 可な さ、 つじ 0 

雇人 二 でも 何 かい。 人は みんな 巧ん つた かわ。 

を ホ爲 合せ じが 人はなかった やう だ。 だ お 巧 我人は 一二 一一 

人 もつ たらうよ。 匹 巧さん が 行つ たから。 


雇人 一 お臀 おの 匹 田さん かい y 

游乂 さう だ。 

罐詰 H 1 (ム とわ 鶴が 濁りで スト ー ゲに 巧つて ゐ ろの 杏 
なス〕 や あお 鶴さん、 濁 b で當 つて ゐる のか。 暧 たまる 
なら 二人で 媛た まら うぢ やわえ か。 

わ 鶴 いや だょ 〇お まへ なんか 0 

雇人 二 おい、 お 鶴さん を口說 いちやい け わえ ぜ 。親爺 さ 
んじ 叱られる ぞ。 

漁 ホ (罐詰 Hll じこの 馬鹿に 于を 化ました のは おめ え 
ぢ やわえ か 0 

罐詰 Hll 馬鹿な ことを いつ もやいけ わえ。 己 かそん な こ 
とを する もんけ え。 

罐 前エ】 おい 大 をな 聲ぢや いはれ わえ お、 お鹤を おまし 
たのは う もの 瓦が だつて ぢ やわえ か 0 

お 人 一 ぶ 郝 つて、 上の 旦那 かい。 

罐詰エ ー 何しろ お上さん が 長い ことお 氣 だからな。 

雇人 二 旦那 じ 限つて そんな ことお もろ もの か、 な も 十 ど 
ん〇 

雇人 一 そら も、 わつ しお 化證 す^ち。 

が ホ 下の なが だつて 巧 ももる ぜ 。もの 人は まだ 濁 ゎ だか 
ら な。 

语人一 いや それ も 嘘 だ。 人は 何とか 惡 口が いつてな たい 
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もんだ ょ 0 

撫火だ •かもんむ 戟 とが 鹿を 何んでも なくた ご 化 補す る も 
の おもる もんか 0 

娜記 エニ そり やさう だ。 どうも 少し 變ん なと ころ‘ かもる 

え 

(がで を 爺と 他の 漁火と 就し 乍ら 勝ず りから かス來 

ろ。 い 

が や み 〇 や 本を の 訊か。 また 挪瑜 ふんだら う。 

化の 渝ホ噓 な もんか。 をく おみつつ ぁんが 歸 つて 來 たん 
だ。 (巧 やの 巧に U もな て、 火 躍に〕 わめえ の お上さ 
んが歸 つて 來 たんだょ。 

がで 駄 U だ {。踊した つて わしは もう 挺 がれ やしない 
王 0 

他の 紙 火 だ や 勝手にす るかい、 や。 

が や (巧り 一巧の やうに) だ お 彼女 ほんた うじ 歸 つて 巧た 
のかし も。 可な さう じ W じを てらむ たんだら う。 そ 〇 や 
もう々 つた 話 だ。 この 寒い のじ 清 物 もみん な 無くして し 

まつて 郎 へて ゐるじ 違 ひない。 さうな ふと W おさう ゼ 

な 〇 ( 渐 もに) 徳お つもん、 おみつ は どこ じを b まし 

たぃ ° 

他の 祗も お上さん かい。 (巧 やの 巧に〕 潰で ないて ゐ 

たよ。 


巧 や 濱に 。(それ 知 聴く とのこ/、 と户 n の ホへ ホを 化 
ず) 

他の 漁 ホ 巧く のかい、 得 ザさん。 

巧 や 行つ てなる。 巧つ てなる。 

(枯で 中央の 巧から 外へ 化ス 巧く。〕 

漁夫 (他の 漁火に) 本 當じ歸 つて 來た のか。 

他の 漁火 (おつて ゐス咎 へない) 

雇人 一 また 願ました のかい。 ザ 浴を 罪ぢ やない か。 

他の 漁た だつて 挪踰 ふと 而む いからさ。 

罐詰エ ー 巧な さう じ。 

(あの 能 敷から 麻 化が 化 *1^ 來 る。 綺 いてが ホが と钩子 
とが それ もぶ 送つ-% 化ろ。〕 

麻 生 ぢや もよ つと 用達しに 巧つ て おます。 

欽 みがむ るた け祖 おで 川を 巧まして、 ザく 戻つて 巧 給へ。 
々夜は 是非 一し よじ 化 まう。 

飼 子 何にも ございません けれど おな もして を-^ ます か 
ら 'どうぞ 0 

肺 化 いや、 どうか 何にも 巧 恵なん かしないで： 卜 さい。 で 
はもよ つと 巧つて 來 ます。 

(麻を 中央の 戶 りから をへ ホる。 がけ 麻 生 もを りおす 
となに 勝手口に 這 入る 0) 

罐記エ ー ( 欽み郎 じ) な那 、昨日と わた ハィカラ 蟹を 化 


が 8 
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つ もやいけ わえん です か。 

おみが さう だな。 兄' が 留守 だから それは 少し 待つて 貫は 
う 0 

罐詰 H 1 あれを やら わえ と、 少し 手グ除 くんです がわ。 
飲み 郞 もう 間もなく 戾 つて 來る だら う。 そしたら どちら 
かじ 極める から。 

罐詰 壬へ ち 

(罐訪 H 雇人 等裝を 場へ 引 込む が 夫 口外へ 去る。) 
(久窝 がを のせ 柳 中央の 一ぃ 口から 這 入つて 來 る。 わ捣 
じ それを ぶろ とを じが 柳 じ 飛脚 かう とずろ 0〕 

片柳 何を す るんだ 馬鹿。 爲樣 のない 女 だな。 

おみが (わ捣 じ) お 客樣に 失禮な ことを しては ならな 
い。 もつ ちへ 行つ とわ。 

(わ 鶴 不承々々 じ 表へ 去る。〕 

か 柳 昨日 上つた じ， 御 巧 {寸 でした か、 今 H は大大 おもわ ゐ 

で！. すか。 

欽ホ郞 いや、 兄は もょ つと 出掛けて を 〇 ます。 

か 柳 さう です か。 ぢや もな たじ わ 願 ひして 行 さませう。 

飲み 郞 何で か。 

片柳實 は米閔 から 一一 千 函許〇 送って くむと いふ 註文なん 

です。 一つ もな たのと ころで やつて 戴 さたい のです か 0 

软 々郎巧 巧です •かそれ はわ 引受け 化來 ません。 


片柳 どうして r す 0 

飲み 郞 少し 大口の 註文が も るんで、 化は みんな お 斷〇し 
てゐ るので す 0 

片柳 大口の 註文！  一隘 それは どこから 出た のです。 

欽ホ郎  ロンドンの イリ ス會 社です。 

片柳 イリ ス會 社。 さう です か。 だか 有が さん、 わたし ど 
もを 差 置いて 外國 とな 接に 巧 引な さるのは 少し ひどいで 
はないで すか。 

欽み郞 成程 化 方' が もな たのと ころの 取引先で もつたら 惡 
いでせ うが、 イリ ス會 神は 確かち なた の 店の 得篇 化では 
ない 篱でナ 。あすこは など もとは 特殊の 關 係の もる とこ 
ろな のです から •なお じ 測いた つてょ いと 思 ひます が。 

か 柳 理窟を いへ ば そんな もの かもしれ ません か •今迄 も 
なた の 巧 わなは 多くな の 店から 輸出して ゐ たのです。 を 
れだ のじ 今度 突が 大口の 取引を 巧 按じ やられ もや 仲介 業 
まは 立つて 行を ません ょ。 

欽ホ 郞御尤 です か、 もな たの 店と イリ ス曾 社と 巧 引が む 
いとすれば 、なお じ やつ たつて 關 はないだ やちり ません 
か。 それ じな おでは 直接 取引は 致しません といつて、 も 
なた のと ころと 約束を した 當 はな いんです から わ 0 

化 柳 そ b やさう です お、 今な かう だから 化の】 應お 巧は 
もつても い 、でせ う 0 
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かみ 郞 一々 もな たのと ころの 許 巧を 褐 なくち やが 引は 化 
巧な いんです か 。私 どもは もな たの 店の 下を ぢやあ 〇 ま 
せんよ 0 

か 柳 化し こも.-: じを々 都合 かも ゎます から わ。 私共 ぢや 
もな たの 所の 維 詰を 輸出す る。 あなたの 所ぢ やお 共じ罐 
詰を 供給す る。 お 瓦 ひじ 枯 ちつ 持たれつ ぢ やちぃ ません 
か。 そわ だの じ 股 @ もな しじ 商 接 お 引を 始められ もや こ 
もらは 敵 ひません。 それ だ や 円み さへ よければ 關 はない 
とい ふを 莖 です。 あなたん 巧 おを 山た 巧 ぢやも 〇 よせん 
か。 少しは 商 萊巧徳 を {寸 つて 巧 ひたいの です。 

なみが 商 萊巧徳 で すつて。 もな たじ 商業 逛德が おみ 〇 で 
すか。 人の 約束して おいた 贼を 悉く 横 お 〇 してし まつ 
て、 お ホの 商 巧を 邪魔して わさな •か' ぃ、 そわ お 一駿 商業 
巧 化です か。 

片柳 もな たは 何を いつて ゐ るので す 0 

か次邮 お 物は あなたの 店へ ばか b 供給して ゐ たのでは も 

〇 ません。々 な だつてな お 巧 引は 何 凹 もやつて ゐ まし 

た。 その 時は 何ともい ひもし ないで、 今度 大口の 註文を 

巧け たら、 姑 まし さの 餘^ なじ そんな 難癖を つけて 來る 

なんて、 巧 じみ 劣 ぢやも 〇 ません か。 がし 若しもな たか 

前栄巧 独を 口 じされる のなら、 斷 が陰險 なか 裤は 止めて 

むひ ませう。 齡 化は 巧 象の のを 策です から わ。 私の 店が 


違約を すれば それは なの 店 だけでは 濟 みません。 日本の 
すを 藝 じなる ことです。 日本 商人を 膛の不 倍 用 じなる こ 
とです 。あなた もどう か當 へて 下さい。 

か柳默 つて 聴いて ゐ ると •もな たは 妨普 だと か 卑劣 だと 
かいはれ ます か、 わたしは そんな ことを した 覺 えは 毛頭 
あ. 〇 ません レ 

(辆 おの 風 間が 洒に 巧 つてな 入つ ス來 る。 そし y 這 入 
りしな に 入口の 扉に どわん と 突 巧る。 二人の 話が ろ ふ 
つと 中斷 されろ。〕 

風閒 いや' あ、 か 口は えらい 人が 來て もるな。 

片柳 いさな 〇 何を いふの だ。 

風 問た r' えらい 人が 來てゐ ると いつた ごけ さ。 

か柳餘 計な 染 なんかいは なくつて もい、。 わ まへ さんの 
口を ほす 所ぢ やな いんだから 默 つて ゐて當 ひませ う。 
(欽 ホが じ なめ ス〕 を 村さん。 お 互 ひじ 爭 つた り、 いお 
み 合つた 〇 する のは 商人 じは す 向 さなこと です。 下らぬ 
ことは 拾て > ，しまつて、 一つ 改めて 相談し なは うぢ や も 
りません かり 

がホ郞 それは な も 望む ところて す。 

片柳 それで わ 巧 村さん。 手つ 取 ザく いへ ば もな たのと こ 
ろは 製 狸が 主 だ。 またな おは 輸出 お與門 だ。 今： おみ 業の 
利を 說くぢ やない お、 どうで せう 分隐 してやつ もや。 そ 


が 0 
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の 方が お 互 ひじ 利益です ぜ。 

欽み がその 話なら お斷〇 します。 契約は もな たの 店から 
ではなく  •おのと ころから 直接 送 おする ことじな つて ゐ 
るので すから。 

片柳ぢ や あなたは ごが 談 をな さるむ 党は な いんです か。 

欽 ホが をの 相談なら が 切 b じし ませう。 

片柳 では もむ たは どこ 迄ん 獨 力で やる のです わ。 

おみが 無論です。 

が 柳 それなら それでい^。 いや 失禮 しました。 

(片柳 中 かの ロロから ホろ 〇} 

風 間 ひで えな' が あつた もんだ。 すつかり 巧 ひ 占めち やつ 
で、 おめ えさん の 方 じ 手 も あ も 出せ わえ やう じして しま 
つて おを 乍ら •さて ご 相談を しませう とは づ う'^ しい 
じ も 程 おあら あ。 だ' が おめ えさん の 應對は 立派な もんだ 
つた ぜ 。尤も 己のと ころから 蟹か來 ると なり や 腰が 强え 
訣 だけれ ども。 ミ、 い、 あ、 啊 おか 渴 いちやつ た。 水を 
一杯 くれ わえ かり 

がみ 郞 (胁 手口の ホに) おい •誰か ゐ ないか。 

約 子の 踩 はい。 

欽次邱 水を 一杯 持つて おいで。 

剤 子の 踏 はい。 

(鉤子 ゴツプ じ 水，^ 入れて 持って 來ろ 0〕 


約 子 兄さん、 水を わ 上 〇 なさる の。 

欽次郎 いや、 辨藏 さんか 飲む の だ。 

-化 一一: ( 刹 子に〕 いつも 綺揽だ わ。 

I 淘子 もら 厭やて すわ。 そんな ことを 仰し やつて。 

風 間 まも さう いはね 夕 で、 结を 水を 持つ て來て おくわよ。 

(糊 子 風 間のと ころに 水み 持つ て 巧く 0) 

風閒 (受取り 乍ら〕 そんな じ朔 へな くつた つてい、 や 
わ。 何も 恐い ことは あり やし わえ よ。 そ、 そ、 そうれ. 
水を こぼしち やつた。 や も 外 蒼を 霜ら しも やつた ダ。 
询子 どうも 辫 みません。 

1 化 間 外を を蔬 らした 幡 手じ啊 おも う ぎげ つと 竊 らして 
I やれ。 さう す 〇 や ほ 巧な がが なくつ てい^ や。 (水み 软 
I お も、 巧 かつち 

I (中 かの 户 U からが 夫 滞の 巧が な 人つ X 化ろ 0 〕 

化の 巧 ご 巧なさい 0 
■約 子は い。 

"化のを この 巧から 賴 まれて 來 たんです お、 どうみ 飽をお 
渡しな すつて。 (夕剌 も 出ず〕 

綺子 さう です か。 もよ つと 巧つて 下さい。 ハ かか 化に) 
兄さん、 渡しても い、 でせ うか。 饰 生さん のち 刺を 持つ 
て 來てゐ ろの よ。 

欽ホ郞 それならい、 だら う。 


通の なか- 


が 1 


約 子 (化の ホに) もな た飽 です わ。 飽の 中の 何かぢ やな 
いんです か。 それならな 山して 上げます わ。 

，似の あ い、 え、 飽 のま、 持つて 來 いつて いはれ ました。 
袖 子 さう。 だ やが つて、 下さい。 

(糾 すみに 入つて 軸，^ 持つ ス 化ろ。 化の ホは それみ 巧 
化 勺 がろ 0〕 

化 間 たいむ 哪 しわえ おい、 ぜ 。片 柳の なか どんな 邪魔を 
したつて もつ ともび くつく ことは ち 〇 やし わえ ょ 〇蟹は 
己が もやん と閒 じな せる から。 己のと ころで あ ^ なけり 
や 仲 ぉからい くらても 持つ て くら あ、 もう 少し 過ぎ b や 
船 お 上ろ から、 さう したら みんな こ、 へ 持つ て來 させる 
ことにしても るんだ。 む もさう して 片柳じ 一つ身を ちか 
してや .T うだ やわえ か 0 

かみが 辨贼 さん、 その 持つて 來る ことは、 まだ 巧つて 質 
ひたい わ。 

S どうして 0 おめ えのと こだ や 蟹 かい るんだ やわえ か 0 

かみが そ 〇 やどう しても なくつ もやなら ない もの だ' が、 

むまへ さんじは 條 かが もる から わ。 

哄削 がか だって 何でも わえ だ やわえ か。 

かみが 化 じ 約 その 巧は わたしの 一な じは いを ません。 本 

人 じ 訊いて おな くつ もや。 

攻削 本人 だって 兄を かおけ といつ たら、 掠 かわえ ことは 


もる めえ。 

約 子 兄さん、 それ 何の 話。 

か次郞 お まへは 默 つて ゐる おい、。 

風 間 いやかう いふ 話なん だ。 質は おめ えを 己 •が 嫁に 貫 ひ 
てえん だ。 

姑 子 まも、 いや だ。 

風 間な に、 いや だ。 そんな ことを いつち やおめ え 義理が 
立た わえ ぜ〇 おめ え か 己のと ころへ 來 さへ すり やおめ え 
の おじ {か 泰 だが、 首なん か 振る と 家の ためじ ならわえ 
よ 0 

欽 みが 辨藏 さん、 さう いふ 話 はげ じは いはないで 赏 ひま 
せう 0 

お閒 うん。 そんなら その 事は 何にもい ふまい。 だか かう 
見えても 己には 船が S 艘 •贼も 一一 戶前 もる。 おめ えを 貨 
つたから つて j 生 不自由は させは しわえ よ。 それに さ、 
々度の やうた 時は 人の 弱化 じ附 込んで 他の なは みんな 法 
外 も わえ 値を 言 ひ 化すが、 己は 相場よりも ずつと ぞく 蟹 
を 持つて 來 ようとい ふんだ。 これで も 人情 2 1 通 〇 はむ 
得て ゐ るよ 〇え 、おめ えどう だい 0 

がみ 郞巧じ 巧辨賊 さん。 この 話は まだ 本人に も 兄に も 話 
してな いんだから、 化 方で 相談の 上 おつて 返事を します 0 

風閒 追つて かわ。 併し 避れ ると 巧を ずるのは おめ えさん 
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の 巧だぜ 。己. ぁ 巧を 實 はわえ 內は 蟹は 送ら わえ から わ。 
がみ 郞 みつて ゐ ます。 

風 巧 (かし 不機撼 に〕 さう か、 ぢや 己は う もで 返事を 待 
つて ゐるぜ 0 

(風 間 中央 0 ロロから 歸つス 行く。〕 

掏 子 兄さん •もな た 何 かもの 人と 約 おしたん です か。 
飮み郞 い^や、 まだ 何も 約 おはして ゐ ない 。た ご 昨日 も 
の 興 おやつて 來 て、 お まへ を くれない かとい ふ 相談を 受 
けた けだ 0 

詞子 ぁたし もんな 人のと ころへ 行く のはい やです わ 0 
欽み郞 そり や 無理は ない。 

約モ をれ じむ おとい ふ 程では もりません けれど： ：〇 
がみ 郞 うん、 それは 兄さん も 知つて ゐ る。 

約 子う ちじ どうい ふ 事情' が もる かしれ ません けれども、 
どうか この こと だけは、 兄さん、 ちた しじ 我儘を さして 
:卜 さいな。 

お次が い、 とも''^。 店の ことは 店です る。 お ミへ じむ 

邸は させ やしないょ。 

(製を 場から 雇人が お ス來る 0〕 

雇人 な郝 、ちよつ とおて 戴 さた いんです お。 

がみ 郞何 だ。 

雇人 何です か。 もよ つと な郝 じって 0 


欽み郞 さう か。 

(おみ 郞 雇人と おじ 製造 場に な 人‘ ろ。 わ捣 をから 這 入 
つて ホろ。 手に 手が ス だ 持つて ゐ ろ〇:- 
わ 鞍 (約 子に) これ 賴 まれて 來 たょ 〇 ( と 手 おも 波ず〕 
(約 子が も 閒ぃて 手が も 諮む。 請ん でれ くう ちじ 树子 
の顏 をが 變 ろ。〕 

搁子 お まへ これ 誰じ賴 まれて 來 たの。 

わ 鶴 昨日 來 たお 咨 さんじ。 

約 子 そして これを 何處で 渡された の。 

わ鹤 ものう、 摇 担の 前のと こで。 

約 子 たつた今 渡された のかい。 

わ 鶴 あ、。 

(約 子 手 巧 お 手-しし わぇ、 かへ 随 けがず。) 

橘) 

(醫師 匹 町 おがけ いつて 來る 0〕 

(そして 机. 蛇 敷の 前で 「ご免」 i 法內か 乞ム〇 女中 翅 
からか V" 來る 0〕 

女中 も、 化生で いらつ しやい ます か〇ど うかわ 上^て さ 
いまし 0 

(匹 W 女中 じみ かれて 奧に逊 る 0) 

(ゎ輸 け 勝手 許へ。〕 

(巧が をから W 然とな 入つて かろ 〇 そし ス スト I プの 
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怯に 腰 也 下ず。 なみ 郞 製造 場から 化て 化ろ 0〕 

かみ 邮も 、兄さん、 いつ 歸 つて 來 たんです。 

かか 今歸つ てがたの だ。 

なみ 郞ど うでした。 アラ カィの 巧は。 

がが 夕張〇 化かの ことなを つて ゐ て、 とても 手 か 化せな 
' 〇 

むみが 人の おがを 削 込む なんて、 どいつ もこい つも 厭な 
ねば かりだな。 いやむ わと いへ ば さつを ん每 商を の片柳 
'が ホました ょ 0 
かが それん..：' どうした 0 

かみ 化 入を おが 〇酿 迫して おさなから. しいレ 寺は つく わた 
ことを いつて がました から 面と 向つ てうん といつ て やり 
ました 0 

かが さう か、 乂鑑を 切つ たか。 

化次郎 え、 やつ、 けました 〇 とてん 默つ もや ゐられ ませ 
んか CIO 

(娜お H 歡造 場から 化て おろ.-) 

嫌な H な那 、雌 やが 醒 はどうし ませう。 

か 村 もむ は 化つ もやなら ない といつ てんる ぢ やない か。 

雄おェ です けれども もれを 化は なくつ ち やとても 間に合 

ひません 0 

々が閒 に 合っても 合はなくて も、 もんな 蟹は 一切 使つ ち 


やならない とい ふのに 0 

罐詰 H ぢ やどう しませう。 蒸签は 煮立つて ゐ ろんで す 

; 〇 
分 

がみ 郞 まもい、 。こもらから 言つ て やる から。 

雜詰 H へえ。 (製造 蜡へ 去ろ 一 

欽 みが 兄さん •もむ たの 揉じ嚴 雷。 導を いつて ゐ たら、 
とても 問に 合 ひません ょ。 

巧が 钟 しこれから 繁殖す る 雌 やな 菌を化 ふことは 化 米な 
いむ やない か。 

がみ 郞 さ' ついひます かわ、 なさん。 あれを 濫獲し ない 限 
い、 だ や も 〇 ません か。 一度 網 じか、 つて 來 たな 上、 
假令船 か .T なじを て、 やつた つて、 もう 網 じから まつた 
奴は 足を 痛められ てんます んら 、みなく とも 半 化か、 大 
抵は 化んで しま ふので す。 どうせ 沿 じ 巧して やつた つて 
巧んで しま ふの なら、 雌 だつて 巧塑 だつて 使つても い、 
ぢやも 〇 ません か。 

巧 村 それ 許〇ぢ やない。 雌 や 斤鹽は アルヵリ 巧 •が强 いか 
黑變 する 思 ひが あろ。 

なた がな あに それ も 製造 法を 少し 氣 をつ けて、 硫酸紙を 
下 寧 じ 敷 ささへ すれば 巧げ ますょ。 

がが いや 第一 品質が 劣る からい けない。 もんな ものは 一 
等 おじは 使へ な いぢ やない か。 
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欽ホ郞 その 點も鶴 詰の ことです から、 何とか 誤魔化しが 
さく ぢ やち 〇 ません か 0 

(郡 便 配達 夫 「郵便」 と 手紙 おわいて 行く。〕 

なみ 郎 (それ おを 取つ ス 讚む〕 やち、 また 値上げ だ。 
巧が どこか ご， 來 たの だ。 

叙み 郞 東洋 製 獲です。 罐 がまた S 割 値上げ だとい ふので 
-To 

が 村 弱つ たな。 

おみ 郞 蟹は 高い。 罐は 上がる。 かう 何もかも 髙 くつ もや 
とても や 〇 切む やしない。 兄さん、 もうが 常 手段を 講ず 
るより 他 あ b ません よ。 

巧が 非常手段とは 品を 落して、 どこまでもう もの 持撇で 
間に合は せようと いふの か。 

欽 みが さう です。 さう でなん つたら とても やつて 巧け よ 
うおな いぢ や あ 〇 ません か。 昨を も 磐く まで 二人で 計 裳 
をホつ て見たでせう。 他^^.1,證を賞つ てやつた《じは何 

萬つて 巧を す るんで すから わ。 その上 權 •か S 割 も 値上け 

になつた とす b や、 いくら 損する か 分りません よ。 

巧が 化し 一等 おとい ふ 契約に 等 かおは 送れない から わ。 

叙み 郞 そんな ことい つたって みの 場合 爲 方が むいだ やな 

いです か D 

(務 帥の 匹 W がた 中に 送られて 典から 化 化る 〇〕 


匹 川 いやもう 構 はんでくれ。 構 はんで。 

(义 巧け 醫 帥の 言 策 脚き つけて 話 如 ぴつたりと 止み 
ろ。) 

なが も、 先生 かおいで じ なつて ゐ たのです か。 少しも 知 
〇 ませんで 0 

匹の いや お 鶴 ひ 下す つては 的ろ。 時 じ おさんは 今日は 少 
し 熱が 促い やう だ。 もの かなら む酣 のことは ありませ 
ん〇 

巧が いろ/ \ 巧 難う ございます。 

欽み郞 今日は 先生は 朝の 御 凹 診です か。 

匹 田 いや、 昨を、 そら 巧 船 •がかを したら う。 もの 乘 組な 
じ 病人が 化來 たといつて 呼び じ 來られ たもの だから、々 
その 歸ぃ 道？。 下 度 お 門を 逆つた 如 .b わ 寄りし ました。 

巧ぜ も、 さう です か〇 それは どうも ご 親切に 0 

なみ 郞巧 船と いへ ば氣の 題む ことを しました わ。 でも 運 
送 船と かで お 客' が 架つて & な^つた のはせ めても の宰ひ 
でした 0 

が 村乘組 貴は みん。 助ん つたんで すか。 

匹 W みんな 閒ん つた。 た ごがち ジ可 なさうな ことを し ミ 
したょ 0 

が 村 どうした のです。 

匹 叫 船と 一し ょじ 沈んで しまつた の だ。 


禪 のな 4: 


4 お 


なみ 邮 も、 船を は 亡 < なつた のです か。 なは みんな 助か 
つたと 閒 いてを りました か 0 

匹 叫 さう です‘ 乘 組の 船 归 すら さう おつて ゐ たのです。 

とこん お 後 じな つて 船 おの ゐな いこと おみつ たの だ。 
かが どうした のです。 

匹の 今-;; たしは その 話を 贈いて 淚を こばして しま ひまし 
た。 かうな のです。 化 巧した 化狗 丸は 小搏か おを 精ん 
で、 沛強じ 巧く 船だつた のです。 ところ おを 中で おじ 遇 
つた もの だんら、 それを 避けょうと 思つ てこの マウ カ じ 
やつて 來 たのて す。 それて テ ー ヤの沖 まて 來 ると、 ちす 
こいら はもの 逆 〇 暗礁のを いところ だ。 そこを 吹雪は 烈 
しい、 船は 小さい と 來てゐ るから。 船 貝は 必化 となつて 慟 
いたけ わ ども、 たうとう 暗 碟じ乘 り 上げて しまつたので 
チ〇で 、もつとい ふ 間もなく 水は どし {船 じ淳 入して 
來 たので、 船た はもう 爲 方がない から、 「をな 叩 板へ。」 
- ボ^ — ^ 降し 为 0J を 命じた のて す〇 そしてを な ボ^ — ^ じ 

粟ぃ 移つた ところ お‘ 掀を だけは まだ 掘に 踢 つて ゐ るの 

です 0 

か 次が あ、、 そわで たうとう 船と 運命を 共 じして しまつ 

たのです かり 

匹 W いや、 さう だ やない 〇話 はこれ からな のです。 それ 

でが おがま だ W おじ 巧つ てゐ ろから、 ポー トじ乘 つたを 


は 早く 降 ゎて おる やう じ勸 めた のです。 すると 船長は 
「おい， もょ つと 待つ て くれ、 忘れ物を した。」 といつ 
て、 飛ぶ やう じ デッキを 下へ 跑け下 b て 行つた のです。 

欽み郞 ほう。 

匹 出 何しろ 浪は 逆を く。 をは 暗い。 ボ ー トじ乘 込んだ 速 
中は 氣が 氣ぢ やむ かつた。 併し 船ち は 間もなく 中 板じ歸 
つて 來 ました。 そして 「い、 か、 下りる ぞ 。しと 大聲て ど 
なつて、 闇の かを ずる/ \ と 降りて 來 たのです。 を こで 
ボ ー トは 直ぐに 本船を 離れて、 巧に もの 巧 ひに 突進した 
のです 〇 で. やつと 陸 じ 着いて なろ と 船 县はゐ ない ので 
す 0 

お衬 どうした のです 0 

巧 W もとから ボ ー トじ降 〇 たのは 船おぢ やない のです。 

飲みが ぢや 誰^' なのです。 

匹 巧 料理の 皿 洗 ひを やつて ゐたボ ー ィ なのです。 どうし 
て 化 巧 お 一人 乘〇お  <れ たかと いふと •化 巧は 二 一二 日 前 
じ 船の 中で 人の 物ず 盗んだ の ださう だ。 それで この 男は 
物置の やうな 一室に 監禁され てゐ たのです。 ところ' が 今 
船が 暗礁に 乘〇 上げて 化沒 するとい ふ 時 じは、 誰 だつて 
われ 隙 もじ 逃げょう とする から， 一入と して この ボ ー ィ 
のこと なぞ 考 へて ゐ たものは も b やしない 。船を.：：： みさ 
へ もを く 忘 わると ころ だつ たの だ。 ふと 了から 早く ボ I 
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卜じ お乘ん なさい とい はれた 時 じ、 はじめて 驗禁 した ボ 
1 ィ のこと を 思 ひ 出した のです。 そこで 「忘れ物 かちる 
からもょつと巧つ てくれ〇’一とい つ て、 急いでボーィをお 
ひ 旧して 來 たのです。 

が 村 そして 肖み は 船じ殘 つて、 船と 共 じ 化んで しまつた 
のです か。 

匹 巧 さう です。 

有 村實じ 立派な 人格を です わ。 

匹 山船畏 なんても のは 船頭の 親 巧みたい な 者 だか、 惇い 
れがゐ たもん てす。 

欽ホ郞 北海 丸に 限らず、 化な なんて 時は いつも 船長は 立 
派な 行 爲をや ^ ます わ。 

かが おたち か .b 見る と、 人の やれない ことを やつた 樣に 
思へ ます •が、 船長 自 かじ とつては もれが をの やる 當り 
前の ことだつた のでせ う 0 

匹 町 いや •その 當〇 前の ことが なか {やれない の だ 0 

偉い人と いふのは 大 さな 爲 事を やつた 人では ない。 爲す 

ベを ことを おがと して 爲 した 人 だ 0 

が 村 さう もい へます わ。 

匹 田 (時計 巧して なて) これは 長話を しました。 私は 

他へ 迴 はらな くつ もやなら ない。 

歓 ホが お歸 わて ご ぞいます か。 


巧 巧 ご 病人を わ 大事に 0 

有 村有 難う ございます。 

(匹 W 中央の ロロから 表へ 去る。〕 

欽 かが (兄のと こる-レ 盤み をり〕 巧さん、 やつ、 け ませ 
、っ 0 

有 村 やつ、 ける とは。 

欽ホ切 仔證を 混入す る ことて す。 

(馬 お 配 速夫大 さな 頭で 「馬 報と。」 叫んで、 一 迎の電 
報 も わいて 巧く。 二人け その 禪にち i つと 驚く。 かが 
语報も 開いて をる。 顏じ不 巧のを が 動く。〕 

叙み 巧 どこ ら來 たのて す。 

お 村英國 だ。 (墙報 社 弟に 渡す〕 

欽ホ郞 (语 報^ 如て〕 急ぐ から 期日を 違へ ないやう じつ 
てんです わ 0 

おがさう だ 0 

敍 みが 巧さん。 いょく やつ、 ける ょ 〇 外む いぢ や も b 

まぜん か。 

お 村 (無言、 首 知 巧れ V ゐ ろ〕 

なみが 一一 十四 萬罐を 八十 日で やつて しま ふじは、 どうし 
たつて、 口 じ 互 千 宛製罐 しなく つも やな ゃまかんから 
わ〇兄 さんの やうに'  これを 化つ もやいけ ない の、 ちれ 
を 入 もやいけ ない のとい つて ゐた G、 とても その かみ 
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も 出が やしま せんよ。 

れ巧 (無ち) 

飲み 郞 少し おか 落 もたつ て 期 H さへ 違へ なかつ たらい、 
だ や あ.^ ま せんん 。兄さん、 もう 谭 へて ゐ る時ぢ やもり 
ません よ 〇どん {運ばな くつ もや 0 
巧 村 (かがと 立上り) よし、 やらう。 

化み 郎さ うです か〇 それで わたし もがむ した。 

が 村 わい 欽み郞 。店の 巧を なぐ じ アラ ヵィ じ やつてく 

LO 
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かみ 郎 何です つて。 

かがもう な 方 おない。 いくじ， 巧く つても アラ ヵィの 蟹を 
巧 ふよぃ 他は な いぢ やない か。 約 おした 船の 巧は とても 
引取れろ 盟 がな いんだから。 

かみが 化さん、 それは 冗 気の 沙 かです か。 

がが 何 だつ て そんな ことを いふんだ。 

なみが をん な ことを したら この 家は どうな るんで す。 少 

し 化の 巧な'.: 忍べます お、 兄さんの いふ やうな ことを し 

たら、 この 家は 立つ てはい さません よ。 

がが わたしは お 約 じ 巧いて 盛い なを 送る ことは 出來 ない 

の だ。 

飲み 郎 俳し 家を 賊產 させても 關 はな いんです か。 

がが わい 欽夕郎 、潔く 討 化しよ うぢ やない ち々 度の やう 


じかう 四 園の 孽 情が 惡 くつち やどう じ もし やう おない。 
併し これつ さ b ぢや ない。 まだ 秋の 漁 潮 も ある。 來年も 
もる。 お來年 もちる。 をれ 迄には さつと 恢復 かつ けられ 
るから 0 

欽ホ郞 さう 旨くい くもんで すか。 殊に 兄さんの やうな や 
ゎ 口 ぢや〇 

相が わたしは お まへ にょく いつて ゐた _ら やない か。 ほん 
たうの 商業は 眞の 說敎、 眞の戰 聞と 同じ やう じ、 場合 じ 
ょつては 自 じ， 進んで-化を も、 損た をも辭 せない もので な 
くて はならない つて 。さう だ。 昨夜 沈沒 した 化 海 丸が い 
い 例 だ。 お まへ か 若しもの 撇長 だつ たら、 お まへは もの 
際どう いふ 處 置を とる。 

叙 次が 無論 もの 船長と 同じ やう じ やります。 

ホ 村 化ち 村の 店は 了 度 今 化沒 しかけて ゐる 汽船では ない 
か。 そしてな とお まへ とは その 船長 だ。 

欽み 郞化沒 する 時は わたしは 無論 もの 船を に 第らない つ 
も h です 0'  併し それは 最後の 最後の 瞬間の ことです。 今 
船は まだ 化沒 はしません。 化沒 しない 前 じ 死を 急ぐ のは 
館智 なな 殺を が 化 場所を おして ゐ ろと 同じです。 

せ 坤-お まへは 暗礁 じ乘〇 上げて & て も、 まだ 危險 じ氣が 
つかない のか。 

欽み郞 船を 沈める ことは 撫 をの 務めでは ちりません。 牠 
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を 浮び 上げる ことか、 船を 進行させる ことか 船長の 第一 
の 務めです。 

も 巧 水が 5 ■板を 賛し お まへは また そんな ことを、 つ 
てゐ るの か。 お まへは 撇長 としての 明 祭. がない。 撒 長と 
してのを 格がない。 

欽次郞 巧 じさぅ かもしれ ません。 しかし かもる 事は いつ 
でも 化來 ます。 わたしは 是非 浮び 上らせた いのです。 搬 
も 助か 〇、 奶貝も 巧 か 〇、 そしてな も 助かりた いので 
f 〇 

れが それは 誰 だつて さぅ 思は ない ものは ない。 併し 船が 
化ん かけて ゐる時 そんな 蟲 のい、 ことを いつて ゐ たら、 
自 々許 〇 か 化ての ものを 失は なければ ならない。 それ こ 
そ 救 ふべ からざる ことが が來 する」 

织ホ郞 い、 え、 確かに 助か 〇 ます。 た ご それには 兄さん 
の 巧 さへ 變 つて くれ、 ばい、 ん です。 

(奥で 赤ん 巧の なさ 聲が ずろ。〕 

欽み郞 も、、 もの 聲が 聞え ません か。 兄さん、 あなたは 

モ 供を 郎是 さし ても關 はな いんです か。 

巧が (無言、 なをうな 巧れ る) 

おみが 嫂さん は畏 いこと 寢てゐ る。 それ だの じ その 病人 

の 寢てゐ る 家を なくして しまつても、 ちな たはい^ とい 

ふんて すか 0 


がが いや、 家內 のことは..： 

欽ホ郞 まあ わ聽 さなさい。 嫂さん 許り だ やありません。 
がに したつて さう です。 化は 上の 學 校に 巧を たいので す 
けれど •事情. が 事情 だから、 ホ學お だけで 化め じして、 
家の 手傳 ひを して ゐるぢ やもりません か。 そして おい 娘 
じ も 似 もは ず、 擢 掛けで せつせと 働いて ゐ るのは 何の 擬 
てす。 をを 大事 だと 思つて ゐ るから だ や あ 〇 ません か。 
また わたし だつて さう です。 兄さんの 前 だか、 わたしは 
う もの 履 人ょり 先 じ 起を て、 巧 も 遲く迄 働いて ゐ ます。 
據を といつ て くれる 入 もも ゎます グ 、もう 少し、 もう】 
辛抱’ もう もつと 家 お樂 になつ てからと 思 ふ ものて すわ 
ら 、未だ じ 賞は ないで ゐ るんで す。 誰 じし たつて 家を 円心 
はない ものは ちゎません。 そして 働いた お蔭 じは 漸く 運 
.が 巧を かけて 來 たんです。 その 今一 息と いふと ころへ 來 
て、 兄さんの やうな ことを いひ 化されて は、 わたしは 做 
を 甲斐. が なくなつ てし まひます 0 

がが そゎ やお まへ たも じは 本 當じ濟 まない。 

欽 ホが 誰 じし たつて、 も、 なお 溜つて 行く。々 パは いく 
ら殘 つた、 來巧 はいく'-^ 儲かる、 とさう 化へ ば そこ 炯く 
氣じも なれ るんで す。 おするな ならわた しは もう 倒く こ 
とは ご免です。 

巧 村 お まへの いふ ことじ も 無理は ない。 俳し 商人の 務め 
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は 儲ける ばかぃ •か 能では ない。 そこを ょく 了解して くれ 
な < つち や がる。 

かみ 郞 それで 家族は どうす るんで す。 

がが たと へモ化 •が飢 系て ゐ ると しても、 不正な をで わた 
しは 乳を 巧 ませたくない。 お 約を 誤 踏 化した をで 家族の 
ものを 巧 ひたくない。 正しい ことを して 巧を をす るなら 
巧リ おない だ やない か。 これは 家族の もの も 临巧我 惜し 
て くれる じ 遠 ひない。 

巧み 郞 (抓 興がして) もな たは 緣の 遠い 外网 人の 信 川を 
おさない 巧め じ’ 近いみ のの ものを 滅 すので すか。 家の 
ホには 阪 はなは せな くつても 化 人 じは 化え を 張らう とい 
ふので す^。 

がが (これ も 興がして〕 ぶえ なぞ ぢ やない。 また 遠い と 
か 近いと かの 問 姐では ない 〇た しなければ ならない 巧 
をす る だけの こと だ 0 

かみ 郎破虚 はしなければ ならむ いこと では あ b ません。 

しない やう じする の お冗當 です。 

かが (愈々 化し ス) 極つ たこと だ。 而も それを せわ ばむ 
•1， む邮 U じ附 つてる のでは ないか。 さう する のお亞 しい 
ことな 巧 方かない だ やない か。 

れみ郞 (烈しく〕 映 産し なくって 濟む ものを。 わざ { 

贼选 チる なんて それ か 何で 正しい の だ。 肉親の ちのを 痛 


める のが 何' か正當 だ。 

巧が お まへは まだ そんな ことを いつて ゐる のか。 

お次郞 兄さん こそ 苗へ て 下さい。 

が 村を へな さなけ b やならない のは お まへの 巧 だ。 
欽ホ郞 (お践 めに〕 馬鹿正直 にも 超が ぁら も。 

が 村 (聞を 化 口め て〕 なに。 

欽 ホが 何’ が 何です。 

が 村を 様 こそ 何 だ。 

(二人 巧 お 立つて 酒み な ひむ 姑め ふうと ずる 0〕 

(これ i リ 化さ 詢子 けが 萎れて 歸 つ'!^ 來 わが、 化 巧が 
論爭 しスゐ るの みな ス蛮 のなかに 道 入らす、 入口の 抓 
子 扉の が じが < 立つ スゐた けれど t •この 巧 急-し 扉み 
がし ス おに 入り •化 ホの 閒 にに いろ 0〕 

飮子 まぁ 兄さん、 待て 下さい。 巧つて 下さい。 

(さう いひ 乍ら 約 子， 歓 次が 私 側 .h じ 連れ 巧く。〕 
狗子 (しんみりと〕 兄さん、 な ゆ さます わ。 

欽 みが ゆく とは 0 

約 子 もたし ちの 辨藏 さんのと ころへ ゆを ます わ。 

欽ホ郎 なじ、 何 だつて。 

約 子 ながゆを さへ すれば、々 の やう じ 兄さん 问 志で 爭ふ 
やうな こ ともなくな。 ますし. を もこの ま、 續 いて 巧 さ 
すわ、 ですからん たしもう 請め ました。 兄さん. どうか 
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辨藏 さんじ さう いつて 下さい 0 (ず、 リ 泣く〕 

がが 一體 それは 何の 話 だ。 

欽ホ化 まだ 兄さん じは お話しませんでした か、 質は 昨日 
もの 網元の 風 間が やつて 來 て、 鞠 子を くれるなら 蟹を 安 
< 供給し ょうとい つて 來 たのです 0 
お 村 値を 上げない 代 b じ 女を 巧ら うとい ふの か。 

欽次郞 さつを もまた やつて 來て頻 りじ それを いつて 行つ 
たのです 。御子は そわを 聽 いて ゐ たんです。 

か 村 併し 御子’ お まへは どうして もんな 者のと ころへ 行 
く氣 になつた の だ。 

狗子 (巧き 乍ら〕 どうして つて、 ちた し：：。 

欽み郞 お まへ そんな こ > をして は、 麻 生 巧じ濟 まなかな 
ぃか。 

掏 子 そんな ことはありません わ 0 

欽み邱 わ まへ 別 じ 約 東なん かしては ゐ なかつた のか。 

狗子 (わつ と 大醇じ 泣を 出ず) 化さん、 これを 見て 下さ 

い。 (と 手が も 渡ず〕 

欽ホ郞 何 だ。 麻 生からの 手紙 か。 うちへ 泪 つて ゐ ながら 

手紙を 寄す とは 變な巧 だな (讀ん でみ ろ〕 何 だって。 

、「前略、 用事の 都合 じて 急 じ 他へ 出發 すろ こと、 巧 成 候 

間 《禮 乍ら 書中を なて 昨 巧の 御 盾 情 巧く 御禮 中げ 候。 蜡 

太へ 重 わての 渡 來は树 難の 儀に 候へ ば、 これ •かみ 久のわ 


別れ かと なぜら れ 候。 何卒 おみ 大切に お 暮し被 遊 度 候。 
猶御 令兄 樣 にも 御 挨搂申 述べず 不本意 じ 候へ ホ..：」 あ 

いつ 默 つで 立つて しまつた の だな。 

なが 麻 生の やり さうな こと だ。 他へ 出發 といつて 行 先を 
書かむ い なぞ も 麻 生ま だ。 

飲み 郞 書いても つたつて 誰が ちんな ものを 追祀 ける もの 
か。 おい 狗子 •泣く ことは ない。 こんなな はこつ ちで ご 
免 だ。 (ホ 紙も词 梨く〕 

約 子 い、 え。 ちた しか 馬鹿 だからで すわ。 

巧が いや、 その 罪は ちた しじ もる の だ。 

狗子 いム え、 そんな ことは も 〇 ません わ。 

が 村 いや、 わたしが つい 信用して う もの 窮 がを 話した の 
だ。 それでう ものが 產が 態が をつた もの だから 急 じ 逃げ 
巧した のじ 相違む い。 

欽 ホが 何で 逃げ たつて 關ふ もの か。 あんなな に 未練なん 
ぞ もりやし ない 0 

掏 子え、 あの人に も 誰 じ も、 もたし も ホ潇も 希望 ももり 
ません わ。 わたしは 何もかも 請め ました。 何もかも おび 
ませう 〇で すから 兄さん •どうか もの 辨赎 さんのと ころ 
へやつ て 下さい。 

飮み郞 お まへ 鬥 蒸问棄 なんか おこし もやいけ ない ょ。 

約 子 い >1 え、 あたし これを てば もで いつて ゐ るん ぢやも 
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〇 ません わ。 どうせ 嫁に 行 <ん なら 家の 役 じ 化ちたい と 
おふから です 。ょう 兄さん、 どうか さう して 下さいな。 
もたし お 願 ひいた します わ 0 

かみ 郞そ〇 やお まへ お 隙つて くれ、 ば 家 一り やどん なじ 助 
かる かしれ ない けれど 0 

糾モ それならな 巧んで 殺さます わ。 それで 家が おはれる 
ものなら 0 

化み が (化の 手 如と り〕 狗子 0 ( といつ わが、 もうあと 
の 昔樂が 巧ない) 

約 子 兄さん。 (と 欽み郎 の 胸に 化を 伏してし まん) 

かみ 郞 お まへ 1 になろ こ^ろ か 0 
約 子 (化を がら〕 え。 

かが (がが と〕 そんな ことは わたし じは 許せない 0 
約 子 だつて それ ぢ やう も •か 則る ぢやも 〇 ません か 0 
がが 仮令 どの やう じ阳 ると しても、 そんな ことは 斷 じて 

化來 ない。 化 沒の際 じ 化 瓶 丸の 船 政は 盗みを 働いた ボ ー 

ィを さへ 救 ひ 出して ゐろだ やない か。 それを か 何 じ 危急 

の瑞 なだか. レ、. といつて、 肉 耕の 妹を 酉つて 家を 邮 からう 

なぞとは な ひも ょらない こと だ。 

(雜 な聰 H 製を 所から 化て 化る。〕 

触な- 1 どうした もんで せう。 な那 。器签 お煮 ホって ゐる 

ん です がり 


巧が よろしい。 今 大潍を お寄せる から そんな ことは む 邸 
しないで い^。 

罐 詰： 丄 化か‘ 蟹か來 るんで すか。 

がが さう だ。 おい、 そちらに 店の 者が ゐ ないか。 なぐに 
來る やう じいつて くれ。 

罐詰 H へえ、 畏 ^ ました。 (去ろ) 

欽ホ 郞ぢや 兄さん •どうして もや るんで すか 0 
がが かじ 手段が な いぢ やない か。 

戲次郞 兄さん、 どうかもう 一巧 考へ 直して 下さい 0 

おがもう 考へ盡 した こと だ。 これな 上考 へる 餘地 はな 

* 〇 

欽 ホが (拾 X げちに〕 こんな ことじな るなら、 賠償金を 
拂ふ 芳か餘 程が しな 位 だ。 

が 村 商人の 本務は 契約を ずる こと だ。 な 物を ま 給す る こ 
とだ。 た それだけ だ。 巧 害を を 出す こと だ やない。 
(店の 者 入 りおる。〕 

巧のを 何 かご 用です か。 

ホが うん。 わい 十 ま、 お まへ なぐ アラ カィへ 行つ てな。 
いひ 値 通 b でい、 から 直ぐ じ 蟹を 屈け てく れつて さう い 
ふんだり 

雇人 一 度り ました。 

巧が 急いで 巧つて 來 い。 


が 2 
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雇人！  へえ。 (化ぐ にを へ跑け 巧ず) 

巧が それからを 巧 郞と當 ニーは 一二 二日 來 製造した 品の 惡い 
罐 詰を' 嫂 〇 分けろ。 

二人 へえ* あの 別 じし もま ふんです か。 

か 村 さぅ だ。 ょく 氣を つけて な。 それに 製摧 場のを にも 
立會 つて 實ふ おい 

二人 畏〇 ました。 (製造 工場 U 這 入つて 巧く〕 

れ村 それから 定 き、 お まへは 犬禱の 用意を して。 

提人四 へえ。 (はぐに 去る。〕 

-、 飼 子け 化が 雇人た ろに みから みへ と 用事 か 音 附け乂 
ゐ ろの，^ 脚いて ゐ ろと、 何故かな にな さたい 氣じ 梨け 
れス わつ と 巧を 伏し ス しま ふ 〇) 

、，义 巧 も わ 互 ひじ 避けろ もの、 やぅに 言葉，^ 淺 しな 
い。 そこへ を か‘ h おで 老爺が しお {と 這 入つ て來ス 
無言の ミ、 勝手；！ へ通リ 巧け る。) 

(を U でけ 雪の 上 も 走ろ 喜に しさに 犬が 跳り 上ろ ので 

その おに 橋の 鈴が ちりん {と 鳴ろ 〇 人が 犬 古制ず る 

碟！ J II えろ。 やがて •雇人のを 吉が這 入つて 來る 0〕 

罹 人 四 旦那。 嬉の 用意 お出 來 ました。 

がが さう か。 わい 欽み郞 'お まへ 銀行へ 行って 巧を を 引 

出して 來て くれないん。 さう して： ：〇 

がみ 郎今 口は ご免を 裴〇 ませう。 わたしは々 は 倒く 氣か 


もりません から 0 

がが さぅ か。 ぢ やわた しが 巧つて 來 よぅ 0 (ながから 銀 
巧の 巧 金 帳 如 巧す。 約 子に) おい、 何 だつて をん なと 
ころ じ 泣いて ゐ るんだ。 なつ ともないだ やない か。 よさ 
ないか。 

掏 子 はい。 (とはい ふが 猫ず、 リ 泣く〕 

巧が (をみ 郞 に) ぢや 巧つて 來 るから な。 ずつ AJ アラ カ 
ィ から 他の 方へ も 廻る つも 〇 だから 少し 遲 くなる かもし 
わない。 おい。 欽巧郎 。氣を 直して くれな くつち や 問る 
よ、 え 0 

(さぅいひながらががけをへお':^、 礎に乘つて化かけ 
て 巧く。 犬 橋の-輿 ましい 鈴の 毯 さがが くの 問閒 える 〇) 

(欽次 郞け獸 然として スト ー がの 傍に 腰 も 巧け てゐ 
る。〕 

(そこへ わ 鶴が 勝ず 口から かて 來ろ 0) 

わ捣 鈴の 音が すら。 な 邦 また 化 おけたん かな。 

欽み郞 (わ 鶴 もな て〕 おい お 鶴、 酒を 持つて 來て くれ。 

ゎ 鶴 ぉ 酒 かい。 

欽ホ郞 なでい、 ん だ。 

ゎ 鉛 もぃ。 

(わ お 勝を-し 巧つて 酒を P ツプに 入れて 持つ ス 化ろ 〇) 

(欽 ホ邮 それ，^ かみ 干ず と、 コツプ 心 わ 鶴に 化す 〇〕 
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わ 泣もう 一巧 かい。 

な々 邮 さう だな。 もう 止め じして おかう。 おいわ 鶴。 
わか 何 だい。 

かみ 郞 その コツプを ± 間 じ 叩 さつけ て くれ。 

わ 做 ぶつこ はれる ぢ やわえ か。 

巧次郞 かまは むいから やつて 巧ろ。 

わ 化 かう かい。 

(と コップ 也 十： 問に 投げつ ける 〇巧巧 器け おしいを 合 
立ス 、がな おに をれ る 0〕 

(かみ 邮 U 腕 も 股に もて わえ、 ず、 リ 巧く。〕 

W 

巧 一二 幕 

巧が 術な 製を 所の 巧手。 

ホ ホ じあの 巧 後の 外侧 だけ 化え る。 そこにけ 與の 出入 

口が わろ。 その 化物に くつつ けて、 舞 發の削 奧じ葺 下 

しの ル おが もろ 〇 それけ 巧 や 親子の ゐ ろと ころで、 正 

而が 出入 n じな つて ゐる〇 ホ 手け おで •向う じ おがぶ 

乏 ろ。 巧に けが 古 干ず がが わつ ちこつち じ 立つ スゐ 

る。 その外 立が が 二 一二 本。 

的 おから 半年げ かり 巧の わるり の 夕を。 もう 地 巧 じ 

巧な デ U 見 もない 0 


お 子け 物 思 ひに 化んで ル 尾の 保の 石に 陳み 掛けて ゐ 
ろ。 夕 H が おしく 彼女の ル發也 脚らず。 

家の なかて 「これ--^ み 張りが に橫 むんで すか。」 「ぇ > 
どうか 〇それ からこれ も 携 いでれ つて 下さい 0J など 
といん 帮が聞 もる。 やがて 人夫が 111 二人 荷物 合 捲い 
で おな の 後方 杏濱の ホへ 行く のがぶ ぇろ。 

精いて 襄 U から ホ进其 尾が テー ブか だの 藤榜子 だの 
义鉢 だの 其 他の ガラ クタ 物 知 外へ 運びが Ly、 家の 
隅に をみ をれ る。 それから 家の なかに 向つて。 

古を 具 お な 那’濟 みません か 鳥渡 こ、 へ 置い といて 戴を 
ます。々 巧を 持つて 來 ますから。 

(が 次が あの 中から 巧ス かる 0〕 

巧みが も •い、 ともく。 併しなくなる といけ ない ぜ。 
ホな 其 接なん じ 大丈夫て す。 なぐ じと- じ參 ゎます か 
ら 。では ご 化 下さい 0 どうも 巧 難う ごさいます。 (まろ 
(欽み 郞口巧 やの ル おめ 戶 みわけ ス なか \ 、這 入ろ。 そ 
して 大 さな おでを 人に 話しかけろ。 併し おやの 鶴 口外 
へけ 一貢 も聞玄 ない 〇) 

がみが どうだい 爺 や。 今日は 少しは い、 かい。 ゥム •痛 
みお 化 まじ， ない つて。 そ 〇 やい けない な。 お 鶴は どこへ 
行つ たんだい 。もない のか。 お 父つ ちんか 悼 我した とい 
ふの じ、 看病 もしないで 遊びに 山て しまつて は段樣 がな 


4*14 


冠の 命を 


いな。 (少し 大聲 じ) どうだい 爺 や、 湯で も 上げよう 
か。 ウム 、いらない か。 さう か。 外に 何にも 用は ない 
か。 ぢ やまた 來 るから 靜 かじ 寢 ておゐ で。 

(欽 ホ郞 はさう いひ 巧して 外へ おて 化ろ 〇 そして ふと 
石に 腰み かけて ゐろ綺 子 おぶ ろ 0〕 

敍ホ郞 おい 痴子〇 どうしたんだ。 こんなと ころに 腰を か 
けて ゐて D 

約 子 (蟹 日) 

欽み郞 今 巧 船で 立 つんだ やない か。 みんな 巧 物の こと や 
何 かで だしい おひを して ゐ るんだ。 

約 子濟ん ません。 

欽 々郞 いや 濟む も濟 まない もない が、 お まへ. あんま 〇考 
へ ごとなん かしない がい、 ぜ〇 
钩子 (氣 がな ささう じ〕 え。 

飮 みが お まへ また 麻 生の ことを 嚳 へて ゐ るん ぢ やない 

か 0 

狗モ そんな ことは も b ません わ。 

おみが もんな むはを と 同じ ことで， どこへ でも ぴ よん 

び よん 跳 わて ホいて & るんだ。 人 問が 壺の行 化なん か考 

へる のは 馬鹿らしいだ やない か 0 

お 子 (豐 日) 

お次が そんなむ 酣 をす るのは 蜜 じな はれて 赤くな つた 跡 


を搔 いて ゐる樣 な もの だ、 何の 役に も 立ち やしない 〇搔 
き 壊しで もす ると 大變 だ。 葛へ ない-がい、 〇考 へない-が 

い、 0 

綺子 (泣きながら〕 も、 「兄さん、 そのことは 何にもい は 
ないで 頂戴。 

欽 みが ゥム 、さう か。 俺 •が 憩かつた 〇 却つて おひ 化させ 
る やうな ことを いつて しまつた な。 兄さん お惡 かつた、 
惡 かつた、 をして くれ。 

約 子 あら 兄さん。 そんな こと：.. ('もとけ 积で刖 もてし 
まふ〕 

软 ホが おいな くな。 泣くな。 兄さんは お まへの むはょ； 
く 分つ てゐ る。 それは わ まへは 辛い さ。 察しる ょ。 化し 
己 だつて 辛い の だ。 なをたい の だ。 どんな じ 泣を たいか 
しれない の だけれ ど 己は 淚を 抑へ て ゐる〇 どうか わ まへ 
もこら へて くれ. な も 0 
掏 子 はい。 (しやくり 化く〕 

がみ 郞 もう 半年な 上 じなる が、 いつか 大兄さん とや 〇 な 
つた 時 己は もう 働くまい と 凹 心つた。 己の 意 おは 大兄さん 
とは どこ 迄 も 違 ふの だから。 そして それは 今 だつて 變。 
やしない。 己は 實際损 する ためじ 働く のはい や だんら な。 
ちの 時 己が いつた 通り じう もは たうとう こんな ことじな 
つてし まつた。 今夜は 己た もは みんな こ、 を 引 さ 城は な 
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く (，り やなに， ない。々 ち 働いて ゐた家 も、々 迄 使つて ゐ 
た 機械 もみん な 人手に 渡して しま ふの だ。 もの 時ち、 し 
むかつたら、 も ^ しむ かつたら と 己は 何度 思つ たかしれ 
ない。 己は それを 著へ ると 口 悅 しくつて’  口惜しく つて 
堪らない の だ。 大兄さん が 己の いふ 通り じしたら 決して 
こんな ことじは な 〇 はしな かつた の だ。 化し それ だから 
といつ て、 己は 決し \' 巧 寧を 息け はしな かつた ぞ 。兄 さ 
んは义 お 〇 倒いて ゐたぞ 。己が 働かなかつたら うちは 挺 
綺惡 くなる ばか b だか じ， な。 

袖す え、。 

がみ 郞た とひな 姑は 違つても、 願 されても、 人は. りなの 
する こと だけは しなく つ もやいけ ない 〇ヴ oi 己 S - 乙 さ 一口'? 
む doing  ill だ 〇何じ もしない のは 惡 いこと をして ゐる 
のと 巧 じだ。 わい 〇兄 さんは 働いて ゐる ぞ〇わ まへ も氣 
を 腐らせ もやいけ ない。 そんむ 脚 だとな ほ {氣‘ が 沈ん 

でけ くば か 〇 だ。 

狗子 はい。 な' が惡 うご ざいました。 な こわ か .L" 氣を引 立 

てる やう じいた します わ 0 

巧み 郎 ウム 。どうか さう して くれ 。人は 化の 化 じ 化さて 

るる W 上 辛抱し なければ ならない もの だ 〇氣に 添っても 

添は むくても ’ n みの やろ ことは やらな くつち やい けな 

い。 い、 か。 みつたか。 そ 〇 や もまへ も 辛いだら うお、 


己ん 辛い の だ。 併し 諭め ようよ。 みんな 辛抱し 合は うよ、 
なんり 

刹 子 はい。 

欽み郞 さも 涙を ふいて、 涙を ふいて 〇 こんなと ころ じゐ 
ないで あちらへ 行かう。 

約す はい。 (立 上ろ〕 

欽 ホが おい、 石が ちる ぞ〇 

約 子は い。 

(二人 連立つ てぶ の ホへ 损ら 5 とずろ。 と、 家の 中 か 
らが 柳が 化て がるみ にお 遇ム 0〕 

片柳 (がみ- 她お なて〕 や も、 若乂將 .いよ {お別れで 
すゎり 

おみ 邸 巧なん かと 言葉を かは す 必要は ない。 たこつ 訊 
をたい ことは 巧は 今 わたしの 家から 化て 來 たね G 

が 柳え、， あなたの 家から 化て 來 ました。 それが どうした 
のです。 

がみが (激しく) 君は 何 だつて ひとの 家へ 無 斷で這 入つ 
て來 たの だ。 

搁子 兄さん。 (と欽 次がの 袖 も ひかへ る〕 

片柳何 だつてとは 何です か。 道 入つて 來べさ 理由が もつ 
たから 道 入つて 來 たのです。. 

がみが こ、 は わたしどもの 家 だ。 巧の やうむ 人じ斷 4 も 
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なく 這 入つ て おられる ことは 迷惑です 0 
片柳 もな たは 今ち 分の 家と いつた やう だが これは ちな た 
の 家です かい。 化 家は もう 人手 じ 渡つた 善で せう。 

おみ 郎 (投げろ やうに〕 そんな ことには 誰 •かしたん だ。 
か 柳 誰 •かした かわた しが 知る もんです ち 大方 硬’ 固な 偏 
履が させた のでせ うさ 0 併し そんな ことは ど-.,. でもい、。 
貢つ たな 上は こちらの もの だ。 這 入る のじが 細は な いぢ 
やないで すか。 

飲み 郎 なじ 貫つた。 化 家を 買つ たのは おぢ やない 0 
片柳 もな たは どこ 迄お自 出度く 出 來てゐ るの だ。 肖 分の 
家の 買手 も 知らないの てす かい。 

がみ 郎化 家を 貢つ たのは 斷 じて 君のと ころ ぢ やない。 第 
一 そんな もの じは 間違つ たつて 賣る もの か。 

片柳 ところが 間違つ てこ ちらの 手 じ 這 入つ てし まつた か 
ら 不思議で すょ。 巧 程 ぁなたの 家を 買つた 時の ち 義人は 
別の 人だつた。 併し こちらで 又 直 じ 買 巧つ てし ミつ たか 

ら 、今ぢ やわた しど もの 會社 おその 所有 まさ。 お 氣の養 

のこと さわ 0 

おみが ウム 、手を 廻は して そんな ことを しや' かつた の だ 

な。 畜生 0 併し 何 おで 足で さう 執念く 附經 つて 來 るの だ。 

う もでは 君の 方 じす 義理 一つした 當 おない。 迷惑】 つか 

けた 畳え がない。 それ だのに 何 だつ てこん な ひどい こと 


をす るんだ 0 

か 柳 もむ たの 家の やうな ことを やられ もや 厳 化 業者は な 
つて 行 さません から わ。 だ おもな たもうな を ごとて す 
か 0 家屋敷を おられち や 泣き ごと もい ひたくな 〇 ませう。 

(態と あちを いて〕 併しね 巧 村さん •わたしの 方ぢや 
何も あなた 巧を：：！ の 敵 じして & る 訣_ もや も b ません。 そ 
れょ 4 もちな たの 方お惡 いの だ。 

おみ 郞 (むさに なつて 一 何が 惡い 。何が 惡 いの だ。 

約 子 兄さんもう お止しなさい つてば 0 

欽 々化 まあい、。 お まへは 默 つてる ろ。 (化 柳に) さ 
も 何が 惡 いんだ、 それを 訊かう。 

片柳 もな たは 直ぐ 喧唾膜 じなる。 をれ‘ かいけ ない の だ。 
だが もう 何にもい ひますまい 。左様なら" (あつさ 邮つ 
て歸 らうと すろ) 

おみ 郞 まも 待て 0 

沟子 兄さんと いつたら 0 (止めろ〕 

かみが うるさい。 (が 柳に) 待てと いつたら 诏 たない 
か。 君には まだ 訊く 事 •かも るんだ。 

片柳 何を 訊かう とい ふので す。 

がみが 無斷て 人のう もじ 這 入つて 來 なおら、 何か挨 がを 
して 巧扣 ない。 

狗 子もう そんなつ まらない ことわ 止しなさい つてば、 ょ 
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う 兄さん 0 

片柳 もなた方は今^^拂ふといふから、なはん富商會の 
代理人と して 檢 かじ おた のです。 巧が する 譯 はもり ませ 
ん 。巧して 巧く ベ さ 器物が 一品たり とも 不足して ゐ ては 
巧 化 上キぷ もじな ろから なじ 來 たんです。 そわ じす 思議 
はな いぢ やないで すかり 

かみ 郞檢 分！ だ や 巧 巧は わたし 達を おがと でも 思つて 
ゐる のか。 山猫！ 

片柳 巧は 家を とられた ので 上氣 して ゐ ろの だな。 旗 鹿な 
ことを いふ-^ 承知し ません ぜ〇 
奴み 邮何グ あ 知 しないの だ 0 
片柳 なじり 

(二人つ ひじ 润 みな ひ，^ おめ る。 掏 子 U それ 在 止め i 
うとし わが 力が々 にないので 火が，^ わげ ス 人み がぶ 0〕 
おす 離 か來て 下さい。 大變 です。 ょう 大乂 さん、 大兄 さ 
ん 。誰か 居ません か。 

(かがが n にわ' けれろ 。そして 二人の 取つ 化み なつ 
てゐ ろの 如な ス 、化ぐ じ距 けつけ て 二人 杏 引さサ けろ 0 

そしてが 村は 片仰古 かけ おみ 郞， める 0:1 

がが (巧 脚の お 私拂 ひな どして やりながら〕 どうも 濟み 

ません 〇ど うか 巧して やつて 下さい 0 

片柳 巧の ホさん は 巧じ亂 おです わ。 


を ホが 何 •か亂 藻 だ。 (がが じ〕 兄さん、 そんな ものに 
もや まる 事なん かもり ません ょ。 

がか い、 から お まへは 默 つて をれ。 (か 柳に： > どこも 
わ 怪我は も 〇 ませんで した か。 

か 柳 怪我は しません けれども ：：〇 

巧 村 さう です か。 巧は どうも 氣が 荒い ので 困 b ます 〇し 
かし どうか 私 こを じて わ 有しな すつ て 下さい。 

がみ 郞 もえ。 兄さんは 實に 弱い な。 

片柳 もな たかさう いふので なければ なは 此 みには しない 
のです か、 今呂 はま あんなた に 免じて このま、 引 さとる 
ことじし ませう 0 

あが それは どうも有難う ございます 0 

かが (戲 み郞 に：} 化 後は 少し 氣を つけろ。 

欽ホ郞 もう 貴様なん かじ 會ふ もの か。 

が 村 おい、 止さない かとい ふの じ。 

(片 柳け まる。 相が 口片 柳に 禮知 述べな がらな 送ろ 〇〕 

欽み化 (つか^-^ と 化のと こる にれ を〕 兄さん、 もむ た 
口惜 くは な いんです か。 

が 村 お まへ 今日は 大喊 激して ゐる わ。 無理は ない。 住ん 
慣れたと ころを 立 つんだ からな。 併し 餘〇 興奮し もやい 
けな いぢ やない か。 

がみ 郞 い、 え •曲； 奮して ろん ぢやあ 〇 ません。 もい つを 
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處 罰して やらな くつち やならない ことが も るんで す 0 
巧が いや、 そんな ことを し もやいけ ない。 そんな ことを 
すろ と 世間では 何とい ふと 思ん。 有 村は 家を なられた の 
で 喧啼を 吹つ かけた の だとい はれる ぢ やない か。 

飮み郞 何とい はれた つて かま ひやしません。 ちいつ は 罰 
せられる だけの 惡 いこと をして ゐ るんで すから。 兄さん 
お 鶴に 子を 生ませた のは 誰 だと 思 ふんです。 

ホが 片柳 だとい ふの か。 

欽ホ郞 さう です。 兄さん •この こと だ やわた しも もな た 
も院 をい やなこと をい はれま したわ。 併しょ く 訊して ぶ 
ると それは みんな 片馴 がいは せた ことなん です。 そして 
それ じょつて ちみの 罪を 蔽ひ隱 さう としたん です。 

が 村 だが それは 片柳 だとい ふ 確かな 證據が もる のか。 

をみ 郞 そり や證據 といつ ては 相手が 白痴の 女です から、 

さう はつを 〇 した ことは 分 〇 ません が、 併し 色々 の 事情 I 
を綻 なして 見る と....。 

か 村 おい、 欽み郞 、惡評 なんても のは 道 ばた の あの やう 

じ 誰 じだつて くつ、 くもの だ。 现じ其 泥は お まへ やわた 

しじ もは わかつた ぢ やない か。 蜂で 人は 黃 めない がい 

、〇 

がみ 郞 (おさ おし さう に〕 ぢ やわた しのい ふことは 噓だ 

とい ふんて すか。 


ホが ほんた うか もしわない。 化し みらない こと だ。 
欽み郞 分らな くつた つて 本留 のこと です。 片 柳は をん む 
ことは や。 かねません 0 

巧衬 併した とひ 片柳 おそんな 惡い 事を して ゐる としても 
お まへ じ 罰する 權利 はない 當 だ。 な も •さ うぢ やない か。 
兎 こ 巧擲る ことなん か 止さうよ。 

(欽 み郞 日に 脆ん 一 もて、 しく----. と 泣 さ 巧ず 0> 

なが おいわ まへ どうしたんだ。 神經が ひどく おぶつて ゐ 
るな。 镜理 はない。 無理は ない。 

(がの 中から ホ 中の ぶ那 J と 巧ぶ 聲 がさ こえろ 0) 
ホが よし 今 巧く。 (歡 次がに〕 おい 今 水を もつて 來て 
やろ から 氣を 落ちつけな くつち やい けない。 い、 か。 

(さう いひながら かがは ぶの 中に 這 人ろ 0) 

なみが 己は どうして こんな 擧を やつて しまつた の だ。 
綺子 そ 〇 や 今日は 兄さんの 方' が惡 いわ。 どうして あんな 
事を なすつ たの。 兄さん じ もがを ひません わ。 

欽み郎 己は 今 口惜しい の だか、 笑 ひたいの だか、 泣を た 
いの だか 分ら なくなつ てし まつた。 ち、 何だか 淚 •が ぼろ 
ぽろ 出て しやう がない。 

狗子 兄さん。 諭め ませうよ 〇辛 抱し ませうよ 〇 さつを 兄 
さんは おじさう いつた ぢ やもりません か。 なは もう どん 
な 事ても 忍ぶ 轿ゎ てす わ 。兄さん も 辛いて せう おさう し 
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4 が 


て M 戴な。 

かみ 郞 内' ム 、己 じさつ さわ まへ を さう 云つ て 慰めた つけ 
な。 そわ だの じ r しは もうこんな ことを してし まつた。 何 
とい ふ 措 館な こと だ。 ごが 惡 かつた。 勘 辨 して くれ。 勘 
辨 してく む。 

約す も .h 蝴辨 だなん て、 兄さん。 

かみ 邮 しか L 口 惜しい か な。 いや、 もうょ さう。 もう 

ょさう 々をはもう こ、 を 化 つんだ。 さう した 'b つま 

片 むい 巧 はんん なおれて しま ふだ. う 。だが こ、 から 永 
乂じ離 わるの だとな ふと 何だか 寂しい 氣 持ち かする わ。 
こ >一 じ 五が もゐ たの だか な" (V つと 海の ホ もな がめ 
て) も ム、 隙 か 飛んで ゐ る。 (また 液の 音に 巧み 傾け 
がら〕 もの 浪の巧 も 懐し いな。 (巧の おもがつ て〕 そ 
れ からこの むつころ だつ て... .(おお 颊 にず リ <r けて〕 
わい 別 わを いふ ぞ。 

約 子 (ブ 、りなく〕 

化み 郎 (かがの 側 じが さが，；； ずりながら〕 お まへ も 亦 

巧い わ 馴染 だ わ。 わい、 いつを も 丈夫で ゐて くわ。 も 痛 

(、しまつた。 

莉ホ も.^ どうな すつ たの 0 

巧み 郞 いや* 木が 別れを 巧 しんだ 己 じな ひつい たんだ。 

木 じん 欠お^ 愤 けん るんだ わ。 


詢子 まも、 を かしい 兄さん。 刺が 入つて やしむ くつて。 
がみ 郞 何だか 少し 滿 いやう だ。 もよ つと ぶて くれ。 

紳子 (义の 指 在 姑ろ〕 

がみが どう だ。 とれた かい。 

抽子 まだよ。 刺が よくな えな いんです もの。 

がみが 何 だい。 お まへ 淚を 一杯た めて ゐるぢ やない か。 
をれ だ やおえ むい 篱 だ。 

(か 材け裝 U から 片 ホに ル さな 風口；！ 败な みお： h げ 片手 
じ ホん 巧 お化さな が- 妻の：： Z 子と 一 稀に 化*,」 化る 〇呂 
子け 摘 後な のでた ど/ \ しい ホ さおり てんろ 0〕 

かが どう だ 大丈夫 か。 

円：： 子 え、 ホけ まず わ 0 
巧が そろく-ホいて 來 るかい >1。 

吕子 えム〇 

巧 村 (道な 度 0 描いて がつた 椅子 もぶ て〕 ち、 こム じい 
いもの かあつた。 烏 渡が 〇 マ や. レ， う 0 (應栋 すか 持つ ス 
かてり Z 子に〕 さも、 わかけ 0 ( おけさ だる} 

口：： 子 矢張り 外は 氣 持が よつご ざいます わ。 

巧が さう か。 それは よかつた な。 (赤ん 巧，^ 裝 •レ 渡し そ 
れ から 欽み郞 のみ 见ス〕 おい、 そこで 何を やつて ゐ 
るの だ 0 

がみ 郎 いや、々 もよ つと。 
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拘子 あ、 やつと とれました わ。 兄さん こんなの グ入 つて 
ゐ たこと よ 0 

おみが さう か大 かはいつて ゐ たな。 も、、 晒 喉か渴 いも 
やつた。 (有 村に〕 兄さん、 水を 持つて 來て くれ まし 
たかり 

巧が いや、 水ょりも もつ とい V ものを 持つ て來 た。 (と 
いひ 乍ら 道具屋の 置いて 巧つた 卓子み をの 前に おを 
る) 

飲 ホが 何です。 

ホが これ だ。 (風呂敷 包み も 卓の 上に おく〕 

が次郞 (風呂敷 包 古 開く〕 や も、 「風呂敷を ひろげれば 柿 
の 轉げけ 〇」 か。 こいつは い、 む。 

昌 子もう 柿が 化たん でせ うか。 

巧が 珍し いんら といつて 古川さん かさつ さ 持つて 來 てく 
れ たの だ、 錢 別に。 

飮み郞 さう です か。 これは い 早速 やら うぢ や ありま 

せんか U 

がが うむ •みんなし てを ベょう 0 

約 子 嫂さん も お上り じむ- => ません か。 

吕子 え、 少し 戴 さます わ。 

拘子ぢ や 半 かづ、 をべ ませう。 ちた し剝 さます わ 0 

巧が わい、 ナイフを やらう 0 (ナイフ 在 出し ス かじ 碰 


ず) 

飲み 郞 己は この 方 お 早い や。 (が 备恼 ろ) こり やを い 
柿 だ。 

巧 村 別れの 晚餐 つて ことは ある やう だが、 別れの が顿〇 
とい ふのは ないやう だな 0 

狗子 でも こんな 風に して ゐ ると、 何 だん 今 巧 ホつ やうな 
氣 かしません わ。 

欽次郞 立つ といへ ば 嫂さん は大ホ 夫です か。 

冒 子 え。 な 汽船に 栗つ たら 直ぐ 随 じな 〇 ます わ。 

沟子 汽船は もたし も本當 じい や だ わ。 

欽み郞 兄さん、 荷物の 巧は もう 片附 いたんで すか。 

ホが 片附 いた。 もう 體 さへ 持つて行 けばい、 の だ。 しま 
つた 〇 、 つ ムウ 0 

呂子 どうな すつ たんです。 何 かお わ もの おも るんで す 
か 0 

が 村な もに、 巧の 種を 巧んで しまつた の だ。 も、、 苦し 
かつたり 

詢子 まも、 いやな 兄さん。 

巧 巧 柿で おひ 化す か、 モ巧 のころ 兄さんは 柿の 木から お 
つ こもた ことお もる お、 そり や滿 かつた 0 

約 子 柿を とらう と 思つ たんて すか。 

巧 巧 おい 欽夕郞 •お まへ 致え てゐ ないか。 何でも； 一人で 
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が1 


やつたん だぜ。 

かみ 郞 (な 乘リ がしない やうに〕 な提 えて ゐ ません わ。 
か 村 さう かわ 〇何 でも わたし お 十 S 四 だから、 わ まへ お 
十な 化の 時だつた ょ。 う もの 庭 じい、 柿の 木 かもつた の 
だ。 巧 じなる と 了 度わ輯 頭で もつ るした やう じ、 甘い 實 
か 一杯 じ 熟る のさ。 そそ^た しや 欽夕郞 は 食べた くつ 
てな 採がない から、^ 柿を 煤つて わくれ、 {。」 と 毎日の 
やう じせ おんだ もの だ。 併し わがさん は 「まだ 早い 0」 と 
か 「すだ 猫い OJ とかいつ てな か'-^ 巧つて くれないの だ 
ところ お 「まだ 早い 0」 「まだ 髓い 0」 とい ふのに 平氣 でと 
つて 巧つて ゐ るれ おんる のさ。 

約 子 まも、 そゎ 誰？ 

巧が そゎが わ まへ 碌なんだ。 

巧 子 ホ、、、 0 

巧が なのね め 己た も •が 採つて はならない つてい はれて ゐ 

る ものを、 澄し 込んで をつ てゐ るの だ 0 一一 入は 口惜しく 

つて わ。 颗じ陪 つて 堪らない もんだ から 石を 拾つて 巧げ 

つけて やつた の だ。 併し 烏は ヵア くと 一二 二度 羽擊 さを 

すろ 化で ザ氣 なの さ〇そ して 「どう だ、 こんな 巧い もの 

を わ まへ たもは なへ ないだら う 0J とい ふやうな 面つ さを 

して、 ル 巧を もよ つと がけな お. 己た もを な 下す の だ 0 

その 小づ がさつ た .ll 。そこで r しは たうとう 堪 に， なくな 


つて、 木 じ 登つて 行つ たら、 满 つて おつ こちて しまつた 
のさ 〇 これ •か 本當の 落し 話 だな 〇 ハ、、、、、。 

欽次が (がぶリ^して) 兄さん- そんな話はもう止め 
て 下さい 0 
なが どうして 0 

飲み 郞 兄さんは 人の 機糜 なんかと る ことは な いぢ やもり 
ません か 0 

々巧 わたしは 別 じさう いふ ことは しは しない 0 
飲みが い、 え •して ゐ ます 〇 嫂さん やげ か 化んで ゐ るか 
ら といつ て. 又 わたしが 興奮して ゐ るから といつ て、 そ 
んな 座興め いた ことを する のは 兄さん じは 似合 ひません 

ち 

有 村 円みは そんな 穂り ではな いんだ かわ。 

(巧 H -- > く-^^ 泣 さ 出ず 0) 

お衬 おい、 どうしたんだ。 

昌子 い、 え、 何でもち 〇 ません のょ 0 
ちがない た 〇 何 かする と體 じさは るぢ やない か。 おい 鉤 
子. わ まへ も 泣いて ゐ るな 〇 そんな じ 泣く と 淚も澳 もみ 
んな 一し ょじな つてし まふ 〇淚を ふかない か、 え 0 
釉子 は、 はい 0( ず、 リ 泣く〕 

おみが (その 場の 話み そら ぜ ふうと して〕 も、 子供 じな 
りたい。 子供が 一齋 だ。 
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巧が 全く だ。 子供の 時 程い^も のはない。 しかし その 當 
昭は円 分は さう は 思はなかつた。 早く 子供で なくなれば 
い、。 早く 大人に なつて なたい とおつて ゐ た。 何故と い 
J のに わ 九 しが 疎 相を して 茶碗を 壌す と、 わたしは ひど 
'く 親父 じ 叱られた もの だが、 親父が 茶碗を 壞 はした 時は 
誰も 親父を 叱る 者. がない の だ。 それで 大人 位い、 ものは 
ない、 親父 化 勝手な ものは ない、 とかう 思つて ゐ たの だ 0 
だか. ちの 時み は 誰 じ も 叱 .t" れ ない 家長の 地位に 早く 立 
つてぶ たい もの だと 子供む じ 感じた の だ。 

がみが 兄さんは その 家長の 地位に 立つた ぢ やありません 
か 0 

巧が 立つた。 立つて 始めて 知る ことが 巧來 た。 そして 父 
を 怨んだ ことか 今更 怨めしく なつて 來た〇 誰に も 叱られ 
ない 地位は どんな じ責 巧が もる もの か、 どんな じ 苦しい 
ものである かとい ふこと を 今度は やう やく  了解した 0 
(口り 子や淘 子は 壁 お上げて しく-^ 化き 巧ず 0〕 

巧が かう して みんなを 泣かせる のは わたしの 罪 だ。 歡は 

中訣 なく 思つて ゐ る。 

お 子 (かさながら) い、 え、 そんな ことは も- ません わ 0 

か 村 さう だ。 狹み郞 じは 欽み郞 の 意見が もった。 お まへ 

じは お まへの 希望' がちった 〇 をして 雾 にも ホ 妻で、 それ 

ぞれ考 おもつ たこと だら、 つ。 それ じ も 巧 はらず、 かう，‘ 


ふ 結 おを 巧いた のは':. 

誦 子もう 兄さん、 何にもい はむ いで 下さい。 私た もは か 
して 兄さんを お ふでなん かゐ やしむ いんです から。 

円り モ をれ は鉤 子さん がいつた 通 〇 です わ。 なは 病氣 さへ 
長い ことこら へて 來 ました。 今度 どんなに 致しくな つた 
つて. 私 それを こ‘ b へられな いことは ございません 。お 
氣 になつ たからと いつて 誰を 怨 むこと も化來 ないやう 
じ、 貧しくな つ わからつて 不 あを いふ 答は ございません 
もの 0 

鉤子 嫂さん、 ょくいつ て 下さいました。 わたし 達は みん 
な 辛抱し な ひませ う 〇大妃 さんの やつた ことは 正しい こ 
となので す もの 0 

巧が 有難う 〇わ まへ たも’ がさう いつて くれる と、 わたし 
は どんな じ 氣が安 まる か 知れない。 あ、’ あの 當 時は 隨 
々辛かつた けむ どう ィマ 罐詰五 千函オ クック 0」 と 英國へ 
電報を がつた 時の 菩び はむかつ たからな。 

がみ 郞 その 十 何を の 電報を 打つた めじ....。 

約 子もう おさん、 何にもい はない 當で はも ぃ， ません か。 

をみ 郞うム .さう だつ たな。 己は 馬鹿 だ。 み H は片 柳と 
喧唾 をしたり、 石つ ころと 話を した 〇::〇 
(臂师 巧 m 窠口 からかて 化ろ o', 

匹 W 家 S な じは 誰も みないと 思つ たら、 みんな こもら 


冠の 价化 
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へ お引越しん。 

かが も、 化 化が わいで じな つた。 

り；； ホ だ や、 もも -b へ參〇 ませう ぺ みの ホへ 巧 かう とずろ〕 
匹 W まん、 わか もな ごい。 それよりも うしろの 光 姑を な 
た..： どうです。 

(一岡う しス如 ふり. 返ろ 0〕 

(乂盼 か々 化に 祗 じむし i うとし X ゐ ろ。) 

(人々 U 無 首の ま、：：： なの ホぶ 赃 みろ 0) 

巧み 郎 誰も 何ともい ふ もの かないん だな。 

匹 W もの 大 さな もの、 な 落の 前に、 誰が 何とい へる もの 

です か。〕 

れが 化生、 どうか わ 掛け： 卜 さい 0( な 子 合す、 める) 

匹 W (立つた ま、 バ 子に) 如何です。 

りす はい。 巧 難う ございます。 お蔭 さまで。 

匹 W ク 巧の 船は 义义 夫です か。 

パ. 中 この 分なら 乂 丈夫と が じます。 

なみ 郎 化生 •柿は か 何です。 

匹川 か瓣う。 .；^たしはまだもう 一 人わな舞をしなければ 

な- t, ない 人が もる。 (化 ホの ル おにな 人つ 巧く〕 

がけ さう いへ ば、 爺 やは ピ.- うした 'b うな。 

かみ 郞 さつ さ 化て やつた 時は‘ 半分う と/ \し てました 


け 子 わぇ あなた'  爺 やは どうなさい ますの •今な 立つ の 

こ 0 

かが いや そのこと ならむ 配し なくつ てい、 •匹 旧 化生が 
爺 や親モ のことは 面倒を おて 下さる ことじな つて ゐ ろか 
ら〇 

日子 あ、 さう です か、 ぢや 後の ことは む 配け も 〇 ません 

つ nro 

来- N- 

なみ 邮 だ お 爺 やの お 氣は氣 じか、 るな。 

(掏 子け 家に 這乂 つて、 手 化 ひ 0 水と タオ かと お 持つ 
て來 る。〕 

(やがて 巧 凹け ル 度から 出て 來て 、手心' 沈つ ス ホの 傍 

じつく。 レ 

巧が どうで せう、 化生。 爺 やは。 

匹 W 年寄の 棒 我は どうも 癒着‘ が遲 くて 開る のです。 其 上 
あの 老人の やう じを 養して ゐて はわ。 

円り 子 とても 歇自で ございませ うか。 

匹 W 何しろむ 臟が 弱つて ゐ ますから わ。 もの 儘た と 今な 
じも危 いか もし わません。 

巧 村 ぇつ。 そんなに 惡 いのです か。 

(円子や剤子けそつと ン ヶナて眠备涩ム〇〕 

欽ホ郞 化生。 正な な ものが どうして こんな 悲惨な H じ 遇 
ふんで せう 0 
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匹 W さも、 それ な 醫 者の 方の ことでは ない 神様の 方の お 
係 〇 だ 0 

お ホが それは さう です けれども 光生は どう お 思 ひに なゎ 
ます。 もの 爺 やの やうな 一生 正直 じ 過して 來 たもの お、 
年を とつて 馬に 鋭ら れ て、 み 寄り 賴り もない、 こんな 離 
れ 島で 化んで しまは なくつ ては ならない とい ふのは どう 
いふ 譯 なんでせ 、つ。 

匹 巧 實 じいた はしい こと だ 0 

かみ 郞佛 をの 方では 善 凹 善莱惡 因惡果 なぞと いふ やうで 
すろ 實 際の 世の中を おる と よい 事を した 人が 么卞 しも 
よくむ つて をらず、 惡 いこと をして ゐる もの •か 却つ てよ 
くな つて ゐ ると いふ 貸 例は 澤山じ もる やうです。 教 はか 
うい ふこと じ 遺 遇すろ 度に 何 お 何だか 分ら なくなつ てし 
まひます 〇そ して 正しい ことを する のは 馬鹿らし いやう 
な氣 かして ならない のです。 

匹 田 左様、 さう いふす 合理の 事實を われ'-- は 壓目擊 し 

ます わ 0 

おみ 郞 わたしは たつた今 も 憤慨した のです か、 もる 男が 

もる 白痴の 女を 辱し めて ゐ ながら， その 男は 少しも 罰せ 

ら れてゐ ない のです 〇 今の 化の 中は 證據 さへ 揭 まれな け 

れば どんな ことを しても かずはな いとい ふ 風です。 この 

儘なら 上手 じ惡 いこと をす る もの お榮 えて'  冗な じ や 


つて ゐ るを はんん な 亡びる とい ふこと じな つて 了 ひま 
す 0 

匹 巧 併し それ だからと いつて 正直を 拾て しま ふのは ど 
んな もので せぅ。 成程 正直に やつて ゐ ては 損を する こと 
が 多い かもしれ ません 。この 人達には 不正の 入が やる や 
ぅな 惡ど いことは 出來ミ せんから わ、 けれども 一方 不正 
の 者は 正義の ± でなくて は 使用し 得ない、 正しい 行爲を 
やる とい ふ 事は 糞 じ も出來 ません。 す 道德家 じは 嘘は つ 
ける かもしわない お. 敢が として 爲 すべさと を爲 T とい 
ふ 曾い 勇氣を 持つて ゐ ません。 ですから 化 意 ホから すれ 
ば 正直者は 一潭突 込んだ 爲 事を するとい ふ ものです。 

おみが 併し 化生’ それを やれば 成功す るんで すか。 

匹 田 ちな たのい ふ 意 巧 お 世間 普 適の 成功と いふ 意 巧なら 
ば、 それは 必ずしも 成功す る ものとは いはれ ません。 

をみ 郞 それでは 善 凶 善果と いふ 訣 じは いかな いんです 

nfo 

匹 田 なは 善い ことを すれば よい 報い かも 〇 .惡い ことを 
すれば 惡い 結果が 從ふ ものと 固く 信じて をり ます。 併し 
世の中の ことは 餘 りじ 複 维で餘 りじ 深いから、 私が 信ず 
る 通 〇 じ 巧 はれて ゐミ せん。 おつて その 問 狸は なじは と 
て も々 ゎません 〇 けれどもた ご 一つ 私 じみつ てゐる こと 
おも 〇 ます。 それは よい 結 おお 來 るから よい 事を する の 
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でな く、 憩い 結 おが 來 るか じ， 惡い 海を しないので はない。 
結 おのか 何 じ 係 はらず、 人は しなくて はならない 事を、 
しなければ いけない とい ふ 巧です。 な も々 村さん* さう 
では あゎません か。 

がが いや、 なは 化 おの 將 です。 中す ことは 何にも あゎ ま 
せん 0 

(赤子が なさ 出した が、 円 子が わ やすと 巧を 化んで し 
まん 0:> 

けモ 々の やうな お 話は なには 六 づか敷 くつて ょく 分 b ま 
せんけ わ ど、 冗 巧 じ やつて ゐて 不幸 じな つたと しても、 
なは それを 運な だと 思つ て どこ 迄 も あびます。 けれど こ 
の 小さむ おの 上 じも夕 張りい つかさう いふ 巧し みが 廻つ 
て來 るので ございませ うか。 

巧 W わいた はしい けれど さうて す。 人の 化が みの ま \ て 
もる 限 〇 このす 合理け 綺 くで せう。 

CI 子 なは どんな 巧し みを 巧 けても かま ひません。 どんな 

不幸 じ 遇つても 忍びます。 けれども この 子 じだけ はそん 

な 巧し みは 巧け させた < ございません 〇 (なく) 

がが わ まへ おさう いふのは 無理は ない。 わたし も それを 

お ふとた まらない。 

(わの、 巧の ホから 火 巧で 笑 ひながら おけ ス おろ。 そ 

L 乂 なほが のみへ 向 ひながら 0〕 


わ衙 や もい、 馬鹿。 巧來 わえ だを つ。 黃金蟲 貪へ わえ だ 
らう 0 

約 子 まあ、 お 鶴 •お まへ また 蟲を 食べて ゐ るの かい。 
がみ 郞 そんな ものを ふん ぢ やない。 をて- •しまは ない 
か 0 

わむ いや だい。 これ われの わまん まだ 。ハ、、、、、 0 
掏 子 そんな じは しやいで ゐる もの ぢ やない よ。 爺 やは 病 
氣が やない か。 

巧 子 お 鶴、 お まへ 少し 看護して やらな くち やい けない よ。 
わ 做 いや だ も、 父を るんだ もの。 

匹 凹 どうもむ 酣 じなる。 もう) 度 診て 來 よう。 

(巧 川け 立つ てまた 小屋に 這 入る 0〕 

(おがと 欽ホ郞 も 後に 績 く。) 

(夕な のをが やう やく 濃く かつ':^ 化ろ。 ル 尾の なかに 
巧り がつく ぃ) 

(巧 子 i 轴子 口戶の 外から ム配 さう じ內 のが 子 も 姑て 
ゐる 0〕 

約 子 兄さん、 どう。 (內 からのな 事も聽 いて〕 まあ！ 

吕子 どうなん です の 0 

锦子 脈は もつても、 ごく 幽かなん で すつて。 

日；：： 子もう 駄 U でせ うか。 

釉子 (内から 何 か 命ピら れス〕 え？ 水です か。 はい 0 
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(搁モ 家に 入つて 水 も 梓つス 巧る。〕 

(お 手から 古道具ち がが をを 棵 いて 巧ろ 0) 

み 进具お 先程のを 戴いて 憂り ます。 

打 子 ちよつ と 椅子を 借 〇 ましたよ。 

巧 迸具屋 い、 え、 よろしう ござい よ i すと も。 どうか お 化 
ひなず つで a 

(さう いひながら 进具も 荷を じ 積み 巫 •れろ U 稅 みなが 
ら 道具が 一つを からな ちて 烈しい を.^: W てろ 0〕 

搁子 (ル 戰で逍 其 おに 注意ず ろ^ 

ホ 泣 其 居 へえ、 さやう で。 をれ はどう も 0 
(ホ 道具屋 靜 かじ 革 も 扱いて 巧く。〕 

(と、 小屋の 裏手で 犬が 阿に わびえ わで うに 二 壁 一二 塔 
けた、 をし く 鳴く  0〕 

歓次郎 (そつと ル屋 から おて 大み齡 すろ) しつ、 しつ。 
吹え るん わ やない 。まる、 まる。 

(犬嗚 さ 止む。〕 

なか (ル屋 のなか、 ら：一 お 鶴は ゐ むいかい。 

綺子 お敏 、呼ん てゐ るよ。 

わ鹤 いや だ， こは いから 〇 ( 臀达 みずろ) 

約 子息を 弓 巧つた のです か。 

(巧 村默つ てうな づ く。) 

欽次郞 お 瓶. お 父つ もんじ 水を 上げ るんだ。 


(欽 みが わ撤 のず もとつて ル 接の なかに けいる。」 

(ク おの 色い ふ 澳 くな つ 來る〇 人々 のず、 リ化 
く肆 がかず かに 閒 える。〕 

な 

: . 爾化じ おる まで 戚 ななれ •がむ はわれ 生命の 冤を 
爾じ赐 へん」 

約 翰 默を錄 二. 十。 
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ず》 お臺所 口で さつ さから 待つ てゐる わ。 

ひで もら、 どうもを 難う 0 
(二人 話しながら 去ろ 〇〕 

(問 t なく 臺巧口 にわ ひで 现 けれろ 0) 

ひで、 わ 父つ もん。 

ホ 助 おひで か 0 

ひで ょつぽど 待つ たんです か。 濟 みません 〇 ご用 おもつ 
たもん てす から。 

ホ かなもじ 大して 待ら はしない 。貸は 少し 相談した いこ 
とお あつて、 商 ひの 歸〇じ 寄つ たの だが、 お 邸は 忙しい 
んだ らうな 0 

ひで え。 巧 談 て！：  •お 父つ あん。 こ V ては 巧 巧ない 話。 
丈 助な じ巧來 ない こと もない お、 それ お まへ も 知つ てゐ 
る だら う。 もの 仲間の お 十な。 もれの み 巧が々 度み 家を 
す るんだ。 それで 分家を する につい もや 嫁がが しいと い 
ふの だり 

ひで わ 父つ あん、 ホに いつて おさます か あたし わ 嫁 じは 

いかむ くつて ょ。 

丈 助 さう せつ 略 もな ものい ひを する むよ。 返事を するな 

ら 話を みんな 聽 いてから したら い \ ち やない か 。何しろ 

分家 だから 姑は なし さ、 それに たんと ぢや あるまい がが 

產 も々 け ると いふの だから..： 


ひで もう お 父つ あん 澤 山です ょ。 

义助 そんな ことを いふが この 鷄鼠 つて 商賣 く. .T ゐ 儲かる 
ものは も 〇 やしない 。幸 ひ 向う は 同 商 ii 貫 だし；： 

ひで もたし 鷄賈 なんか 大嫌 ひだ わ。 

ホ蝴 親父の 商 賣の惡 口を. いふな •がんる か。 どうも かう い 
ふわ 邸に 上つて ゐ ろと 氣位 ばか 〇 高くな つて 爲樣 がない 
な 0 

(これ i リホさ 女中の わ 鈴け 一葉の お 刺み 持つて 二階 
の 巧 一の 室に 上つて 巧く  0〕 

(な 一 け 女中と 一緖に 下りて 來 ながら 「玄關 に 待つ て 
ゐる のか OL とい ひつ、 ぶ關の ホへ 念いで 巧く。 やがて 
友人の 竹內と 話し 乍ら 下座 敷に 這 入つて 化る 〇〕 

ひで (座 贈の 話聲知 軸いて〕 あら、 おを さんだ わ。 

丈 巧 お まへ どうしても 嫁く 氣 はない のか 〇い i 口なん だ 
かな。 

ひで もう その 話なら 止め じして 頂戴つ てば、 わ 父つ もん。 

ホ 助ぢや この 話は また じしょ つ〇だ かさう 六圆ケ 敷い こ 
とを いつて ゐ たら 折 巧の 年 巧を 臺な しじして しま ム〇ょ 
く考 へて おんなく つち やい け わえ。 

ひで え、 著へ ては おます けれど、 あんま 〇當 にしないで 
ゐて 下さい。 ぢや氣 をつ けて わ。 お 父つ もん。 

(丈 助け おも 入れた 賴 龍古搪 いでな： 一から 蹄ろ 〇〕 


か ホ 


わな 


(座 巧で けけ 一と か內 とが 誌し 合つ てゐろ 0〕 

巧 一 投際 巧が 來 るとは おひかけ なかつ た。 いつこつ ちへ 
歸 つたんだ。 

れ お 一昨 円 着いた。 何しろ 久しぶりで 日本 じ歸 つたんだ 
からなる もの 間く ものみん な 懐し くつて わ。 聞く とおは 
まだ こつ もじ ゐる とい ふから、 み 速 やつて 來 たょ。 

口 Z 】 うん、 學蝴の 始め だから まだず べつて ゐ たの だ、 だ 
かょく やつて 來て くれた 〇 さも 君〇 どうか こもらへ 0 
れ内 席なん かどう だつてい >1。 昔の ま、 で 行か うぢ やな 
ぃか 日 

け 一 さう か〇だ おみ：！！ は ゆつ くゎして いつて くれ 給へ 0 
了度余凹も巧 て ゐ る か ° 

け 巧 余 旧 巧？ うん 巧の 從 化の、 も ご兀氣 のい、。 

け 一 さう だ-^。 もれが 今 ぢやモ 1 ーング なんか 着込ん 
で 鞍 瞬 巧 じな b すまして ゐ るの さり 

(かから 余 W 達 巧と 口 I】 の 巧が 巧る 0〕 

なの わい 閒 えた ぞ 。聞え たぞ。 

け 一 何 だ そこ じゐ たの か〇 は、 ム 

化 子 まん おを らしい お 方が お 巧え じなりました こと 〇そ 

ゎで もま も お變〇 もむ く 0 

M 内 ^^^うございます〇 

化で 何 巧に おむ b です 〇 ももら へいら つし やつて 0 


竹 內四年 じむ ゎます よ。 早い もんです な。 

昌一 お 田さん、 何 かま 度を して くれません か。 

巧 子 も、 さう しませう 。達 馬 も 差 まへ ないで せう わ 0 

余の ご馳 ホなら いつでも 結構です な。 

化 子では 何にも もりません けむ ども ごゆつ く 〇〇 

か內 ちよつ と 上つて とんだ ご迷惑を かけます な 0 

化モ い、 ぇ、 何にも お 構 ひか 出來 3 せんで 0 
(化 子 奥へ 這 入ろ。〕 

余 口 時に 何 だつて 君は メキシコ なんかへ 飛 化したん だ 
い〇髙 等學 校を 止めて しまつて 0 

か內 さう だな， まもを の 林擒を 探し じ 巧つ たと でもい ふ 
のかな 0 

昌一 まるで お 伽预だ わ。 

か內 さう さ’ 人生は お 伽骑で 始まる じさ まつて ゐるぢ や 
ないか。 君 •こ^じ 赤い 林擒 とを の 林 梅と もつ たら 君は 
どつ ちを とる 〇 

吕一 さう だ わ。 

な 凹 媛は 錢師 として 忠 巧す るが、 金の 林擒 なんかを ふと 
階を こは すよ 。鈴】 そんな ものは 蜡る こと さへ 出來 ない 
ぢ やない か。 

け內 ところが’ 僕は さう は 思は なかつ たんだ。 何しろを 
の 林 憎の 乃が 高尙で 立派 だから わ。 何 かの 本で メキシコ 
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'のこと を 讚む とすつ か 〇む醉 しも やつて ね。 メキシコの 
銀山 やコ ー ヒ ー 畑 やお 澗 のがを 円 分獨〇 で壺話 化しち ま 
つたんだ。 そして 桃 太 郎の鬼 お島征 化と いふ 意氣 込みで 
—£ 掛けて 行つ たんだ。 

吕】 をれ でを の 林 梅は 旨く 捲ぎ とつた かい。 

か內 いム や、 捲ぎ とる どころ か、 金の が擒 はを へない も 
の だとい ふこと を 向う じ 巧つ て 始めて 知つ たょ。 

を 田 さ うれ 見 給へ 〇 赤い が槪の 方' が 旨いだ を r'o 

竹內 いや、 巧べ てな たら 酸つ ばかつた。 

余 田 ぢ やおは 赤い のぢ やなく つて. 靑 いが 梅を 晒つ たん 
ぢ やない か 0 

か內 さう かもしれ ない。 併し 僕が なつた わは どれ も 酸つ 
ぱ かつた ょ。 

昌一 人間が 靑 いう もは 靑 いが 梅 ばかりを はされ る もの か 
20 

か內 ハ、、、、 0 

(前のを 話の 間に 女中の わ ひで が 炯をも 持つて 來 ろ。 

一一 一人は ナヤ プ臺 巧 中 じして 洒も おめ る。 わ ひで けを 

のがに 皿 も 列べ おろと 一且 奥へ 這 入ろ 0) 

か內 今のは 君の 化さん だつた かな。 

昌一  い、 や、 もりやう ちの 小 間 化 だよ 0 

竹內 さう か 俳し 磅鹿じ 美人 だな。 


を 田 メキシコ か 來る とみんな 美人 じ 化え る だら う。 
竹內 人を 劣等 人穗扱 ひじす るな もす 都合 だ わ。 

口り 一 妹と いへ ば •おい、 俊での お氣 はどう だら う。 

余 山 何にもむ 醜は ない。 化娠 中は よくもん な ことが. ある 
もんだ。 一二 二日 たつとす つかり 面る よ 0 
け內姥 さんは 何處 かへ 片附 いたの か。 

口り 一 うん、 海軍 ±を のと ころへ。 今產前 むんでも よつ と 
歸 つて 來 もや ゐ る’ が。 

化 内 さう か 〇そ〇 やわ 乂 事 じ 0 

を W それは さう とれ 巧 お。 さう 醉つ ぱいが 擒 ばかりを は 
されち や、 もう メキシコは 感り だら う 0 
かのと ころ. がな ぐ歸ら なくつ もやいけ な いんだ 。今. だは 
ほんのち よつ と歸 朝し たんだから。 

口 II 何 か 化 乂じ來 たのん。 

竹の まあ 一種の 化 入む だ わ。 

を W いや じ 濁す ぢや ないか。 

竹の ハ、、、。 みる だら う 0 
余 田 もつ ともみ 〇 やしない。 

か內今 じみる よ。 まも 莉 一が。 (盃 もさず) 

余 巧 蛮を さして 話を そらさう とする のは 可 おらし いわ。 

は、 もみつた。 細 巧を 操し じ來 たんだら う。 

れ內 さう お ホす るな。 だか この 卽東 ぶて 轰橋じ 行つた 


巧た 


が 1 


洋服を 廚た T 等む 巧 お 十ー ニ ー! 人 巧を ホて ム 化で やつて 
來 たが、 償は もれを なたら 冷やりとしたよ 0 

り 一 それは ホ闽 から 細 巧を 操し じ歸 つで 來た述 中 だ やな 
いか。 もんな 女に 餓 系て るつて 顔を して ゐる わ。 

化 内 さう こつび ドく やらないで くれ 〇巧 のむ をな 眞じ撮 
ると もの 巧を 立て、 ホく 述中 そつく りなんだ かも。 

を 川 は、、 ム 。今 巧は 內视じ 赤い 林擒を 捲ぎ 〇じ來 たの 
か 0 

(か 中む ひでは みの 料理 如 述んで 來る〇 つ》 いて かの 
ほ 子が 碑ぴわ わい そじ 出て 來 る。) 

化 ホ どうも 何も ございませんで 0 

竹の いや、 すつ かゎ ご馳龙 じな つてし まひました 0 

な W の朽 さん、 この 触 こくは 結稱 です わ。 

竹 内 巧 際 円本 料理は いつやつても よう ござんすな。 

化す い、 え、 が 巧を とおつ たんです が •外國 から わ歸〇 
の 方 じは 却つ てこの 巧が わよ ろしい かとな じまして。 

けの そわは どうも。】 つか 何です。 (化 子に 盃 みさず〕 

化 子巧雜 うご ざいます。 なは もう 夕な を濟 ませ ミした か 
ら〇 

な W のがさん はや b やしないよ 〇ク リス チヤン だから。 

けの さう でした つけな。 これは 化禮】 

化す い、 え。 な こそす 調 化で。 れ のさん、 何 か メキシコ 


の而 むい お 話は ございません わ。 

かお さう です わ。 何しろ 餘り 開けない ところで すから お 
話す る やうな ものは も 〇 ません な。 卡 ，地では スペィンの 
遺風を 傅へ わ詞牛 お隨を 盛です •か、 僕なん かじは 賜 巧の 
方. がよ つぼ ど 面白いで すわ。 

巧 子 そんな じ 觸が防 〇 ますん てす か。 

か內 え‘ を b ますと も。 ティ エル ラ •ブランカ なんて 熱 
帶部じ 巧く と、 水 遣には うよく ゐ ますよ。 

吕一 をれ ぢや 人間 か やられる ことが もる だら うわ。 

か內 うん、 時を 〇 出 人が 晦は むる ことか ある やう だ〇も 
す この +1 人は 化が 一絲 魔^を なんで、 よく 河へ 水 洛じ巧 
くんだ. が、 その 時 尻 程で びし やん と やられ るんだ。 何 だ 
つて 願にか^ つも やかな はない か' む。 

化 子 ほんと に 鶴は 殘酷 でございますから わ。 

を W 伯 ほさん’ さう いひます がわ •隱は 腹が 空つて ゐた 
から 唆つ たなです よ。 饋茵 みは 殘酷 だと も 何とも 思つ も 
やゐ ないで せう。 

巧モ だつて 人閒 をな ベる なん： 隨み 殘忍ぢ やちり ません 
か 0 

を 田 そり やわれ''^-^ か人陪 だから さう 思 ふだけ で、 を ザ 
じ考 へた .b われ/ \ の 巧 お 役 手 勝手です よ。 さう だ や も 
，りません か。 人 問 お 繰を 殺す とさは 觸巧 だなん て 平氣な 


462 


新々 


ことを いつて ゐ なおら’ 辭 'が 人を な ふと-照は 殘 あな 動 
物 だなん て そんな 理窟は ないだ やもりません か。 

呂一 成程 かう して 見る と •鶴の 巧から 當 へたら 人間な 殘 
忍な ものは ない とい ふか も 知わない。 は-^、、、。 

余 巧 は^、、、。 

か內 理窟 はつけ やう だね。 (保 子に〕 もう 酒は 十み で 
す。 ご飯を 頂戴した いんです か。 

化 子 まだ およろ し いぢ や あ 〇 ません か。 もう 少し お 過し 
なさい まし 0 

竹 内 い、 え、 もういけ ません。 

お 子 さう です か。 では ご飯を 〇 ( と 巧の わ ひで じ 日く 序 
だず ろ) 

(おひで け ご飯 もつけて S 人に 出ず 0) 

か 內が茸 飯です わ。 

保 子 お 嫌 ひです か。 

化 巧 い.、 え、 大好物 0 

保 子 それなら よろしう ございま すが、 巧 上らない やうで 

ずと 0 

竹內 貪は ない ものな ざ もりません よ。 親父の 腊 さへ 嘴つ 

たんて ずから り 

呂】  は、、、、 0 

余 巧 をれ にこの 巧 峰-汁つ て 巧が こた へられな いわ 0 


か內 さう だ〇か うい ふ ものは メキシコ ぢ やとても 食へ な 
10 

巧 子 わょ ろし かつたら どうか ご 遠慮なく 0 

余 凹 お 化ぃ をしても い、 んで すか 〇ぢや 一つ。 (と搞 杏 
巧ず〕 

か內 僕に もどう か。 (とこれ 桃 知 出ず〕 

余 巧 君の むし やぶりつ いてを つて ゐる ところを ちる と 一 
髙の 賄み 思 ひ 出す わ。 

目 一 「賄め し」 か。 は、、- 10  ( とを ひ 乍ら お碗 知 化し 
て 飯の わ 化り もずろ) 

化 子 かう してを さんか 刀：！ 上つ て 下さる と、 こしら へ 巧 逛 
がご ざいます わ 0 

かみ どうもとんだ わを お 熊び 这ん でが たもので すな。 

を 的 何かん といつ て 盛ん じぱ くついて ゐるだ やない か。 

か 內巧ゼ つて やつて ゐるぢ やない か 0 

を 巧 は、、^。 だが 竹 巧 お •君は 飯を 食 ふこと じ 殘刃心 だ 
とは 思は ないかい。 

か內 僕は そんな こと 思つ たこと おない わ。 

余 旧 おは そんな じ 貪つ てゐ なおら 巧 酷 ともおは むい なぞ 
は、 不都合 極まる わ。 

竹內 馬鹿い つち やい けない。 飯を を ふの が殘酷 だなん て 
わ-かど こじ もる もの か 0 


巧 ホ 


が3 


を 山 それ ぢや 訊く か、 巧は 飯を を ふ 前 じさつを こんな こ 
とをやつたぐ>う0  (十か，^切る巧化^^^ずろ) もれは一 
隘何 だい。 う もの 化 巧さん もや b ます わ。 

化 子 もれは 神 おへの 感謝です。 

な W 想 謝です か 0 

れ內 さう さ。 神 お々 口 も 吾々 じょみ 糧を與 へがうた こと 
を 感謝す るん ぢ やむ いか。 

を W それむ. x-;r 謝なん て 利己的 だ わ。 
n 1 底 謝 •が 利 己 的で もどう でもい、 お、 飯粒は 飛ばさな 
ぃでく わ 0 

な 川 や、 失敬く。 だ おさ うぢ やない か。 n 分は 今日の 
を 物を 巧て お 難い なぞと いふのは n 分の 腹の ことば かり 
ちへ て ふろ 利己的な むの ことで、 をはれ るな 娩の ことに 
ついては 少しん 願が して ゐな いの だ。 

竹內 (むひでの み. しあ 碗み 化し 乍ら〕 ご飯を 輕 く。 

巧 子 顿 くなんて 仰し やい ませんで どうか 澤山ぉ 上 〇 ド さ 

いまし 〇 

を W 山 比 おも 化 刻い つたわ、 賴の 話を した 時、 人間 ぐら 

ゐ巧 酷な ものは むいって。 その 逆いだ よ。 照 •が 人 問を な 

ふの グ巧酣 むら > 人間が 他の ものを を ふの もホ殘 酷な 訣 

だから わ。 

か 内 そむで 0 


か 巧 人間は、 巧は 度く お 物は といつて もい \ が 、巧 分の 
一蒂 大事な お 命を 維持して 巧く ためじは、 他の 一帮 大事 
な 化 命を 奪つて ゐ ろの だ。 そこ じ もら ゆる 罪惩 のす お あ 
るの だ 0 

化 子 お まへの いふのは つまり 楽 貪 論な の。 

余 凹 V ぇ、 ちを 不徹底な を やもりません。 鳥 や 魚 

を 貪は なくつても 、をつ 葉や大 瑕を なつて ゐれ ばを さも 
のを 殺す ことは 同じです' からね 夕 

化 子 そんな ことを いつて ゐ たら 何もを ベら れ なくなつ て 
しま ふぢ や あ 〇 ません か 0 

を 田 さう です。 貪べ られ なくなる 訣 です。 實際巧 おさう 
ですからね。 镇は とさぐ 考 へる ことか も るんで す お’ 
々音々 お 食つ てゐる この ホ じした つて さ うぢ や も 〇 ませ 
んろ〇 人間は 隨分 ひと L ことを して ゐ るん てす ょ。 おお 
實ろ 迄は 祀 料を やつた 〇、 水を やつた b、 巧の 草を とつ 
たりして 親切 さう に 化 話を してやる か、 さて 米が •山來 た 
とむ ると どし' 巧り とつて しま ふので す〇さ うして か 
うやつて ムシ ヤ^^ 食つて しま ふので す。 人間 位ず るい 
な はんり やしません 〇お爲 ごんし だ や も 〇 ません か。 一 
種の 訴欺ぢ やもりません か。 掠奪 ぢやも ^ ません か。 

(目 一け 妙な が,^ し 乍ら 口 合 動かし^ ゐ ろ。〕 

巧 子 (吕一 も 见ス〕 どうしたの 、ご飯に おで も 這 入つて 
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ゐ たんです ろ。 

吕一 い、 や、 もんな 話を する もんだ から 飯の 巧か變 にな 
つてし まつた。 茶を 下さい。 

を 巧 ("ごじ〕 君‘ ちつた 仕舞 ひか。 

吕 一 お 仕舞 ひだ。 

を 巧 をん なら その おかずを こつち へ 帯 こさない か。 篤の 
はんん な 平げ てし まつた から。 この 料理は なか {旨い 
ゎ 0 

竹の どうも ご 關 お樣 。(寒 古 わいて 余 町に) 余 田 君、 
おはを ふ 事は 殘忍だ むん ていつて ながらよ くを ふわ。 
余が (平氣 で〕 うん、 よくを ふよ。 食は なを や 生を てゐ 
られ ないから わ。 女中さん、 飯を もう 一巧。 (とまた 裝 
施 も 化して わ 化り ずる〕 

煤 子 それでは わ まへの いふ ことは 少しも 筋' が 通らな いぢ 
や あ 〇 ません か。 殘酷 だ殘酷 だとい ひながら ご飯を 貪べ 

てみ るん てす から 0 

を 田 ちゃんと 通つて ゐ ますよ。 だから 殘酷 でも 何でも 人 

間は 食は なさ や 生 さて &られ ない とい ふんです。 

竹內 感謝 もしない でか。 をむなら 感謝して を 事を する 乃 

が よつぽど 立派 ぢ やむ いか。 

を 田 いや、 感謝よ りん 前 にもつと 大事の こと' が も るん 

だ。 


昌一 生みろ 事け 殘酷 だとい ふの か。 化づ そむを 感じな < 
つも や既 y だとい ふの か。 

余 田 さう だ。 それが 祭 一 だよ。 それ お 分 C ない な 上 神 だ 
の 感謝 だのと 體 のい^ 事を いつたつ て 何 じなる もの か。 
實際 人間 一入が 化を て 巧く 爲 めじは どの くらる の 殺生を 

する ものん と 思 ふと ぞつとす る わ。 君は さう 思は な いん 
* 〇 

竹內口 心は ない わ。 飯を 食つて ぞつとし たのは 風邪をひい 
た 時 だけよ。 

おが ハ、、、、 冷 かし もやいけ ない。 だ •が 考を突 詰める 
と、 そこ 迄 行く ぢ やない か。 

か內 俳し さう 思つ たと ころ-が、 飯を 食 ふ 限り 媛 酷な こと 
は 同じ ぢや ないか、 巧の いふ 逝 ゎなら 0 
余 田 さう だね、 同じと いや あ， まあ 同じ やうな もの だ 
お — 〇 

吕一 をれ なら おはを はずに ゐ るの お 正當ぢ やない か。 

を 凹 そこ だ。 巧の いふ 事は 徹 度して ゐる 。けれども 人間 
は 食は ずじゐ ろつ たつて をはず じは ゐられ ない。 化しな 
へば 殘酷 じな ろ。 がも踐 酷と 知 b 乍.-: '生 さて & むを やな 
ら ない 人生は いよく 殘酷 さ。 だ おこ、 だよ。 こ、 じ 化 
きる 妙味 •かなく つも やなら むい ド， テむ いか。 

化 内 そこで 又 一杯 かい。 


热义 
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なの. いや、 もう わ あだ。 も、 腹が 一杯に なつち まつた。 
〔11 巧 じ 柿 切に 人生の 巧 酷を 感じ やしない か。 は、、、 
、〇 

な W (わ お 瓜 化み おへて〕 いや •どうも ご郎ホ さま。 
化す わ飢米 さま。 (わ ひで じ〕 だ やわ まへ こム をお片 
附 け。 

ひで はい。 (とな かの 上 备片附 けろ〕 

れ 内が の歲論 はどう もずろ いわ。 

な W ずろ かない さ。 みんな かう して 生 さて ゐ るんだ やな 
いか。 これは 議論 ぢ やない 〇诲質 だょ。 

り 一 (化 上り〕 腹 ごな しじ 一つ 巧驛 術で もやる かな。 
(换侧 -U 化 C 述聊み 的め ろ 〇〕 

を W をの 巧 励 法の なかには 阳 つん 道 ひじなる やつは ない 
かぃ。 

り Ml あるょ。 かう いふ やつか。 (四つん 這 ひじな つてを 
ぜ ろ〕 

を W ふう、 すつ か 〇 動物の がげ だ わ。 

り M 1 さう いはう と 化つ て ひとを 阳 つん 道 ひじ させた のか 

* 〇 

I 

を 巧 いや、 さう いふ 訣ぢ やない。 實 は外闕 でも その 四つ 

ん遣ひ お 塊ん じ 流 巧して ふるんだ。 alll 巧 ー パ S; つて をって 
わ 〇れ內 パ •がなん かも 知って ゐる だら う。 


竹 巧 メキシコ だ やまだ そん-^ がらし いものは 谦 巧つ \ ゐ 
ない わ。 

な W な あじ 決して 新 じ， しい 審だ やない よ。 動物は みんな 
やつて ゐろ こと むんだ か. To た ご 人間 だけは 立つて ホく 
やうに 化 來てゐ るから やらない お、 その 爲じ 腸が 下つて 
摇另 がな いんだ。 腹部に いろんな 故障 •が 起る のは これ じ 
起 W する ことか 多 いんだ。 そこで これを 巧ぐ じは どうし 
て も 動物の おじ 退つて 旧つ 道 ひじなる 必要が もる。 かう 
やつて わ。 (り .r 四つ 這 ひになる) これで 砂を 斑め て 
ホけば 中分な しなんだ。 

巧 子 まも 稼い。 何を す るんで すわ。 達 馬は 醉 ふと 末當じ 
な 様がない。 

余 山 こわても 醉 つぱら つて やつて ゐ るん が や ありませ 
ん 。體育 上の 爲而 ぶな 話なん です よ。 米國 ちたり だ や こ 
れ をを mlcure と稱 へて 大いに 行 はれて ゐ るんで す。 
mantl は 砂、 cure は 治療で せう。 つま 〇 砂を を ふ 療法む 
ん です。 これ も 動物は 巧 じ やつて & ると ころなん で。 犬 
じした つて 幾 じした つて‘ 砂を 一し よじを つて ゐ ます。 
これ' が體 じは なか {い、 んで すわ 0 

円 II (體採 も 化め て〕 そ 〇 や ほんた うか。 

なが ほんた うさ。 こわを なて 化る と 一面 人閒 はだん-^ 
動物 じ 返つて 巧く が 向が もろ わ。 
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呂】 (心のう ちで 单 i つと ずる) 

け 内 「だか. レ， 人間は いよ {殘酷 じなる」 か。 は 
余 凹 は^、、 

(わ ひでを 後の 巧 巧 私 持つて がろ 〇) 

化 子 竹の さん、 果物を 一つ 如何。 

巧 内 はも、 右 難う ございます。 巧 戴し ませう。 (が擒 を 
とつて 剝 く〕 この 邊〇 はを は靜 かです な。 

巧 子 ぇ、 秋は わけてよ ろしう ございま すの。 

れ 内庭で 蟲 •が 鳴いて ゐま すわ。 

化 子ぇ 0 

(巧 巧の 音が 閒文 ろ。) 

化の も、 巧 寧の 音 かしら。 

化 子 さう です の、 遠 巧苹の 音つて おびの もる ものです わ 
わ 0 達 馬、 わ まへ さんが 擒 はどう 0 ( 達 巧の 巧贴リ して 
居ろ の 在 お まも、 た わい •かない。. あんむ じ嚷 つて 
ゐ たのに。 

目 一 は、^、 ム 、無神論者 •がいつ の 間 じか 神様 じな つて 

しまつた ° 

を 3 (日 古醒 をして〕 神様 かどうした？ 

打 Z1 が 摘を 食べない かつてい ふんだ よ 0 

余 山 さう か〇 これは ご馳走さま 0 

竹內 (巧 計 化て〕 おや、 こんな じ遲 いかしら 。すつ か 


りち 居を してし まつて。 

nM  - まち、 い、 ぢ やない かお 0 

化 內も雞 、つ 〇遲 L ろら また 上る ことにす るょ。 (化 子 じ 
どうも ご 跡 走 さま じな 〇 ました。 

巧モ さう です か、 ちつ ともお かま ひ 致しませんで。 

余 田 いや、 僕 も ご馳走さま。 俊 子さん を お 大事に。 

(か內 と 余凹歸 る。 吕 j 等け をつて 巧く。 閒 I なく 呂 
一と 化子絲 つて ホろ 〇) 

巧 子 ほんた うじ 達 馬に も 助つた ものです わ。 

口：： 一 どうして ごす 0 

化 子 あんな 分らない こと 許り 魄 べつて 私 はら-^ してし 
まひ ましたょ U 

呂 一 さ、 つです か。 併し 余 凹の 議論は なか/ \ 面白い とこ 
ろが もる だ や も 〇 ません か 0 

化 子 何が 面白い 事 お ある ものです か。 神樣 Q 惡口 たんか 
いつて。 ちんな 事を いつたら お まへ 少し や〇这 めて くれ 
る 位で なくつ もやいけ ません わ 0 

呂一 そんな ことを いつたつ て 爲义 がな いぢ やありません 
か 0 

巧 子 それ だんら わ まへは どうも わつ とりして ゐ 過ぎる と 
いふん てす ょ〇 そんな 巧 だと.... 

日 一 どうも わ 母さんは 何に でも 勝氣 なんだ からな】 


巧々 
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化 子 い、 え、 そんな 事' らやも b ません よ〇わ まへ じは々 
〇 ません か〇わ 父樣 かを られた 時と 今と 0 
n 1 そ 〇 や 腕々 違 ひます さ。 

化モ だかに， なは そこを いふんで すよ 〇ゐる 人が ゐ なくな 
ると 化 閒むや 直ぐ こもらを 輕く おます からね。 

巧 I そり やわ 巧さん の ひがんで すよ 0 
化 子 い寺ス 、そんむ ことは も 〇 ません 。ご 農なさい 。達 
おじした つて、 わ 父 様の ゐた 時は、 うちに 來ても 小さく 
なつて もたの じ、 それ おもう もの 通 〇 なんです よ。 親 威 
の ホを が も、 む るんで すから わ。 甥 じむん か 馬鹿にされ 
ろと がふと 私む つと します よ 0 
口：： 一 なじ も おなさん を輕 蔑した とい ム訣ぢ やなし. そん 
なじ 階を 立てる ことは ないだ や あ 〇 ません か。 

化す い i ちを つて ゐろ 譯ぢ やもりません 〇唯 少しで も 
氣を 拙め ては ゐられ ない つてい ふんです。 だから お まへ 
•か 本错 じしつ かりして くれな くつ もやなら な いんて す 

ち 

パ ー ( 無實 

化す をれ はさう と、 わ まへは まだ 東 巧へ 行かな くつても 

い、 んで すか。 學校 はもう 始まつた ムで せう。 

り 一 學 則の 始 b だかに， まだ 大した 事は もりません よ。 

化 子 さう。 そわな.-:' い、 け わ ど •學故 だけは わ ミへ お 面 


日 じ やつて 下さい。 

呂一 え。 

巧 子 お父さん のない をは お まへ ばか 〇賴 b なんです から 

20 

44^ 

昌一 (ル さい 欠伸 も かみ 殺ず〕 わ 巧さん、 もう 寢 ませう。 
化 子 さう です わ。 やすみ ませう 。誰か ゐ ません か 〇 (と 
奧へ 向つて 巧ぶ〕  、 

(「U い OJ といつ て寸夕 とひで が 一緒 _し 山て がる 0〕 
呂一 わい ひで、 巧を とつて くれない か。 

ひで はい 0 

化 子 すごは 戶をわ 閉め。 

ず 公 はいり 

(ず》 口戶も 巧め おめ る〇ひ でけ 二階に 上つ て吕 一 Q 
巧を とる 0〕 

呂一 わ ほさん わ やすみ。 

(冒 一け 母に 挨 がして 二階へ 上 0X1 打く。) 

(やがて 下座を けす つか リ戶が 閉められて しまう 0〕 

ご 一階で わ ひて 口 巧 在と つてから、 窓の 雨戸 閉め ふ 
うとず ろと、 戸が 固く つて 動かない 0 で 困つ て ゐる〇 
そこへ 呂 一が 上つ て來 ろ。〕 

円 2 1 どうしたんだ。 戶 •か 閉まらない のか 0 
ひで この間の おしめ 〇 で 木が ふえた と 見えまして。 
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化 子 ひで、 どれ おい、。 わ まへ じ 質つて 上げよう とお ふ 
ん だけむ ど 0 

ひで い、 え、 なのな‘ b もう 何にも。 

化す 遠瞭 わしで ない。 お まへの お 祝 ひじ 上げ るんだ から。 

わかい わ ひで さん、 お Hw 度う ございます こと。 今度 お 
腺 じい じ， つし や るんだ さう です わ P 

ひで な 難う ございます。 

化 乎 (わ ひで じ〕 こわ ど うだらう 〇お まへ じ 化合は ない 
かしら 0 

ひて な こんな 立派な ものを 戴を ましては。 

化す わむ さん、 夕張〇 こむ およかない こと。 このが が 銀 
絲 じむつ て&る ところ か乂變 い、 わ。 

わかい ホがでございます〇このわお樣な^^ながもつて、 
たなし じなる とそれ や 引 立 もます。 

化す では これ じみめ て わさ ませう か。 ひで、 わ まへ もこ 
わで い、 で ザつ。 

ひで どうも.  奧樣を 難う ございます 0 

化 子 ひで か猜 ると さつと 似な ふわ。 

わかい ほんた うじい、 花嫁 掠 おわ W 來 じな ゎ ますよ 0 

化す ゆみは いく  •レに なつて ゐ ます 0 

わかい 六寸：  九分で ございます 0 

化 子 さう、 ではなぐ じ 削 じな ひます わ。 何しろ 話が なじ 


さまつた ものて す 力ら 0 

わかれ 走^く、 そわは もう 今 わな じむ 〇 ましても 大丈 
夫て ございます 0 

化 子 ほんた うじ わ。 それから 今 口は 新 物は 持つて 來てゐ 
ません か。 

わかれは い、 少 々は 持つ てを b ます. が、 どうい ふ おおで 0 

化 子 男の 兵な 帶 。縮 細か 錦紗 の。 

わかれ では、 下 度 持つて 參 つてを b ます。 こわは か 何で 
せう。 (とみ 兒帶も 凹 五 種 出し 站 せる) 

俊 子 お场 さま、 誰の。 兄さんの。 

化 子ん、 0 

俊 子 お 巧 さまは なぐ 化さん の もの わ。 

化 子 そんな ことい ふが、 わ まへ さんだつて 子 おお 化來て 
ご薦 。直ぐ さうな ろから。 

後 子 子供つて そんなに 可ない、 もの かしら。 私 何だかう 
る さい 樣な氣 がします わ。 

わかれ おおいう もは みんな さう わ 仰し やい ます。 

巧 子 ところが 问 みの子と なると どんな 面倒な ことで も 苦 
じなら ない ものょ C 0 お兒帶 みい 心り 乍ら 一 これ どう 
でを う 0 

倍 子 い、 をです わ わ。 兄さん じは それ おょう ございます 


470 


親 か 


化モ ぢや これを 戴い とさ ませう。 

わかれを 難う 存じます。 何 か 外 じ お 人 川は。 

化 子 今 H は そわ だけ じして わさ ませう 0 
わかれ ホ樣 でございます か。 どうも有難う ございます 0 
(品 巧を 化 脚け 始める〕 

化 子 子供と いへ ば、 ちな たの 息子さんは どうしました。 
わかれ がで ございま すか。 がの ことみぶ ひます となは 淚 
おこぼれて 爲 方-がご ざいません。 

惜子 どうかし たんて すか。 

わかれ はい。 

巧 子な モ さんは 何處 かへ 奉を に 行つて ゐ たん ぢや ありま 
せんかり 

わかれ はい。 巧の W 丸 おさんへ 參 つてを ^ ました。 ごま 
人樣が 十五 年 奉を すれば を おを 化して やる と 仰し やい ま 
すの て、 十ー ニの 歳から 今年て 了 度 まる 十五 年 勤めさせ ま 
した 0 

巧 子 まも、 ょく 辛抱し ましたね 0 

わかれ い、 え。 ところ お 件が 馬鹿 だもので ございます 

から、 ごく 固い 性な なので ございま すか、 惡い 友達 じ 誘 

はれまして 惡所迪 ひを 始めた ので ございます。 それでつ 

いつか ひ 込みを いたしまして。  ■ 

化 子 まも、 折 巧 勤め上げ たもの じ わ。 


わかり おは 泣いても 泣 さ 切れません。 こんむ に 年を とつ 
て 荷物を 脊 負つて ホいて るるの もみん な 件 一人が 樂 しみ 
だからて ご ぞいます。 これ か.^ 少し 樂を しょうと 思つ て 
ゐ ましたの じ •そんな 風 じ 隙 道 じ それて しま ひまして： 

俊 子 まも、 お氣の 毒な。 

わかれ 子供を 持 もましても こんな 件では 何の おじ も 立ち 
ません。 却て 親 泣かせで ございます。 

お 子 をれ ては もな たも こむ 邸て すわ。 

わかれ 何です か氣も 張。 も拔 けて しま ひました 〇 C. 奶也 
變 へて〕 これは とんだ 愚痴を お闽 かせ 中し ましてが 濟 
みません 0 では ご免下さい 〇 ( 歸リ かける〕 

化 子 ご苦勞 さまでした。 

わかれ どうも 毎度 有難うを じます (去ろ) 

俊 子 可な さう わ、 年を とつて 子供が もんな だと。 

化 子 ほんた うじ 子供つて いつ 迄む 酣 しても む酣 のしされ 
る もの ぢや ない。 (ひで に) ひで、 わ まへの お 父つ も 
ん はま だ來 ないかい。 

ひで はい、 もの お襄阮 じまゐ つてを ゎます。 

化 子 も、 さう。 を わなら 早く 逝せば ょかつた のじ、 では 
なぐ じこ、 へ お呼び。 

ひで はい。 (ホろ〕 
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(わ ひで じが けれて 父親の 丈 助 じ 恐ろ 道 入つて 來 
る。 そして 化 子の 前に 了 寧 じ辭傻 如ず ろ 0〕 

义助 どうも 化 度は わ禮 のか 上け やう も ございません 。何 
かも 何まで わ 化 話に 巧り まして。 それ じ また 只今は 娘 じ 
巧 御な 品を わ 祝 ひ 下さいました さう で〇惠 々お 禮を中 上 
デます 0 

化 子 これで ひで もみが かたまる ことです から、 お まへ さ 
んも 一巧む です わ。 

ホ 助は い、 をく おおで ございまて 齡もお 隆樣で 氣が樂 
樂 いたしました。 巧は 何で ございます 。二月 ほど 前に 嫁 
の 口 おございまして 娘 じ 相談し ましたん です •が、 てんで 
なのい ふこと を 取な ひません ので 闽 つたむ だと 恩つ てを 
b ました 〇 併し 今 巧へ てな ますと 其方 お 却つてょ かつた 
ので、々 巧の やうな ょいと ころへ 參れ るなん て、 娘は 本 
おに 巧な せおで ございます。 

化 子 前 じそんな 話グ もつた のです か。 

丈 助 はい 〇 化し 巧さん のこと なら 犯は 何でも 「はい---」 

卜中 します か、 なのい ふこと では 一巧 さいて はくれ ませ 

ん ので、 で解理 はない ので ございます。 おは 披 じい、 こ 

とを して ゐな いんです から 0 

化 子 ホが 迴ら ないで せう わ。 わかみ さんは 無し、 子供 衆 

お大劳 むんだ から。 


丈が 左樣 でございます。 そんな 訣だ もんで ございま すか 
ら娘 はたごもう 奧樣 におす お b いたして を ります やうな 
巧 第で。 

化 子 面倒を 巧て 上げたい とは 思つて ゐ るんで すれ ど、 な 
か'^ 思 ふやう じい さませんで わ。 今度は 下 度い^  口 お 
あつた もんだ から 話を したんで すが、 先方で もよ いとい 
ふし、 わ まへ さんた もの 方 も 不承知は ない とい ふんだ か 
ら 、な も 世話の しおひ •か あると いふ ものです 。を こで あ 
ちらでは 口がない のです から 大變に 急いて ゐて 、極つた 
な 上は 明日 じ も 式を 舉げ たいとい つて ゐ るんで すけ わ 
ど、まさかさういふ訣にもいかないから、巧後日とい.^.こ 
とじし たんです かわ 0 

ホ 助 はい、 いろ 1 とお 骨折を 戴を まして 0 

化 子 何しろ 向う へ 行く のじは 旅 巧を がつても のが 入 るん 
ですから、 それ じは どうしても 早く 式を 濟 ませて 屆 けを 
化して おかなくて はな 4 ません からね 0 

ホ 助 左様 ださう でございますな。 

巧 子 で、 今日は ひでを 迎 ひに 來 たんです か。 

丈 助 はい。 少し ばか b 買物を したいと 思 ひまして。 

化 子 それ じ 色々 話 も あるで せう しわ。 では 直 r じ 速れ て 
巧つたら い V てせ う。 併し 前 じ も いつた 通り ま 度は 何も 
しないぶ かよう ござんす よ。 向う でも 入らない といつ て 
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ゐ るん てす し. か國 ては 樣モも 違 ふでせ うから わ 0 
丈 助 い i え。 何も 出來 はいたし ませんで す。 

保 子 をれ じ まを 擧 げろと、 直ぐ じ 東な かも 鎌 倉の 方 じ 新 
妍 旅行に 行く といつ ていら つし やい ましたから 、旦那 樣 
じ おおで 買つて 貨ふ 事です わ。 ホ、、、、、 わえ ひで。 
ホ 助 へ、、、、。 これ だから々 時は 夫婦仲 •がよくな るん 
で ごさい ますな 0 

(女中の ず V が 這 入つて 來ろ 0〕 

ず夕 もの 奧樣 、お 電話で ございます 0 
保 子何處 から。 

ず夕 婦人 會の お芳 から。 

丈 助では お 暇を いたします。 

化 子 日 かないん だから わ まへ さんたち も 化し いわわ。 で 
はを く 用を お片附 けなさい。 

丈 助 巧 難う ございます 0 

ひで 奧樣 どうもみ々 お 世話 さまにな 〇 まして。 

巧 子 ぢや體 か 大事に わ、 それから これは わ まへ へ お 祝 ひ 

なの だから 0 (と 模様 物 杏 やる〕 

ひで はい、 では 頂戴を いたして まを ります 0 

ず》 舆樣 、もの わ 電話が。 

化 子ち、 さう/ \° 

(化 子 巧へ 這 入る。〕 


(义 助と わ ひで け 俊 子 やか 中に おがして 發所 口の 方へ 
ホろ 〇 女中け それ 在 送つて 巧 <0) 

(俊 モロ 障子の 向う の：：！ 常り の緣へ ぉて 編物を し' ゐ 
ろ'〕 

(やが y 化 子が 奥 か. I， 中 I ス がろ。 そして 緣侧じ 坐气ス 
ゐろ俊 子 も 化て 0) 

化 子 わ まへ そんなと ころに 坐つて ゐ てはいけ ません よ。 
俊ず どうして 0 

化 子 どうして つて， 腰^ 冷える と大變 よ。 

憶 子 大を夫 だ わ。 睡布團 を 敷いて ゐ るから。 

化 子 お まへ また お產の 苦しみを 知らないから 平氣て をん 
な ことを いつて ゐる けれど、 そゎ や. 初 塵は 大事なん だか 
ら 氣を附 けなく つち やい けません よ。 

伶 子。 はい 0( 座 お 立つ〕 けれどを かしな もの わ 0 をん なじ 
ちしい 思 ひを して 塵んだ 子供が 一巧 巧を くなる なんて。 
化 子 何を いつて ゐ るの お まへは。 まもが いもの か 可を い 
いもの かその 時 じな つたら々 〇 ますよ。 

(女中の ず V か 靴み 人れ た 緒 も 持つ ス 化ろ 0〕 

す V 奥様 •これ どういた しませう 0 
憶 子 それ'  何。 

ず < 飾で ございます。 わ ひで さんの お 父つ もん •か 持つて 
がたん て ございます。 


辆た 


が s 


化 子 も、 さう。 俳し 化 だや惡 くな つてし まふ わ。 

僧 臨いて わさ ませう か。 おがさ ま。 

化す さう して わいて くれる とい、 わ。 

巧す だ やなぐ 焼い とさます わ。 

化 そ.；； たく しもよつ と 婦人 哲へ 巧つて 來 ますから た 巧 
談 巧が あると いひます から 0 
俊す も、 さう です か。 巧つ てい. .T つし やい。 

(化 子 去ろ 〇 女中を つて 巧く。 閒 もな  < 々中け ホ 紙 も 
持つて 化ろ。〕 

ず夕 わ 手紙 か參〇 ました。 

巧 子 なじ？ 

ず5^  はい 〇 

伶す (ホがん、 約みながら〕 たまへ 靴を かじ さして 助' 戴。 

がか 焼 斗、 ます か'-^。 

す》 巧^ました 0 

(々中け 靴备中 じさ マ。 俊 子け ホが 瓜 謝み おつ わが. 
それ 伽雜化 じを をん さみて 化 古 巧を おめ ろ。 しじら 
く t 一」 け 一が な 人つ'/ 化る 0〕 

化モ (uzl,^ 化ス〕 もら、 兄さん。 

り 一 化ん かがいた から もよ つと 歸 つて 來 たよ。 

巧す さう です か。 だ やすつ かい 巧遥 ひじな つてし まつた 
の わ。 


EC 1 どうしたんだ 0 

俊 子 い、 え、 何でもな いんです けれど* 寒くな つたから 
つて 昨 口 お 禱拌や 何ん 小包で 出した のょ。 

nz 】 さう か。 

化す お诗 さまは わ 忙し いんです けれど、 兄さんの 物 だん 
ら つて‘ ご. け々 でせ つせ とお 絡 ひじな つたの ょ。 

り：： 一 ふわ。 わ ほさん は？ 

俊 子 婉人會 へいら つし やつた わ。 

り：： 一 相 變らず だ わ。 僕は 腹が をつて ゐ るんだ けれどな ぐ 
ご飯 じしで 貨 へない かわ。 

怡子 ぢ やす ピ、 お まへ 直ぐに ま 度を おし。 

ず》 はい 0 (去る) 

怯 子 兄さん、 手 お汚れて わ氣の 毒です けれど、 その 龍の 
中じ殘 つて ゐる おを ホに さして 頂戴な。 

け 一 僕が か。 

俊す もう 少しつ さ。 ないだ や も 〇 ません か。 一一 かか 一二 か 
なんです か さして 下さいな 0 

け ー ニ かで も 一一! 巧で も 媛は いや だ。 化 頃 頭か惡 いんだ か 
ら そんな ことを やる と綺惡 くなる 0 

化 子 兄さんは おじ 巧け かわる とで も おつて ふるの。 昨 分 
弱踰 ゎ。 

うん、 己は 骗蟲 だ。 わ まへの やうに 殘酷ぢ やない か 


が 4 


熱 女 


らわ〇 

俊 子 まあ 院 みだ わ。 おいつ 殘 酷；：- ん ことを して。 

呂一 それ、 今やつ て ゐるぢ やむ いか。 まだ ピク {動い 
てゐる 魚を を ざし じして 其上义 巧り じ マる なんて. これ 
ょり 虐い 事は ないだら う。 まも この 煙を 見ろ。 ひどい 其 
ひだ。 

俊 子 だつて かう して 燒 いて 置かなかつたら をは 腐つ てし 
ま ふぢ や も 〇 ません か。 

曰 一 そり やさう だ。 お まへの いふ ことは 間違つ てゐ ない。 

そ S 方が 實利的 だからな。 

俊 子 また 女の 惡口 をい ふわつ も b。 

呂一 女つても のは 實 用の ためじは どんな 事 もやつ、 ける 
ん だから 實際 怖し いょ。 

俭子 兄さんは 私の 顔 さへ おれば 女のを 擊 をな さるの わ。 
そんなに 女を 目の敵 じして ゐ るん なら、 もんな ことを な 

さらなければ い、 のに 0 
昼 一 なじ D. 

俊 子 も ひて ともん な ことを かし いぢ やもりません か。 

S 1 ほ、 レ， 魚が 焦げる ぢ やない か〇 人の もらを 探す 前に ま 

づ自 をの 方を 見ろ。 

俊子ゼ つて 兄さん ホ じさして くれな いんです もの’ さし 

たり 燒 いたり 前方 やる のは 除 分骨 だ わ。 


一 それは さ うだらう 0 

俊 子 まも、 それは さ うだらう なんて 澄まして ふろのは 隨 
みだ わ。 もよ つと 兄さん、 ホ じさす ことは よう ござんす 
から、 その 代ぃ ホ 紙の 上 おを 書いて 巧 戴。 

呂一 よく 色んな ことを いふな。 己は； 巧が 惡 いんだ からを 
ん な雜務 は勘辨 して くれ。 お ミへ 円みで 書ける ぢ やない 
か 0 

俊 子 だつて 拙 いんです もの。 それ じ軍艇 IT や ホ か. レ’ 手紙 
が來 ると をら せられ るんで すつて。 だか‘ 兄さん、 上 封 
だけ 壽 いて 下さいな。 

呂 一 變む ところへ 理窟を つけるな。 堀のと ころへ 化すの 
かぃ。 

倍 子え、 先刻 手紙が 來 たのよ。 おお 事を 出さな くつ もや 
ならな いんだ わ 0 
昌一 何と 聲 くんだ い。 

後 子演巧 賀鎭守 お港內 朝日 經±官 .至 ニ テ姻な 太郞駿 でい 

* つ 〇 
L 4^ 

呂一 (書く〕 これでい、 だもう。 

俊 子 あ 難う。 もら 兄さん 鎭守府 のじげ の 字お遙 つて ゐ么 
わ。 守つて 字を 書く のよ。 それから 堀 も 違つ てる わ。 S 
水ぢ やない ± 偏よ。 

吕一 うん. さう だく。 倭 もを かしい と 思つ た。 化し 洒 
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は 水に 綠 かんる からな。 

(葫を かへ る 0〕 

巧 子 だつて 虫を 掘つ てこ しらへ るんで す もの。 +! 偏に さ 
まつて ゐ るわ〇 なの 巧を を 間違へ るなん て隨み ひどい わ 0 
兄さん、 ぶ 常に 頭 かどう かなす つたの。 

"I】 うん、 どうも 化頃變 なんだ。 (典へ 向つて〕 わい、 
ひで 水を 一杯 くれない か。 

化 子 もう ひでは ゐな いんです ょ。 水なら こ、 じ も 〇 ます 
わ 〇 ( あが 巧から 水 さしと コツプ も 出す〕 

HI ゐ ない。 どうしたんだ 0 
巧す どうしたんだ つて。 

り 一 ひでを 山して しまつた のか。 

化す い、 え、 もつ とわ： Z 山たい ことなの ょ 〇お嫁 じ 行く 
の 0 

り】 がに？ 何故 おじなん かや るんだ。 

巧モ だつて 女です もの わ叛じ 行つた つてい >1 ぢ やち b ま 

せんか 0 

り 一 それな. -T 何故 僕 じ 相談を しないの だ。 

巧 子女 中の ことなん か 兄さん じ 相談す ろ 化 喪は な いぢ や 

も b ません か。 第一 わ ひでの ことは 化さん に 相談は 山來 

ません わり 

H 1 巧の だ 對を怖 わて こつ そ 〇 やつて しまつた の だな。 


ょく 小細工を やる 女達 だ。 揺拌 でも こしら へろ 様 じ 切つ 
た ゎ 縫つた 〇 お まへ たもは 維 作 もな くやつ てし まふの 
だ 0 

俊 子 兄さんは 不服なん です か。 

口 U 1 成程 かう して 見る と •かお 朝から 晩 まて 離した こと 
のない 腹 T と 針と 鉄とは、 言は ず 語らず のうちに かつて 
もの、 本性を 现 はして ゐ るんだ。 

巧 子 ホの 惡 口は 何とい つたつて かま ひません けれど、 か 
うしな かつたら 兄さんの ち譽 じか^は る ぢやあ b ません 
か 0 

吕一 (默 つて 水 もがぶ--^ 飮 む) 

伶 子 あら 兄さん、 そんな じ 水を 飲ん ぢや 溝て すわ。 

巧 一 餘計 なお 化 話 だ。 ひとのこ とじは ホ 入つ て おふまい 0 

怯 子 だつて 蓄ぢや あ 〇 ません か。 

呂 一 女は 髮 のまは 長い •か、 智慧は お 〇 な いんだょ。 

(手荒く 障子 も 開けて 奥へ 巧く。〕 

巧 子 まち 兄さんてば ぶん^^を つて ゐ るの わ。 

(偉 子け をみ 燒 さあへ たので そこらみ 片附 けて ゐ ろ。 

化 子が 表から 蹄つて 來ろ 0〕 

俭子 わ歸ん なさい。 大 碌わ毕 いんです こと。 

巧 子 な 口 巧し くつて く爲 方がない。 

た 子 どうな すつ たの、 おなさ ま。 
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巧 子 幹事 會が あると いふから 巧つて なたら、 相談 も 何も 
もつ たもの-。 やない。 が 村さん と大 崎さん の與 さんが 勝 
手 じ 切ぃ 遇して、 私なん かの 言葉は 少しも 巧け つけない 
んて すよ 0 

俊 子 まも、 院 々なんです わ わ。 お母さんを 差し おいて。 
巧モ そ 〇 やが 村さん も大 崎さん も 近頃は 旦那 さまの 巧 振 
り' がい^から 何 だけれ ど、 もの 會は 元々 なが 起したん で 
すから わ。 お 父 さま •か 知事の 時化に。 それ だのに なのい 
ふ 事は 一つ もが ゐ ないむん て あんまりの 化 打 だから 歸つ 
て來 てし まつた の。 ほんた うじ ゐる 人かゐ ない と 情けな 
いもの わ。 をれ じつ けても 早く 旨 r が 立派 じ なつて くれ 
なくつ もや。 

俊 子 もの 兄さん、 歸 つて 來てゐ ますよ。 

巧 子 ぇ， 歸 つて 來 た。 いつ。 

俊 子 つい 先刻よ。 今 奥へ 行 さました。 何だ^ 巧の 工合 か 

よくない とかいつ てました わ 0 
お 子 それ ぢや醫 者を 迎 ひじ やらむ くつち やい けないだ 

らう 0 

俊モ ぇ •さう です わ 0 

呂一  (E んやリ 巧て 化ろ〕 どうしても 眠れない 0 

化 子 どうわし だい。 頭痛 おする つて 醫薪 じな せな くつて 

もい、 のかい。 


け 一 な もに それ 輯 ではな いんです。 たピ巧 おぼうつ とす 
る だけなん です 0 

化 子 夕張〇 時候の せゐ です よ。 でも 騎を じか、 る 程で な 
いのは 何よりです。 出來る ことなら 達 馬に なんか 診て 貨 
はない 巧. がよう ございま すから わ、 いつ 來て もい やなこ 
とば かりい つて。 

け 一 (みし さつと なつて〕 わ 巧さん。 ひでは 嫁 じ 巧 くん 
です か 0 

化 子 (輕 く〕 ぁ、、 い-' 鹽 おじ わ、 嫁の 口が もつた もん 
だから 0 

巧 一 それは やめろ 訣じ はいかな いんです か。 

巧 子 そんな 訣 じは 巧を ません とも。 もうす つかり さまつ 
てし まつたん てす からり 
口 U 1 併し それは 傍 不承知です。 

巧 子 お まへは 何にもい ふことは な いぢ やもりません か。 

女 かのこと なんか じ 男は 口を 旧す もんだ やもりません。 
口り 一 いや、 僕は 默 つては ゐられ ません。 

俊 子 (たしなめろ やうに) 兄さん。 
n 一 い、 から わ まへは 引 込んで わゐ で。 おがさん •僕は 
ひでを 經 して ゐ るので す。 だから この 話は 中止して 下さ 

、口 

化子昌 一、 わ 古へは 山 比 家の 相繪 入なん です ち 少しを 
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へても のを わい ひなさい 〇 

扫一 勿論 倭は でたらめを いつて ゐ るん ぢやあ 〇 ません。 

巧 面り じ考 へて いつて ゐ るんで す。 

巧 子 それなら あなたは 默つ ていら つし やい。 わがさん は 
惡い様 じは しません から。 

扫】 俳し n みの 關 巧した 女を が氣で 他人 じがが けて しま 
ふやうな ことは 僕 じは W 來 ません。 

巧モ 押 村け るの ぢやあ b ません。 化 乃グ賞 ひたいと いひ、 
こちら か 燃さたい とい ふから 成立つ た 話なん です 0 
nl そ 〇 や 先方-か 何にも 知らない からです。 若し 本當の 
海を 知つ たら 巧 ふとは いはない 篱 です。 それとも 一切の 
ことを 向う じ 話しても るので すか。 

巧 子 そんな ことが 話せる ものです か。 お まへの ちじ も か 
かは る だ やん 〇 ません か 0 

nl 俳し 若し 先方が この 話を 後で 知つたら どうします。 
そして その 爲 めじ おひで が離骄 される やうな ことが もつ 

たら どうします 0 

巧 子 そんむ がは 絕對 にも b ません。 化 事を 知つ てる もの 

は 外 じ 誰もな いんです から 0 

け】 そんむ ことを いつたつ て惡 いことは いつ 露 はれる か 

がわません。 一愤 ひでを 贷は うとち ふ 人は 誰なん です。 

化 子 (無 夏 


HZ1 誰 だかいつ たつて い-一で せう。 

化 子 (思 ひ 切つて〕 をれ は 竹 巧さん です。 

呂一 なじ、 れ內 君です つて。 

化 子 お まへ も 知つて ゐる通 〇、 れ內 さんは お務を 操し じ 
歸 つて 來 たんです •が、 當 にして 來た 話は 見る と 聞く とは 
大違 ひで、 詰り 間にけ いつた 人の •へ てんに か、 つてし ま 
つたので す〇 それから あれの これのと 隨み 揉した やうで 
すが、 中々 思 ふ 様な 人 かおつ からない のです。 そり やさ 
うです ょ 〇 】 巧 か 一 一巧の 間に 見附けて 歸 らうつ ていふん 
ですから わ 0 

の 子 その 內じ 日は なくなつ て來 るで をう。 さう すると 爲 
方がない から， どんな もので もい ム 、賞は ずには 歸れな 
いつて、 さう か內 さんは 仰し や るん てす つて。 

化 子 あんまり お氣の 養です から、 それで ひでの 話を して 
上げた のです。 さう したら 非常 じ 喜んで わ：： 

け一 化し 竹 內じ化 話して や るん なら、 何も 鷄 買の 娘なん 
か 化 話して やらなくても もつと 適當な 女が もる でせ う。 

お 子 お まへ に それが お分り かい。 それ かわ 分りなら ひで 
のこと なんか 兎や角い ふことは な いぢ や あ b ません か。 

け 一 何です つて。 

化 子れ 內 さんは メキシコ なんかへ 行つて 働いて ゐる 人で 
す。 ひで かその 奧 さんじ さへ 不 釣合なら お まへ じは もつ 
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と不 釣合た と、？ ん ことが 分りません ろ 0 

円 U 1 い、 え* それけ 違 ひます。 溪 は：： 

化 子 わ まへは ひでとは 關係 がちつ たからと いふので す 
か。 化し ーユ さう いふ 事 じな つた ものは 必ず 一し よじな 
ら なければ ならない と 限つ たもので はないで せう。 第一 
お まへの やうな みみの もの お 女中と 結婚す る ことは 本當 
じ 幸福な ことで せう か〇 さう いふ 夫婦が いつ 送 も 長續き 
する もの かどう か、 お まへ だつて 大抵 分る 篱 です。 今の 
のは 若い から そんな 熱 じが かされた やうな ことを いつて 
ゐま すか：： 

呂一 い 、え、 僕は 熱に 浮かされて いつて ゐミぢ やを 
ま. せん。」 

化 子 それなら 挺 巧の ことです。 まあ、 わ聽 さなさい。 よ 
うご ざいます か。 お まへの お 父 さまは を 知事と して 歌は 
れた 人です よ。 をれ だの じ その 总 子は 家の 女中 じ 手を つ 
けだ なぞと いふ ことお 知れたら、 世間は 何とい ふでせ う。 

お まへ も 子供では なし、 少しは 家の こと もちへ て 下さい。 

口り 一 ( 豐 口〕 

巧 子 それでな くつて さへ， お 父 さまの ゐ ない 後は 兎 巧 化 
間から 輕 蔑まれ 勝ちな のじ、 今 大學を 卒業 するとい ふ 化 
じこんな 輕 はずみな ことを されて は — 

巧 一 ( 藝 口〕 


化 子 い、 え、 私は かして わ まへの ことを 怒つて ゐ るん ぢ 
や も 〇 ません よ〇 もの やうな ことは 若い 時には も 〇 勝ち 
のこと です。 俳し をれ お誤^ だと 知つ たらな ぐ 改めてく 
れ なくつ ては 刖るぢ やありません か 0 

曰 一 僕か惡 うご ざいました。 中訣 おも 〇 ません 。化し 一 
な關 係した が 上 巧と して 寶 佐を 持たない 訣 にはい さませ 
ん〇 

化 子 兄さん、 もな たお 母 さまの むの なか も 察して 上げな 
くつ もやわ 氣の密 よ。 この 事ぢ やお 固さ まは どんな じご 
む馳 なすつた か 知れません わ。 兄さんに はこん なじむ 馳 
して ゐる ことか わ 分り じなら ない の。 若し か 化 不ち譽 な 
ことお 化閒じ 知れて ご幫 なさい。 兄さん 一人の 不ち替 *ゎ 
や も 〇 ホ せんよ。 わ 封さん はもう 交際 社を じ 巧ら れ なく 
なつて しま ひます わ 0 

円 一 ( 豐"〕 

俊 子 わえ、 兄さん、 ちな たは これから 爲 さらな くつ もや 
ならない ことか 澤山じ おもり なんでせ う。 それ だの じか 
中風 情の ことじ か、 はりを つて ゐて どうな さるの。 わ 巧 
さま じした つて、 なにした つて 兄さんに はお 父 さま Zf 上 
じ 巧くな つて 戴 さたい と、 た r それ 許 〇 思つ てゐ ろん ぢ 
や あ- ません か。 賴 b じする のは 兄さん 一入なん です か 
ら 、どうか 本氣 じな つて 下さいよ、 わえ 兄さん。 こ隨な 
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さい。 わむ さまは 泣いて い .b つし やい ます^。 

り 一 濟 まない。 巧お惡 かつた の だ。 併し 肖 分のを 臀を滋 
さない 巧め じ、 門 なのを した 女を 平氣で 他人に 狎 がけて 
しま ふなん て、 そんな 巧 酷な ことは あべない ょ。 

化 子 巧 酷なん てことは な いぢ やち b ません か。 據夕や 非 
人のと ころ じ路 くので はなし 化さん の おぶ 達のと ころに 
據 くんだ やもりません ん〇 

り1)  だから 約い けない の だ。 円みの 罪を 隱さ うとして 友 
人を 手 巧 じ 化 ふなん て、 県ん 卑劣な こと ぢや ないか。 
化すでは わ まへは どうしょうと いふので す。 

=11 (ずつ と 立上り) 門 分の ことは 巧 分で 解かを つけ ま 
す 0( 出て むかう とする〕 

化 子 (り 一み 引® めて〕 わ まへは 何處へ 行かう とい ふん 
です。 

化 子 兄さん、 れ のさん へいら つし や ろんで すか 0 
り 一 さう だ。 さう して 巧の おに 一切を 巧 明けて 解決を つ 

ける の だり 

巧 子 わ まへは そんな じ 迄して 円みの 恥 かさら け 山したい 

のです か。 

け 一 か 論がん で やる 訣ぢや あ b ません。 化し 事が こ、 ま 
で 運んで ゐろ W 卜：巧 巧’ がない だ や も ゎません か。 

化す け わ ど わ まへ おそれを れん 阴 けたから といつ て 誰も 


巧を する ものは な いんです よ。 家の 不を譽 はいふ 迄 もな 
く、 女は 傷 もの じなる し、 巧內 さんは 嫁を 赏 へず じす ご 
すご 歸 るより がは な いんです から わ。 つま ゎ 誰の ためじ 
も 一番 愚かな ことなんで すよ 0 

円 一 それは さう かもしれ ません 。けれども 化の 儘 知らな 
いふ 〇 をして、 暗から 暗 じ 葬る やうな ことは なじは 旧來 
ません 0 

化 子 (少しが やかに) お まへは そんなに 息氣 泣んで ゐる 
けれど、 ひでの 方では お まへ を そんな じな つて ゐる かど 
うか みらない ぢやあ b ません か。 

HI  そんな ことは も b ません。 

巧 子 そんなら 嫁には 巧かない 當 です。 

口り 一 みれ はお 母さんが おけと いつた からです 。あ、 いふ 
女には 円 己を ま 張す る こと なぞは 出 巧ません から わ。 少 
し 恩に なつた ま 人 じさう いはれ り やなぐ さうな つてし ま 
ひます よ 0 

化 子 おは そんな 事は いひません。 

け一 い、 え、 お i 理じ 押が けたの じ 相違ち 〇 ません。 をれ 
でな くつて ひで か 行く 営が もる もんです か。 こんな 風に 
しちや ひで がを く巧哀 さうて す 0 

化 子 をれ ぢや 兄さんは、 わな さまを わ 巧な さう だとは お 
思 ひじなら な いんです か。 
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nl い、 や、 それ だから 僕は これから 出掛けて 行つ て、 
誰に も 適 當な處 置を とつて 來 ると いふの だ。 

(巧 かう とずる 〇) 

化 子 まも お待ちなさい。 ぢ やわ まへは どうしても 竹內さ 
んへ行 くんです か。 

曰】 さう です。 卑 第な ことを して 僕は 友人を 失 ひたく も 
h- ません から わ。 大史 夫です ょ。 れ巧 おは 僕の 友人です 0 
僕の な 行を 言 ひ觸ら L て步 くやうな 巧 だ やありません。 
化 子 ては かう したら どうて す 0 
円； 1 1 どうす るんで す 0 

化 子 れ內 さんじう ちへ 來て 戴いて、 その上で お まへから 
話を なさい。 さう いふ 話を 他人のう もへ 行つ てして、 う 
つか b 誰か じ 聞かれで もす ると 困 〇 ますから わ。 

円；：】 え、 それなられ 內君 にこつ ちへ 來て貨 つても ょうご 
ざいます。 どこでした つて、 ほんた うの 詰を しさへ すれ 

ばい、 ん ですから。 さう して】 切の 話を した 上で、 をれ 

でもめ 內 君は 賞 ふとい ひ、 ひで も務 くと いふん なら、 僕 

は 二人を 振 手 さして や b ます。 をして この 事に ついては 

僕は な 後 何もい ひますまい。 併し こつ そ b やつて しま ふ 

やうな、 一とは 人間と し て 最も 化つ、 へさ 事た と 思 ひます。 

巧 子 お まへの いふ ことは よく 分 〇 ました。 では 來て 戴く 

やう じな か .-T 話を しませう 0 


呂】 では わ 母さんから いつて 戴 さます。 併し 日が 狙つ て 
ゐる 事です から 急いで 下さい。 

化 子 無論 早くし ますと も。 話 かかう いふ 風に なつた ので 
すから 0 

(女中の ず > が 這 入^て 來ろ〇 
卞夕 ちの、 ご飯の おを 度 か化來 ました。 

呂一 いや、 飯は いらない。 二階へ 巧を とつて くれ。 

莊 

第一 一一 幕 

ホ 比 あの 應接 閒。 

前 裳のを H0 午後。  ， 

口り 1 け ひと リ默 がと して ソ ー フアじ 腰 如かけ てゐ 
る 。かじけ 誰 t ゐ ない。 

やがて 俊 子が けいつ 乂 化ろ 0 

を 子 もら 兄さん。 こ、 じゐ たんて すか。 起さて いらし つ 
て もい- ■'の。 巧 痛 《なさる んぢ やち 〇 ません か。 

目 一 (口が 重さう U うつ 向いた ま、 でゐ ろ) 

俊 子 それ^ら 今 電話を かけたら、 達 損さん、 なぐ いらつ 
しやい ますつ て。 

巧】 いや、 醫者 じは 及ばない ょ 0 

俊 子 だつて わ 巧さん お 電話を かけ ろつて、 仰し やつて 巧 
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つたんで す もの。 

け 一 お母さんは まだれ のかに， 歸 つて 來 ない のかい。 

巧ず ぇ。 

り 一 今 円 もがな なんだ や もろまい な。 

巧す そんな ことは ない とが ひます わ。 

パ I どうし てんう 手間 •かとれ るんだ .T うわ 。もよ つ とれ 
內がじ 來て巧 ひさへ す b やい、 ことなん だか .b わ。 

巧す いろ^^ち もら じ も 都な が おも b じな るんで せう。 
パ ー 化し 明 口 結婚 だとい ふの じさう ぐづ して & ては 
閒じ なは なくなつ てし まふよ。 ちん ま 〇 巧 倒の やう むら 
巧 お W 掛けて 巧つた 巧 かがいんだ おわ。 

化 子 だつて 兄さんは わ 踏 お憩いんだ や も ^ ません か。 そ 
れじ 外の 試と 違 ふんです もの、 來 ていた ごいた 方が よう 
ございま すわ 0 

り】 わむ さん •かたつて さう いふか .-T 巧ても らふ ことじし 

たけ わ ども、 僕は 少し 不を じな つて 來 たんだ。 

巧す だつて わがさん が 巧つて ゐ るんで すから 惡 いやう じ 

計 ふ氣进 ひは ないだ や も ゎません か。 兄さんの ことつ 

ていふと、 わがさん は そり や 熱む なんです もの。 

り 一 (なかに〕 いや、 その 熱む が 恐 いんだ。 

巧 子 兄さん、 そんな ことを 仰し やつ もや 勿 隙ない わ。 お 

巧さん は 兄さんの ことを どんな じ わ もつ てるろ かしれ ま 


せんよ 0 

け一 そ 〇 やよ く 分つて ゐる〇 併し それだけ じ また 不をも 
大 さいんだ。 

巧 子 どうして 0 

只】 ホ 親つても のはけ みの子の 爲 じは どんな ことで もや 
ゎかわない から わ。 (閒) だ お、 お まへ も 間もなく 巧 親 
じな るんだ わ 0 
俊 子 (寂しく〕 え。 

口 II おや、 わ まへ 泣いて ゐ るね。 

た 子 (卞 、リ泣 さながら レ い、 え。 
cu 一 これは 僕か惡 かつた。 

俊 子 もたし お腹 じ もる せゐ か、 兄さんの 仰し やる こと も、 
お 巧さん の おむ 持 もどち らも 無理がない と 思 ひます わ。 
今の ちた しじは 兩乃 ともよく 分 ^ ますの。 

R1 そ.^ やさう だ わ 0 

(女中が 這 乂つス 巧る。〕 

女中 あのち 奧 様。 

怡す何 か 用？ 

女中 はい、 ちよつ と 0 

化 子々 巧 さます。 だ や 兄さん、 二階で やすんで いらつ し 
やい な。 もう 直を 達 馬さん が おえる とお ひます から。 

(倍 子と 女中 まろ 0〕 
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(a 1 は 獨リ默 がと して 居ろ 0〕 

(おくして 女中に 案內 されて を W が 這 入つて 來ろ 0〕 

を 的 や も。 暫く。 い、 天氣だ わ。 

口り 一 (默 つた ま、 挨が ずろ〕 

余 W どうしたい 。頭痛 かする さう だ わ。 どれ 一つ 〇 ハけ 一 
の 傍に 掛け ス 脈み ぶろ〕 ふん、 少し 脈 か 多い わ。 痛む の 
は 後頭部 かわ。 

3 一霉 百) 

余 町 食事は どうだい 0 

口ぃ 一 ( 藝 0 

を W 通じは？ 

け 一 默 つて 診察は 旧來 ない もの かわ。 

をの それなら 獸 験を 賴 むんだ わ。 獸矜 なら かして 患者 じ 
を 段は 訊む やしない 加ら。 

巧 I 僕を 犬 か 馬と 思つて 診て くわたら い、 ぢ やない か。 
余 E 巧は 何 か 不ザお ある わ。 

〔ul 犬 や 馬 じ 不平は ない さ。 

お W 僕は 臀を としてい ふが、 そんなつ ま .b ね ものは みん 

な 下 刹 さしてし まつた 巧 おい、 わ。 何な. t, 後で 下 劑を論 

こすから 飲ん 給へ。 ハ、、、。 もよ つと 胸を なせて 巧 ひ 

たいれ。 

(跨 診 おで 胸 杏なる。 一 


cu 一 巧は いつん を さる 事は 殘 酷の 事 だつてい つたわ。 

をの 何 だつ で 急 じそんな ことを 刚 くんだ い。 

nul  だが、 君は 本當 じさう おつて ゐる のか 0 

を 的 そり や 思つて ゐる 〇實際 人間は 萬 物を 殺す 機械 だか 
ら わ。 生 さて ゐる限 〇 至る ところで 殺戮を 行つ てゐ るの 
だ 0 

け 一 ぢや實 際 人間を そんな 殘 酷な ものと おつて ゐ るの 
か 0 

を W 思 ひたく はない お 止む を 得ない よ。 事實 だから。 

け 一 併し 巧 も その 人間なん だよ。 

を W さう だ 0 

口：： 一 それで 巧を しくは ないか。 

余 W 苦しい つたつて 爲方 •がない だ やない か。 

け 一 だ おそんな 巧 じ 毒へ てゐ ながら、 よく 生 さて ゐられ 
る わ 0 

を W うん、 この 通 〇 ぴん^^して ゐる〇 

口 U1 巧の 殘 酷は 口 ばか 〇 だ わ。  ， 

を 円 ぴん {して ゐ ろから かい。 けれども 殘酷 だかに， 殘 
酷 だからと いつて、 飯 もを はずな 普 もしない でるたつて 
爲巧 おな いぢ やない か。 

口：： 一 だ や 生を る爲 じは 檢 性は 止い をがない とい ふの^。 

を 叫 いや、 繞巧お 止む を おな いんだ やない。 そんな じ 巧 
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蛛を挪 はして & るんだ か. b 、 人間は ほんた うじ 生みな く 
つも やむ. b ない とい ふんだ 0 

り 一 本 巧に 化を る？ 本當 にか •さるつて どう すれば い、 
の だ 0 誰 だつ て みん む 生 さょうと して ゐ るん ぢ やない か 0 
そむ じん 係 はらず 生 さょうと すれば どうしても 他人を 虐 
げろ ことじな つてし まふの た。 ち 分の 生を る こと 力が な 
化 人の 化み る ことの がげ じな るんだ 〇 なぜ 誰も‘ か 生 さて 
巧く ことお 川がない の だ 0 

か 川 だかに， 誰も おさう いふ 生活を 望んで ゐ るの だ 0 
パー 巧んで ゐ たつて、 か 乂じ與 へられる ことは な いぢ や 
ないか。 人 問 はどうい ふ 意味に わいても 巧は なを や 生 さ 
てゐ ‘t; れ ない の だ。 そわ にん 係 はらず を ふことは 戏 あだ 
とい ふ。 それなら 一體 どうす わ ばい、 の だ。 をはず じゐ 
ろと いふの か。 殺 化しろ とい ふの か。 殺生し なから 正し 
く 牛： さて 巧け なんて、 こんな 矛 巧した ことが もる か。 こ 
んな战 鹿げ た 不合理を 何故 神は ホ氣 でい つ迄も 綾け て お 

くの だ 0 

な 川 だ お化さる 材雜 巧は そこ じち るんだ やない か。 なる 

ほど 生みる ことは 巧の いふ 述〇 ホ 常な ネ府 だ。 併し その 

チ 巧 お チ 巧の ま、 じ 想 乾が も るんだ か‘ おじ 耐 もいだ や 

むいか。 飯を いく..： をつ たつて 生 さ 方 一つで をつ たこと 

が 巧 酷 じ もな わ ば、 なは わた もの グ巧佛 もす るんだ。 お。 


耶蘇 じし たつて ゎ礫迦 稼に したつて 飯は お張り 食つて ゐ 
たんだから わ 。それ お 殺生 じなる かなら ないかは 千番じ 
一を の 兼 合 ひさ。 僕は 一を こ、 に 至る と 手を 合せて 拜み 
た < なる わ。 

り：： 一 おは 年中 ネ 巧した ことば かゎいつ て ゐる〇 

余 田 どうして。 

31 いつか 君は 感謝は 利己的 だとい つて、 ほや か 內をや 
つ、 けた ことか もる ぢや ないか。 それで ゐ なおに" おは 感 
謝を する のかい。 

余 W する わ 0 

け 一 だから そ 巧して ゐ ると いふんだ。 

余 川 さう 見える かわ。 

口 U 1 無論 さう 見える ぢ やない か。 

余の さう かわ。 だ お 巧は ひど < 興奮し 過ぎて ゐ るよ。 ち 
よつ と 熱を とつて なよう。 (檢描 器 も 目 一に 渡ず) 

呂一 どなた？ れ內君 か。 

(さう いひ， よがら 入口のと こる じ 巧つ ス 扉み 開けろ 0〕 

(数 買の 丈 助が 女中の ず》 に凑內 され 這 入つて お 
ろ。 円 一は 氣が 化けた やうに 倍の お 子に かけて、 檢姐 
器み 肢の 下に 入れる D〕 

(丈 助は 火サ醉 つて ゐろ らしい がけ 一の 前 だけ' しそれ 
隙 さう とおめて ゐろ〇 そし ス おしく が n 上で 祕 ，^述 
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ぺ ろ。〕 

ホ 助 化 度は 一方ならぬ 御世 話に 巧 巧 〇 まして。 

ず》 あの、 この 巧は おひで さんの お 父つ ちんな ので ござ 
います か、 若旦那 さまに お 目 じか、 つて 是非 お 禮か中 上 
げたいつ て、 さう 申します ものて すから 0 
只 一 も、 さう です か 0( と U いつた けれど t 何となく 也を 
しさうな お t ちで、 ホ 助からが 在 巧け ろ〕 

丈 かどう も 娘の ことにつ さまして はお 手厚い ごむ 邸を 戴 
さまして 何とも わ禮の 申し やう かご ざいません。 

な 旧 (呂 一-に〕 もう 君い、 だら う。 

(呂 一默 つて 檢 溫器告 股の 下から 出して を 川に 渡す。〕 
を W (檢お 器 もえながら〕 ふむ、 みし 熱が ある わ。 

円 一 さう か 0 

余 W これでは 巧靜 じして 寢て& なく もやいけ ない わ。 

(女中 0 ず > が 巧び ホ 洗の 水 も 持つて 這 入つて 化る 0〕 

(そして 余のに 0〕 

ず》 もの 先生。 

を阳 僕で ず か。 

ずで はい 〇 わたく 様から た t いまお 電話で •直 •く お歸〇 

下さいます やう じつて お言傳 でございます 0 

を 旧 あ、 さう です か。 をれ は 巧 難う。 甚 一に〕 では 倭 

は失禮 する。 それから 粉藥と 水藥を 寄こす から 粉 藥の方 


は 直ぐ 飲んでくれ 給へ。 ぢ やわ 大事に。 

(余 田け 歸 る。 ホ 中 I 去る。〕 

丈 助 私 も お 暇を しませう。 どうもとんだ お 邪魔を いたし 
ました。 わ 蔭 樣で娘 も 滞 ゎなく 婿 禮を濟 ませました から、 
鳥渡 ご挨 がに 上 〇 ました やうな 又 第で。 では ご免： 卜 さい。 

(歸リ かける 0〕 

呂一 少し 待つ て 下さい。 もな た 今 何とい ひました 0 
丈 助 (みしう スた へながら〕 は* はい。 何 かお 氣じ降 b 
ました か〇 どうも 不調法を いたしまして：： 

扫一 (ぜさ こんで〕 い、 え、 そんな こと ぢ やな いんです 0 
もな た 今骑禮 とかい ひました わ。 

ホ 助 は、 はい。 

nu 1 誰 お 結婚し たんです。 

ホ 助 誰 •かって 若且那 さま、 手前の 娘で ございます。 

日 一 いつ 結婚し たんです つて。 

丈 助 今日で ございます 0 
呂 一 お まへ さん、 醉 つて ゐ やしま せんか。 

丈 助 はい。 中訣け ございません。 實は少 々ばか bo 
曰 一 ぁなたの 娘さん お 結 婿す るのは 明 口の 當で せう。 飲 
み 過ぎた ので 日を 間違へ やしま せんか。  ! 
丈 助 い、 え、 間違へ やしません。 いくら 醉 ばら ひまして  I 
も 娘の 嫁入の 日を 間違へ る やうな ことは ございませ  I 
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ん 。巧 一 この 醉 ばら ひました の も その 辦禮 かちつ たから 
でございます 。娘が 入 じむ るんだ とお ひます とつい 嬉し 
かつた もので ございま すから、 たうとう 飲み過ぎて しま 
ひまして、 まことに どうも 申訣け かご ざいません 0 

け 一 化し 結が は阴 日の 當ぢや も 〇 ません か。 

ホ 助 はじめは さう いふ 話で ございました •か、 昨 口 急じ模 
悚お變 ぃまし たんで、 へえ 。善は 急げつ てこと がご ざい 
ます か.-^、 な も その 巧が ょから うと 思 ひまして さう いた 
したんです お 

(U 】 U ホ 助が くど-^ 蝶つて ゐ ろのに 巧 杏 ださ す- 
わ わた  V しく 呼 鈴の  紐み 巧ず  〇) 

(か 中が な 人' つて 化る 〇) 

ず！/  わなし でございます か 0 

り f わ 巧さん はゐ ないか 0 

す* もの、 まだ わ歸 b 遊ばしません。 

け 一 をれ だ や 俊 子で もい、。 なぐ じ 呼んでくれ。 

す！^ はい 〇 ( 退く) 

パ ー まは もう 濟ん だのです か。 

ホ 助 はい、 ついた つた々 濟 みました。 

り 一 それ ぢ やかの がは う もに ふます わ。 

义助 い、 え、 もう をら むいだら うと おひます 0 

り 一 どうして。 


丈 助 新婚旅行に 出掛け ますんで、 へぇ。 貸は 送つて やら 
うと 思 ひましたら 新婚 化 行は 二人 だけの もの だとい ひま 
すんで、 送らないで こちら 樣へ上 b ました やうな 訣でご 
ざいます 0 

nul 何時の 汽ず かみつて ゐま すか。 

丈 助 さう ですな。 何でも 四時 いくらかと いひました 0 
口：：】  _ 置 時計み おながら】 それなら まだ 一一 時 問は もるな。 
义助 い、 ぇ •そんな ことは ございません。 まが 濟ん だの 
か 一二 時で ございましから。 (搔 時計を ぶ 乍ら〕 おや、 を 
かしい な 。まだ 一 一時 だな 〇 それなら 私の 考へ違 ひか しら 0 
どうも 今日は 少し 醉 つてを ゎます ものて すから、 へ、、 
、ム、 〇これ はとんだ 長居を いたしました 。ごを 下さ 

い。 蓋ろ 

(化 子 這 入つて 化る。〕 

化 子 兄さん •何 かご 用。 

口：： 一 お まへ また ぺてんに かけた わ。 

俊 子 まも 兄さん、 いさな 〇 何を 仰し やる の 0 
日 一 そんな じしら ばつ くれたつ て 駄目 だ 〇もう 何もかも 
分つ てし まつた の だ。 

俊 モ何か 分つて しまつたの '兄さん 歡 じは 何にも 分 りは 
しない わ。 

巧 一 お まへ たらは 何故 ひでを 結婚 さしてし まつた の だ。 
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怯 子 結婚です つて。 それは 兄さんと ご 相談の 上 ぢやぁ 〇 
ません か。 

口り 一 さう さ。 もれ 程 堅く 約束して おいた のじ 僕を たうと 
う 編して しまつた の だ 0 
怯 子 兄さん、 をれ 本當 です か。 

"II ぢ やお まへ もを く 知らない ことなの か。 

俊 子え、 少しも 知 〇 ません わ 0 

口〕 I ぢ やまた わ ほさん の魂膽 むんだ な〇 どうも こんな こ 
とに なり やしない かと 思つ てゐ たの だ 0 
俊 子 けれど 兄さん、 おほさ まの ことを 憩く 思つ もやわ 氣 
の 毒です わ〇お ほさ まかさう むすつ たのは ょく^-^ のこ 
となんで せう からね。 

C1 おい、 俾を いつて くれ。 

化 子 どこへ いらつ しやる の 0 

化 一 どこへ 行つ たつて い、。 がを 直ぐい つて くれと いふ 

の だ。 

俊 子 だつて わ 隱が惡 いぢ や ぁ-^ ません か。 無理を なすつ 

て どうな さるの 0 

け 一 い、 から 俾を さう いはない か。 

俊 子 だつ て 兄さん。 そんな ことを なすつ もや。 

(二人 言ぴ 合つ てると ころへ 巧 子が 這 入つて ホろ 0〕 

化 子 まも 二人で 何を やって & るの 0 、 


俊 子 も、 わ ほさ ま。 

化 子 甚 一 じ〕 お まへ 達 馬に 診て 賞 ひましたち 工合は 
どんなが でしむ 0 

吕一 (つか {となの 近 < へ ホみ 寄つて〕 わ 巧さん。 

(とけいつ たけれ どが くけ 後の 育 葉が 化ない 0〕 

巧 子 (やさしく) お まへ どうし たんです 〇 大喊顏 のをが 
惡ぃ やうです わ。 

円 一 それょ 〇 も わ おさん こそ どうな すつ たのです。 何故 
僕を 出し 拔 いて か內 とひで とを こそつ ゎ 結婚 させて しま 
つたので す 0 

化 子 お まへ 體が惡 いとい ふのに、 そんなに 與裤 しては い 
けな いぢ や も b ません か。 

吕一 そんな ことを いつて 話を そらさないで： 卜 さい。 巧は 
おほさん •か 怨みです。 何故 約束 逝 ゎれ 內 なじ 會 せて くれ 
なかつた のです。 

保 子 それ じは いろ'-^ 訣が もる のです け わ ど、々： n はわ 
まへは 大層 氣が 立つて ゐる やうです から、 もとで ゆつ く 
〇 話し ませう。 

n _ い、 え、 ゆつ く b だなん ていつ ては ゐら わません。 

今な r じ 伺 ひます。 

化 子 そんな ことを いつたつ て •わ まへ 闲るぢ やもり ませ 
ん か。 獻の やつた ことか 惡 いのな. 越いで、 わがさん •か 
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もや まります から、 どうか 氣を靜 めて 下さい 。お まへ々 
口は 熱が も るんで せう。 

け！ (班に) おなさん、 この ことは 熏大な ことです ょ 0 
僕 一人の 刖瞄わ や も 〇 ません。 何人もの 運命 じ關 する こ 
とです 〇 どうかな 柿 日 じ 話を して 下さい。 

化 子 (なぶいて〕 ですから なは 誰 じ も 一巧い、 と 思 ふ 方 
化を と. つたので す 0 

け 一 では もな たは かう いふ 事を なす つても 巧し いとは お 
おひ じなら ない のです か。 

化 子 外 じ 方 化が な いんです ものな 巧かない ぢやぁ 〇 ませ 
んか D 

け 一 い、 え •ない ことは も b ません 〇も つと 冗當な 方法 
おも b ます 0 

巧 子 わ まへは 何もかも 話 をれ 明けて しまは うとい ふので 
せう。 そんな ことを したら’ 巧巧紹 まつた 話 もみん な 壊 
れ てし まふでは も 〇 ません か 0 
り 一 壊れたら 壊れた でい、 では もりません か。 もと--^ 

神け けょうと いふの か 無理な 話なん です。 

巧 子 わ まへは をれ でもい、 かもし わません か、 わがさん 
じは 今 おじな つてな じ 壊す やうな ことは 出來 ません。 白 
みで 勸 めて わを なが. ro 

け】 だか .b 巧 かいって 託を して 來 ると いふので す。 


化子呂 一 •お まへ じは なのむ お分らな いんです か。 お 巧 
さんは 何よりも お まへの 不始末を 人には 知られた くむい 
ん てすり 

口り 一 そゎ やお 巧さん の 心 持 もは よくみ つて ゐ ます。 分つ 
てゐ る化ぢ やもりません 。むか' 感謝して ゐ ます。 

巧 子 それならもう 何もい ふ 事は な いぢ やち ゎません か。 

曰 一 併し お 域さん、 倭の 不始末を 隱 すため なら、 何も こ 
んな 陰險な ことを して 二人を 結婚させる ことは な いぢ や 
もりません か。 

化 子 お まへは 陰險の 何のと いひます けれど、 二人は 喜ん 
で】 しよ じな つたので すよ 〇お まへ さへ 何にもい はな か 
つたら、 二人は 永ん じ 化合せ なんです。 お まへ がれ 巧 さ 
んを 本當に 友達と 思 ふなら、 このま、 默 つて ゐる ことか 
二人の ためでは あ b ません か。 そして それは また お まへ 
じと つても 本 當じ仕 合せな ことなんで すよ。 

〔り 一 僕 じは 少しも 幸福 ぢ やち 0 ません。 

巧 子 併 しおまへ のい ふやう じした つて 何のい、 こと もな 
いぢ やち ゎません か。 

曰 一 では 知らん お 〇 をして 何處 まで も 友達に 女が 巧が け 
てし まへ とい ふんです か。 

保 子 わ まへは なぐ 角立つ たもの いひを す るんで すわ。 

け 一 も^、 こわ か 親の 愛 だら うか。 僕は こんな 人を 巧 親 
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じ 持ちた くちり ません。 

俊 子 まち、 兄さん、 何とい ふこと を 0 
巧モ なは お まへの ためを 思 ふ ばか 〇 に、 こんなに、 こん 
なじ 巧勞 をして ゐる のじ •をの わ まへ に そんな ことを い 
はれて は — (泣く〕 

惊子 兄さん、 いくら 何でも 言葉は 謹まな くつて はいけ ま 
せん わ〇 それに 化 頃の お诗 さんの おむ 遣 ひとい つては 一 
通りでは な いんです ょ〇 そり や 兄さんと しては いろ'^-^ 
仰し や 〇 たいこと も わ あ b でせ うけれ ど •この 上 ごむ 酣 
を おかけし ては、 おほさん お あんま b 可哀 さう でず わ。 
巧 子 俊 子は かう やつて 歸 つて 來てゐ ます。 お產を 目の前 
じひ かへ てゐ ると いふの じ、 をの さ 中 にもつて つて お ま 
へは 何う しょうと いふので す。 少しは お诗 さんの むに も 
なつて 下さい 0 

呂一 いや， 今の 言葉は 僕 •かいひ 過ぎました。 

俊 子 ぢや氣 を 直して 下さる の わ。 兄さん。 

目 一益 菁〕 

惶子 巧 じ 角 おほさん とやり 合 ふこと だけは 止めて 下さい 

な〇ち たし 傍に ゐて はら-^ してし まひます もの 0 

(ご 一 つと 默 つて ゐ たがやが て 無言の 儘 立 上る 0〕 

伎 子 もら 兄さん、 何處 へいら つし やる の 0 

巧 子か內 さんへ 行 くんです か 0 巧 巧さん ならもう ゐ やし 


ません よ 0 

昌一 巧 時の 汽苹で 立つ とい ふこと だから まだ 時間は 十を 
あ.：：'  ますり 

偉 子もう 兄さん、 四時は さつを 巧つ てよ 0 

呂 一 (置 時計み 指しながら〕 そんな ことおち る もの か 0 

これを ご 防 見。 

化 子 その 時計は 遲 れてゐ ます 〇 ( 帶の 問から 懷 中げ 計 私 
岀 してぶな がら) 今 四時 十を ですから、 れ內 さん 巧締の 
乘 つた 汽車は もう 發巧 した 頃です。 

口り 一 ぢや 誰か 時計を 巧は して おいた の だな。 

巧 子 义 分遲れ たんで せう。 をれ は 兎に角、 もう 汽 ずの 時 
問 じは 間 じを ひません し、 よし 間に合つ たと ころ か 二人 
はも、 して 一し よに なつて しまつた のです から •もう 何 
といつ たつて 追 付かな いぢ やちり ません か。 

巧 一 ちム •円みで 巧けば よかつ たんだ。 お 巧さん じ 巧せ 
たばかりに：： 

(と、 巧 車の 進行して 來る智 が 聞 之ろ 〇 一一 一人け 思 口す 
それに 耳 傾けろ 0) 

橘。〕 

(突然 呂 一口み ど 無思識 のじつ か-^ と 窓のと こへ を 
つて 巧く  0〕 

巧 子 あれは 上り 列が です わ 0 二人は もれ じ乘 つて ゐ るん 
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です ょ。 巧約樂 しい 轿妍 旅行 じ 旅立つた のです から、 何 
も わざ {いやむ 話を 持つて 巧つて、 一一 人の 氣 持を 壊は 
す ことは な いぢ や も h‘ ません か 0 、 
(け 一口 かの 言葉には みし もがん 傾けす、 をから f つ 
と 外也眺 みて ゐろ 0〕 

传子 (かと 义 ともな づ かひ 乍ら) 兄さん 窓を 巧め ませ 
ぅ〇風 じ當 ると いけません わ 0 

(り I けが 默つ たま、 か 合 化て ゐる 〇〕 

(れ がの 巧が 巧が に 盛 退いて がくり〕 

— お — 
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みの 巧崎攻 


が 崎 出 羽 守 (凹 5 


< あ 

德 川家康 

その 孫娘’ 千姬  巧 臣を賴 の 室、 十 かな 0 
本を 佐 渡 守 正 信 
末 多 上野 介 正 純 
を 地 院崇傳 

坡巧巧 巧ず 成 正 お 州を 和 巧の 城主、 二十 八、 
九な。 

家羣韋 您兵衛 

家臣が 川 源六郎 
巧 崎の 近侍 數お 
巧 小姓 一一を 

同家ち 大勢 

南部 左 門 

刑 部 卿の 局 

ホ 多 平 八 郎あ刻  勢 州 桑 おの 城主、 本 夕忠な 

の 城 子、 二十 一二、 巧捷。 


茶道 二人 
本陣の 慕が 數ぉ 
本陣の が蒂 二な 
池 巧の 化番 
前 旧の 使を 
藤 堂の 使番 
松 平の 化番 
物見の 兵 
その他 軍兵 大勢 
忠 刻の 近臣 一二 一一を 
驗府 城內の 茶道 
同 腰元 
時 代 

元が 元年 五月ょ， 〇 型が 九 巧まで 

第一 幕 

茶 口山に めける お 旗の 本 巧。 

一二 方 じかみ ホが 結って わって、 それに 巧の おの 松 お 
が 張り 渡されて わる。 上ずに ぶ 诞の化 所が わろ が、 岐 
なが 二重に 張って わるので なけ 化から 口な もない。 そ 
の 近くに 旗 や 巧 巧な どが 立って ゐ ろ。 舞な 中 か 竹 矢 化 
のほとりに ル 商い 樹木が わろ。 が 上 じけ 构 なの 巧が な 


な 巧 か峭巧 


4 ク 1 


つ y ゐろ 。その 下のと こ スじ鉛 概知尝 にして 二 一二の お 
化が 地 岡み ひろげ 乂 何が.^ かが' 奴して ゐ る。 

わ わた 一^しい 啡お內 のなかが 化 V じ 派つ ゐ る。 砲 
稱 やど ふ A さの 巧が 絡 W なく 閒 えろ 0 
巧 和 元年 五 パた U のク 刻。 

乂 n のと ころ じぶつ ス 、一人の 巧 ホが 巧ら かじな 螺 
も喃 らして ゐる〇 それと 化 ハに なが トーろ 0 
本 巧の な 巧、 本 多 上が 介ぶ 純が 二人の 化 番の路 北に 
愧 々のが 化夺洩 して ゐろ 〇 1 人の 胳 十： け 化に 巧に 跨 
つて おり、 I う】 人の ボもホ 巧に 乘 らうと し スゐる 0 
正 純では、 巧 殿は なぐ じ 岡 山の ご陳 所へ。 (と 一人の 阮 

もじ いん〕 

帖ムー 巧知 化る。 ごを。 

(化ぐ におで 化け ホる 0〕 

正 純 (t う 一人の 縣ム じ) 巧敝 はがが 股に 見參の 上、 こ 
の 「詔附 J を 巧々 じ、 わ 手 彼し： 卜 さい。 

胁 ムニ 承知いた した。 ご 化。 

(と、 がい ス馳 だまろ 〇 これと 巧 ど 引 逆 ひじを からが 

巧 一が な 入つ て 化ろ。 そし 乂お 純に 〇〕 

が 巧 一 只今 池 W 巧贼巧 様から わ 化 ホで ございます。 

お 純む じ。 巧 贼蜡か .b おが ホ—. ないで わ 通し 中せ。 

(が 巧 I、 おつて おがず ろ。 つ いて 池 W の 化 ホが 謀 


かれ 這 入つて 來る 0〕 

冗 純 お 化 ひごち 勞で ござる。 して 武藏守 殿の ご 口上は。 

化 E の 使を 手前が たの 人數 河を 渡 b 天神 橋の ほと 〇 まで 
が 出したい 結稱 じご ざいます お、 お 指阔を 仰ぎ ま ゐれと 
ま 人からの 申附 けで ございます。 

正 純 (地 陶备 案じ ス〕 成程。 至極の ご 分別。 併し】 應大 
御所 樣じ申 上げます からし ばらく わ控へ 下さい。 

(正 純け 上手の 天幕の 中に 這 入つて いつたが、 またな 
ぐ U 出て 來て 巧を にを へろ。〕 

ぶ 純 大御所 様 か、 b も わ 許し お 化ました。 早速を の お 手 
邸を おと b 下さい 0 

化 円の 化 巧 承知いた しました。 

(化を をいで 去ろ 〇〕 

(と、 遠くで 烈しい 砲 躍と 共に 関の 躍が 閒 ぇる 0〕 

正 純 (さつと なつて 构 なの 兵に •间 ひ〕 物な の 者、 先手の 
模様は？ 

构 化の 兵 砲煙と 人馬の 砂煙に さまたげられて、 しかとは 
判じ かわます か、 味方 か 勝 色で ございます。 

お 純では こもらの 旗が 進み出し たか。 

的な の 巧 はい。 越 前 家の ご 陣と覺 ぇます。 白 吹貫に 二つ 
引を 輔の 棋即 •かずい {敵 巧の 方に 挪 進んで を b まず。 

正紳 (地閒 み 案じながら) して、 越 前 家の 進軍の 乃 巧は。 


492 


を别化 崎坡 


物 化の 兵 仙 波 口から 黒 門の 方へ 雪崩を うつて 巧 寄せて 
を 〇 ます 0 

•山 純な じ、 仙 波 口から 黑 門へ。 (地-岡 か. お離し〕 眞 
化かけ てを るのは 越 前を のご陣 だけ か。 

物な の 丘 ハ いえ {、南の 方じ當 つて、 一一 藍 傘の 上 じ 鳥 毛 
をつ け、 中 じ 金の 切 裂つ けたる 馬 印の 突進す る樣 か、 夕日 
を 浴びて きら^^^と わけても 目立つて 巧え てを 〇 ます。 
正 純う む、 それ こそ 水 野 日向ず' が 馬 巧。 さす おは 日向 殿 
ぢ や。 して 岡 山 口の 樣モ はどう だ 0 
物ぶ の 兵が 伊 殿の ご 陣と覺 しく > 赤 俯の 一陽 お稻荷 堂の 
前面に て 敵と 烈しく わた ^ もつてを ります。 

正 純 まだ 勝負は 決しない か。 

物ぶ の 兵 はい。 勝を の 程は：： いや-^ 前 旧 筑前守 殿の 
手の者 •か 構を ひから 突き か、， りました。 敵は 狼 おの 様子 
じて、 旗 や 馬 印 お ホ 巧左往 にお 亂 いたして を ゎます。 も 
れ ちれ 城 方は おる まじ 城門を さして 退を 始めました。 

正 純では 巧 巧は 直ぐ 追撃 じ 移つたら うな。 

物見の 兵 岡 山 口 も 天 王 寺 口 も 味方は 一齊 じを めか、 b ま 

した。 中に も 化 手の 一隊は も 「一二の 丸の 柳の じ亂 入した 

模樣 にな 受けられます。 

正 純 めでたい-^。 なほ 灿斷な < な 張って をれ。 

(軍み 二が けいって ホて 正 純に。〕 


巧 お 二 お 渡ず 樣 がわ 越し じな ^ ました。 

正 純な じ、 父上が り 

(本を 化 化ず お 倍が 道 入つて 來 ろ。〕 

正 純 父上、 巧 方 勝利で ございます ぞ〇 
冗 信 うん、 この 旗色な. ば 城の 落 もる のも閒 ももるまい 0 
大御所 も さぞ ご 滿足じ 思 召さう。 時に 巧々 で 御， な 扮 たい 
廣が ぁつて 急いで 渗 つた。 

正 純 何 かご 巧談 でも。 

(正 信うな づく〇 正 純‘ 正 倍 も 案内して 上手の 岐 おの 
中 じけいろ 0〕 

がみ 一二が けいつて かろ。 そして おがに 取み ぐ。 レ 
取 兵 一二 申 上げます 。只今 巧 崎 化 利 {寸樣 がわ 化で ございま 

なが 一 旧 羽 殿の わ 使者 か。 

軍 巧 一二 いえ {•ご 肖み じ わ 越しで ございます 0 
なな 一 これへ ご案內 申せ。 

軍兵 一二 はつ。 (とおつ て 去ろ〕 

(巧 崎 おのず 成 正が けいつて ホろ。〕 

な 僚 一 巧の 殿 じは ょうこそ 0 

なお 二 面々 の ご おおは 何 か 火急の ご W 事で も。 

戍正巧 入つて わ 願 ひ 中したい 節 もつて 推參 いたした。 大 
御所 様 じ わが 巧が 願 ひたい。 


が 峭お 
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なを 一巧つて ござろ 化し 只今 化 渡 殿と ご 密談 中です か 
ら ，しば. -T  く お控へ 丫 さい。 

成 化 巧知いた した 0 

(が お、 ぶ： 止に 化化备 ず、 めろ。) 

なが 一 邮中 とて 巧 略の 巧は お 荷し 下さい 0 
戍出 それは お 冗の ことで ござる。 

C みお！！ がないで 口い つて 化る 〇) 

恥 巧 四 前 W 筑前ザ 殿から ご 急がで ございます。 

な餘 111 ないで これへ。 

(带巧 四、 巧つて 退く。 まもなく 前 W の 化 巧 乂リ來 る。〕 
が W の 化 ホ 詳し < は 「書 附」 をな て 中 上げます が、 當家 
の 人數黑 門口ょ b なめ 入 b、 S の 丸を 乘取〇 ましたから 
巧ん へず お知らせいた します。 

なが 一二 いや、 それは お 手柄。 早速 大御所 樣じ中 上げる で 
ござらう。 お 化 ひご 巧勞で ござつた。 

前 W の 化 あでは ご 化を 蒙ります。 (去ろ〕 

(なが 一二、 卜： ずの 峻骆の 中に 道 入つて けく。) 

ぶ お (御-ことの やうに) もう S の 丸が 落 もたの か 0 

(が 巧 おがまた な 入つ て おる 〇〕 

が 巧 五 藤 堂が みず 巧から わ 化 おで ございます。 

化が 一 なじ、 和 おが 般 から。 的 様 これへ。 

(が-おお 、巧つ- 乂 退く  〇引逛 ひに 松 平の 化 ホが けいつ 


ス來ろ 0) 

藤 堂の 使 あ 追つ け お 泉 巧罷〇 出で ます か、 取 もへ ず 「書 
附」 をな て ご 披露いた します。 何卒 ご 上覽じ お供へ 下さ 
います やう C (と 害 附も差 出す〕 

藉條！  畏 つて ござる。 (と 書 脚み 受取つて 典へ けいろ〕 
おお 凹 貴殿は お 巧れ で ござらう。 馬を 化 ませて おいでな 
さい 0 

藤 堂の 使 あ 辱う ござる。 (次へ 去ろ) 

(と、 突然 樹上の 构 巧の 兵が 叫ぶ。 レ 
巧 おの おや あ、 二の丸 もまた 落 もました。 

成 正 (さつと なつて) なに、 二の丸 も 0 
的 見の 兵 巧 入つた のは 何れの 手 かを かには み ぃませぬ 
が、 二の丸の あた b から 黒煙が もう {とか 上つて をり 
ます 0 

なが 二 先手は な もつ かせず •ひた 狎 しじ 巧して ゐる とぶ 
える。 (联條 四の ホを とらへ〕 ち 凹 巧 愉快で ござるな。 
お條凹 かう やす/ \ 腺 つとは 思 ひませんで したな。 (11 
人手 おとつ ス 渡ぶ〕 

(その 間にな 僚の 一と 一二が ■随じ 巧ろ 〇 と、 越 前が の 臨 
んが岐 おの 側近く 巧み 乘リ つけて 來ろ 0〕 

が やの 化 あが 平 己 河 巧の 陣 所から 罷り越しました。 

なが 二 わ 化 者 大儀で ござる。 
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ず 卿 J; 崎 巧 


(松 やの 使を け 巧から 下りる と、 殺に 結びつけて 來わ 
二つの 巧 糊み 取つて 兹 なに 渡ず。〕 

ぬ やの 化を この 巧 級を 大御所 様の お 參じわ 供へ 下さい。 
な條四 早馬を がての ご 披露は 大將 軍の 巧 級と なぇます 
な 0 

おやの 使を ご 推 おの 通ゎで ござる。 手前の 陣中では 朝 か 
らの手 合せに 一一 一千 六ち 餘級打 巧り ましたが、 この 二つは 
別けて も あ もる もの かお あへ ず わ 目 じかけ る 巧 第で ござ 
る。 こちらは 御宿 越 前 巧 政 友、 こもらは 眞田ホ 衞門お 幸 
村の 首級で ござる。 

成 把 なに、 眞 凹を 討 おつた と 申します か。 

松 やの 使 あか 何にも。 手前 乃の 西 お 仁ホ衞 門が 討が り ま 
した 0 

なな 二 大御所 樣か らお 訊 わが あるか もしれ ません。 ご 同 
道 下さい。 

(なが 二け を 柿 も 抱へ て 使を とおに 奧 じけいろ 0〕 

藉條 一二 昨日は 木が 長 門、 薄 お 単 人、 後藤 义お衞 が 討 化い 

たし、 今日は また 名 じ 負ふ眞 旧、 御宿 お討たれ ては 城で 

は 最早 人な しで ございますな。 

な條一 殊に 己の 丸、 一一の ホ も 崎つた 上からは 落城は 目 郁 

で ござる。 (成 正に〕 化 巧 巧 殿、 ご 同慶の おで ござるな 0 

成 正 某は 少しも 接しく ござらね。 


海な 一二 これは 出 羽 殿の お 言葉と も 斑え ませぬ。 味方の 勝 
利が 貴殿には 喜ばしくない とかされる のか。 

ぶ 正 されば、 今日は 某 後 控へじ 置かれました から、 明 口 
こそは 是非とも ホ陣を 承は 〇、 一 働 さを とを じを 〇 まし 
たに、 越 前 家を 始めと して 先手の 面々 にさう 功を をせ し 
めら れ ては 某の 働く ところが なくなつ てし まひました。 
それ か殘 念で たまゎ ませぬ。 

な 僚 凹 そこ もとはい つもながら 負けず 撫 ひで ござる 
な 0 

成 正 もム 、腕が 啤 る。 腿の 肉が びりく する。 

な 僚 巧の 殿、 さう ちせ る ことは も b ますまい 。いくさは 
これが 終りと いふでは なし、 また 巧を を 立てる ょい 時節 
もち b ませう 0 

成 正 も、、 胸が.： P かつく、 某は これで お 暇いた します。 

(不滿 さう に 立ろ かけろ 0) 

籍像 一二 大御所 樣じお 目通りは？  • 

成 正 眞 巧' が 巧に、 二の丸、 一一 一の 丸が 落ちた ともつ ては、 
もう 先陣の 願 ひも 無用 じ なつた。 こ、 じゐて 他人の 手 •柄 
顔ス 巧ち 話を 聞く ことは、 某 じけ 堪 へられ ませぬ。 拙 
者はこのま、立歸りますから、 大御一^へょろしくわ化 
へて さい。 

(拒ぶ 元氣 なく がつて 巧く。〕 


みおが 峭坂 


が 5 


(砲 巧が 殷 々として 脚 る 〇〕 

(巧が 的扯 のみが 桃から 擠リ 下りる 0〕 

の 站のお 本丸 じ 火が か、 ^ ました 0 
おが 一 なじ、 本丸 じ。 

な愤二 わう、 もの 物 おい 煙は どう だ。 

なが 一: では、 なぐ じご 前へ。 

なが S いや、 大御 かこ もらへ お成りで ございます。 
(家 旅 口 本 夕化渡 父子、 な 化 院幾傅 その他，^ おへて ぉ 
て 化ろ 0) 

で 純 (ム 地ム さ、 うに〕 も、、 燃える、 燃える。 

正た 不ぷ とうた はれた 巧 城 も、 今日 限り じ 落城と さまり 
ました。 一同 わ兽 びを 中し 上げます。 

(化み ゐる L のみな ぶ糜 じが 儀み ずろ。 を 巧 口し にら 
く 無. けの ま、 燃え 上ろ 城み V つス なて ゐ たが、 ふと 落 
淚 ずろ 〇〕 

正 純 大御所が じは ご落淚 を！ 

ぶが 巧が 胸 じ 迫つ てが はず 淚を 落した。 

正な わ 巧 方 勝利の 巧 巧に ご落淚 はむ 得 かわます。 

ぶが ゆるせ。 をが 惩か つた。 併しを も 年を とつた の。 も 

のがを ぢ つと 如て ゐ ると、 秀賴 につかは した 孫 女の こと 

おおじ か、 い 出した の だ。 擬い だ 化とは 中し なおら 千姬 

ももの 火の 中で 化て るの かとおう たら、 不欄 じな つたの 


だ 0 

發が (今； 史の やうに〕 お、、 さう 申せば 千姫 君 •がご 城內 
じ お ゐでぢ や。 城の おちぬ ホ じ 姬君樣 だけ お迎へ 申さな 

つ て よ I 

正な いや、 そのごむ 痛は ご 無用に ございます 0 

あなな じ氣遣 ひない と 申す か。 

正 信 某の 手の者を 域て 城内に 入れて おさまし たから、 追 
つけが を拔け 化で、 姬巧を こもらに わ 伴 ひ 申す で ござい 
ませう 0 

誤 傅 いつもながら お 渡 殿は 何事に もぬ か 〇 が ございませ 

ん な。 

(軍兵 六が 這 入つて 來 ろ。) 

巧 お 六 佐 渡ず 樣に申 上げます。 南部 左 門と 申す もの •お 
円述 b を 願 ひを ります。 

正 信 お^、 それ こそ 城み じ 入れて わいた おびのを。 直ち 
じこれ へ 0 

巧 共 六 はつ。 (とおつ. 乂 おる) 

(南部ぶ 巧が 這 入つ X 來ろ 口〕 

お 信 左 門、 首尾ょう いつた か。 

ぶ 門 殿、 殘 念に ございます。 

に 信 なじ、 では 御簾 中を お 伴な ひ 中さない のか。 

ぶけ 申訣 けが ございませぬ 。役は お言附 けの 通ゎ 刑 部 卿 
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を 巧 出 崎 坂 


の 局と 力を 合は せて お落し 申さう と 謀りました か、 關東 
ガの 人質を 逃して はならぬ と 淀 殿が 少しも お 側を 離れ ま 
せんので、 何とも 手の てし やう おございません でした。 
ぷ康 その 橫樣 では お 城の まぎは じは、 余を 怨沁餘 〇 必ず 
姫を さいなむ でもら ミ。 

正 純 その やうな ことお もつ ては 一大事 ぢ や。 

强傳 直らに 姫君を お あ ひじ 巧く 方は あ 〇 ませぬ か。 今の 
內 ならば まだ 間に 口け むことは ございま すまい。 

を 康姬を 伴ひ參 つた 者には 重い 恩貨を とらせる ぞ。 

正 信 左 門、 その 方い ま 一度 城 中 じ とつて かへ' せ。 

ホの は、 は、。 (といん が臀 込みの 樣モ) 

(と、 乂 いなろ 爆聲つ け ざまに 巧え ろ 0〕 

幕條一 も、、 天守に 义の 手が—. 

煞傳 こ b や 寸刻 も綺踩 がな b ませね。 あ、、 誰か 城 中に 
煎 入る 勇 ± はもり ませね か。 

正 純を 軍 じ 觸れを 出し ませう か。 

ホ 門 併し 何を 申す もちの 猛火では。 

(そのが 岐黨 0 蔭から 突が 巧 巧 成 正が 走り出ろ。) 

戍正 その 化 ひは 何卒 某に 仰せつ け 下さい。 

慕馈 一二 も、 化 羽 守 腹？ まだ そこに おゐで ござつ たの 

か 0 

成 正 いや、 お 城の お喜びを 言上す る 招め、 途中から とつ 


て 返しました 0 

正 純 して、 只今の 話は お 聞 さで ござる か。 

成 正 あらまし わ 次で 伺 ひました。 

正 信では、 巧 殿は ちの 猛火を 冒して 城內 から ご 簾 中を お 
救 ひ 出し 中し ます か。 

成 正 某 •生命の あろ 限 〇 は 略 おお 伴 ひ 中し ます。 

を糜 うむ、 その 乃 じ 申しつ ける。 早く 巧け。 恩 贊は留 み 
じ まかせろ。 

成 正 はつ 0 ( とわ 巧け してな ぐ 立 上ろ) 

ぷ廉 いや、 待て。 

成 正は つ。 

を糜 をの 方は まだ 濁み であつた の。 

成 正は いり 

を 巧な 事 その 巧が 巧け 出したら 、姫は その 方の 妻 じが .b 
せる ぞ〇 

成 正 あ 難う 存じます。 

(と、 煎 烏の やうに 化け 化して 行く 0 1 同 わと 在 姑 送 
ろ 〇〕 

—— お —— 

第二 靡 

を 名から 宮へ 化ろ がの 中、 舞を I 而が 03 •が。 がみ 


なお 川 巧' 巧 
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祕のぶか.1，なむおで、 お薄じもるの^^前半みピけでわ 

ろ 0 

中央に 乂 をな 帆が がわる 〇 それに 化み 巧んだ、 眞扫 
い、 火 さな 帆が めど 舞な み中斷 ずる >u ど I がに 張られ 
て ゐる〇 その 巧みに’ けじめは 船 や、； 一の そに じ 立つ 
て ゐスご 叱の 姑 お U まろで 化えない。 

兩侧の 船 •ヘリに け 也 わいて 巧の お古 染 化いた 岐 なが 
化つて わろ 〇 帆の 削側 とうし スに 触な へ 通す るが 降 口 
がんろ。 舶の外 口ず ベて お。 

问じ 年の 巧。 化 正け 舶 ベリの 欄に 倚つ てうつ とりと 海 
姑 ゐろ 。爾 願に かなり 火 さな 乂 傑の 跡が もろ 巧 側 
じ乂帖 邮 で 一 限み 火つた 松 川 洒六郞 が 跪い^ ゐろ 。船 
の t にけ 人が がな ブーな い〇た V 千な の 鳴く 聲が閒 之る I 
だけ でんる 0 

化： 化 おの 眺めは またが 別 だな。 

が 六郎 ひろ としてょ いむ 持で ございます 0 
化. 化 のうじ 履んで ぶえ るのは もれは 何處 だ。 

地- バ邮 さやう でございます 。何 處に當 ります かな。 どう 

もず 前す 策ので ございまして。 

が. ル さう ち —— だ お、 姬 巧を 守護して々 H この 海を 渡 
うとは 巧は なかつ た。  一 
相-パ 邱 黄く 巧が のを 時を 口 心 ふと 夢の やうで ございます 0 一 


巧 冗 その 方は もの 巧ょ く 倒いて くれたな。 併し 眼を やら 
れて氣 の霉な ことを いたした。 

源 六が い、 え、 これし をの 手 偽。 殿 樣のお 働 さじ 比べて 
はお 恥し うご ざいます。 —— 巧 化 梅の 前までは たしかに 
お伴いた したので すが、 燃えさ かる 猛火と 黑 煙の ためじ、 
殿様の わを をな 化 ひました とさは ぎょつ といたし まし 
た 0 

ぶ亞 そのげ 余は まつしぐ じ 猛义を 突を がけて 巧つ たの 
だ。 併し 構の 向う の おおの かげに 千姬 おがを らうとは 思 
はなかつた。 その やうに ザく 姬 巧を 救 ひ 出せる とは われ 
なから 思つて ゐ なかつ た。 

源 六が 殿様が、 姬 巧を おな ひ 中して お歸 りじな つた 畔は 
餘〇の 神速に 手前 ども さへ 信ぜられない 化で ございまし 
た 0 

巧 正 それ じ 面も變 つて ゐ たからな。 併し 皆の もの じいは 
れ るまでは’ 傾の ことは 少しも 氣 がつかな かつた。 氣お 
張つて ゐ たせ ゐ だな。 

(突然 船底の ホから 疎が しい 聲が閒 える。〕 

成 正 (さつと なつて〕 もの 騒ぎは 何 だ。 

源 六. 桃 巧 子ども お 何 か 巧を はじめた のか もしれ ません。 

化正姬 おおを もる のじむな い 舟 子ども だ。 源六郎 、な 
ぐじ參 つて 巧鎭 めえ。 


くが 


ず 巧 お姆坂 


お六郞 宴り ました。 

(お 六郎 をいで 船底へ 下ろ。) 

(と、 納 のぶから 千姬づ をの 茶道が 二人 やつ^ 來ろ 0〕 
を 道】 化 巧ず さまには こもら じわゐ でで ございました 
か 0 

(成 正 默つス 稍 おがに 二人の ホ 在 振 りかへ る。) 

お 道 二 手前 どもは 殿樣じ もや かりたい と 存じまして お 探 
し 中して を 〇 ました 0 
成 正 なじ、 余 にちや かりたい。 

あ 道 二 さやう でございます。 义の 中へ 飛 这んで 姫君を お 
おひ 申すな どと いふ ことは、 わ 伽のを 紙 じ も 滅多 じない 
趣向で ございます。 それを 殿樣 はやす {とお 果たし 遊 
ばした のです から 手前 どもは をく 膽を つぶして しま ひま 
した。 をれ には どの やうな 祕法 おございます もの か、 ど 
うか 手前 ども じ わを へを 願 ひたいと 巧 じまして。 

成 正 (かし お 意に なつて) は、、、 何の 祕法 ももる もの 

か。 た 义の中 じ 飛込んだ まで だ。 

あ 道 一 ところ' がその 飛 注む と 中す の おを 易の ことでは ご 

ざいません 0 

ぶ 正 それな 以 その 方た もももう 少し 强く なつたら ょいで 

はむ いか 〇 は、、、 0 

茶道 一 こわは 恐れ入 〇 ました 0 


茶道 二 併し 武勇 勝れた 方は 數多 くご ざいます •か、 胺餘の 
やう じは で やかな 方は ございますまい 〇 やれ 隔ヶ嶽 のと 
本檐 の、 どこそこの 一駱討 ものと 申しましても、 隘樣の 
華やか さじは 巧び ません。 まづ 美しい 姬 巧を おお ひ 中す 0 
つ ごいて 姬 巧を 臀 護して 駿 おへ お 屈け 申す。 それから や 
おて 御臺樣 として お迎へ 申す 〇 いや、 巧と して これ W 上 
の お 報は ございますまい。 

お 逆 一 へ、、、。 手前 も 殿樣の やう じな 〇 たい もので ご 
ざいます 0 

戍正控 へろ。 

茶 巧 一 へえ。 

成 正 言葉 お過ぎる ぞ 。その 芳 なぞ か 余と 同じ じな わると 
おふか。 

茶道 一 へえ、 これは {とんだ 不調法を 中 上げました 0 
どうか 平 じわ卷 しを 0 

(貼 底から また 騒々 しい 聲が聞 ろ 0〕 

成 正 (いふくむ つ i して〕 え、、 またしても 〇 何とい 
ふ 船頭 ども だ。 

(さう いひ 拾て、、 戍 正け 荒々 しくが おへ 赃け 下ろ 0〕 

茶道 一 (U を 化して〕 いや、 なんとい ふ お 人 だ。 

茶を 二 姫 おを わ 救 ひ 申した ことを みじかけ て、 いや じが 
張 b 散らし ますな 0 


な-巧 化が 巧 


が 9 


お 巧 一 徘 しもれ だけの ことを して ゐ ると、 誰に したつて 
つい 御が 感じ なりたかる ものです ょ。 

あぶ 二 です か あの 顔では ど、 っも..： 

茶进】 あんな おのと ころへ お 輿入れ 遊ばす のでして は、 
をく 姬 巧が •かわ 氣の谱 でございますな。 

おな 二 (細の みみ 化て) しつ。 (わしな みろ〕 

(モ姬 U 刑 部 卿の：：！ その他, f 化へ て ぉて 來ろ 0〕 

刑 部 卿の W 姬が 操、 かう して 廣い 海を わ眺ん 遊ばします 
と、 幾 かかわ 氣鞍お 散 じ ませう。 

で 姬 (無音〕 

刑が 卿の W 姬お 様’ さう ふさいで ばかり わゐで 遊ばし ま 
しては、 わか‘ b だ じ 降ります 。(ふと.：： 麻 如な 又〕 そら、 
ご隨 遊ばし ませ、 円 烏が 帆柱 じと ま 〇 ました、 おム 、ま 
た 煎んで 巧つ てし まひました。 

(i、 抓- 阳で邸 おしい 碟が閒 i ろ 0〕 

刑 部 卿の W 騒 おしい。 何 誰で ございまず。 

あ 迫 一 (她の ホ在眺 みながら〕 何 か 船頭 どもが いさか ひ 

をいた してを る やうて ご ぞいます 0 
あぷ二 (W が U からが おみな ながら〕 いや、 山 羽ず さま 
お 船 郎を化 b つけて をる ので ございます。 

刑が 卿の W 近 ごろ 化 羽が さまは 何ぞ とい ふとな ぐ わ 叱り 
じむる やうです か、 船の こと なぞは か 子 じ わ 化せに なつ 


ておいたら ょろし か b さうな もので ございますな 0 
茶道 一 さやう でございます 0 

(と、 本夕や 八が 化 刻が 無言の ま、 術に を 釋 して 貼 底 
へ迎リ 巧け ろ。 間もなく 騒 ざが 止んで しま ふ 0〕 

あ 道 二 お、、 すつ か 〇 騒ぎ お 治まつ てし まひました。 
あな 一 わ 若い のじ 平八郞 様は 實じ 見上げた お 裁 さやう で 
ございますな 0 
千姬今 こ、 を 通つ たのは？ 

刑 部 卿の 局 本 多 ぞ八郞 お 刻 殿で ございます。 當桑 あの ご 
城主 美 嫂 守の ご 摘 子で、 四天王の ご 一人 平 八 郞忠勝 殿に 
はわ 孫に 當る 方で ございます。 この 海を 渡 〇 ます 時は い 
つも 察る の 藩主 お 船を 爲立 てること になつ てを 〇 ますの 
で、 今 H は擊 護の 爲じ巧 おいたし てを るので ございまて 
千姫 わん、 さう であつ たか 0 

刑 部 卿の 局 平八郞 殿は この もたり のこと じは 詳しい かと 
存じます。 お呼び 遊ばして 地理を お 訊 わ 遊ばして はか 何 
で ございませう 〇化 お與の もる こと、 存じます 〇了齊 ど 
の、 大薛 なおら 平八郎 殿を。 

茶道 一 畏 りました。 (をいで み 降口备 降つて 巧く〕 

(間 t なく 本夕や 八郞忠 刻が 茶ぶ とおに やつて 來て手 
みつかへ ミ) 

化 刻 おなで ございま すか。. 


目 0 け 


守 羽 お 崎 坂 


刑 部 卿の 时 妾た もは ± 地不案 巧で ございます から、.  あな 
た 機から 姬お へこの もた 〇の贵 色を お物語り 遊ばして 戴 
きたう ございます 0 

化 刻 何の ご用 かとを じましたら、 おやす いこと で ござい 
ます。 では お話し 申 上げ ませう。 まづ この 桑 巧から 宮へ 
の 渡は ホく から ございま すので、 なから あづまへ 下り ま 
すじは 必ず こ、 を 通， りました もので ご ぞいます。 業 平 朝 
巧の 伊勢 物語に も 化て を b ますく らゐ 巧を な 渡で ござい 
ます。 この間が セ 里 も 〇 ますと ころから 俗 じ セ 里の 渡と 
中し ます かまた 間遠の 渡と も 申します。 ホ 歌に 「巧 明の 
月じ閒 遠の 渡しで 里 じ 急 おね 巧の 舟人」 なぞ 中して ござ 
います お、 こ、 は 巧 も 艇か通 ひます。 ご 魔 遊ばし ませ、 
向う じ 商い 樓 がな つてを b ます。 巧は もの 楷 じびが は ひ 
〇 ますの て 格別 景色が ょろしう ございま すか、 それ お ま 
た 船人には をの 目 じる しじなる ので ございます。 

刑 部 卿の 村 平八郞 殿の わ 話を 聞いて をり ますと 旅の 憂さ 

を 忘れて しま ひます。 もな たさ まの やうな お 方と 道中を 

いたしましたら さぞ 面白い ことで ございませうな 0 

化 刻 どういたしまして、 拙者は 至つて 無骨 巧で ございま 

すから お 巧手 なぞは とても かな ひません。 

刑 部 卿の 口 ほんに この 渡 だけでなく 、すっと 驗 おまで お 

供 遊ばす のでしたら、 どんなによ いかしれ ません のに。 


化 刻 いえ'-^、 ご擊護 じは 武勇 勝れた 化の ザ隘 がわ & で 
のこと ゆを、 拙者の やうな ホ 熟 岩の 出る ところでは ござ 
いません。 

刑 部 卿の 问併 しご 道中は 武勇 ばか 〇 でもな。 

化 刻 (言葉み そらして〕 た r 今の 化を ご 案み 中し ませ 
う。 向う じ 遠く 霞んで 見えます のが 志 摩の 四の 山. 身で ご 
ざいます 。それから この 巧 當じ當 つて —— こ、 ではょ く 
巧え ません —— どうか こちらへ お 廻 〇シ願 ひたう 巧 じ ま 
す。 (帆の 向う側に 迴ろ —— この 邊が 一一 化ヶ 浦に むつ 
てを ります 0 が 勢の 大廟は その 右のと ころで ございます 0 
( 一 同化 刻に 化つ X 帆の 向う じけいろ。 棘な 堆虛〇 と、 
巧 お 姑 降 U か ら お 川 源 六 郞 が 血 相 を 變 へ て 飛 お し て 化 
る。 つ》 いて 一二せ な •お 糖が を ひかけ て來て それみ 化み 
ろ。〕 

なお 衞 これ、 控 へませ ねか。 おへ ませれ かとい ふの じ。 

源 六が い、 や、 ご 家を さまの 仰せでは ございま f か：.. 
(摘 振 切つて 巧 かう とする〕 

悠巧衞 ホ 事の ご 場所です ぞ 、お 憤し みなさい。 

おみが い、 え、 決して 殺 巧は いたしません。 た ごす かじ 
いたして やる だけです。 さう して われ 等の む 持が どうい 
ふ もの か 思 ひ 知らして やる だけて す。 

お 兵 橘 その やうな ことを したら 楼 の 役 じ もろ 腺様 じど 


がれ 山げ お 


001 


の やうな ごを 强 かか、 らう もしれ 3 せぬ。 お控 へな さ L 

と.：：：. す こ 0 

巧六郞 化し もの 本み なは-り みの 美貌を 寶物 じして‘ 婦女 
での 慨む をな はう とすろ 武± の 風上に も おけ ぬれです。 
不 きになつたら：： 

巧巧釉 これ o(i、 ぇた 化み ろ〕 

巧六邮 いや、 それば か 〇 ではない。 殿 おお 指 岡を なさる 
と、 彼は むじ 船 巧を そ、 のかして ゎ言附 けに 巧 かせ、 自 
みお その 問 じは いつて おを を 巧ょうと する 卑怯者です。 
一稅瞄 •ん槪 巧た もとい さか ひを なさる なぞと 中す 事は い 
つじ もない ことでは ございませ むか 〇 それに も 係 はらず 
もの やうな ことを 遊ばした のは、 突が もの 平 八郎ね おも 
〇 はれた か てす 。そしても のの つべ b した 顔と さかし 
>1， の 辯り とみ 振 撒いて ホいた からです 〇口 黒な 殿樣 かい 
らい .I， し 出す のは ご 無理では ございません。 壁 譲は 隘樣 
ご 一人て こ L.' 足ろ じ、 もの 小が が.... 

おみ 槪 いや、 それは 廻は b 氣と いふ もの、 こ、 の 渡しは 

いつも 木み ぶで 祇を爲 立てる 慣例に なつて ゐる こと ゆ 

系、 かして 腺の わ 役り を邪强 する ものでは あ 〇 ませぬ。 

巧 六 化では、 ご 家を おじ 柯 ひます お、 もな た 様は】 體殿 

のごぷ おで ございま すか。 殿よ b みのおが 幅を さかして 

ゐても ご 恥 巧とは おなしません か。 


なみ 商 拙者 はたご 事な かれ かしと 願 ふ ばか bo 踐 がへ 姫 
君を お 送 b 申す じは， まだ 半み の 道の 〇 しか 參 つて をら 
ぬのじ、 途中 じ 事 おもつて は、 姬 おじ 對 しても、 また 殿 
じと つても 一大事では ござられ か。 たぐ 何事 もな いのお 
馬聲と 申す もの 0 

お六郎 その やうな お夸 だから ネ多 じして やられる ので 
す。 あの 小 伴は 女の むを 捕へ ろ 事 か 巧み ゆ是 、その やう 
じして ゐ ると 彼は お 奉の 捜を 奪 ふ ばかり か、 つ ひじは 姬 
巧を も 奪 ひか わません 0 

なみ 衞 いや、 その やうな 氣遺 ひは ない。 大御所 様が 殿に 
お 約束な すつ たことは 天下 周知の こと ゆる、 本义 殿が い 
かなる 御仁で もらう とも それを 漬 へす やうな 大 それた こ 
とは 出來 ますまい。 こもらは た r 落着いて をれば よい ま 
での こと、 必ずと もじせ いては な 〇 ません。 

源六郞 併し 落着いて ゐ よと 仰せ あつても、 傍 じち、 いふ 
卑劣な 巧かゐ ては：： 

な兵输 源六郞 殿、 たか ご セ 里の 渡し。 た ごを の 間の 辛抱 
では ござらぬ か。 本 タク 殿 とても 賊 から 光 さはよ もや 供奉 
はなさい ますまい。 こ、 は 大事のと ころです から 十み 愼 
しまなくて はな 〇 ません。 殿は それでな くつて さへ 逸り 
氣のお 方 ゆる、 その もとお 傍から もせつて は* どの やう 
な ことじな らう も 知れません 〇わ控 へなさい 。おおへ な 
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さい 0 

(と、 そこへ 成 正が けいつ て 巧ろ 0) 

戍正 瓶六郎 、そこにを つた か。 

お六郎 はい、 何 かご 用で ございまし たか。 

戍正 船頭 ども じ 釣 毕の闲 意を 申附 けえ。 

源六郎 はち。 

戍正姬 君の お慰み じ 釣を ご覽 じんれ ょうと 思 ふの だ。 
源々 郞 なるほど、 をれ はょ いご 趣向で ございます 。急が 
む 旅で ございま すから 船中の お慰み じは これに 越した お 
催しは ございません。 實は 先程から 殿様を 室 置いて、 ち 
の 本ぶ 殿 お 姬君樣 の わ ffl 手を してを るのを 見る と、 む 外 
でた まりませんでした か、 これで やう やく 胸が 落着 さま 
した 0 

成 正 は、、 〇氣 じと める 程の ことは ない お、 彼 ひとり か 
さか しらの 辯 口を 振つ てを ると、 何となく 余は 物 知らず 
の やう じ 見えて 心苦しい から、 ふと 思 ひついた までの こ 

とだ 0 

源 六 郞ご尤 でございます。 T 度 風' がな <な りました から 

絲を 垂れます じは 好都合で ございます。 では 直ぐ じ申附 

ける で ございませう 0 

(源 六が、 〔か 降 口から 随リて 行く 0〕 

戍正 愁兵衞 、その 方は 先程 か .L， 默 つてを る お、 釣は 不同 


意 か。 

なお 衞 いえ/ \ 、結構な お催しと 存じて を ゎます。 併し 

巧 正 併し、 何ぢ や。 

胺お衞 もま 〇 わせ さじなら ぬ 方が ょろしい やうに 考 へら 
れ ます 0 

成 正う わ、 む 得て をる。 心得て をる 0 

(と、 あ刻がホに立つて案内しながら〇-つておろ。 モ 
姫 その他の もの t それにつ いて U いつて 來ろ 0〕 

忠刻 もれが 木曾川の 河口で ございます。 こちら か納 四川、 
向う じ 見えます の お庄巧 W の 落 口で ございます 〇 もれを 
過ぎます と 間もなく 営へ お猜 さで ございます。 

刑 部 卿の 巧 大儀で ございました。 わ腾 でと ころの 地理 じ 
詳しくな りました U 

化 刻 わ 言葉で 痛み 人り ます。 

(と、 戍 正がず、 みおろ 0〕 

成 正 申 上げます。 赌の 中では 姬お樣 さぞ ご 無聊と 存ぜら 
れ ます。 釣な どご 薦遊 ばされ ては か 何で ございませう。 

刑 部 卿の 村 なるほど それは ょい わ 慰みで ございます 〇早 
速 お 申附け 下さいます やう。 

ぶ 正を 知いた しました。 

(成 把、 なお 衍 にさ、 やく 〇 なみ 衞 がに 家臣に さ、 や 


守の f じ 巧が 
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く〇 ぶに 去る 0〕 

刑 部 卿の W この あた b では どうい ふ お •かとれ ますな。 

ぶ 化 さやう でございます 〇こ のちた 卜 では：： (とけい 
つむが、 巧つて おがい へみい〕 

化 刻 (すぐに もとみを けて〕 こ、 は內 海で ございま すか 
ら 、大 さい 化は とれません か、 やから、 あいなめ、 もぬ 
侧 など おか、 つて ま ます。 

(洒 六郞 U が 巧に おを 夺 何み も 持た ぜて 上つて 化ろ 0 
そし ス それ 知 成 化 や、 化 刻 やその 化の t のじ サ けろ 〇) 
お 巧】 どうか 手前 じ も 釣らせて 戴 さます。 

(おな までが 釣 をん 手 じして、 何人 か 一-が ベリから 絲 
也 巧れ る〕 

おな 一 や、 引いて ゐ ます ぞ 。もつ、 妍を とられて しまつ 
た 0 

(と、 化 刻 U 沉ぐ一 化 釣り わげ る 0〕 

茶ぶ 二 わ、 や八郞 様は もう お 釣 上げ じな b ましたな。 ぶ 

^^むもぬ觸でございますな〇 

(忠刻 U ホみ 巧れ ろと なぐに また か、 つて 來 る〕 

おぶ 二 いや、 また お 釣 〇 じな 〇 ましたな 〇 どうもち ざ や 

かなこと でございますな 0 

(つ i, いて、 化の I 、 二人 も 釣 上げる〕 

おぶ 一 むいました ぞ 、のりました ぞ 。手前 もこん な大さ 


なのを 釣 ぃました。 (と •ぶが ぴら かし 乍ら •成 正に〕 
化の 巧 さま も 何 かお 釣り上げ じな 〇 ました か。 

(成 亞口白 ザ だけが 釣れない ので いら {して ゐ わが 
それにけ をへ ないで 無言の ま、 釣 場合 磬 へる。 その 間 
Lit を 刻け まわ 數 巧み 釣り上げる 0) 

(源 力が I 毕み 下ろして ゐ わが、 さつ ばり 釣れない ので 
も だつて ゐ ろと、 偶々】 尾 か、 つたので 手早く 华 のま 
ま それ も 成 正に 渡ブ 。が 圧 じ 急いでを も 引上げる 0〕 
茶道 二 出の がさ まも お 釣 〇 上げに なりました な。 や も、 
妙な 魚です な。 口が 己寸も あゎます な。 何とい ふ 魚で せ 
う。 

化 刻 (了は その 巧 ル 厕も釣 上げ わが、 それみ ぶる とが 冷笑 
のじ〕 それが 「矢 がら」 です 〇こム の 海 じは ざら じを る 
をて す。 

刑 部 卿の 巧 平八郞 殿の お 釣 b じな つたのは 小關で ござい 
ます か。 實 じな 事む お 手際で ございますな 0 

(千姬 けけ じめ からを 刻の ホに かりなて ゐ たが、 餘リ 
じ 上ずに 釣ろ のでい ょ-'^ 站 とれて ゐる 0〕 

千が 同じ 闽な のじ どうして あ^ょく 釣れる ので もら、 つ 0 
刑な 卿の 府 を < 不思該 なやう でございますな 0 
化 刻 恐れ入 〇 ます 〇 ( ふと 帆枉 なお 上げ ス〕 お- > 、ちの 
帆柱の 上 じ 円 鳥' が 止つ てを 〇 ます。 一つが 落して お 目 じ 


604 


ホの 出 崎 坂 


かけ ませう。 (なかの 近臣に〕 半ち を 持て。 

(近に なぐに 半け み 持つ て 來ろ〇 お 刻な もがろ と 円 烏 
が 船の 上に 落ち 乂 かる) 

刑 部 卿の 巧 も ざ やか {、本 當に 平八趾 殿は 何事 もご堪 
能で ございますな。 

成 正 (それ もな ろと) あ、、 釣は 駄口 だ〇某 も 白鳥を が 
て わ 目に かけ ませう 。半弓を。 

(源 六郞 度つて 退く) 

茶逛一 ち^、 風. がまた 化て 來ま した。 釣は 止め じいた し 
ませう 0 

(一同 釣み 止めろ。 その 巧に 源 六郞は 半弓 私 持つて 來 
る〕 

成 正 止つて をる 鳥て は 興 •かご ざいません 〇 某は 飛鳥を が 
止め ませう 0 

(成 正け 巧 中の 飛鳥 も 化つて 矢 も かつ 0 併し 當ら ない) 
源六郞 お、、 もう 少しのと ころだつた。 殘 念な ことを し 

ましたな り 

成 正 (みし いらだつ。 ふと 帆が も见 上げる とむ おが ゐろ一 

お、、 また 帆 巧の 上に 円 鳥 •が 一羽 止った。 平 八郞駿 、貴 

殿 おが 落す か、 某 かが 落す か* もれを 二人 同時 じ、 がよ 

うでは ござら わか 0 

化 刻 (競 爭も化 巧 けられる とかつ て、 机 興 乾しながら} な 


る ほど それは 面白う ございます 〇 ではむ 手 並を 拜 なし ま 
ホう り 

刑 部 卿の： 5 これは また 一段と 興が ございますな。 

(二人と-^ 緊張しながら 巧みし L! 一ろ 〇 併し どちらも .U 
重し 乂 巧る にた 也 かたない 〇 なみ 居ろ L の-.; .お 唾 も か 
んで 注視して ゐ ろ。 と •突が 二人け あんど 同じ 隣 間に 
切つて 放ず。〕 

あを 一 も、 鳥が 落ちた。 

茶を 二 どなた 様の 夕 かもたり ました。 

(を 泣 等 おけ ス巧 つて 帆の かう 側に 蒋ち たな 也 ねつて 
おろ。) 

茶 迸 二 白い 巧の 矢が さ、 つてを ります。 

(成 正け それを 闽 くと 無を さう に 半 jo も 拾 V" 、 しよ 
ム 〇 1 同け じめ ス忠刻 0 か 止々 たこと むかる〕 

戍正 (いふく わ だつて、 化 刻に) 見事の お 腕 まへ、 感服 
化り ました。 その お 腕前では 無 かし 劍道も ご 熟練で ござ 
らう 〇某お 手のう もを 拜化 したう ござる。 

忠刻 仰せでは ござ b ます か* 船中の こと ゆる ごかを 蒙 〇 
ます 0 

戍 正では 本 多 殿は お迹げ なさる となえ ますな。 

悠み衞 (先刻からは 正の いらだつ ス もろの 私ぶ て 也 化し 
てゐ たが 端り かれ VO 殿 •腹。 (と、 袖 也 ひかへ ろ〕 
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ぶ 正 え、 ぅるさい 〇控 へて をれ。 

刑 部 卿の W (ぶ： ル 私れ かし ス やれと いム 腹で) 平八郎 殿、 
おやぃ 遊ばして はか 何で ございます 0 
化剑 しかし 姬 がの ご 前では。 

で妮 いえ'-^、 を も そなたの 手 ホ かなたぅ ございます。 
化刘 では、 ご 化を 蒙りまして。 (近 倩-し) 木 刃を。 

(巧 巧 U 木刀，^ 巧つて かろ。 二人 試を 杏 始める。 成 正 
U やがて 忠 刻の 木刀 打ち落し ス 、しわ、 か ル 手 も 打 
つ。 今 化に か リロまん まと 脾 ちわ ほぜ わので 火い じ钻 
なにな ろ 〇〕 

千姬 (ム とか 刻の 手 巧から 化が 流れて ゐ ろの 备 ぶて〕 平 
八 郎グ巧 巧を してを る。 局、 すく じ手當 を。 

刑が 卿の W 巧ぃ ました。 (か跑 し やる〕 

千姫 ホ八郎 •傷口 お痛み ませぬ か。 

化 刻 い、 え'  さした ろ ことは ございません。 

千姬 巧ぐ じかむ をした 巧 •かょい。 妾 も 部 おじ 戻 b まぞ つ。 

(で姬 け 腰元 ホ 古 述れて 仙の ホへ 巧く。 つ》 い 忠刻 

I それ/くちろ 〇〕 

(化 正け け じみ ス .U かの 腕ん 一 なぜろ ことが 出が たの 

で， 化か--， 何 かわ 昔 葉が わると ぶつて ゐ たのに、 化 刻 

にだけ 言萊知 肌つ たま、 巧ぐ ホつ てし 支つ たので、 得 
なの 色 t あち 削 文て しま ム〇 そして 前 i リ も一府 巧し 


い不 をが 胸に 製つて がろ。) 

源 六 化 (むら-^ \ としてを つと 立 上る〕 

なお 衞 また 輕 はずみな。 

お六郞 併し 本 多の 小げ じだけ お 言葉を 腺つて、 殿 じは 一 
言の ご會釋 もない とは！ 

敕兵衞 その もと なぞの 差 出る ところでは をい。 しづ ま 〇 
ませぬ か。 

源六郞 (しぶ--^ と) は、 はい。 

(おみ 衞 け 試合の が 成 正が 傍に わいた 刀 もとつて、 無 
音の ま、 渡ず 0) 

(戍正 ~ 'まわ 無 首の ま、 刀 も 受け取ろ。 成 正の 眼 じけ 
熱い 淚 がた まつて ゐろ 0) 

巧 正 (力なく) 今日は 何故 こんなを をして しまつた の だ。 
な兵衞 殿、 お 氣遣ひ 遊ばす ことは ございません。 殿は 大 
御所 樣 から 確かな お 言葉を をつ てを るので ございます。 
大御所 様の お 言葉 じご 違 巧は ございま せんから •どうか 
わむ を大 をく お 持 も 下さいます やう。 

(成 正默 てう かづく、 と. 贴が 港に けいつ むらしく 
がみから 清 船のを 阅が嗚 ろ。〕 

源み 郞 も、 船 おついた らしい。 

(と •火 さな 帆が 去り {と 下ろされて、 舶の ホがず 
つかり 兄ぇ ろ やう じなる。 その 向う じ 宵の 港町が 見ぇ 
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る〇そ して 加のと ころに 千 姬と忠 刻と が 港の 方 も 見な 
がら 後向きに 立つ てゐる 0〕 

(戍 正け それを 見ろ とむ つと ずる 〇魅 巧衞 が袖备 ひか 
へる。 やがて 成 正け そこに ゐた 、まれない ので， 無言 
のま、 をに 船底へ 跑け 下りる。) 

— 幕 — 

第ー ニ 幕 
第一 場 

較府 城内の 小さな 茶 座敷。 前け 庭。 前の なから 餘リ H 
数の たつて ゐ ないかの 日。 午後の うら、 かな ホが 室の 
なかに 差し込んで ゐろ〇 

家康 け千姬 じあみ たて、 賞つて おんで & る。 

表 向を の 場合と 遙 つて、 かう して 奧で 茶，^ 啜つて ゐ 
る 時け、 を康 とて 家庭の ロハの わ 祖父さん でを る 0 そし 
X 千 姬け思 切つて わ 祖父さん じかへ ろ 巧 おで わる。 

家 お い、 時候 ぢ やな。 お、 •百舌 か 鳴いて をる。 

千姫 お 祖父 さま、 また 臟狩じ お 化かけ でございます か。 

あお 近いう ちじ 出掛けよう。 少し 外 じ 化ない とみ 瞳 じよ 

くないから わ。 時 じ お まへの 氣薛 病は どうした。 近巧大 

みよい やう だな。 

千が はい'  この頃は すつ かわよ くな わました。 


ぶ おそれは 何ょ 〇 だ。 一時は わし もむ 邸して ゐ た。 
(腰元が けいつて 來ス手 もつかへ るり) 

家 康何ぢ や。 

腰 一 冗 巧 時化の 巧樣 かお 越しで ございます。 

家 巧 (みし 困つた 様子で〕 なじ、 出 羽か參 つた？ 
腰元は い。 

千姬お 祖父 さま •お會 ひになる ので ございま すか。 

あ 巧 さう だ やな。 

千姫 會 つたら またもの 話を なさる ので ございませう？ 
おお それで 態々 來 たので もらう から、 しないと いふ 訣じ 
も ゆくまい 0 

千姫で も、 妾は もの お 話は 不を 知で ございます。 

み 旗 (困つた 額 もしながら、 腰元に〕 兎 じ 巧 あちら じ 待 
たして おけり 
腰元 畏〇 ました。 

(腰 一 冗 去る。〕 

を お 姫、 そなたは そんな じ 化 羽 か 嫌 ひか。 

千姬 はい、 離 ひで ございます。 

泉 度 酷い からか。 

千姬 い え、 それは そんなに も 思 ひません 0 
を康 それなら ょいでは ないか 0 

千姬 でも、 化のは 强 がらう とする からい やで ございます。 


ホ 刊化巧 巧 
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を 巧 今の 世の中では 强 いのは 何ょりでは ないか。 

千妪 その 癖强 •がる ほどは 腕が 化來 てを 〇 ません。 

糸が いや、 そんな ことは もるまい 0 
千が い、 え、 本當 のこと で こぞ、 ます。 この間 下向の 折 
で ございました。 桑 あの 海を 渡ります ろ 間 じ、 船の 上で 
いろ--- の 武術を いたしました か、 出 羽は さつ ば 〇 腕が 
さえて をり ません。 

み 巧 もの 舆じ 限つて そんな 常は ない と 思 ふが。 

千啦 でも 魚を 釣 〇 ましても。 

ぶな をが 釣れむ くつても 武 丈の 恥じは ならない さ。 

千姬 それから 内 鳥を 射 損じたり、 試合 じを たない 手を つ 
かひました bo 

ぶ康 そんな じ 色々 のこと を やつた のか。 

卞姬 本を 平八郎 おを つた ものです から、 巧 羽は やつ さと 
なつて 平 八郞じ 色々 のこと を 中 込 わの て ご ぞいます。 

が 巧 ぅん、 化 おお 嫉が したの だ や。 鬥分獨 ゎで わ まへ を 

i して 來 たのに 横 合から 美しい 平 八郞が ほた ので もせ 

〇 化した の だ。 

千が もんな こま 八 \ した‘ 落着の ない 人は 武± らしく ご 

ざいません 。妾は 嫌 ひで ごさいます 0 

ぶ お いや* さう とつて は 可 おさう だ。 化のと しては た* 

お まへ じ 腕が 見せたかった の だら う。 


千姫 それなら 落 巧のと をで もう 十み 分つて をる ではん り 
ません か 0 

家废 分つ てを つても、 己は もつ と强 いとい ふこと を、 男 
は ホの 前に 出る と 兎角 見せた かる もの だ。 わし じしても 
若い 時分 じは 覺ぇお ぁるょ。 

千姫 だつて 白鳥 さへ 射 落せな くつて は 聞 目では ございま 
せんか。 

を お 恐らく もせつて ゐ たの だら う。 平生 腕の もる もので 
もさう いふ 時と いふと、 すつ か b 調子 かなつ てし まふ も 
の だ。 併し その 爲 めに 出 巧は 腕 お 鈍い とか、 落着を がな 
いと かいふの はむ やゎが なさ 過ぎる。 

千姬わ 祖父 さまは 大府巧 羽の かたを わ もも 遊ばし ますこ 
と 0 

家が いや、 かたを 持つ 訣 ではない が、 その 爲 めじ 化 羽 お 
いや だと もるなら、 それは そなたの 思 ひ 違 ひだから、 ひ 
とと ほ 〇 言 ひ 解いた まで だ。 ど うぢ や 旧 巧のと ころ じ豫 
入つて やらむ か。 

千姬 いやで ございます 0 

家 お そんな 我儘を いつては 閑る ではない か。 

千姬 我儘な のは お 祖父 さまの 方で ございます 0 

家废 何故 わしが 我儘 だ や。 

千姬 さう では ございま せんか。 祖父 さまは ご 円みの 戲ひ 
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ホ 羽化 峭巧 


の 都を で、 妾を もちら へ お 嫁に やつたり、 こもらへ たつ 
た 〇 .勝手な ことを なさる では ございませ ねか。 

ぶ 庚 (少しうる たへ ろ) 

千姬 世の中 じ まぐ らゐ 不幸な 女は ございません。 まだ 物 
むつく かつ かねう ちじ、 た r お 祖父 さまの ご 都を 一つの 
爲 めに 大阪 の內府 さまのと ころ じ わ 嫁に やら わて しま 
ひ、 大阪が 落ちる ち 今度は 今まで じな たこと も 間いた 
こと もない 人のと ころ じ 嫁入を せえ なんて* こんな ひど 
いこと' が も 〇 ませう か 0( ヒス テリ ヵルに なく〕 

を康 おい。 さう 泣を 化して は 閑る ではない か。 

で姬 妾は こんな 話を 聞く 化なら いつそが 城のと さ •城 方 
の 人と 一 緖じ燒 化んで 了つた 方が 增 しで ございました。 
家康 そんな 無茶な ことを。 

千 泥 妾は わ 祖父 さまの 策略の 進物に なつて'  ももら こち 
ら貨 はれて ホく のはい やで ございます。 

を糜 いや、 決して そんな ことは ない。 そなたの みの 上を 
案じて む酣 して ゐ るの だ。 どうしても そなた' がいや だと 

あれば 爲方 もない が、 併し 化のは 顔 こそ 醜い お 今時 じは 

珍しい 武勇の 勝れた 若 まだ ぞ。 

千姬 い、 え. 何とい はれても 妾は いやで ございます 0 

家康 では 改めて 訊く が、 そなたを 大阪 のが 內 から おひ 化 
したのは 誰 だ 0 


千妪 化ので ございます。 

家が それなら 化 則は そなたの いのちの 恩人では ないか。 

千姫 それは 申される まで もな くょ く 巧 じて を b ます。 

を康 をれ なら その 扮 人のと こ. < 'じいつて やる の お 道では 
ないか。 

千が お 祖父 さまの わ 言葉で ございます おお 人には な 人 じ 
對 する 道. 力 もる ろと おひます。 いくら 樹を 巧け た 如ら と 
いつて 妻 じむら なけ わ ばなら ない 義理は ない と 巧 じ ま 
チ。 若し おを 受けた 人には 妻 じなら むければ ならない の 
でしたら、 女は いくつ からだが もつ VI」 も 足りません。 

をが どうも 若い もの じは 理窟では かなは ない の。 併し わ 
L は そなたを やる と 約束した の だ。 

千姬お 祖父 さまは わ約柬 をな すつても 妾は そんな 約が は 
いたしません。 本 當じわ 祖父 さまは 氣 ザで ございます。 
妾に 一 こと 聞いて からで も遲 くは なかつ たでは ございま 
せわ か。 

おな どうも わ姬は 手に おへない な。 日本 六十 餘州 をの 命 
じ 服 さむ ものは そなた 一人 だけ だ。 

千姬 お 祖父 さまは そんな ことを 仰し やつて また 巧す ので 
ご ぞいます か 0 

ぶが いや •もう 止めた {0 そなた おそんな じい やなら、 
實 はわし とても 强 ひて やゎたい 訣 ではない の だ。 


巧 巧が 巧 巧 
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千姬 それなら けじめ からさう 仰し やれば ょろしう ござい 
ますの じ。 

ぶが 巧は な。 W 羽 かそな たを 救 ひじ 旧 かける 時、 お まへ 
を娶じ やる といつ たけれ ど > むの 中では お まへ を やる つ 
も 甘は なかつ たの だ。 俳し その 化の ことを いつて わいて 
やら わと、 何しろ 猛义を 口して 敵中へ 飛を むの だから- 
な か < 木當 じは おひ 出して 來 ないから な。 

千 お まも、 では わ 祖父 さまは はじめから 嘘を ついて おゐ 
でな すつ たのです か。 

东化 嘘と いふ 訣 ではない が、 元氣 をつ けて おいて やつた 
の だ。 

で姬 お 祖父 さま おそんな おむなら、 妾は いつそ 出 巧のと 
ころへ いつて や b ませう かしら 0 

家 化 (々しう ス たへ 乍ら〕 なじ、 ゆく。 

千が え、 もん まりもの 人 か 巧な さう です もの。 

ぶ 化 わ まへ、 本當じ ゆく 氣 か。 

千姬 いつても い、 んで すけむ ど、 どうも；： (す ひふ ど 

む) 

ぶが どうも、 どうしたの だ 0 

干 姫 (おつ ス恥 しさう じ 街み 隱 ず) 

ぶ 化は、、^、 外 じ 嫁 さたい 人で ももる のか 0 

千 化 (い がみ 摄しス しえ ム) 


家惦 をして それは 誰 だ。 

千姬 (がみ 陰した ま、 化し さう じき、 とれの おの ル聲て 
何 かいふ) 

あ康 なじ、 少しも みらない ではない か。 もつ とはつ さり 
....(あらかた 察し ス〕 は^、、‘ うん， もの 平八郞 だな、 
もの 小げ なら 巧 程 わ まへの がさ さうな 男 だ。 さう いふ 意 
中の もの •かあつて は、 こ 〇 や 巧 羽のと ころ じ ゆかぬ 當 だ。 
(間〕 ところで 出 羽 お ホ 程から 待つ てを ろが 何とか 挨が 
をして やらねば なるまい。 併し どうも 弱つ たな。 

(お糜 け々 し 思案して ゐ たが 間もなく 手み わ、 く。) 

(腰 ホが 巧て 來 る。〕 

を旗崇 傅を これへ 呼べ。 

(履 元畏 つて 退く。) 

(間 t なく 金 地院崇 傅が けいつて 來ろ 0) 

巧 ル 傅 わ 召しで ございま すか。 

をが 崇傳 ，困つ たこと お出 來 たょ 0 

祟 傅 何事 お巧來 いたしました 0 

を 巧 段は の、 そち も 知つて ゐる 通り、 出 羽 守 じ お 姫を や 
る 約 ホを いたして ある お、 姫は どうしても 行く のはい や 
ぢ やとい ふの だ 0 

嶺傳 はい 

家な ところ かお 巧が 今日 やつて 來 てを るの だ。 岀 巧は 無 
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論 くれえ とい ふで もらう し、 お姬 はい やぢ やとい ふの だ 
から‘ 余は 今度と L ふ 今度は ほと/、 弱つ たち 關ヶ 原、 
大阪陣 W 來の 苦戦 _ら やわい。 は ム^、。 そこで そ もを 巧， 
ん だの だ お 何 かち 案は ないかの。 

祟 傅 さやう でございますな。 

を康 兎に角 余は 病 氣の體 にして をち 代つて 會 つて くれ。 
崇傳畏 りました。 

あ康 をち のこと だから 何 かよい 思案が も るても らう 0 
崇傳 はい。 嘟 嗟の ことで こざいます から、 これと いつて 
何もを びません お、 併し 化 羽 酸は ご 承知の 通り 一本 氣の 
ご 仁で ございま すから、 それだけ じ 話よ い樣 にが ぜられ 
ます 0 

を康 では その 方よ いやう じは からつて くれ。 

祟 度を 知いた しました。 

第二 場 

同じく 城內表 座が の】 室。 出の {寸 成 正が ひとり ほ つれ 

んと 坐つ てゐ る。 前 じあ 菜な どが おいても る。 

おくして 崇傳 がけいつて 來 ろ。 

崇傅 これは これは 出 羽 殿には ようこそ お越しな された 0 

いつも ご 健勝で 恐悅 申します。 

戍 正崇傳 長老 じ もお變 わなく  •大慶 じ 存じます 0 


崇傳 さて 大御所 樣 おわ 目に か、 る 答で ございま すか、 一一 
一二 日來ご 不快に 渡らせられ ますから、 ご 用談で したら 愚 
僧まで お 傅へ 下さい。 お 巧みぎ 申し上げ ませう。 

成 正 (少し 困つ たとい ム がで) なじ、 大 御！^ じは ごす 
例 1 餘 程ご棄 態で ご ぞいます るか。 

崇傳 いや‘ さした る こと も ございま せんが、 御 引 館 b 中 
じご ざいます 0 

成 正 少しも 巧 じを りませんで： •.度は この間 ご 加 おじ 巧 
りました から、 わ禮を 言上いた したいと 罷〇 山で ました 
やうな み煞 じご ざいます。 

崇傳 をれ は ご 念の 入つた 事。 大御所 様へは 御 化が の 趣 お 
僧から 篤と 申 上げる で ございませう 。をれ はさう と、 そ 
こもとの 大阪 表の お 働 さは 目醒 ましい ことで ございまし 
たな。 ご 加 封は こ b や當然 のこと でございます。 

成 正 いえ {、お化しう ございます。 とさ じ 長老は 乂舆 
の 事 じついて は 萬 ご 承知の 儀と を じます から わ 訪わ申 上 
げ ますが、 手前 方に おを ましても それ 用意 もこ ぞい 
ますから、 姬若 はいつ 巧 お下しが 成ります るか 前 て 
をつ て おさた うご ざいます。 

崇傳 (みしと にけ て〕 姫君！ 姫君と 仰せられ ますと。 

成 正 千姬 君の ことで ございます。 某 じ 賜る と 大阪陣 の 折 
大御所 樣 お仰せられました 。その 席 じは 長を もたし かお 


巧对化 巧が 
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ゐ で！^ あつたと なじて を ゎます 0 
撰俾 あ、、 あの ことで ござる か、 それなら そこ もとのと 
ころ じ 旣じわ 化 ひお參 つた 當 とむ おます か。 

成 正 いえ--^、 何の お 化 ひも 何の ご 沙汰 も ございません。 
巧が はて、 それは 何とした 手 落で もらう。 篤と 巧 調べさ 
せる で ございませう 0 

成 正 (みし 不 {かさう じ) その お 化の 極 こ V て 泉ろ 訣 じは 
まゐゎ ませれ か 0 

お俾 まだ ご 巧 じで なく ば おがから わ傳へ 申し ませう。 そ 
れ はか やうで ござる。 中 上げる まで もな く. 千姬 君は 大 
阪巧 がが の ご 簾 中ゆ哀 •紫 おとと もじ 內が樣 御 他が のを 
は、 巧 約. こ氣鞍 じて ご 氣分お 隙れ ませね。 これは 姬お様 
として ご飽理 のない こと、 巧 じます 。ところが このごろ 
: あじ 巧が 校の ご 巧 福を お 祈 〇 遊ばす ためじ、 髮をお 下ろ 
し 遊ばした いとの 仰せで ございます。 

ぶ 正 むじ、 巧 君になる と 仰せら わます か。 

,$ さやう、 巧々 愚が の もと じ わ 越しな つて、 黒 髮をわ 

醜 もじなる ことじを つてを ゎます 。そのこと かま だ そこ 

もとへは お 傅へ がして ございませれ か〇 これは 何とい ふ 

手む か 〇 む。 

ぶ 止 そわは まことで ございま すか 0 

お 化 おが-か 何し じ僞を 中し ませう。 


戍 正では 姬 君を 賜は る ことは：； 

累傳 只今 申 上げました 樣な夕 第で ございま すから •どう 
かお 節め 下さいます ょう。 

成 正 (みしむ つと して 貴め る やうに〕 併し 大御所 樣は大 
阪陣 のみぎ 〇 確に 某 じ 賜は ると 仰せ 遊ばされました。 

祟懂 それは 仰せなさい ました お、 如何に 大御所 樣のご 威 
勢ても、 彿道 じは いると 御意 もる ものを、 無 巧 じ も 引 止 
めて お 輿 入を 强 ふるとい ふ款 じは まゐ〇 ません。 

成 正 お 言葉では ございます お、 匹夫 野人の 申す こと、 は 
違 ひ、 天下の しめく、 〇 を 遊ばします 大御所 樣の 仰せ 
じ、 ご 違 巧 かもつて は ご 政道の 表 か 何かと 存ぜら わます。 

撰 傅 一應 ごちの 仰せでは ござる •か、 內お 様の 菩提を お 巧 
ひ 遊ばす とい ふ ものを、 强 ひて 他 じ緣組 おさせ 申す こと 
は 無道の ことかと なぜら れ ます。 なる 程 一な わ 約 おはな 
さいました もの、、 人倫の 上ょ h 巧て 不倫と 思 召す とさ 
は、 わが 消し じが 成る 方 お、 これ こそ 却つ て 政道を しろ 
しめす 乃のと るぺを 道では ございますまい か。 

成 正 (言 ひつ まろ) 

毙傳 (ホら かに) いや、 これは 表 向 さの 理窟と 中す もの 0 
そこ もとの ご 胸中を わ 祭し いたし ますと まことに お氣の 
毒 じ 存じます。 併し 外の こと、 は 違 ひ、 姬 おお 佛の 道に 
はいる ことで ございま すから、 どうか 快く ご 承引が 願 ひ 
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ず 羽 曲埼坂 


たう ございます 0 
成 正 (豐 口〕 

裝 傳事實 そこ もと じ對 しては 何とも 中訣 のない 踐で ござ 
います。 大御所 樣じ 於ても 決しても だ じは 思な して をら 
れ ますまい。 この間 二 萬 石 ご 加 封 じがを つたの も 恐らく 
その 邊の急 巧 合 ひもを まれて をる ものと 拜 察されます 
お、 巧 第 じょり ましては、 なほ 大御所 操へ 愚僧から わむ 
のう もを ご 傳達申 上げる で ございませう。 

成 里 いや、 この 上の ご 加 封は々 じ 過ぎます。 それは ご 蹄 
退 申 上げます 。(かしげけ ス〕 とさ じ 長老、 巧 ごろ 卒爾の 
お 願 ひで ござる お、 某 貴僧の 金 地院へ 何が な 寄進を いた 
したいと 存じます 。お受け 下さい ませう か。 

织性 それは ご 奇特な わ 志、 何なりと 巧 約いた します 0 
成正恭 うご ざろ ではを めへ ず黃 をの 燭黨 一對游 進いた 
します。 なほく さ わがめ いたした いと 存じます •が、 
その 代 〇 曲げて 某の お 願 ひお聽 入れが 願 ひたう ございま 

す 0 

お 傅 して、 願 ひと 仰せ もる のは。 

成 比 (巧 而 日に) 贵 僧の わは から ひじ ょつて、 何 ぞ姬が 

を 某 じ 賜は る やう わと りなし か 願 ひたう ございます。 

堤傳 (化と なつて〕 化 羽 守 どの。 たぐ 今の 仰せは そ b や 

ご 本む でございます か。 


戍正 (かしわ わて、 崇 傅み 巧る) 

巧 傑 (頭から 成 正 も 腿へ つけ i うと. し乂) 化 巧 守 どのと 
も あらう わ 巧 かその やうな ことを むさ’ れて はおな じか、 
り ませ ねん。 を じ 御 寄進の 志は 綺 いか、 たじ 今の ご 一言 
によつ て そこ もとの 胸中 グ 見えす をました 0 海 進に こと 
よせ、 拙 僧を 籠絡して 姬 おを 乞 ひ 受けよう とは 巧 ましい 
お考で ござる。 贿 おじよ つて 愚僧が 動く とお 巧 さわろ か。 
成 正 (わ、 盛い こと 知い つたと ぶふと、 念じ. が 也ず さつ 
て〕 これは 不調法を いたしました 〇長 をの 手前を ん瞄ら 
ず 卑劣な をを 口を 〇 ました 段、 平 じ、 平 じご 巧 化 下さい。 
崇傳 (成 正のを 縮した の 知ぶ ろと〕 いや、 ただ そこ もと 
じご： 化 意を 中 上げた までの こと。 わ 手を わ 上げ 下さい。 
そわでは こもら お痛み 入 〇 ます 0 
成 出 あ'、、 むが、 就れ て.-,. 

絮傳 ごむ 中は お 察しいた します。 

面。)  . 

巧 正 一 突が ひたと 手备 つい ス) をを、 拙 あは 今 どうした 
ら よろしい もの か、 わ 慈悲には どうか それを おな へ 下さ 

、口 

絮傻敎 へよ とは。 

戍正 長 おこみて〕 只今は 無 験な ことを 中し まして 中 諮 
けが ご V」 いません 。併し 某は 姫の ことか 節め されない の 
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です。 そむで もの やうな ことを 中し ました お、 あれは を 
く 不調 化で ございました。 W 後け 临お愼 みませう。 就 さ 
•ましては どうした 姬がグ 挺を わ. 下ろし 遊げ す ことを お 
止 〇 じな ろか、 どうしたら がの 豚 ひグ叶 ひます か、 どう 
かそ ゎを わなへ 下さい。 今と なつて はた r お老じ わす か 
りすろ ょ 4 外に 道 かご ざいません。 架は 無骨 おで 禮をわ 
を まへ ません から、 どうわ 願 ひして ょろしい のかみ ^ ま 
せんが、 たぐ おつて をる 迦 りを もりの ま、 中 上げます。 
どうか おを の徳 をな て 某を わ 救 ひ •下さいぶ と をん つく〕 
錢 (阳 つて〕 化し それは：： 

化 冗 大御所 機の 仰せの ない 前は 何とん 思つ てを 〇 ません 
でした か、 腿は ると いふ ご 一言を：：？ ひまして からは、 ど 
うしても 姬が のこと お忘れら わません。 をれ からと いふ 
ものは ぶは た 姫 おの ことの 伸は 何にも 增へ ないやう じ 
なりました。 がが、 拙者は 姫が を わ 救 ひ 山し 中す 爲 めに 
は 义の中 じ 飛 注んで 巧 さました。 (が おし) これ ご轄で 

さい。 このな は その 的 巧け た 火 偽で ございます。 い、 え、 

これは かして 巧を いひ 立てる のでは ございません 〇 拙者 

のむ の 巧 か 中 上げろ ので ございます。 それだけ じ姬 おの 

ことは、 谦ル ろと 仰せ ‘b れて も、 巧 じは どうしても 謙め 

をれ ません。 巧を •どうか この も はれな むを わ 巧みと b 

下す つて、 が じご 助 九 下さい 0 


诞樓 (蟹 日〕 

成 正 長を が 义の中 じ 飛込めと いへ ば乂の 中に も 飛 泣ん ま 
す。 水の 中に も 這 入 〇 ます。 どんな 苦しい ことで も* 姫 
のな めなら 巧して 厭 ひは いたしません。 實は 拙者は 今 ま 
で縣 人の ことで こんなに いのち おけ じな つたこと はたご 
の 一度 も ご ぞいません。 拙を か爲窃 じな 〇 ますのは た 公 
戰場じ 化た 哼 ばか 〇 でございます。 それ お 今度 ばか 〇 は、 
わ' 恥し い 巧 第です か裝寐 にも 忘れられない のです。 かや 
らな ことを 中し ま L たら、 人は さぞ 笑 ふで ございませ 
う。 併し おは 恥 も 外聞 も 恐れません。 た ご 姫を 賜は さ 
へ 十れば.... 

巧 傅 わむ のう もは 十分 分つて を b ます お、 これは どうも 
愚 おの 力 じは 及びません。 それ じ そこ もとお そわ 程 懸命 
にお 的 心 ひじな つてを ると しても、 姬 君は ご 他 巧 遊ばされ 
た內府 さまの かじ おむかが かぬ 時は、 巧 巧の ご 婚儀 も不 
緣 じなぃ はいたし ますまい か。 その 邊も 篤と お考 になつ 
てがるべ さやう じ 思 はれます。 

成 正 (誓 口)  I 

紫 樓化羽 どの、 これは お 請め じな つた 方 おお 爲で ござい 
ませう。 大御所 樣も略 度 このま、 にはなさい ますまい。 
成 正 (塑 日) 

お 傅 殊じ姬 巧が 他へ お 輿入れ 遊ばす とい ふでは なし、 佛 
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門じ歸 せられる ことお、 その 許に 於ても、 おむ お解ける 
とい ふ もの。 どうか 今までの ことは 裝 とわ 諭め でさい。 
戍 正では 姬 おは 最早 どこへ も お 興 入むな さる やうな こと 
は ござ 0 ませ わか 0 

崇傳尼 若に おな ゎになる 上は その やうな ことは ございま 

せむ。 

戍正 くどい やうで ござる お、 脸度お 輿入れは なさい ます 
まいな。 

紫 傅^み し 恐る しくな つ わが、 さつ ピリと〕 確 じなさい ま 
せね り 

(巧 崎け をみ 巧れ ス獸 がと して ゐろ 0) 

崇傅 (氣の 毒に 思 ひながら も) では、 御 承引 下さいます 
るかり 

巧 正 (蟹 日) 

崇傅 (かぶ ぜ て〕 ご 承引 下さい ますな。 

戍正 (巧し さう じ〕 を 知いた しました 0 

崇傅 それは ょくこ そ お 請め 下さいました 。大御所 樣 、姬 

巧は 申す じ 巧ばず、 黃 泉の 內府 様まで そこ もとを 德 とさ 

れ るで ございませう 0 

ぶ 正 (を まって〕 長を どの、 妮 おは 貴僧のを 地院で 得を 

される ので ございま すか 0 

お傳 さやうて ご ぞいます 0 


巧亞 では、 化 程 申 上げました 揭禀を 改めて 富 おいたした 
うご ざいます 。素ょり 喜 進の むで ございま すから、 これ 
じは 毛頭 巧し いむは 加は つてを り ませね。 どうか わを け 
下さいます やう 0 

崇傳 それは 近頃 ご 奇特な こと。 有難く 受領いた します。 

(崇傳 手 も 鳴らず。 茶道が けいつて 來 る，) 

祟傳申 つけて おいた おが 理 を。 

戍正 折角の おもてなしで ございます •が 今日は ご辭 おいた 
します 0 

崇傳 (茶道に) では、 せめて お茶な と。 

成 正 有難う 存じます が、 氣を おおれ ませぬ から、 こわで 
ご 巧を 蒙 〇 ます。 

(成 正け 崇傳 に 一 廬 して 力なく 座 も 立つ。〕 

(巧 六つ 0 太鼓が、 とんき やうに 蓉く 0〕 

(崇 傅けし'!^ やりたり と 思 ひ 乍ら も氣 のす ま S 面 持 〇) 

骇 

第 四 幕 

巧 巧 出の ホ 牛 込 江 口 邸々 內 。戍 正の 居間 0 
下ずに ホの 間。 室の 向う に緣 がみろ。 辕の先 さは 庭。 
を おじ 本猶の 高を が 驚え てゐ ろ。 化しけ じみけ 室 U 障 
子が 立てを つて わろ から 向う じな 文ない。 
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ホ 和 二が 化 パ 甘 化：：： のかな からかに かけて。 かにけ 雨 
がしと^.^ と 降つ V* ゐろ〇 

近侍が 二 一二 人 わみ の 閒で話 私して ゐ る。 

近侍 一 每日 龄陶 しい ゎ天氣 ですな。 

同 二 ゎ納戶 役の 斷潍 樣お發 ななす つたと かいひます お 本 
當で すか。 

巧ーニ いや、 鼓な もなさい ませうょ。 毎日 こんな 天氣 では、 
とさに 今 口の ご 上 化は どむ た 様で ございます 0 
同一 柳 生 似 馬 守 稼です。 

同 二 では、 千姫 巧が 今日 本 多 家へ お舆 入れになる のじつ 
いて、 またもや お 話 じ おいで じな つたので ございますな。 
同一 さやう かとな じます 0 

同ー ニ いくら ご 別懇の 但棋巧 探が おいで じ なつても、 今度 
のこと ばかりは 般も わを、 入 わじは 相ぶ b ますまい 0 
問 二 さやう でございます とも。 誰 じしろ これは 承知 お出 
來 ません。 整を 下ろして 佛門じ 道 入る から ご緣 組は W 來 

ない とい ふ 口の： 卜 から、 他へ わ與 入れな さると いふ こと 

は、 いくじ， おお 象の 息女で も 餘〇ご 勝手 お過ぎます。 

同； 一一 化し わかけ も ひを なさい ます じしても、 殿と お 約束 

をな すつ た當の 大御所 機 おこの おご 他界なさい ました か 

•レ、 わ 話が しじく ム つて 閑 〇 ますむ。 

同一 そわを またよ いこと じして、 殿の ごあ諾 もない 內に 


本を 家と 話を す、 め、 今日 わ 輿 入む をな さろ とい ふのは、 
餘〇 じご 當家 をない かしろ にした 仕 打では ございませ 
んか D 

同一 二 今日 お與 入れと いふのは 本當 でございます か。 

同一 本當 でございます とも。 お 輿は かが 信 濃 巧 樣 、靑山 
大藏 小輔樣 、お 貝 補は を 藤 對馬巧 様の ご 守護 ださう で ご 
ざいます 0 

同 二 して その わ 道筋は。 

同一 牛 込お附 から 當 邸の 側を 通つ てを 藤が じ 出で、 本 多 
家へ 達する 道順 だと かいふ ことで ございます。 

同一 一一 この わ 邸の 側を 通る ので ございま すか。 をれ はい； 
いょ 當 家を 踏みつけ にした なされ 方で ございますな。 

同一 さう いふ 訣 ではない かもしれ ません が、 お 道順と し 
ては どうして もこ、 を 通らなくて はなゎますまい 0 

同 二 それなら わ 伴 揃 ひの 中 じ 斬り 込んで •お乘 物を 奪 ふ 
には 却つて 屈 党では ございま せんか。 

同一 併し その やうな ことは 上へ ご 謀反な さる こと も 同じ 
ですから、 うかつ じは 出來 ますまい。 それ こそ お 家は 斷 
絶で ございます。 

同 ミ しかし このま、 では 餘 ゎじ 殿 お 0( とわと け 言葉,^ を 
む〕 

同一  さやう でございます 〇雨 役の 方々 も そこのと ころを 
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ごむ 酣じ なつて わゐ での やうて ございます 。それに 化 振 
な樣が 度々 お訪ね じなる の も、 ご 別懇の 殿に お 間違 ひが 
ないやう じと いふ おむ 添へ か •-T かとを ぜ 'b れ ます。 

(家老 己ち な兵衞 がけいつて 化ろ。 お 侍 等一禮 ずろ。) 
想み 衛話 はおへ ません か。 殿の わ 渡 b です ぞ 。なほ 中し 
て おを ますが、 今日は 容易 なられ 日ゆ哀 、殿 樣じ粗 巧の 
ないやう、 わけても むを つけなければ な 〇 ません ぞ〇そ 
れ から ご 酒は 巧 上る と 仰せられても なるたけ 差控 へます 
やう じ 0 

あが 等畏〇 ました。  ‘ 

(成 正が けいつて 化ろ 0〕 

成 正 啊 喉が かわいた。 茶を 持て。 

近侍 二 はつ 〔(と 巧つ y 座 も 立つ〕 

(なみ 衞成 正の 前に 進み や 化 ずろ。) 

なお 衞 今日はが 別の お 慈悲を おし 何事 も ご隱忍 下さい ま 
して、 愁兵衞 た ごく 有難 淚じ くれて 巧ぃ ます。 

成 正 な 馬 お 化に すゐ つたので なければ、 余は こらへ ると 

ころでは ない の だ お：： 

なお 衞 ご尤 でございます 0 

ぶ 正 余 かお ひ 旧した 姫君を 何のげ かり もない 末み づれじ 

おらむ ては 武± の 一々 か 立たむ。 余が 亡 さ 後は 巧 も 巧 も、 

化さて 化に もる 限 〇 は、 姬の乘 物は 一寸たり とも 本 多の 


門 一のへ は乘 入らせ まいと おつて ゐ たが、 外なら む但 馬の 
使では あ 〇、 をち の 切なる 願 ひも あるから、 今日のと こ 
ろは 思 切つて 辛抱いた した。 

胺み衞 今夏な おら 殿の ご党大 、感 佩の かは ございません 0 
成 正し かし 您兵衞 、余は 口惜しい ぞ。 

想 お衞ご 胸中 わ 察し 中し ます 〇 俳し 今は 何事 もわ鎭 まり 
を〇化 馬守樣 のこと でございます か. 1,、 決して 惡 いやう 
じは お取りは から ひは なさい ますまい 0 
戍正 を もさう 借 じて をる。 もう 想痴は 止め じしょう。 
(近侍 二、 あみ 梓つて 化る。) 

成 正 こむ は 何 だ Q (成 正け あみ 一晦 す、 つたが、 なじな つ 
て 茶 脯也あ 侍に 叩 さつけ ろ〕 

近侍 一一 (驚いて 平 化し〕 お 熱 過ぎました か 0 
成 正 熱 過ぎる ことを 承知で その 巧は 持つて 來た のか。 不 
玲 おめ。 

想お衞 (お 巧に〕 何故 その やうむ 巧 巧を なさる の だ。 た 
だ 今 も 申し 聞か だた 許りでは ござら わか 〇 ( 成 正に) 汲み 
かへ させ ませう か 0 
巧 正もう ょい 0 

(家臣が けい': 'て來 ろ。) 

あ臣中 上け ます。 松 川 源六郞 がわ 日逾 りを 願 ひを ります。 
なみ 衞今 日は 殿樣 別して ご疲 巧に わたらせられる 。の：：！ 
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改めて 何が する ょぅ わがへ なさい 0 
ぶに 是非とも々：：！ わり 姐 ゎを 願 ひたいと 切 ゎじ 中して を 

う ••こ 

ぶ： ム では、 こわへ 巧べ り 
あだ はい 0( 型く) 

(お 川 源 六 化が けいつて がろ 0〕 

巧六郎 格別の おなしを なて、 わ目迪 ゎを 仰 付け 下さい ま 
して、 源み 郞 かじと b 有難い 巧な せじを じます 0 
成 出 して 川 事と 中す のは 何 ぢや〇 
巧 六 化 恐 わむ から、 これを ご蹈 下さい ませぅ 0 

(源 六郞 はから 上帮夺 化して がけろ。 近侍の 一人は そ 
れ ，<;<义 取つ スぶ 正に 渡ず。) 

成： ム (-^ ぶ备 化い X 化て) こ 〇 や 血書 ぢ やない か 0 
源 六が はい 0( おしく やがず る〕 

巧 正 何 かこの やぅな ものを 書いた の だ。 

源 六郞お •か 化の わ 願 ひで ございます。 どぅか ご 上簡を 

わ 願 ひ 中し ます 0 

化 出 (謝んで れつた がな に 上 普み 破つて お 六が におげ あ 

ず) ホ じこの やぅな ことを 勸め るとは 不巧 なな ぢや〇 

祗 六 郎 (ム 血 - A たヒ巧が むげ お さ れ た の で 、落淚 も わ 

さへ ながら) では、 わ 願 ひは ご 採 川 じは：： 

化 止 こんな おがの ない ことが 出來 るか。 余は 女 一人の た 


めじ 亂を おこす やうな そんな 淺は かもので はない ぞ 
祗 六が (恐 入つて〕 は、 はい。 (と 恐縮ず ろ) 

が 正 化 棋か來 る 前で をつたら、 余の む も 或は 動いた かも 
知れぬ が、 今は 無用の こと だ。 その 方は を 儀を 恐れず、 
をに 反逆を す^める 不屈な 奴ぢ や。 直 樣手打 じいた すと 
ころ なれ ど 今日は ゆるして つかは す。 追つて 沙 化を する 
か. t, 控 へて をれ。 

(源 六郞な 何 かいけ うとしても. ち {して ゐる 〇〕 

成 正 (お 六郞の 醜い か H 私ぶ ろと 非常に 不 化な 氣 がして 來 
わ 0 で) え ム、 何とい ふ 目が をす ろの だ や。 その 方の や 
うな 醜い 巧は 目 障〇ぢ や。 直に 下 わ。 

おみ 銜 殿の 仰せ ぢ や。 お 下 b なさい。 

(源 ス郞 しも ^ と 去ろ 0〕 

巧 正 續 はしい 血書な どを 持 もくさつて 0( ムと 血書 もい V 
つた 手 も巧ス 、をに 思 おした やうに〕 これ、 す、 ぎを 持 
て 0 

(小姓が 手 杏化ん 水 も 持つて おる。) 

(成 化け 手水 合つ か 口う として、 ル 姓の 持つて 來わル 
盛 じ を 一 か 入れ i うと ブ ると、 ムと自 かの 醜い 致が 班に 
映る 〇成 正にい けう やうない 不 化の 感が 胸に 漲る 〇ず 
ると 彼のが けいふ {恐ろしく ちえて 來 る。 ル 姓け 巧 
正の いら-^ し';^ ゐろ 様子と その 巧ろ しいがん なて 
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守 巧 出時 巧 


は、 一層 わびん てを 巧ん 差かず 手 も わの づ とがへ る 0〕 
成 正 (それみ 見る と) 余 •か 恐い か。 

(ル 姓は 二 旨 も 答 へられない 0〕 

成 正 (直に 氣 おかへ て 想ち 衛 に〕 馈丘 滴、 余と 只今 參つ 
た 源 六郞と いづれ •か 酷い。 

(胺お衞け返事のしやうがないの で も ピ^ し て ゐ 
る。) 

成 正 (を 笑し むがら) は 》 、、〇 これでは 嫌 はれる の も 
無理は ない な。 

(巧み 衞 じけ なほ 返 拳が 巧來 ない 〇) 

成 正 麽兵衞 。余は ふつ、 〇 とお ひ 切つた ぞ 。をの やうな 
醜い もの お 姫の やうな 美しい 女子と 一緖 じなる ことは' 
これは 何として もす 釣合 ぢ や。 余は 姫を 思 ふ ほど 姫の 爲 
めじ 爲 合せを はかつて やらなければ ならない。 何 ごと も 
姫の 爲めぢ や。 余は 喜んで 肅 めょう 0 
なみ 衞 その お 言葉を 姫君が わ 聞を 遊ばしたら どの やうに 

思 召し ませ ミ。 您兵 衞落淚 をいた しました ぶ 巧 もふく〕 

(間。〕 

成 正 (ぇた おひ 出した やうに〕 併し かう いふ 顔に なつた 

の も！ 

な兵衛 殿、 お 請め の 答では ございま せんか。 

成 正 (巧 笑しながら〕 は、、。 さう であつ たな 0 


(間。〕 

なみ 衞 つれ'^ じ 碁な ど 遊ばしまして はかが で ございま 
4.^  る 〇 

戍 正う ム 、一石 團 まう 0 

想み 衞 (近を も 願み〕 近侍の 方々、 お 巧 手を。 

(近侍のを 基盤 も 運んで 來 ろ。 ル 姓 等け 手水の ル 盛な 
どな かづける 〇〕 

近侍 お 相手を 化 〇 ます。 

戍正 どうもを の 方と やる と 負け か 込。 な。 

近 倚】 恐れ入ります。 

(二人 お 合 おめ る 〇ル姓 W リも 持つ て おろ 〇し にらく 
して 家臣が けいつ て來る 〇〕 

家臣 中 上げます。 松 川 源六郞 •か 切瞪 をいた しました。 

成 正 なに、 源 六郞か 切腹した 0( ずろ と自 かが 侮拽 された 
やうな 氯 がして むら—- となる〕 ぁいつ 余 じ 面 もての 切 
隐 をした の だな。 返す {も不 ちな 巧 だ。 巧體は 八つ 裂 
じして お捨てえ。 それから 彼の 一家の ものは おく 巧 捕つ 
て 殺して しまへ 〇 

想お衞 俳し それは 餘〇じ 極刑 かとを じます。 源 六 郞は大 
阪の ご陆の 巧には：：。 

戍正 (較 お衞の 言葉 も中斷 して) なじ 摇 刑な ことお もる 
もの か。 それでも まだ 手ね るい 位 だ。 ぁいつ、 姫の 乘物 


な 巧 出 巧 巧 
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をお へ と血當を2? て勸めたお、 余お取上げな い のでをれ 
グ不滿 なの だ。 いや、 さう しないので 余を 膜拔 けだと 思 
つて ゐ るの だ。 それで そんな 面 もてを やつた じ 相違ない、 
余の ないむを 知り もせず、 まを 緋謗 する おいむ だ。 

巧み 巧 いや、 源 六郞じ 限つて その やうな ことは ございま 
せん。 彼は 化 一本な 正 巧を でございます。 恐らく 自分の 
なおが ご 採 川 じなら なかつ たので、 それを 恥ぢて 切隐し 
たもので ございませう。 何 じいた せ 手前が 卽刻 取調べ ま 
せう。 瞥< ごを を裴〇 ます。 

ご 一一を なみ 衞川 人と おに 念いで 退化ず る 0〕 

巧 正 愚な むだ。 旧 さな < て もよ い餘 計な 加 書 なぞを 書く 
から、 こんなを じなる の だ。 ちの 巧は 一歷 早まつ たな だ 0 
いつもん せ 〇 過ぎて ゐる 、円々 の 穴を 掘る のは 円 分 だと 
いふかよ くいつた もの だ。 源 六郞の やうな 犬 化を する の 
も、 もの 巧ので 生の 巧 ひじ もる の だ。 そ もた もも 横め よ。 

(近が がしく 拜 あずる 0〕 

ぶ 正 (相手の 近 倩に) その 方の 手ぢ や。 

(よたな 古つ》 けろ 〇 そして 軒く 打ろ 績 けて ゐ たが、 

成 正け なじが 盤み 引つ くり かへ して L まム 0〕 

化 正 へつら ひまめ。 

(巧 巧け 恐がず る。〕 

成 正 何 かその 方は 今の やうな 手を うつたの だ。 何 か 逃げ 


てば か b ゐ るの だ。 余の 石 お切れる のじ 何が 切らないの 
だ。 その 方は わざ 負けを しようと いふの だな。 そんな 碁 
は 面白くな いわ。 

近侍 一 い、 え、 つい 巧えなかつた ので ございます。 

成 正 嘘を 申せ。 その 方は わざ 負けを して 余の 機嫌を とら 
うと 思つ たの だ 0 余は そんなへ つら ひものは 大嫌ひ ぢや〇 
もと {勝負 ごとでは ないか。 たと ひ家來 でもら うと も、 
その 巧’ が强 かつたら まを 負かしたら よいでは ないか。 切 
れる ところが ちつたら 切つ たらい V ては ないか 。そわを 
上の まとい ふとび く/ \ してへ つらつ た廣 似を する。 見 
下げは てた なぢ や。 

近侍 一 申訣 けが ございません。 

(雨い よ-'--^ しと-^ と 降り出ず 0〕 

戍 正もム 、いや じ霞陶 しい 天氣ぢ やな。 酒を 持て。 

(近侍 等 困つ てが も 見合 ぜてゐ ろ。〕 

成 正 酒を 持つ てま ゐれ とい ふじ。 

(近侍 等爲 ホが なく 洒 をん、 運ぶ。) 

(成 正 巧备飮 む。 軟み 干ず とそれ なお 倚 一二に 差す 0〕 

成 正 その 方は いつも 駿 日向な く 仕へ る 忠勤 まだ。 盃 をと 
ら すぞ。 

近を 一二 S う 存じます 。俳し 不調法で ございまして。 
戍正 余の やうな 腰拔 け 者の 酒を 受けむ と 申す か。 


お 0 


ず あお 巧が 


巧 倚 一二 い、 え、 をく；： f て その やうな 訣 では：：。 

戍正 近侍の 者にまで 侮られる やうでは •余は ょく'-^ 腰 
拔 けと 見える。 笑へ、 笑へ。 余の 意氣 地な しを 大聲で 笑 
へ。 がし 余は そちたち か 可愛い、 ばかり じ堪 へて ゐ るの 
だぞ 。そちたち か 扶持 じ 離れたら どう あらう と 思 ふと、 
それ か をれ さに つい 我慢を して ゐ るの だ。 余の むのうち 
も 知らないで ： ； 兄、、 そちが 飮 まなければ 余 か飮む わ。 
(またぐ いと 酒 も飮む 0〕 

成 正 ち、、'  何となく 蒸し暑い。 障子を 開けえ。 

.(近を うしろの 障子 も あけろ。〕 

成 正 ち\ ょい風だぶ更じあ，^-出して〕.ぶう 一 杯つげ。 
(成 正け、 む 地 王 ささう じ盃在 傾けて ゐ たが、 ふと 向う 
の本鄕 墓に 夥しい 松明の 化が 登つて 行く の も 認めて 近 
侍に。〕 

成 正 今頃 あの 夥しい 光は 何 だ。 

近侍は い。 

(近侍け も；^  ^ して ゐて 答へ ない 0〕 

成 正 あの もの {しい 行列は 何 だ。 

(成 正け 巧に 間う わが、 それを 見て ゐろ內 に、 日み じ 

もな ぐモ姬 のが 入の 道 やとい ム ことが サ ろと、 をに 荒 

荒しく  0〕 

巧 正 障子を 立てえ。 


(近を 等け わ わて、 障子 も 閉めろ。) 

戍正 (しにら くの 間 •ちつと 默 つてち ヘス ゐ わが、 急に お盃 
もとり 上げて〕 酒を つげ 0 

(巧 侍け わづ と 巧知つ ぐ 0) 

戍出 もつ となみ {とつげ 0 

(成 正け あに 一が になる と、 それ もぐつ と 一な におみ 
干して あみ 拾て る や、 をに 立 上つ てつ か--^ と 敷 おの 
とこ スに 行を 障子 合 明ける。 と •嫁入の 巧 列の ながし 
づ^と巧，^をつ\^巧<0) 

近侍 一 (成 正に 近づき〕 駿樣。 

成 正 (無言の ま、 ピ つと 化み 見て ゐ る〕 

近侍 駿樣 、巧 風が お 障- = じなります。 どぅか お 鹿へ。 

(戍 おけ 近侍の 言葉み ザに も かけす、 やじけ にを 巧に 
手 も かけて 檢杏 とろと、 節み 拂ム な" にた/、 と揀側 
から 外へ 班け 巧して しぇん 0〕 

近侍 等 (驚いて〕 殿 樣’々 々。 

(と、 その後,^ をつて 行く 〇 その 聲も聞 さつけ y 外の 
室から-^;^^ゎ--^と人が飛ぴ出ず0 なみ衞-^席いて班 
け 巧して む ィ〇舞 壁し にらく 巧虛〇 巧の 外から 人の ど 
王め さが 聞え、 巧の 上の 巧な の 列が 亂れ る。 やが X な 
兵衞 等が 成 正み 抱 いス這 入つて 來 ろ。 ホ 勢の ぷ臣 
緒に けいつ ス おろ 〔) 


な-巧 巧 巧が 


ぶな 


ぶ 正 え、、 離せ、 離せ。 余は 亂 むを ではない。 離せ。 
なお 衞 殿、 わむ を お 錦め 下さい 0 ( ぶ 正 も 座 につかが ふ 
、つと ずろ〕 

化 正 (それにな 抗 しながら〕 あ、、 殘念 だ。 乘 物を やり 
過して しまつた。 一日で もい、 。一夜で もい io 姬をこ 
こじ 入わぬ 化さ じ、 木 多 づれに 巧ら れ ては 0 
巧 お衞陋 さま^- ^0  ( が额み i うとず ろ〕 

成 正 え、 化め るな。 離せと いふじ 0 

(ぶ 正 U 抱を 化め ス たろ 人々 力 化 だに 彿ぴ 退ける 0) 
ぶ 出 (敕 巧衞 みな ス〕 余を 止めた のは その 芳 か。 

胺お槪 はい。 手前 •がま ゐ ゎます 前に 但 おず さまが お止め 
じなりました ° 

戍 正では、 余を 測む おといつ たのは もの 化 拐 だな。 

なお 衞 はい。 

戍正 (無を さう じ〕 平生の 入 添 i い 忘れ、 彼まで お 余を 該 
切つた のか。 

なお 衞 いえ-^、 化 馬 巧 さまは 鹏 様の おなめを おつて、 

さう お呼ぴ じな つたので ございます。 

ぶ •化 何を 中す。 余は ま 巧亂む ホでは ない ぞ。 

巧 お 糊 それは よ < ご 巧知で ございま すが、 後日 殿が 卜わ 

がめ のか、 らぬ やう、 わざと さう わ 巧び じな つた ものと 

巧 じます。 をが じがても 股の ご 胸中は ご 推察に なつて を 


ると 中す ことで ございま すから、 さう いひ 適れ まずれば 
必ず 黒い わがめ は ございますまい。 

成 正では、 をの 方まで 余を 亂む まじいた したいの か。 

巧兵衞 い、 え、 決して さやうな 儀では ございま せんか、 
只今の やうに 申 開 さを いたしませんで は.：. 

成 正 いや、 余は 氣が なって 亂 入した のでは ない。 口惜し 
いから 斬 入つ たの だ。 腹立たし いから 乘 物を 奪は うとし 
たの ゼ〇 

巧み 衞 しかし その やう じ 仰せられ ましては、 む ざ-^ お 
命を 

成 正 をの 方 か.：： 見たら， た ピー 言で 助かる ものを とい ふ 
の だら う。 しかし 大御所の 空な 一言が をを こ、 へ 導いた 
ことを おうて 巧い。 余 じは どうしてん 僞〇 はいへ むい 0 
僞〇 をい つて 助かる 心は 起らない。 をは 亂む 者と なつて 
巧 かるょ b は 正氣の 人と して 死んだ 方が 心地ょ いの だ。 

您巧衞 殿 さまと しては さう 思な します のは ご 無理では ご 
ざいません 0 

成 正 應兵衞 、かう いふ ことを 爲 でかした 上は、々 夜に も 
討 手の もの か 向 ふでち らう。 さう したら この 义 偽の 巧を 
上使の 者 じ 渡して やれ。 

(成ぶ 脇差な とつて 切瞄 しふう とずる と、 ふと ホ 刻 肖 
巧した 源六郎 のこと が 頭に 巧んで ホろ 0〕 
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巧の お峭巧 


お 正 源 六郞の 死骸は 焊く 葬って やれょ。 

(您 兵衞合 はじめな みゐ るを の ブ〜リ 泣を の 聲が閒 も 
る。) 

幕 


た 煤な 巧 
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指 變緣起 (ミな) 


人 物 

マニ バッ ダラ  化絕 け、 岡での 帥。 な 場が す 
マ ヤ その 火 人 
尸ヒン サカ  マニ バツ ダラのを 子 
ナ ラ ダ そのな 
グ ブ ク ホ 人 W かかの 頭 
义 入の 化か 
むな の 帝 人 
を 比な 
場 巧 
怖が 巧 滿城ド 

巧 巧 
卜—た 

H 

お 一な 

尖 人の が佔 。化而 にか 入の 巧が わろ。 かずじ ル さい 扉 

がわつ ス 、みの W じ 孤す る やうに なつ ゐ ろ。 丸ずに 


錄 。窓の 外け お。 浊築も 調 お 菲 魔み 她 みて ゐる 。な 
だけれ ど 部 括の 中け 萬の やうに 明ろ い。 マホ 夫人け ク 
プ ダと 侍女 A に 乎 樓けぜ ながら、 銳 のぇ へで 歲 物杏猜 
かへ てゐ る。 もうみ ど猜 をつ たと こる。 

マヤ もう 少し 締めて。 

グプタ この 化で ご ぞいます か。 (帶も 固く ずろ 一 
マヤ もつ と 强く〇 
グプタ このく らゐ〇 

マヤ あ、 T ほい、。 あたくし 帶 かぎ ゆつ と締 つて ゐ ない 
と氣 持が 惡 いの。 わ 腹が 締めつ けられる やうで ない と。 
グプタ です おそれでは：： 

マヤ だつて、 恰好 •か惡 かつたら 願ぢ やない か。 

グプタ あの、 理褚 は？ 

マヤ 掛けます。 

グ •フタ (理 が一 か 二つ 化して〕 どもらのに いたし ませう。 
マヤ さう わ。 雨 乃 妊して ご屬。 

グプタ はい。 (マ 十に 疵 ず〕 

マヤ (疑-し 向つて 理 巧を. リサの 體 じつけ ス 見ながら〕 ど 
つもが がな ふかしら。 

グプタ どちらも うつ 〇 がな しう ございます 0 

マヤ わ 前は お 世 節が うまい わ。 —— こつ もじして おかう。 

グプタ さやう でございます か。 (不 川に なつた ホの 環が 
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起 線 壁 お 


^^仕舞ん〕 

マャ 華 監は巧 來てゐ るかい。 

グアタ はい、 化來 てを ります。 

マヤ さう、 こつ もへ 頂戴。 

(グプタ 舉璧も マ卡の 頭へ かけて やろ。) 

マャ 今日の 花は 素馨だ わ。 

グプタ はい •さやう でございます 。香が 高ぐ つて、 こん 
なょ い 巧は ございません。 

マャ けれど、 いつも'^'-^ 问じ やうな 色 ばかりで 面白くな 
ぃた 

グプタ わたくし はさう もが じません けれど 0 
ブャ 何 かかう 變つ たものは ないだら うかわ。 

グプタ さやう でございます わ。 奧據 の樣じ 何もかも お掛 
け じな つてし まふと •もう 當 前の ものでは とても 御意 じ 
なしません から。 

マャ わえ。 グブタ 。人間の 指を 切って、 それに 銀の 絲を 

通して 掛けて 見たら ど うだらう。 

グプタ まあ 奧様？ 

マャ ほ、。 それは 冗談 だけれ ど、 掛けたら をつ と 綺麗 だ 

とお も ふょ 0 

グプタ でも 舆 様、 人間の 指では 華裝 ではな くって •お藝 

じな つてし まひます 0 


マ 中 ほ、、、 •本當 じさう だ わ わ。 

(侍女 B がみし 前から 入：： 一のと こる におて で 伏して 
ゐろ 。グプタけ それみ 化ろ と. すぐ その 怯に 呼く  〇〕 

グプタ ごを 勞 さま。 巧つて 來 てです つたの 〇ア ヒン サカ 
樣 はわ ゐ でに なつて。 

侍女 B はい。 

r •フタ で. すぐに おいで じなる つて 0 

倚 女 B い、 え. もの 明朝 上る と 仰し やい ました。 

グァタ まあ •お前さん も 川の 足 b ない 人 わ。 そんな 歌が 
や 何にも ならな いぢ やもりません か。 

マャ (二人の 巧，^ 向いて) どうしたの。 

グプタ い、 え •何で ございます。 化 人では やつぱり 無理 
で ございました。 ちの、 わたくし がちよ つと 行つ てま ゐ 
〇 ま4.T^O 

マ卡 來られ なしと L ふの。 

グプタ な あに、 わたくしが 參〇 さへ すれば •すぐ ご 一緒 
にお 速れ 中し ます。 どう 和ん よつ とお 待 も 下さい まし。 

マャ ちの'  もよ つと 0 

グで夕 何で ございます 0 

マ卡 (脈で 何 かいふ) 

グプタ 大丈夫て ございま ずよ。 與梭 > わたくし •がむ 糾て 
をり 寺す 0 


化が なお 
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(グプタ 去る U つ いて 侍た Bl 下がる 〇〕 

(マヤは なほ 錫の 神で 化粧 如つ》 け乂ゐ たが、 やがて 
化か A じ。〕 

マ卡 も、 。これでい、。 —— こ、 を お片附 け。 

がか A はい 0 

(ホ 人の 化粧 巧な 知- 片 づける。〕 

マヤ そ わんら 脈 蓮 にもつと 水を 張つ て わ、 を。 

化か はい。 

(かかけ ル 瓶から 帷述の 鉢に 水み なぐ 0〕 

マヤ あ。 をれ でい、 0 
化义 はい。 

(か 女 A 去ろ 0) 

(やがて グプタが な 人つ て來ろ 0〕 

グプタ •典が 9 
マ卡 どう だつ たい 0 
グプタ わ迎 れいた しました 0 
マ 4 - (がし さう に) さう 0 

グプタ 化 化が お 巧が だん‘ JT と 仰し やつて。 なか {おい 

で じなら なかつ たので ございます けれども：： 

マヤ (微 おしながら) そわで お まへ、 どうしたの。 

グブ タ 巧が じ忿 なご 川が おあり だからと 中し まして、 極 

理 わ々 にわ 述 わいた しました 0 


マヤ グブタ 。ご 褒美を 上げる よ 0 

グアタ え、 をれ はもう 是非いた r さません では。 ほ、、 
、。もの、 そこに お待たせ しても るんで す-か。 

マヤ ぢや 直ぐ じ。 

グプタ 畏〇 ました。 少 々お 待 も 下さい まし。 

(グプタ 去ろ 〇 間もなく 美しい 靑 年アヒ ソサ カ も 件つ 
ス這 入つ ス 化ろ 〇〕 

(ア ヒン サカは ホ 人 也ぶ ろと その 化 もとに 平 化して 恭 
しく 敬體卞 ろ〇) 

マヤ よく 入 'b しつて 下さいました こと 〇あら 、そんな じ 
なすつて はお 話 も 何も 出來 ません わ。 お 巧を お上げ ド さ 
いな。 (しづかに 巧の ず もとる) 

(ア ヒ ン サカけ彼かの手み感すると 1 厨恐惟し^^^わわ 
たピ しく 後す さりず ろ 0) 

グプタ アヒン サカ 樣 。お .b  くじなさい ましよ。 奧樣は 堅 
巧し い 巧は お 嫌 ひで いらつ しやい ますから。 

アヒン サカ は、 はい 0 

(グプタ ロみ の 間に 下つ ス 、を 菜 0 やうな-^ の 备述ん 
で おろ。 それから 下のを 話の 閒 じ、 ホ 人に ろ i つと 巧 
打ち 也す ろと. 邪旌 じなら ないやう に 退化ず ろ 0〕 

マヤ もな たは 毎日 何を していら つし やい ますの'。 

アヒン サカ はい 0 
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お 换霉指 


マ卞 お 退 陆でぞ 「。をく し 退屈で 退屈で 閑つ てを り ま 

わ。 

ア t ン サカ わたくしは それ 程では ございません。 

マヤ さう。 では 法典を 讀んだ b、 ヴユ ダを 詰 論した 〇 し 
ていら つし やる のです か 0 
アヒン サカ はい。 

マヤ でも. もんな こと 隨 々退屈 ぢやも b ません か。 

アヒン サカ しかし それ かな 達の おで ございま すから。 
マヤ いくら 務 でも. あなたの やうな お 若い 方 じは たまら 
ない と 思 ひます わ。 ほ、、 巧 上 お 留守居を ぢや なほた ま 
b ません わ わ。 

ア t ン サカ どういたしまして 0 

マヤ 實は 先生は 外の 人を といつ たのです けれど、 留守中 
_L は 信頼の 巧 來るお 方で ない と閒 b ますから、 もたく しか 
らお 願 ひして， もな たじ 殘 つていた ごく ことにしました 
の、 ほんた うじ ご迷惑で したわ わ。 

アヒン サカ (何 かいけ うとず るが いへ ないで 無言の ま、 

わ辭 儀ず ろ〕 

マヤ でも もたく し、 もな たが ゐて 下さる のて 氣 丈夫て こ 

ざいます わ。 もの 年 語の 執事 だけでは む 細 いんです もの。 

アヒン サカ い、 え’ 少しも わ 役に立 もませんで。 

マヤ もら •そんなに 一々 も辭儀 なんん しないで、 もつ と 


おくつろぎなさい ましよ 〇 
ア じ ンサカ は 》 はい 0 
マ 卞本當 じ 遠慮なん かぬ さじして。 

アヒ ソサ カ お 言葉では ございます お、 化生の 奧 様は. わむ 
われの 奉ずる 敎理 では ほ 上 も 同じを でございますから。 
マヤ まあ， 厭です こと。 ほ 上 だなん て、 ちな たと もたく 
しとは たつた 一一つ しか 違は ない んぢや あ-^ ません か 0 
ア t ン サカ それは さぅ でございます か.... 

マ カ 子供の 巧は よく 一緒 じ 遊び ましたの わ。 その 時分 か 
ら あたく L はわは わで。 あたたは 弱蟲 でした わむ。 ほ、 
ま. > 〇 

ア t ン サカ (無言〕 

マヤ ちな た覺 えて ゐ てぐ をら いつか 二人で 森へ 逝び じ 巧 
つた 時、 もたく しお 木の 枝を こすつて 枯 おじ 义を つけた 
ら それ か 急に 一面に 燃え 擴 がつて‘ 大 さな 挪モの 木 や 何 
かごめら/ \ 燃えぶ したのを。 もな たは あの 時聲を 化し 
て 泣を 化して しま ひました のね。 

ア t ン サカ (I •ち--^ しながら〕 もの、 火急の ご 川と 仰 
しやい ますのは 0 

マヤ まも、 そんな じせかなくて もい、 ぢやあ 〇 ません か 0 
アヒン サカ はい 〇 しかしを か 更けて まゐ〇 ますから 0 
マヤ かま ひません よ。 あたくし 巧鄕の 人が 一 帝 懐し いん 


担み なが 


5 こ 7 


です の〇ゅ つく 〇 子供の 時の 話で もしよ うぢ や ございま 
せんか。 

T ヒソ サカ はい、 しかし：： 

マ 十 しん 人 \ わ 話を したいと 思つても つい 巧が も b ませ 
ん でして わ〇も なた こもらに 入らし つてから もう どの位 
じな 〇 ますの り 

マヒン サカ ホ 年 ほど じな ゎます 0 

マ 七 まも、 そんな じ 前 かじ， 入 .b しつて たの、 ちた くしは 
つい 化 削 か じ， かと 許 〇 思つ てを りました わ 0 
アヒ ソサ カ さやう でございます か 0 

マヤ それむ .b ゐろ つて 事を ちよつ と 知らして 下されば よ 
うご Vj ん したの じ 0 
アヒン サカ でも その やうむ ことは 0 

マヤ い、 だ やん りません か。 ほ、、 あなたは いつじな つ 
て もは じかみ やわ。 (ふと ア じ ンサ カの かけて ゐる帖 輪 
ん 化ス) まも、 顿 もしい こと 〇 もな たは まだ こわを かけ 

て & て： 卜す つたの。 も.-: 陵す こと はん 〇 ません わ。 これ 

もたく しおこ、 じ おろ 前 じ わ 上け した 肪 輪て せう、 こん 

なじ 巧れ てし まつた のじ、 よくは めて ゐて 下す つたの わ 0 

アヒン サカ (無：； 日) 

マト 々化い.-: つ L やる 咕 じは 新しい のを こしら へて わい 

て もげず すわ 0 


アヤン サカ い、 え〇私 はこれ で 十分で ございます 0 
マヤ もら‘ 遠 厳なん かして。 そんな ことい はないで、 こ 
しらへ て ド さいつ ていふ ものよ 0 
アヒン サカ (無 夏 
マヤ ほ、、 ちな たは 

商。) 

アヒン サカ 化生は どうして いらつ しやる でせ う 0 
マヤ 何 だつて 急 じそんな 事を 訊 くんです。 

アヒン サカ 何つ てことは あ.：：' ません けれど：： 

マヤ 旅て す もの 何を してを ゎます か 

アヒン サカ 先生を そんた 風 じ わち へ じな つては。 

マヤ どうして あなたは、 そんなに 先生の ことば かり 氣に 
なさる の。 

アヒン サカ  い、 ち あの：： 

マヤ 大丈夫ょ、 そんな じむ 酣し なくつ たつて 0 
アヒン サカ 奧掠〇 
マヤ なじ。 

アヒン サカ い、 え、 何でもな いんです 0 

マヤ もな たは 人が 惡 いのね 0 

アヒン サカ い、‘ 义 、私、 そんな. .こ 

マ卡 それな':: 今 どうしたの 0 

アヒン サカ をく’ 何でもな いので ございます 0 
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起 株聲指 


マヤ まち、 を 力し な 人！  ， 

アヒン サカ (無 夏 

マヤ わえ、 アヒン サカ 樣 。明日は ご一緖 じ何處 かへ 遊山 
じ參り ませう か〇 あら、 何を そんなに そは していら 
つし やる の、 もつ とおくつ ろぎ なさい ましとい つたら 0 
アヒン サカ はい 0 

マヤ いやです わ〇何 だつて さう 外 ばかり 氣 じして いらつ 
しやる の 0 

アヒン サカ 雨 か 落 もて 來 たやう でございますから。 

マヤ さう を。 もら、 ほんたうに、 まも、 い -><雨です 

こと。 アヒン サカ 樣 、菩提樹の 葉を 巧つ 雨の 音つ てい、 
ものです わ わ。 

アヒン サカ もの、 舆樣’ 私’ 失禮 をいた します。 

マヤ 歸 るんで すか。 

アヒン サカ わ 急ぎの ご用で ございませんで したら、 わ 暇 

をいた i-* をた うご ざいます 0 
プ卞 ぢや 、またに いたします わ。 

アヒ ソサ カ 巧れ 入 b ます。 では ご免を 蒙 ゎます。 

(アヒ ソサ カけ 恭しく 禮 もして 歸リ かける 〇 しかし お 

口の 戶お叨 け i うとず ろと* どうして I 叫かない ので 

つい 户 がた---- さぜろ 0〕 

マヤ とうし たんて すの 


アヒン サカ ご免下さい まし、 つい 戶か 削かなかつた もの 
てす から 0 

マヤ あら、 締 つて ゐ るんで すか 〇 どうしたん でせ うわ 〇グ 
ブタ や、 戸を おあけ。 アヒン サカ 樣が お歸〇 です よ。 おや、 
誰も ゐな いのかしら。 どこへ 巧つ てし まつたん でせ う。 
(ア ヒン サカけ ミた P 私が た-..^ やつて 巧ろ 0〕 
(マヤけ 立つ て 戸のと ころ じむく  〇) 

マヤ もな わ 鳥渡 あいて ご簡 なさい。 

ァヒン サカ い、 え. ながや 〇 ます。 奧樣を 巧は しまして 
to 

マヤ い、 から おいて ご趙 なさい つてば。 

(マヤけ ろよ つと 口に 觸 つてな ろ 〇〕 

マヤ (笑 ひながら) アヒン サカ 様。 これでは いくら やつ 
たつて 駄目です わ。 —— もな た 締め 注 まわて しま ひまし 
たのよ 0 

アヒン サカ 之、 つ 0 

マヤ ほんた うに お 氣の毒 さま。 

アヒン サカ 巧樣 、ご 冗談は どうか わ 止め 下さい まし。 

マヤ ちた くし、 何もし やしな いぢ や も 〇 ません か 0 

ァヒン サカ 外の 時と 違つて、 化生が わ留 ザの 際では ご V」 
します L ここ 

マヤ それ だから どうしたの 0 


植 がな 巧 
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ァヒン サカ (巧 而リ じ〕 與 お！ 

マヤ むじ。 —— もら •こは い顏 をして。 もな た 怒つ てゐ 
るんで すか。 え、 もつとを つて 頂戴。 あたくし あなたの 
をつ たと ころ- ん 化たい のよ。 

ァヒン サカ なを お鹏〇 じなる ので ございま すか 0 
マ个 い、 え、 もた，、 しそれ か 巧 さなの よ、 もな た •が 怒る 
とそ 〇 や 初々 しくつて、 をが さたい ほど 巧 装ら しいんで 
す もの 〇 いつか 調 弈 つたら、 もな たもたく しの 頰を がつ 
たこ 卜おも つたわ わ。 さ、 あの 時の やうに 頰を 打つて 頂 
戴。 化蝴ば わの すろ おぴ いんと れつて 巧 戴。 

ァヒン サカ (をに を 願ず ろ やうに〕 なは 凹舍 から 巧て 來 
たばか 〇 の 却；！ 生です 。どうか このま^ おかへ し 下さい〇- 
マヤ そんな ことを いつたつ て 巧 方 おない だ や も b ません 
か。 もたく しが 締めた のぢ やな いんです もの。 

アじン サカ とうる そんなと こを 仰し やらない で..： 

マヤ ほ、、、、 あなた、 こは いんです か〇こ はい ことな 

んか 何にも も 〇 ません よ。 誰も ゐ やしないんで すから： 

ァヒン サカ 巧據 、何を 巧し やろ ので ございます。 

マ 巾 もな たは 巧德 お间 わ。 さす. がは 化生の わ ホモ だけ も 

つて：： 

(T ヒン サカけ、 人の 言葉 杏 脚かない やう じし ス、 獸 
たま、 別の ド U にがつ ス 、口, C 王 わけよう とずろ 〇マ 


ヤけし^^らくの閒^つとアヒ ンサカのずるこ^もなて 
ゐ たが、 突が が やかに。〕 

マヤ アヒン サカ 樣。 

ア t ンサカ (無言〕 

マヤ アヒン サカ さま 0 をな たどうして も歸 るん てす 
か 0 

ア t ンヤカ どうか お 暇を 願 ひたう ございます 0 
マヤ (むつと して〕 え、 わ歸 ぃ、 わ歸 りと も。 嘘つ を。 

请 生—. 

アヒン サカ (歲 いて マヤ もぶ ろ〕 

マ卞 何 だつて そんな 眼つ きをす るの。 嘘つ さぢ やない 
か、 大嘘つ をぢ やむ いか。 意 熟 地な し！ 

アヒン サカ (無言の ま、 巧 在 巧れ る〕 

マヤ もまへ さん こ、 へ 何し じ來 たの。 —— 先生の ゐ ない 
ことは 分 〇 さつた 話ぢ やない か。 馬鹿！ ほんた うじ お 
まへ さんの やうむ 卑怯な 巧は もりやし ない。 何故 そんな 
しら-^ しい 顔を して ゐ るの。 いくら 聖者ぶ つた つても 
たし じは ち やん とみつ てゐ ろん てす よ 0 
アヒン サカ 奧様〇 

マヤ 知 〇 ません よ。 わ まへ さんは 恐 いんで せう。 恐い の 
じさ まつて ゐ ます 〇そ〇 や 婆 雑 門の 妻と 不義す ろ ことは 
大罪の 巧の 大罪 ピか ‘b わ。 さ、 わ 逃げよ。 早く お 逃 じと 
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お 據璋巧 


いつたら 〇も 、、こんむ じむつ たい 人 つても b やしな 
、〇 

アヒン サカ 奧樣！ 

マヤ も、 くやしい 〇も たくし こんな 恥し い 目 じ もつ て！ 
(わ もつ と 巧を 化ず〕 

ァヒン サカ 奧樣 0 ( 巧に 寄ろ〕 

マヤ うるさい 〇も 、、あたくし な そくな つた 〇 こんな 人 
とは 思は なかつ た 0 (おを 上りながら ヒス テリ カ か-しを 
构もぴ リ^ ^ と 破る〕 

ァヒン ホ カ そんな ことを むすつ ては 0 
マヤ お前の 知つ たこと ぢ やない。 お放し 〇あ たし じこん 
な 恥を か、 せる なんて 0 ( と、 また 扇构在 裂く) 

ァヒ ソサ カ 奧 様。 

マヤ い^か.-: うつ もやつ といと くれ 〇 ほんた うじ'  ほん 

たう じ..： 

(マヤに そこらの 10 杏ず 巧り みおに 染ず 0〕 

ァじン サカ どうな すつ たので ございます。 舆樣 0 (また 

夫人に 近づく) 

マヤ うるさい 〇わ 化しと いつたら 0 

ァヒン サカ (ホ 人の 腕 じしが みついた ま、 てゐ ろ〕 

マ卡 がさない のかい。. ...何故が さむい の 。邪魔を する 

と あ 知 しないよ。 


(マヤけ 振り I 去と つ 口口のと こじむ く ■•〕 

アヒン サカ 巧樣〇 

マヤ (口 知な しく 叩 さながら〕 誰か ゐな い^い。 誰か。 

(迹 くで 「はもい」 とい ふ おがが 脚え る 0〕 

マヤ こ、 を阴 けと くむ。 早く、 早く 0 ( と、 一府 巧し く 
叩く'} 

ア b ン サカ 奧お〇 

マヤ わ おさと いつたら 0 (巧を 化ず) 

(でかて かか'-， P がぶ かじ 脚く  0〕 

マヤ (ァ ヒン サカ 私 眼： 卜 じぶ 下しながら) さ 》 戶 •が 削 さ 
ましたょ。 わ 歸り〇 早くた 歸ん なさい といつ たら。 
アヒン サカ (無言、 ぅづく まつた ま、 でゐ ろ) 

マヤ 何故 逃げむ いの。 戶を 開けて やつたん だか .b がく 逃 
げた .b い、 ぢや むいか。 

アヒン サカ (無言 一 

マヤ 煮え をらない 入 わ。 こんなと ころ じ 居ろ と 立 破な わ 
前さん じ 偽が つを ミ 十ょ。 早く わ歸〇 といつ たら 0 
アヒン サカ なお 惡ぅ ございました 0 
マヤ 何を いつて ゐ ろの。 わ歸〇 といつ たら 0 
アヒン サカ 奧 探。 

マヤ 知 〇 ません。 

(マ 七け グプタが 入：：： のと こスじ 立つて ゐ るの 杏 おる 


化铁 巧が 
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と、 いみなり グプタの 做に 抱を ついて わんつ と 泣 さ 出 
す。〕 

グ r 夕 (びつくりして〕 まも、 奧樣 "どうむ すつ たので 
ございます 0 

マ 七 (贴 をつ いたま、 ない 乂ゐ る) 

グアタ ほんた うじ、 どうなさい ましたので ございます 0 
マ卡 あたくし •ちた くし.... 

グプタ まも、 そんな じ わな さ 遊ばし ましては。 

マヤ もたく し.： •くやしい..： 

グプタ (けげん さう じ アヒン サヵ 合ぶ ス〕 アヒン サカ 
お。 こわは 一粒：.. 

アヒン サヵ は、 はい 〇 そ-;; は 何で ごで」 います 0 :: 

マ卡 (なさながら〕 歇 y、 駄り〇 その 人の いふ ことなん 
か閒 いたつて 駄 U。 

グプタ けれども 巧 お'.: 

マヤ (だりつけ る やうに) やかましい といつ たら 0 

而。〕  、 

グプタ まも •わ 部 陸が こんな じ 散' かつて：： 

マヤ (悲 LS うに 破れた 巧 物 合ぶ ピ ながら〕 グブク や、 
もたく し、 こんな じ •こんなにされ たんだょ 0 

アヒン サカ まん、 巧が •何を 仰し やろ ので ございます： 


マヤ さう だ やない か。 さう だ やない か。 お まへ さんか か 
うしたん ぢ やない か J 

アヒン サヵ A. 一んでも ない。 外の こと  >1 は 違 ひます 〇奧 

様 そんな.... 

マヤ ゎ默 〇、 ゎ默 り。 今 じ なつて 何を いふの。 —— も、 
もたく し 悔しい —— グブタ や、 すぐに 執事を 呼んで おい 
で 0 

グプタ (みし 溝いて〕 執事さん て ございま すか。 

マヤ 何を して ゐ るの。 はやく 呼んで わいで といつ たら。 
r アタ はい、 (早足に まろ) 

(マヤけ なほな さつ V けて ゐる 0) 

— 幕 — 

第二 幕 

かな： T 敗が し スゐろ 物 超の やうな 石な の內 部。 

天 ホが 化 < つて、 部屋け 餘リ大 をくない 〇 正面に 入口 
がわる が、 人口のと ころから し 任ら くの 閒け 壁が がつ 
スゐ ろ。 入 n に 一 U 木造の 戸が ジつ しリ締 つて ゐる〇 
ホ】 な i リ 数：：： を。 ほ。 

ア t ン サヵけ 坐つ たま、 ぐつ むりと 部 おの 化に 倚り 
かか 勺て ゐ ろ。 と、 か 隅に わい てんる がらくた 物の 
閒 から ナラ ダが そつと 巧み 巧し 乂 わたり 也う か》 


532 


起 緣璧指 


ん〇 化し アヒン サカけ その物 音 LL おがつ かないの j 
か、或口窥がつぃても動くのが而倒^^のか、な如上 I 
/ ふうと もしない 0 

ナラ ダに なみ 足 もし 乍ら ア t ン サカの 所に 行つ て ル 

聲じ 巧ぶ。 

ナラ ダ おい々 

ア t ンサカ (やうで く 巧 も 止げ ろ) 

(ナう グロ 默 つて アヒン サカの 手み 引 張ろ 0) 

アヒン サカ 何を する の だ。 

ナラー^. (ル 躍に) い、 から 己と 一し ょじ 來 い。 

アヒン サカ おは ナラ ダ K やない か 0 
ナラ ダ さう だ 0 

アヒン サカ どうして こ、 へやつて 來 たの だ。 

ナラ ダ そんな ことは どう だつ てい、 。わい、 早く 逃げる 

んだ〇  (ア ヒン サカ 0 手 も 引 張ろ〕 

(しかし アヒン サカけ 動かう ともしない 0) 

ナ ラグ おい、 どうしたの だ 0 

アヒン サカ (無言) 

ナラ ダ がけない のか。 

アヒン サカ (軟 つてを 在 振ろ) 

ナラ ダ をれ な..： なぐ じ 逃け よ うぢ やない か 0 


ァヒン サカ (無言の ま、 動かない〕 

ナラ ダ 何 だつて そんなに ぐ づ^-^ して ゐ るの だ 0 
アヒン サカ 駄りだ 0 
ナラ ダ 何が 駄目な の だ U 

ァヒン サカ (絕豐 的-し) どうか このま、 じして わいて 
くれ。 

ナラ ダ わい、 何を いつて ゐ るの だ。 もやん と手當 がして 
あるんだ から、 おさへ こ、 を 巧け 山 〇 や.... 

アヒン サカ  しるし：： 

ナ ラグ そんな ことを いつて ゐ たら、 巧は ひどい 刑罰を う 
けなく つも やなら ないだ やない か 0 
ァヒン サカ (無 夏 

ナラ ダ 罪 もない のじ そんな ものを 巧け る やつ •かもる か 0 
巧が 餘〇氣 の 毒 だから 己は やつて 來 たの だ。 

ァヒン サカ を 難う。 何と お禮 をい つてい、 か 分らない。 

しかし われには 罪が も るんだ。 

ナラ ダ つま C ない ことは いふな。 大體 のことは 己 だつ て 
知つて ゐ るの だ。 

アヒン サカ (無言) 

ナラ ダ さも、 早く 逃け ょう 0 

ァヒン サカ 駄目 だ。 おれは 卑しい 人間なん だ。 

ナラ ダ わい、 巧は どうかして & るの かい 0 


化み 巧 巧 
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ア じ ソサ カ をん な ことは ない。 

ナラ ダ だつてが は 昨日 化生の 前で 調べられた 時、 奧 さん 
の 草 口 葉を 一つく 足認 したと いふ だ やない か。 

アじン サカ うむ 0 

ナラ ダ 何 かそん むがを する の だ。 何な 巧さん が 誘惑した 
の だと、 本當 のこと をい はない の だ。 

ァヒン サカ いや、 興さん のい ふ 乃が 本當 なの だ。 

ナラ ダ 巧は 何を いつて ゐ るの だ 〇山瞻 目の ことを いは わ 
て、 罪 じ 落されて ゐ なが.-:、 そわで もま だ そんな ことを 
いつて ゐる のか 0 

ァヒン サカ 巧 化 むんだ から 爲方 おない。 

ナラ ダ (突が ぶの ホみ とつ ス〕 おい、 アヒン サカ。 おは 
巧 じ お 上け た 巧 だな 0 
アヒン サカ (びつ  < りして ナラ ダみ 姑る〕 

ナ ラグ いや、 がは 罪を ひつ かぶらう とい ふんだら う〇奧 
さんじ 道なら 5 巧が もつ たといつ ては、 あさん ばかり か 

ひいては 化 化の わが 前 じもん、 はる こと だから、 何も か 

も 門々 じ rb をけ てし まつて、 が 段には 口を つぐまう とい 

ふんだ .1, う 0 

ア t ソサ カ そんな ことは むい 0 

* ラダ いや、 か 何にもが の考 へさうな こと だ。 化し 君が 

さう いふ 心なら、 なほ さら 己は 救 ひ 山 さなく つも やなら 


なぃ。 

ァヒン サカ 君は 買 被つて ゐる 。おれは 決して そんな 窩潔 
な男ぢ やない。 

ナラ ダ だ や一體 どうい ふの だ。 

ァ t ン サカ どうか 何にも 訊かないで くれ。 

ナ ラグ おい、 ァヒン サカ。 己 だょ。 この 己に 何も 隱す事 
はな いぢ やない か。 何故 打が けた 話を しないの だ。 

ァヒン サカ 濟ま むい。 本當じ 君の 親切を 無 じして：： 

ナ ラグ 巧は まさか 巧さん を 思つ てゐ るの ぢや あるまい 
な 0 

アヒン サカ い、 や， そんな こ-^ はない 0 

ナ ラグ さ うだらう 〇 あんな 淫蕩な 夫人に わ も ひを 综 せる 
當 はない か .b な。 

アヒン サカ (無言〕 

ナラ ダ そんなら 何ん 奧 さんを かばつ て やる 事は な いぢ や 
ないか。 第一 あの 女は、 そんな ことを してやつ たつて ち 
つと も あ 難いとは 思 ひやしな いょ。 

アヒン サカ (そつと 淚 みん く〕 

す ラグ わい、 どうしたの だ。 

ァとン サカ いや、 何でもない。 一 . 

ナラ ダ 己は わ、 化 機會じ 是非 與 さんを やつ、 けたいの 
だ。 化生を 轟す るのは もの 夫人た から わ。】 騰奧 さんは 
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どんな 事を したんだ。 まづ それを 聞かせて くわない か。 
確證を 振つて やつ、 けさへ すり や：. .〇 
アヒン サカ ホせ 〇 そんな ことを したつて.... 

ナラ ダ いや、 これは 巧 一人の 問题だ やない。 貸は わ、々 
這 もこの 手で 一二 一一 人 やられて ゐ るんだ。 このま、 じして 
おいたら どんな ことじなる.^ しわ やしない。 

アヒン サカ けれど 

ナ ラグ おは 何 かさう 止める の だ。 

アヒン サカ 巧' かいくら やつを となつ たつて 駄日 だから 
さ 0 

ナラ ダ どうして 0 

アヒン サカ さ うぢ やない か〇 どん なじな おいつた つて お 
上げられる 當は あゎや しないょ。 相手は ホ 生の 夫人 だ や 
たいか。 お 子 お 巧 人 か、 つたつて 奧 さんの 一言 じは かな 
ひやしな いょ。 その上 奥さんは あの 通 b 口 お 達者 だし • 

何とい つたと ころで みんな 言 ひ くるめられ てし まふに さ 

まつて ゐるだ やない か 0 

ナラ ダ ぢ やおが 爭 はない のは それなん だ わ 0 

アヒン サカ 益菁) 

ナラ ダ しかし このま-^ わ や.：. 

アヒン サカ いや、 もうが にもい はむ いでく わ 0 —— だ 

が、 どうして わたしを すぐ 所 刑し むいんだ らう 。もう 化 


生も歸 つて 來 たんだし、 昨 目 調べ も濟ん だの だ おわ。 

ナラ ダ それは われ/ \ にはなら ない。 

ァヒン サカ 餓 化させょうと いふの かしら 〇昨 巧から こ、 
へ 移す と问 時に 貪 事を 運ば なくなつて しまつたの だ。 

ナラ ダ を 事を 運ばない。 

アヒン サカ うむ) こんな ことを される ょりは. いつそ 一 
おも ひじ 殺して 賞つた 芳 •がが しなんだ が。 

ナブ ダ 馬鹿な ことを いへ。 巧を 殺したくない ばか 〇 に、 
己は かう して 來てゐ るので はない か。 

ァ t ン サカ いや、 殺される の お當 がなん だ。 おれは 貨に 
卑しい 人閒 なんだ。 

ナラ ダ 何故が はそんな ことば か ^ いつて ゐ るの だ。 

アヒン サカ (わ わつ と 泣 さかず〕 

ナラ ダ おい、 どうしたの だ 0 

ァヒン サカ さつ さはい、 加 滅の裝 舉 をした けれども、 巧 
は 己は 奧 さんの ことを わ もつ てゐ るの だ。 

ナ ラグ 何 だつ て 0 

ァヒン サカ 化間奧 さんに 烈しく や 〇 注め られた 時から、 
おれは 深く わ も ひ 込む やう じな つて しまつたの だ。 

ナラ ダ そんな ことがん る もの か。 道を の 堅い 巧に 恥つ て。 

ァヒン サカ い、 や、 わ 化しい がさう なんだ、 巧を ぢや はつ 
さり 氣 かつかないで ゐ たお —— さう だ。 今 おも ふと、 わ 


化 おが お 
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れ はか 鄕じ & た 時み から 奧 さんの 魅力に か、 つて ゐ たら 
しい 〇 われ かこ、 へやつて 來 たの だつ て、 先生の 巧聲を 
おつて 來 たの だか、 奧 さんが ゐ たから 巧た の だか 分ぃ や 
しない。 

ナラ ダ がは 何を いつて ゐ るの だ。 

アヒン サカ それでな くつ もや、 いくら 呼び じ おられた つ 
て、 夜 •が も 化生の 留守 じ、 舆 さんの 部睦じ 巧く なんて 
ことお もろ もの か。 わ わは. 凹 じ 恥知らず だ。 

ナラ ダす ると 奧 さんか お 初 おを 呼び じ綺 こしたん だね。 
ァヒン サカ いや、 奧 さんじは 罪は ない。 おれが 惡 いん 
だ。 わ わお惡 いんだ。 (巧 作のに なく〕 

ナラ ダ だつ て 巧は 何も 道ならぬ ことを した 訣ぢ やな いん 
だ う 0 

アヒン サカ いや'  さう 巧つ てく れ〇 さう 思つて くれ。 己 
はんだら な考 じと 〇 まかれて ゐ るの だ。 が 天を 稼した の 
はわむ だ。 をを 破つ たのは われ だ。 おれは どんなに 罰せ 

，りれ たつて 飽化〇 ない 巧なん だ。 

ナブ ダ 巧は ひどく 與 がして ゐる わ。 そんな じ 円々 を 寅め 

ろが はないだ やない か。 巧 か考 へて ゐる 位の ことは：： 

アヒン サカ いや、 かい 言葉なん かかけ ないで、 どうか 酷 

く お 巧って くれ。 巧の 方 かわれは 助か ろんだ。 この， こ 

の巧随 が寸斷 される か、 火を にで もされない 限い、 おれ 


の 罪は 亡び やしない。 

ナラ ダ そ b や 敎理の 上から いへ ば 邪淫の むは 罪惡 だ。 俳 
し 君は 少し 大げさ じ 寒へ 過ぎて ゐ る。 そんな じ自 みで 自 
みを 苦しめな くつた つてい、 ぢ やない か。 

アヒン サカ そんな 巧は ない 〇 そんな ことは ない 0 —— わ 
い ナ ラ ダ 〇ゎ れを觀號ば し て くれ〇お れ の 手おをずた 
じ 引 千切つて くれ。 おれは 人非人 なんだ。 人非人：： 

ナラ ダ アヒン サカ 〇 おい、 氣を おもつ けない か 0 

ァヒン サカ どうか ひどい 日 じあは せて くれ。 おれの か體 
をぎ じふん 縛つ て.：. 

ナラ ダ 何を つまらない ことを いつて ゐ ろの だ〇い 、から 
おれと】 しょ じ 來い〇 

ァヒン サカ 駄目 だ 。駄目 だ 0 

ナラ ダ おい、 アヒン サカ。 こ、 じ拔穴 おも るんだ 〇狹い 
けれど、 どうじ かく 一^れない 事は ない。 さも、 行ん う。 

ア t ン サカ 放つ といて くれ。 放つ といで くれ。 己は おひ 
出される やうな 人間 ぢ やない。 

ナラ ダ そんな 大 さい 韓 をして'  巧 人 じ 聞え たら どうす 
る。 さも。 巧 かう 

ァ ヒンサ  邸 目 だ。 駄目 だ〇が して くれ。 巧して くれ。 

ナラ ダ 巧は 巧さん にを つてから すつ か 〇 どうかして しま 
つたわ。 
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ア t ンャカ どうな つたつ てい、 〇 どうした つてい、 〇己 
はおさん のために •死 ぬん なら 本望なん だ。 

(ナラ ダけ をに アヒン サカの ホみ 放ず 0〕 

ァヒン ナヵ (泣き 乍ら〕 おれは、 われは 人で なし ゼ〇う 
つち やつと いてく れ〇う つも やつと いて くれ 0 
(ナラ ダ 怨めし さう じ まろ 0〕 

(ア ヒン サカけ ナ ラグが 去る と 地上に 突 化し ス おくの 
問 泣さ續 け';^ ゐろ〇 と、 戶 口のと こる で人蜡 がする 0〕 
が 人の 聲 い 、え、 いけません 。いけません。 

グプタの 壁 い、 から お明けなさい といつ たら。 かの お 方 
ぢ やな いんです から。 

を 人の 壁 い、 え、 どなたでも お入れす る ことは 巧來 ませ 
ん〇 

マャの 瑶グ ブタわ どを。 —— お まへは 依 巧 地な 入 わ 0 あ 
たくしが をらない のかい。 

番人の 聲 (を .調子み 變 へて 一は •これは どうも。 

(やがて 入口の 戸が 明いて マャと グプタが 道 入つて 巧 

ろ〇 グプタけ ホ さじ 立^て 明を 持つて ゐろ 0) 

グプタ (ア ヒン サカの そじに 寄つて) アじン サカ 様。 ア 

ヒン サカ 機。 

アヒン サカ (巧 化した ミ、 でゐ ろ〕 

グプタ 舆樣が おいで ピ す。 奧様 か。 


アヒン サカ (無 夏 

マヤ アヒン サカ 樣〇 

ア ビン サカ (無言の ミ、 な も 上げろ) 

マヤ もたく してす ょ。 分 〇 ます か。 

アヒン サカ (驚く〕 

マヤ もら、 そんな じ 驚く ことは ち 〇 ません わ。 もたし お 
禮じ來 ましたの ょ。 

アヒン サカ (け •ん さう じ マヤみ ぶろ) 

マヤ アヒン サカ 樣〇 有難う 〇ち たくし あなたの お蔭で ほ 

んた うじ 助か b ました わ。 てす か、 あなた どうして 

ホ 生の 前 じ 化た 時本當 のこと を 仰し やらなかつた の。 も 
たくしは 觸論 あの 晚の ことを 何もかも 蝶ら れる こと、 が 
つて、 質は、 はら^^して ゐ たんです ょ〇と ころ かもな 
たは あたくし の惡い 事を 一言 もい はな いんです もの —— 
本當じ 何と お禮 をい つてい、 か々 ぃません わ。 

アヒン サカ (無 夏 

マヤ もな たもたく しの 事を 怨ん でゐな いんです か。 あん 
な 作 〇 ごとを いつたんで すのに。 本 當じ濟 みません でし 
た わ。 お 誇び の中樣 もも りません わ。 1—— まあ、 おやつ 
れじ なつた こと。 館 理もあ 〇 ません わね 。こんなと ころ 
じ 入れられて ゐ ろんで す もの。 それ じもう 食が も 運んで 
來な いんです つて わ。 院 かおち しいで せう。 わ 祭し しま 
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すわ。 もの >も たくし 少し 蜜を 持つて 來 たんです けれど、 
お 上 〇 じな 〇 ません か。 

アヒン サカ (無言の ま、 な 私 振ろ〕 

マ卞 わ卜 io じな 4 ません の。 力が つくん てす ょ 

アヒン サカ (おす) 

マヤ もら、 こは いんて すか。 そんな ことは あ 〇 ません 
ょ。 もたく し々 巧は ほんた うじ 濟 まない と 思つて お諾び 
じ來 たんです から。 ！ まあ、 淚 なんか 流して。 どうし 
たんです の。 (しづかに 淚をム いて やろ) 

アヒン サカ (無言の ま、 ホ 人の 手 杏 彿ム〕 

マヤ あなたを つて ゐ るんで すか。 

アヒン サカ (ぜ つな さう じ) どうか 歸 つて 下さい。 歸つ 
て 下さい 0 

マヤ さう 仰し やられても 巧芳 おも b ません わ〇あ たくし 
グ惡 いんです もの 〇 けれど かう して お諾じ 來てゐ るんで 
すから、 わ、 アヒン サカ 樣 0 
アヒン サカ を、 そんな お 託 だなん て：； 

マヤ い、 え、 もたく しもな たじ 符 していた r かないと、 

巧し くつて、 巧し くつて たまらな いんです 0 

アヒン サカ そんむ 巧は あゎません。 故は 哥 2 せられる のる 

巧が なんです。 なは、 おは：： 罪 降の ない 人間なん です 

、 > 0 

力 じ- 


マヤ 罪障 おない なんて 仰し やられる と、 ちた くしな ほ 恥 
しくな つてし まひます わ。 ちな たを こんなに 陷れ たのは 
ちた くしなん です もの 〇て すから せめて.... 

アヒン サカ い、 え。 なじなん かか まは ないで 下さい。 な 
じなん か..： 

マヤ ご 遠 厳な さる ことは な いぢ やもりません か。 何にも 
上らな かつたら お疲れ じな b ます わ。 —— ちの わ、 アヒ 
ン サカ 樣 。こ、 へは 嚴 しくつて 何にも 持 も 込。 ことお 出 
來 ません から‘ もたく し、 體へ 蜜を 塗つて 來 ましたの。 
(ムく ふかな 美しい 腕 も アヒン サカの 前に 差し延べ なが 
ら〕 お 誠ん なさい。 

アヒン サカ (無 夏 

マヤ もら、 考 へて なんか ゐ ないで：： かまは な いんです 
ょ 0 :: お 成ん なさい ましとい つたら 0 (强ぴ て 腕を ア 
t ツサ カの U の 前に 持つて 巧く〕 

(問。〕 

アヒン サカ (無言の ま、、 をい やうに そつと 夫人の 腕に 
：! もな てる〕 

マヤ い、 から もつ と/ \お 孤ん なさい な。 

ア C/ サカ (靴 鬼の 口、 つに 蜜 もず、 •<?) 

マヤ アヒン サカ 様。 化 制は どうしてもん なじ 巧 固だつた 
の。：.. ほ^， いくらか 元氣づ いたでせ う。 が 上の 人の 
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いふ ことは 聴く ものよ。 

商。) 

マヤ 何を する の。 (突が 腕 在 引 込める〕 

アヒン サカ (また マヤに ずがらう とすろ〕 

マヤ いけませんと いつたら。 失禮な ことを する 卜 巧知し 
ません よ 0 ( ア t ン サカみ 突 化ず〕 

(ア t ン サカ ふろ---,-- となつ て 力なく 倒れる 〇) 
(マヤけ 入口の ホに 立つ スゐろ グプタと がみ 見な だス 
こつ こリ ずろ 0〕 

マヤ もな たは 今日は どうしたの。 氣 でもな つたので すか。 
アヒン サカ (力なく〕 濟 みません。 濟 みません。 

マヤ ちた くしは マー r ハジ ダラの 妻です。 滅多な ことを す 
ると 赦 しません よ J 

ア t ン サカ (をに 火 踏み もげ';^ なさ 化ず) 

マヤ 何を 泣いて ゐ るの。 あなたは 本 當じ變 な 人 わ。 

商。〕 

アヒン サカ (をし さう じ〕 嵐 一一 樣 、どうか 歸 つて 下さい。 

巧く 歸 つて 下さい。 

マヤ え、 そ 〇 や 仰し やられな くつても 歸〇 ます わ。 もた 

くしの やうな ものが 長 巧を しては ごを 盛で せう から。 

ア t ン サカ  (くやしさう に〕 奧樣〇 

マヤ なじ。 


アじン サカ あなたは 私を お 磯 〇 じ おいで じな つたので せ 
50 

マヤ まあ、 もな たは 何を いつて ゐ るの。 もたく しは 先刻 
から お 禮じ來 たの だと 申して ゐ るので は あ b ません か。 

アヒン サカ い、 え、 嘘です 〇 なを ぢ らし じ來 たのです 〇 
なをい を {させて、 私の 苦しむ のを おて お喜び じなら 
ぅつてん です 0 

マヤ ちな たは 疑 ひ 深いの わ。 どぅして そんな 風 じちへ る 
ん です 0 • 

ア t ン サカ いや、 そんな 事は どぅ だつ てょぅ ござんす。 
い、 から、 すぐ じ、 すぐ じ、 歸 つて. 下さい 0 

マヤ お狎 魔を しました こと。 では グ ヒン サカ 樣。 さや； 
なら。 

(マ 卡が歸 らぅと ずると、 アヒン サカけ なに 夾 人の ホ 
也 捕へ る。〕 

マヤ もら、 もな たまた 何を なさる の 0 

アヒン サカ 待つ て、 待つ て 下さい。 

マヤ どぅしょぅ てんです、 もな たは 巧 じは づれた 事を な 
さる お巧ぢ やもりません わ わ。 

ア t ン サカ 奧棟 。な はもぅ 殺される 腹です。 ですから ど 
弓う •こ* 

マヤ いけません 。グプタ かなて ゐるぢ や も 〇 ません か。 


起 铁巧巧 
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今 巧 こそ もな たの 巧が 越い のよ 〇今 度は もやん と證人 •か 
ゐ るんで すから、 化生 じか 上げろ にした つて：： 

アヒ ソサ カ 巧が. どうして あなたは：： 

マヤ あたくし はかの 道を なる だけよ。 

アヒン サカ それでは もん ま b です。 ちん まりです 。さん 
ざん 人を だら して わさ 乍ら：： 

マヤ も. 4、 どうしよ うつてん です。 お 巧しなさい といつ 
た. 化さむ いんです か。 無體 むこと を するとを 人を 呼 
びます よ U 

アヒ \ サカ もうどうな つたつ て.... 

(ア ヒン サカけ 夫人，^ が 倒さう とずろ と、 グプタが を 
じを リ ホつて、 アヒン サカ も 突 さ 離ず 〇〕 

マト まも、 何て 巧を す るんで せう 。むつ、 b した 人が 一 
ホ こは いの わ。 (グプタと 损 もえな だる〕 

(T ヒン サカけ 巧 離された ま、 倒れて ゐ ろ〕 

マヤ (なかに〕 アヒン サカ 様。 もな たは もたく しの 事を 

それ 巧 おもつ てゐて 下さる のなら •何故 この間 お 呼ぴし 

た 時 

アヒ ソサ カ あの 時は：： もの 時： •(巧く) 

マヤ ひとグ首ぉしてゃった時はもたくしじさん^^:^恥を 

か、 せて わさ ザら •今にな つて そんな ことを いつたつ て 


ァヒソ ナカ もの 時は なが 弱かつた のです。 併しもう 生命 
おない と 思 ふやう じな つたら.：. 

マヤ 厭です。 厭です 。何とい つたつて いやです。 かうな 
れば あたくし も 意地です わ。 あなたが 剛情 だつ たんです 
わら、 もたく しも 剛情を 張 〇 通します わ。 

アヒ ソサ カ (なほ 紐ら うとす ろ〕 

ブ卞 (つき 放して〕 何を する のです。 いや だとい ふと* 
なほし つ、 こくす るの ね 0 
(問。〕 

マヤ アヒン サカ 様。 もたく しは ちな たを 罪 じ 陷れた 女な 
んで すょ。 それ だのに もな たは どうして そんな じ 輿 中 じ 
な るんで す 0 

アヒ ンサ方 い- >1 ちそを じして 下 Ui つたから こちな 
はな ほ/ \ 忘れられない のです。 

マヤ まも、 を かしい のね。 

ァヒン サカ 化 間の 晚 •奥さんが わを りじな つた 時’ ちの 
時 はじめて、 乾は 本當じ 嬉しい と 思つ たのです。 

マヤ 何で すつて 0 

ァ t ン サカ 奧 さんが もんな じ おお 〇 じな つたのは 本氣だ 
からです。 本氣 でな くつて は、 とても ちんな にお 怒 〇 じ 
なる 答が あ 〇 ません。 もの 時奧様 •がちん まり 眞劍 だつた 
ので、 おは 思は ず鬥 みか 化しくな 〇 ました。 もの 前まで 
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は 調 弄 はれて ゐる のか、 戰ら れてゐ るの かみら な 如つた 
から、 貸は 何にも 申 上げませんでした か：： 

マ 十 獻目 てず。 そんな 當推蟲 なん^い つたつて 駄目て 
す〇も たくし もな たの 事なん 如 もつとも 思つ てゐる もの 
です か。 

ァヒ V サカ 與様 何故 お隱 しじな るんで す。 舆樣の おむ の 
TT は*.: 

マ卡 お默ん なさい 〇 そんな 山 まかせな ことを いつて。 
ァヒ ソサ カ ぢや もれ も 冗談だつた のです か。 

マ卞 そんな ことは どう だつ てい、 ぢ やち 〇 ません か〇そ 
れ よりも もな た •が 眞劍ぢ やない からい けな いんです 0 
アヒ ソサ カ だから こんなに 中して ゐ ろでは も 〇 ません 
か 0 

マヤ もな たは もたく しを 思つて ゐる とい ふんて すか。 そ 
れ なら 何故 もたく しを おまない の。 ほんた うじ 思つ てゐ 

るの だつたら、 相手 お 反いた じ > 憤んで-^ 憎み 通す の お 

もたり まへ よ。 ところ-かもな たは もたく しを ぐいく 責 

めつ けないで、 有難く もない 好 息なん か 巧せ ようとす る 

から 氣じ 入らな いんです。 

アヒン サカ い、 え、 もれは そんなつ もむ ぢ や.... 

マヤ 敷 白 •款 目。 あなたは いつだつて、 煮えさら な いん 

だから 0 


アヒ ソサ カ し、 え、 もう もんな ことは. あ 〇 ません 〇あん 
な こと：：！ 

マ卞當 じなる ものです か 0 

アヒン サカ 本當 です、 舆據 。もうかう なれば 人 制は 强い 
ものです。 なは 奥樣 のた めなら どんな ことで もいた しま 
す 0 

マヤ まも、 あなた 口 •かお 上手む。 

アヒン サカ 奧 掠。 どうかな を不化 だと 思つ てで さい。 
マヤ もな たたう とう 降參 したの。 

ア t ン サカ (をみ 巧れ ろ〕 

マヤ ほ、、 さう して ゐ ると W をら しい こと。 

アヒン サカ 奧 様。 

マヤ ぢや もたく しのた めなら どんな ことで もす る 0 
アヒン サカ 、尤 と乂每 ミても 0 
マヤ 併し わ •もな たぢ や：.. 

アヒ ソサ カ もう 化して そんな ことは もぃ ミ せん 0 
マヤ そわで はんたく しじ 指餐を 作つ て 下さらない 0 
ア t ン サカ 指宴と仰し や-:^ます と。 

マヤ 指の 蒂薑 ょ。 人間の 指を 斬つて 頸 飾を かつて 戴 さた 

ぃの 0 

アヒン サカ そんな ものを どうな さるので ご ぞいます。 

マヤ どうした つてい、 'V：' やない の。 もたく しが 欲し いん 


お媒 巧が 
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だか •-To 

r ヒン サカ では 人を 斬る ので ございま すか。 

マ 巾 そうれ、 駄リ でせ う、 もむ たじは とても 化 來 やしま 
んよ〇 

アヒン サカ しかしい く .b 何でも それは：： 

マヤ 道には づれた 巧 だとい ふので すか。 それな も 何故 も 
むた は 人 棠じ縮 慕す るので す。 人 楽 じ 綴す る ことは 道に 
はづれ てはいな いんです 
ア じ ン サカ (姐肯 〕 

マヤ だか.-: もたく し、 お止しなさい つて. さつ さか. か 
してを 〇 ますの よ〇 こんな こと 無理 じして 贷 ひたい わけ 
だ やな いんです から々 
アヒン サカ (化が と} な’ やりまず 0 
マ卡 い、 え、 わ 化しな さいよ。 何にもなら むい ことなん 
です もの。 

アヒン サカ  い、 え、 ドう かやら せて 下さい。 

ブ卡 だつ てんな たじ W 來ま すか。 

アヒン サカ 出來 ます。 

マ卡 ほんた うじ 0 

アヒン サカ 今つ とや h ます 0 

マ 十 だ や、 一入の 人 か' 巧を 一本 づ 、巧 本 とって 來て下 

さい 0 


ア t ン サカ 阿 人 斬 るんで すか C 

マヤ あたくし の 蹈は百 人の 生命ぐ らゐの 値が はもる でせ 
う 0 

アヒン サカ え、 ょうご ざいます 。や cr- まを う。 

マヤ それを とつて 來て 下す つたら、 あたくし あなたの い 
ふ 通りになります わ。 

アヒン サカ しかし このま \ ては。 

マヤ 劍で すか。 そんな ものは わけは もりません わ。 —— 
グプタ、 ちょつ と 巧 人を お呼び。 

(グプタ P 口のと こスじ 巧つて ホ 人み 巧ぶ 〇 番人が 這 
入つて 來 ろ。〕 

带人 何 かご 則です’ が。 

マヤ も‘ もの、 わ まへの そこ じ 下げて ゐる劍 を お貸し。 
ホ 人 これて ございま すか 0 

マヤ も、。 

番人 わき 口 葉では ございま すが、 かの ものと 違 ひまして、 
これは：.. 

マヤ わ まへは 何でも 「はい」 とい ふ 返事が 出來 ない の わ。 
ホ 人 い、 え、 さう いふ わけでは ございま せんが、 これ だ 

ふ ィ 一、 つ • • • • 

(ア ヒン サカ ロち おじ 劍み 奪つて、 その 巧-しあ 人 也 斬 
リ 倒ず 0 心 
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お 緣墅指 


マヤ まあ、 ちな たは 思つ たょりも 强 いのね。 さ、 指を お 
落しなさい。 

(アヒ ソサ カを 人の 指み 斬ろ 0〕 

マヤ (頸 飾 如け づ して、 わろ 程の 寶 玉み K ら {とを し 
てし まひ'  白を の 純 だけ 渡ず〕 これに お通しなさい 0 
(ア ヒン サカ 無言の ま、 いけれ ろ 通 りじず る 。そして 
指 杏 通した 紐知自 をの 頸に かける。〕 

マヤ もと 九-一 -- 1^ 本ょ。 

アヒ ソサ カ もと 九十 九 本。 

(ア ヒン サカけ 血 刀を 下げた ぇ、、 隐跟 として 木戸を 
明けて ホへ 岀て 巧く。〕 

— 幕 — 

第二 一 藤 

しやろ いじで- > )すゎ か b ん 

を衞城 附近の 閱與 加が。 

ホの 中 如 街 造が 如つて ゐろ〇 澄け 正面の 中央から 眞を 

ぐ じすつ と 奥へ あつて ゐ るが •可成り ホのと こる でを 

じぅれ つて ゐろ〇 

道の兩側':^足も路込めなぃほどぃっ.はぃの 立木 と雜 

草。 造t^ゎに巧错が二 つ 一一! っ轉が ってゐろ。 ァ ヒ ン サ 

力 も 巧 殺の 問に 突っ伏し たま、 倒れて ゐ ろ。 

第二 幕の 蜜 朝。 未明 •がの ホけ いくらか 白み かけて ゐ 


るが、 地上け ま ピ眞つ 一" でもる。 

アヒン サカ 、つ ムん〇 弓ムん 0 ( 倒れた ま、 啤 いて ゐ る〕 
(黑い 鳥が】 巧、 ものに 驚いた でう じ 突然 叢の 中から 
にた {と 飛び立つ 0〕 

アヒン サカ う ムん〕 、つ ムん〇 

(アヒ ソサ カは なほし にらく 隐 つてみ たが、 魚 じいつ < 
リ とおを 上ろ。 血の 氣の 夾ぜ わを むい 額 U、 この 化の 
人と け 思 けれない お 巧〇 頸に 口人 閒の指 も 何 本 も 通し 
た 白金の 紐 も かけて ゐる〇 彼け 起を 上つた けれど 、何 
おず ろた めに 起さ 上つ むの かどわず れ 在して しまつ 
て、 しにら くの 間け 化 刀 も 下げた ま、 ふら^.^ とし ス 
ゐ ろ。 巧巧满 明のう ちじ 木の 货も 見つけろ と、 「これ 
だ」 といけ 打に かりじ その ホへ 飛んで 巧つて •いさな 
リ でで それ 如 切り落す 0) 

(ア ヒン サカけ 果巧 半 かじ 剖つて、 その かも だく だ 
くと 飲み 初み たが、 ふとを た 何 かみぶ ひ 化し わらし 
く、 をいで 木の 貨も 拾て、 しまん 0) 

(それから 彼け み 知 こで めて、 恐ろ {頸に かけて ゐ 
ろ指遥 じず お觸れ ろ〇そ L て 切り 化つた 巧 も f 本々々 
教へ けじめろ 〇:- 

アヒン サカ  (口の 中で そつと) 一つ •一一つ • S つ、 四つ • 
五つ、 六つ、 七つ、 八つ、 九つ、：： これつ さ 〇 かしら。 


化 法な 巧 
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(彼 U 寂しい やうな • I の 化り ないやうな 蘇 持がず る 
と*  t う！ 化、 前 i リも すつ と つくり 数へ 化ず 0〕 

ア t ン サカ ーつ、 一一つ、 S つ、 四つ、 五つ、 六つ、 セつ、 
八つ、 九つ、.：. (たみい さもつ く) 

(無言の ま、 化けな ほしに らくの 閒指赞 をい；^ くつて 
ゐ ろ。 そのうちに 血み どろな 人 E： の 巧なん か 持つて ゐ 
るのに 巧 へられ なくなつ ス 、頸から けづず 0〕 

アヒン サカ え こんな もの 0 

(と、 いさな リ 地上 じた、 さつけ る 〇〕 

アヒン サカ こ、 こんな こと グが來 る ものる。 

(力なく 巧 上に 倒れる。〕 

(夜. なのが が わい' 閒ぇ ろと、 巧 道み をいで こち 
ら にやつ';^ 化ろ ホが わろ。 手に 叨 待つ てな ろが、 さ 
う W くないので 倒れて ゐろ人 じけ 氣 パかない 'b しい 0〕 
(ア ヒン サカ ロ人の 站づ いわの,^ 知ろ と、 本能のに 殺 
巧 慾が が. 7 ーヒ つて‘ いさな リ 後から 斬りつ けろ 〇} 

(巧 口につ わりと 地上に 削れろ 〇) 

(アヒ ソサ カけ なほ 劍 vJ- かまへ たま、'  ピつ とそれ 杏 

見ス & たが •もろ 化感 もを えろ 0〕 

(それから 巧の 手み 引っ張り 上げて 指 杏 斬らう とす 

ろ〇 併し 新れ ない 〇ホ屯 放し ス しま ム〇 けれど まわ 手 

如 引 さ 上げる 〇欠 おり 斬れない 。斬れ 市 いくらでも 斬 


れる說 なの だが、 どうして t 斬れない 0) 

(急に 「1、 つ」 と 死 體も锁 飛 忙し わなり 〇) 

ァ t ン サカ 畜生。 畜生。 畜生。 

(と •叫びながら 、突然 傍の 木の なや 嫌な もが 苦を お 
に 刊リ 飛に ず 〇〕 

(しかし 切つても {ムが 癒 ない ので、 つ ひじ 0〕 
アヒン サカ 嚴目 だ。 

(と、 地上 じぶつ 倒れる 0) 

(巧が だん-^ 明けて 來ろ〇 年老いた 比丘が ひとりし 
づか じ ホいて ホろ。 そ L て 倒れて ゐろ ァヒン サカ 知 化 
て。〕 

老 比丘 どうした のです 0 
ア t ンホカ (た夕 泣 さつ けて ゐ る) 

老 比丘 (ァヒ ソサ カに 近づいて) どうな すつた のです 0 
おお 我で もした のです か。 

ア t ン サカ (なほ 泣いて ゐ ろ〕 

老 比を 氣を しつかり お持ちなさい。 愚僧 かなて 上げ ませ 

う 0 

(老 比を が 抱 さ 起し ス やらう とすると、 アヒン サカ U 
をに 猛 おとして ホち 上つて、 老 比丘み 突 さ 離ず 0〕 

アヒ ソサ カ 駄目 だ 0 
老 比丘 どうした のです。 
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ァ t ンサ々 駄目た。 助けて くれ 0 

(かぅ 乂聲じ 叫んで、 血 刀み 振リ迴 しながら 道の ない 
森の 中へ を敌じ 班け 込む。) 

(そして 叢の 中も轉 びつ， 起さつ、 な _u 「默口 だ。 助 
けて <れ0」 と 巧 さ W びながら、 どん/ \跑 の 方へ 這 入 
つてし ぇん 〇} 

(老 比丘け アヒン サヵの 後を 古ピ つと 見送りながら 無 
言の ま、 を 掌ず る 〇一 

(と、 朝 U の おかな 化 がをおの 間 屯 煽れて 流れ込む 0〕 
(遠くから 「助けて、 朋けス OJ とい ふ アヒン サヵの 悲 
痛な 叫ぴ がな &幽 に 切れ { じ 響いて 來 ろ。) 

募 

第一 部 おり 
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同志の 人々 


人 わ 

橋 口を 么丞 


寺 円 お 姑 動に 前 挺した 箱 藩 

の 古 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同、 中 山乂お 言のを 区 
同 


巧 元 巧 お衞門 
が 化を 進 
お 巧 化 八 
巧 小巧衛 
是 枝な 介 
巧 凹 淸ホ衞 門 
み山彌 一 郎 
叫 中 河の 介 
巧な 磋腐介 
姑 張の 巧 人 

時 巧 

で久 二が お パ ー日。 夕刻ょり 巧に かけて。 

場 巧 

がの 中り 


第 


幕 


大きな 和船の 爐の 間。 

右側け 聰の戶 立、 左側け 隔の 嘘： 化で 化 切られ ゐ ろ。 
壁板に U 化 入の 引 一い がつ いて ゐ ろが、 かから おく 錠が 
わろ されて ゐろ〇 

正面け 腰の 船 救。 その上 部に！： がい ル 窓が 二つ ほど 閒 
いスゐ そこから ク りが わか {と 差込んで ゐ ろ。 
部掉の 中に 太いが が 一二 本。 凡スが 古びた 感じ。 
おおけ 立つて 小結から 外，^ 眺 みて ゐる〇 橋 口け 腕告ミ 
くし 上げて み 元に 傾み 卷 さかへ て 巧つて ゐろ〇 巧け 無 
聊 さう にがに t たれ か、 つス 古り、 がと、 み 山け 默が 
と 端坐し^ ゐ ろ。 是 化け 入口から 遠い、 隅の ホ のれの 隧 
じ脂辅 ひに なりな が. 4、 金的の やうな おい もので 城に 
巧が 杏 叩いて ゐ る。 そして またがに 巧 在 即しぶ 、 U* 
何 かも 聽 さおら うとして ゐ ろ。 その おくに 吉 W が ゐろ〇 
年 節け 二十 一二 凹な 前後の おがを い。 が お ホの み 山に し 
てもーニ十な口越してゐ；^い。 爱け巧烤摩風のル裝にお 
んでゐ る。 化し 何れ t 無 刀 0 

み ホ (慌 H の 腕の 师 お解きな へろ と. おのと こスじ 立つ ス 
ゐ ろが 巧に) おい、 れ厢。 

巧 お (おり か ヘリ〕 何 だ。 
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な ホ 少し 翰つて くれ。 蔭になる から 0 
(巧 璧菁 のま、 かし 静 る。〕 

巧 元 (傷：！ お 巧ながら) 大分 肉が 上つて 來 たな。 

橋 U (むか L 見ながら〕 うム 、わ 蔭で 大變 ょくな つた 0 
を 元 化し まだ 痛む だら う。 

橋 口 いや、 もう 大した ことは ない。 今日は 八日 目 だから 
な 0 

が 元 もうさうな るかな。 も、、 もの 晚 のこと を 思 ふとむ 
しやくし やする 0 

み 山 おい、 その 話は 止せ。 もう 過ぎた こと だ。 

(み 元 話 杏化み て綿帶 杏し かへ てで ろ 0) 

吉巧 (巧に 巧 かがしつ けて ゐろ是 がに〕 どう だ。 何 か 聞 
える か。 

是お駄 H だ。 

吉田 がが 高い せゐ かな。 

是が これ だけ やつて 居る の だか .t? 通じない 當 はない の だ 

がな 0 ( 又 こつ {と 巧が み 叩く) 

を 元 (帆 告卷 さながら) 少し さつい か。 

橋 口 ぃゃ •了 度ぃ、。 

みた さう か。 —— さ、 これでい、。 

橋 口 § う 0 

を 元 (がちに) わい、 まだ 小を 島は なえて ゐ るか。 


巧 お いや、 もうとう じな えなくな つてし まつた。 

が 元 ぢや間 もな ぐ 備後繰 だむ。 

橋 口 (獨 ごとので うに〕 あ、、 もと 幾日 か、 ろかな。 

巧 (わくび もし 乍ら〕 何處 へ。 鹿 お 島まで か。 

橋 n うむ。 

堤 がは 馬鹿 だな。 國 へ歸れ ると 思つ てゐ るの か。 

橋 口 己 ill は歸 ゎたくな くつても 、送ぃ 返される の だから 
爲 方がない さ。 

堤 だから おめでた いとい ふの だ。 めは 円 分の 巧く 化を 知 
ら むいの か。 

摘。 何を いつて ゐ るの だ。 此 船は 眞直 じ睹摩 (巧く ので 
はない か。 

堤 おい、 國 のこと を考 へる よ 〇 も、 まも、 辭化 のかで も 
考へ てわけ。 

橋口餘 計な 御 化 話 だ。 辭 化なん か 寺 田 居へ 集る 前 じ もや 
んと 書いて おいた。 

城 ふん。 寺 田屋か 。馬鹿々々 しい。 

橘 口 何が 馬鹿々々 しいの だ。 

昭汝 はもれ を 馬鹿々々 しいとは おはない のか。 

橘 口 わい、 堤。 汝は眞 面目で いつで ゐ ろの か。 もれは 己 
達が 生命 かけで やつた 原樂 ではない か。 

巧 だから 一 腐 馬鹿らし いとい ふの だ。 己 達 じもんな じ 怠 
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氣 込んで ゐ たのに、 兴結 おは 何た。 こんな おじ 神し 註め 
C れで しまつた けでは ない ^0 
搞 U 己は々 のこと をい つて ゐる のでは ない。 あれを 企て 
た 精神を いつて & るの だ」 

巧 駄 U だ'-^。 をん な もの か 何 じなる。 己 達は 勤 里 だの、 
討藉 だのと 大 さな 巧を いつたつ て、 一瞧 何を やつた の だ。 
何一つ 巧 川 かして & ないで はない か。 成程 われ {は 幕 
がとの 述 して ゐる 化條關 もを. だ 討ず ると いつて この間 伏 
兄の ホ阳 おじ 巧つた。 併し 門口ん. b 1 ホ も 踏ん 化さない 
のじ、 涨 か. L> がぃ 鎭 めじ 來 たおの ために、 みんな 叩を 化 
せ..：' わて しまつた のでは ないか 0 
が：：： も わは 叩み 伏せら わたので はない。 お 命 だとい ふか 
.t> 1 時を おんだまで だ。 がぃ 鎭 めじ おた のは 高が 八 九 人 
の 小人 數 だから、 斬ぃ おて、 述 ろのは おみの 事 だ お •彼 
尊 も 「賴〇 •賴 い。」 とお 願す ろし •殊には 敕樣 じご 憂 
がを わ 如け 中して はと 思つ たか. ぃ •一光 づ思ひ 止つ ただ 

けでは ないか。 

巧 巧が はもの 時城拇 化と 斬な を やつて 手痛い 傷 迄を けて 

居 ふの じ. まだ：：： が 醒めない のか。 己 達は こんな じ 幽閉 

さわて し 3 つたの じ， まだ そんなな まむ るい ことを いつ 

て & るの か。 

巧り なじ。 


を 元 しつ。 

(外で 亟 たい 錠を 開ける 音が 寸 る。 人々 け跌 つてし ミ 
ム〇是 巧 t がみ 叩く ことみ ぴたりと 止める 〇 やがてぶ 
張 0 は 人が 這 入つて 來る 0〕 

巧 人 お山贼 一郎は 居る か。 

永 山 (なおと) 居る。 

な 人 お日附 如ら わ 呼び 化し だ。 

み 山 目附 V ょし。 (ムに 化ず ろと ころを ろ t の、 如 

く 出て 巧く) 

(役人 まろ。 挺いて 錠の 締まる 音。 間 0〕 

巧ち (不を さう じ〕 何で 呼び 旧され たの かしら。 

巧 大巧 分つて ゐ るでは ないか。 

巧 描み つて ゐる そんな こと グ 'そんな こと 力 もる も 

のか。 

橋 口 お 山 どん お殺され ると いふの か 0 馬鹿な ことを いへ。 

お-お さう だと も。 堤は ホ 刻から いやに お ぢけづ いて 居る 
の だ。 

稲口 若し 己 達が 殺される ものなら、 かう して 國許じ 護を 
される 篱 はない。 巧 じ ゐた問 じとうに 斬られて ゐろ篱 だ。 

铅 わ 前 等は 何處を 人が い、 の だ。 こんなに 欺かれ、 陷れ 
られて ゐても •それが みんな じ をらない のか。 何ょ 〇 も 
化 間の 寺田屋 のい ささつを 考へ てなる がい、。 巧 命 だと 
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稱 して 己 達を がり 類め じ來た 化を たもは 何と いつた。 「暫 
く 待て、 腹 も 岡ょ 〇 ご 同意の ことで もる から’ 一先 づ邸 
へ歸 つて 殿 じ お y 逆を して くれ。 その上で 打 も 立たれて 
も遲 くは もるまい。」 さう 絞 返し'-^ 賴ん だでは ない 
か C 巧 手は 问雜の 者で あるし’ 殊に お 命を 帶 びて 來 たの 
でもる から、 己 達は む殘 がした けれど 一擧を 中止して’ 
錦 小路の お 邸へ ついて 行つ たの だ。 ところ おどう だ。 邸 
內じ這 入ろ やを や、 殿 じ お 目 通を 許される どころ か. な 
じ 座敷へ 押し-泣 めら れて しまつた ではない か。 それから 
四 五日 狎閒 答を した 掠 かが、 謹愼 のま、 國 元へ 護送 だ。 
凡て おかう いふ 遺り 口では ないか。 をれ 故々 度國 許へ 送 
る なぞと いつても、 何處へ 送ら わろ のか 分る もの か 0 
み 元 いや、 それは 考へ 過し だ。 常 藩は 化 巧な 來 勤王の お 
家 巧 だから、 われ {の義 擧じ關 しては 必ず 御憐 察が ち 
る じ 相違ない Q 

巧 まも、 わめで たい 夢を ぶて ゐる おい (是 おが 巧极も 

叩いて ゐ ろの,^ ぶて) うるさい む。 いつまで そんな こと 

を やつて ゐ ろの だ 0 

是な (無音の ま、 せ 上げろ) 

巧 止さない か。 巧 張の 者に でもな つかる と 尼 介 だぞ〇 

是お 大丈夫 だ。 みらない やう じ やつて ゐ るから。 

堤 いくら そんなを を やつた ところ か 下 じ 通じる もの か。 


是な どうして 0 

巧 田 中 どんは 船赔 じは ゐ やしない。 

是巧 いや、 そんむ 菩 はない。 河口で 液 船す る 時 •河内 か 
どんと 横 磨か どんが， このての 部 おじ 入れ <1, わると ころ 
を 己は 確 じぶ たの だ。 . 

巧 その 時は どうも.-: 'うと も-もう 居 やしない"^ 

是枝 めは 何で そんな ことを 言 ひ 張る の だ。 

堤 口中 どんは われ/ \ の 同志 だから、 謹 送を すろ むら、 
化 部屋 じ 入れる の お當が だ。 それを わざ--- 船底の 別な 
部屋 じ 押込めた とい ふのは、 はじめ ii.b. 校 意が あるから 
ではない か。 を わがが じは 讀 めない のか。 

是巧 いや、 それは 思 ひ 違 ひだ。 田 中 どんは 己 達-^ 違つて 
中 山大が 音屬の ご家來 だから’ 別の 部屋に 入れられ るの 
じ 不思議は ない。 

堤 ところが 今は をの まに さへ 見離された 腾 ではない か。 
是は いや、 見離され たのでは ない。 主人は を 卿 だから， 
幕府を 禪 つて 引 さ 巧に" わないだ けの こと だ。 併し 幸じ當 
漲で 御 化 蓮ち つて、 己 達と 一し ょじ 瞬 摩へ 護送され ろか 

♦ ここ 〇 

現 わい、 是 枝。 己 達すら 今は お前の 燈义 ではない か。 化 
家の お來 、ましてを じ 離 わた ホ か 何で お 援の篱 •が もる。 
吉 凹本當 にもう やられた のか しら。 
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塊う。 •とうじ や' -T わて rQ ると も 0 

见化 いや、 そんな ことは ない。：： そんな ことおち つて 
たまる もの か。 

切 いゃ、 この 維盟じ 誤は ない。 何な に > 己は 贈を しても い 
、〇 

棉 u 堤。 何を いふの だ。 人の 姐じ賊 をす ろと いふ こと •か 
もろ か。 

见 おがは】 腺 W 中 どん じがみで もんる のか。 何故 ホ 刻 か 
•b そんなが ばか 〇 いつて 防ろ の だ。 

巧 いや、 な 强も逍 化 もない。 ふんど ころ か搜じ 落着いた 
ホ 派む；： だと おつて & る。 ホ 山 おの もの 騒動の 最中 じ も、 
河の かどん は 化々 とお 煩を 化つて ゐて 、少しも 動ずる 景 
を おおえな かつた。 己は それを 化て けと/ \ 感服して ゐ 
る。 しかし どれ 程の 器站 人で も、 行 さど ころがな いやう 
じな つては....。 

化が もう 止めて くれ、 そんむ 話は。 (またが 私 叩く) 

向。〕 

が 九大み しぶを が诚び 込む む。 

が いょ一-- 備後灘 じか、 つたの だ う。 

化のを。 波のを 0〕 

ち 旧 わい、 たお 何にも 閒 えない か。 

足が (無な。 わ V 叩い スゐ ろ〕 


吉田 本當じ やられて しまつた のか しら。 

是巧 (豐〇 

橋 口 通じない のか。 —— おい、 己じ贷 してな ろ。 

是巧 〇冗氣 なく 叩く 的み がス ろ。) 

(桥口 がつて 化极ん 叩く。) 

而 。一 

是 巧み 山 どんは どうしたんだ らう。 大 みおい な。 

み 元 もう 歸 つて 來 さうな もの だ。 

が 巧 さう だな。 

塊 いや •今度は rJ 達の 瑪 だ。 

是化 おい. 巧 さ ごとは 止めない か。 

巧 己は 本當 のこと をい つた だけ だ。 

是が 何’ が本當 のこと おもる。 をは 生な お 巧し いのでび く 
びくして ゐ ろので はない か。  J 
巧汝は 生命 お 巧し くないの か。 

是 ななに。  - 
巧 まも、 わ 瓦 ひじ 後生を 願は うょ 0 
是が も、、 こんな 巧が 间志 だと 思 ふと：：。 

巧 ふん’ か 達 はたご 强 がつて ゐ ろの だ。 

是巧强 がつて ゐ るとは 何 だ。 

巧 さう ではない を內 むでは む酣 でた まらない の だが、 强 
ひて {み 巧 張を して. り 分の 弱さを 隱さ うとして ゐ るの だ。 
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是巧 え、、 いはして おけば。 

塊 さう でなければ、 何故 お 山 どんの 事を そんなに む酣す 
るの だ。 歸 つて 來 ょうと 歸 つて 巧まい と 平氣な 営では な 
ぃか。 

是な 無禮な ことを いふな。 (をに 巧 も擲リ つける) 

巧 何を する の だ。 (擲リ 返さう とする〕 

巧 巧 (谐也 止めろ〕 おい、 止さない か〇 止さない か〇 
谷 元 (是枝 お 化め ながら〕 おい、 是枝 •是 枝。 

是お 離せ。 こんな 聴 巧は 成敗 しないと。 

蜡腰拔 とは 何 だ。 

巧 巧 (巧 お止めながら〕 おい、 止さない かとい ふの じ、 お 
互 ひに 同志の 者では ないか。 

堤もう かう なれば 同志 もく そ もんろ ものん。 

み 元 わい、 何を いふの だ。 是枝も 止さない か。 內輪暗 唾 
なんか 見つ ともないでは ないか。 

(强リ て 兩ホ如 引 さ 離ず。〕 

(さま づい閒 0〕 

橋 口 (けた、 ましく〕 是 枝。 其 枝—. 

是巧何 だ' 

橋 U おい、 聞え る。 

是巧 聞え る 〇本當 ち (ホに 巧 も 巧 しなて ろ) 

橘 口 (巧 お 叩く と、 白 か I また 巧，^ がしつけ ろ〕 ほに， 0 


是枝 うむ、 聞え る。 聞え る。 —— どれ、 已に 巧して ない。 
(叩いて 巧 も當 てろ〕 うむ、 確に 聞え る。 —— わい‘ み 
ん な。 巧 中 どんは 生 さて ゐ る。 下から 合 岡 •か關 える 0 
巧な じ、 田 中 どんか。 

是枝 (巧に 化した ま、、 船底に 向つて 大聲で 叫ぶ〕 おう 
い、 巧 中 どん 一 

谷 元し つ そんな 大 をな 聲をお すなが あるか。 

是お (ム配 さう に) 巧 張に 聞え たか。 —— まも、 ハを 兀。 
ちょつ と 耳を 當 て、 おろ。 本當じ 聞え るの だ。 お，',、 み 
んなも 聞かない か。 

惊口  (かぜつ たまと わい、 下で もどん-^ \ 叩いて ゐ るゲ。 
是お さう か。 ぢや こつち でも どん-- いて やれ。 

(み 元 等 二 一二のを も 耳 も 巧に C 田て ろ。) 

是枝 聞え る だら う。 

を 元う む。 

是巧 も、 •何だか 胸が どを {して 來 た。 

慌口  かうな ると この 位の 合 厨では もの 足 〇 ない な 0 
是权ち i 、 こ^に 穴を 劍〇 明けて •磋 磨か どんと 話 おし 
て 見たい。 

を 元 (起を 上り) 確かに 田 中 どんは 巧 化 だ。 

是 なおい 堤。 ホ 刻の 睹は どうした。 

桥口  は、 は、、 こわは 一言 ももるまい 0 
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遇 いや、 總悅 とい ふこと ももる 0 

化な 何を いふの だ。 す亩な ことを いふな。 それ 程 巧は し 
くばが へ 巧を 當て 、見る おい^。 

(その 時 突が 外で 巧たい 錠 也け づ卞 音がず ろ。 一同 緊 
酿 ずろ 〇) 

(P が閒 くと、 み 山が 沈んだ 紋 合して 這 入つて 來 ろ。 
やがて また 戶が 締まろ 0) 

是巧 どう だ。 み 山 どん も歸 つて 來 たでは ないか。 

が その 爭 はもう 止めない か。 0 氷山に〕 實は みんな お前 
のこと をむ 酣 して ゐ たの だ。 

み 川 さう か〇 それは どうも 〇 

がで、 何の 扣 事だつた の だ。 呼び 化された のは。 

み 山 わい、 巧 座に なつて くれない か。 談合したい ことが 
もる の だ 0 

こ 巧が 化 じな ろ 〇) 

み 山が はり 附か じ， 難趙を 持ち かけられ たの だ。 それで 今 

を挪刖 なをして ゐ たの だが、 どうじ も 円な だけでは はか 
じ， ひか わたから、 お前 等の 怠ぶ を聽 をたい と 田 心つ て歸つ 
て來 たの だ。 

か 巧 難が 0 それは どうい ふこと なの だ。 

巧々 巧 改まつ て さく 巧の ことは ない。 さまつて ゐ るでは 
ないか。 


橋 口 をん なにい ひ 溢る ことは ない。 己 達は みんな 强 悟し 
てゐ るの ゼ〇 

み 山 いや、 われ--- のみ 命じ か、 はる 事では ない。 をれ 
どころ か 向後は 却て 寬大 なお 扱を 受ける こと だら う。 併 
しさうな るた めじは、 己 達は もる 非道な ことを 行は なけ 
れ ばなら ない の だ 0 

巧 馬 一體 何を しろと いふの だ。 

永 山 この 躲底じ ゐる凹 中が 巧 介 殿 父子を 殺 善しろ とい ふ 
の だ。 

ま 田 なに、 旧 中 どんを。 

み 山 さう だ 0 

是巧 (巧が 现を 脱み つけ) 堤、 それは 何 だ。 

是 己は 別 じ 何にもし やしない。 

是巧噓 をい へ。々 「それな ろ 0J といは ぬ 許 b の目附 をし 
たでは ないか。 赏樣は 人の 患を 喜ぶ のか。 

永 山 おい、 控 へない か。 まだ 話は 濟 まない の だ。 

が一で で、 どうい ふ 訣で巧 中 どんを 殺せと いふの だ。 

み 山 それは いん 這 もな く 幕府を 禪 つての こと だ。 寺田屋 
の 一 かな 來 、旧 中 どんは みを 醬せ ると ころもな いを 様で 
ちつた から、 燕て は 巧 さが、 b 上 ひとまつ 巧 中 どんを 弓 
き 巧つ て、 己 達と 共 じ 藤 摩へ 送ろ ことじした 。これは お 
前 達 も 知つ てゐる こと だ。 ところが ますら 引 さならぬ 謀 
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叛 人を、 殊：巧 誰で 庇護 するとい ふことは、 幕が じ對 して 
か 何にも 事を 構へ ろ やう じ 聞え る。 だから どうしても 旧 
中 どんを 國じ 歷ふ訣 じは いかない とい ふの だ。 そこで 向 
うじ 着かね 內じ 是非とも 己 達じ處 みを しろと いふの だ。 
是巧 そんな 理す盡 な ことが もる もの か 〇機師 すら 窮鳥が 
懷じ 入れば がた むと いふでは ないか。 一旦 旧 中 どんを 匿 
つて おを 乍ら、 途中 か .X 變替 をす るとは 何事 だ。 をむ こ 
そ 跨 藩の ち 折では な いん。 

も 山 いや、 それは 己 もどのに いつた か 分らない。 化し ど 
うしても 受けつ けられな いの だ 0 
過 さ うだらう。 をれ お 分る 化なら、 を 武合體 なぞと 煮え 
切らなぬ ことは 唱 へない 當ピ 。藩の 馬 役 どもは 何とい つ 
て も 江戶お 恐い の だんら、 田 中 どんな どは どうがは うと 
も、 幕府の 機嫌を 損わない 芳が 大切な の だら う。 

み 山 さう だ。 何處 まで もさう いふ 化な の だか じ" 己は 實じ 
困つ てし まつた の だ。 

ちの さう でなければ 己 達 もこん な 風 じは な 〇 やしな かつ 
たの だ。 

橋 口 いや、 今は 愚痴を いって 睛る 場合では ない。 — 氷 

山 どん •何 か 同志で もる われ'^ じ 殊お田 中 どんを 殺せ 

とい ふの だ。 己 じは それが 巧み 込めない。 

み 山 それは かう だ。 表 向 離で 手を 下せば、 巧 中 どんの ま 


でもを 巾 山家 じ 義理 お立たむ。 さう かと いつてい つまで 
もこの ま、 じし \ 一 .おいては 幕が の おを 質 ふ。 そこで 间お 
の閒じ 仲間 割が 起つて 殺された 體 じすれば、 藩と しては 
どもらに 對 しても 不義理 じむらないで 巧む) それな お 非 
とも 己 達の 手で やつてくれ とかう いふの だ。 それ か-レ > な 
ほ 目附の 話では、 若し 己 達が 化な 目を おせば、 ちが 藉府 
への 義理 合 もょ いから、 歸國の 上は 党 やかな お 巧....。 

巧馬寬 やかな お 扱とは。 

永 山 歸國の 上は 一ニ ニケ ぉの 輕い諾 愼て濟 ませる とい ふの 
だ。 

婚 そんな 話は 當 てじなる もの か。 

谷 元 いや、 それは 差し迫つた 問題では むい。 それ 卜 io も 
己 達は これを 引み 受ける か、 引 各 受けない か、 それを さ 
める の お 爲つ化 だ。 

林 若し 引を 受けなん つたら どうな の だ。 

巧 巧 それ こそ 患く 罰せられる だら う。 

谷 元 いや、 己 達の ことは 措いて、 巧 中 どんの み 瞄 はどう 
なる でもら うとい ふの だ。 

超 己 達が 拒めば、 それは 役人 どもが 殺す まで だ。 そして 
表 向は どこまでも 己 達の 爲萊 じされる だら う。 

み 山 さう だ〇 恐ら < さ うい ふこと じなる だら う ？ 

吉巧 では、 の 中 どんは どもら じしても ：：〇 
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ホ 山 さう だ 0 

が をれ な. b もう 談 たす るせ さけない ではない か。 
化がない とけ 0 

が 翁の おなから W 中 どん じ鶴牲 じな つて 貨 ふょり 外は な 
、〇 

巧 巧では、 W 中 どんを 殺さう とい ふの か。 

が どもら じしても 助から 3 人な の だか 止 むを 得ない 
ではない か。 

化が いや、 rJ はが M お だ。 问 おの 者を 殺して 肖み 達の 罪 
を轉 くして 货 はう なぞとは 人 非ん のな 業 だ。 己 じは そん 
な 巧手 勝手な ことは 出來 ない。 

が いや、 こわは 決して.：： みの 利 巧の ためでは ない。 己 達 
お： 巧舉 をは かろ 上 じは：. .〇 
化が 巧舉！ こんなが 態で； 冉擧 なぞ 計れる もの か。 

が 化 いや、 部愼 さへ 許 わさへ すれば、 己 達は 又 どんな 働 
でもす る こと •が 川 米る。 やおて は 藩 論を 攫す こと も出來 
ょう。 いや、 是非とも 天下を 潑 さなけ わ ばなら ない の だ。 

化が さう する ためじは 姑 巧の 中 どんの やうむ 謀 ± おが 要 

ではない か。 己 達は み 化に 立つても 鬼 非 山中 どんは 生か 

さなく つては な. -T ない 〇 

巧 rJ はみ 化 じ ホつ こと なぞは 迷 盛 だ。 第一 そんな ことは 

中し 山しても がい 上げ..： わる 當 かない。 


是 なをは 化 刻から 口中 どんの •化を 祈る やうな ことばつ か 
りい つて ゐ たお、 それで そんな ことを 吗へ るの だな 0 

現 己は 小さな 行を かか 〇 でい つて ゐ るので はない。 その 
謡 じは 外の まちを 同じ 意見では ないか。 

是巧 おい、 みんな。 何故々 度に 限つて、 ひわ くれた 奴と 
一し よじなる の だ。 何故 凹 中 どんを 殺さう とい ふの だ。 

橋 口是枝 どん、 わ 前は 出 中 どんとは 別懇の 間 だから、 す 
同 急な のは 無理は ない が、 俳し かう いふ 事情で もつて 見 
わ ばもう 爲 方がない ではな いん。 

是巧爲 方がない とは 何 だ。 おい 橋 口’ 己 達は 生 化を 誓つ 
た 同 おでは ないか 〇 生を ると をは】 しよ じ 生 さ、 巧ぬ と 
さは 潔く 一し よじ-化ね のが 道では ないか。 

永 山 では. 汝 はどうし ようとい ふの だ 0 

是巧田 中 どんの ためじ 化んで やる の だ。 巧 中 どんを 救 ふ 
ためじ 根 かぎり 戰 つて. 力お盡 さたら みんな】 しよ じ-化 
んで しま ふみだ 0 

ぞ巧 いや、 もれは 燕 諭 だ。 そんな ことを して 役人を 傷け 
たと ころが 何になる。 たピホ 出屋の 二の舞を やる だけで 
はない か。 それで 凹 中 どん お 助かる のなら い、。 巧 中 ど 
んも •死 じ、 己 達 も •化に、 同藩の 役人た もも •化ぬ だけでは 
ないか。 

是 がが 達は 今まで •化を 窗怡 して ゐ たのでは ないか。 それ 
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お 一ニ ニケ 巧の 謹 愼で濟 わと 聞いた も 急 じ 生命が 惜しくな 
つたの だな。 

ザ おい、 是枝 何を いふの だ。 われ/、 がかぅ したがし 
込めの 恥辱を 忍んで、 今日まで 切腹を しないで 來 たのは 
何のた めだ。 た ご 巧擧を 計りたい ばか b ではない か。 ホ 
旧屋で こそ 失敗を した けれど このみ じは、 このみ こそ 皇 
國を 安ず る 偉業を 成就 させな くつて はならない のでは な 
いか。 われ-^ は 大事を 控 へて ゐ るみ 體 だ。 大事の 前 じ 
はむ を 鬼 じしな くつて はならない。 そのため じは ある 時 
は 同志を も •もる 時は 親友を も あやめる 化の 苦肉 かなく 
つては， とても 大業は 化來 やしない ぞ。 • 

是な それ か 同志の 者の 意 おか。 それでも あ 達は 巧 中 どん 
と 同志 だとい ふの か。 あム 、己と 同 ド 意見の 者は ない の 
か。 一人 もない のか。 0 氷山の ホ も 向いて〕 永 山 どん， 
あんた けは そんな ことは あ 〇 ますまい な。 

み 山 (無言〕 

是な 何故 默 つて ゐ るの だ：： あ^、 貴殿 も 矢 張：：。 

み 山 外 じ 思案は ないで はない か。 己は 目附 から 化 話を 髓 

かされた 時旣 じさう 思った。 併しち みだけ では 計ら ひか 

わたから みんなの 意見を ホめ たの だ。 ところ かを 數のも 

の も 间じ意 おで もる W 上 •もう 引 さ 巧け るよ 〇 かは ない 

ではない か。 


是枝 (力なく 座に 巧つ 化して しまん〕 

巧 併し 己 達が 引 さを ける として、 誰が 一體 その 巧に 當る 
の だ。 

み 山 さう だ。 それ お 一 爾難關 だ。 

巧 1 冗 敵を 斬る のは 何でもな いか、 巧を を 斬 b じ 行く のは 
たまらな いな。 

橘 口 それは 誰 じしても いやな こと だ。 化し 引を 度け ると 
をめ た 上は やらない 訣 じけいかない。 ど うだらう。 誰か 
れと いふょ ゎ餘を 弓く ことじし ては。 

巧踪 成程。 それが い V たらう。 

がでは 己が 鑛を 作らう。 だが、 何人 行く ことじす ろの だ。 

棉口 相手は 二人 だかに， 一二 人 も あつたらい、 だら う。 

が ょし. そわでは 長いのを 一一 一ぶ 化る から それを 引いた あ 
は 行 くんだ ぞ。 

(が‘ 紙を ないて が おみ かろ 0) 

(閒 。舶じ 巧ろ 化のを。 風の 密)〕 

林 さあ、 化來 たんら 引いて くわ。 

橋 口 どうも 蘇を 引 くつて、 い ム氣枯 の ものでは ないむ。 
— も、、 思 ひ 切つて。 (繁备 引く〕 助かつた 。短い。 

ザでは、 そのみぎ 誰か 〇 ( お 心 前に 巧ず〕 

是枝 (突が 化さ 上つて 滋心 みんなが つてし まふ〕 え、、 
止めて くわ、 こんな もの 0 
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が おい。 何を する の だ。 

巧 畔 化では な いん。 をは 氣 おくれ’ がした のか。 

把が いや、 それは 己が 引 さを ける。 

巧 W めと 誰か。 

たお 己 ひと^でい、 0 . 

ち 川 けむ ども.. ：〇 

化 お こんな ことは 誰 じした つて 厭な こと だ。 だかに" 己 ひ 
とぃで 裙山 だ。 

がぃ だ お、 をは 凹 中 どんを 斬る ことじつ いては々 まで 不 
巧な をのへ てゐ たのでは ないか。 

化は さう だ 0 

巧 U それ だの じ 何故 引 さ 巧け るの だ。 

提 どうしてん 化ん らな いものなら、 己が 殺して やりた 
くな つたの だ。 

4^:ホ 化し かは W 中 どんとは 親しい 間柄では ないか。 

化 巧う む、 それ だから 引 さを けたいの だ〇 どうか 己を や 

‘.： せて くゎ 〇己は 二人を ホ 派 じ 化な せて や b たいの だ。 

が ホ さう か。 さう いふ 心な のん 0 

が 化し ひとぃ. で 巧く ことは 0 

化れ いや‘ 大丈夫 だ。 さつと 己が やつて おせる。 どうか 

ごじれ せて くわ。 

mn どう だ .b う 。では’ 是 枝に 巧せ ては。 


塊 己に おを はない。 かの 者は どう だ I (な 渡して〕 皆 
異なは ないやう だ。 

み 山 それでは この ことを 目 附に 答へ なくつ ては ならな 
い 0 堪 枝 も 同道して くれ。 

是な (無言の ま、 うな づ く〕 

み 山 (戸のと ころへ おつて〕 お 役人 衆 •ご 面倒ながら わ 
開け 下さい。 

(かで 巍を叨 けろ をがず ろ。 その 閒是 な'! さつさ 合圖 
も 取 リタけ した 巧のと ころに 立つ たま、、 •ちつと 下 も 
見て ゐ る。 やがて 戸が 開い ス ニ人のを が 外にが 元る。 
ミた 姑み 締めろ 音〇ル 窓から 差し込んで ゐむ おが t う 
满 れスゐ る。 烈！ い あのを 0〕 

—— •幕 

萊二幕 
同。 瓣 底の 一室‘ 

小さな、 さたない 部 坦〇巧 ホに 巧 子の けを つた、 巧 巧 
の 巧が をる 外 何處に L 明いた とこる がない 〇 そこが 出 
入 n で そのず ぐ 下に 巧 末な 巧-十な がつ いスゐ ろ。 

を. 一場と 同じ U の 夜。 

外け 化の ずがず さま じい。 

巧 中 河内 か i その子の 磋废 かとが 默 然として 坐つて 
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ゐろ 。二人と I 無リ 。超 蹲 か U ホの 上，^ •ちつと 滅視 
L て ゐろ〇 し •はらく その ま、 の 化 践が賴 く 0 
巧 內か跨 磨 介。 

磋赔か はい。 

巧內か 何を をん なじな てを るの だ。 

磋階 かはい。 

河內 かどうし たの だ 0 

磋晚か いや、 もんな 小さな 隙を しな' がら、 あんな 大 令な 
ものを 運ん てゐ ますから 0 
河內か 巧犧 をな でを るの か。 

超 應か所 巧がない ものです から、 ちれを 何 鹿へ 運んで 巧 
く かと、 ホ 刻から 見て 居る のて す。 

巧內か この 船 も餘程 古いな、 巧 驗が淺 くやう では。 
磋睹か どうせ われ {を 護送す る やうな 船です から、 新 
しい 氣 遣はありません 0 :: 化しょ く 疲れない ものです 

な。 もんな じ 化まず じ やつて ゐ て。 

河 巧 かう ム 、實 際根氣 ょく 働いて ゐ る。 

(巧。 二人-ちつと 巧の 上の 旋も おて ゐる 0〕 

磋 .階 か 父上。 

河内 か うム。 

磋睹か 動いて ゐる ものを なると 蒸しくな b 才 すな 0 
河內か (がへ ない〕 


商。) 

巧內 かお、、 また 乂み 熊んで 來た〇 
超膊か (突然 おでに わくと 利 踐在叩 さおす) 

巧の か 何を する の だ。 止せ。 巧 b 盡 せる ものでは ない。 

それに これは さう 刺しは せね から 大と夫 だ。 

磋 磨か い、 ぇ、 刺す からでは ち 〇 ません。 綻 じさは るん 
ら 殺して ゐ るので す 0 
巧 巧 介 何 かそん なに 精 じさは るの だ。 

搭赔か 是」 ゐ るう もじ 急に 腹が立つ て來 たを て 
巧內か は、 は、、 韓じ 腹を 立てる むが もる か 0 
磋 瞬か い、 ぇ、 蟲 でも 何でも、 かう してな 山 じ 煎んだ 
ホいた 〇 して ゐ ろのを おる とが < なつて まゐ ります。 

河 巧 か 所在がない とつ まらね ことじまで 腹を 立てるな。 
跨 おか どうも こんなれ じ 日の 前を 飛んで がんれ ろと、 面 
當 をされ てゐる 様な 氣 'がして たま 〇 ません 〇ど うだ 〇大 
をな 照は して ゐても わ 前な ダは 動けない の だ ..T う。 狎し 
这 めを くつて ゐ るの だら う〇口 惜し かつた らんう やつて 

飛んで おろ、 ホいて なろ と、 寄つて たかつて 义、' 

畜生。 (i、 をた 叩く〕 

巧み か 蟲を嫉 む やう じな つては. われ < の 境涯 も おし 
まひでは ないか。 

おおか 化し 父上-- 
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河內か いや、 愚痴 だ。 愚痴 だ。 

尙。〕 

礎が か も、、 かう して ゐ ると 海の 上を 自ホ にかけ 姻 つて 
ゐる •もの 風が 羡 ましい。 も、、 白み も あ、 いふ 風 じ 力 
强く 郎け迴 ぃたいな。 

巧み か (ム ill さ W だてして〕 峰 磨か。 

鶴が かはい。 

巧內か 大勢の 足音 •がする やう だな。 

おが か こもらへ です かり 
河み かう ム〇 

(二人 巧，^ をまず 0〕 

化が か い、 え、 何にも 問え やしません。 

河内 介 さう かな C 

化が か々 時み 離ん 來る 笛は ないで はも ^ ません か。 

河内 か 邮を逆 ひか しら。 

捉 がか 風の 靑で ございませう。 

河内 か (V つと ホへ スゐ ろ〕 

化が 介々 をは ひ ドく 化さます な。 嵐 じなり やしますまい 

か 0 

(mo お. がか 巧然 立ち上つ てが 子のと こる じ 行 さ、 上 
,.5-のデく〇 それからまわがかじ元の座へかへろ〇〕 

河内 介 どうしたの だ 0 


捲麽介 い、 え •何でもなかつた のです 〇たご 鳥渡 もの 音 
お閒 えた やうな 氣 おした ものです んら。 

巧內か さう か。 

稀。〕 

磋 瞬か 父上、 もう 何時で ございませう 0 
河內か お ほかた 四つ おくで あらう 0 
磋階 かもう さうな り ませう か 0 

稀。〕 

河 內か磋 磨か。 

磋睹 々はい。 

河闲か これは かわて 話して おいた ことでは もる お：：。 
挺 磨か (突然) お 待 も 下さい。 父上。 人 おお！ 

('天井， のが 子が 明いて、 上から 人が： トリ 來 る。 磋麼 
介 さつとな ろ。 下 リス 來 たのけ 是 がで わる 〇兩 刀杏帶 
して ゐる 0〕 

是お 砕. 磨か どん。 

磅磨 かお L 貴殿 か。 誰かと おつた。^ ^ 父上、 是ほ 巧で 
ございましたり 
河内 か わ、、 さう か 0 

是お (河內 かに 一禮し 乍ら〕 ご i か 否は 氣づ かつて 居 ^ ま 
した か、 何しろ 今の 身の上な ので..：。 

河內か いや、 それは お 互 ひのこと 〇贵駿 も ご 息災で 何ょ 
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b じを じます。 同 忘の 方々 も ご 無事で せうな 0 
是巧 はい。 みんな 健 固です。 

磋 磨か 是枝 氏、 ょく 訪ねて くれた。 —— 寺 H 屋な來 だな。 
是 枝う ム抗終 別々 じがし 込められて ゐ たので、 逢 ふ 折 か 
なくつて 殘 念だつた。 もつとも 大 阪で乘 船の 節、 貴殿の 
後妻 だけは 見かけた の だか、 場所が 場所で あつたから 言 
葉を かけろ 事が 山 巧なかつた。 

お磨か さう か。 それは 少しも 知らなかつた。 だが、 貴殿 
は 何處じ 入れられて ゐ るの だ 0 
是枝 この 上の 部屋 だ。 

搭睹か この 上？ では、 先刻 貴殿は この 天井を 叩きは し 
なかつ たか。 

是 はお、、 叩いた。 貴隘 達のを 巧 お 知 b たかつた ので： 
〇 

捲 磨か さう か。 矢 張 貴殿だつた のか。 はじめは 何だかを 

ら なかつ たお、 餘 b 續け ざま じ 音が する ので •だん 

不思議 じ 思 ひ 旧した の だ。 それで 何とい ふ譚 なし じこち 

らか らも 叩を 返して 見た の だ。 

是枝 いや、 もれで 己 達は どんなに 雀躍した かしれ ない。 

己 お 「巧 中 どうん 0J と、 どなつ たのは 聞え なかつ たか。 

磋睹介 いや、 それは 聞え なかつ た。 併し もの こと {と 

いふ 音は、 どんな じ 懐し かつた か 分らない。 素よ 〇貴駿 


•が 叩いて ゐ るとは 知らな かつた が、 二人ぎ b で、 こんな 
中に 排し 込められて ゐ ると •外の ものは どんな もので も 
懷 しいの だ。 あのび ゆう'^ 隐 つて ゐる 風の 音で さへ し 
み 戀 しく 思 はれろ 程 だ。 外は どうな ので もらう 〇世 
の 中は どうな つで ゐ るので もらう と 思 ふと、 無 巧 じ 外の 
ことお 知りたい の だ。 がし こ、 は 触の どん 度 だから 空 一 
つ 見る ことが 巧來 ない の だ。 

是巧 お 察しす る。 わ 察しす る。 

磋麟か 庇護を 受けて を b なおら、 かう いふ ことを いつて 
は 恩を 知らぬ 樣じ 間え るか もしれ ないか、 併し この頃の 
貴 藩の 扱 じは 某は 不服で たまらな いの だ。 これでは 歷つ 
て くれる のでは なくつて、 ほとんど 罷 人の 扱 だ。 それで 
自分は 每日胞 ばか ゎ 立て、 ゐ る。 贵藩 じは 今のところ お 
禮をい ひたいょりも、 怨を いひたい むの 方 か、 先 じ 立つ 
て ゐる化 だ。 併し 貴 隙 等は ょも やかう いふ 扱を 巧け て 居 
る ものでは ちるまい な。 

是 枝益暮 ) 

磋 おか はじめ 巧の 藩邸 じ 押し 这 めら れた 時は、 をは 同じ 
巧し 注め でも •を 事は 五つ 組の 惋、 毎日が 滅を 賜は つて、 
實じ 鄭重を 極めた ものだつた。 ところ か縣 摩へ 護送す る 
といつて 化 船に 乘 せてから は、 待遇が をく 違つて しまつ 
たの だ。 化し これは 恐らく 小な 人 どもが をへ 違 ひを して 
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をる の だとが ろむ 敝 から 上役の 人へ 何とか 話を して 實 
ふ訣 にはげ かぬ もの だら うか。 

化 お搞ぇ お 首) 

河內か 松磨夕 それは 是枝殿 じ 中ず ことでは ない。 筋道 
のこと ピ〇 

磁 かか 化し このま、 では 餘 りじ ひど 過ぎます から。 

M 內 かとを じ お 枝 殿は もう 諾愼は 許れ たのです か。 

狂が いや 許 わた どころ では も 〇 ません。 

河内 か さう いふ おみで ょくこ へ 來られ ましたな。 

狂れ (いひに くさう じ) 贷 は、 贵隘達 じどうしても をい 
て 巧は な-、 ては ならない ことお もつ て やつて 來 たので 
す 0 

秘が介 そんなに 改まらな くつても い、 ではない か。 で、 
蚊み とい ふのは 0 

なお (一 脉いぴ じく さう に、 も-ち して ゐ ろ) 

河内 か (ずぐ じ 洞 おして) 左樣 か。 —— では、 こ、 に 出 

向かれた のは 巧 殿 ご 一人では もりますまい。 

な 校 いや、 ひと 〇 ぎ 〇 です 0 

化が か 父上、 それは 何の 話で ございます。 

巧內介 何を 中して をる の だ。 みつて をろ 當 ではない か。 

足 お (W ホ夺 ついて〕 凹 中 どん、 まこと じ 申し じくい こ 
とだ お、 どうか 何にもい はずに これで 切腹を して 賞 ひた 


い 0 (脇差 私 二人の 前に 差し出ず〕 

(間。〕 

磋磨 介なる ほど、 父上の 験 測の 通り だ。 これでは われ 
われを 虐遇 ずるの も當前 だ。 併し 某は 理田 もな く 切腹す 
る わけ じは いかない。 何のが で われ {は 腹を 切ら わ ば 
ならない のか、 それを 承らう。 

河 內か磋 磨 介。 今更 その やうな ことを 是枝 巧に 尋ねる 要 
はないで はない か。 

磋踏か いや、 切腹と いふなら 檢 使から 申 渡を 受寸 るお定 
法 だ。 書 村を 讀ん で貨 ひたい。 

是枝磋 磨 介 どん。 どうか さう 角目立たないで くれ。 己は 
檢 化では ない。 書が なぞ も 持つ ては ゐ ない。 己 はたご 貴 
殿達の ためを 思つて やつて 來 たの だ。 大抵は 貴殿 も 察し 
おついて ゐる こと、 思 ふ。 どうか 何にもい はず じ 潔く 切 
腹を して 賞 ひたい。 

超 階 か いや、 上意でないなら 切腹は お受け 出來 ない。 如 
何に 親しい 間柄とは いへ、 た r 貴殿の 言葉 一つで さう 易 
易. 化ぬ ことが 出來る もの か。 

是お巧 程， 貴殿 かさう いふのは 無理は ない。 併し この 儘 
だと もつ と惡 いこと か 起る の だ 0 

磋磨 介では、 誰か われ/ \ を 殺しに 來 ると いふの か。 

是权 いや、 どうか そんな 風には とらないで くれ。 たど 時 
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勢か惡 いの だ。 實際 時勢が ょくない の だ。 どうか さう 思 
つて 請め て實 ひたい。 

磋 磨か それでは はじめの 約束とは 違 ふでは ないか。 赏藩 
では 吾々 を薩 摩へ 廣 つて くれる といつた ではない か、 も 
す こなら 安を だとい つたでは ないか。 それとも 直 ふとい 
つたのは、 あれは われ {を おびき 化す 手段で あつたの 
か。 貴 藩では、 はじめから われ/ \ を驅 すつ も 〇 でか、 
つて ゐた のか。 

是お いや、 決して さう いふ 訣 ではない、 何度もい ふと ほ 
〇 今の 時勢 かょくな いの だ。 藩では 腹 ひた くつても..： 
實際板 拱で 巧し いの だ。 —— それや 貴殿 達は もつと 切な 
いじ 相違ない 。を 4 は 重々 分つて ゐ る。 け わ ども， みん 
な 辛い の だ。 己 もこの ことでは どんなに 苦しんだ かしれ 
ない。 どんな じ爭 つた かしれ ない。 併し どうしても 力が 
ぶばなかつた の だ。 

磋磨 介では、 幕府 じ對 する 手前、 われ--^ を 超 ふことは 

出來 ない とい ふの だな。 

是 なま あさう 思つて くれ。 

捲 磨か さう か、 分った。 —— では、 寺 出屋の 一件 じ關巧 

の 者は みんな 殺ら わるの だな。：： さう だ やない のか。 

是 が (聲 日〕 

お磨か 是枝 鞍、 何故 返事を しないの だ。 问 志の 者 はんん 


な 一緖に 殺される の だら う。..： それとも 贵殿等 だけは 
助かる のか。..； おい、 何故 默 つて ゐ るの だ。 

是お (な 無 夏 

確 磨か さう か。 さうな のか。 —— 併し どうして 贵敝 たも 
は 巧 かつて、 吾々 父子 だけ 殺される の だ。 貴殿 達 も われ 
われと 同じ ことを やつた のでは ないか。 若し 罪が もる と 
すれば 兩方 とも 同じでは ないか。 —— 父上、 父上。 何故 
化 刻から 默 つてを られ ろので す。 何故 こ、 を 責めない の 
です。：： い、 え、 某は 默 りません。 某は 化 命 お化しく 
つて かう いつて ゐ るので はも 〇 ません。 訣 さへ 分 わ ばを 
れは隨 か： 化に もいた しませう。 がし あろを は 肋^つて、 
わ わ/ \ だけ-化れ やうな そんな 依 巧の 沙 化には 服す こと 
お 化が ません。 —— それや 成程 わむ/ \ は まんら ぶ 離さ 
れてゐ る。 だから まの もる 人達とは 境遇が 違 ふ。 併し 薩 
漲の 熏役 はわれ--^ を 庇護 するとい つた。 を わは 確 じい 
つた。 某は この 兩の 巧で たし 如 じ 聞いた。 某は それを 信 
じたれば こそ かう して この 船に 乘 つたの だ。 そして 明る 
い 南 國を每 日々々 憧れて ゐ たの だ。：.. 

足な 磋磨 かどん、 貴隘 のい ふことは 一つ'^ もつ とも 
だ。 化し 今は どうに もしょう おない の だ。 だから どうか 
もう 何にもい はないで 潔く 切腹して くれ。 巧 殿に 立派 じ 
がんで 赏 ひたいと おつて、 己は 謀 おこの 役を 引 さを けて 
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來 たの だ。 巧 殿の 介 鉛は 外の 人 じは させた くないの だ。 
今と なつて はこれ おか 胺じ對 する 己の せめても の 志な の 
だ 0 

おが か いや だ。 网 がの ためじ 化む のな .b、 素よ ゎみ 命を 
巧し まない け わ ども， 理川 もな しじ こんな 巧い 船底で-化 
むのは どうしても いや だ 0 

化が 潔く. 化む とい ふことは、 かして 培 所 じついて いつた 
のでは ない。： 化 乂の英 しいのを いつたの だ。 どうか 武± 
らしく 化んで くわ 0 

破が か いや だ。 何とい はれても 帖 だ。 化れ 時は。 分 勝手 
じ 化む。 巧 腺の お 岡 なぞは 巧け やしない。 

化が わい、 昭膊介 どん、 曰は 巧 殿達 二人 だけを 巧し はし 

ない。 己 も 一緒 じ： 化か。 だから どうか 一し よじ： 化んで < 

10 

i 

おが か 共 枝に、 何を つまらない 邀を いつて ゐ るの だ。 改 
販 .がわれ {と 一し よじ-化んだ ところが 何 じなる の だ。 
た ピ’ 化が が 一つ ふえる だけでは ないか。 一照 貴殿 やわれ 

われは 何のた めじ こ \ て： 化な i け わ ばなら ない の だ。 そ 

んな郎 なおな： 化 方を したと ころ' が、 何の 化 じ もな ない 

ではない か 0 

おが 巧敝 じは 己の こ、 ろが 分-^ ない のか。 

秘 .がか々.-: むいが もない。 化し そんな 化え や 巧 巧 性は わ 


互 ひに もう 止さう ではない a が。 某は 形 ばか 〇の武 十： 道な  ： 
ぞは大 嫌 だ。 何も 腹を 切る ばか 〇 が 武± の 本分で ももる 一 
まい。 クの 世の中は 巧' が 何人もつても おりない の だから • ； 
こんな 下らない ことで. 化 わのは 度モ だ。  ‘ 
是お (訴 へる やうに) 跨 磨 介 どん。  ： 
礎睹か いや、 某は 毕怯 でかう 云 ふので はない。 生命が 楷 <! 
しくつて かう いふので はない。 化すべ さ 時 じ 本 當じ化 じ ： 
たいと 思 ふから だ。 不正な ものを 倒して 正しい 化の 中 じ 
したいと 思へ ば こそ、 今の 生命 •か 惜しまれ るの だ。 阿！ K 
の 事 菜が 成就し むいのは 某には どうしても 目を つむる こ 
とは 化來 ない。 少なくとも その 嗯 光が 見える までは、 ど 
んな ことを しても-化 じされな いの だ。 巧ろ、 幕府は まだ 
做が と稱 へて ゐ るでは ないか 〇 そして 天朝の ためじ 盡さ 
うとす る われ {をを しめて ゐ るでは ないか。 吾々 が 望 
んで みろ 輿 德の闡 はいつ 來 ろの だ。 まだを の峨 さへ 巧え 
ないで はない か。 そんな 時に、 どうして やみ {化ぬ こ 
とが 川來る もの か。 われ-^ が 本當じ 働か わ ばな ない 
のは 寧ろ これからでは ないか 0 
をが さう だ。 これから だ。 问 志のを もさう 考 へて & るの 
だ。 だか. 其 停 業を やぃ 路 ふせる こと. が 出來る やう じ 同 
志の 巧の ためじ 梅 性 じ なつて 巧 ひたい。 それは 鞋 じいた 
はしい こと だ。 こんむ ことを 賴 むのは 恥知らずの やうで 
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はもる が、 どうか 大繁 のために みを 拾て、 賞 ひたい。 

磋 磨か いや、 その 爲 事は 貴 腹 だけで やる 事では ない。 某 
もや 〇 たいの だ。 それを や 〇 たい ばか ぃに 今 口ょ で 苦 お 
を 雷 わて 巧た のでは ないか。 白 分. が 本當じ 働く のは これ 
か-!' なの だ 0 

是权 さう いはれ ると 己は 一膚 苦しくなる お、 貴殿 達は ど 
うしても 助からな いの だ。 そんな 事 じなら ないやう に、 
己は どんな じ 骨折つ たんしわない の だけれ ど、 どうして 
も：： 

挺 磨か 是枝 巧、 某は 何も 助けて くれと いつて ゐ るので は 
ない。 某は そんな 卑怯な 男では ない。 た 働 さたい とい 
つて ゐ ろの だ。 

足な 併し それが 山 おない の だ。 巧來る 化なら こんな じ賴 
みはしない 〇 だから どうか.... 

お赔か いや、 他人の ためじ’ 化ね こと なぞは 何とい はわて 

もい や だ。 

见杖 己は 巧 十： の 情で 貴 酸 じこんな じ 切腹を 勸 めて みるの 

じ、 貴般 はどうしても 聽み 入れない のか 0 

磅應か 切腹 お 何で 武± の 情 だ 〇 1 緖に 事を 起して おを 乍 

ら 、円を たも だけ 助， がって、 われ-^ 父子を おすの お、 

何で 武± の 情 だ。 贵駿 は】 臨が なのか 巧 方な のち それ 

をまづ 明白 じして 貸は う。 


おな どうか そんな ものい ひは しないで くわ..： 己 も つら 
いの だ。..： これ だけ 殺む の だんら •.'跨 磨 介 どん：： 
己の こ^ろ-が 分つ て くれても い、 ではない か。 

磋 磨か いや、 ならない。 そんな 得手勝手な 心は 某 じは 分 
ら ない。 わ わ {は 主に 見離さ わた 體 だと 思つて、 を 殿 
等は 恐らく われ {を 蔑む の だら う。 まじ 離れた む なぞ 
は輸性 じしても かまは ない と考 へる の だら う。 

是お さう ものを ひがんで 卷 へられて は-... 

磋磨介 ひがみ、 何が ひがみ だ。 一緖じ 事を 起した の だか 
ら 、どこ 迄 も 一緒に やゎたい とい ふの •が 何で ひ おみ だ。 
おのれ だつて 地位を かへ たら 何とい ふか 分る もの か。 少 
しは こちらの み じ もな つてな ろ、 こんな ところでむ ざ 
む ざ 殺される 者の みに もな つて 見ろ。 

是 なだから 己 もつ らいの だ；： だから 己は 爭 つたの だ 
: : 俳し どうしても 歇 y だつ たの だ。：： 貴 酸 も 切ない 
だら うが。 己 も.-.. 

磋 磨か 何度 同じ 事 ばかりい つて ゐ るの だ。 おのむ お 何と 
いつたつ て、 そんな 信も義 もない なの 犠牲 じなる もの 
か 0 

是おぢ や、 こわ ほど 賴ん でも。 

おおか 廠 だとい つたら 献 だ。 —— や、 刀 じ 手を かけた な。 
某を 斬る とい ふの^。 斬 わるな. 斬 わ。 おの わは、 寺 凹 
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匿の 二階で 帯いた 速 お 帳を 忘れた のか。 同志で もる われ 
わむ を 斬る とい ふな じ， 斬つ てな ろ。 殺さ わろ のじ、 切腹 
なぞと なをを せられて 化む のは 迷惑ち 極 だ。 さち、 殺し 
じ來 たのなら 早く 斬れ。 

肛が檔 腐 かどん。 賴 む。 賴 む。 己 も 一し ょじ 切腹す るか 
ら 、どうか、 どうか 己と 一緖じ 化んでくれ。 賴 む。 賴 む。 

提時か いや、 おは おのれの 生な なぞは 望んで & やしない。 
切腹した け わ ば 勝手 じ 切腹す ろ おい ム。 わの わの やうな 
ものは、 もう々 口 か.-: 友とは おはむ。 信 も おかね。 (前 
- しわいて わる 脇差 も 手が く 手許に 引 さ 寄 だながら〕 さ 
も、 斬れるな‘-: 斬た 某に もぶ の覺 巧が もろ。 斬れる も 
のな‘.： 斬つて なろ。 

(赴な 口耐へ じがへ て & たが その 言 薬が おろか おらに 

うらに、 いさな りお 麼か告 巧 打に ずる 〇〕 

指 かかう ムむ 、おのれ！ (脇差で 疵リ をけ うとした が、 

巧を なので にわりと 倒れろ〕 

(河 e： 介け つと お 目して ゐ たが、 急に お 磨 介の 接に 

巧ろ) 

巧 おか (倒れ わえ、) うム む。 殘を だ。 殘を だ。 

何 内か院 '鹰 か。 手は 煮い。 いまち 痛を 鎭 めて やる ぞ。 

おが かう ム む、 無念 だ。 無を だ。 

がの 介 (化が かの ずから 胁 をみ 化つ ス) こわ、 跨 磨 介、 


父が 介錯して やる ぞ。 

(河內 かけな 子の か錯 みして やろ  '、 そして 刀の 血 屯 お 
つて 靜 かじが-レ みさめ 下に わく。 それから 自 みのの 織 
杏 n いで 息子の 巧 殺 0 上に かけ X やる。〕 

巧內か (是 がに’」 見苦しい ところを わ 目 じかけ て お 恥し 
うなじます 0 

(是 枝口磋 磨かに 一刀 在が だろ とすぐ 二 己 ホず さつ ス 
V つと 身稚 へたぇ、 でゐ たが、 河内 かの 動作を ぶて ゐ 
るう ちに、 だん/、 その 張が 呼 ろんで ホる 〇 そして 向 
うか， •，言葉 知 かけられ ろと、 をに ホの 上に 兩手 もつ い 
てし まム 〇〕 

是な田 中 どん。 濟 まなかつ た。 濟 まなかつ た。 

河内 か C ちつと 是巧 もぶ つみて なろ〕 

是巧跨 磨 介 どんの 敵 だ。 どう’ か 己を、 この 己を、 がを じ 

河內介 (たしなめろ やうに〕 を 枝 巧。 

是巧 己は 此 役を 引受けた 時から もう 覺悟 はさめて ゐ たの 
だ。 殊じ磋 磨 介 どんを 手 じんけ た 上は.... どうか、 どう 
かごを 分 じして いたご さたい 0 
河內介 是枝 巧、 何を いふので す。 これ 位の ことじう ろた 
へて どうな さる。 回-犬の 惇 菜を をす ほどの 若 おそんな こ 
とで どうな さる。 
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是 おけれ ど、 己 じは もう：.. 

巧內 かでは 贵殿 はわれ-^ を 犬： 化させようと いはれ るの 
か。 貴殿は がの 言葉を 何と 聞かれた の だ。 あれを た ご 愚 
翊 とのみ 聞かれた のか。 某は 何度 伴を 止めようと 思つた 
ar がれ ませぬ。 併し 默 して ゐ ました。 それは もんな にも 
此化じ 執し、 維新の 義擧じ 燃えて ゐる もの おもる ことを 
しつか 〇 むじ 刻みつ けて おいて 贊 ひた つたから です。 
某は 一言 も發 しな^つ たお、 解を な ことは が じ 巧 倍して 
ゐ ます。 背隘は 何故 われ-^ のこの おも ひを 生かして T 
さらう とはな さらない のです。 何故 このむ を 成就 させよ 
うとは つとめられない のです。 これを 生かして くわる こ 
とが、 これを 成就させる こと' が、 生みて ゐる もの、 務で 
はもり ませぬ か 0 
是巧 (壁み 立て、 なさ 化す〕 

河 巧 か 人 ひとぃ の 血を 見た 化で そんな じ 心が 弱く むつて 
どうな さる。 本 當の悲 せな ことじ 山禽 はれろ のはむ しろ 
これからです ぞ 。是枝 巧、 どうかし つか 〇 して 下さい。 

....これからは 貴殿 達の 時代です 。•とうか、 どうかし つ 

か. り やつて 下さい。 今と なつて は 某の 願は た r こわだけ 

です。 I では、 こ V て わ 指阔ど ほり 切 腺を します から 

ご 面倒で も ご 介錯を おおみし ます。 

是な (無言) 


河 巧 介 どうした のです 〇 さ、 立ち上つて ご用 慮を 〇 .... 
是 枝巧是 枝ち：： な 殿 じは まだぶ のち 襄お お分りに 
はならない のか。 

是巧 い、 え， それは 分つて ゐ ます。 

巧內 かそれ なら 0 

是 枝では •是非が ちりません 0 ( 力なく 立ち上ろ) 

河内 か (切腹の 用意 もずろ) 

是が何 かご 遺言は。 

河 巧 かた r 问 をの 方々 じょろ しくと ゎ愧へ 下さい。 

是枚 (淚も ふさ 乍ら〕 を 知し ました。 

河内 かでは ご 面倒ながら ご 介錯を。 

(河內 か、 脇差，^ 贼に 突を 立';^ る。 是 おけ 後に 立つて 
太刀 も 打ち 下ず。 併し 化 許が しつかりして ゐ なかつた 
か 斬り 巧ん。〕 

河 巧 か (巧硫 もがへ ながら〕 う、、 つ、 ..：、 つろ たへ ろな 
:: こ、 こムだ 〇 ( 手で なのん たりみ 叩く〕 

是が (さつと なつて〕 ごを。 

(首み 落ず 。併しを 巧け 刀 も 下げた 圭 、、な ム したや 
うじし 任ら くの 間 立つ て ゐろ〇 それから 力なく、 ぐつ 
たリと 坐つ てし ミつ ス 、またし にらく 巧と し^ ゐろ 0) 
(突然 二つの 巧备引 さが ぜて炮 くやう- UW 腕の へ 化 
へ这 む。 そし yil 人の がみい つ 迄 むに 刻みつ け わ 
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かぅ とずろ やぅに、 V つと 巧 vJ- ぶつめ る。 巧が 化め 度 j 

な < 流れろ 〇)  I 

(V が ス巧私 前に わいて、 間いて ゐろ 眼，^ つむらな 
る。 併しな か--^ 削-ちな いので 長い こと 險も 巧へ た 支 
、で ゐろ〇 それから 巧から 紙 古 化して、 巧 級の 面に 飛 
んでゐ る 化知靜 かじが さとつて やろ 0〕  一 
(外け 風の 音が いふ/ \ 烈しい 0〕 

— 藉 I 
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海 滲山疹 (1 S 


人 物 

海 彦 
山 彦 
太古に 化んで ゐた 主人の 化 お。 

極みて 素樸な ル 厘の 內 部。 

を體 け止閒 でを ろが、 寢る とこる だけけ ほい おが 設け 
て わろ。 止 巧の 中央け 乂も 焚く ところに々 つて ゐ て、 
その 眞 上の 尾 破け 煙出し 化 リじ义 がわいて ゐろ〇 
部屋の なかに け 誰も ゐ ない。 蟲が 鳴いて ゐ ろ。 

ぅず 暗い タ ホから 夜に かけて。 

海彥 がかから 歸 つて 來 ろ。 手に 弓と 矢と も 持つて ゐ 

ろ。 中に 這 入るな リ 、いさ なり 仰 巧け じどし いんと 

おの 上に 寢こ るぶ。 

祗彥 あ^ •くたびれた。 

(しじら く 横にな つたえ、 でゐ ろ。) 

(お經 て山疹 t 齡 つて 來 ろ。 併しず ぐ 小屋に 這 入らな 

いで、 化が 開け 化し じし ス巧 つた 入口のと ころから、 


化み なろ 5 .うに 中の 樣子 屯う か r ム〇 そして 遵 入りに 
くさう にを たかへ 巧ろ 〔) 

お彥 (その！ J の 昔に) 山彦 か。 (ホ かみ，^ 起して〕 何 だ。 
さ うぢ やな かつた のか。 —— や あ、 暗くな つたな。 

(起さ 上つて 主 間に 下り、 木 もこず リ合ぜ て 乂も焚 さ 
けじめる 〇〕 

(山彦け ぇた 歸 つて 來ス 入口のと ころん -うる {して 
ゐ たが、 海彥 がう しろむ さじな つて 义知わ こして ゐる 
間に、 なおし ス 中に 這乂リ 、手 じして ゐろ釣 毕告部 厘の 
隅に そつと わく。 それから 何氣 なく 化のを じ 寄つ て 〇〕 

山彥 兄さん、 己が 起さう 一 

お彦今 か。 遲 かつた な。 

山彥 うん。 遲く なつた。！— 己、 おこす ょ。 

お彥 いや、 もうついた。 大丈夫 だ。 

山彦 寒くな つたな。 

おを うん、 雪の 來な いう もに、 もつと 燃 物と 食物を 横み 
込ん どかな くつち や。 

山彥 さう だな 0 

お彥 おい、 今日は ひどい 目に もつた ぞ。 

山彥 どうして 0 

海彥 、つつか 〇 わ まへの いふ 通ぃに した もの だから、 とん 
でもない 目 にもつて しまつた。 —— ころげ 落 ムリる。 着 


を 山 衙な 


667 


物は 破く。 手 おは 換ゎむ く。 さん だ。 —— 巧ろ •こ 
んな だ。 

山彦 鹿で も おひかけ たの か。 

梅彥 、‘>  ん 、こんな 大 さむな がゐ たんだ。 巧め たと おつて 
おつて 巧つ たと ころ お、 巧う は 山の 代物 だし、 こつ もは 
のれて ゐ むいと 來て & るから’ たも まも 踏みは づ してし 
まつたのさ〇  ...'己はもう山はこぃ*'^^だ。 

山彥 さう かな、 己は 兄さんの こと だから さつと 大 をな 獲 
物を とつて 來 ろと 化つ てゐ たんだが。 

お彥 いや、 己 だ。 て 誰 だつて 慣れない 事は 駄 R だ。 お ま 
へが たつて いふか •：： 今 口 だけは な 事を がり かへ てな たか 
もう 明 = かに > は ご 化 だ 0 —— だが、 お まへの 芳 はどう だ 
つた® 

山ち  w? 

前 巧 釣れた かつてい ふの さ。 

川 巧 (ルし てれて 微笑し スゐ る〕 

お 巧 駄目だつた のか。.... でも、 何 巧 かがつ たんだら う 0 

山を (無な〕 

很巧 一 冗 も か。 何 だ、 火 4 な ことを いつて 化かけ て 巧 さ 

むがら 0 

山彥 々H は 潮の ェ なお 憩 かったん だ。 

お 巧扣挺 .b ず だな、 お まへは。 


山彥 さ うぢ やない けれど：： 

海彦 まも •怨みつ こなしで い ムぢ产 ないか。 どつ ち も 取 
れ なかつ たんだから 0 

山彥 そ 〇 やさう だ。 

お彥だ お、 己が いつたと ほりだら う。 を 釣が 山 じ 道 入つ 
た 〇、 巧 人が 釣竿を 持つた 〇 する から、 こんな 馬鹿々々 
しい ことになるんだ 。今日は まち 慰み半分 だからい、 や 
うな もの ム：： 

山を 兄さん。 

おを 何 だ。 

川彥ぢ 中、 道具を 取 〇 かへ るのは 今 口ぎ' りかい。 

消彦 さう しよ うぢ やない か。 わ 互 ひじつ まらない から。 

山彥 もう 一日、 これで やつて 見ない かわ。 

おを 今日の 二の舞は 閒 るよ。 

山を もと 一日で い^から..： 

海彥 お まへ 考 へて ご覽 。こんな 馬鹿な 寧を つ だけて ゐや 
う ものなら、 口 お干 上つ てし まふよ。 

山彥 いや •今日は お 互 じ 慣れな かつた か C, 失敗つた けれ 
ど， 明日は こんな ことは あり やしない 0 

海彥 明日 だつ て 同じ こと だ。 

山彦 だつて 道具を お 〇 かへ つ こして やつたら’ お-化 じ 何 
にも 巧れ なかつ たなんて 、精に 降ろ ぢや ないか。 
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游彥お まへは 妙な ところに 意地を 張る わ。 そんな ことは 
どう だつ てい \ おやない か。 

山を しかし 口惜しい からさ。 

海彥 いや， そんな 冗談は して ゐられ ない。 もう 間もなく 
雪が 來 るん ら 、今の 內 にせいん \ 魚を 釣 〇 ためて おかな 

くつ もや 0 

山搂 だから 明日は 己が うんと 釣つて 來 るょ。 

海彥 お まへは そんな ことを いふが、 釣 だつて 何 だつて 一 

日 や 二日で さう うまくなる もの ぢ やない 0 わ まへ、 

山 •がいやに なつた のでは あるまい わ。 

山彦 そんな ことは ない。 

海彦 それなら 銘 々円みの 撰 手の 事を やらう。 その 方が ど 
ん なじ 築で 獲物が 多い かしれ やしない。 慣れない 爲 事な 
ん かお 互 じ 骨 ばか b 折れて たまらな いぢ やない か。 

山を しかしね、 兄さん：： 

海彦 何故 お まへ そんむ じい やおる の だ。 

山彦 いやかる 訣ぢ やない が：； 

海彥 それならい ふことは な いぢ やない か 0 

川彥 (も V しスゐ ろ'' 

鞭彥 わ まへ が 何とい つても、 山は もうこ b ぐ だから、 

兎に角 このち とちは おすよ 〇そ のかは 〇 釣竿は 己の 方に 

寄こして くれ。 


山彦 (無音の ま、 化 込みず ろ) 

海彥 どうしたんだ。 

リを  や 何ても な L0  わえ、 兄さん •もう 一日：： 

海彦 そんな ことを したつて 何にも むらない ことは お まへ 
じだつて ょく 分つ てゐ る篱ぢ やない か。 —— さ、 お まへ 
のちは こ、 じ もる 〇釣 ホを わ 山し。 

山彦 (触 夏 

海彥 どうしたの だ。 己の 釣竿を どうかした のか 0 
山彥 い、 え* そんな ことは.... 

お彥 それなら 化したら い > 'だ やない か 0 
山彥 (をし さう じ) 兄さん。 

报彥何 だ。 

山彥 (默 つて 弓 也 化の 前-」 差 出ず〕 

海彥 (ちょつ とそれ もぶ て〕 己は もう 道 其を 取ぃ かへ る 
のは 厭 だと、 さつ さからい つて ふる ぢ やむ いか。 

川彥 いや、 さ うぢ やな いんだ。 

海を それなら 何 だ。 

山彦 い > •から 巧つて わいて：： 

海彥 どうしろ とい ふの だ。 

山彥  から 兄さん.... 

海彦 そんな ものは 已 はいらない 。をん な ものを 掉 つて ゐ 
たつて 己 じは 何の おも おしは しない。 


沒ル おな 


弓 r ぶ 


山彦 しかし.：. 

很疼 何故 わ まへは そんな ことを す るんだ。 急 じ 己に 物を 
くわろ なんて 0 

山彦 別 じ 何でもな いんだ。 た 

雙レ わい、 山資 。己は-, J を くれなん て】 度 も いつわ 事は 
ないだ やない か。 それ どころ か 山は もぅこ 〇 ご 〇 だとい 
つて ゐる のじ、 わ まへ を かしな ことを する わ〇ど ぅした 
ん だ、々 円は 一 腿： 

山彥 (豐 日〕 

お彥 わ まへ 何か陪 して & ろ ことが もりやし ないか。 

川を (豐〇 

很を そわな‘-: 釣毕を 山したら い、 ぢ やない か。 己は 阴目 
は：： 十く 川 掛け るんだ から、 もょ つと なて おさた いんだ。 
わい、 わ 川し といつ た 
山を 兄さん 0 

お 巧 わ まへ 川さない のかい。 出さな けり や 無理 じ も 恥つ 

てんせ ろょ 〇お い、 おどを 〇 おどさと いつたら 0 

(お 彥け强 ひ ホ 也 わさへ 挪 L やつて •かが も 巧り 出 

マ。〕  ： 

(山 巧け 兄 じが 如かけ 乂 、嫂乂 の そぶ U どし いんと 腰 

私： トスす 0) 

お 巧 (め 毕备 就べ て〕 こんむ ことを して ゐ るんだ。 己 も 


どうせ こんな ことたら うと 思つ てゐ たんた。 鈎を 亡 

くして わさな， がら 則 日 もこの ま、 やらう の、 巧 日は 澤山 
巧つ て來 るのと、 しら"^ しい ことを いつて — ょくも 
お まへ もんな ことが いへ たもの だな。 

山彦 (整 目〕 

おを わい、 山彦。 鈎を 亡くした のなら t くした と •何故 
わ 前すな ほじい はない の だ。 隱し 立てを した 〇、 ちを く 
れて 誤魔化さ うとした 何故 もんな 變な ことを す るん 
だ。 —II 一日 延ばした ところが、 どうじ もな り やしな ム 
ぢ やない か〇わ まへは その 問 じ 細工を しょうと いふの 
か。 本當 じい やな わ だな。 

山彥 (い 默リ こくつ てゐ る〕 

海彥 だからい はない 事ぢ やな いんだ。 慣れない ことなん 
かやる と、 お 互 じ 馬鹿を 巧る つて 〇 それを わ まへは 無理 
じ やらう'^ とい ふから’ 己も爲 方な しじ 道具を お 〇 か 
へたん たが たうとう こんな ことじな つてし まつた 0 I 
— それ も お まへ じ 釣れる やう じと 思つて、 己は 一番い、 
鈎を 贷 してやつ たのに’ それを 亡くされて しまつ もや 本 
當じ しやう' がない な。 もれは 己の おつて わさの 鈎なん だ 
から。 —— わ まへ々 口は 何處で 釣つて ゐ たんだ。 

山を 益晉) 

お彥 わい、 何處で 釣つて ゐ たんだ？ 


が 0 


彥山彥 お 


山を (無言の ぇ、、 いきな リ劍 もがいて 巧 も义の 中に 突を 
込む〕 

海彥 何を すろ のだ〇 そんな ことを して 。馬鹿な ことは 止 
さない か 0 

(泡彥 け 化の 中から 劍も 引き 化さう とずる。 弟け 引 さ 
巧 さだをい とずろ 0) 

鞭彥 わい、 巧が みんな 溶けて しま ふぢ やない か。 

山彦 瞭 けたつ てい ム。 

海彥剛 倩な 男 だな。 そんな ことを して どうす るの だ 0 
山彥叠 へない〕 

海彥 釣を こしら へる つも ぃかい。 お まへ じ 鈎なん か巧來 
る もの か 0 

山 彥巧來 たつて 出 巧な くつた つてい、 ぢ やない か。 鈎 さ 
へ 返し やい、 の だら う。 

おるな に。 

山彥釣 さへ 返し や 何でもな いんだ。 釣の 一本ぐ らゐ何 だ。 

瓶を 貴樣は ひとの 鉛を 亡くして おを なおら、 をん ないひ 

ぐ さつても るか 0 

山彥 ちんまい. ぐ づ\^ いふから さ 0 

お彥 (烈しく〕 山資。 

山彦 (わざと やおで；} 何 だい 0 

海彥貴 樣は鈎 さへ 返し やい、 とい ふの か。 


山彥 さ うぢ やない か 0 

衔彥 わ まへ じ それが 返せる かい。 

山彥 返せる とも 〇前 のょ b やず つと い、 のを 返して やら 
ち 0 

海彥 己は雜 のこしら へろ 鈎を いつて ゐ るん ぢ やない。 
返 すん なら 元のを 返せ。 

山彦 一兀の だつて どれ だつて’ 釣れ さへ すゎ やい、 ぢ やな 
ぃん ° 

海 彦貴樣 のこしら へた 鈎なん か 使へ やしない。 そんな 釣 
にや 生きた おは 一 冗 だつて か、 つて 來る もの か。 

山彥 か、 ら なくつ て どうす る 〇 ( ホくな つた 巧知 引 さ 出 
して 金构で 叩く〕 

海彥 おい、 山彥 。お まへ じは 釣なん か山來 やしない。 そ 
んな 風に 叩いた つて 駄目 だ。 止せ、 止せと いつたら。 

川彥 (默つ ストン チンく と 叩 さつ》 ける) 

衔彥 おい、 意地つ 張 〇 は 止さない か。 そんな ことを した 
つて 指を つぶす だけ だ。 

山を うるさい な〇今 すぐ じな すょ。 (一." まけす 叩いて & 
る) 

おを そんな や < ざな 鈎は 何千 本 こしら へたつ てを 巧り や 
しない ぞ 。己は そんな ものを 欲しい といつ てゐ るん ぢや 
ない。 貴樣 お亡くし たのは 曰の 釣なん だんら、 己は それ 


巧 山を 海 
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を 持つ て來 いといつ てゐ るの だ。 

山彥 これ だつ てい、 ぢ やない か。 

海 巧 いけない。 

山 彥ぢや 己が こんなに までして ゐる のじ 〇 :: 

裤彥 何が こんな じまで だ〇な 地つ 狼 〇 ばか ゎして ゐ ろく 
ホ じ.... そんむ 鈎 か 役に立つ と 思 ふか 0 
山を え、、 勝手にし ろい 0 

(叩^^ r-. S の なじ に 化り つけろ 0〕 

お彦隙 手に しろとは 何 だ。 返す といつ たな 上は 釣を 返ち 
山彥 そつ も か 勝手 じ 巧らない んぢ やない か。 

術 巧 己は 元の 鈎を 返せと いつて ゐ るの だ。 さも 返せ。 返 
せ 0 :: どう だ。 返せ やしないだ らう。 口惜し かつたら 
持つて 來て おろ。：： 返せ やしないだ らう。 返せ やしな 
いだら う 0 
山彥 (無す〕 

海彦 そうむな ろ。 大 みな 口 ばかりた-* いたつ て 0 
山彥 (u の 中で〕 巧 化。 

淋を い、 から、 もや まれ 0 

川 巧 (無す) 

お彥 もや まらない のか。 

山を (無す〕 

海彥 わい、 あやまら むいの か 0 


山彦ち やまる もんか 0 

海彦 もや まらない。 —— そんな r， 鈎を 持つて 來 い。 

山彦 (蟹 口〕 

海彥 おい。 持つ て來 いといつ たら。 

山彥 持つ て來 ると も 0 
报彥 持つ て來 る。 —— をつ とか。 

海 彥ぢや 己は 阴 日の 朝す ぐに 化 ふんだ から、 それまで じ 
さつと 操して 來い〇 
山彦 ょし 探して 來る とも 0 
泡彥 これは 巧 白い。 

山彦 (無言、 なさ 蹈に なつて〕 探して 來る とも。 

(さぅ けいつ て L 山彥け 心つ となみ 溶ろ つけた ま〜 立 
つ氣を もない 0〕 

(海彥 もまた それな 上は を おしないで、 しばらくの 問 
獻つわ ま、 でゐ る。 やがて 懷 から 胡桃み にら — ^ と 化 
して、 それみ おで ばちん {割つ てけ 跌 々としてを ベ 
おめ ろ 〇〕 

(かなり 長い 問 0) 

(突な 山彦け 立ち上つ て 化かけ ふぅと ずる 〇〕 

お 彥何處 へ 行 くんだ。 

山彦 C： 無言〕 

浪彥濱 へ 巧く のか。 
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彥 山彥诲 


山彥 益菁) 

海彥行 くんなら 瞄を こしら へてから 行け 0 
山 彥己も 食 ひたくない 0 

お 彥山彥 。お まへは 何 おさぅ 依 巧 地な ことを いふの だ。 
山彥 (泣を 出し さぅ じ〕 依估地な のけ そつ ちぢ やない か 0 
海彥 い、 から 食つて 行けと いつたら をつて 行け。 (强ひ 
てを も 下に 坐ら ぜ ろ) 貴樣 、陪 がへ つて ゐるぢ やない か 0 
•...おぃ、 をへ ょ 0 

(山彥 も 胡桃み 食べる 〇 併し 二人とも 默つ たま、 でゐ 
ろ〇た V ■おで 胡桃 も 割ろ 音と、 が 巧は な もず、 る 音が 
脚え ろ だけで ある 0) 

海彥 今日は 何にも 獲物かなかつた から、 これを 拾つて 來 
たんだ。 

(海彥 けろ M つと おの 致 も 見た けれど、 栗つ てかない 
ので 話 も 止みて しま ふ 〇〕 

ご 一人 また 巧し 默つ たま、 胡桃 もを ベる 0) 

お彥 (柔 かに〕 お まへは 馬鹿 だな。 片意地 もい、 加減 じ 

しろより 

(立って 行って ル 屋の稱 じ 巧れ てを ろ、 乾し 固め わを 

ん '持って 化ろ 0〕 

海彥今 巧は これを 食は う。 とつと さの 魚 だけれ ど。 

(を もを にやろ。 それから 日を もを ベる。) 


商。〕 

海彥 も- < 、隐か 張つた。 今夜は 早く 渡る かな。 

(入口 0 とこる へな つて かもぶ ろ。〕 

お彥基 か澤山 化て ゐ るな。 明日 も 天 氣だぞ 0 
(入口の 戶を 締めろ 0) 

海彥 おい、 お まへ も 早く 寢 ろょ。 

(ホの 上に 簡 單な寢 どこも 作つ てが になろ 0) 

海彥 (寢 ながら) あ^、 寢る のが 一番 だ。 

C： 長い間。〕 

(蟲が 鳴いて ゐ ろり) 

(山彦は さつをから 動かない でが 义の そに に •ちつと 腰 
も 下ろした ま、 で ゐろ〇 とを-^ 淚 もがく  〇〕 

海彥 (ふと 日ん 醒 まして〕 まだ 寢 ない のかい。 

山彥 (無言) 

海彥 なぜ 寢な いんだ。 寢 たらい、 ぢ やない か。 

山彥 (淚 壁で〕 寢られ るかい。 これから 操し じ 巧 かなく 
つも やなら な いんだ 0 

海彥 (突 お飛び起きて〕 いつまで 贵樣 はそんな ことじ こ 
だはつて ゐ るの だ。 馬鹿。 (いさな リホ 私擲リ つけろ〕 
山彥 何を する の だ 0 

お 彥貴樣 の やぅな なは かぅ しなく つち や 分らな いんだ 0 
(巧 如 巧へ つけて 擲 る〕 


巧 山彥浪 
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山彦 何を する の だ。 (巧抗 ずろ〕 

海を まだ みらない のか。 (ぐい {一: へつ けて〕 どう だ 0 
これで もか〇 これで も か 0 
山彦 (無言〕 

梅彥 やい、 何故 默 つて ゐ るの だ。 これ だけ 擲られ ても感 
じない のか。 馬鹿。 II 畜生、 畜生 •畜生、 (また 擲ろ 
川彦 (止 に 突つ 伏した ま、 何にもい けない〕 

お 彥剛愤 な 奴 だな。 擲られ たら 何故な かないんだ。 何故 
「わ ぁ」 とな かないんだ。 そんな ひわ くれた 根性 だから、 
かおには すなほな 齋が 旧來な いんだ。】 こと 『濟 みませ 
ん OJ とい ひさへ す 〇 や 何でもな いこと ぢや ないか。 貴樣 
じは どうして それが いへ な いんだ 0 —— さつき だつ て さ 
うだ。 無理 じ 物を 返さう としたり、 化來 もしない くせに 
釣を こしら へょうと したゎ、 何 お. ぁ、 逆らつ た爲 似を す 
るんだ 。そんな 風に 出られり や、 亡くした 鈴を 持つて 來 
いつて、 ついい ひたくなる ぢ やない か。 己は 何も 元の 钩 

が 欲し かつたん ぢ やない 〇 もんな ものは 何 本で ももる。 

己は もんな ことは いひたくなかつた けれど、 貴様の 爲が 

かもん ま〇槪 じさは つたから だ 0 それても 己は 少し 

いひ 過ぎた とおつ たから、 後から 隨分 機嫌を とつて やつ 

たの じ、 巧樣 はま だ こだは つて ゐ るの か〇貴 掠は どこ 迄 

ひわく わて ゐ るの だ 0 


山彥 (無 夏 

海彥 己は 何も 擲 りたく はない。 怒りた < はない。 た r お 
まへ じ 「返し やい 占。」 とい ふ肚が もる 間は 我慢が 岀來な 
いの だ。 お まへは 何でも 償 ひさへ すれば 濟 むと 思つて ゐ 
るの か。 世の中 じは 返さう つたつて 返せない ものが ちる 
ん だぞ。 —— t くした ものなら じくした でい ム〇 己は そ 
れを 咎めは しない。 己 だつて 何度 釣を 巴く すかし わ やし 
ない。 殊に お まへは 慣れない の だから、 鈎を とられる の 
はもた 〇 まへ だ 。それを いや じ隱 したり、 誤魔化さ うと 
したり、 何故 ちんな 妙な ことを する の だ。 自分で いひ 化 
した こと だけに、 鈎を 亡くした とはい ひじく かつた の 
か。 それが そ も {氣 にくは ない の だ。 何故 もつ とすな 
ほな 也に なれない の だ。 償は うつたつて 償へ ない もの じ 

山彥 (豐 口) 

海彥 いや、 もう 止さう 〇 もう 止さう 〇い くらいつ たつて 
同じ こと だ 0 さあ、 い、 から 經ろ〇 

山彥 (突つ かした ま、 でゐ る〕 

海を おい。 おろ。：.. 寢 ろと いふの じ。 (をみ 引 さ 立て 
る) 

山彥 (をに なさ おブ〕 

海彥 何を 泣 くんだ。 馬鹿、 莊 ろと いふのに 0 
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浸 山彥瓶 


(海彦 け 弟み 叩 さ 伏 だろ やうに して 無理 じ寢 かぜる。 
山彦け 巧の 中で なほ 泣を つ》 けて ゐる 0〕 

(海彥 けち i つと そこらみ か附 けて 寢が じけいる 〇二 
人け が 中 わけ ぜ になつて 寢 る。) 

商。〕 

(蟲が 鳴いて ゐる 0〕 

(とき もり だ 烏の 蒂 がする 0〕 

(山彦け をに 巧の 上 じ 起を 上る。 そして 巧く の閒 •ちい 
つと 坐つ たぇ、 でもる 〇 それから 靜 かじ 巧になる 0) 
(長ぃ 問。〕 

(焚 乂の义 が おく なつて 擠が 上らなくなる 〇 上の 义か 
ら溶 葉が 巧々 けら {.と 舞 ひ 込んで がろ 0〕 

(山彥 け まわ 限も覺 ま卞〇 そして 寢 たま、 が 1 かかつ 
わ乂も 一ん やり 眺めて ゐろ〇 やがて 田心ぴ 切つて 主 問に 
でり てが 火 也 見る。) 

(おが かさ こそして ゐ ると、 海 彥もム と 眼み 巧ます 〇〕 

お彥 (寢 ホの 中から'  眠む さうな 摩で〕 火が 消ぇた のか。 

山彥 うむ。 

海彥 どうした 〇つ かない か 0 

山彥 い、 ょ、 起さないでも 0 —— 

海彥 さう か 0 
ル彥 もう 大丈夫 だ。 


海 彥ぢや •うんと くべ といて くれ。 今夜は おいから 0 
山彥 うん 0 

(海を け それなり まわぐ う {轻乂 つてし まム〇 美し 
ぃ乂 化が 飛んで、 乂 がぇ わ 盛んに 燃ぇさ かろ 〇) 

山彦 兄さん。 —— 

お彥 

山彦 兄さん。 

(もう 一を 擧 みかけた けれど、 化けず や--^ と阪 つて 
ゐ るので、 山彦 もずぐ 巧には いる 0〕 

— 窮 — 
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を 僧ふム 、をん な もの かな 0 
を 一視 人 そんな もの かなは、 御 巧が だな。 

老僧 とさに お まへ さんは：‘ 

巧 浪人 なじ 己 か。 (なに 體 おこ 夕 めて 义も 隙ず) 

老僧 どうしな すつ たの だ。 

浮 お 人 しつ—. 

商。) 

を 浪人 おめ えなえ わえ のか 0 
老僧 何 お。 

浮痕人 そら、 向う さ。 

を 僧 何 かゐる やう だな。 

を 浪人 こ、 の 巧 まだょ。 見つかつたら 或ぢ やわえ か。 
老僧なる ほど。 商賣柄 だけ もつて 夜目は たしか だな。 

'浮 お 人 馬鹿にす るない。 おめ えは が 寄の くせにな か'^ 
口が 盛い な 0 

を 僧 いや、 人間の 巧は さ、 つで もない。 

巧 お 人 どう だかみ る もんか。 —— だが、 こ i の 巧 まど も 

が も- 1 やつて 行く のは 何だか 知つて ゐ るかい 0 

を 僧 知らないな。 

浮 お 人 みんな かを 貫 ひに 巧 くんだ ぜ。 

老僧 ふム〇 

-径 浪人 每晚 代〇齋 こに 出て 巧って やおる。 なまぐさ がま 


つたら もりやし ねえ 0 

老僧 お まへ さんょく 知つ てるな 0 

浮 お 人を 〇 や こんに ゐ るから 何でも 知つて ゐる〇 

を 僧 だが、 ょ < そんなに を おもつ たもの だな 0 

を 浪人 そり やおめ え、 いくらでも ある さ 0 

老僧 どうして 0 

浮浪 人 おめ えこ、 の 寺の 繁昌を 知ら わえ のか。 

を 僧 知らない。 

巧 落人 そゎ や 大した もんだ ぜ 。毎日々々 何 萬と いふ 人出 
だ 0 

老僧 ふうん 〇ど うして そんなに 蠻 な るん かな 0 

巧 浪人 どうして つて、 きまつて ゐるぢ やない か。 本頌様 
かもら たかだから さ 0 

老僧 ほう、 こ、 の 本 潭樣に 限つて もらた か だとは 不思議 
だな。 

浮浪 人 おい、 そんな ことを いふと 罰が 當る ぜ。 

老僧 いや、 それは 恐い {。か、 何で そんな じちら たか 
なんだ。 

.浮滾 人 この間 この 近所に 大火 事が もつ たんだ。 そうれ あ 
の 通り みんな 燒つ原 だら う。 ところが この 寺 ばかりは す 
思議 じ 助かつ たんだ。 

老僧なる ほど。 
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巧 お 人 ちれ だけの 大火が じこ、 だけ 燒殘 ると いふのは、 
ご 本が 巧 •ん餘 つぽ どもらた かなの じが 違わえ ぢ やわえ 
か 0 

宠 がなる ほど それで 繁 U 口す るの か。 

巧 浪人 そ 〇 やわめ え、 毎日 W る本潭 様の お 巧の 上ぃだ け 
だつて 大した もの だせ。 

をが 寺の ねうまい 巧 質を 始めた もの だな。 —— おい、 义が 
消えさ うぢ やない か 0 ち 『少しく ベる ものは ない のかい。 
巧很 人もう 何もない 0 
ホが 少し 寒くな つて 來 たな。 

巧 お 人 わめえ、 もう W 掛け るんだ に， う。 

を悅 わし か。 わしは 出掛けて もい、 し、 出掛けな < つて 

もい、 ん だ。 

巧が 人 のん さなこと をい つてるな 0 
をが を こいら じ 何 か 燃す ものは ないかな。 

巧 狼 人もう 燃える ものは この間の 乂 寧で みんな 燃えち ま 

つた。 

をが をれ は 弱つ たな。 

巧 お 人 あ、 ほんとう じ 巧くな つて 來 た。 

巧 併 待てく。 い、 もの かもる。 (かへ 巧 掛ける〕 

巧が 人外へ 巧つ たつて 何も もりや しないよ。 

をが 細工は 流々 だ。 まも 待って ゐる おい、。 


'痒 お 人 おい、 何 處へ行 くんだ い。 末 堂の ものなん か 引つ 
ぺ かしち や 怒られる ぜ〇 
老僧 大丈夫 だよ。 

巧 涼 人 おめ え 見つから、 つもん なら.... 

老僧 わしの ずる こと だ。 まち、 をむ して ゐる がい、 0 

(老僧 かた けらの 階段み 登つて、 本堂に 上ろ。 やがて 
老僧け 小脇に 何 か 在 抱へ て 下りて 來ろ 0) 

老借 もつた ぞ 。もつた ぞ。 

.浮 混 人 もつた？ 

を 僧う ム 、い、 ものが ちつた 

.语 浪人を り やよ かつた。 己 あ义を 消さ わえ や ミに と 思つ 
て、 一生懸命に をを 巧つて ゐ たんだ。 

を 僧 いや、 ごを 勞{。 

巧 浪人 何だか 重さうな もの だな。 

老僧な あじ 大した ことは ない 0 
を 浪人 よく 巧つ からなかつた な。 

を 僧 そこは お まへ さん お爲 事を やつても 捕らない のと 同 
じ 寸法 かな 0 

巧 浪人 馬鹿にす るない。 

を 僧 どう だ。 これなら 少しは 燃えで が ある だら う 0 ( 持 
つて 來 たもの み 前に 化ず) 

を痕人 や、 これは 佛樣ぢ やわえ か。 
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をおう ム 、木像 だからす ぐ じ 燃えつ くょ。 

巧 汲 人 (もつ けに i られ て、 茫 とし';^ ゐ る) 

を 僧 おい どうしたんだ 0 

巧 海人 どうしたん ぢ やわえ。 こんな 恐ろしい こと •が 巧來 
る もんか。 

を 僧 何 か 恐ろし いんだ。 

巧 浪人 おめ え じ も あされた もんだ 。いく‘ -T 何 だつて、 佛 
機を 盗ん 旧して 乂 にくべ ろな お何處 にある。 

を 僧 (こ々/ \ 笑つて ゐ る〕 

巧滾人 おい、 黄つて なんか ゐわ えで、 元のと ころへ 返し 
て來 わえ。 

老僧 お まへ さんは 惡黨 のく せじ、 案 か弱 蟲 だな。 

巧 淚人そ 〇 や、 己ん 惡い 寧を しわえ ぢ やわえ か、 まだ わ 
寺の 物 じ や 手を つけた ことは わえ。 

を 僧 罰' が當 ると でも 思つて ゐる のか 。なか'^ 情む 家と 
なえるな。 

巧 浪人 そんな 事は どうで もい、 から、 おい、 をの 义 にく 
ベる ことは 止めて くれと いつたら 0 

老僧 いや， む酣 はない。 まあ、 愚僧 じ 巧して わさな さ 

' 〇 

なお 人 冗談い つち やい け わう。 他の 審と違 ふぢ やわえ 

か。 わえ、 おい、 賴 むから 止めて くれよ 0 


を 僧 そんな ことを いつたら 、焚火を する ことお 化來 ない 
ぢ やない か。 

巧が 人 いや、 己は 寒く つたつて 我慢す るよ。 

を 僧 お まへ さんは 若い から、 我 悼が 出 おる かもしれ ない 
か、 厳が は年游 だから とても 辛抱が 化來 ない。 

•浮浪 人 そむなら 木つ端 か 何 か 燃したら い、 ぢ やわえ か。 
何も 桃 横を 持 も 山して：： 

を僧彿 様と いつたと ころが、 手は 取れて ゐ るし'  なは 剝 
げてゐ るし. 木つ端 同然の 化物よ。 

巧 浪人 だつて 議 には 違 ひわえ だ やわえ か。 

を 僧 併し わしは これ だと 一帶 唆る やう だから。 

巧 狼 人 どうも 始ホじ 終へ わえ 木蓮 入 だな。 

老僧 もよ つと 待つて おいで、 今す ぐ じ 燃えつ くから ぺ口 
の 中で 給 在 誦し 禮拜 して 佛 像も义 にくべ ろ) 

浮浪 人 おい、 そんな ことを やつて 本を じい、 のかい 0 

を 僧 い や 、 こんむ こ と は滅 を に や るべ -•一^、 こ とぢ やな い 
が、 まあ 今夜 だけは わし じを じて. がして 巧は う。 

巧な 人 わし じを じて？ 

老が はム 、巧 ざは 〇 だつた 勘辨 してく わ。 

を银人 わめえ は一體 どこから 來た 乞を 巧 まなんだ い 0 

をが 閣 か.-: 飛び 山して 來 たの だ。 わ まへ さんよく 知つて 
ゐるぢ やない か 0 
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巧 涼 人 もえつ 一 この ホの なじし ろ わめえ じしろ. どう 
もが ホなん て爲 巧の わ えれば か b だな。 

を衍 さう かな。：： そうら、 やつと 燃えつ いた 。今 だん 
だん 唆ん じなる ぞ。 

巧 お 人 己 もみん な义じ や當ら わえ よ。 

をが いや そんな ことを いはないで. わしが 巧 巧 わ こした 
ん だから、 もたつ てな ひたいな。 

巧が 人 いや だよ。 

ちが わ まへ さんは 妙な 巧 だな。 そんなと ころで 颤 へて ゐ 
たつて 巧 掠がない ぢ やない か。 —— さあ、 こつち へ來て 
何も 遠が する ことは ない よ。 

巧浪人 (も^^^^してゐる) 

あ 化すつ か 4 乂が姻 つた やう だな 〇义 勢が 馬鹿 じい \ も 
やない か 0 — は、、 ム 、たうとう 手を 化した な 0 : . 
いや、 引つ 込める ことは な いぢ やない か〇誰 じ氣 おわ も 
いぃやし ない。 遠 厳な くも たれく。 

巧が 人 どうも わめえ さんじは かなは わえ。 

を价 何の 彼のと いふ •か •かう しても たつて ゐわ ば、 やつ 

ば h 唆いだら う 0 

巧が 人 そ 〇 や 唆い けれど：： 

を价 みのをは こわに おるな。 

巧が 人 そ b やさう だ 0 — 


を 僧 おい、 かう して：：^ を も ぶら なくつ ちや駄 y だ 〇本當 
じ 體が踐 〇 やしない ぞ〇 

巧淚人 どうも わめえ さんと いふ 人は 驗 いた 入 だ わ U 

老 が どう， J て いや、 遠 厳なん かする ことは ない 〇お 

まへ さん も、 やつたら いムぢ やない か〇暖 かいょ •そり 
や 0 

巧 涼 人 冗談 いつてら 0 

を お いつもは やつて ゐ るんだら う 0 

巧 浪人 そり やい つもは やつて ゐる けれど：： 

を 僧 そんなら かまは な いぢ やない か 0 

巧 お 人勿體 ない。 そんな ことおは 米る もんか。 佛 様を 燒 
いて 尻を もぶ るなん て 0 

をが は- < i 、。 併し 手を あぶつ たつて 同じ ぢ やない か 0 

何だ〇 また 急 じ 引つ こめる のか。 わ まへ さん も あん 

ま b 利口の 方ぢ やない な 0 

浮浪 人 どうも 恐ろしい 爺さん だ 0 

をが お まへ さんじ 恐がらむ る や うぢ や、 わしは あ 棒 除に 
なむる かなり 

巧 狼 人 お 鹿に するな い 0 畜生。 

をが いや、 さう 怒る もん ぢ やない。 今のは 冗談 だょ。 

巧 一が 人 おい、 一體 この 佛 殺は 何んだ い。 己 も 何だか 恐く 
なつて 來た〇 
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老僧 これ か。 

巧 お 人う ム〇 
を 僧 こり やか 來樣 だ。 

巧 浪人 か 來樣？ 

老僧 さつ さお まへ さんが 話した 本堂の 本貧樣 だ。 

语 浪人え つ—. 

を 僧 どうだい。 さす かじ あらた かな 御本潭 だけあつて、 
この 义の色 かわけて い^ ぢや ないか。 お まへ さん も お蔭 
でょ く 嘆れ たらう。 

巧 お 人 ほんた うじこれ 本爲樣 なのか、 さつ さおめ えは、 
この 佛の 手が おつかけ ご、 木つ端 同が といつた ぢ やわえ 
か 0 

を 僧 本 奪なん て、 取り 旧して 見る と 大抵 こんな もの さ 0 
—— どうしたの だ そんなに 尻 込を して。 

巧 お 人 己は もうご 免 だ。 

老僧 は、 i 述げ掛 すの か。 往來 はもう 凍つて ゐ るか 

ら 、滑らない やう じな 0 

(浮浪 人 無言の ま、 ないで 随け 去ろ 0) 

を 僧は i i 

(間。〕 

(寺 僧が 描なん、 つけて-だ 廻に やつて 來る 0) 

僧 一 おい^^。 


を 僧 や も、 ご 苦 お據〇 

僧 一 御 苦 勞樣ぢ やない。 そんなと ころで 义を焚 いちや 困 
るぢ やない か。 

を 僧 寒い もんだ からら よつ と 唆つ てゐ ると ころ だ。 どう 
だね、 一し よじ 當 つち や。 

信】 馬鹿な ことを。 こ >1 は焚乂 をす ると ころ ぢ やない。 
この間の やうな ことにな つたら 大變 だ。 

老僧 うん、 さう いへ ば 大火が ちつた さう ですな 〇 よくこ 
こは 助かりました わ。 

恼一 そんな 化閒 話は どうで もい ム。 义を 消さない かとい 
ふに り 

老僧 いや、 わしが 侧 について ゐ るか. レ； 大ぶ夫 だ。 よく 間 
違が 起る のは、 これを 巧 さ つぱなしで 寢 込んで しま ふか 
らいけ ない の だ。 

僧 一 お まへは 出家 ぢ やない か。 

を 僧 も •わしは 雲水 ぢ やよ 0 

僧 一 僧侶の みで こんな ことを するとい ふ 巧が もる か 0 

老僧. 巧 まだつて 何 だつて 寒い ときは 寒い からな。 

借 一 おい、 消せと いつたら、 消さない か。 

を 惜し かし 水 も 何もない の だから：： 

借 一 剛情な な だな。 おい、 退け。 退けと いつた 

ら 。(义 如 祈ず) 
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をが おい、 そんな ことを すると 餘計 火の粉が 飛ぶ よ 0 
が 一 (がしながら〕 や、 これは 彿 像では ないか。 

をが さう だ。 本堂の ご 本替樣 だ。 

俩一 なじ 御 本な 〇 ( 燃いて 义の 中から、 引き出さ うとず 
ろ〕 も ム、 もう、 おを もく づれ てし まつた 0 
をが この間の 乂蒂 にも 燒け ない、 ちらた かな 御 本 琢と閒 
いたか、 かう して 巧る と 欠 張り 脆い もの ゼ〇 も、、 無常 
巧 速、 ご 本 巧 も 何も あつた ものでは ない 0 - 
が 一 (わ わス 、本锥 の 階段に 郎け 上り 典の ホに 向つて 大 
巧 にげぶ) おい、 大變 だ。 乂變 だ。 みんな 來て くれ 0 
みんなり 

(が 火 讚 かて 來 ろ。〕 

が 火勢 どうしたんだ 。どうしたんだ 0 
僧 一 この 乞を 巧 まが 本堂の ご 本 巧を 持ち出して 燒 いて L 
まつた の だり 

が 二 えつ、 このを ぼれ が—. 

衍 一二 草 喬道斷 、破が 無惭 のな がまな。 (いきなりを 僧 も 

掷リ つけろ) 

をが 何を する の だ 0 

が ミ 何を する？ 巧樣 こそ 贵い佛 像を 燒 くとは 何事 だ。 

をが もらた かな 御 本 巧 だとい ふから わしは を 利を 少し 贷 

つて 行かう とおった の だ。 


僧 一 馬鹿。 木像から 舍 利が 化る か。 

ま 僧 何 だ、 此の 本を はを 利 も 化ない のか。 そわなら わし 
の 尻を 暖めた 方 お、 却て 巧德 じなる とい ふ もの だ。 

僧 四貴樣 はこの 寺. が餘 b 繁昌す るので、 を わを がんで 邪 
魔し じ來 たの だな。 

老 惜はム i ^ 〇 舍利も 化ない やうな 本额 なんか、 わしは 
少しも 蒙し いとは 思つ てゐ ない。 

僧 一二 生 意氣な ことを いふな 〇 ( また 擲 ろ〕 

僧 一 さう だ 。やつ-^ けろ 〇や つ、 けろ 0 

借 二 叩を 殺して しまへ。 

(大勢で を 僧も擲 ろ。〕 

僧 五 お待ちなさい 。お待ちなさい 。そんな ことを して 殺 
生 巧を 犯したら どうな さる。 

僧 一二 いや、 愚僧は 殺生 巧を 犯しても 悔い ませぬ。 

僧 五 まあ、 お待ちなさい。 どう 處分 する じしても、 一應 
は 取調べな くつて は 手 落 じなります 。兎も角 お 引 さ 下さ 
い〇お 引を 下さい。 

(大衆 手 も 引く。) 

僧 五 (を 僧に) お まへは 何處 のを だ。 

を 僧 (藝 日) 

僧 五 何故 默 つて ゐ るの だ、 返事を しないと 巧に ならない 
ぞ〇 
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僧 六 おい、 何な 返事を しないの だ。 

がを わしのを 前な どを 聞いて どぅす ろの だ。 そんな こと 
を 問 ふょ 〇 も、 今の わ 前た もには もつと 大切な 問題 お 迫 
つて ゐ るので はない か。 

が一- 生 意氣な ことを いふな。 

老僧 いや わしを 打つ とい ふなら、 いくらでも 勝手 じ 打つ 
がい、。 併し お前たち は本琢 が、 なくな つても まだ 目 •か 
醒めない のか。 

がた 勢な じ？ 

を 僧 勿論 わしの やつた ことは 常道では ない 0 併し わ まへ 
たもが 不慨 さじ わしは 勿體 なく も佛 像を 携 却し 奉つ たの 
だ。 お まへ たちは もの ご本感 •かもる ばか 〇 に、 却て 墮落 
を 重 わて ゐ るので はない か。 何故ち の やぅな 偶像 じ 執著 
して ゐ るの だ〇 何な もム いふ もので 人を 迷は し、 自ら も 
迷 ふの だ。 お才 へたち じは 义 にも 燒 けず、 斧に も碎 けな 

い 本 话か捉 めない のか。 

(火 衆を 化すろ。 突が 僧 五が 前に おみ おる 0) 

お： 立 和尙！ 

老僧 何ぢ や。 

僧 五 火に も燒 けず •斧 じも碎 けね ネ每 とは か 何。 

老僧 喝！ 

(大衆け この 聲じ 微隆に 打ち 巧 かれた 'ろに かり 


に、 みな 火 地に 巧 かしてし まム 0) 

(をが けがしく を 掌ず る 0〕 

(大衆 も ホ合孽 ずる D) 

も 


巧 生 速が 诞 


583 


熊み 蓮 生 巧 (ミ S 


人 わ 

熊が 巧 邮巧搜  巧に が 蓮 生 
问小ホ 郎な家  商 的の 子な 
巧 木大夫 巧な  巧 巧の 化 父 
巧 姓 
その 女房 
が 盛 蓮 
巧靜空 
外 じ 脂 巧の 家 おを 人 
巧 代 
鎌な が蝴 

が 一谋 

巧が 闽 巧み 鄉 •を 巧の がの 0 

风 をな 化け。 前け お 0 下ず じみ 沿の 止 手が わる こ、 ス〇 

初 巧。 

れ 巧け 化に 下リ なつ ス 、弓の 本 巧 も朦頌 にわて たま 


ま •ちつと 向う の S み 呪んで ゐろ〇 そのうし ろに を來 
が 一 二人 おへて ゐ ろ。 

を货け やがて 矢 屯つ がへ、 しづかに 引を しほつ て、 
ひやう となつ 。的け 見 元ない けれど、 命中した 音が 
氣持 i く 普く 0 

を 質 矢を 巧つ てま ゐれ〇 
家 ホ ー はも。 (立 上ろ〕 

な货 それから 的を お 〇 拱へ。 

を來一 々度は 四 半 的に いたし ませう か。 

な 巧 さう だな。 —— いや、 九 半 的 じいた せ。 

を來一 畏 b ました。 (のの ホに 走つて 巧く〕 

な投 ぁ、、 乂 々で やつたら い、 氣持だ 0 

を 巧 二 明日は 騎射を おや 〇 じな つては か 何で ございま 
す 0 

巧. 货 うむ、 そむ もい  >1 の 0 

(あ來 一二が 這 入つて 來る 0〕 

を ホ ーー ー た r 今戾 ゎました。 

な. 货 おム •巧 も かわた。 ど ミ だ。 杭は ことごとく 打も變 
へた か。 

装來 一二 はち、 地境には 久 下方の もの お少 々を ゎました か 
すぐ じ 追ひ拂 ひまして、 もとの 境界の ことろ じ 改めて 熊 
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を 領の標 を 打ち立てました。 

直實 して、 向う で ほしい ま、 に 立てく さつた 棒杭は どう 
いたしたり 

み來 一二 殘らず 引を 拔 いて 燒を 捨て ましで ございます。 
な實久 下の 方から 別に 巧し おせて は來 なかつた か。 

を來 111 何事 も ございません でした。 

な 實標の 杭を 引を 拔 かれながら •手出し も出來 むとは 意 
氣地 のない を ども だな。 

家來 一二 俳し 相手 お 相手 ゆ是 •また 如何なる 奸 策を 施さう 
もは かられません から、 地境の 要 巧々々 は 怒く 人數 をな 
て 司め てを ります。 

な贷 うむ、 さうな くて はならぬ ところ だ。 萬 一久 下の 手 
の 者が 不法を 働いたら •用 拾な くた、 つ郎 つてし まへ。 
を來 一二 承知いた しました 0 
を 货大 懐でぁつた。 一先 づ化 .なする がい、。 

を お 一二 有難うを じます。 

(お 來！ 二、 一禮し X 去ろ。〕 

家來一 (少し 前に 戾 つて 來てゐ ろ) ご用 意が 出來 まし 

た 0 

な實 うム。 

(化货 け まわたみ つがへ て 放つ。 今度 L 化 事に な 中ず 

る。 つ > いてた 杏つ がへ ようとず ると、 そこへ あ來四 


がけいつて 來る 0〕 

を 來四申 上げます。 成 木 大夫樣 が お越しで ございます。 

だ實 なに •伯父 上がな えた。 

家 巧 四 はい。 

直實も >1、 弓る さいな、 また 參 つたの か。 —— 巧は その 
ま- < じいた して おけ。 

を 巧 一 畏 ゎました。 

(な 實け氣 がず、 まな さう に 座敷に 上つて 表へ 行く 0 
やがてが 木ず 度み 導いて はいつて おろ。〕 

な實 伯父 上には 度々 0 お運び、 恐縮 じを じます。 

ホ 直、 つるさい や/つで はもる お、 今一度 談合した いとおつ 
て 化て まゐ つた。 

直實 やはり この間の お 話に ついて ぐご ざいます か。 

を 直う ム 。このま V てけ 何れの 側に も不爲 だから. 是非 
とも 和解を 勸 めたい の だ。 

な货 その 優なら ぱ植 りなから お 打 拾て おを 下さい。 この 
やうな ことじ 御 老控を 煩は しまして は — 

をな いや/ \ 、某の 芳 で巧談 おおゎ 立つ ものなら ば、 足 
を 運ぶ 位は 曲 翻な こと だ。 其 巧 とても 訴試 なぞは 好む と 
ころでは ないでも らう。 

な 巧 もとょ 〇 某は 武人て すから、 さう いふ 寄は 別して 好 
みません か、 併し 境界を 犯さ わ、 もまつ さへ、 訴訟を 持 


切 化 述が斌 
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ちか けられた 上は 是非が ございません。 

ず E 何れ お訴へ 化で^ にもせ ょ、 兎 じ巧乂 下は 其 巧 じと 
つては 窮理 もる が 父 だ。 さう いふ 間柄で もりな から、 互 
ひじ 確執を つたけ る ことけ 面白から ぬ ことでは ないか。 
れ的 いや、 あの やうな ものは が 父 なぞとは 思 ひませ ね。 
ずな 併し その 方は ザく 親御に 離れた ため •幼少の 頃は 何 
かと 世話 じな つたでは ないか。 

K 巧 それな わ ば こそ 某は 長い 事 忍んで をり ました。 しか 
しもう さう-^^ は默 してを られ ません 。殊に 彼は 某を 巧 
證 した なぞと ホして を b ます お、 まことは 某の 幼若に 乘 
じて 所がを 骗 しなつた 人非人で ございます。 

ずな その 方は すぐ 激した ものい ひを する か. もう 少し 穏 
かじ 話して はどう だ。 

的 巧 い、 やが ならず ともが るのは 當 然とを ぜられ ま 
す。 化 父上は 巧 情を 御を 知ない ので、 さやう じ 仰せられ 

• 

ホ扣 話を 即 いたら、 そわは いろ {あらう か、 さう いふ 

がは 一切 水 じ 流して、 どう だ •乂 下と 淸く 和解を して 

io 

化が が じは ま 巧 さやうな むは ございません。 

か^^ 今の巧なその方としてはが談はしじくぃかもしれぬ 

が、 しかし 一族の 邮じ事 か あるのは われ 等の 好まぬ とこ 


ろ だ。 何れ お 傷ついても 困る から •こ、 は 何とか 巧 合 ふ 
道は ない もので あらう か。 

な實… • 

守な どうで ちらう。 例へ ば今爭 ひに なつて ゐる出 地の 
內 、をが 巧は 熙が領 、葛 岡は ん下領 とい ふやうな ことじ 
して、 讓〇 合つ ては：： 

直實 いや、 もれは 何れも 當 方の 所領で ございます。 

をな それは 久 下方で もさう 申して ゐ る。 併 L それでは い 
つじな つても 果 しがない から、 もう お 互 ひじ 我を 巧ら 
ねか。 乂 下方で も 其方 さへ その 也なら、 話し合つて もい 
いとまで 打ち解けて ゐ るの だ。 

な 致 いや、 それは 本む とはを ぜられ ません。 假令乂 下 か 
が 何 やうな ことを 申し ませう とも、 彼の 言葉 なぞは 微巌 
も 信を おけ ませぬ。 某は その 手で 何度 裘 切られた かしれ 
ません 0,: 若し それが 本意なら ば 不法の 所 爲は當 が 手控へ 
なくて はなり ません が、 昨夜 も 闇に 乘 じて 境 器の 杭を 打 
も變 へさせた やうな 腹黑 いなて ございます から..： 

ホな しかし 乂 下の 方の 話では、 巧 方の 手の まこ そ披 b に 
地境の 棒杭を 引 さがさ、 狼藉を 働く やう じ 申して をつた 
か 

抱货 いえ {。その やうな 事は ございません。 なる ほ 
ど、 乂下領 と 記した 棒杭は 今日 も 引 さが かせました か、 
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それ じは 引み 拔 かすべ をい はれ‘ かもる からで ございま 
す。 御を 知の かく、 乂下領 とは 大部み 荒 川 •か 境を なして 
をる ところから、 向う は をれ をょ いこと にして、 洪水の 
度 毎に 堤を 切つて は 流れを 變 へ、 狡 潜に も當 方の 領地を 
巧 b 这ま うとた くらんで をる のです。 先日の 洪水に もま 
た {流域を 變 じて、 境の 杭を 打も變 へました から、 某 
おそわを 引さ拔 かせ^に 何の 僻事‘ か ございませう。 をれ 
ょりも 洪水を 利 州して 地境を 犯して 來る久 下方 こそ 理す 
盡 では ございませ ぬか。 

をな ことごと じさう いがみ 合つ てば かゎを つては 果しお 
ないで はない か。 

な贷 いや、 某は 事を好む のでは ございません。 唯 父祖の 
所領を 巧 護す る だけで ございます。 某は 先年 賜つた 「武 
磯 闕舊領 等ん 下 直 ホの が 領を 停止し 直實領 掌すべし。」 
とい ふを 巧の 下 文じ從 つて、 巧 若の 折 欺 さ おられた 所領 

を ば 取り戻し たまで こざいます 。がる じ久 下は それを 

遇 おじ 思つて；： 

ず 直 事が 入 b 組んで をる だけに 雙 方言 ひみ おもる やうで 

あるか、 がし そこを 穩 かじ 話し合つ ては どう だ。 

直 お 言 ひ 分！ 久下じ 言 ひを など もらう 道理が も わ ませ 

ね。 掠められ、 たぶらかされて ゐ るのは 某の 方です。 當 

方には 更に 落度は もり ませね から、 讓わ合 ふべ を 理由な 


ぞは ございません。 辣じ某 か 本領 歸 巧の 許しを 得た の 
は、 乂 下の やう じ 口の 先で ごまかし たのでは もり ませ 
ん 。化を 赂 してやう やく あがなつ たもので ございます。 
佐れ の 忌を の 追討と いひ、 一の 谷の 化陣 とい ひ、 無 だの 
大 夫を 討 も 取つ たこと、 申し、 烏滸 おましく は ございま 
す-か、 何れも さうた やすい ことでは ございません。 若し 
强ひ てこの ± 地が 所 留 なら、 ち 矢を 執つて 抑し おせて 來 
るの がいつ もと 近道と 巧 ぜられ ます。 事 貸ぶ は 腕で 巧つ 
たと ころ ゆ是 、奪 ふなら 腕て 來 るの が本來 てす。 もとょ 
〇 某 も 一 戰は鹽 。ところで ございま すから：.. 

を 直 いや、 そんなす 穩な ことを 申して は 相 がらむ。 折 約 
世の中 か しづ まつた ばか ゎでは ないか。 

な實 併し 訣も なくた ご 掠められ るのは 忍べません。 某は 
負ける ことは 大嫌 ひで ございます 0 
か 直 いや， 其方 じを けょ といつ てを るので はない。 穏か 
じ 巧 合つ ては どうかと 中して をる の だ。 

な 致 お号襄 では ござ」 ます お、 某は 生來 武人と して 育つ 
たせ ゐ か’ 勝つ か 負ける か、 段す かおされ るか 其 かのこ 
とは 知りません。 當 節は 和解と か* 話し合 ひと か 中す こ 
とが 巧々 行 はれる やう じ 聞 さ 及びます か、 それを する 位 
なら、 某は はじめから 巧 ひな どはいた しませぬ 0 
ホな なるほど、 それは さう でもら うお、 しかし：： 


が 化 化 巧が 
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化 巧 某は 片な 地で 中して をる のでは ございません。 己の 
巧領 を， 己の 所がた と 言 ひ 張る のは 當 がの 事では ござい 
ませぬ か〇菊 しが か 非 かなら ば ことごとく おひ 取らる ム 
とも、 巧 じ 巧し く あ 〇 ません お、 當为の 言 ひみ お正しい 
上は、】 W •一寸の ± 地た b とも、 故な く 他に 讓る こと 
は 出が ませむ。 

か 化では、 その 方は どこまでも 爭 ふこ、 ろか。 

れ巧外 じ お躬は ございません。 

向。〕 

な 的 いま】 陋 おひ 的して 化る 氣 はない か。 

化. が 

がれみ 郞。 

化扔 はも ° 

をを 某の 節 •を 立て、 くれぬ か。 

な 巧 ご 懇茄じ そむいて、 む 巧し ぅなじます お：： 
かなでは、 どぅもつても：： 

化 巧 (默 然として ゐ る〕 

かむ いや、 さま たけをい たした 0 (立ち上る) 

化 巧 何の おもてな しもいた さず、 中訣 がご ざいません。 

(ホが ホろ 〇化 巧な つてが く 〇〕 

(やがて 化が ひとり 巧つ ス 化る。〕 

むな も、、 氣 がつ まつた。 


(またち おおり おしてな 在 狼る 0) 

(そこへ なをが 旅裝 のま、 這 入つ て來る 0〕 

直 表 父上‘ 錯龙ら ずち でございますな 0 
化較 わ、、 小 夕郞か 0 

む あ鎌忿 膜から ご沙 かか ございまし たので. ないで 歸國 
いたしましたり 

なが さう か。 それは 大龄 であつ た 0 (r レみ もとのと ころ 
へ もさめ〕 今朝 立つ たの か。 

むを はい。 お即じ 出立いた しました。 

なな それにして はがく 殻いた な。 大 みおを なおせた とお 
ゆるな。 

む 家は い。 

なが 鎌 倉 殿には わ變り •かない か。 

なぶ 巧 頃は 別して ご稅 嘘うる はしい やうで ございます 0 
的. お それは ち强 だ。 して、 仰せと いふのは。 

商を 來巧 十五 日鹤 ヶ岡 八瞬宮 で、 戰 おしたお ± の 冥福を 
祈る 爲 に、 が 生 會を御 ホ 仕 じな 4 ます か‘ 當 日は その 御 
な符 のちと で、 相 摸、 競棋 、統鈎 篤 等の 餘與を も お催し 
じな 4 ます。 つ さまして 父上に も その 晴れの が 武じ御 化 
場 もる ょ、 っ にとの 御沙 なで ございます。 

な货 それは 辱け ない。 巧貨 、謹んで お 巧け いたします。 
—— が生會 とい ふと 鎌 倉では はじめての 御な 會だ •か、 を 
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めて 盛大な ことで ちらうな 0 

なを 某は よくは 存じ ませぬ か、 巧 萬 喉のを： 鳥を 貫 ひ 集め 
まして、 鳥は 神前に 於て、 魚は が 生 川へ 當目 一せ いじが 
つて やる まだ さう でございますから、 この やう じ 巧德じ 
なる 法 養は ございますまい。 

なお 源 家の ためにみ 命を 抛つた 人々 もこれ で 膜 するとい 
ふ もの だ。 巧を の 演武 だ お、 某は 無論 流 錫 おの 方で もら 
うな 0 

豪 はぃ。 

ながが 手は 幾费 だ。 

な 家 五番と 聞 さ 巧び ました 0 
なが 十騎 だな。 して、 某の 顺 は。 

なを はい？ 

なお 某は 何 帯 目の か 手 だとい ふの だ。 

直 おはい 0 —— もの、 父上は が 手 方では ございません。 

だが なに、 が 手 巧では ない。 では 何 だ。 

なお あの、 的 立の 役で ございます。 

胜 .お 的 宇. 

だ おはぃ。 

だが 的な—. 

なが はい。 

は货 たはけ を。 某 じそんな 役が 曲 巧る とお ふか。 


を 家 お 言葉では ございます か：： 

を. 货 いや、 そんな ご 沙汰なら 軸く 嬰は ない 0 

なを 父上。 これは 鎌 貪 酸から 直々 の 仰せて ございます ぞ。 

ななた とひ 誰の 命で もらう とも、 をん な怠氣 地の ない 巧 
が 引 さ 受けら わる か〇 何故 其方は こんな ご 沙汰を 巧け て 
來 たの だ。 巧々 かも 歸 つて 斷 つて まゐ わ。 

なお  

な货 また 鎌 倉 殿 も 鎌 貪 殿 だ、 巧 矢 おつては 東關じ 列び の 
ない なを、 的 立に 姻 はすとは 何 率 だ。 阳货 おみに なず る 
と、 さう 言上せ え。 

む 家父 上。 それは お着へ 違 ひで ございます。 父上な わ ば 
こそ 化 巧の 晴れの 流銘 馬に わ 巧し 出し じな つたので は ご 
ざいません か。 ち夕 取る 者は 何 巧、 何 干 あるか 知 ませ 
ぬか..： 

化が それなら ば 何故 巧を 的 化の やうな 賤役じ 廻は すの 
だ 0 

なお 仰せでは ございま すか、 的 化の なは 決して 腐 役では 
ございません。 もれは が 手 巧と 巧 化の もの ださう にご ざ 
いますり 

なおが お 同格の 事 か ある。 一芳は おじ 乘 つて 矢を かるの 
に、 こもらは 徒 ホで 的を 立て、 ホく のでは ないか。 優劣 
の もる ことは はじめから 阴 むだ 0 


巧 化 述が滯 


5S9 


化 糸 某 も はじめは さう おひました 。化し 承る ところに よ 
ますと、 妍日 巧を の 御幸の 口に* 的を 立てる ものは 觸 
口 本 所の 衆 だと 中す ことで ございます。 して なれば、 的 
を 立てる ものは が 手 方よ ゎ も 却て 巧い 位で ございます。 
かう いふか 巧 もんる ことで ございます から..： 

化が 默れ {。故 拽 なぞが 武± じ 何のか^ はりが ちる。 

そんな やくたい もない 事は 無 川に いたせ。 

化が 父上—. 

なおな 巧に 略 おかし わく。 武 出 お故贊 なぞを つべこべ 列 
ベる やうに なつて はお おお ^ だぞ 。巧 國の武 ± は柬國 の 
巧 十：'.: しく。 たぐ 武を 練れば それでよ いの だ。 
なみでは 父上は どうもつても：： 

化 巧を まつた 杂 だ。 某は 嘗て 敵に うしろを 姑せ たことは 
ただの】 巧で もないで はない か。 がる じ々 なじ 限つて、 
人 じ 欠を かの けら わな おら、 おめ/ \ のを 立て、 がくや 
うな そんな 腑 E- 逃ない 巧が 引を けら わる か。 

巧ぶ 父上の ご氣 性と しては これは ごちでは ございます 

が、 俳し こ、 は考 へど ころでは ございますまい か。 

な 巧 何 かちへ どころ だ。 

れぶ 父上は 地境 じついて、 今义 下と 訴訟 中では ございま 

せれ かり 

tow そわが どうしたの だ 0 


化を 化 際 上 息 じ 反く やぅな ことお もつては、 その 訴訟の 
上 じも嚮 くと ころ お大 をい かと 考 へられます。 

肋教 

巧を 父上の 御 不滿は ご 無理では ございま せんか、 只今の 
場な 何事 も 御 S になろ のがが 要 かと 存ぜ られ ます。 殊 
じ 久下另 は 鎌 倉 腰 じ 御 信 巧の 厚い 据膝 隙と 巧 引いて、 內 
內 策を めくらし てを る樣子 て ございます から：： 

ながた とひ 糖 原お黨 引す ると も、 理を 非に 曲げる 事は か 
なは ねこと だ。 當 巧の 言 ひみに 一 點の非 もない な 上、 败 
訴 じなる 氣进 ひは 毛頭ない わ。 

な豕 しかし 鎌 倉 殴の み氣 をを 拟じ ましては：： 

れ货 小み 郞 ，其方は 化 下 じな 〇 下つ たのた 訴訟は 訴訟‘ 
的 かは 的 立では ないか 〇 某は ただ 損得 づ くで 生を てを る 
のでは ない のだぞ 。解が ほどのを か 訴訟 じ 勝つ ためじ 的 
立の 役を 引 さ 受けた とちつ ては、 ホ 代までの 名 折では な 
いか。 たはけ な。 

なお 恐れ入 ゎました 0 

化 お 其方 なぞの 铁を 入れる ところではない。 と 《 鎌 
倉 じ 立ち返つ て、 をつ ば b とわ 斷 .りを 申して ま ゐれ〇 

な 糸 はも。 

を货 急いで 行け。 

なお 畏 ゎました 0 


が] 


巧を 蓮 谷 熊 


(な 家 まらん として 〇〕 

化 家父 上。 

な 巧 何 だ。 

化 家 ご 前へは •柄 氣の體 にが 露いた しませぅ か。 

な较 いや、 こしら へ ごとを 申して は 巧 成らぬ 〇直實 不服 
だと あからさま にお 答へ いたせ。 

化ぶ  

化 巧 かまは ぬ。 もりの ま ^ に 言上せ え。 

的を 巧知いた しました。 では、 ごを。 

(は 家 まろ 0) 

直货 待て。  : 

なが (巧つて おて〕 何 かご 用で ございま すか。 

む- 货 馬は —— 某の 乘拽 じ乘 つて 巧く かい ムぞ。 

な 家 は あ、 辱ぅ 巧 じます。 

— な 

第二 慕 

掘 化の 悼に 巧い、 海道の あろな 姓が。 その おの 內 部。 

± 閒 じけ とこる 化い まで じいろ-^ な t のが 巧んでも 

る。 そを けなみ 破いて ゐろ〇 

を 一 寂より 何が かの 後。 もろを の W の 午後。 

わる じの 巧 姓が 薪 も 山の やうに おむつて 歸 つて 來 る。 


巧 姓 (外から〕 おい、 何を して ゐ るんだ。 んぞれ が 降つ 
て おた ぢや ないか。 鎖を 入れない か。 

か 巧 また みぞれ か 降つて 來た のか。 うるさい お夭氣 だ。 
(ホ 原け 粉 も 破く の も 止めで、 をに 出して わるが 煤み 
舘 のま、 「とうとう OJ と 巧び 乍ら 家の 中 に おひ 込む 0) 
(軍 類け 二 羽、 別々 の 縫に 入れられて ゐ ろ。) 

(巧 姓け 辨备 下して 爐のそ 一成 じかが む。) 

巧 姓 今日は 馬鹿 じ 寒い な。 

ホな こんな じ裝 くつ もやを じさは b やしない かわ。 

巧 姓 な もじ 凍て やしない。 あつたか いと 却つて 延び 過ぎ 
ていけな いよ。 

女 巧 それ もさう だけれ ど 0 

巧 姓 今年は 戰 はなし、 ホ もよ く とれた し、 これでが かよ 
く 出 來〇や 申み なし だな。 

か 巧 今日はもう 化み かい。 

巧 姓 たま じ 山には ひると、 くたびれて いけない。 

ホな 今のう もじせ ゐ '^\禄 化を して おいた 巧 かい、 よ。 
巧 化 もう 閒も なく 正月 だな。 

(がちの 掉も ホいて 化 巧が 突が！：  口に 現れる。〕 

な 巧 賴 まう。 賴 まう。 

巧 姓 (後 向 さの ま、〕 誰 だい。 

な. だ 化のを だ お、 宿を 無む したい。 


巧 か 郊巧巧 
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巧 姓 をれ ならこれ から 一里 許. リ行 くと 湯 本の 宿 だから、 
そこへ 行つ てわ贼 みなつ たおょう ございます。 

虹扔 巧う へ 巧け る 位な ‘t, 热 みはせ ね わ。 馬 お 少し お 我を 
して & るの だ。 おは 其 巧 じ 申しつ ける ぞ。 

巧 姓 (和 ホの 劍 おじ 焼いて、 も わて、 門口に 飛び出し、 を 
巧 心ぶ ろ) へえ、 これは おいでなさい まし、 —— お 馬 か 
巧 我を なすつ てゐ もやわ 闲 りで ございませう。 しかし 御 
惜 S とほり の も ばら やで ございま すから：： 

化 巧 いや、 巧し うない、 今 巧は 化 介 じなる ぞ。 

巧 姓 へえ。 むさ 巧し うご ざいます か、 では どうか こちら 
へ 0 

化 巧 これは 啟へ牽 いて 行つて 化 ませて くれ。 

巧独朗 でございます か 0 
化 巧う ムり 
巧帅’ 

化 巧 何を ためらつ てゐ るの だ。 

ぞ视 わしんと こじは 旣は ございません。 

かがむ に、 闡 はたい。 

巧 姓 ヘス、 わし 等は 山ぶ の 巧 姓で ございま すから、 とて 

も そんむ ものは 持つ てを 〇 ません。 

化巧朗 はなく とも、 おを 入れる ぐら ゐの ところは ちる だ 

、b うり 


巧烛 何しろ こんな 狹 いぅ もで ございます から：： 

な載 え-<、 そんなことを申してゐる暇に、 馬を入れると 
ころを 早く 工夫せ え。 

巧 姓 さぅ ですな。 虫 間は この 通りで ございます し、：.. 

ぢ や、 察の おの 木へ で ももょつ とつないで おを ませぅ か。 
を 貨 たはけ め。 みぞれ お 降つて をる のじ 馬を 外へ つない 
で おける か 0 

巧 姓 へえ、 これは とんだ 粗相を 申 上げました。 —— では、 
やは b 湯 本 送 わ 越し じな つては か 何て ございます、 まだ 
太陽は もります し、 もす こまで おいで じ なれば 硬を 掉つ 
てゐる やぅな 大 さなを は 幾許で も ご ぞいます から — 〇 
なおみらぬ むだな。 そんな 事 •か 化 巧る か。 馬 お 怪我して 
ゐ るの だと 先擇 から 申して ゐ るでは ないか 0 
百姓 へえ、 し 如しを く頗 はな いんで ございます から：： 
を货 え、、 面倒なむだ。 そこどけ (巧，^:承の中にをを乂 
れ 王う とずろ〕 

百姓 お 武家 樣 。何を なさる ので ございます 0 
な. 货 い^から、 そこ どけ 0 
巧 姓 しかし、 お 武家 さま。 

商 おそ こを のかね か。 邪魔 だて するとを 知せ ぬぞ。 

(茵 •货 口 巧知を いわま、 をの 中に け ひつて かろ 〇 しか 
し 巧け 彻れ ない をな のでた じるいで ゐる 〇〕 
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を 貨 え^、 何を して ゐ るの だ。 上らね か。 (手 納も引 狼つ 
たま、 馬 も 座敷に 引 張り上げ i うとず ろ〕 

巧 姓 旦那 樣 。それは ご無體 でございます。 

直 質え、、 うるさい。 —— それ、 上る の だ。 上る の だと 
いふの じり 

巧 化 口 一郡 樣。 

な貨 い、 からどけ 0 どけ I 

(たうとう 馬み 座 數じ引 上て 手綱 もせに 結びつける 0〕 
を货 (巧 姓に〕 何を ぼんやりして ゐ るの だ。 鞍を はづし 
て やらね か 0 

(巧 姓 恐る-^ 馬の 背中から 鞍 告口づ してやろ。〕 

な 巧 それから 脚に 怪我を して ゐ るの だ。 手當 をして やれ 0 
(巧 姓け 手 一な もし':^ やらう とする が、 馬は からない 人 
なので なか--- 近づけない。〕 

な歧 何を して ゐ るの だ。 早く 手當 をして やらね か。 

百姓 へえ 0 た C いま 0 

(百姓け 水 も 入れた 巧 も 座敷の 眞ん 中に 運んで 馬に 飮 

ぇぜ わり、 霸 もやつ わり なぞして 機嫌 もとりながら' 

やつと 脚の おおみが へろ 〇 それから、 恐ス しいので 王 

巧の 隅に うづく まつて ゐる 女房 0 とこる へ 巧つ て、 自 

サも亦 うづく をる 0〕 

(その 巧な. 货 は放ム したやう じた iz  •ちつと 坐つ たま、 


でゐ たが、 やが ス カなく 按じ 倚り かかつ ス链在 かめる。 
しにら くして ながは 何 か 急に 化 ひ 出した やうに むつく 
りと 起を 上ろ 。そして 忙しげに 懐から 幾 通 かの 菩额み 
取り おして、 それ も】 つ-- 寧に 巧い ス ぶろ 〇韵む 
度に 無念の お 和が 面に わら けれろ 〇 しかし 彼け いを な 
リ それみ すた^-^ に 引を 裂いて 乂 にく •へる 〇) 

(閒 。〕 

な實 おい 水を がて。 

(隅に うづく まつ スゐ たな 姓け こけ^ 器に 水み 入れ 
ス 巧つて 行く。〕 

な货 (咽喉もう ろ ほしながら〕 馬に も 水を やつた か。 

巧 姓へ ち 
な 锭飼糧 もやつた か。 

巧 姓 (默 つて 饲糧 もな ベて ゐろ 巧の ホみ 指ず〕 

ながう む、 ょし 0 

(巧〕 

巧投 翼は もう 止んだ のか。 

巧 姓 へぇ、 止んだ やうで ございます。 郑は日 か 照つ てを 
〇 ます 0 

を转氣 まぐれな 天氣 だな。 

巧 姓 へぇ、 降つたり、 止んだ h。 山家の 天 氣は玲 をを 

いません。 


巧 ホが 巧 巧 
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的 巧 こ、 は何處 だ。 

ぜ姓 こ、 でございます か 0 
な 巧う む。 

巧化滅 本の 手前で ございます。 

な. 货棋本 0 —— すると、 もう 箱 根 だな。 

な 姓 さやう でございます 0 

れ巧 ふむ、 そんなと ころまで 來て しまつた のか 0 
巧 姓々 日は どもらから わ 越しで ございました 0 
化 巧 何 おから 巧ようと その 乃 なぞ じ 何の か 》 はゎ かも 
る 0 

巧 姓 へえ、 これは とんだ ことを 中 上げました 〇 どう かお 
もしを 願 ひます 0 
なかこれ、 もつ と 薪を くべ 文。 

巧 姓へ え。 

(巧 姓け 薪. くべ ると ミた 隅の ホに 引 込んで しまん 0 
そして ム 化さう じ女应 とこ そ-'-^ 話 しスゐ たが、 や 

がて が 煤 も 一巧 絶の 中から 引 おり 化して 巧 口の ホへ 持 

つス 行かう i すろ 〇軍 掛けけ わ、 えしい 巧知 上げろ 〇〕 

脚が 廊 々しい—. 何を する の だ。 

巧 姓 どうも 中訣 がご ざいません。 

化 巧 そんな ことを して どうす るの だ〇淺 をく びろ のか 0 

巧 化へ え。 


なお 何な そんな お 生な ことを す るんだ。 

巧 姓 何にも 差 上げる もの かご ざいません から： ：〇 
机 货はム 、、、其方は 可哀い 、巧 だな。 飼つ て おく 窥を 
つぶして 某 じ 振舞は うとい ふの か。 

巧 姓 

な 巧 しわし 某は 今 そんな ものは 欲しくない 0 
巧 姓 さやう でございます か 0 
化 巧が してやれ。 放して やれ。 

(巧 姓 また 軍 猎み舘 の 中に 入れろ 0〕 

扣貨 (媒 ぶス〕 なか {立派な 祭 だな。 

巧 姓へ え 日 

化 巧 どうしたの だ。 股を つぶして ゐ るでは ないか 0 
巧 姓 へえ、 この間 織 合を させた ものです から 0 
な货獄 合？ では これは 副 窥か〇 
巧 姓へ え。 

な 货强い のか。 

巧 姓 へえ、 なか^^ 强う ございます。 化即 片目には され 
ました か、 をの かは 〇 相手の 類を たうとう 剧 殺して しま 
ひましたり 

巧货 向う にも】 巧ゐ るな。 それ も 園 鷄か〇 
巧 姓 へえ、 この 方は もつと 强 うご ざいます 〇 わしの 自慢 
の 猫で ございます 0 
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な 貸 その 方は 鷄を爲 込んで ゐる のか。 

ち 姓 別じ爲 立て、 ゐる訣 、ち やん 〇 ません か、 この あたり 
は今獄 合が はやり だ もんで ございま すから。 —— な那摄 
も お 巧を の やうで ございますな。 

な赏 うム〇 

す处 何てしたら】 つ お 氣晴じ 御簡じ 入れ ませう。 これは 
何 處の鷄 と喧唾 させても 負けた ことは な いんで ございま 
す-^ ら〇 

を投 いや、 今日は そんな ものは なたくない。 

百姓 さやうて ございま すか 0 

商。〕 

百姓 旦那 稼、 こんな 山家で、 外 じ 何にも 差 上げる もの か 
な いんて ございます！^..: 

なが いや、 そんなむ 酣は 無用に いたせ。 

百姓 併し わ 馬で 遠道を なさい ましては 0 
な. お いや、 何も いらむ/ \0 
巧 姓 さやうて ございま すかり 

(間。〕 

化贺 わい、 その 羯を 聞は せて 巧ろ 0 

百姓 へえ？ 亂 合を ご薦 じむ b ますんで すか。 

な货 う ム〇急 じ 見た くな つた 〇 やらせて 巧い 0 

巧 姓 ぢ や、 もよ つと お待ちな すつ ていた をます 。すぐ 


巧 所の 幾を 速れ てま ゐ〇 ますから。 

な 巧 そんな ミは 面倒た。 い、 からが！ 一つを 糊 合せて なろ。 
巧 化 しかし どうも 內じ 飼つ て おさます むは：： 

直 巧 つべこべい はずと、 やれと 中した も：： 十く やれ。 

巧 姓 へえ。 

な货 今日は。 しやくし やして ゐ るんだ。 氣の 晴れる 程う 
んと 闘は せい。 

巧 姓へ え。 

(巧 姓 U 女 巧に 筵 如 持たして 止 問 知 岡ん。 そし ス岡ぴ 
の 中-し 軍捣も 一巧 入れろ。 つ》 いて t う 一の 入れろ 0 
筵 も 動かず。) 

(軍 鶴け 入れられろ とずぐ 锁なも けじめる。 併し 化 政 
の 向う の 地上で 戰 つて ゐ ろので、 ぶ 巧に け ぶんない 0 
なじ 烈しい のじ わさの 昔が 問えろ だけで あろ 0〕 
(なおけ 座敷に 坐つ たま、 V つと それ,^ をて ゐろ 〇〕 
なが どちらも 强 いな 0 

ち 姓 へえ、 この もたり で これ じ 敵ふ鷄 はちん ま b ござい 
ません 0 

(閒 。突然： 白 姓 じ 一 羽の 捣も 抱へ 上げろ。〕 

な. 货 何故 止めて しま ふの だ。 

巧 姓もう 勝負は つ さました。 

を貨 なに、 勝を はついた 0 いや、 そんな £ おもる もの か。 


巧 ホ趙な 巧 
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巧 姓 この 「めつ か」 の 巧 か 逃げ出し ましたから 0 
化が いや。 ちょつ と 後へ す さつた だけ だ〇 ほんた うじを 
けたの な、 b 悲嗚を 上げる 答では ないか 0 もつ とやら せえ 0 
途中で 止める とい ふこと かもる か 0 
巧 姓 併しもう 逃げる やうで 中と、 浊も駄 日で ございます 0 
化 的 其 巧は.：：： 分の 飄 なので おしいの だな。 そんな 鷄 なら 
何十ので もがつて つかは す。 さあ、 早く やらせえ 。やら 
せる Zf 上は 何處 まで もやら せえ 0 
巧 姓へ え。 

(巧 她け おへ X ゐろ巧 も 巧の 中へ 入れろ 〇〕 

(二 羽 U また 烈しく 阅ム 〇〕 

化 巧 そわ 化ろ 〇 もんな じ 聞つて ゐ るでは ないか。 

巧她 街 ホ r て ございますな 0 , 问さ をはせ さへ す 〇 やすぐ じ 
や るん てす ぇら：： 

化巧片 n の 巧 もなか {强 いでは ないか 0 

巧她 へえ、 あ^ 熟 冠を 立て、 向つ て 巧く ところは 凄い く 

らゐ でございます 0 

化が また 途中で 止めろ と喊 知せ れぞ〇 

巧 姓 い、 え、 かうな つては、 もう 止めょ うつた つて 止ま 

-= ません 0 

化げ それ、 もっと 上へ 飛べ 〇规 のと ころを 化 ふの だ〇頸 

のと ころを ° 


百姓 もつ、 やられた 0 

な實 (圆 操の ホに 口 却つて 眼 も そむけながら) いや、 そ 
れ しを 〇 もつ とやれ、 もつ と 戰へ〇 巧む 造 戰へ〇  (眼に 
いつがい 淚 もた、 へて ゐ ろ〕 

巧 姓 旦那 様。 どうな すつた ので ございます。 

なが いや、 何でもない 。何でもない 0 —— い、 から もつ 
とやら せえ 〇 ちつと 〇 

巧 姓 こんな じ やつて ゐるぢ や ございま 世ん か 0 

な. 货 もつと •もつ と 突 さか、 れ 〇何處 まで も、 何處 まで 
も戰 ふの だぞ。 

巧 姓 もつ、 また やられた 0 

な 質 怖れる ことは ない 。引くな、 引くな。 え、、 逃げる 
のは 卑怯 だぞ〇 —— これ、 何で また 止めて しま ふの だ 0 

巧 姓 旦那 樣 はおて おいで だ やな いんで ございま すか。 

な實 どうしたの だ 0 

巧 姓もう 「めつ か」 の 巧 •か 倒れて しま ひました 0 

化货 なじ 倒 わた 〇 をれ なら 別な のを 潮 合せい 。某は 血み 
どろ じな つて 叩を を ひ、 峭ん合 ふ 姿 •かもつと、 もつ とな 
たいの だ ° 

百姓 化し 且那樣 は 餘〇ご 皆 じなら なかつ たやう だ や ご.  ざ 
いま ホん か 0 

化 巧え、、 そめ 巧たち の 知つ たこと ではない 〇い 、から 
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早く やれ。 

巧 姓では 巧 所のを 連れて 參 ります から、 少 々お 待 もを 願 
ひます。 

直 巧う ム 、そんな 面倒な ことなら 止めに いたせ 0 これ、 
もう 一巧の 方を くびつ てし まへ。 

巧 姓 この 方で ございま すか。 

な 貨 その おも ひ 上つて ゐる樣 が 小面が にく いかだ 〇ぎゆ 
つと やつて しまへ。 

百姓 (なほ もじ/ \ してゐ ろ〕 

を 實鷄の 一羽 や 二 羽 何 だ。 

巧 姓 へえ。 (な ホな く 岡 おの 巧，^ 締める) 

(さま づい間 0〕 

巧 姓 これ、 どういた しませう 0 
直貨 

百姓 片附 けましても ょろしう ごさい ませう か 0 
直货 え、 うるさい。 片附 けるなら 默 つて 片 づけろ 0 

(百姓 一層 恐怖ず る。〕 

(ながけ しにら くの 問 V つと 化 思して ゐ わが、 突然 〇〕 

巧 巧 もる じ 0 

巧 姓へ ち 

直ち これへ す^め。 

す 姓へ え。 


な貨 おそれる ことは ない。 こちらへ ま ゐれ〇 

な 赏 (太刀 もけ づ して〕 これは その 方へ つかは す。 

巧 姓 へえ？ 

巧 おちの 馬 も その ホに やる。 

巧 姓 へえ？ 

な 致 それから 願かない といつ たな。 —— それは これで 逮 
てるが い、 〇 ( 金な 知 出ず) 

巧 姓 へえ？ 

な 致 いや、 戯 ではない。 たしか じを の 方 じつかは すの だ。 
收め ておけ。 

巧 姓へ ち 

化 货む酣 する ことは ない。 某は 不審の ものでは ない ぞ。 

巧 姓 い令ス 、滅相な 0 

な數 は^、^ 。何にも 知らね その 方 •か 不審 じ 思 ふのは も 
つと も だ 0 併し 某は 亂 むして ゐる のでは ない。】 時 前 ま 
では 一た 一寸の 止 地 も 失 ふまい と、 無下に 巧つて ゐ たの 
だが、 今は もぅ 何もかも 欲し < なくなつ てし まつた の だ 0 
この 太刀 じしろ、 その 馬 じしろ、 手 離し かたい もので も 
る •か、 をが 思ひ岀 されて ましい から、 その 芳じ逛 はすの 
だ。 遠慮す る ことは ない。 巧つ てわけ。 

百姓 しかし こんな じ 頂戴いた しまして は。 

な. だ いや、 みんなす 用 じな つたの だ。 


巧 化 莱巧惦 
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巧 姓 さう でございます か。 では、 わ 言葉 じ從 ひまして 頂 
戴を いたします。 

化 巧 化 程け 粗 おな ことを して 濟 まなかつ たな 0 むし やく 
しやして ゐ たもの だから、 つい あの やうな ことを してし 
まつた 0 

巧 姓 い、 え、 とんでもない 〇 その やうに 仰し やられます 
と 0 ここ 

的が 巧 一文が じ祀 けて 來 るち 化 ホの 曲 b 道て 手綱を 
さば さそ こわた ので. 急に 掩の前 おを 巧つ たの だ。 訴訟 
はう まく ゆかず、 みぞれは 降つて ゐろ〇 何もかも 賴 じさ 
はろ ことば か b なので、 瞄立 もま ぎれ じ、 つい 理不盡 な 
ことを いたして しまつた のだ〇 巧して くれ 0 
巧 姓勿愧 ない。 勿體 むい 0 をん なじ 仰し やられ ましては 
痛み入らます。 

衍。〕 

巧 化 旦那 お。 

化が 何 だ。 

巧烛 無が でございます がな 郝據 は.：. 

化 巧が ち 某は 通 〇 か ム〇の 氣まバ 、れな 一武 人 だ。 た r 

さ ご > 思 つてく わ。 

巧姚 何 かわ 氣 じいら むこと •か おもわの やうで ご V」 います 

が… • 


な. 货うム 、氣じ 入らぬ こと だらけ だ。 

巧 姓 これから どこへ お越しで ございます 0 
な. 货 いや、 何處へ 行く とい ふ あてどは ない。 た ご 鎌 倉 か 
氣 にくは ぬから 攝び 化して 來 たまで だ。 

巧 姓も^ 鎌 倉から わ 越しで ございまし たか。 

な货 某は 今日 鎌 倉で 對 かを やつた の だ。 數ザ 來の爭 ひを 
御前で 一決した の だ。 併し 當 方が 正しい のじ もなら ず、 
た ご 辯を が 拙い ばかりに 某は みす いや、 こんな 
事を その 方 じ 中した ところ か 何にも ならぬ。 —— おい、 
そんなと ころに おいては 目 ざは b だ〇 馬を 下せ 0 
巧 姓 いム え、 ょろしう ございます 〇も のま、 でか まひ ま 
せん。 

な 巧 いや、 お 苦しい から 取 b 下せ。 

巧 姓 さやう でございます か 0 
(夫婦け 巧 も 下に わろ ず。〕 

(な 貨け馬 手 差 もない ていさな リ髮も 切る 0〕 

なが もる じ 0 
巧 姓へ ち 

な 巧 こわ も不 川の お だ。 (お 手 差ん' 波す〕 

巧 姓 (何 かい 口う とずる) 

な 巧 いや、 何もい ふな。 何もい ふな。 

(間。〕 
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盛 蓮 盛 蓮 
蓮を-遮 生 


第ー ニ 幕 

をの 吉 水に めけろ 法 然の禪 巧。 そのが 裡の內 部 0 
上ず けがの 閒 。下手は 廣い 十一 閒じ なつて ゐろ 。そこに 
掘る つけ ス もろ 乂 さな 極 じけ 粥の 錦が か、 つて ゐ て、 
义がホ 赤と 燃. 7 一て ゐ ろ。 

がの 閒の ホに け 天 ホから をの お， 4^ した 鮑が 下つて ゐ 
ろ 0 

第二 藉 から】 年ぐ らゐ ろとの 秋の 卵け ホ。 外け いくら 
か 〇 みそめた が、 酿裡 のなかけ まだ かな リ雜昭 い 0 
蓮 化と 盛 蓮と が 薪 も 割つ て ゐろ〇 二人と t 咕い 中で 
默 々とし 割つ てゐ る。 がの 閒 斧の 嚮 だけし か 問 も 

ない。 德て盛 蓮 口く たびれ たらしく をの 手み ち i つ 

とかみろ 0 

(割りながら それ もぶ ス〕 少し かまう か 0 

いや、 化む ことは ない 〇 ( またず ぐに 割りけ じめ る〕 

しかし 疲れたの ではない か。 

いや、 少しも。 ごが 疲れたの ならわしに かまは ずが 


化 巧 おい、 もつ と觀 をく ベえ。 

巧 姓へ ち 

(巧 姓薪备 くべ ろ。 か 口も ぅ 日が 落ちて ゐろ U〕 

— 幕 — 


むがい 

蓮 生 いや、 わしは 少しも 疲 わて はゐ ない 0 

(蓮 生は 勢 i くげん--^ 割ろ。 盛述け それに 負け にな 
になつ スや ろが 蓮 生に けぶ 任ない 〇〕 

盛 蓮 ご 巧、 力 競を する つも 〇 か 0 
述生 いや、 別 じそんな ことは ない 0 
盛 蓮 それなら もつ と ゆつ く 〇 やつたら どう だ 0 
蓮 生 は、 ム 、〇 

盛述 そんな じ やつたら 疲れる ではない か。 

蓮 生 わしは こんな ことでは 少しも 疲れない 0 
盛 迷 依が 地な 人 だな。 

蓮を 化 まう といつ てゐ るの じ、 ご 巧 こそ 化まない のでは 
ないか。 

盛 蓮 わしは 化 まなく つても い、 の だ 0 
蓮 生 それなら 勝手 じする •かい、 0 
(間。〕 

蓮 化 さも、 片づ いた ぞ 0^ — あ io  (伸 古ず ろ 
盛 蓮 入 前で 大ぎ やうに 仲を しなく つても い、 ではない 
か 0 

蓮 化 これは 惡 かつた。 併し わざと やつた わけでは ない の 

だ。 少し 手 傅は うか 0 

盛 蓮 いや、 ご 巧のと 一し ょじされ るのは 迷惑 だ 0 


巧 化 述な滯 
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述化 どうして 0 

述述ご 巧のと は 剧〇方 か 違 ふ。 

述化 さう かな。 

姐述 わしは いくらか 遲い かもしれ むか、 みんな 揃つて ゐ 
る。 太いの や、 細い のは 交つ てゐ ない。 

述化 わしの だつて そんな じ不 揃な ものは 一本 だつても b 
はしない 〇さ うむ、 どれ じした つて このと ほ b だ。 

盛述 何も 熟を なせて くれとは いつて ゐ やしない。 

述化 いや、 別 じ おせびら かす わけでは ないか、 た r ご 巧 
が 難癖を つけた からだ。 

お 述薪劑 なんかい くら うまくつ たつて 手柄 じは な b はし 
ない。 

逆 化 何を つまらむ ことを いつて ゐ るの だ。 

(述 化け 化の 前に 巧つ ス义古 おろ 0〕 

(そこへ がを いた 靜巧 がかから 歸 つて おる。 柿 杏澤山 
瓶に 人れ ス 梓つて ゐろ 0) 

述生大 挺な 柿です な。 

がな 少し 干 柿を つくらう と 思つ てな。 

述化 さう です か。 ホ 柿 じな さるので すか。 

が 班 いや、 ホ 柿は 面倒 だから、 繩で つるして わかう と 魁 

ふの だり 

述化 それなら 挪 はこ i じい くらで ございます。 


靜 空ち、 有難う、 巧 難う 0 

(郁 巧は 柿,^ 細に とほず 0〕 

(述 化け 自サの 割つた 薪 合 化れ けじめろ 0〕 

蓮 化 これが 濟ん だら お手傳 ひし ませう。 

靜巧 いや、 一人で 十分 だ。 繩を とほす だけ だから。 

蓮 生 隨み大 さい 柿です な。 裏山ので すか。 

靜を も。 —— (しづかに 巧み 巧け スゐ ろ〕 

述生 何です。 

靜を いや、 ちよつ と 静か じ。 

商。〕 

称を あ、 やは ゎさう だ 0 

蓮 生 どうした のです 0 

韩 をな あじ、 鳩 おまた 子を 賦 へしたら しい。 

蓮 化 も、 さう です か。 

靜を をら、 巧哀 らしい 聲で クウ {いつて ゐる だら う。 

•...親 烏の 間 じを つて..： 

蓮 化 も、 閒 えます 0 ... .聞え ます 0 
济を は、、 ん 。城の 聲 つて 閑寂な もの だな？ 

(間。〕 

靜空 とさに ご 巧は さの ふは 大川來 だつ たな。 

述生 い、 え、 お化しう ございます。 

靜を 流石は 巧國】 の 巧 取 だけ もつて、 も、 いふ 場所へ 化 
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てん 膽は すわつた もの だな。 禪定 殿下は 却て わ 褒め じな 
つたと いふでは ないか。 

蓮 生 お 叱 b を 被る かと 思つて ゐ ましたと ころ、 却て 奧へ 
お召し じな b ましたので、 我ながら 驚 さました。 もの 折 
別段 わめく ほどの こと もなかつ たのです が、 性來 の短氣 
で、 つ いちのやぅな 非禮 をいた してし まひました。 

靜を いや、 そこ お 他の 入 じは 巧來 ねと ころ だ。 

盛 蓮 (薪 も 割ろ の お止めて〕 蓮生胺 、ご 巧は をの ふ 何を 
やつた の だ。 

蓬生 いや、 お 話す る ほどの ことでは ない の だ。 

盛 蓮 わしに 話して は 困る ことなの か。 

蓮 生 そんな ことは 毛頭ない が、 大した 話では ない の だ。 

盛 蓮 そんな じ 卑下す る ことは ないで はない か。 

蓮 生 いや、 實は 、昨日は 師のご 巧が 月輪 隘じ 上られる 日 

だから、 わしは その 御 法談を 聞を たと 思つて、 推 憂 じ お 

供の 列 じ 加は つて 巧つ たの だ、 ところ かお 邸へ 着く と師 

の ご 巧は 奧へ招 ぜられ たか、 供の まは 杳 ぬぎから ホへは 

ー ホ も 這 入る ことは ゆるされな いの ゲ〇奧 からは ゆかし 

い 香の なおた よって 來る のじ、 貧い 御 談議は 一 こと も 

聞く ことお 化來 ない ので、 わしは 不平の 餘 b 思は ず聲窩 

じく ちばしつ てし まつた の だ 0 「在家に 差別の もる ことは 


知つて ゐ るか、 巧 家 おご 法談を 問く のじ もやつ ば b 差別 
はもる もの だな も OJ かう どなつて しまつた の だ。 

盛 蓮 それ か禪を 殿下の お 耳 じは ひつて お召し 化し じな つ 
たとい ふの か。 それだけの 話 か。 

蓮 生 さう だ 0 

靜巧 併し それだけと いふ お、 醒 固な 倍 念かなかつたら、 
高貴の お 方のと ころで、 どうして それ かいへ る ものでは 
ない。 —— さあ、 これで 出來 た。 

蓮 生もう おと ほしに なつた のです か。 

韩巧 ミム。 —— あ、 裴 かな 別 だ。 どれ、 一つ 干して 來て 
やらう 0 

(靜巧 けつろし 柿,^ 下げて かへ 化 てれく  0〕 

(間。) 

盛 蓮 (なほ 薪み 割りながら 一蓮 生 殿。 

蓮 生 (臥つて 振り向く〕 

盛 蓮 ご 巧は 一代の 面目を 施した な。 

蓮 生 (顏 もな げろ) 

盛 蓮 いや、 さう ではない か。 を 化の 關円 隙と 座を 巧 じう 
して 御 法談を 聞く なぞと いふ 巧は、 われ/ \ じは 留めね 
こと だ。 ご 巧は 實じ巧 報 お だ 0 

蓮 生 

盛 蓮 だか、 ご 巧は 何故 月輪 おで わめか わたの だ。 


巧 化 述が巧 
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述化 それは 化 刻 いつたでは ないか。 

お述 しかし 禪を 殿下の おおじ 上つて 殊更 わめく とい ふの 
はを かしいで はない か 0 

述生何 かそん む 妙な ことを いふの だ。 

巧述 いや、 何故と いふ ことは ない。 た ご 巧の 肚の 底に 
何 か ホむ る ことお あつた やう じ おはれろ からだ 0 

述化 ご 巧は、 わしを 疑つて ゐる のか。 

施述經 文には 巧 閒利莖 じ 執す るを は i の 弟子 だと 書い 
て ある さう だ。 

述 化默れ 。その やうな こともう】 ことい つてな ろ。 その 
々じは がて わかない ぞ。 

盛述 なじ。 わしは さう 思つ たといつ たまで だ 。それ かど 
うした の だ 0 

述化 たのれ！ まだい ふか。 (撫蓮 も 取り わさへ ふうと 
ずろ^ 

盛述 何を する の だ。 (持つて ゐる おも 振り 下る す) 

(述 化けずに やくみみ かけず。) 

述 化か 樣の やう なれは。 

盛 化な に。 

(二人 おい 間-ちつと 机が 叫して ゐる 0) 

(巧が 述 化け 銷述の 化： 卜 じがに とひれ 化ず 0〕 

述化 わし か惡 かつた。 


(盛 蓮け をみ 振リ かさし わ ま、 それ ぶ 下 るして ゐ 
わが、 これ も 急 じを お投げが ス 、蓮 生の わさに 御れ る。 
そし ス 「わ わ」 と 泣 さ出寸 0〕 

商。〕 

(靜 巧が 這 入つて 來 ろ。〕 

靜巧 どうしたの だ 0 1 一人と も そんなと ころに 0:: おい、 
どうしたの だ 0 

盛 蓮 申 訣がも 〇 ません。 

靜を 一隱 どうしたと いふの だ。 

盛 蓮 わしが 憩いので す。 わし お惡 いのです。 わしは 勝た 
、つ*^ \ として、 ついこん な 事を やつて しまつた のです。 

郁を 勝たう とは。 

盛 蓮 一な 佛門 じ歸 依した 上は、 瓶 家 もない。 平家 もない。 
平等 一 かの 皆で もる のじ、 わしは 蓮 生 どのに 怨みを 持つ 
てゐ たのです。 

靜巧 なるほど、 ご 巧は：： さう か 0 —— 

盛 蓮 在家の 折は 蓮 生 どのは 敵方でした かち その 巧の こ 
とを 思 ふと どうしても 打 も 解けられな いのです 〇 それで 
こと 人 \ じだ •が 合はなかつた のです お、 先 ほど 月輪 殿の 
一條を 問く と 一を は嫉 ましくな つたので す 〇新參 な 蓮 生 
どのが 禪を陋 下の お褒め じ 巧つた ともつて は、 無念で た 
まらない ものです から、 どうにかして 蓮 生 殿を おしめて 


が 3 


巧 化 蓮咎雜 


やらう、 贬 しめて やらう とは かつた のです。 それでつ い 
こんな ことじな つてし まつた のです。 わしは 質に 淺 まし 
い 人間です。 

靜を  . . . ’ 

盛述 なおこ、 じ 這 入つた のは 深い 信仰が もつての 事では 
もりません。 ま 家が 亡びた ので どうしても をを 隱 さなく 
つては ゐら わな かつた からです。 併し 師のご 巧の わ 話を 
間いて ゐ ると’ 肖み の やうな かたくな、 者で も、 むかいつ 
か 和 げられ て、 勝つたり 負けた ゎ、 殺した b 殺さ わたり 
する かの 中グ つく'' いや じな つて 行 さます 。そして さ 
うい ふ爭 ひの ない、 しづかな 化界 にはい 〇 たいとむ から 
思 ふやう じな b ます。 併しい くらさう 思 つても、 根が 根 
ですから •何 か 事じ當 ると すぐ 昔の 圃靜 の、 むが 巧を もた 
げて來 るので す。. 殊に 今の やうな 獲物 なぞを 持つて ゐる 
と、 なほ {むは 荒立 もます。 いや、 それは 今の 場合 ば 
か b では も b ません 〇隨み 己を 抑へ ょう-^ と 思つて ゐ 

な’ がら、 水を 汲む 時 や、 念 佛を唱 へる 時 じさへ、 つい 人 

ょりも 隙た う'-^ と爭 つてし まふので す。 他人が 水を 一二 

桶 荷 ふと、 わしは 巧 柿 荷は うと 思 ふので す、 一日 千遍昭 

ちす る 者が あると 聞けば、 肖み は 二千遍 •ニモ 遍や ると 

いふ 栽' が あれば、 肖み は 一一 千 五ち 遍唱 へなければ 氣 •がす 

まない のです。 私の やうな もの お 修羅 地獄 じ 落 もて ゐる 


とい ふので せう か。 蓮 生 殿、 わし お惡 いのです。 濟 
みません 0 -^0 

述生 いや、 そんな ことを いはれ ると がて 苦し < なる。 わ 
しさへ もらが はなければ こんな 事 じは むぃは しな かつた 
の だ。 今 ご 巧 おいつた 言葉は 一つく わしの 戰 だ：.. わ 
しは 駄目 だ 0 

盛 蓮では ご 巧 も。 

蓮 生わし は 家 もを て、 妻子 も 拾て、 武± もむ てた •が、 我 
慢 のむ ばかりは どうしても 捨てられない。 

盛 速 蓮 生臉！ 

蓮 生墙蓮 殿！  - • 

盛 蓮 我を 拾て よ。 己を おさへ よ。 そんな ことは いはな く 
つても よく 知つ てゐ る。 化し 知つ て rQ ながら どうしても 
おさ へられな いこの むを どう すれば い、 の だ。 —— 靜空 
殿、 わしは 巧け よう、 をけ ようとつ とめて ゐ るので す お 

靜を 二人の ましみ はわし もを いこと を しんで 來 たこと 
だ。 併し 魔 蓮 殿、 强ひ てな けようと する ことは また】 つ 
の 勝つ ことでは ないか。 

盛 蓮 さう でせ うか。 

靜空 無理を せず とその ま、 じす^み なさい。 

盛述 それ おわし じは 化來 むいんで す。 


巧を 述巧靖 
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稱空 いや。 もつ とも だ。 化し 今の 人は た 矯める ことを 
修 菜と 思つて ゐる やうで もる お、 修業と いふ ものは、 な 
いものを もる やう じな せる ことでは ない 〇 早い話が 馬は 
牛の やう じ强 くない。 それを 强 くしよう としても それは 
無理な 話 だ。 馬なら 强 いこと よ b も 早い こと、 道を 踏み 
はづ さず じ ホむ こと、 それに 力を 盡せ ばい、。 持つて 生 
れ たものを 誤らない やう じ 進めて 行く、 それが 修業 だ。 
巧は 馬で い、。 牛になる ことは ない。 その 代 b 牛 じは 馬 
になる ことは 化來 ない 〇 また その 化 巧 もない。 萬 物、 人 
人、 その 巧、 その 氣禀 のま、 じがし 進んで いつたら それ 
でい、 のでは ないだら うか。 それが 自然法 爾と いふ もの 
では もろまい か。 

盛述 そんな 風に したら 一府我 おつよ くな 〇 はしない でせ 
うか 0 

骑空 深い ことは わし じは よく みらない が、 つ さねけ たら 
い、 の だと 思ム〇 

盛述 併し わしの やうな 勝氣な ものは：： 

巧 巧 馬は その ホみ のた めじ、 人は その 氣 質の ために】 生 

巧し。 もの だ〇俳 しその 問 じ：： 

述化 (突が 立ち上ろ〕 

醉巧 どうしな すつ た 0 

速 生 いや、 何でも もりません。 (なのと ころに 行って、 签 


み 下ろず) 

盛 蓮 ご 巧は こんな 氣持 でも 働ける のか。 

蓮 生 わしには 理窟は ょく みらない の だ。 

盛 蓮 それは こんな ことを 長々 と碟 つて ゐた ところ か 何に 
もなら ない がが しわし じは 今は..： 

蓮 生 いや、 ご 巧は さう して ゐる おい^ 〇も うわし ひと 〇 
で 出來る こと だ。 (蓮 生け 权の 間に 上つて 食卓 も 列べ ろ〕 
おを あ、 忘れて ゐ た。 蓮生胺 。濟 まぬ か、 そこに 置 お あ 
るの だが な。 

蓮 生何處 です。 

靜巧 、つム 、そこ、 そこ 0 
蓮 生 あ、 も 〇 ました 0 

(靜 巧け 亞私货 け 取る と、 入口のと こる へ 化 乂县も 撒 
く。 白い 鳩が 澤 山に わ/ \ と 庭に； トリて かろ。 蓮 化け 
を 卓の 用意み おろと、 木の 秘み 取つ ス 鮑み 鳴らず。 そ 
の 音に 庭に 下りて ゐた 鳩け 驚いて、 ろ i つと 煎び 立つ 
たが、 ずぐ また 靜 かじなる 〇) 

(蓮 化けな ほ鲍も 打ちつ  > けろ 0〕 

(かけ 朝 口が まに § 'さやう じ 輝いて ゐ ろ。) 

— 幕 I 
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女中の 病氣 


山の手の 勤 人の 家庭 0 
おの 間と 晚手〇 

を 棘け か 事 化み 患わ ま、 茶の間で が 人 雜誌も 讚んで ゐ 
る〇 そげに 赤ん 巧が 寝 る 0 
をのけ じみ。 

か 中が 藻から 歸 つてが ろ 0 
女中 た ごい ま 0 

まが 大變遲 かつた ぢや むいた どうした のかと 思つ たょ。 
女中 どうも 濟ん ません 。夕方 だ もんて すから、 爾苹お 混 
んで なか/ \わ たした もじは 粟れ な いんで ございます。 

主 琼本當 にこの 頃の 電巧 じは おつ もま ふわ。 

ホ 中 ちの パン' が 少しつ ぶれた かもし わません、 隣の 人に 

押されました から。 

まがもち ぁつた かい パンた 木村屋 もず ゐ ぶん 混んで 

ゐ たらう 0 

女 や え、 なか {貫 ひつから な いんです 0 


をが バタは 何 おで 買つた の。 組 崖 かい。 

女中 はい 0 

主が いくら だい。 

女中 一斤 一圓 七十 錢。 

まが 十錢上 つたわ。 

女中え 0 

ま 蹄を わから 式 木 匡に も 寄つ たかい。 

女中 はい、 わ甚 とつく だ 煮 も 質つて 參〇 ました 0 

まがず ゐ ぶん もつ ちこつ も だから 大變 だつた わ。 洗 張は 
今度 こそ 出 來てゐ たらう わ。 

女中 もら 0 

をが どうしたの。 忘れて しまつた の い。 

女中 どうも 濟 みません。 

主婦 それが 一 骄肝替 のがなん だ やない か。 それ お出 來て 
ゐ なけ 〇 や 明日 わ爲事 じか、 ろ こと -iiw おやしないよ。 

女中もう 一度 行つ てま ゐ〇 ませう。 

まが 今 か 'b 化て 行つ たつて 爲 巧’ がない よ。 夕另お まへ に 
出られち やう もが 的つて しま ふぢ やむ いか 〇 だから 沈張 
を 忘れない やう じつて、 も わ ほどを をが したのに、 巧 採 
おない わ。 わ まへ この頃 どうん して ゐ るよ。 一二つ 用を い 
ひつけろ と 必ず】 つは 忘れ るん だんら 0 

女中 どうも 巧みません。 こわん ら氣 をつ けずす。 
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ホが ほんた うじ 氣を つけて くれな くつ もや 聞 b ますよ。 

帆 口は 朝の のじ 犹お賠 じ 巧つて おいで。 

女中 はい D 

をが ぢや 、これを しまつて、 ちよつ とわ 風呂を なて おく 
わ 〇もう 入れる だ、.： うと 思 ふんだ け わ ど。 

々中 もら、 奧 さん おわ 焚 さつけ じな つたので すか。 どう 
も 巧みません。 

ホが だつて わ まへ 歸〇か あんま b 遲 いから。 ご覺 よ、 髮 
おこん なじ 酿巧 だらけ じな つてし まつた わ 0 
女中 どうも 巧みません。 —— では、 これおつ ゎ〇 

キが そこへ わ.， とさ。 若しむ るい やうた つたら、 も 

•か 〇 城の 巧を 廻して わい とくれ。 

ホ 中は い D 

(サ 中け ちつ ス來わ t の 私しぇ つて、 風呂場に 巧 さ 湯 
加 W も 化る 0) 

(その 間にち がけ わつ リも 数へ て乂 がの 抽斗に しま 

ム。〕 

(々中が 巧つて ホる 〇〕 

か 中もう わ 巧し じ なれます。 

ホが さう かい。 いま 何時 だら うわ 0 

か 中 六 時 ホで ございます。 

をが もう、 さうな るかい。 


女中 はい。 

まが また 他へ お廻り じな つたの かしら。 

女中 旦那 樣 でございます か 0 

まが あ。 遲 くなる と 巧やグ むつ かるから、 あたし 先 

へ 入つ てし まは うか 0 

ホ 中 さうな すつ た 方が わよ ろしう ご ぞいます。 

ホ瑜 さう しよう 。また 待ちぼうけ をを ふとつ まらない か 
ら〇 杭モは どこへ 行つ たらう。 

女中 表で 遊んで いらつ しやい ました。 

主婦 さう。 ぢや もたし 坊やと 一し よじは いるから、 ちモ 
を 呼んで 頂戴。 

女中 はい。 (をへ 巧び じ 行く) 

主が さち、 巧 や もやん、 おぶ へはい るの よ。 金魚を かし 
て もげ ませう わ。 

(主 鞭け ホん 巧み 抱 さ 上げ 風ち 巧に なく  D〕 

(女中と 一し i じ 女 0 子が けいつて 來ろ〇 そして 向 ひ 
の 風呂場の 手前で。〕 

女の子 お诗 さま、 もうは いつて ゐ るの。 

女中 え。 —— さ、 清 物を むぎ ませう 0 
女の子 う、 ん 、自 々でむぐ わよ。 

女中 さう です か。 まも、 わ 停い こと。 わ雜 さまがわ 

はいりになります 0 
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主轿 (風呂の 中から) さう かい 。早く おいで 0 —よし 
や、 こつ もは い、 から、 お まへは 禀 巧を やつて おくれ。 
女中 はい。 お晝に 仰し やつた 通りで よろし いんです か。 
を瑜 あ、。 

(女中 臺 所に 下る。 やつと 巧に 返つ たとい ム樣 子。 水 
道の 水 也 わて つ > けに 二 一二が をむ。) 

(それから水爲事じか 、 ろ。 とさ-4-^頭も わ さ へ た 
リ 、體お 化め たりず る 0) 

、主 締 (お呂 場から'}  よしや 0 よし 0 

女中 はい。 

主が 熱い か'^ 水を うめて おくれ。 

ホ 中 はい。 

(もの 费さ うに 立つ て 裏口に まけろ 0) 

女中の 擧 (水み うめながら〕 この 位で よろしう ございま 

t > 〇 

^ る 

主 蹄の 壁もう 一巧う めて 頂戴。 

(女中け 水もう める とまた 壽 所に おつて、 だる さう じ 

な 事 おして ゐろ 0」 

(長い間。〕 

主瑜 (風呂場から) よしや 0 —— よし 0 

女中 (口の 中で) つ エツ、 いや じな つちまん わ 0 —— は 

あい。 


ま瑜巧 やお 上る から、 おべ を 着せて わくれ 0 
女中 はちい。 

(まわ 立つて タオ か 私 持つて 風呂場に 巧く。) 

主 館の 壁 さも、 い、 かい。 

女中 (赤ん 巧 在 受取りながら) はい、 大丈夫で ございます 口 
主婦の 聲 ょく 體を 拭いて わ。 巧知らず をつ けて やつて お 
くれ。 

女中 はい 0 

(赤ん 巧の 館 もとつ ス满 物み を だて ゐ ると、 そこへ 上 
の 女の子 も 上つて 化る 〇〕 

かの子 も、* のぼせち やつた 0 

女中 でも、 お 場 じは いると、 い、 氣 持で せう。 

女の子 う、 ん 、お诗 さま、 出ち やい けない つて、 いつま 
でも お湯ん 中 じ 漬かせ て わくんだ もの、 日 かまは つてし 
まふ わ。 

女中 さう です か 0 

女の子 も、、 アイス クリ ー ムお 飲みたい。 

女中 ほんた うに 今日は 何だか 咧喉 がか わさます こと。 
女の子 もたし、 お湯 じは いつたから だょ、 —— でも、 も 
う アイス クリ ー ム なんかな いわわ。 

女中 アイス クリ ー ム でございます か。 

女の子 もうない だら う 0 


おおの 中な 
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女中 い、 え、 ない こ卜も ございませんで せう 0 
ホの 子もう あ-^ やしないよ 0 

女中 こ らじ はなくな 〇 ました けれど、 まだ もる ところ 
も ございます 0 
かの 卡 何處 に。 

女中 さう でございます わ 0 
かの子 何處 にさ。 

、王が (あち 巧から〕 よしや 0 —— よし 0 
々中 はもい。 

'おがわ 風呂の 乂を なて おくれ。 むる くな つてし まつた か 
•ぃ。 

ホ 中 はい。 

(ホ 中 また 巧：：： にえけ ろ。 やが':^ また 巧て おる 0) 

女の 乎 よしや 〇 アィス クリ ー ム何處 じちる の 0 
々中  

々のす も 〇 やしむ いんだ .b う 0 
か 中 い、 え、 ございます 0 
々の 子 そんなら 何處 にさ。 

ホ 中 銀座の 方 じ 0 

かの子 銀座。 もす こじ だつても うち 〇 やしないよ。 

女中 い、 え、 もす こじなら 本當 じご ざいます 0 

かめ 子 そんな ことは ない 0 —— わえ、 わむ さま 0 ( 化呂 


場の ホに 乂 をな 帮 でい ふ〕 

ま雜 (風呂場から〕 なに 0 

女の子 まだ アイス クリ ー ム ある 0 • 

ま お 今時分 そんな ものは も 〇 ません よ 0 
女の子 そうれ、 ご醫 。わ诗 さま だつてな いつて いつて ゐ 
るぢ やない か。 

女中で も、 ほんた うじ あるんで ございま すよ 0 
ホの 子 嘘よ 〇噓よ 0 

女中 わたし 飮 んで來 たんです もの、 今日 0 
女の子 ほんた う 0 

女中 え、 ほんた うです とも 〇よ しやは 嘘なん か 申し ませ 
ん ゎ。 

ホの 子 (風呂の 戸口のと こる へ 邸げ て 行つ ス〕 わえ、 お 
ほさ ま 0 

主が なに。  ’ 
女の子 また アイス クリ —ムん るん てす つて 0 
主 巧もう そんな ものは も b ません よ。 

女の子で も、 ちる つてい ふわ。 

主が うるさい わ〇 アイス クリ —ム 、アイス クリ ー ム つて 0 

そんな もの どうた つてい、 ぢ やもりまん か 0 壬 こを 

おどき、 おおさ ま 上 ろんで すか， X0 
女の子 だつてよ しゃは 今日 銀座で 飲んで 來 たんだつて。 
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をが 誰か。 

女の モ よしや 0 

まが (あ呂 場から 化て 來 る) よしや か。 

女の モ え。 

主が (鏡の 前に 坐つて わ 化粧，^ しながら、 ホ 中に) お ま 
へそん な ものを 飲んで 來た のかい。 

女中 い、 え 0 

をが ほ^、 〇巧 やち やん、 わと なしう ございま すわ 0 

お まへ 子供 じ餘 計な 事を いふ もん ぢ やない よ。 

女の子 う、 ん 、よしやは 本當じ 飮んで 巧たん だつて 0 
ち靖 併し 今時分 アイス クリ ー ムの もる ところは さう はな 

いと 思 ふが わ。 

女中 

、王が 隱 さむく つても い、 よ 。飲んだ のなら 飲んだ とおい 
ひ 0 

か 中 

主が 飲んで 來 たの かい。 

女中 實は あんま 〇啊 喉が かわを ました ものです から：： 

まが それは 何處で 飲んで 來 たの。 

か 中 

主が 銀座 かい。 

サ中 はいり 


をが 銀座の：.. 

女中 ものを 生 堂へ：： 

を婦 を 生 堂。 まも、 わ まへ あんなと ころへは いつたの か 
い、 ひとりで 0 

女中 

主が お まへは 大膽だ わ。 ょく ひと 〇 でもん なう もへは い 
れた わ。 そして 何を 飮ん だの。 

ホ 中 アィス クリ ー ム ..： 

主婦 それから。 

女中 それだけで ごで います 0 

をが 併しい くら ホいた つて、 もう 暑い 事は ない； 0 やない 
か〇 アィス クリ ー ムを飮 む ほど 0 

ホ 中 何です か刚 喉が かはいて な 方 おなかつた ものです か 

ら〇 

主祿啊 おかかは いたらう ちへ 歸 つてから わ 湯を 飲んだら 
い、 だら う。 を 生 堂なん て お まへ たものは いると ころ。 
やな いんだょ。 

女中 

を 琼電苹 お 混んだ なんて、 霜 革に かこつけて そんむ とこ 
ろじは いり 込む から：： 

女中 い、 ぇ •ほんた うじ 霜卑 はな か/ \ 乘れ なかつた の 
でございます。 


おがの 中 か 
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束が そ 〇 や 带巧も 混んだら うさ、 タタ 電审 のな。 事は 分 
ぃさつた 託です ょ 。だか. -T 化 ま。 いう もじ ぞく 歸ろ やう 
じしな くつ もやいけ ないだ やない か。 アィス クリ 1A な 
んか 化んで ゐ るか .L; 遲く なつた-^、 大事な 沈 張を 忘れて 
しま f 句ん てす 0 

(ぶ 人が W つ';^ 化ろ。〕 

まがん .I, 'わ 蹄ん なさい。 (か 中に 一 こわ か 'レ 氣 をつ 
け るん てす ょ 0 
か 中 はい 0 

ちが もつ もへ 巧つて ご 巧を わし。 

女中 どうん 巧みません 0 
(々中 虫ろ 〇〕 

お 人 どうしたの だ 0 

书 がまん、 もろむ ろむ やも^ません か〇 もの 子は ひと ゎ 
でな 化 堂へは いつたんで すつて。 

ち 人 はや b だか .b むり 

ちが いくらは や b だつて、 女中の 分 隙で もんむ ところに 

巧く むん て 黨だや も 〇 ません か 0 

お 人 n かの なで 巧 くんな. I， 何處へ 行った つてい >一 ぢ やな 

いかり 

ホが そわ や 氷 おぐ .1, ゐむ .1, 巧 巧 おない おひます か、 資 

化 堂なん て •もな た。 


主人 併し 銀 ぶら だの、 を お 堂 だのつて 話を 閒 いて ゐ ^ や 
若 いんだ もの、 もの 子 だつてつ い 入つて おたくな ろ さ。 
主が ほんた うじ 化 節の 女中の 化意氣 なの じは もさ わて し 
まひます わ。 お 給金を 蓄 めて お 嫁入の ま 度 じしよう なん 
て氣 はな いんです から わ。 わ 壌さん か 何 かの やう じ'  買 
物 じ 出て アィス クリ I ムを 飲む なんて。 お留 じがて 居な 
おら そんな 風 ぢや爲 じな 〇 ません わ。 

を 人 そ 〇 もさう だ‘ か、 今の 女中は 昔の やうには いかない 

ち 

主が だ つても なた、 そんな 事を してが かれたら、 こつち 
の 用が 足 〇 な いぢ やもりません か。 

主人 化し あんま 〇 いはない 方 かい ム よ。 化て 行か わで も 
すると 阳 る 力ら 0 

主が え、 女中 拂 底の 時です から、 そゎ や もたし いたは つ 
て 化つ てを ^ ますの よ〇 巧ぐ らゐい たはつて ゐる ところ 
はさう はない とお ひます わ〇わ 隣なん か隨み ひど いんで 
すよ。 朝、 もつ たか'、 ご飯を かいたつて 女中 じは 昨夜の 
殘 ぃの 冷い のし さや 食べさせな いんです つて。 

主人 もす こは 年裤お K} ろか. 心 やかましいだ らう 0 
主が それ じ わ 給を だつてう ちよ 〇 安いんで すよ。 
主人う む。 

主が もら、 ごを なさい。 すつかり 忘れて ゐて〇  i ちな 
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た わ 風呂は。 

'工人 沸いて ゐる のかい。 

ま靖 え。 

主人 ぢ やすく 入らぅ 0 

を瑜濟 みません でした けれど、 もたし わ 化へ 巧 さました 
わ〇巧 やを 寢 かせな くつ もやなら ない もんです から 0 
を 人 主と も。 

ま输 よしや 0 —— よし 〇ゐ ない のかい 0 —— よしや 0 
(立つて 女中 部屋 在の ぞく。〕 

主婦 お まへ、 何を して ゐ るの、 をん な恰 がを して。 

旦那 稼が わ 召しになる のよ。 お 風呂を みて おくれ。 

ホ 中 はいり 

主 蹄 どぅしたの。 體 でも 惡い のかい。 

女中 少し 巧 痛 かした ものです から。 

ま撤 だからい はない 事ぢ やな いんだ。 今時な アィス クリ 

1 ム なんか 飲む からよ。 —— ご飯 •が 濟ん だら、 今夜は 早 

くわ やすみなさい 0 

女中 はい、 有難う ございます。 

(女中 立つ ス風岛 場の ホに 廻ろ 0〕 

三 

雨を がりのを ホ もな くで 氣 のい、 朝 0 


主 嫌け 鶴が けで 風呂場で 洗 確 おして ゐ ろ。 巧れ 物が わ 
をに 澤山 賴ん でもる。 

女中け、 壁で 隔たつ てけ ゐ るが、 風呂場の わを の ル さ 
な 部屋に 寢てゐ る。 

お 属が致 口から 入つて 來 る。 

を 崖 こんん は。 

ホ婦 (沈鴻 でが かじな つスゐ る) 

あ 超 こん もは。 

ま撤 誰。 魚屋さん。 

を 崖 へい。 . — あ’ こつち か。 今 口は 馬鹿に 精 か 化ます 

ゎ 0 

ま婦 この わ 天 氣にぢ つと して ゐられ る もの かわ。 

を屋 久しぶり でい、 わ天氣 になつた。 ほんた うに 幾日 降 
つたこつ たか D 

主瑜 昨日で 一一 一日よ。 

を掉 降つ て 許 b ゐられ た 日に や、 くさ^--- してし まは 
も〇か うからつ と 晴れて くれな くつち や；： 

主 蹄 それよ^も うんなん かぢや 洗濯が 乾かな くつて 凹つ 
てし まふ わ。 赤ん 巧おゐ ると 雨は 何よ ゎ 禁物よ。 こんな 
じ 巧 物 •がた まつて しまつた のよ。 

お 崖 そいつは 大變 だ。  、 

まが その上 女中に 寢 込まれて しまつた もの だからう もの 
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なかは てんて こま ひょ 0 

な屋 おや、 女中さん 祸氣 なんかい 〇 どう 〇 で 11111 日な え 
むえ とがつ た。 

をが な もじ、 大した 巧は な いんだ けれど、 この 陽 氣に外 
へ 山て アィス クリ I ムを 飲んだ つてい ふんで せう。 大巧 
の ものは わ 化を こは します ょ 0 
を お そんな ものを やつ もやいけ わえ な。 何しろ もつ もに 
もこつ もじ も 惡い病 かは やつて & るから、 氣を つけなく 

つも や：： 

主が ほんた うじ チブス じで もなら わた 日には かなは ない 
から わ。 でも、 すぐ 贼の藥 を 飲ませて わいた から、 もう 
大分い、 だら うと お ふんだ けれど。 

かお 奥さん ひと ぃぢ や 何に しても 大變だ わ。 

ちが ご飯 か がろ. 細 除から、 子供の 世話から な 濯まで、 
何もかも もたし ひと ゎを 4 なんでせ う。 そゎ や 腕 お 十本 
もつ たつて 足 b はしない わ。 1— 今日は 何を 持つて 來た 

の 0 

魚 W 舘に はう ばう、 なま おじ 鱗、 鍋さん ま —— そんな も 

んだ わり 

ちが さう わ 0 

供 お はう ばう どう だ わ。 いさおい、 ぜ〇 

主が う も だ やは うばう は 娘 ひよ。 —— だ やな ま娃 でも お 


いて 巧つて 頂戴。 

な 崖な ま 結。 いくつ だい。 

主婦 さう わ 0 よしや かいら ないから 一一 一切 ももれば い、 わ 0 

を 崖 よしきた 。(蛙み 切ろ) 奧 さん。 濟 まない お 皿を。 

主雜 さう く、 お 皿。 —— もム .ホつ の-か 面倒く さい 0 
(立ろ 上つて 壁 所から 皿夺 持つて おろ〕 いさは 大丈夫 だ 
らう わ 0 

を 崖 おれの 品 だ 〇保證 つきだよ。 —— 有難う。 さいなら。 

(お 屋歸 る。) 

(まがけ お 在し まつて、 また 化 確に か、 ろ 〇〕 

(ホん 巧が 眼み 醒 ました とぶ も ス奧て 泣 さ 化す 〇〕 

主婦し やう •がない わ。 巧 角 おな 濯を はじめた のに。 —— 
い、 よ、 い、 よ。 をん なじ 泣かな くつても い、 でせ ミ。 
いま 巧 さます よ。 ほんた うに 坊やち やん じ も 困つて しま 
ひます わ。 ママさん か 洗濯を しないと、 坊やち やん お着 

られる おべ、 はもう 一枚 もない のよ。 いま 巧き ます 

よ〇ど うして そんな じ 泣 くんです 〇し やうかない わ。 

(やけ じごし/ \ 洗濯,^ して ゐ たが、 急に やめて 奥へ 
行く。) 

(女中 口を 雖の音 葉が ザに けいる 度に、 寢^ゐ ろの 
が 辛く ス何 ぼか 起さが さう とした けれど、 やつ ばり 
氣 力が なくなつて その ミ、 搞 になつて ゐ 。が、' 王が が 
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みへ 巧つ たの 古 かると、 無理々々 じ 起を 上つて、 壁 や 
障子に つかまりながら 、風呂場に 下りる。 そして 主締 
が化懼 しかけて ゐた ホん 巧の 寇构も 化 ひ けじめろ 。だ 
ろい のとな 巧し いの 合 こらへ ながら 0〕 

(ち 棘 U ホん 巧 也 庭 かしつけ y、 臺 所に やつて 來る 0〕 
ま婦 .あら、 お まへ、 いつ 起さた の。 風 じ もたる といけ な 
いよ U 嬉て わいで 0 
女中もう 大丈夫で ございます 0 
ホ絳 だつてぶ b つ 返しで もす ると 的る だ やない か 0 
女中 これつ まん 沈 ひで よろし いんです か。 

主が ち-!、 い、 の。 けど、 お まへ そんな ことを して 大丈 
夫な のかい。 

女中 はい、 大丈夫で ございます。 

ま输 でも 無理を するとい けない よ。 

女中 い-' え、 寢 てを ぃましても 退屈で ございま すから 0 
ホ雜 それ もさう わ。 ぢや氣 ま、 じ やつて わくれ 〇 ( 典で 

また 赤ん 巧が なく〕 もら、 また 眼を 醒 ましてし まつた 

のろしら。 巧 やち やん、 巧 や もやん。 さう おつ ぱい 

ばか b 飲んで ゐ ちや爲 様かん 〇 ません わ。 ママさん 今日 
は 化し いんて すから。 どうして さうな くんです の。 

今 巧を ますよ、 今。 

か 中 これ も 洗って わくんで すか。 


ホ瑜 あ^、 それ ぢや ついでに それ もちよつ とやつて おい 
ておくれ。 ざつと でい、 ん だよ。 

ホ 中 はいり 

(ま输 奥へ 巧く。〕 

(女中け 我 惜しながら 化 お 如つ》 ける。 やがて 濯いだ 
もの も 抱 ヘス 外へ 出 X、 物干 竿に 迦ず 。それから 毕み 
I 二つ 胺 におんで 物干の 上の 段 じ がけようと ずると、 ぐ 
らぐ .4 と眩带 がして 竿 も 取り 洛ず 0〕 

ミ 

夕を の わと 0 

主人け あの W で チャ ブ 塞に 倚つた ま、 煙が，^ ふかして 
ゐる〇 

ま 硫口敲 所で あ 碗 や 何 か 也 化つ V ゐろ〇 
たの子が その 傍で 化いて ゐ る。 

主雜 いけませんと いつたら 何故 お前さん はさう みら 
な いんです。 何 だつて さう 大 さい 聲 をして 泣く の 〇巧や 
か 眼を 覺すぢ や も 〇 ません か。 もう わ 止めなさい。 泣 さ 
止まない と、 た 巧 さま ひどう ございま すよ。 

主人 もうい^ 加が じしない か。 わ まへ おそんな ことを い 
ふから なほ 泣 さ 止まな いんだ 0 
をが さう やつて 賴 巧を ふかして ゐ るん なら、 子 巧の： 怖 倒 
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でもな て 下さい。 

を 人 巧 鹿々々 しい。 子供 じなん か當 つたつて しやう おな 
いぢ やない か。 —— だから 早く 化を 賴 ルと いつて ゐ るの 
だ 0 

まが 女中が & ないから いつて ゐ るん ぢ やもりません。 
主人 兎に 約 さう •かみく いつたつ てな 方 •かないょ。 

おが あたしは もう 女中なん かこ 0¢ です。 うつかぃ 化 
なんか 顆 める ものです か。 

を 人 わぃ、 朽 子、 朽 子。 

ホの モ 

主人 こつ もへ おいで。 お 父 さまと ご 本を 見ょう。 さあ、 
ごみを 持つて わいで。 

(女の すけ まだし 《 .なさながら 父の そじに 繪本も 
巧つス 巧く。) 

を 人 泣 くんだ やない 。なくんだ や —— 。何 だ これは ちピ 

1 タ ー 化 牛； 身 まが 〇。」 つての か。 なるほど 隨分挣 が 曲 

つて ゐ るな。 

かの子 お 父が •何て 巧いて あるの。 

主人 こわ かい。 「ピー タ 1 化生 横へ と ホく。 なぜ じ眞 つす 

ぐ ホいて ゆか 30J つてんだ。 

かの す そむか c>o 

え 人 それ か .b ^ 「ピ ー タ ー 化生の 仰し やる じは、 い、 


え、 外の お 入と 同じょ に、 わしは お 鼻の 通ゎ じがいて 
る OJ 

まが (裘 所在 か附 けて 茶の間 じがろ) もな た。 

主人 さあ、 こんだ は 何ての かな。 (繪本 もまく る) 
まがもな た。 

主人う む。 

おが そこに おいといた 請求書 見て。 

主人 見た。 病院の だら う 0 
ちが え。 ^ とうな さるの。 

ま 人 どうす るつ て..： は、、^ 〇こ いつはを かしい な。 
自動 革の お化け だ わ U 

女の子 自動ず ぢ やない わ。 河馬 おお 巧に 策つて ゐる のょ。 
を 人 も、、 さう か。 

をが もたし いや じな つてし まつた わ。 

ま 人な に、 あの 請求書 かい。 

主人え。 

主人 實際 少し 機いた わ。 履 人なん だからもう 少しを くし 
てく わても い、 と 思 ふんだ お。 

まがず ゐ ぶん それを いつたんで すが、 傅を おだから をく 
出來な いんです つて 。でも、 一割は 引いて くれる さう で 
すけれ どり 

ち 人 一割ぐ‘ b ゐぢ やい くらで もない からむ。 
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氣 病の 中 女 


ち雜 だから もたし、 避病院へ 一人れ た 方 かい、 つてい つた 
んで すわ。 

ま 人 だつて 滿 員な も爲方 おな いぢ やない か。 

主が そり や もの 時は 滿員 でも 一晚 待ち さへ す 〇 や。 あさ 
•か 出 ホ るつて 話 だつ たんで せう。 

主人た とひ 一晚 だつて、 傅を 病と 分つ たものを 少しで も 
うち じ おける かい 0 

主婦で も あの 時まで わい といたん ぢ やありません か 0 
主人 をり や病氣 かみら なかつ たから さ。 俳し チブスと み 
つたな 上は 少し だつて わけ やしないょ。 子供 じで もうつ 
つて 見ろ 〇 どうす るんだ 〇 いや、 子供 ばかり ぢ やない 0 
己た もじ だつ ていつ 傅を する か 分り やしな いぢ やない 
か 0 

ま絳 

主人 をれ じ わ 前は 新聞に 出ろ ことを 一番 恐は かつて ゐた 
ぢ やない か。 避 お院じ 送れば どうしたつて 區 役所の 巧 か 

ら 新聞 じ 知らせる から わ〇 われは それ も考 へたから、 少 

しを はか、 ると 思つ たけれ ど、 な ホに 入れる ことじした 

んゲ ° 

を靖 だって 一一 巧圓も か、 つも や 堪らないだ やもりません 

か。 あたし 今日は もの 請求書を 持って 來られ たんで 一日 

氣持 か惡ぃ わ。 


ホの モ おがさ ま〇 クレイ ョン 頂戴。 

を瑜 ちみで 持づ ていら つし やい 〇お しま ひしても るで せ 

、つ 0 - 

ホの 子 え 〇 ( グレィ ョンみ 持つて おて わ i なしく 谋み描 
く 一 

ま靖 わえ、 もな た 。よしのう もの 巧から も いくらか 出さ 
せたら どうで せう 0 
ま 人 病院の 碧が かい。 

主靖 え。 半み まで ピな くつても/一一 一分の】 出させ たんで 
も、 こつ もは それだけ 輕 くなる わけです わ 0 
ま 人 しかし まさか 女中の 親 かじ， 巧れ もしまい。 こつ もで 
入院 させたん だから。 

ホ婦 けれど、 何もう もで 惡 くした わけ ぢ やな いんです か 
ら わ。 勝手 じ淺 草なん かへ 巧つて 五 もく なんかを ベる か 
ら惡 いんです わ 0 

主人 さう いや そんな もんだ お、 實際何 か あたつた のか 分 
り やしないよ 〇 

ま錄 い、 え、 さう でず よ 〇內の ものは 誰も 惡 くなら ない 
ん です もの。 I 本當に 馬鹿です わ。 大道の ものを なべ 

るなん て。 もんな ところの もの じは 何 かはいつ てゐ ろか 
々b やしません わ。'  あたし アイス クリ ー ムお麗 かつた の 
かと ばか b 思つて ゐ たら、 もの 時は もう 潜が 期だつた の 


な 柄の 中 か 


616 


わ。 それでもん なじ 水 ものを 欲し おつた の わ。 

を 人 だから われは ザく 宿へ かへ せとい つて ゐ たんだ。 
ホが わたし だつて そわを 知つて ゐわ ばす ぐ じ も かへ しま 
した けれど、 分らな いんです もの 爲巧 かも b ません よ。 
もよ つと； 頭痛が したくら ゐで 一々 女中を う もじ 歸 して ゐ 
たら 大變 です わ 〇 1 陸 もの 子 かいけ ない のよ。 はつさり 
した ことを いはないで 我惜 ばか 〇 して ゐ るから。 

主人 その後 どうなん だい。 

ホが もたし は 恐い から 病院には 巧 さません けれど、 先刻 
もれの 親お來 ての 話 じこ、 一二 二日が 悼 だつて いつて ゐま 
したわ 0 

を 人 やつぱり 熱は 窩 いのかわ。 

まが 一二 十九 度から 四十 度です つて。 それは さう と 病院の 
拂ひ 、どうな さるの 〇 明後日-か 勘定日よ 0 
ホ 人 さう だ わ。 

ちが だから 先刻い ふやう にして い <ら か W させて は ど 

う。 女中を おおに 入 わて やる なんてう もは なか {外に 

はも 〇 ません よ 。向う でも 随分 濟 まな < おつて ふるら し 

いから、 話を した 少しは 出す とお ふわ 0 

ま 人 入院った つて、 もの お氣は 入院 させない わけには い 

かない からむ。 

ホが だって 女中の が氣 じ； 一: も圓も 化すなん て 馬鹿らしい 


ぢ やもりません か 0 

ま 人 そり あこん な 事に 金を使 ふのは たまらない か：： 親 
父つ ていふのは をが もる のか わ。 

主 お 娘を 女中に 巧す くら ゐ ですから •さう あるとは 思 ひ 
ません けれど — 

ま 人 さう すると 氣の毒 だ わ。 

ま録 い、 え、 氣の毒 がら わるのは こつ もです よ。 もんな 
病氣を 持ちを ま^て、 ほんた うじう もこ そ大 迷惑 だ わ 0 

主人た う、 女中の 親から 化させる のは どうん 聞え がよく 
なぃ わ 0 

を瑶 でも、 これつ さ- = ならよう ござんす けれど 長い 病氣 
なんです から わ。 こつ も だつ て さう-^ はた まゎません 
ゎ 0 

主人 實際早 <歸 してし まへ ばよ かつた わ。 

ま 締また そんむ ことを いつて。 今黃 しやう おな いぢ や も 
b ません か 0 

ま 人 そ b や 愚痴 だけれ ども さ 〇 .... 

主絳 もす こを 退院 させて •施療の 病院の 芳へ移 すつて わ 
けには いかない でせ うか 0 

を 人 そんな こと L つたつ て、々 動かせ やしないよ。 

を絳 それは さう わ。 

主人 ど うだらう 〇 この 問 話した やう じ 年期で 返させたら。 
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主输わ 給をから 差 引 くんです か。 

ま 人 直つたら よく 話して、 長く 勤める やう じさせ るんだ 

わ〇そ していく らづ 、でも 返させたら 

ち錄 でも、 よしは 直る かどう かをりません よ。 

ま 人 さう かわ。 

ち綺 ち、 いふ 風に 肥つた 子は、 む 臓 •か弱い からどう も危 
いつで ことです わ。 をれ に 今日 聞いた 話の 工合 ぢ や：： 
主人 さう すると 入院 料は 香奠 じなる かも 知れない わ。 
ホが だつて 二： 白圓も 香奠なん て。 それ も 長く ゐ たんなら 
爲 方かない と 思 ひます けれど、 まだ】 年 ともよつ とでせ 
う。 もたし いや じな つてし まひます わ〇何 だつ てこん な 
お 氣を脊 負 ひ 込んで 來 たんで せう わ。 

主人 兎 じ 巧 弱つた わ。 

四 

わる お 立 摘院の S 等 室の】 室。 

をを が 何人 t 寢 ゐろ〇 女中 も その 中に ゐる〇 

を 誕婦け 巧に 巧み 巧いて 寢てゐ ろ 0 

巧ち。 

女中 早く' 

商。〕 

ホ 中 もし''^ 


(間。) 

ホ 中 早くと ゎ 这んて 下さいよ。 

肴 護 蹄 (眼 もさまして 起ろ〕 何です 0 —— 水です か 0 
女中 早くと ^ 这んで 下さいと いつたら 0 
看護 蹄 どぅしたん てす。 そんな じ 荒れ もや：： 

女中 霜れ るから さ。 あんな じ聲 が‘ 雪 お..： 

を誕 がさ、 水を おもかん なさい。 わち つかな くつ もやい 
けません よ 0 

女中 巧 難ぅ^ \0 も、 まつ 白。 

肴 護 鞭 何を そんな じ 見て ゐ るんで す。 —— 外は い、 お 巧 
夜です よ 0 

ホ 中 ち、、 もんな に、 もんな じ.... 

を 護 输寒氣 かす るんで すか。 湯たん ぼか 一一つ もは.％ つて 
ゐ るんで す おわ 0 —— もら、 こつち はさめて しまつた 0 
今と b かへ て來て 上げます わ。 

(看護が け 湯たん ほみ 出し ス取リ かへ に 行く  0〕 

I W4 

蒂 
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を） クフ、 
シサ 人 
ろ ナノ 3 
ダ ヲのぁ 

舆姬命 


タデ カラ ヲ のな 
オホ ゲッ姬 
その他 

お 一 お 

觀な听 巧。 

火が の 人々 が スサ ノチの なの 手 あ备酿 へて 地上に 組み 

化ぜて わろ。 その わさに タゲ カラチの なが 立つて ゐろ〇 

スサ ノチの か やい、 何を する の だ。 巧せ。 がせ。 

夕 V 力ぅ チの な い、 から もつ としめ つけろ 0 

スサ ノチの な くそ。 巧 校 等に 0 

々ゲ カラチの な もっと 蛇へ つけろ 〇 首の 動かぬ やう じし 


スサ ノヲの 命 01 ぉ 一 


つか 〇 と 地べた じ齡 へつ けて しまへ。 

スサ ノチの か う ー ム〇  (啤 ろ) 

タゲ カラチの な (侧 のをに) 鍊は 持つ て來て もる だら う 
な 0 

を 水 は、 こ、 にご ざいます 0 

タゲ カラチの 命 ょし。 をれ で髮の 毛を 切つ てし まへ。 
{かか はも 〇 ( 併し 禱姥 して ゐ る〕 

タゲ カラチの 命 恐む る ことは ない 0 すぐ じ 釘つ てし まへ 0 
スサ ノチの か なじ、 己の 髮を 切る。 そんな ことを して お 
ろ、 た ごは わかない ぞ〇ウ ー ム 。(力 もこめ ス 腿へ てゐろ 
人々 も 撥れ 飛に さう とずろ〕 

々ゲ カラチの な 命、 もな たは まだ 荒 ばれる のです か 。神 
妙 じな さらない と、 爲 になり ま せんぞ。 

スサ ノチの な 生 意氣な ことを いふな。 

タゲ カラチの 命 まだ そんな ことを わい ひじなる 〇 それな 
らか うします ぞ〇  (自身て 壓へ つけろ〕 

スサ ノチの か (叫ろ〕 

夕； h カラチの 命 どうです 〇 これで も皮抗 します か 0 
スサ ノチの 命す ると も ！ 

タゲ カラチの な これで も 0 
スサ ノチの な くそ！ 

タゲ カラチの な おさられるなら お起さなさい？ とうです 0 
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スサ ノチの 命 畜生！ 

タゲ カラチのを (家來 じ〕 足の 方を もつ としつ か 〇 わさ 

へて ゐ ろ。 I 何を お づ^.^ して ゐ るの だ。 早く 切つて 
しまは ぬか。 —— わい、 貴樣も 頭のと ころを 壓 へて をれ。 

ぎ ゆつ と 押しつけて ゐ るんだ ぞ〇 動かない やう じ 0 

(狹私 持つ てゐ るを に〕 さも、 早 < やれ。 

スサ ノチのを な、 な > 何 をす るの だ 0 
タゲ カラチの みもう いくら 荒 ばれた つて 大丈夫 だ 0 さも、 
どん/ \ 切 つてし まへ 0 

(お來 スサ ノチの 命のを み 切ろ 0) 

スサ ノチの 命 畜生、 畜生、 畜生。 

タゲ カラチの 命 手を ゆるめて は 既目だ ぞ〇ぎ ゆつ としめ 

つけて ゐ るん た 0 そこ だけて なく、 をつ ち も 切つ て 

しまへ。 —— 何ち 動く のです。 神妙 じな さらぬ か。 [ 
II それから 鬚 も、 鬚 も 切る の だ。 うム 、それでい^ 

だら う 0 

スサ ノチのを 畜生、 畜生。 何の 怨み かもつて 貴 稼 等は こ 

んな ことを す るんだ 0 

タゲ カラチの 命ち なた かもん まゎ 荒 ばれる からです 0 

スサ ノチの 命 われは 正當 のこと をした だけ だ 0 

タゲ カラチの 命 何が 圧當 のこと です 〇畔を こは したり、 

溝を 埋めた わ、 あなたの やる ことは よくない ことば かり 


では も b ません か 0 

スサ ノチの 命 おれ グ畔を こは したのは、 水の ない 凹 じか 
を 送る ためだ。 われ •か 溝を 埋めた のは】 方に だけ 水を た 
めない ためだ。 それ お 何でょ < な いこと だ 〇貴樣 等は 自 
みさへ ょければ、 かは どうもら うと かまは ない とい ふの 
か 0 

タデ カラチの 命 そんな ことは も 〇 ません 〇ち なた はもす 
こに だけ 水を 送れば それでい、 と 思つて ゐる やうです 
か、 水を 送らなければ ならない のは もす こだけ ぢやも 〇 
ません。 もな たは 窒體を 巧ない からい けません 0 

スサ ノキ のな それなら 何故 貴樣 たちは それを しな、， の 
だ。 

タゲ カラチの 命 大 神の なさる ことじな 巧の ごげ 汰は ござ 
いません。 大 神は 萬 民の ためを はかつて お & で r す。 一 
方 じ 厚く 一 乃 じ 薄い とい ふことは も b ません 〇 ですから 
あなたは 殊更 おを 立て、 高 天の原を 攪亂 する ことは ない 
では もりません か 0 

スサ ノチの 命 馬鹿な ことを いへ。 貴樣 等の やう じぐ づ 
ぐづ して ゐ たら 巧 はんん な 干 上つ てし まふ 〇 おれ •かやつ 
たことは 圧當 のこと なの だ 0 . 

タデ カラチの 命 それなら 何 あ 服屋の 屋根を こは して、 大 
神 か 機を 織つ ておいで じなる ところへ 逆剝 じした 馬 なぞ 


なの ♦ノ  ♦ス 
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を 巧げ 泣む のです。 

スサ ノチの か それは 姉上 やお まへ たもが おれの やつた こ 
とじ 難く せを つける からだ 〇 正しい ことを して ゐ るのに 
不正 だとい はれ、 ば 誰 だつて 精に さはる。 顆じ さはれば 
もの 化の ことを やる のは もた ぃまへ だ 0 
タゲ カラチの 命 それ だから 亂游 だとい ふので す〇あ なた 
は 円みの な 化か 通らない と、 すぐ じ 手荒な ことを なさる 0 
そんな ことを なさらないで 何故 穏 かじ 話を なさらな いの 
です。 

スサ ノチの か そんな ことでは 巧樣等 じみらない からだ。 
々ゲ カラ ヲ のな い、 え* さ うぢ や も 〇 ません 〇 もな たは 
カグ もろのを い、 ことじして、 すぐ 人を 虐げ、 秩序を 亂 
さう とな さろ のです 〇 さう いふ 理不盡 のこと をな さる か 
•^、 かう いふ 所 刑を 巧け るので す〇さ あ、 これを しほに 
むを わ改ん なさい。 

スサ ノチの 命 改める もの か 0 
タゲ カラチの な 改めない？ 

スサ ノチの 命 おれは 改める やうな 惡 いことは して ゐな 

い。 おれの やつた ことは 乂 地じ耻 だない こと だ 0 

タゲ カラチの な何處 まで かたくな、 のだ〇 これ だけ 罰せ 

も わても 才だわ 分 〇 じは ならない のか 0 

スサ ノチの な が お！ こんた：：：！ じを ひながら 、その上が 


しを 乞 ふやうな そんな 意氣 地な しが 何處じ もる。 おれは 
もつ と 荒 ばれて やる 〇う ー ム〇  (力 もこめ て 起を 上らう 
とずる) 

タデ カラチの 命 ちな たは まだ そんな ことを される のか。 
ょし。 それなら 命の 爪を みんな 引さ拔 いてし まへ。 

スサ ノチの な なに、 のを 拔 く。 

々ゲ カラチの 命 (部下に) 何を 恐れて ゐ るの だ。 い、 か 
ら手 おののを 一本々々 引 さがいて しま ふの だ。 

スサ ノチな 貴様は 何の 權 能が あつて そんな ことを いふの 
だ。 質 様には そんな ことを 命ずる 資格は ない 営 だぞ。 

タゲ カラチの 命 いや、 これは わしの 獨斷 ではない 〇 八な 
萬の 神々 の ご 協議を 經 たもの だ。 實は はじめ からさう す 
る やう じ 言ひ附 かつて 來 たの だが、 餘 りじ おいた はしい 
から 差控 へて おいた の だ。 併しもう そんな 斟酌は 無用の 
こと だ〇 さも、 すぐに 巧り か、 れ〇 

スサ ノチの な そんな ことを さめた 神々 じ 呪 もれ 〇 おれの 
やうな 正しい ものを 罪する 貴 樣等じ 呪 もれ。 

タゲ カラチの 命 もな たは 神々 を规ふ 前に 肖 分の 腕力を 呪 
ふ 方 か冗當 です。 あなたは 力が もる ばか b に亂 燕を 働く 
のです。 あなたの ためじは それが なくなる 方が い、 ので 
す 0 

スサ ノチの か餘 計な お 世話 だ。 そんな ことに 貴様 等の 指 
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阔 をを ける もの か。 

夕节 カラチの 命 それ、 じたばたし ないやう じしつ か 〇 と 
足を わさへ てし まへ。 大 神の 命令に だく ものは たと ひ 誰 
なりと もな 赦 はない の だ。 さも、 足から 先 じ 巧け。 

(みお 化の 爪 如が <。 その おに 命を しさう にうな る 0〕 
タザ カラチの 命 どうです 0 もう 大巧 おも ひ 知つ たでせ う 0 
スサ ノチの な 誰か。 

タゲ カラチの 命 あなたは まだ をん な ことを いふので す 
か。 もな たは わと なしく はなむな いのです か。 人間ら し 
い氣 持には おれない のです か。 

スサ ノチの 命 それは その ま、 贵樣 等に いふ こと だ。 

夕于 カラチの か かう する のは もな たを がむ からでは もり 
ません。 もな たじ 眞 人間 じな つて 質 ひたいから です。 もな 
たの 體は 罪で 稼れ てゐ ます。 かう しても なた の踐 內の摄 
れを引 さがいて 上げる のです。 今拔 へを して 上げます か 
ら 神妙に して わいで なさい。 

スサ ノチの 命 何を 馬鹿な ことを いつて ゐ るの だ〇 そんな 

愚な ことは 止めて くれ。 

夕； h カラチの な もむ たは 殺へ を 侮蔑な さろ のです か。 

スサ ノチの 命 侮踐 すると も 0 

タゲ カラチの 命 ょし。 そんな 不遜な ことを いふなら わし 

おお も ひ 知. してやらう。 —— 手を こつ もへ 引つ ばり 化 


せ。 二人で も S 入で も か、 つて 引つぱ ^ 化せ。 — つム、 
ぎ ゆつ とわ さへ てゐ るの だぞ 。(手の 爪,^ 化く〕 どう だ 0 
スサ-ノチの 命 う ー ム〇 
タゲ カう チの な (をた 化く〕  どう だ 0 
スサ ノチの な う. I ム〇 
タゲ カブ チの 命 どう だ。 

スサ ノチの 命 う 一 ふ 

(つ ひに 十本の ル も 化い ス しまん。 スサ ノチの なの 叫 
リ邸 U だん-^ 力なくな つてが つて‘ しま ひじけ ごく 
幽かに なつて しまん 0〕 

タゲ カラ 3 のな どう だ〇 これで も まだ 一言 樂を かへ すか 0 
. ^ 何とい ふ 剛情な お だ 0 —— さも、 これで 拔へ をして 
高 巧の 原ん らおが してし まふの だ。 

(人物が える 0〕 


(昭 おの 中に 啤聲が 聞え る 0。 

(ォホ ゲッ姬 がが お 持つて やつて 化ろ 〇) 

ナホ ゲッ ヒメ  も、 びつ くりした 〇誰 、そんなと こじ 啡つ 
てゐ るのは。 —— お 起を なさい ょ 。そんなと こじ 倒れて 
ゐ ないで。 が氣 なの。 (近が つて〕 まも、 スサ ノブの 
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スサ ノチの な (飮 まう として〕 何だ〇 これは 0 
ォ ホゲッ ヒメ  どうし たんです 0 

スサ ノチの 命 どうしたん ぢ やない 〇恤 •かはいつて ゐ るで 
はない か。 

ォ ホゲッ ヒメ  そんな 菩 はもり ません。 わたくし、 ょく 手 
を 洗つ たんです もの。 

スサ ノチの 命 噓を つけ。 貴樣は ゆすいだ、 さたない 水を 
わざと 汲んで 來 たんだら う。  • 

ォ ホゲッ ヒメ  神 かけて そんな ことは ございません 0 
スサ ノチの か いや、 それに 違 ひない。 こんな さたない 水 
を さつ さも 己じ飮 ませたん だな。 

ナホ ゲジ ヒメ  い、 え、 違 ひます 〇違 ひます 〇 それは ちな 
たの 指の が 垂れた のです。 ほら、 また 垂れた だ や ござい 
ません か。 

スサ ノチの 命 ごまかすな。 貴樣は はじめから 御つ た 水を 

汲んで 來 たの だ。 

ォ ホゲッ ヒメ  まも、 もな たは ひどい お 方わ〇 わたくし じ 

水を 汲ませて おを なおら、 そんない ひ おかゎを つけろ な 

んてリ 

スサ ノチの 命 何-がいひ お、 わ だ。 濁った 水 だから 濁った 

水 だとい ふの だ。 貴樣 はこん な ことを して おれを 嘲弄す 

るの が 面白い のか。 傷 いわお 放 人を もても そぶ のが 愉快 


なのか。 

ォ ホゲツ ヒメ  そんな こと、 そんな ことは もりません 〇そ 
れ はもな たの ひ おみです。 わたくしは、 わたくしは..： 

スサ ノチの な 默れ 。その 化の ことかみ.-: なくつ て どうす 
る。 ホなん てな は 落 も 目に なつた ものを おる と、 すぐ こ 
ん ない たづら をす るの だ。 化界 中で 一を 罪の 斑い のは 貴 
樣の やうな ホだぞ 。え ん、 おのれと いふむ は。 (ナホ ゲ 
ジ ヒメの 手み なピ あげろ〕 

ォ ホグツ ヒメ  も、 いた、 た。 何を なさる のです 。それは 
無法です。 ょく 調べ もな さらないで。 —— もな たは 奢へ 
違 ひを して ゐ るので す。 

スサ ノチ 命もう いひ わけなん か 聞く 耳は ない。 —— おれ 
は 人々 のた めを わ もへ ば こそす、 んで 事に 當 つたの じ、 
その おれを 悔蔑 するとは 何事 だ。 こ、 こんな 巧 じまで さ 

げす まれた と 思 ふと 完 、。(力み こみて ホみ 擲リつ 

ける。 そのく だ 円を のぶ も ひどく がかった ので、 化の け 
がれた 拳 vJ- そつと わさへ る 0) 

(人物 消えろ 〇) 


イプ モノ 固、 スザ〇 
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木立の|11^迎~'^强ぃ化が差し込んでゐろ。 

そこらに 巧 山 化 こ 去 じされた 木が 倒れて ゐる〇 
スサ ノチの かけ 木み 枕に して 眼つて ゐろ〇 
ホの n の 午後。 なが 哦 つて ゐ る。 

しにら くして スサ ノチの なけむ つくりと おを 上る 〇そ 
して にんみ リ わたり 杏化 廻ず 0 
呵〇 

スサ ノチの なもう 少し やる かな 0 

(な U 「うんし ふ/ \」 わめ さながら： 惧手也 かけて 木 
杏 挽り 聊かず。 やがて 一本 根 こ 去に したので、 ム とわ 
さ 如 虹ろ とグ シナ ダ姬 がいつ の 問に かそに に 立つ てゐ 
ろ。〕 

スサ ノチの な わ まへ、 やつて 來た のか。 

クシ ナダ 姬 え。 わ 歸 〇か遲 いから、 お探し じ まゐり まし 

たの。 

スサ ノチの な ょくこ \ か 分つ たな。 

クシ 十 ダ 化で も、 もな たの わ聲 がしました もの 0 

スサ ノチの な さう か 0 ! わい、 われは こ'、 じ 家を 建て 

る ことに- V- めた ょ 0 

クン ナダ 化 もう わ 今め じな つたので すか 〇 今日は 地面を 


見る だけんと 思つ たら。 

スサ ノチの な おれは やらう と 思つ たらす ぐに やらない と 
氣か 済まな いんだ。 お まへ だつ てこ、 なら 不同意 ぢ やな 
いだら う。 かう いふ 巧の 間 だと 風の 當〇 も靜か だし、 そ 
れじ 山水 かすぐ そこ じ 落ちて ゐ るから...'。 

クシ ナダ 化 あなたな か {考 へて いらつ しやる のね。 

スサ ノチの 命 そ 〇 やお わの やうな な だつ て、 自分の 家と 
なれ ピ をの 位の ことは 考へ ろょ。 どうだい。 向う を 見て 
ご麗。 

クン ナダ 姬 まも、 い、 景色です こと。 海 お見え ますの わ。 

スサ ノチの な もれが 見える 巧-かい、 と 思つ て、 そこのと 
ころを 少しす かした の だ 0 

クシ ナグ 化ぢや この 立 木は もな たが みんな お倒しに なつ 
たのです か。 

スサ ノチの 命 うム 、それに 家を 立てる ところ も 開かな く 
もやなら ないから む 0 まだ 大分 拔 かなく もやなら ない お、 
(棒で 地上に 線 在 描 さながら) 家は こ、 のと ころへ 立て 
ろつ も ぃなんだ。 

クシ ナダ 姬 も. 、そんなに 大 さく  0 

スサ ノチの な大さ 過ぎる かい。 

クシ ナダが だつて 二人ぎ 〇 なんです もの。 

スサ ノチの 命 だ や、 このな でい、 かわ 0 (がで ミた 線 在 
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引く〕 

クン ナダ 姬 そわで もま だ大 斗、 いくら ゐで すわ。 

スサ ノチの 命 そんな じ 小さかつたら、 風で 吹 さ 飛ばされ 
てし まふよ 0 

クシ ナグ姬 ちら、 そんな 0 
スサ ノチの か は、、、 0 

グン ナダ 姬 わたくし、 家は 向う むさの 巧が い、 と 思 ひま 
すゎり 

スサ ノチの 命 うム 、その 方-が 景色 もい、 し、 日當〇 もい 
ぃなり 

クン ナダ 姬 いつ 頃山來 るで せう 0 

スサ ノチの 命 なじ、 家 か。 そぃ やす •くだ。 柱 や 何 かは を 
こじ 引さ拔 いたな を 化へ ばい、 ん だから。 

グ シナ ダ姬 も、 さう です わね 〇ぢ やもう だを 造 もます わ 

ス〇 

44 

スサ ノチのを うム 、わけはな いさ 0 
々ツナ ダ姬 まあ、 嬉しい。 

スサ ノチの な おれは 一度 も 家と いふ ものを 持つ たこと •か 

t しのん か もれの やうむ ものても いよ'^^^ 円みのを を 

- 持つ とお も ふと 樂し みだ。 —— わい、 か 事の 道み なんか 

はお ものない やうに して くれよ 0 

クン ナダ 姬 え、 をの 巧は 大丈夫で すわ 0 


スサ ノチの 命 ど わ、 もう 少し やらう。 

クン ナタ化 もな たム ひと 〇 て もや 〇 にな るん てす か 0 

スサ ノチの 命 入 じ 手 傑つても .b ふ なぞは 面倒 だ〇こ わく 
らゐ 何でもない。 

クン ナグ姫 だ やわた くしは こ、 を 片附け ませう。 

スサ ノチの 命 さう して くれ 0 

(命 ロミた 「うんし ふ----」 挽りながら 立 木 古 引 さ 化 
く。〕 

ク ツナ グ姬 まも、 巧 おいつ ぱい。 (がの 巧 也が いスク る) 
ずゐ ぶん おおれ じむる でせ う。 

スサ ノチの か む もじ、 大した ことは ない。 われは 力を 出 

すと 却つて 淸 々する の だ。 本當 は、 こんな ものて な 

い、 向う， がらの しか、 つて 來る やうな ねで もつ た， T、 を 
れ こそ もつと 張 合' かもる の だ お。 さう いふ 上では 八 侯の 
大蛇の やう なれが また 化て くれば 面白い と 思つて ゐ るの 
だ。 あんなむ と 引つ 組んで 思 ひ 切り 聞つたら、 ほんた う 
に 生 さ 中斐が もる やうな 氣 がする よ。 

クシ ナグ姬 まあ、 わたくし もんな 目には 二度と 逢 ひたく 
ご Vj いません わ 0 

スサ ノチの 输 うム 、お まへは さう だな 0 

クシ ナダ 化 もの 時、 巧よ くもなた おわいで じむつ たんら 
ようご ざいました もの、、 若し わいで おなかつ た. b、 わた 
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くしは々 明 どうな つて & たかしれ ません わ。 

スサ ノチの な われは 商 巧の 防を あ 化されて もて どもむ く 
こ、 じ やつて 來 たの だ お、 きへ ると 裝の やう だむ。 

クシ ナダ 姬 ほんた うじ 不思議て ご ぞいます わ わ。 二人 か 
かうな つたこと を おひます と、 何とい つたら、、 のる し 
わません か、 かう、 隱れた 力と でもい ふやうな もの おわ 
たくしには しみ-^ おも はれます わ 0 
スサ ノチの な がの 中 じそんな もの グ ある もの か。 

クシ ナグ姬 でも、 わたくし じは 何 かさう いつた やうな も 
のか、 もろ やう じ おへて 巧 巧 おもゎません わ。 それでむ 
くつて は 化 も 知らない 二人が 一し ょじ なれる 當 はも ^ ま 
せん もの 0 

スサ ノチの な それは た .V 偶が の 引 さなせ だ。 力と いふ も 
のは こわだけ だ (腕 也 眼りながら〕 この 外には も 〇 は 
しないり 

クシ ナダ 妪 巧の 巧は さう おお ひじな つて わいでの やうで 

す お、 わたくしの やうな 弱い ものは..； 

スサ ノチの な 力は これ だけ だ。 をして おれは それを 持つ 

てゐ るの だ 。おれを 信じて ゐ るが いム〇 —— う 一 んと〇 

(また 木 もが こざに ずろ〕 だか、 おれは この 力が もる ば 

か^じ、 人から 却って 嫉 まれて ゐ るの だ。 鳥 天の原から 

おはれた の も、 こ、 の おからう とまれて ゐ るの も、 おれ 


お强 いから だ。 

クシ ナタ姬 もら、、 つとむ なんて 0 

スサ ノチ 0 命 いや、 わ まへ と、 わ まへの 親たち •かおれを 
信じて ゐろ ことは 知つ てゐ ろ。 併し 外の なは さ うぢ やな 
い。 もい つ 等は おわ おこ、 の おでない ので 也から わむ を 
舞 敬」 では ゐな いの だ。 いや、 それば か 〇 でない。 お 
むと 一し よじむ つて ゐるわ まへまで 侮镜 さわて ゐる こと 
も、 おわは よく 知つ て ゐる〇 併し 本當 はわれが こ、 の 種 
族のまで ないから 曾 敬 しないので はない。 おれ お來 たの 
でね 等は 巧が 上らむ いから、 それが 不平な の だ。 だが 嫉 
むれ じは 嫉 まして おくよ 0外 はない 。おれは そのため じ 

弱くな ろ必 嬰は ないから な。 わい、 もす こじ 一本 立 

もの 太い、 大 をな 松の木 おもる だら う〇 おれは あれ だ。 
どんな 風が 吹いて 來 ようと も、 どんな 嵐 か 巧し がせて が 
ようと も、 われは びくと もし やしない 。おれは も、 いふ 
生 巧を 送つて 來 たの だ。 おれは それでも 少しも 寂し < な 
い〇お まへ もちれ じ 慣れな くつて はいけ ない。 

ク ツナ ダ姬 でも、 人と つを 合は ない のは — 

スサ ノチの 命 おわか & るから い、 ではない か 0 
クシ ナダ 姬 そわは さう です‘ か、：： •ては、 もな たは お國 
か 鞍し いなんて ことは ございま せんの 0 
スサ ノチの な 高 巧 の瞭 か。 もんな ところを 絞し いなんて 
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思つ たこと •かちる もの か。 おれは 一生ん す こを 呪つ てゐ 
るの だ。 

クン ナダ 姬 どうして をん な 風に お考へ じな b ますの。 生 
れ たお 國ぢや ございま せんか。 

スサ ノチの な 生れた 國 だつて 何 だつて、 手足の 化を 剝い 
で 人を おひ 巧す やうな ところに 誰が 愛着を 持つ もんか。 
われは 巧んだ つて 姉と 和解なん かしやし ない。 

クン ナダ 姬 そわは ちな たの おむ 持は みぃます けれど：： 
スサ ノチの 命 おれが かう 运へ るのは 無理は ないだら う 0 
グ シナ ダ姬 です けれど、 もな たこ だはつ ていら つし やる 
んぢ やないで せう か 〇もう 今までの ことなん かわ 忘れ じ 
なつて はどう 0 

スサ ノチの 命 そんな こと* か 巧來る もの か〇 そわ こそ われ 
を 引つ 捕へ て 責めつ けた 奴等に、 どうも有難う ございま 
したと いふ やうな もの だ。 そわ も われ お惡 いこと をした 
のなら 爲 方がない 。併し おれの やつた ことは 正しい こと 

なの だ。 そ b チ 多少 過激に まつた ところ かな いぢ やない 

グ 、をの 根本は 正しい ことなん た。 そわに も か、 はらず 

おれを 罪人 扱 ひに する のは 号壽 道斷ぢ やない か。 

クシ ナタ姬 もや もな たは わ國 のこと なんかもう もつ とも 

お考 へに な b ません の。 

スサ ノチの な そむ お 妙なん だ。  、 


クシ ナタ姬 とうなんて すの 0 

スサ ノチの 命 われは 厭で''^ たまらない くせに、 もす こ 
のこと か 時々 おも ひ 化されて 爲方 かないんだ。 口惜しい 
けれど さつを も ふいと 裝に 見た の だ。 

クシ ナダ 姬 をれ なら 戀し くわ もつ てゐ るん ぢ やもり ませ 
ん か。 

スサ ノチの 命 馬鹿な ことを いへ 〇 もんな ところ •か戀 しく 
つてた まる もの か。 

クシ ナグ姬 もな たは ひとぃで 强 かつて いらつ しやる の 
ね〇 今更 戀 しいとは いひ じくい もの だから そんな ことを 
いつて ゐ るので せう。 だつ でい つたつて かまは ないだ や 
もりません か。 生れた わ國 です もの 戀 しいの か當 b まへ 
です た戀 しいと 思は なければ その 方 おょつ ぼ ど 不思議 
です わ。 现 にもな たは 嬰に さへ おたくに >ゐ なんでせ う 0 

スサ ノナの な をれ は戀 しいから 見たん ではない。 口惜し 
いから 見た の だ 0 

クシ ナダ 姬 まち、 もんな ことを。 あなたは 心と うらはら 
のこと をい つて いらつ しや るんで すわ 0 

スサ ノチの な そんな ことは ない さ 0 

クシ ナダ 姬 どうして さう ひと b ぽつ もじな 〇 たが るんで 
せう。 依 巧 地 じな つて いらつ しやる の わ 0 

スサ ノチのを さ うぢ やない といつ たら 0 
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クン ナダ 化 い、 え、 さうよ''^ 

スサ ノチの な そんな ことを いふ お まへの 方 こそよ つぽ 
ど 依 化 地 だよ 0 

クン ナダ 姬 ほ、、、、 0 

スサ ノチの な おい、 話 ばかりして ゐ もやち つと もは かお 
いかない だ やない か。 

クッ ナダ 姬 あら、 ほんた うに。 —— わたくし 一生懸命 じ 
や 〇 ます わ 0 ( かづける〕 

スサ ノチの な おれ もやる よ 0 (また 「うんし. ム — 木 
也 描ぶ る〕 

(たの 摩が 長 閒に閒 ぇろ。〕 

若 

巧二藉 

前な から 獲 パ か 立つた 後。 

同じ 瑞 所で U わるが 人の 力が 加 けつた ので 様子が かな 

リ挺 つて ゐろ〇 

.ん さところ じ 糸が 立つ て ゐる〇 

併し 人 U は 向う側に あろので おの 後ろ だけが な 户-ろ 0 

スサ ノチの なけ わさの 师屯 耕して & ろ 0 

ぶの なかから 夕舶の 肋が § 'るく 立ちのに つて ゐる〇 

クン ナグが (糸の なかから 化て 來ス〕 もな た〇も なた 0 


スサ ノチの 命 、つ ム〇 

クン 十 ダ 化もう わ濟み じな b ます か。 

スサ ノチの 命もう おしま ひだ 0 
クシ ナダ 姫では お 夕飯に なさい ません か 0 
スサ ノチの な しよう 0 — さも、 これて よしと 〇か うい 
ふ爲 事は 却つて 疲れるな。 

クシ ナダ 姫 もな たには さう でせ うわ 0 
スサ ノチの 命 (山水で が や 手 も 化 ひながら〕 も、 い、 氣 
持 だ。 —— どうだい 〇今日 も 呼んで 見る かい。 

クツ ナダ 姫え、 さう した 方 •かい、 と 思 ひます わ 0 的つ て 
ゐる 人が ちる とお 氣の 毒です もの 0 
スサ ノチの 命 では、 巧んで 見よう 0 

(スサ ノチの なけ 家の 前の ルし ル 高い ところに 立つ 
て、 おうむ さじ 谷の ホに 向つて 大聲に 巧ぶ。) 

(クシ ナダ 姬け をに けいつ ス 食事の 用意 在ず る 0 一 
スサ ノチの 命 おうい。 路じ 迷つて ゐる 人は ないかち。 貪 
物 や 水 じ 不自由を して ゐる 人は ないか も。 —— おうい。 
路に なやんで ゐろ 人、 戟是 てゐろ 人、 喃 おおかわいて ゐ 
る 人は こ i にやつ て來る •かい V そう 0 

(一人の 巧が をのう しるの ホに そつと 現 けれる 〇 併し 
ミわず ぐ-しを，^ 隱ず 0〕 

スサ ノチの な 今日 もまた 一入 もない な 0 
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ク ツナ ダ姬 (をの 中から) さう です か。 でももう j 度 お 
呼び じな つて 見たら。 

スサ ノチの 命 さう だな 0 ^ — - わう い。 路じ 迷つても ろ 人 
はない かも。 巧 物 や 水 じす 肖 由を しで ゐる 人は ないか 
あ。 —— おうい。 路じ なやんで ゐる 人、 飯 么てゐ る 人、 
呵 喉が かわいて ゐる 人は こ ^ じ やつて 來る がい、 ぞう 0 
. — やつ ば 〇 1 入 もない ょ 0 
クン ナダ 姬 こ i はもん ま 〇 人が 道 〇 ません の わ 0 
スサ ノチの な 却つて 二人のは うおい \ 。水入らずで 〇ぢ 
や、 貪べ ょう 0 
クシ ナタ姬 とうか。 

(スサ ノチの な もを の 中にはい る 0〕 

商。) 

(前の 巧が 又 化び おでを のうし スじ现 口れ る〇 中の 様 
モ もうか つて 巧う じ 廻け ろ 0 し 任ら くずる と、 突 お 0〕 
スサ ノチの な 何を す るんだ。 貴樣 は。 

(といん 踏が すろ と 典に、 市た-^ と 人の 取 細 合ん も 

の 音が 聞 .石 ろ 〇〕 

(やがてな け巧拓 引さ据 をて 巧て 來ろ 0〕 

スサ ノチの 命 貴 樣は 何故 もんな ことを す るんだ 〇貴樣 は 

陪 'がへ つてる るの か。 腹が へつ てゐ るなら 何故 もた b ま 

へに をを 乞は な いんだ。 贺樣 はわ わが さつを そこで どな 


つた 言葉を 聞かなかつた のか。 聞かな かつた のな..： 閒か 
なかつ たでい ム。 化し 默 つて 人の 物 じ 手を つける のはょ 
くな いぢ やない か。 おれは 惜し いんでい ふん ぢ やない。 
もまへ ろ 欲しい とい ふなら いくらても 專んて やる 〇 けれ 
とも 知斷て 持つて行ろ わろ となると、 默 つてな て ゐろほ 
ど おれは 人が いム 人間 ぢ やな いんだ 〇 どう だ〇 もう 今の 
やうな ことは しない か。 二度と すると あ 知し ない ぞ 。わ 
れ はもう いふ だけい つた。 お まへは 腹 おへつて ゐ るんだ 
らミ〇 さも、 を ふかい >|0 
ろろ 巧 ここ 

スサ ノチ 命 何故 貪は な いんだ。 今度は いく じ， をつ たつて 
かま ひやしない 〇 さも 、わ 上 

をる 巧 • • • . 

スサ ノチの な ょめム 、こむ は 泥 おついて & る。 (クシ ナダ 
姬 じ〕 わい、 もつ ものを 持つて わいで。 

(クシ ナグ がけ 別の もの 在 巧つ ス 化る 0) 

スサ ノチの み さも、 や iT ないか 0 
もろ 巧 (しく-''-^ 巧 さ 化ず) 

スサ ノチの な おい、 どうしたの だ 0 
(グ シナ ダが 水 私 持つて おる 0〕 

スサ ノチの な こ i じ 水 ももる ょ〇自 山に やる おい ム〇 お 
わた もは もつ もへ 行つて ゐ ろから 0 
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(二人ぶ の 中に 口い る 0J> 

(がけ 巧ら く 巧み 巧れ たま、 でゐ たが、 やが をべ 初 
•5 ろ 0〕 

(なべ おつた こス スサ ノチの なが 化て かる 0) 

スホ ノチの なもう 少し どう だ。 

もろが (K つてな み 振ろ) 

スサ ノチの な遠瞄 すろ ことは ない 〇澤山 やつて くれ 0 
わろ 巧 巧 難う ございます 〇 もう 十分です。 どうもた た 今 
はほんた うじ 巧みませんでした 0 
スサ ノチの な〇も うそんな ことは い i ょ 0 
わろ 巧 わしは ほんた うじ 耻 しくな b ました 0 
スサ ノチの な わ まへ さんは 何 か 不平 かち b さう だね 0 
もろ 巧 どうして そわが お 分 〇 です 0 
スサ ノチの な 顔を なり や 大巧 分る ょ 0 
もろが さう です か。 やつ ば 〇巧 じ 化て ゐ るんで すわ。 實 
はわし は 人の ためじ ひどい 日 じ 逢つた ので、 世の中 •が蹟 
じに つてた まらない のです 〇 それ W 來 わしは 入の ことか 

なぜ rj れ なくなつ てし まつた のです。 さつを もな たか 貪 

物の がしい 人は ないかと 巧んだ 時、 わしは ちれを よく 聞 

いて ゐ たんです 〇化 しこ^の 家じ餘 分の 貧 物 おもるな と 

はわ も ひました が、 本當 じくれ ろの だか どう だか それは 

な# られ なかつ たのです 。いや、 倍 じようと しむ かつた 


のです 。それでつ いもんな ことを してし まひました。 中 
訣が もりません 0 

スサ ノチの 命 わ まへ さんは 何 鹿の 人 だい 0 

もる 巧 山 二つ 向う の ものです。 

スサ ノチの が それ おどう して こんなと ころへ やつて 來た 
の だ。 

をろ 巧 そこを 追 ひた てられた のです 0 

スサ ノチのを 追 ひた てられた。 それは 氣の霉 だな。 一體 
どうして そんな 目 じ 逢つ たの だい 0 

をろ 男 ••： 

スサ ノチの 命 話して 惡 いこと なら 何 だけれ ど.... 實 はお 
れも おがされた 一人な の だ 〇故鄕 じ いれられないで。 

わろ 巧 もな たも。 さう です か。.... わしは 今 も 申し上げ 
た 通^、 山 一一つ 向う の ものです お、 もる 日ぶ だ もと】 し 
ょじ 部を の 長の 劍を 磨いて ゐ たのです。 友 だち は 中み 
を、 わしは 稱を 磨いて ゐ ました。 ところが どうした はず 
みか 友達が 磨いて ゐるも ひだ じ劍か 半み じ 折れて しまつ 
たのです 。わしたち は 接ぐ こと も巧來 ないし、 さう かと 
いつて このま^ 隱す とい ふわけ じ もい かないので、 な だ 
もは なを 化して しま ひました。 これお 知れ 〇 やひ どい 處 
刑 じな 〇 ますから わ。 その上 友 だち じは 年を とつた ほ 親 
が も るんで す。 それで 诗 のこ. とを いひ 化して は 一 豚 歎く 
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ものです から、 わし も 巧 おさう じな つて、.... それ じ も 
ともと わざと やつた ことて はな L ん てす 力- い、 — わし 
お 代 〇 じ 罪を ひさをけ て やらう といつて やつたん です。 
スサ ノチの な う. ム〇 

もろ 巧で、 わしは 長の 前 じ 行つて 過失を 說 びて、 着し を 
乞うた ところ、 長は ひどく をつ ていきな り わしを 擲 りつ 
けたので す。 それからさん'^ 笞 打たれて 半 巧 半生の や 
うにな つて 歸 つて 見る と、 友 だち はゐ ない のです。 わし 
か處 刑を 受けて ゐ るのを 巧て 恐くな つたの か、 それとも 
わし かぶ 當の ことを 嘴つ てし まふ とても 思つ たもの 力、 
兎に角 场を 連れて 逃げて しまつた のです。 もい つのみ 代 
じな つて やつた のに、 禮も いはず じ 逃げて しまつた とお 
ふと、 癒 じ 障つ てた まらな かつた ものです から、 わしは 
あるむ やすいち 達に 實 際の ことを 話した のです。 ところ 
おいつの 間に かその 話が 長に 知れて、 引さず b 旧され ま 
した。 そして 黃 樣はゐ なくなつ たなに 罪を なす， りつけ る 

不屆 なな だと、 また ひどい 處刑じ 逢 ひました。 を b やわ 

しかみ 代になる といつて おを ながら、 後で 蝶つ たのは ょ 

くないと 思 ひます. が、 併しぶ の爲打 かもん まり 憎らし か 

つた ものです から、 つい 蝶つ てし まつた のです。 もい つ 

巧を かせ じして. わしに すつ かゎ 罪を 着せて しまつた の 

です。 I— ご蜡 なさい。 このみ 體の 傷を。 これお 友の た 


めじ 盡 してやつた 報酬です。 

スサ ノチの 命 それは ひどい 目に 逢つ たもの だ わ 0 

わろ 巧え •をく 馬鹿を見ました 。それな 來 、わしは 人を 
信じない やうに なつて しまつた のです。 

スサ ノチの 命 そのむ 持は おれ じ もょ くみる 0 

もろ 巧 を 難う ございます 〇 さう いつて 下す つたのは もな 
た 一人です。 

スサ ノチの 命 わ まへ さんとは 事情 か 違 ふか、 おれ も國を 
追放され た 時、 道端で 罪 もない 女を 擲 りつけ たこと が も 
ろ。 そんな 目 じ 逢 ふと、 むし や < しやして 理非の 別 おな 
くな つてし まふの だな。 

もろ 巧 いや、 世の中 じは もと {理非の 別なん てな いん 
ぢ やないで せう か 0 

スサ ノチの 命 そんな ことは ない さ 0 

もろ 巧が しわし おい 占 例です 0 

スサ ノチの 命 お まへ さんは い、 ことを したのに、 と夸へ 
るんだら う。 それは おれ も 何度 思つ たこと かしれ ない。 
併し さう 考 へる ことは い、 報を ホめ る こと だ 〇そ〇 や 
さもしい 考 だょ 0 

もろ 巧 ぢや あなたは い、 ねか ぶん 擲られ て も 不骑合 だと 
は 思は な いんです か。 

スサ ノチの な それは われ も不當 だとは 思 ふか、 世の中の 
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ことは どうも 正義 だけで がして 行かう としては 片 おつか 
ない もの おも るんだ と 思 ふわ。 

わろ 巧 だから わしは いつて るんで す。 道理 もく そ もない 
ん だから'  ごまかして 渡る のか 一霄 むんだ つて。 

スサ ノチの な むまへ さんは 酷く ひねくれて しまつた ね。 
わろ 巧 だつ て さ うぢ や もぃ ません か。 い、 ことを するな 
ほど 視鹿 をな ろんで すから 0 
スサ ゾチ のな そこ じ ホい 化が もる わ 0 
もろ 巧 も、 これて すか 0 

スサ ノチの か そいつの 搜 はこん な 小さな もので、 黒い や 
つ だ。 刺つ 一、 な たつて 中には 赤い もの も靑 いもの も 何に 
もも 〇 やしない 。それが 地 じ 落 もる と、 こんな 赤い 花や > 
中 伸い 葉を W すんだ。 黑い卡 ，の 中から、 そして 黒い 種子 か 
ら どうして かう いふ 絲踞な もの お生える のか、 おれには 
どうしても そわが 分らない の だ.：. 

わろ 巧 それは わし じ も 分らない 0 

スサ ノチの 命 みら なく つても、 主 じ 育まれる と 赤い 巧が 

巧く ことは 確かな こと だ〇 われは こ、 じ 住。 やう じな つ 

て、 かう いふ ものを しみ 人 \ なて & る閒 じ、 理窟 や 何 か 

を 越えた、 もつ と 深い ものが もる やう じ 思へ てなら なく 

なつて 巧たん だ。 

わるが わしは 化の ことなん かどう だつ て かま ひません。 


スサ ノチの 命 さう か。 おい、 おれの 腕を ちょつ と 見 

ないか 〇ど うだ、 がつ しりして ゐる だら う 〇腕力 じかけ 
ては おれは 負けた 例がない の だ。 それだけ におれ はこれ 
を 自慢 じ もして ゐ たし、 また これで 何でも 片を つけて ゐ 
たの だ。 だから おれに とつては これお 無上の ものだつた 
の だ。 ところ か 化の 中には 力 もな にもない のに 逞しい も 
のを どん {手な づけて いく もの おゐ るので •おれは 鬻 
いてし まつた の だ。 

わろ 巧 それは 何です 0 

スサ ノチの 命 女 だ。 早い 話 かもれ は 狼の やうな 野 獸を家 
畜 じして しまつた ぢ やない か。 か弱い かの 何處 じさう い 
ふ 力が もる のか。 おれは それ か 不思議 じな-^ 出した の だ。 
. — ^ は、、、* お まへ さんは 黃 つて ゐ るな。 おれを おめ 
でたい と 思つ てゐ るの だら う。 さう 思 ふなら さう 思つ て 
もい io 併し おれの いつて ゐる ことは 本當 のこと なの だ 0 

もろ 巧 だが 狼は 犬 じな つてからは 弱くな つてし まひ まし 
たねり 

スサ ノチの か は、、、. 男は 家庭を 持つ て 弱くなる とい 
ふの か •けれども 强 いだけ ぢや 世の中は 分らない。 おれ 
は 今まで 馬鹿だつた ょ。 た r 濁 b で どな b 廻つて ゐ たの 
だ〇た ひと b で 宇 苗の 苦を 巧つて ゐ たの だ。 併し われ 
は 一人で 脊負 はないで 、二人で 脊 負は うと 思 ふの だ。 一一 
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人で 脊負 へない ものは みんなして 脊 負は うと 思 ふの だ。 
さう すれ ばんん なお 輕 くなる。 それを われひと 〇 で館理 
じ脊 負は うとした の だ。 そして 脊負 ひされないで 不平を 
いつたり、 荒 ばれた 〇、 ないたり したの だ〇 おれの 不平 
の 度は 恐.^  く お まへ さんょ b もつ と强 かつたら う 〇もつ 
とひ どくす わたらう。 おれは 野中の 一本松を 理憩 じして 
ゐ たの だ。 どんな じ 風 お吹かう お、 雨が 降 b か、 らう 
か、 おれは それと 戰 はう としたの だ。 併し 殊更 视獨 をえ 
ら び、 殊更 風を 受けて 曲 〇 くわる ことは ないやう じ 思 ふ 0 
この頃では 林の 中の やう じ、 まは 〇 の ものと 一し ょじ 眞 
直 じ 延びて 行を たいと 思つて ゐ るの だ。 

ゎる 男 けれども 一本立ちの 松の やうな 生活 だつてい、 ぢ 
やもりません か 0 

スサ ノチの か 、つム 、それは ち、 いふを さ 方 ももる。 併し 
林の やうな 生活 ももる ことを 知らな < つては いけない。 
何でも かで も 自分と 同じ やうで なくつ てはいけ ない と 思 

ふのは 狹い 了簡 だ。 ところが おれは 前 じは さう だつ たの 

だ J 他を 見ないで 自 々だけ お正しい と 思つて ゐ たの だ。 

併し 他人が みらない やうな ものは 肖み も 分らな いなだ。 

自分 W 外の ものを 認めない とい ふことは やおて 自 みを 認 

めない こと だ 0 

わる 巧 さう です かわ、 わしは ちみ も 認めません し、 他人 


も 認めません 。ただ ごまかし お 眼 じつく だけです。 

スサ ノチの み わ まへ さんの 氣持 じは 同愤 すろ おひ わくれ 
るのは よくない ね。 

わろ 巧 併し わしの やうむ 目 じ 逢つ たものは どうす b やい 
いんです。 

スサ ノチの か さう だ〇 おれ もさう いふ 風じ考 へた。 そし 
て 凡てを 敵と した 〇 併し いつの 間 じか々 の やうな ちじな 
つたの だ。 

ある お わし じは なれません 0 

スサ ノチの 命 これは 理窟 ぢ やない。 おみや、 爭 ひを 越えた 

大 さな 巧 實だ〇 さう''-^* お まへ さんは 大分 傷を して 

ゐた わ。 このが じ 熱い 泉' が 蘭いて ゐ るんだ か、 それには い 
つて 見る 氣 はない か、 しみる けれども 傷には よくな くよ。 

わろ 巧 さう です わ 0 

スサ ノチの 命 面白 いぢ やない か。 それは 鹿 じを はつた の 
だ〇敎 はつた とい ふとげ だけれ ど、 手 負の 鹿が そこ じ 浸 
つて ゐ たので、 おれた もじを つたの だ。 だが 傷じ效 くな 
ん てこと を 鹿は 何處で 知つ たの だら う。 もんな ねだつて 
なか-^ 輕 蔑は ほ來な いわ。 —— 一つ、 その 泉 じつかつ 
てな むいか。 そ 〇 やむ が 巧び  < す るよ。 

わる 男 有難う ございます。 わしは ぼつ {出かけろ こと 
こしませ う 0 
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スサ ノチの 命 もうを じむる ぢ やない か 0 

もろが な もじ、 おるな も •何處 じだつ て おられます 0 

々いった 熱い 泉つ てのは 何 處じも るんで す。 

スサ ノチの か そこに 行く のか わ。 それなら そこを 下りて 
もす この ハ か 削の 左の 方 だ。 

わるが そこに 巧く かどう か. り 分に もみ b ません •か：： で 
は、 ドう も 大變ご 迷 盛を かけました 0 ( おの 前の 入口の 
ところで 中に ゐる クン ナダ 姬 じ) どうも ご郎ホ さまに 
なりましたり 

(巧け みの 方に 下りて むく 〇 クン ナダ 姬が 家の 中から 
化て ホろ 〇〕 

ク シナ r 姬 もの 人、 何 おへ なくんで せう。 

スサ ノチの 命 多み おへ 巧 くんだら う。 氣の 毒な 人 だ。 わ 
む もも、 なろ ところ だつ たの だ 0 
クシ ナダ 化 もな たいつ からさつ さの やうな お考 じな-^ ま 
したの 0 

スサ ノチの な なじ、 今‘ もの 巧じ說 いた ことか。 < 

問て 妙な もの さ。 巧 しんで ゐる ものを おる と. 何とかし 

て そのを みを かげて やりた くなる の だ。 そわで 自分 ぢや 

さう 施 かじか.^. なく つても、 その 場では どうして もも ム 

いはな くつて はるら むない の だ 0 そして さう いつて ゐる 

即じ n み も だん--^.;：: かの いつて ゐろ ことを 龙當 じな じ 


ろ やう じな つてし まふの だ。 殊に あの 舆の やう じ 辟 闇に 
ひわ くれた ことを いふと、 おれは 一層 やつを となつ で說 
み 伏せよう^^ とか、 る もの だから、 つい 熱中して しま 
つたの だ 。は、、、 〇 おれは 人と 話を する 時で も 何で 
も、 が 手を いひ 負かさう とする のはを かしい な。 —— だ 
か、 われは い、 蘭 梅の ことを いつた わけ ぢ やない。 今 ま 
で ぼん や 4 して ゐた ものが、 もれで はつさ りおを とつた 
の だ。 

クシ ナダ 姫 前から すると、 まるで 別な 人の やうね。 

スサ ノチの な まも 何の ことは ない、 栗の 實お 熟れて、 刺 
刺した、 荒い 毯 お割れた やうな もの だな。 併し これは わ 
まへの お蔭 だよ 0 

クン ナグ姬 ちら 0 そんな こと 0 

スサ ノチの な いや、 ほんた うだ 〇 おれは わ まへ じよつて 

今まで々 ら なかつた ものが みつた。 も、、 何だか 今 

日は 結 ぼれ お解けた やうな 氣 がする。 (劍 をけ づ して〕 
われは 阴日 これを 姉のと ころ じ 屈け て やらう 0 

グン ナダ 姬 天 叢雲の 劍 をです か。 

スサ ノチの 命 、つム 、これは おれ じ も お まへ にも 思 ひ 化の 
深い もの だが、 それだけ じ 姉には い、 贈物 だ。 われは か 
うい ふ ものを 持つ てゐ ると、 兎 巧 嬰 もな しの じ ものを ぶ 
つた 斬ぃた くな ろから、 却つて 手 もと じ おかない 芳お 
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い、。  ご 一人 相 寄りながら 重み おて ゐる 0) . 

グ シナ ダ姬 お姉樣 ももな たから 赔物 •か 眉けば さつと わ 喜 —— お —— 

びに な b ます わり 

スサ ノチの か うム 、そゎ や 喜ぶ とも 〇 わい 向う を 見ろ。 

い、 赏色ぢ やない か。 

クン ナダ 姫 まも、 ほんた うじ 0 

スサ ノチの な 夕日を 浴びて 雲が 綺麗 だな。 ちんな じもく 
も <逛 なつて ゐる〇 

グ ツナ グ おもら、 もちら から も 雲が 湧いて がました わ 0 
スサ ノチの 命 わい、 かう いふのは どう だ 0 
クシ ナタ姬 え。 

スサ ソチの な やく も 立つ 0 

クシ ナダ 姬 やく も 立つ 0 

スサ ノチの な いづも 八熏 垣つ まごみ じ 0 

クシ ナダ 姫 いづも 八 軍 垣つ まごみ に 0 

スサ ノチの 命 八熏 をつ くる その 八 東 おを •とい ふの だ 0 

ヴ ツナ タ姬 まも  L、 锁 てす こと。 

八 雲た っ 
ぃづも 八棄垣 

つま ごみに 

二人  八熏 垣つ くる 

その 八棄 垣を。 


n 
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雪 

s。 ミ ario の おを 借りて 

ご隨〇 

淸の 中の かげろ ふだつて 
みんな スを n をして ゐ る。 

- 巧 かぅ^'^ 

1 をの 大巧を 雪 おさら^^^と 降つ て& る。 

2 年 おつた 抑 お 丸くなつてが •链の 上に ぅづく まつ 

てんる 〇 

3 夜の 大を を霉 かさら'^ と 降つ て ゐる〇 


行かぅ く。 

わ 山 じ 
一二*  • 

巧ろ 

咲いた とさ 0 


踊らう^ 
はやく 行って 
踊らう。 

さつ さ 0 


4 巧の 大空を 當 がさら くと 降つ てゐ る。 

5 をの 雪の 一 ひら----' がいつ の 間 じか 白い 薄絹の 
脂を 着た。 小さい/ \ 巧 女の 踊 モじ變 る。 そして 
大空を 縱橫無 盡じ踊 〇 なろ むか じは 二人 腕を 組 
んだ ゎ、 踊りながら 口 づけを した 〇 すろ ものもち 
る 0 
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汲 や こん- 
もつ と 降れ---^ 
どん/ \ つもれ 


3 またもとの 带 線じ逛 へる 〇 雀は 一し ょじ ばちと 
何處 かへ 飛び まる。 

巧據 じは いょ {雪が 校る ばか 〇 でもる。 

4 巧 線は なて ゐる間 じ いっか 機が 瞬 操の 太い 鐵の 
棒 じ 挺る。 そして その 鐵棒 のまは 〇 じ、 巧い. ふ 
く ふくした 毛糸の ジヤケ ッを着 泣んだ 無數の 少年 
が 腰を かけた 〇〇 ぶらんこ をした 〇 して 遊んで ゐ 
ろ。 外の 我の 巧の 上 じ 粟る もの、 膝 じ ぶら 下る も 
の、 少 巧の 數は嚇 加す ろば か 〇 でもる 0 
5 巧 話 機。 巧 話を かける。 

6 が 上布 話。 手 かを 話 器を 取 b 上げる。 

7 化轉の 上の 少年 達の 遊戯。 彼等の 重みで 線かゼ 

ん しなつ て 巧ろ。 


8 電話機、 交互 じ。 話が ょく 閒 えない らしく、 か 
ける 方 も 聞く 乃 もやたら じ 大口を あいた 〇 .ベル 
を 鳴らした 〇 する 0 

9 電線の 上の 少年た もの 遊戲 。もる ものは 手を叩 
いて 巧 子を とりなから 歇を 合唱し、 ある ものは ぶ 
ら ，卜 つて 電線を ぎし ^ ゆすぶる。 


雪 や こん'-^。 

露 や こん'^^ 
もつ と 降れ'''--^ 
どん'^^ つもむ 0 


の たぅとぅ 電線 お切れて しま ふ 0 

そして その上 じ乘 つて ゐた 少年たち は大牛 墜落す 
る 0 

n 電話機。 兩方 ともお ゎじべ ルを 嗚 らして ゐ る。 
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じ 切れた 電線が だら b とぶら 下って ゐる〇 
雪は なほ 小 やみな く 降 b しさる。 


四 もみ わ も ひ 

1 黃 しい 令镶が 居間で 本を 讚んで ゐ る。 

2 窓の 外の 雪。 

3 令 攘の顏 。眼は 文字の 上を 走って ゐろ けれど • 
むは 何 か 遠い、 美しい ものを： 出って ゐる〇 
4 雪が 一 ひら 一一 ひら 部屋の 中 じ まぎれ 込んで 來 
る〇 その 一つ， が 令攘の 手じ觸 わる。 

令 壊は びっくり する。 


5 美しい 手の 上の 美しい 雪の】 ひら 0 

6 それを 眺めて ゐる令 礫の 顔 0 


7 み雜呼 鈴を 巧す。 

8 女中が はいつて 來 る。 

9 手' の 上の 雪 0 

の 令釀 女中' じ締 〇を氣 をつ ける やう じい ふ。 
n さもんと 締 つて ゐる窓 0 
じ もやん と締 つてを ろ 欄 問の 小 降 子。 

口 女中 何處じ i 隙 制の ない 育を 答へ る。 

『何處 から 這 入つて 來 たんで せう。』 

W 令 渡と 女中 不思議 さうな 面 持。 

巧 女中 去ろ。 

令糜 はまた 本を 巧 〇 上げろ。 けれどす ぐ また 下に 
わ < 。そしてた ご ぼん や b とかじが つて ゐ る。 

W 々釀の 夢見て ゐろ やうな、 うつと b した まな ざ 


お谈 さま、 
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雪 


9 馬上の 將軍 につ こ 〇 とする 。やおて 吹雪す る廣 
い/ \ 原野を む 地よ ささう じ 馬で 班け 廻る。 


た 烏 

1 雪を 持つ わ 枝’ がな 色の 空の 中に ぎ ゆつ と橫 から 
突を 旧して ゐ る。 それ じ大 をな 烏が 一羽と 寺つ て 
ゐ る。 

もう 雪は 降って ゐ ない。 


わい、 

馬鹿な ことを いつ もやいけ ねえ 0 
世 巧は 

おめ へた ものた めじ 

作られた もの ぢや わえん だよ。 


この おれが なえ わえ のか 0 
力 S、 カア〇 


2 大 さくの ばた さを して 烏は 飛んで 巧く 0 


t 路 上 

1 巧 巧の 雪の 上を ド 駄や哀 靴 や 馬の 脚 なぞ お (隨 
の 上部は 見えない) 通 b 過ぎろ。 

2 穂つた 雪の 切斷 面。 ゴム 人形の やぅな、 ふは ム 
はした 白 ホの 小さな 雪 人が 幾重 じ も {折 〇蛋な 
つて 横つて ふろ 0 

大 さな 高足 裁が ぐ ざつと 彼等を 踏みつけろ。 小さ 
な 雪 人は 眼を 白黒 させて 苦しむ n 足 既か拔 けろ と‘ 
多くの 霉人お 齒の閒 じ 巧つて 一し ょじ 速れ て 行か 
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れ てし ふ。 そのため じ 上 牌じぽ つかり 阿形の 雄 
ん が出來 る。 

3 或の 路 が。 齒の閒 は いつぱい 雪の 詰つた な 足駄 
お 逝る。 

巧駄 かょろ けろ 0 

4 太い おな。 恼の 問の 雪を おさぅ として、 おで 下 
駄を こつ {谣 はに ぶつ 突ける。 

化しぅ まく 落ちない ので、々 度は お 駄を脫 いて、 
それを 手 じ 持つ てこん'— 错 はを 叩く 0 
5 下駄の がの 間 じ、 な 巧し さう じ 詰って ゐろ泣 人。 
お 社に ぶつつ けられろ. がが じ 頭 や 巧を 抑へ ろ。 や 
かてす ぼうんと 诏の閒 か. 地上へ 抛 〇 旧され ろ。 


われた もは 
何故 こんな じ 

がみつ け .b わなけ わ ばなら ない の だ 0 

いつたい 


おれたちに 
何の 罪‘ が あるんだり 


6 性來の 雪の 切斷 面。 熏 b 合って 倒れて ゐろ 例の 
ゴム 人形の やうな 雲 人は みんな 憤が として 起 も 上 
らうと する。 そこへ 大 さなず のず 輪が 通 b か、 つ 
たので、 悉くぐ にや ^ となつ てし まふ。 


< 大 空 

1 れ 数の 中。 雪の 熏 みで 地上に しなつて ゐた 一二 二 
本のれ' が 「ばんん {」 と 勇し く 起さつ 返る。 そ 
して その 度に 横つて ゐた 雪を 烈しく 拂ひ 飛ばて 
とんょり とし 九 夕暮。 

と， 地上の 莖の中 かご， すぅと 歡の やぅ じみを もた 
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地上の 務めを おさう。 
どんな じ 

どんな じつら くつても 0 


おし ひょ つと 天上 じ歸れ たら 
その 時は： 犬 上の 樂 みを 樂 すっ。 
けむ ど 地上 じ ゐる閒 は 
地上 じ & ろ閒は — 


7 溝。 汚水が ます-^ 流れて 巧を そして 溝の 中 
の齋 はみ 筑じ そのを じ 染めら わて 巧く。 


10  いづみ 


1 薄明の 空 じ 天文 黨の 丸い 高い 屋根が 黑く聲 ぇて 
ゐ るり 

2 その 日の 天候の 信號標 。快晴。 

3 光を いっぱい じあ だて、 金色の 波を た r よはせ 
な' がら、 こん''-^ と 溢れて ゐる 泉し 


こ、 では 

も. っ 

春 お‘ 

もつ く 〇、 もつ く 〇 

もちやが つて & る。 

4 も ふわて ゐる 泉。 

5 ふくよかな 娘の 笑顔。 

6 泉の そば。 娘 楠 vvt げて泉 じ 水み 汲ん じ 來る〇 
娘は 水シ 汲まぅ としてち よつ とよろ ける。 
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7 娘の おもと。 沿つ た 足 もとが 大きく を こじつい 
て ゐろ〇 

8 娘の さま 〇 惡げな 微笑。 

9 巧び 足 ぁとのつ いた 雪の 面。 巧 第に 雪を 被つた 
出の 下’ が 親れ て來 る。 ゆるんだ 雪 おじ ゆく/ \ 止 
の 中に 浸ん 注む。 

いつの 間 じんその 水み は 水色の 服を 着た 小さい 小 
さい 人じ變 ろ。 彼等は 虫の 中を 下へ 下へ と 下つて 
巧く。 

S 主 中の 木の 根。 その 尖端の 毛根は なて ゐろ間 じ 
人間の 手に 變 る。 そして 水の 人. が 下ぃて 來 ると. 
化迎 へる やぅ じ お 翻に 手を 差し延べる。 贿 者は 固 
い据 手を をはす。 

::: 地上の 木。 今の おの 幹。 大部分 雪を 被つて ゐる 
が、 靑い 葉が その 間から 舰 いて ゐ ろ。 

じ かな 〇 下層な 止の 中。 渗み 込んだ 水' がいくら か 

一し よじ 棠 まつて. ± の 中 や 岩の 裂け目を 流れて 

巧く。 


口 その 流れが いつとは なしに 水色の 服を 着た 小さ 
い 人の 巧 列に なつて あら はれる。 や •がて 彼等は ぽ 
うんと 繩 梯子を J て、 とん — ^ とんと 勢 ひよく 
班け 下りる。 

W 彼等は 大 さな 擦 じ 突さ當 ると、 ポケット か.- T' 小 
さな 靈や诞 を 化して とんかん を 化す。 


掘れ'-^。 

腕っ節の 續くお 〇 
掘り下げろ。 

トンカン 

おや、 

どっかで 

ハツ パを かけて ゐ るな 0 
どれ、 
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6 が 


さいみ 化たち は、 そのな 酸の 中で 欺を ぅた ひな' が 
C，、 ホを つなぎ 合つて 閒い 輪を つく 〇 •議 をは 
じめ る 0 

4 立 も 木。 葉から ほか/ \ と 水慕氣 がな つて ゐ ろ。 
5 繫带な 街路 。雪 おぐ もやく じ、 こわつ 返され 
たぬ かるん、 しかも 化み なし じず 馬の 通る その 中 
を ほのか じ 遊絲お ホつて ゐる〇 
6 火鉢の 上の 鐵 瓶。 その 口から 巧い 擬氣が 勢ょ く 
上つ て ゐる〇 

7 或 だるま。 もぅ 大分 解けて、 异か缺 けた 〇 .頭 
が 歪んだ b して ゐる お、 む ほ 盛ん じ 巧い. なを 體中 
か 化さ 化して ゐる〇 

8 天上の 巧 脱。 後から'-^ と 小さい 子供たち はお 
える ばか ^ でもる 。そのう もの もろ ものは 手を 延 

ばして： 卜 か.-: 上って 來ろ ものを 引醒〇 上げて やつ 

た 〇 すろ。 


めぐ わ''-^ 

水 くるま 

巧で も晝 でも 化み なく 
上へ 行った 〇 降った b 
わ 水を 汲んだ。 こぼしたり 
その 度 も 巧 踏ん まへ て 
バツ ダン'^ 

お 米を， H く 春い とくれ 0 


9 天上の お 殿。 小さい 子供た もは 輪 じ なつて ぐる 
ぐろ めぐ 〇 なおら 歌を ぅたつ てゐ る。 人數 はいょ 
いょが す ばか 〇 なので、 廻つて ゐ るぅ もじ 輪は い 
つか 一 かたま 〇の圓 い集團 じなる。 

W と、 田 心 ふ 間もなく’ その 集留 はた もまち 天上の 
ふは {した 白い 雲 じな つてし まふ。 
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u 地上に 於け る 街 上の せは しない 雜 を。 

じ 靜 かな 大空に 白い 雲 •がふぅは ぃと 浮いて ゐ る。 

(一を 云、 一、) 


软父 
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山の ホの 閒雅 な隱 セの が- 1! と 茶の ii。 茶の間から 一方 
けぶ 關 へ、 ー ホけ な 所と サ 中部 おへ 通じて ゐ ろ。 

み侧 の抓モ いおし におが 兑 えろ。 

外け 雨が しと-^ と 降つ'!^ ゐる〇 初蒋の 眞晝。 

おの お 人け 片 ホに 「がを」 か 何か备 持ちながら、 朽間 
でひとリ•^?知列べてゐろo 

を 人 え、 おか S:: おか S と 0 :: あ、 これ か〇そ こで 
むが こつ もへ 延びる と〇 なるほどな 〇 〔 ム と、 救 さが 立 
し乂〕 どなたです。 —— 何でもなかつた のか。 馬鹿に 遲 

いな 〇 どぅしたの かしら。 (がな 杏一 ぷく する)：： そ 

れ か.：' と， 撰 か 五と 狎す〇 か 六と つ ro 黑サ 七と 〇 :: 

は、 も、 こつ もへ 行く のか 〇 なるほど •かう こすむ とこ 

ろ-か ホな の だな。 サ 五と 狎 して、 つかして、 こずむ 〇さ 

うか 0 

(が？- が 口 ぃっス 化る 〇〕 


なや た r 今。 

老人 も、 發 やか。 ごを 勞だ つちかは 路が ひどいだ をつ。 

裝や はい。 この 邊 はそんな でも ございま せんか、 鹽觸の 
前 ぁた b は 自動ず •か 通る もので ございま すから。 

老人 お まへ ぁつ もの 方まで 行つた のかい。 

婆や はい。 橋 本からは そんなで も ございま せんから、 も 
よつ と 遇つ てま ゐり ました。 もす この 小 倉 草紙は お攘樣 
かおが をで いらつ しやい ますから。 

を 人 さう か。 それは 大變 だつ たな 0 

婆や もう おぶ えに なゎ さうな もので ございま すわ 0 

を 人 さう だな。 もう 來な くつて はならない 時分なん だ お 0 

おや 何 か 急 じご 用で も お化來 になつ たので せう か。 

老人 それなら 何とかい つて 來る だら う 0 

おや さやう でございます わ。 です が 旦那 樣 •もう 十二時 
過ぎで ございま すよ。 

を 人 (げ計 も 化ながら) うム 、かみ 過ぎ だな 〇 ほんた う 
じどうした のかな 0 

婆や わたくし 橋 本には 「大忿 ぎで」 つて 申して まゐ り ま 
したが、 では、 ちよつ とお 向う の语 話を 拜 借して、 少し 
巧つて 貫 ふやう じ 申し ませう か。 

を 人 いや、 魁は 手間 か 巧れ るから、 その 位に いつて おい 
て 了 おい、 よ。 その内 じは やつて 來る だら う 0 
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婆や さやう でございます か 0 

を 人 何しろ 雨が 降る と 女は 巧 入 〇 お 化 介 だから、 どうし 
たつて 遲れが も だよ。 

婆や それは さう でございます わ〇 ほん たうに もい じくの 
お天氣 でございます。 です おこの 頃 お 镶樣は 少し お 足 か 
遠のを •かもで ございま すわ。 

老人 は、^、、 餐 やまで が やいて ゐも のか。 

婆や い、 え、 さう いふ わけでは ございません お 

を 人豫じ やれば さう こつ もの 自由 じは ならない さ 0 まも、 
里を 忘れる くら & の芳 'がを 泰 でい、。 

遊 や ほんた うじ ご 夫婦仲が およろ しう ございま すから 0 
を 人 だが な、 婆や。 たま じは おか 泣 さ 泣んで 來る やうな こ 
とが もつても い、 な。 いろくな ざん ぞを 聞いた 上で、 
なだめて 歸 してやる とい ふやうな】 場 も 時々 は 欲しい と 

リむ ふよ 0 

なや さう でございます とも。 たま じは そのく らゐの 事が 

ございま せんと •もん ま 〇 わ 寂し 過ぎます。 

老人 夫婦仲 •かよ < つて 親父が すつかり おれられて しま 

ふ〇 親父と しも やそれ お 何よ b の {かむ ともい へる か、 少 

しもの 足らない 氣持 おする よ。 

を や ほ、、、 。を < でございます。 

老人 L かし 忘れられる とい ふこと ム惡 くないな。 する た 


けの ことを してし まつて、 世間から も 子供たら から もぽ 
うと 煙の やうに 忘れられて 巧く の も L 六が 持 かもし わな 
い〇 わしは さう いふ のん 嫌ひぢ やない よ 0 

婆や もの、 もよ つと 電話を おかけして なませ うか。 

老人 淑 子のと ころへ かい。 いや、 そんな ことは しない 乃 
おい、 だら う〇 催促す るや うじ 聞 えても いけない から。 

婆や さやう でございます わ 0 

老人 年を とる とこん な掛痴 をい つて ゐ るの がまた 一つの 
樂 しみさ。 毎日 巧 じこと を簇 返して ゐ るの だか、 いは ご 
子供 •か キヤ ラメルを しやぶ つて ゐる やうな もので、 かう 
して ゐれば 口寂しく むいの だな 〇 は、、、 〇 こんな こと 
をい つてろ 問に’々 じ淑 子が くし やみを しむ •か .b ひよ つ 
こ- C-' やつて 來 ろよ 0 

婆や 本當じ 早く おいで じなる とよろ しう ございま すわ。 
併し 旦那 さま 0 おなか おおす さじな りは いたしません か 0 

を 人 うム 、實は 少し 空いた が、 もう 大した こと ももる ま 
いから 巧つ てゐ よう。 

婆や では、 これを ちよつ と 巧し 上ぃ ましては ぃ (今 買つ 
來 をた-.^ のみ おず〕 

老人 ぢ や、 わし グ靖 見を しよう か。 — っム 、これは な 

かな かい、 わり 

婆や お壌樣 おそれは お好みな ので ございます 0 


巧 父 
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あん 婆や も 一つ どう だ。 

婆や 巧 難うな じます 0 

(婆やち i つと 立ち上らう とする 〇〕 

を 人 何 だい。 

おや い、 ぇ、 何でも ございま せんでした 0 
を 人 巧つ てるる つて 氣が io な もの さな 0 
おや もも でも わ 急ぎ じな つては いらつ しやる でせ'， 


を 人 だ お •何 だな。 娘を 燃に やる ぐに； ゐ つまらな いこと 
はむ いな 〇 は、 i 。また 年结の キヤ ラメル じな つてし 
まつた か 

著 い、 ぇ‘ ほんた うで ございます とも。 折 巧 お 綺魔じ お 
綺踞 じと お育て じな つて、 やつと お 綺麗 じな つたと 思 ふ 
ともう 人な のと こじ おやぃ になつ てし まふので すん ら〇 
を 人を く •誰の ためじ 綺驛 じして やつて るの か 分らない 
な。，— .々だからい ふ. がな、 婪 や。 わしは 家のに 先立た 

れてゐ る だけ じ、 淑子ぢ や 人 一巧 巧 巧した ょ〇 いつか 音 

をけ じ述 わて 巧つたら、 あの 子の 清 物が 流行 遊 わで な。 

「やつ ば 〇 かが-がない と：：」 つて 蔭口を さかれて、 わ 

しは たま ..T ない おも ひを した ことか もろ 〇 それから つて 

ものは^ しは 淑 でのみ なり ぢ やどの 化 氣を酣 つた かしれ 

ない。 恐..： くわし 位み 服 おの 陳列窓を 驰さ 注んで ホいた 


巧は さう はもるまい 0 

婆や でも、 お片 づきに なつた ホが 結構な お宅で、 ごを む 
でございます 0 

老人 まも •この 分なら をむ だ •が‘ 嫁 じ やつた 當座 はわし 
はむ 邸で 眠れなかつた よ。 今 だからい ふが わ、 婆や。 わ 
しは 婚禮 の晚 じは 泣いで しまつた よ。 式を 濟 ませて 歸つ 
て來 るし-、々 を 黛 篱や長 持 •がいつ ばい 置いて もつた 部运 
にはもう 何にもな いんだら う。 さう して 疊の目 じくつ さ 
壊 寄の 跡 だけ お殘 つて ゐ るのを ぶたら、 急に 胸 かいつ 
ばいじな つてし まつて..： わしは しばらく その •からもん 
とした 部屋 じ 坐つて ゐ たお、 淚が 無性に 化て 化 方 かな か 
つたよ。 何だか ひと 〇取殘 された やうな 氣 かしてな。 

婆や そむは もうさう で ございまし たらう とも 0 

老人 人間つ て膀 手な もの' さ。 一郎 じ 嫁を おつた とさは 別 
じ 何とも 思はなかつた くせに、 自分の 娘を 片 づけろ と 毎 
口 こんな ことば か 〇 いつて ゐ るの だからな 0 

(溝 所の ホで 「わ 待 遠 さま】」 とい ム聲 がする 0〕 

缕や おや、 おうな が來 たの かしら。 (立つ ス發 所の ホに 
巧く〕々：：： は大 へん 早い の わ。 

出前 持の 聲 へぇ、 大急ぎで 持つて 參〇 ました。 

婆や そんなに 急かな くつても よかつた のに。 

巧 前 持の 帮さ やうで ございまし たか。 —— どうも 毎度 巧 
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難う 巧 じます。 左樣 なら。 

婆や (おて 來 ろ〕 旦那 さま 〇ど ういた しませう。 わうな 

お參 つたので ございます けれど 

を 人 さう だ わ。 

婆や 冷める といけ ません が、 困 b ました わ。 

老人 ひとりで 貪べ てもう まくない しな。 

婆や ほんた うに どうな すつ たんで ございませう 〇ま さか 
お 忘 わにな つたわけ では ございません でせ うわ。 

老人 そんな ことは ない とも 〇 たし かじ 今 U 來 ると いつて 
來 たの だから 0 —— ちよつ とその 亂笞 じは いつて ゐる手 
紙を 巧つて ご醫。 

婆や これて ご ぞいます か 'U 

老人 さう (手紙 杏廣げ 殻んで 見る) 十二 りと 
いふんだ から 今日 じ 違 ひないだ らう。 

装 や はい。 今日は 十一 一日で ございます。 

を 人 『....十二 日には 聲 少し 前に 上ります。 ん 々じて 父 

上樣 とお 晝を ご】 しよ じいた ごける ことお、 何より 樂し 

もで ございます 0 ::』 かう 書いて あるんだ からな。 

婆や それならもう たしかで ございま すわ。 

を 人 途中 じ 間違 ひが もつ たわけで もちる まいな。 

婆や そんな ことが おもり じなる とは おひません が、 わた 

くしもょっとそこらまでぉに行っ てまゐ.；：：~ませぅ。 


を 人 さう だ わ。 停留 巧の もた ゎまで もょ つと 行つて なて 
賞は うか。 

を や はい。 畏〇 ました。 

(を や襄所 口から 出掛けて 一打く。 を 人け お 盤 も 化 づけ 

る。 それから 巧 お氣を 落ちつけ ふうと つとめろ がなら 

つかないでも して ゐる 0〕 

商。} 

(玄關 で 「ご免下さい」 とい ム ホの 聲 がず る OJJ 

を 人 どなたで すか。 (ミう いひながら 玄關に 化て 巧く 0〕 

女中 あの、 小山から 上りました のです お。 

老人 あ •今 電話を かけょうと 思つて ゐ たの だ。 

女中 それは どうも、 もの 若 •奧樣 お 少し お 加減 おお 惡 いの 
で、 實 はも おる おつもりで わ ま 度まで 遊ばした ので ござ 
いますが 

をん 淑 子が お氣。 

女中 はい 〇 多分 お 風邪なん だら うとな じます が、 少し わ 
熱が ご ぞいます ので、 大事を わと 〇 にな レまして 。化し 
ほんの わ 風 抑で ございま すから. どうか ごむ 酣 遊ばし ま 
せ ん やうに と 、 を奧樣からくれ'^^ — ^ おことづけで ござ 
います。 

老人 あ、 さう です か 0 

女中 こもら 樣で さぞ わ 待 も 遊ばして いらつ しやる だら う 


巧た 
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老人 (目 お覺 まし v^〕 うちか しら C 

「電報’ 霜 報。」 

を 人 うちら しい 0.—— 姿 やく。 

婆や はい。 

老人 電報ら しいよ。 

婆や はい？ 

を 人 電報 だよ。 

婆や あ、 叩いて をり ます わ。 —— はい'-^。 今 明けます 
よ 0 

(搂 やけ I そ---^ 起を 巧して 電燈 おひれろ 〇向 うの 部 
屋が 明ろ くなる。 それから 玄關の 方に 行つ て戶も 明け 
わが、 ずぐ また ぴしゃりと 締めて 返る 0 化 婆やの 行動け 
ずべ て 向う の 部屋 だけで、 こちらに けを も 見 だない 0〕 
を 人 どこから 來 たの だい。 

を や い、 え、、 つも ぢやご ぞいません。 

を 人 さう かい 0 

婆や お 隣り でございます。 

を 人 さう だつた のか。 そゎ や氣の 毒した な。 折巧寢 つい 

たと ころを 0 

を や い、 え、 こ、 はお 隣 ゎが 近う ございま すから. よく 

間違 ひます 0 

を 人 まだ 叩いて ゐ るね。 お 隣. リぢや 起を ない とおえ る わ。 


婆や お 若い 人たち ばかりで 十から。 も、 やつと 起さた や 
うてす 0 

老人 お 年寄たち はお 留守な のかい。 

婆や はい。 何でも ご 病氣で 先月から 葉 山へ 行つて わいで 
の やうです 0 

老人 さう かい。 —— 今 巧は 大分 風が 强 いわ。 

婆や さやう で ごさいます 〇 どうも 春 ホは.... 

老人 婆や、 はやく おやすみ 0 風 巧で も ひくと いけむ いょ。 
婆や はい。 おやすみなさい まし。 (明り も 消して 庭ろ〕 
(長い 問。 レ 

(風の 音〇 をり--- 犬の 遠 かが 脚ぇ ろ。) 

(老人は 巧の 中に 起きつ 返つ ス乂 をな あくび，^ 一つ プ 
ろ〇 それから枕-^'と0煙巧盆も引ををだスぃ如かリ/\ 
煙を 私 吸 ふ。 やがてを わ 枕 もつけて 窓ろ 〇) 

(長い 問。 一 

(老人に 嬉返リ も 打つ たりして がの 中で I •こ，---- して 
ゐ わが、 たうとう 起さ おず 〇 そし V、 をの 間の 戶 柳也叨 
けス何 かごと/ \ 探し 物 もずろ 0) 

裝や (その 构 音に：：：！ も 疑して〕 な那 さまで ございま すか 0 
老人 .あ、 わし だょ。 カルモ チンは 何處 へし まつても つた 
かな。 

婆や も、 ちれは たしかもう ございません。 
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を 人 さう かい 〇な くむつ たんい 0 

おや つい もとを なつて わさませんで。 も わは むる たけ 差 
上け ないやう じつて、 お攒樣 か‘ b 仰し やられて を 〇 ます 
ものて すから。 

を 人 淑子 おそんな ことを いつたの かい。 な もに、 ちの 藥 
は 少しも 巧 はん 〇 やしな いんだよ 0 
おや わ やすんじ なれない ので ございま すか 0 
を 人 うム 、さつを の 電報です つか b 目を 留まされ てし ま 
つた。 ！| 綱 お 酒. かもつた 篱だわ 0 
鞋や はい。 そこの わ戶棚 じは いつてを b ます。 

ち 人 こ、 かい。 

おや ホの 巧で ございます。 

老人 さう か。 い、 よ、 起さな くつても 〇ぁ 、もつた 

もつ た 0 

おや もういく らも ございません かもしむ ません 〇口 をつ 
けない 巧な‘-: 向う じご ざいます が。 

あ 人 いや、 こわで い、 0 • — 婆や 。起さる ことは ない よ。 

眠 藥の化 b じ 二 一二 ん だら， わし もす ぐじ寢 るから。 

おで さやう でございます か 〇ぢや ご 化を 被 〇 まして 0 

を 人 わ 隣 だ やな 郝 さまが 惡い のかい。 

おや はい 〇 その やうで ございます 0 

を 人な 小带 報を よこす や うぢ や 急に が 態で も變 つたん ぢ 


やない かわ。 

婆や さう かもしれ ません 0 

老人 わしは また 淑 子のと ころから と 思つ て 吃驚した よ。 

嬰 や わたくし もさう かと 思 ひました 〇ま もさう でな くつ 
て 何よりで ございます 0 

を 人 昨日 行つた 工合 だ や急變 はない と 思 ふか、 何しろ 寢 
ついてから もう】 週間 じ もなる からね 0 

おや さやう でございます わ 0 

1 老人 醫者も 風邪 だとい ふから、 さう かとは 思 ふか'  どう 
も 風邪に しちや 少し 長過ぎる わ。 

婆や わたくし もさう 思つ てを るんで ございます。 

を人筑 一、 も^ 熱が 下らない のはを かしい。 セ 度 五み ぐ 
らゐの 熱 だから さう 高熱と いふ わけ ぢ やない' が. 幾日た 
つても 下らない のは どうも 變だ〇 それに どうして あ、 食 
慾がない のかな。 あ、 何も 貪べ ないで ゐ ると 體が黃 弱し 
てし まふ 〇 わしは をれ がむ 邸 だよ。 

を や さやう でございます わ。 

を 人 ものう もは 平生は さう でもない お、 今度の やうな 時 
はてんで 駄： n だ。 まるで 手當が 巧 さ 屈かない の だから 
な。 一體 風邪が 位に 考 へて ゐ るの お 間違つて ゐ る。 末來 
からい ふと こつ もへ 引 今 おつて 養生を させる のがい ムの 
だが. 今 動かす の もどう かと 思 ふから な 。少しよ くな つ 
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たら 是非 さう しなく つては いけない 。さう しな かつたら 
ちの 衰弱は なか-^ 恢復し やしない。 

婆や。…. 

を 人 何の かの いつても、 化 家へ 化て はどうし たつて 氣が 
わか もる からな 〇 それ じ淑 子は まだ 巧つて 一年 じ もなら 
な いんだから、 さう 思 ふやう にはい かないし、 向う の お 

巧さん の 手前 ももる からな 0 さう だよ 〇 あの お母さ 

ん おもう 少し 氣 かついて くわる とい、 ん だか、 どうも 舊 
弊で な。 殊に もの 圭 助と 來た 日には、 お 巧 もやんで さつ 
ぱりおもひやりおないんだから〇  (<し；^みもずろ) 

搂や 旦那 さま、 お 風邪を なすと いけませんよ。 

を 人な もに、 どてら を 着て ゐ るから 大丈夫 だ〇わ しまで 
風那を ひいて しまつら や 大變だ 0 
を や 春 じな b ましても、 をを はま だ 寒さが 强う ございま 
すから。 

老人、 つム 、いま 寢 るよ。 —— もう 少しで これ. がわし まひ 

になる から、 明けて しまは うと 思つ てな 〇 ち、、 大 みい 

い氣持 じな つて 來 た。 とさに、 裝 や。 

盤や はい。 

老人 大 井先 生じ 巧つて 實 つも やどう だら う。 

婆や 大井 化生で ございま すか。 

を 人う ム〇 どうも 向う の醫者 だけ ぢや 摘わない の だ。 病 


氣 ばか b は 今まで 見つけて ゐた醫 者で ない とみらない と 
ころ •が もる からな。 そこへ 巧く と大 井先 生なら 子供の 時 
から 見て ゐ るんだ から 確かな もの だ。 

おや さやう でございます わ 0 

を 人 併し こもらから 醫 者を やつち や 巧 過ぎて ゐ るかな。 
醫 者が 呼べない 家ぢ やない のに、 こちらから 醫 者を 差 向 
けたと もつては 面 もての やう じ 聞え るかな。 淑モ おその 
ためじ 居に くい やう だと 困る がどうし たもの だら う 。巧 
はこの 間淑子 じこの 話を したんだ お、 淑子 はどう かそん 
な ことは しないで くれと いふの だ。 若し 惡 いや ミなら こ 
ちらで どうに でもして 賞 ふから、 お父さんからは 何にも 
しないで くれ。 里から とい ふと 當 ゎさは 〇 おもつ ていけ 
ない。 と、 かう いふの だ。 ちの 子の いふの が尤 だと 魁 ふ 
し、 た！^ 何事 もちの 子の いふな b にす るの お 一番い 1 と 
思つ たから、 わしは その ま、 歸 つて 來 たお、 化し どうも 
このま、 ではむ 酣 でなら な いんだ。 手遲れ じな つてから 
では 間に合は ないから な。 あれの 诗 なんか も、 風邪 だ-^ 
といつ てゐ るう ちに、 たうとう 肺炎に なつて しまつて、 つ 
いあんな ことじな つてし まつたん だが •そんな ことじな 
つては 大變 だからな。 

婆や さやう でございます とも。 

ち 人 わしは な、 昨日 見舞 ひじ 巧つた 歸 りに、 ょつぽど わ 
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もくじを 取つ て 化ようかと そんな 考 さへ 起した 位 だよ。 
俳し そんな ことを して 凶で も 山た 咕 はが つて 也酣を 巧す 
やうな もんだ と 化つ たから 化め てし まつた •か、 實を いふ 
とわし はどうし てい、 かむ 輒で たま .b な いんだ。 

獲 や そ 〇 やもう わたくし も わ 案じ 中して を 〇 ますんで す 
お：： 

あ 人な も、 盤 や。 

竣や はい。 

を 人 瞬 巧を やつ もや 惡 いかな。 

おや さやう でございます わ 0 

を 人な 舞 じ ヵステラの 巧を 持つて 巧く くら ゐ なら、 燃 お 
をな 舞 じ 化した つて 何も 惡 いことは な いぢ やない か。 
大げさと いへ ば 大げさ かもしわない か、 理窟から いや. 
こゎが 木を の わ 化 舞 だ。 な も、 さ うぢ やない か、 お 子 じ 
相談なん かして ゐ ると •氣 がわ ばかりして ゐて手 遲れじ 
なつて しま ふから、 いつそ わしの 獨斷で やつて しまつた 

巧が よくない かむ。 おし 何處 からか 文 かか 出たら、 「わた 

くし か惡 いので ございず す、 わたくしが 年を取つ てを 〇 

ます ものです から'  つい 娘 か 巧 おい、 餘〇餘 計な ことを 
いたしました。 はい、 非訣 かご ざいません。 どうか 御 勘 
辩 をと OJ さう いひ さへ す 〇や濟 むんだ やない か 0 さう だ。 

さう しよう 〇そ わか 一巧 だ。 た i. うつら/ \考 へて ゐた 


つて 何にもな 〇 やしない 〇阴 日は 早速 さう いふ ことじし 
よう。 い、 かい， 裝 や。 明 口は 大ホ 化生のと ころへ 巧つ 
て 往診を お 願 ひして 來 るんだ よ 0 
裝や はい。 

を 人 も \ これで 肩の 凝 〇 が 解けた やうな 氣 がした 〇こ 
れ でい ム 。これでい、。 T 度葡锦 酒の 瓶 も 空いた 〇 さ. 
いよいよ 寢 ると しよう。 裝 や、々 巧は とんだ お 相伴を し 
てし まつた わ 0 
婆やい、 え。 

老人 ち^、 い、 氣 持じ迴 つた。 これなら ぐつ す。 輕 .tj れ 
る だら う。 では、 婆 やもお やすみ 0 

(茶の間の 明り 社 消して おには いる 〇 しにら くし 乂け 
計が 眠む さう に チ ー ンと 一つ 鳴ろ 0〕 

ミ 

その 巧 日 0 

前と 同じ 場面 。うらら かな 化が、 庭 口から 邮 モロ 越し 
じ綠侧 にいつ がい 差し込んで ゐる〇 
主と 婆やが あの 間で 話 もして ゐろ〇 
老人 さう かい。 それは ご 苦を だつた。 それ ぢや 午前の 診 
察 お濟ん だら、 すぐ じ 巧つて 下さる の だ わ。 
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婆や はい、 眞つ巧 じ 往診して 下さる さう でございます。 
を 人 だ や、 もう 一一が 間 もした .-T 自動ず をい つて おくれ。 

わしが お迎 ひじ 上る ことは わ 話しても るの だら うな。 
おや はい。 よ < 申 上げて ございます。 

老人では こつ もの 用意は そわで よしと。 もとは 先生 じ 見 
ていた r くば か b だ。 大井 先生に 見て いたごけば 實際安 
むだから な。 

(玄關 じ 「速達」 といん 聲が 聞ん ろ。 婆やが をいで 取 
りじ 巧く  〇一 

を 人 速達？ 何處か .X 來 たんだい。 

婆や お壊さ まからの やうで ございます 
を 人 なじ、 お 子から-どれ { 

(老人を いで挪 書み 韻む。 妙な 額 Kf ずろ。) 

婆や た惡 いんで ございま すか。 

を 人 い、 や、 直つ たから、 11111 日したら やつて 來ろ とい 
ふの だ。 

婆や まち、 そんな じ 急に およろ しく おな- じな つたので 

ございま すか 0 

を 人 委細は その 折 じと 書いて ある お、 何しろ 端 書 だから 

簡 短で みらない よ。 併し どう 考 へて 見た つて さう 急 じけ 

ろつ とすろ 篱 はも 〇 チし ない。 嬉し おらせなん だよ 。わ 

しを む酣 させまい として こんな ことを いつて 來 るんだ。 


整 や さう で ございませ うん 0 

を 人 さう だと も 〇む甄 させまい とする のはい ^ ' が •こん 
な餘 計な ことを いつて おられる と、 こつ もは 却て 氣グも 
めて 如な はない D 

婆や しかし..： 

老人 どうも ホなん て 仕方 おない もの だ。 何も 氣か わする 
ことは も b はしない。 幾日 寢てゐ ようと 病氣 む.. 2- 止む を 
得な いぢ やない か。 それを もう 一週間ん 寢てゐ もや 義理 
お惡 いなんて、 下らない 考 へを 起して、 起さつ 返つた b 
なんかす るから、 餘計 重く してし まふの だ〇し かし 化. が 
へ 行く とさう/ \寢 ては ゐられ ないから な。 —— 兎に 約 
大ホ 先生に 早くな ていた r いて、 場な じよつて はこつ も 
へ 引を おらむ くて は.... 

婆や 俳し 且那 さま。 そんな じた 語 いんなら おはがさを ■ 
わよ こしには ならない と 思 ひまず お。 

を 人 ことじよ つたら 何 かな。 わし お大 井先 生/ \ といつ 
てゐ たから、 ホ 生で もよ こさわる と 助る と 思つて •化 廻 
りを して こんな 手紙を 書いた のかな。 併し 昨を さめた こ 
とを いく. LJ 淑子 だつ て 知る 営は もるまい し：： 

婆で この わ 端 蕾 もわ攘 さまの わ 手で ご Vj いますから’ わ 
たくしは さつと およろ しいんだ とを じます 0 

ま 人 さう かな 〇そ わなら 何よ b だが。 
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が や およろ しいんだ とずる と、 大ホ 化生 じ 巧つ ていた 
くことは か 何で ご. す」 いませう。' 

を 人 いや、 小を で 少し 化よ くな つた なぞと おつて 巧 也す 
ろと とんだ：：：： じ 逢 ふ。 ぶ 〇 おしが 來た日 じは それ こそ 大 
變 だか .-T な 。よし、 いノ、 ‘-T かよくな つて & る じしても 見 
ていた r いて わく 为 がを むだ。 それ じ お 願 ひした な 上は 
なて いたぐ くの お 化 だからな。 

おや それは さう でございます わ 0 

を 人ん、 いふ 經驗の 深いを 化生の 該斷 じは 問 違 ひ •かない 
からな。 巧 科に かけて はとても 祖け 旧し のが 十： などの な 
ぶと ころでは ない。 わしは もの 化生の 診察を 聽 かれう も 
はどう もを む お出 來な いの だ 0 

おや でも、 な那 さま. もよ つと 帶 話を わかけ して ご樣モ 
をお閒 さじな りまして は 0 

を 人 うム 、様子 だけは 閒 いても い、 な。 ぢや 婆や、 お 向 
うじ 行つて 需 話を 借 b て 間いて くわない か。 

が？- お 〇 ました 0 

あ 人 いや、 巧つて くわ。 わし かかけ よう。 その 方 かい、。 

がか さやう でございます か 0 

あ 人 もよ つと ド駄を 出して 巧むな いか。 

おやは い。 

(玄關 からか ス むく 0〕 


(閒 。〕 

(しにら くして 老人が 歸 つ';^ おろ 0) 

婆や か 何で ございました。 

を 人 何の こつた。 まるで 狐に つま i れ たやうな もの ピ。 
婆や どうしたので ございます 0 

を 人 電話を かける とな。 この間 化 じ 巧た 女中' が. 山た のさ。 
容體を 聞く と •もう 起さて ゐ ると いふの だ。 それなら 電 
話 口に 山 .b れ るかと 訊いた. レ 「はい、 おつて 巧 ませう。 
少 々お待ち さい OJ さう いつて 女中が 引つ込ん だと 思 
ふと* いさな 〇 「お 父 さま」 とい ふ 章 口 葉が 巧 もとでり い 
んと 響く のさ 〇 わしは 思は ずは つと したよ 。は、、、 0 
何の ことは ない。 戀 人の 前に 山た 靑 年と いふ 恰好 だな。 
しば. ぃくは どぎ まぎして 言葉が 化な かつた 位 だ 0 
お^^ まも、 霜 話 じ お 化 じ なれる ほど およろ しく わな 〇 に 
なつた ので ございま すか 0 

を 人う ム 、それから 「熱は 下つた のかい 0J と 訊く と. _ ，え 
もうち 〇 ません OJ とい ふの だ。 しかし 無理を するとい 
けない よ。」 「い、 え， もう 大丈夫です。」 をれ はんう はを 
けき 返事な の だ。 けれども、 わしは 「大ザ 先生を お 願 ひ 
した か .ぃ 該 察して いたぐ さ OJ と、 昨夜からの】 條を 話し 
たと ころ、 いや どうも ひどく 叱ら わて しまつて な •リ 
婆や まも、 ほ、、、 0 
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を 人で も、 わし じは さう 早く 癒つ たわけ か、 どうしても 
巧み 込めない から、 それを 訊 わると、 笑つて ゐて 答へ な 
いの さ。 こつち •か眞 面目に 訊いて ゐる のじ、 笑つ てゐる 
んで 、わしは 少し いら {して 「一體 何 處が惡 かつた の 
だ OJ と 訊 さ 返す とな 0 「何處 つて 大抵 おなりで せう 〇」 つ 
ていふの だ。 みらない から 訊いて ゐ るのに、 おみ 〇 でせ 
うとい はれた つてなる 嘗 はあり やしないと。 もう 一度 訊 
さ 返したら 「だつ て 電話 ぢ やい へません OJ とい ふんだ。 
わし じは なほみら なくなつ た。 いへ ない 病氣 、何 病 だら 
う〇 そんな 病氣 はどうし たつて 見當 がつ をはし ない 0 「お 
い、 小さい 聲で いつて くれ。 お父さん じは 分らない。 わ 
父さんは む酣 なんだ 0」 さう いつたら、 何 か 答へ たらしい 
ん だが、 話が 遠くつて 聞えない の だ。 「もつと 大 をな 聲で 
いつて くれ 0J わしは もう】 遍 催促す ろと な、 「まち、 い 
やな お 父 さま。」 と やられて しまつた ょ。 

婆や さやう でございます か。 わたくし もどう もさう だと 

思つ て 居 〇 ました 0 

を人裝 やじは 前 か. みつて ゐた のかい、 

婆や い、 え、 分つて ゐ たわけ ぢや ございま せんか。 

老人 それなら 早く さう いへ ばい^の じ 0 

婆节 でも こわは わ騎を 様で も、 ご 本人で もなか {はつ 

き b した ことは 分らない ものなん ですから。 併しは じめ 


かそん な 工合では さつと お輕 うご ざいます よ 0 
老人 さう かわ 0 

裝や 旦那 さま おめでたう ございます 0 
老人 さう いはれ ると、 をん な氣 もす る •が、 何だか わしは 
ぼんやりして しまつた よ 0 

搂や それは さう で ございませう とも 〇 あんま 〇 ごむ 酣を 
なさい ましたから 0 

老人ち た わ 前と いや あ、 これよ 〇 もた 〇 まへの ことは な 
い んだか 、 こ つ ち ぢ や まゼ子供だ ^ とお つ て ゐ るぅ ち 


婆で 末 當じお 早い ものて ございま すわ。 さう し 3 す 

と、 ちの •大井 化生の 方は 0 
老人 さう^^^。 その 方を 早く 斷ら なくつ ち や。 

婆や それ ぢ やす •< じ 行つて 參 b ませう 0 
を 人 さう して 賞は う。 何の こつた。 賴みじ 巧つた 〇 .励 
b にいつ たり、 年寄の やる ことは いつも こんな ことば か 
り だ 0 

婆やで も、 お 醫濟樣 ばかりは お斷〇 する やうなら 結稱で 
ございます 0 

を 人 何れ わしが お 伺 ひいた します、 とんだ わ隨 せを いた 
しまして、 と、 ょくいつ て わくれ ょ 0 
を や 畏〇 ました。 
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門 衞右郞 セ i 門嘉 


嘉門 とぶ 郞右衞 巧 (一 1 S 


人 物 

ホ 嘉門 
尾 辻 セ 郞右衞 門 
深な 左を 
その他 

巧 巧 

戰闕 時代 (天文 セ 年 十一 一巧〕 

場 巧 

廢摩网 川 邊郡加 世 出 

第 一幕 
巧 一場 

化 化 田が も涅卷 じして ゐろ島 巧を ぉ乂) 勢の 陣 答の 一 

部。 部 お 尾を 七 郞右衞 巧と 深见 ぶまと 雙 六の 盤ん 中に 

巧んで 勝む おがって ゐ る。 そ 0 お 側に 化の ホが 太刀 お 

持つ で おへて ゐろ〇 うしろの 兜 立には 兜が 掛 つて ゐ ろ。 


十- 卒も 端の 力に 固まつ てまた 手慰み 也して ゐる〇 中に 
け 樹木に 倚り か、 つて お 随リし スゐる わる 0 

セ 郞ホ衞 門と ホを はかけ るふ \ じ简 取つ y け 盤の 上 
じ 殺 子 も 振り、 おみ 動かず 0 
セ 郞せ衞 門を 炯 さう じ欠忡 もずる。 

ホ 京 どうした 0 

セ 郞ホ衞 門 どうも 退屈 だな。 

左な おのしの 退屈 しないのは 戰の 最中 だけ だ 0 は、、、。 

七が ホ衞 門永陣 ぐら ゐ齒が ゆい ものは ない。 われは もう 
倦さ-'-^ した。 

左 巧 さう 不足を いふまい。 おかげで 雙六 •が 化が るので は 
ないか。 さ、 おのしの 蒂 だ。 

セ 郎ホ衞 門 (简若 おりながら) どうせ やるなら 城を 乘お 
つてから ゆつ くりやり たいょ。 

ホ京乘 取つて から やる の もい \ が、 乘 取らぬ 內じ やつて 
ゐ ろの も 餘裕お あつてい、 ではない か。 

セ 郞右衞 巧 わの しは 好 さ だな。 

左 京 貴公 も 嫌 ひでは ないで はない か。 

セ 郞右衞 巧う ム 、われは 勝負事は 何でも 好を だ 0 化し 
ばた/ \ とやつつ けて しま ふので なくつ ては 両口くな 
い。 がを 巧卷 いたま、 毎日'-^ うだ {して ゐる やうな 


I": 谢ん化 し - i 門な 


6 が 


のは 大嫌ひ 

たな おのしは せつ かも だな 〇巧 一つ さう お々 落せる もの 
ではない。 

屯 邮ホ協 門な ルず じ ゐれば 落ちね までょ。 

ホな なめる じは 巧 おもる 0 た ご ひたが しじ 狎す とい ふわ 
け じ もい かぬ。 お侧 には 嘉門 股の やうな 戰じ 明るい 人 も 
ゐ ろ。 まも、® の 間は ゆつくり 骨を 化め る じ 限る。 

セ 郞ホ碰 門 いや、 おれは ぁの 嘉 門が 地體氣 にくは ねの 
だ。 この だらけ 切つ わ戰 化は 何 だ。 

丸な 人の ことを 郭 諸す るょ b、 手 もとの 石が 蒸されぬ や 
うじ 氣を规 る 巧 お 肝腎 だ。 

た郞ホ 楠！： 何を しやら くさい。 々じぶ て をれ、 いやと い 
ふ ほど > め つけて くれる ぞ。 

ホな ほんじ、 たま じは なけて なたい もの だ。 

七郎ホ 输門大 みなこと をい ふな 0 かう はいつ て くれる 

ぞ 。(石み 動かず) 

お 巧が さな やう じ 励く おい、 0 

4^化 わ拖門 え、、 またがを 化さつ ける 0 (+: ホに) わ 

い、 おを もつ としつ かゎ 張つて わか むか 0 

(+ ホな 巧な のか 上ら わ やう 化 ほす。〕 

ホな セ 邮ホ衛 門。 さう 當ゎ 散らすな。 

た 郎ホ槪 の (えた、 乂忡 vS* しながら) も、 •値陣 はい や 


だ。 いや だ。 

ホ 京 おい。 切る ぞ。 

セが ホ衞 巧な ちに、 それし を 0 
ホ 京 かう はいつ たら どうす る 0 
セが ホ 稿 門な ちに •それし さ 0 
左 京 いま 钮 i 地 勝 じして みせる ぞ。 

セ 郞ホ衞 巧 そんな ことにさせて たまる もの か。 

ぶを々 度は どう だ。 

セ 郎ホ衞 門 驚く もの か。 

ぶを お 子 知 筒に 入れ 上向に して 振りながら) 『どう'-^ 
乂 じちょ ろく 义 、親' が 巧ね とも 蓋と るな 〇 一一 一六 さおつ 
て 猿 わぶ 4』 と。 ——さ うれ •一二 六が 出た。 

七 郎か衞 巧 おれは 重 五を 化して なせる ぞ。 1 『さつと 
散 わ 山 蝶. 一 — 义 、、化 をら む。 

ホな 『五の/ \ と 啼 くは 深山の ほと、 ぎす』 と。 (振ろ) 
セが ホ 砲門え、 ょく 出く さる。 貴を は 運が 向いて ゐ ると 
なえる 0 

ぶ 京 おのしは 運が 向いて ゐな いと 見える。 

七 郎 右衛門 莫迦に すろ な。 

ぶ 京 さも、 上る ぞ。 

セ 郞ホ衞 巧 上らせて たまる もの か 0 
左を さう れ〇ど うだ 0 
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セ郎 右衛門 さ うれ、 どう だ 0 
ホな 今度は どう だ。 

セ郞 右衛門 なじく そ 0 
おを 今度は どう だ。 

セが ホ篇 巧な にく そ 0 
ホ 京々 度 こそ ど、 つ だ。 

セ 郎ホ衞 巧 まだ 
ち 巧 今度 こそ。 

セが 右衛門 まだ {〇 
左 京 さ うれ、 上つた 0 
セが 右 宿 門 え、 また やられた のか 0 
左を 姪 地 驗だぞ 。それ みんな 一一 つづ、 並んで ゐる 。こつ 
ちじ 一一 一つと 〇ど うだ 0 
セ 郎ホ衞 門 今日はょ く^'-^ と 見える。 

ぶ 京披モ じ化掛 なぞは してない ぞ。 

セが ホ 痛け 大丈夫 だ。 おれは 負けても 難癖 はつけは せぬ 

ゎい。 

ホ 京では、 巧 巧 ど ほ 一千 文 賞は う。 

セ 郞ホ衞 門 さて 弱つた。 すつぱ b 巧ら れて しまつて 一文 

も殘 つて をらぬ。 何を 巧 さう ぞ〇 えム 、ま、 よ 。こ 

の 兜を くれよう。 

左 京な に、 その 兜を。 


セ 郞右窗 巧 この 兜なら 二 千 文 じは 過ぎても る。 異存は ち 
ろまい 〇 

(セが 右衛門 供の 者に 命じて 兜 立に 立 巧け て わろ 白 か 
の 兜 也 左 まじ 渡す D〕 

七が 右衞門 莫迦 {しい。 戰 かない ばか b じ 兜まで 巧ら 
れて しま ふわ。 

左 京 その 代 b 城 攻め か はじまつたら 敏の 首を 山 ほど 巧る 
さ。 —— この間 巧から 下つた をの 話 じ* 陣中で 雙六 じを 
けて 物 具 そつくり 取られて しま ひ、 紙子の 羽綠 ばか 〇 を 
着て、 左の 手 じ 扇を 持ち、 をの 手に 刀を おり 上げ、 「愛を 
詣 ゎじ 袖 ひかれた」 とい ふ 小歌を うた ひながら、 眞先か 
けた 剛の者が あつた さう だ お， お まも 一つ それを やつて 
見たら い、 ではない か。 は、 ^ 、 ム。 

セが 右衛門 え •おかねち —— 左ち もう 一霄 巧を つ。 

ぶま まだ やる 氣か〇 

七が 右衛門 いくらで もやる 0 

左 京 併し わの し、 まだ 賭ける ものが あるの か。 もう 兜 ま 
で 出して しまつた のでは ないか。 

セが ホ衞巧 さう 人を 見くびるな。 

左 京では、 その 太刀を 賭ける おい、。 

セが ホ 穂 巧 太刀 •いや、 これは 睹 けられぬ 〇 これは われ 
の 生を ょゎ 大事な もの だ 0 —— それなら 嘉門 ねの 太刀を 


門 備わが たと 巧窥 


6 も 5 


贈け ょう。 

化な 嘉體の 太刀。 

セ 邮ホ衞 門う ム’ もの 太刀なら 文句は もるまい 0 
ホを がし それは 化 人の ものでは ないか。 

セ 邮か槪 門 他人の もので あらう と、 誰の もので もらう 
と、 おれが 贈け ると いつたから じは 吃 度 間違 ひない。 負 
けたら 典變 なく わね しじ 渡す 0 
先な いや、 おれは それを 危ぶむ のでは ない。 これが 町方の 
十； 賊 とか、 ホ 社の 化 なら まだし も、 嘉門 殿の 太刀は 迷惑 
なの だ。 われは 何も 嘉巧 殿の 太刀が 巧留 なのでは ない。 
何 か 外の ものに 變 へて くれ。 

屯 郞か衞 門 いや、 おれは どうしても 嘉 門の 太 刃を 脂け る。 
ホな おのしは 何で そんな じ もの 仁の 太刀を 贈け たかろ の 
だ 0 

セが お 砲門 いや 別 じが 細は ない。 た r もい つじは、 太刀 

は 入が おもる まいと おふから だ 0 
九 巧 何を いふの だ。 化の 中 じ 太刀の 入ら わ 武± •が もる も 

のか。 

古 郞か做 門 いや、 さう でない。 もい つは 生妈隐 おだか 

ら 、そんな ものは 入らむ 篱だ〇 巧し 太刀 •が 入用の 巧な 

•-?、 こんな 小が を いつまでも 遠卷 じして ゐる もの か 0 

九な こんむ 小が とい ふ お 巧 釣 十八 巧。 高さ 十冗尋 とい ふ 


堅城 だ。 た r なめ 寄せた とて さう 容易く 落ちる ものでは 
ない り 

セ 郞ホ衞 門 いや* 昨日 おれ お獻 策した 戰 法を 用ゐれ ば、 
落城は 瞬く 間 だ 0 

左 京 おのしの 戰 法は 突は だら う。 

たが ホ衞門 さう だ 0 

左 京 それは こ、 にを め 寄せた 時す ぐに やつた ではない 
か〇 併し 先手 か 三百 人 も 討たれて しまつて. ：.0 

た 郞ホ衞 巧 たかお 一二 百 や 四百の 死傷が 何 だ。 屍を 踏み 越 
え 跳み 越え‘ 屍を 梯子 じして 城み じ乘入 つてし まふの 
だ 〇搭撇 では まだ 手ね るい。 繰拔 だ。 繰拔を やつつける 
の だ。 

ぶ 京 そんな ことを したら 手を' 死人が いくら 化る か々 つた 
ものでは ない。 

セ 郎ホ衞 門 左 巧、 おのし も 少し しつか b せえ。 手 負 や 死人 
おこは くつて 戲 が出來 るか 〇践 はおす か 殺される か だ。 

ホ 京 それは さう だが、 併し 死傷は 出來る だけ 少 いのを ょ 
しとして ちる 0 

セ 郎ホ衞 門 そんな ことは 分りを つた 話 だ。 けれども 巧手 
はこの 城 一つでは ない のだぞ 。城 方 じは 化 水から 援兵 お 
來 ると いふ 專の 蜂では ないか？ その 援兵が 到着して われ 
われのう しろを 突いて 來 たら どうす るの だ。 一た まゎ も 
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ないで はない か。 おれは それを 考へ ると：.. いや、 考へ 
まい。 著へ まい。 それを 考へ 始めたら ぢ り-^ して 來 
る。 そんな ことょりは 瞬 子 ゼ〇股 子だ〇 さも、 巧く やら 
'っ〇 

ホな まも、 セ 郞右衞 門。 待て。 

た 郞ホ衞 巧 いや、 ょせ--- 。いくら われ {が、 氣をも 
んだ ところ' が 無駄な 話 だ。 おれは もう .：. 

ホ 京 いや、 さう ではない。 それ じついて は 何 かお 案が あ 
るの だら う。 化 寄を 控 へて ゐ るの も 恐く は そのためでは 
もるまい か。 お 侧の人 もま さか その 邊じ手 3 か 〇 はもる 
まいと 思 ふ。 

モ郞 ホ衞門 いや、 その わ 側の 輩が 頼りに ならぬ から、 お 
れ はやさ もさして ゐ ろの だ。 たま/ \ 策シ獻 ずれば、 た 
だ膽 をつ ぶして ゐる だけ ザ 用ゐる 景色 も 見えは せむ。 あ 
いつ 等には 踏 込んだ 戰 なぞは 巧來な いの だ。 も、、 わ 側 
じゐる ものが ちんな 腰 巧 どもでは 0 
ホな おい、 言葉が 過ぎる ぞ。 

が ホ衞門 いや、 腰が だ。 腰 拔じ巧 違ない。 巧を わ それ 

るな は みんな 腰拔 だ。 なかに ん嘉 巧と さたら 腰拔の 棟梁 

だ。 もんな 奴は 太刀を お 〇 上け て 主 巧 姓に た、 さ 落して 

しま ふの が 分が 應 だ。 

ホな おのしは 嘉門 殿を 目 5 敵 じして ゐ るが、 何 おそんな 


じ氣 にくは ない の だ。 わの しの 獻 策を 却け たからか 0 俳 
しそれ は嘉門 殿. が 却け たの かどう か はつさ ゃしないでは 
ないか。 それとも ちの 一條 か。 もれなら もう 忘れて く 
れ 。もれは おれの 家での 出來事 だ。 もれから 事 お 起る と 
われは いかい 迷惑を する。 

セ 郞お衞 一: いや、 おのし じ 難儀は かけは せぬ。 化し もの 
一件 だけを 考 へて 見ても もい つの 腰拔な ことは 明白では 
ないか。 おれ お陣 刀は 一二 化' がい、 とい ふと、 ちいつ は 二 
た四寸 がい、 とね かす。 そんむ じ 短 かくつて は 敵' が 切 わ 
むと いへ ば、 そんな じ 長く つては 戰 場です ぐ じ 刀が 拔け 
むな ダと け もを つける。 そして 往古は かう でもつ たの、 
も、 でもつた 0 と 物知り顔に 太刀の 講轉 をち々 とは じめ 
やおる。 しかし 戰 は講釋 ではない。 生 さる かが むかだ。 
千 酉の 章 口 葉よ 〇も實 地に 勝る ものは ない。 一二：：；： の 太刀 か 
い、 か。 一一た 四寸か 果して 手 巧 か、 眞 劍の爲 合を しよう 
といへ ば、 言を 左右 じ 託して 立 も 上らう ともせぬ。 

ぶを 併し それは さう 輕 々しく 旧 巧 わよ 。おのしは すぐ じ 
事じ激 する が.：. 

セが せ衛巧 何が 激 する。 おれは 円 分の 言葉 じ黃 めを なう 
てゐ るの じ、 あいつは 口先 だけで 逃げよう とする から わ 
れは 腹を 立てる の だ。 さう ではない か。 まこと 鬥說 を乘ず 
る武 ± ならば、 もの 場です ぐ じ 立 合 ふの お當が だ。 それ 
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か化來 ぬと いふのは そも^-^ 生命* か 惜しい からよ。 こん 
ななが いくらか 、つたつて 何で 城が 落せろ もの か。 ち、、 
こんな 奴 おお 侧にゐ るの だと おも ふと..： 駄目 だ、 駄目 
だ、 駄目 だ。 i さも、 ホを、 おれは 嘉 巧の 太刀を 腊け 
る。 おのしは 何を 脫け るの だ。 

左 巧 おい、 今日はもう 止さうよ。 

セが お-巧 門 いや、 止さむ。 さも、 おれは 嘉 門の 太刀を 賭 
ける。 巧 公は 何を 贈け るの だ。 

ホ 巧 

セが ホ槪門 どうしたの だ。 貴を やらない のか。 

尸 巧が •陣 なの うしろからを 嘉 門が 现 けれる。〕 

窺 門 その 勝負， おれが 代つて やらう。 

左な や、 慕 門 殿。 

病 門 セ 郞お衞 門。 をを はおれの 太刀を 賠 ける といつた 
な。 面白い。 おれは を 様の 首を 赃 けよう。 

七郞ホ 砲門な に 0 

病け おれは 巧 様の 首を 胳 ける。 しかし おれ じは 雙六 など 

はま だる < つて やつて をら れ ぬ。 腕で 來 い。 

ホ 京 轟 巧 殿。 嘉門 殿。 

巧 門 いや、 止め立て するな。 こんなな は 成敗せ ねと 陣中 

の 巧が 化たない 0 

(このがが^^-なてセがホ恼巧の手のぁけ得构社取って 


嘉 門に 向は うとす る 0〕 

モ郞 右衛門 (泰然と して〕 これ、 手 向 ひする と 承知せ む 
ぞ 。おのれ 等の 出る ところでない。 おれ 一人で 澤山 だ。 
おへえ--'- -0 

左 京 (嘉門 も 止めながら〕 そこ もとに も 似合は ね。 まづ、 
お しづ まりを- 

嘉門 いや、 先程からの 雄 言* みな あれで 聞いて ゐ たの 
だ。 もう 用捨は ならない 〇 さち、 セ 郎ち衛 巧。 尋常に 立 
合へ。 

七が 右衛門う む、 そんな ことかい へる だけ 貴を にして は 
大は來 だ。 よし、 やる とも。 —— が、 待てよ。 おれは 今 
日は 止して おかう 0 

嘉門 なに、 立 合は ぬ。 おのれ、 急 じ 生命が 惜しくな つな 
の だな 0 

セ 郞お衞 門 いや， 生命 なぞ もとよ ゎ 惜しく はいが、 今 敵 
を 前に 控 へて ゐ ながら、 味方 同志な になを をへ るのは 殿 
じ對 して 恐れ多い。 載が 濟ん だら 相手に ならう。 

嘉門 卑怯者む、 おおの 蔭 じかくれ て 立 合む とは 何事 だ。 
先刻の 大 言に 似 もやらず、 急に 弱音を ふくとは 笑止 至 
極 〇腰拔 とは 貴樣 のこと だぞ〇 

七 郞 右衛門 無禮な ことを いふな。 

嘉門 それが 口惜し かつたら 立 合へ。 人じ爲 合を 桃んで お 
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きなおら、 今 じな つて 逃げる とは 卑怯で もらう。 さち、 
貴樣 のい ふと ほり 111M の 没が 手頃 か、 一一た 四 寸が扱 ひい 
いか。 互の 議論を 實 地に みする 時が 來 たの だ。 さも、 立 
合へ、 どう だ〇ど うだ 0 

セ 郞ホ衞 門 (つか {と 立 向口う とし わが 化め ろ〕 
嘉門立 合は ない のか、 臆病者 奴。 これで 戰略 がどうの か 
、つのと ほざく なぞは が 腹痛い わ。 貴 樣の獻 策は おれ お 一 
言の もと じ 撥ねつ けて しまつたの だ 〇今時 あんな 古手な 
戰 法が もの、 役に立つ と 思 ふか。 

セ 郞ち衞 門 え、、 いはして おけば：： 

嘉 門貴樣 はこの 太刀を 賭ける といつ たな。 併し おれは こ 
の 太刀を かう してし つかり 腰に 帶 してを るの だぞ 。見事 
この 太刀 お 贈 けられる か。 贈 けられる ものなら、 この 腕 
から おつて 見ろ。 

七 郞ホ衞 門 なに 0 

嘉門 取れる ものなら 取つて 見ろ。 

セ郞 右衛門 え •取らいで か。 

嘉門 おる。 

七 郎ホ衞 門 取つて 見せる とも。 太刀 ばか ゎか 貴を の 首 ま 

で 取つて 見せる わ。 

嘉門 これは 面白くな つて 來 た。 

七 郞ホ衛 門 さも、 來 い。 (身 椿へ ろ) 


嘉巧 待て •こ、 は 陣中 だ。 がへ 出ろ。 

セ 郞ホ衞 門何處 へで も 行く とも 0 
嘉巧 それなら もの 城の 廣つ 下へ 行つて やら ミ。 

セ 郞ホ衞 門 城の ド。 

嘉 巧 こんなと ころで やつても 面白くない 〇 どうせ やるな 
ら誰 にも 見える もの 廣 つばで やらう。 

七 郞右衞 門う ム《 ちす こなら 爲合 じは 席堯の 場所 だ〇ょ 
し. 行かう。 

黨門 さち、 すぐ 來い〇 
セ 郞ホ衞 巧 巧く とも。 

ホ 巧 セ 郎右衞 門。 

セ 郞右衞 門 いや、 止めるな 〇 止めるな 0 
(二人 阵 外へ 巧て 朽 く。) 

(他のを け 手の 下し i う もな く茫 がと して ゐる 0) 

1 場 

高みに もろが と陣淳 との 巧に わろ 小さい 雑木が の盡今 
P うとず ろと ころ 〇 

嘉 門と 七 郎お衞 巧と がが の 中から 速れ 立つ て 化て 來 


セが 右衞巧 この 先が い、 だら ぅ 0 


PI 衞お郞 屯と 門 謗 


669 


歲 巧 

七が ホ 術 門 何故 默 つて ゐ るの だ〇 もうこ、 ら でい、 では 
ないか。 、 

巧 一: 巧みは せつ かも だな。 

セが ホ衞門 おれは ぐづ {して ゐ るのは 大嫌 ひだ。 片を 
つける ものは 早く 片を つけて しま ひたいの だ。 

慕！： まも、 待て 0 

七 郞右衞 門 わの しは 今 じな つて 底せ たの か。 

窺け たはけ たこと をい ふな。 

4^ 郞ホ衞 巧 それなら すぐに 始めょう 0 
窺 巧 さう 急くな とい ふのに。 

ご 一人 また 步 さつ》 げろ 0) 

な 門 セ 郞ホ銜 巧。 

た 郞ホ槪 門 何 だ。 

な 門 やる zf 上は 生命の やり おりだ ぞ〇 傷ぐ らゐで 止めは 
せむ ぞ。 

たがせ 输門 を まつた こと だ 0 
な 門た しか だな。 

セが ホ输 門く どい 0 

巧 門 巧は これは いはう か、 いふまい かと 考 へて ゐ たこと 

ご J こ 

ん 力：： 

セ 郎わ祗 鬥 (さげすむ やう- U〕 造言なら 今のう もじい つ 


て おく おぃ、。 

嘉 門セ郞 右衛門。 おのし じ 一つ 賴 みが もる の だ。 

セが 右衛門 賴 み。 今更に なつて 何の 賴 みだ。 

嘉門立 合 ふ 前に 誓言が して 賞 ひたい。 

セが せ衞門 何の 誓言 だ。 

嘉門 二人のう ちの どちら か 生を 殘つ たまは 敵方 じ 降參ず 
る ことじし たいの だ。 それ シ 誓つ て實 ひたい 0 

セ 郎右衞 巧 おのし •氣が なつた のか。 

嘉門 いや、 おれは 眞實 こめて いつて ゐ ろの だ。 种 のこと 
と 違つて これは 眞翅 勝負 だ。 おれは 必ず 勝つて 見せる つ 
も ゎ だ お、 萬 じ】 つ 負けない とも 限らない。 それで 賴む 
の だ。 

七 郞ホ衞 巧 莫迦な ことを いへ。 そんなた はけた ことお 誓 
言出來 るか 0 

嘉門 おのしが さう いふのは もつとも だ。 併し これは 巧 巧 
のた めな の だ。 

七 郎ホ穂 門な じ 0 

嘉門 二人のう ち 一人は 死 じ、 一人は 降 人に 出れば 巧 方に 
とつて 大利 •が もる の だ 0 

セが ホ衛門 そ、 そんな ことお もる もの か。 

嘉門 これは 秘中の秘 だ。 漏らす まいとは 思つ たお、 肅し 
一、 おのしを 殺ず のは 寢 醒めが 惡い から 何もかも 話す の 
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だ。 

セが せ衞門 いや、 おれは 貴を などに 殺される もの か。 
嘉門 さ、 それ だから、 その 場合に とおれは いふの だ。 お 
のし かおれ じ 勝つても、 おれが おのしに 勝つても、 兎 じ 
角ち ちる 巧 巧の ものを 殺して 降 人 じ 出れば 敵は 必ず 容れ 
るに 違 ひない。 降 人と なつて 敵 城 じ 入り込めば、 ちとは 
いくらでも 策が ちる ではない か。 

セ 郎右衞 門 おれは 策 暑は 大嫌 ひだ。 殊に そんな ことを 考 
へ 出す やうな なは 蟲 がが かぬ。 もう 止めて くれ。 さも • 
勝負 だ。 勝負 だ。 

嘉門 待て、 それは おれ だつて 巧んで 使 ひたく はない。 併 
し 尋常の 手段では この 城は どうしても 落ちない の だ。 そ 
れで 考へ拔 いた 擧 句の 苦肉の策 だ。 そり や 突拔や 繰拔の 
載 法かないで はない。 併し そんな ことを すれば 徒 じ 兵を 
損ず る ばかり だ。 それん 城 巧に 加勢の 來 ない 時なら い 
い。 今は その 巧じ對 して 多くの 兵を々 けなければ ならな 
い 時 だ。 援軍は 日に日に 近づいて 來 る。 しかも 城は 何と 

しても 落ちない 。おれは ぢつ として ゐられ なくなつ た。 

あの 手で 行かう か、 この 策を 用ゐ やう か。 がし どれ も駄 

目 だ。 おれは 思案 じ盡 さて 巧 然として ゐ ると、 ふと おの 

しのこと が をんで 來 たの だ。 おれは 豫 ておのし に爲 合を 

挑まれて ゐ た。 さ うだ。 了 度い、 折 だ。 それを こ V て果 


す ことじし ょう。 表 向は おの 斬 合 だが、 今を ばかりは そ 
れが 意外の 役に立つ。 若し この 策が 圖じ當 れば〇 

七 郞ホ衞 門 いや、 そんな 策は 成就せ ぬ。 

嘉門 まも、 聞け。 若し この 策が 阔じ 當れ ばな 聞が な 琴 
なくなる。 巧ぬ 者 も ホ 死になら ない。 おれは そう 思つて 
この 策を 撰んだ の だ。 そして おのしの 陣營 におて 巧く 
と、 おのしは 了 度 おれの ことを 罵つ て ゐる〇 これは うま 
い 時じ來 合は せた。 おれは さ、 「思つて 踩更爲 合を 桃んだ 
の だ。 

七 郞冶衞 門では、 おれを 道具に 使 ふつ も ゎで こ、 まで 引 
つ 張り出し たの だな。 

嘉門 いや、 道具では ない。 爲 合は 何處 まで も爲含 だ。 併 
しその 爲合 をた ごな の 斬を におら せた くないと 思つ たか 
らだ 。もちろん 巧を とつて 向を 合 ふが 上 おれは おのし だ 
とて 容教 はない。 おのし じした つて また その 通りな こと 
はを まつて ゐ る。 けれども その 爲 合の 果てた もとは、 ど 
ちら-か 勝つても この 策を 用ゐる ミに したいの だ。 おれは 
華へ に考 へた 末 この 案を 立てた の だ。 七 郎ホ衡 門 •是非 
これ だけは あ 引して くれ。 萬 一、 己が 負けた としても、 
おのしなら 略 度 これを や 〇 了 ほせる と 思つ たから だ。 

モ郎 ホ衞門 いや だ〇 おれには そんな ことは 引受られな 
い。 われは 勝つ のなら 晴 々と 勝ちたい の だ。 さたない こ 
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とを して 城を 栗つ 取つ たと ころが 何の 手柄 だ。 

寫 一: をたない とは 何 だ。 切迫した 今の 場合. かう する よ 
ゎ 外に 切拔 ける 道は ない のでは ないか。 

セが ホ衞 門ない ことは ない 0 おれが いふ やう じすれば 何 
でもない ではない か。 多少 時機は 失した が、 まだ 間に合 
はの ことは ない。 加勢 か來 ぬう もじ 遮二無二 巧を 乘つ巧 
つてし まふの だ。 さう すわ ば 敵の 援兵 なぞは 戰 はずして 
巧 散して しま ふじ 巧 違ない。 

な 門 さう 都合よ くいく ものなら. おれは こんな じ 苦しみ 
はしない。 それが 危 いとおて おつた から..： 

七が ホ衞門 何が 危 いの だ。 た r 繰拔で 進めば い、 の だ。 
窃門 そんな 戰法 はとれ ないから、 おれは こんなに 頼んで 
ゐ るの だ 0 

セ 郎ホ拖 巧 いや だ。 

慕 門では、 巧樣 はどうしても 承知 しないの だな。 

た 郎ホ衞 巧 さまつた こと だ。 

窺の よし、 それならもう 賴 まね。 そんなれ はこつ ももが 

てた ^ つ 斬 〇 易い わ。 

七が かおけ 小 滞な ことを いふな。 

(二人る じ 斬 合み お A ろ。) 

(併し 林の 中で にわ 互に 不 白山な ので、 その 向う の廣 

いがに 出る。〕 


(二人し にらく 戰 つて ゐ たが、 と 嘉 門は 七 郎ホ衛 門 
に 斬りつ けられて 倒れろ 〇〕 

(七 郞ホ衞 門は その上に 馬乘リ になつて 首も搔 かぅ と 
ずる 0〕 

嘉巧 (下から〕 七郞 右衛門。 賴むぞ 。賴 むぞ。 

七郞 右衛門 な. なじを いふの だ。 

嘉 門た、 たのむ。 頼む ぞ。 

セが 右衞巧 え、、 おれの 知つた ことか 0 

幕 

第二 幕 

か 世 田 城 巧の 一部。 

第一 幕から 幾日 かを との もろ 夜。 

幅の 廣い王 石の 霞 壁が 黑く 地上 も 這つて ゐ る。 その 向 
ぅは 猛义 がいつ ばいに 燃え 廣 がつて ゐて その おけ 天 も 
焦して ゐる〇 

を 壁の 彼 そでけ 劍戟の 響が 喧しい が、 こちら 側-しけ 一 
兵 t ゐ ない 0 

郭の 中から セが ホ窗 巧が 堅 壁の 頂に 铺ひ 上つて 來 る。 
そして そこ，： 裤リ 下りて. ふとを も 見上げる と、 城の 
止のを 一面が いつの 巧に かたさな 嘉 門の 巧に なつて ゐ 
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遠くで 敵 もを じ 散らず 実 ましい 叫ぴ 壁が 巧 もろ。 

をの 額け かし 口 在 呼が もて 微笑ず ろ。 

七が 右衞 門け それみ ぶる とむ つと し乂 、體も 前にず、 
み、 をみ 晩み つける。 と、 いつと I なしに 嘉 巧の 致が 
消え ス •またもと のをに なろ 0 
セ 郎ホ衞 門口な ちつと 見つめて ゐろ〇 

左を が やつて 來 ろ。 人の & ろの みおて をつ となつた 
が、 やがて 

左を 七 郞右衞 門では ないか。 七 郎右衞 門 だ。 七郞右 
衞門 だ。 

(セ 郞ホ衞 巧の 手み 取る。〕 

セ 郞ホ衞 門 誰 だ。 左を か。 

左 京 ょく 無事で ゐて くれた。 ょく 無事で ゐて くれた。 

セが 右衛門 何 だ 0 おれ か やられた とで も 思つて ゐ たの か。 

ホを おのしの こと だから 大抵 大丈夫とは 思つ たお、 併し 

何しろ 敵の 眞 つた ご 中じゐ たの だからな。 館 も おのしの 

を 否は をれ は--^ 案じて 居られた。 さも、 すぐ じ 行つて 

お 目通りを する がい ム 。館は どんな じ お喜びになる か々 

ら ない ぞ。 

セ郞 右衛門 いや、 おれは 巧 さたくない、 おれは 人 じ 面を 


見られた くないの だ。 

ホ 京 何を いつて ゐ るの だ。 おのしは 今度の 戰の 第一の 激 
功までは ないか。 おのしが ゐ なくて どうす るの だ。 お、 
敵中に ゐて ょくも、 うまく やれた もの だな。 敵は すつ か 
りおり しを 信じて しまつた のか。 僞 つて 降 人に 旧た とは 
誰も 氣づ くものは なかつた のか。 それでなくて はも、 巧 
じ夕 文を 巧つ た 〇、 义を 巧け たりす る ことは 出來 なかつ 
たらう 0 

七 郞ホ衞 巧 そんな ことは どう だつ てい、 0 

左 京 いや、 さう でない。 その お蔭で こんな じ 容易く おお 
落ちた のでは ないか。 ほとんど 一兵を 拽せ ずして 城を 乘 
つ 取る なぞと いふ ことは々 もを もない こと だ。 

七が ホ衞 巧 もム 、莫迦く しい。 

左 京 何が 莫迦/ \ しいの だ。 

七 郞右衞 巧 かう 事 もな く 落ちて しまつて はおれ じは どう 
も 面白くな いの ゼ〇 

ホを 張 合が なくつて か。 は、^ ム、 おのしは 巧 變らず だ 
な。 いや、 それ だからた ひとり 敵中へは いつて 巧く 事 
が出來 るの だ。 

セ 郞右衞 門 おい、 お從は 止せ。 

左 京追從 。何が 追從 だ。 われ {の ホめ もぐんだ 加 化 旧 
の 堅 巧を 一巧のう ちじ 陷れ た辣獻 者は どんな じ おはやし 


門饰 わが 七と 門窥 


673 


たつて 取は やし 過ぎる ことは ない。 この 拔 群の 戰巧 ま； 


セが ホ衞 の それは おれ ぢ やない 〇 おれ ぢ やない 0 
ホ サル 何 かそん なじ 卑下す るの だ。 少しも 卑下す ると ころ 
はないで はない か。 

セが ホ衞門 ぁれは ことごと <嘉 門の 手柄 だ。 嘉門 お考へ 
た 計略な の だ。 

ホな いや、 さす’ がは セ 郞右衞 門 だ。 おのしは 化んだ 嘉門 
殿に 功を 譲らぅ とい ふの だな。 

た 郞ホ输 門 そ、 そんな ことでは ない 0 
左な それは おれん 嘉門 殿の ことは 聞かぬ でもない。 併し 
おのし おなかつ たら：： 

た郎ホ 砲門 おい、 そんな やくたい もない 話は 止せと いふ 

こ 0 

ホ 巧 何が やくたい もない の だ。 おのしが 嘉門 殿の 首を 抽 
へて 降 人 じ 山な かつたら、 かぅ いふ 隙 利は 得られな かつ 

たのでは ないか。 

た 邮か補 門 ホな. 何故 止めない の だ。 おれは そんな 話を 

閒く とな ほむし やくし やして たまらな いの だ 0 

先 京を かしむ 巧 だな。 戰じ 勝つ てむ しやくし やする もの 

が何胞 にもる。 

セ 郞お槪 門 


ぶ 巧地體 おのしは 何を そんなに ぶり {して ゐ るの だ。 

セ郞あ 衞門竊 じさは つてた まらない のゼ〇 

左 京 だから 何が 績 にさは るの だ〇目 ざす 敵 城を 陷れ て、 
しかも 大半は おのしの 力で 落して ゐ なおら’ 何が そんな 
じ 面白くな いの だ。 

七 郎ホ衞 門 おのしは 勝 もさへ すれば それでい、 のか。 

お 京 勝つ たらこれ ょ b い、 ことは ないで はない か 0 

七 郞右衞 門 莫迦。 

ホ 京な じ。 

セ 郞ホ衞 一: それなら 巧 六を して 人から 巧言を されて 勝つ 
たので も •おのしは やつぱり 面白い か。 

ホ 京 

セが ホ衞門 他人が もる 案を 考へ ておいた 時、 その 案 通り 
じ 筋が 運んだ としたら どう だ。 筋を 立てた 當 人は 定めて 
與が 深いでも らう お、 その 筋 書 ど ほ ^ じ 動かされ たもの 
は どんな 氣持 だと 思 ふ。 

ホ 京なる ほど おのしの 氣性 としては さう もらう 。併しつ 
づ まりは 誰の 策で ちらう とも 勝てば ょいでは ないか。 

セが 右橘 門 だから 貴を はたは けだと いふの だ。 

ホを 併しを かしいで はない か。 それほど 他人の 案を 旗ム 
なら、 何故 おのしは 嘉門 殿の 考 へた 策を 用ゐ たの だ。 何 
お 他人の 考を その ま 九な つたの だ。 
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セ 郞せ衞 門 そこ だ〇 それを いはれ ると-何が おれは こん 
な ことを してし まつた のか 口惜しく つて {たまらない 
の だ。 おれは 巧んでも ちいつ の 奢へ たこと などは やる ま 
いと 思つ てゐ た。 もんな 卑劣な 策略は やるまい と 思つ て 
ゐた 。おれには おれの 考 •かもつた の だからな。 それに も 
係 はらず， 自 みの 考を洽 て^し まつて、 自 巧が 最も 蔑ん 
でゐ たもい つの 策を 却て 遂行して しまつた。 何ょ 〇 やり 
たくない と 思つ てゐ たこと を やつて しまつた 〇 おれは 莫 
迦 だ。 莫迦 だ。 

ぶを が、 そんなに やりたくない ものを どうして やつて し 
まつた の だ。 

セ 郞右衞 門 もい つは 切に 賴 む'— といつた。 併し おれは 
耳 じ も かけな かつた。 もい つを 斬 〇 倒して 首を 擧げる ま 
では、 をれ は實 じい、 氣 持であつた。 「態を 見ろ」 と 叫び 
たいくら ゐ でもつた 〇 それ だの じ、 畜生/ \。 

左 京 それで どうい ふの ゲ〇 

セ 郞お衛 門 おれ じ もみらない。 どう 考 へても みらない。 

おのしは おれが もい つの 首を 持つて 城の 中 じ祀け 込んだ 

の だと 思つ て ゐるゼ らう 〇うム 、おれは たしか じ随け るん 

で 巧った。 併し われは 首を 持って行つ たのでは ない。 首 

に 引 さ ずられ て 巧つ たの だ。 

左を 首に 引 さ ずられ て。 


七が ホ衞門 さう ゼ〇 生を てゐる 巧は あいつは 何 かく だ 
くだ いつて ゐ た。 そして その 時は 腰拔奴 何を ほざく とお 
つて ゐ た。 併し 首 じな つたら’ もう 何にも ものを いはな 
くな つてし まつたら、 をの 何にもい はね 口 もとに、 もい 
つか 千 萬 草 客 費した ょ b も遙じ {深い ものが 溢れて ゐ 
るの だ。 おれは それを 見る ともう 何のみ 別 も なくなつ 
て、 た ご 廣つし ぐらに 飛び出して しまつた の だ。 

左 京 うム。 

セ 郞お衞 門 ところが 城には いつてから はじめて しまつた 
と氣 おついた の だ。 併しもう かうな つては もい つの 策を 
行 ふょり 外に 道は ないで はない か。 

左 まなる ほど。 

セ 郎を衞 門ち いつは 實に ずるい 奴 だ。 おれに 首を 渡し や 
がつ て’ ちべ こべ じ おれを こさ 化 ひや‘ かつた。 あんない 
やな 奴は ち 〇 はしない。 あいつは 巧んで まで 策を 弄し や 
がるの だ。 畜生 

左 京 セ 郞ち衞 門。 それは 遙 ふ。 嘉巧殿 じ 限つて：： 

セ 郞ホ衞 門 いや'  さう だ。 さう だ。 もい つは さう いふ 男 
なの だ。 ち- <、 おれは もい つじは かられた。 も おれ 
はして やられた。 その上 あいつの 計つ たことは、 こと ご 
とく あいつの 考 へたと ほりの 結 ホ じな つたの だから、 お 
れ は】 層い きど ほろ しい 0 —— あ、、 もい つ、 また おれ 
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をち つて ゐ や；^ る。 畜生。 畜生。 

左 巧 いや。 嘉門 殿は 巧して そんな 淺 はかな 仁では ない。 
むから 國を盈 へて.... 

セ 郞右搁 巧 止せ •止せ、 われは そんな こと 聞を たくな 
• 0 

左 京 ゥム 、化さう 。併し これ だけは いつて おさたい。 お 
のしは もの 仁の 志を 成就した の だ。 嘉巧駿 もを つとむ 安 
く 瞬 目して ゐる こと だら う 0 

七 郎ホ補 門え、、 止さない かとい ふのに。 も、、 畜 

生、 洽生〇 駄目 だ。 (ずず リ 泣く) 

左を セ郞 右衛門。 

セが ホ 巧 門 

左 京 おい、 どうしたの ゼ〇 

セが ホ衞け 

左 巧 おのしは そんな じ 口惜しい のか。 

七が ホ お 門 口惜しい。 

左を おのしは すぐ 激 する 〇 それは 無理は ない。 おのしの 

む 持は ょ < みろ。 が、 併し どもら も 同じ 巧 巧な の だ〇わ 

のし か 負けた。 お 門 腹が 巧つ たとい ふことは ないで はな 

ぃか。 

セが ホ 巧 門 そんな こと ぢ やない 〇 そんな §1 負の ことなん 

かぢ やない。 違 ふ 


左 京では なんだ。 

セ 郞ホ衞 門 畜生'—。 ！— ちいつ は。 ちいつ は。 

左 京 もい つが どうしたの だ。 

セ 郎ホ衞 巧 もい つは 巧に や がつた。 ちいつ は 巧に やおつ 
た 0 

左 京 うん。 嘉門 殿は 巧んだ 0 

セ郞 右衛門 駄目 だ。 款目 だ〇お のしは 分らない 〇 おのし 
じは 分らない。 

左 京 何 か 分らない の だ 0 

セ 郞ホお 門 畜生、 おれは やられた 0 あいつは。 あいつは。 

左な だから 嘉門 殿は 何 だとい ふの だ。 

モ郞 お搞門 畜生. 捨を になつて か、 つて 來や がつて。 

さう やられ V は 誰 だつて 參 つてし まふ。 贵樣 はずる 
いぞ 。貴樣 は。 (なく) 

左 京 おぃ、 セ 郞右窗 門。 

セ 郞お衞 門 貴樣 はずる いぞ 。さう して おいで 貴濛 はおれ 
を 笑は うとい ふの か。 笑へ、 笑へ。 畜生。 も、、 おれは 
莫迦 だ。 おれは やられた 〇 畜生、 畜生 0 

左を それは おのしの 考へ 過し だ。 それでは 嘉門 殿が いた 
はしい 0 . 

セが 右衛門え 、、何にもい ふな。 何にもい ふな。 しばら 
く默 つて ゐて くれ 。おれ じは それ おょく いへ ない。 
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ぶを 何が。 何が だ。 

七 郞右衞 一: ち、、 もい つは。 もい つは。 

ちま セ郞ホ 衞門〇 さぅ 激 するな 〇氣を 化め ろ。 氣 を。 

セ 郎ホ输 門 畜生、 畜生。 あいつは 化に や がつた 0 もい つ 

(いくらか をが 白み そめて おろ。〕 

一： 义の手 も お サ下乂 になろ。) 

(班の 上に また 嘉 門の なが のかに 巧ぴ 出ろ 〇 そして 
おしげに ほ、 笑む 0〕 


(一九二 六‘ 更 
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菊池寬 篇解說 

齋藤 龍太郎 

ル傳 

菊 池な 氏は、 明治 二十】 年 十二月 二十 六日、 香川縣 高を 
巧 七 帮町じ 生る。 

家は 代々 藩の 文學 でもって、 その 祖先のぅ ちからは、 天 
巧 時代の 巧 詩人と して 聞え たる 菊 池 五山の かみ 名家を 化し 
てゐ る。 巧. がか 少の與 ょ 〇で學 をが 愛し、 また、 屢 々その 
ネ能 のが 鱗を 見せた の も’ がな きでは ない。 尋常 小 學四年 
じして、 旣じ 「文 鹤化樂 部」 のかき 潍 誌を 耽 讀 L、 尾 崎な 
葉、 幸 旧 孫 化， 跑 淹柳浪 、江 兜 水 蔭、 泉 鏡 化 等の 諸 作家の 作品 
じ 親しん、 しかも、 か、 ょく をら を 鑑當し 得た とま はれる。 

儒ぶ の 後と てが 計 幽かではなかった が、 香 川 縣立窩 が 中 

巧に 人を。 おじが ホ破帕 。しかし お始拔 群の 成 横を かも 得 

てゐ た。 

明治の 十 一 年 同 巧を 巧搪值 等で 卒業し、 直ち じ 校長の 推 

麻 じよって 、東‘： 化 商 等 師範 學校じ 無 試 驗入學 した。 しかし、 

巧の 敎術 ぶの 索な は、 このを 校の？ 的な 規律 じ容 れられ 

ず'  倦 かじを 巧； 年餘 じして、 が 縱不綻 の 巧 動お學 校の 忌 


むと ころと なつて、 遂に 除を 巧校處 分に も ふ。 

しかし、 この 不幸なる 事件は、 氏の 生涯に とつては 重大 
な 意義を ちして ゐる 。何故ならば、 これお 氏の 生涯の ゴー 7 
日 ing ミ hit を 成した からで もる。 

巧 治 四十 一一 一年、 戲然 方向を 轉澳 して、 第一 窩等學 校 文科 
を 受験し 入學 した。 こ、 じ 巧の 藝術 家た らんと する ずは 植 
患つ けられた ので ある。 氏が、 或は 上野の 圖書 館に、 或は 
日 比が の阔書 館に 通つて、 日々 文學 書を 渉獵讀 破した のは 
これから でもる。 傍々、 歌舞伎 芝居 や當時 勃興し かけた 新 
劇 等への 嘗 見を 怠らなかつた。 氏の 歌舞伎 芝居へ 對 する 造 
謂な び、 劇作 上の 實際的 手法へ 對 する 智識 等は、 恐らくは 
この 當時じ 養 はれた もので ちらぅ。 

この頃の 氏の 思想 的 傾向は、 可な りオ スカア •ワイルド 
の 耽美主義 じ 影響され てゐ たやぅ じ 思 はれる。 しかし‘ ひ 
とたび、' ハ アナ アド •ショ オを 知る じ 及ん て、 人生 觀上一 
大 3^ を來 さざる を 得なかつた。 後年、 氏が 劇作 乃至 小說 
創作 じ 於て 見せた ところの、 倫理 問題、 戀愛 問題、 英雄 ま 
養、 をの 他 種々 な テ ー マを 巧 扱 ふ 場合の、 ちの 明快な、 パ 
ラドキ シカ ルな、 アイロニカルな、 それで ゐて 涙ぐましき 
迄に シリアスな 物の 觀 方と いふ ものは、 たしかに、 この 時 じ 
受けた ショ オの 影醬が 力强く 働いて ゐる のじ 相違ない こと 
を 思は せる ので もる。 一時は ワイルド じ 傾倒した とい はれ 
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る 巧の 後年の 作品な り言說 なりに、 ワィルドら しきものの 
僅かし か 現 はれて ゐ ない 代りに、 シヨ オら しきもの はもら 
ゆる 部み じ 見られる ことを 思へ ば、 氏が シヨ オ から 受けた 
感化 影響の、 決して 僅少で ない ことか 想像され る。 

氏は この 時代に、 芥川龍之介 •乂米 正 雄と 知つた。 

大正 二 年 四月、 卒業の I ニケ 月 前 •巧は 些細なる 動機から 
友人の 犯した 罪に 累 せられて、 止むな く學 校を 退かねば な 
ら なかつた。 この間の 消息は 氏の 「靑 木の 上京」 等に 现は 
れてゐ る お、 この 時に とつた 氏の 態度は 徹巧 徹屠犧 性的 行 
爲 でもつた。 

そのを の 九月、 氏は 上田 敏博 ± をな 淑 してを 都 帝 國大學 
英文科の 選科 じ 入つた か、 翌年、 高等 學校檢 を 試験を 受け 
て あ 第し •正式に 本科に 移つ た。 

翌年 二月、 東を の 芥川龍之介、 ん米正 雄、 豐島與 お 雄 等 
の發議 じょつて、 第 S 巧の 「新 思潮」 を 興す ことじ なつた 
ので 巧 も 加ち した。 しかし、 發 表する 作品 じは 何れも 本る 

を 用 ひず、 草 田杜太 郞の變 るを もつ てした。 もつ とも、 芥 

川 龍么介 もこの 頃は 柳 川 龍 之 助と いふち を 巧 ひて ゐ た。 た 

だ、 本ち を 用 ひて ゐ たのは 乂米正 雄 だけだった。 

この頃、 氏は 交友から 離れ、 孜 々として 硏 兜を 續 けて ゐ 

た。 氏の、 むを 引ろ つける ものは アイルランド 文學 だった。 

イエ 1 ツ 、ハイド、 ジ 3 ン ソン、 ホ プパア 、バア ロオ 、ムウ 


ア 、グレゴリイ、 マア ティン、 シング、 ダン 七 ニイ 等、 ケ 
ルト文 學に關 する もら ゆる ものは 之を 讀 破し、 な 都 帝闽大 
學圖書 館に 氏の 眼 じ觸れ ざり し アイルランド 文學 書は 一册 
もな しとまで 傳 へられて ゐ る。 氏の 廣饥 な學殖 はこの 時代 
じ蓄 へられた もの だとを つても、 大した 誤 〇 はない ものと 
一一! 日 ずる 0 

この 時代の 作 おに 「玉 村 ま彌の 死」 「弱蟲 の 夫」 「恐ろし 
い 父 恐ろしい 娘」 等の 戯曲が ちる。 

大正 五 年 一 一巧 じ、 芥川 龍を 介、 ん米正 雄、 松岡讓 、お 瀬 
正 一等と 共 じ 第 ra 夕 「新 思潮」 を 起す。 この頃ょ 〇 巧の 藝 
術 的 天分 著しく 顯 はれて、 を 作 「屋上の 巧 人」 等を 留 表す 
るに 至る。 同年 七 ぉな 都 帝 國大學 英文科を 卒業。 巧いで 東 
上し、 十月 時事 新報 陆會部 記者に 就職し、 傍 •「父 歸 る」 を 
の 他のを 篇を續 々「新旧 心 潮， 一 じ 養 表した が、 少しも 認めら 
れる ことなく、 ために、 筆を 轉 じて 小 說に專 念し ぅ惡 魔の 
弟子」 「ゼラ I ル 中尉」 「盜 みを した N」 「大 島の 化來た 話」 
「i 裁判長」 等を 發 表して、 をの 主題の 巧 おひ 方 じ 於て、 
その 手法の 簡素なる 點じ 於： •をの 作風の 明快 新鮮なる こ 
とじが て、 獨特の 境地を 行く 作家と して、 漸く 一般の 注目 
を 葱く に 至つた。 

が、 氏 お眞に 新進作家 としての 地位を 確立した のは、 大 
正 セ 年 セ 月に 「無ち 作家の 日記」 を 「中央を 論」 じ’ 巧い 
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で ホ 巧 「化 お 卿れ 狀 記」 を 同誌 上じ發 表して、 一 化の 賞 溝 
を帖 してから である。 その後の 氏は. 所謂 流行作家 たる 域 
じ 入り'  諸雜 誌は 爭 つて 巧の 化 おを ホむ る じ 至つた。 「恩 
卿の 彼芳 じ」 「お觸 博 ± の晚 年」 「巧 鬼」 「藤 十郞 の戀」 「ち 
る 抗議 蕾」 「顺 を」 等 か 現 はれた のは この 當時 でもる。 

巧の 處ホ巧 版 「むの 王國」 お 上梓され たのは 大正 八 年 一 
巧で •かくて 作家と しての 地に 確立す る や •二月 時事 新報 
社を おき 尊ら 創作 じ從 つた。 同時に、 大阪每 日 新聞社の 聘 
じ 應じ社 貝と なり、 同紙へ 作品の 發 表を 約す。 九月 同紙へ 
迹 載され たもの お 「友と ぶとの 間」 でもる。 續 いて， 黑年 
小リ から 「大阪 巧 日」- 巧を 日日」 兩 紙へ 「眞珠 夫人」 を 
迹 載す るに 至つて、 兩 都の 人氣を 一み じ 集め、 巧が 所謂 通 
俗 小 說じ對 しても 非 化の ネ 能を 有する ことを 認めし めた。 

化つ、 同月、 巿 川猿么 助か 新 富 座 じ 於て、 「父歸 る」 を演 
ずる や、 その 徹鹰 せる リアリズムを 基調と した 戯曲の 眞價 
お、 初めて】 股の 了解ず ると ころと なり。 一躍 巧の 戯曲 家 

としての か 場 も 確立され る じ まつた そして •「屋上の な 

人」 「瓶の 巧 お」 一帘捣 一 「顺 を」 「牒 十郞 の懸」 等を 初めと 

して、 他の 請 かも 巧み いで 上 おさた 氏の 信奉せ るリ アリ 

ズム は、 その 所 湖の 巧 巧を 光み 收め 得た。 

その後 巧は をく の 作な を當 いてみ る。 例へ ば’ 大正 十 年 
じは 「啓ち の 巧 お」 「晩を 巧始 、「人れ を 「亂 化」- 慈悲む 


烏」 「流行 兒」 「ぉせつかい- 「溫泉 場 小 貴」 「俊 寬」 「船醫 
の 立場」 その他を 發 表して •最早 動かす ことの 出來ね 大家 
たる 地位を 築いた。 殊に、 氏 じと つて この 年 じ 特記す ベを 
ことは •德 田秋聲 、加 能 かみ 郎 •山 本有吉 諸氏と 計り、 小 
說 家の 相互扶助、 權利鶴 護 等を 目的と する 小 說家協 會の創 
立じ盡 力し •今日の 文藝家 協會の 基礎を 作つた ことで ち 
る j この 協會の 設定 じよつて、 小說 家が 對社會 的 じ、 を來 
よりもよ りな 上に 存在 樵を ま 張し 認めし め 得た る 意味 じが 
て、 巧の 功 緩は 僅少で ない。 

大正 十一 年な 後 氏は •「茅の 屋根」 ぶ 華」 「新珠 J 「貞操」 
「浦の ち屋」 「戀愛 病患を」 「第二の 接 物」 「結 癖 二重奏」 そ 
の 化 多くの 作品を 發 表して 今日に 至つて ゐ るが、 その 間、 
或は 「文藝春秋」 を 創刊して 幾多 有爲の 新進を 裴 出せし め、 
巧は 「演劇 新潮」 を 興し 又は， 新劇 協會」 を扶 けて、 新劇 
のた めじつ くし •或は 「映 蕾 時代., の 創刊 じよつて 映畫藝 
術の 向上を 計り、 或は 「文藝 講座」 を 刊行して 文 藝の蒂 及 
を 期す る 等 •內じ 外 じ文藝 及文藝 家の 向上と 文藝の 社會化 
とじ 巧め て 來てゐ る。 

氏の かく. 文學 まとして 最もち き 素質を 發 揮した 上に、 
激越な 戰圃的 意 おを 持して、 义學 と文學 者との ためじ’ 社 
會へ 呼びかけた 文學 をは 古 巧今來 稀で もる。 かつて、 倫敦 
モ ー ニン グ •ポストは 社說 を獨げ て、 菊池寬 巧の 驚 おとす 
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べき 戯曲の 中には 西歐 人の 學ぶ ベを 或 もの お 存在して ゐ 
る’ これらの 作品は 皆 深刻な 意義と 美との 偉大な 藝術 でも 
つて、 もし、 日本に 菊化寬 氏の かき 戯曲 家が 更にを く ある 
とすれば、 日本は 確かにを の 現代劇を 世济に 向つて 誇る じ 
足る でもら ぅ。 日本人は もへ てバ アナ アド* ショオ や ジョン • 
ゴル スワ アジ ィを 今更 學ぶ 必要は ない、 とい ふこと を 特筆 
しち (一九二 六 年 三を 二十 一日 モ ー rv ク •ポスト 社 說， 
rTV  DRAM‘vrIS、r  0『 

しかし、 巧の 化 事は これで 終つ たのでは ない。 まだ、 幾 
多の 意義 ある 仕事が、 今後 も尙 成就され て 行く にち かひな 


戯曲 

「父歸 る」 

大正 六 年 一月、 第 四み 「新 思潮」 じ發 表された もので' 
氏の 數んる 戯曲 中 最も 傑 化と される へき か 品て ちらぅ。 氏 

自身 も、 他の 作 おは 滅びても これ だけは 殘る だら ぅとを つ 

てゐ る。 大正 九 年 十月、 新 富 座 じ 於て 巿川猿 之 助】 派 じよ 

つて 上 おされて W 來 、今日までに 數 知れず 脚光を 浴びて ゐ 

る 0 

「海の 勇者」 


大正 五 年、 作者が を 都 帝 國大學 英文科を 卒業せ るの セ 
月’ を 四み 「新 思潮」 じ發 表された もので、 作者が 愛蘭 文學 
にが 倒せる 時代の 記念すべき 反映の 作と も 見られる。 特に 
シングの 「海に 騎り 行く 人々」 (： 巧を rs  to  the をち) じ 
負 ふところの 多い もので もらう。 大正 十一 年 四 巧、 市 村 座 
に 於て 尾 上 菊お郞 .河 合武雑 合同に て 初 おさる。 昭和 一一 一年 
十一月 おめ キネ マ •ス ろア ィオに よつてげ 畫 化された。 

「屋上の 巧 人」 

大正 五 年 五月 「新 思潮」 じ發 表。 當時 少しも 認められな 
かつた もので もる が、 しかし 今日 じ 於て は 氏の 傑作の 一つ 
でもら う。 大正 十 年 二月、 帝國 劇場 じ 於て 巧 W 勘彌 •巧 川 
猿么助 等に よつて 上满 されが 評を 博した。 

「藤 十郞 の戀」 

氏の 戲 曲のう もでは 最も 華美な もので’ 恐らくは オスヵ 
ア .ワイルドの 耽美 ホ義 じ影醬 された 時代 じ K 胎 せる 心境 
を 見せる ものでは なから うか。 大正 八 年 四月 「大阪 お 日 新 
聞」 じ 連載せ る小說 を、 後に 脚を せる もので’ 大正 八 年 十 
月 中 村 鳩夕郎 によつて、 大阪 浪花 座 じ 上 故され て W 來 能； 
復衛 されて ゐ る。 現 巧では 嗎み郞 の 當り璧 として 彼の 家の 
藝の 一つに 數 へられて ゐる觀 が もる。 
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「お 化の 子」 

大正 五を 一月 「新 思潮」 じて 愛 表 M 居 時は 「裹 切」 の 表 
题を もつてし たが、 後に 改題。 大正 十ー ザ お 富 座で •中 村 
欲ホ銜 門、 中 村 福助 等 じょつて 演ぜられ たの お 最初で ち 
る 0 

「を お」 

大正 冗を 八月 「新 思潮」 じ發 をした もの。 初演は 大正 十 
が お 巧、 市 村 座に て 尾 上 菊 お 郞’巧 田勘彌 等の 一座に ょつ 
てな された。 その後 他の 劇國 にも 唐々 上 おされて ゐ る。 

「溫を 場 小 鼓」 

この 作は 巧 か旣じ 作家と しての 地位が 確立した 頃’ 卽ち 
大正 九 お 十月 「新潮」 じ發 表した もので、 圓 熱せる 手法 
をん る。 大正 十一 お 十月 巧 治 座に 於て 澤田 正二郞 一座 •が 巧 
巧 0 

「順を」 

大正 八 年 九月 「中央 么 論」 にがて 發 表せる もの。 大正 十 

年 二月、 お樂 座で 舞 孽協會 の 手に よってと おされた のグ最 

巧で もる 0 


「敵 討 ゎ丄」 

最初は 小說 「恩警 の 彼方に」 として 大正 八が 一月 「中央 
を 論」 じ 蟹 表した もので もる お、 その後 脚色して 上演 禀本 
としたの でもる。 大正 九 年 一一 一月、 帝國 劇場 じ 於て 巧 田 勘 離 
の 文藝座 一派の 手 じょつて 上場され、 績 いて 澤出正 二郞そ 
の 化に ょ つても 演じられ、 何れも 好評を 博した もので ち 
る 0 

。義民 甚 兵衞」 

大正 九 年 セ 巧 「中央を 論」 じ發 表した 小說 「義民 甚 丘ハ衞 J 
を 脚色した もの。 大正 十二 年 五月、 帝國 劇場で 澤村 宗十郎 
】 派 お上满 したのを 最初と する。 

「貞操」 

大正 十二が 八月 •雜誌  > 女性， にて 發 表せる もの。 . 

「岩 見 霞 太郞」 

大正 十一 巧 四月 「中央 公論」 じて 發 表。 大正 十一 一年 一月 
浅 草を 嵐 劇場に 於て 澤田正 一一郎 一座が 初演した。 

「茅の 屋狠」 

大亞 十一 年 一月 「改造」 じ發 ました ものを、 お 大正 十二 
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年 四月 巿村 座で、 尾 上 菊 五郎 一派' が 上演した。 

「ま宗 のむ 持」  - 
大正 十一 年 九月 「中央を 論」 敲 上に 揭載 さる。 みいで 十 
月有樂 座に 於て’ 市 川 猿么助 一派' が 上場した。 

「時勢は 移る」 

大正 十一 お 一月 「中央を 論」 に發 表した ものであるが、 
ホ定 稿の ま、 になって ゐ る。 幕末 維新、 明治、 大正、 と S 
時代の 推移を 現出 せんとす る意阔 にょる もので ちる か、 現 
在では 幕末 維新の 一時 代し か 書 さ 下されて ゐ ない。 が、 これ 
だけで も獨 立した 演劇を 形成す るじ充 みで もる。 大正 十ー ニ 
年 ごちな 都 南 座 じ 於て 市 川 猿 之 助 一派が 初演して ゐ るり 

「装 装の 良人」 

大正 十一 一年 一月 「婦女 巧」 誌上に 發 表せる もの。 

「震災 餘譚」 

大正 十 S 年 一月 •霞 お直 後に 「中央 公論」 じめ て發 表せ 

る 作。 之を 潭田正 一一郎 一座が 同年 S 月淺 草を 園に 天幕 劇場 

を 急造し •罹災民 慰安の 目的に よつ て 演じた ことの もる 思 

ひ 化 燥い 作風で もる。 


「浦の ち屋」 

大正 十ー ニ 年 S 月 「演劇 新潮」 に揭 載され た。 西 鶴から ヒ 
ントを 得て 作られた ものら しい。 同月 本鄕 座に 於て 市 川 左 
團み 一派に ょって 上場され た。 

「時の 巧 神」 

大正 十一 二 年 セ 月 「婦女 採」 誌上に 發 表された もの。 ほ、 
えまし さ ファ ー ス である。 澤田正 一一郎 一座-が 初演した。 

n 県 似」 

大正 十一 一一 年 一月 「新潮」 誌上に 獨 載され し ファ ー ス 。畑 
中藝 波の 新劇 協會が 上演して 好評を 得た。 

「丸 橋 忠彌」 

大正 十一 こ 年 六月 「改造」 じて 發 表。 同月 赤 巧 おを 座に 於 
て 澤巧正 一一郎 一座が 初演した。 

「入れ札」 

大店 十 年 二月 小說 として 「中み 公論」 じ 壁 表した もの 
を、 大正 十 巧 年 十二月 戲 曲に 改作して 同誌 じ 巧 載され た。 
みいて 大正 十五 年 一月、 市 村 座に を、 片岡 仁左衡 門、 尾 
上 菊 五郎 合同 一座で 上演。 
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「化 討 山 化譚」 

緋誌 「巧 樂」 じ發 おせる もの。 十五 年 八月 澤田正 一一郎 一 
座’ が帝闽 劇場 じがて 上 おした。 

「解 愛が 忠 者」 

大正 十 S 巧 八月 「ま搞 のぶ」 誌上 じ揭 載。 巧いで 十一 一一 年 
十一月 满化 座で 澤巧 正二郎 一座が 上演した。 

「兄の 巧 合」 

大正 十四 年 十一月 「文藝春秋」 職曲號 にて 發 表。 「戀愛 
おおを」 の 姉妹 篇 "澤田 星 一郎 一座が 十四が 十一 订邦樂 座 
で 初が して W 來 、幽 々この 贿 者を 述績 上演す ろ ことじょ つ 
て •特殊な 効果を 舉げ てが 評を 巧して ゐ る。 最も 大膽 な、 
最も 楠 素な 舞读巧 巧を 示して ゐる 作品で もを マ。 

「舞 難 じ 立っ 妻」 

大冗 十一が 苗、 澤 村宗么 助、 森律モ にょって 帝國 劇場で 

初が さわて な 來 、救 M 上销 さわて ゐ る。 尤も、 花柳 章 太 

郎 •藤が 秀 夫が 之を が じた 時 じは 「を 栽」 と 改題した こと 

おもる。 

「化 評」 


大正 十 S 年 一月 「女性」 誌上に 獨 載され しもの。 

「ちる 兄弟」 

大正 十 年 十一月 帝劇で 守旧 勘 彌’大 川 友 右衞門 一波で 上 
演し たこと がちる。 

_ 巧 似」 

大正 十四 ザ 四月 「女性」 誌上 じ發 表。 巧いて 翌 五月、 帝 
网 劇場 じめ て 澤田正 一一郎 一睡が 演じた。 
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明治 二十 一年 

0 壬 頁 一一 十六 曰、 蔚岐高 松 市 七 蒂巧じ 生る。 寛と 命ち 
家は 世々 蒲 儒な り。 幼少より 文學を 好い。 

明治 四十 一年 

0 髙あ中 學校ネ 業。 直ち じ 校長の 推薦に より 東 お 高等 師 
敲學 校に 入學。 

明治 四十 一 一年 

0 在校' 一年 餘 、肖 由を 欲する 氣質お 學校當 局の 忌む 巧と 
な 〇 放校 處 みに も ふ。 

阴治 四十 一二 年 

0 第一 高等 學校 文科 じ入學 。この頃よ ゎを 岡 寿 館 じ 通 

ひ、 多數 の文學 書を ホ獵讀 破す。 ホス ヵア •ワィルド 

を 知り、 をの 耽美 ま 義を渴 仰て 夕 いで、'' ハ アナ アド • 

シヨ オを發 見し、 人生 觀上 じ大 なる 感化を 與 へらる。 

間もなく、 乂米正 雄、 芥川龍之介、 が 岡 譲、 成 觸正一 

等と 巧知る。 


大空 牵 

0 四月。 友人の 罪に 累 せられて 止むな く學 校を 退く。 卒 
業 前 己 ヶ月な り。 

0 九月。 巧 都 帝 國大學 英文科 選科 じ 入る。 

大正 一二 年 

〇檢定 試験を をけ、 英文科 本科 じ 入る。 
oil 月。 芥川龍之介 •豐 島與志 雄、 乂米冗 雄 等と 共じ问 
入雜 誌を 與 す。 第 S 巧 「新 思潮」 むり。 

0 五月。 草 巧杜太 郎の變 なをが ひて 脚ち •玉 村 ま 願の 化」 
を 「新 思潮」 じ發 表。 

0 八月。 戯曲 「弱虫の 夫」 を 同誌へ 發 表。 

0 九月。 戯曲  一 i 恐ろしい 父、 恐ろしい 娘」 を 巧 誌へ 發表〇 

大正 五 年 

0 二月。 芥川 龍を 介’  乂ホ正 雄、 お 岡 譲、 成溺正 一等と 
第 四み 「新 思潮 一を 起す。 
on 頁。 「暴徒の 子」 を 同誌へ 發 を。 

0 巧 巧。 戯曲 「不お 少年の 父」 窥 思潮〕 發 表。 

0 五月。 職 曲 「屋上の 巧 人」 (新 思潮) 發 お。 

0 セ 月。 巧 都 帝 岡 大學巧 文科 卒 菜。 文を ± 。戯曲 「海の 
勇を」 (新 思潮 一發 表。 


满年 
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0 八 巧 「お 随」 窥 思潮) 發 表。  1 
0 九月。 「みお 救助 業」 (新 思潮) 發 表。 

0 十月。 時事 新報 社 社會部 記を となる。 月給 一一 十五 圓を I 
巧く。 この 巧 千 藥猫雄 巧に 知らる。 「江戶 ツモ I 「新 思 
潮) 發 お。 

0 十一月。 「一二 沛太 郞ホ衞 門の 最後」 (新 思潮〕 發 表。 

大正 六 巧 

0 1 巧 「父歸 さ (新 思潮〕 發 表。 

011:=^。 「道を 訊く 女- (巧闽 文學) 發 表。 
ow 巧。 巧 鄕の奧 村な 子 巧と 婿す。 

0 十二月。 「群衆」 (雄 辯) 發 お。 

大正と 巧 

〇 1 パ ■っ惡 魔の ホ 子」 (帝 國文學 y 「ゼラ！ ル 中 お」 (新 
を 論〕 發表 

0S 月。 がを 货ふ 話」 (文 草 化 界一發 表。 長女 墙美子 

生る。 

0 巧 月。 「お 人と 牠酿 を」 (帝闕 文學〕 發 表。 

0 五月 「盗みを した N」 (新 小說〕 發 表。 

〇 六月。 「大 島の 化が た 話」 (新潮 一 「巧者を 嗤 ふ」 (中央 
文を 一 「若 杉 栽 判 長 i (新時代) 發 表。  i 


0 セ 月。 「お茗 作家の 日記」 宙央を 論〕 「海の やじて」 
(大 觀〕 發 表。 

0 八月。 「敵の 葬 ま」 (新 小說〕 發 表。 

0 九月。 「忠直 卿行狀 記」 (中央を 論) 發 表」 

0 十月。 「父の 模型」 (新潮} 發 表。 

〇 十一月。 「靑 木の 上京」 禹央を 論) 「愛嬌 者」 受章 俱 
樂 部一發 表。 

〇 この 巧より 評判よ く、 殊に 一‘ 無ち 作家の 日記」 あび 
「忠直 卿 巧が 記」 は 好評 じて. 異色 もる 作家と して、 認 
めら る。 かくて、 漸く 新進作家 としての 地位 確立す。 

大正 八 年 

0 1 月。 「恩警 の彼ス じ」 S 巧を 論〕 「永 瀬が ± の晚 年」 
(新 小說) 發 表。 同月‘ 處女 創作 集 「むので 國」 新潮 社 
より 出版 さる。 

011 巧。 時事 新報 社を 退く。 巧いで 大阪每 日 新聞社 社員 
となる 0 

0111月。 「我鬼」 (新小說〕 寶表^ 

0 四月。 ル說 「藤 十郎 の戀」 (大 阪毎县 「たちあな 姫」 
(太陽)-, もる 抗議 書」 (中央を 論) 發 表。 

0 五月。 「まどつ く ホ 生」 (文章 化界) 發 表。 

0 九月。 「願 帝」 ぶ央を 諭」 發 表。 同時 じ 「友と ぶとの 
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間」 を 大阪を 日 じ 速 載。 

0 十月。 「簡單 。•化 去」 (新潮〕 發 表。 

大正 九 年 

0 1 月。 「神の 如く 弱し」 (中央 公論〕 「勝負事」 (新 小說) 
「出 化」 (新潮〕 「化が の 願」 (婦人を 論) 霞 表。 
ora 月。 「盗を 被 盗ま」 (中央 公論) 「M 侯爵と 寫 眞師」 (解 
巧〕 裂 表。 

0 五ち 「笑 ひと 極繫」 (改攀 「ち 君」 受章 俱樂 部} 壁 
表。 

0 七月。 小說 「義民 甚 兵衞」 (中央 么 論〕 發 表。 

〇 九月。 「祝 盃」 (電氣 と 文藝) 發 表。 

〇 十一月。 長 篇小說 「眞珠 夫人」 を 東京 日日 及び 大阪お 
日の 兩紙じ 速 載し 始 む。 

大正 十が 

0 1 月。 「蘭學 事始」 (中央 公 諭〕 「啓吉 の 誘惑」 (新潮〕 

「妻の 非難」 (人間〕 發 表。 

01 育。 小說 「入れ札」 (中央を 論〕 發 表。 

OS 巧。-， 島 原む 中」 (新潮) 發 表。 

0 四月。 「亂 化」 (中央 公論〕 發 表。 

〇 五月。 長篇 「慈悲む 鳥」 (诗の 友〕 を 連載す。 


0 六月。 「流行 兒」 (かを 公論) 「化 討 S 態」 (改造) 「K」 
(野な 雄 誌〕 發 表」 

0 セ 月。 小說 家協會 創立 じを む。 

0 九月。 「おせっかい」 (小 說俱樂 部) を 連載す。 

0 十月。 「將 巧の 帥」 爵小 說) 「溫お 場 小赏」 (新潮) 「袋 
寛」 (改雙 「船證 の 立場」 (中央を 諭) 發 表。 

大正 十一 年 

0 1 巧。 「茅の 屋根」 (改蔡 「時勢は 移を 禹巧 公論) 
「か 傷者」 (新潮) 「澄 子の 一生 jC 婦人を 論) 「非 暨」 (ち 
痛のを) 發 表。 

011 巧。 「父 ほ 子', (改造)。 问月單 巧 本 「文藝 な 米」 旧版 

さる 口 

011 一巧。 「惡 闲緣」 (新 小說〕 發 表。 

0 巧 巧 こ， 义 華」 を 東を 日日 及。 大阪 毎日へ 連載し 始む〇 
「特種」 (新 ル說〕 「お 巧熏 太郞」 (中央 公論〕 發 表。 

0 冗 月。 創作 集 「中傷 者， 一 出版 さる。 

0 六月。 長 篇小說 「慈悲む 鳥」 岀版 さる。 

0 セ 巧。 「頸鑑 b 上人」 (改 を〕 發 表。 

0 九ち 「塞！^ のむ 持」 禹央 公論」 を發 表。 

0 十月。 長 篇小說 「乂 華」 出版 さる。 


說 '中 
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大正 十一 一年 

0 1 巧。 「肉親」 (新潮) を發 表。 まちこの 月 「文藝 春 
秋」 を创刊 す。 

0S 巧。 「遊女の ス 國」 (女性) を發 表】 

0 々月。 「獅子と 道化師」 (局外〕 「み 邊雜 事」 (中央を 論〕 
を發 お。 

〇 セ 巧。 長篇 「新 珠」 を (婦女が) 迹 載。 ウィリアム • 
ル •キぶ 腺 作 「巧姬 J (ホ’ 姑の 寒を 速 載。 

0 八 巧。 「な 操」 (女性〕 を 發裘。 

0 九 パ。 「乳」 (改 逆〕 「盜 み」 (中央 公論〕 を發 表。 この 
巧 大巧 災に迎 遇し、 生活 筑 一を 叫び、 巧 事の 日 じ藝術 
の 無 九なる を战 ず。 

0 十 巧。 巧 興巧樹 生る。 

0 十一 巧。 「お 本檢 お」 (文 藝养 秋} を發 表。 

大圧 十一 一! 巧 

〇 1 巧。 「度ぶ 餘誕」 (中央を 論〕 「廣 化」 (新潮 一 「化 評」 

(女性〕 「もる 記錄」 (文 縷费 秋〕 を發 お。 又、 S 篇 「新 

巧」 「巧 姬」 剑作集 「な 操」 等 曲 版 さる。 

OS パ。 「術の 巧 お」 (が 劇 新潮 一 「堀 部 お 丘 ハ衛」 (苦 樂) 

を發 お' 

0 五 巧。 「夫婦」 (改造) 「微巧 笑」 (中央を 論-を 發 表。 


長 篇小說 「陸の 人魚」 を 東京 日日 新聞へ 連載。 

〇 六月。 「丸 橋な 彌」 (改造) 「羽 巧」 (女性) 「石橋 山 /.苦 
樂〕 を發 表。 

0 七月； 時の 氏神」 (婦女 受を發 表。 

0 八月。 「戀愛 お 患者」 (ま婦 の 友〕 を發 表。 

0 九月。 「壁」 (文藝春秋】 を發 表。 また 創作 集 「肉親」 
出版 さる 〇 

0 十月。 創作 集 「懸密 病患を」 「時の 巧 神」 巧 版 さる。 

0 十一月。 「名君」 「陸の 人魚」 等出阪 さる。 

大正 十四を 

0 1 月。 「妻」 (改尝 「自 酸」 (新潮) 「不幸」 受藝 春秋) 
を發 表。 

0 九月 C 「じ 化」 (文 藝蒂 秋〕 を發 ま。 

0 十一 巧。 「兄の 場合」 (文藝春秋 一を 發 表。 

0 十二月。 麟化 「入れ札」 (中央を 論〕 を發 表。 また 長篇 
「第二の 接 物」 出版 さる。 

大正 十五 年 

〇 1 巧。 「戀筵 結婚」 (中央を 論) 「澤村 田を 助」 (改造) 
「歡 待」 (文藝春秋) を發 表。 「赤い 白鳥」 (キング) を 
連載し はじむ。 
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〇一 二月 釣 劇を 創刊 

0 の 巧。 「驟國 父子」 (改装を 發 表。 

0 セ 巧」 「返 〇 討.： (改造 一を 發 表。 「映 講 時代」 を 創刊す。 
0 八月。 「敵 藥」 (文藝春秋〕 を發 表。 

0 十月。 「を樂 椅子」 ハ 文藝眷 8 を發 表。 創作 集 「時と 
戀 愛」 お 版 さる。 

昭 をを 

0 1 巧 ご赠 7 ラィ」 (文藝春秋〕 「もの 道此 道」 (婦女 曼 
を 霞 表。 

oil 頁。 「結婚； 一 重奏」 を 報知 新聞へ 連 CJ。 

0 凹 巧。 「小學 生を 黛」 の 刊行に 窗 手す。 

、〇セ パ。 親友が 川 龍 之 介の 死に 遺 ふ。 

昭を韋 

一一 巧。 最初の 普選 旌行 さる、 や‘ 東京 第一 區ょ 〇社會 

民衆 黨を認 として 立候補せ しも 惜敗す。 


巧 かけ 巧 小 
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山 本 お 兰篇小 傅 及解說 


山み 相 S 巧は 明治 二十が セ パ ニ十 セ H 早朝 破 木 縣が木 巧 
じ おれた。 (戶籍 上の 說生 口は 九 巧 一日 じな つて 居る 0} 巧 
一一 一は ペンネ ィムで •太な は 巧 逆で もる。 

父が は 宇都 おの 藩 ホて もつた お、 維新の 瓦解 後 裁判所の 
巧 記な どを 劇め. お 1 1 1 巧 かおれた 當 時は 興 服 商を 營んで 居 
た〇 そのため、 巧は 小學 おを 卒業す ると 直 じ 東な へ 一 J 稲 奉 
なじ W された 〇 けれども、 元來巧 円み' がな 人た らんと 希望 
した 訣 ではなかつた ので •一が 半ば かぃす ると 其 處を逃 化 
して 院郷 し、 父が じが 問の 道 じ 遊む ことの 話しを S ぅたか 
巧れ 't つれず •しば もく は 家業の 手俾 ひを して 居つた。 

父が との 數 凹の がましい 衝突の 後、 巧が 巧び 上 巧して A 

B C を はじめて 巧んだ のじ 十九のを でもつた。 菊を 神 巧 東 

巧巾巧巧の一^^が級纸一 一稱袖の搞入試驗じ合がし’ 爾來引き 

つ V ク巧刖 の 巧赔を お么」 、寬じ 大正 四巧柬 京帝閔 大留窥 

苑义が 巧を ザ萊 した。 

ホ 萊後蚁 的 巧 阿 新派 脚に 關 巧し. が 上 冗 夫 巧 等と ホ じ 劇 

巧 〔が 際に 携 つ たが、 巧く 感ずろ 處が もって、 慕內 のを 活 

と 約 巧し’ むを がけ スト リンドべ リイの 「化の 舞踏」 の 


綺 譯じ從 事した。 もとょ 〇 氏の 文 學じ對 する 情熱は 幼少の 
頃ん らもつた じが 違ない お、 眞擊 じ文學 じを す やぅに なつ 
たのは むしろ 化 轉梶な 後と 見る のが 當 つて 居る。 

巧は 大正 六 巧 早稱巧 大學の 聘じ應 じて 獨逸 語の 敎 鞭を 執 
る や， r になり、 かたはら 孜 々として 創作 上の 精 造を 續け 
た。 巧の 巧を なさし めた 津村敎 授な下 同志の 人々 に 至ろ 巧 
期の 諸 作は 此間じ 執筆され たもので ちる。 大亞 十二 年 春 早 
おお 大學辭 巧な 後の 巧は をく 創作家と して お活 して 居る。 

大露後 創刊され た 「演劇 新潮」 の 編輯を 擔當 したお 一年 
じして 追いた。 

巧の 戯曲な かの 著作 じは、 未完の 長 篇小說 一生 今と し 生 
ける もの」、 感想 葉 「塵 驚」 及 「送 上」、 觀譯 集. 巧の 舞踏」 
(スト リンドべ リィ〕 あ 「情婦 殺し」 (シュー ー ッッレ ル〕 等 
が もる 0 

さて •山 本 有 一二 巧の 戯曲の 總數は 十九 篇 でも ゎ、 化 瞬 曲 
集に 收 めら れ たんのは そのぅ もの 十五 篇 でもる から、 巧 ど 
そのを 作品を 集 威した ものと いふ ことが 出來 る。 但し 最近 
の 力作 「两鄕 と大ん 巧し S 毒-は 誘 作 おの 出版 菁肆 改造 
社への 作者の 凑廚 ivb 遺慷 ながら 太 集 心 化め る ことか 巧來 
なかつた。 

氏の 處女 作は 『{八」 (一幕〕 で •これは 氏が まだ 高等 學 
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說解ぷ 懐か 


校在學 時代の 明治 何年 かじ 川 村 巧 蒙 氏の 手 じ 巧つて 「歌舞 
な' I 誌上 じ 霞 表され、 間もなく 同氏の 試演 劇場 じ 依つて 上 
演 されて 居る。 戯曲 集 「巧 崎 出の 守 中」 じ探錄 されて 居る 
もので、 當が 著作な 初演 年表 中 じ 加へ るべき ではち るが、 
巧を の 際 正確な 年月を 詳 じする ことお 巧 難で あつたので 表 
中 じは 姑く 缺け たま、 じして 置ん わ ばなら なかつた 0 
巧 か 文學的 活動を 績 けたのは、 津 村敎按 執筆の 大正 セ 年 
から 起算し：、 今日までの 處約十 年間で もる お、 化 間數篇 
の 驟譯と あ 篇小說 「生きと し 生ける もの」 とを 除けば、 を 
の戲 曲の 作品 數は 二十 篇じ滿 たない。 一年 平均 一一 篇じも 足 
b ない 上 じ、 化 作な 中 じは 一二 二十 枚 程度の 小篇も 幾つか 含 
まれて 居る ので あるから、 誠 じ 寡作 家 だとい はなければ な 
ら ない。 して 見る と、 化 作家は 執筆して 居ない 時は 何を して 
居る ので もらぅ か。 巧は 巧實じ 筆を 執つて 居る 時間ょりも 
思索して 居る 時間の 巧-かぶ いのでち る。 な 論 常 じ 作 おの テ 
1 マ •構想 じ 腐む して 居る とい ふので はない。 一言 じして 

いへ ば、 円みの むの 姿ち むじ 映つ る 人生 若しくは 宇宙の 

をを 凝視して 居る の だ。 そして 其處 から 作 おの わの づと生 

れ化づ るを 待って 居る の だ。 藝術 はちら はれ だとい ふの が 

氏の 持論で ちる。 (「塵を」 所載、 「藝 術は もら はれな^」 參 

お。〕 その 意 巧は 作家の 內 生活が 十分に 歐 度し 充實し 巧つ 

た 時 じ 作な は 肖が の 勢で 瑕を 巧 破って 奔出して 來べ さもの 


だとい ふじち る。 然し、 漫然、 無爲 じして 待つた とて、 あら 
はれは 決して 生じない。 氏は 偉大なる 努力と 精進と をな つ 
て その 內生巧 か 表現 じまで 高められ るのを 常住 じ 待 も 望ん 
で 居る 作家で もる。 これ •が 日本の 現代 作家の 一 股 じ 比して 
氏 お 寡作 家で ちる 所な なの だ。 

本 腺 曲 葉の 作品 甄 列は 嚴じ 制作 お 代顺じ 化つた もので も 
るから、 氏の 思想の 發展を 跡 づける じは 都合ょ を 答で ち 
る。 なは 今簡 單じ么 等の 作品 じ 依つて 語られる 氏の 思 恐 じ 
就いて 考 へて 見たい。 

山 本を 一一 一巧の 思想の 中む をむ す ものは、 狸 £ が 孤 lit とお 
てし なを 爭 聞を 績 け’ 常 じ 前を. が 後 おじ 化 まれて 行く 姿で 
ちる。 巧は まづ化 相迎を 個人の 內 生活のう ちじ 觀ち戀 愛 
の 問題 じ 於て 互 ひじ 敵と なつた 二人は、 その 戲を おつて 盼 
者 敗者と なつた 時に も、 舊巧 感じ 合つて 居た 友情を 損つて 
はなら ね。 津村敎 授は化 理想を 振りかざして 進まう とする 
が、 自分の 競爭者 じして 弟子た る 辻 令 一が 惜 いとい ふ 瓶！^ 
を どうしても 征服す る ことは 出來 ない。 彼は 結局 その 
黯い 現實を 兎にも角にも 認容し なければ ならなかつた の 
だ。 

だが、 理想の 實 現を 阻む ものは 自己む 內の瓣 k ばかりと 
は 限らない の だ。 「お兒 殺し」 の 女 ま 人を 杉 原 あさは、 自 
ら產ん だ 裝兒を 愛しみながら 、却つて 之を 絞 h 殺し： 居る 


热が 巧な 小 
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けれども 、をは 彼女の のじを したいと いふ 理想と 殺したい 
とい ふ 現-がと-が もつて 相划 した 結 おでは なんつた。 彼女の 
驶 兒を缠 したいと いふ 理想は 社會 制度と いふ 冷嚴な 現實に 
正而か に>  姆 突して 破滅の 述 なじ 瞄ら ざるを 巧なかつた の 
だ。 「化な の 冠」、 「女 规」 卜 、(お 营山意 等 一二 二 作を 除け 
ば、) 「絲 門と 七 郞が衞 門」 じ まる 何れの 作品 じ 就いても 同 
巧の 對化 をお姻 する ことが 山が ると 思 ふ。 意志と 意志と が 
を錯 する 處 じ、 一 極す お 諮な 運命の 意 おともい ふべき 別個 
の 力 _ん ホ じて 來て •個人の 息 おは 無慘 じ感驢 されて 行く。 
悲蜘は 求められざる じ 化れ て 巧て 居る の だ 0 

化 理想と 现 巧との 巧划 とい ふ お 方は や、 加 象 的で ある 
が、 お 巧 河な 巧 雄 氏は’ 山ぶ お 一一 一巧の 中む おおは 「生存め 
巧 酷」 とい ふ點 じがが するとい ふ 意 おを 發 表して 居る。 化 
解税 も即ら かじ 山 本 巧の おおの 極めて 重 嬰なる 一 核む を捉 
へ T 巧るな なじ 相違ない。 化 おお' が 最も 具 體的じ 表現され 

て 巧る のは 「女親」 第一 お あ 第一 二 幕の 余 田 達 馬の 言葉 じ 於 

て ごもつ て、 とを 作 まむ みの 言葉と おる ことじは 、私ん ホ 

をく おがは ない。 「化が の 巧 酷」 とい ふ 思想は 少しく 物を 

考 へる 人なら 一巧は 必ず 逢辨 する が 想で もる。 如何 じ 殺生 

巧 脚を 説く 捣迦 も、 巧ら の 生命を まへ るた めじは、 亭 々た 

る 民 木と なるべき 木の 巧の 運命を 中闕 しなければ ならな か 

つた。 巧の 福 巧を 化へ るべ を 沈禮の ヨハネ さへ、 控の 生命 


を 奪 ひ、 蜜蜂の 勤教を 掠めなければ、 をの 化を を續 ける こ 
とは 化來 なかつた。 化 大事 曾は 一應は 何人の むを も擊 つじ 
違 ひない。 けれども 一應 では 駄目で ちる。 化 事實を 知識 的 
じ 認識した とい ふこと だけでは 大した 意義は ない。 化 「殘 
酷」 を經驗 し， 體 得しなければ 何の 巧斐 もない。 山ネ 氏は 
たしか じ 么を經 驗し體 得し、 常 化 じ 「生 巧の 殘 酷」 を 感じ 
て 居る 人で もる。 從 つて 河 合 巧の 指摘して 居る 通ゎ 規ど何 
れの作 じ も 化 「生存の 殘 酷」 の 感じは 潑く 滲み 化して 居 
る。 河 合 巧の 評論は、 新聞に 揽 載され た 今日の み、 卽ち第 
一二 回まで しか 讀 むこと が巧來 ない ので どぅい ふ 風 じ、 發展 
する もの か 想像す る ことは 許されな いの だが 化 「生存の 殘 
酷」 感を 感ずる ことから、 若し 山 本 氏の 思想が 厭世的 じ 
傾 さ’ 悲觀說 の 色彩を 帶 びて 居る と斷 ずるの だと すれ ザ 
おじは 些か 異論が ちる。 なる 程’ 「生を の殘 酷」 感は 論理的 
じは 必然的 じ 悲觀說 に 導かるべき もので ちる。 然るに 山 本 
氏の 諸 作は 一見 非常 じ暗擔 たる 色調を 湛 へて 居ながら、 不 
思議 じ も 一脈 突々 たる 希望の 光明に 貫かれて 居る のでち 
る。 これは、 「津村 敎授/ 「毁兒 殺し」、 「同志の 人々」 等の 
もの 陰慘 極まりない 作品の 讀後じ 於ても 讀 者の むが 一槪じ 
暗く ばかりは ならない とい ふ 事 實が雄 辯 じ 語つて 居る 處で 
もる。 

何故 山 本を S 巧は、 當 がその 觀察 まを 絶望 じ 導く ベ さ 事 
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說解 及傳ル 


象を 見極めな から、 なほ 且つ 悲觀說 の 暗い 淵へ 陷ち 込まな 
いで 居られる ので もらう か。 之は 理窟の 問題では ない。 を 
の 人の 氣 質の 問題で もる。 强い 意志 じ 燃えて 居る 氏の 氣質 
お、 此 矛盾 相迎の 人生 じ 救 ひを 來 たさう とい ム祭 力を 洽て 
ないから でもる。 巧は 幾度 理想が & 實の前 じ 打ち倒されて 
も 巧び 之を 立 もん がらせよう とする. ~ 生を」 と 「生を の 
殘 酷」 の 間に 調が をはから わ ば やまぬ 熱 息を 强く 把持して 
居え さう だ 調和. 之’ が 氏の 進路の 目標な の だ。 

「生を の殘 酷」 — 氏の が 想の 中む を かう いふ 點じ 求める 
ことは、 や、 み 酸 的で ある だけ じ 巧の 思想の 全般を 包含せ 
しむる じは 少しく 言葉の 狹い 憾み' が もる。 巧の む 股 じ 映 じ 
たものは、 自己む 內の 不調が‘ 宇 岳 •人生の 不調和で あつ 
たの だ。 理想と 現實の 相逊、 _ ，をを の殘 酷」 とい ふも此 不調 
和の 諸相の 一つ じ 過ぎない ので もる。 

化處 でな は 山 本 氏の 思想が そこまで 進んで 來た徑 路じ少 
しく 注意して 見たい と 思 ふ。 なの 見る 處に 依れば. 先づ氏 

の 思索の 對 あじ 選ばれた ものは 個人の む理 でも づた 。勿論 

氏自 みがを の 選ばれた 個人のう ちの 最も 棄 要な 一人で もつ 

たじは 相違ない •が、 巧は その 周圍じ 氏と 交渉を 持つ 個人の 

生活む 理に 深い 洞察を 加へ る ことじ 思索の 络ー ホを 踏み出 

したので もった。 化 思索的 發 おは 「津 村を 授」 をは じめ 巧 

の 初期のを 多く' の賦 曲が 證 巧して 居る と 思 ふ。 かくてを 個 


人の 內 生活が 如何に 矛盾げ 格し'  不調和 混贿を 極めて 居る 
かを おた 氏は •化 不調が の說 明を をめ ょうとして、 眼を 宇 
宙的 現象. 肖然界 動物 採の 旣骇じ 放つた。 すると 其 處じも 
夕 くの 爭閣 とす 調和と お 巧の 眼を 待もう けて 居た。 けれど 
も 巧は 其處 では 不調 一 抑 そのもの 、上に 一種の 調が が 靜じ巧 
さ 互つ て 居る ことを 感じた。 氏の 抱いた 化 感じは 「雪」 一 
篇を熟 讚す る讀 者の 胸 じは 必ず 强く觸 れるじ 相違ない。 個 
人の む理の 矛盾から 宇窗 的な 現象 じむを 惹 かれて、 其處じ 
不調和は 不諷 和な りじ 何氣 なく 調が して 居る 妻を な 旧した 
氏は、 同じ 調が を 見 化す 希望を なつて •化 おは 人生へ、 社 
會へ 眼を 移して 見た。 だが‘ 人類 社會 のを 聞と す 調和との 
うち じ、 宇 苗. 自然にん る やうな 調和を ぶ 化さう とい ふ 
巧のを 望は たやすく け へられ さう じ もない。 化む 持は 長篇 
小認 「生 さとし 生ける もの」 のうちに、 また 「西鄕 と大ん 
保」 のう もじ 十分に 窺 ふこと が出來 るので もる。 

山 本 あ 己 巧の 思想は 結局 人生の 不調 かのうち じ その まム 
での 調和を ホめ て 居る もの だとい ひ 得る であらう。 か、 る 
が 故に 究極の 點 にがては 「誰でも、 斷え ずを 力して 居ろ も 
のは •われ 等が 救ム ことが 旧來 る。」 とい ふゲ ー テの 樂觀說 
と】 脈 巧 通ず る ものが もろので 、凡そ 悲觀說 とは 緣遠 いも 
の だと 信ずる。 巧の 慮 想 集 「送 上」 のう もじ 「正方形と 
とい ふ 短い 一文が ある。 巧の 巧 おで もる 萊な 中學 校の 徽韋 
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お 冗 巧が を 一一つ 馬 さわた もの だとい ふこと を 述べて、 「正方 
形を 幾つ も-^ 茹 さわて 行く と •巧 後 じは 圓じ 達する とい 
ム ところから、 創立 おで もる 前 校を、 故 •上野 先生が を 案 
された もので もる と閒 いて 居る 〇 I 中略 10 正し さもの、 
表を ともい ふべ さ 正方形を 理 おとしないで、 巧を 玲 後の 目 
穂 じして 巧る のは さす おじ 化生で もる。 なじは そこ お 限 〇 
なく おしい。」 と 結んで 居る 〇 巧は 化 場 八 圓シ愛 2 表象と し 
て 肝る ので もる が、 私の々 の 哉へ かた じ もては めて. をを 
大 さむ 湘 和の 裴數と 解しても 大した 間違 ひは もるまい と 思 
ろ覃 ，る じ 巧は‘ 理想の 巧 難を 說ミ 「を 巧の 殘 酷」 を 語 
りながら も、 何處 かで 人 化み 肯を しょぅと 巧め て 居る ので 
もを 巧す る じ、 絕 えず 倘の 問題 じ 執して 巧る やぅ じ 見え 
なお ‘b  •巧 じ 倘を逝 じて をを おろ ことを 忘れない の だ。 

山 木に のぶ 想に 就いては 粒め て 大まかな‘ がら も 凡そ 述べ 
た。 み じ 氏の 作風に 就いて 少しく 語リ 度い とおろ 前 じ も 
述べた 述〇 巧は 「鬻 術は もら はれな 〇。」 との 持論を もつ 

て 巧る が、 创化 のが 際の 巧な じ もつては 巧の 作品は 巧して 

樂 々とも C はわて 來 るので はない。 勿論 川來る だけ 化 原理 

じ化赋 であ .1" うとは して 朽 るので もる’ が、 巧の かなのを く 

は 見ろ もが ましい やうな ぶ； 巧な をむ と 巧 力と じ 化って その 

をを 與 へ.-、 れ たので もる。 巧は 所謂 天ネ 型の 作家では なく 

て、 紳 綿し 稱化 すろ 雄が 帥 型の 作爹」 もろ。 巧 索 生 巧の 途 


上 一つの テ ー マが もら はれて 來 る， 巧は 之を むの 中で 根氣 
よく はぐくみ 育てる、 十み に酸醒 して 來 るのを 氣 長に 待 
つ、 さて をれ からこれ に 最も ふさは しい 表現 形 體を與 へる 
のじ 巧は 並々 ならぬ 勞 苦を 惜 まない の だ。 氣じ 入， C までは 
幾度で も 蕾を 替 へる、 練れる だけは 何處 まで も 練る、 かく 
して 生れて おる の’ が 氏の 藝術 でもる。 若し か濟 の思叔 感情 
を 眞實じ 傅へ 得る 表現を 搁 むと いふ ことが 所謂 技巧の 眞義 
であると すれば、 巧は 實じ此 息 巧 じがて 巧 巧に 凝る ので も 
る。 用意 おく、 拔目 なく、 一巧 一を と 氏は 讀 者を 肖 みのお 
想の 深みへ と 導いて 巧く。 之は 巧の 作品の 總 てに 就いて 言 
ひ 得る ことで ある。 

だ •が、 氏の 作品の 總 てが 思想が であり、 構成 的で ちる とい 
ふので はない。 「お彥 山賣」 、「大 磯が よ ひ」、 「父親」、 「雪」 
等 じは 思想 人と してよ 〇 もむ しろ 詩人と して かを の 一面が 
より 色 濃く もら はれて、 をれ 等を 特に 愛すべく 親しむ ベ さ 
けおとして 居る。 わけても 「海慶 山彦」 は、 僅 二日の 口で 
を 費した のみで、 巧' が 理想」」 する 適り じ樂 とかを の 情緒 
が 流れ 化で たもので、 その 高い 觀術 的香氣 、柔 さしい 濕 ひ. 
溫い 和やか さ、 を 作 おじ 禪 るべ） ソス 等は 化 作品を 巧の 最 
大の 傑作の 一つたら しめ \ 、暦る。 が も かくの 如み は 巧の 持 
巧の】 つで、 すで じ 感想 雜 「塵 勞」 の 中 じ 「兄を」 とい ふ 
小 おの 中 じ 立派 じ もら はれて 居る ので もる。 「海彥 山 養」 を 
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說 解ぶ 傳小 


潭 する 入々 は、 これを 生んだ 母體 ともい ふべ を 化 小品を 一 
讀 されん ことを おす、 めする 0 

吉田甲 モ太郞 

昭和 云を 貢 


惭言 不敏を のかで ない 上に、 が 問が 十を なかつた ので 
ホ 常に 燕雜な ものと なつて 了づ たこと を、 讀 者と 
山 本 先生と に 深く わ託ぴ なしまず 0 
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志 

座 

じ 

が 

て 

大 

正 

± 

幸 

月 

作 

發 

表 

同 

—し 

真、 

苗 

造 

同 

年 

九 

月 

於 

酷 

を 

蓮 

生 

巧 

大 

正 

十 

ぶ 

作 

發 
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同 

十 

1 

月 

ン 

I 

毎 

曰 

し 

本 

費 

於 

大 

國 

座 

勘 
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TJT 
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助 

じ 

依 

0 

て 

大 

正 

± 

丢 

五 

月 

作 

發 

表 

同 

セ 

巧 

女 

性 

同 

十 

1 

四 

月 

お 

彥 

山 

彥 

於 

舞 

樂 

座 

菊 

お 

郞 

rfcf 

是 

衞 

巧 

等 

じ 

依 

て 

大 

冗 

i 

丢 

巧 

作 

發 

表 

同 

五 

月 

或 

造 

同 

四 

を 

ち 

が 6 


が 初 及 作 著 


五月のを 劇 新劇 協會じ 依りて 
西鄕と 大乂巧 

昭和 一一 年 四月 か 留表同 五月 「文藝春秋」 
霧の 中 (ラ デオ .ドラマ) 

昭和 一一 年 セ 月 化 發表同 十一月 「キング」 


巧檢 ホが かお 


に 


追*  •だ 


;; ^ 
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昭和 一二 年 一一 一巧 二十日 印 制 


S 賣 品」 


昭和 二 牵 II 豆 壬 言發巧 

菊 化. 寬 
著作者 パく',  ^ 
山 本 有 一二 

發 巧者 和 田 利 養 

巧 刷 あ 島 源四郞 

製本 者 高 崎 鐵五郞 

おを 巿京掃 隔南傅 馬 町 一一 下目 

發 斤が 春 陽 堂 

電話 京 橋 五-じ 
振 巧 お ホル ー六 ー セ 
巧 ま ホル 石 川 區久堅 町. 共同が 刷が 式を 化げ 刷 


、 


